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279 西洋古典学・一…一……1・………一……・・・・……一・…・・・…592 63年度ゆち 62 ．R

280
日本語教授法　…………………………・……一……………・594　　　　　　　　　　　；
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63、（㊥） ・TV

28i
　　　　　　、　／
�jの理論ニ………・一…………・…・一・…・一・……一・・…幽596 63年度から 62 R

282 日本文化史　……………・…・・………・・………・………………598 63年度から 、6零 Ty

283 アジア論1（63年度限り）・……一…・・…・・一・………・b・…’600 60年度から 859（㊤）、． ，’

q
294 アジブ論Hl…………・…1・…………………・…・・……………602　　　　　　　　　　て 62年度から 61 ：TV

285 、ヨー・ツパ謝，∴∴・…・1・・一………………………………604 62年度から 61⑫）． TV

286 ナメリカ論1’……………・…・一……………・・一…………606 61年度傘ら
60（㊤）　　　　P

TV

287 アメリカ論聾　∴……………………………・…・・……………608 62年度から 61⑫） TV

288 美の本質と様態　轡……………………………………………610 62年度から 61（㊤） R

289 文芸史と文芸理論　……………・・…・・……………・…・………612 61年度から 60 R

290 美術史と美術理論．………………●・・…’…………’…畠………614 62年度から 61 TV

291 演劇史と演劇理論　……………………………………………616 63年度から 62 TV

292 音楽史と音楽論　………………’”………”………’…………618 63年度から 62 TV

293 民族音楽　………」………・・…………………………………”●620 62年度から 61 R

294 文化人類学　………………………………・…・・………・・…・…622 61年度から 60 TV

295 アフリカ論　……・…・・…………・∴…………●．………’………624 62年度から 61 TV

296 イギリスの言語文化　……………・…・・……………’…・6……626 61年度から 60 TV

297 アメリカの言語文化皿　…・……………・・……………’・…’…628 63年度から 62 R

298 ドイツの言語文化　……………………………・……’●………630 61年度から ．60 TV

299 ドイツの言語文化狂　・・…・………・…・…・………・……・・……632
63年度から　　　　ト

62 TV
｝

300 フランスの言語文化（63年度限り）…………・…一・……634 60年度から 58（㊤） TV
層301 フランスの言語文化巫　…………・……・興……………・・…・636 63年度から 62（㊤） TV

302 ロジアの言語文化（63年忌限り）…………………………638 60年度から 58・ TV

303 ロシアの言語文化嚢　………………・・…・…………’…’……’640 63年度から 62 R

304 人間の探究特論　……・………・…・………………●’●………… 63年度から

64年度改訂開設科目

305 存在と価値　………………………………………………・・…・642 64年度から 63 R

306 日本の言語文化　………・…・……・………………’●．…………644 64年度から 63 R

307 アジア二二　＿＿＿＿・……・・……・…………・・………………646 64年度から 63 R

ピ
ー
．
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フランスの言語文化1　…・………・……・……………………647

鴻Wアの言語文化1　……・…………・……・・…………・……・649

64年度から

U4年度から

63（㊥）

@63

TV

sV

自然の理解

310 解析学　……………・・…・……・………一・・……∵……………651 63年度から ’　62 R
311 現代応用数学　……………・・…・……………・………・・………653 62年度から 61 R 醸

312 現代数学特論1　……………………………・・……・…………657 62年度から 61 R
313 データ解析法の基本　…・……………・・………………………659 63年度からT 62 TV
314 データ解析法の進歩　…………………………轡・・……・…・・661 63年度から 62 TV
315 統計学特論……………・…一……・一・……………一…663 61年度から 60 R
316 時系列論……・……・一…・…………・………・………・・…一665 63年度から 62 R
317 物理科学史（63年度限り）…・…・・…………・……・・………667 60年度から 59 R 参

318 現代物理学1　…………………………・………・・……………670 63年度から 62 R
319 現代物理学H一一……・……………・一・……………・一・672 63年度から 62 TV
320 物鋤科学1一・一…・……………一・……一…一674 62年度から 61 TV 鰯

321 物質の科学聾　…………………………………・・……・………678 63年度から 62 TV
322 物質の科学皿　・………………・……・……・……・…………・…680 63年度から 62 TV
323 生命科学史（63年度限り）・…………・……・………………682 60年度から 59 R 傷

324 生命のしくみ1（63年度限り）…・……………・・…………686 60年度から 59 TV
325 生命のしくみH　……………・…・・……・∴……・・…・…………688 63年度から 62（㊥） TV　　9

326 植物の生理㌧………………・…．…’…………’．．………………690 63年度から 62 TV
327 動物の働と社会…………・一一一一…・一一∵＿＿692

63年度かち 62 TV
328’ 脳と行動　………………・・…・……………・・…・……………・…694 60年度からゴ 58（㊤） TV
329 植物と菌の系統と進化　………・……・…・・……………∴……696 62年度から 61 TV
330 動物の進化　……………一・・………………．．亀………………698 62年度から 61 TV
331 生態学概論　……………………………・……・・………………700 61年度から 60 R
332 宇宙の構造と進化　……………………………………………702 61年度から 60 TV 隼

333 太陽系の科学　……………・・…・…………・……・・……………706 62年度から 61 TV
334 宇宙像の変遷　………・……・…・…・一…………・……………708 62年度から 61（㊤） TV
335 地球の科学1　…………・……・・…………・…・…・……………710 62年度から 61 TV
336 地球の科学∬　………………∵・・………………・・……………712 62年度から 61 TV



’

．
　
　
　
　
　
　
臨

嘩

開設年次 作成年度 ．メディプ

337 大気と海洋　……g∴…・・…r・・r……∴……・…隔，………………714 6i年度から ．　60．
TV

．．338 　　　　　　　　「ｻ代肇源論　・…∴…∴・∴…“・・……………∵…∴………∵・．716
　　　噛

ﾜ
年
度
か
ら
．
1
　
　
　
、 60． ’R．

339 自然の理解編論　……………．．●………………．●●……………．

@　　　　　　　　　　　　　　　　　・1

　ρU3年度から

．s4年度改訂開設科目

念40
　　　　　　　　　F
搆v的デー・タ解析とソマト．ウエア　……轡・・…・・∴…州∴∴726 64年度から 63 TV．

341
量子論　・・∴……1……ρ∴？…・…・………亨…・∵・一………・∵…722 6窪年度から ．一

@
6
3
　
　
　
．
兜 TV

層342 生命のしくみ．1　∴・……・・∴∴・……∴……一…・∵………∴724 餌年度から U3．i㊤） ．TV．．

a43 集団遺伝学．？・・……………・・州……∵・…∵∴…・…………・・… 64年度から 63（㊤う R．
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347 都市の研究　……………・…・・…………………………………736 63年度から 62 7v

348
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﨣�ｻ時代の産業・技術　……………………………・……・・740 63年度から 62 TV

349 科学と宗教　……’…………’●………………’”………………744 63年度から 62 R
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　　　　　　　　　　　＝生活と芸術＝（TV）

　　　　　　　　　　　　　　　一　日本生活文化史　一

　　　　　　　　　　〔主任講師二熊倉功夫（筑波大学助教授）う

全体のねらい
　日本の芸術は西洋の芸術にくらべて独自の性格を持っている。芸術が純粋にその美を目標として創

造されるのではなく、日本では生活の道具として制作される。また喫茶の習慣が、古今東西の美術工
芸を取り込んで、茶の湯という独自の生活文化も作っている。芸能と工芸を軸に日本人の生活と芸術

が結びついた文化の歴史を論じる。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

日本人の生活と芸術を総合的にとらえるにはど

んな視点があるか。生活文化としての展開をたど 熊　倉　功　夫

1 日本人の生活と芸術 り、ことに室町時代以後に澄ける生活に即した新

しい文化として、茶の湯の意義などを考える。 （筑波大学助教授）

中国の茶の文化は、唐代に大きく成長し、日本

にも9世紀に伝わってくる。さらに鎌倉時代にふ

2 茶の文化の成立 たたび茶の文化が禅宗とともに渡来し、日本的な 熊　倉　功　夫

展開をとげた。

「花を瓶に挿す」ことは、仏教の伝来とともに 熊　倉　功　夫

3 供える花と飾る花

供花として盛んになり、平安貴族たちはそれを楽

ｵむようになる。「瓶の花」がいかにして生活空
山　根　有　三

間に入ってきたかをみる。 （群馬県立女子
蜉w教授）

鎌倉時代末期以後、中国から輸入された書画や

工芸品が珍重され、「ばさら」という新しい美意

4 南北朝時代の美意識 識が流行する。「座敷飾り」は洗練され、それを 熊　倉　功　夫

母胎に茶の湯といけばなは発展する。

室町時代の武家文化の発達にともない、新しい

生活様式が完成される。そうした様式の1つの核

5 書院の茶の湯 となるのが書院における茶の湯で、書院の茶とい 熊　倉　功　夫

われる。その姿を具体的に述べる。

「花を瓶に挿す」ことに堅いて、技術や方法が

問題となりはじめたのは室町時代、15世紀の中 熊　倉　功　夫

6 室町時代のいけばな 葉である。室町時代のいけばなの確立と展開を、

花伝書などを引いて論ずる。 山　根　有　三

京・堺などの都市には豊：かな新興町衆が登場す

る。彼らは武家貴族の遊びであった茶を自らの生

7 わび茶の成立 活のなかにあみ直した。村田珠光と武野紹鴎の茶 熊　倉　功　夫

をと澄してわび茶の成立をみる。

一1一



回 テ　　　・一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

わび茶の大成者千利休の茶とは、どのようなも

のであったのか。その生涯をたどりながら、わび
8 千利休と桃山文化 を徹底させ、主客の礼法を完成させた利休の茶に 熊　早戸　夫

ついて考えてみる。
「

茶の湯の発達はその舞台にもあたる茶室という

独自の建築空間を展開させた。中世の書院造りか
9 茶室の　世　界 ら流れだす茶室の系譜をたどりながら、日本の住 同　　　上

宅建築に与えた影響も考えたい。 ⑰

江戸時代初期にあらわれた池坊専好（二代）は、

いけばな史上最大の天才であった。，専好により完 熊　倉　功　夫

10 池坊専好の立花 成したいけばなの古典・立花様式について、専好

の人物像とあわせてみてゆく。 山　根　有　三

．17世紀前半の文化を寛永文化とよぶ。公家、

武家、町衆たちの協同した文化活動によって、繊

11 桂離宮と寛永文化 細で装飾高山か＝な芸術が誕生した。その性格を桂 同　　　上
離宮をとおして考える。

元緑時代を中心に町人の文化は遊芸の新しい展

開をもたらした。遊芸は地方にも広がってゆく。

12 町人文化と建築 京都の遊郭の建築、地方都市の町家建築のなかに、 同　　・上
その実現をみる。・

日本の料理は味だけではなく見る料理だといわ

れる。かって料理は立派な芸能であった。室町時

13 料理文化の系譜 代から江戸時代後期までの料理文化の流れを概観 同　　　上
し、茶の料理の特質をみる。

旧常生活の道具である工芸品に美を見いだし、

これを民芸と名づけて評価したのが白樺派の宗教

14 近代の工芸運動 学者柳宗悦であった。民芸運動と柳の思想をたど 同　　　上
りながら、その意義を考える。

近代になって西欧的な思考様式が取り入れられ

ると同時に、伝統文化は大きく変貌した。伝統文

15 伝統文化と近代 化の衰退と変質がなぜ起こり、今日、ふたたび流 同　　　上
行しているのはなぜかを問い直したい。
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　＝・日本の教育1＝（TV）

〔主任講師：深谷昌志（放送大学教授）〕

全留癬の特色を、謝国との対比を視野に置き、それと坐臥歴史的な系譜鰯えて勧

下げて唾たい．・5回は、初等教育から欝教育への漁を追う形備成してある◎な叔巾の広
い視野を必要とするテー魂ので、放送教材作成にあたって・さまざま縛門家の協力を得た・

回 テ　　　一　　　マ 内’　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 近代化と教育

　日本の近代化を支えたのは教育の力だといわれ
驕Bたしかに、量的な普及という面で、日本の教
轤ﾍ、短期間に成果をあげた。しかし、質的な面
ﾅは、急速な近代化のもたらした歪みが見受けら
黷驕B近代化の光と影は、現在、どのような姿を

深　谷　昌　志

見せているのか。

2 学　　　　　　校

　教育の中心は、なんといっても、学校教育であ
?､。そして、日本の学校は、社会的な期待に添
ﾁた形で、多くの＝機能を果してきた。しかし、こ
ﾌところ、学校の機能を見直そうとする気運が強

同　　　上

まっている。学校のどこに問題が潜んでいるので

あろうか。

3 教　　　育　　　費

教育費については、伝統的に、受益者負担をめ
ｮって論義が重ねられてきた。そして、公共によ
髟薗Sへの働きが世界的な傾向であった。しかし・
坙{に：限らず、欧米でも、教育費の公共負担をと

ﾌ範囲にとどめるのかが社会問題になりっつあ

驕B

　　同　　　上

A

日本の教育のひとつの特色は、知識や技術を伝

達するさいのたしかに見出しえよう。そうした成

4 授　　　　　　業
果が、学力の高さとなってあらわれるが、ここで

ﾍ、一斉授業の系譜をたどりながら、日本の授業
同　　　上

の持つ功罪を考察していきたい。

5 教　　　　　　師

　教職のあり方をめぐって、聖職論や労働者論、
齧蜷E論などが論じられてきた。全体として・教
tたちの間に、専門職志向への動きが目につく。
ｳ師たちは、専門職のイメーージの試に、教職がど

同　　　上

のような形をとるのが望ましいと思っているので

あろうか。

明治以後の教科書をみると、授業の形態に応じ

ていろいろの種類のものがある。それらをみなが 天　野　正　治

6 教　　　科　　　書
ら「教科書とは何か」を考えたい・また・外国の

ｳ科書のなかに私たちにとって参考となるものを
　（筑波大学教授）

i国立教育研究所教授

探ってみたい。

7 教　　　　　　科

　私たちは学校というと、すぐに国語・算数・社
?ﾆいった教科を思い浮かべる。だが、教科とい
､のは絶対不変のものではなく、歴史により・国
ﾉよってさまざまの形をとる。今、わが国や世界 同　　上

において、教科の再編成がどのように進んでいる
1

かを探る。
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

入試は学力をはかることを目標にしているのだ

が、わが国の入試問題には知識・理解に関わる問
8 学　　　　　　力 題が多く、思考力、興味・関心、意欲などの側面 天　野　正　治

が軽視されている。国際学力調査の結果なども含

め、真の学力とは何かを探る。

今、大学では制服・制帽がほとんど姿を消した
が、中学や高校の多くはそれを義務づけて跨り、

9 制　　　　　　服
「服の乱れは非行のバロメーター」などと言われ

驕Bそれは仮個性の型にはめる教育のあらわれで 同　　　上

はないのか。制服の歴史をさぐり、諸外国の様子
などもみてみたい。

校内暴力やいじめなど社会問題化している現代

の青少年非行について、その原因、背景、克服策

10 非　　　　　　行 などについて、実際にこの問題にとり組んできた 同　　　上
人々の提言をもとに考える。現代の青少年の規範

意識についても探ってみたい。

我国の高校生の28％が、そして大学生の74％
が、私立学校に在籍している。公立と私立の併存

が、日本の中等教育、高等教育の一つの特徴とい

11 国　立　と　私立
えよう。これまでの日本の教育拡大は、そのかな

閧ﾌ部分を私学に、依存してきた。しかし、その
潮木　守　一

反面では、公私間の授業格差をもたらしており、 （名古屋大学教授）
こうした経済負担の格差を、いかに考えるべきか

をめぐって、さまざまな議論がある。ここでは、

こうした問題点の検討を行う。

高校入試、大学入試をめぐって、さまざまな議

論がなされている。高校はいまや中卒者の95％
が進学するところとなっているが、その入試選抜

をめぐる競争は、依然として厳しいものとなって

12 入　試　選　抜 いる。一体、こうした入試競争の背後には、いか 同　　　上
なる背景がひかえているのであろうか。また、大

学入試をめぐっても、さまざまな改：革案が提出さ

れているが、一体、日本以外の国々では、いかな
る方法がとられているのであろうか。

日本の産業の海外進出はめざましく、多くの国

々はこうした日本の経済的成功に、きわめて強い

関心を払っている。外国の関係者は、こうした日

本の奇跡の原因を、日本人の教育水準の高さに求

13 教育　と　産業 めたり、あるいは企業内訓練組織の充実に求めた 同　　　上
りしている。しかし、その反面、日本の教育が余

り職業教育を重視していない、という事実を指摘

する見方もある日本では、一体、教育と産業とは、

どのような関係にあるのであろうか。
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏各）

日本は学歴社会だとして、さまざまな批判をあ

びているが、一体、学歴社会とはどんな特徴をも

つた社会のことをいうのであろうか。また、実際

14 学　　歴　　社　会 問題として、日本はどの程度まで、学歴社会とし

ての特徴をもっているのであろうか。こうした特 潮　木　守　一一

徴は、どのような歴史的な背景から生じてきたの

であろうか。日本以外の国では、学歴とはどのよ

うな意味をもち、そこには、どのような変化が現

れはじめているのであろうか。

人生一生涯が、学習の過程とする考え方が登場

するとともに、生涯学習論が多くの論議を呼んで

いる。社会生活の複雑化、職業生活の高度化は、

これまでの教育のあり方、考え方に、新しい発想

15 生　　涯　　教　育
の転換を求めている。生涯学習とは、一体どのよ

､な考え方を意味して澄り、現実問題として、生
同　　　上

涯学習はどうような形で、具体化されつつあるの

であろうか。新なメディアの登場とともに、人間

の学習スタイルは、どのように変わりつつあるの

か。
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＝教育学概論＝（R）
〔主任講師　田浦武雄（愛知学院大学教授）〕

全体のねらい

　教育学は、教育現象を学問的に研究し、理論体系化したものである。教育は、文化・社会の動態と、

入間の成長・発達：との接する面で、文化と人間との現実構造や変化過程を探究し、よりよい未来を創

出するのを助ける営みである。多くの教育問題との関わりを含め、教育の基本問題を研究し、それら

の改善の方向を究明する。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1～7の7回にわたって、教育学及び教育の意
義を検討する。

1 教育学の意義 教育学の概念、教育論と教育思想、教育学の始 田　浦武　雄
まり動向、日本に於ける戦前と戦後の教育学の変 （愛知学院大学教授）

遷について考察する。

人間形成には、すぐなくとも素質と環境と教育

との要素が含まれている。これら三要素の勧的弓
2 教育　の構造 連の基本構造について、検討する。併せて、IQ 同　　　上

をめぐる論争及び野生児の記録が示すものなどに
ついて考察する。

教育という用語を吟味し、意図的教育と無意図

的教育との関連について考察し、教育の社会的機

3 教育の機能 能とに文化伝達：、社会統制、文化改造の諸機能 同　　　上
に：関して、検討を行う。

教育は入間の成長と発達をめざしている。成長

の概念を重視したジョン・デューイの教育学の中心

4 成長　と　教育 的主張と、かれが批判した諸学説すなわち準備説 同　　　上
・開発説・形式陶治説などの問題点を考察する。

併せて、デューイの成長観について検討する。

発達の類似概念としての成長・社会化・文化化

5
発達と社会化・
@　　　　　文化化

との関連について考察する。人間の成長・発達の

ﾟ程の動態を捉え、いかに改善していくかの処方
ﾌ重要性について検討する。

同　　　上

人間の成長・発達の過程の把握とその処方をめ

ざすものとして、成長・発達の教育学を志向する

6 発達と教育の理論 ことが重要である。そのための学際的研究の必要 同　　　上

性、成長・発達の考察の視点として文化内存在の

概念を吟味し、全人的成長の構造を検討する。

現代教育の動向のうちで、注目すべきものは教
育の人間化の追究であり、人間的教育の確立であ

7
現代教育の動向一教育の人間化 る◎その構成要素として、民主的価値観、豊かな

ｴ情・情操、確かな知識、不屈の意志、逞しい健
同　　　上

康、道徳的実践力、創造的態度などについて検討
する。
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8

現代教育学の
@　　　　類型　1
i歩主義・伝統主義

　8～11の4回にわたって、現代教育学の類型に

ﾂいて検討する。
@戦後わが国の教育に影響を・与えた進歩主義と、

ｻれと対立する伝統主義とについて、それぞれの

攪_的特色を類型的に考察する。

田　浦武　雄

9

現代教育学の
@　　　　類型　2
?｢主義・実存主義

　プラグマティズムの立場にたちながら、進歩主

`とちがった歩みをした改造主義、冷よび入間存

ﾝの問題を重視した実存主義について、理論的特

Fを検討する。

同　　　上

10

現代教育学の
@　　　　類型　3
ｳ育の現象学・教育
l≡類学・教育社会学

　現代教育学の新しい動きとして台頭した教育の
ｻ象学と教育人類学について検討する。教育の現
ﾛ学は、実証主義のゆきづまりに対処して興り・
ﾀ存主義の傾向をもった点、教育人類学は・教育
ｻ象についての文化人類学的研究として注目され
ﾄいる点を中心に考察する。あわせて教育社会学
ﾌ特色も検討する。

同　　　上

11

現代教育学の
@　　　　類型4
ﾐ会科学的教育学
E分析哲学・教育
l間学

　社会科学的教育学、とくにマルクス主義教育学

ﾍ、社会主義圏の拡大とともに勢力を増している
ｪ、その理論的特色を考察する・他方・イデオロ
Mー的には中立であるが、哲学的分析を重視した

ｳ育学、いわゆる分析哲学の検討を行う。近年台

ｪしている教育人間学について考察する。

同　　　上

12 教育の文化的基礎

　12～15の4回にわたって、現代社会と教育と
ﾌ関連構造について検討する。
@教育は文化と密接に関連してい、る点を、能力と

ｶ化的多様性、文化的産物としての能力、文化的
椛ﾎ主義、文化と人間形成、教育に澄ける文化研

?凾ﾌ側面に分けて考察する。’

同　　　上

13 地域社会と教育

　教育をめぐる地域社会の問題、地域社会におけ

驫w校の役割について検討し、学校の人間化と社

?ﾌ教育化との関連について、教師の指導力の向

縺A非行問題への対応、地域社会のもつ教育力の

?繧ﾈどの側面にわたって、考察を行う。

同　　　上

14 情報化社会と教育

　情報化社会とマス・コミュニケーションの関係
ﾉついて考察し、併せて、情報化社会における教
轤ﾌありかたについて、判断力の育成、学び方の
w習、教養の向上、人生のビジョン、民主的価値
ﾖの献身、生涯学習の必要性などの側面にわけて、

沒｢する。

同　　　上

15
家族・仲間集団
@　　　　　と教育

　幼少期から青年期にかけて、入間形成に影響を
^える家族集団・青少年集団と教育との関係につ
｢て検討する。家族と教育との関連については・
ﾆ族集団の構造、機能の変＝遷、教育的機能の面か

迯l察し、仲間集団と教育については、発達段階

ﾉ応じた構造を考える。

同　　　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

16～27の12回にわたって、学校教育の基本間

16 学校の機能と課題
題を広い視野から検討する。

@学校の概念、近代社会と学校、第二次大戦後の 田　浦　武雄
学校、公教育と学校、教育過程と学校の機能、学

校の課題等の面から考察を行う。

学力観の変遷と学力のありかたについて検討す

る。とくに学力の概念、基礎学力論争を三期に分
17 学力観の動向 けて考察し、さらに、人間的教育のフレームワー 同　　　上

クの中で、基礎学力をいかに考えたらよいかの考
察を行う。

教育目的は、教育実践を方向つげるものとして、

重要な位置をしめている。教育目的の概念、教育

18 教育的価値と目的 基本法の教育目的、教育目的をめぐる論争を整理

ｵ、教育目的の構造について、顕在的目的と潜在 同　　　上

的目的、規制と逆規制の関係を究明し、併せて教
育目的の基準を考える。

確かな知識は、情報化社会ではますます必要と

なる。知識の意義を理論的に反省し、知識の捉え
19 知　　識　　　論 かたについての諸立場を比較検討し、併せて教育 同　　　上

の人間化の観点から、知識教育の課題が何かを究
明する。

何を教えるかはく学校教育の基本問題の一つで

ある。教育内容と教育課程との関係、教育課程の
20 教　育　課　程 構成要素、教育課程の類型を検討し、学問中心教 同　　　上

育課程、および人間中心教育課程の特色を考察す
る。

いかに教えるかは、学校教育の基本問題の一つ
である。教育方法について、その意義を考え、そ

21 教　　育　方　法
め諸理論を整理し、五段階教授法、問題解決：学習、

ｭ見学習、制御による学習等の諸説について考察
同　　　上

し、学習指導の最適化の必要性について検討する。

生徒指導は教科指導と並んで重要な領域である。

生徒指導の必要性、現代社会のインパクト、生徒

22 生　徒　指　導 指導と自己実現、生活指導の伝統の反省、生徒指 同　　・上
導の課題等について、検討する。

道徳教育の概念を吟味し、道徳教育を重視すべ

23
道徳教育　　　（1）

ｹ徳と教育との関連

き理由について考察し、道徳と教育との関連につ

｢て、価値観の指導、民主主義の理解、人間生活

ﾌ核、主体的倫理と人類的倫理、社会的環境との
同　　　上

対応等の面から、検討を行う。
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

先進諸国におげる道徳教育の体制を比較検討し、

24
道徳教育　　　（2）

@道徳教育の構造

併せて、近年重視されている価値教育について、

ｿ値教育の類型を整理、分析し、価値教育のあり

ｩたについて考察する。

田　浦　武　雄

教育においては、認知的領域と並んで、情意的

領域が重視される必要性を究明し、芸術教育の動

25 情意的領域の教育 向を考察し、芸術教育・情操教育の現実を分析し、 同　　　上

それらの課題について検討する。

創造的教育の必要性を考察し、創造性とは何か
について、その構成要素、創造性と倫理との関連、

26 創造性の教育
創造性の入間学の面から探究し、併せて、創造性
ｳ育の基礎的視点について、問題意識の明確化、

同　　　上

ステレオタイプの打破、具体化能力の育成、枠組

の明確化を検討する。

教育評価が、人間的教育においてしめる意義に

つい℃検討し、教育評価の重要な側面として、達

27 教　育　評　価 成度の評価、形成的評価、創造陸の評価等につい 同　　　上

て考察する。

28～30の3回にわたって、教育制度と教育と
の関連を広い視野から検討する。学校経営・学級

28 教　育　経　営
経営等を包含する教育経営の意義を明らかにし、
w校経営が課題とすべき領域、学校経営の活性化

同　　　上

の方途，教育経営と学級経営の関連について考察

する。

教育制度・行政の意義を考察し、学校制度の現

状と課題、学校体系の改革、教育行政の動向につ

29 教育制度・行政 いて、検討する。歴史的反省とともに、他の国の 可　　　上

教育制度・行政の動向との比較研究を行い、教育

制度・行政の課題を究明する。

教育の質を左右するものとして、教師の役割は
大きい。1：LO・ユネスコの「教員の地位に関する

30 教　　　師　　　論
勧告」（1966年）は、専門職としての教師を主張し

ｽが、その意義を吟味し、教職観の類型に考察を

同　　　上

加え、併せて教員養成の課題について検討する。
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＝心理学概論1＝（TV）

〔主任講師謁灘三四翻〕

全体のねらい

　人の心と行動のはたらきを理解するために、まず、人が環境の状態と感覚を通して知り、それによ

って得た情報を処理して、自分の要求の実現に役立てていく過程を考えてみる。つぎに、このような

入㊧心と行動が、子供から大入へと発達してレ・く過程に器いて、いかに変化していくか、また個人個

人によりどのように違うかについて述べる。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 心理学　と　は

　心理学とは何か。その課題、対象、方法などを

ﾟぐり、歴史的発展の過程と現況を述べる。
大　山　　　正

i日本大学教授）

l摩　武　俊
i東京都立大学教授）

2 環境の認知　1
ｴ　　覚

　環境の中で生活するために必要な環境の状況把

ｬ。その手段としての感覚について考える。

大　山　　　正

3 環境の認知　H
ｴ　　覚

　知覚は外界の忠実な反映でもない。知覚の法則、

�o、空間と運動の知覚について述べる。 　　母

ｯ　　　上

4 情報の処理　1
壕ﾓ　と　探　索

　日々の情報：量は膨大だが利用は1部のみである。

ｱの観点から、注意と知覚的探索について述べる。 大　山　　　正

范ﾌ　　　謙
i千葉大学教授）

5 情報の処理　1
L　　憶

過去の情報は記憶として保存される。この記憶

ﾌ成立、保持、検索、変容などを述べる。 大　山　　　三

葬J津孝　明
i慶応義塾大学教授）

6
情報の処理　皿
v　考　と　言語

　利用可能な情報を用い、人が問題を解決する過

�ﾆしての思考と言語体系の役割を考える。 大　山　　　正

戟@　　　　洋
i東京大学教授）

7
経験　の　効果
w　　　　　　　習

　人は過去の多くの経験によって、行動の習慣を

l得し、変容する。この学習過程を考える。

大　山　　　正
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

人が行動を起こすのは要求にもとつく。生物的

要求、社会的要求、関連する感情・情動などを述 大　山　　　正

8 要求　と　感　情 べる。

託摩　武　俊

他の動物に比べ、人間は本能的行動が少なく可

9
心の　発達　1

塑性が豊かである。乳幼児の成長過程を述べる。

託　摩武　俊
乳幼期・幼児期

青年期、成人期を経て老年期に至る心の変化、

10
心の　発達　皿
ﾂ年期から老年期

他人との関係や性格の変化について述べる

同　　　上

知能とは何か、どんな働きの知能があるか、測

11
個　　人　　差　　1

定は苛能か、天才とは何かなどを述べる。 伊　藤　隆二

i横浜市立
知　　　　　　能 大学教授）

性格の類型論と特性論、性格の形成に関与する

12
個　人　　差　　H

ｫ　　　　　　格

諸要因、性格テストなどについて述べる。

託　摩　武　俊

社会的環境の認知過程の特色、態度の形成と変

容、援助行動と攻撃行動などを述べる。 加　藤　義　明

13 社会的行　動 （東京都立
大学助教授）

神経症と心因反応、神経症の類型、精神分裂病・

躁うつ病、心の異常の分類について述べる。

14 心　の　異　　常 福　島　　　章

心理学の研究成果や研究法が、実際にどのよう

に応用されているかを実例をあげて述べる。 託　摩　武　俊

15 心理学の応用
大　山　　　正

o
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　＝心理学概論H＝・（TV）
〔主任講師：中川大倫（放送大学教授）〕

全体のねらい

　心理学概論1を土台として、心理学上の諸問題を各論的に述べる。これによって、心理学概論1と

ともに・心理学的なものの見方、考え方を豊かにし、同時に、心理学のみならず、隣接領域にかかわ

る諸事象に対しても、関心と興味とをもっことができるように配慮する。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 心　の　発　達　1

　幼少期の発＝達における脳神経細胞間の精密な連結化と神経繊維の髄鞘化の重要さにふれ、それを土台として、発達の初期段階に剥げる経験が、その後の発達、知覚、学習の上に少なからぬ影響のあることを、刺激制限下に飼育された動物の実験事例を中心にして説明する。

中　川　大　倫

i放送大学教授）

2 心　の　発　達　皿 同　　　上

‘
　
3 環境の認知1

　人の認知している世界は、その入を囲む物理的な世界とは違った世界である。知覚的世界とも、心理学的世界ともいわれる。この知覚的世界の特性些つき・形の知覚（図一地、真丸、分節、枠組輪郭線知覚の場）と運動の知覚（実際運動、みかけの運動）を取り上げて説明する。

同　　　上

4 環境の認知亜

　知覚的世界の特質を空間知覚と時間知覚の側面

ｩら説明する。空間知覚では、奥行き視（単眼視

ﾆ両眼視）と恒常現象（大きさ、明るさ、形の場

〟jにふれ、時間知覚については時空相対の関係

�ﾀ証的に述べる。

同　　　上

5 環境の認知皿

@　　　　　　　1

　知覚的世界においては、刺激：体制の構造化が十分でないと、主体の内的要因が知覚の形成因子として参加するようになる。本章に旧いては、知覚形成に診ける主体的要因として、構え、文脈、図式、順応水：準、動機、共通の期待などについて述べ、また、知覚と有機体の生活の問題にもふれる

同　　　上

6 学　　　習　　　1 同　　　上

7 学　　　習　　　H

　学習に関する認知的な考え方につき、ケェーラー、レヴィン、トールマンを中心に述べ、S－R学説と認知説とのかかわりにふれる。さらに、技能学習の特性を質的変化と量的変化の側面から述べ、社会的学習を、モデルの観察による模倣と不安回避による模倣について説明する。

同　　　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 記憶のシステム1

　まず、記憶の過程と記憶研究の方法の概要を述べ、さらに、最近の情報理論の影響による記憶過

�ﾌモデルを説明し、この記憶モデルを土台とし
ﾄ、感覚的記憶の基本的：な特質、：ならびに、感覚
I記憶と短期記億の関係や短期記憶に澄ける情報
?揄ﾟ程について述べる。

中　川　大　倫

9 記憶のシステム皿

　前述した記憶モデルの流れをうけて短期記と長
匤L憶の関係を述べ、さらに、長期記憶の構造の
竭閨A記憶に澄けるリハーサルと忘却の問題、長
匤L憶における情報の質：的変容の問題、記憶研究
ﾆ日常生活の関係などの事項について説明する。

同　　　上

10 認　　　　　　知

　形、文字などの認知に関する基本的な問題を取
闖繧ｰる。まず、認知に響ける特徴抽出の理論（
S理学的理論と生理学的理論）を述べ、さらに、
F知における情報処理の方略として、刺激駆動型
?揩ﾆ概念駆動型処理の特性ならびに両者の関係
ﾉついて説明する。

星　　　　　薫

i放送大学助教授）

11 個　　　人　　　差

　入は発達のいろいろな段階を通じ、外部環境と
ﾌ相互作用の中に、新しい行動の様式を作りあげ
ﾂつ、．さらに、発達をつづけていく。人は、その
ﾔに、身体的にも知的にも、性格的にも、また、
ﾐ会的な行動の仕方の上にも、いろいろな個人差
�ｻすようになる。本：章では、知的な個人差に焦
_をしほり、知能と学力とを、測定との関連に宣
｢て説明を試み、理解を深めようとする。

中　川　大　倫

12 社会的行動1

　人の行動を社会的背景の中にとらえ、まず、対
l関係に窪いて対人魅力とゲームの問題を説明す
驕Bついで、集団の形成と構造化の問題に移り、
W団形成の要因、集団参加の要因等を説明し、さ
轤ﾉ、構造化の過程にみられるフォーマルな集団
ﾆインフォーマルな集団の関係、集団のまとまり、
W団規範と同調の問題を取り上げ説明する。

山　口　　　勧

i東京大学助教授）

13 社会的行動丑

　まず、集団内の個人行動として、周囲の人から
ﾌ影響として現れる社会的促進と社会的手抜きの
ｻ象を説明する。ついで、集団行動として、集団
ﾌ生産性、リーダーシップ、集団内コミュニケー
Vョン、集団討議と決定の問題を説き、最後に、
?@的場面と入の行動にふれる。

同　　　上

14
要求（動機）と阻

~現象

　人は能動的に、また、目的的に振舞い、つねに
ﾂ境との適応を求める。人は要求や目的にもとづ
｢て行動し、目的を達成して満足し、また、目標到達
�jまれ、失望し、落胆し、ときに、憤慨し乱暴
ｵたりする。本章は、行動発現の動因となる要求
i動機）や要求の阻止、それに伴う情緒的表現に
ﾅ点をしほって述べる。

中　川　大　倫

15 指導と　治　療

　日常の社会的生活に円いて、周囲の人々や社会
I規範社会的要請とのかかわりの中で、調和の
ﾆれた生活を送ることが困難な事例がある。その
謔､な事例に対して、どのような指導が行われる
ｩ、また、治療の方法があるものか、その主要な
菇@について述べる。

同　　　上
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＝行動科学＝（TV）
〔主任講師1小川　隆（明星大学教授）　　　　　末永俊郎（日本大学教授）〕

全体のねらい

　入間の行動に関する諸科学の概説ではなく、心理学としての行動科学を扱う。前半は個体の行動に

ついて生得的、習得的行動を扱い、後半は社会的行動を扱う。心理学概論、他の心理学関係の科目で

多くは扱われないが、行動科学の視点からは大切な比較心理学、社会心理学の領域に重点が置かれるも

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1　心理学としての行動科学

2　行動の区分 小　川　　　隆
1 行動科学の視点 3　行動と環境

（明星大学教授）

1　行動の発生

生得的行動 2　行動環境
2

一環境と行動
同　　　上

1　行動の種類

3
生得的行動一一

s動の系統発生1

2　種：に固有な行動の特徴と意義

R　行動の相同

S　行動の相似

渡　辺　　　茂

i慶応義塾大学・
@　　　助教授）

1　自発生と内部要因

4
生得的行動一
s動の系統発生H

2　行動の周期性

R，行動の選択

S　行動の階層性
同　　　上

5　行動の最適化

1　系統発生と個体発生

5
生得的行動一
@行動の個体発生

2　行動の発達的変化

R　個体発生の生得性と習得性 小　川　　　隆

1　はじめに　　　　　　　6　連合野の働き

2空蘭定位とは 酒　田　英　夫

6 行動の生理学 3　フクロウの音源定位

4　こだま定位のメカニズム （日本大学教授）

5　頭頂葉と空間定位

1　習得的行動の種類

7
習得的行動

@一一行動の分析

2　実験的行動分析

小　川　　　隆：
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
習得的行動

@　一認知機制

1　刺激性制御

Q　条件性強化
小　川　　　隆：

9
習得的行動
@　　一一行動機制

1　強化
Q　有害刺激の制御

R　選択行動 同　　　上

10 言　　語　　行　　動

1　オペラント行動としての言語行動

Q画面行動の機能
R　言語行動の行動的基礎

佐　藤　方哉

i慶応義塾大学
@　　　　教授）

11
＝選択行動

@　　一一意志決定

1　意思決定論

Q　主観確率

R　効用
S　認知的意思決定論

戸　田　正　道

i中京大学教授）

12
行動修正1

皷棊p行動分析

1　行動修正とは何か？　　6　結論

Q　目標の設定
R　行動の基本原理

S　行動を増加させる手続

T　行動を減少させる手続

出　口　　　光

i明星大学講師）

13
行動修正皿

@　　一一教授工学

1　システム分析

Q　トークン経済システム

R　個人化教育システム
@（Personalized　System　of　Instruction

@　PSI）

同　　　上

14 行動薬理、学

1　薬物の行動に対する効果

Q　薬物の強化効果

R　薬物の弁別刺激効果

S　まとめ

安　東　　　潔

i劒実験動物中央研
?叶ｸ神薬理部長）

15 行　動　工　学

1　科学的管理法
Q　科学的管理法の問題点とその後の展開

R行動解析の事例

西　岡　　　昭

i労働科学　　　研究所員）
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容欄 担’当講師－
i所属・氏名）

1　社会的行動とはなにか

2　動物の社会的反応 末　永　俊　郎

16 社会的行動の発生 3　乳児の社会的反応

4　母子関係 （日本大学教授）

5　言語の発生

1　レスポンデント条件づけ

社会的行動に： 2　オペラント条件づけ 安　藤　清　志

17
澄ける学習

3　モデリング
S　態度形成・対人魅力と学習

（東京女子大学

@　　　助教授）
5　攻撃・援助行動と学習

1　認知のバランス

18
社会的認知と

@　　　行動（1）

2　認知の不協和

R　自由の認知
山　口『　　勧

i東京大学助教授）

1　因果関係の認知

19
社会的認知と

@　　　行動（皿）

2　因果帰属と行動

R　社会的比較と行動 同　　　上

1　自己意識・自己概念・自尊心・自己関係

2　自己意識と社会的行動

20 社会的行動と自己 3　自己概念と社会的行動 安　藤清　志
4　自己評価・自尊心と社会的行動

5　自己開示と社会的行動

対人場面における作業成績

対人場面に 中　村　陽　吉

21
澄ける行動1

（学習院大学教授）

対人行動における他者共存の影響

対人場面に
22

おける行動H
同　　　上

対人距離と行動

対人場面に
23 おける行動蚕 同　　　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1　集団とは何か
2　集団に参加するのは何故か 古　畑　和　孝

24 集団内行動1 3　集団の特徴
（東京大学教授）

1　個人の遂行と集団の遂行

2　課題の性質・型と生産性との関係

25 集団内行動皿 3　集団に澄ける意思決定 同　　　上

1　リーダーシップの概念

2　リーダーシップの機能

26 集団内行動皿 3　リーダーの情況との適合 同　　　上

1　集団間行動とは何か

2　集団間に澄ける相互作用

27 集団間行動 3　集団間：葛藤の軽減 同　　　上

4　実験的間接的経験を通しての国際関係

1集合行動の類型
2　集合行動の一般的特性 岡　部　慶三

28 集合行動　1 3　集合行動に澄ける人間的行動の特徴
（帝京大学教授）

1　流言

2　パニック

29 集合行動　皿 同　　　上

1　行動科学の歴史

2　今後の展望

30 行動科学の展開 末　永　俊　郎
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＝現代の人間観と世界観＝（R）

〔主任講師；中埜　肇（放送大学教授）〕

全体のねらい

　激動しつつある複雑多様な現代の文化・社会・生活の根本に働いている人間観と世界観の本質塗さ

まざまな角度から照明し、現代に生きることの意義を考えたい。第2回以降は2回ずつ担当講師によ

るそれぞれ専門的な視点からの講義を行い、各2回目の終りには主任講師との対談によって理解を深
める。

回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 序　　　　　　論

　私たちにとって「現代」はいかなる意味を持つか、現代の文明論的な特質は何か、現代の人

ﾔ観と世界観はどのようなものか、などについ

ﾄ全般的・総括的に論ずる。

中埜　　　肇
i放送大学教授）

2

現代社会に：見られ
髏l間観一技術と現代文化（1）

　近代の産業社会を「技術」の世界として捉え、そのことを世界観的な意味を考える。そのさい、技術をそれ以前のrars」の観念と比較し、その同じ根から「芸術」の概念が生じたことに注目し、その状況を現代以前の特色として論じる．

山　崎　正和
i大阪大学教授）

3
現代社会に見られ
體?ﾔ二一技術と現代文化（2）

　前回の論述を承げて、現代の脱産業社会の特

Fを、技術・芸術分裂の時代の終りの始まりと

ｵて論じる。現代の新しい生産と消費動向のな

ｩに：、古い「ars」の復活の可能性を考えた
ｵ（。

同　　上

4

哲学的思想に：現れ

ｽ現代の人間観と
｢界観
@　　　（1）

現代思想の源流をだいたい今世紀のはじめに

烽ﾆめ、哲学のさまざまな問題とその解決をめ

ｴすさまざまな方法が今日までどのように展開

ｵてきたかを、いわばタテに考察する。

塚　本　明　子

i東京大学助教授）

5

哲学思想に現れた
ｻ代の人間観と世
E観
@　　　（2）

同　　上

6卜

科学・技術に見ら
黷骭ｻ代の人間観
ﾆ世界観
@　　　（1）

　この回は、科学・技術の成立を写し、あるい

ﾍ逆に科学・技術の進展によって深化された世

E観を中心に考えてみる。物質、エネルギー、

﨣�ﾌ三つの基本概念によって支えられた現代

ﾌ世界観はどのような姿をしているか学ぼう。

村　上　陽一郎，

i東京大学教授）

7

科学・技術に見ら
黷骭ｻ代の人間観
ﾆ世界観
@　　　（2）

同　　上
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回 テ・　・一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

精神医学を通じて
　精神医学は人間を1）生物学的2）心理学的3）社
?w的4）形而上学的な、多元的存在としてとら

8
みた現代の人間観
ﾆ世界観
@　　　（1）、

える。人間は「生物としてのヒト」であるが、一回的でかけがえのない自覚的存在である。こ

ﾌ回は、とりわけ行動研究や脳研究が人間観・
｢界観に及ぼす：影響を考える。

小　田　　　晋

i筑波大学教授）

精神医学を通じて
　この回には、現代人のこころの病態と行動の
ﾙ常を通してみた現代の人間観と世界観の特徴

9
みた現代の人間観
ﾆ世界観
@　　　（2）

を考える。精神病の軽症化と一般化、異常一正
墲ﾌ境界喪失、妄想の内容変化などを通じて、
ｻ代人に：診ける境界線喪失・情報化・物象化な
ﾇの特徴が浮かび上ってくる。

同　　上

宗教現象に見られ
個別・特殊な宗教の立場からではなく、人類

i史）の宗教現象の統一的理解という宗教学の

10
る現代の人間観と

｢界観
課題・視点から現代世界の宗教（現象）一それ
ﾍ多様なものである一に顕わになっている人間

荒　木美智雄
i筑波大学助教授）

（1） 観と世界観の特徴と意味に：ついて、とくにまず．
ｻの多様な現われについて考える。

11

宗教現象に見られ
骭ｻ代の人間観と
｢界観

　現代の多様な宗教現象を人類の宗教史から類

^学的に把握し直して、その特徴と意味につい

ﾄ考える。 同　　上

（2）

芸術に現れた現代
　芸術作品の中には、同時代の本質を映し出し
ｽものがある。そういった視点から、20世紀の

12
の人間学と世界観
@　　　（1）

特に現代的な芸術作品一　美術、音楽、文芸な
ﾇのジャンルに：澄けるいくつかの特色ある作品
ﾉ映し出された現代の人間の姿を見て、その意

増成隆士
i筑波大学助教授）

味について思想的に考える。

（1）と同様の視点から、現代の世界の特色につ

．13

芸術に現れた現代
ﾌ入間観と世界観

いて、この場合は特に：現代人の居住空間、生活
ﾂ境という具体的な局面で見つつ、その意味に
ﾂいて考える。建築論・都市論のほか絵画や文

同　　上

（2） 芸に描かれた現代世界の様相於よびそれに：つい
ての思想を問題にする。

情報化とマスコミ 現代人の生活は、新聞・テレビ・雑誌などの

ユニケーションに マスコミと切り離しては考えられない。特にテ
青　木　　　彰

14 見られる現代の人
ﾔ観と世界観

レビの影響力は大きい。この映像を中心とした

[似的現実の受容と共有が人間をどう変えたか
（筑波大学教授）

（1） を論ずる。

情報化とマスコミ 電気通信と情報処理の技術の発達によっても

ユニケーションに たらされる「高度同報社会」では、情報の洪水

15 見られる現代の入 に対する賢明な選択が求められる。ニューメデ 同　　上

間観と世界観 イアの登場など今後の情報環境の変化と人間の
（2） 関係について考える。
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　　＝哲学の基礎＝（R）
〔主任講師；山本　信（東京女子大学教授）〕

全体のねらい
　哲学は我々の日常生活に根ざし、人生観や世界観の問題に連なるものではあるけれども、学問とし

て理論的にやってゆくためには、どうしても抽象的：な概念や問題設定を扱うことができなければなら

ない。そのための最も基礎的な道具立てを整えて豪きたい。

回 テ　　一　　マ 内’　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

「哲学」という言葉そのものの意味を考える

1 哲学とは何か
ことから始め、この学問がもっている独自の性

iと、それを学ぶときの特殊事情について述べ
山　本　　　信

る。
（東京女子大学教授）

他の諸学とは事情を異にして、哲学の研究は

常にその歴史との内的な連関に届いて行われな

2 哲学史の意義 ければならない。哲学を西洋から移入し、しか 同　上

も自国の思想的伝統をもっている日本人には、

この点でも特別の問題が課されている。

普通哲学に属すると考えられている諸学問を

列挙し、それぞれについて多少の説明を加え、

3 哲学の諸部門 それら全体にわたって見とおしをつける。 同　上

「ある」ということをめぐる古来の論議をふ

まえ、「実体」「形相」「本質」など、歴史的

4 存在論の基本問題 にも体系的にも哲学に：とって最も基本的な諸 同　上
概念をとりあげる。

「主観」あるいは「主体」と訳される概念の

形成過程をかえりみることによって、現代にい

5 主　観　概　念 たるまでの近代的な思考体制の原点を究明する。 同　上

近世における心と物、精神と物体の二元論は、

それ自体が本質的に不安定なものであり、観念

6 近世的二元論 論と唯物論という対立的立場もそのことの所産 同　上

にほかならない所以を論ずる。

近世以降の哲学を特徴づける認識論的問題設

定について、その端緒における歴史的意義を明

7 認識論の系譜 らかにし、その後の展開を跡づける。 同　上
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回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師i所属・氏名）

認識し行為する主体としてのあり方をもって

原理とする立場が、近代の合理性をになう一方

8 主体性の形而上学 の柱として、どのように展開されてきたかを考 山　本　　　信

察する。

現在われわれが「科学」とよんでいる知的形

9
近代科学の思想史
I意味

態が、近代の合理性をになうもう一方の柱とし

ﾄ、思想史的に何を意味しているかを考察する。 同　上

科学的な思考法、それはまたわれわれが小学

校以来の教育で叩きこまれてきて常識になって

10 科学的思考の諸性格 いる考え方でもあるが、その特質と帰結とを、 同　上

いくつかの項目にわけて露わにする。

科学の進歩は、生命現象をも物理的化学的な▼

過程にひきもどし、また人間に対してはその尊

11 生命と人間性 厳を剰幽してゆくかのようにみえる。こうした 同　上

事態に関してどう考えたらよいか。

からだとの関係に澄いて心とは何なのかとい

うことは、人類にとって古くからの関心事であ

12 心　　身　問　題 り、哲学の主要問題の一つでもあった。特に：近 同　上

世的二元論の文脈のなかで現在どう考えたらよ

いか。

人間の自由に対立するものとして、運命、自

然因果性、社会的制約などが語られる。・これら

13 自　由　と　必　然 の必然的支配を説く決定論に対して、どう考え 同　上

たらよいか。

何を考え何を語るにせよ、それは真なのかと

いう問が最後までつきまとう。ではそもそも真

14 真　　　理　　　論 理とは何か。・そして、何かが真であるというこ’ 同　上

とはどうやって確かめられるか。

哲学の歴史から見てわれわれがどのような状

況に論かれ、いかなる問題に直面しているか、

15 現代の哲学的状況 ということを知るために、現代の諸学説に現わ 同上
れている思想的動向を概観する。
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＝古代中国の思想＝＝（R）

〔主任講師1戸川芳郎（東京大学教授）〕

全体のねらい

’中国古代中世に生れた思想の歴史を概観する。その源流を追って、発現のすがたと現実に果たした

役割またその後世への影響をえがきつつ、中国思想のいとなみを把握したい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 “仁”と　孔　子

　三代文化の基礎一古代宗族制の世界一が再編に

ｳしかかった春秋後期、はじめて人間関係のあり

福�ｩ覚した孔子が出現する。この儒家の開祖の

v想と行動を時代の様相とともに説明する。

戸　川　芳　郎

i東京大学教授）

2 墨家集団の思想

　礼楽文化に依拠した儒家の思想基盤を澄びやか

ｷ墨家の、”兼愛・三三“の考えと党派的な結社

W団の行動軌跡をたどる。”非行・節葬〃の社会

癆ｻや”尚同・天主“の政体論に：も言及する。

同　　　上

3 孟子の王道論

　　　　　　　　　　　　　　●　　　●@戦国期の社会変動のただ中、聖人孔子を聖王の
n列に加えた孟子は、その正統伝道者として箪政治の理想を遊説する。”仁義礼智“を支えた性。善説を紹介し、その思想史上の評価を行う。

同　　　上

4 荘　子　と　老子

　　　　　　　　　　　　　　●　　　●@人為を排した「全性保真」の養生論と相対世界
�Eして”三三“の真実在をもとめた荘周の夢は、

ﾃ代観念論の極致である。後続の『老子』の”無

ﾗ而無不為“の政術をあわせ論ずる。

同　　　上

5 “礼”と　筍　子

　古代中国は、嗣子の指示する方向に進んだ。天
lの分離・後王思想・性悪説によって”礼法“秩　　　　　　　　　　　　　　●　　　o

?�xえる根源を現実の実力者王者の権威に帰し

ｽ。この、法家思想を導いた内容を伝える。

同　　　上

6 諸　　子　　百　家

　o　　　o@幽幽二大集団のほかに戦国中・末期に活躍した　　　　　　　　　　　0　　　9

V説の士のうち、のちに名家一恵施・公孫龍一、o　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　●　　　　　　　　　　●

@家一旨旨・申不害・慎到・韓非一、縦横家、兵。家と称される思想家の行動をあつかう。 同　　　上

7 陰陽思想と「三三」

　中国の生んだグローバルな思想とは、漢初の陰

z二元と五徳終始の説である。”変易〃原則を説
ｭ「易伝」へも；習合され、自然と人事を包括して、

`而上の一者”太極〃の概念を生む。

同　　　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

叙事巨：篇『史記』に現れた司馬遷の意：図をその

列伝を主軸に窺うとともに、憎憎伝来の政事記録

8 司馬遷と歴史記録 一『尚書』と『春秋』を紹介する。加えて春秋学 戸　川　芳　郎

とその三伝を説明し史家の体例に論及する◎

雑家の書『呂氏春秋』と『准南子』を黄老思想

を媒介にして説明する。一方、国教に立った儒学

9 黄老思想と董仲訂 の教義、董仲野の政治理論一天人相関の陰陽災異 同　　　上
　　　　　●　　　のv想、春秋三際説、君権則天主義を述べる・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　い､朝支配の体制教学として前漢後期から清末に

及んだ儒教について、その特徴を綱常倫理・早戸

10 儒教　と経　学 治人・名分論・権威主義にわけて概観し、その学 同　　　上
　　　　　9　　　●pの内容一経学一の史的展開を跡づける・

野葬薪の鞘町政権をはさんで、当時の学術・文

化を象徴する、下向父子と班氏一族の事業を紹介

11 漢　家　の　復興 する。前者の中秘書の総合整理、後者は劉漢受命 同　　　上

説に：立つ壁代史r漢書』の編纂である。

陰陽災異説から「以往知来」の予言化が進み、

図識の政術利用と緯書の出現に及ぶ。その批判者

12 識緯思想と王充 王充の唯物論的な気一元論と徹底した命定論を紹 同　　　上

介し、その頒漢思想との関わりを述べる。

学官と学制が整備された後漢語教国家は、学術

の分化と論争をよび、また総合解釈へと動く・漢

13 許慎　と　鄭玄 唐訓話学を代表する経学一許慎と鄭玄一を登場さ 同　　　上

せその閲歴と学問のあらましを見る。

「太極」「元気」の統合概念が成立すると、後　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　o

漢期を通じて宇宙生成論が発達し魏同期に：三白五

14 生成論と”無“ 蓮へと展開する。その展開の様態を追究する一方 同　　　上

「無」の存在論の深まりを王弼の所説に見る。

人間社会の歴史を遡って、その開開に及び、宇

宙生成と人間史とを継ぎ合わせたのは、魏晋期で

15 入間史のこと ある。史体通史の創制とその盛行を通じて歴史意 同　　　上

識を探る。末尾に、中国思想をまとめる。
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＝近代の思想：＝（R）

〔主任講師　中埜　肇（放送大学教授）〕

全体のねらい

　とくに西欧を中心とした近代思想の特質を、神・人間・自然という主題にもとづいて、ルネサンス
（15～16世紀）、知性の時代（17世紀）、啓蒙の時代（18世紀）、ロマン主義の時代（19世紀）という時

間的経過のなかでとらえる。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

「近代」という概念の由来と意味診よびその妥

1 「近代」の概念
当性について考え、その範囲を限定し、いわゆる
u近代化」の内容を検討する。 中　埜　　　肇

i放送大学教授）

近代の思想の特質を、その全般にわたって、そ

れに先行する中世との対比において概括する。
2 中　世　と　近代 同　　　上

近代初頭から17世紀までを中心に：、キリスト教

信仰が強く生きつづけたことを，当寺：の哲学思想

3 神について　（1＞ や自然科学との関連に旧いて述べる。 同　　　上

宗教改革、神秘思想、ピューリタニズム、ピェ

ティズムなどの宗教運動を信仰の内面化としてと
4 神について　（2） らえ、その思想的な意味について考える。 同　　　上・

啓蒙思想によって知性化・合理化された信仰と

しての理神論や無神論の意味について述べる。

5 神について　（3） 同　　　上

スピノザ的汎神論の19世紀に動ける復権によっ

てもたらされた、知性と信仰との再統合である哲
6 神について　（4） 学的な理性宗教とその破綻に：ついて考察する。 同　　　上

近代に入って生まれた新しい人間像を、ルネサ

ンスのヒューマニズムやフランス・モラリストの
7 人間について（1） 思想を通して概観する。 同　　　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

近代哲学の全体にわたってrl＞」・「精神』・「自

我」・「意識1が優越していたことの思想的な意味

8 人間について（2） を考える。 中　埜　　　肇

社会的に見た近代的人間像の象徴とも言うべき

「近代市民社会」の思想について考察する。

9 人間について（3） 同　　　上

「近代国家」の思想的な基礎ならびにロマン主

義のもとでそれと結びついた「歴史」の思想を検

10 人間について（4） 討する。 同　　　上

近代的自然像としての「開かれた宇宙」が持つ

世界観的・学問的な意味について考える。

11 自然について（1） 同　　　上

「物質的自然」に関する新しい学問としての「自

然科学」の思想的な基礎澄よびそれと「自然哲学」

12 自然について（2） との関係を論ずる。． 同　　　上

「人間的自然」（human　nature）の意味の発見

と結びついた「自然法」思想について考える。

13 自然について（3） 同　　　上

ロマン主義のもとにおげる有機的（生命的）自

然観や美的自然観と目的論的思考について述べる。

14 自然について（4） 同　　　上

近代の思想的な特質を，それら原理的批判から

生まれた現代の思想的なありかたとの対比に澄い 、

15 近代　と　現代 て再考する。 同　　　上
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　　　　　　　　　　　　＝：現代の思想＝＝（R）

　　　　　　　　　　　　　一20世紀後半の哲学一一

　　　　　　　　　　〔主任講師：今道友信（清泉女子大学教授）〕

全体のねらい

　現代を20世紀後半と規定し、1983年現在の思想状況を哲学的に明らかにし、21世紀へめ展望を試み

ることにする・テーマには・常に問われている永遠の課題と特に現代で問われ始めたものとがあるが、

前者では方法の新しざに、後者では問題内容に重点を置く。

回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

・自我の方法的分裂

・技術関連の成立

1 現代の哲学的考察 ・イデオゴニア 今道　友　信
i清泉女子大学教授）』

・過渡期の設定
　0　－一Bフフグマテイズム

2 過渡期の苦脳 ・ネオ・マルクシズム 同　上
・実存哲学

・科学と論理学の再登場

3
科学哲学と論理学

ﾌ変貌

・科学哲学

E論理学の変貌 同　上

・三つの歴史

4
歴史の再考と比較

､究

・新しい歴史観

E比較研究 同　上

・言語と入間

・言語の構造

5 言　語　哲　　学 ・言語の機能 同　上

・その定義と課題

・ケムブリツジ学派

6 分析哲学の展開 ・日常言語学派 同　上

・哲学的分析の諸相

・精神分析

7 分析の諸　相 ・存在論的分析 同　上

一26一



回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

。新しい構造観

●道徳と言語構造

8 構　造　主　義 ●構造主義について 今　道　友　信

・人格主義的人間学

・行為と反省

9 哲学的人間学 ・人文主義 同　上

・修辞学一文化の自己規制

・修辞の哲学から解釈学へ

10 修辞学と美学 ・芸術哲学 同　上

・理解の解釈学

・形成的解釈学

11 解釈学と宗教哲学 ・宗教哲学 同　上

・二人の先駆者

・科学的社会哲学

12 社　会　哲　学 ・フランクフルト学派 同　上

・形而上学の一般的規定

・自然哲学

13 官然哲学と形而上学 ・形而上学 同　上

・死の哲学

・批判的形而上学

14 超越的形而．上学 同　上

・Varia　philosophica

15
日本の現代哲学と

N学の将来

・日本の現代哲学

E哲学の将来 同上
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一　ことばどコミュニケイション　＝　（TV）

　　　〔主任講師：吉田夏彦（東京工業大学教授）〕

全体のねらい、
　ことばがコミュニケイシワンの中で果す役割を考えることを通じて、1心、物、抽象的なもの、の三

つのものの間の関係についての知見をえることをめざすd

回 テ　　　一・　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

コミュニケイショ／全体について論ずる

1 は　　じ　　め　　に 吉　田　夏　彦

（東京工業大学教授）

表情、身ぶりもことばの一種に数えられるこ
とがある。また、自然の一部をなしているもの

2
広い意味でのこと

ﾎ
ごとまでことばといわれることがある。そうい
､例をひきながら、広い意味でのことばについ

同　　上

て論ずる。

前回とは反対に、話しことばや書きことばを

3
せまい意味でのこ

ﾆば

典型とする、せまい意味でのことばについて、その性質を論ずる

同　　上

・話す鳥

・類人猿の文字

4 鳥や獣のことば ・アプリオリ主義 同　　上

ことばとそれによって表現される内容との関

5
ことばと

Rミュニケイション

係を論ずることを通じてξ置ミュニケイション
S体の中でことばが果す役割を考える

同　　上

ことばと心との関係について論ずる

6 こ　と　ば　と　心 同　　上

物質についてのべることばについて論ずる

7 物　と　こ　と　ば 同　　上
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回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名〉

論理とことばとの関係について論ずる

8 論理とことば 吉　田　夏　彦

・論理設計

・「生物」

9 計算機とことば ・配号配列の変形 同　　上

・自然言語

・母語と外語　　　　　・感情

・文学の翻訳　　　　　・増額どり

10 ことばの背景 ・風物 同　　上

・習慣

・身ぶり

・心
、

・プログラム

11 個　　　　　　物 ・個体 同　　上

・種類の限定

・自分

・人物画　　　　　　　・理論

・幾分学　　　　　　　・認知科学

12 モ　　　デ　　　ル ・数学的な構造　　　　・文法 同　　上

・模型　　　　　　　　・規範

・仮説　　　　　　　　・規格

・写真

・俳句

13 表現　と　内　容 ・心 同　　上

・正文

・入湯語

・主語

14 語法　の問，題 ・「君は悲しい」 同　　上

・「はい」と「いいえ」

・模形性

・「意味：」　　　　　　　・ことば自体の価値

・「外来語をつかうな」

15 於　　わ　　り　　に ・思いやり 同　　上

・正書法

・母語
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＝　思考　と　論理　＝　（R）

〔’主任講師　大森荘蔵（放送大学教授）〕

全体のねらしギ

　思考、論理≧いう曖昧模糊とし：たこ概念を明確にすることによって、両者の関聯が言語の場にある

ことを示そうとする・そして具体的に日常日本語の中から若干の語の意味規則を撰んでそれらの規則

から現行市販されている教科書の論理学が導出されることを示すことによって論理の言語規則説の一
般的証明を行う。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師r
i所属・氏名）

1 概説　的　序　論

　本章の目的　本題の誤解　「思考」の曖：昧さ
u思い」も思考　憎い」の言語化　言語規則説記号論理学　我が国での記号論理　思考と論理規則説の述べ方

大　森荘　蔵
i放送大学教授）

2 思考　と　は　？ 同　　上

3 思考　と　言語

経験は普通言語化されない　言語以前の経験という誤解　想起とは過去形の経験　思考が言葉に：なる　夢の場合繰返して誤解を排する

同　　上

4 論理　と　は　？

　講　　・　　　　　　．　　て　論王　　　　　る
r中律の形式の正しさ　言語規則説　出発点となる語を選ぶ一四つの接続詞　それら接続詞の意味規則　論理学の導出　結果の検定　日本語から論理学が導出される　言語規則と論理的正しさとの関係の実例平面幾何学の語群　親戚名集団　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　等高線の意味により平面図から切断面図を導出する

同　　上

5
言語規則から論理

�ｱぐ

　言語規則説の証明の必要　局所的論理　全域的論理　非主題的：な言葉から出発　非主題的な名詞。

ｮ詞接続詞は非主題的　真理値表による接続詞の意味：表現　真理値表を使って複合文の真理値を決：める　恒真文型　接続詞間の依存関係

同　　上

6
述　　語　論　理
@　　　（1）

　言語規則説を述語論理に及ぼす主語一述語の
¥記法　関係を含む述語の表記法　「すべて」の

同　　上

7
述　　語　　論　理
@　　　（2）

　言語規則説への疑問　非主題的：な語群から全域論理学　記号論理学の普遍性　弁証法と形式論理

ﾚ続詞と分割描写　量子論での接続不能　確率論と接続詞総称詞の接続機能　論理は世界に相対的　E．T生物の論理

同　　上
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
異なる言語に異な
髦_理？

　言語規則説への疑問非主題的な語群から全
譏_理学　記号論理学の普遍性　弁証法と形式

_理　接続詞と分割描写　量子論での接続不能

m率論と接続詞　論理は世界に相対的

@　　　　　　　　　　　　1

大　森　荘蔵

9 論理的必然性

　必然性をとり上げる　論理的文は経験的検証と
ｳ縁　排中律の場合　規則に従う　規則に従わな

｢と 同　　上

10 古典的三段論法

　古典的三段論法と記号論理学三段論法各種
ｳしい三段論法　推論型と文型　推論型と文型の
褐ﾝ導出　接続詞　　矛盾文型から任意の文が推

_できる
同　　上

11 思考の論理性

二つの結論思考は必ず論理的？　論理と言い
ｷえへ首尾一貫　はやり言葉の論理

同　　上

12
形式化とコンピュ

[タ

　形式性の必要　形式化と機械化　算盤　コンピ

?[ ^　接続詞に対応するスイヅチ回路　・のス
Cッチ　Vのスイッチ　～のスイヅチ　機械的解
@　決定可能性

同　　上

13
入間・脳・コンピ

?[タ

　言い廻しの危険§1コンピュータ　コンピュータは「計算する」　機能的同類化　§2脳

u脳が…する」　脳過程　重ね描き　キメラ命題

Lメラ命題は無意味脳には機能的弓類化は及ぱ
Fない

同　　上

14 言語　と　世界

　言語表現という誤解事物の輪郭　「家」の固
閨u家」の制作言葉に生活が籠る　入の動作
Jントの図式論も同様　時間順序　時間順序の制
?@要約　人間的意味を世界に与える0

同　　上

15 論理　と　世界

　世界の法則としての論理論理は経験法則では
ﾈい　論理は言語を通して世界に成り立つ　時間
㍼?@カントと規則説　今一つの観点　命題論理
ﾌ接続機能　古典物理と：量子論弁証法論理　有
�ｫの観点　結論

同　上
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＝比較思想論＝（TV）
〔主任講師　中村　元（東京大学名誉教授）〕

全体のねらい

　人間の思想の発展に：関して、単に知識を伝えるというのではなく、世界が一つになり、万事がグロ
ーー oルに考慮されねばならぬ時代になったので、〈思想〉そのものを取り上げて、東西を通して発展

史的に述べて行きたい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 比較思想論とは何か

　思想は万人に承認され得るものである。この視

_に立って、学問のセクショナリズムを打破し、

＆ﾕ的思想確立のために諸文化圏の思想の比較考

@が必要であると説く。

　中　村　　　元

i東京大学名誉教授）

@前　田　専学
i東京大学教授）

2 比較思想論の発展

　「比較思想論」はアメリカやヨーロッパに置い

ﾄ長い発展史があるが、インド・シナ・日本など

圏mに齢いても古い歴史を有している◎こうした

倹ｼの比較思想の歴史を概観する

　中　村　　　元

@松　本照　敬
i大東文化大学教授）

3 古代思想の特徴
_々と究極めもの

　どの文化圏に澄いても最古代にはそれぞれに民

ｰ宗教が形成され、多くの神々が崇拝されていた

ｪ、やがて神々を超えた真の実在を探究する哲学

I思惟が起こ6たことを考察する。

　中　村　　　三

R　村　勝　彦
i東京大学助教授）

4 自由思想家の出現

　もろもろの文化圏のうちでも特にギリシャ・イ

塔h・シナに：旧いてそれぞれの伝統的な思想に反

Rした唯物論・快楽論・道徳否定論・宿命論・懐

^論などの自由思想家を紹介する。

　中　村　　　元

@丸　野　　　稔
i早稲田大学助教授）

5 人　間　の　反　省

　人間が現実のすがたを直視し、現世の苦しみ、

ﾍかなさ、無常を自覚して、それらを超克するこ

ﾆによって真の自己を探求する動きが起こったこ

ﾆを論じる。

中　村　　　元

c　辺　和　子
i名城大学講師）

6 普遍宗教の生活倫理

　普遍ないし普遍宗教といわれるものは、互いに

`統を異にするにもかかわらず、人間の生き方に

ﾂいて意外と共通性をもっている。併せてその相

癈_を考える。

中　村　　　元

磨@木　文美士
i東京大学助教授）

7 世界共同体の理想

　都市国家から広域国家へすすむ中で、理想の政

｡・国家とは何かを宗教的思惟との関わりを中心

ﾉ考察し、さらに世界国家をめざす動きによる世

E共同体の理想に論をすすめる。

中　村　　　元

O　友　景順
i立正大学短期大学部助教授）
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

普遍的宗教を政治の中に生かそうという理想を

掲げて統一的国家が諸文化圏に澄いて形成され：た◎ 中　村　　　元

8 普遍的国家の成立 それら国家の諸帝王の思想や宗教的な考えをさぐ 斉藤　　　敬
る。 （埼玉大学講師）㍗

中世には諸国家の社会を通じて封建制度が確立

されるに：いたる。それに伴って身分的階位制が出 中　村　　　元

9 中世社会の思想的特徴 現し、それを基礎づける思想体系として普遍的宗 ρ宮　元　啓　一

教が支配者によって権威づけられた。 K法政大学講師）

普遍宗教は人々をわけ隔てな．く愛することを説

いた。ここにく慈悲一愛〉の道が成立する。その 中　村　　　元

10 〈慈悲一愛〉の道 〈慈悲一品〉がどのようなすがた・かたちをとつ 阿部　慈園
たかを考察する。 （日本大学講師）

中世に即いてはく慈悲一閲〉の道と並んでく瞑

想〉の道が実践され、哲学的思索も深められたが 中　村　　　元

11
瞑　想　の　道　と

N学的　思想
そこから自力か他力かの二つの類型が論じられる

謔､になった。
津　田　真一
i日本大学講師）

中世の伝統的権威を合理的主義をもって批判し、

12 自我の自覚と
瘁@判　的　精神

自我を自覚するところに近代的思惟が確立されて

艪ｭ。この点で徹底的であった東洋の思想家の所

_へと考察をすすめる。

中　村　　　元

u　山　　　新
i東京大学講師）

人間すべて平等であるという主張は近代に早い

て特に顕著・になった。しかし国により、文化圏に 中　村　　　元

13 入　間』の　平　等 よって異なる点を考慮しつつ、平等思想による社 吉　野　恵　子
会的連帯性の重要さを探る。 （東方学院講師）

近世初期の宗教が：職業倫理ないし資本主義精神

を基礎つげたといわれるが、ここにも諸文化圏ご 中　村　　　元

14 宗教改：革と近代思想 とに相違点があることを論じ、併せて主義や国家 山　口　泰　司
を離れた人類性の実現を説く。 ぐ工学院大学講師）

近代精神がもたらした種々の問題点を考察しな

がら、未来に：向かっては、仏教でいうところの、 中　村　　　元

15 未来への展望 「何入にとっても生命は最もいとしいものである」

という自覚の重要性を論じる。 前　田　専学
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　＝文学と芸術＝（TV）
〔主任講師：今道友信（清泉女子大学教授）〕

全体φねらい

文学を世界文学の視野に紳てとらえることは、古今の文学者や哲学都夢のひとつである。漱石

の文学論もアリストテレースの詩学も、時と処とを異にしても、その夢を果たそうとした企てであっ

た。本講義は・国文学と西洋文学とにわたって、テキスト研究を介し、文学を他の芸術との照応に旧

いて、省察する。

回 テ　　　一・　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

◎ギリシャ文化について

1

西洋文学の起源一
zメーーロスどヘー

Vオドス

・文学の概念・叙事詩について

今　道　友　信

i清泉女子大学教授0）

・将情詩

2
古典ギリシャの文学

@拝情詩と劇詩

・ギリシャ悲劇・喜　劇・その後のギリシャ文学

同　　上

・ローマ文化とキケロー
・詩入たち

3 ローマ古，典文学 ・ローマの芸術
同　　上

・聖　書

4
聖書の世界と超自

Rの光芒

・旧約聖書と芸術・新約聖書と芸術・超自然の光芒

同　　上

。ルネサンス

ヒュー・マニズムの
・後期ルネサンスの文学

5
問題

・後期ルネサンスの芸術
同　　．上

・1黄昏（1£Cr（≦pusculaire）

。1！1nsolite　（異’常なこと）

6 黄　昏　　と　死 ・死 橋　本　典　子

（青山学院女子短・

期大学助教授）

・近代人と批評の自立

7 模倣　と　批評

・rラオコーン』・発想と批評

坂　部　　　恵

・模倣と想像力 （東京大学教授）

・視点の多様性と時間
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1．有限と無限
2．永遠と時間

8 永遠　と　時　間 3．瞬間と時間
今道　友信

1．　フィクションとイメージ

9
フィクションとイ

＝E一ジ

2．巨匠たちの群像

@不在の詩 同　　上

1．日本人の風土観
2．日本文学と自然

10 日本文学の風土性 高橋　良　雄
（昭和女子大学教授）

1．　「万葉集」と「歌経標式」

11
歌論
u古今和歌集」仮名序

2．　「古今和歌集」仮名序

R．　「和歌体十種」「新撰髄脳」「九品和歌」

S．　「俊頼髄脳」

　藤　平　春　男

i早稲田大学教授）

1．女性の消閑の具としての物語と「源氏物語」

12
物語論

ｹ氏物語「螢」巻

2．物語の本質とは何か
R．物語論の語られる場
S．　「源氏物語」の達成に見合う物語論

秋　山　　　凄

i東京女子大学教授）

1．平安時代における幽玄

13 幽　　　玄　　　論
2．藤源俊成に澄ける幽玄
R．鴨長明の幽玄論

久保田　　　淳

4．藤原定家の幽玄、日常語としての幽玄 （東京大学教授）

5．藤源為家から正徹まで
6．世阿弥に澄げる幽玄

1．近松門左衛門

14
演劇戯曲論

ﾟ松．南北．黙阿弥

2．鶴屋南北
R．河竹黙阿弥

諏　訪’春　雄

i学習院大学教授）

1．近代小説の揺藍期

15 現　代　文　学

2．近代小説の確立
R．回顧と移行
S．アメリカ大学の役割

　三　好行雄’白白女子大学教授）

5．文学の現代的使命 今道　友　信
6．現代文学の状況
7．現代文学の課題
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＝日本語の基礎＝（R）

〔主任講師　阪倉篤義（甲南女子大学教授）〕

全体のねらい

・母国語である日本語は～われわれが“言語”というものについて考えるための、最適の材料であるσ

ここでは・特に日本語に：診ける特徴的な事実を取上げて、その意味を無明しつつ、実際的な問題にも，

触れて、日本語の基礎的な問題について、ひとわたり述べたい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 日本語とは何か

　何を指して日本語というか。世界の諸言語の中

ﾅ、日本語は、どういう位置をしめているか。ま

ｽ、それはどういう系統の言語か、などの問題に
ﾂいて述べる。

阪　倉　篤　義i
甲
南
女
子
大
学
教
授
）
簡

2 日本語のさまざま

　日本語と言われるものの中には、地方的な違～へ歴史的な違いがあり、「話しことば」と「書きこ

ﾆば」との違いがある。そういう日本語の種々相

ﾉついて述べる。

同　　　上

3 日本語のコミゴニケーション

　一一般に、ことばによるコミュニケーションは、ど

ﾌようにして成立するか。特に日本語のコミュニ

Pーションの特色は何か。それが日本語の構造と

ﾇう関係するか、などについて述べる。

同　　　上

4 敬語について

　日本語の特色の一つとして問題にされ為、敬語の本質は何か。「読んでやる」「見てもらう」な

ﾇとともに、こういう物言いの生れてくる理由は

ﾇこにあるのか、について考える。

同　　」≦

5
「は」と「が」の使

｢分け

　「は」と「が」との使い嗣げは、実践的には容

ﾕであるが、両者の違いを説明することは、むず

ｩしい。これの解明は、日本語の構文論（シンタ
dクス）の基本的な課題の1つである。

同　　　上

6 語　順　の　問　題

　日本語は、語順の比較的ゆるやかな言語である

ﾆ言われるが、そこにある一つの法則とはどうい

､ものか。また、日本文の句読点は語順とどのよ

､に関係するか、などについて述べる。

　樺　島　忠夫
i大阪府立大学教授）

7 日本語の語彙

　語彙とは何か。語の種類には、どういうものが

?驍ｩ。特に使用率の大きい語と小さい語との性

i・機能はどう違うかなどの点を考え、日本語の

龕bの特色を述べる。

同　　　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）’

8 和語④漢語・外来語

　和語の、文章の中でめ役割、漢語が日本語に論

｢て果す役割はどういうものか。特に造語という

ﾊから考えた場合の両者の特色。さらに、いわゆ

驫O来語の役割などについて述べるσ

樺　島　忠　夫

9 語の意味と辞書

　語の意味は、どのように：記述されるか。また．

ｻれを集めた“辞書”というものについて、その
嵭ﾞと、利用法を述べ、語の意味の中核について

lえる。

郎阪　倉篤　義

10 日本語の文字と表現

　日本語表記に診ける漢字・ひらがな・カタカナ

香[マ字、4種類の文字。その役割分担や分かち

曹ｫの問題、外来語の表記やワードプロセ：ッサー

ﾈどとの関係を将来の問題を含めて述べる。
＝樺　島　忠夫

11 日本語の発音

　日本語の音韻組織は比較的簡単で、アクセント

焉A他の言語に：比較して意義弁別の役割が軽い。

ｻの体系の概略と、方言的・歴史的な差異につい

ﾄ述べる。

阪　倉　篤　義

12 かなづかい・送りがな

　仮名遣いとは何か。特に現代仮名遣いに白ける“とお”と色とう”硯こうし”は格子か子牛か、

竭閧ﾈどを考え、また、送り仮名の問題点などを

lえる。

　　　　　　　へ
秩@島　忠　夫

13 語史と慣用句

　現代日本語は、過去の日本語の変遷の結果とし

ﾄ生れてきたものである。現代語の単語が、かつ

ﾄはどのような形や意味を持っていたか、また慣

p句の意味などについて説く。

阪　倉　篤　義

14 日本語の過去

　日本語の歴史が始まって以来、今日まで戸数百

Nの間に、内発的な原因、また外国語との接触に

謔驫O発的な原因で、日本語はどのような方向に

ﾏ化してきたか、その要点を述べる。

同　　　上

15 日本語の将来

　日本語は、将来、発音・語彙・文字など、どのよ

､な面で変化する可能性があるか。それは日本人

ﾌ言葉に対する態度によるが、将来の日本語はど

､あるべきかを考える。
樺島恵夫
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＝日本語＝（R）

　　　　　　　　　　〔主任講師：難葎謄崖難劉）

全体のねらい

、大学教育の目的の一つは、言語の運用能力の向上にある。この講義に辛いては、全体を三つの部分

にわけ、第1部においては、「話すことと聞くこと」、第2部においては「書くことと読むこと」に

焦点を当て、日頃使っている日本語に対する自覚を促し、あわせて日本語の基礎的な運用能力の向上

を目差す。さらに、第3部門、「応用編」とし、大学の講義の聞き方、レポートのまとめ方、発表と
討論の仕方に：？いて、実際の場面に即して、応用力を身につけさせることを目標とする。したがって、日

本語能力の開発を求める学生のみならず、日本語教育に関心を持つ層に対しても有益な講義となろう。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

　序論。日本社会の国際化とともに、日本語に：
ﾎする関心は世界的に高まっている。各国では 宮　地　　　裕

1 国際化と日本語
日本語教育が拡大され、日本への留学生の数も
��Iに伸びている。そういらた事態の中で、

（帝塚山学院院長）

?@谷　　　修
日本人は自国語に対してどう自覚的である必要
ｪあるかを論じる。

（名古屋大学教授）

第一部の最初。音としての日本語の基礎につ

2

日
本
語
の
母
音
と
子
立

いて考える。他の言語との比較を通して日本語

ﾌ母音と子音の特徴を考える。外国人の誤用例 水　谷　　　修
臼 も取り上げながら、日本語の音の難しさ等にも

ふれる。

持続音節、速音節といった日本語の特徴的な

3
日本語の音節と表

L

音節をとらえ、音節と表記との関係、さらには

O来語の表記の問題に：ついても考える。 同　上

一言で日本語といっても、その実態は多様で

アクセントとイン
ある。日本語の多様性に：ついて、各種の方言を

4
トネーション

中心に考えるとともに、外国人のアクセントや 同　上

イントネーションの違いについても、その原因
を考える。

終助詞や不完全文など、話ことば特有の言語

現象をとらえ、文レベルでの山ことばの特色を
5 話ことばの特色 とらえるとともに、実際の談話場面でのコミュ 同　上

ニケーションについて実例をもとに考える。

コミュニケーションが成立するためには、い

かに相手の言いたいことを聞けるかが鍵になる。

6 聞くことの大切さ 中でも最も重要なことが、推定の能力である。 同　上

円滑なコミュニケーションのための聞く態度に

ついて考える。

第一部から第二部へ羅）橋渡。発音をそのまま

表記することは容易なことではない。発音と表 水谷　　　修
7 発音と表記法 記法とのずれに：ついて考え、書くことにまつわ 竹　内　俊　男

る難しさと、注意すべきポイントについて解説 （名古屋大学教授）
する。
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

原稿用紙の使い方の基本から説き起こし、原

稿を書く場合の約束などに：ふれながら、短かい

8 書き方の基本 エッセーの書き方について指導する。 竹　内　俊　男

相手に理解してもらえる文章を書くには、セ

ンテンスの長さ、又章のリズム、文章の書きだ

9 文章の構成 しとしめくくりなどに注意する心要がある’。文 同　上

章構成の重要性を指摘し、読みやすい文章を書

く方法について考える。

名文とは読んで美しい文章のことである。名

10 復習とクイズ
又と悪文との違いを、実際に読むことを通して

lえるとともに、第一部と第三部の復習を行な
､。

竹　内　俊　男

?J　　　修

第三部、応用編の最初。大学での講義の場面
をも’ﾆに、どうしたら話をうまく聞くことが出 水　谷　　　修

11 どれだげ聞けるか 来るか。メモを取る際にはどういつだ点に注意 清水　康行
したらいいかを考える。 （名古屋大学助教授）

レポートをまとめようとする際に：、その構成

や記述の方法について、，どういつだことが問題

12 どうまとめるか になるかを示し、上手なまとめ方を考える。 清　水康行

人前で自分の調べたこと、意見などを発表し

ようとする際にどういつだことに注意を払えば

13 発表　の　こ　つ よいかについて、三分間スピーチの練習を通し 同　上

て考え、質問や意見の提示の仕方に：ついてもふ

れる。

相手の言いたいことを理解し、その上で自分

の考えを相手に納得させなければならない討論

14 討論の仕方 は高度な言語の技術を必要とする。あいつちの 同　上

打ち方、否定や反論の仕方、思いやりの表現な

ど、討論の要点について考える。

15 総　　復　　習

　第三部のまとめを行なうとともに、コミュニ

Pーションの手段としての日本語のついて、話

ｷこと聞くこと、書くこと読むととの各要素の

ﾖ連についてふれ、全体のまとめとする。

清　水康行
{地　　裕
?@谷　　　修
|　内　俊　男
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＝作歌。作句＝（TV）
〔主任講師　井本三一（実銭女子大学長）〕

全体のねらい

　短歌・俳句を知的に理解するだけでなく、それらを創作する試みによって、文学に対する共感と理
解を深める。

回 テ　　　一・　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 短歌とβ陶の成り立ち

　古典和歌・P三三から現代短歌・現代俳句までの

�j的展望を述べ、短歌と俳句の文学的特質につ

｢ても触れる。
井本　農一

i実践女子大学長）

2 風雅への共感

　短詩型文学における作者と読者の同一性の問題

�_じ、何等かの意味に澄いて風雅への共感が必

vであることを述べ、いわば国民詩ともいうべき

Z詩型文学創作への導入を計る。

同　　　上

3 なぜ歌をつくるか

　短歌という表現様式はどういう発生の過程を持

ｿ、どのようにして文学意識を深めてきたかを述

ﾗる。
岡　野弘　彦

i国学院大学教授）

4 旧情　の　源流

　短歌に澄ける二つの大きな主題である旅と恋に

ﾂいて、各時代の実作にあらわれた旧情の変化を

qべる。 同　　　上

5 近代短歌の流れ

　正岡子規・与謝野鉄幹によって開かれた近代短

ﾌの二つの流れの、展開と変化のあとを実作品の
繧ﾉ見る。 同　　　上

6 現代短歌の動向

　戦後、’きびしい批判の中から新しくよみがえっ

ｽ短歌が、どのような新生面を開いてきたかを、

?iの上に見る。 同　　　上

7 歌のしらべと写生

　短歌を実作するに当って最も重要な、歌の「し

轤ﾗ」と「写生」の問題について、作品に即して

lえる。 同　　　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

作歌の上の琴点となる、頭材のとらえ方や言葉

について考え、さらに鑑賞力、批評力を深め、推

8 批　評と　推敲 敲を進めることについて考える。’ 岡　野弘彦

芭蕉の「古池や」の句をめぐって「俳」の意味

をさぐり、俳句の特性を考えるとともに、俳句を

9 なぜ俳句を作るか つくることの意義にづいて考える。
川　崎展宏

（明治大学教授）

子規の俳句革新運動とそれによって切り捨てら

れたものの意味を、芭蕉の句を例にして考え、句

10 近代俳句の出発 作の「場」の問題、先行の文芸との関係などを考 同　　　上

える。

明治という時代の中で子規が文学や俳句をどう

考えたかを明らかにしながら、子規の写生につい

11 写　　　　　　　生 て述べ、さらに写生の現代俳句に澄ける意義を論 同　　　上

じる。

虚子が俳句と馬入の在り方を規定した「花鳥講

詠」と、その方法としての「客観写生」について

12 花鳥三三と季語 述べ、さらに季語について考える。 同　　　上

挨拶の句は、連句の第一句目としての発句のは

たらきが、近代の社交の場に生かされているもの

13 対　話　の　世界 だが、挨拶句を鑑賞して俳句の対話性に着目する・ 同　　　上

子規の俳句革新の試みが、その奪いかに継承さ

れ、俳句の近代化がいかに推進されたかを具体的

14 俳句の近代化の過程 に考える。 同　　　上

この講座の結びとして、短歌・俳句の根源にあ

15
創作の根源にある
烽ﾌとその形象化

るものと、その形象化について述べる。

井　本農一
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＝人間の歴史＝（R）
　　　　　　～日本女性史～
〔主任講師：笠原一男（放送大学教授）〕

全体のねらい

　われわれは・「人間の歴史」として日本の女性史をとりあげてみた。その日本女性史も、原始．古

代・中世・近世・近代・現代へと時代を追って、政治的・経済的・文化的等々の女性生活をたどるの

ではない。ここでは日本の女性が宗教生活という面で、どのような歴史を辿って来たかを仏教を中心

とした宗教史のなかで考えるつもりである。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 日本仏教にみる女
ｫ解放史序章

　日本史上の女性の姿を職業別・階級別等々の面から概観し、男女の差別の甚しさとその理由を眺める。男女差別の甚しい日本女性史のなかで、宗教の世界に：目を向けた時、男女の差別の徹廃が早々と実現した有様を、仏教伝来以来現代までの仏教の歴史のなかで概観する。

笠　原　一　男
i放送大学教授）

ｬ栗　純　子
i中央学術研究所
@　　　　講師）

2
女性を差別する古
纒ｧ教

　日本の古代仏教の修行の場、すなわち大寺院の聖域が、修行と救いという点に：おいて女性を頑に差別している有様を古代仏教の大寺院を例として眺める。そうした女性差別の理由を、具体的な史料を示し、その解読を通じて古代仏教と女性の関係を考える。

小　栗　純　子

3
巷の女性と古代仏

ｳ
笠　原　一　男

4
女性の差別を否定
ｵた鎌倉仏教

　古代仏教の全面的否定を通じて生まれた鎌倉仏教は、救いと修行の面に：おいて女性差別を根底から否定し去った．鎌倉仏教の世界においてはじめて女人成仏、女人往生の論理が生まれた。このような女性と仏教の関係の変化を、鎌倉仏教と古代仏教との比較の中で考える。

同　　上

5 法然と念仏と女性

　法然は古代仏教による強烈な弾圧と妨害を巧みにかわしながら、古代仏教否定の救いを打ち出した。それが専修念仏によるすべての人々の救いの論理であった。法然は、はじめて女性の往生成仏を論理的に展開した．ここでは、法然の女人往生論を考える。

同　　上

6
念仏に救われた平
ﾆ物語の女性

　『平家物語』は数々の女性の哀歓をえがいている。そうした女性たちは、最後に念仏によって救われていった。しかも彼女たちの救われた念仏は、法然の説いた専修念仏が多かった。ここでは『平家物語』に登場する女性たちと念仏による往生との関係を考える。

小栗　純　子

7
親鷺と悪人正機と

乱ｫ

　親鷺による念仏の救いは、悪人正機に象徴される。仏教の女性観は女性こそ最も煩悩の深い極悪人であった。このような女性こそ、親旧の悪人正機からすれば最優先して往生を約束される人間であった。ここでは親鷺の女人往生論を

w歎異抄』を通じて考える。

笠　原　一　男

一42一



回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当，講師
i所属・氏名）

8
正法眼蔵にみる女
ｫと仏教

　古代仏教の聖域が女性を修行と救いから頑に

ｷ別したことを最も痛烈に：批判したのが、道元

ﾅあった。女性差別の元凶たる聖域の破壊こそ

ｧ恩報謝になるのだといった道元の仏教と女性

ﾆの関係を、『正法眼蔵』によって考える。

笠　原　一男

9 日　蓮　と　女性

　日i蓮は法華経の功徳を南無妙法蓮華経の題目

ﾉ：こめて、すべての人々の救いを説いた。女性
ﾌ救済に関しても、日蓮が最：も多くの著作を残

ｵている。ここでは、日蓮の数々の著作を通じ

ﾄ日蓮と女性と仏教の関係を考える。

同　　上

10 女人正機の誕生

　親鷺の生んだ悪人正機（悪人優先）の救いの
v想の延長線上に女人正機の思想がひそんでい
ｽ。それが明確に「女人女心」「女人為本」「女
l正機」という形で生み出されたの斌親心の
q孫存覚の時であった。ここでは存覚の『女人・
攝ｶ聞書」によって女人正機の思想を考える。

同　　上

11
戦国時代の女性と

@如

　親鷺の教えを、戦国乱世の民衆のあいだに飛
�Iに広めたのが、本願寺第八代法主蓮如であ
ﾁた。そのような蓮如が戦国時代の女性にたい
ｵて、どのような女人往生思想を説いたか。そ
黷�@如が開発した文書布教の手段である御文
�ﾊじて考えてみたい。

同　　上

12
江戸時代の女性と

ｧ教

　戦国時代まで自由な競争下に：発展を競って来
ｽ宗教が、政治権力によって強固な統制下に澄
ｩれたのが江戸幕藩体制の時代であった。そう
ｵた事情を女性と仏教を通じ、本願寺、専修寺、
ｧ光寺の三大教団を例にとって考えてみる。

小栗純　子

13
近代に：澄ける女性

ﾆ宗教

　日本の近代社会の誕生によって、女性と宗教
ﾆの関係においても著しく変化が見られた。近代
ﾐ会に：おける女性と宗教の特色の一つが、女性教
cの誕生とその教団の発展である。近代の民衆宗教

ﾌ中で、天理教の中山みき、大本教の出口なお
�ﾆりあげ、女性教祖誕生のプロセスを考える。

同　　上

14
現代社会と女性教

c

　近代・現代の民衆宗教に：澄ける特色の一つが、

乱ｫ教祖の誕生と発展である。近代から現代の
]換期には新宗教が多数生まれた。その中には
乱ｫ教祖の新宗教が珍しくない。ここでは霊友
?ﾌ小谷喜美と佼成会の長沼妙佼を例にとって、
ｻ代に澄ける女性と仏教の関係を考える。

伺　　．上

15 女性　と　宗教

　14回にわたって、宗教の世界における日本女
ｫ史を見て来た。今回は、古代・中世・近世・
ﾟ代・現代、つまり仏教伝来以来今日にいたる
ﾜでに女性と仏教の関係はどのように変って来
ｽかを、もう一度回顧し、将来への展望を行な
ﾁてみたい。

笠　原　一　男

ｬ栗純子
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　　　　　　　　　　　＝文化の形成と普及＝（TV）

　　　　　　　　　　　　　　一日本仏教の形成と普及一

　　　　　　　　　　〔主任講師：笠原一男（放送大学教授）〕

全体のねらい

　日本人は外国に学ぶことによって、数々の文化を形成して来た6そのなかで、最もながい歴史と普

及度を誇っている㊧が仏教文化である。日本仏教の形成と普及の歴史のなかで、仏教界の宗祖＝英雄

が果した役割に視点をむけて考える。なかでも、親驚と蓮如を具体例として、文化の形成と普及とい

う問題を考えてみる。

回 ，テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 日本仏教の形成

1　仏教の伝来　　　　6　鎌倉仏教の誕生

Q　聖徳太子と仏教

R　聖武天皇と仏教

S　最澄と空海

T　浄土教と末法思想

笠原　一　男
i放送大学教授）

ｬ　栗　純　子
i中央学術研究所
@　　　　講師）

2
奈良時代の民衆と

ｧ教

1　論より証拠

Q　日本霊異記

R　日本霊異記の世界

S　悪人切り捨て
同　　　上

3
平安時代の日本人

ﾆ仏教

1　善人正機

Q　悪人でも往生出来る

R　最悪の悪人が往生

S　盛宴と慈悲が往生の条件
同　　　上

4
仏教の普及と鎌倉
ｧ教：

1　選択と専修の易行

Q　法然と念仏

R　学問を否定する親驚

S　悪人正機

T　仏教普及の条件

同　　　上

5 比叡山の三冠

1　叡山に登る

Q　悪人こそ人間の本質

R　煩悩具足のほとけ親旧 同　　　上

6 悪　人　　正　機

1　二二抄

Q　悪人正機

R　煩悩具足が救いの条件

S　本願ほこり

同　　　上

7 照照の　世　界

1　師と弟子

Q　念仏して地獄におちても後悔せず

R　報恩の念仏

S　親鷺に結ける慈悲

T　和讃

同　　　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1　報恩のための布教

2　念仏の普及と弾圧の必然性 笠原　一　男
8 念仏の普及と弾圧 3　親鷺の流罪

小　栗純子

1　越後の親鷺

2　関東への旅

9 越後から関東へ 3　親鷺の責任感 同　　　上

4　関東の親潮

1　念仏の普及

10
親鷺と政治権力と

2　弾圧者のために祈れ

R　念仏の縁づきたら去れ 同　　　上
宗教 4　国家と国民のために祈れ

1　発展をきそう真宗諸派

2　仏光寺派の発展

11 親鷺以後の真宗 3　仏光寺教団の統制 同　　　上

1　部屋住みの蓮如

12
戦国時代の真宗と

2　念仏の普及と御文

R　念仏の北陸への普及 同　　　上
蓮：如

1　念仏者の理想像

2　極楽は往き易くして人なし

13 御文の世　界 3　戦国乱世の生き方 同　　　上

4　念仏と現世利益

5　異端の批判

1　貴族ぶるな

2　民衆の心をつかむ

14 念仏の発展と亡弟 3　二二の布教と発展 同　　　上

4　門徒の反体制的言動と蓮如

1　本願寺教団の発展と一向一揆

15
一向一揆～激励
ﾌ世と仏教～

2　蓮如と一向一揆

R　江戸時代と仏教

S　転換期の時代と民衆宗教

同　　上
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　　　　　　　　　＝世界史と時代意識＝・（R）

　　　　　　　　　　　　一束アジアの紀年法と歴史記述法一

　　　　　　　　　　　〔主任講師：和田久徳（放送大学教授）〕

全体のねらい

　本講では、歴史を理解しやすくするため、その基礎となる紀年法と歴史書編纂の大要を説明する。

さらに、この理解を通じて、歴史的な物の見方、歴史的センスを会得できるようにしたい。

回 テ　　　・一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

諸民族の間で発達した紀年法とこれにもとつく

歴史記述法とによって、各民族の時代意識をさぐ 和　田　久　徳
1 序　　　　　　説 る意義を述べる。最初に、西暦とヒジュラ暦を説

明する。 （放送大学教授）

年号という特色ある紀年法は、東アジア最初の

2
中国の紀年法（1＞

N号の成立と発達

大統一国家である前漢朝の全盛時、紀元前二世紀

ﾉ成立した。初期はしばしば改元したが、ついに

齔｢一元制となった。
同　　　上

年号は国家独立の象徴であったから、対立する

3
中国の紀年法（2）

N号制の展開

国家はそれぞれ年号を建て、服属国は宗主国の年

?�ﾌ用した。中国の年号制は近隣の異民族に受
eされた。

同　　　上

6世紀前半の新羅で年号が建てられたが、その

4
朝鮮の紀年法と
N　号　受　　容

後、自国の年号をもつ時期はすくなかった。時代

ﾓ識について、民族文化の独自性がみとめられる 同　　　上

ベトナムでは、10世紀後半から第2次世界大

ベ　　ト　ナ　ム　　・
戦直後まで自国の年号が続いた。日本の年号は7

5

日本の年　号
世紀中頃が最初で、8世紀初めから現在まで連続

ｵている。

同　　　上

紀伝体史書の最初は『史記』『漢書』である。

中国の歴史記述（1） 中国で考案されたすぐれた歴史記述法で、紀伝体

6
紀　　　伝　　　体

による歴史記述が組識的に行なわれ、正史と呼ば

黷ｽ。

同　　　上

11世紀後半、『資治通鑑』が編修されると編

同　　　　　　（2） 年体による歴史記述が再認識され、その影響で各
7

編　　年　　　体
種：の史書が著作された。 同　　　上
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回 テ　　一一　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8

中国の歴史記述（3）

竚喧{末　体
ｻ　　の　　　他

　『資治通鑑』の影響の一結果として、紀事本末

ﾌができた。歴史的事件の首尾をまとめて記す歴

j記述法である。 和　田　久　徳

9
朝鮮・ベトナム

ﾌ歴史　記述

　朝鮮では12世紀中頃に紀伝体の正史ができ、

ﾒ年体史書も15世紀後半に完成した。ベトナム
ﾅは13世紀後半に歴史記述が始まったが、紀伝

ﾌの叙述はおくれた。

同　　　上

10
日本の歴史記述（1）

Z　　　国　　　史

　『日本書紀』以下の6国史は、8世紀初めから

�Q世紀間の整備された歴史記述で、正史を実録

ﾌにするなど特色が多い。 同　　　上

11

同　　　　　　（2）

ｩ　が　み　物
ｻ　　　の　　　他

　『大鏡』などの和文による歴史記述は紀伝体風　　、

�ﾌ用した点が注意される。江戸時代に、紀伝体

ｻの他の伝統的歴史記述法が受容され、日本的特

Fをもって完成した。

同　　　上

12
南　　ア　ジ　ア

ﾌ時代意識（1）

　インドを中心とする南アジアでは、多種多様な

I年法が展開した。歴史記述の発達は東アジアに

ｭらべると不活発であった。 同　　　上

13 同　　　　　　（2）

　伝統的歴史記述はカシミールやスリランカなど

?ﾓ地域に展開した。南アジアにイスラム教徒の

ｭ権ができると、　13世紀後半からイスラム史学

ﾉよる歴史記述が発展した。

同　　　上

14
東南ア　ジ　ア

ﾌ時代意　識

　インドの紀年法が受容され、独自の紀元もでき

ｽ。歴史記述法はスリランカの史書とインド化さ

黷ｽイスラム史学の影響の下に展開した。 同　　　上

15

ま　　　と　　　め

O近代東アジアの

梠繹ﾓ識

　従来の世界史の時代区分は再検討が必要である。

I年法の意味、とくに年号の特質が時代意識をよ

ｭ示す。重要な歴史記述は各社会の時代意識の反

fである。

同　　上
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一人文地理学の基礎＝（TV）

〔主任講師　西川　治（立正大学教授）〕

全体のねらい

　人文地理学は、人間・環境系、社会活動の地域の組織、科学的世界像などの学際的研究及び地域計

画、環境管理、景観育成、国際親善などの応用面に副いても基礎的な役割りを持つ空間的・環境的科

学である．本講義では全体を、1環境を作る人間、2地域を組織する社会、a世界を彩る文化、の三

つに分げて説明する。

回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

．人文地理学は、人間の生活環境としての野球

1

人　の　住　む星一人文地理学の

@　　　　　視界一

表層空間を対象として、人間の適応形態、人間
ﾂ境系（人文生態系）、自然と文化の織り成す
n人模様（文化景）、それらの空間的配列の特
Fなどを研究する具体的科学である◎こうした視

西　川　　　治

i立正大学教授）

視界に導いて導入部的説明を行う。

一

ヨーロッパと日本に診ける風土論の展開、A、

フンボルトやT、ラッツェル等による地理学的

2 、比較風土論の系譜 環境研究、人為による自然の改変、知覚環境論、 西　川　　　治

環境管理などに：ついても論及する。

人間の出現後も、地球上の気候は、激しく変
遇してきた。人間はそれによって移動を続けて

3 気候変化と民族移

ｮ
きた。その動く歴史の門瞬として現在がある。
]って現在の地球上に見られる多様性は、気候

鈴　木秀　夫
i東京大学教授）

変動のなかで理解されるべきで、本講義では現
在までの一万年間の変動についてのべる。

人間生活と関係の深い地形環境の考察例とし邑
て、ここでは下記の事項を取りあげる。

4
地形環境と治水於
謔ﾑ利水

①堆積平野としての日本の平野の特殊性。
A　東北日本と西南日本の平野の差異と開発、
冾ﾌ問題、③甲府盆地の地形環境と武田信玄

中　山　正　民

i埼玉大学教授）

の開発、④　中世末期から近世初期に：かけての
関東地方の治水と利水。

地表面を多様に：彩どる村落景観し耕作景を含

5
村落景観にみる歴

j

む）に：は、その成立事情や変貌過程が多かれ少
ﾈかれ痕跡をとどめている。ここでは主として
ｺ落景観の持続性と変化の仕方と速度という観

山　田　安彦
i千葉大学教授〉

点に：立って、それぞれに：関わる自然的、社会的
要因について考察してみたい。

農業は顕著な地域的性格をもつ産業であり、
世界的にみても、日本についてみても、それは

6 地域を分ける農業
明瞭である．ここでは、世界の農業の地域類型
ﾌあらましと、ヨーロッパを例にしての農業地

山　本　正　三

i筑波大学教授）
域の形成過程、論よび日本と関東地方に：診ける
農業の地域分化について考察する◎

①工業の地域的システム地域的存在としての

7 地域を動かす工業

工業のとらえ方②技術革：新と機械工業の展
J、工業分布とその変化、大都市の工業集団、
n方の機械工業中心、労働依存型工場、③風

’　竹　内　淳　彦

i日本工業大学教授）
土と地場産業、地場産業の類型と変容、④工
業振興と地域の活性化
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 地域の人口問題

①世界人口の動向、増加と偏在、出生、死亡
@　　　　　②人口都市化の進展、大都市地域のバランス、への人口再集中（日本）、③高齢化社会への接

ﾟ、人口転換過程と高齢化、高齢化と経済・社
?i日本）、④現代の人口問題、国際人口会議
l口問題の多様性

浜　　　英　彦

i成城大学教授）

9
都市プランと機能

Vステム

　都市の年輪を表わす平面形、規模と機能など
燻w標とする都市の類型、大小の都市群が構成
ｷるアーバンシステムに関するクリスタルラー
窿tィルブリックなどの理論、およびそれらの
攪_の地域行政や地域計画への応用面にもふれ
驕B

西．川　　　治

10
大都市地域の構造
ﾆ動態隔

大都市の成長に伴い、中心業務地区を中心とす

體ｯ心円、扇形、多核心的＝な地域分化が現われ

驕Bその事例とモデルを構造的、動態的側面か

迚�烽ｵ、最近の都市化の動向からみた・大都．

s地域の変化の様相についても考察する。

山　口　岳　志

i東京大学教授）

11
大都市化に伴う都

s問題

　大都市の過大化に伴い発生する都市問題の具
ﾌ的解決策としては、ニュータウン・工業再配
uに代表される機能分散策に：関しては都市群シ
Xテム論が、荒廃した内部市街地再生に関して
ﾍ都市内部システム論が、居住意識の変化の中
ﾅは階層的住み分げの分布研究が、それぞれ重

vである。

井　内　　　昇

i澄茶の水女子大

@　　　学教授）

12
都市情報の作成と

?p

　高度情報化時代に澄いて、都市の機能と形態
ﾍ急速に変化している。この中で都市研究、都’
s政策、都市管理にとって地理晴報の利用は不
ﾂ欠である。都市情報とは何か、どのようにし
ﾄ作成されるか、どのように：利用するか、につ

｢て講義する。

久保幸　夫
i於茶の水女子大

@　　　学講師）

13
ヨーロッパの文化

n理

　ヨ＿・ッバ文化の多様性を歴史的背景を考慮

ﾉ：入れながら概観、し、そのような空間的多様性

ﾉ由来する地域問題、政治、社会問題を、すぐ

黷ﾄヨーロッパ的である国民国家（ネイション・

Xテイト）の概念との関連で考察する。

竹　内　啓一
i一橋大学教授）

14
民族の住み分けと

ｶ化交流

　人類集団の民族ごとの住み分げの例として南ヒマラヤのブータンと中国の雲南省を取りあげ、

e民族の生活様式と自然環境の関わり、各民族
ﾔの文化的な接触、交流、そして環境の変化や
�j的な発展に伴なう住み分けの変化と生活様
ｮの変容について述べる。

　諏　訪　哲　郎

i学習院大学助教授）

15
世界地図の中の日

{

　世界地図史に現われる日本列島、日本人の地
搏I世界像の発達、世界的三三におげる日本国
_の変遷について説明し、・さらに現代世界にお
ｯる日本の位置付け、地球社会の発展、地球環
ｫの保全等における人文地理学の役割に：ついて

lえてみたい◎

西　川　　　治
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＝社会生活と法＝　（TV）
〔主任講師：山田卓生（横浜国立大学教授）〕

全体のねらい

　国家のような大きな社会から会社。学校・同好会といった小さな社会にいたるまで、社会生活が秩

序だって営隔れていくためには、法による秩序維持が必要である。もっとも重要なのは、国家法であ

るが・慣習や習俗も重要である。本講座では、法の形態。役割、変動といった問題を考えながら、法
律を学ぶ基礎を提供したい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1　社会と法

2　法の敬遠 山　田　卓生
1 社会生活に：おける法 3　法は何故必要か

4　法による社会秩序の維持 （横浜国立大教授）

5　国家法と

1　法はどこにあるか

2　法令集
2 法の存在形態 3　成文法の構造 同　　　上

4　不文法

5　判例法

1　裁判による法の実現

2　法の不備と裁判の拒否
3 法　　と　裁　判 3　法の適用 同　　　上

4　先例としての裁判

5　判例の変更

1　法はつくるものか

2　法典編纂

4 法は誰がつくるか 3　立法府による法律 同　　　上
4　行政府による法

5　裁判所による法形成

1　法の制裁による区別

5
法の種類　（1）

ｯ事法と刑事法

2　民事責任と刑事責任の差異

R　民事責任と刑事責任の関係

S　民事責任と刑事責任の統合
同　　　上

1　公法と私法　　　　　　　　　6　むすび

6
法の種類　（2）
�@　と　私　法

2　公法と私法の区別の意義

R　公法と私法の差異

S　公法と私法の区別の基準
同　　　上

5　国または公共団体の特別扱い

1　手続に関する法

7
法の種類　（3）

ﾀ体法と手続法

2　法に澄ける形式
R　手続法は何を定めるか
S　刑事手続 同　　　上

5　行政手続
6　手続の簡略化
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1　国家の法と社会の法

8
法の種類　（4）

痩ﾆ法と自治法

2　地方自治と条例

R　自治団体の法

S　むすび

山　田　卓生

1　法とことば

2　解釈の方法

9 法　の　解　釈 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　静R　法の解釈と結果一合目的解釈 同　　　上

4　法解釈の主観性

5　結論と理由一論理と心理

1　法の専門家　　　　6　弁護士

2　法曹とその養成　　7　準法律家

10 法　と　法律　家 3　法曹の資質　　　　8　むすび 同　　　上

4　裁判官

5　検察官

1　法を守らせる
、

2　法と強制

11 法　の　順　守 3　法の順守の教育
同　　　上　　ψ

4　守りやすい法

5法の順守の確保

1　法の抵触と適用法規決定のルール

2　国家法相互間の矛盾

12 法　の　　衝　突 3　国家法と自治法 同　　　上

4　国家法と国際法

5　日本法と外国法

1　法と道徳の関係

2道徳と洗的制裁

13 法　　と　道　徳 3　悪法論 同　　　上

4　正義に反する法、社会常識に反する法

5　悪法論の問題点

1　法に澄ける常識

2法律・裁判と常識

14 法　　と　常　識 3　常識の変化 同　　　上

4　法の比較
5　法のヴァラエティと普遍性

1　法と急激な社会変化

2　法の保守的傾向

15 法と社会変動 3　社会変動への法の対応 同　　上
4　新しい問題の法的処理
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＝国家と法1＝＝（R）
　　　　　一　憲　　　’　法　一

〔主任講師：芦部信喜（学習院大学教授）〕

全体のねらい、

　憲法は、近代型から現代型へ大きく変化したが、人権を保障する法であることに本質がある点は、

変わりない。この歴史の流れと憲法の本質を明確にし、明治憲法とも比較しながら、、日本国憲法の原、

理と仕組みの大要を：検討する・また、それを通じて、国家と法との関係についても考えてみることにする。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1．国家と法

2．憲法の意味 芦　部信喜
1 憲法と立憲主義 3．憲法の分類 （学習院大学教授）

4．憲法規範の特質

5．立憲主義と現代国家一法の支配

1．明治憲法の特色

2．日本国憲法の成立経過

2 日　本　憲法　史 3．日本国憲法成立の法理 同　　　上

1．日本国憲法の基本原理

2・国民主権
3 国民主権の原理 a　天皇制 同　　　上

1．憲法第9条成立の経緯
2．戦争の放棄

4 平和主義の原理 3．戦力の不保持 同　　　上

4．交戦権の否認

5．安保体制

1．人権宣言の歴史

2．人権の概念
5 基本的人権の原理 3．人権の内容 同　　　上

4．入権の主体

1．人権と公共の福祉

2　特別な法律関係における人権の限界

6 基本的人権の限界 3．私人間における人権の保障 同　　　上

1．生命・自由・幸福追求＝権

7 包括的基本権と
@の下の平等

2．法の下の平等
R．入権を確保するための基本権 同　　　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1．思想・良心の自由

2．宗教の自由

8
自　由　権　（1）一内心の自由一

鼠　学問の自由 芦　部信　喜

1．表現の自由の意味

2．表現の自由の内容

9 自　由　権　　（2） a　表現の自由の限界 同　　　上
一表現の自由一

1．職業の自由

2。居住・移転の自由

10
自　由　権　　（3） 3．財産権の保障 同　　　上
一経済的自由・ 4．人身（身体）の自由

人身の自由一

1．参政権

2．生存権

11 参政権と社会権 3．教育を受ける権利 同　　　上

4．労働基本権

1．権力分立の原理

12
統治の機構（1）
@　一国　会一

2．国会の地位

R．国会の組織と活動 同　　　上

1．行政権と内閣

13
統治　機構（2）
@　一画　閣一

2．内閣の組織と首長

R．議院内閣制

S．財政

同　　　上

5．地方政治

1．司法権の意味と範囲

14
統治機構　（3）
@　一裁判所一

a　i裁判所の組織と機能

R．司法権の独立 同　　　上

1．憲法保障の諸類型

2．違憲審査制

15 憲法　の保障 3．憲法改正の手続と限界 同　　　上
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一国家と法曽　一　（R）
〔主任講師：南　博方（一橋大学教授）〕貼

全体のねらい

　国家権力の担い手の一つである行政権が法律関係の一方当事者となる場合には、多かれ少なかれ民・

事関係とはちがった特殊固有の法原理の適用をうけることになる。このような行政に特有な法（行政

法）を認識し、現実の行政において生起する法律上の問題を解決するのに必要な知識を身につけるよ

うにしたい。

回 テ　　　一・　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1　行政に固有な法

1
行政法とはどのよ

2　行政と法

R　行政法の法源
南　　　博　方

うな法か （一橋大学教授）

1　行政主体

2　行政機関

2 行政は誰が行うか 3　国の行政組織 同　　　上
4　地方自治組織

5　公務員

1　行政作用の類型

3
行政はどのような

?pを行うか

2　秩序行政作用

R　整序行政作用

S　給付行政作用
同　　　上

1　行政行為の意味

2　行政行為の種類

4 行政行為とは何か 3　羅束と裁量 同　　　上

4　行政行為の附款

1　行政行為の効力

5
行政行為はどのよ

､な効力をもつか

2　違法な行政行為

R　職権による行政行為の取消し

S　職権による行政行為の撤：回
同　　　上

1　行政立法
行政立法・自治立 2　自治立法

6 法とはどのような 同　　　上

作用か

1　行政計画

7
その他の行政作用

ﾉついて

2　行政契約

R　行政指導 同　　　上
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回・ テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8

行政上の法律関係

ﾆはどのようなも

ﾌか

1　権力関係と非権力関係

Q　特別の公法関係

R　私人の公法行為 南　　　博方

9
行政はどのような

闡ｱで行われるか

1　行政手続法とは何か

Q　行政行為手続一略式聴聞
R　行政審判手続一正式聴聞 同　　　上

10

行政の実効性はど

ﾌようにして：確保

ｳれるか

1　はじめに

Q　行政罰

R　行政上の強権執行

S　行政上の即時強制

同　　　上

11

行政に：よって受け

ｽ損失はどのよう

ﾉして償われるか

1娯失補償とは何か
Q　損失補償の法的根拠

R　損失補償の内容と方法 同　　　上

12

行政によって受け

ｽ損害はどのよう

ﾉして償われるか

1　国家賠償とはどのような制度か
Q　公権力の行使に基づく損害賠償
R　公の営造物の設置管理の蝦疵に基づく損害賠
桙S　私経済作用に基づく損害賠償

T　結果責任に基づく国家補償

同　　　上

13

行政庁に対する不

梵¥立てはどのよ
､にするか

1　行政不服申立てとは何か

Q　行政審判

R　苦情処理手続 同　　　上

14
行政・事件訴訟とは

ｽか

1　行政事件訴訟の意義
Q　行政事件訴訟の性質とその限界

R　行政事件訴訟の類型 同　　　上

15

行政事件訴訟はど

ﾌような手続で審

揩ｳれるか

1　処分取消訴訟の提起

Q　処分取消訴訟の審理

R　処分取消訴訟の判決

S　行政事件訴訟の課題

同　　上
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一政治学入門：＝（R）
〔主任講師　阿部　斉（放送大学教授）〕

全体のねらい

政治学の基礎概念とその相互の関連を明らかに：することで、政治学のより専門的な領域を学習する

ための出発点を作りたい。同時に：政治学の入門的講義として、他の分野を学習する受講者にも、政治

学のアウトラインがつかめるように：したい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 政治　と　権　力

　まず政治の機能を明らかにし、政治の二つの
_機である自治と統治に言及する。次いで、政
｡的紛争解決の背後にある権力をとりあげ、そ
ﾌ定義が多様であることの理由を明らかにする
ﾆともに、権威との差異を説明し、権力が権威
ｻする条件としての正統性にふれる。

阿　部　　　斉

i放送大学教授）

2 国家の機能と諸三態

　近代国家の最初の形態は、絶対主義国家であ
ﾁた。絶対主義国家が国民国家に変貌したのち、
ﾟ代国家は夜警国家から福祉国家へと発展する。
ﾜた、夜警国家から福祉国家への転換は、立法
痩ﾆから行政国家への転換でもあった。こうし
ｽ転換の過程を概観する。

同　　上

3 政府の諸類型

　現代政治の組織原理としての権力分立を明ら
ｩにし、混合体制の意味に言及する。次いで、
ｻ代の政府の基本的類型である議院内閣制、大
摎ﾌ制、ソビエト制について、それぞれの特徴
�?ﾌ的に説明する。あわせて、米国、英国、

¥連の政治制度にも言及したい。

同　　上

4 代表制と議会

　議会を構成する代表の捉え方として、国民代
¥制と地域代表制があることを説明した後、二
@制の意義にふれる。次いで、近代国家におけ
驪c会の機能と現代国家における議会機能の変
ｿを明らかにする。さらに、現代政治における
ｧ法過程にもふれたい。

　　　　　晒
ｯ　　上

5 選挙　と　世論

　世論表明の最も重要な：機会である選挙の意味を明らかにするとともに、次いで、今日の選挙

ｧ度として最も重要な小選挙区制と比例代表制
�芒r検討し、あわせて日本の中選挙区制の特
ｿにふれる。その際、定数不均衡にもふれたい。

同　　上

6 政党と政党制

　政党の本：質を明らかにし、次いで政党が現代の政治過程において果たす機能を検討する。ま

ｽ、非競合的な一統制と：競合的：な政党制との差

ﾙを明らかにし、あわせて政党制の諸類型にふ
黷驕Bさらに、最近の傾向としての脱政党化の
ｻ象に：も言及したい。

同　　上

7 利益集団の圧力活動

　今世紀に入って、利益集団の圧力活動が活発

ﾉなった背景を探るとともに、現代政治に論け
髣?v集団の役割を明らかにする。また、利益
W団の圧力活動に伴って現われたロビイストや
R議会の問題点を指摘し、さらに利益集団との
ﾖ連でコーポラティズムにふれる。

同　　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 官僚制と行政国家

　官僚制の意味を明らかにするとともに、現代
ｭ治に於ける官僚制の役割を述べる。次いで、
ｯ僚化の帰続としての管理者国家の特徴を指摘
ｵ、あわせてその一側面としての二軍関係にふ
黷驕Bさらに、管理者国家の幣害の矯正策とし
ﾄの「小さな政府論」に言及する。

阿　部　　　斉

i放送大学教授）

9 地方自治と市民参加

　中央集権と地方分権を対比しつつ、地方自治
ﾌ意義を述べる。次に、地方自治には団体自治
ﾆ住民自治の2側面があることを明らかにし、
Z民自治との関連で市民参加の意義を述べ、さ
轤ﾉ市民参加の具体的形態としての大衆運動、

s民運動、住民運動に言及する。

同　　上

10 民主主義と自由主義

　民主主義と自由主義との差異を明らかにする
ﾆともに、現代の政治でこの両者がどのように
汲ﾑついているかを述べる。また、自由主…義と

ﾌ関連で立憲主義の、民主主義との関連で平等
蜍`の政治的意義を検討し、あわせて今日の民’
蜴蜍`の問題点を探りたい。

同　　上

11 政治体制と政治変動

　政治をシステムとして捉えることの意味を明．

轤ｩにするとともに、政治システム論の文脈で
ｭ治体制の意味を説明し、さらにその最も重要
ﾈ類型である自由民主主義体制に言及する。次
｢で、政治体制の変動に言及し、その最も極端
ﾈ形である革命の問題にふれる。

同　　上

12 全体主義と独裁主義

　まず、大衆社会の出現とそれを背景とした全
ﾌ主義の特：質を述べる。次に、伝統的専制政治

ﾆ現代的独裁政治との差異を明らかにしつつ、
S体主義と独裁政治との関連にふれる。また、
ﾆ裁政治と類似した面をもつ第三世界の権威主
`体制や軍部独裁体制にも言及したい。

同　　上

13 日　本の　政　治

　日本の政治の出発点になった明治国家の特質

�ｾらかにするとともに、その遺産が戦後の民
蜴蜍`に及ぼした影響を指摘する。次に、今日
ﾌ保守政党の統治体制を検討しつつ、保守政党
ﾌ永続的優位の理由を明らかにし、あわせて日
{の政治的課題を指摘したい。

同　　上

14 内政　と　外交

　まず、国際政治と国内政治の差異を説明し、

氓ﾉ、19世紀ヨーロッパの古典外交を支えた勢

C力均衡策の意義を明らかにする。次に、20世紀

ﾉ入ると、帝国主義と大衆ナショナリズムの出

ｻによって、勢力均衡策が破。

同　　上

15 現代の国際社会

　第二次大戦後は、勢力均衡策に代わって集団
ﾀ全保障が登場したこと、その制度化として国
ﾛ連合が設けられたこと、核兵器の出現によっ

ﾄ軍縮と軍備管理が重要な意味を持つに至った
ｱと、国際政治の焦点は、東西対立から南北問
閧ﾉ移行しつつあることを論ずる。

同　上
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＝比較経済・経営・社会＝（R）

多様化する組織のなかで

　　　　　　　　〔主任講師：加：藤秀俊（放送教育開発センター所長）

全体のねらい

　現代め世界は、多様な社会・経済体制の共存によって成り立って澄り、それはひろい意味での経営

体制のなかに三分化され、ないしは反映されている。本講義は、その多様な体制、システムを歴史的
・同時代的に比較しつつ、ことなった組織原理によって形成されて仏る諸社会の相互交渉にともなう

問題点をも解明することとする。

回 テ　　　・一　　マ　　　　　　， 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
比較研究の

@　　意味と方法

比較研究とはなにか

芒r研究の視点
芒r研究と新しい世界像

芒r研究の応用
ｶ化的差異の意味

加　藤　秀俊

i放送教育開発
@センター所長）

2 組織の諸形態

人間関係の網の日

g織とはなにか

g織の特徴
g織の時代
ﾚにみえない組織

同　　　上

3 社会・経済⑪経営

歴史の発展段階説

鴻Xトウの発展段階説

闊黹Xマンの段階必

ｭ二段階説の一般化
P糸進化説の限界

同　　　上

4

市場経済と指令経

ﾏ一財配分三三ニ
jズムの比較

財と労働の配分　　　　　市場経済の限界

�vと供給　　　　　　　指令経済の限界

o済の調整メカニズム　　分担経済

s場の調整メカニズム

w令の調整メカニズム

坂井　素　恩

i放送大学助教授）

5

分権制と集権制一経済の情報コ

~ュニケーション
¥造の比較

経済の情報コミュニケーション
﨣桙ﾌ種類と権限の位置
ﾔ状組織と樹状組織
ｪ権制の利点と限界
W権制の利点と限界
驪ﾆ組織に詮ける分権と集権

同　　　上

6

伝統　と　近　代

鼕ｵ習経済と発
W経済の比較

時計と蒸気機関
ﾑ習経済の特徴
ｭ展経済の特徴
ｯ門経済と発展経済の重層的関係
o済における慣；習の意味
ﾐ会に埋め込まれた経済

同　　　上

7

効率　と　公　正

齔ｭ府の経済的
@能比較

ニュー fィール政府の意味　　分配における正義

ｭ府の役割　　　　　　　　現代の課題

ｩ由と計画

o済的自由

o済的正義

同　　　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名〉

8 企業家の比較（1）

江戸時代の企業家

H業化の開始期の企業化（1868～1895）

H業化の進展期の企業家（1896～1937）
謔Q次世界大戦後の企業家（1945～1973）

芒rの方法との関連で

堀　内　正　博

i東京工業大学
@　　　　助手）

9 企業家の比較（2）

革新と企業家（シェムペ一同ー）

s確実性と企業化（ナイト）

ｼ感力と企業家（カーズナー）

芒rの方法との関連で

同　　　上

10 経営の国際比較（1）

白白ウチの「セオリーZ」
pスカルとエイソスの「ジャパニーズ・マネジメント」

芒rの方法との関連で 同　　　上

11 経営の国際比較（2）

権力の格差　　、

s確実性の回避
ﾂ人主義化と男性化

芒rの方法との関連で

同　　　上

12 経営組織の比較

機械的管理システムと有機的管理システム

g織の設計
芒rの方法との関連で 同　　　上

13・

社会組織間の：葛藤

i1）一企業と家族

ﾌ間にある葛藤

組織間の比較とコンフリクト　業両本位と帰属本位

乱ｫの役割　　　　　　　　家族と企業間の葛藤

Y業社会の特徴　　　　，

ﾆ族の社会的役割
ﾆ族と企業の経済的役割

坂井素　恩

14

社会組織間の葛藤

i2）一企業と国家

ﾔの葛藤

多国籍企業の問題点

K制者としての国家
?ﾐ設立の準拠法比較

且曹ﾌ規制
o済権力と政治権力

同　　　上

15 相互依存の世界

宇宙船地球号

u地球主義」の立場

u国家」の時代

褐ﾝ依存の世界
加藤孝俊
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一経済学入門＝（R）
〔主任講師：嘉治元郎（放送大学湯授）〕

全体のねらい

　我々の日常の経済生活に則して、現代の経済学の骨組みを概説する。家路企業、政府という経済、

単位の活動について論じ、経済社会の構造を明らかに：する。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

現代の経済学が、我々の日常の経済生活をど

のように：捉えているかという点に：ついて説明す 嘉　治　元　郎

1 と経済生活と経済学 る。それによって経済学の体系を示す。
｝ （放送大学教授）

家計の所得の種類について具体的に説明し、

家計の経済活動 その経済学的な意味づけを行なう。

2 同　　上

1　所　得

家計の所得の処分、言いかえれば消費と貯蓄

家計の経済活動 について論じ、両者に関する理論を説明する。

3 同　　上

H消費と貯蓄

企業の活動のうち、財を生産する場合につい

企業の経済活動 て論じる。

4 同　　上

1　財の生産

企業の活動のうち、サービスを生産する場合

企業の経済活動 について論じる。

5 同　　上

豆サービスの生産

銀行業、証券業、保険業などの民間金融機関

企業の経済活動 の活動について明らかにする。

6 同　　上

皿　金　　融

現在の経済社会におげる貨幣とは何であるか

貨　　　　　　幣 を明らかにし、合せて中央銀行の役割について

7 一　中央銀行の 論じる。 同　　上

役割　一
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容’ 担当講師
i所属・氏名）

財とサービス（生産物）の市場、労働力と資

本（生産要素）の市場について説明し、同時に 嘉　治　元　郎

8 市場　の　機能 市場機構に：ついて論じる。

（放送大学教授）

日本経済の現状に：則して、一国の経済を巨視

（マクロ）的に捉える理論について説明する。

9 経済社会の構造 同　　上、

一国の経済活動水準の決定に関する理論につ

総需要と総供給 いて説明し、あわせて雇用の問題を論じる。

10

　
　
同
　
　
上
》

一雇用問題一

長期的な経済の成長について、技術革新の役
、

経　済　成　長 割を中心に論じる。

11 同　　上

一技術革新一

現代の経済社会に澄げる政府の役割を説明し、

政府の経済活動 特に財政支出の意義を論じる。

12 同　　上

一財政支出一

政府の経済活動のうち、その収入面に：ついて

政府の経済活動 説明する。

13 同　　上

一租　　税一

いわゆる混合経済体制の下での経済政策の目

的と手段に：ついて説明する。

14 経済政策の目標 同　　上

一・曹ﾌ対外経済関係を、国際収支の面から説

明し、世界経済の現状について略述する。

15 対外経済関係 同　　上
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一社 会 学 入 門＝（R）

〔主任謙莫白鷹半白

全体のねらい

　社会学は間口の広い学問であり、きわめて多様なテーマを扱っているが、ここでは、その多様性の

根もとにある社会学的な「ものの見方」を理解することにねらいを絞る。できるだけ具体的な事例に

即しながら、社会学的な見方の面白さを伝えるような形で、話を進めたい。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

〈第1部・社会的
　人間は社会のなかで自己を形成し、社会との

ﾂながりのなかで生きている。社会的影響に関 井　上　　　俊
1 存在としての人 する社会心理学の実験などをと澄して、人間が （大阪大学教授）

間〉 社会的存在であることをまず認識しよう。

社会のなかの人間

「同種内で殺し合いをするのは人間だけであ
る」などといわれるように、人間の行動には本’

2 文　化　と　価値 能に支配されない面が多々ある．もっぱら遺伝
ﾆ本能に規定される他の動物との対比において、

同　　上

入間にとって文化がもつ意味について考えよう。

1．共同体と機能集団

2．未分化と分化 大　村英　昭
3 集　団と　個入 3．模　　　　倣 （大阪大学教授）

4．集団参加の諸相

1．意味と社会

4 知　識　と　現実
2．〈私〉と社会

R．社会学という知識
架　場　久　和

i関西大学助教授）

5

〈第2部・社会学
@の考え方〉
ｩ　殺　と　社会

　『自殺醐　（1897年）を中心にしてE・デュ

泣Pムの社会理論を紹介し、それが、現代社会

wの「機能主義」や「システム論」の考え方に

ﾂながっていることを示す。
大　村　英　昭

　一一4ro

黹Aユルケム

『プロテスタンティズムの倫理と資本主義の

6 宗教と資本主義
@一ψウエーーバー

〈精神〉』（1904－5年）を中心に：してM・ウ

Fーバーの考え方を紹介し、あわせてデュルケ

?ﾆのちがい、現代社会学への影響などについ
井上　　　俊

ても検討しよう。

E・フロムのナチズム研究をと澄して、現代．
人に：とっての「自由」の意味について考え、さ

7 自由からの逃走
らに：D・リースマンらの社会的性格論への展開’
ﾉついてもふれよう。また、このフロムの研究

同　　上

がウェーバーの研究と深い理論上のつながりを
もっことも忘れないようにしよう。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 潜在的機能の分析

　犯罪や売春など、たいていの人が望ましくな
｢と考えているような現象が社会にはむしろつ
ｫものである。それらの現象のかくされた働き
�ｾらかにするためには、行為者の意図を超え
ｽ皮肉な結果や効用に：ついて分析を進めていく
K要がある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝

井　上　　　俊

9 場面　と　体面

　互いに演技しあうことによって私たちは自他
ﾌ「体面」とその時々の「場面」とをともに維
揩ｵようと努めている。予期せぬハプニングに
謔ﾁて「体面」や「場面」がそこなわれた場合
ﾍ、共謀してそれを修復しようと努める。身近
ｩな相互作用秩序について考えるご

大村英　昭

10
ストレンジャーの

@　　　　　　世界

　見知らぬ入（ストレンジャー）同士が同じ空
ﾔのなかで生活している現代の都市社会。しか
ｵそこでも、さまざまな気配りや抑制から成る．
�ｭな秩序が保たれている。都市空間に：おける
Xトレンジャー同士の相互作用秩序について考
ｦてみよう。

井　上　　　俊

11

＜第3部・社会性
@　と社会秩序〉
ﾆ族のなかの世界

1．家族の形態

Q．家族の機能

R．親と子の世界 同　　上

12 逸脱と社会変動

　犯罪や非行など、社会秩序に反する逸脱行動

ﾍなぜ起こるのか。文化的な目標と制度的な手

iとのズレから逸脱行動を説明するR・K・マー
gンの所論を中心に、逸脱と統制との関係を考

ｦてみよう。

大村　英　昭

13
社会病理現象
齊qども問題を
@　　　　中心に一

1．コミュニケーションの病理

Q．学校教育の病理1

R．演技とラベリング 同　　上

14 統制　と　権　力

1．内面的制裁の原理

Q．交換と権力
R．恥に：よる権力 同　　上

15

〈まとめ〉

ﾐ会学とは何か

　社会学とは結局どういう学問なのか、その面

窒ｳはどこに：あるのか。2人の講師がそれぞれ

ﾌ立場から自由に話しあう。また今回の講義で

ﾓれ残した問題や、聴講者からの質問などをも

謔闖繧ｰたい。

同　上
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＝＝ ﾐ会科学の成立と発展＝（R）

〔主任講師：松田智雄（東京大学名誉教授）〕

全体のねらい

　人間の社会集団に関する法則性一という問題がこの講義の中心の主題である。入間の社会集団

のなかにはある構造があり、その構造を歴史の流れでみれば発展のみちを進んでゆく。ここで法則

性というのは、ひとりひとりの入間が、社会集団の構造と発展のなかで動いてゆくとき、その在り

方を定める力を法則性と呼ぶのである。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

一切の学問の源泉は、古典ギリシアに出発す

1 社会科学とは何か
る。ソクラテスは対話のうちに哲学を語った。

繧ﾉ続いたプラトン、アリストテレスは学問の

賰b脅置く。

　松　田　智　雄

i東京大学名誉教授）

人聞の社会集団を貫く法則性とは何か、とい

う問いである。やがてギリシャには、ソクラテ

2 社会科学の主要問題 ス、プラトン、アリストテレスが科学への途を 同　上

展望する6

カントは、すべて認識が経験とともに始まる

3
認識論のいみにつ

｢て

としても、その対象は認識する入が与えるので

ﾍない。入間の道具＝概念が、客観的認識をつ 同　上
ぐるという。

主観から客観に至る通路は、メトーデ〔＝方

法〕であり、これは自然科学の実験と同じであ

4 コペルニクス的転回 る。これを哲学に応用したことをコペルニクス 同　上
的転回という。観察者を回転させ全星群をみる。

ウインデルバントは、カントを継いで、科学

5
摩史的諸科学のあ
ﾆづけ

を二分類し、法則科学と事件科学を、法則定立

I方法と、個性記述的方法によって二分類した。

ｩ然科学と歴史科学に相応する。
同　上

リッケルトによって、歴史的文化科学の成立

6
経済学と固有の方
@論登場

が論ぜられた。自然科学的類概念でなく、文化

ﾈ学的類概念を考え、すでに存在する経済学に

ﾂき、中間的領域を設定した。

同　上

レコモーラーに対するメンガーの論争は、理

論の有無をめぐって、レコモーラーは歴史的・

7 方　法論論争 帰納的方法を主張し、メンガーは理論の欠如を・ 同　上

論難した◎ここにマスク・ウエーバーが登場す
る。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

自然法思想は、ギリシアに発し、中世を経て

8
自然認識と自然法

近代にきた。自然状態に根ざす、自己保存権と

?ｱ権とが、自然法から導き出された。 松　田　智　雄
について

ξ

ロックは、自然状態を想定して、そこから入

9
社会思想の科学へ
ﾌ傾斜

間相互間の同意と契約による政治社会の設立を

ｱき出した。市民社会的契約説が出現したので
?驕B

同　上・

フランス重農学派は、ケネーを頂点として、

10
自然状態について
ﾌ先駆的パターン

ついに社会科学としての、「経済表」の理論を

�ｧした。時代はすでに、資本主義的生産方法

ｪ、社会の基礎づけの初期に入り込んだ。

同　上

自然的状態から「利己心」の自由を推し進め、
、

11
経済学の序曲一一アダム・スミスー

自由放任を社会の利想として主張した。しかも、

ｱれを受けるのは、予定的調和で、神の見えざ

骭芬閧ﾌ導きである。

同　上

ビン製造工場に寿げる分業が、生産力を極度

に拡大する。これが富の生産力であり、入間の

12 経済学の根本問題 労働が富を生産するのであるが、有用労働に従 同　上

面する忌数が増加する社会的分業を要する。

瀬　、奔

デーヴィド・リカードウの経済学は、資本主

義経済の法則性を把握する単越した理論性を備

13 古典派経済学の軌道． え、三階級への地代・賃金・利＝潤の三配分を明 同　上

確に指摘し、これをミルの憂欝な科学論が継続

する。

フランス啓蒙主義は、革命的思想家ヴオルテ

14
ユートピア・社会批

ｻから生まれるもの

一ル、モンテスキュー、ルソーを経て・基本的な

ﾐ会批判を確立するに至った。 同　上

いわゆる空想的社会主義は現実の社会から離

15
社会批判から帰結

ｷるもの

脱した空理であった。マルクスは、社会構造の

ｸ密な把握から社会への革命的な批判を生み出

ｷ方法について自然科学的傾向が強い。
同上
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

16 歴史派経済学

　リストに於ける歴史派経済学は、その主i著「経

ﾏ学の国民的体系」Das　rationale　Sgotern
р?秩@Polifischen　Oekonomie　1841のな
ｩで、そのねらいは、「祖国（ドイツ）の実情」
ﾆ「ドイツの利害」を把握して、必要なものはド
Cツの国民的市場と国民的工業を指摘した。

松　研智　雄

17 新歴史学派

　ロッシャー、ヒルデブラント、クニースなどの
u旧歴史学派」の成果は、次にシュモーラーやビ

?bヒャーなどの「新歴史学派」へと継承された。

｢ずれも共通するのは、国民経済の「発展段階」

��j的方法によって構成した、点にある。

　oｯ　上

18
マルクス経済学の

ｭ展

　マルクスの学説は資本主義社会の形成を前提と

ｵて体系化されたが、現．実の資本主義社会は「自

R競争」の原則から、更に「独占」の組織へと進

�ｾ。これに対応する「修正主義」が、ベルンシ

?^イン、カウッキーなどの学説として現れてきた。

同　上

19 限界効用学派（1）

　古典学派とマルクス学派は経済学でいう価値の

{質を、価値の客観的・歴史的根拠に求めたのに

ﾎして、現界効用学派は主観的・乱入的判断に置

ｫ変えた。これを理論経済学の体系の基礎とし、

Sッセン、メンガー、フルラスなどが、築きあげた。

同　上

20 限界効用学派⑪

　その発展は、オーストリアにウィーザー、ボェーム＝バヴェルクによって分配論について、ミー

[ス、ハイエクによって貨幣論・景気変動論に至
驍ﾜで展開された。アメリカにはクラーク、フィ

bシャー、カーヴァー、タウシッカ、セログマン
ﾈど。

同　上

21
メンガーの学問的

ﾛ題

　歴史の発展とともに社会も転換してゆくときに

ﾀ界効用原理は、社会の総体を一局部の「小宇宙」

高奄モ窒盾モ盾唐高盾唐ﾉよって理解する。経済現象を先

ｸ「小宇宙」として探究し、それを通って世界全
ﾌを国民経済現象として、「大宇宙」として把握する。

同　上

2
2
　
　
　
　
　
丸

ワ　　ル　　ラ　人

A　　　　、　　　　一　　　　A　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　＿　一

　かれの主著は「純粋経済学要論」であり、その
ﾈかには純粋経済学、応用経済学、社会経済学の
O部門が組織的に体系化される。その体系の特徴
ﾍ一般均衡体系であり、数学的方法を駆使して、
∠搏I方法によるより豊かな社会的富の生産：と分
zを扱う。マ　　　町　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…譜¶壕　　　　　一幽｝”一　r　　　　　一　　　　　●＿h　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿＿縣　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一｝■｝｝・巳

　　　同　上

黶@　　一習一r＿　一r　　　　　　　　　　　　　　＿＿＿國　　　　　　一　　　　　　、　　　一　　　一　　　　　　一｝　　　　一　「

23
新古典学派・

@　　　マーシヤノレ

　ケンブリッジ学派を創立したのはマーシャルで

?閨A新古典派経済学へ方向づけ、近代経済学の

Aダム・スミスである。社会観に澄ける自然法則
ﾅなく、有機的成長と進化を基礎的視点とし、数

揄�ﾜ的方法の摂取により、積密理論を展開した。

同　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

経済社会の有機的成長過程の解明は究極の課題
であるが、その前提どして先ず果すべき部門は均

24
マーシャル理論・

@　　　均衡理論
衡理論と国民所得論である。この二つの礎柱の上
ﾉ、「経済学原理」は、特殊均衡論、寡占と独占 松　田　智　雄

の問題、さらに長期・短期均衡の導入により体系
化した。

厚生Welfareはいかにして増大されるか。測
定用具を貨幣として、社会的厚生を測定すれば、

25 ピグーと厚生経済学 それはとくに：経済的厚生と呼ばれる。経済的原因 同　上

によって、国民所得が形成されると、その平均量

が大きければ大きいほど、厚生は増大する。

現代の経済学において、ケインズ「一般理論」

26
ケインズと近代経
ﾏ学の革：新

は、国民所得を中心とする巨視的分析によって、

走ｯ経済の総体把握を単純化しもかつ可能とした。

｢わゆる「ケインズ革命」の名は、経済学の一画

同　上

期を示し、それは経済の理論と政策とに影響した。

マーシャル、ピグー、ケインヌ1など、いずれも

ケンブηッジ大学の講壇に立ち、しかも、イギリ

27 ケンブリッチ学派
スが直面している政治・経済・社会問題について
攪_と政策を提起した。社会科学が時代を反映し、

同　上

それに対して積極的な照明を与える関係の適例で
ある。

シュンペーターの経済学の特質は、あの「新手

28
シュンペーターと
u新結合」

合」（＝革新）の概念は、驚くべき妙味を発揮し

､るので、かれに：「革新の社会経済学者」の名を

^えることは正当であろう。「経済発展の理論」

同　上

は、資本主義の発展を「新結合」として把握する。

中華選民共和国の社会主義体制は中国の全領域
と全人民に展開されたが、そのうちに「文化白革

29
毛沢東理論とその
繧ﾌ展回

命」における挫折と損失をいかにすべきかびこの
竄｢への答えが、「社会主義体制と商品流通」と

同　上

いう両者の矛盾なき結合を肯定する理論的提起
（馬洪）である。

ギリシア哲学、ソクラテス、プラトン、アリス
トテレスに始まり、カント学派の認識論および社

30 要約の意味で 会科学方法論への帰結。そして、’イギリス社会思 同　上

想、経済学の流れの画却はマルクス経済学であり・

更に近代経済学が社会科学の精密イζへと至る・
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　　＝　現代社会論1＝・：（TV）

〔主任講師：辻村　明（東京大学名誉教授）〕

全体のねらい

　現代社会論1でな、現代社会を基本的に規定している諸条件を、世界的視野のなかで眺め、現代社

会が歴史的にどのように位置づけちれるかを検討すろ。そのためには、資本主義か社会主義かといっ

：た社会体制という条件と、近代化という条件との絡み合いの：なかでみていく必要がある。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 現代社会のとらえ方

　人類の発展過程を5つの社会類型でとらえるマルクスとロストウの理論を紹介し、両者の比

rを通して、現社会のとらえ方の典型を検討す
驕B

　辻　村　　　明

i東京大学名誉教授）

2 現代社会と大衆社会

　現代社会を階級社会とみるか大衆社会とみる

ｩで、意見は大きく成立するが、日本での大衆

ﾐ会論とアメリカでの大衆社会論を比較レなが

轣Aコーンハウザーの大衆社会論を検討する。
同上

3 社会体制と近代化

　現代社会を規定している最も基本的な条件で

?驕u社会体制」と「近代化」について、それ

ｼれの定義を齢こなったのち、両者の絡み合い

ﾌ：なかで、現代社会を分析することの必要性を

燒ｾしていく。

同　上

4 初期の資本主義

そのまず初めとして、資本主義社会を動かし

ﾄいる根本的なメカニズムを明らかにする。ウ

Fーバーの初期資本主義のエートスやマルクス・

Gンゲノレスの説を紹介する。
同　上

5 現代の資本主義

@　　　　’

　資本主義社会が、　「機械化」と「民主化」

�熾?ﾆし：た「近代化」が進展することによっ

ﾄ、どのように変貌してきたかを検討する。 同　上

6 初期の社会主義社会

　資本主義社会の対極をなす社会主義社会の基

{的メカニズムを明らかにする必要があり、具

ﾌ的にはソ連をとりあげて、国家機構、経済機

¥、党機構、言論機関などの現状を報告する。
同　上

7 現代の社会主義
@　　　（その1）

　社会主義社会も、資本主義社会と競争し
ﾄいかなければならず、「機械化」という「近
繪ｻ」は大いに推進されてきた◎それが社会全

ﾌにどのようなインパクトを与えているか、主

ﾆして経済や階級の面での可能性を検討する。

浩　同　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

「近代化」によって、社会主義社会も「豊：か

8
現代の社会主義
@　　　（その2）

な主会主義」に：なっていくわげで、その結果

]暇、家族、宗教などの面で、イデオロギーに

?Gしかねない現象が発生する。
辻　村　　　明

資本主義社会と社会主義社会とは、類似した

社会に接近していくであろうとみる収敏理論と、

9 収敏理論と拡散理論 両社会は根本的に対立し続けるとみる拡散理論 同　上

とを比較検討する必要がでてくる。

大規模組織には不可欠の官僚制というメカニ

ズムが、資本主義社会にも社会主義社会にも出

10 現代社会と官僚制 現してくるのでその病理現象を検討することが、 同　上
最終的な体制選択をするために：必要な参考とな　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9

るであろう。

これまでは、両社会体制の先進国間での比較
ということになるが、近代化の遅れている発展

11 発展途上国の近代化 途上国も近代化を指向しているので、その近代 同　上

化途上にむけるさまざまな難問も検討して治く

必要がある。

機械技術のうちでも、特に交通機関の発達は

めざましく、その総合的な結果として、「高速

12 高速社会と人間 社会」とも呼ばれるべき状況が出現し、それが 同　上

人間にどのよう：なインパクトを・与えているかを

みる。

機械技術の発達は、単に交通機関におい
てばかりでなく、最近は通信機関や情報処理機

13 情報社会と人間 関での発達がめざましく、’「情報社会」が人間 同　上

にどのよう：なインパクトを与えているかも検討

して治く必要がある。

機械技術の発達は、人類に多くの利益を

機械技術発達の功罪 もたらした反面、過度の発達から逆に最近は不

14 （その1） 利益をもた、らしている面があり、ここでは「高 同　上

速社会」の功罪の両面を検討する。

同じように、「情報社会」の功罪も検討する

機械技術発達の功罪 必要があり、特にINS（高度情報通信システ

15 （その2）
ム）の実現する高度情報社会の問題を検討する。 同上
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：＝ ｻ代社会論皿＝　（R）
〔主任講師　辻村　明（東京大学名誉教授）〕

全体のねらい

現代社会論韮はsIのマク・な視点にたいして、ミク・な視点にたった現代社会の現象的な諸問題

をとりあげる。1が社会学的なマクロな視点とすれば、皿は社会心理学なミクロな視点といえる。内

容的には、自我の発生から対人関係、全国的レベルでの大衆現象、そして国際レベルでの文化摩擦に

説き及ぶd

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 ’担当講師
i所属・氏名）

現代社会には、あらゆる情報が氾濫している。

選択的接触といい しかしわれわれは、それらをすべてうけいれてい 辻　村　　　明
1

わけの論理 るわけではなく、選択しながら接触している。そ
のメカニズムについて、フェスティンガーとハイ （東京大学名誉教授）

ダーの理論を考察しながら、いいわけの理論の分
析を試みる。

人間は自己暗示によって、その後の行動が変わ

2
自己成就予言と自

ﾈ破壊予言

るという心理的特性をもっている。そこに生じる
ｻ象として、自己成就予言と自己破壊予言をとり
?ｰ、予言が人間の行動にどのような影響を与え

同　　　上

るかを検討する。

現代社会は大衆社会ともいわれている寮、大衆

という大勢の集まりのなかで、個人は匿名の存在

3
匿名の無責任と責

Cの分散
になりがちである。そうした匿名性がひき起こす
ｳ責任な行動について分析する。 同　　　上

動物には縄張りがあるが、人間にもそれに似た
ようなものがあって、他入と一定の空間距離をと

4 縄張りと空間距離
りながら生活している。その諸相について考察す

驍ﾆともに、非言語的コミュニケーションにも言
同　　　上

及する。

個性をもつ個人も、大衆の一員という側面があ
り、大衆現象のメカニズムに規定される。そのよ

5 流行と物の普及
うなものとして、流行や物の普及といった現象が
ﾇのように発生していくかを検討する。

同　　　上

大衆現象の一つとして、流言や話などの情報
の伝播現象も重要であり、それをマス。コミュニ

6 情報不足と流言
ケーションの物理的な機能澄よび政治的な機能と
ﾌ関連で分析していく。

同　　　上

現代社会はパニックをひき起こしやすいさまざ
まな条件をそろえている。そのメカニズムについ

7
パニックとゲーム

ﾌ理論
て、ゲームの理論を参考にしながら考察する。 同　　　上
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回 テ　　一　　マ
　　　　　　　　，
焉@　　　　　　容 担当講師

i所属・氏名）

8
文化摩擦と誤解の

激xノレ

@　　　レ

　国際化が進むにつれ、文化や価値観の異なる国
ｯ同士のi接触が増大して、そこに誤解やコミュニ
Pーション・ギャップが生じている。それを解消
ｷるにはどうしたらよいか。その対策を考える。

辻村　　　明

9
対外国イメージの

､究

一衣帯水の隣国同士であるにもかかわらず、日
ﾘ両国は相互に偏見と悪いイメージを保持してき

ｽ。この日韓のコミュニケーション・ギャップを
l察する前に、まず世界各国における対外国イメ
[ジの研究についてみて澄く。

同　　　上

10

日韓のコミュニケ

[ション・ギヤツ

v

　前章での考察をふまえて、日韓のコミ嵩ニケー
Vョン・ギャップの分析を試み、そこにみられる
ﾎ見や否定的イメージの実態と、それを解消する
ｽめの方策を考えていく。

同　　　上

11 日本入の国民性

　われわれ日本人はどのような特徴をもっている
ﾌか6まず代表的な日本人論をとりあげ、さらに
q観的な調査によるその実態を把握しながら、日
{人の国民性を総合的に検討する。

同　　　上

12
戦後日本の大衆心

掾E1

　大衆心理は国民性とは多少異なり、ある特定の
梠繧ﾉあらわれる大衆の心理的特性を意味する。
甯纉坙{の大衆心理を分析するに先立ち、その歴
j的背景について考察して於く。

同　　　上

13

戦後日本の大衆心　管

掾E2

　大衆心理をとらえる方法として、ベストセラー
ﾌ本をとりあげ、．戦後40年間のベストセラーに
ﾂいて、特に「日本に対する肯定と否定」という
ﾏ点に立って、年代別に分析を試みる。

同　　　上

14 地域社会の復権

　現代社会では、さまざまな要因から社会全体の

謌皷ｻ現象が多発し、地域社会や地方文化が破壊
ｳれていきつつ回る。その諸相をとちえながら、

ｻれを阻止するための方策を考える。
同　　　上

15 　　　　　　　　’n方文化の多様性

　現代社会の危険性に対処するためには、地域社

?ﾌ活性化が望まれるが、それは必ずしも容易で
ﾍない。ここでは、，実際にそうした努力をしてい

驍ｳまざまなケースを紹介しながら、現代社会の

｡後の在り方について考察する。

同　　上
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＝　社　会　調　査　＝ （TV）

〔主任講師：甲田　和衛（放送大学歯学長）〕

全体のねらい

　社会調査はD歴史、iD方法、㈱経験社会学の成立という3つの側面をもっている。社会調査の範

囲は・センサスから個人の日記書簡に及ぶ。ここではわれわれの日常生活に社会調査がか＼わる問題を

通して、この3つの側面をできるだけ同時にとりあげていきたい。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

群馬県村落調査を実例として、社会調査の方

1 社会調査の展開
@日　　本　　（1）

法とその限界について解説する。
甲　田　和　衛

i放送大学副学長）

鶏

戦前日本の社会調査の典型として戸田貞三

2 社会調査の展開
@日　　本　　（2）

「家族構成」を検討する。

同上

国勢調査の実施、集計、結果の利用から基本

的統計調査としての国勢調査の歴史に及ぶ。 井　出　　　満
3 国　勢　　調　　査 総務庁統計局

総務課長

1）人口と社会の相互関係、2）人口研究の観

人　口　と　社　会 察資料、3）人口現象の測定方法について：解説 阿　藤；　　誠

4 （1）人ロデータと

@入口指標
する。 厚生省人口問題

､究所
l口資質部長

1）人口変動の一般モデル

人　口　と　社　会 2）近代日本の人口変動に及ぶ

5 （2）近代日本の人 同　上

口変動

・社会調査の創始者としての1）Boothの貧困

6 社会調査の展開
調査、2）Durkhe　i　mの自殺論をとりあげる◎

甲　田　和衛
ヨーロ　ツパ（3）

3っの業績、Pane1調査として、　Layarsgeld

7 社会調査の展開
ほかの投票行動調査、社会心理学的要因の事例

fとして、Stoufferほかのアメリカの兵士、定 同　上
ア　メ　リ　カ　（4） 量的方法の限界についてMurdockの社会構造

をとりあげる。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名〉

統計的データと現実の社会、文化の測定、デ 甲　田　和　衛：

8
社会調査と経験社

?w

一転の国際・比較等の諸問題について論談ずる。 辻　村　　　明

i東京大学教授）

ｼ　井　　　優
（大阪：大学助教授）

世論調査は、社会調査に大きな技術上の革新
をもたらした。ここでは、世論調査の沿革を辿

9 世　　論　調　査 のつつ、無作為標本抽出や構造化された質問票 直　井　　　優

の意義を明らかにする◎そして指数化された黙
人々の行動の予測や公共政策へ反映することを示す。

近代の工業化は、新た：な社会問題をもたらし

ただけでなく、オートメーション：などの技術革新は、

10 産業・労働調査 勤労者の仕事や労使関係にたえず影響を及ぼし 同　上

ている。勤労者の仕事や動機づけの測定法を紹
介することにより、，社会調査の応用を明らがにする。雷

近代社会は、機会の均等と現実の不平等が両’
立している社会である。そのため、社会全体に、

11 社会階層と社会移動 不平等がどのように分布しているか、そしてど

黷ｾけ機会の均等が達成されているか、という
同　上

問題に関して、縦断調査の方法と測定法を説明
する。

近代社会は、多元的な社会といわれるように、

たんに家族の一員であるだけでなく、各種の集

12 集団・組織調査 団や組織に属している。こうした集団や組織の 同　上

社会的なネットワークや集団・組織が人々に及

ぼす集合効果を測定する方法を説明する。

地域調査は、一地域に関する調査から、地：域・

間の相互連関を明らかにする調査へと発展して

13 地　『域　　調　　査 きた。ここでは、地域を調査単位として、集計
ﾊによる指数を作成し、それによって、へ地域間

同　上

格差の是正をはかろ’うとする社会指標運動につ

いて説明する。

社会調査による結果の妥当性と信頼性は、た
えず他の調査結果との比較によってのみ評価す

14 国際比較調査
ることができる。こうした比較調査の最も大き

｢設計が、国際比較調査である。具体的な調査 同　上

事例をもとに、目本社会の普通性と個別性を説
明する。

社会調査の課題としてdata　bankの問題をと

15 社会調査の課題
りあげ、社会調査に澄ける方法上の問題につい

ﾄ説明する。 甲　田和衛
ｼ　井　　　優
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＝日本経済と産業と企業＝（TV）

全体のねらい
　本講は日本経済の全体の姿（国民経済の：構造）を、国民所得勘定などを用いて構造的に把握する。
次に日本経済を構成する産業と企業の構造的な相互関連を明らかにする。さらに産業組織や企業経営

のレベルに澄ける歴史的、構造的な特徴をうきぼりにすることが本講のねらいである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　雪

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師i所属・氏名）

．本書の内容がどのような一般的枠組みの中に

1

日本経済一産業一
鼕驪ﾆ研究の一般
I枠組み一

位置づけられるか、どのような問題意識に：従っ

ﾄ取り上げられるかを明らかにする。 黒　澤一清
i東京工業大学
@　　名誉教授）

最も単純な経済循環モデルから、国民所得勘

2
日本経済と企業
i国民所得勘定と
驪ﾆ）

定（企業部門、家計部門、政府部門、海外部門）

ﾟ体系を示す。それは日本経済を構成する諸部
蛯ﾌ構造的連関を統計的に：示すものである◎

磯部　浩一
i放送大学教授）

国民経済計算：体系の中に結合されている産業

日本経済と産業 連関表を説明して、国民所得勘定では捨象され

3 （国民経済計算体 る中間生産物の流れがどのように把握されてい 同　上

系と産業） るか。日本経済において産業はどのように位置

づけられるか、を明らかにする。

、現代経・済にみる資金循環の重要性を明らかに

4
資金循環と産業・

驪ﾆ

し、その把握方法である資金循環表を説明して、

Y業と企業の位置づけを行なう。 同　上

日本経済の発展に澄いて貿易の果してきた役

5
日本経済の発展と

f易

割と、貿易と産業・企業の連関とを明らかにす

驕Bとくに、国際収支表に：よって、その特色を

ｾらかに：したい。貿易摩擦や産業調整問題にも

同　上

ふれる。

先進資本主義国へ追いつくために、中央銀行

6
日本経済の発展と

熕ｭ・金融政策

の信用創造による資金の調達と、政府主導下の

蜉驪ﾆ育成策がとられた。資本市場の発達が遅

黷ｽために、間接金融が企業の資金調達の方式

同　上

となった。（資金循環表と国富表を示す）

まず国民経済循環におけるストック（資産の
状態，）を把握する国民貸借対照表勘定を説明す

7
国民経済計算体系
謔閧ﾝた日本経済

る。これによって国民経済のフローとストック
�c握する国民経済計算体系の5つの「物さし」

同　上

を全部学習することになる。ついで、この5つ
の「物さし」で日本経済の現状をみることにしたい。
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回 テ　　一　　マ 内噛　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

産業発達の形態学的特徴とそれをもたらした背

8 産業構造の特徴
後の根拠と条件を解明する。

黒　澤　一　清

産業とは、経済の、ナぐれて形態的、かつ生産

9 産業構造と生：産性
力的側面を指す◎本章では、前章の形態学的側面

ﾌ考察をさらに内容的に展開するために、日本経 同　上

済一産業系を、生産性のタームで解明する。

産業活動が効率の観点から解明される。日本と

米国との比較・分析によって、これが浮き彫りに

10 産業活動の効率と政策 されるだろう。最後に、日本産業の特徴をもたら 同　上
すのにあつかった産業政策の特殊性が論ぜられる。

自運な成長をした日本経済に澄いて、中小企業

11
日本経済に論ける

?ｬ企業問題．

の問題性が国民経済の構造的矛盾としてあらわれ

ｽ。中小企業問題の展開の特殊性と一般性を明ら

ｩにする。

’磯部　浩　一’『

戦前までの日本企業の歴史的特徴は、財閥本社
を頂点とするピラミッド型で、終身雇用と年功序

12
日本企業の経営史
I特徴

列型賃金制度による労務管理、さらに先進国から
ｱ入された生産管理や予算管理が組織的に展開さ

小　林靖　雄
i放送大学副学長）

れたこと、また中小企業の下請的利用の展開等が

あげられる。これらを具体的に把握する。

日本企業は高度の技術・製品開発力、近代的設

13
日本企業の国際競

?ﾍ

備の装備、人材育成、経営管理力の強化を基盤と

ｵてえられる高い生産性に支えられている。その 同　上

実態を具体的に明らかにする。

日本企業の経営管理の特徴は、、終身雇用と年功

序列賃金制度に育まれた集団主義的経営が展開し

14 日本的経営の特徴 成果をあげる基盤となっている。この点を先進国 同　上
との比較に澄いて展開する。

政府の軍事費支出の比重の低いこと、民間部門
の設備投資が高度成長の促進要因であり、消費支

15
日本経済の特色と
｡後の課題

出の増大が国内市場の拡大、日本産業の輸出競争

ﾍを高めた。石油ショック以降、貿易摩i擦の回避

黒　澤一　清

驕@部　浩一
国内市場の開放、産業構造の技術集約化等の課題

を示す。
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＝経　営　総　論＝（R）
　　〔主任講師；栗山盛彦（千葉大学教授）〕

全体のねらい

　今日の高度産業社会の中核的組織である「経営（企業）」について研究する場合の基礎的な考え方や

概念を、できるだけ平易に、包括的に示したい。とくに：専攻「産業と技術」という特定の諸専門科目を

考慮に入れて、・それらと有機的な関連をもたせるように工夫する。新しい時代的要請である技術：革新

や国際経営にも重点を置く。

回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

経営学で何を学ぶか。またこれが未来志向的
な学問として、どのような社会的課題に取組ん

1 現代の社会と経営 で行くべきなのか。序章として、現代経営の全
ﾌ展望を行ないつつ、これが経営学研究の中で

栗，山　盛　彦・

i千葉大学教授）
どのように体系的に研究されているかを示して
行きたい。

経営学の学問体系が初めて構想された母国は、
ヨーロッパと米国である。日本の経営学は、こ

2 経営と経営学
の成果の導入によってその基礎を固めてきた。そこで戦前までの経営学説の民訴と発展をこの

同　　上

章で取扱って行きたい。あわせて日本での体系
化の経過に触れる。

上記に続いて、戦後のわが国経営学の発展を
特にアメリカの経営管理論の導入とその影響に

3 経済的な経営理論 よる「管理学としての経営学」の内容と性格を
_じる。とくに過税論、計量経営学理論および 同　　上

行動科学理論にふれ、最近の経営戦略論への橋
渡しを解説する。

経営学の基礎であり、対象である「経営」の

本質叡　「企業」「経営」澄よび「事業」とい

4 経営と事業　（1） う・基礎概念によって説明する。とくに「機能と 同　　上
しての経営」、「構造としての経営」「この両

者の統合体としての経営」に：ついてメスを入れる。

5 経営と事業（2） 同　　上

経営目的は、本質的に実践理論である経営学
研究の出発点であるとともに、到達点でもある。

6 経　営　　目　的 今日支配的な意見は、経営目的は、経営理念と
o営目標との合成体であるという。長期未来構

同　　上

想という経営者の主体的判断と科学技術市場と
いう客観的湯田との絡み合せで検討。

経営活動が展開される過税は、経営基本職能、
管理職能の二つの視点から水平的、垂直的に区

7 経営職能の基礎
分してとらえられる。前者は、調達（人物金）．
ｻ造及び販売に大別される。後者はトップマネ

同　　上

ジメント、　ミドルマネジメント、ローワーマネ
ジメントに区分される。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 経　営　管　理

　今日の代表的経営理論について説明する。内

eを三つに分ける。経営過税論、経営計量論、

s動科学論である。この三者を統合する新しい

ﾇ理論としてシステム経営論を位置づける。

栗　山　盛　彦

i千葉大学教授）

9 経　営　組　織

　経営組織のうち、とぐに経営管理組織に：つい

ﾄふれる。機能別組織、事業別組織の特徴、ス

^フとラインの関係、企業間組織などから、多

草ﾐ企業組織の形態まで巾広く、現代的特質を

燒ｾする。

同　　上

10 経営の成長理論

　ゴーイング・コンサーンとしての企業のi接続
I存立と発展に関する経営理論の概観を行ない、
驪ﾆ成長モデルを示す。機械的成長論、有機的
ｬ長論、投資延長論、統制的成長論にまで及ぶ。
ﾆくに成長論に関するこれけでの学説をフナロニ
ｷる。

同　　上

11 現代の経営計画思想

　環境の不確実性、未来の不透明性が増大し、

ﾜた成熟社会化により人間の欲求が多様化する

ﾉ伴って、これを戦略ヴィジョンをもって計画

ｻする要請が強く出て来ている。ポートフォリ

I計画、長期経営計画などを中心に取上げる。

同　　上

12
新規事業形成と研

?J発

　高度科学技術の成果を利用した新規事業形成
ｪ、今日の最：大のテーマである。新素材、バイ
I及びエレクトロニクスなど未来事業をいかに
�ｦ的に事業化するか、研究開発はどうあるべ
ｫか、組織を活性化させる創造性を生かす方法
ﾍ何か、を論じる。

同　　上

13 窓際経営論（1）

　日本企業の海外生産基地設営を中心とする海
O事業戦略について論じる。とくに開発途上国
ﾖの進出から欧米先進国への重点変換に注目。一般理論として、所有と国益、多国籍企業のグ

香[バル戦略、ブーメラン効果、国内産業究明
ｻに及ぶ。

m

同　　上

14 国際経営論（2） 同　　上

15
21世紀の経営ビ

Wョン

　21世紀の経営像を多面的に構想したい。一つ
ﾍ、感性志向的な製、品・サービスの提：供が、経
cに要請されること、二つは、日本的経営の体
ｿが変容し、国際化が進むこと、三つは、不確
ﾀ性増大に対する対応戦略が必要なこと、四つ
ﾍ組織体としての経営の社会的正当化のための
Rンセプトの構築が必要なこと。

同　上
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．＝ ?@計　総　論＝（TV）
〔主任講師二江村　稔（放送大学教授）〕

全体のねらい

　この講義は企業会計の「しくみ」と「はたらき」のあらましを学ぶことを目的とする。企業会計に

おける会計処理は複式簿記として特色づけられるので、これを説明するが、会計処理は期間損益の算

定という目的をもつので、その諸相についてもとりあげよう。

回 テ　　　～　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 決：算書とその役割

　企業会計の所産である貸借対照表と損益計算：書

ﾍ株式会社の定時総会に提出され会社の財産と損

vの状況（財政状態と経営忌事）を報告する役割

�烽ﾁている。そこでまず、決算書としての貸借

ﾎ照表と損益計算書について述べる。

江　村　　　稔

i放送大学教授）

2
複式簿記と

@　　　　複式記帳

　複式簿記は左右両欄式の2つの勘定の間で行わ

黷骼ﾘ方（左側）と貸方（右側）の同額記入とし

ﾄの複式記帳によって特色づけられる。この複式

L帳を経済活動のもつ2面性に注目して説明する。
同　　　上

3 複式記帳の法則

　複式記帳は一定のルールに従って行なわれる。

ｱのルールは必ずしも理論的に設定されたもので

ﾍ：ないが、ぜひとも記記して澄かねばならないも

ﾌである。
同　　　上

タ 決算：のしくみ

　各勘定の残高を借方・貸方の別に従って、1っ
ﾌ勘定にまとめると、その借方と貸方の合計額は一致する。この特長を用いて、記帳と計算の検証

ｪなされるほか、勘定の締め切りとしての決算が

ｮ了し、決算が作成されるのである。

同　　　上

5 損益計算書の様式

　損益計算書に設けられている各種の区分、およ

ﾑ、その区分ごとに示される各種の損益にっき説

ｾし、また、損益計算書の末尾に当期末処分利益

ｪ記載されることを明らかにする。

同　　　上

6 利益の処分と留保

　損益計算書の末尾に当期未処分利益が記載され

驍ｱとになっている。当期未処分利益は株主に対
ｷる配当など、曽会社が処分することができる利潤

�ｦすものであるが、同時に、この未処分利益の
搆ｸ計算書を知る必要がある。　　　　　　も

同　　　上

7 貸借対照表の様式

　貸借対照表に設けられる各種の区分について述べるが、この場合、もっとも重要な問題として、

ｬ動・固定分類につき詳説しよう。 同　　　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
損益計算の原理と

菇@

　ある期間の損益は、その期間の収益からζれに
ﾎ応する期間費用をさしひくことによって計算さ
黷驕Bこの計算のもつ理論的な意味について考え
ﾄみよう。また、期間収益と期間費用の決定にあ
ｽっては、発生主義と呼ばれる考え方がとられる
ｪ、現金主義との差を明らかにしながら、その意
｡にっき説明を加える。

江　村　　　稔

9 売上高と売上原価

　企業の収益は、売上高から売上原価を差し引く

Eことによって売上総利益または売上総損失として

≠ﾟられる。そこで売上高と売上原価の決定につ

｢ての問題点を取り扱う。

同　　　上

10
棚卸資産の貸借対

ﾆ表価額

　商製品の貸借対照表価額は取得原価によるとい

墲黷ﾄいるが、この金額は取得価額から払出価額

�ｸじて求められる金額に期末修正を行ったもの

ﾆ解される。

同　　　上

11
固定資産の貸借対
ﾆ表価額：

　固定資産の貸借対照表価額は、取得価額から減

ｿ償却累計額を減ずることによって求められる。

謫ｾ価額もしくは取得原価の期間配分としての減

ｿ償却を中心として説明しよう。

同　　　上

12 繰延資産とその償却

　企業による支出には、その効果が将来の数週間

ﾉ論よぶものがある。期間損益計算では、このよ

､な金額は数期間にわたる費用として扱われるが、

ｱのための会計技法として繰延資産の計上と償却

ｪ行われる。

同　　　上

13 引当金の設定

　企業会計では、将来に生じる事象の金額を、あ

轤ｩじめ期間費用として計上する処理としての引

膜o理が、例外的に認められている。引当経理が

sわれる条件は、きわめてきびしいが、この章で

ﾍ、これらの問題を論述する。

同　　　上

14
企業内容の開示と

燒ｱ報告

　有価証券報告書の主要部分をなす財務諸表につ

｢ては大蔵省令である財務諸表等規則が適用され

驕Bそこで、いわゆるディスクロージャーの諸問

閧�燒ｾしよう。

同　　　上

15 財務諸表の監査制度

　会社が作成し公表する決算：書もしくは財務諸表

ﾉついては、監査役や公認会計士による監査が行

墲黷驕Bこの章では、商法特例法と証券取引法に

謔驪K制を説明する。

同　　上
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＝数理計画法入門＝　（TV）
　〔主任講師：加瀬滋男（放送大学教授）〕

全体のねらい暦
　現行の各種数理計画法のうち最も一般的で、しかも実際に顕著な成果を収めつつあるリニア・プロ

グラミング（：LP）につき、簡単な例を挙げながら平易に解説する。それらの具体的解法の理解を通

して、さらに高度の数理計画法へ挑むための足掛りを提供しようとナるものである。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

計画問題への数理的アプローチの内容を述べる

とともに、数理計画法の全般を概説する。 加　瀬滋　男
1 数理計画法概説

（放送大学教授）

若干の実際的な問題とそれらのモデルを例示し

LP応用の可能性の大きさを説く。

2 L：Pの具体例 同　　　上

LPの各種形式にふれ、さらに図解によのしP
の構造に対する十分な理解に導く。

3 ：LP　の　構　造 同　　　上

～

シンプレクス法の核心を成すシンプレクス表の

意味と作成につき基礎的概念を略説する。

4 シンプレクス法（1） 同　　　上

シンプレクス法における計算の意義と実際を講

述し、シンプレクス法の理解を助ける。

5 シンプレクス法（2） 同　　　上

改訂シンプレクス法などについて略説し、特別

な場合に澄ける解法の実際を呈示する。

6 各種の特殊解法 同　　　上

：LPの応用範囲を広げるための2段階法の根拠

7
2段階シンプレク

X法

と手法を説き、LPの妙味を紹介する。

同　　　上
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回 テ　　　・一　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

最適解の実施に当たり留意すべき事項に言及し、

条件の変更に基づく解の転化も述べる。

8 実施上の検討（1） 加　瀬　滋　男

受動的な最適解の転化以上の積極的な最適解の

変更澄よびサイクリング現象に話を進める。

9 実施上の検討（2） 同　　　上

現実によく経験される条件の変更に追随する諸

手法を論じ、最適解の実効性を検討する。

10 モデルの改変 同　　　上

最小化問題と整数解問題の解法を詳述し、シン

11
双対問題と整数解

プレクス法のより一層有効なことを示す。

同　　　上
問題

輸送問題・ネットワーク問題に適する独特な解

法を紹介し、読者の視野拡大に寄・与する。

12 特殊問題の解法 同　　　上

プロジェクトプラニングの一つでもあるCPM
特有の解法の一部始終を例示する。

13 CPMの解法 同　　　上

実践的立場から、数理計画法（特に：LP）の利

14 数理計画　法
?jの実際（1）

用に澄ける理論と実際の関連を追求する。 加　瀬　滋　男

h艨@英　造
i三菱石油㈱数理．計画部）

産業連関表の分析への応用と、各種企業での活 加　瀬　滋　男

用旧例を述べ、将来への展望を試みる。 高　井英　造

15 数理計画　法 大槻　　健
利用の実際② （三菱石油㈱

需給部）
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＝現代の数学観＝（R）
　〔主任講師：前原昭二（放送大学教授）〕

全体のねらい

　数学史のなかから、現代の数学的の形成に強く関係しいると思われる事項のみをとり上げ、現代の

数：学者の大多数がもつ「数学に対する考え方」を解説する。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 論証的数学の起源

　証明を中心とする論証的数学はユークリヅ

h原論に確定的な形で現われるが、それ以前D

�ｵを、通説に従って簡単にのべる。 前原　昭二
i放送大学教授）

2
ユークリ　ッド原論

@　　　1

証明に対するユークリッドの態度を示す一例

ﾆして、3角形の2辺の和が他の1辺より大き
｢、ということの証明の筋道を、ユークリッド
ﾉ：従って述べる。

同　　上

3
ユークリッド原論
@　　　H

　定義と公理をもとにするユークリッド原論の

¥成と、ユークリッド幾何学に診ける平行線の

�揩ﾌ意義、について解説する。 同　　上

4
非ユークリッド幾

ｽ学

　非ユークリッド幾何学の考え方について解説

ｷる。

同　　上

5
非ユークリ　ッド幾
ｽ学の無矛盾性

　非ユークリッド幾何学という学問が存在し得

驍ｱとを、当時の学者達がどのように：して保証

ｵようとしたか、について述べる。 同　　上

6
ヒルベルトの幾何
w基礎論

　ユークリッド幾何学と非ユークリッド幾何学

ﾌ共存を許すヒルベルトの公理主義の考え方を

燒ｾする。 同　　上

7
アインシュタイン
ﾌr幾何学と経験』

ｩら

　公理主義的な数学と公理主義以前の数学との

ｷ異、ならびに、公理主義的数学と自然科学と

ﾌ関係を、物理学者アインシュタインの講演
u幾何学と経験：」からの引用に：よって説明する。

同　　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

虚数の概念の論理的な導入法について説明す
る。

8 虚　　　　　　数 前　原　昭　二

無理数の概念の論理的な導入法について説明

する。

9 無　理　数　論 同　　上

整数ならびに：有理数の概念の論理的な導入法

について説明する。

10 整数と有理数 同　　上

自然数の概念を純論理的に導入しようとした

11
デデキントの自然

曝_

デデキントの試みについて解説し、集合と写像

ﾌ概念が数学における最も基本的な概念である、

ﾆいうことの意味：を説明する。

同　　上！

論理とは何か、数学とは何か、論理や数学と

経験科学との関係はどのようなものか、という

12 ラッセルの数理哲学 ことについての、論理主義の見解について解説 同　　上

する。

ラッセルのパラドックスを例にとり、集合論

13
集合論のパラド，ッ

Nス

的方法の極端な使用は矛盾を導くことがある。

ﾆいうことを説明する。そρ他、意味論的な

pラドックスにも言及したい。

同　　上

集合論のパラドックスとの関連において数学

をどのように理解すべきか、ということに関す

14 数学基礎論 る論理主義、直観主義、形式主義の考え方を説 同　　上

明する。

数学基礎論の問題が未解決である現時点で研

究を続けている数学老の平均態度と、会理丁丁

15 数学の現状 合論に言及し、この講義のしめくくりとする。 同　上
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＝基礎数学1＝（TV）
〔主任講師　前原昭二（放送大学教授）〕

全体のねらい

　高等学校の微積分に引き続いて、微積分の初等的部分を講述する。計算法に主眼を鉛くが、最後に、

微積分を論理的に構成する筋道の概略を説明する。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

初等関数のうち高竺学校で未習の逆三角関数

1 逆三角　関数
およびその微分法を述べ、不定積分が逆三角関

狽ﾅ表わされる有理関数や無理関数の積分につ

｢て説明すろ。

前　原　昭　二

i放送大学教授）

微分の定義とその簡単な性質を述べ、その表

現形式が置換積分の計算に有用であることに言

2 微　　　　　　分 及する。 同　　上

有理関数の不定積分が初等関数の範囲で得ら

3
有理関数の不定積

ｪ

れることの証明に：沿って、その計算法iを述べる。

同　　上

1階澄よび2階の定数係数同次線形常微分方

定式の解法を述べる。1階の場合を例にとり、

4 微分方程式 定数変化法にも触れる。 同　　上

有限個の不連続点をもつ関数の積分や、無限

5
定積分の定義の拡

｣

区間に：澄ける積分について述べる6

同　　上

微分法および積分法におげる平均値定理とそ

の幾何学的意味を説明し、コーシーの平均値定

6 平均値　定理 理の応用として、不定形の極限値についてのロ 同　　上

ピタルの定理にも触れる。

2変数関数を例に：とり、偏導関数の定義と記

号を説明する。偏微分の順序の交換ならびに全

7 偏　導　　関　数 微分にも言及する。 同　　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

2重積分を例に：とり、重積分の概念ならびにゆ

重積分の計算：法を説明する◎

8 重　　　積　　　分 前　原　昭　二

2行2列のヤコーピアンの解説から始め、2
重積分の変数変換に：ついて説明する。

9 重積分の変数変換 同　　上

テイラーの定理と、極大極小や曲線の凹凸：な

どへの簡単な応用を述べる。2変数のテイラー・一

10 テイラーめ定理 の定理に：も触れたい。 同　　上

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“ｳ項級数の簡単な諸性質を述べ・収束する無
限級数の絶対収束と条件収束について説明する。

11 無　　限　級　数 同　　上

関数のテイラー展開を目標とし、ベキ級数の

諸性質を説明する。

12 ベ　　キ　級　数 同　　上

平面曲線に：ついての微分幾何学的概念のいく

つかを紹介する。

13 平　面　　曲　線 同　　上

極限の精密な定義と考えられている、いわゆ

るエプシロン・デルタ式の定義について説明す

14 極限　の　定．義 る。 同　　上

微積分を論理的に厳密に構成するときの道筋

15
微積分の論理的構

ｬ

の概略を説明する。

同　上
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＝基礎数学丑＝（R）
〔主任講師　前原昭二（放送大学教授）〕

全体のねらい・

　線型代数学について講述する。しかし、線型代数学の詳論に立入ることはせず、連立1次方程式の

解法と2次曲線・2次曲面の分i類という古典的な問題に線型代数の方法を適用することによって、線

型代数の方法の直観的性格と線型代数：に澄ける諸概念の幾何学的な意味とを明らかにしたいと思う。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 n次元数空間

　n次元数空間の概念を説明し、2次元・3次元
ﾌ図形的なベクトル空間からの類推によって、n
沍ｳ数空間の初等的な性質を解説する。また、連
ｧ同次1次方程式との関連に澄いて、べ4トルの
P次独立性と次元との関係に言及する。

前　原　昭　二

i放送大学教授）

2 行　　　列　　　式

　平行4辺形の面積と平行6面体の体積を利用し
ﾄ2次と3次の行列式の定義を与え、それを一般
ｻすることによって一般の行列式を定義する。ま
ｽ、行澄よび列についての展開法にも触れる。

同　　上

3 1　次　変　　換

　n次元数空間からm次元数空間の中への1次変
ｷの定義を与え、1次変換を行列によって表現す
髟菇@を説明し、行列の演算を1次変換の演算に
謔ﾁて定義する。また、行列式の積の計算法を、

s列式の基本性質と1次変換の考えを利用して説
ｾする。

同　　上

4 行列式の応用

　正方行列が逆行列をもつ条件とか連立1次方程
ｮのクラメルの解法を含め、行列式を用いると表
ｻが簡潔になる事例のいくつかを初等数学の範囲
ｩら選び、それについて解説する。

同　　上

5 部分ベクトル空間

　数空間の部分ベクトル空間とその次元について

燒ｾする。それとは独立に行列の階数の定義を与
ｦ、行列の階数と部分空間の次元との関係を明ら
ｩにすることを目標とする。

同　　上

6 連立1次方程式

　一一般の連立1次方程式に対し、解が存在するた

ﾟの1つの必要十分条件を与え、解が存在すると
ｫの一般的解法にζ）いて述べる。

同　　上

7 対称行列と2次形式

　転置行列の基本的な性質を述べ、対称行列を用いて2次形式を表現する方法を説明する。また、

ｴ点を中心とする2次曲線の標準形を求める方法
�痰ﾉとり、2次の対称行列の固有値と固有ベク
gルの幾何学的な意味を解説する。

同　　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

正規直交基底と直交行列について説明し、2次
形式を表わす対称行列が正規直交基底の変換によ

8
正規直交基底と2 ってどのように変形されるかを説明する。とくに 前　原　昭　二
次形式 3次の対称行列について、直交変換による対角比

の方法を述べる。

これまでに得た知識を用い、2次曲線の方程式
の標準形を求める方法を述べる。

9 2次曲線の分類 同　　上

前章と同様な方法により、2次曲面の方程式の
標準形について述べる。

10
2次曲面の分類
@　　　（その1）

同　　上

前章で得た：標準形をもとに、個々の2次曲面め

11
2次曲面の分類
@　　　（その2）

形状や名称について述べる。

同　　上

スカラーが実数である場合に限定し、ベクトル
空間の一般的定義を与え、その基本的な性質につ

12 ベク　トル空間 いて説明する。また、n次元ベクトル空間がn次
ｳ数空間と同形であることにも言及する。

同　　上

n次元アフィン空間、n次元ユークリッド空間

13
、n次元ユークリッ

について説明する。

同　　上
ド空間

複素数に関する基本的事項について説明する。
代数学の基本定理にも、証明なしで言及する。

14 複　　　素　　数 同　　上

スカラーを複素数とするベクトル空間の一例と
してユニタリ空間の定義を与え、ユニタリ変換に

15 ユニタリ空間 よる正規行列の対角比について説明する。 同　上
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＝＝基礎数学皿＝（R）
〔主任講師　廣瀬　健（早稲田大学教授）〕

全体のねらい

　集合と位相の概念について講述する。

　これらは、いずれも現代数学の基礎となる極めて重要な概念である。現代数学の諸分野を構成する

各概念、手法は、これらの概念を用いて記述されるといってよい。

　本講では、具体的な例をあげつつ、なるべく平易に、これらの解説を行う。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

集合概念の説明から、用語の導入、歴史的経緯、

その有用性について：解説する。
1 集合とその演算 集合論における基本概念、集合の上の演算とそ 廣　瀬　　　健

の意味、論理との関連などについて述べる。 （早稲田大学教授）

関数概念の説明、それを集合間の写像としてと
らえることなどについて述べ、写像についての基

2 写像とグラフ 本概念、すなわち単射、全射、1対1対応逆写像、 同　’　上
写像の合成などについて説明し、さらに、それを

集合の直積の部分集合として表現することなどを
解説する。

現代数学の1つの特徴は、対象の璽聖ある性質δね

に着目し、その性質について同じであるものは、

3 同　　値　　　美
これをひとまとめにして同一視し、ぞ塚つのもめぬ

ﾆ考えるところにある。この考え方を集合を用い
同　　　上

て表現する同値関係、同値類などについて述べる。

更更

迫ｴについての基本概念は、それによって個

数を表現する濃度（基数）および順序を表現する

4 集合の濃度 順序数に関わるものが中心である。ここでは、集 同　　　上
合の？更個数δ≧の概念を一般化した濃度について説

明し、濃度についての代表的結果について解説する。

1対1対応によって類別された各集合では、例え

ば、1次元の直線上の実数全体と二次元の平面上
5 濃度　と　次元 の点全体とは同じ濃度をもつ、次元を区別するの 同　　　上

は位相的概念であって、これらの対応は連続にな

らないこと、ペアノ曲線などについて述べる。

自然数：全体の集合や実数：全体の集合では、集合

の要素の間に順序が定義されている。数学で扱わ

6 順　序　集　　合 れる集合の多くは、なんらかの順序関係が定義さ

黷ﾄいるのが普通である。
同　　　上

ここでは順序をもった集合、すなわち、順序集
合とその基本的性質を明らかにする。

集合論を建設したカントルは、集合に適当な順
序を導入すれば整列集合になることを仮定した。

7 ジォルンの補題 この仮定は後に選択公理やツオルンQ補題という
`で表現されることになった。ここでは、それら

同　　　上

の意味について＝なるべぐ平易な解説をする。
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回 テ　　　・一　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

実数の集合と自然に対応する直線上の距離の概

8
実数の集合と
?[クリッド空間

念を拡張してユークリッド空間を定義し、ユーク
潟bド空間の喫距離≧の概念を用いて、関数の連続

ｫの概念を定義し吟味する。また、集合に娘構造

◎廣　瀬　　　健

i早稲田大学教授）

を入れる”ことの意味について解説する。

ユークリッド空間を、空間としてさらに抽象化

・し、般距離ゐδの概念を一般化して距離空間を定義

9 距　離　空　間 する。実例をなるべく：豊富に示し、やさしい関数 同　　　上

空間などをも挙げる。

距離空間に澄ける、収速性、連続性などの性質

10 位　相　空　　間
を考察することにより、開集合、関集合系の概念

�pいて、距離空間をさらに一般化して、位相空
同　　　上

間を定義する。

定義された写像の定義域に構造が与えられてい
るとき、そ：の写像が定義域の構造をどの程度保存

11 位相写像と連続写像
するかが問題になる。

@位相空間の間の連続写像、位相写像が保存する
同　　　上

性質：、つまり位相的性質について解説し、実例を

なるべく多数挙げる。

位相空間に関わる議論の代表的な手法を考察す
ると、コンパクト性と呼ばれる性質が浮かびあが

12 コンパクト集合
る。

@コンパクト集合の定義、基本的性質について述
同　　　上

べ、収束の概念などとの関係を説明し、その有用

性を示す。

位相空間における部分集合同志の連結、分離の
概念について考察し、連結集合に関わる諸性質、

13 連　結　集　合
実例などを示す。
@ゴンパクト性、連結性が位相的性質であること

同　　　上

に注意し、直観的イメー「ジとの関連を重視する・

位相空間の概念は、きわめて一般的であるから、
位相空悶の点や部分集合の間の関係を導入し、内

14 位相空間の分’離条件 容を豊富にすることを考える。コルモゴルフ、フ
激Vェ、ハウスドルフ、ヴィエトリス、ティエツ

同　　　上

エの分離公理などを解説し、正規空間によって、

再び、実数にめぐりあう。

可：算公理、距離づけ可能性、可分、全有界など

15 距離空間と完備集合

の概念と共に、位相空間への一般化への前程とし

ﾄの距離空間としてでは左く、最もよく扱われる 同　　上

位相空間としての距離空間を考察し、完備性など

についても解説する。
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＝確率論・統計学＝（R）

〔主任講師

のうち確率論’

林知己夫（放送大学教授）〕

全体のねらい

　不確実な現象を記述し、将来を予測するための手段としての確率論の入門である。個々の事象の確

率を数値的に計算するのが目的ではなく、現象のモデル化を通して、いろいろな場面に適用できる数

学的理論を構成することを目標とする。統計学の講義にスムーズにつながるような内容としたい。ま

た、数学的な厳密性は追求しない。

回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

同じ条件下で繰り返して観測されるような偶然

1 偶然現象の記述
現象が議論の対象である。不確実でとらえどころ

ﾌない現象も、適当なモデルを作ることによって 清水良一
記述することができる。 （統計数理研究所教授》

偶然を記述するためには、まずどういう現象が

起こりうるのか、あるいはどういう現象を考察の

2 確率　モデ　ル 対象とするのかを明らかにしておく必要がある。 　　oｯ　　　上
「事象」という概念を導入し、さいころ投げのよ

うな簡単な場合について確率モデルの構成法を述べる。

偶然現象を記述するのに、つぼのモデルは簡単
で理解しやすく、しかも応用が広い。最も単純な

3 つぼのモデル 復元抽出と非復元抽出を説明し、これに対応する 同　　　上

確率分布として2項分布と超幾何分布を導入する。

確率pで起こることが期待される事象を考える
多数回（n回）の観察を通してこの事象の起こる回

4 ベルヌウイの定理
数（n1回）の比率n1／nの行動を考察する。　nを大

同　　　上
きくするとn1／nはPの近いところで変動するよ
うになる（ベルヌウイの定理）ことを示し、さら
にその精密化を行う。

ある事象の起こる確率は情況に応じて変わるべ
きものである。偶然現象を観察して得られる情報

5 条件つき確率 は偶然についてより確実な知識をもたらす。この 同　　　上
章と次の章では情報の利用に関する一つの定式化
を、「条件つき確率」という概念を導入すること
によって行う◎

前章からの直接の続きである。このあとさらに
確率論で最も基本的な概念の一つである「独立性」

6 事象の独立
を導入する。ある事象が起こったことを知ったこ
ﾆによって、他のある事象の確率が変わらないと

同　　　上

き、これら二つの事象は互いに独立であるという

のである。

「事象の独立」をさらに発展させて「試行の独

立」という概念を導く。相互に影響を及ぼし合わ

7 独　立　試　行 ないよう：な試行を、互いに独立であるという。 同　　　上

一90一



回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

特定の偶然現象を観察した結果で決まる数量を

確率変数という。これは一定の分布法則に従って

8 確　率　変　数 変動する偶然量である。分布法則について幾つか 清　水　良　一

の簡単な例をあげる。

確率変数の行動は分布法則によって完全に規定

される。期待値は、これを部分的に特徴づけるも

9 期　　　待　　　値 のである。「平均値」、「分散」など基本的な量を導 同　　　上

入する。データから計算される「標本平均」が分

布の平均値に収束するという大数の弱法則を述べる

2項分布は最も簡単な分布法則の一つであるが

10
ポアソン分布と
@　　　　その周辺

パラメータの値によっては別の分布で近似するほうが

ｩ然であり、計算も容易である。ポアソン分布に

謔驪ﾟ似がその一つ。この章では、ポアソン分布と．

同　　　上

負の2項分布について述べる。

二つまたはそれ以上の確率変数を同時に考える’

ことによ2て多変量（多次元）の変数が定義され

11
多変量の確率
@　　　　変数・1

る。この章では主として2次元の変数について、
ｻの行動を記述する確率分布と期待値、とくに、

同　　　上

変数の間の関係を表す相関などの概念を導入する。

2次元の分布に関連して、条件つき分布を導入

12
多変量の確率
@　　　　変数・H

し、それを正規分布についてやや詳しく述べる。

ﾜた、独立な確率変数の和の分布（たたみ込み）

ﾌ計算法を与える。

同　　　上

母関数や特性関数を導入することによって、期

待値の計算やたたみ込みを求めることば容易にな

13 母関数とその応用 る。さらに極限定理の証明に利用できるなど、こ 同　　　上

れらの関数が強力な解析的手段を与えてくれるこ

とを幾つかの例によって示す。

確率分布としての正規分布は最小2乗法ととも
にガウスによって発見され、彼の誤差論の中で重

14 正　規　分　　布
要な役割を果たした。中心極限定理との関連もあ

ﾁてその重要性は今日でも変わっていない。この
同　　　上

分布の意味、確率モデルとしての用途の広さ、そ
の限界などについて述べる。

講義の中であまり述べることのできなかった独
立でない試行列の問題を取り上げ、マルコフ性に

15
独立でない変数
@　　　　　の旧例

ついて簡単に触れる。最後に、このあとに続く統

v学に言及し、偶然を扱うこの二つの学問の相互

同　　上

の関係と役割を述べて終わる。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

確率論と統計学の関連性について述べ、統計学

に旧いて確率論がいかに活用されるかについて考
16 確率論と統計学 察する◎また、統計学とは何かについて説明し、 林　　　三三夫

今後の講義のバックボーンを与える。 （放送大学教授）

統計学は集団を取り扱うことに始まる。この集

団とは何か、について説明する。母集団の考え、

17 統計学の基礎概念 集団の要素を表す標識、算術平均や分散のもつ意 同　　上
味、チェビシェフの不等式に基づく推論の仕方に

ついて説明を加える。

度数分布の実例を幾つか示し、モード、メディ

アン、レインジ、平均、分散、標準偏差、対称度、 石　田　正　次
18 統計的分布 歪度など基礎統計量について説明する。 〈帝京技術科学

大学教授）

最小2乗法の初歩的な説明をし、これを用いて

回帰直線を求める。さらに多項式の当てはめ、相
19 相関係数と相関比 関係数についての話をする。 同　　　上

調査や実験における測定誤差の性質とその統計

的処理法について述べる。

20 測　定　誤　差 系統誤差と偶然誤差の問題について詳しくその 同　　　上

取り扱い法を述べる。

統計的推定と検定の基本的な考え方を簡単な実

例によって説明する。
21 統計的推定と検定 統計学での信頼性の問題について述べ、標本調 同　　　上

査法に：澄ける推定の基本概念を説明する。

世論調査や品質検査などで使われる標本調査の

やり方と、どうずれば調査精度を上げることがで

22 標本調査法 きるかということについて説明する。 同、　　上

社会の実証的薪究に利用される社会調査の企画

23
調査の計画と統
v的考え方　（1）

を例にとり、調査の計画にあたって利用される標

{抽出の方法の基礎となる単純ランダムサンプリ

塔Oの方法について概要を述べる。

　鈴　木達　三

i統計数理研究所教授）
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担’当講師
i所属・氏名）

調査の計画のうち、調査対象者の選び方につい

24
調査の計画と統
v的考え方　（E）

ては幾つかの手法がある。各種の補助的情報を利

pすることにより、効率のよい標本抽出計画を実

sすることができる。実際に行われている大規模

同　　　上

な全国調査の標本抽出計画にもふれる。

調査から得られる情報（データ）は、情報収集

の手法の選択、標本抽出の計画調査データの整理

25 調査データの見方 の仕方等、調査に利用した手法に関連している。 同　　　上

ここでは標本調査によるサンプリング誤差につい

て、具体的な実例を中心に述べる。

不規則に変動する現象を統計的に解析するため

の基礎概念として、定常時系列の自己相関関数な 赤　池　弘　次

26 工学への応用 らびにスペクトル密度関数について説明する・そ

ﾌ応用として統計的システムの制御の問題を取り
（統計数理研究所教授

上げ、工学丁子用例について概説する・

広く人間的・社会的事象の解明に携わるソフト

27
ソフトサイエンス
@　　　への応用

サイエ：ンスでは、人の意識や態度など、内容が多

`的で変動しがちのデータから、有効な情報をど

､取り出すかの工夫が常に優先する。この領域の

　水　野　欽　司

i統計数理研究所教授

統計的考え方や分析法の特徴を解説する。

からだの種々の計測データについて似たものを

ライフサイエンス グループ化し、これらグルーープに同じ医学的意味 駒澤　　　勉

28 　　　　　への応用

鼬v量診断
を見いだし、病名、病状の度合い、予後の見通し

ﾈどの判断を行う計量診断に用いられる多次元的
（統計数理研究所教授

統計解析について講義する。

野生動物の数を知ることは、自然生態系の中に

ライフサイエンス おける野生動物のバランスを考えるうえで貴重な

29 への応用 基本事項である。統計学の最も難しい問題の一つ 林　　　三三夫

一自然保護の統計 であるが、確率論・コンピュータ・標本調査理論

を活用して、生息数を推定する方法を述べる。

質的なものを：量的に表すことは、現象を統計的

に取り諏訪うとするとき、不可欠のことである。

30 質を測る統計的方法 この数量化の問題に対して、統計学の立場からど 同　　　上

ち考えてよいかを説明する。根本概念を明らかに

するとともに、その具体化について述べる・
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＝物質とエネルギー＝（R）
〔主任講師　池上雄作（東北大学教授）〕

全体のねらい　・　　　　　　　　　’

　自然界を形づくっている物質とエネルギ轡の科学でもっとも基本となることがらを学習する。とく

に物質と熱エネルギー、化学構造とエネルギー、光と物質がみせるスペクトルなどに焦点をあわせて

化学の立場から解説し、エネルギーと物質とのかかわりあいを学ぶことによって、自然への理解を高

めたい。

回 テ　　　一・　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
エネルギーの形態一序論として一

　物質が形づくっている自然界や文明社会を動か
ｵている原動力がエネルギーである。熱、化学、

�Gネルギーなど、エネルギーのいろいろな姿、エネルギーの変換、エネルギーと物質のかかわり

?｢を序論として解説する。ミクロの粒子がもつ
Gネルギーを理解する・ことの重要性を強調したい。

池　上　雄作
i東北大学教授）

2 物質の理解

　多様な物質：の分類や構成をどう理解するかにつ

｢て述べ、原子、分子、イオン、モルの概念を簡

奄ﾉまとめる。さらに、無機、有機物質のいくつ

ｩを化学式とともに解説し、最後に物質の状態変

ｻ論よび結合エネルギーに言及する。

　　oｯ　　　上

3
物質の状態と
@　熱エネルギー

　3～6章は化学熱力学の基本を取り扱うが、本
ﾍではまず力学的エネルギーから入り、仕事と熱、
熾買Gネルギー、そしてエネルギー不変則として
ﾌ熱力学第一法則を解説する。さらに理想気体を
謔閧?ｰ、可逆および非可逆的体積変化過程を述
ﾗ、熱、温度澄よび熱容量に言及する。

関　　　集三
i大阪大学名誉教授）

4

状態変化・

@　化学変化と
@　熱エネルギー

　物質の変化が起こるときは熱エネルギーの出入
ｪ伴う。反応熱の一般的性格、つづいて代表的化
√ｨの生成エンタルピー、熱容量とその温度変化
�燒ｾ、とくに熱測定、カロリメトリ．一を解説す
驕B代表的な反応熱と緩学結合エネルギーにも言
yする。

同　　　上

5
物質変化の方向：

@　エネルギーと
@　エントロピー・

　自然に起こる物質変化には、主としてエネルギー変化で理解できるものとそうでないものがある。

ﾂ逆変化と不可逆変化、変化と確率の関係を述べ
Gントロピー概念の必要性に言及し、熱力学第二
@則を示す。さらに、エネルギーとエントロピー
ｩら自由エネルギーを導く。

同　　　上

6
自由エネルギー
@　　と化学平衡

　エネルギーとエントロピーからギブズ自由エネ
泣Mーを導き、その性質と役割を解説したあと、
ｻ学ポテンシャルの概念を導入する。つついて、
纒¥的な化学反応系での反応の進行の可能性を予
ｪするための熱力学量：を与え、具体的に平衡条件
�ｱく。

同　　　上

7
エネルギー量子
@　　　　　の概念

　量子論のはじまりとなった物体の放射スペクト

汲ﾌ説明に関するプランクの量子の考え方、水素

ｴ子の電子の運動とスペクトルとを説明したボー

Aの原子模型、光と電子の粒子性と波動性の二元

ｫについて説明する。

米澤　貞次郎
i京都大学教授）
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、

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8

電子の分布と
@エネルギー準位

　電子の運動状態を明らかにする量子力学の基本

羽�ｮ（波動方程式〉について述べ、これから明

轤ｩにされる水素原子の電子状態にふれ、分子の

牛№ﾉ対する電子の役割について、いくつかの例

�唐ｰて解説する。

米澤　貞次郎

9
分子軌道と
tロンティア電子

　エチレンを例にとって炭素一炭素二重結合にσ

d子とπ電子がかかわっていること、ベンゼン、

iフタレンなどの化合物中のπ電子の挙動を説明す

髟ｪ子軌道法について述べ、これら化合物の化学

ｽ応の理論であるフロンティア軌道理論にふれる。

同　　　上

10
フロンティア軌道

攪_とその周辺

　フロンティア軌道理論を提唱した福井謙一博士

ﾆの対談形式により、フロンティア軌道の発端、

ｻの展開、有機反応への応用、創造への道がどう

?驍ﾗきか：などに関する博士の意見を聴く。

米　澤　貞次郎

11
電磁波と
Xペクトロスコピー

光や電波で代表される電磁波は宇宙線からラジ‘

I波まで周波数が広い範囲に及び、E＝・hμのエネ

泣Mーをもつ。電磁波の性質にgいて、つづいて
ｨ質による光の吸収や発光が分子やイオンのエネ
泣Mー準位と密接な関係があることを説明し、ス
yクトロスコピーを概説する。

　　　　　　　5

r上　雄　作

12
紫外・可視光の
@吸収スペクトル

　多くの物質は紫外線や可視光を吸収して、その
ｨ質に特有なスペクトルを見せ、吸収帯は電子エ
lルギー準位間の遷移に対応する。そして、可視
�ﾌ吸収は物質の色と深い関係がある。分光法に
ﾂいて述べ、スペクトルと化学構造の関係を代表
Iな例とともに解説する。

同　　　上

13’
赤外線吸収
@　　　スペクトル

　2μmから25μmまでの領域の電磁波は化学結
№ﾌ振動や分子の回転運動と共鳴し、その吸収は

ﾔ外スペクトルとして便利に利用されている。

@基本的な分子の振動や複雑な分子のスペクトル

ﾌ例を挙げ、応用を含めて解説する

同　　　上

14 生体とエネルギー

　物質エネルギーの科学にとって、「生体とエネ
泣Mー」の課題は重要な位置を占める。生体に於
ｯる同化、異化とエネルギーの流れのわくぐみ、
ﾜたエネルギー交代の主役がATPであることを中
Sに、概括的に説明し、解糖・呼吸とそのエネル
Mー収支にもふれる。

同　　　上

15 光合成／まとめ

　生物に齢けるエネルギー変換の代表的なものに

�≒ｬがある。緑色植物による光合成のしくみ、

�Gネルギーの捕足と電子伝達、CO2の固定を中

Sに解説する。

@最後に、本四のまとめを述べる。

同　　上
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＝基礎物理学1＝　（TV）
　　　　　　　　　　〔主任講師：戸田盛和（放送大学教授）〕

全体のねらい
　自然現象をできるだけ少数の基本概念と法測によって理解しようとするのが物理学の立場である。

1では重要な概念と法則を明かにする。皿ではさらに深く物理学の基礎と人間の思考方法との関わり

を考える・なぜ科学は常識をはなれなければならないか。数学はどの程度必要か。物質の科学と技術

の関係は？・空間と時間の概念の変遷。物質と重力と宇宙の関係などの本質的：な問題を古典物理学の

範囲で明かにしたい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 科学のはじまり

　自然現象を理解しようとする知的な努力から

ﾈ学が生まれた。エジプトのピラミヅドに代表

ｳれる技術、ユークリッド幾何学、アルキメデ

Xによるがこの釣り合いの静力学の研究は数量
I：な科学のはじまりを物語っている。

戸　田　盛　和

i放送大学教授）

2 浮力と水の圧力

　アルキメデスは風呂の中で浮力の原理を発見
ｵたと伝えられる。パスカルは大気の圧力が空
Cの重さによるものであることを明らかにした◎

ｱれにより自然には真空が存在することが明ら
ｩにされたが、これは自然を理解する上で大き
ﾈ発見であった。

同　上

3 落　　下　　運．動

　ガリレイは落体の運動を研究し、速度が変化

ｷる場合の運動を明確に捉えた。実験：と数理的

ﾈ推論を組み合わせて自然現象を理解する方法

ｪはじめられた。さまざまな運動、振り子の等

梵ｫについて述べる。

同　上

4 地　　　　　　球

　ガリレイは望遠鏡によって木星の衛星や太陽
ﾌ黒点：などを発見し、地球もこれらと同じよう

ﾉ天体の一つであることを明らかにした。地球
ｪ球形であることは古代ギリシャ時代にも考え’
轤黷ｽが、この時代にこれが確認された。コペ
泣jクスの地動説が提出された。

同　上

5 太　　　陽　　　系

　ケプラーの法則の発見について述べる。火星

ﾌ晴円軌道、太陽系の秩序はどのように知られ

ｽか。 同　上

6 運動の　法　則

　ニュートンは運動の法則、それを有効に扱う数

w、それに万有引力の法則をもって太陽系の問

閧ﾆ取り組んだ。地球をまわる月の運動はその

eストケースであった。

同　上

7 力　　と　運　動

　力に対する身近か：な例といろいろの運動の具

ﾌ的＝な例をあげる。

同　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

多くの日常的＝な運動は回転を含んでいる。玉

の衝突、円板の回転、潮汐、体操などに治ける

8 回　　転　　運　動 身体の回転、猫の空中における回転、コマの運 戸　田　盛　和

軌

ワットは蒸気機を発明し、馬力という単位を

作った。エネルギーの概念は力学に治いても重

9 仕事とエネルギー 要である◎永久機関の夢にも触れる。 同　上

熱はエネルギーの一つの現れであることがわ

かってきたのは19世紀半ばである。熱現象に関

10 温度　と　熱　量 する学問、低温の物理学も19世紀後半にはじま 同　上

つ：た。

物質の分子的構造は今世紀になってから明ら

かにされたものであるが、ここでは原子分子に

11 物質　と　分子 対する進歩、アボガドロの法則などについて述 同　上

べる。

飛行機の翼やヨットの帆に働く揚力をはじめ

流体の運動は大変興味深い現象が多い。台風な

12 流体の運　動 どの運動には地球の回転もからんでくる。 同　上

波は重要な運動の形態である。音の波、光の

13 波　　　　　　動
波、水の波などについて述べる・

同　上

電流は磁気的な作用がある。その研究は独特

：な歴史をもち、ファラデーを経てマクスウェル

14 電気　と　磁　気 によって完成された。 同　上

マクスウェルの研究は電波の存在を予言した。

一方で光速度の測定と熱放射の研究は物理学の

15 光　と　熱放射 　　　　　　0Q0世紀に捨ける大きな変革につながるもので 同上
あった。
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＝基礎物理学H　＝（R）
〔主任講師：戸田盛和（・放送大学教：授）〕

全体のねらい

　物理学の基礎と人間の思考方法との関係を中心にしたい。なぜ科学へ導かれるのか、なぜ科学は常

識をはなれていくのか、数学は：なぜ必要なのか。空間と時間に対する考え方の変遷、物質と重力と宇

宙に対する考え方の深まり、心と科学、科学と技術や社会の関わりなどについて、古典物理学の範囲

で考察を加えたい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
常識　と　科　学

皷ﾈ学の出発点

　r自然はなぜ存在するか』といったいわゆる形

ｧ上学に属することを除外し、『自然の法則』だ

ｯを追求することにしたとき近代科学は出発する

ｱとができた。

戸　田　盛脅和

i放送大学教授）

2
空間　と　時　間一地上から宇宙へ

　ガリレイに論いては力学は地表の運動だけに限

轤黷ﾄいた。コペルニクス、ヶプヲー、ニェート

唐�oて恒星の集まりに対して静止した座標系が

m立された。
同　　　上

3
数学と物理学
齊ｩ然の数学二的　　　　　　　　層一吻“　　　　　　モアル’

　数学は人間の頭脳が作り出す論理的構造物であ

驕B数学が適用されるように自然をモデル化でき

ｽときに、その科学分野は大いに発展するように
ﾈる。

同　　　．上

4
物質変化と原子

黹~クロの世界へ

　小さな原子と分子を考えることにより物質の物

搏I性質や化学反応などを説明できる。原子のモ

fルは太陽系について作られた重要なモデルであ
驕B

同　　　上

5
温度と状態変化

@　　　一分子運動

　原子・分子というモデルに力学を適用すること

ﾉより、気体の性質が説明できる。そして温度は

ｪ子運動のはげしさの尺度であることが明らかに
ｳれる。

同　　　上

6
エネルギーと熱量

@一熱機関の効率

　物質の分子的構造まで立ち入らずに、熱現象の

ﾔの関係を追求する学問が熱力学である。熱力学

ﾌ法則は自然現象の多くが不可逆変化であること
�wぶ。

同　　　上

7

決定論②確率・非

ﾂ逆現象
@一エントロピー・

　不可逆変化を数量的に特徴づける量がエントロ

sーである。エントロピーの意味を分子論的に考

@することにより、これが分子の配置の多様性の

ﾚ度であることがわかる。
同　　　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

太陽系や分子の集団にニュートン力学を適用し

8
電　磁　　気　学

黶@場の概念

た成功は力学的自然観に導いたが、電磁現象は力

w的モデルで理解できない。空間は電磁現象を伝

ｦる場であると考えられる。

戸　田　盛　和

i放送大学教授）

金属と半導体や磁性体の性質は古典力学でなく

物質の電磁気的性 量子・力学で扱わなければならないが。古典物理学

9 質一物性物理と の範囲でも性質的に理解することができる。 同　　　上

技術

光は波として空間を伝わる。光は物質によって

10
光　　と　物　質

鼡�ﾔを伝わる波

散乱されたり、吸収されたりする。光を放射した

闍z収するのは物質内の電子やイオンである。 同　　　上

入間、地球、太陽などに対する好奇心は科学の‘

11
地球　と　太　陽

齟m識の統合

出発点であり、科学の進展の各段階でたえず戻っ

ﾄくる問いである。地球の構造、大陸の移動につ

｢ても考察する。

同　　　上

空間を光が伝わるとき、これを高速で追いかけ

12
光と相対性理論一

梛�ﾌ概念の再考

ても光の速さは論そく見えず、同じ速さに見える。

ｱのことからニュートンの時間と空間の概念は修

ｳされるに至った。

同　　　上

加速度系をすべて同等に扱う一般相対性理論で

宇宙と一般相対性 は、ニュートンの万有引力の法則も、宇宙の概念

13 理論一重力と時 も全く改められ、宇宙全体を物理学の研究対象と 同　　　一上

空 することができる。

科学は熱心な努力によって進められるが、創造

14
科学と創造一
ﾈ学をつくる頭脳

的なひらめきは突然の啓示のように与えられるこ

ﾆが多い。そしてそれを育てる上で社会的環境が

d要である。

同　　　上

科学の進歩は主に分析的な方法によってもたら

15
個と全体一科学
I認識のかなた

されたが、生物の全体的な機能を研究したり、他

ﾌ文化との関係を深めるには、全体論的な観点が

K要である。

同　　上
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＝基　礎　化　学＝（TV）

〔主任講師　伊能　敬（武蔵大学教授）〕

全体のねらい

旧離鋸1ヒ学という学問の対象である物質（その性質と変化）を究めるために必要な基礎織を平

　後半では応用面として化学がわれわれの日常生活や現代社会とどのようにかかわっているか。いく
つかの角度から興味ある話題を取り上げる。初学者にも理解しやすいように、しか竜可能な限り新し
い情報を含め解説する。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1

化学とは　（1）

@～身のまわり
@　　の化学～

　台所、自動車など、われわれの周辺にある親しみやすいものが、いかに化学とかかわっているか、実物と対応させながら化学に澄けるミクロな見方、考え方にはいりこんで行く。

綿　抜　邦　彦

i東京大学教授）

2

化学とは（2）～自然界に見ら

@れる化学変化～

　自然界において、化学変化がどのような形で高い出せるか。化学変化イコール実験室、白衣、ビーカー、試薬瓶といったイメージを、ここで改め

ﾄ見直す。
綿　抜　邦　彦

3

物質の構造～物質は何から

@できているか～

　固体物質の構造から発展させて、エネルギーと

ｨ質の不連続の問題、さらに原子の構造へとつな

｢で行く。 同　　　上

4
原子の構造
@～陽子・中性子と
@電子～

　原子を構成している電子、陽子、中性子の本性

�ｲべ、さらに水素原子の構造、同位体、原子の

d子：構造などを明らかにする。電子の殻構造、価

d子の数などの知識は、次章の理解に生かされる

伊　能　　　敬

i武蔵大学教授）

5
化学結合
@～価電子の
@　はたらき～

　いろいろな化合物の結合、特に結合のエネルギーや結合距離など、そこに認められる規則性など

�T観したあと、結合はなぜできるかを考える。
ｱこでは共有結合に重点をオ訊（て話を進める。こ

ﾌ理解が他の結合様式すべてを理解する上で必要
ｾからである。

小　谷　正博
i学習院大学教授）

6

物質の三態～物：質の状態

@変化はどのよう
@にして起こるか～

　気体の性質からはいって、液体、固体の特徴を

ｾらかにし、それらの状態の相互変換について調

ﾗる。 綿　抜　邦　彦．

7

溶　液　（1）

@～水の
@　はたらき～

　とくにすぐれた溶媒である水の性質から説き始

ﾟて、溶けるという現象、溶液の性質、純物質の

t体との違いなどを学ぶ。 伊　能　　　敬
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

前章に続いて溶解と沈殿、蒸留、再結晶などに
溶　液　（2） 伴う諸現象を検討する。

8 ～溶液から 伊能　　　敬
の離脱～

物質の三態、正常な溶液から見れば、いろいろ

コロイド状態 煮意味ではんぱな状態にあるのがコロイドである
9 ～中途はんぱ ところが、われわれを取り囲む自然界、衣食住を 同　　　上

な粒子～ 支える多くの物質が、実はそのコロイドの状態に

ある。

水素と酸素を一定割合に混合しただけでは反応

10

化学反応　（1）～はやいか

@　　お・そいか～

しないが、点火すると一瞬にして爆発して反応が

Iる。鉄でもさびやすいもの、さびにくいものが

?驕Bいろいろな反応が、さまざまの反応速度を

　田　丸　謎　二

i東京理科大学教授）

示す。その仕組みを調べてみよう。

水素と塩素との光化学反応は、ひとつの連鎖反

化学反応　② 応とは何かを調べ、これに関連した反応として触

11 ～連鎖反応と 媒反応を説明する。 同　　　上

触媒作用～

酸と塩基、酸化・還元などの化学反応を、陽子、
化学反応　（3） 電子などのとり合いと平衡の立場から考える。

12 ～陽子・酸素・ 同　　　上

電子のやりとり～

基礎化学の後半「化学と人間のかかわり」に澄

13

有機化学　（D～アルコールを

@　中心として～

いて活躍する有機化学関連の諸分野の話を理解す

驍ｽめにも、知って澄かなければならない有機化

wの基礎のうちこの章ではアルコールを中心に学

．務　台　　　潔

i東京大学助教授）

ぶ。

前章に引き続き、カルボン酸とその誘導体を中

有機化学　② 心に学ぶ。

14 ～ヵルボン酸を 同　　　上

中心として～

放射能とは何か。から始まって、核反応の表し

核化学 方、人工核転換、核融合、原子力利用、放射性同

15 ～放射能とはど 位体など、核反応という他の化学分野と違う特異 綿抜邦彦
んなものか～ ：な領域について学ぶ。
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回 テ　　　一・　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

16

生命の化学　（1＞～生命は分子

@　機械である～

　生命は分子を部品とする機械である。細胞の主

v部品としての核酸、タンパク質は、また何から

ﾅきているのか。酵素の役割は何か。 大　島泰郎
i東京工業大学教授）

17
生命の化学　②～生命の歴史～

　生命の起源から説き起こし、先カンプリア代に

ｨける生命の歴史、酸素の歴史、分子進化という

ｶ物進化研究の新しい手段に至るまで、生命の歴

jを追求する。
同　　　上

18

食物と化学　（1）～食物のエネ

@　　ルギ一価～

　生物が生命を保ち、生活現象を続けて行くため

ﾉは、外界から物質を取り込み、生体に役立つよ

､に変化させるいわゆる栄養現象が不可欠である

ﾜ大栄養素とは何かを述べ、またエネルギー源食

iのエネルギー値について考察する。

福場　博保
i三二の水女子

@　　大学教授）

19

食物と化学　②～食品の色と

@　　味と香り～

　私たちの食生活は、エネルギー源食品をカロリー計算の勘定合わせだげで与えられて満足するも

ﾌではない。多くの食品の配合の妙を生かして、
謔關fいしく食べるのが私たち人類の特色ある食
ｶ活である。日常の食卓に澄ける色・味・香りを
ｻ学の面から解説する。

同　　　上

20

生物の
@コントロール（1）～天然物化学と

@生物活性物質～

　天然物化学のあゆみを知るために日本に澄ける

V然物研究者の足跡をたどる。生物活性物質の研

?ﾌ現状と、植物の生活に関与するホルモンに触

黷驕B

森　　　謙治
i東京大学教授）

21

生物の
@コントロール②～生物活性物質

@　研究の進歩～

　天然有機化合物の構造決定法の進歩は、分析の

�ﾊ化と切り離せ：ない。生物活性物質研究の進歩

ﾉついて昆虫の生活に関与するホルモン、フェロ

c刀A幻のオーキシンaなどの例によって解説す
驕B

同　　　上

22

化学と産業　（1）～転換期にある

@　　化学工業～

　学問としての化学は、いわゆる化学工業を成立

ｳせただけではなく、材料を媒介として他の産業

ｪ野にも貢献してきた。その歴史と現状を；概観し

ｻ学技術開発に澄ける指導原理の展開を探る。

平　澤　　　冷

i東京大学助教授）

23

化学と産業　（2）～高分子を例

@　　　として～

　素材や材料としての物質の開発には、その組成、

ｪ子構造のみならず、ミクロ、マクロな物質の構

｢、集合状態まで考慮：する必要がある。合成高分

qを例にしてニーズに適合する素材設計を考える。
同　　　上
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回 テ　　　一・　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

24

化学と産業　（3）～どんなつくり

@　方があるか～

　材料の開発はまたその合成法の開発でもある。

ﾝ計された「物質の構成」を実現するためにどう

Aプローチするか。その指導原理を探る。 平澤．　　冷

25

化学と産業　（4）～極限を

@　　追求する～

　物質の極限状態、または極限条件下に澄ける物

ｿの性質を追求する過程で、画期的な新素材が生

ﾝ出されている。新素材開発の動向と、それが産

ﾆに与える衝撃を予測し、化学工業の将来を展望

ｷる。

同　　　上

26

エネルギー資源（1）～人類が利用し

@たエネルギー～

　人類は火を利用することを知って、他の動物と

ﾙなる生活をするようになった。人類がこれまで

?pしてきたエネルギー資源を化学り立場から論

qする。

綿抜　邦　彦

27

エネルギー資源②～将来の

@　エネルギー～

　前章の化石エネルギーに替わるべき今後のエネ　　、ルギーは何かを求め、原子力、地熱エネルギーに

ﾂいて解説する。 同　　　上

28

化学と環境　（1）～地球環境はど

@のように変遷
@してきたのか～

　太陽系の特異な一惑星としての美しい地球の環

ｫの特色とくに水の果たす役割、大気の変遷、海

?g成変動の歴史について述べる。 同　　　上

29

化学と環境！2）～人類の活動と

@　　地球環境～

　人類が膨大な資源を消費し、膨大なエネルギー

�g用するようになって、大自然の流れ、地球環

ｫに影響が吾よぶようになってきた。主として大

C汚染を中心に、この問題を考えてみよう。

同　　　上

30
再び化学とは
`分ける・つくる
@　　　・考える～

　基礎化学の締めくくりとして、再び化学とは何

ｩを問いかけ、化学における方法論を説明すると

､に、今後の化学は専門家のみのものではなく、

Lく皆のものであることを説く。

伊　能　　　敬
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＝入間の生物学＝ （TV）

〔主任講師　太田次郎（お茶の水女子大学教授）〕

全体のねらい

　人間（ヒト）も生物の一種であることはいうまでもない。しかし、他の生物とは違ったいくつかの特

徴を備えている。生物学の立場から、人間の形態や機能を調べ、人間とはどんな生物か、広く生物界

に成り立つ法則性はどこまで入間に適用できるかなどを探り、科学的な人間像の理解をめざしたい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 生物としての人間

　全体の講義の導入としてこ人間（ヒト）は生物界

ﾅどんな位置を占めているのか、人体の特徴は何

ｩ、人間の脳は他の動物の脳とどこが違っている

ﾌか：などを概説し、生物学の立場で人間をとらえ

骼挙_を明らかにする。

　太　田　次　郎
iお漆の水女子大学教授）

2 人類の誕生と進化

　生物の進化の歴史で、人間はいつ、どこで誕生

ｵたか、それはいかなる証拠で裏づけられるかな

ﾇを説明する。また、化石人類から現代人に至る

i化の道筋をたどり、人類の誕生以後の進化の歴

jを明らかにする。

同　　　上

3 入体の成わ立ち

人体は、いかなる成り立ちであるかを、形態の

ﾊを中心に説明する。構成の単位となっている細

Eの構造と機能、組織と器官の成り立ちとそれら

ﾌ特徴を調べ、他の生物と比較する。また、人間

ﾌ一生や老化についてもふれる。

同　　　上

4 血液とその働き

　人体内の細胞は血液に浸され、血液は細胞・組

D・器官の働きを支えている。血液の組成とそれ

ｼれの成分の働き、血液循環のしくみ、腎臓での
r出作用などを調べ、入体の働きに澄ける血液の

�р�ｾらかにする。

同　　　上

5 脳　　と　神　経

　入体に冷ける情報の伝達と統御にあっかる神経

ﾆ脳の構造と機能を説明する。神経系の単位とな

驛jューロンの構造、感覚器から脳へと情報が伝
Bされるしくみ、脳のつくりなどを調べる。また、

]とコンピュータとを比較する。

同　　　上

6 ホ　　　ル　　　モ　　　ン

　神経と共に人体の働きの調節にあっかるホルモ

唐ﾆは何か、その働きの特徴などを説明する。人

ﾌの各内分泌器とそれから分泌されるホルモンの

嵭ﾞ、ホルモンの相互作用も調ざる。他の動物の

zルモンに：もふれる。

同　　　上

7 行　　　　　　動

　動物の行動としての本能、学習（刷り込みを含

ﾞ）、知能の意義を、具体側を示しながら説明す

驕B学習と知能を中心にして、他の動物の行動と

芒rし：ながら、人間の行動の特徴を、生物学の視
_に立って考える。　　　　　　　　　　〆

同　　　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

動物の行動に関して興味深い事柄の一つに、体

内時計とそれに支配されるバイオリズムがある。

8 体内時計とバイオリズム 人間を含めたいくつかの動物について、バイオリ 太　田　次　郎

ズムを調べ、それを支配している体内時計の特性

を探っていく。

人間を含めて多細胞動物は、1個の受精卵がも
とになって発生し、成長する。代表的な動物の受

9 生殖　と　発　生 精と発生の道筋を示し、それらと人間の発生との 同　　　上
共通点や相違点を明らゑにし、発生のしくみにつ

いての研究や成果を説明する。

遺伝の法則、遺伝のもとになる遺伝子と染色体

の関係、遺伝子の本体であるDNAの構造や働き

10 遺　　　伝　　　1 について説明する。特に、一般の生物に関して成 同　　　上

り立つ遺伝の法則性が人間に：どこまで適用できる

かを明らかにする。

双生児法を中心にして、人間のどの形質が遺伝

し、どの形質が遺伝し：ないかを説明する。病気の

11 遺　　　伝　　　皿 遺伝、近親結婚の危険性、知能の遺伝に関する研 同　　　上

究など、人間の遺伝の研究で特徴となる事柄をと

り上げ、解説する。

｝

’集団生活をしている動物では、1個体で生活し

ている場合とは異なる法則性に支配されることが

12 個　　と　集　　団 ある。いくつかの動物の集団生活を調べて、その 同　　　上

しくみを探ると共に、それらと比較して、人間の

集団生活の特徴を調べる。

自然界では、生物は自然環境と密接な関係を保

ちながら生活している。そのような関係を説明し、

13 自　然　と　人　間 その解析のしかたを明らかにすると共に、人間と 同　　　上

自然との関係、生態系に：聴ける人間の位置づけな

どを明らかに：する。

人間の生物学の特有の問題として、健康と病気

をとり上げ、病気とは何かに：ついて考察する。ま

14 健康　と　病　気 た、感染と免疫を中心にして、病気とその予防、 同　　　上

治療などについて調べ、人間の生活に澄ける健康

の意義を考える。

この講義のしめくくりとして、生物学の発達が

未来の人間生活に与える問題点をとり上げる。体

15 入　間　の　未来 外受精、遺伝子工学、脳の機能の研究、入口問題 同　　上
などを例にして、人間の生物学の課題やそれに伴

う問題点を説明する。
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＝基礎生物学＝　（TV）

〔主任三三罐回忌劉

全体のねらい

　生物学の分野では日々新たな発見が行われ、新しい概念が提出されている。また医学、農学、工学

など応用分野との関係も深まって論り、入類の将来に大きな影響を与えつつある。本講では、生物学
の基本となる一般的事実や概念をできるだけ分り易く述べ、生命の探求がきわめて魅力に富んだもの

であることを伝えたい。

回 テ　　　一一　　マ 内』　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

細胞単位からなる生物／物質交代を行なう生物

／増殖能のある生物／反応性を示す生物 山　田　晃弘
1 生物とは何か

（東京大学）

生物の多様性／単細胞生物／多細胞生物／動物

の組織／動物の器官／植物の組織・器官

2 生物のつくり 平　本　幸　男

光学顕微鏡と電子顕微鏡／細胞の：構造／細胞膜

3
生命の単位 ／細胞質／細胞分裂

同　　　．上

としての細胞

膜と細胞小器官／核／小胞体／ゴルジ体／リソ

ソーム／ミクロボディー／ミトコンドリア／葉緑

4 細胞小器　官 体／ミトコンドリアと葉緑体に論けるDNAとタン 同　　　上

バク質：合成／微小管／微小繊維／細胞小器官と細

胞分化

生体高分子の成立／生体構築の単位分子／生体

5
生体を構築する

高分子／その他の重要な分子

山　田　晃弘
分子

酵素の本体／酵素の性質／固定化酵素／酵素の

触媒する反応（酵素反応）／生体内の酵素／反応

6 物質：交代と酵素 とエネルギー 同　　　上

光合成の反応／光合成の明反応／暗反応／光呼

吸／C4一光合成／光合成と農業生産

7 光　　　合　　　成 同　　　上
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回 テ　　’一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

発酵現象／発酵過程の研究／解糖過程の研究／

ATPの発見／解糖と発酵の全貌／解糖のしくみ

8 発酵　と解　糖 山　田　晃　弘

内呼吸のしくみ／トリカルボン酸（TCA）回路
／電子伝達系とATPの生産／呼吸のエネルギー効

9 呼　　　　　　吸 率 同　　　上

植物の生産／地球上における植物生産／エネル

10
太陽エネルギー

ギーの流れと物質循環／炭素と窒素の循環／自然

Eの炭素の循環／自然界の窒素の循環 同　　　上
と生物

個体内の情報伝達に澄ける神経の役割／神経系
、

／ニューロン内での興奮の伝導／興奮の伝達／神

11 神　　　　　　経 経回路による情報の伝達 平　本幸　男

受容器（感覚細胞）／感覚受容のしくみ／機械

受容器／光受容器／化学容器／温度受容器／電器

12 受　　　容　　　器 受容器／感覚晴報の統合と制御 同　　　上

生物の運動／筋肉運動／筋収縮のしくみ／神経

による筋収縮の調節／アメーバ運動と原形質：流動

13 運　　　　　　動 同　　　上

真核生物の鞭毛・繊毛の運動／細菌の鞭毛運動

／発電／発光

14 運動、発電、発光 同　　　上

ホルモンとは？／内分泌器官とホルモン／生殖

現象に対する各種ホルモィの相互作用／ホルモン

15 ホ　　ル　　モ　　ン の作用機構 毛利秀雄
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

恒常性の維持／自律神経系／血糖量の調節／体

温の調節／浸透圧の調節

16 ホメオスタシス 毛利　秀　雄

免疫系／抗体の構造と産生機構／細胞性免疫／

免疫反応の応用

17 免　　　　　　疫 同　　　上

遺伝の染色体説／染色体とその構造／減数分裂

／交叉と染色体地図／性染色体

18 染色体と遺伝 石　川　　　統

対立遺伝子／優劣の法則と分離の法則／独立の

法則／メンデルの法則とその後の遺伝学／ハーデ

19 遺伝の法　則 イ・ワインバーグの法則 同　　　上

形質：転換／DNAの構造と遺伝子／1遺伝子1酵

素説／優性遺伝子と劣性遺伝子／RNAをコードす

20 遺　　　伝　　　子 る遺伝子／遺伝子でないDNA／遺伝子の複製／細 同　　　上
胞質遺伝子／動きまわる遺伝子

セントラノレ・ドグマ／RNAの種類／転写／R

NAポリメラーゼ／プロモーター／転写産物の修飾

21 遺伝情報の発現互 と加工／遺伝子のイントロンとスプライシング 同　　　上

tRNAとアンチコドン／アミノアシルtRNA／
リボソーム／翻訳の開始／ポリペプチド鎖の伸長

22 遺伝情報の発現∬ ／翻訳の終了／実際のタンパク質合成 同　　　上

制限酵素とDNAリガーーゼ／組み換えDNAの作
製と遺伝子のクローン化／遺伝子図書館／遺伝子

23 遺伝子操　作 工学／高等生物の遺伝子操作 同　　　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

無性生殖と有性生殖／性と性徴／世代交代と相

核交代

24 性　　と　生　殖 毛　利　秀　雄i

配偶子形成／接合／ウニの受精／哺乳類の受精

25 受　　　　　　精 同　　　上

卵割／嚢胚（原腸胚）形成／中胚葉の形成と神

経胚／器官形成／胚膜の形成

26 初　期　　発　生 同　　　上

モザイク卵と調節卵／勾配／誘導／細胞間の相’

互作用／核の役割

27 分化と形態形成1 同　　　上

植物の発生の特色／種子の形成と発芽／植物の

栄養成長／植物の生殖成長／植物の寿命／植物の

28 分化と形態形成皿 発生のしくみ 山　田　晃、弘

分化・タンパク質・遺伝子／ガードンの実験／

遺伝子の差次的発現と形態形成／遺伝子発現の調
魯

29 分化と形態形成斑 節と細胞分化 石川　　　統

1　科学と技術
2　生命科学に澄げる新しい技術

遺伝子組み換え技術と細胞操作／胚の操作／
無細胞系での生体反応／物理科学の発展に伴う 毛　利　秀　雄i

30 生命科学の展望 新しい生命科学技術
3　技術の進歩に伴う生命科学の発展

基礎生命科学／工業生産／農：業生産／環境問 石　川　　　統
題／医療・保健問題

4　生命科学の展望
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＝・ n球と宇宙（地球篇）　＝　（TV）

（主任謙；白白白田半白

全体のねらい

　われわれの住む地球は宇宙の一員である。地球は固体地球とその上をお澄う水圏澄よび気圏よりな

る。まず宇宙の中に：おける地球の位置つげを認識し、ついで地球についての諸々の事象に：探究の目を

向ける。現在、われわれが目にする地球に加えて地球の歴史に：ついても学ぶ。以上何れも基本・基礎

的な立場に立って考究する。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

地球は太陽系の中で水をたたえた唯一の惑星 奈　須紀　章

1 宇宙の中の地球

である。その太陽系は宇宙の中の銀河系に属す
驕B日常われわれが意識する地球は巨大な．ス
Pールを持つものであるが、字宙の中にあ

（放送大学教授）

っては徴小な存在である。このような宇宙 小　尾　信　弥
の中に：おける地球の位置づけを認識する。 （放送大学教授）

地球は気圏・水圏・固体地球の3圏よりなる。

それぞれの圏は、さらに幾つかの層圏に分れて

2 地　球　の　層圏 いる。これら地球の層圏について、現在までに 奈　須　紀　章
知られている知識の内容を学ぶ。

当然のことながら、人類は太古の昔より大地

について様々な思索を行なってきた。そして長

3 地球科学の発展 い年月をかけて地球の本質を解明し、その実像 同　　上

に迫ってきた。そのような地球科学の発展の経

緯について学ぶ。

気圏を構成する主体は大気である。太陽エネ

ルギーは大気に対し大きな運動を行なう原動力

4 大　　　　　　気 を与える。大気の大循環、気圧、風、前線など 同　　上

大気のダイナミクスについて学ぶ。また天気や

気候についても学ぶ。

水圏を構成する水分の大部分は海洋にたくわ
えられている。海水は流体であるので絶えず動

5 海　　　　　　洋
き易いという本質：を持つ、海流、潮流、波浪な
ﾇ、いつれも海水の流動のあらわれである。こ

同　　上

れらの事項について学ぶ。また海底のもつ本質
についても学ぶ。

固体地球は層状構造をもつ、地表から地心へ
向って地殼、マントル、外核、内核よりなる。

6 固　　体　地　球
地殼とマントル上層の一部はプレートとして地
?¥層の固い部分を構成する。このプレートは 同　　上

動いている。これらに：ついて学ぶ。さらに重力
と地磁気についても学ぶ。

王命やプレートを構成する単位は種々の鉱物

であり、1種または多種の鉱物の集合体が岩石

7 岩石　と　鉱物 である。岩石は主として造岩鉱物で構成される。 同　　上

岩石は火成岩、堆積岩、変成岩に3大別される。

これらのことがらについて学ぶ。
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回 テ　　・一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 地　　　　　　層

　堆積物は固化して堆積岩となる。堆積物や堆
ﾏ岩は水平的なひろがりをもつ地層を形成する。
n層の中にはよく化石を含む。地層の層序と対
艪ﾍ重要である。地層は変形して断層や摺曲を
ｦすことがある。また整合、不整合関係を示す
ｱとがある。これらについて学ぶ。

奈須　紀　章

9 地　　質　時　代

　地球上に：水がたたえられるように：なってから
n表における物質の循環がはじまり堆積岩が形
ｬされた。それから以後を地質時代という。
ﾎ年代、絶対年代を用いて地質：時代の実体は解
ｾされた。これらのことについて学ぶ。また地
ｿ図についても学ぶ。

と
　
　
同
　
　
上
；
｛

10 固体：地球の表層

　固体地球表層の実体とその変遷の歴史につい
ﾄは19世紀後半より解明が大いに進んだ。ゴご
hワナ大陸、大陸移動説の提唱から古地磁気研
?ﾌ結果に：よる大陸移動説の復活、中火海嶺系
ﾌ発見。大洋底拡大説の提唱へと時間経過を遣
ﾁて学ぶσ

同　　上

母
1
1
玉

｛……iプレートテクトニクス 大洋底拡大説は数年後プレートテクトニクス
烽ﾗ邊白したゆその間に大洋底地磁気異常の縞
ﾍ様の発見、トランスプォーム断層の提唱・ホ
bトスポット説の提唱があった。これらはプレー
gテクトニクス説の中でも生かされた。これら
ﾌ事項について学ぶ。

同　　上

12 地　　　　　　震

　　大洋底拡大説およびプレートテクトニクス説

@が提唱されてから、それらとの関係で地震発生
~のメかズムが嚇と鵬旅なってきた．こ

塩a⑱離つ断学ぶ諒た嬢の種風合
a震離理知て学蕊’

同　　上

火　　　　　　山

1　ヅレ＿ド境界にはよ《火山が形成される。と

@くに活動両辺域であるプレートの潜没帯は火山
@帯をともなう。ざらに中央海嶺系やホットスポ
@ットに：は火山が形成されやずい。このような火
@山の形成の過程について学ぶ。さらに火山の種
@類に：ついて学ぶ。

同　　三

雲
髄
博
3

…ii地球の歴史

~

　地球の創生以来の歴史は近年随分とよく解明
ｳれてきた。地質時代以前、それから地質時代、
ﾉ入って生物の発生と進化をともなう地表の変
Jの歴史は多彩を極める。先カンプリア時代、
ﾃ生代、中生代、新生代を通じてこうした地球
ﾌ変遷の歴史を学ぶ。

同　　上

15 日　本　　列　島

　日本列島は大局的には太平洋プレートがユー

宴Vアプレートの下へ暦没する変動帯に位置す

驕Bこれは現状である。この点についてまず学

ﾔ1ついで日本列島の地史に：ついて学ぶ。さら

ﾉ地下資源について学ぶ。

同　　上

一111一



＝・ n球と宇宙　（宇宙編）一（TV）

〔主任講師鑛鮭綴白白

全体のねらい

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

1 天文学の歴史　1

　天文学は最も古く滴った科学の1つである。ここではギリシアの王子学から16～17世紀に於ける太陽系の確立、それに続く古典天文学の発展や恒星天文学の誕生、さらに天体分光学から天体物理学が始まる19世紀末までを扱う。

小尾　信　弥
i放送大学教授）

2 〃　　　　H

反継凝蛸壷簸筆墨雪空観の革新、電源観測や宇宙開発、コンピュ＿タなどの技術開発によって、天文学も大きく発磐撚讐宙観も与した・それらの過程

同　　上

3 現代の天体観測

　ケプラーの法則からビッグバン宇宙の検証ま
ｯ額ρ雛六七響白竜鵡瀞二郷圏内の観測が重要な位置をしめているが、それら種々の観測を概観し、また分光観測など観測の再本についても学ぶ。

同　　上

4 太陽系の運動
同　　上

5 太陽系の天体

　惑星や小惑星、衛星、阻石、彗星や流星物質など太陽を回る無数の天体は、呼び名が異なるように・大きさや外観、組織などをはじめとする性質に大ぎな違いが見られる。ここでは惑星をはじめ太陽系の主要な天体について学ぶ。

同　　上

6 太　　　　　　陽

　太陽系の中心である太陽はふつうの恒星であ
J1馨耀雛門戸捲齪憎憎砦知識のかなりのものは、太陽の観測や研究が基難竃蕨暴美灘謄囎をも

同　　上

7 恒　　星　　1
同　　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 恒　　星　　11 小尾　信弥

9 恒星の変化 同　　上

10 銀河系の天体

　銀河系には新星や超新星などの変わった天体や、星団のような恒星集団も見られる。また星

ﾔには星間物質や星間雲、さらに電波天体やX

?V体なども見られる。これら銀河系の各種の

V体について学ぶ。

同　　上

11 銀河系の構造

　われわれのまわりの恒星は、星間物質や星間層
_どともに直径が約8万光年の薄い円盤状の集団をつくっている。これが銀河系である。ここでは銀河系の構造の歴史を＝概観した後で電波天体などで明らかにされ、銀河系の構造や運動、また銀河系天体の面作に：ついて学ぶ。

同　　上

12 銀，河の世　界

，銀河系の外には、銀河系と対等な別な銀河が

ｳ数に観測されている。これらの銀河の距離や

蛯ｫさ、質量、さらに型などについて学ぶ。さ

轤ﾉ、古画銀河やクコー・リーなど特異な銀河

站竕ﾍ集団について学ぶ。

同　　上

13 宇　宙の構造

　宇宙の全体的な特徴をまとめて概観したあと

ﾅ、相対論的宇宙論の基礎になっているフリー

hマンのモデルについて学ぶ。またフリードマ

唐ﾉモデルに基づく膨張宇宙の構造について学
ﾔ。

同　　上

14 宇　宙の進　化

　フリードマンのモデルに物質と放射を導入して得られる進化宇宙論を中心に学ぶ。3K宇宙

w景放射に基づいて字宙に転期のあったこと、・
ﾜたビッノバン初期の宇宙の進化についても学
ﾔ。宇宙の未来についても述べる。

同　　上

15 宇宙の進化と地球 同　」』
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一日本の自然一　（TV）

←㈱齢紀落忌欝劉
全体のねらい
　日本の自然の姿を、いろいろな視点から眺めてみる⑫とぐに・住民の地形・気候・水文・生物な
いし自然的環境とのかかわり方、日本人の自然観や自然保全等について生態的・歴史的・：地域的に考

察して、日本列島の自然的特色を総評する。

回 テ　　　・一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1　変容した自然景

1
内外から見た日本

2・自然景の特色
R　外国人のみた日本の風景

西　川　　　治

の自然 （立正大学教授）

1　伝統的自然観の再検討 ：

2
織本人の自然観と

2　相反する二つの自然観

R　自然観の比：較論

美
　
　
同
　
　
　
上
恵

その変遷

き

1地質の基礎知識 i
…

2　日本列島の地質構造 陰

3 日　本の　地　質： 3　プレートの動きと日本列島 奈須　紀　幸

魂　丸本動島の変成帯

5　日本列島の地史

1　島国としての地形の特色

2　山国としての地形の特飽 式　　　正　英

4 職本の地形的特色
o

3平野と盆地の地形三

S　地形の環境論的意義

c

（お茶の水女子
@　　大学教授）

嚢

1至　土地の使い分け ｝
日本の地域環境と 協地形環境と開醸 ～

5 生活一地形環境 3地形面をはい上がる三三礎

　
西
　
川
　
　
　
治
～

と開田史
4　人工水系による景観変化 　 　

… 　
㌦　世界的視野からみた気候の特色 翼

茎

6
日本列島の気候の

ﾁ色

購季節の成り立ち
R　久　　、

S　梅雨季と盛夏

前島融雄
i東京都立大学
@　　　　教授）

畢
舞

5　秋森・台風季

1　亜熱帯から亜寒帯へ

7
日本の気候環境と

2　顕著な季節変化

R　作物三三と気候 同　　　上

生活 4’雪と生活

5　気象災害
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容・ 担当講師
i所属・氏名）

1　水に恵まれた日本

2　日本人と水 概　根　　　勇

8 日本の水文環境 3　水利用と環境問題
（筑波大学教授）

1　日本の植生分布

2　日本の森林と文化 大　沢　雅彦
9 日本の森林と文化

1（千葉大学教授）

1　植生帯状分布の調査

10
日本の植生景観と

ｻの調査法

2　微地形分布と土壌・植生調査 大沢　雅彦
吹@内　和　彦

i東京大学助教授）

1　動物の分布をきめる自然条件
2　過去の日本列島に於ける動物分布
R　縄文時代の生活と動物 濱　田　隆　士

11 日本の動物と生活 4　日本列島周辺の三生動物 （東京大学教授）

5　陸上生物 樋　口　廣　芳
6　日本列島における鳥の分布
7動物分布と人間の生活

1　海岸の大別
2　日本の海岸

12 日　本の　海　岸
3　特殊な海岸
S　流水の浸食・運搬・堆積作用

奈　裏曲　幸

5　海岸に働く営力
6　日本の海岸の例示

1　日本の海

2　日本の周辺の海水

13 日　本　　の　海 3　日本周辺の海底 同　　　上

4　日本周辺の大陸棚

1　自然災害　　　　　　3　平野と高潮洪水
2　災害発生の素因としての日本の自然 大　矢　雅彦

14 日本　の　自　然
4　平野と河川洪水　　　5　平野と内水洪水
U　津：波災害　　　　　　7　山崩れ、地滑り
W　火山災害　　　　　　9　地震災害 （早稲田大学教授）

10　自然災害対策としての自然環境認識の重要性

1　自然の再認識

2　日本における自然保全の先覚者

15 自然の利用と保全 3　自然災害と防災対策 西川　　治
4　景勝地の保全運動
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＝自然系実験＝・　（TV）
　　　一応学的な考え方と進め方一

〔主任講師：宮代彰一（放送大学教授）〕

全体のねらい

　多くの自然科学（ひろく理工学ととらえる）に澄ける実験というものを　りあげ、これらを横断し
て眺め、そこに共通した考え方や手法を抜き出してきて勉強してみたい。各テーマ（章）に論いて、
それぞれの趣旨に沿って、できるだけ色々な科学の分野からの実験や実例を引用、提示する。なお本
科目の面接授業ではいくつかの実験を学生が自ら行えるようにする。
　は放送番組における主な実験や見学　◎＝ゲスト

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

・科学に澄ける実験の意義

序　　　　　　論 。実証科学の澄こり；近代物理、化学、生物学の 宮　代　彰　一
1

（科学と実験）
成立の歴史に転ける例

E実験（科学）の限界；再現性 （放送大学教授）

・実験：の分野；基礎科学と応用科学

・問題の把楓発見がまず最初旨

。その手法；BS法やKJ法、整理による発見 宮　代『彰一

2 企画　・　計画 ・計画性について、その手法；フローチャートや ③宮　尾、　亘

PERT法
E計画をすすめる上での二、三の問題

（東芝技術管理部
@慶応大学講師）

・科学は情報の拡大再生産

・科学技術晴報の所在とその形

3 情報　・　文献 ・文献の種類、その膨大な量 宮　代　彰　一

・研究の各段階と調査のあり方

・情報の検索の方法、機械検索

・現象をうけとめる人間の感覚

実験の心　得
・学習実験と研究実験 遠　山　紘　司

4
（実験の準備）

・機器の理解、ブラックボックスへの対応

E実験：の記録ノート （放送大学助教授）

・装置の作成、工作、材料について

・実験は危険と背中合わせ

5 実験の心　得
i安　全　性）

・危険の分類、素因と誘因

E危険な化学薬品、装置、設備、器具

E安全のための基本的注意と実験のマナー

渡　辺　徳子

i放送大学助教授）
『・

膜ﾌを診こしたら

・整理は事物の把握の基本

・データの整理、周期律表、グラフ表示

6 整理　と　分　類 ・試料の整理；各種標本などの例 遠　山　紘　司
・考え方の整理

・分類と分類学、分類の階級、学名

。単位と標準は定量化の基盤

・物理量：と単位、次元 大　井　みさほ
7 単位　。標　準 ・のぞましい単位系、国際単位系（SI） （通産省工技院

。物理定数：・7つの基本単位と標準 計量研究所）

・慣用の単位とSI
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

・自然をよく観ることと測ること

。観察の風野外観察 宮　代　彰一
8 観察　と　測　定 ・機器を用いた観察、例として顕微鏡

・直接測定と間接測定 遠　山　紘　司

。測定結果の表し方、図表化、実験式

。測定には不確かさが伴う
・絶対誤差と相対誤差 冨　永　靖徳

9 誤差　と　精　度
・測定精度のバランス
B系統誤差と偶然誤差、ガウス分布・データの処理、最小二乗法 （澄茶の水女子

@　大学助教授）
・妥当な測定；硬度と精度（二法）

・測定対象自体のあいまいさについて

・放射線測定に潮けるぱらつき、ボアッリン分布

10 測定とゆらぎ ・情報と雑音；熱雑音 同　　　上

・みえるゆらぎ

・誤差とゆらぎ；ゆらぎの中にも法則性をみる

・実験にかかせない電気・電子的手法

・電気の量と測定、偏位法と零位法 田　中　清臣

11 電　気　計　測 ・指示計器・測定点 （電気通信大学
・受動素子と能動素子、トランジスタ 助教授）

・変化する量の測定；オシロスコープ

・実験と数値計算的方法と電子計算機

12
数値計算　と

・πの実測と計算；モンテカルロ法、数値積分法

@など 同　　　上
シミュレーション ・シミュレーション、モデル化、減衰振動

・コンピュータ・アニメーション、データ爆発　　　　　　　　　　　　　　憾

・電算機の実験研究への利用、そしてとくに、観

測・制御への応用

13 電子計算機の応用 ・実験システムの自動化 同　　　上

・離散的な量、2進数、量子化と標本化

・インターフェーース；センサなど

・研究や実験は報告で仕上がる

・学習（学生）実験でのレポート

14 報　　　　　　告 ・報告（論文）の組立て ・宮　代　彰一
・よい報告とは（内容上、表現上）

・各種の技術報告、特許という形の報告

15 し　め　く　く　り 同　　上
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心

←舗
理　　学　　一　　（TV）

全体のねらい

　人の心と行動のはたらきを理解するために、まず、入が環境の状態と感覚を通して知り、それによ

って得た情報を処理して、自分の要求の実現に役立てていく過程を考えてみる。つぎに、このような

人の心と行動が、子供から大人へと発達していく過程に即いて、いかに変化していくか、また個人個

人によりどのように違うかについて述べる。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 心理学　と　は

心理学とは何かについて、2回以降の内容を説

ｾしながら具体的に述べ、つぎに心理学の課題対
ﾛ方法などをめぐって、歴，史的発展の過程と現況

�qべる。

大　山　　　正

i日本大学教授）

�@摩　武　俊
i東京都立大学
@　　　　教授）

2 環境の認知1
ｴ　　　　　　覚

　人間が環境の中で生活し行動し、環境に適応し

ﾄいくためには、まず環境の状況を把握する必要

ｪある。その手段としての感覚の特性について考
ｦる。

大　山　　　正

3 環境の認知H
m　　　　　　覚

　われわれが環境の状況を見、聞き、感じる場合、

ｻれは単なる感覚のよせあつめでも外界の忠実な

ｽ映でもない。この観点から知覚の法則、錯覚、

�ﾔと運動の知覚について述べる。

同　　　上

4 情報の処理1
壕ﾓ　と　探　索

　われわれが日々接している情報の量はきわめて

c大であるが、われわれはその一部しか利用して

｢ない。この観点から注意と知覚的探索について

qべる。

大　山　　　正

范ﾌ　　　謙
i千葉大学教授）

5 情報の処理旧
L　　　　　　憶

　人間が利用している情報のかなりの部分は記憶

ﾆして保存されている過去の情報である。この記

ｯの成立、保持、検索、変容などについて述べる。

大　山　　　正

�J津　孝　明
i慶応義塾大学
@　　　　教授）

6 情報の処理皿
v考　と　言　語

　選択され、検索された情報を用いて、ある目的

ﾌために、人が問題を解決していく過程が、思考

ﾅある。その際には、人々が長年にわたり作り上

ｰ、個人が幼時より習得してきた言語の体系が大

ｫな役わりを演ずる。

大　山　　　正

蜻ｺ　彰道
i東京大学助教授）

7 経験の効果学習

　多くの生物とともに入間は、過去の多くの経験

ﾉよって、行動の習慣を獲得し、変容している。

ｱの学習の過程を、条件づけの原理に基づいて考

ｦてみる。

大　山　　　誉

戟@桐　雅義
i宇都宮大学
@　　　助教授）
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講、師
i所属・氏名）て

人が行動を起こすのは何らかの要求にもとつい

ている。要求には、多くの動物と共通している生 大　山　　　正

8 要求　と　感情 物的要求と、入間の社会生活にもとつく社会的要

求がある。また、これらの要求が実現される過程 託　摩武　俊
にさまざまの感情と情動が生じる。

他の動物に比べて、人には本能的行動が少なく

9
心の　発達　1
緖刳冝E幼児期

＝豊かな可塑性をもって生れてくる。赤ちゃんがま

墲閧ﾌ人々とのかかわり合いの中でどのように成

ｷしていくか、幼児期の心の特徴はどのようなと

ｱろにあるかについて述べる。

、託　摩　武俊
@柏　木　恵　子
i東京女子大学教授）

青年期から成人期、老人期にかけての心の変化、

1P
心　の発達　∬
ﾂ年期から老年期

とぐに他人との関係、自分自身についての考え方

竓ｴじ方の変化について述べ、さらに現代のわが

曹ﾌ青年の特徴や、高齢者の諸問題についても言

託摩　武　俊

及する。

知能とは何か、知能にはどんな働きがあるのか・

11
個　　人　　差　　1

知能はどんな構造をもっているのか、知能の測定

ﾍ可能か、天才とは何かなどについて述べる。

託　摩　武　俊

ﾉ　藤隆三
知　　　　　　能 （横浜市立大学教授）

性格に認められる多様な個人差の形成過程、性

12
個　人　　差　　皿

格の類型、性格の測定法性格の認知、性格の好　　　　　　　　’き・嫌いなどについて述べる。

託　摩武　俊
性　　　　　　格

人はつねに他人とのかかわりをもって生きてい
る。個人と集団との関係、他人に対する態度の形 託　摩　武　俊

13 社会的行　動 b成過程、人と入との距離感人間関係にみらμる 永　田　良　昭

日本人の特徴などについて述べる。 （学習院大学教授）

精神病、神経症、性的倒錯、非行、自殺などの

実態、現在の特色、これらの原因、対策などを取 託　摩　武　俊

14 心　　の　異　　常 り上げる。 福　島　　　章
（上智大学教授）

現在の心理学は個人の生活とも社会の諸事象と

も密接に関係している。心理学の研究成果や研究 託　摩　武　俊

15 心理学の応用 法が実際にどのように応用されているかを実例を

あげながら述べる。 大　山　　　正
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一　近代の思想一　（R）
〔主任講師　中埜　肇（放送大学教授）〕

全体のねらい

　近代というものをある時間的な長さをもつひとつの思想的な構造体と見なし、その内実を神・人間

∴自然という3っの主題にもとづいて分析す翫講義の対象は主として西欧の近代であるが、できる

かぎり世界全体に及ぶ普遍的な視角をも忘れないようにしたい。

回 テ　　　一・　　マ・ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
「近代」の概念（1）

v想としての近代

　「近代」という概念を精密に検討し、それにま

ﾂわる問題点を指摘し、かつ近代をひとつの思想
ﾆ考え、その内容について考える。

中　埜　　　肇

i放送大学教授）

註?@佳一郎
（法政大学教授）

近代はその出発において中世に対する明確な対

2
「近代」の概念（2）

?｢　と　近　代

立を意識していたが、その対立の本質を具体的に

l察する。 同　　　上

近代における「神」 ルネサンスから17世紀までのキリスト教信仰を、

　　　　　　　■ﾌ概念（1） 哲学思や自然科学との関わりのなかで考える。

3 同　　　上
近代初頭の宗教・

哲学・科学の関わり

近代における「神」 宗教改革・神秘思想・ピューリタニズム・ピェ

4
の：概念（2）

ﾟ代における宗教

ティズム・ジャンセニズムなどの宗教運動を近代

lが提示した信仰の内面化としてとらえ、その思
z的な意味をさぐる。

同　　　上

運動

啓蒙思想によって変容させられた宗教の様相を
近代に論ける「神」 理神論や無神論について考える。

5 の概念（3） 同　　　上

啓蒙思想と宗教

19世紀に臨けるロマン主義の流れのなかで試
近代における「神」 みられた哲学と宗教との統合を「理性宗教」にっ

6 の概念（4） いて考察する。 同　　　上

ロマン主義と宗教

近代の出発点に澄いて理念的・現実的に形成さ
近代に即ける人間 れた新しい人間の像を具体的な例示にもとづいて

7 像（1） 概観する。 同　　　上

新　しい人間
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向 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

近代の思想全体にわたって「心」・「精神」・

近代における人間 「自我」・「意識」が優越していたことを、主と 中　埜　　　肇

8 像（2） して哲学の流れのなかでとらえる。

「心」　の優越
湯川・佳一郎

近代人の社会性の凝縮的表現とも言うべき市民

近代に論ける人間 社会の思想的な意味について考える。

レ
9

像（3） 同　　　上

市　民　社　会

　　　　　　　　　　　　　　　　億
u近代国家」と呼ばれるものめ思想的な基礎と、

近代における人間 ロマン主義のもとで拡大した「歴史意識」の思想

10 像（4） 上の意義を検討する。 同　　　上

国家　と　歴　史

近代に寿げる自然
　　　　　　　　　　　　　　　　　、@近代になって成立した新しい自然像・宇宙像の

v想的な意味を考察する。

11 観（1） ’同　　　上

近代的自然観の特：質

ド

12

近代に：おける自然

ﾏ（2）

ｩ然科学の成立と

　「自然科学」の思想的な基礎および近代になっ

ﾄも生き続ける「自然哲学」・と自然科学との関係

�_ずる。 同　　　上

自然哲学

13

近代に診ける自然

ﾏ3）

l間的自然と自然

　「人間的自然」（human　nature）の自覚にも

ﾆつく思想の展開と、それに由来する近代自然法

ﾉついて述べる。 同　　　上

法

14

近代に澄ける自然

ﾏ4）

鴻}ン主義の自然．

　ロマン主義が構想した「生きた自然」や美的・

ﾚ的論的自然の思想について、その否定的・肯定

Iな意味を考える。 同　　　上

概念

現代は近代の「死」から生れたと言われる。そ

の「死」の意味と現代の持つ思想的な特質や問題

15 近代　と現　代 点とを考察する。 同　　上
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記 号 論 （R）

〔主任講師：吉田夏彦（東京工業大学教授）〕

全体のねらい

　論理学の成果にもとづいて記号の役割についてのべることに第一の重点を澄き、ついで、より広い

見地から記号について論じ、哲学と記号論との関係についてものべる。

回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

「記号」ということばの意味について論ずるこ

とから始め、記号と人間の生活とのあいだにきわ 吉　田　夏彦
1 は　　じ　　め　　に めて密接な関係のあることを種々の例をあげなが

ら語る。 （東京工業大学教授）

道路標識数学の記号、化学記号、など、ふつ

2

せ
ま
い
意
味
で
の
記
自

う記号の典型と考えられているものについて、そ

ﾌ発生、意義についてのべる。 同　　　上
万

やはりせまい意味での記号と考えられている論

理記号を紹介する。

3 論　　理　　記　　号 同　　　上

ρ

論理記号により、数学の概念の定義、証明が形

式化できることについてのべる。
／

4 理論の形式化 同　　　上

4を受け、形式化された体系とモデルとの関係

についてのべる。

5 記号のあらわすもの 同　　　上

さまざまな現象の記述に数学がもちいられてい

ることの意味を論じ、記号が、対象となっている

6 記号としての数学 現象と数学的な構造との僑わたしとなっているこ 同　　　上
とについてのべる。

いまだ特定の規象の記述にはもちいられず、そ

の意味では待機の姿勢にある数学の理論がそれ自

7 フィクションと記号① 体の興味のために研究されていることを例として、 同　　　上

フィクションと記号との関係についてのべる。
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

文学作品、ひいては芸術作品を例として》フィ
クションと記号との関係についてのべる。

8 フィクションと記号② 吉　田　夏彦

3－7にのべたような見地からの記号論につい
て、それは論理学というかぎられた領域での成果

9 論理主義批判① から一般論をひきだすもので、あやまりだとする 同　　　上

批判がある。そのような批判の当否について論ず
る。

　　　　、O回のつづき。

10 論理主義批判② 同　　　上

現代の社会生活が、記号をと診してのみ世界と

接触するよう強制しているようにみえるという状

11 記号と世界① 況を、狭養の記号との関連で論ずる。 同　　　上

前回の問題を、ひろい意味での記号との関連で

論ずる。

12 記号と世界② 同　　　上

人間が記号としてはたらいている局面があるこ

とを、演技という概念との関連で論ずる。

13 記号としての人間 同　　　上

記号からはなれて事物自体を直接知ることがで

きるかどうかという問題を論ずる。

14 事　物　　自　体 同　　　上

前回までにのべたことをふりかえりながら、哲

学と記号論との異同について論ずる。

15 終　わ　　り　に 同　　上

一123一



＝・ ｢界歴史と国際交流＝（R）
　　　　　一束アジアと日本一
　〔主任講師：田中健夫（東洋大学教授）〕

全体のねらい

　現代の世界は多くの民族によって構成される多くの国家論に分裂している。これまでの歴史研究・

歴史叙述は民族や国家の枠組みのなかで行われるのが普通であったが、それから離れた広い視野から

歴史をみな澄すことはできないだろうか。日本の歴史を東アジアの歴史のなかで、それとの関連にお

いて再検討してみたい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 海から歴史をみる

　「海国日本」という言葉があるが、果たして日

{はふるくから海国だったのであろうか。日本人

ﾍ海に対してどのような思いをいだいていたのか、

ﾜたどんな対応をしてきたのか。海の日本人に対
ｷる影響はなんであったか等の諸問題を考える。

田　中　健　夫

i東洋大学教授）

2
古代日本列島をめ

ｮる国際的環境

　日本は、倭国・倭人とよばれる時代から、東ア

Wアの一員として、中国や朝鮮と密接な交流を持

ｿ、その影響を受けながら、次第に国家としての

`をととのえていく。その推移について、東アジ

Aに避ける国際交流の展開を軸に考えてみたい。

石井　正　敏

i中央大学助教授）

3
遣晴使・遣唐使と

ｶ化交流
同　　　上

4
中国社会の発展と

匤旧�ｬ
同　　　上

5 中世日本の内と外

　中世の日本人は、日本をどのようなひろがりと
ｵて認識していたか。その空間の内と外澄よび境
Eは、どんな性格を帯びた場だったか。逆にアジ
Aの人びとは日本をどんな眼で見ていたのか。境
Eを活動の場として内と外とを媒介した人びとの
s動にも注目したい。

村　井　章　介

i東京大学助教授）

6
モンブルの興起と

総ﾛ関係の変貌

　日本の前近代では稀有の経験だった蒙古襲来を、アジア規模の視野から把えな澄す。侵略を蒙った

剥早i南宋・高麗・ベトナム・ジャワ・日本等）の運命の共通性と差異。また夷秋が中華の主とな

ﾁたことが、国際関係にどんな変貌をもたらした
ｩを考える。

同　　　上

7
倭朝の活動とその

{質

　14世紀から15世紀にかけ、朝鮮半島を中心に三冠とよばれた集団が猛威をふるった。三冠の

¥成員、その行動の様相、行動の：舞台、大規模化
ﾌ理由などを検討して、これまで通説とされてい
ｽ三冠像を修正し、東アジア海域で演じた倭冠の
?ｮの歴史的意義を考える。

田　中　健　夫
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
東アジア通交圏の

ｬ立

　中国大陸で明帝国が起こり、漢民族支配が回復
ｷると、周辺の諸国に朝貢をよびかけた。日本・
ｩ鮮ボ琉球等はこれに応じて使節を送り、東アジ
Aには新しい通交の秩序が形成された。ここでは
ｺ町政権の暗明通交や新興貿易言入の活動を中心
ﾉ述べる。

田　中　健　夫

9

琉球王国の発展と

?[ロッパ人のア

Wア進出

　15世紀の初め爾王統が琉球王国の統一を完成
ｵ、明に入貢するとともに日本・朝鮮・南方諸地
謔ﾉ貿易船を派遣して多彩な海外活動を展開した。一方、東アジア海域に登場したヨーロッパ人は中

窓｡商や琉球人と接触しながら北上し、やがて日
{に到達する。

同　　　上

10
＝豊臣秀吉の朝鮮侵

ｪ

　東アジア世界の征服をめざした秀吉の朝鮮侵略
ﾉついて、（1）1592年の侵略にいたるまで、　（21
P592年から翌年までの第1次侵略（文緑の役）、
i3）1593年から’96年までの日明講和交渉とその破
]、（4）1597年から’98年までの第2次侵略（慶長
ﾌ役）を再検討する。

　北　島　万次

i高崎経済大学教授）

11
豊臣政権の世界認

ｯとアジア外交

　秀吉は、「日本は神国」であるとして宣教師追
匀?�ｾし、「日輪の子」であると称して朝鮮の
梠ｮを強要した。この「日本は神国」「日輪の子」
ﾌ論理を軸として、秀吉は東アジア諸国澄よび南
ﾘ諸国と通交関係を持とうとした。

同　　　上

12 鎖国の再検：討

　近世日本の対外関係のあり方を「鎖国」とよぶ
ｱとが定着して久しいが、実態に即してみると、
ｯ時代の中国・朝鮮などの「海禁」政策と同じ類
^と考えられる。その観点から「鎖国」概念を再
沒｢し、近世日本の対外関係の特：質を、東アジア
ﾆの関連で考える。

荒野　泰　典

i立教大学助教授）

13
「日本型華夷秩序」

ﾌ成立と展開

　近世日本は、長崎・薩摩・対馬・松前でそれぞ
齬ﾗ接する異国・異民族と恒常的な関係を結ぶと
ﾆもに、それぞれの関係を、自らを「華」とし、
ｼを「夷」として「華夷主義」的に編成していた
i日本型華夷秩序）。ここでは、その秩序の成立
ﾆ展開について述べる。

同　　　上

14
幕末・維新期の国

ﾛ関係

　多彩な幕末・維同期の国際関係のうち、ヨーロ
bパ的、近代的な外交体制の創立と、それ以前の
激Aジア的、伝統的な対外関係のあり方との相克
ﾉ焦点を絞り、日朝関係を中心に、日本の対外関
Wの近代化が、同時にアジアに対する侵略を随伴
ｷる理由を考える。

　
　
同
　
　
　
上
一

15
東アジアに齢ける

総ﾛ相互認識

　人と物との交流の歴史を通じて、東アジアの諸
痩ﾆ間にはそれぞれ異なった国際認識が生まれた。
ｶ化的落差・経済的需給関係・軍事的緊張等を反
fしたものであるが、地域別に（D中華型、（2）中国

?ﾓ型、（3膓興孤立型に分け、その特質を考えて
ﾝる。

田　中健夫
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＝　憲　法　概　論　＝・ （TV）

〔主任講師　樋口陽一（東京大学教授）〕

全体のねらい

　近代憲法発展史の流れの中では日本国憲法を理解し、その主要な諸条項の意味を明らかにするとと

もに、憲法運用のなかで提起されている法的な問題点について考える。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1

はじめに　一

u憲法」というコ
g
バ
を
手
が
か
り
に
●

　「実質的意味の憲法」「形式的意味の憲法」「

ｧ憲的・近代的意味の憲法」という。一見無味乾

№ﾈ定義ふうの説明を手がかりにして、それらの

w後にあるゆたかな意味あいに、国にむけること

ｩらはじめる。

樋　口　陽一
i東京大学教授）

2

「人類普通の原理」

ﾆしての近代的意

｡の憲法

　「個人の尊厳」を骨格とする近代的意味の憲法

ﾌ原理が、「人類普通の原理」（前文）といわれ

驍ｱとの意味を、大きな歴史の流れの中で位置づ

ｯる。

同　　　上

3
近代日本のあゆみ

ﾆ憲法

　幕末の開国から1945年の敗戦までの近代日本

ﾌあゆみを、第2講でいう意味での憲法をめぐる
ﾈ折という角度から、あとづける6 同　　　上

4
日本国憲法のなり

ｽちと基本原理

　敗戦をきっかけとした日本国憲法のなりたちを

ﾓりかえって、問題点を考える。あわせて、国民

蛹?B人権保障。平和主義の三大原理の意味を考

ｦる。

同　　　上

5
国民主権と象徴天

c制

　国民主権原理のもつ意味を、112憲法の天皇中

S主義を否定するものとしての側面について、明
轤ｩにする。 同　　　上

6 国民主権と選挙

　国民主権原理のもとで選挙に託される役割を、

ｾらかにする。

同　　　上

7
国民主権と権力分

ｧ一国会と内閣

　国民が主権者だといっても、その国民の意思は、

?ﾍ分立のしくみを通して表明される。国会と内

tのしくみを中心に、政治部門のあり方を見る。 同　　　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
国民主権と権力分

ｧ一裁判所

　権力分立にとって、とりわけ重要な、裁判の独

ｧと、裁判所による憲審査について考える。

樋　口　陽一

9
国民主権と権力分

ｧ一地方自治

　地方自治、さらにはより一般的に、分権型民主

蜍`のもつ意味について考える。

同　　　上

10
人権の基本理念
@　一個人の尊重

　人権という考え方の根本にある個人の尊重、そ

黷ﾆの関連で平等の問題を考える。「入権の限界」

ﾆいわれている問題についての、あるべき考え方
熬Tる。　　　　　　　‘

同　　　上

11
人権一精神的自
Rと経済的自由

　人権のなかでも中心的な位置を占めてきた「国’

ﾆからの自由」について、精神的自由と経済的自

Rの相異点をも考慮に入れながら、検討する。 同　　　上

12

人権一国家から
ﾌ自由と社会的権

ﾍからの自由

　人権については、今日、政治的権力＝国家から

ﾌ保障だけでなく、さまざまの社会的権力からの

ﾛ障ということが問題となる。 同　　　上

13
人権一社会権と
Vらしい入権

　「○○からの人権」だけでなく、社会的公正を
ﾀ現するための積極的な措置をとることを要おす
骼ﾐ会権が問題となる。そのほかさらに、現代社
?ﾌ構造変化に伴って、いろいろな新しい入種が
ｾ語解釈のかたちで主張されるが、それらをもと
閧?ｰる。

同　　　上

14
平和主義と国際協

ｲ

　日本国三法の平和主義条項のもつ意味を、フラ

塔X革命以来の近代憲法史の流れの中に位置づけ

ﾈがら理解し、その今日的意味の可能性を探る。 同　　　上

15
憲法保障と憲法改

ｳ

　憲法の：最高法規性を確保するための憲法保障の

?阨福ﾉついて、違憲審査制の問題を含めてあら
ｽめて検討する。憲法三主についての法的な諸問

閧�焉A検討する。

同　　上
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全体のねらい

＝日本経済と産業と企業＝（TV）

〔主任諮師：嚢鰭轄翻

　日本経済の国際的地位は：最近数：年の間に大きく変化し今や世界一の債権国となり、貿易摩i擦などの

難問に直面し、進むべき方向を真剣に捜索している現状にある。転換期にある「日本経済と産業と企

業」の動きを、自分の眼で見、自分の頭で考えるための分析の用具や、枠組みを提供するのが本書の

ねらいである。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
日本経済の国際的

n位

　日本経済は第二次大戦後の荒廃状態から、急速な経済成長をなしとげ、先進国段階へ到達した。1970年代以降の世界経済の変化は、アメリカ経

ﾏの相対的地位の低下をともなう歴史的変動であ．
驕B頼るべき海図のない日本経済の現段階を確認
ｷる座標軸を考えてみたい。

磯部浩一
i放送大学教授）

2
経済の実態把握の

菇@

　最近、経済学は改に立つのかという疑問を聞く

ｱとがある。これは現在の経済変化が急激である

ｱとのほかに、これまで経済理論で一定であると

ｳれた諸前提そのものに変化一経済基盤の変動が

ｶじているためである。

同　　　上

3
日本経済の歴史的

W開

　日本経済は第二次大戦前において、先進国へ追・いつくために、富国強兵を国是として、高い生産

??ﾆ低い消費水準とを両立させてきた。戦後は
ｽ和国家として経済成長を進篤し、先進国段階に
梺Bした現在、その地位にふさわしい経済の在り
福�竄墲黷ﾄいる。

同　　　上

4
三民経済計算：より

ﾝた日本経済

　国民所得勘定など5っの「物さし」をもつ国民

o済体系によって、日本経済の現状を体系的に把

ｬしたい。最初に、5つの「物さし」を簡単に説
ｾしてから、これら「物さし」による測定結果と

ｵての日本経済の姿を示すことになろう。

同　　　上

5 経済＝基盤の変動

　内的要因として人口の高齢化、経済の成熟化、
謗Oの技術革新の進展などがあり、外的要因としては貿易摩擦、金融の国際化などの諸要因があり、

�ﾊ・通信・金融などの諸方面の規制の緩和や、
ｧ度の変化を生じつつあり、経済基盤の変動に注
ﾚして検討したい。

同　　　上

6 産業経済のとらえ方

　産業とは何か。誰でも知っているこの言葉も、
ｽ義的で定義も・一通りではない。国民経済を組み
ｧてている組成単位としての産業と、企業の競
№ｵあう集団単位としての産業との、質の違う両
､面を含むためである。産業社会でのその意味と
ﾊ置づけとを点検する。

宮　沢　健一

i一橋大学教授）

7
産業構造の型と特

･

　一国の経済を構成する産業の組合せの姿、これ
ｪ産業構造だが、そうした産業構造は、どのよう
ﾈ構成変化と発展の形態を示してきたか。比較的
謔ｭ知られている構造変化の経験法則を紹介・吟
｡しながら、その背後で働いている根拠と条件は
ｽかを解明する。

同　　　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

産業構造を、発展の形態よりは、変動の機能に
そくして考えるには、それなりの方法が必要で、

8 産業連関の仕組み
産業連関分析はそのための手法である。この方法
�pいて産業諸部門の間の相互依存の関係を究明

宮　沢健一・

し、ある変動が他の諸部門に与える波及効果の相
様と帰結を追及する。

各産業では、各々の産業に属する諸企業が相互
に競争したり、’協調したりしながら、業種ごとに

9
産業組織の成り立

ｿ
特有な産業組織を形づくっている。産業組織論の
ｩ方に立って、そうした競争秩序の姿を把握しな
ｪら．市場の構造と市場での企業の行動・成果と

同　　　上

の関係を吟味する。

全体としての産業社会の運行は、産業構造と産
業組織の両面の変化を含みながら進行する。その

10
産業社会と経済変

ｮ
運行の型と性格は、どのような視角から評価でき
驍ｩ。近年の新しい情報化・国際化・成熟化や、
Y業政策のあり方をどうみるのか。産業社会のこ

同　　　上

れらの課題を考える。

第～次世界大戦前までの日本の大企業の経営の

11
企業経営の歴史的

ｭ展

歴史的発展を、財団本社による資本支配、労働運

ｮの発展と労働管理の展開、稟議制度の発展、科

w的管理の導入、財務管理の展開、下請企業の利

小　林靖　雄

i放送大学副学長）

用についてのべる。

日本の企業が、今日先進工業諸国と比較して、

12
日本企業の国際比

r

技術、設備近代化、四三能力、経営管理と、それ

轤ﾌ総合としての労働生産性澄よび企業収益性に

墲ｽり、どのような特徴をもつかをのべる。

同　　　上

高度成長期以来今日までの日本企業の海外投資

について考察し、その結果としての企業の多国籍
」

13 企業の多国籍化 化と、そこでの経営管理の問題点についてのべる。 同　　　上

日本の企業の終身雇用と年功序列型賃金制度を

14
日本的経営とその

ﾏ化

基盤とした集団主義経営の特徴を説明し、近年そ

黷ｪ次第に変貌しつつあることをのべる。 同　　　上

以上の日本経済と産業と企業の検討を終了した

日本経済と産業と 時点に澄いて、今後の動向を展望し、課題を明ら 小　暑湿　雄i

15 企業の今後の動向 かにしたい。 宮沢健一
と課題 磯部　浩一
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　　　　　　　　　　　』確　率　論＝＝（R）

　　　　　　　　　〔主任講師：清水良一（統計数理研究所教授）〕

全体のねらい

　確率論は偶然現象を記述するための一つの数学的手段である。偶然現象というのは現実に起るのか
起らないのか起るとすれば何時どのような形で起るのかということが予測出来ない、という意味での
でたらめさをもっているものをいう。このような現象も一定の条件下で観察を続けていると発生の仕
方に一定の法則性が現われて来る。それを見るためには現象を適当にモデル化しなければならないこ
とを説き、その方法と効用を述べる。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

賭を伴うさいころ投げやカード遊びは予想困難

1 偶然と賭について

な偶然に支配されており、それだけに人々は余計に夢中になり、また「偶然」の研究に駆り立てた

轤黷ｽ。賭事の研究から誕生したといわれる確率

清　水　良　一

i統計数理研究所
論の歴史をたどり、また、われわれのまわりに見 教授）

られる偶然現象について考える。

同じ条件下で繰り返して観察されるよう：な現象

2
偶然現象の記述と

m率モデル

の中で見られる偶然が議論の対象であるが、「偶
R」というものを具体的にとらえてこれを定義す
驍ﾌは極めて難い（。ここでは偶然とは何かとい 同　　　上

うことではなく、適当なモテルを作ることによっ
て「偶然現象を記述する」ことを問題にする。

偶然を記述するためには、まずどういう現象が起り

うるのか、あるいはどういう現象を考察の対象と
3 標本空間と事象 するのかを明らかにして澄く必要がある。「事象」 同　　　上

という概念を導入し、さいころ投げのような単純

な場合について確率モデルの構成法を述べる。

偶然現象を記述するのに、つぼのモデルは簡単

で理解しやすく、しかも応用が広い。最も単純な

4 つぼのモデル 復元抽出と非復元抽出とを説明し、これらに対応 同　　　上
する確率分布として2項分布と超幾何分布を導入
する。

確率論で問題になるのは「信じられない偶然」
という類のものではなく、むしろ予測が困難とい

5 偶然の法則性
う意味ででたらめに起る、という程度のごくあり
ﾓれた現象である。この様な現象も大量に観察を 同　　　上

続けていると一定の法則性が見えてくる。その簡
風な例を述べる。

偶然現象はいろいろな形で表現することが出来

6
確率変数と確率法

･

るであろうが、数学的な解析の為には数値的な側
ﾊが重要である。現象を数量化したものを確率変
狽ﾆいう。これは一定の法則に従って変動する偶 同　　　上

然量：である。確率法則についていくつかの例をあ
げる。

偶然量である確率変数：のふるまいは確率分布に
よって完全に決まるが、その大きさとばらっきの

7 平均　と　分　散 程度を知るだけでも可成りのことが分かる。平均
lと分散はこれらを：量的に表わす一つの手段であ 同　　　上

る。この章ではさらにもう少し一般に確率変数の
「期待値」を導入しその利用について述べる。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 条件づき確率

　ある事象の起る確率は状況に応じて変わるべき
烽ﾌである。偶然現象を観察して得られる情報は
�Rについてより確実な知識をもたらす。この章
ﾆ次の章では情報の利用に関する一つの定式化を
u条件付き確率」という概念を導入することによ
ﾁて行う。

清　水　良　一

9
互いに独立に成起

ｷる事象

　前章からの直接の続きである。このあとさらに確
ｦ論で最も基本的な概念の一つである「独立性」
�ｱ入する。ある事象が起ったごとを知ったこと
ﾉよって、他のある事象の確率が変らないとき、
ｱれら二つの事象は互いに独立であるというので
?驕B　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4

同　　　上

10
互いに独立な試行

ﾌ系列

　「事象の独立」をさらに発展させて「試行の独

ｧ」という概念を導く。相互に影響を一与えあわな

｢ような試行を互いに独立であるという。いわゆ
驛xルヌウイ試行はその最も単純なものである。．

同　　　上

11 稀な現象の記述

　十分短い丁丁間隔の間に高々1回だけ、しかも
ﾉめて小さい確率でしか起らないような事象の系
�ｪ問題である。これらの事象は一定時間の問に
ｽ回広い起り得るだろうか。この問題は状況に応
ｶていろいろな場合が考えられる。ポアソン分布
ﾅ記述される現象とその周辺について述べる。

同　　　上

12 多変量の確率変数

　2つまたはそれ以上の個数の確率変数を同時に
ﾏ察することによって多変量の確率変数が導入さ
黷驕Bこの章では主として2次元の変数について
ｻの行動を記述する確率分布について述べるが、
ｼ変数の間の関連を明らかにするための種々の概
Oが導入される。

同　　　上

13
極限状態での確率

ﾏ数の行動

　例えばつほのモデルで抽出回数nが小さい時に
ﾍ、どんな抽出法であれ取り出される赤いボール
ﾌ個数：に関する確率を計算することは容易である。
ｵかし、nが大きくなるに従ってこのことは急速
ﾉ困難さを増す。これを解決するための極限理論
ﾉついて述べる。

同　　　上

14 正　規　　分　　布

　13章の理論の帰結として正規分布が自然に導

ｩれている。この章ではこの分布の重要性とこれ

�gうことの限界について考察する。 同　　　上

15
互いに独立でない

ﾏ数の系列

　「互いに独立でない変数の系列」というのは余

閧ﾉも一般的で取扱いに窮する。マルコフ性とい

､構造を仮定するなど、非独立性をもたらす原因

�cfル化することによって有効な手段が得られ

驕B簡単な例をいくつかあげてこれを説明する。

同　　上
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　　　　　　　　　　　　　　　　　＝統　計　学・＝（R）

　　　　　　　　　　　　〔主任講師：長坂建二（放送大学助教授）〕

全体のねらい

　各種統計データのとり扱い方、まとめ方の基礎をまず習得し、ついて確率論（基礎数学1）を予備知

識として仮定して・標準的な統計推論である統計的推定論・検定論を理解する。更に、統計学のいくつ

かのトピックを紹介して、広く統計学の姿を把んでもらう。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

大量データの観察から一定の法則を発見する統

1 統計学への紹待

計学の基本的な考え方を、グラント、ペティ、ジ

?[スミルビなどの先駆的な研究を引用し現在の
fータと比較参照しつつ統計学の有用性について

qべる。

長　坂　建　二

i放送大学助教授）

変数（変量）の概念をラベル付けにより説明を

2 資料の　整邑理
与えると共に、与えられた統計資料を、ステム・

梶[フ法や度数分布の形に整理するやり方を実例 美　添泰　人
と共に示し、％点や対数変換についても触れる。

（立正大学教授）

統計資料を整理した後に、その全体的な状況を
説明する数字として、平均、中央値、最頻などの

3 位置と拡がりの尺度 位置の尺度と、範囲、分散、標準偏差などの拡が 長　坂　建　二
りの尺離島よびそれらを合成した偏差値、変動
係数などの解釈を与える。

二つの量の間の関連を見るための手段として、
散布図9相関係数、回帰直線の計算法と、最小二

4 関連の　尺度
乗法を通じての解釈を説明する。また、量的デー
^を質的データに変える採点法や、因果関係を相 同　　　上

関との差異についても言及する。

データ：構造をより明確にするために、データの

変換とその処理法について概説する。そして、移

5 データの変換
動平均、度数分布の対称化、散布図の線形化などの各種技法について説明を与える。また、異常値

美　添　泰　人

とその処理についても言及する。

曹

数学的には極めて単純なベイズの定理は、統計
学に於いては深い内容を持つこと、そして事前確

6 ベイズの定理
率や事後確率の考え方を紹介し、健康診断の不思
cさに見られるような実例について説明を与える。

松　原　　　望

（東京大学教授）

文字の出現頻度を理論頻度と比較して、古典的
換字暗号の解読に統計的手法が適用可能であるこ

7 暗号と統計推論
とを示すと共に、最近の暗号システム、特に公開
ｮ暗号法を紹介し、統計的手法の限界について論 長　坂　建　二

ずる。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 母集団と標本

　全数調査と標本調査の違いについて、工業製品
ﾌ品質管理を例として考え、母集団と標本抽出の
T念を導入する。また、計数型品質管理技法より、
ｴ幾可分布、二項分布が導入されることや、生産
ﾒ危険、消費者危険についても言及する。

長　坂　建　二

9 統計量と分布1

　誤差論の立場から、二項分布、およびその極限
ﾆしての正規分布を導入する。また、三内分散、

炎ﾔ分散と比からF分布を導入し、関連してT一
ｪ布、X2一分布についての概略を述べる。

松　原　　　望

10 統計量と分布皿

　母集団分布を仮定して、標本を確率変数を考え
ｽ統計モデルに対して、統計量とその分布を数学
Iに導出する。また、チェビシェフの不等式と母
W団分布の仮定の効用や限界や分布者の引き方に
ﾂいても説明する。

長　坂　建　二

11 統計的推定論

　不備・一致・十分・有効などの推定量の性質を
ﾐ介じ、点推定について述べる。また、最大推定
ﾊの考え方を説明する。さらに：、信頼正間の求め

福ﾆ正規母集団に対する例を与える。
同　　　上

12 統計的検定論

　統計的仮説検定論の考え方と枠組を示し、正規
齒W団を仮定して平均、分散に対する検定の原理
ﾆ計算法を解説する。また、適合度検定、独立性
ﾌ検定、相関係数の検定についても、計算法を与
ｦる。

同　　　上

13 ベイズ推論

　推定に対するベイズ的：な統計手法について、信

葛謚ﾔのベイズ的：な求め方や、P一三などのよう
ﾈ基本的な考え方を紹介し、例を一与える。 美　三三　人

14 リスクの下での行動

　リスクの下での行動を、統計的決定理論を基礎
ﾆしてベイジアンの立場から概説し、ポート・フ
Hリオなどの経済・社会に論ける応用例について
qべる。『

松　原　　　望

ユ5 統計学の将来

統計学の将来について
P）コンピュータの利用と不可分となること
Q）認知科学の視点を持つこと

R）探索的データ回折と統計手法の頑健法の三つ
ﾌ観点から論ずる。

長坂建二
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＝物理科学史＝ （R）

〔主任講師：坂本賢三（千葉大学教授）〕

全体のねらい
史講誉欝霧墨襲募舗齢畜た農縛毒磐暑聾難野増勢割譲三囲纏回歴なったのか、なぜそのようなとらえ方をしたのかを探ることである。

ﾕ灘難艦蕪量器禽懇難藻欝欝窒十善琴轍白雪歴史的《は別の学問的伝統として今日に至っているので、物理科学史だけを独立させて扱うことには十分意義がある。二七脇点心一難駕ぎ3一チの仕方を歴贈黙ることによって・「自然の理馴を回する

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担b当講師
i所属・氏名）

近代科学の意義を認識するために、17世紀まで

亙
中世科学の3つの
ｬれ

の主要な自然へのアプローチの仕方を、アリスト

eレス主義（目的論）、ヘルメス（錬金術と占星

p）、アルキメデス（機械論）の3つの流れから

『坂　本　賢　三

i千葉大学教授）
概説する。

近代科学の成立を「科学革：命」ととらえる現代

の科学心像を概説し、その基本的特徴を、宇宙像

2 科　学　革　命
の変革と数学の利用と実験装置の発達から見る。

同　上

近代科学の方法は、ほかならぬ物理科学の方法
であの、その基本的性格と意義を、フランシス・

3 方法　の　確立
ベーコン、デカルトなどの扱い方の中に見て行くQ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　隔

同　上

物理科学の基本的モデルとしてまず成立したの
が古・典力学であった。ガリレオやデカルトの運動

4 力学の成立
学がニュートン力学に統合されて行った過程を追
｢、　「力」という概念成立の意義と公理系として

同　上

の側面に注目し、なぜ古典力学が物理科学のモデ
ルに：なったかを考察する。

18世紀には、光・電気その他あらゆる面で物理
科学が展開したが、とくに流体力学と地学と工学

5 十八世紀の諸科学 を典型として取りあげ、その社学的背景や技術と
ﾌ関係、教育機関の成立などについて考察する。

同　上

数学は一応、物理科学の中には含めないが、物
理科学の特徴として数学の利用は見ないわけに行

6 微積分の役割
かないし、とくに微積分は力学の成立と切り離すことができないので、その意義を見る。とくに物

同　上

理科学に澄いて法則が微分方程式の形で表現され
ることの意味、娼世紀に展開した変分法とその意
義、それらの結晶としての解析力学について扱う。

それまで錬金術や薬学として近代科学になつ七

いなかった化学がラヴォアジエによって近代物理

7 近代物理科学の完成 科学の1つとして出発を始めたことの意義を元素
ﾌ概念の確立、分子説、原子説の成立に旧いて扱

同　上

う。19世紀化学工業との関係についても論じる。
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

初期の理論からあらためてふりかえり、電気学
の歴史を概観するとともに、電磁誘導の発見を媒

8 電磁気学の完成
介にして成立し：たr場」の概念、マクスウェルに

謔體d磁気学の体系化、さらに電磁波の概念や光
坂　本　賢　三

の波動説にも触れる。

蒸気機関の研究から熱力学が成立した経過をた
どり、エネルギー概念の成立、熱力学の基本原理

9 熱力学の成立
とその特質を見る。さらに分子運動論と統計力学

ﾉついても触れる。
同　上

エーテルの概念を検討して、古典電磁気学との
関係を明らかにし、とくに力学の面に論ける特質

10 相対性理論の確立
を強調する向きのある一一般の解説に対し、科学史

Iに見た場合の相対性理論の意義を述べる。
同　上

19世紀末に始まった電子論と原子論の復活、さ
らに放射能の発見等から「量子」の概念が出てき

11 物質の構造と量子論 た過程をたどり、量子論から量子力学の成立、素
ｱ子論への展開の経緯を述べ、解釈問題、観測問

同　上

題にも触れる。

天体の物理的研究の発展、天体望遠鏡の発達な
どから、20世紀前半に盛んになった宇宙構造論や

12
天体物理学と宇宙
ﾌ：構造

宇宙進化論の歴史を概観する。20世紀後半におけ
髏V知見にも触れる。

同　上

20世紀後半に登場した新しい物理科学のアプロ
一チの仕方として、通信と制御の理論の意義を述

13

通信工学とサイバ、　　　　一画不アィクス

べる。ここでは、自然科学と工学との密接化の問

閧竦яｪ統計学の役割、オペレーションズ・リサ
同　上

一チとの関係、情報概念の成立について歴史的に
見て行く。

以前から行なわれていた研究であるが、ここで
はとくに、磁性の研究、低温物理、超伝導、半導

14 物性論の発展
体などのトピックを歴史的にとりあげ、材料工学
ﾌ発達（レオロジー）にも触れる。

同　上

むすびに当る部分であるが、現代物理科学が完
成しているわけではないので、物理学に澄ける最

15 物理科学の現在
近の統一理論や生物物理学の動向や工学に於いて

ｨ理科学がモデルとしての役割を果しつつあるこ
同ま：

どなど、最近の話題をとりあげながら、物理科学
史全体をまとめる。
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　　　　　　　　　　　　　　＝生命科学史1一（R）

　　　　　　　　　　　〔主任講師：筑波常治（早稲田大学教授）〕

全体のねらい

　生物についてどういう研究が論こなわれてきたか、その歴史をたどり：ながら、科学的態度とはどのよ

うなものか・あきらかにしてゆきたい。科学研究の偉大さはもとより強調されなければならないが、反

面たんに絶対化するのではなく、それに宿命的にともなっている偏向ならびに限界も指摘したいと思う。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

「生物学」とよばれる学問が、警むかしからあ

つたのではない。18世紀にこの名のもとに統括さ

1 「生物学」の源流
れるまで、生物を素材にしながらも、それぞれ別派の研究が独立に澄こなわれてきた。学問自体の

ﾏ遷のあとを、まず最初にたどってみたい。

筑波　常　治
i早稲田大学教授）

生物学の源流はいくつもあるが、代表的かつ対
照的な流れとして、生命論と博物誌があげられる。

2 統一法則対多様性
生命現象の共通普遍性をもとめた前者と、自然界の多様性に価値を旧いた後者を対比しながら、現

同　上

代生命科学の特色を考えてみたい。

「生命」とは何か。その正体をきわめようとし

た研究のあとをたどり、とくに生気論から機械論

3 生命観の変遷　1 への移行をつうじて、科学以前と科学の自然観を
ﾎ比する。またどちらの場合も、生命の正体にか 同　上

んする考え方が、せまい意味での生物研究のわく
をこえて、社会一般さまざま：な面にひろい影響を

澄よ確していた事実をあきらかにしたい。文化史
的な内容の濃い講義になると思う。

4 同　　　　上　皿 同　上

5 同　　　　上　m 同　上

自然界・生物界の多様性に澄どうき、それを知
ることを喜びとし、それ以上の多様性をさらにも

6 博物誌も分類学1
とめて自然にいどんだのが博物誌であった。とこ

?ｪやがてそのなかから、多様性の奥にまた統一 同　上

された秩序があるのだという考えがおこり、一定
の基準にもとづいて生物界を分けな澄そうとする
分類学が出現した。多くの面で共涌した素材をあ

つかいながら、発想の根底で対照的：なふたつの立
場を対比して、人間対自然の関係を考察する。

7 同　　　　上　n 同　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
（所属・氏名）

同　　上

8 同　　　　上　皿1 筑　波　常　治

生命の正体、生物界の多様性．さらにもうひと
つ性にたいする関心が、生物学の主要な源流にな

9 「性」と生物学1 つたと考えられる。具体的には発生学と遺伝学が
ｻこから生じたとみなされよう。生物の個体発生

同　上

の過程を探求した歴史をたどり、生命現象の神秘
性への認識のあとをふりかえってみたい。

同　　上

10 同　　　　上　丑 同　上

生物学の歴史で、功罪両面にわたりもっとも各
方面に多彩な影響をあたえたのが、進化論である。

11 進化の思想1
しかしこれは絶対的学説では：なく、かなり仮説性めっよいひとつの論である。また自然科学のあら

同　上

ゆる学説理のうちで、これくらいいろいろな意味
で、社会環境とのあいだに密接かつ露骨な関連を

しめしてきた例もめずらしいといえる。進化論の
歴史をつうじて、科学と社会のつながりを考察す
る。

12 同　　　　　上皿 同　上

13 同　　　　　上皿 同　上

時代とともにヨーロッパ人は海外へ進出し、研

14
微細な生物界、巨
蛯ﾈ生物界

究対象となる自然器よび生物の世界を拡大してい
ﾁた。同時に・一方では顕微鏡をはじめ各種技術の

ｭ達で、研究対象が細かくしぼり込まれていった。
同　上

ふたつの動きを対比しつつ、生命科学の発達をあ
とづける。

科学の発達は単調ではなかった。前進と後退、

さまざまな曲折が入りまじる。いくつかの代表的
エ5 屈折した科学の歩み

学説を例にとって、その複雑さをあらためて洞察してみたい。

同上

〆
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　　　＝生命科学史三一（R）

〔主任講師：筑波常治（早稲田大学教授）〕

全体のねらい
　1あるいは皿をそれぞれ単独に履修しても．または両方あわせて履修しても、どれでも可能である。H
は生命科学の歴史にのこる代表的人物の列伝を中心に構成する。しかしたんなる個人の人物論にとどめず・

それぞれの生涯と実績をとおして、それぞれに代表される各分野の歴史をあきらかにするのがねらいであ．

る。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

生物学の歴史でまず重要視されるのが、アリス
トテレスである◎その業績をつうじて、ギリシア

1 古代最高の生物学者 的な考え方とともに、近代科学の源流をなす発想

ﾌ型をあきらかにする。

筑　波　常　治

i早稲田大学教授）

古代ローマならびに中世は、従来の科学史で低

い評価しか受けなかった◎しかしじつはこれらの

2
古代ローマおよび
?｢の研究者たち

期間をつうじて、近代科学の基盤となるさまざま

ﾈ修練が蓄積されてきたのである。それを具体例
同　上

にそって説明したい◎

ルネサンス期のひとつの特色として、多方面に

ルネサンスおよび わたって活躍した万能的才能の出現があげられる。

3 それにつづく研究
換言すればこの時期、現在のように：学問が細分化 同　上

者たち
していなかったということになる◎そのなかから、

_・ヴインチ、パラケルスス、ゲスナーなどをと
りあげたいσ

医学と生物学はきわめて密接な関係をもつ。と
くに近代初期、人体旧劇によって、体内の構造が

4 入体の探求者
あきらかになったことは、生命科学に甚大な影響

�翌謔ﾚした。ベサリウスがその分野を代表した。
同　上

と同時に反面では、ある意味での暗黒部分もまた
生じたのである。

17世紀はニュートンを代表に、近代科学が確立

箔 機械論者と顕・
�ｾ学派

された糧紀とされている。生命にかんして駄デ
ﾂルトによ璽機械論が提唱された。また顕微鋳が
鴛°yして軸それまで知られなかった微細な生命の

i
l
　
騰
上
｛

垂
呼

1存在があ蓉らかと旗づた愈レーヴエンフグがそ⑳ と

立場を代心したぜ
…

ヨ

18世紀はきわめで興味ぶか～（世紀だ。一方で17
世紀に成立した近代科学を驕クそう推進しようと

6
多彩な18世紀の研
?ﾒたち　亙

する人物があらわれ、他方でぞ親にたいずる懐疑

ｩらの一種のわりもどし現象が澄ごるびしかも長
咩Iにみた場合、後者がかえってその後の科学の

同　上

発達に役だった場合も少なくないのだから複雑で
ある。　ド・ラ・メトリ、ヴオルク、　リンネ、ビュ；

フ
ォ
ン
な
ど
を
と
り
あ
げ
た
い
。
暮

7 洞　　　上　　正
c

同　上
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回噂 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

18）一19世紀、：革命をはさんで激動したフラン

8
進化論の提唱者論
謔ﾑ反対者

スは、生物学史に於いても、進化論をめぐる激動
ｪあった◎ラマルクおよびキュビエのふたりを対
艪ｵ：ながら、その激動の内容をたどってみたい。

　　　同　上

生命科学史に掃いてもっとも有名かつ重要なダ
一ウィンをとりあげ、その生涯と学説をたどのつ

9 進化論の確立者
つ、偉大さといわれる真の意味を考えてみたい。一見して平穏そして幸福にみえる一生にも、しら 同　上

べるとやはりそれなりの人生の悲喜劇があった。

ダーウィンとならんで有名：なメンデルは、生物

研究にかんしてじつは素人（アマチュア）であっ

10 遺伝法則の発見者1
た。ところがそれ：なればこそ、遺伝の法則を発見

ﾅきたのである。そのかわり当時の生物学界から
同　上

は、評価されずに澄わってしまった。気象学をつ
うじて物理学的発想を身につけていたがゆえのメ
ンデルの業績と不運について考えてみたい。

11 同　　上　皿 同　上

親が：なくともまったく異なる物のなかから、生

命がわいてでるという自然発生説は、古代このか

12 自然発生説をめぐ た常識として存在したのである。この常識に疑問 同　上

る人びと1 をはさみ、各種の実験でそれを否定しようとした
人びと、これに反発してあくまで自然発生説を支

持しようと、これまた実験に訴えた人びと、その
攻防はじつにみごとに生命科学史の一面の軌跡を
えがきだす。最後に決着をつけたのが、パストゥ

13 同・　上　H
一一 汲ﾅあった。

同　上

医学とともに応用生物学といわれる農学だが、
意外と生物学とのむすびつきは注目されていない。

14 農学の確立者
とかく無視されがちだったこの分野にに、あえて
ﾆ明をあてて、とくにテーアとシュベルツという

同　上

ふたりの研究者をつうじて、農業研究のあるべき
姿を考えてみたい。

日本の生物学史にもいろいろな話題がある。も

つとも重要な人物をひとりとなると、わたしは貝

15 日本生物学の確立者
原益軒をえらびたい。主著「大和本草」をつうじ

ﾄ、中国の影響からじょじょに離脱していった日
同　上

本生物学の独立のあとをたどりたい。
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　　　　＝入間の生物学＝（TV）

〔主任講師：太田次郎（診茶の水女子大学教授）〕

全体のねらい

　人間（ヒト）も生物の1種であるが、他の生物とは違ったいくつかの特徴をもっている。それらの特

徴とは何か、人間とはどんな生物かを、生物学の立場から探っていく。また、広く生物界に通用する法

則性がどこまで人間に適用できるかを調べ、科学的に見た人間像の形成をめざしたい。

回 テ　　　一一　　，マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 生物としての人間

　本請座の導入として、人間（ヒト）は生物界で
ﾇん：な位置を占めているのか、人体の論もな特徴

ﾍ何か、脳を中心にして人間は他の動物とどこが
痰ﾁているかなどを概説し、生物学の立場で人間
�ﾆらえる視点を明らかにする。

太　田　次　郎

i澄茶の水女子大、

w教授）

2 三三の誕生と進化

　生物の進化の歴史で、人類はいつ、どこで誕生

ｵたか、それはいかなる証拠で裏づけされるかな
ﾇを述べる。また、化石人類から現代人に至る進
ｻの道筋をたどり、人類進化の歴史を探る。

同　上

3 入体の成り立ち

　人体は、いかなる成り立ちであるかを、形態的面を中心にして述べる。組織・器官・器官系の成

阯ｧちを調べて人体の特徴を知るとともに、構成
ﾌ単位と：なっている細胞の構造と機能について概
烽ｷる◎

同　上

4 血液とその働き

　人体内の細胞は血液に浸され、血液は細胞の働
ｫを支えている。血液とはどん：な組成でそれぞれ

ﾌ成分はいかなる働きをするか、血液循環のしく
ﾝ、腎臓での排出作用などを調べ、人体の働きに
Pける血液の役割を明らかにする。

同　上

5
入体の活動とエネ
泣Mー

　人体は様々な活動を行うが、そのもとになるエ

lルギーは何か、エネルギー獲得の手段などにつ
｢て概説する。消化と吸収、呼吸などのエネルギー獲得手段、筋収縮などエネルギーを消費する活

ｮを中心に述べる。

同　上

6 脳　　と　神　経

人体に澄ける情報の伝達と統御にあっかる神経
ﾆ脳の構造と機能を説明する。神経系の単位とな
驛jューロン、興奮伝達のしくみ、脳のつくりな
ﾇを調べ、脳とコンピュータを比較して、脳の働
ｫの特徴を述べる。

同　上

7 ホ　　ル　　モ　　　ン

　神経と共に人体の働きの調節にあっかるホルモ
唐ﾆは何か、その働きの特徴などを説明する。人
ﾌの各内分泌器から分泌されるホルモンの種類、

zルモンの相互作用を調べ、人体の恒常性を維持
ｵているしくみを述べる。

同　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 ・担当講師
i所属・氏名）

動物の行動としての本能、学習（刷の込みも含
む）、知能の意義を、具体例を示しながら説明す

8 行　　　　動 る。人間の行動の特徴を、学習と知能を中心にし
ｽ、他の動物の行動と比較しながら考えていく。

太　田　次　郎

人間も含めて多細胞生物は、1個の受精卵がも
とになって発生、成長して成体となる。代表的な

9 生殖　と　発生 動物の発生の経過を説明し、それと人間の発生と 同　上
の共通点や相違点を明らかにする。また、発生の
しくみを探る研究にもふれる。

遺伝の法則、遺伝のもとになる遺伝子と染色体

の関係、性と遺伝、遺伝子の本体であるDNAの

10 遺伝のしくみ 構造と機能などを概説する。生物一般に成り立つ 同　上
遺伝の法則性が入間にどこまで適用できるかも考
える。

人間のどの形質が遺伝し、どの形質が遺伝しな’

いかを探る方法、その結果などを概説する。特に、

11 入間　の遺伝 双生児法をもとにした知能や病気などの遺伝、近
e結婚の危険性など、身近かな問題をとり上げて

同　上

述べる。

㌧　自然界では、動物はふつう集団で生活している。

集団生活をしている動物では、1個体で生活して

12 個　　と　集　　団 いる場合とは異なる法則性に支配されることが多 同　上
い。動物の集団生活の法則性を調べ、人間の集団

生活と比較する。

自然界で、生物は環境と密接な関係を保ちなが
ら生活している。自然界での生物どうしのつなが

13 自　然　と　入間 無生物と自然環境との関係を概説し、人間と自 同　上
然の関係、生態系における人間の位置づけ：などを

述べる。

人間の生物学の特有の問題として、健康と病気
をとり上げ、病気とは何かについて、生物学の立

14 健康　と　病気 場で考える。特に、感染と免疫を中心にして、病
Cの予防と治療、人間の生活に診ける健康の意義

同　上

を考える。

本講座のしめくくりとして、生物学の発展が未
来の人間生活に及ぼす問題をとり上げる。性と生

15 入間の未来
殖、遺伝、脳の研究などが人間の論理に与える問

闢_、人口問題などを例にして、今後、人間の生 同上
物学てもつ課題を概説する。

9
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　　　　　　　　　　　　　　　＝科学と実験＝（TV）

　　　　　　　　　　　　〔主任講師＝宮代彰一（放送大学教授）〕

全体のねらい

　広い科学のなか（工学や技術も含む）の多くの分野での実験的な仕事を横に貫き、共通する問題、考え

方・あるいは手方などを抽出して考えてみよう。これらはそれ自体で興味深く、実際的であわ、かつ、層

ｭし大げさだが・実証科学の本質にも係わるものと思う。なお、面接授業では、いくつかの実験を学生が自

ら行えるようにする。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

自然学．中世の科学を経て実証科学となったの
は17世紀、それがわれわれの近代科学／その科学

亙 科学　と　実験 にも限界、再現性、分析と総合／実験の舞台とし
ﾄ基礎科学と応用科学／学習実験：と研究実験6

宮　代　彰　一一

i放送大教授）

「実験屋」は現象や物を相手にしているだけで

夢中になる・しかし、まず問題の発見（把握、企

2 問題発見と計画
画）が重要／そして、もう一つはどうすべきか、

v画（手順）が大切／それらの手法として王道は 同　上

ないが．あえて例を考える／それに計画実施上の
二三の問題。

科学は情報の拡大再生産、オリジナリティの積

3 情報　㊥文献

み上げ／科学技術情報の所在とその形、文献資料の種類、その膨大：な量／研究の各段階と調査のあ

阨禔^情報の検索、原理と方法、コンピュータ検：索／情報活用上の注意。 同　上

観察、それは事物の語りかけに耳をかたむける

4
観察と記録、そし
ﾄ整理

こと、それが出発点／それを心にとどめるための
L録／さらに結果を整理して考える／この「連の
?ﾆは科学実験の最も基本的作業／自然観察と手

吉　田　　　治

i千葉大教授）
法の具体例／整理、分類の種々の場合、共通な考
え方。

現象を受け止めるひとの感覚、すぐれた五感、

そしてまたその限界／観測に機器を用いるのは五

5 感覚　と　観測 感機能の拡大、定性的拡張と定量的補強／視覚機
¥に感ずる例、大きさ、強度、波長、時間の面で 宮代　彰一
／感覚とセンサ

単位と標準は科学実験のほか日常でも定量化の
基盤／単位のおこり、物理量と単位・次元、単位

6 単位　㊧標準
と単位系／単位の進化、望ましい単位系、国際単
ﾊ系（SI）／物理常数、7つの基本単位と標準／慣用の単位、社会習慣と単位の進化

大　井　みさほ

i東京学芸大教授）

器具、装置の準備、何をしたいのか？／具体的
な基本例として長さの測定器具、目盛の読み取り、

7 実験器具㊧装置
副尺など／機器、装置の製作、目的は？、設計、図面、工作、材料／機械器具への理解と取り扱い、

増えるブラックボックスとその扱い
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回 テ　　　・一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 電気・電子的手法

　前章の実験装置の話に関連／電気・電子的な手
@は多くの分野に共通、電気計測とかエレクトロ
jクスの人口／結局は電圧と電流の観測である／
ﾈ単な電気測定、メータ、偏位法と零位法、測定
_／コンピュータと実験、測定や実験操作の自動

ｻ

田　中　清　臣

i電通大助教授）

9 実験と安全性

　実験の作業が危険と背中合わせであることを改
ﾟて認識したい／災害とその原因、誘因と素因／
增Xの危険、化学的な危険、＝機械的な危険、電気
Iな危険／学校実験現場での例／安全のための注

ﾓ

若松　　　茂
i放送教育開発セ
@ンター一教授）

10 データの取りまとめ

　数値的なデータの取り扱い／データの有効桁数、全体像の把握／測定または計算結果の表し方、表や図による表現、／グラフの作り方、実験：曲線、実験式／数値計算のポイント、論よびコンピュー

^の利用／コンピュータによるグラフ化、データ
囈ｭへの対処

遠　山　紘　司

i放送大助教授）

11 測定の不：確かさ

　測定には常につきまとう不確かさにつき次章ど
ﾆもに考える／直接測定と間接測定、測定精度の
oランス／誤差の起因は？、系統誤差と偶然誤差、
Kウス分布、平均値など／データの処理と最小二
譁@／確度と精度、妥当な測定

同　上

12 観測とゆらぎ

　しっかりした測定でも残る不確かさ、測定対象
ｩ体のあいまいさ／測定の限界自然の姿、それな
閧ﾌ法則性／いくつかの具体例、自然放射能、フ
Hトンの姿、情報と雑音、ブラウン運動／マクロ

ﾈゆらぎ

宮　代　彰　一

13 モデルと実験：

　現物を用いない実験もある／現象の記述とモデ
級ｻ、振動現象の例／思考実験の必要な場合、理
_の検証、得られ：た理論の演繹や応用／模型（モ

fル）実験、いくつかの例、心懸性／コンピュー

^・シミュレーション

14 報　　　　告

　研究や実験は報告で仕上がる／学習（学生）実
ｱに澄けるレポート／報告書（論文）の組み立て
^よい報告とは分かる報告、内容上の問題（事実
ﾆ意見の区別など）と表現上の問題（悪文など）
^各種の技術報告、特許という形の報告

宮　代彰　一

15 しめ　く　く　り

　学習と実験、本当の興味とか楽しさとかは？
ﾀ際問題への適用ノ創造へのつながり、創造の技
@、発散の段階と収束の段階／同時発明同時発見、

^創造の評価、成否／一一つの大切な方法論 同上
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全体のねらい

　　　　　　＝英語　1　＝＝　（TV）
An　I：ntroduction　to　Living　English　Speeeh

　　　　　　　　　一ドラマの英語一
　　　〔主任講師：鈴木　博（東京大学教授）　　　　　國吉丈夫（千葉大学教授）〕

　副題にLiving　English　Speechとあるように、話されている英語のありのままの姿を学習の対象とする。
教材としては主として標準的＝な英語のテレビドラマを使い、ことばが使われている場面や身体的動きなど
の非言語情報と関連させ：ながら聴解力の養成を目指す。話す練習は聴解力養成の一環として行うことにな
‘る。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
Liv萱ng　English

@　　　　Speech

　生きた話しことばとしての英語の例としてインタビュー、ニュース、演説を取り上げて学習

pに作られた英語とめ差を示す。そのあと本講
ﾀで使う作品を一覧し、授業の一部を紹介する。
ﾅ後に、毎回設ける「音声コーナー」の第1回
ﾅ母音図の見方を解説する。

鈴　木　　　博

i東京大学教授）

2 The　C・mputer

@　－1一

　生きた話しことばに本格的に取り組む前の準
�ﾆして英国放送協会（BBC）が英語学習用
ﾉ制作したフィルムを2本使うが、今回はその
P本の前半を利用する。

@「発音コーナー」では母音図上での個々の英
皷ｹの位置を確認する。

同　上

3
The　Computer

@　－2一

前回のフィルムの後半を使って学習したあと、

O半後半を通して視聴する6

@「発音コーナー」では二重母音について解説
ｷる。

同　上

4
In　the　Park

@　－1一

　準備段階としてBBCが制作した英語学習用
tィルムをもう一本使って音声英語に慣れる練

Kを行う。今回はその前半を使う。

@「発音コーナーでは英語の子音のう嵐破裂
ｹ、破擦音、摩擦音を取り上げる◎

同　上

5
In　the　Park

@　－2・一

　前回のフィルムの後半を使って学習したあと、

O半後半を通して視聴する。

@「発音コーナー」では英語の子音のうち、鼻

ｹ、〔旦〕、〔r〕、〔w〕、〔」〕を取り上

ｰる。

同　上

6
The　Necklaee

@　一一1一

　生きた話しことばに本格的に取り組む最初の
ｳ材はモーパッサンの短編小説「首飾り」を現
繧ﾌアメリカに場面を旧きかえてドラマ化した
tィルムである。今回は5分40秒分。
@「発音コーナー」では前置詞、代名詞、助動
戟A接続詞等の「弱形」を取り上げる。

同　上

7
The　Necklace

@　一一2一

　前回のフィルムの続きを使う。全体で20分の

?iのうち今回は3分35秒分。
@「発音コーコー」は「轡形」の続きで、音が

ﾈ略される場合を取り上げる。

同　上
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回 テ　　　一　　　マ’ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

前回のフィルムの続きを使う。今回は6分30

The　Necklace 秒分。

8
一3一

　「発音コーナー」では「音の連結」を取り上

ｰる。

鈴木　　　博

軌

「首飾り」の最終回で、約1分の最：後の結末

91
The　Necklace

部を使っての学習のあと、この作品を通して視
ｮする。最後の重要なせりふはこの通しの視聴 同　上

一4一 で初めて聴くことになる。
「発音コ』ナー」では破裂音が連続した場合

に起きる。「不完全破裂」を取り上げる。

米国で制作放映されたテ，レビドラマシリーズ

10
APoint　of
ceparture

：Familyの中のエピソードを6回に分けて学習
ｷる。中流階級の家庭の長男が抱く自立の悩み
ﾆそれに寄せる家族の思いやりがテーマである。

同　上

一1一 今回は約6分分。
「発音コーナー」では「同化」を解説する。

前回のフィルムの続きを使う。全体で約36分
、

APoint　of のうち今回は7分30秒分。

11 Departure 「発音コーナー」ではフィルムに頻出する 同　上

一2一
gonna（going　to）とwa㎜a（want　to）を取り

上げる。

前回のフィルムの続きを使う。今回は約6分

APoint　of 30秒分。

12 Departure 「発音コーナー」では「強勢（ストレス）」 同　上

一3一
を取り上げる。

前回のフィルムの続ぎを使う。今回は約4分

APoint　of 30秒分。

13 Departure 「発音コーナー」では「リズム」を取り上げ 同　上

一4一
る。

前回のフィルムの続きを使う。今回は約5分

APoint　of 10秒分。

14 Departure 「発音コーナー」ではイントネーションの4 同　上

一5一
つの基本型を取り上げる。

前回のフィルムの続きを使う。今回は約5分

APo童nt　of 30秒分。

15 Departure 「発音コーナー」では前回の基本型に入らな 同　上

一6一
いイントネーションの型と意味について解説す
る。
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回． テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

「出発点」の：最終回で、約36分の作品を前半

APornt　of と後半に分けてそれぞれ解説し：たあと視聴する。

16 Departure 鈴　木　　　博
一一 V一

☆効果的に学習を進めるための留意事項

17
An　Eye　to

@the　Futre

◎アメリカのTVドラマFAMILYのシリーズ
@の一つを七つの蔀分に分けて使うが、’その：最 國　吉　丈　夫

一1一一
　初の：Lawrence一一家の朝食の場面

凾oHONETICS　Cornef：日本語と英語の音
（千葉大学教授）

声の流れの違い、発音練習

☆前回の復習と英語表現テスト

18
An　Eye　to

@the：Futre
@　　一・2一

◎L勘wrenee一一家の夕食の後、夫婦が話し合っ

@ている。妻のK就eは夫のDo㎎に就職したい
@という決意を打ち明ける。

凾oHONETICS　Comer：英語の強勢アクセ

同　上

ントとその発音練習

☆前回の復習と英語表現テスト

An　Eye　to
◎K舗eは前の晩に夫のD◎ugにすすめられたよ
@うに知人のSandy　Prattの音楽事務所に行っ

19 the：Futre て就職の相談をする。Sandyは又大学生にな 同　上
一3一・ って勉強したらどうかという。

☆PHONETICS　Corner：文表現の強勢と発
音練習

☆前回の復習と英語表現デろト

An　Eye　to
◎夫のDougは最初驚くが］Ka七eの大学行きに賛
@成する。電話で連絡を受けたKateは次の日

20 the：Futre auditionを受けに大学に出かける。そこで自 同　上

一4一 分の力のなさを思い知らされ断念する。
☆PHONETICS　Corner：英語文表現の強調

と強勢　一

☆前回の復習と英語表現テスト

21
A：nEye七〇

@the：Futre

◎断念した：K就eが働く音楽事務所にDr　Styies
@がやって来る。前日の鋤uditionの先生である。
@非礼をわびていろいろいうKateに先生は諭 同　上

一5一 すように話しかけるのであった。
☆PHONETICS　Corner：英語くリズムと発
音練習

☆前回の復習と英語表現テスト

22
An　Eye　to
@the　Futre

◎音楽事務所の単調な仕事に飽き足らなくなつ
@て辞めた：Kateは夫に会って打ち明ける。そ
@して、「大学も、職もやめてしまうとはどう 6同　上

一6一 したのだ」と強く励まされるのであった。
☆PHONET　ICS　Corner：英語のイントネー

ション

☆前回の復習と英語表現テスト

A：nEye　to
◎意を決してKateは大学のDr．　Stylesのとこ
@ろに行きauditionを受け入学を許可される◎

23 the：Futre Kateは希望に胸をふくらませて猛然とピア 同　上

一7一 ノの練習に励むのであった。

☆PH：ONETICS　Corner：イントネーション
の型
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容
担’枕u師i所属・氏名）

☆七回に分けて扱ってきたこのTVドラマを出

An　Eye　to
来るだけ通して見る。ことばを意識しないで
p語の世界に：浸ることを目標とする◎ことば

24 the：Futre が使われている場面、文化的背景。 國　吉　丈　夫

一8一 ☆PHONETICS　Corner：英語のイントネー
ションとその発音練習

☆前回までの総復習とディクテーション・テスト

The　I：ngenious
◎TVドラマ“The　I㎎enious　Reporter”を五
@つの部分に分けて扱うがその最初の場面であ

25 Reporter る。青年記者Harry：La㎎1　eyが身元不明の死 同　上

一1一
体を利用駄スクープとする考えを編集長にいう。

☆PHONET　ICS　Corner：英語のテンポとポ
一ズ

☆前回の復習とディクテーション・テスト
◎軍馬を装って逮捕され、計画通り監獄に入っ

26
The　Ingenious
qeporter

たHarryは検察官の取り調べを受けている。
沁@官の話す事件の顛末をHarryは最初は半 同　上

一2一
　分茶化し気味に聞くのであった。
凾oHONETICS　Corner：英語表現の音量の

変化

☆前回の復習とディクテーション・テスト
◎殺された恋人のHenrietteだと聞かされ、

The　Ingenious Har　ryにとって予想もしなかった事態となる。

27 Reporter 公判にどう対処するか弁護士のDupr　e　sと話 同　上

・一 R一 　し合うが意見が全く合わない。
凾oH：ONETICS　Corner：英語表現の音質の

変化

☆前回の復習とディクテーション・テスト

The　Ingenious
◎重要：な証拠のないこの件には打ち勝つ自身が
@あるという弁護人のDupr　esには耳を貸さず、

28 Reporter Harryは法廷の場で事実をそのまま述べるの 同　上

一4一 であった。

☆PHONETICS　Comer：音声分析と総合的
効果

☆前回の復習とディクテーション・テスト

The　Ingenious
◎Harryに急き立てられるようにして編集長を
@証人に立てるが、検事：Lefargeの巧み：な尋問

29 Reporter に形勢は逆転する。法廷から出てきたHar　ry 同墜上

一5一 は怒り狂った群集に命を絶たれる。

☆PHONETICS　Corner：英語表現のスタイ
ノレ

☆前回の復習とディクテーション・テスト

The　Inge：nious
◎五回忌分けて扱ってきたこのTVドラマを通
@してみる。出来るだけことばを意：識しな：いで

30 Reporter 英語の世界に浸ることが目標である。 同　上

一6一 ☆講師とゲストとの話し合いを聞く。
☆PHONETICS　Corner：いろいろな英語
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＝英語　H　－　A＝ （R）

　　　　　　　　　　　〔主任講師：山内久明（東京大学教授）〕

全体のねらい

　英語nAでは・大学の一般教養課程に澄ける英語講読に相当する程度の英文を読むことになっている。

さまざまの文体に慣れるために、（D事実についての論述、⑳文学作品の想像的散文、（面論述的要素と想

像的要素とを兼ね備えた散文を選んで読む。英語の修練と同時に、新知識を得たり、想像的世界を垣間

見るのがねらい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

イギリスの社会・教育制度の中で「放送大学」

1

Walter　Perry：Open

tnivursity’The
aasic　ldeas’（1）

が生成発展する背景として三つの要因があった。

@成人教育の必要性、②教育放送の発達、③機会

ﾏ等主義の促進。成人教育のためには、従来どの

山　内　久　明

i東京大学教授）

ような機関があったか。

イギリスに趣ける成人教育には二つの欠陥があ

walter　Perry；Open つた。（D既存の高等教育機関は、職業訓練：目的に

2 Univursity‘The 適していなかったこと。㈹既存の高等教育機関は、 同　上
：Basic　ldeas瓦（2） 成人教育を必要とする人々を受け入れる態勢を欠

いていたこと。

イギリスに従来からあった教育放送番組が、放
W』1ter　Perry：Open 送大学発足の機運にいかに関わったか。

3 Univursity‘The 同　上
：Basic　ldeas測（3）

従来イギリスの教育を特徴づけたエリート主義

Walter　Perry：Open に対して、機会均等主義の理念が、放送大学の発
4 UnivursityL‘The 足にどう結びついたか。 同　上

Basic　ldeas£（4）

場面は、南イタリアの風光明媚な観光地。因習

E．M。 に凝り固まったイギリス観光客の一行に混じって、

5 Rorster：‘The

rtory　of　a　Pani♂
i1＞

躾や因習から逸脱した少年ユースタスが登場する。

aるユースタスも伴って、一行は背後の山の栗林
ﾉ散策に出かける。

同　上

散策に出かけた山中で、突如得体の知れない

E．M。
「恐怖」（Panic）に襲われてわれ先にと山を駆

6 ：Forster：‘The

rtory　of　a　Pani♂

け下りる。因習的で鼻持ちならない英国入観光客
ﾌ俗悪さと、不合理な恐怖心から遁走する愚かし
ｳ。

同　上

（2）

山を駆け下りる途中、Eustaceがいないのに気

E．M． 付いた一一行は、元の場所へと引き返す。一行の恐

7 Forster：’The

rtory　of　a　Pani♂
i3）

怖と不安をよそに、ひとり山中で平然として、山

rの足跡の上を転げ廻るEustaceの姿には、大入
ｽちの理解を絶している。

同　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
E皿
eorster：‘The　Story

盾?@a　Panic，（4）

　帰る空々、喜々として山中を跳びはね自然界と一体化したかに見えるEusもaceの姿は、大人たち

ﾉは不可解である。さらに、ホテルのイタリア人
g用人に馴れ馴れしく振舞思うとするEustaeeは、
K級意識にとられた大人たちのひんしゅくを買う。

山　内　久　男

9

E．M。

eorster：‘rhe　Story

盾?@aPani♂（5）

　その日の真夜中、ひとり闇の中でホテルの庭を
o徊するEustaceに再び狼狽する大人：たちは、室
烽ﾉ監禁しようと、使用人Ge㎜批roを買収して、

dustaceを連れ戻す。
同　上

10

E．M。

ebrster：‘The　Story

盾?@a　Panic’（6）

　二階に閉じ込められた筈のEus　taceとGemaro
ﾍ、窓から庭に飛び下りる。Gemaroの死◎あと
ﾉは、庭の塀を跳び越えて逃げ延びたEustaceの
ﾎいが、下方の谷間からこだまして響いて来るの

ｾった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

同　上

11

Kbnneth　Clark：Civi・一

Pisatio聡冨The

vbrship　of　Nature跳
C
①
。

　18世紀後半、キリスト教信仰にとって替わるか・
ﾌごとく、自然に崇高美を発見し、自然を賛美崇
qする態度が顕著となってくる。実例として、イ
Mリスの詩人コリンズとグレイが挙げられるが、

ﾅ大の自然崇拝者はルソーであった。

同　上

12

：Kbmeth　Clark：

divi　lisatior　‘The

vbrship　of　Nature’

i2、

　自然崇拝の諸相をJean－Jacques　Rousseau、
ioham　Wolfgang　von　Goethe、　Samue1膿aylor

boleridgeに即して辿る。 同　上

13

Kemeth　Clark：
AEivi1量satior‘The　　　　　　　　　，Wbrship　of　Nature

i3）1

　英国の湖水地方に生まれ、生涯の大半をその地
ﾅ過ごしたWi　lliam　Wordsworthの場合を、代表

Iな詩の一部を手がかりにして論ずる。 同．上

14

Kemeth　Clark：
divi　lisatior　‘The　　　　　　　　　，Wbrship　of　Nature

C

　Wbrdsorthの自然詩の素朴な写実性は同時代の
洛i画家John　ConstabIeに通ずる反面、　Wbrdsw－
盾窒狽?ﾌ詩のもうひとつの側面である自然に宿る

注pｫの発見は、もうひとりの画家J・M・
v．T㎜erに通ずる。・自然崇拝をめぐっての詩と

G画との並行が辿られる。

同　上

15

Kenneth　Clark

divilisatior‘The
vbrship　of　Nature’

i5叉

19世紀後半のフランス画家の場合一α）nstable

ﾌ写実性の伝統は例えばCourbetにみられるのに
ﾎし、Turnerの主観的幻想性は、　Van　Goghや

lonetのような印象派の絵画に通ずる。
同上
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　　　　英語H－B1＝（R）

〔　野1｛鷺義授）］

全体のねらい
　この科目の目的は（1）構造の複雑な英文を読めるように：なることと』（2）日本の政治、社会、文化などに、

ついて英語で読み、英語で語れるように：なるごとである。

・回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属1氏名）

1 Introducti◎n

　比嘉正範
i放送大学教授）ニコラス・ジョン・ティール

@（同志社女子大学

@助教授）

2
The　Ideology
Jf　the　Samu－
窒≠

　江戸時代の武士階級の政治。社会思想と儒教と

ﾌ関係澄よび日本の儒教化を論じている。

同　　上

3 Modern　Burear
モ窒＝fcy

　日本の官僚制の特徴を述べ、政治家と官僚との
ﾖ係を論じている。

同　　上

4 Japan’sTwo
bons　t　i　tu　t　i　ons

　明治憲法と戦後の新憲法の二つの憲法のそれぞ

黷ﾌ特徴をヨーロッパの憲法と比べながら論じて

｢る。 同　　上

5
Gover：nlhe：nt

xdP◎lities

　明治維新後に澄ける日本政府の成立論よび議会
ｭ治と政党政治の発達と問題点を説明している。

同　　上

@ρ

6 hdustrial
qevolution

　19世紀末に始まった日本の産業革命がどのよ
､にして明治政府によって推進されたかを説明し、
坙{の産業化が成功した要因を論じている。

同　　上

7
The　Motoriza－
狽奄nll　of　Japan

　日本の自動車化の歴史と、自動車社会の問題な

ﾇを紹介している。

同　　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

戦前と戦後の家庭を比較し、日本人の生活様式

がいかに変化し、生活が物質的に：いかに：豊かにな 比嘉正　範
8 The　Home っているかを述べている。 ニコラス・ジョン・ティ・→レ

日本人にとって余暇とは何か、趣味とは何かを
論じている。

9 ：Leisure 同　　上

日本の寺小屋教育の発達、特徴、問題点などを

10 Educating
狽??@Natio：n

説明している。

同　　上

日本人は：模倣能力に優れ、創造力に欠けている

11
Imitators　or
h：n：novators　？

と一般にいわれているが、人類の文化を発達させ
驍ﾌに模倣が重要な役割を果してきたことを論じ
ﾄいる。

同　　上

明治時代に法制化された日本の家族制度を説明

12
The　Fami】y

rystem

し、これが戦後どのように変化したか、今後どう
ﾏ化し得るかを論じている。 同　　．上

交番に代表される日本の警察は、外国の警察に

13
Police　and

brime

比べて犯罪の阻止と犯人の検挙に良い成績をあげ
ﾄいるが、これの要因が何であるかを探っている。 同　　上

性に対する日本入の考え方や態度を歴史的に説
明し、これが戦後どのように変化しているかを述

14 Sex べている。 同　　上

日本も高齢者の数が増え、欧米並みに社会が高

15
An　Ageing
rocie七y

齢化してきているので、高齢化した日本人社会に
ｨける入口問題、出生率と育児の問題、老入の福

モﾌ問題などを検討している。
同　上
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝：英語H－B2＝（R）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主任講師；比嘉正範（放送大学教授）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら　　　　　　　　　　　　　　　　や　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニコフス・シヲ、ン・テ、イール

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（同志社女子大学助教授）・　　　　　　　　．

全体のやらい、三、　　　　．　　　　　．．　　　　　　．　　．．∬

　　この科目の基本的な目的は、受講者が学術的，：な内容Q英文を読めるようになることである。そのための

入門的な教材として、学問分野の細介文を使，うことにした。．こめよう＝な英文に慣れることによって論文調

の文章を読む能力を養っていきたい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

An　introduction　to　the　goal・s，　structure　and
比　嘉正範

1 科　　目　紹　　介

content　of　the　course，with　advice　6n　how　to

唐狽浮р凵@for　it　and　sug鼠estions　for　further
窒?≠р奄獅〟E

　　（放送大学教授）

jコラス・ジョン・ティ幽ル

@　　（同志社女子大

学助教授）

A：ni：ntroductionも。　Philosophy，　the　study　of

㎞owledge　of　and　belief．in　reality．　Exerci一

2 Philosophy
ses　in　making　questions　about　the　text　and

狽??氏@answering　them，　and　in　vocabulary
同、上

building・

An　introductiorガto　Anthr6pology，　the　study

of　humanity　and　hu1nan　cu1加re。　Exercises　in

3 Anthropology ゴmaki㎎questions　about’ 狽??@text・and　then
同　上

answering　them，　and　in　vocabulary　b廿、ilding．

口 An　i．ptroduc㌻ion　to　ArchLaeology，　the　s纐dy

of．the、　rema、ins　of　paSt㎞man　cultures． 戸

4 Arehaeolo「№

Exercises　in　making　questions　abqut七he　textand　then　3nsweri：ng　them，　and　in　vocabu1駄ry

同　上

building．

Ap　introdn¢tion　to　Sociology，’the　studyl　of

the　ihdividUals，　groロps』and　institutions

5 Sociology
that　make　up　society。　EkεrciSes　in　making

曹浮?唐狽奄盾獅刀@about　the　text　and　then　answering
、同　上

them，　and　in　vocabulary　buildi㎎．

An　introduction　to　Psychology，　the　s加dy　of

ment昂l　proces串es　anq　behavior・Exercises　in

6 Psychology
making　questions　about　the　text　and　then

≠獅唐翌?窒奄獅〟@them，　in　analytical　skills，　and
同　上

in　vocabulary　building・

An　introd蝕ction　to　Learning，　the　process　by

whi¢h　changes’．in　behavior　result　frcm　exPe一

7 ：Learning
rience　or　practice．　Exefcises　i：n　comprehen－

唐奄盾氏@and　analytical　skills．
同　上
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Eill reyssen(FTIEes"Eii2i)

8 Physics

AnintroduetiontoPhysies,thestudyefhow
thewor1daroundusisputtogetherandhow
itchanges.Exercisesinparagraphoutlini-
ngandinstructura1analysis.

tkgiiEeg
V' 7lii).Xet･il-j>3Yeii'.fp-t--7

9 Astronomy

AnintroduetiontoAstronomy,thestudyof
thestars,planets,andotherobJ"ectsthat
makeuptheuniverseeExercisesin.paragra-
phoutliningandinstructuralana!ysisQ

rw±

10 HomeEeonomics

AnintroduetiontoHomeEconomics,the
studyofthemanagementofahousehold.
Exercisesinparagra.ptioutiiningandin
structuralanalysise

.

mt

n Hea1th

AnintroductiontoHea1th,thestudyof
physi'eaI,mentalandsocialwel-beinge
Exercisesinparagraphoutliningandin
structuralanalysise N.i

12 Eeo1ogy

AnintroduetiontoEcology,thebranehof
bio1ogythatdea1swithre1ationshipsthin--
gshavetoeachotherandtotheirenviro-
nment.Exercisesinparagraphout1ining
andinstructuralanalysise,

m£

13
EBusiness

AnintroduetiontoBusiness,theaetivities
ofallcommercialprodu.cersofgoodsand
services.Exereises･in.paragraPh'out1ining
andstructuralanalysise

ft±

14 Industry

AnintroductiontoIndustry,agrou.pof
businessesthatprodwceasimi}ar.productor
provideasimilarservice.Exereisesin
paragraphoutliningandinstructural
analysis.

ML.

15 Statisties

.

AnintroductiontoStatistics,asetofmetr
hodsusedtocollectandanalyzedata.
Anexerciseinout1iniitge

mt
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＝ドイツ語1（その1）＝（TV）
　　　　　　　　　〔主任講師翫矯灘鶏糊〕

全体のねらい

　その1では・ドイヅ語の語学力の基礎となる文法知識と、その活用方法を習得する。また、単に文法
規則や単語を暗気するだけの勉強に終らぬように、メディアの特性を考慮して、言葉の背景にある文化

を、少しでも理解していただくために、毎回ドイツ都市を紹介していく。その1の授業は、ラジオを通

じての．その2の授業と裏表になって訟り、授業の進み方に注意をして下さい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

ドイツ語とは、どんな言語か？ドイツ語の歴史
辻　　　　　理

1 Beginnen　Wirl
や他の言語との関係を説明、発音や読み方を学び

ﾜす◎
（放送大学教授）

?@山　　　純
（明治学院大学助教授）

名詞の性別や動詞の現在人称変化など、最も基

本的：な文法事項を説明し、必要な語彙も表示して

2 Rothenburg－1 学習が本格的になのます。 同　上

非入称表現や名詞の複数形、複合名詞の性別の

決め方などがこの課の文法事項。慣用句を用いた
3 Rothenburg－2 会話もあり、基本語彙も増えます。 同　上

都市紹介の文章も長くなり、文法事項としては

前置詞が出てきます。その格支配を覚え、最後の
4

Warzburg　亭

応用文は自力で和訳すること。 同　上

特定の状況で前綴りが切りはなされる分離動詞

Frankfurt　am
を扱レ・、ドイツ語の文章の特徴となっているワク

5
Main

構造の勉強をします。 同　上

再帰動詞の説明と形容詞の用法上の問題点、そ

れにdaB一文と呼ばれる副文を扱います。副文で
6 D疽sseldorf 重要なのは定形の位置です。 同　上

現在完了形を扱い、完了時称を作るときの、動

詞のhaben支配とsein支配を解説。曜日や四季
7 Hameln などの名前も覚えましょう。 同　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 Der
qattenfanger
uo：n　Hame　1：n

折り返し点です。野外劇を楽しんでください。

w示代名詞の説明と、数字や時刻・金額の言い表
ｵ方の練：習。 中　山　　　純

9 Goslar

　疑問詞の説明と、付加語の形容詞が並んだ場合

ﾌ注意事項。疑問詞のない疑問文の定形の位置。

同　一上

10 Hamburg

　形容詞の比較の作り方、関係代名詞に導かれる

ﾖ係文、従属と並列の接続詞などを扱います。i接

ｱ詞の種類と語順との関係に注意。 同　上

11 Berlh－1

　ここではドイツ語の「態」の問題、つまり能動

ﾔと受動態の作り方を取りあげます。「態」の違

｢は、物の見方の違いです。 同　上

12 Berlin－2

　文法事項として、接続法学1式を解説します。

p法上の問題や、直接法の時称との対応関係がそ

ﾌ中心です。 同　上’

13 M茸nchen－1

　接続法第H式の作り方と用法を勉強します。放

落�ﾆでは、12課から14課までクラオスとガーービ

ﾌスケッチも扱います。 同　上

14 M茸nchen－2

　一応初級文法を学んだところで、簡単な造語の

菇@を説明します。これは辞書をひくときに知っ

ﾄいると便利です。 同　上

15 Viel　Erfo19！

　この最後の課には、クラオスとガービのスケッ

`の台詞を掲載します。復習を兼ねて読んでくだ

ｳい。初級の総まとめです。
辻　　　　程
?@山　　　純
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＝ドイツ語1（その2）＝・（R）

〔主任講師翫驕羅大隷劃

全体のねらい

　その2の授業では、主としてやその1で説明した文法事項の定着と、基本的な語稟の習得を目指す。

更に、発音やイントネーションの練習もするので、その2の授業はドリル練習が中心になる。ヒヤリン

グと「書く」練習のためには、その2の7課からディクテーションが用意されている。その1の授業と、

あわせて、総合的な語学力を身に付けてほしい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

学習の要点：1）発音　2）動詞の現在人称変化

3）名詞　4）人称代名詞　5）冠 辻　　　　　理
1 Beginnen　Wir1 詞

中　山　　　純

学習の要点：1）発音　2）定冠詞／不定冠詞

（4格）　3）名詞　4）疑問詞
2 Was　ist　das？ was／WO 同　上

学習の要点：1）発音　2）定冠詞／不定冠詞

3 Wias　sche：nkst
р普@ihm？

（1・4格）　3）人称代名詞（3
i）　4）前置詞 同　上

学習の要点：．1）発音　2）現在人称変化（幹母

音が変音するもの）　3）前置詞
4 Sie　ist　hUbsch博 4）形容詞（述語的用法） 同　上

5）人称代名詞（3格）

6）Diktat

学習の要点：1）動詞の過去形　2）分離動詞

3）否定の表現

5 Was　hast　du
高盾窒№?氏@vor？

4）テレビLEKTION5のTEXT 同　上

学習の要点：1）数詞の練習　2）再帰動詞

3）形容詞　4）所有代名詞
6 W隻e　alt　sind 5）否定の冠詞kein 同　上

Sie？ 6）テレビLEKT　I　ON6のTEXT

必習の要点：1）複合時称　2）形容詞の付加語

Wirst　du 的用法　3）Diktat
7

morgen　zu　uns 4）テレビ：LEKT　I　ON　7のTEXT 同　上

ko㎜en？…
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

学習の要点；1）話法の助動詞　2）話法の助動

：Franz：k：ann　gut 詞に準ずる動詞　3）話法の助動詞 辻　　　　　理

8 K1段vier の応用　4）Diktat

spielen 中　山　　　純

学習の要点：1）話法の助動詞　2）時刻の表現

9
Wie　spat　ist
?唐鰍?et？

3）疑問詞　4）命令文　5）テレ

rLEKT　ION　9のTEXT
U）Dikもat

同　上

学習の要点：1）関係代名詞　2）形容詞（副詞）

Ist　Hamburg の比1較　3）テレビLEKTION10
10 kleiner　alS のTEXT　4）Diktat 同　上

Berlin？

学習の要点：1）受動態

Von　we血wird 2）テレビ：L：EKION　11のTEXT

11 er　ger濃fen？ 3）Dik七at 同　上

学習の要点：1）接続法嗣1式の練習

Seien　Sie 2）テレビ：LEKT　I　ON12のTEXT

12 etwas 3）Diktat 同　上

geduldiger！
匹

学習の要点：1）接続法第H式の練：習

W敵rden　Sie 2）テレ・ビLEKT　I　ON　1＄のTEXT

13 m重r　das　Buch 3）Diktat 同　上

mitbringen？…

学習の要点：1）接続法高■式の用法（話法の助

K6nnten　Sie 動詞を中心にして）

14 mir　eine 2）テレビLEKT　I　ON14のTEXTL 同上
Auskunft　geben？ 3）Diktat
●　●　●

学習の要点：副文の練習

15 V孟el　Erfo19！ 同上
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＝ドイツ語H－A＝（R）

〔主任講師竃辻 三（放送大学教授）〕

全体のねらい

　ドイツ語1につづく講義である。若いドイツ人夫婦クラオスとガービの日本体験を枠とし：ながら、

現代のすぐれた作家・思想家のさまざま左文体に触れていく◎文章の構造を分析的・理知的に解明し

ていくことと、言葉をきっかけとして想像力を駆使することが、実は同じ根拠に立つものであること

を体得していきたい◎

回 テ　　　一・　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1

Gabian　ihre　　　　　　　　　o

dIter：n

i両親にあてたガ

　日本に無事到着したことを知らせて、その目

ﾉ映った日本人の姿、女性、男性、子供たちを

`写していく。カルチャ・ショックの始まり？

@　　　　　　　　舶

辻　　　　　理
i放送大学教綬）

jゲシュ
一ビの手紙） テイヒ夫人

日本の先生とクラオス、ガービの若夫婦◎

Gesprach　mit 「何でも好きなように教えてほしい」という日

2
einem　japanisch－
モ氏@Se：nsei

本の先生。一定の目標やカリキュラムがあるは

ｸだと思って怒るクラオスゼなだめるガービ。

同　上

日本の先生との会話 o

テキストだのドイツ語だのと言っても、実に
Schwierige 千差万別。その内容はまた必ず形式にあらわれ

皇 TextauswahI
iやっかいなテキ

る。日本人のロマンチック：なドイツ像に困惑し

Fながら、テキスト選びをする若夫婦。

同　上

スト選び）

，クラオスとガービは、自分たちの変化の足跡

4

①　　　●

t’ber　Tageb｛玉cher

@日記について

を書きとめるために日記をつけようとする。カ

lッティの日記についての一文が想起される。

?ｭまで言葉による意識化を要求した文章。

同　上

カフカの小品「出発」の解読。言葉が分って

5

Gesprach　zu
hAufbruch“
w出発』について

も、内容が分るとは限らない。想像力を駆使し

ﾄ、自分で文学を完結させることが必要。 　rｯ　上

の会話

哲学者ニーチェが正当防衛を論拠にする軍事
Das　Mittel　zum 力保有を攻撃。

6 wirkl　i　chen　Frie：nd クラオスとガビは日本語で夢を見た？ 同　上

本当の平和への道’

西独のすぐれた科学評論家ディトフルト教授

7
ZumUbe　rleben？

ｶき残るため？

の論文の一節。私たちの脳は、自然を客観的に

F識するためでなく、私たちが生き残るために

ﾅきているのであろうか？1本の垂直な線の物

同　上

語ること。
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

Warum　ein　Deut一
T教授登場して、なぜ白々辞典かの長広舌◎

8
sch－Deutsches
v6rterbuch？
ﾈぜ独々辞典か？

ゲルハルト・ヴァーリヒ著「現代独々辞典」の

?ｶの一節を読み、他の辞典からいくうかの項
ﾚを紹介。

辻　　　　　理ニゲシュ

@　ティヒ夫人

9

Spr包che　and

fesellschaet亙

ｾ語と社会亙

　ある新聞のインターヴ識記事から。たとえば

j廃棄物処理場をめぐる言葉の使用について。

｢ったい言葉は、嘘をつく道具なのだろうか。 同　上

（言葉で嘘をつく？）

Sprache　and 公開討論の一部。ドイツ語にもアメリカ語は

Gesellschaet　H 非常に多く流れこんでいる。その原因を探り、

10 言語と社会H 一見矛盾して見える社会と言語の相互作用を解 同　上

（ドイツ語に澄け 明しようとする。アメリカ反対を叫ぶ若者たち
るアメリカニズム） の方が、かえってアメリカ風なのだ。

どうもドイツ人の短い作品は、まじめくさっ
Der　Ha血or｝and 　　㌔

ﾄばかりいる、と嘆くガービ。そこでブレヒト

11 die　Deutschen に登場していただき「形式の素材」の訓話を一 同　上

ユーモアとドイツ入 つ。

クラオスもガービも時に日本で体験するカル

Kalturschock
チュア・ショックに耐えられ：ない。　「あひるの

12 博士」ローレンツが、「慣れたもの」への憧れ 同　上
カルチュア・ショック を解明。

現代スイスの作家ペーター・ピクセルの「ロ

ルRoman“
マ〒ン（長編小説）」という超短篇小説。そこ

13 に見られる現代性についてクラオスとガービが 同　上，
ロ　　　　マ　　　一　　　　ン

議論。

ドイツ語圏での流行語の一つ、「批判的」と

”Er’be“
いう言葉でも、実に千差万別に用いられ、意図

14
受け固い，だもの

し意味するところが正反対になりかね：ない。今

ﾍ西ドイツに暮らすクンツェのわさびの利いた

同　上

小品Q

クラオスとガービは、都市の姿こそ、ヨ一頃

15

o　o

tber　Stadte
ッパの歴史を如実に物回るものと考え、拝情と

tァンタジーのあふれるベンヤミンのベルηン 同上
都市について 　　　　鷺`写を想起する。歯が立つか立たないか。
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＝ドイツ語H－B1＝（R）
〔主任講師　辻 理（放送大学教授）〕

全体のねらい

　「ドイツ語三一傘」で抽象的な思考への糸口を把握したものと考え、「皿一B1」では印刷教材の

：量をふやしていきたい。印刷教材をreflexivに扱い、解釈する態度が求められる。世紀の転i換期に

ミュンヘンに活躍した作家たちの作品を取上げるが、1945年のTh．マンの発言までをも視野に
収めつつ、政治的状況が文学に複雑な影を落しているさまを言語表現の中に見ていく。

回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

7年間の日本滞在を終えて、ドイツに帰国し
たニゲシュティヒ夫人にあてた手紙。南のミュ

1 Brief　aus
iapan

ンヘンで暮らす北ドイツ人は、何を感じている

ｾろうか？
辻　　　　　理
i放送大学教授）

かつての芸術家居住区シゴヴァービングは、

今はただ不動産屋が跳梁するところ。かつての

2
Brief　aus
l廿hchen

面影は全然ないとのむごいご託宣。 同　　　上

シュヴァービングの現在がそういうことであ
るなら、残された作品によって、私たちはこれ

3 Simp璽＜1＞ を再生させなくてはならない。、Ri㎎elnatzが
`く芸術家酒場ジンプル。

同　　　上

芸術家酒場ジンプルの続き。Ringelnatzは
ついにこのジンプルの座付記入に昇格する。

4 Simp1＜2＞ 同　　　上

そのRi㎎elnatzのひりりと皮肉の利いた可
Gediehte　von 愛らしい詩と、ぐさりぐきりと人を刺すアナー

5 Ringe璽natz キストM甑sa鵬の詩…。 同　　　上

und　M曲sam

一

We　dek　i　ndは当時のシュヴァービングの大御

所。‘芝居の自作自演もしばしば。そのWedeki一

6
Die　Schutzimp－
?浮獅〟q1＞

ndがめっぽう不道徳な不倫物語を語って聞か
ｺる。

同　　　上

こんな予防接種を女房にされたら、世の亭主

7
Die　Schutzimp－
?浮獅〟モQ＞

たるもの生きた心地もしまいという、奇妙な話
ﾌ続き。 同　　　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
Der　Herr
eisch6tter＜1＞

　伯爵家の生まれでミュンヘンのボヘミアンに
Fなった女流作家、：Franziska　Grafin　zu　Reven－
狽撃盾翌ﾌ作品。 辻　　　　　理

i放送大学教授）

9
Der　Herr
eisch6tter〈2＞

　この作品、やはり世紀末の特徴をそなえてい
驍ﾆ言えそう。女性と死と動かすことのでぎな
｢運命がその主題。 同　　　上

10 Der　Herr
eisch6tter＜3＞

　かわうそ氏のせいで恋人を失った方もかわい　　　　　　　■　　　　　●　　　　　o　　　　　●

ｻうだし、罪もないのに決闘で殺されるかわう
ｻ氏もかわいそう。かわいそうな入がいて初め

ﾄ物語ができ上がるのだろうか。

同　　　上

11 Kriegserk1乞rung

　不遇な女流作家：Lena　Christの作品。第1次

｢界大戦が勃発したとき、なぜミュンヘンの入
Xはインテリをも含めて、あんなに喜んだのであ

?､。

辻　　　　　理

蛛@貫　敦　子
i放送大学助教授）

12 Raterepub】ik

　1919年、たったの一か月足らずのことで
?驍ｪ、ミュンヘンにはレーテ共和国の政府が
a生した。その首i班となったErnst　TolIerの
黷骼vい出。すごい混乱。

同　　　上

13
：F】ucht　und

uerhaf　tung

　・レーテ共和国の首班であったTollerは、今

ﾍ厳しぐ追われる身。ようやくかくまってもら
ﾁた家でも、裏切り者の女に密告されてしまう。 同　　　上

14
Ohrfeigen　und
gau　sve　rkauf

　これはKarl　Valentinの二つの作品。いや
ﾅも笑っていただかないと、ミュンヘンから化
ｯて出そう。どこか氷りつぐようなValenもin
闖ﾎい。

辻　　　理

15
Mit　Thomas
EMann

Thomas　Mannはミュンヘンに住み、ミュンヘン
�､し、ミュンヘンで傑作を書きあげた人。そ
ﾌMannがいかにミュ；ジヘンをまもり、またドィ

b文化をまもろうとしたか。
同　　上
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　　＝ドイツ語H－B2＝（R）
〔主任講師：岩崎英二郎（独協大学教授〉〕

全体めねらい

　現在、ドイツの新聞や小説などでごくふつうに用いられている文章語が楽に読めるような実力をつ

けること。それを目標としてテキストの読解、「ドイツ語1」では扱われなかった文法事項の解説、

それと関連した独作文の練習を行う・単にドイツ語を受動的に理解するだけでなく、ドイツ語で自分

の考えを発表する力をつけることの重要さを強調したいと思う。

、

回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
Die　elektronische

fesellschaft（1）

文法解説　一話法の副詞一
O作文（1） 岩　崎　英二郎

i独協大学教授）

2
Die　elektronische
fesellschaft（2）

文法解説　一語構成（1）一’

ﾆ作文② 同　　　，上

3
Die　elektronische
fesellschaft（3）

文法解説　一語構成（2）一

ﾆ作文（3） 同　　　上

4
Die　ele：ktronische

fesellschaft（4）

文法解説　一語構成（3＞一

ﾆ作文（4） 同　　　上

5
Die　elektronische
fesellschaft（5）

文法解説　一文の種類一
ﾆ作文（5） 同　　　上

｡

6
Die　elektronische

fesellsehaft（6）

文法解説　一文の構成要素一
O作文（6）

同　　　上

7
Die　elektro：nische

fesellschaft（7）

文法解説　一補足成分と添加成分（1）一

O作文⑦ 同　　　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
Die　elekしro：nische

fesellschaf　t　（8）

文法解説　一補足成分と添加成分（2＞一

ﾆ作文（8） 岩　崎　英二郎

9
Die　elektronische

fesellschaft（9）

文法解説’一付加語一

ﾆ作文⑨ 同　　　上

10
Die　elektronische

fesellschaft⑩

文法解説　一三語法（1）一

迯?ｶ⑩ 同　　　上

11
Die　elektronische
fesellschaftα1）

　、ｶ法解説　一配語法（2）一

ﾆ作文⑪ 同　　　上

12
Die　elektronische
fesellschaftα2》

文法解説　一心態詞一

ｱ作文⑫ 同　　　上

13
Begeg：nungen　mit

eritz　W　　（1）

独作文⑬．

同　　　上

14
Begeg：nu㎎’en　mit

eritz　W　　（2）

独作文働

同　　　．上

15
Begegnungen　rnit
eritz　W　　（3）

独作文⑮

@　　　　　　　曳

同　　⊥
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　　＝フランス語1（その1）＝（TV）
　　　　　　　　一生きた会話表現一

〔主任講師：福井芳男（放送教育開発センター教授）〕

全体のねらい

　視覚による状況の把握とフランス語の音との結びつきが、自然に行なわれるよう、アニメ、ロケーショ

ンなどによる素材を使い、発音練習、構文練習を併用して、聴き、話し、理解する能力を潤養する。よい
発音習慣と少数の文法の運用能力をつけて、フランス語の入門とする。’ ﾁに構文感覚の養成を重視する。

回 テ　　　一・　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

フランス語の母音・半母音・半母音、むずかし

BonjouちViriane い子音や名詞の性、名詞の数、名詞標識語（不定 福井　芳男
1 （こんにちは、ヴ 冠詞）など。 （放送教育開発セ

イヴイアーヌ） ンター教授）

零

フランス語の発音上の注意と動詞の不定形、℃r

動詞の直説法・現在形、疑問形、否定形、定冠詞
2 11sざamusent の縮約など。 同　上

（彼らは遊ぶ）

リエゾン、アンシェヌマン、エリジョンの解説

3
Pres　d直ne　ferme

i農場の近くで）

etreの直説法・現在形、形容詞の女性形、導入
撃ﾈど。 同　上

フランス語のリズム段落について。文法解説は

4 IlS　VOnt　VOyager
@　（旅　行）

avoirの直説法・現在形、主語のon、形容詞の位

uなど。 同　上

第1課から第4課までの総復習。さらに冠詞以
外の名詞標識語のまとめ、「子供たちの言葉の習

5 復　　　習　（1） 得」’についてアドバイスなど。 同　上

alleとfaireの直接法．現在形もilが使わ

6 Dan魯　le　train
@（車中で）

れる非人称構文、時間の表現など。

同　上

理合過去形の誰明と否定のいろいろな型（否定

AIa　sortie　de　la の副詞・否定の代名詞）など。
7

ga「e 同　上

（駅の出口で）
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回 テ　　　・一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

半過去形の説明と各種の代名動詞について。

Au　jard重n　des
8 Tuiler丘e 福　井芳　男

Cチュイルリー公
園で）

入曽代名詞、肯定命令文と人称代名詞、強勢形

AuQ隠rもier 人称代名詞など◎

9 ］Latin 同　上

（カルチェ・ラタ
ンで）

第6課から第9課までの総復習。finirの直説

法・現在形と不規則動詞の現在形。ヴェルレーヌ

10 復　　　習　（2） の有名な詩を味わってみる◎ 同　上

中性代名詞enとyの用法。　devo　i　rの現在形、
、

11
：Les　images
i画　　　像）

動詞＋不定形について述べる。

同　上

動詞の未来形の形と用法、命令形と代名詞につ

12
Sur　laSeine
iセーヌ河で）

いて。

同　上

形容詞・副詞の比較級・最上級、フランス語の

13
Le　matin
i朝）

6文型に：ついて。

同　上

複文（並置文・等位文・従属文）と門門（名詞

14
Adieu
iさよう＝なら）

節・形容詞簾・副詞節）の説明。　　　　　　　　　　｝　・

同　上

第11課から第15課までの総復習。文型の展開を

名詞グループ、動詞グルrプにわけて学ぶ。

15 復　　　習　（3） 同上
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　　＝フランス語1（その2）＝　（R）

〔主任講師：福井芳男（放送教育開発センター教授）〕

全体のねらい

　ラジオというメディアの特性を考え、音の直接把握と学生の反応の敏速化をねらう。同時に文法項目

をこまかに、体系立てて解説することによわ、フランス語の理解を深め．聞き、読み、話すという能力

の基礎を与える。テレビ（フランス語1－A）と関連させ、発表能力と構文知識をより深めて行く。

回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

簡単な基礎会話を習得しつつ、フランス語の発

音訓練、綴り字の読み方を勉強する。母音、鼻母 福井　芳　男
1 会話　と　発音 音、むずかしい子音、リエゾン（連読）、アンシ （放送教育開発セン

エヌマン（連音）、エリジョン（母音省略）など。 ター一教授）

動詞の現在形を通じ、基本文型とその変形の基

2
動詞の変化と否定文・疑問文er

礎を習得する。

同　上

冠詞類と名詞との関係を覚え、かつ名詞の性・

数、Cもst一，　Ce　sont一一：など導入詞を勉強する。

3 名詞と名詞グループ 同　上

基本的な2つの動詞の現在形を学び、そのさま

ざまな用法を勉強する。他に国籍を表す名詞（形
4 avoirとetre 容詞）、国名と性、定冠詞の縮約など。 同　上

形容詞の女性形、形容詞の位置と、数詞、時間

5
形容詞と数・時間の

¥現

の表現を学ぶ◎

同　上

基本的な不規則動詞の直説法・現在形を学ぶと

6 6文型と動詞の現在

`

ともに、フランス文の6文型を理解する。

同　上

天候、時間などの表現、さらにフランス語で多

く使われる動詞＋不定形の結びつき方を説明する。

7 非入称構文と動詞句 同　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

疑問代名詞、疑問形容詞、疑問副詞によるさま

ざま：な疑問文型と、重要な不規則動詞の変化につ

8 疑問文と動詞の現在 いて述べる◎ 福　井　芳　男

形

否定のさまざまな型と重要な不規則動詞の変化
に触れる。

9 否定文と動詞の現在 同　上

形

最上級、人称代名詞の用法、位置などを学び、

10
代名詞と形容詞・副

撃ﾌ比較級・最上級

さらに形容詞・副詞の比較級・最上級について勉

ｭする。 同　上

再帰的代名動詞、相互的代名動詞、受動的代名

11
代名動詞と中性代名

撃?獅ﾆy

動詞、本質：的代名動詞について勉強し、かつ中性

纐ｼ詞enとyの使い方を学ぶ。 同　上

複合過去、半過去、大過去の3つの過去の表現

12
動詞の過去形とその

p法

様式を説明し、その形を覚える。ほかにリエゾン

ﾌ解説も。 同　上

変化がやや複雑な未来形とその用法について説

13
動詞の未来形とその

p法

明し、前未来形にも触れる。さらに命令形のさま

ｴまな形と、使役動詞としての1aire＋不定形を

ﾗ強する。

同　上

関係代名詞のしくみと過去分詞の一致、現在分

14
関係代名詞と現在分

詞の用法、ジェロンディフの用法などを勉強する。

同　上

基本文型とその展開の諸様式を学習し、また複

文とはなにかについて説明する。さらに受動形、

15 文　の　構　造 se　faire＋不定法にも触れる。 同上
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＝フランス語π一A＝（R）
〔主任講師：福井芳男（放送教育開発センター教授）〕

全体のねらい

　複文構造をまず把握することによって、読み、理解するという方向に前進する。それもラジオというメ

ディアを通じて、フランス語のイントネーションの理解を深め文のみならず思考のリズムをつかまえるよ

うにする。さらにさまざまの型の文章に接し、フランス語の文章に慣れるようにする。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

まず副詞節・特に仮定節を学び、それとの関連

Si…（もし…） で条件語を勉強する。 福　三芳　男
1 （放送教育開発セン

副詞節と条件法 ター教授）

名詞節の一環として間接話法を学ぶか、必然的

11　a　　dit　que… に時制の一致の問題に触れる◎

2 （彼は言った） 同　上

間接話法と時制の
一致

名詞節内に澄ける接続法（現在形・過去形）を

Je　voudrais… 学ぶとともに、その形を習得する。
3 （…したい） 同　上

接　続　法　（1）

Bien　que　le 形容詞節、副詞節を中心に接続法の用法を勉強

travail　soit する。

4 difficile 同　上

（仕事はむずかしい
けれど）接続法（2）

Signe　de 単純過去を用いる文に澄ける過去の体系を学び、

lhisto　re
歴史、小説などの記述文への導入部とする。

5
（歴史のしるし）

同　上

単純過去の体系

読解訓練の最初は手紙・生活に必要なやさしい

：Lettres 手紙や、練習では少しきちんとした手紙など。フ
6 （手紙） ランス語の手紙は日本での手紙の書き方とはかな 同　上

文章読解（1） り異なった注意を必要とする。

Metる。　et 天気予報や事件の報道の文体を新聞記事から勉

rapport　dムn 強する。速報を重んずるジャーナリズムには、多
7 fait くのパターン、きまった言い回しがある。 同　上

（天気予報と事実の
報道文）文章読解（2）
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）髄

8 文章読解③

歴史記述文（事実を語るものだけ）と軽いコン

g。洗練された笑いには、いろいろな要素が必要

ﾅある。 福　井　芳　男

9 文：章読解（4）

　軽い笑い話、インタビュー記事。話し言葉の気
yさと書き言葉のまじめさが混在するインタビュー記事は、現在かなり発行している発表形態。

同　上

10 文章読解（5）

　書き言葉への移行。書き言葉には単語の明確化、

ｮ詞の名詞化：など、フランス語が知的で理窟っぽ

｢といわれるさまざまな特徴がある。歴史記述文

�t記。

同　上

11
フランスと日本（1）

i文章読解）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」@パリについての簡単な紹介、パリ人気質など。　　、さらに第14課まで4回にわたり、日仏交流の歴史

�Uり返る。 同　上

12 フランスと日本（2）

　フランス語と外来語について。フランス語の純

?ｳを譲ろうとする動きと、英語を使ってしゃれ

鼬ｾい方をしてみたい流行性と… 同　上・

13 フランスと日本（3）

　日本のことを何も知らないフランス人に、日本

ﾌ風俗習慣や食物などを説明するにはどうするか。

tランス語のよい練習に：なる。 同　上

14

Decionゑ　la■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・Japonalse

i日本的決定法）

tランスと日本（4）

　ロベール＝ギランの日本的な方針決定法を読み

ﾈがら、フランス人に見られる日本理解の進展に

ﾂいて考える。 同　上

15

La　France　etle
iapon
iフランス詩の翻訳）

tランスと日本（5）

　ヴェルレーヌらのフランス語の詩を美しい日本

黷ﾉ移しかえた。

同上
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＝フランス語H－B1＝（R）

〔主任講師霊福井芳男（放送教育開発センター教授）〕・

全体のねらい

　H－Aまでに習得した文法知識と語彙力の基礎的な部分によって、かなり高度のコミュニケーショ

ン能力が発揮できることを示すため、三一B－1に旧いては会話力、発表力の開発に重点を置く。特に

重要な状況を想定して、相手の意見を聞き、自分の考えも述べられる。知的なコミュニケーションができ

るようになることを目標とするすべての課にフランス人、日本人ゲストによる実習をも含む6

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

まず自分が何者であるかを相手に知らせること、

ついではある人物を別の入にこまかく紹介する術
1 自　己　紹　介 を学ぶ。 福　井芳　男

（放送教育開発センター
教授）

相手にいろいろと情報をたずねる場合の言いか

た。この場合聞きとり練習も兼ねることが必要で
2 情報の求め方 あろう。 同　　　上

仕事の上でいろいろな指示を出し、また命令を

出す場合の言い回し、答えかたを学ぶ。
3 指示、　命令 同　　　上

フランス流に適確な博報を与える場合、特に二

ユース、コメント、日常生活情報などの一与え方を
4 情報の与え方 学ぶ 同　　　上

1－4までのパターンを復習するとともに応用
会話を通じて短かい応答に必要な合の手、成句な

5 復習　と応用 どを学ぶ。 同　　　上

まず自分の考え、意見を述べるための表現を学

6
意見、判断の述
@　’　　　べかた

ぶ。

同　　　上

相手、あるいは第三考の意見に賛意を表し、あ

るいはそれを支持する言いかたをさまざまのニュ
7 賛意支持の表現法 アンスで表現できるように訓練する。 同　　　上
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

議論に澄いては必らず反論が必要となる6時に

西欧の入たちとの議論では反論の技術が必要とな

8 反論の言いかた る。 福井　芳　男

6，7，8課に憎いてニュアンスをつける練習をす

るがそれをふえんして疑いなどの表現を加え、さ

9 疑い、保留の表現法 らに論理立ての問題に触れる。 同　　　上

6－9までのパターンを復習するとともに応用

会話を通じて議論などに必要な合の手、成句、書

10 復習　と　応用 き言導的な言い回しを学ぶ。 同　　　上

11－14までは感情をこめた言い回しの練習に
、

なる。まずは感嘆文について学ぶ。

11 感　　嘆　　　文 同　　　上

感情表現基本的なものは喜び悲しみである。

1－10までに学んだ平常の情報伝達、議論などの
12 喜び、悲しみの表現 場合にもこれらの表現をいかに生かすかも考える， 同　　　上

ここでは以上の感情表現のほかに単語の使用法

13
怒り、憎しみ、

@楽しさの表現

によってどう感情を表わすかという三栄論的な側　　　　　　　　　　　　　　　1面も検討する。

同　　　上

すでに会話に澄ける修確率な面は何度かとりあ

げていると思うが、ここでは特に皮肉、からかい、

14 皮肉、優しさ誇張 誇張などの面を中心にしていわば会話のテクニッ 同　　　上

クについて考えてみる。

11・一一14までの復習とともに俗な表現、上品な表

現という位相の問題に触回る。

15 復習　と応用 同　　上
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　　　　　　　　　　　　＝フランス語皿一B2＝（R）

　　　　　　　〔主任講師：福井芳男（放送教育開発センター教授）〕

全体のねらい

　書き言葉を中心として、社会、人文系のフランス語文献を読むよすがを作るための回読をおこなう。
これは文学作品を読むために十分役立つであろう。特に新聞、雑誌での記事を読むための入門とし、

フランス社会での重要事項『日常生活』『女性の（地位の）問題』『教育問題』をとりあげてフラン
ス社会へのアプローチの鍵をそこに見出そうと考える。そして書き言葉への入門となればよいと考え

ている・現実の事象について考える力をつけることがフランス語の力をつけることになるめである。

回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

フランス入の生活で最も重要なもののひとつが
食事である。しかし、現代生活ではどう変わって 福井芳、男

1 食事：新しい食うこと きているのだろうか。 （放送教育開発セ

ンター教授）

専 井　戸　桂子
（放送大学助教授）

現代のあらゆる変化にもかかわらず、フランス
料理は依然としてフランス文明の最も重要な産物

2 食通　の　天　国 のひとつである。その中心にリヨンがある。
同　　上

「毛糸の靴下の中に」金貨をひそかに貯めてい

3
フランス入の金銭

ｴ覚

るというのは、フランスについて一般的にもたれ

ﾄいるイメージであるが、現代社会では、それが
ﾇうなっているであろうか。

同　　上

家族はしばしば糾弾されてきたが、多くの入が

まだ執着しているものでもある。現代社会の中で

4 家族　の　変化 フランスの家族はとうなっているのだろうか。
同　　上

バカンスはフランスでは大切な制度になってい

5
バカンスによる大8

｢なる断絶

る。バカンスがどのようにフランス人の中に入り
ｱんでいるか◎この問題を考えることはますます
ｭ達するレジャー文明を考えることになる。

同　　上

女性の地位向上は20世紀後半、全世界での重
要問題である。先進的な役割をしてきたフランス

6 生命を与える女性 だが、どういうふうに問題をとらえているのだろ 同　　上
うか。まず母性と女性の解放の問題がある。

女性が働くときどういつだ問題があるのか。特
に過労、心労は並たいていのものではない。

7 働く女性の問題 同　　上
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面 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

女性解放の重要な担い手であり、女性問題省の

大臣もやった、フランソワーズ・ジルーの手記か 福　井芳　男
8 女性の戦い（1） ら、まず女性の解放の基本問題に触れている部分

をとりあげる。 井　戸　桂子

女性解放問題で、ジルーはシモーヌ。ド。ボー
ヴワールの立場を批判しているが、これは、問題

9 女性の戦い（2） のむずかしさをさらに明確化する。 同　　上

総括として、女性の労働の状況を、働く女性た
ちがどう見ているか、という問題をとりあげる。

10 女性　の労働 同　　上

社会の根幹は教育にある。まずフランス人と学

学校：入生につい
校とめ関連についての記事を見る。

11
てのある種の概念

同　　上

公式の選別（バカロレア）の他に、バカロレア
内での格づけ、そして重要なリセへの優秀な生徒

12 秘か　な　選別 の集中化現象が見られる。 同　　上

フランスの公立絶対化がどうぐずれているか、
日本の現状とくらべて、たいへん興味ある現象が

13 私学の新た：な成功 起っている。 同　　上F

フランスの高等教育で最も特徴ある、グランド

エナ（E。N．A・）に
ゼコルの問題を見ていく。

14 同　　上
入ること

68年5月、大学を吹き荒れた騒動とは何であ

15
5月の事件とその

e響

つたか。それはどういう影響を与えたかを見る。

同　　上

一173一



　　　　　　　　　　　　　＝ロシア語（前半）＝＝（R）

　　　　　　　　　　〔主任講師：浅岡宣彦（大阪市立大学助教授）〕

全体のねらい

　ロシア語前半では名詞の格変化と動詞の人称変化に的を絞の、基本的文型、文例をえらんで分かり易

い内容のものにしたい。そのために最少限必要な文法の基本的事項を厳選し、使用語　を制限し、ロシ

ア人に吹き込みを訟願いして、耳からの学習の利点を生かしていきたい。

回 テ　　　一・　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 文字と発音（1）

アルファベット　　●母音
q音の分類　　　　・有声子音と無声子音アクセント　　　　・母音の弱化（1）aと。の場合子音の音声的変化（同化現象）

　浅　岡　宣　彦

蜊緕s立大学助教授）

2 文字と発音（2）

軟子音　　　　　　。二二記号b
O音記号も　　　　＠母音の弱化（2）分とeの場合正書法の規則

d母音字と三三音字の語尾に澄ける対応
同　上

3
第1課

ﾈ単な文章

ロシア語の品詞　　。「ある、いる、でφる」活動体名詞　　　　・疑問文とその答え等位接続詞M，a，　HO・Aではなくて：BAか：B：か　　　　　　　。イントネーション

同　上

4

第：2課

ｼ詞の性・数・格

名詞の性（男性・女性・中性）・名詞の数
ｼ詞の格　　　　　・若干の特殊な複数形名詞の単数主格　　・人称代名詞所有代名詞

同　上

5
第3課
ｮ詞の人称変化（1）

ｼ詞の対　格

動詞の不定形　　　・動詞の現在（1）一高1変化一

ｮ詞の現在②一若干の特殊変化一
^問代名詞KTq　qTOと名詞の単数対格
?ﾌ代名詞の対格　。他動詞

同　上

6
第4課
ｮ詞の二二変化（2）

ｼ詞の前置格

動詞の現在（3）一三2変化一
q音の交替A、歯音変化　B、唇音変化HO　pycCKHとpyCCKHH　只3bIK

ｼ詞の単数前置格　・不変化名詞 同　上

7
第5課
`容詞の長語尾形

形容詞の長語尾形　　。形容詞的代名詞
ﾂ数詞（1一・10）　　。順序数詞
`容詞の述語的用法　。動詞ObITもの過去と未来動詞｝KHTb、　XOTeTL・時を示す副詞

i補語的）従属複文

同　上
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回 テ　　一　　　マ 内、　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
第6課
ｮ詞の過去、命令法

動詞の過去

^問詞KTO、qTOと述語動詞の過去
ｽ令法（2人称）
s定人称文　　　　⑦副詞
j日の表現　　　　。形容詞から派生した名詞

浅　岡　宣　彦

9

第7課

ｼ詞の生格

名詞の単数生格

^問詞KTO、qTOと人称代名詞の生格
ｶ血の用法rAは8を持っている」
ﾛ定の生格
匇ﾔを示す対格　　⑪個数詞2，3，4と名詞の生格

xMe　TbとMoqb　・HN…、HN…、

同　上

10
第8課
ｮ　　詞　　の　　体

動詞の体（不完了体動詞、完了体動詞）

ﾟ去時制に診ける体の基本的意味
ﾛ定文における体　・体と時制
ｮ詞の体の形成

同　上

11
第9課
ｮ詞の未来、一　C分の動詞

動詞の未来（合成未来と単一未来）

ｽ令法と体　　　　・否定文に鉛ける命令法
ﾄ帰代名詞。る6只　・一回分動詞

檮盾ﾌ表現（1）　　．月の名
同　上

12
第10課

ｼ詞の与格

名詞の単数与格

^問詞KTO、qTOと人称代名詞の与格
ｳ入称文　　　　　・不定法文
geTlb3分の用法　　・HpaBNTbC分の用法
ｼ詞の’与格を要求する動詞

同　上

13

第：11課

ｼ詞の旧格

名詞の単数楽章

^問詞KTO、qTOと人称代名詞の造格
｢格の用法　　　　・前置詞。の用法
q語としての造格　・HrPaTbの用法
ﾖ係代名詞　　　　（主格）

同　上

14
第12課
^動の　動詞

運動の動詞　　　　・定動詞の用法

s定動詞の用法
�ﾔ関係を表す表現（r巣？Ky双a？OTK翼a？の問い

ﾉ答える）
齒鰍ﾌ副詞　　　　・のり物の手段

．同　上

15
第13課
恟K編・名詞の格
ﾏ化

名詞の単数の格変化

^問代名詞KTO、qTOの格変化
l称代名詞の格変化
蜉i、生格、与格、対格、国師、前置格の用法 同上
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　　　　　　　　　　　　　＝・ロシア語（後半）＝（R）

　　　　　　　　　〔主任講師：浅岡宣彦（大阪市立大学助教授）〕

全体のねらい

　前半は文法事項の説明が煩雑にすぎた点に留意し、後半では文法事項を絞り、文章の読みを多くし
たい。

回 テ　　　一・　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

16
第14課
ｼ詞複数の格変化
i1）

男性名詞の複数変化

乱ｫ名詞の複数変化

?ｫ名詞の複数変化

迫ﾊを示す性格

　浅　岡　宣　彦
i大阪市立大学助教授）

17
第15課
ｼ詞複数の格変化
i2）・数詞（1）

一bに終わる女性名詞

j性名詞
博撃ﾆ名詞との結合

W合数詞
ﾂ数詞（1）個数詞（2）

同　上

19 第16課
`容詞の格変化

疑問代名詞KaKO益

w示代名詞9TOT，　TOTの格変化

ﾂ数詞と形容詞・名詞との結合 同　上

19
第17課
`容詞的代名詞の
i変化

再帰所有代名詞CB回
�纐ｼ詞BeCb，　caM，　ca恥磁

同　上

20
第18課
`容詞の短：語尾形

男性単数形に論ける母音の挿入

Z語尾形の用法
崇b，双。》三田（ねば：ならない）’ 同　上

21
第19課
ﾌの形成（続〉一…接頭

ｫのある運動の動詞

特殊な接頭辞no一，3a－

艶ﾚ頭辞のある運動の動詞の主な用法

P人称、3人称の命令法 同　上

22
第20課
`容詞の比較級・
寰撃ﾌ比較級

形容詞の比較級

寰撃ﾌ比較級
芒r級とともに用いられる副詞・副詞句

芒r級を含む表現

＆ﾕ人称文

同　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

形容詞の最上級

第21課 副詞の最上級

23 形容詞の最上級・ 順序数詞 浅　岡　宣　彦

副詞の最上級 年月日の表現

概数の表現

第22課 時間の表現　　、

24 数：詞（2）一個数詞 前置詞を用いる時の表現 同　上

の格変化

条件の従属文

25
第23課
ｼ　　　定　　　法

目的の従属文

�烽ﾌ従属文
鴻Vア人の姓名と面諭

同　上

年齢の表現

第24課・
疑問代名詞・疑問副詞

26
否定代名詞・否定
寰戟@　不定代名

同　上

詞・不定副詞

関係代名詞KTO，　qTO，　KOTOPH量，　KaK磁，　q磁

第25課 関係副詞　　　　場所の従属文’

27 関係代名詞・関係 時の従属文　　　原因の従属文 同　上

副詞 結果の従属文　　様態の従属文

i接続詞qTOとqTO6blの用法

副動詞の形成

，28
第26正
專ｮ詞・形動詞（1）

副動詞の用法

`動詞（1）一能弓形動詞（現在と過去）

`動詞の位置

同　上

三三形動詞（現在と過去）

29
第27湯
ﾘ　動　詞　（2）

被羽形動詞短語尾形

`動詞をもつ名詞・形容詞

�ｮ相

同　上

読み物

30
第28課
b　　　　　　法 同上
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　　　　　　　　　　　＝中国語1一（R）

　　　　　　　　e任講師：撃松山醗白白〕

全体のねらい

　漢字は表意文字であるから、表音文字を利用しつつ前半では発音練習に重点を於き、かつやさしい

文型を通して中国語のリズムを習得できるようにする。後半では動詞を中心とした慣用句型に初歩的

な文法の説明を加える○全体を通じ、語順が大切なので、基本表現の文例をできるだけ多くして語順

の習得をめざす◎

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

はじめに、普通話（標準語）について

併音字母（発音記号） 頼　　　惟　勤

1 第1課　発音1 母音（その1、単母音） （千葉経済大学教授）

声調 平　松圭子
母音（その2、複合母音、鼻母鼠特別母音） （大東文化大学教授）

子音

2 第2課　発音11
発音表記のまとめ

ｺ調の変化①茎3声
平松　圭　子

?草l講師
欧　陽　可　強

人称代名詞

3
第3課　蒲旧幕助
iどうかよろしく）

”是”を用いた述語文（主語十是十名詞）

^問文①”刀”

ｺ調の変化②”不”
同　上

声調の変化③軽声

形容詞述語文

第4課 造句助詞　”的”

4 逮本彬艮姓 疑問文②反復疑問文 同上
（この本はとても

よい）

数：のいい方

第5課 年、月、日、時間のいいかた

5 回天几月几号？ 疑問文③疑問詞のいろいろ 同　上
て今日は二月何日 声調の変化④”一”

ですか）

三塁（助数詞）”↑、”、1そのほかの量詞

第6課 動詞述語文目的語の位置

6 三管三三中国朋友 動詞の否定①　”不” 同　上
・（中国の友入が二 声調の変化⑤”几”

旧いる）

程度補語をもつ動詞述語文（造句助詞”得〃）

第7課 程度補語の否定と疑問

7 画得根病難 目的語の前置 同　上
（わたしにそっく 造句助詞”地”

の

りに画けました）
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8

第8課
ｫ所断音楽
iいま音楽を聞い
@　　ています）

動作の進行、持続を表す副詞”自在”

梠ﾔ助詞”着””咤”

^問文④選択疑問
ｮ詞の否定②”没”

平　松　圭　子

?草l講師
｢　陽　可　強

9

第9課
絜ヲ?憎I影
i中国の映画を見
ｽことがあります）

動作の完了、経験を表す時能助詞”了”　”逗”

ｮ了、経験の否定
鼡C助詞”了”

ｮ量詞（動作の回数を表す）

同　上

10

第10課
苳¥看中社披
i私は中国の新聞を
ﾇむことができます）

憎憎動詞”能””会””可以””要”

h虐核”

ﾈ単方向補語”来””去”

綷?竚黷ﾆ目的語の位置

同　上

11

第11課1
Y公吋候看完？
iいつ読み終りま
@　　　　　すか）

結果補語

級ﾊ補語を伴う動詞の否定
?u式”把”による目的語の前置 同　上

12

第12課
Cホ一介人重事励
ﾀ不引力？

i一入で動かせますか）

可能補語

ﾂ能補語の否定
ﾂ能補語を用いた文の疑問型

｡合方向補語①
｡合方向補語と目的語の位置’

同　上

13

第13課
艾ﾈ前好望了
i以前よりずっと
謔ｭなりました）

比較表現①”比”

芒r表現②”象”……一”祥”

@　　　　”眼”　一”祥”
芒r表現③”有”を用いた比較表現

諶撃ﾌはたらき

同　上

14

第14課
шw窓丙ノト多月

iやっとニケ月余り
ﾗ強したところです）

時間補語

條ﾔ補語と目的語の位置

｡合方向補語② 同　上

15

第15課
ｴ朋友二二坂
i友入を食事にさ
@　　　　　そう）

兼語式構文
g役表現　”1叫”　”　”ガ使”

�g表現　”叫”　”　”　”被” 同上
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＝＝ 国　　語 π＝　（R）

〔主任講師：頼惟勤（千葉経済大学教授）　　　　　平松圭子（大東文化大学教授）〕

全体のねらい

　入門編では平易な話しことばを学習した。今回はそれに続いてやや程度の高い文章を読みながら慣用一

型、文法を学び、複雑な構文を解読する。テキストの内容には、少年向けの易しい文章、比較的平易な筆

調の随筆、論文調の文章、新聞記事など異る文体の文章を集めた。解読を通して中国語の特長について基

本的な常識を学ぶ。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 変　　蔑　　法
i手品をつかう）

1．中国語の句読点について
Q　　副言司‘‘再”　‘‘又”　逐”

頼　　　惟　勤
i千葉経済大学教授）

@平　松　圭　子
i大東文化大学教授）

Qスト　中国人講師
@魏　　鐘　　祓

2 奈嶺朝霞・1
i東嶺の朝やけ一1）

1．存同文

＝@連動式 平　松　圭子
i放送大学助教授）

?草l講師
ｰ　　鐘　　棋

3 奈嶺朝霞ゼ2
i東嶺の朝やけ一1）

1。　“一2，

＝@ことばのはばについて。接続詞のはたらきを

ｷる“好”

k口字句と成語〕
同　上

4 我的伯父（→
рﾌ伯父さん

1．有的

Q　同一の数詞と量詞の反復

＝@離合動詞 同　上

5 三三伯父⇔
рﾌ伯父さん

1。同着

＆s這
R．光

S　疑問詞の特殊な用法
同　上

6 三三伯父∈う
рﾌ伯父さん

1．反語の表現①

＝@是不是

同　上

7 我的伯父⑳
рﾌ伯父さん

1．墨八一、但是・・，

Q．都
R．那ム

S　是一的
同　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1．丙為一一所以…

8
菲　　　花　（一）

ｫ植えの楽しみ

2．只要一，就…

R．不是一就是…’

S．尽管

平　松　圭子

?草l講師
ｰ　　鐘　　棋

臥　象一似的

1．不二一

9
葬　　　花　（一）

ｫ植えの楽しみ

2．不利干一

≠S．反語の表現② 同　上

杁札幌到長崎・求
1。用
Q．把　　　ノ

10 知之行・1（札幌
ｩら長崎まで一新

3．対
S．適対

同　上

知識を求めて） 5　由干

杁札幌到長崎・求
1．》一也好・・三好

Q．不’一一而且…

11 知之行・1（札幌
ｩら長崎まで一新

同　上

知識を求めて）

1．不二
“朝潮朝落”和 2　一下

12
“長汚長長消”・1

u朝に潮満ち、朝
同　上

に潮引く」と「長
く湧き、長く消ゆ

13

“朝潮三三”和“長1張長消”・1

u朝に潮満ち、朝

1．前後に同じ疑問詞を対応して用い、強調を表

ｷ。

Q　由 同　上

に潮引く」と「長
く湧き、長く消ゆ」

1．要是

14

“朝潮朝落”和“長回忌消”・1

u朝に潮満ち、朝

2．也杵

同　上

に潮引く」と「長
く湧き、長く消ゆ」

1．如果
“朝潮朝凪”和 2　会

15
“長1旧任消”・1

u朝に潮満ち、朝
同上

に潮引く」と「長
く湧き、長く消ゆ」
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　　＝中国語皿＝（R）
　　　　　～論理と接続関係～
〔主任講師：伊藤敬一（中京大学教授）〕

全体φねらい　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　・

　中国語1、Hで基礎課程を終了したので、この中国語1皿では、やや長い文章や少しむずかしい作品

を取り上げる。その中で、中国語の孤立語的性質の背後にある中国語の論理を把握すること。および

それに：よって表現された中国的作品世界へのアプローチが読書力をつけるカギであると考える。これ
らを重点に：学習して行く。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

著名な現代中国の詩人藏克家が魯迅を記念し 伊　藤敬　・一

て詠んだ詩。ここで中国語の主述関係、句と句 （東京大学教授）

1 有三人（ある入） 節と節、文と文の接続関係、診よび文章全体の

論理の問題を語法の観点から分析してみたい。 中国人講師

黄　　麗　　華

第一課との関連で、魯迅の有名な旧体詩《自

2
魯迅詩文四則
i魯迅の詩と文二
@つ）

嘲》と散文《」野草’題辞》を読む。ここでも
ﾚ続と論理の問題を考えると共に：，参考として
ｱの二つの作品に関する評論の一部を収めた。
ﾈおローマ字かち書きの規則と品詞分類をと

同　　上

りあげる。

第3課から第6課二は中国の代表的童話作家葉

牛郎狽女　（1） 面谷（聖陶）が書いた七夕伝説（羽衣伝説）で

3 （牽牛と織女・

@　　　その一）

ある◎きわめて調子のよい名文で朗読や聞きと
閧ﾌ練習に適している。語法のポイントとして
ﾍ、やはり文の接続関係と論理の展開の問題を

同　　上

論じたい。

三郎組女　②
4 （牽牛と織女・ 同　　上

その二）

牛郎三女　（3）
5 （牽牛と織女・ 同　　上

その三）

三郎二女　（4）
6 （牽牛と二女・ 同　　上

その四）

第7課から第10課は文革の初期1966年8月に、

火牟上的威夙 紅隈兵の迫害を受けて非業の死をとげた作家老

7
　　　　　（1）

iバカ大将汽車に

舎が、1959年頃ひそかに書き、未発表のまま、

??3年目の1979年、名誉回復後天入の手1（よ

ﾁて発表された一幕劇。老冠の初期のユーモア
同　　上

乗る・その二） 短篇小説く馬　先生》（1933年）を自分の手で
改編脚色し：たもの
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回 テ　　一　　　マ ’内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

火同上的白白’
@　　　　　（2）

で、きわめて中国的な作品であり、　「かけ合い
ﾜんざい」を思わせる会話は絶妙である。作品
ﾓ賞と共に、ここでも中国語特有の接続と論理

伊　藤敬一
i東京大学教授）

8 （バカ大将汽車に： 展開の問題を深める◎

乗る・1その二） 　また、練習として、旧作の小説の一部もとり
?ｰたい◎

中国人講師

@黄　　麗　　華

火同上的函南
9

　　　　　（3）

iバヵ大将汽車に 同　　上

乗る・その三）

早早上的威風
（4）

10
（バヵ大将汽車に

同　’上

乗る・その四）

第11課から第15課は中国の代表的：な女流作家’

夜　（之一） 丁の円熟期とも云える延安時代の代表作’夜’を

11
（夜・その一）

よむ。作品鑑賞と同時に：、ここでもi接続と論理

ﾌ問題を考える。な澄、時代背景を知る上で、

燉e的に若干関連した同時期の問題作である随

同　　上

筆「三八節碧雲」の一部を練習でとりあげたい。

夜　（之二）
12 同　　上

（夜・その二）

夜　（之三）
．13 同　　上

（夜・その三）

夜　（之四）
ユ4 同　　上

（夜・その四）

夜　（之五）
15 同　　上

（夜・その五）
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＝中国語IV一（R）
　　　～文革：をめぐる中国人の心～

〔主任講師：伊藤敬一（中京大学教授）〕

全体のねらい

　中国語皿で中国語の論理と接続関係を学んだので、その応用として、今回は比較的長い作品を読む。

文革後の中国人の心を知るため、老世代を代表する欝金と若い世代を代表する張抗抗の作品を選んだ。

最近の新しい語彙や全般的な語法の問題も随時とりあげる予定である。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1

巴金乍
u三三三三」

@　　　　　　（1）
iわが妻シアオシ
@ャンを偲ぶ）
@　　（その1）

　中国文学界の長老であり、世界的にも著名な

?ﾆ白金は、「文革」中の迫害の中で、最愛の
ﾈ瀟　を亡くした。その深い心の傷は読者の心

�ﾅたずには澄かない。そしてその傷が巴金の

ｻ在の生き方の支えともなっている。

伊藤　敬　一

同　上

2
　　　　　　（2）

i同　上〉
同　　上

（その2）

同　上

3
　　　　　　（3）

i同　上） 同・上
（その3）

同　上

4
　　　　　　（4）

i同　上）
同　　上

（その4）

同　上

5
　　　　　　（5）
i同　上）

同　　上

（その5）

同　上

6
　　　　　　（6）
i同　上）

A

同　　上

（その6）

張抗抗作 文革：中黒龍江の酷寒の農場に：八年間膜放した

経験をもつ若い女流作家張型抗の作品は、古い 同　　上

7 「夏」　　　（1） 倫理的規範や共同体的な規制にひややかな目を （発音指導）

（夏）　侵の1）

向げるが、同時に自由を求める青春の血は、は

黷竄ｩな未来にも目を向ける。
黄　　麗　　華
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

同　　上
（2） 同　　上

8 （同　上）
（その2） （発音指導）

黄　　麗　　華

同　上

9
　　　（3）
i同　上）

同　　上

（その3）

同　上

10
　　　（4）
i同　上）

同　　上

（その4）

同　上
11

（5） 同　　上

（同　上）
（その5）

同　上

12 　　　（6）
i同　上）

同　　上

（その6）

同　上

13
（7＞ 向　上

（同　上）
（その7）

同　上

14
（8） 同　　上

（同　上）
（その8）

同　上

15 同　　上

（同　上）
（その9）
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＝スペイン語＝（R）

〔主任講師　山口蕪正（放送大学助教授）〕

全体のねらい

　本授業は初級者に向けてあるので、まずはスペイン語に慣れるために平易な文を用いて、頻度の高

い単語と基礎文法の学習をすることを主眼とする◎そのため、できる限りの練習を行うが、その中心
と：なるのが動詞の活用で・これをマスターすることがスペイン語初級学習の第一の主要課題である。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

アルファベット；母音の発音練習、子音＋母音

1 発　音（その1）
の発音練習、子音の単語による発音練習；あいさ

ﾂ等のきまり文句（その1）
山　口　蕪　正

i放送大学助教授）

子音の発音練習（続き）、2重母音・3重母音

の発音練習、2重子音の発音練習、注意すべきつ
2 発　音（その2） づり字、音節の切り方、アクセント；あいさつ等 同　　　上

のきまり文句（その2）

男性名詞・女性名詞、単数形・複数形；定冠詞
名　　　詞 ・不定冠詞（性、数による変化）；品質形容詞

3 冠　　　詞 （性、数の変化） 同　　　上
形　容　詞

4

固有名詞
l称代名詞の主格
ｼ説法現在一
@動　詞Ser
O置詞De

　入名、地名、国名などの固有名詞；入称代名

撃ﾌ主格：主格の入称・数による動詞serの直
燒@現在活用変化、serの用法；肯定文・否定文

ﾌ練習、疑問文と応答練習；前置詞deを用いる
¥現。

同　　　上

直説法現在一 es七arの直説法現在の活用、場所・状態を表わ

Estar及び す用法、応答練習；場所の副詞、前置詞en及び
5 規則活用一AR動詞 場所を示す前置詞句；一AR動詞の直説法現在規 同　　　上

場所の副詞 則活用、主な動詞について基本的な文による練習

；直接・関野補語を示す前置：詞鼠◎

6

直説法現在一
K則活用一ER動詞
yび一回忌動詞
l態・量の副詞

　一ER動詞及び一1R動詞の直説法現在規則活
p、主な動詞について基本的な文による練習；様

ﾔ・量の副詞；基数1から30まで；時間の表わし 同　　　上

基　数（その1） 方。

時　間

直説法現在一 紘berの特別な形hayの用法・練：習；不規則動
Habe　rの特殊形Hay 詞tenerの直i接法現在の活用及び用法・練：習；所

7 Tenerの活用 有形容詞、入称代名詞の所有格、指示代名詞、指 同　　　上
所有形容詞 示形容詞。

指　示　語
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

直説法現在一　‘ 直説法現在1人称単数の活用形が一goで終る

不規則活用動詞 動詞及びdar、ir、verの活用、基本的：な文によ

8 （’その1） る練習；接続詞y、o、　p　ero、　s　ino、porque；時の 山　口　蕪　正

接続詞（その1） 副詞＆hom、　de　spu6s、hoy、　ma勲na、etc・

時の副詞

直説法現在一 直説法現在で語根の母音がue、ie、iとなる動

不規則活用動詞 詞の活用、基本的な文による練習；人称代名詞の

9 （その2） 対格（直接補語の形）；冠詞＋形容詞による名詞 同　　　上

人称代名詞対格 化。

形容詞の名詞化

直説法現在一 直説法現在で1人置単数の活用形が一一zcoで終

不規則活用動詞 る動詞、saber及び不定詞の語尾が一uir、一iar、

10 （その3） 「1arである動詞の活用、基本的な文による練習； 同　　　上

人称代名詞与格 人称代名詞の与格（高接補語の形）；人称代名詞

中性鉱脈代名詞 の対格と与格の併用；中性人称代名詞の主な用法。甲

11

人称代名詞与格・
@　対格く続き）
蛯ﾈ前置詞
l称代名詞
@　　　　前置詞格

　人称代名詞与格・対格と名詞の直接・関接補語　　　、の重複表現；主要前置詞の主な用法；人称代名詞

ﾌ前置詞格（前置詞の後に来る形）；30以上の
譿煤F。

同　　　上

基　数（その2）

12

不定詞（その1）一menteのつく

@　　　　　　副詞

　不定詞の用法：動詞の補語及び動詞句で用いる

鼾〟Aserの構文に用いる場合、不定詞につく二
b代名詞の対格・与格；形容詞＋一menteにより

?髟寰戟B

同　　　上

13

Gustar及び類似
@　　　　の動詞
?@　数
ｳ人称文

　gustar、parecer、　faltar、　doler、　etc．の用法、

軏{的な文による練習；序数の用法；無人丁丁：

ｩ然現象を表わす動詞、天候の表現、3人称複数

ﾌ活用形による表現。

同　　　上

2人称（t血、vosotros）、3人称（usted、

14
命　令（その1）
ｴ　嘆　文

ustedes）に対する肯定及び否定命令の動詞の活

p形、人称代名詞対格・与格と共に用いる場合；

曹浮Uと。6mOを用いる感嘆の表現。

同　　　上

再帰代名詞，再帰代名詞の対格的用法、与格的

用法、強意・特別のニュアンスを加える用法・再

15 再帰動詞（その1） 帰動詞としてのみ用いられる動詞。 同　　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

相互的用法、無人称的用法、受身的用法；復習
習se　r・estar、esta　r・habe　r・tener

16 再帰動詞（その2） 山　口　燕　正

1入館複数nOsotrQSへの命令、再帰動詞の命
命　令（その2） 令；形容詞の比較級及び最上級、特別な形の比較

17 形容詞及び副詞 級、絶対最上級；優等比較、劣等比較、同等比較 同　　　上
の比較（その1） ；副詞の比較

直説法完了過去
直説法完了過去の規則活用、主な動詞の基本的

18
　　　　　（その1）

s　　定　　三
x　　定　　語

な文による練習；不定語のうち特に否定・肯定で

ﾎ応する不定形容詞・不定代名詞及び否定副詞等
ﾌ用法。

同　　　上

直説法完了過去の不規則活用動詞、主な動詞の

直説法完了過去 、基本的な文κよる練習；疑問詞のまとめ（q艶、

19 （その2） qui6n、　a　qui6n、　de　qui6n、　cu61ido、　d6nde、 同　　　上
疑　　　問　　詞 adonde、　de　donde、　cuanto、　como、cua　1　）

直説法不完了過去の活用（規則・不規則活用）

直説法不完了過去 及び用法；完了過去と不完了過去；接続詞
20

接続詞（その2う
（P・rque、　c・m・、ya　que、　amque、　cuand・等1で

汲ﾎれる文。
同　　　上

過去分詞の規則・不規則形、過去分詞の用法；
．過　．去　分　　詞 直説法現在完了（habe　rの現在形＋過去分詞）、

21 直説法現在完了 その用法及び主な動詞による練習；動詞serの受 同　　　．上

受　　動　　　態 動態。

直説法未来の規則・不規則活用形、主な動詞に

直説法未来 よる練習；前置詞等につながる不定詞の用法、不

22 不定詞（その2） 定詞の完了形；接続詞queによる名詞節の用法 同　　　上

…農続詞　Que （主語、補語の場合）

直説法過去完了の形及び用法、主な動詞・基本

直説法過去完了 的文による練習；主にqμeによる関係代名詞の用

23 関係代名詞 法（その他、qui　en、　euyOなど）、行為者を表わす 同　　　上

関　係　副　詞 冠詞＋qu　eの表現；関係副詞dOnde等の用法。
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

直説法可能の規則・不規則形及び主な動詞と基

直説法可能 的な文による練習；中性冠詞1◎＋形容詞（句〉、10

24 中性冠詞　10 que…の用法；現在分詞の規則・不規則形及び完 山　口　蕪正
現　在　分　詞 増進、現在分詞と共に用いられる入称代名詞対格

与格、現在分詞の用法。

直説法未来完了 直説法未来完了及び直説法可能完了の形と用法、

直説法可能完了 主な動詞と基本的な文による練習；関係代名詞

25 形容詞・副詞の queを用いる比較の表現；名詞・形容詞・副詞等 同　　　上

比較（その2） につける縮少辞と増大辞。

縮少辞・増大辞

接続法現在の規則・不規則活用、名詞従属節で

26
接続法現在
@　　　（その1）
m覚・放任の動詞

の用法：従属節が主動詞（形容詞）の補語節の場
㈲yび主文の主語節の場合、従属動詞を接続法の
?pにする主な動詞（述部）と基本的な文による
繒K；不定詞・分詞を伴う知覚・放任動詞の表現，

同　　　上

接続法現在の副詞従属飾での用法、関係代名詞
…接続法現在 ・関係副詞の形容詞節での用法、独立文での用法

27 （その2） ；que＋接続法現在の構文による命令。 同　　　上

命　令（その3）
一

接続法過去の活用、用法及び練習；deci　rを用

接続法過去 いる直接話法・関接話法、その時制・人称等の一

28 直i接話法・ 致の練習。 同　　　上

関i接話法

接続法現在完了 接続法現在完了の形、用法及び練習；siを用

29
条件文（その1）
ｼ接疑問・関接疑問

s定詞（その3）

いる現実的条件文；preg　un　tarを用いる直接疑問

ﾆ関接疑問の表現；疑問詞・siの後に不定詞を
pいる表現6

同　　　上

30

接続法過去完了
bomo　siの表現
�助ｶ（その2）
ｼ説法と接続法

　接続法過去完了の形、用法及び練習；接続法過

氏E過去完了を用いるC㎝Osiの表現；現実の
tを仮定する非現実的条件文；似た構文で用いら

黷髓ｼ説法と接続法。

同　　　上
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　　　　　　　＝＝英語亙＝（R）
Rebu亘lding　the　Fou：ndation　of　English

　　　　　　　　　　　〔主騰師二二欝講釦
全体のねらい

　高等学校までに学習した英語の活性化をはかの、英語の基礎力を改めて養うことがこの科自の目標で

ある◎日本入にとって英語を難しくしている要因を．日本語と英語との比較と文法・語彙・構文の解説

などを通して説明し、英語がよ夢易しく使えるようにする。

回 テ　　　～　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 は　　じ　　め　　に

なぜ英語は難しいのかについて考える。この科

ﾚの概要を述べ．学習の仕方を説明する。
比　嘉　正範
i放送大学教授）

平　賀　正子
（放送大学助教授）

基本的な英語の文法について復習する。文型、

文の要素、品詞．態、話法、などについて、高等
2 英文法の復習 学校までに学習したことを再検討する。 同　上

日本語と英語の文の構造の違いを．　「省略」と

日本語からみた英語 いう点から探る◎日本語では省略されるものが、

3 （1） 英語では省略されずに表現されることが多い。日 同　．上

本語ではどのように省略が於この、それが何故英

語を学ぶ時の難しさにつながるのかについて説明する。

日本語と英語の文や表現の構造の違いを、　「曖：昧

4
日本語からみた英語
i2）

さ」という点から探る。日本語には曖昧な表現が
ｽいと言われているが、それが英語を学ぶ時、ど
ﾌような影響を与えるのかについて述べる。

　
　
同
　
上
一

英語にはあって日本語にはない再帰代名詞、無

日本語にない英語の
生物主語などの文法的な特徴を再検討する。

5 特徴（1）
同　」二

英語にはあって日本語にはない仮主語一真主語
文のような文の構文的：な特徴を再検討する。

日本語にない英語の
6 特徴（2） 同　上

英語の動詞と、動詞に関係する時制、態、など
について再検討する。また、動詞から名詞、形容

7 重要な品詞（1）一動詞
詞への品詞交換の方法についても説明を加える。

同　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
重要な品詞（2）一名詞

氓謔ﾑ形容詞

　英語の名詞と形容詞を再検討する。また噛それ
ｼれの品詞から他の品詞への交換についても説明
�ﾁえる◎ 比嘉　正範

ｽ　賀　正　子

9 語　　　　彙

　いくつかの標準的な語彙表の活用法を中心に、
龕b力のつけ方を検討する。

同　上

10 難かしい英文（1）一長

ｶ

　なぜ文は長くなるか、長文を短文にするにはど
､したらよいか、について説明し、難しい長文を
ﾕしく理解できるようにする。 同　上

11
難しい英文（2）一

ﾈ略文

省略はなぜ澄こるかについて説明し、省略のあ

驩p文になじませる。

同　上

12
難しい英文（3）一

?ｶ・独創文

　文学作品に見るような、美しい表現や独創的な
¥現がなぜ難しいかについて説明し、それらを理
�ｷるてがかりを与える。 同　上

13
難しい英文（4）一

囈J文

　英語に見られる敬語や丁寧表現の特徴について
燒ｾし、理解を深めさせる。

同　上

14
難しい英文（5）一

�ｮ文書

公式文書独特の言い回しについて説明する。

@　、 同　上

15 ま　　と　　め

　この科目で学んだことの総復習をし、知識を知
ｯのまま終らせることなく、実際の英語の経験の
?ﾅ役立たせるには、どのようにしたらよいかに
ﾂいて、今後の学習の方向を示す。 同上
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　　　　　　　　　　　　　　　　　＝英語皿＝（R）
　　　　　　　　　Greative　Communication　in　Soeial　Situations

　　　　　　　　　　　〔主任講師：比嘉正範（放送大学教授）　　　　　平賀正子（放送大学助教授）〕

全体のねらい

　これまでに習得した英語の基礎を活用して、自分で英語の文を作り、コミュニケーションを進めてい

くことができるようになることがこの科目の目標である。コミュニケーションの仕組みを学ぶと同時に、

英語文化についての基本的な知識を身につけて、具体的な人間関係・状況・場面に応じた英語が使える
ようにする◎

回 テ　　　・一・　．マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

コミュニケーションの仕組みについて解説する。 比嘉　正　範

1 は　　じ　　め　　に
コミュニケーションを構成する要素を、事実に関
ｷる文、感想の文、話しかけの文の3つに分析し、
ﾀ際のコミュニケーションがどのよう：なプロセス

ﾅ進んでゆくのかについて説明する。

（放送大学教授）

ｽ　賀正子
i放送大学助教授）

コミュニケーションの始め方と終え方、出会い
のあいさつや別れのあいさつなどについて、対面

2 Openhg　and
bIosing

している相手との話し方、電話の相手との話し方
�痰ﾉ説明する。人間関係・社会関係の違いに基

同　上

つく表現のスタイルの違いについても触れる。

、
．入を紹介する時、紹介された時、あるいは自己

3
Intr・ducing
≠獅п@Inviting

紹介をする時の話し方、論よび招待の仕方、受け
禔A断り方について説明する。また、呼称、敬称、
ｼ前の呼び方などについても説明する。

同　上

人に何か頼みごとをする時の言い方、澄よび澄

4
Asking　a　Favor
≠獅п@Thanking

礼の言い方、感謝の気持の表し方などについて説

ｾする。　「ていねいさ」の度合も検討する。 同　上

論世辞の言い方、人の誉め方について、また人

のしかり方について説明する。

5 Comphmenting
≠獅п@Scolding

同　上

贈わ物をする時、また受け取った時のコミュニ

ケーションや人に澄ごる時のコミュニケーション

6
G重ving／Receiving

≠獅п@Treating
について、日本文化に澄ける贈答の習慣との違い

�ﾓまえながら説明する。
同　上

禽

議論の仕方、同意の仕方と反対の仕方、仲直り

の仕方について説明する。

7
Argu’ing　and 同　上
Making　up
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 Complaining
≠獅п@A：pologizing

　不平・不満の言い方、怒りの表し方、澄よぴあ

竄ﾜり方、わび方について説明する。
比嘉　正・範
ｽ　賀正　子

9
Gett量ng　Attention

≠獅п@Interrupting

人の注意や関心の引き方、また人の話しのさえ

ｬり方について説明する。

同　上

10
C・ngratulating
≠獅п@C・ns・ling

　於祝いの述べ方、喜びのわかちあい方、なぐさ

ﾟ方、悲しみのわかちあい方について説明する。

同　上

11
Joking　and
seasing

冗談の言い方、からかい方など、ユーモアのあ’

髦bじの仕方について説明する。

同　上

12
Gossiping　and
aragging

　うわさ話しの仕方、自慢話しの仕方について説

ｾする。

同　上

13
Elic孟ting　and

bonfiding

　相手の話しを上手に引き出す方法、また相手に

Yみを上手に打ち明ける方法、．あいずちの打ち方

ﾈどについて説明する。’ 同　上

14
Refusing　and
laking　Excuses

　断わり方や言い訳、弁解の仕方について説明す

驕B

同　上

15 ま　　と　　め

長後にこの科目のまとめをし、今後の学習の方

?�ｦす。

同上
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＝英語皿＝（TV）
〔主任講師；鈴木　博（東京大学教授）〕

全体のねらい

　映画化された文学作品を二つ使って、普通に話されている英語を聞いて理解する力を養成する。毎回、

映画を5、6分ずつ学習し、映画全体を学習し終ったところで映画を通して視聴する。発音の解説と口
頭練：習も聴解力養成に資する目的で行う。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 The　Neckl鋤ce

@　　一一1一

　モーパッサンの「首飾り」を現代のアメリカに
齧ﾊを置き換えてドラマ化したもの。
@あらすじ：マティは聴入ジーンの豪華な暮しぶ
閧�ｩて意気消沈している。晩の食卓で夫が面白
｢話をしても乗ってこない。

@発音コーナー：母音図の見方

　鈴木　　　博
i東京大学教授）

@高　山一郎
i東京大学助教授）Dennis　E。　Schnei－

р?秩i東京大学タ個入

@　教師）

2 The　Neeklace

@　　－2一

　前回の復習とテスト

@あらすじ：妻を喜ばせようとして手にいれたパ
[ー

eィの招待状を見せると妻は着て行くものがな　順いと言う◎ドレスを手に入れるとアクセサリーを

ﾘりにジーンのところへ行く。
A発音コーナー：母音図上の個々の音の位置

同　上

3 The　Neck1包ce

@　　－3一・

　前回の復習とテスト

@あらすじ：パーティで人気の的になり大いに満
ｫして帰宅したマティが首飾りが無くなっている
ﾌに気が付く。パーティ会場へ電話すると首飾り
ﾌ落し物は届いていない。

@発音コーナー：二重母音

同　上

@　　　量

4 The　Necklaee

@　　一4一

　前回の復習とテスト

@あらすじ：代わりの首飾のを返そうと宝石商で
l段を聞くと7万ドルとのこと◎支払い能力を遥
ｩに越えた額である。八方手を尽くし、ジーンに
ﾍ首飾りは修理中と電話する。

@発音コーナ「：破裂音、破擦音、摩擦音

同　上

5 The　Necklace

@　　輔5一

　前回の復習とテスト

@あらすじ：遂に家を売の多額の借金をしてダイ
сc塔hの首飾りを作って返す。ジョージは借金
ﾔ済のために働き続ける。5年たっても借金の半
ｪも返済でき：ない。

@発音コーナー：鼻音、〔1〕，〔r〕，〔w〕，〔」〕

同　上

6 The　Neck1騒ce

@　　引6一

　前回の復習とテスト

@あらすじ：やっと借金を返済し終えた10年後の
?體凬}ティは湖のほとりでジーンを見て話しか
ｯる。マティの話を聞いてジーンは驚く。

@発音コーナー：英語のリズム

同　上

7

The　Man　七hat

borrupted
gaδ1eyburg
@　　－1一

　このフィルムはマーク、・トウェイン原作「ハド

潟oーグを堕落させた男」をドラマ化したもので
?驕摶?0分の作品を8回にわたって学習し、
X回目に通して視聴する。

ｭ音コーナー＝弱形一その1

同　上
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回
　’
e　　　一・　　マ 　、焉@　　　　　　容

担当講師（所属・氏名）

前回の復習とテスト

The’Man　that 発音コーナー：弱形一その2
腫8 Corrupted 同　上

Hadleyburg
一2一　　　　．

毛

前回の復習とテスト

The　Man　that 発音コーナー：同化一その1

9 Corruμed 同　上

Hadleyburg
一3一

前回の復習とテスト

The　Man　that 発音コーナー：同化一その2

10 Corrupted 同　上

Hadleyburg ，

一4一

　　　　　、she　Man　that

前回の復習とテスト　　、

ｭ音コーナー：音の連結

11 Corrupted 同　上

Hadleyburg
一5一

前回の復習とテスト

The　Man　that 発音コーナー：不完全破裂
’12 Corrupted 同　上

Hadleyburg
一6一

前回の復習とテスト

The　Ma聡　that 発音コーナー：gonnaとwanna，
13 Corruやted 同　上

Hadleyburg
一7一

前回の復習とテスト

The　Man　that 発音コーナー：イントネーション

14 Corrupted 同　上

Hadleyburg髄
一8・一

前回の復習とテスト

The　Man　that 映画を通して視聴する。

15 Corrupted 同上
Hadleyburg

一9一　　・
の
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　　　　　　　　　　　　　　　＝英語IV・＝（TV）
　　　　　　An　Introducむio：n　to　：Living　English　Speech（2）

　　　　　　　　　　　　　　　一ドラマの英語（2）一

　　　　　　　　　　〔主任講師：國吉文夫（千葉大学教授う〕
全体のねらい

　話されている、ありのままの姿の英語を学習の対象とする。標準的な英語が使われているテレビドラ

マを素材とし、ことばが使われている場面や、身体的動きなどの非言語情報などと関連させ：ながら主と

して音声英語の理解力澄よび表現力の養成を目指す。文字英語の学習にはドラマのスクリプトが音声英

語と一体の形で扱われる。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1

“An　Elye　toもhe

@　Future”

@　　一1一

☆効果的な学習法について
揀AメリカのTVドラマ：FAM：ILYのシリーズの
@一つを八つの部分に分けて使うが、その最初の
@：Lawrence一一家の朝食の場面☆P㎜ICS　Corner：日本語と英語の音声の

@流れの違い、発音練習☆文構浩　’　　開　’

國　吉　丈　夫

i千葉大学教授）

2

‘IA簸Eye　to　the

@　Future”

@　　一→2一一

☆前回の復習と英語表現テスト
搨ｩ食の後、夫と二人の子供が出かけた後、ボラ
@ンティア仲間で隣人のElaine　HOganがやって
@来る。この時Kateはうっかり失敗をしでかすも☆PHON町’ICS　Corner＝英語の強勢アクセント　とその発音練習☆文構造練：習（展開練習）

同　上

3

”AnEye　to　the“　Future”

@　　十

☆前回の復習と英語表現テスト
掾FLawrence一一家の夕食の後、夫婦が話し合ってい’る。妻のK：ateは夫のDougに就職したいという

@決意を打ち明ける。
揩oR）N町ICS　Corner：文表現の強勢と発音練　習☆文構造練習（展開練習）

同　上

4

“AnEye　to　the

@　Future”

@　　一4一

☆前回の復習と英語表現テスト
揩jateは前野晩に夫のDo㎎にすすめられたように
@知人のSandy　Prattの音楽事務所に行って就職　の相談をする。Sandyはまた大学生になって勉強した　らどうかという。☆PHONETICS　Corner：英語文表現の強調と強勢　と発音練習　　☆文構造練習（展開練習）

同　上

5

“AnEye　to　the

@　Future”

@　　一5一

☆前回の復習と英語表現テスト
摯vのDOugは最初驚くがKateの大学行きに賛成
@する◎電話で連絡を受けたKateは次の日aud　i－
@tionを受けに大学に出かける。そこで自分の力のな
@さを思い知らされて断念する。☆PHONETICS　Corner：英語のリズムと発音練習☆文構造練習（展開練習）

同　上

6

“AnEye　to　the

@　Future”

@　　十

☆前回の復習と英語表現テスト
搨f念した：Kateが働く音楽事務所にDr　Sもilesが
@やって来る。前日のauditionの先生である。非礼を
@わびていろいろいうKateに先生は諭ナように話しか
@けるのであった◎☆PHONETICS　Corner＝英語のイントネーションと発音練習☆文構造練習（展開練習）

伺　上

7

“AnEye　to　the

@　Future”

@　　一」7一

☆削口の　’　央詔　　テスト
揄ｹ楽事務所の単調な仕事に飽き足らなくなって

ﾈ薙奄？t麗四四ε窮鍛耐震あ籍　と強く励まされるのであった。☆P｝ねNErlCS　Corner：英語イントネーションの型　と発音練習☆文構造練：習（展開練：習）

同　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

☆前回の復習と英語表現テスト
◎意を決してKateは大学のDr　Stilesのところ

“AnEye　to　the に行きauditionを受け入学を許可される◎
8 ：Future ：Kateは希望に胸をふぐらませて、猛然とピアノ 國　吉　丈　吉

の練習に励むのであった◎

一8一
☆PHCNE浬ICS　COrner：英語イントネーションと発音
@練習　☆文構造練習（展開練習）

☆八回に分けて扱ってきたこのTVドラマをでき・

9

“An　Eye馬 煤揩狽??

@　：Future即

るだけ通して見る。ことばを意識しないで英語
ﾌ世界に浸ることを目標とする。ことばが使わ
黷ﾄいる場面、文化的背景。 同　上

☆PHCNETICS　Corner：英語のテンポとポーズと

一9一
の発音練習

☆前回までの総復習とディクテーション・テスト
◎TVドラマ“The　Ingenious　Rβporter”を五

“The　Ingen玉ous つの部分に分けて扱うが、その最初の場面であ
10 Reporter” る。青年記者H：arry：Langl　eyが身元不明の死

ﾌを利用し大スクープとする考えを編集長にいう。
同　上

一1一
☆PHONETICS　Comer：英語表現の音量の変化と
@発音練習　☆文構造練習（展開練習）

☆前回の復習とディクテーション・テスト

11

　　　　『
gThe　Ingenious
@　Reporter”

◎犯人を装って逮捕され、計画通り監獄に入った
@且arryは検察官の取り調べを受けている。検z、
@官の話す事件の顛未をHarrvは最初は半分茶化し 同　上

気味に聞くのであった。

一2一
☆PHOiNETICS　Corner：英語表現の音質の変化と
@発音練習　☆文構造練習（展開練習）

☆前回の復習とディクテーション・テスト

12
“The　Ingenious

@　Reporter”

◎殺された恋人のHenr　ietteだと聞かされ、Harr
@にとって予想もしなかった事態となる。公判に
@どう対処するか弁護士のDupresと話し合うが意 同　上

見が全く会わない。

一3一
☆PHOINETICS　Corner：音声の分析と総合的効
@発音練習　☆文構造練習（展開練習）

☆前回の復習とディクテーション・テスト

13
“The　Ingenious

@　、Reporter”

◎重要な証拠がないこの件には打ち勝つ自信があ
@るという弁護人のDupresに耳を貸さず、　Harry
@は法延の場で事実をありのまま述べるのであっ

同　．上

㌧

た。　☆PH（）NETICS　Corner：英語表現のスタ

一4一
イル、発音練習　☆文構造練習（展開練習）

☆前回の復習とディクテーション・テスト
◎Harryに急き立てられるようにして編集長を証

14
“The　Ingenious

@　Reporter”

人に立てるが、検事：Lefargeの巧みな尋問に形
ｨは逆転する。法延から出てきたHarryは怒り
ｶった群衆に命を絶たれる。

同　上

☆PH（）NETICS　Corner：いろいろな英語（1）、発音練

一5一 ☆文構造練習（展開練習）

☆前回の復習とディクテーション・テスト
◎五回に分けて扱ってきたこのTVドラマを通し

15
“The　Ingenious

@　Reporter”
てみる。できるだけことばを意識しないで英語
ﾌ世界に浸ることが目標である。 同上

☆PH（IN臣｝TICS　Corner：いろいろな英語（2瓦発音練1習

一6一
☆文構造練習（展開練習）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　＝英　語VI＝（R）

　　　　　　　　　　　　　主任講師：山内久明（東京大学教授）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　グレアム・ロー（恵泉女学園大学助教授）

全体の滋らい

　英語1～Wめ中での位置付砂によると，英語Wは，文学作品，特にフィクションからの三三を読む作
業を通じて，文化的コンテクストの中で現代英語に習熟することを目指している。二人の講師の協力に

よって，テクストの部分的理解を超えて　合的理解に到達するよう，さまざまな試みを行いたい。

（内　容）

1・Ge・rge　Orwe11・1984（1949）・

2．　　　　　　　　　　〃

3．William　Golding，　Lord　of　the：FIles（1954）。

4。　　　　　　　　　　　　　　　　　〃

5．John　Wain，　Hurry　On　Dowむ（1953）．

6．　John　Braine，　Room　at　the　ToP　（157＞．

．7．　IrisMurdoch，　An　Unofficial　kose（1962）．

8．　　　　　　　　　　　　　　　　　〃・

9．David：Lodge，　The　Briもish　Museum　is：Falling　Down　（1965）．

10．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．〃

11．Muriel　Sp昂rk，　The　Driver・s　Seat（1970）．

12．　　　　　　　　　　　　　　　　〃

13．John　Fowles，Mantissa　（1982）．

14．Timothy　Mo，Sour　Sweet（1982）．

・5K。zu。　lshigur。，APale　View。’Hiils（1982）．
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＝　　ド　イ　ツ　語　　1　＝　　（TV）

　　　　　　　　　　〔主任講師：詰逆撫厄難島教授）〕

全体のねらい
　ドイツ語1は全　課のカリキュラムを入門編と基礎編に分けて、発音や語形変化の基礎的な知識から始

めて、文を作る為の最低限の文法知識を習得するところまでを学習する。具体的にはまず最初の5課で・

ドイツ語の発音や読み方の練習を中心に置ぎながら、難解とされる語形変化の仕組みを見て、ドイツ語の

言語と して特長の概要を むようにする。基礎編では、色々な状況の中でのドイ ツ語を学びながら、基本
語彙を増やしていくように努める。目標は、 ドイツ語を学習していく上での土台を作ることである。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

ドイツ語を始めるにあたって。 辻　　　　　理
ドイツ語は何処で使われているか。 （放送大学教授）

1 ドイツ語入門（1） ドイツ語の基本的な仕組みについて◎ 中　山　　　純
A8Cと発音／母音と子音 （明治学院大学助教授

発音

品詞について

2 ドイツ語入門（2） 大文字と小文字 中　山　　　純

名詞の性

発音

変化をする語と無変化の語

3 ドイツ語入門（3） 語形変化の基本 同　上

主語／述語／目的語

語と文

発音

動詞の人称変化と名詞の格変化

4 ドイツ語入門（4＞ 格変化の仕組み 同　上

人称とは何か

発音

動詞の形一定形／不定形

5 ドイツ語入門『 i5）
文成分とは何か 同　上

定形の位置

動詞の人称変化

6 Wo　liegt
erankfurt？

人称代名詞（単数）

^問詞　wo
^問文と叙述文

同　上

動詞の人称変化

名詞の性

7、 was　ist　das？ 定冠詞と不定冠詞 同上
疑問詞　was
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

動詞の人称変化

8 Wie　heiβen
rie？

人称代名詞（複数）

ｼ詞の複数旧

i変化
中　山　　　純

疑問詞wie

動詞の人称変化

1格と4格
9 Unsere　Klasse 所有代名詞

O置詞aus
同　上

動詞の人称変化

冠詞の格変化
10 Stadtbummeln 形容詞

O置詞（場所を表わすもの）
同　上

数詞（基数詞）

単位の表現　3格目的語
11』 Einkaufen 命令形（Sie）

O置：詞
同　上

数詞／時刻の表現

曜日

12 Theaterbesuch 前置詞

^問詞　wam加．e　lange／wie　oft
同　上

分離動詞（枠構造）

再帰動詞

再帰代名詞の格変化

13 ImReiseb心ro 前置詞

ﾛ定の冠詞
同　上

序数詞と日付け

話法の助動詞

文の枠構造について
14 Verkehrszeichen 同　上

動詞の過去形

15 Sowares
?奄氏Fma1

過去の同称変化

р＜ﾀで始まる副文 辻　　　　　理

吹@山　　　純
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　　　　　　　　　　　　　　　　＝・ドイツ語聾＝（TV）

　　　　　　　　　　〔主任葡恵山鷺四四教授）〕

全体のねらい

　ドイツ語∬では、語学スケッチを見ながら、生きたドイツ語の習得を目指す、言葉だけではなく、ドイ
ツでの様々な生活の場面を鑑賞しながら．地誌的：な知識をも深めていく。文法知識としては、副文や話法、

また「」等単純な語形変化を越えたものについて練習をする。この段階から、積極的に視・聴・覚の語
学の3要素を配慮した学習をしていぐ。ドイツ語豆を修了した時点で、’ドイツ語の初級学校文法の知識を
習得し、1，500語程度の生活語を中心とする単語能力を身に着けることを目標とする。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 W亘r　steUen
浮獅刀@vor

現在人称変化

ﾄ帰動詞と分離動詞
ｩ己紹介の表現
Xケッチ（1）

　辻　　　　　理

@（放送大学教授）

@中　山　　　純
i明治学院大学助教授

冠詞の用法

名詞の単数と複数

2 D豊eArbeiもsplatz 前置詞 同　上

場所を表わす表現
スケッチ（2）

命令形

形容詞と副詞の比較級

3 　　　　　餌hn　der　Kuche 数：量の表現 同　上
スケッチ（3）

接続詞と副文

形容詞

4 Einkaufen（1） 服装・趣味に関する表現 同　上
スケッチ（4）

複合時称

sein支配とhaben支配の動詞

5 E量nkaufen（2） スケッチ（5） 伺　上
ρ

基本事項の復習
職業・結婚・教育などに関する

6 ドイツ入と日本入 日干の調査をもとにして、平均的なドイツ人像と 同　上

日本人像を考える。

インタビュー一

話法の助動詞

所有代名詞

7 In　der　Sehule 比較の表現 同上
スケッチ（6）
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回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

話法の助動詞

複合時称

8 Unsere　K1鼠sse 仮定の表現 辻　　　　　理

スケッチ（7） 中　山　　　純

受動の助動詞

Die　Schmidts
受け身の表現

9
kommen

スケッチ⑧ 同　上

複合時称

副文

10 Der　Urlaubsplan 期間・時刻の表現 同　上
スケッチ⑨

復習

ドイツの住いの紹介

11 Unsere　V％hnung 日独の子供部屋の比較 同　上
日独のしつけの違い

接続法の基本的な用法

第1式と第聾式
12 Hobわy 仮定・条件の表現 同　上

スケッチ（10）

間接話法

接続法の時称

13 Kinobesueh 間接・伝聞の表現 同　上
スケッチ（11）

受動態・接続法のまとめと復習

報告の表現

14 Am　S・nntag スケヅチ（12） 同　上

ドイツ語学二上のポイント

全体の復習

15 ま　　と　　め 同　上
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　　　　＝ドイ　ツ語皿＝（R）

．〔主任講師：辻　　理（放送大学教授〉〕

全旧識灘多少重点を移し、その復習をした筑都ドイツ人夫婦の日本徽特にユの受

けるカルチャー・ショヅクを軸として、現代ドイツのすぐれた作家や思想家のさまざまな文体に触れてい

く・購に・まったくの日常会話から渉脱しで・考えを述べるためのドイツ謙近づきたい・

テ「一マ

1．動詞定形の位置

2．副文章（1）

3．刷文章（2）

4．．㌦

yuを伴う不定詞

5．　Gabi　a：n　ihre　EItern

6．Gesprach　mit　einem　Japanisehen　Sense1

7．　Schwierige　Textauswah1

8，Gespr乞ch　zu“Aufbruch”
A

9。Pas　Mittel　zum　wirklichen：Frieden

10．　Zum廿berleben？

11．Warum　ein　Deutsch－Deutsches　Wびrterbuch？

12．MitWびrtern　Iゼgen？

13．　Der　Humor　und　die　Deutschen

14．　‘‘Raman”

15．・‘Erb6”
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こフランス語1＝：（TV）

　　　　　　　　〔主任講師：福井芳男（放送教育開発センター教授）〕

全体のねらい

　フランス語に入りやすくするために、テレビ映像と言葉の結びつきを考え、ある喜劇的なシチュエ＿シ

ョンを作り・フランス人の習慣と言語との関係を把握させる。自然なフランス語の習得を目ざすため、教材

材はフランス語を母国語とする考えが、ふつうに使う表現に限る。コミュニケーションのためのフランス

語を中心にして・いわゆるm6thodes　comlnunicalivesとし、復；習、繰り返しを中心≧する。な澄、
ビデオ、写真によるパリ案内も付ける。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1

あいさつ；「こん
ﾉちは」と「さよ

　名前、身の言いかた、コミュニケーションの方にはまずここから始めねばならず、発音の基本を

唐ﾋる。

　福　井芳　男
i放送教育開発センター
ｳi授）

@井　戸　桂子
うなら」 （放送大学助教授）

田　辺　保子
（放送大学非常勤講師）

他人の紹介、自己紹介、そして紹介辞、C’est～

とフランス語の名詞・冠詞について、一一単語を発

2 紹　　　　介 音・綴り字の読みかたとともに言える。 同　上

相手の好みをたずねるなどコミュニケーション

3
身体を動かし、何
ｩ動きをする

をすすめる。動詞のこと。

同　上

わび、澄祝い、礼儀作法の基本になる言いかた

簡単な命令形と名詞　　語（冠詞、所有形名詞な

4 感　　　　謝 ど） 同　上

インタビュー（家庭生活について）

5 復　　　　習 同　上

時間や曜日、その基本となる数

6 時　　一　数 同　上

7
天候、時間、年齢、

ｮ詞／avoir
同　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 体、健康、形容詞

体の部分の名を覚える◎　帥oirを使う6

同　上

9 一er動詞　aller
齒鰍ﾌ表現

ランデヴーのとウかた。

同　上

10 復　　　　習

インタビュー（家庭）

同　上

11
代名詞、代名動詞
?≠奄窒

覚えるべきところが増加するので、それを避けか

驍ｽめに発考と綴り字の問題を練習、イントネー

Vョンを重視する。 同　上

12
代名詞　一en，一y
s規則動詞

　早くフランス語になれるために会話の基本形を

≠ｭして言ってみる。道を聞く、聞き返す、時間

�ｷく、 同　上

13
物、入の指導、

@形代名詞
同　上

14
も　の　を読む
ﾓ見を　聞　く　　　　　　　　　’ 同　上

15 復　　　　習 同上
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＝フランス語皿＝（TV）
〔主任講師：福井芳男（放送教育開発センター教授）〕

全体のねらい

　フランス語1の復習と兼ねつつ、コミュニケーション言語の習得をはかり、さまざまな情況で使い得る

よう多くのシチュエーションを考える。これはフランス入の家庭へのロケーション、フランスから来た人へ

へのインタビューなどを行なう。なお．フランスの地方の案内も行う。

回 テ　　　・一　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・・氏名）

フランス語1の1－4までを使う 　福井　芳　男
i放送教育開発セン

1 自分の意見を述べ
驕i賛意、反対）

ター教授）

艨@戸　桂　子
i放送大学助教授）
田　辺　保子

（放送大学非常勤講師）

フランス語1の6－9までを使う

2 自分のことを述べ 同　上

る

疑問を出す

フランス語1の11－14まで
3 相手にたずねる 同　上

インタビュ・一

4 自分のしてきたこ
履歴書の書き方（過去形）

同　上
とを述べる

層

5 復　　　　習 同　上

形容詞

インタビュー

6 記述、　　のしか 同　上
た、形容詞

インタビュー

7 疑：問の出しかた 同　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

インタビュー

福井芳　男
8 感　　情　　表　　現 井　戸　桂　子

田　辺　保子

インタビュー

9 過去の表現 同　上

インタビュー

10 復　　　　習 同　上

ディアローグ、スケッチ

許可を求める、許
、

11 可を与える、拒否 同　上

する

ディァローグ、スケッチ

12 賛意、　反対 同　上

ディァローグ、スケッチ

13 不満、　怒　り 同　上

ディァローグ、スケッチ

14 非難i、無関心 同　上

インタビュー・

15 復　　　　習 同上
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＝フランス三三＝（R）

〔主任講師：福井芳男（放送教育開発センター教授）〕

全体のねらい
　ラジオの特性を生かし、聞ぐ能力の　　をはかり・1、∬で勉強したことのとりまとめとして・，文法・

構文、知識の整理、基本文の習得をはかる。な澄、単語の用法についてもこまかい検討を加える。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 名詞とその周辺

名詞グループ、限定詩の名詞

･詞の用法と冠詞の省略

　福井芳　男
i放送教育三三センター教授）　井　戸　桂子

（放送大学教授）
（1） 田　辺　保　子

（：放送大学非常勤講師）

形容詞の問題、同格の用法

2 名詞とその周辺 同　上

（2）

形容詞、副詞の比較、mo｝nsとautant

3 名詞とその周辺 同　上

（3、

省略された言いかた、文脈の概念を与える

4 感嘆文、一語文 同　上

生活関連の名詞一フランス生活を浮び上がらせる

5 名詞のまとめ 同　上

動詞の活用法一現在形

6 動詞とその周辺 同　上

（1）

時制

7 動詞とその周辺 同　上

（2）
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回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

動詞による構文

福井　芳　男
8 動詞とその周辺 井　戸　桂　子

田　辺保子
③

法

9 動詞とその周辺 同　上

（4）

動詞＋不定詞

10 動詞のま　とめ
ｮ詞＋不定詞

同　上

抽象語一派生語

11 書き方等への移行 同　上

抽象語の形成

12 名　詞　変　形 同　上

（1）

書き方等と話し言葉

13 名　詞　変　形 同　上

（2）

設文の諸問題

14 動詞と不定詞 同　上

文の種類、記述文、論述文

15 設文のまとめ 同上
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　　　　＝ロシア語1＝（R）

〔主任講師：川端香男里（東京大学教授）〕

全体のねらい

　ロシア語学習の基本を習得させる。発音と文字、基本的語彙の学習を中心にし、ついでやさしい会話雲

斎驚戸戸警轡話変化になじませると同遍い旅もロシア的と思える表現法灘を

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

　アルファベット、活字体と等記体、子音と母音アクセント

川　端　香男里

1 文字と発音（1） 安　岡　治子
（東京工大非常勤

講師）

三音と三音の対立、音の変化

2 文字と発音（2） 同　上

名詞と人話代名詞、否定文と疑問文、接続詞

3 ＜……は……です》 同　上

肯定の返事と否定の返事、イントネーション

＜……は……ではあ
4 りません〉 同　上

名詞の性　、数、格。所有代名詞、疑問代名詞

5 名詞と代名詞 同　上

6bITb（ある）という動詞の使い方（所有表
現も含めて）。現在、過去、未来形。

6 動詞6blTb 同　上

不定形、現在変化の形（第1変化）、名詞の
格

7 動詞の変化（1） 同　上
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回 テ　　　一・　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

現在変化（第2変化）名詞の前置格

川　端　香男里
8 動詞の変化（2） 安　岡　治　子

過去形、命令形、不定奇話文

9 動詞の変化③
同　上

形容詞の性と数。代名詞の性と数。

10 形　容　詞　（1）
同　．上

形容詞の禅語尾形、数詞、形容詞のさまざま：な

用法、倒詞。

11 形　容　詞　（2） 同　上

名詞の生格の用法。

対格と前置詞の復習

12 格の用法（1）
同　上

名詞の与格と造格の学習、前置詞の用法。

13’ 格の　用法（2） 同　上

完了体とと不完了体、体と時性。体の形成。

14 動　　詞　　の　体 同　上

未来形の用法、C分動詞、全体の復習

ユ5

動詞の未来 同上
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　　　　＝・ロシア語丑＝（R）

〔主任講師：川端香男里（東京大学教授）〕

全体のねらい

　ゆつぐりと基本を学習したロシア語1を受けて、主法的語彙的にも若干学習のスピードをあげて高度の

文章表現になじませ．最終的には辞書の助けを借りて、比較的読みやすい古典、プーシキンの詩、チェー

ホフの短編が読めるようなレベルまで持って行く。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

体の問題、運動の動詞、定動詞

川　端　香男里

1 ロシア語動詞の特徴 安　岡　治　子

（東工大非常勤講

師）

ロシア語独得の二人稼三人称による表現に習

2
普編入称文、不定
l称文

熟させる。この課より読本部分を設ける。

同　上

複雑：な複数変化を整理する。

3 名詞複数の格変化 同　上

形容詞の硬変化と軟変化
o

4 形容詞の格変化 同　上

疑問代名詞、指示代名詞、形容詞的代名詞の格

変化

5 代名詞の格変化 同　上

複雑な子音交替、　　　音の整理

形容詞短語尾の用法

6 音　　の　　変　　化 同　上

接頭辞がつくことによって豊かになる語形成を

動詞の体の形成

7 i接　　　頭　　　辞 同　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 比較級．と最上級

形容詞と副詞の比較級と最上級の用法

川　端　香男里

ﾀ　岡　治子

9 数　　　　詞

数詞へ格変化と数詞を用いた表現

同　上

10
不定代名詞・不定
寰

小引を用いる不定詞、澄よび否定詞表現

同　上

11 仮　　　定　　　法

条件文、譲歩文

同　上

12 関　　　係　　　詞

関係代名詞と関係副詞、澄よびそれらを用いた

]属文
同　上

13
　　、專ｮ詞形動詞（1）

副動詞の形成と用法。能動形動詞

同　上

14 形　動　　詞　（2）

被動形動詞、受身表現

同　上

15 話　　　　法

直接話法と間接話法、シンタックス

同上
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　　　　　　　　　　　　　　　　＝中国語1＝（R）

　　　　　　　　　　　〔主任講師：三田　章（東京大学教授）〕

全体のねらい

　やさしいスキヅトを読みながら、中国語の発音と文法の基礎を学習する。文法は全体の枠組みを見通

しての把握を心がけつつ、中国語1で統語構造、品詞の機能の最も基本的な部分から始めて、中国語皿

に接続し、2個学期で基礎課程を終える予定である。その間、機能語を中心に基本的語彙を習得出来る

ようにする。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

四つの声調

1

第1課

ｭ　　　音　　　亙

単三母（1）一　主母音
ｺ母（1） 傳　田　　　章

i東京大学教授）

第三声の連続

第2課 複韻母（1）一　韻尾

2 軽四 同　上

発　　　音　　　n

声母②

第3課 主語二述語

3 発音皿・主述・動 動詞＝目的語 同　上
賓 限定疑問　一　疑問詞

声質（3）

第4課 動詞二補語　一　断定の動詞shi（是）

4 発音W・補語・形 形容詞述語（1） 同　上

容詞 選択疑問（1）一　肯定否定、副詞　馳（不）

単韻母②一　介母音

5 第5課
ｭ音V・修飾　1

四韻母（2）一　介母音で始まる四韻母

C飾語と被修飾語
A用修飾語（1）一　副詞、時間語

同　上

連体修飾語①　一　助詞de（的）

6 第6課
@経　　　　過

状態の完成　一　助詞1e（了）

�ﾔの持続　一　助詞neぐ呪） 同　上

語気助詞　一　ma（喝）、　ba（杷）、　ba2

7 第7課
@発　　　　出

（噌）、a（嘱）など

ｶの構造
侮撃＝iロ阿）の連声

同　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

数詞＝助数詞

8 第8課
序数と量数

w示詞 傳　田　　　章
限　　　　定 yi（一）の声調変化

白白代名詞

9 第9課
ﾚ動　・　授与

集合　一　接尾辞　一men（伯）

ﾚ動動詞＝場所目的語
�^動詞・＝二重目的語

同　上

完了相　一　動詞接尾辞　一le（了）

10 第：10課
動詞の相と述語の述べる状態の相

同　上
アスベク　ト　1

経験相　一　動詞接尾辞　一9UO（這）

11 第11課
持続相　一　副詞z罰（在）、動詞接尾辞一zhe（着）

同　上
アスベク　ト　豆 選択疑問（2）一　已然未然、副詞　m6i（没）

動詞＝動作量補語

12 第：12課

ｮ　　　作　　　量

動作量助数詞

ｮ作量補語と目的語

ｮ詞の重ね型

同　上

“能願動詞”　一　動詞句補語を伴う動詞

13 第：13課

@認　　　　定

n6ng（能）など
ｮ詞句補語を伴う形容詞 同　上

心理動詞　一　文補語を伴う動詞xiang（想）

14 第14課
@心　　　　理

など

崇m動詞　一　文目的語をとる動詞9義OSU（告

@）など

同　上

使役動詞　一　目的補語を伴う動詞ging（清）

15 第15課
@使　　　　役

など

g役をいう動詞jiム0（叫）、　r義ng（辻）

ｮ詞の整理
同上
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＝中国語堰＝（R）

　　　　　　　　　　　〔主任講師：三田　章（東京大学教授）〕
全体のねらい

　中国語1に接続して文法の基礎の学習を続ける。文の核になる動詞句のやや複雑な形のものから、さ

らに複文へと進み、文法の大枠の学習を終える。また発音についても、・音節の仕組みや発話の際のアク

セント・イントネーションなどに及んで整理した理解をはかのたい◎中国語豆で一応の基礎課程の学習
を終える。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

存在の表現　一一動詞yOU（有）

1 第1課
ｶ　　　　　　在

現象描写　一　“存現”文

ﾂ体の叙述と現象の描写
傳　田　　　章

i東京大学教授）
場所語　一　方位詞

動詞句連用（1）一　…賄i（来）／q丘（去）

2 第2課
A　　　用　　　亙

動詞句連用（2）一　1ゑi／q直…

ｮ詞句連用（3）一　…一zhe（着）… 同　上

動詞句連用（4）一　動作の動作

前置詞句（1）一　zゑi（在）

3 第3課
A　　　用　　　皿

前置詞句（2）一　bi　（比）

O置詞句（3）一　dゑ。（到）など 同　上

事態の断定　一　助詞de（的）

前置詞句（4）一　gるn（眼）

4 第4課
A　　　用　　　皿

前置詞句（5）一　受身の表現

O置詞句（6）一　gei（給）：など 同　上

包括限定（1）一lian（達）

5 第5課
?@　　　　　括

包括限定（2》一　yldianr　ye（一点也）…

?㈹ﾀ定（3）一　shenme　dou（三都）… 同　上

音節の構造・r化

前置詞句（7）一　ba（把）

6 第6三
蛛@　　題　　　化

主語としての動作対象など

s定の主題を提示するyOU（有） 同　上

動作の評価　一　“程度補語砂，動詞接尾辞

7 第7緊
求@　　果　　　1

一de（得）

級ﾊの事態　一　“結果補語”

ｮ作と結果α）一　“結果補語”

同　上

性質と程度
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回 テ　　　一・　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

動作と結果（2）一　‘6趨向補語鋼

8 第8課
求@　　果　　　甑

動作と結果（3）一　吃灘（在）ド磁⑪（到）

哿普i住），略麟。（着）など
ｮ作と結果（4）一　‘‘可能補語”ドわu一（不）

傳　田　　　章

複合語の語構成

動作と結果（5）一　“趨向補語”の転化

9 第9課
求@　　果　　　皿

起動相　一　一q11掘（起来）

p続相　一　一xねqu（下去）

o過相　一　一gu6（這）

同　上

接続関係　　　　＿

10
第10課
ﾚ　　　続　　　1

副詞と副詞　一　yi（一）…j通（就）…

ﾈど
ﾚ続詞と副詞　一　yムoshi（要是）…」沁

同　上

（就）…など

一

接続詞と接続詞　一　yinwei（因力）…

11
第11課
ﾚ　　　続　　　H

suoyi（所以）…など
?㈹ﾀ定（4）一　shei（進）…sh6i…

I択疑問（3）一対称

同　上

形容詞述語（2）一　対比表現

12
第12課
ﾎ比　と　描写

形容詞の重ね型

ｼ詞句述語 同　上

連体修飾語（2）一　限定・描写

13
第13四
ﾀ　　　飾　　　巫，

連用修飾語（2）一　助詞de（地）

ﾊ詞の重ね型 同　上

文節に入る語気助詞

14
第14課
@付　　　　加

語気助詞に近い語句

t加的な短句 同　上

弱音節　一　強弱アクセント

15
第15課
@発　　　　話

文音調

同上
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　　　　　　　　　　　　　　　　＝　Japanese　　I　＝（TV）

　　　　　主任講師：アントニオ・アルフォンソ（明海大学教授）

　　　　　　　　　　　　西原鈴子（国立国語研究所日本語教育センター室長）

全体のねらい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　’　　／

　日本語のもっとも基本的な構造を、単なる詰め込みでなく応用可能な知識として正しく理解させ、それ

によって日本人の物の考え方、日本人の生活と文化を広く世界に紹介することを目的とする。

　日本語を一見流暢に話しながら・その実正確に学んでこなかったような人々の「やりなおし日本語」と

しても活用されるように・コミュニケーシヲンの流れの中で自然に使用できる表現を発展的に組み立て、

有効な解説と適切な映像によって効率的に提示する。

回 テ　　　一・　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1

：Less⑪n　1

B学習の目的と方法

E場所の移動とはい、
@し（し（え

場所の移動を表す形、主語の省略、「へ、に、から、

ﾜで」（方向・起点）、「に」（目的）、移動の時の

¥現「と」（共同者）、人名につく「さん、くん」

@「はい／ええ、いいえ」、　「はい・いいえ」で答え

驪^問文、勧誘を表す形

アントニオ・アルフォンソ

@（明海大学教授）

@西　原　鈴　子
i国立国語研究所日本
鼡ｳ育センター室長）

2

：Lesson　2

E動作を表す、

B主題・対比・範囲

　「を」（対象）、　「で」（場所）、「に」（目的間

ﾚ目的）、「で」（手段）、「と・か」（並立）、

uは」、「も」
同　　　上

3

Les　son　3

E継続・完了
E要求・依頼・許可・

s許可

　「て型」、一eru、一iru動詞、その他の動詞、変

i動詞「する・くる・いく」　「知っている・覚えてい

驕E持っている」rもう・まだ」

u～を下さい」、’ u～て下さい」、「お～下さい」

u～てもいい」、　「～てはいけない」

同　　　上

4

：Lesson　4

B主格・存在の表現

B感情・感覚の所在、

蒲Lを表す

「が」、「は」と「が」の対比、「ある」と「いる」、

齒鰍�¥す語彙一上、下、前、後etc「～気がする」

u～匂いがする」、所有の「ある」

u出来る・わかる・見える・要る」「雨が降っている」

?狽?@「～に立っている」、「で」と「に」の対比、

u～に出る」

同　　　上

5

　　〆
FLesson　15

E名詞の修飾

E数量の表し方

「名詞十の十名詞」、形容詞、形容動詞、疑問詞、数

戟A助数詞、数：量の副詞的用法

uどのくらいかかりますか／しますか」、　「いくらで

ｷか」「おいくつですか」「ぐらい」「約」
同　　　上

6

：Lesson　6

O確定・断定の表現、

m定文、否定文
B話題の範囲の枠、

b題の中心

　（名詞）　　　　　　（形容詞）です／でした　　　　　です／かったですじゃないです　　　　　くないですじゃなかったです　　　くなかったです

ﾛは鼻が長い
ﾔ子は目がきれいだ
ｱの歌は太郎が得意だ

同　　　上

7

：Lesson　7

E常態の用法、現在、

ﾟ去
B関係語、述語の名

潔ｻ

　（肯定）　　　　　　　　（否定）o現在：　いく　　　　　　　いかない

ﾟ去　いった　　　　　いかなかった
B英語との対照　　　　　英語の前置詞と対応する日本語の動詞関係節の主語　　　　toys　in癒e　showcase

рﾌ／が言ったこと　　ショウウィンドウにでているおもちゃこと、あ、こと／のの

p法の対比

同　　　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8

：Lesson　8

E「のです」の用法

E推定、伝達、思考

@の内容明示

・説明、確認

B推定を表す　でしょう、だろう

@　　一と思う　の用法　一かもしれない　の用法

ｿ問　　　お名前は何とおっしゃいますか

ﾔ接疑問文いつ来るか聞いてください
ﾔ接命令文　少し待つように言って下さい

アントニオ・アルフォンソ

ｼ　原　鈴　子

9

：Lesso：n　9

E希望と意志

E授与・当然・義務

。一たいです、一たいと思います

黷ｵょうと思う、一するつもりです

B一てもらいたい、一てほしい

黷ﾍずだ、一ほうがいい
同　　　上

10

：Lesso鵡10

E「する」の機能と

p法
B「する」と「なる」の

ﾎ比と副詞の表現

。司会をする、変な顔をする、丸い顔をしている、気

ﾉする、外来語の名詞＋する、日本語を勉強する、

坙{語の勉強をする

E山を住宅地にする　vs山が住宅地になる　等

ｼ詞＋に、形容動詞＋に、形容詞一く型、　　　　・

ｮ詞一て型、動詞一ないで型、肯定文／

同　　　上

11

Lesson　11

E動詞の複合

E動詞て型、接続助

戟uが」

o一てしまう、一てみる、一ておく、一てたまらない、’

黷ﾅすみません
E動作・状態の継起・因果関係、原因・理由

O置き・事柄・場面などの提示、ふくみを持たせる

I助詞、英語の関係飾との対比、二つの節の対比

同　　　上

12

：Le　sson　12

E時に関する表現

B時、時間的幅を表

ｷ副詞節

。助詞「に」を伴う／伴わない時間表現、時を明確に

wす「に」の用法、助詞「で」を伴う時間表現、時

ﾔ・金額など数量とともに用いられる表現

Bとき、まえ、あと、～てから、まで

?｢だ、うち、～ている最中の意味を表す接尾辞

u中」、ながら

同　　　上

13

Lesson　13

E動作の方向・目的

@を表す
E目的を表す表現

・一に書く、貸す、教える、知らせる一にいい、わるい、むり

黷ﾉ間に合う、会う、似合う
黷ﾉわかる、できる、見える

B「のに」と「には」

?ｻこまで行くのに二時間かかった
?ｻこまで行くには二時間かかる

同　　　上

14

Lesson　14

E助詞「か」の用法
B助詞「も」の用法、

@「でも」の用法

o疑問、遠まわし「一じゃありませんか」「一んじゃ
ﾈいかと思います」　質問に対して質問で応ずる形

E疑問を表す語に付く「も」（誰も、いつも）
迫ﾊを表す語に付く「も」（いくらも、一人も）等

B疑問を表す語に付く「でも」（誰でも、何時でも）
ｼ詞に付く場合（子供でもできる、お茶でもいかが

ﾅすか）等

同　　　上

15

：Les　son　15

E助詞「で」の用法

B判断・感情表現と

@共に：用いられる

@「で」

。期限・限度・範囲を表す（これでおわりだ）

芒r表現で範囲を表す（これはこの中で一一番いい）

Eこれでいい、それで困る｛こんな時間ですみません

ｨ会いできなくて残念です 同　　上
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　　　　　　　　　　　　　　　　＝　Japanese皿＝（TV）

　　　　　　主任講師：アントニオ・アルフォンソ（明海大学教授）

　　　　　　　　　　　　　西原鈴子（国立国語研究所日本語教育センター室長）

全体のねらい

　Japanese　Iを基礎にし、より高度な日本語の知識を得、かつ、より複雑な表現の運用を習熟すること
を目的とナる。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 「担当講師
i所属・氏名）

1

：Lesson　1

B助詞「は」と「が」

@の対比

・叙述・描写表現の「が」、自然現象を表す場合の

@「が」、自然な気持ちを表す場合の「が」、既出・

�mの事柄を取り上げる「は」

@’基本的規則：「は」　話題の範囲の境界

@　　　　　　　「が」　話題の中心・焦点　等

アントニオ・アルフォンソ

@（明海大学教授）

@西　原へ鈴　子
i国立国語研究所日本鼡ｳ育センター所長）

2

］しesson　2

B逆接の表現
B事：柄を列挙、例示

Iに列挙

oのに、のくせに、かわりに、ても

B事柄を列叙する「し」

ｻ断の理由・根拠を示す「し」

�魔ﾌ「し」と「～も～も」との対比
B「や」、　「など」、　「～たり～たり」

同　　　上

3

：Lesso：n　3

B接続助詞の働きを

@する「たら」

B接続助詞の「と」、

@「ぱ」

。「たら」

抹ｿの間の時間的前後関係を示す
ｼ定の順接条件を示す
¥期しない出来事を示す’「たらどうですか」「だったら」と「なら」の用法・「と」　自然の帰結予期した当然の帰結

@「ば」　動詞の仮定形仮定条件

同　　　上

4

：Le　sson　4

E可能態
B可能態の用法、

@「だけ」の用法

。可能形、自・他動詞の可能態

ﾂ能態の主語、可能態と準可能態に現れる「に」

初ﾂ能態に続く「ように」「ていただけませんか」

ﾂ能態と共に使われる「ぐらい」と「ほど」

E明確な数量を示す「だけ」、可能態と共に使われる

@「だけ」

同　　　上

5

：Le　s　son　5

E受動態

B日本語の受動表現

@の特徴、使役態

。受け身形、受動態の表現、受動表現で動作主を表す

@「に」「によって」「から」　「で」

B対象を助詞「を」で冠す受動態（魚をとられる）

ｩ動詞の受動態・自発的受動態

B使役形、許可・強制を表す場合、自・他動詞の使役

ﾔ使役態で対象を示す「を」と「に」

同　　　上

6

：Le　sson　6

E他動詞と自動詞
E「ある・なる・する」

@「一た・一ている」

。対をなすもの、可能形・受け身形（自動詞）、擬似

g役動詞（他動詞）、助詞「を」と「が」、「が」

@と「で」「に」、主語の「で」、焦点の「が」

B状態的存在動詞、活動的存在動詞、変化を表す動詞
同　　　上

7

：Lesson　7

Oアスペクト

E形式名詞、「ばか

@り」

。時制を凌ぐアスペクト、．「～た」のまとめ、開始の

@「～だす」「てしまう」、完了の「～おわる」「て
ｵまう」、経由・過程の「～てくる」　等・「ところ」の意味と機能、所信・所見・所属の「とこ

?v、「～ところへ」「ところでj1「～ところを」

純Aスペクトの「ぽ：かり」「たばかり」と「～ただけ」

ﾌ対比、限界の「ばかり」

同　　　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8

：Lesson　8

B形式名詞「よう」

@「もの」「わけ」

・様態・ありさまをあらわす比況の「よう」（「触よう

ｾ」）、名詞修飾（「～ような」＋名詞）、助詞修
?i「～ように」＋名詞）

B自然・不変の原理を表す「もの」、繰り返し起った

抹ｿを示す「～たものだ」等
B筋道・事情を説明する「わけ」、「の」との対比

@「～するわけはない」「～ないわけはない」等

アントニオ・アルフォンソ

@西　原　鈴　子

9

］Lesson　9

E「の」と「こと」

E動詞状名詞とその

p法

・共に可能な場合、「の」だけ可能な場合、「～のと

`のとどっちがいい」　「明日のことにしよう」等

B動詞の名詞形、動詞状名詞の複合体、形容詞と動詞

�ｼ詞の複合体
U「～だ」「お～だ」「お～する」　「お～なさい」

同　　　上

10

：Lesson　10

E同種の事柄を暗示

@する
p「という」の用法、

@動詞「する」

・文頭の「なんて」、名詞につく「など」「なんか」

@「なんて」
auという」十名詞、　「というのは」「これという～」

暑^問を表す「どう」と共に用いられる「する「こう

ｷる」「そうする」の用法、仮定を表す「とする」・

ﾌ用法、「としては」「にしては」の用法

同　　　上

11

Lesson　11

E感覚的印象を表す

E陳述副詞、接続副

@詞

・畳語の類（同音の反復）：ぶうぶう

@「り」で終わるもの：ぼんやり

@「と」で終わるもの：きちんと

Bどうも、どうぞ、どうせ、どうか、恐らく　等

Bけっきょく、つまり、ようするに、すなわち、それ

@とも　等

同　　　上

12

：Less㎝12

B文脈にお・ける「こ

ｻあど」

E接続副詞とその用

@

。指示詞とともに用いられる「する」と「いう」の用

@　「そうです」と「ちがいます」の用法

ｻれで、それから、それなのに、そのとき、そのた

ﾟ、そのかわり、だが、だから、だけど、そうして、

ｻうすると

同　　　上

13

Lesson　13

E名詞の並列
E複合関係節、文の
@複：合

・接続助詞による並列：丁とか」「に」「やら」

ｼ詞の並記による並列　等
E関係節の並列、関係節に含まれる関係節・従属節

E複数の文の連続・複合、連続する文の複合体
同　　　上

14

：Lesson　14

B未完結文
E倒置、後置、中止

`

・僕に言えばよかったのに、こちらは山田ですが

ﾘ曲表現：良くない～、さあ、どうでしょう

E変じゃない？あの人は、憎らしいなあ、あの子

|置の心理的意味
B動詞の原型：いる～おり、

E形容詞：～く型

同　　　上

15

：Lesson　15

B尊敬の表現

B謙譲の表現、尊敬
ﾖ係と人間関係・

o名詞：接頭辞「お」「ご」
@　　：接尾辞「さん」「さま」「～学長」

藷ｮ詞：特定の語：いらっしゃる、おっしゃる

@　　特定の形：お～になる／なさる
E名詞：お返事します、治電話します　等
B丁寧体、くだけた表現と敬語圏

l間関係の親疎と文体・語彙

同　　上
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　　＝保健体育＝（TV）
　　　　　一新しい人体三一

〔主任講師坪沢彌一郎倣送大学教授）〕

全体のねらい
　人は2本の足のうらで立つ。そこで、その足のうらに関与するさまざまな因子から、すべての動作の基本である直立能力を定量的に評価する。これをスタシオロジー（身体静止学）という。本講義はこのスタシオロジーの観点に立ってr人」と「からだ」の関わりを解説する。：なむ毎回自己診断と調整のための基礎体操Medic。　physicd　Thempyを紹介する。

回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

美しい人を見たり、美しい音楽を聞くと心の

1 見る人聴く人別の人
ときめきを感じる。ここでは知覚の内省的把握が．

注Nの自己管理の基礎条件であることを中心課

閧ﾆし、視覚と聴覚の分析能力の比較から、「見

平沢彌一郎
i放送大学教授）

る刈から「聴く人」への転換について考える。

憶こらえ」の時間の長短は、その人の、その時

の身体的むよび精神的能力の総和であるQこれは
2 息　　こ　ら　え 心身の持久力を知るための最も簡便な方法である。 同　上

運動負荷や姿勢変化にとも：なう実験結果と、長

期間継続して測卸した資料に基づいて解説する。

健全な精神ははたして健全な身体にのみ宿り、

健全：な身体には必ず健全：な精神が宿るのだろうか。

3 偉人　と　健康 ユベナリスの言葉を出発点として、いわゆる偉人 同　上

と呼ばれた24人の体格について考察しながら、

心身の「健康」・「不健康」を考える。

人のからだの形はなぜこのようになったのだ
ろうか。ここではソボヅタ（J・Sobo七ta）の体

4 か　ら　だ　の　形 表の地理図、サリウス（A。Vesalius）解剖図に

謔ﾁて骨格の仕組みを学習する。また、カバラ 同　上

の思想によるセフィーロスのからだの部分の意
前づけについて言及する。

「膝小憎」とは膝関節のこと。この関節を

中心に、脚の白白の起始部と停止部、神経支配

5 膝　　　小　　　僧
とそのはたらきについて、実際に解剖をしてい
驩譁ﾊによって学習を展開してゆく。「膝小憎」 同　上

は前方に：は曲がるが後方には曲がらないのはな
ぜか、も解明する。

ヒトはいつどのよう：なきっかけで、またどの

ような道のりをたどって「直立人」になったの

6 適立人の歩む道 だろうか。ヒト化（hominization）に澄ける「直

ｧ人」への＝進化の過程を系統発生学的見地から
同　上

考察する◎われわれ直立姿勢に完全に適応しき
望

っているのだろうか。

人は出生後約10か月でだれからも手ほどき
をうけ：ないで一人で立つことができる◎その機

7 新生児の反抗
序（要因と過程）の解明はレ・まだに明らかでは

ﾈい。ここでは出生直後の新生児の姿勢制御と
同　上

神経発達との関連について個体発生学的見地か
ら解説をする。
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回 テ　　　一・　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 か　　ら、　だ　　ち

　「からだ」の語源は、人が大地に両足を踏ま　　　　　　　　　　響　　　　　　●　　　　　　■

ｦて立つさまを表す「からだち」（躯立ち）
ﾆいうやまとことばに由来する◎　「からだ」に

ﾖ連する文字や言葉から、「からだ」の価値観
ﾌ変遷について解説する。

平沢彌一郎

9 スタシオロジー

　アリストテレスの「動物運動論」から、からだの

ｮ的固定（S豊eady　setti㎎）の機序について解

烽ｷる。スタシ甲信ジーの原論、評価の方法、装

u、応用面（平衡神経科学・整形外科学・神経
煢ﾈ学園神経眼科学）の現況について述べる。

同　上

10 日本人の直立能力

　両足をきちんとそろえて立つロンベルグの姿

ｨを20秒間とらせた時の重心図（重心動揺面
ﾏ）から、日本人の直立能力について、年齢差、

ｫ差、環境差（地理的・社会的）、病経別、民

ｰ差を解説する。

同　上

11 左足　と　右足

　左足と右足のあいだには、機能的な一側優位性・
iラテラリゼーション）が存在する。左足は前進の

綷?ｫと全身の安定の支持作用、右足はスピー
hのコントロールと器用性の役割分担がある。
ﾜた、左足は遺伝因子、右足は環境因子による
ｱとを解説する。

同　上

12 はだしとすあし

　近ごろ全国各地で「はだし教育」がはじめら

黷ﾄいる。「はだし」と「すあし」の相異から、

ｱこでは「足のうらをはかる」目的、方法、解

ﾍ法、評価法について解説する。また、　「足と

ﾍきもの」の問題についてもふれてゆく。

同　上

13 立つことと歩くこと

　ヒトは立つことができてはじめて歩くことがで

ｫる。ヒトは片足歩行である。正常な歩行はその

d心軌跡がゆるやかなサインカーブを描く。脳
ｫ麻痺患者の歩容から、　「立つこと」と「歩く

ｱと」の関連を：解説する。

同　上

14
ふんぞりかえった
坙{人

　昭和52年から日本各地の遺跡から沢山の古代

lの足跡が発見された。この足跡から日本人の立

ｿ構え（身構えと気構え）を考察したところ、

ｽ安時代あたりから変わったことが推定される。

齦ｶ晩期から年代を追ってその変化を解説する。

同　上

ユ5 現代入　の足

　この20年くらいのあいだに、現代人の踵が丸くて大

ｫく：なっている。これは重心位置の後退現象を

ｨ語る。もしこのことが直立能力の衰退であると

lえることができるとすれば、ことは重大であ

驕B人類の存亡の危機について論説を試みる。

同上
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＝生　活　史＝（R）

〔主任講師：中鉢正美（元慶磨義塾大学教授）〕

全体のねらい

　現代の生活史をそのミクロとマクロの視点から明らかにして生活をめぐる諸問題が直面している転換

点を討論する為の素材を提供したい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容レ 担当講師
i所属・氏名）

1
生活史、生活学、

ｶ活構造論

　広義の両方についてふれる。生活構造論は特定

ﾌ社会階級の発達と変動を扱う。生活学は日本の

}速な近代化過程に於ける主要な生活問題の生成

ﾆその安定化への動向を検討する。

　中鉢　正　美
i元慶鷹義塾大学教授

2 マクロとミクロの
ｶ活史

　生活学は日本の近代化過程に於ける生活の発展

yび安定化に就いての学際的研究であり、生活史

ﾍ特定の個入を典型とした生活近代化の追跡であ

驕B両者はそれぞれ密接な関わり合いをもって掛
閨Aその問題’点が明らかにする。

同　上‘

3 共同体の生活史

　生活史の原点は、家族、職場といった人々が直

ﾚ関わり合う共同体的な集団である。とりわけ夫

wや親子がその生活を共有するためには一定の対

bや相互行動を繰り返す過程が重視されなければ
Fならないことを解説する。

同　上

4 文書記録の生活史

　共同体は生活の直接的経験を相互に伝達し合っ

ﾄ生活を続けるが、これを第三者に伝達し合う為

ﾉは文書による記録の必要が澄こる。関接的な伝

B手段による生活史は近代社会に於ける生活史研

?ﾌ基本型を構成するものといえる。

石　毛　直　道

i国立民族学博物

ﾙ助教授）

5 都市の生活史

　共同体の生活史が村落を基礎とするみた対して、

s市は相対的に新しい生活様式を構成する。この

s市の生活様式について解説する。

川　添　　　登

i建築評論家日本

ｶ活学会理事長）

6 産業化と生活史

　十九世紀産業都市の発達によって近代社会は全
ｭ新しい様相を呈した。産業都市は都市生活生活一般についてもこれに対する新しい対応をせまる

ｱととなった。この産業化との関わりを解説する。

副　田　義　也

i筑波大学教授）

7 諸文化の生活史

　生活史とは、ある社会全体の生活が、時代によ

ﾁてどのように変化してきたかという意味と特定

ﾌ社会の特定の時代に個人がどのように生きたか

�L録したものをいう場合とがある。ここでは二

ﾂの場合を考え合わせて解説する。

原　　　ひろ子

i澄茶の水女子大学

O教授）
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

人間は無意識的に繰り返される日常的生活の中

8
意識と無意識のか
ｩわわゴ

で一定の生活構造を形造り、やがて産業化による
ﾐ会的変化に直面して新しい文化の諸関係を創造
ｷべく模索を始める。この無意識的な日常生活と

中　鉢　正　美

意識的な非B常的模索との関わりを精神分析学的
諸研究を手がかりとして解明する。

労働力の再生産を行う主体である人間の近代的

生活がどのように発生し展開されて行ったかを、

9 衣食住の生活史 近代生活の中心的な部分である衣食住から考察し
同　上

てゆぐ。

現代社会の発達につれて、生活の社会的共同消

10
医療・教育・住居・福祉の社会化

費の部分が発達してきた◎そこで社会的な共通経

?ﾆしての医療や教育・住居・福祉の問題につい
ﾄ解明する。

同　上

日本の生活史・ 幕末から明治初年に惑いて食糧の生産がその生

1　－1 活水準の約半分に達していた。第1次大戦後の近

11 明治維新～第2次 代化と共にこの水準は約3割に変化し、第2次大 同　上
世界大戦までの生 戦と共に再び嘗ての水準に迄転落した過程を概説

活水準 する。

日本の生活史・ 第2次大戦後ほぼ10年の間に生活水準は戦前の

1－2 高さに回復した。その他20年間戦後日本経済の高

12 第2次世界大戦以 度成長と共に現在のヨーロッパ並みの高さに迄回 同　上
降の生活水準 復し食糧生産はその2割内外にまで低減したこと

を概説する。

13

日本の生活史・
Q一・1
ｾ治維新、第2次
｢界大戦までの入

　明治初期の人口は3700万人前後であったが、

P930年代には8000人台を超えたが第2次大戦
ﾉよって7200万人に縮少をした。戦後のベビー
uーム以後、人口のピラミッドが拡大から縮少に
]換する迄を一一つの時期として説明する。

同　上

口変化

ベビーブーム以後の入口増加率は拡大から縮少

日本の生活史・ に転化したが、入口の高齢化現象が現れてきた。

14 2－2
謔Q次世界大戦以

人口総数は一億二千万人に達し、やがてその絶対

狽ｪ減少の過程に入ろうとしている状態を説明す
同　上

降の入口変化 る。

日本の生活水準が上昇し人口の増加が頂点に達

した現状に隔て、現代生活の再構成がせまられて

15 「生活史」の総括 いる事情を参加者を交えて討論したい。

@4人の聴講者の感想
同」ヒ
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　＝生活の社会学＝（R）

〔主任講師：副田義也（筑波大学教授）〕

全体のねらい

　L生活構造論は・生命の日日の創造として、人間の生活の本質をとらえ、その入間らしいあのかた

を考える。皿生活問題論は・隼活の人間らしさが失われる問題状況を学問的にとらえる工夫をする。

皿生活保障論は・生活の人間らしさを維持・回復する政策・制度・運動・実践を論じて、福祉国家、

福祉社会のありかたまでを考える。

回 テ　　一一　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

1 生　　活　構　造

　生活の本質を人間の生命の日日の生産過程として把握する。また、それは、労働者のばあい、労働力の生産：→労働力の販売→労働力の消費→

ｶ活手段などの生産→生活手段象どの購買→生
?闥iなどの消費一申・・という循環となるのを示

ｷ。

副　田　義　也

i筑波大学教授）

2 生　活　水　準

　生活水準は賃金水準、貨幣消費水準、物量消費水準に区分される。ここでは貨幣消費水準に注目して、最低生活費研究の現状と、生活費目の分類を論じるほか、新しい概念を紹介する。

同　上

3 生　　活　　関　係

　夫婦関係は分業関係であり、たがいの労働力、性的成熟、愛によって成立する。親子関係は扶養関係であり、子の無力性、愛、その他によって成立する◎また、世帯の概念にもふれる。

醒　　　同　、上

4 生　　活　時　間
同　上

5 生　　活　　空　間

　生活構造の空間的形式としての生活空間を、活動空間、資源空間、意識空間などで論じる。さらに資源空間からシビル・ミニマム論をみちびき、意識空間からコミュニティ論、地方自治

_をみちびきたい。

同　上

6 生　　活　　問　題

　社会問題、生活問題の概念規定をする。生活問題とは、呼びの生活のうち、社会が解決、予防が必要な問題として、一・定の価値意識にもと“ついて指定するものである。

同　上

7 諸範疇の関係

　生活問題の政策的範躊、実践的範躊，運動的：範躊、科学的範疇を規定し、それらの関係を論じる。政策的範疇は、抽象的・統計的だが、実践的範疇は具体的・個別的である。また、運動的弓躊、科学的範瞬の限界にもふれる。

同　上
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 貧　　困’問　題

　貧困問題の政策、運動、科学の三二躊の関係

�ｪ析して．科学的範躊のうち、欧米の相対的
穀Dの概念や日本の不安定階層の理論を多少く
墲ｵく述べる。貧困の多元的把握をめざレなが
轣Aそれを無限定に拡大してゆく一部の動向は

癆ｻする。

副　田　義也

9 非貨幣的問題

　保育問題、老人問題を例にとり、非貨幣的問

閧ﾌ政策、運動、科学の三範躊の関係を分析す

驕揩ｱれはニーズと扶養の函数であることを示

ｵ、家族形態、婦人労働などとの関連をあきら

ｩにする。

同　上

10 諸類型と原因

　生活問題を階級問題、階層問題、地域問題、

ﾆ族問題、個人の問題などとして把握する見方

�ﾐ介し、それぞれのばあいで、成立過程を理

�ｷる枠組が異なることを指摘する。
同　上

11 生　活　保　障

、生活保障の体系を紹介し、福祉国家の条件の

ﾐとつ忙位置：づける。国家独占資本主義期の政

｡＝経済構造の産物であり、生存権保障の方法

ﾅあることを示す。　・
同　上

12 所　　得　保　障

　社会保険、公的扶助、家族手当：などについて・

ｴ理的性格をあきらかにし、さらに、日本での

ｻ状を紹介し、問題点、改良の方向・試案を提

ｦする。

同　上

13 医　　療　保　障

　医療の領域を概観し、その原理的性格、日

{での現状を紹介し、問題点、改良の方向・試

ﾄなどを論じる。 同　上

14 サービス保障

　児童福祉、三八福祉、身体障害者福祉、精神

鮪緕ﾒ福祉、母子福祉の五つの領域で原理的性

iをあきらかにし、コミュニティ・ケア・専門

I処遇などに焦点をあわせながら、現状を分析

ｵていく。

0同　上

15 生活保障運動

　生活保障の政策、実践の向上を要求・期待す

驩^動、その実践に参加する運動を論じる。そ
黷轤ｪ、生活問題、生活保障を学習する運動；

ｳ育運動であり、また．研究する運動＝科学運

ｮである可能性を追求する。．

同上
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　　＝家庭の本質＝（R）

〔主任講師1加藤秀俊（放送大学教授）〕

全体のねらい

　社会の最小単位集団である家族、そして、その周縁概念である「家庭」を、歴史的、同時的にとら

え、きわめて今日的な課題としての家族、家庭の諸問題を考察する。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 家族の発生と進化
@　　　　　　（1）

　この2回の講義で、生物進化のなかでの家族の

ｭ生と進化を、とりわけ霊長類の行動をつうじて

沒｢し、生物社会のなかでの人間の「家族」の特

ｫを位置づける。
伊　谷純一郎
i京都大学教授）

2 家族の発生と進化
@　　　　　　（2）

同　　　上

3 家族の構成と構造
ﾆ族とは何か　（1）

　人類の諸文化のなかで、「家族」の観念はきわ

ﾟて多様な意味をもち、また、家族構造じたいも、

椛ﾎ的な性質のものである。この3回の講義をつ
､じて、さまざまな文化のなかでの家族の類型、

ｻの社会的機能などについての基礎概念を学習する

中　根　千　枝

i東京大学教授）

4 家族内の人間関係
ﾆ族とは何か　（2）

同　　　上

5
配偶者と親子関係
ﾆ族とは何か　（3）

同　　　上

6 家から家庭へ
ﾆ族から家庭へ（1）

　主として日本の近代史のなかで「家」をめぐる

ﾏ念の変化に着目し、イエ→家族→家庭という

u家」の進化ないし変貌を考察し、現代「家庭」

ﾌ意味と可能性を位置づける。

米　山　俊　直

i京都大学教授）

7 家族の　析　出
ﾆ族から家庭へ（2）

同　　　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

主として日本の近代史のなかで「家」をめぐる

8 家庭の　未来
観念の変化に着目し、イエ→家族→家庭という

u家」の進化ないし変貌を考察し、現代「家庭」 米　山　俊　直
家族から家庭へ（3＞ の意味と可能性を位置つげる。

家族の中核にある「結婚」の問題、そして、そ
近代化の秩序モデル こから派生する結婚観、家族観を日本の近代のな

9 日本の近代化と家 かでさぐり、家族をめぐる思想史を学習する◎ 神　島　二　郎

庭（1） （立教大学教授）

家族主義の由来
10 日本の近代化と家 同　　　上

庭（2）

「家庭」ということばは、英語のhOmeを福

11 家庭と婦入教育
沢諭吉が翻訳したものといわれている。ここでは
ｾ治以降の婦人雑誌や生活運動をつうじて「家庭」 加　藤　秀　俊

家庭の誕生　（1） が誕生し機能しはじめた経緯と現状をとらえる。 （放送大学教授）

12 家庭内の緊張関係 同　　　上

家庭の誕生　（2）

近代文学は、ある意味で、イエをめぐる個人の

13
近代日本の「家」と

心理的葛藤の歴史であったといえる。この講義で

ﾍ、近代日本の文学作品のなかに「家」や「三三 多　田　道太郎
文学（1） がどのようにえがかれてきたかを探求する。 （京都大学教授）

14
近代日本の「家」と 同　　　上
文学（2）

都市化の進行、人口移動の加速化、さらに人口

の高齢化などによって家庭は変貌しつつある。こ

15 家族の将来
れまでの14週にわたる講義をふまえながら、家 加藤秀俊
族と家庭の将来を展望する。
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＝＝ ﾆ　族　関　係虚（R）

〔主任講師：森岡清美（成城大学教授）〕

全体のねらい
1．戦前から戦後をへて現在に至るまでの．’ 坙{家族の構造と機能にみられる変化を明らかにする。

2　日本の家族関係の現状を、外国の家族関係と比較して考察し、その特色を明らかにする。

3．高齢化社会に於ける家族関係の問題点を探り、それへの対策を検討する。

回 テ　　一・　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1。家族は集団　a法令用語としての家族　a日常

1 家　　族　　と　は

語としての家族　4．家族の定義　臥形態面の特色

U。関係面の特色　7機能面の特色
森　岡　清　美

i成城大学教授）

L家族　a家庭　3．世帯　4．家族・家庭・世帯

露 家族・家庭・世帯 同　上

L家族の要素的単位　2．核家族説　a小集団とし

ての核家族　4．核家族の二面性　5．核家族の世代

3 核　　　家　　　族 関係 同　上

L居住規則と家族、の類型　2夫婦家族制　3．直系

家族制　4．複：三家族制　5家族類型の地域的分布

4 家族の類型と分類 6．類型・典型・分類　7．家族の分類　8，類型と分 同　上

類との関係　9．家族の再分類

1核家族化　2．家族と世帯　3産業化と核家族化

4．日本の核家族化の歩み　5核家族化の諸要因

5 核　家　　族　化 同　上

L小家族、小家族化　a家族規模の近似値　3．わ

が国の小家族化　4．小家族化の国際比較　5L小家

6 小　家　　族　　化 白化の諸要因 同　上

1。ライフサイクルの発想　2．ライフサイクル研究

の発端　a家族のライフサイクル　4．ライフサイ

7
家族のライフサイ クルの捉え方　5，発達段階の設定　a直系制家族 同　上
クル のライフサイクル　Z複合制家族のライフサイク

ノレ
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回 テ　　・一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1．女子の一生の変化　2日本に懸けるライフサイ

8
ライフサイクルの

ﾏ化

クルの変化　3．ライフサイクルの変化によって生

ｶた新局面　4。ライフサイクルの問題点　5・ライ

tコースの発想

森　岡　清　美

L相補的な二つの性　2．異性交際の発達　aデイ

トの機能　4。デイトの逆機能　5異性交際の実態
望　月　　　崇

9 異　　性　交　　際 6．デイトの開始年齢　7．異性交際と性モラル （大正大学教授）

1．配偶者選択の範囲　2．配偶者選択の基準　3・規

範一相互作用説　4．欲求相補説　5．配偶者選択の

10 配偶者選択 過程 同　上

1．結婚の意味　2．結婚の機能　3・恋愛結婚の増加

4．結婚相談所の繁栄　5高い結婚率　6・初婚年齢

11 結　　　　　　婚 の変化 同　上

1．離婚の意味　2離婚に対する社会の態度　3・日

本の離婚の動向　4．離婚の社会的背景　5離婚原

12 離婚　・再婚 因　6再婚の状況 同　上

1．家族危機とは　2．ABC－Xモデル　3．ジェッ

トコースター・モデル　4．二重ABC－Xモデル

13 家族の危機 5．マリッジ・カウンセリング 同　上

1．親子関係と社会化　2．社会化としつけ　a社会

化の過程　4．現代家族の問題点

14 子どもの社会化 同　上

1．女子の就労の動向　2．共働きの増加　3．共働き

の理由　4．共働きの悩み

15 共働　き　夫婦 同　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1．家族機能としての老親扶養関係　2．何歳から老

人か　3．老人の欲求とその充足　4老親扶養の三

16 老親の扶養
側面と三種の居住関係　5．老親扶養の二類型6現代日本に澄げる同居型扶養の動向　Z現代日

森　岡　清　美

本に澄ける近居型扶養の登場

1．家族と住宅　2．ノェルターとしての住宅　3．戦

後日本に白ける住宅の量的改善　4．大型住宅と小

17 家族と　住宅 型住宅　5戦後日本に於ける住宅の質的変化と改
P　6．和式茶の間の消失と洋式居間の確立 同　上

L家族と寝食の共同　a寝食と家族機能　3．家族
は日常的会食の単位　4．台所と食事室　5．家計費

18 家族と食生活
のなかの食料費　6戦後の食生活内容の変化7電気冷蔵庫の普及と食生活への影響　8．はたら

同　上

く主婦と加工食品　9．外食澄よび家庭内外食の増
加

L家計の収支動向　2階層と家計構造　a中流家
庭の家計　4．生活設計の意味　5．家計と生活設計

19 家族　と　家計 望　月　　　嵩

1．余暇の意味　a余暇活動の活発化　3．余暇意識
4．家族と余暇行動

20 家族と余暇活動 同　上

1．家族の構造　2家族的地位　3．家族的役割

4役割期待・役割認知・役割遂行　5．役割取得・

21 家族の役割構造 役割葛藤　a役割遂行による欲求充足　7。生物学
I差異が役割配分を規定するか？　8．役割配分の

森　岡　清　美

規定要因　a役割構造の変化

L地位の序列　2権力の序列　3．権威の序列
4勢力の序列　5勢力構造の実態　6．夫婦の勢力

22 家族の勢力構造
関係　7．親子の勢力関係　8．勢力構造を規定する

烽ﾌ　甑勢力構造の変化 同　上

1．情緒とは　2．家族の情緒構造　3．夫婦の伴侶性

4．親子間の情緒

23 家族の情緒構造 望　月　　　単
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回 テ　　　一・　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

L先祖とは　a先祖の類別　3．死者と先祖・4・家
に論げる先祖とその祭祀　5．家的先祖祭祀の機能

、

24 家族・と　先祖
a家的社会での非家的先祖祭祀とその機能　7・家
ﾌ変化にともなう先祖観の変化　＆仏壇保持率の

森　岡　清　美

推移　9洗祖祭祀の変化

1．親族・親族関係・親族集団　2．親族とは　a親

族の類別　4．親族関係　5．親族集団　6夫婦家族

25 親　　族　　関　係
制と異居近親関係　Z直系家族制の場合、とくに
坙{の同族と親類について　＆親族関係の変化

同　上

1．家の社会的被拘束性　2地域社会とは　3・村落

的社会と家族　4都市的社会と家族　5家族の変

26 家族と地域社会
化と地域社会　6地域社会の変化と家族　7都市

I社会と住民運動
同　上

1．家族の機能　2．オグバーンの家族機能縮小説・

3．機能縮小のより積極的把握　4産業化と家族機

27 家族機能の変化
能の変化　5．社会の変化でなぜ家族が変わる？
U．パーソナリティー機能の分化　7．家族の機能復

同　上

権　8．家族の機能はほんとうに縮小したか？

L家族意識とは　2．家族意識は果たして捉えうる
か？　3．「家族意識の変化」の捉え方　4・子がな

28 家族意識の変化
い場合養子は必要か？　5．先祖を尊ぶか？　6・ど

ﾌ子に財産や事業を相続させるか？　7老後を子
同　上

どもに頼るつもりか？

1．家族の変動にたいする悲観論と楽観論　2．未来

への要請　3．過去の未来家族論　4．家族は消滅す

29 家族の未来
るか？　5．ソ連邦の家族政策　6．家族は存続しう

驍ｩ？　Z日本の家族はどうか？　8・家族はどこ
同　上

へ？　9．家族のゆくえと政治

：L福祉とは　2．家族福祉と親族福祉　3・企業福祉

4．社会福祉と家族福祉　5．福祉の最小性と最大性

30 家族福祉と社会福祉
6福祉と幸福，7．家族の福祉機能と社会福祉との

ﾖ連璽
同　上
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　＝家庭の経済＝（R）
〔〔主任講師；今井光映（金城学院大学教授　　　　　古郡二子（明海大学教授））〕〕

全体のねらい

　1．家庭経済は家庭・個人の自己実現という目的価値を実現するために：、生産・消費・貯蓄の経済行

為を営むがそれを経済全体の中でシステム的にとらえる。

　a家庭経済の行為をシステム的にとらえる場合、とくに生活する老の視座・視点で主体的にとらえ

ることによって、中核的なエコシステムである家庭経済の本質的な機能と位地づけを浮ぎぼりにする。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

家庭経済の目的価値を家族・個人の自己実現
に：澄くことの意味を、家庭経済の本質にてらし

！ 家庭経済の本質意
`と機能

て考える。また、その家庭経済が経済全体のシ
Xテムの中で、生産・消費・貯蓄の経済行為に

　今井　光　映
i金城学院大学教授）

関してどのようにかかわり、位地にあるかを認
識する。

家庭経済の本質的な機能のひとつである家庭
内生産の意味を考える。この生産活動は必ずし

2
家庭内生産と家事

J働
も企業の果しているものと同じではないが、家
ｰの維持と発展のために重要な、市場下あるい

坂井　素　思
i放送大学助教授）

は非市場的価値を生み出している。この機能の
変遷と現代的意味を明らかにする。

家事労働の変化、賃労働とシャドウ・ワーク

3
家事労働の経済的

]価

の概念、経済学におげる家事労働の取り扱い、

ﾈどに触れる。その上で、家族、家事労働のあ

阨福�lえる。

古郡　靹　子
i明海大学教授）

家庭経済が果している労働供給の役割を考察
する。産業化の進展は、：職場と家庭の分離を促

4 労働と家庭経済 進したがY反面、現代経済のなかでは、労働を
ﾊじて家庭経済と国民経済は密接に結びついて 坂井　素　思
いる。就業構造、所得分布などに言及し、この
間の関係を明らかにする。

自由時間を家族・個人の自己実現への解放の

5
自由時間と家庭経

ﾏ

ための時間として意義づけ、その変化が家計構
｢にどのような影響変化をもたらしているかを
F識する。葦た自由時間の増大に伴うサービス 今　井　光映
をめぐる消費者問題など、自由時間の本：質にか
かわる諸問題を考える。

家庭経済の果している消費機能に：ついて考え

る。家計を単位とする消費活動がなぜ行われる

6 消　費　の理論 のか。そしてまた、このことは国民経済二とどの 坂井　素　思
ように関わっているのか。消費理論の検討によ

って明らかにする。

家計の収入と支出の構造、その移り変わり、

収入と支出の関係などを実態に即して分析し、

7 家計の収支構造 生活水準の動向を明らかにする。そして、家計 古　郡　靹子
の収支構造が価値観、や生活行動の多様化、教育

水準などによってどのように変化するかを考える。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

サービス経済化が消費構造に与える影響を考

8
消費のサービス経

ﾏ化

える。経済の中心がモノからサービスに向うな

ｩで、個人消費支出に：占めるサービス支出が増

ﾁ傾向にある。ここでは、消費のサービス経済
古郡　靹　子

化の実態と背景を明らかにする。

家計の立場から貯蓄を見る。貯蓄の動機、目

的、貯蓄性向の決定要因などを考えながら貯蓄

9 貯蓄と家庭経済 率の動向を分析し、家計の貯蓄行動を明らかに 同　　上

する。

家庭経済では、資産ストックはどのような状

態に：あり、またどのような役割を果しているの

10 家計の資産選択 か。資産選択の決定要因、資産の保有動機など、 坂井　素　思
家計の資産保有行動を明らかにする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曽ｨ価上昇の背景要因とそのメカニズム、及び

それが家計に及ぼす影響を認識する。また物価

11 物　価　と　家　計 上昇に対応する家庭経済の対応を、短期生活設 今　井光　映
計と長期生活設計の視点から考える。

家庭経済は公共的な経済部門とどのような関

係で結ばれているのだろうか．公共支出や政策

12 税　　と　家．計 の家庭経済へ及ぼす影響、あるいは所得再分配 坂井素　思
のあり方など、税を媒介とする家庭経済と公共

経済の関係を明らかにする。・

長寿社会の構造と、それが家庭経済に及ぼす

13
長寿社会と家庭経

ﾏ

影響、ならびに：それに対応する家庭経済のあり

福�lえる。また、活力ある長寿社会のための

?ﾍある福祉経済のあり方を、家庭経済の視点

今　井光　映：

で考える。

家庭経済の長期的な変動について考える。家
族は、世帯構成の変容、家族機能の変化などの

14
社会構造の変化と

ﾆ庭経済
長期的な変動を受ける。このような産業化を中
Sとする社会経済的変動は、家庭経済にどのよ 坂井　素　思

うな影響を及ぼしてきているか。経済文明的視
点から考察する。

経済社会環境の変化の中で、家族・個人が生

15
これからの家庭経
ﾏを考える

活の価値を守り、自己実現するために、生活環
ｫの適応面（個人的生活設計面）ならびに醸成
ﾊ（社会的生活設計面）で考えて澄かなければ 今井光映：
ならない諸点を考え、各人のライフスタイルづ
ぐりへの指針とする◎
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　　　　　　　　　　　。＝家庭経営学＝・（R）
　　　　　　　　　　　　　・一これからの社会と家庭経営一

　　　　　　　　　〔主任講師：今井光焔（金城学院大学学長）〕

全体のねらい

　家庭経営はそれをめぐる生活環境から影響をうけ、適応を迫られるとともに、他方では、そのあり

方が生活環境を醸成し・変えていく・これからの社会の動きの中で、家庭経営が考えておかなければ

なら：ない内在的・外在的諸問題をとわあげ、家庭経営がその本来の目的を実現するための問題解決：の

すじ道を考えることとする。

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

家庭経営は、最も根源的にして中核的なエゴ

1 家庭経営の本質と

ﾚ的

システムである。それは何を本質とし、何を目

Iとするか、企業・国・自治体などの派生的な 今井光映
エコシステムとの関係はどうかなど、家庭経営 （金城学院大学長）

の根本問題を考える。

家庭経営はインプット、プロセス、アウトプ

2 家庭経営のシステム
ット、フィードバックの4つのマネジメント要
fから成る。それら4要素の内容と関連を、具 同上
体的な例で考え、合理的な家庭経営行動の基：礎

とする。

新しい家庭経営に誇いて「家庭経営とは意思

3
家庭経営の意思決
閧ﾌ過程

決定のことなり」と考えられ、意思決定こそ家

?o営の中核とされる。家政の意思決定のプロ 同　上
セスを具体的な例をあげながら考える。

4
家庭経営に澄ける
ｿ値とライフスタ
Cルの設計

　家庭経営のシステムに憎いて、価値は最も中核的なインプットとして意思決定のプロセスを方向づけ、それぞれにライフスタイルを形成する源となる。価値の意義とその家庭経営への影響の過程を考える。

山　口　久　子，

i椙山女学園大学
@　　　　教授）

経済生活は、家庭経営の中核豹なサブシステム

5
家庭経営と経済生

?ﾌ設計

である。家族個入の自己表現を進めていくため

ﾌ方法論を理解し、家庭経営の理論をふまえて、 同　上
家族・個人のライフサイクルにそった家庭の経

済生活の設計を考える。

食生活を家庭経営の山つのサブシステムとし

6
家庭経営と食生活

ﾌ設計

てとらえ、食事がもつ精神的要素の大きいこと

�[分認識しながら、食物・栄養の理論をふま

ｦて、家族・個人のライフサイクルにそった食
同　上

生活の設計を考える。

衣生活を家庭経営の一つのサブシステムとし

7 家庭経営と衣生活

ﾌ設計

て、入間に最も近接した環境としてとらえてい

ｭことの必要性を知り、繊維・衣料の理論をふ 同　．上

まえて、家族・立入のライフサイクルにそった

衣生活の設計を考える。
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

り

家族・個人のライフサイクル澄よび住要求に
㌻

8
家庭経営と三生浩
ﾌ設計

そった住生活の設計を、起居様式、持家志向、

Z生活空間の構成、住環境の基準．高齢者と住

ｶ活、物的管理の視点から考える◎

小　澤　紀美子

i東京学芸大学
@　　　助教授）

家庭や個人の生活時間の構造がどのような変

9
家庭経営と生活時
ﾔの設計

イヒをたどっているか、またその変化の中で家庭

o営はどのような問題に迫られているかを考え

驕Bまたその有効な活用のためのマネージメン

同　上

トの方法を考える。

家事労働は、従来、時間的要素と身体的要素
によって、労働生理学的に把握されてきたが、

10
家庭経営と家事労
ｭの設計

それに加えて、情感的と認知的の二つの要素を
ﾁえて、トータルにとらえられる必要がある。

同　上

それとともに、それを経済的に評価する方法も・
考えて澄ぐ必要がある。

世界に類をみない早やさと水準ですすんでい’

11
高齢化社会と家庭

o営

るわが国社会の高齢化によって、家庭経営がど

ﾌような影響を受けるかを自覚し、それに対応

ｷる方策を家庭経営の立場で考える。
山　口　久子

従来、家政の意思決定は経験的に行われてき
たが、ハウスホ「ルドコンピュータの開発によ

12
情報化社会と家庭

o営
って、それを科学的に行うことができるように
ﾈった。ニューメディアの時代を迎えるに当た

小　澤紀美子

って、おこりうる家政の問題を考える。

家庭経営がその目的を達成するうえで問題と

13
家庭経営と消費者
竭

し：なければならないものに消費者問題がある。

ｻの背景構造を明らかにし、問題を解決するた
ﾟの生活環境醸成的な家庭経営を考える。

今井　光　映：

今日の家庭経営をめぐる外部環境条件の大き

14
家庭経営と消費者

ｳ育

な問題として消費者問題があるが、その問題解

?ﾌ担い手として消費者教育を位地づけ、その

lえ方と方法を考える。∵

同　上

これまで学習してきた14章までの各章で、説

15
これからの家庭経
cを考える

明し足りなかったこと、あるいはとくに強調し

ｽいことを、各担当者が確認するとともに、こ

ﾌ3者のてい談という形で、これからの社会の

今　井　光映
R　口　久子
ｬ　澤　紀美子

中での家庭経営のあり方を話し合う。
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＝衣生活概論＝（TV）
〔主任講師　矢部章彦（放送大学教授）〕

全体のねらい

　“生活の中の衣服”という視点から、今日め衣生活にかかわる諸問題を、多くの事例をあげて通観
する。

　流れの筋を、衣服が語る人間、衣生活を支える科学に大別し、それぞれの立場から概説し、さらに

高度な専門への橋渡しとする。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 生活の中の衣服

　衣服は身体を於澄うとか、寒暑を防ぐとか、上べを着飾るとか云った、バラバラの機能の寄せ集めではない。むしろ衣服をまとう人間がその根源にあることを、概論的叙述の中ではっきりさせて澄きたい。

矢　部章　彦
i放送大学教授）

2
衣服の意味（1）一衣服の機能一

　衣服は単に寒暑や外敵・外傷から身を守る物

搏I機能をもつだけではなく、着る人の心と結

ﾑついた様々の機能をもっている。衣服とは何

ｩを考えるにあたり、衣服の諸機能を概観する。

小　池　三　枝

iお茶の水女子大

@　　学助教授）

3
衣服の意味（2）一衣服と心情一

　衣服を通して人間をみるということについて、いく種かの具体例によって考える。

同　　　上

4
衣服の意味（3）一衣服と社会一

　衣服は個人の社会の一員たることを保証して、

ﾐ会生活に澄ける保護の役目をもつ。衣服の社

?I機能について、西欧中世の二つの習慣をと

閧?ｰて考える。

徳　井　淑　子

5

衣服の意味（4）一流・　　行一

　新しい流行は常に社会の批判をうけるが、・一

菶ｬ行に遅れた衣服もまた常に社会に入れられ

ﾈい。西洋の中世から近代に至る歴史の中に、

ｬ行に対する人々の反応を探の、その理由を考

ｦる。

同　　　上

6
衣服の意味（5）一中　　　服一

　現代社会に澄いて衣服の社会的機能の最も顕

?ﾈ例は、制服に求められる。制服がもつ三つ

ﾌ性格、保護・主張・排除について、西洋服飾

jの事例によって考える。

同　　　上

7 衣服　と　人　体

　衣服は人体の体温調節や運動性などの機能を

ﾇのように補助しているか。また、妨げとなる

ﾌはどのような場合かを、衣服の素材、形、三

福ﾈどの面から考える。
酒　井　豊　子
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 衣服の素材（1）

　天然繊維から合成繊維まで、各種繊維の特質

�A衣服の実用上の諸特性との関係など把える。

ﾜたそれらの改良、改質の方向にも触れる。綿、

ﾑなどの輸入や、繊維消費などについても考え

ﾄみたい◎

酒　井　豊：子

9 衣服の素材（2）

　織物・編物などの布を中心に、衣服を構成す

骼增Xな材料について、その製法、用途などを

T観し、衣服の取り扱い易さや着心地のよさな

ﾇの上に関係の深い性能について考察する。
同　　　上

10
衣服　の　色（1）一色とは何か一

　形・文様・周囲の風物に托した情緒の表現な
ﾇ、人間の内面と外の世界との調和、人間の体
ｱや学習効果と結びついた色の世界。
@色の見方と見え方について、広範囲な視点か
逡ﾒずる。色名（固有色名・・基本色名）から、．
Fの定量的記述にまで言及する。

矢　部　章彦

ｬ　池　三　枝

11
衣服　の　色（2）一染めについて一

　染めの技法の伝統。染料・繊維の組合わせに

烽ﾆずく近代染色技法ならびに：染色理論。

@染色物の、日光・洗濯・汗・マサツ等による

ﾏ退色とその評価など、主として科学的な立場

ｩらの解説を試みる。

矢　部章　彦

12 衣服の製作（1）

　伸縮性、剛軟性など、素材の物理的、力学的

ｫ能が、衣服を形づくる上でどのようにかかわ
驍ｩを考察。縫う、編む、i接着など、衣服製作

ﾌ諸作業を、出来上りの丈夫さ、美しさなどの

ﾊから検討する。

酒　井　＝豊　子

13
衣服の製作（2）一既　製　服一

　既製服は、すでにわれわれの衣生活に欠かせ

ﾈい存在となっている。ここでは、既製服の企

謔ｩら製造に至る工程を追って、既製服がどの
謔､にわれわれに提供されているかを理解する。

同　　　上

14 衣服の手入れ

　新しい衣服を長持ちさせる手だてについて考

ｦる。平常の手入れ、保管のほか、最も重要な

ﾛ題として、洗濯についてや玉くわしく論ずる。

@衣服のいたみを、系統的に整理して、それぞ

黷ﾉついての対策を考える。

矢部章　彦

15
衣生活と環境
i付）衣生活の
麹∮I考　察

　衣生活を社会的に見たときの諸問題を、衣服
ﾌ廃棄と再利用、繊維処理剤の安全性、洗剤に
ｩかわる諸問題の三点にしほり、概要を説明する。

@最後のまとめとして、人文・社会・自然の三
ﾂの立場を融合して、人間にとっての着ること
ﾌ意味を再考する。

同　　上
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　　　　　　　　　　　　　　＝衣　服　論一（TV）

　　　　　　　　〔主任講師：鱗峯離驚繕名誉教授）〕

全体のねらい

　日本、西洋の服飾の歴史の中から具体的な事象をとりあげて服飾表現の諸相をみる。前半で表現の担い．

い手である形態・色彩・文様の問題を扱い、後半で服飾の美感をとりあげるあ実物資料、絵画・彫刻等美

術資料、服飾についての記録、考証等の文献、文学作品の資料を引用し左がら、服飾研究の一つのあの方
を示す◎

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

衣摺　面と表面装飾　形態の対比装飾部分

谷　田　閲　次
1 形態　と　表現 （齢茶の水女子大学

名誉教授）

封建儀礼と服飾　騎士道と服飾　宮延風恋愛と

中世西欧の社会 服飾

2 　と服飾表現　（1）一騎士と宮延生活一 徳　井　淑　子

i放送大学助教授）

3

中世西欧の社会
@と服飾表現　（2）一衣服のヒエラ

　中世の衣服観　ヒエラルキーの実現　文字にみ

驤ﾟ服と社会階層

同　上

ルキー一一

国王と紋章　都市と紋章

中世西欧の社会
4 と服飾表現　③ 同　上

一紋章二と衣服一

服制と色彩　寓意と象徴　重ね色目の仔情

5 色彩の寓意と象徴 谷　田　閲　次

深紅一プールプルと旧聞ルラット　緑衣の習慣

6
中世西欧の色彩
@　　　　　の象徴

の流行

徳　井　淑　子

大様の三つの要素　意想のさまざま　旧びへの

志向

7 文様　の意想 谷　田　閲　次
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回 テ　　・一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

「御ひいなかた」の文様から　様子と二二の文

近世日本の 様　橋に波　　「一来」の大文字の文様　かまきり 小　池　三　枝

8 服飾文様　（1） 山の文様　かささぎの文様 （於茶の水女子大

一小袖文様を読む一 学助教授）

9

近世日本の
@　服飾文様　（2）一歌舞伎文様の

　舞台と役者と観客　江戸前期一女形の衣裳から

@江戸後期一一江戸町人の生活と歌舞伎　役者染の

ｬ行一路考恭 同　上

発生・展開一

服飾の社会性　流行の構造　モード（時世粧）

武家服飾の嗜み

10 流　　　　行
谷　田　閲　次

「たて」という二二、町奴、男達　だての心

当世風としてのだて

11 「だ　て」 同　上

他山期の江戸文化新風としてのいき　いきの

好み　いきの心

12 「い　き」 同　上

風俗としてのダンヂィ　ダンディズムの展：開

13 「ダンディズム」 徳　三三　子

幕末維新三一洋装への関心　明治初期一洋二化

と外国人の目　明治20年代　明治30年代一ハイ

14 「ハイ　カラ」 カラ語の出現 小　池　三　枝

衣服の主人公　服飾の歴史とは　作家なき作品

形を生む心　表現された服飾

15 服飾と　入間
谷　田　閲　次 ＼
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＝衣生活の科学＝（W）
〔主任講師1矢部章彦（放送大学教授）〕

全体のねらい

　衣生活と衣服の機能との関係に焦点をあてて、快適な衣生活の科学的側面を考えてゆきたい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 衣服　の　機能

　衣服機能のもつ自然科学的側面を、ヒトの要
≠ｷる諸性能、素材の性質との関係、衣服に仕
ｧて着用する過程での要求性能、手入れ・保存
ｩら廃棄に到る道すじを通観し、衣服機能のも
ﾂ美的要求に関しても、自然科学的諸性能が、
｢かに深くかかわっているかを概説する。

矢　部　章　彦
i放送大学教授）

2
ヒトの体温調節と

ﾟ服

　衣服の機能をまずヒトの側から考えてゆくた

ﾟの基本事項について解説する。

@ヒトの体温調節のしくみとその限界、衣服に

謔驪C候調節（衣服気候〉、ヒトの環境への適

栫A馴化などが主題となる。

田　村　照　子
i文化女子大学助教授）

3 気候に応じた衣服

ﾝ計

　衣服による保温と放熱の機構を、物理と衛生

ﾌ両面から考察する。水分の吸収と放散も重要

ﾈ課題であり、これら諸性能と素材の物理的、

ｻ学的性質との関連に多くの問題が隠されてい

驕B

同　　上

4
入体の動きと衣服
ﾌ運動機能性

　入体の動きの規則性と、これに応じた動きや

ｷい衣服設計の考え方を、衣服のゆとりと素材
ﾌ伸縮性、動きを拘束する衣服圧の許容限界の

ﾊから併せ考えていきたい。視点はあくまで人

ﾌの側にある。

同　　上

5 水に：かかわる性質

　肌着の吸湿、吸水性。レインコートの擾水性

Dなど、種々のかたちで要求される衣服と水との

ｩかわりを、繊維の化学的性質にさかのぼって

lえる。高分子の化学的特性との関係が重点と

ﾈる。

　中　島　利　誠
iお茶の水女子大学教授）

6 熱に：かかわる性質

　合成繊維は熱により収縮、融解しやすい反面、

M固定によるプリーツ加工ができるなどの利点

烽?驕Bこれら衣服の熱的な性質と繊維を構成

ｷる高分子の物理的性質との関係を述べる。

酒　井　豊　子
i都立立川短大教授）

7
型くずれ、寸法変
ｻと素材の性質

　収縮、伸長、型くずれの原因となる繊維の性

ｿや、織物、編物などの構造的特徴を知り、防

k加工、形態固定加工などの原理を、羊毛の防

k加工や、パーマネントプレスとして著名な樹

演ﾁ工を例に解説する。

同　　上
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回 テ馬 @一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

衣服の素材は、デザインにあらわれる布構造

や形態的特徴のほか、染色による色彩効果澄よ 駒　城　素　子
8 衣服’と色　（1） びその耐久性（儲ろう度）が重要な要素となる。 （澄茶の水女子大学講師）

染色の基礎原理、繊維別の染色法、染色物の

堅ろう度とその評価法にっき述べる。

衣服のもつ効果を、どのように評価するかは
決して単純ではない。美学的立場、心理学州立

9 衣服と　色　（2）
場、自然科学的立場の総合的効果としてとらえ

ﾋばならない。
矢　部章　彦

ここでは、色の表示法を中心にして、主とし
て自然科学の立場から色の問題を説明する。

布により衣服を形づくるうえで重要な布の造
形性の問題として、布の張り、二二特性を中心

10 布から衣服へ
にとりあげ、布を構成する繊維の曲げかたさな
ﾇの性能や、織物・編み物など布の組織・構造

酒　井　豊　子

のちがいが、どのようにかかわるかを考察する。

われわれは用いる衣服の大部分を既製服によ

り調達している。満足度の高い既製服の供給に

11 既製服と型紙 は、すぐれた型紙の製作が第一歩である。既製 同　　　上

服製造工程の中から、特に：パターン竜門キング

に関するさまざまな手法を紹介する。

新しい衣服を、いかに長もちさせるかという

衣服の手入れ 衣生活の大切な課題を洗濯を中心に、2回にわ

12 たって解説する。 矢　部　章　彦

（1）洗浄理論 洗浄理論は、汚れる→汚れを落とす、過程を

界面化学の立場から組み立てて説明する。

日常行う洗濯に焦点をあわせ、洗浄理論を背

衣服の手入れ（2） 景として有効な洗濯条件を考える。衣服の手入 前　島　雅　子
13

洗濯の条件
れの目的は、よごれ除去とともに形態、外観、

絡№｢などを含めた総合的な品質の再生・保存
（千葉大学教授）

にある。

衣服のいたみとその防止法について系統的に

14 衣服のいたみ
齬�ｻとその防止一

考察する。着用、洗濯と保管の間に種々の原因

ﾅ衣料は劣化が進むことは避けられない。

ｬ行遅れなどの廃棄理由は次章にゆずり、主と

駒　城　素　子

して科学的な立場に立って解説する。

衣服の入手から廃棄までの道すじを考えるこ

と。着用する衣服の安全性と繊維処理剤との関

15 衣服と環境 係の考察。外部環：境の汚染が問題になっている 矢部章彦
今日、洗剤に関する諸問題を広い視点から考え

直すことを主題とする。
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　　　　　　　　　　　　　＝食生活論＝（R）

　　　　　　　　　　　〔主任講師顯綴籍難：〕

全体の；ねらい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　現代はわが国では飽食の時代といわれるが、世界には飢餓地域も存在する。人間がたどってきた食
べる事を歴史的な視点から、また文化の発展の過程から追究してみたい。狩猟民、牧畜民、農耕民の
食事から現代の食事に至る変化を考え、食の根源に存在する嗜好の心理について触れる。また近年に

澄けるわが国の食生活に及ぼしている要因のなかから、都市化の問題と家族生活の問題をとりあげ、
食の近代化とは何かを考えてみたい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

　人類は生存するために、食物を求めて数百万年ものあいだ努力してきた。その食にかかわる営み

宮　崎基嘉
1 食　の　文　イピ である「食の文化」について概観する。 （放送大学教授）

驕@木継　美
（東京大学教授）

食物を摂取するという活動は．根本的には飢え

2
入間の食事と

@　　　サルの食事

と渇きを癒すためのものである。その摂食行動の
l式について、まずサルの食事に焦点をあて、次いでヒトへの進化の過程に言及する。

鈴　木継　美

採集。狩猟による食物獲得は、ホモ・エレクト

ウスの段階にまでさかのぼることができる。現存
3 採集●狩猟民の食事 の数少ない採集。狩猟民の食生活を観察し、その

ﾀ態を探る。
同　　上

牧畜民とは、放牧家畜を飼育して生計をたてて

いる門々のことをいう◎彼らの食生活は当然、畜

4 牧畜民め食事 産物を中心としたものとなるが、アフリカのレン
fィーレ族の事例をみながら検討する。

同　　上

今からおよそ1万年前に発生した農耕は、急速
に世界各地に広がり、さまざまに進行していった。

5 農耕民の食事・1 農耕民の食物・食事の原型を知るために、パプァ
癇n・ギテラ族を考察する。

同　　上

世界中に広がる農耕民のなかで、穀物を主産物
とする入々に焦点をあて、穀物依存型の食生活の

6 農耕民の食事・2 実態と問題点について考察する。
同　　上

大航海時代直前の世界は、主作物によって色分
けすることができるが、国際交流の盛んな現代に

7 世界　の　食事 おいて、それがどのように変化してきたかを探る。
同　　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

古代から現代に至るまで、日本の食事文化はど
のような変遷をたどってきたのだろうか。それら

8 日本の食事文化 をふまえた上で、今後の日本人の食生活に澄ける 宮　崎　基嘉
課題を検討する◎

味覚や嗜好は先天的に決められるのではなく、

後天的なもの、環境・生活等により変化し、形成

9 嗜好の心理
されていくものである。嗜好に関する民族的：な伝

揩ﾆ変化について解明する。
祖父江　孝男

D（放送大学教授）

稲の発生と日本への伝播・普及の歴史をたどり
現代日本の米食文化に焦点をあて、その実態と問

10 米食　の　文化 題点について考察を加える。
宮　崎基嘉

豆類は農耕の初期に響いて、すでに世界中に広冒

がっていった。豆はどのように食べられてきたの

11 三食　の　文化 だろうか。豆食文化の起源と発展の経緯を探る。 同　　上

魚食か、それとも肉食か。貯蔵技術や輸送手段
が未発達であった時代においては、風土条件がそ

12 魚食、肉食の文化 れを規定した。日本の場合を中心に、魚食、肉食 同　　上
文化の足跡をたどる。

食生活の変化の度合いは地域により異なるが、
その重要な要因は都市化にある。日本入の食生活 内　野澄巴子

13 都市化と食生活 パターンに及ぼす都市化の影響を考察し、今後の
ﾛ題を検討する。

（厚生省人口問題研究所・医学博士）

家族がそろって食事をすることの重要性につい
て、さまざまな角度から検討を加え、家族と食生

14 家族と食生活 活とのかかわりあいを考える。 足　立　己幸
（女子栄養大学教授）

高度成長時代の昭和35年以降、日本人の食生
活は著しい変化をみせてきた。現代日本入の食生

15 食の近代化
活を見直し、食の近代化とは何かを考える課題を

�氓ｷる。 宮崎基嘉
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　　　　　　　　　＝食物総論＝（TV）
　　　　　　　　〔主任講師：宮崎＝基嘉（放送大学教授）〕

全体のねらい

　食物の持つ意味、食物の役割は生活のなかで、また健康との係りあいに澄いて近年いろいろの問題

を提起している。また食物をめぐる諸科学の進歩もあり新しい視点委ら食物を理解することが日常生

活の上に澄いても必要になった。食物の種類は極めて多いが、全体に通じる問題を栄養、健康、嗜好、

品質、保蔵の面から学習する。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 生活　と　食　物

　食生活の変化は生活の変化と深く関係してい

驕B食物の変化は技術の進歩もあるが需要の変

ｻにもよる。今、食物は健康とのかかわりで見

ｼしを迫まられている。食物と栄養の問題を中

Sに考えていく。

宮　崎　基　嘉

i放送大学教授）

2 炭水化物の役割

　食物成分のうち最も量的に多く、また種類も

ｽい炭水化物について主に栄養的役割について

qべる。食物の調理や加工など食物を扱う上で

ﾌ炭水化物の変化やその栄養に及ぼす影響など

ｽ角的な解説をする◎

加　藤博　通
i東京大学教授）

3 脂質の働　き

　この2年間に最も摂取量の増加した成分で、

H生活の変化を象徴する成分でありまた健康の

挙_からも注目されている成分である。研究の

i歩も著るしく新知見を中心に解説する。

　五十嵐　　　侑
iお茶の水女子大学教授）

4 たんぱく質とアミノ酸

　たんぱく質は生命の基本物質であり、アミノ

_はそれを構成する成分である。たんぱく質の

d要性について認識する。食物たんぱく質の栄

{上の価値の相異について、アミノ酸組成との

ﾖ係を述べる◎

宮　崎基嘉
i放送大学教授）

5 ミネラルの働き

　ミネラル（無機質〉は種類が多い。それぞれ
ﾂ別の働きがあると同時に相互に関連して働い
ﾄいる。体内での動きも極めて能動的である。

~ネラルの吸収、利用について新しい研究が展
Jされている。微量ミネラルについても最近注
ﾚされている。

内　藤　　　博

i東京大学教授）

6 ビタミンの役割

　ビタミンの種類も極めて多く、その作用も多

ﾊである。系統的にビタミン類全般について解
烽ｷる◎特にビタミンA、D．　B、　C：などについ

ﾄ詳述するとともに．食物、食：事によるビタミ

燈站汲ﾉついても述べる。

　荒　川　信　彦
iお茶の水回大学教授）

7 非栄養の役割

　食物の成分の中には栄養素に分類されていな

｢多くの成分がある。これら非栄養素の役割に

ﾂいて近年研究が発展してきている。食物繊維

ﾍ健康との関係で広く研究が発展している成分

ﾅある◎

綾　野　雄i幸
i千葉大学教授）
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

前章までの知識：を総括し、日常生活活動に診

いて摂取すべき望ましい栄養量の基準となって

8 栄養所要量と食事 いる栄養所要量について解説する。また日常食 宮　崎基嘉
事の構成について説明する。さらに運動付加の

意味について述べる。

：食物の具備すべき重要な機能に嗜好適性の問

題がある。この章では嗜好に関係の深い、食物

9 食物の色・味・香り の色味、香りの成分について解説する。この 小林彰　夫
分野の研究は驚くほど広く深く行なわれている 澄茶の水女子大学教授）

ことが理解されよう。

食物の品質が問われる時代である。食物の品
質を規定する因子を分析し、これを保証する手

10 食物の　品　質
段としての国際食品規格、国内食品規格の問題
�Tる。品質の一つである食物のうまさとはど
ﾌようなことなのか。うまさを形成する食物の・

　吉川誠　次
i共立女子大学講師）

物性に触れる。

食物の生産と消費を結ぶ中間技術としての保’

蔵の重要性は世界の食糧問題の一環としてその

11 食物　の保　蔵 研究開発が急がれている。食物の品質を保持し 荒井　綜一
つつ貯蔵する：ために新しい技術が駆使されてい （東京大学助教授1

る。中間水分食品もその1つである・

食物の調理は食物を澄いしくする：ための操作

を考えてもよい。また食物を処理したとき起る

12 食物の調理科学 物理・化学的変化をみてもよい。どのような操 杉　田　浩一
作がどのよう：な意味をもつのか、科学的、体系 （昭和女子大学教授）

的にこれを解説する。

食物の安全性を確：保するために食品衛生学の

領域に鋤いて活発な研究が行なわれている。食

13 食品の衛生と安全性 中毒の問題、食品添加物の問題、安全性の考え 細　貝　祐太郎

方、法規制などにつき述べる。 （女子栄養大学教授）

特に新しい問題を扱うわけではない。13章ま

でに入りきらなかった重要なテーマ3題につい

14 食思をめぐるトピックス て述べる。すなわち、（1）食物のエネルギー、（2） 宮　崎　基　嘉

水、（3）微生物利用の3題である。

食物はこれからどのように変っていくのだろ

うか。過去に行なわれた未来予測の結果を検証

15 食物の未来像 し、新らしい未来予測に触れる。食物の機能に 同　　上
ついて新しい見方がなされ、機能性食品の研究

が開発されている。 、
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　　　　　　　　　＝食物各論＝（TV）
　　　　　　　　〔主任講師：宮崎基嘉（放送大学教授）〕

全体のねらい

　食物総論における知識を土台として、日本における日常食品について、その生産、流通方式、含有

成分、栄養価、品質、調理加工適性、貯蔵法、家庭における利用方洗などにつき各論的に教える。食
品をめぐる諸情勢、とくに法規制についても触れる。ねらいは食品についての科学的教育にある。

回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 日　本の　食品

　わが国の食品の多様化傾向、消費の動向につ

｢て述べ、日常：食品の全体像を示す。食品をと

閧ﾜく規制についても触れておく。 宮　崎基嘉
i放送大学教授）

2
農産食品　1－i穀　　　類

　米、小麦を中心に、その食形態、成分、食味、

i質と加工品との関係について解説する。

同　　　上

3 農産食品　2」いも、でん粉類

　各種いも類の性状について述べる。でん粉に

ﾂいては、その性質、構造を明らかにしたうえ

@能と利用法をあげる。 同　　　上

4 農産食品　3一豆類：、果実類

　豆≡類の種類、成分について述べる。特に大豆

ﾉついては豆腐．豆乳、新たんばぐ食品など広

｢用途を紹介する。三冠類の種類、成分につい
ﾄも解説する◎

同　　　上

5 農産：食品　4
齧?ﾘ類、きのこ類

　新野菜を含め野菜類の種類、系統、流通、成

ｪについて述べ、その効用に触れる。きのこ類

ﾌ名称、種類についても解説する。 同　　　上

6 農産食品　5
皷ﾊ　実　類

　新品種や外国からの新導入果実も含め、果実

ﾞの種類を紹介し、品質、成分について述べ、

ｻの加工品について解説する。 同　　　上

7 畜産：食品　1
齠�@　　類

　食肉の種類、肉の組織構造、肉の熟成、食肉

ﾌ成分、部位による違いなどを解説する。また

�ﾁ工品についても触れる。 　荒川　信　彦
i訟茶の水女大教授）
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 畜産・食品　2一乳類、卵類

　牛乳成分の微細構造を説明し、牛乳の栄養価

�沒｢する。さらに牛乳、乳製品を種類別に解

烽ｷる。また鶏卵を中心に卵の構造、成分、栄

{価について解説する。
宮　崎基嘉

9 水　産　食　品
實﨤ﾞ　藻類

　魚介類の消費の状況、流通経路、魚介類の成

ｪ、鮮度判定法などを中心に解説する。藻類に

ﾂいては種類をあげたうえ、栄養価を評価する。 同　　　上

10 甘味食品、し好食品

　砂糖・でん粉糖の種類と構造、甘味などにつ

｢て解説し、新しい糖類も紹介する◎また菓子

ﾞ、茶、嗜好飲料について述べる。 加藤　博通
i東京大学教授〉

11 醸　造　食　品

　みそ、しょうゆ、食酢、アルコー・ル飲料など冒

�ｶ物を利用する醸造食品について述べる。微

ｶ物の働き、醸造食品の製造法、種類による成

ｪの違いなどを解説する。

宮　崎　基　嘉

12 調　　味　食　品

　塩、調味料、トマト加工品、香辛料について

qべるとともに、油脂食品についてもこの章で

�烽ｷる。 同　　　上

13 加　　工　　食　品

　新しい加工食品類を取り上げる。すなわち乾

≒H品、冷凍食品、調理冷凍食品、レトルトパ
Eチ食品などがどのように製造されるのか解説

ｵ、その成分、利用について述べる。

同　　　上

14 特　　殊　　食　品

　栄養強化食品、特別用途食品、医療用食品な

ﾇについて解説し、いわゆる健康食品の問題点

竦H品の栄養価表示についても触れる。 同　　　上

15 食品のまと　め

　食生活の変化要因をさぐり、食事の事例を検

｢したうえで、食品の特色を食品直別にとらえ

ﾄ説明し、食生活指針について述べる。 同　　　上
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　　　　　　　　　　＝＝住居1＝（TV）
　　　　　　　　　　　　　一一住　生　活　論一
　　　　　　　〔主任講師：清家　清（東京三業大学名誉教授　　　　　本間博文（放送大学助教授））〕

全体のねらい

　住居1では住生活の問題を中心に講義する。住生活は家族生活の基本であるが、異なった自然環境

や社会環境のもとで住生活がどのように営まれているか、様々な実例を紹介し、その本質について考

える。ついで、我国に嗣げる住生活の変遷を考察し、その特徴を明らかにする。あわせて、現代の住

生活上の問題点を検討し、将来の課題と展望について考える。

回 テ　　一・　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 住居学のめざすもり

　住居学のめざすものは何か。「住居1」の講
`を展開するにあたり、住居学の目的と範囲に

ﾂいて、その概要を解説する。 清　家　　　清

2 風土と住居一1
q乾燥地の住まい〉

　日本と異なった自然環境：や社会環境に澄いて

l々がどのような住まい方をしているのか。ま

ｸ．日本と大きく異なる乾燥地域の住まいに焦

_を当て、その住居の特徴と住生活をさぐる。
　八　木幸二
i東京工業大学助手）

3 風土と住居一2
q寒冷地の住まい〉

　寒冷：地では、入々はどのような住まい方をし

ﾄいるのか。中国黄河流域の地下住居を例にと

閧?ｰて、その特徴を考察する。 同　　　上

4 風土と住居一3
q湿潤地の住まい〉

　日本の住まいは、比較的湿潤地のそれに近い

ﾆいえる。ここでは、日本よりもっと湿潤で暖

ｩい地域の住まいを考察し．乾燥地、寒冷地と

芒rすることによって日本の住まいの特徴を考

ｦてみる◎

同　　　上

5 住まいの歴史一1
q四穴住居から寝
@　　殿造まで〉

　日本人の住まいは、一体どのような変遷をた

ﾇってぎたのか◎我が国に澄ける住居の最も古

｢形態とされる堅穴住居から平安時代の貴族・

事ｯの住まいまで、その移り変わりを考察する。

本　間　博　文

6
住まいの歴史一2　　　　’

q主殿造

　鎌倉時代から江戸時代に至る武家社会に澄け

髀Z居の変遷について考察する。この時期に我

ｪ国独特の住居の形式が完成するが、その経緯

�ｽどることに：よって、日本的な住居のあり方

�lえてみる◎

同　　　上

7 住まいの歴史一3
q中世・近世の庶
@　　　　民住宅〉

　中世・近世における庶民の住宅や住生活のよ

､すを．絵巻物や文書記録などに残された僅か

ﾈ資料を手がかりにしてさぐる。 同　　　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
住まいの歴史一4
q明治。大正時代
@の住宅〉

　明治に入って、我が国の住居は大きな変化を

�ｯる。伝統的な我が国の住居が、西欧の住居

ﾌ影響を受けてどのように変わり今日の姿に至

驍ｩ、その経緯を述べる◎

本　間　博　文

9 住まいの構成原理一1

q建具と床仕上げ〉

　日本の住居を特徴付けているさまざまな構成

ｴ理について、ここでは畳と建具をとりあげ、

ｻれらが定着するに至る経緯をたどりながら、

艪ｪ国の住居の特色を明らかにする◎

同　　　上

10 住まいの構成原理一2

q空間の転用性と室礼

　日本人の住生活に見られるさまざまな習慣に

ﾂいて述べ、それらが相互に有機的に結び付い

ﾄ独特な住生活を作りあげていることを概説し、

坙{人の住生活の歴史のまとめとする。

同　　　上

11 現代の住まい一1
q独立住宅の住生活〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，@大部分の家族の望む住まいの形は庭付き1戸
嘯ﾄ住宅、いわゆる独立住宅とされている。こ

ﾌ独立住宅について、その問題点と改善すべき

ﾛ題について考える。

同　　　上

12 現代の住まい一2
q集合住宅¢〉往生活1＞

　集合住宅における住生活で生じるさまざまな

竭閧ﾉ関して、ここでは主に公団住宅を中心に

ﾆりあげ、その実情について考察を行う。 同　　　上

13 社会と住まい一1
q海外の住宅事情〉

　海外、特にヨーロヅパにおける住宅事情の推

ﾚと現状について学び、我が国に澄ける住宅の

竭闢_を明らかにし、改良の指針をさぐる。 同　　　上

14 社会と住まい一2
q国内の住宅事情〉

　明治から現代に至る我が国の住宅事情の変遷

�ｽどり、今日の住宅事情の問題点がどこにあ

驍ｩを考える。 同　　　上

15 社会と住まい一3
･括の現状と課題〉

　我が国の住宅事情を欧米諸国のそれとの比較

ｩら明らかにし、今後の改善の指針をさぐる。

同　　上
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　　　　　　　　　　　　＝＝住居II＝＝（TV）
　　　　　　　　　　　　　一白　環　境　論一

　　　　　　　　〔主任諦築間疑線画欝）〕

全体のねらい

　住居は住生活の場である。健康で快適な住生活を営む前提として、住居の室内環境、敷地環境診よ

び地域の住環境、ならびに関連事項などについて、科学的理解を深める。

回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 住環境とは何か

　「住居皿一算環境論一」の講義を展開するに

?Fたり、住環境とは何か。なぜ、住環境を学ぶ

ﾌかについて、まず考えてみる。 　東　　　修三
i帝国女子大学教授）

2
住居の敷地環境一1一自然的条件一

　まず住居の敷地の選定にあたって留意すべき

~地の自然的条件、すなわち、地形、地質など

ﾌ土地の性状、ならびに微気候について述べる。 同　　　上

3
住居の敷地環境一2一日　　照一

　住居の日照は敷地の南側の建物や樹木などで

瘧Qを受ける。日影曲線、日影図澄よび日影時

ﾔ図、太陽位置図などを解説して、日照時間と

ﾗ棟間隔、申高層建築物の日影規則ならびに日

ﾆ障害などについて述べる。

同　　　上

4
地域の住環境一1一大気汚染と騒音一

　都市は大気汚染、騒音などによってその住環

ｫが悪化して肖り、多くの公害問題が発生して

｢る。住環境としての保健性、快適性を確保す

髣ｧ場からこれらの公害に注目して、その実態
ﾆ対策を中心に述べる。

同　　　上

5
地域の住環境一2一社会的条件一

　居住地の選択には、教育、医療などの公共施

ﾝの配置状況や公害、交通事情などの社会的条

盾ｪ問題になる。居住環境が住宅を取り巻く周

ﾓの空間要素によってどのような影響を受ける

ｩ、その関連について検討する。

本　間　博、文

i放送大学助教授）

6 室内環境一1一室内気候と自然

@　　気候調節一

　住居の内部は屋根や外壁などの住居構造体に

謔ﾁて外気と隔てられている：ため、外部の一般

ﾌ気候と違った気候状態を呈して論り、これを

ｺ内気候という。室内気候の成立機構、さらに

Z居の自然気候調節機能を中心に述べる。

東　　　修　三

7 室内環境一2
齔l工気候調節一

　冷暖房などの設備によって快適な室内気候を

ﾀ現しようとするのが人工気候調節である。熱

ﾑ流に関する基礎事項、冷暖房理論に基づき、

Z居構造体の断熱設計などについて述べる。

同　　　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 室内環境一3’・
齟ﾊ風と換気一

　通風は夏季在室者に涼感を与え、換気は冷暖

[時の室内空気の汚染を排除し、ともに室内気

�ﾌ改良に役だつ。通風計画澄よび換気設計に

ﾂいて述べる◎

東　　　修　三

9 室内環境一4
鼾ﾌ光と照明一

　室内に適度の照度を確保するのに昼間は窓そ

ﾌ他の開口部から採光する◎採光が不十分なと

ｫや夜間は照明を行なう◎採光計画および照明

ﾝ計について述べる◎

同　　　上

1⑪ 室内環境一5
齣實ｹの妨止一

　外部騒音などを防止するには、住居構造体、

ﾁに外壁などの隔壁．窓、扉などの遮音性を高

ﾟる必要がある。騒音に関する基礎事項、構造

ﾌ材料の遮音性能などに関する事項を概説して

實ｹ防止対策に役だてる。

同　　　上

11 室内環境一6
鼬鋸Iの雨止一

　冬季暖房時などに、室内の壁、天井澄よび床、・

ｳらに押入の内部などに結露が発生し、その表

ﾊに汚損を受けることが多い。結：露の発生機構

�Tり、その防止対策について述べる。

同　　　上

12 住居設備一1
齣ｾ陽熱利用一

　省エネルギー時代に書ける住居の設備計画の

?阨福ﾉついて考える。まず、太陽熱利用の設

�Vヌテムを使っ：たいわゆるソーラハウスなど

ﾌ研究を紹介する。

本　間　博文

13 住居設備一2
齒ﾈエネルギー手法一

　住居の室内環境を調節するための設備計画、

ｷなわち、冷暖房設備、照明設備などの住居設

�v画に於ける省エネルギー手法について、そ

ﾌ体系ならびに若干の具体例を述べる。

東　　　修　三

14 廃棄　物処理

　廃棄物は多様化し、量も増える傾向にある。

p棄物の発生と処理のバランスがくずれると、

Z環境の悪化を招く。廃棄物の排出、その収集

E処理の実状などを述べ、更には廃棄物を出さ

ﾈいための工夫について考える。

本　間　博文

15
これからの住環境　　　　　　軸　　r

　講義内容を総括し、残されたいくつかの間題、

ﾟ年の都市人口の急増とそれに伴う住居形態の
ﾏ容、・都市やその周辺地域の開発計画などの住

ﾂ境への影響等について、本講義のしめくくり

ﾆして考える。

東　　　修　三
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　　　　＝＝住居皿＝（TV）
　　　　　一一’住　計　画　論一一
〔主任講師：清家　清（東京工業大学名誉教授　　　　　本間博文（放送大学教授））〕

全体のねらい

営讐讐罐二二鑑塗筆総三論襲撃準準ご年高瑠窃轟－
?C田四二雛雛二二癩二品轟乞鰐舗昇轟諌愚
回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師

i所属・氏名）

1 住計画とは何か

　「住居皿一糊置画論一」の講義を展開するに

?ｽり、その目的や課題、あるいは方法に：つい

ﾄ解説し、望ましい住計画の条件を考える。

　清　家　　　清
i東京工業大学名誉教授〉

@本　間　博　文
（放送大学助教授》

黙劇画論の最初に、わが国としては特殊な気

候条件に澄ける住まいのあり方を概観し、気候

2 風土と住計画一1 風土と住計画の関連を考察する。本章では沖縄 本　間　博文
一沖縄の住まい の住居を：取参あげる。

北海道はわが国としては寒冷な地域で、本州

の住計画とは異なった問題点がある。このよう

3 風土と住計画一2 な寒冷地に澄ける住生活の特徴を明らかにし、 同　　　上
一寒冷地の住まい 住宅のあり方を考える。

第2次大戦後の住宅には、戦前の中廊下型と

は全く異なった平面型の住宅が登場し、モダン

4 平面計画一1 リビングと呼ばれ：た◎この定着の過程と平面型 同　　　上
の特質について述べる。

前章に続いてモダンリビングの構成原理とそ

の変遷について述べ、このモダンリビングが庶

5 平面計画一露 民の住宅にどのような影響を与え．今日に至っ 同　　　上
ているかを検討する。

住宅の室内空間の設計には、入体寸法が重要

な決定要因となる。本章に澄いては、入体寸法 清　家　　　清
6 規模計画一1 に基づいた室内空間の規模決定の問題について

検討し、住宅の規模決定の為の基礎的な知見を 本　間　博　文
得る。

住宅の規模はどの程度あれば良いのだろうか◎

この点の国民的合意が得られなければ．居住状

7 規模計画一2 態の根本的改善は難しい◎本章では、最：低居住 本　間博　文
水準、適正居住水準を基に日本入としての住宅

規模について考える。
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回 テ　　一　　　マ 内・　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

外敵や猛獣などに対して比較的安全な島国に
住む日本人と、大陸に住む民族との間の室内（イ

8 室　内　計　画 ンテリア）という言葉に対する感覚の相違、日本 清　家　　　清

人の古来からの考え方の移りかわりなどから、

室内計画の本質を考えてゆく。

建築物は、地震、積雪、強風、その他もろも

ろの災害に対して安全でなければならない◎ど
9 構造計画一一1 うすれば安全な構造体にすることができるのか。 同　　　上

基本的な事項から考察をすすめてゆく。

構造計画は、結局は各部位の平衡条件を検討

し、力とその支持方法と変形の幾何学的・物理

10 構造計画一2 的・力学的な相互関係をしらべることに帰する。 同　　　上
この章では、その問題を、いぐつかの具体例に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9

ついて考える。

実際の建築物は、どのような構造計画のもと

に建℃られているのであろうか。いろいろな構

11 構造計画一3 造のメリット・デメリット、わが国に多い木造 同　　　上

の場合の留意点などについてふれる。

住生活は、安全であることがもっとも基本で

ある。本章に澄いては、日常生活における各種

12 安　全　計　　画 の危険に対して、安全な住計画の課題を考える。 本　間　博　文

わが国のように、地震や台風を始めとする各

種の自然災害の多い国では、災害に強い家を造

13 防　災　計　　画 ることは絶対的な条件である。本章では、主と 同　　　上

して地震を取り上げ、地：震に安全な住宅につい

て考える。

住居の維持・管理は日常の住生活に直接関連

し、住宅の居住性を大きく左右する。本章に冷

14 住居の維持管理 いては、集合住宅の管理と戸建て木造住宅のメ 同　　　上

ンテナンスを取り上げ、現状の問題と今後の課

題を明らかにする。

本章に診いては、住居Ir住生活論」、住居
皿「住環境論」と今回の住居廼「住計画論」を 清　家　　　清

15 澄わりに 合わせた45章の講義のまとめとして、日本にお

これからの住まい ける住生活の現状と今後の方向について総括的 本　間　博　文

な展望を行う。
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＝＝ l　　間

〔主任講師

の　病　気一（R）
香月秀雄（放送大学長）〕

全体のねらい

　人間は太古から現在に：至る回そうであった様に：、恐らくは将来とも、病気なるものとの対決を強い
られることになろう。病気は個人のものに：止まらず、人間が社会を形成するに：至った時点では、個人

のもつものが集団に影響を与え、また社会を維持する絆が往々にして個人の身心に影響を及ぼす。人

間の病気を教養の概念として述る。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 病　　気　　と　は

　健康と対比されるものとして病気が定義され
驕Bそして健康はしばしば身心の安寧なる状態
ﾆして理想的に：捉えられるが、生物としての人
ﾔは精神的にも肉体的にも常に平衡状態を保つ
ｽめの変動の中に：生命を維持している。その平
t状態の破綻を病気と考えるべきであろう。

香　月　秀　雄

i放送大学長）

2
病気と人間との斗
ﾌ歴史

　人間同志の斗い、動物との斗い、自然災害等
ﾉよる外傷は因果関係の明らかなものとして古

ｭから手当ての対象とされたが、原因の不明な　　　　嘗

烽ﾌは精霊、悪魔によるものとして呪術的、宗
ｳ的に捉えていた。これを破り病気の真の原因
ﾉ近づく：端緒は伝染性疾患の流行にあった。

同　　上

3 病気の原因と成立

大部分の病気は内因、外因によって全身レベ

汲ﾅ起っている変化として考えられる。病気と

ﾖ係のあると考えられる単一の條件とか、複合

ｳれた條件の全てを病因として捉えることには

竭閧ｪある。

同　　上

4
病気を診断するこ
ﾆ

　病気によって起る個体の変化を外見から捉え
驍ｱとはそれ程困難でないが、内部に隠された
烽ﾌの変化を知ることは決して容易でぼない。
ｳしこれは病気の診断、治療に必須の條件にな
驕B近世に発達した各種の検査i法は病気を診断
ｷる上で露なる貢献と共に：弊害も生じた。

同　　上・

5 病気の症状と分類

　病気の症状は千差万別であり、加えて個人の、
ｴ性、受容度によって異ってくる、唯症状の有
ｳ、種類、部位、年令、性差、職業といった人
ﾔの生活との関わり合いは病気を診断する重要
ﾈ手掛りとなり、また病気を分類する必要性が
ｶじてくる。

同　　上

6 科学の参入　　　　　　　　　　嚇

　目で捉え確かめることが顕微鏡の出現でより微細なもの、病因となる微生物の存在を明らかにしたが、更に：生体臓器の活動に伴う電流の把握、放射線の医学分野への参入、生理学、生化学の関与は病態のみならず、生命現象の解明に

狽�ﾆもす反面医学と医療との乖離をも伴った。

同　　上

7 医学　と　医療

　永い期間の多くの経験と知識の積み上げによ
闕?轤黷ｽ医術、医療の歴史に噺時科学として
ﾌ理論づけが行われ学問体系としての医学が樹
ｧされるに至ったが、人間は医療なる名目の下
ﾉそして医学なる科学的根拠によって全体の総
≒ｫをあえて傍におく危険と苦悩にさらされて
｢る。

同　　上
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回 テ　　　・一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 心　　ど　肉　体

　科学の発展により人間め機能を機械的に捉え、

Xに分子レベルの追究は肉体を物質として捉え

驍ﾉ至っているが、心の存在はどのような科学

I追求の目標に：なっているのか。

織　田　尚　生
i放送大学助教授）

9 心　　の　病　気

　解明することの困難な心の病気とはどのよう

ﾈものか。

同　　上

10 病気　と　経済

　病気は個人に：とっても家族、更に社会にとっ

ﾄも経済的な問題と深い関わり合いを持つ。
伊　東　光　晴

i京都大学教授）

11 病　気の治療

　多くの病気の原因が次第に明らかにされてき’
ｽ現状では、治療は多分に科学的根拠を持つに：
鰍ﾁてきたが、生体のもつ自然治療力に頼る対
ﾇ療法以外の薬物療法、外科療法その他各種の
ﾃ法は常に：功罪を伴うもので、個人の資質、そ
ﾌ人の置かれた環境等に左右される。

香　月　秀　雄

12 治療の適応

　病因と治療手段とは常に直結するものではな
｢。個人としてもその人の生理的白白が捉えら
黷ﾄ治療手段が撰択される。また病人を囲む家
ｰ、社会的條件はその撰択に：充分に配慮されな
ｯればならない。病気の治療は治療手段の撰択一治療適応一により可否が決定する（

同　　上

13 加　令　と　病　気

　人間の生成から発育そして老化、死という
�ｯることのできない一生の過程の中に：入り込
ﾞ病気は、生後の環境に適応する時期と老化の
條冾ﾉ：大きな負担となる。特に：老化に伴う調節
ｫ状の衰えは軽い病変も悪化する傾向があり合
ｹ症も起し易い。

同　　上

14 病気の予　後

　病気の成り行きを予後と言い、病気の種類、

@能、治療の方法に加えて個人の資質、生活環

ｫ等が予後に関連し、どの病気がどのような経

ﾟをとるかは一概に決めることが困難である。

同　　上

15 人間の病気と社会

　病気が人間の生活に落とす影は微妙である。

ｻの人の心と肉体に何等かの痕跡を残し、行動

ﾉも影響与え、人集団、社会組織にもこれが反

fしてくる。病気は個人のものであると同時に：

ｻの人の住む社会の問題でもある。

同　　上
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譜母子保健＝（TV）
〔主任講師　古谷　博（放送大学教授）〕

全体のねらい

　ヒトの出生は母の体内における卵細胞の受精という生物学的現象にはじまり、これに遺伝ど環境が

からんで胎児の発育、分娩、授乳、育児という一連の過程を経て、人間としての完成の第一歩となる

ものである。この過程は内外の要因によってその安定が維持されているが、ここではそのメカニズム
についでのべ売い一

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
母と子の健康科学

ﾌねらい

　母と子の健康は入間の要点であり、この健康が
ﾛ持されるには多くの要因が複雑にからみあって
｢る。この微妙で巧みな仕組みを理解するととも
ﾉ意義も明らかにする。

古　谷　　　博

i放送大学教授）

2 生命のはじまり

　生殖細胞の起源から始まり、減数分裂、卵子の

鈴　三秋　悦
i慶応義塾大学

@　　　助教授）

3 受精のメカニズム

　受精卵の分割と分化、受精卵と卵管環境、着床前後の受精卵、子宮内膜と妊娠準備状態、胞胚の

`とはたらき、着床のメカニズムについて述べる。
同　　上

4 受精卵と胎盤 同　　上

5
母体・胎児・胎盤系

ﾌ相互関係

　胎児は胎盤を通じて母体との間に物質交換を行いながら成長する。また胎盤から産生されるホルモンは母児にさまざまな変化を及ぼしている。これらの相互関係について解明する。

太　田　孝　夫

i帝京大学教授）

6 胎　児　の　発育

　胎児の体は三胚葉がまず形成され、次第に各臓器に分化し、それぞれが機能を発揮しはじめ、戸

O生活への適応のための準備を行っている。その
ｭ育過程について述べる。 同　　上

7
妊婦のからだと心の

ﾏ化

　妊婦の全身的並びに局所的変化、妊娠中の生理
I変化の個入差、心の変化、妊娠を安定維持させ
驛＜Jニズムについて解説する。

伊　藤　博之
i回路加国際病院

@産婦入科医長）
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 妊婦，と　環境

　妊婦をめぐる諸々の環境因子、すなわちくすり

厲ﾋ線、嗜好品、ウィルス、細菌などと、人間社

?ﾆのかかわりあい、つまり里帰り分娩、夫立会

｢分娩、ラマーズ法、座位分娩などについて解説

ｵていく。

伊藤博之

9 妊婦　と　生活

　妊娠中のスポーツ、食事、性生活のあの方と高

N婦入の妊娠、若年婦人の妊娠、勤労婦入の妊娠

ﾉついて、くわしく解説していく。、 同　　上

10 分娩　の　経過

分娩はどのようにしてはじまり、胎児はどの様
ﾉして分娩されるかについて、その過程をくわし

ｭ解説していく。 太　田　孝夫

11 分娩　と　胎児

　分娩は胎児にとっての最初にして最大の試練で　　　、もあり、また母体にとっても分娩は肉体的・精神

Iにさまざまに影響している。この分娩が母児に
ﾇのように作用しているかについて解説する。

同　　上

12 産後の　回復

　妊婦から褥婦、授乳婦へのうつりかわり、全身
ﾇ所の身体的な回復、ホルモンの変化、母性のめ
ﾎえなどについてくわしくのべる。 古　谷　　　博

13 乳　汁　　分　　泌

　乳腺の発生と発達、構造と機能、ホルモンの作
pと乳腺の機能、母乳の生成と分泌、乳汁分泌の
ｲ節などについて解説する。 同　　上

14 母’乳　　哺　　育

　子どもにとって、いかに母乳が優れているかに

ﾂいて述べ、その母乳栄養のすすめ方、母乳哺育

ﾆ母子結合についてくわしく解説していく。
奥　山　和男
i昭和大学教授）

15 子　ど　も　と　は

　2～3歳頃までは子どもにとって環境因子が大
ｫく影響し、心身の成熟とともにその頃から社会

ﾖの参加としてのしつけや教育が始まる。ライフ

Tイクルに澄ける乳幼児期の位置づけを解説する

　巷野　悟郎
i東京家政大学教授）
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担．当講師．
i所属・氏名）

出生に伴うからだの生理的変化と新生児の身体
的特徴、それに応じた新生児の養護のあり方につ

16 胎児から新生児へ いて解説し、未熟児についても触れる。 奥　三和　男

母と子のふれ合いと心の発達について、早期接
触の重要性、母子結合を促進する育児のあり方、

17 母と子のふれ合い 愛情遮断症候群など現在の母子関係の問題点も含 同　　上
めて解説していく。

　新生児期をはじめその後の栄養、つまり母乳栄
{・入工栄養、澄よび離乳から幼食に：わたる問題 川崎　富　作

18 子どもの栄養 を扱うとともに、肥満、ヤセ、牛乳嫌い、小食な （日赤医療センター

ど。 小児科部長）

身体の形態的成熟過程とその評価の意義及び評
価の具体的方法について述べる。肥満、ヤセなど 高　野　　　陽

19 子どもの身体発育、 についてもとり上げ、解説する。
（国立公衆衛生院

母性小児衛生学部長）

運動機能を順調に発達させる養育のあり方を考

20
子どもの運動機能

ｭ達

えていくとともに、乳幼児期の運動機能の発達過
�ﾆその評価判定についてくわしく述べる。 同　　上

産声から国語、その後言葉へと発達していく段
階を、母と子、環境などとのかかわりで考えてい

21 泣き声と言葉 く。また言葉の発達のおくれ等にもふれる。 巷野　悟　郎

乳幼児の生理の主なものについて、特に体温、

すい眠、排泄などについてくわしい解説をしてい

22 子どもの生理機能
く。 同　　上

子どもの身体：には、：顔が各々違うように一人一

人にそれぞれ個人差があり、その個人差により羅

23 子どもと個四三 患傾向や疾病の軽重も違ってくる。この点を体：質

ﾆ併せて解説する。
川　崎　富　作
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

子どもは新生児、乳児、幼児と発育していくが
その発育に応じて病気の種類、現れ方とも違いが

24 子どもの発育と病気 でてぐる。この点を免疫の発達、また予防注射に 川　崎　富　作
よる病気の予防について述べる。

子どもの健康は環境によって大いに変化する◎
環境との関わりで、遊びの問題、事故の問題など

25 子どもの健康と環境 について述べる。 同　　上

環境に適応するための日常生活に澄ける問題点
を考え、健康増進について述べる。ことに自律神

26 子どもの健康増進 経系の働きの年齢的推移の解説と、生活とのかか 巷　野悟郎
わりにふれる。

喉

こξもが社会生活に適応し順応していくための
日常生活のあり方、いわゆる「しつけ」について

27 子どもと生活 のべる○ 同　　上

現在実施されている各種健康診査・保健指導を
はじめ、こどもの健康のために社会がいかに関わ

28 子どもと社会 っているかを述べる。子どものための施設などを 高　野　　　陽
紹介する。

乳幼児の集団保育の二二とあり方、特に、集団
保育に吾ける健康管理・事故防止について述べる。

29 集　団　保　育 また、保育の具体的内容や家庭保育での関連につ 伺　　上
いても解説する。

30
母と子どもの健康

�lえる

　日本に澄ける母子保健の推移を見直すとともに、

V生児とくに未熟児管理の進歩に果たした保育器
ﾌ役割を解説し、母子保健向上の今後の視点をと

轤ｦる。

古　谷　　　博

n場　一　雄
i日本大学教授）
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　　　　　　　　　　　　一．青少年の保健1＝（R）

　　　　　　　　　　　　　　　　　一学令期の保健一

　　　　　　　　　　〔主任講師：搬騒無敵〕．

全体のねらい
　健康科学に関連する講座には、母子保健・成人保健。老入保健とともに、少青年期保健がある。年
令の順に・健康について考える構成になっている。この項では、学令期から成人するまでの、成育期
の健康について・肉体的に精神的に、調和のとれた成長・成育とは何かについての理解を深めたい。

、回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

放送大学に論ける、生涯にわたる健康科学に関
する講義の一環として少年期の健康科学を位置づ 本　間　日．臣

1 少年期の健康科学 け、その内容について主任講師の立場から講義を （放送大学教授）
行う。

丸　亀嵩　二
（東京大学講師）

少年期は学校で生活をする学童期でもある。こ
の時期の身体と心について、概括的に展望し、今

露 学齢期の心身の特徴 後の講義の前提となる知識を整理する。 高　石　昌　弘

（東京大学教授）

少年期のからだの 少年期は消化器や呼吸器についての質的変化は

3
変化（1）

少ない。しかし、身体全体の発育に伴い、その量
I変化は著しい。これについて構造と機能の両面 馬場　一一　：雄

一消化器、呼吸器を からみていく◎ （日本大学教授）

中心に一

4

少年期のからだの

ﾏ化②
齔_経系、感覚器、

　幼児期に出来上がった器官の機能的変化につい
ﾄ講義する。特に、いくつかの運動機能を中心に
ｻの発達をたどる。また、感覚器および歯の発達
ﾉもふれる。

同　　上

歯など一

少年期のからだの

　循環系に関する基礎的な知識について解説し、循環：回診よび腎機能の変化と、この時期にみられ

5 変化㈲ る病的変化についての講義を論こなう◎ 阿　波彰　一

一循環器を中心に一
（東京大学講師）

入間に男女の性差があるのは：なぜか、性はいか

少年期のからだの にして決定されるか。その結果、思春期はどのよ

6 変化（4）

齒ｭ年期の性的発育一一

うなメカニズムで発現するのか◎生物学的な基礎
m識を紹介する。

　玉田　太　朗
i自治医科大学教授）

学童の骨折が話題になることが多いが、その根
少年期のからだの 拠はあるのか。入体の構造から、骨折はいかにし

7 変化⑤ て生ずるか．またその予防策について述べる。 杉　浦　　　勲

一運動器を中心に一
（名古屋大学助教授》
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回 テ　　　・一　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
少年期のこころの

ﾏ化

　少年期には身体上の変化に比べ、こころの変化は著しい。乳幼児期から学童期まで、それぞれの

條冾ﾉ特有の精神的課題を抱えている。子どもに
ﾆっての環境の変化と対応させて考えていく。

小　倉　　　清

i関東中央病院

@精神科部長）

9 身体の右と左

　身体は一見すると左右対称のように見えるが、

謔ｭ観察すると決してそうではないことが理解で
ｫる。脳の左右両半球の機能差から幼少年期の環
ｫ、言語、文化に言及する。

角　田　忠信
i東京医科歯科

@　大学教授）

10
保健環境としての

ﾆ庭

　家庭は子どもにとって最も重要かつ身近な環境
ﾅある。健康問題発生の場、健康保持増進の場、

注N問題解決の場としての家庭の重要性について
lえる。

江　口　篤　寿

i筑波大学教授）

11 子どもの食事と栄養

　学童期は身体の量的変化の著しい時期であり、

ｻれを支えるための栄養について考える。さらに、
ｱどもの生活のなかでの食生活の役割についてふ
黷驕B

・　金子　佳代子

i女子栄養大学講師）

12 学校における保健

　学校保健は保健管理と保健教育とに分けられる。

ｱこでは、それにとどまらず、学校という場に澄
ｯる健康問題、さらに、子どもたちの生活、成績
ﾆの関連のなかで心身の健康について調査結果を
�ｦて考えていぐ。

小　倉　　　学

i茨城大学教授）

13 学校　給　　食

　学校での生活のなかで学校給食はいかなる意義

�揩ﾂか、またその内容はどうか。子どもの食環
ｫの変化と併せて、「食」について考える。 茂木専枝．

i実践女子大学教授）

14
青少年期の健康と

ﾐ会環境

子どもの健康は生物学的に理解されるだけでな
ｭ、ひろく社会的存在としてとらえなければなら
ﾈい。青少年の健康問題は同時に澄となの問題で
烽?驕B広い視野から健康を見直していく。

中　江　公　裕

i独協医科大学

@　　助教授）

15 青年期への移行

　少年期から青年期への移行期として思春期をと
闖繧ｰ、身体的成熟の側面と健康についてふれる。
ｬ熟の男女差もトピックとなる。 高　石　昌　弘
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　　　　　　　　　　＝青少年の保健II＝（R）

　　　　　　　　〔主任講師：潔竺1旧記藷1〕

全体のねらい

　この科目では、青少年の保健（Dに引き続き、一生にわ：たる健康科学の一環としての青年期を扱う。

この時期は、身体的にほとんど成人と変わらないほどに成長している。しかし、環境が拡大していぐ

につれ、精神的な問題が様々な形で生じてくる。従って、生物学的な側面だけでなく、心理的、社会

的な側面にも注目していく。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1

青年期のからだ（1）

ｶ理機能の成熟と
竭闢_

　からだの全機能がピークに達する少・青年期

ﾉ澄ける遺伝的素因と環境諸因子との相互反応

ｪ、人間形成と以後の人生の健康維持にいかに

蛯ｫく影響するかを、序説的に述べる。

本　間　日　臣

i放送大学教授）・

ﾛ　井　英　二
i東京大学講師）

2 青年期のからだ（2）

j性を中心に

　思春期男子にみられる身体的変化、とくに性

ｬ熟過程を中心に解説する。また、思春期早発

ﾇや遅発症の原因やその治療．さらにその他の

ｾ患についてもふれる◎
白　井将　文
i東邦大学教授）

3 青年期のからだ（3）

乱ｫを中心に

　思春期から青年期にかけての女性の性成熟に

ﾂいて概説し、よぐみられる産婦人科疾患に関

ｵて保健学の立場からとらえる。また、結婚前

ﾉチェックすべき女性の健康問題についてもふ

黷驕

　林　　　謙　治
i公衆衛生院学硬衛生室長）

4 青年期のからだ（4）

v春期発現の三三ニ協

　思春期の概念・定義を復習したのち、性機能

ﾉ関与するホルモンを説明する。これらホルモ

唐ﾌ思春期における変化と、それを調節するメ

Jニズムについて述べる◎
玉　田　太　朗

i自治医科大学教授》

5 青年期のこころ（1）

@　　　中　学　生

　中学生の年齢の人々は、からだ以上に、ここ

?ﾌ問題の多い時期である。この時期に特徴的

ﾉみられる心理的課題をと澄してながめてみる。 　小　倉　　　清
崧健?尓a院精神科音

6 青年期のこころ（2）

@　　高　校　生

　高校生のこころの動きについて考えてみる。

ｱの時期に避けて通ることのできないこころの

ｬ長の過程は、心身の両面に反映されてくるこ

ﾆを理解する。

同　　　上

7 青年期のこころとからだ

ｻの相関に注目して

人のこころとからだは、元来ひとつのもので

?驕Bその深い相関に注目して、人の成長につ

｢て考え、青年期についての理解をさらに深め

ﾄいく◎

同　　　上
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回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

青年期の体力の特徴と、トレーニングの基本

について述べ、次いで、青年期のスポーツの意

8 青年期の体力とスポーツ 義・環境、澄よび傷害の実態とメカニズムなど 武　藤　芳　照

にふれ、青年期の体力・スポーツを多角的にと （東京大学助教授〉

らえる。

思春期は自立の時期でもあり、また受験期で

もある。問題行動の要素の複雑さと、対応の困

9 思春期の問題行動 難さについて事例をとおして、多角的にふれて 江　幡　玲　子

と相談 いく。 偲春期問題騨

身体発育のいちじるしい青年期の栄養所要量

について解説する。さらに、青年をとりまく食

10 青年期の栄養と食事 生活の今日的特徴を整理し、その後の人生の健 金子　佳代子
康を左右する健全な食生活習慣を身につけるこ （女子栄養大学講師）

との必要性を講述する◎

学生生活に澄いても、さまざまな問題がある。曜

それらを検討し、なかでもこの時期に問題とな

11 学生の性に関する問題 る性の問題について、学生という立場に焦点を 武　田　敏　夫

あてて考える。 （千葉大学教授）

人の健康は環境とのかかわりの中でつくられ

る。労働環境は学齢期までは経験しない環境で

12 青年と労働環境 あり、健康阻害要因も少なく：ない◎それらを例 滝　川　　　寛

示して労働環境の概要を述べる。 （三重大学助教授〉

人の健康に重大な影響を及ぼしうる飲酒と喫

煙は、青年期に習慣性が確立されることが多い。 片　本　哲閨門

13 青年期のライフスタイル この成年期になる以前でできあがるライフスタ （東京大学助手）

イルについて、酒とタバコを中心に考えていく。 本　間　日　臣

青少年期は、一一生のライフスタイルを決定す

る重要な時期であることを認識し、とくに社会

14 青年の健康と社会環境 的因子とのつながりの強い性行為感染症と薬物 中　江　公　裕

依存を中心に考えていく。 （独協医科大学助教授）

青年期を死亡・疾病構造からみると、成年期

以後への重要な入り口である。にもかかわらず 本　間　日　臣

15 青少年期の健康科学 青年の健康意識は高くない。そこから、望まし

（まとめ） い生活習慣についても言及する。 丸　井　英二
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一成人の保健一成人期・壮年期の健康科学＝　（TV）

　　　　　　　〔主任講師：本間日臣（放送大学教授）〕

全体のねらい

　母子健康科学、少年期・青年期の健康科学に：つづき、一生の中で最も生産活動の盛な成人・壮年期

の健康科学であり、次の老年期健康科学へ続ぐものである。健康保持や成人病の予防は、生活様式

（食事、運動、休養、高眼、働き方、嗜好品など）と密接に関係するので、日常生活の中の刺激に対

する生体反応の理解を目標として解説する。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

成人期・壮年期健
　成人期・壮年期の健康科学講座では、日常生活でわれわれが直接経験する様々のエピソード

1
康科学序論
注Nの指標として
ﾌ検査値の読み方

を取り上げ、その際の生体反応のメカニズムを
�烽ｵ、それを積み上げて全体としてこの年代の健康についての知識がまとまるように企画した。まず検査値に影響する諸因子について述べる

本　間　日　臣

i放送大学教授）

2
日常生活に澄ける
ｶ体反応統御のメ
Jニズム　（1）

⊥ｰ　と　覚醒

　掃滅の覚醒のメカニズムとパターン、その周

﨎ｫに伴なう自律神経系、呼吸循環系、内分必

緕ﾓ系の日周リズムど健康保持に関わる意義と

�рﾉついて解説する。
同　　上

運動を負荷するとからだの中でどのような反
〃　　（2） 応がおこるか、その功罪、安静時に：はからだの

3 運動・安静と生体 中でどのような反応が於こるか、その功罪につ 同　　上

反応 いて述べる。

ストレスは一般に生体に：有害な刺激と受けと
〃　　（3） られているが、広義のストレスは、生命維持、

4 ストレスおよび疲
からだの成育に必要な刺激ともいえる。ストレ
Xに対しどのような生体反応がおこるか、また

吉　田　　　尚

i千葉大学教授）
労と生体反応 疲労とはどのような状態でどのような変化が生

じているかを解説する。

肥満とは何か、肥満の原因とは何か、肥満時
〃　　（4） に呼吸、循環、代謝などの諸機能はどのように

5 変化しているか、肥満にどのように：対処すべき 同　　上

肥満の生理学
かについて述べる。　　　　　　　　　　　　　　　　」

食物の消化吸収のメカニズムとそれに影響を
〃　　（5） 及ぼす諸因子、消化をよくする食べ方、腸内常

6 食事・飲酒と生体 在菌業の役割、アルコーーレと生体反応について 本　間　日　臣

反応
解説する◎

入浴・水浴に際して、体温、呼吸、血圧、心
〃　　（6） 拍、血液、消化機能、自律神経機能はどのよう

7 入浴・水浴と生体 な刺激を受けどのように反応するかを解説する。 同　　上

反応・
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

日常生活に：澄ける 外傷すなわち生体組織の損傷の種類は広義で

8

生体反応統御のメ
Jニズム　（7）

は多収にわたるが、日常生活で遷遇する創傷を

?Sに局所反応と全身反応発生の機序、すなわ

ｿ生体防御反応発動のメカニズムを解説する。

香　月　秀　雄

i放送大学長）

外傷と生体反応

〃　　（8） 高地・高所への移動、大気汚染、喫煙の際に：

環境と生体反応① ’みられる生体反応を解説する。

9 本　間　日　臣

高地・大気汚染・
喫煙の影響

〃　　（9） 日常生活の大部分を占める家庭と職場という

10

環境と生体反応②

ﾆ庭・職場と生体

・環境内の多種多様の刺激因子と生体反応の解明

ﾍ健康保持または増進に大きな意義がある。こ

黷轤ﾉついて述べる。

　丸井英　二
i放送大学客員助教授

反応

病気については深く触れないが、病気の際に

〃　　㈹ どのような生体反応がおこり、その際に用いら

11 病気と薬剤と生体 れる薬剤がからだの中でどのような反応をおこ 本　間　日　臣

反応 し、効果をあらわしたり副作用を示すかについ

て述べる。

辱

生体のバイオリズムは、1年、季節、1月1

〃　　⑳ 日を周期とするものの他、瞬時も絶えることの

12 ジェット症候群 ない律動的リズムなどいろいろある、いわゆる 本　間　日　臣

（時差ボケ）の成因 時差ボケの成因を生体バイオリズムの立場から

眺めてみる。

人類の約9割は右手利きであるかそれはなぜ

13
生活々動と右悩・

ｶ降

だろうか、手足をふくめ人のからだの形は左右

ﾎ象にみえるが、諸機能は左右同じではない。

E回と左悩の機能の違いと生活三三との関わり・

朝長　正徳
i東京大学教授）

について考える。

女性の生殖期から生殖不能期への移行期にあ

たる更年期（閉経期）には、からだの中でホル

14
更：年期女性の生体

ｽ応の変化
モン分泌の変化がおこり、いろいろの不定愁訴

ﾌ原因となる。これらに：ついて解説する。

古　谷　　　博

i放送大学教授）

成人病や老年病の多くはライフスタイル病（生
ライフスタイルと 活習慣病）と呼ばれる程、長年にわたる生活様

15
健康
ｬ入・壮年期健康

式を背景として発生する。これ迄述べてきた日

岦ｶ活に澄ける生体反応をふり返り、健康の維

本　間　日　臣

科学のまとめ 持増進への方策を考える。
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　　　　　　　　　　＝老人の保健＝（R）

　　　　　　　　　〔主任講師：本間日臣（放送大学教授）〕

　　　　　　　　　　　　一・老年期の健康科学一
全体のねらい

　健康に関する本学の講座は母と子の健康科学、少青年期の健康科学、成人壮年期の健康科学、老年
期の健康科学からなり、受精卵の分裂から高齢末期までの加齢変化と各年代の生体反応を＿貫し：た基

本理念に基いて解説する。一人の個性の確立、自己同一一性の完成の時期に相当するこの年代の健康に

ついて科学的総合的理解を目指す。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
老年期の健康科学

?_

　健康科学講義シリーズ構成の骨格すなわち総

_と各論の解説、つづいて各回のテーマとねら

｢、老年期加齢変化（老化）に関与する諸因子㍉

�ｽと個人差の原因の解説。
本　間　日　臣

i放送大学教授》

2
老　　化　　と　は

齪V化の諸学説

　老化のメカニズムは現在な澄未知の部分が多

ｭ、昔から多数の学説がある。大きく分けて内

�ｫの遺伝子説やホルモン説、外因性のヌトレ

X説や放射線説などがある。
朝　長　正徳
i東：京大学教授）

3
老化度の測定につ

｢て
鼬沚ｸ値のよみ方

　老化度測定法の基礎となる老化のパラメータ

[とその意義を解説する。・種々の健康診断検査

lの青年や成人との相違、したがって検査値を

謔ﾞときの注意を述べる。

同　　　上

4
臓器・組織の変化（1）

ﾗ胞の変化

　細鞄はからだの最小構成成分であり、加齢と

ﾆもに分裂速度や様式が変わるか、すべての臓

增E組織の三三が同時性に変化するわけではな

｢◎また個出差も大きい。

本　間　日　臣

5
臓器・組織の変化（2）

_経の変化（1）

　睡眠が中断される、物忘れをする、運動機能’が低下するなどの現状から運動神経系の加齢変

ｻを中心にそのメカニズムを解説。 朝　長　正徳

6
臓器・組織の変化（3）

_経の変化（2）

　老年期の視覚、聴覚、味覚、皮膚感覚の変化

ﾆその澄こり方、すなわち知覚神経系の反応性

ﾌ低下の機序について解説する。 同　　　上

7
臓器・組織の変化く4）

ﾄ吸・循環系の変化
@　　　　　　　　　§

　階段や坂道を登るときの息切れ、夕方の足の

ﾞくみ、夜入海時のせき・たん、夜尿など日常

ﾏ化の背後にある呼吸循環系の反応の加齢変化

��烽ｷる。

本　間　日　臣
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回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
臓器・組織の変化（5）

熾ｪ泌・代謝機能の

ﾏ化

　骨折しやすい現象の背後には骨粗霧症と呼ぶ

�ﾔがあるが、これに関係するカルシウムやビ

^ミン代謝の変化をはじめ糖代謝、諸種内分泌

@能の加齢変化を解説。

朝　長　正　徳

9
臓器・組織の変化（6）

ﾁ化機能・腎機能
ﾌ変イピ

　薬剤服用後の吸収、代謝、排泄の加齢変化の

ｽめ老人では副作用が澄こりやすい◎解毒と排

浮�S当する肝臓と腎臓機能の変化を中心に解

烽ｷる。

同　　　上

10
臓器・組織の変化（7）

h御・免疫機能の

ﾏ化

　高齢者の直接死因の第・一は肺炎である◎なぜ

ｩ。肺の防御・免疫機能の加齢変化、つづいて

ｶ体の防御・免疫機構全般の発動様式と変化を

�烽ｷる。

本　間　日　臣

11
外見の　変化
轤ﾂき、体型、歩
ｫ方などの変化

　白髪、顔のしわやしみ、爪の変化、身長、姿

ｨ、皮下脂肪、歩き方など外見の変化をもたら

ｷ生体内の変化を分析し、これまで解説してき

ｽ諸臓器・組織の変化をまとめて考える。

同　　　上

12
知能の老化とボケ（1）

齟m能の老化と老

@年痴呆

　駅もの忘れ勢がひどくなり認知能力が低下す

驍ｱと、すなわち知能の老化の特徴は何か、そ

ｵて影響する因子はどのようなものがあるか、

{ケとはどう違うかを解説する。

　長谷川　和夫
i聖マリアンナ医科大教授）

13 知能の老化とボケ（2）

齟s呆性老人の実態

　ボケは脳の器質性障害を基礎とレて澄こる知

¥障害である。ボケと似た意識障害やうつ状態

ｪある。その鑑別点やボケの予防法を述べる。 同　　　上

14
知能の老化とボケ（3）

齟s呆性老人の対策

　ボケにはいろいろ左原因があるので、個別的

ﾉ原因対策を立てる必要がある。原因不明のア

泣cハイマー型は対応がむずかしい。介護の原

･と社会的対策を解説。

同　　　上

15
老年期の光と影
齊ｩ己同一性の完

@成とその栄光

　人の肉体の諸機能は思春期を頂点として弱化

ｷるが、精神活動は60歳以後まで上昇をつづけ
驕B自己同一性の完成、’それが老年期の栄光で

?驕B

本　間　日　臣
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　　　　　　　　　＝精神衛生＝（R）
　　　　　　　〔主旧師：繍丁丁下弓）〕

全体のねらい

　精神医学および臨床心理学の底用科学である精神衛生学を、主に精神力動的立場から講義ナる。心

の健康増進についての科学である精神衛生の基礎却よび応用の各方面に亘って、検討を加える。その

際、人文諸科学特に文化人類学や宗融史学等との学際的領域にも留意する。

回 テ　　一・　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

心が健康であるとはどのような状態をさすの

1 心の異常とは
かを検討し、精神衛生の全体像を概観する。

挾、間　秀　回り

（鳥聖大学教授）

心め異常は、必ずしも価値の劣った破壊的な

2 正常　と　異　常
状態を意味するのではない。この点について、

ｸ神力動的な見地から述べる。 河　合　隼　雄
（京都大学教授）

精神衛生の歴史について述べ、精神衛生の基

3 現代の精神衛：生
本的な考え方を概説し、さらには予防の活動に

ﾖして検討する。 織　田　尚　生
（放送大学助教授）

心の異常とは（1）
　心理社会的要因による精神障害を通して、入

ﾔの健康な生き方を考える。
4 一心理・社会的要 挾　間　秀　文

因による精神障害

身体的要因による精神障害を通して、人間の
心の異常とは② 健康な生き方を考える。

5 一身体的要因によ 同　　上
る精神障害

現代における家族の人間関係とその問題点を

6

家族の在り方一現代の家族の入
取り上げ、問題解決の方向について検討する◎

吉　本　千鶴子
間関係と問題点 国立京都病院非常勤医師）

及び対策

人間の心に内在する父性と母性について述べ

それらがどのように子どもの心の発達に影響を
7 現代に於ける父性

ﾆ母性
及ぼすかについて検討する。 織　田　尚　生
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
子どもの心の発達
ﾆ健康（1）一胎児期

V生児期・乳児期

胎児期から乳児期にかけてめ段階の心の発達

ﾆ、その問題点について論じる◎

山　中　康　裕

i京都大学助教授）

9
子どもの心の発達：
ﾆ健康（2）

@一幼児期以降

幼児期以降の子どもの心の発達とその問題点

ﾉついて論じる◎’

同　　　上

10
子どもの心の発達
ﾆ健康（3）

@一症例を中心に

　心が障害された子どもの事例について、その

�怏ﾟ程を検討する。

同　　　上

11 思春期・青年期の
Sの健康（1）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　謬@この発達段階の心の健康と、その問題点や障
Qさ乳た場合について論じる。

村　瀬孝　雄i
i立教大学教授）

12 思春期・青年期の
Sの健康（皿）

　障害された場合の事例について、その治療過

��ﾜめて検討する。

同　　　上

13 成入前期の心の健康

　この段階の心の課題と、心の健康の障害され

Fた場合の対策について述べる。

　小川捷之
i横浜国立大学教授〉

14 成人中期の心の健康

　この段階の心の健康のあり方とその対策につ

｢て、例をあげながら検討する。
同　　　上

15 記入後期の心の健康

　この段階の心の構造と、心が障害される場合

ﾌカウンセリングについて述べる。 小　川捷之

D　田　尚　生
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

老年期をいかに生き抜くかについて、精神力

動的な立場から述べる。

16 老年期の心の健康 小川捷之

職場に澄げるりーダーシヅプのあり方を通し

て健康な人間関係とは何かという問題を検討す
17 職場に澄ける入間関係 る。 三　隅　二不二

（奈良大学教授）

事例を取り上げながら、異文化の中に暮す場

18 海外生活と心の健康
合の心の健康を考える。

稲　村　　　博

（筑波大学助教授）

睡眠と心の健康との関わりについて検討する。

19 睡眠と心の健康 川　原　隆造
（鳥取大学助教授）

飲酒による心の障害について概説し、それに

対する対策を考える。

20 アルコールと心の健康 斉藤　　　学
（東京都精神医学研究戸

薬物乱用によって生じる心の障害について概

説し、それに対する対策を考える。

21 薬物の乱用と依存 佐　藤　光　源

（岡山大学教授》

文化と心の健康との関係を文化人類学の立場

から述べる。

22 文化と心の健康 祖父江孝　男
（放送大学教授》

心の危機に澄いて宗教の果す役割とその両義

的価値について述べる。

23 宗教と危機の心理学 織　田　尚　生
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

現代わが国でみられる自殺の実態について概

24 自殺と自殺防止
観し、それに関する対策を検討する◎

稲　村　　　博

精神薬物が人間の心に与える影響を通して、

25 心の異常に有効な
心について考える。

小椋　　　力
薬物の作用 （琉球大学教授〉

力動的心理療法学の立場から、心理療法の基

26 心理療法の構造
本構造について検討する。

織　田　尚生

行動療法学の立場から、こころの健康と人間▼

行動との関連性、さらには健康が障害された場
27 行動とこころの健康 合の対策について検討する。 山　上　敏子

（国立肥前療養所行
動科学センター所長）

犯罪者の精神障害と責任能力の問題を検討す

28 心の健康と責任能力
ることを通して、心の健康とは何かということ

�lえる。さらに罪と罰と償いという問題にも

挾　間　秀　文

触れる。 織　田　尚　生

人の死のあり方を通して生を考えると同時に
生と死をつなぐもの 援助の方法を考える。

29 一末期ガン患者の 河　野博　臣
生き方を通して （河野胃腸外科医院長）

心の健康と地域社会との関連について論じ、

精神衛生センターや児童相談所など関係諸機関

30 地域社会の心の健康 について述べる。 増　野　　　肇
（栃木県精神衛生センタ

一所長〉
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　　　　　　　　　　　　＝余暇生活（その1）＝（R）

　　　　　　　　　　　　　　　　一日本人の余暇一

　　　　　　　　　〔主任講師：一番ケ瀬康子（日本女子大学教授）〕

全体のねらい

　いまや余暇生活問題は・国民の大きな生活課題としてうかびあがってきている。寿命が延び、生涯

のなかで余暇生活の時間が増加したことや、労働時間短縮などで余暇時間がふえたことなどが、その

理由であろう◎その中で・ただ受け身の余暇生活ではなく、自発的な余暇活動をもつよう、その探求

のための視点と視座を明らかにする。

回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

余暇とは何か、その概念、語源などについて

1 余暇とは何か
述べる。また、現在の日本に卜いては、・いかな

髞ﾍ囲の生活行為を余暇生活ととらえているカギ

ﾉふれる。そして、この講義の目的をのべ、講

　一番ケ瀬　康子
ﾄ日本女子大学教授）

義全体の導入とする。

ある社会の余暇生活6ありようは、その社会

2
余暇生活の歴史
@　①歴史的展開

の歴史的特：質を反映する。近代以前の社会から

ｻ代社会に至るまで余暇の意味内容がどのよう

ﾉ変化してきたかを、それぞれの社会の特：質と

　牧野暢男
i日本女子大学教授）

のかかわりで検討する。

余暇生活が戦後、どのように変化してきたか

について検討する。余暇生活を昭和30年以降 松山　美保子
3 ②戦後の推移 の高度成長時代の「大衆レジャー時代」と昭和

S8年以降の第・一次石油危機以降の「多様で個
ｫ的レジャー時代」に分けて、その背景と特質

（機械振興会経済研究所・調査役）

について探る。

余暇生活を規定する条件は、歴史的・社会的

4 余暇生活の条件
にさまざまである。現代日本人の余暇生活を条

盾ﾂげている諸要因を検討するとともに、余暇 牧野　暢男
生活の内容との関係について考察する。

余暇時間を、まず共同体に澄ける「時間の共

5
余暇生活の構造
@　①時間・空間・

@　　　　　　手段

編制」から「時間の私有制」への移行の視点から

ﾆらえる。次に余暇活動を可能にする余暇空間
ﾌひろがり（モータリゼーション）とパーソナル化

iテレビ）から余暇の実態をみる◎

岩　崎　隆治
i社会評論家）

余暇生活は、労働時間と関連する余暇時間、

家計のなかでのレジャー・教養費など経済階層

6 ②階　　　層
的条件によって影響される。経済階層的条件が

ﾇのように余暇生活に影響を及ぼしているか、各
山手　　　茂
i茨城大学教授）

階層の余暇生活にどのような特徴があるか検討
する◎

余暇生活に大きく影響を及ぼす余暇歴、つま

り、人々が過去にどのような余暇活動を行って
7 ③余暇歴 きたかが、いかに：現在の余暇活動の豊かさ、あ 松　山　美保子

るいは貧弱さを左右しているかについて検討す
る◎
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回 テ　　　一　　マ・ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

子ども時代の余暇生活は、生涯における余暇

8 余暇生活の実態 生活の在り方に影響する◎その子ども時代の余

①子　ど　も 暇生活の中心である「遊び」が、現在どのよう 一看ケ瀬康子
な状態であるか、時間、場、旧聞との関係で現

状をとらえそのあり方を検討、考察する◎

青年の余暇実態を生活意識の変化一労働中心

．から生活中心へ、オカネ重視から時間重視へ、

9 ②青　　　年 職域かち地域、または第三の空間へ一を中心に 岩崎　隆　治
みる。とくに夫婦中心型のレジャーの登場にス

ポットをあてる。

勤労観やレジャー観の変化をあとづけながら、

中高年サラリーマンの余暇の実態をみていく。

10 ③勤労者 同上

主婦は・核家族化、少産化、寿命の延長、家

事労働軽減化など生活周期と生活構造の変化に

11 ④主　　　婦 よって余暇時間が増加し、多様な余暇活動を行 山　手　　　茂

っている。ライフ・ステージ別分析をふまえて、

中年期主婦の活動タイプ別分析を試みるd

高齢者の余暇生活の実態調査をもとに、その

特徴と問題点を検討し、高齢者の余暇生活を豊： 、」℃　一i一．曾

12 ⑤高齢者 かにする条件を探る。 松山　美保子

家族の生活条件が個入の余暇生活に及ぼす影

響について考察し、さらに家族単位の余暇活動

13 ⑥家　　族 の実態を探る。 山　手　　　茂

世界各国の余暇生活の実態を紹介するととも

14 国　　際　比　　較 に、国際比較調査の結果にもとづき、日本人の

余暇生活の特質をあきらかにする。 牧野暢男

以上述べてきた日本人の余暇生活の歴史、実

余暇生活を 態や問題点をふまえ、さいしょに述べたこの講

15 座の目的との関係で自らの課題として、どの 一番ケ瀬　康子
高めるために ように余暇生活を高めるか、その検討課題につ

’

いて述べ、？喫まとめルとする。
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　　　　　　　　　　　　　　一余暇生活（その2）＝（R）

・　　　　　　　　　　一二とれからの余暇一一

　　　　　　　　　　〔主任講師：一番ケ瀬康子（日本女子大学教授）〕

　　全体のねらい

　　　前回では、日本人の余暇の実態寿よびその改善のための、視点と視座を明らかにした。その視点と

　　視座ににもとづき、さらに具体的な課題を検討するために、余暇をめぐる社会的諸局面に幽いての課

　　題を展開し、どのような政策的展開が必要とされるかについて検討する。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

16 人権としての余暇

　余暇の確立を、基本的人権のひとつとしてと

轤ｦ、「余暇権」確立へのあゆみが、国際的に

ｷすめられてきている状況を説明する。そして、

坙{の場合はどうであるか、諸法との関連で把

ｬする。

一番ケ瀬康子
i日本女子大学教授）

17
余暇生活の動向
@余暇活動の特徴

　日本人の余暇活動を多様な側面から分析し、

ｻの特徴と問題点について述べる。さらに高齢

ｻ社会に論ける「生きがい」の重要性という観

_から、余暇と労働の関係、余暇機会の拡大、

]暇学；習などについて述べる。

松　山一美保子
i機械振興協会経済

､究所調査役〉

18 ②余暇産業の推移

　　需要と供給という経済的側面から余暇活動を

@とらえ、余暇産業の特性、近年に澄ける余暇市

A場の推移について述べるとともに、今後、成長

@が期待される余暇市場の部門、特徴澄よび問題

@点について述べる。

同　　上

19 ③企業の対策

、企業の余暇対策は、戦前の労務管理のなかに

ﾝられる。戦後は福利厚生として行われてきた

ｪ、所得水準の下昇、レジャー産業の発達、レ

Wャーの多様化の：なかで、企業の余暇対策は曲

闃pにある。その実情と方向を考える。

岩　崎　隆　治

i社会評論家〉

20 ④労働組合の対応

　労働組合の余暇対策は、企業に比べて遅れを

ﾆっている。しかし、最近では高齢化社会への

ﾎ応策の1つとして、生涯教育に力を入れる組

№ｪ増加してきた。その動向をふまえ、今後の
綷?ﾉついて検討する。

同　　上

21

余暇生活の展開方
?@多様化する情報

@とその選択

　余暇生活へ今や影響の大きい余暇情報が、歴

j的にどのように変ってきたかについて述べ、

ｳらに来たるべきニューメディア時代に澄ける

]暇情報の多様化、その余暇生活へのインパク

gおよび問題点について述べる。

松　山　美保子

22
②余暇施設の確保
@と共有化

　余暇生活を高めるためには、まず住宅がそれ

ﾉふさわしいものであることが重要である。し
ｩし余暇の集団性・社会性の必要を考えるとき、

n域における余暇施設が重要である。その余暇

{設のあり方を多面的に探究する。

一番ク瀬　康子
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

余暇推進のための組織づくりは、レジャー意

23
③組織づくりの必
@要と課題

識の普及に比べて大幅に遅れているが、余暇開

ｭセンターの設立を機に、企業中心から地方自

｡体中心へと移行しつつある。その意義と課題
岩　崎　隆　治

について述べる。

親は、子どもとともに豊かな余暇活動を行な

24
余暇生活の主体形成
@家庭教育の重要性

うことを通じて、子どもが余暇生活を主体的に

[実させる人間として育つよう努力する必要が

?驕Bこの課題達成のために、どのような考え

山　手　　　茂
i茨城大学教授）

方と方法を親は学習すべきかを考える◎

学校生活が、青少年の余暇生活のあり方やそ

25 ②学校教育の検討
の後の余暇行動にどのような影響を及ぼすかを

lえる。そして、余暇生活の主体形成の視点か

轣A学校教育の現状を検討し、今後の余暇教育

牧　野　暢　男
i日本女子大学教授）

の方向を探る。

社会教育は、余暇生活充実の条件の1つであ’
　、驍ﾆ同時に、余暇教育の場でもある。学習、ス

26 ③社会教育の変：革 ポーツ、レクリェーションなどの社会教育活動 同　　上

を中心に、住民が主体的な余暇生活を営むため

の社会教育のあり方を検討する。

団体・グループの活動、社会教育、福祉、保

健活動、コミュニティ活動など、多くの分野で

27 ④余暇指導者の必要 余暇活動の指導者が求められている。これら様 山　手　　　茂
々な分野の指導者の地位、役割と養成・研修の

実態および今後の課題について考える。

余暇生活への政策 県や市町村における余暇施策の推移と現状を、

28．
転換
@地方自治体の方

まず明らかにする。次に．まちづくりや地域づ

ｭりなどとの関連で、余暇環境の整備と充実の 牧　野　暢　男

向 ための地方自治体の課題や施策の方向を検討す

る。

国の余暇政策がどのように発展してきたかを

29 ②国の政策の推進
ふりかえり、今後の政策課題とその推進方策を

lえるための余暇活動の基礎的条件の整備、情 山　手　　　茂
報の収集、提供システムの整備、指導者の養成、

研修など多くの政策を検討する。

余暇生活を充実していくためには、何よりも

30
「余暇権」確立の

ｽめの視点と視座

生活者自らの認識と努ヵが肝要であり、とくに

ｻの社会的努力が重要である。講義全体を総括 一番ケ瀬　康子

し、余暇権確立のための原則を探究し、まとめ

とする。
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＝生活：福祉＝（R）
〔主任講師：仲村優一一（放送大学教授）〕

全体のねらい

　この科目は、入間が社会生活を営む際に直面する生活上の諸問題にどんなものがあるか、そして、

それらに対処して問題解決を図ることを目的とする社会的諸施策はどうなっているか、また、その間

題点は何か・についての基本的理解をえさせることを目的とする・中でも、社会福祉の制度と施策を

中心に、一個の市民として当然にもっていってよいと思われる知識を身につけてもらうことをねらい

としたい。

主な項圏

（1）人間の社会生活と生活上の諸問題α）

②　人間の社会生活と生活上の諸問題（2＞

（3）社会福祉の意味

（4）社会福祉と関連諸施策

㈲　社会福祉の展開（1）　欧米

⑥　社会福祉の展開（2）　欧米（つづき）

（7）社会福祉の展開（3）　　写本

（8）社会福祉の展開（4）　日本（つづき）

⑨　社会福祉の制度と仕組（1）

⑲　社会福祉の制度と仕組（2）

⑳　社会福祉の制度と仕組（3）

働　社会福祉の制度と仕組（4）

⑯　社会福祉の主な分野（1）概要について

⑭　社会福祉の主な分野（2）公的扶助（D

㈲　社会福祉の主な分野（3）公的扶助①

㈹
⑳
⑱
㈲
⑳
⑳
㈱
㈱

法制のあらまし（D伽

法制のあらまし㈹㈲

行財政の仕組（D　㈲

行財政の仕組㈹　鋤

社会福祉の主な分野（4）児童福祉（D

社会福祉の主な分野（5）児：童福祉（の

社会福祉の主な分野（6）老入福祉（D

社会福祉の主な分野（7）老人福祉①

社会福祉の主な分野（8）障害者福祉（D

社会福祉の主な分野（9）障害者福祉㊥

社会福祉の方法（1）ケースワーク（D

社会福祉の方法（2）ケースワーク㊥

社会福祉の方法（3）グループワーク

社会福祉の方法（4）コミュニティ・オーガニゼLション

社会：福祉の従事者問題（1）

社会福祉の従事者問題（2）

社会福祉施設の問題（1）

社会福祉施設の問題（2）

社会福祉と国際化
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　　　　　　　　　＝＝人間と社会環境＝（TV）
　　　　　　　　〔主任講帥：大橋　力（筑波大学講師）〕

全体のねらい
　複雑なからだとこころを持つ生き物・人間と、その人間：たちの多岐にわたる活動のステージになっ

ている社会環境とについて、情報環境学の立場から包括的に学ぶ。動物行動学・分子生物学などの新
しい生物学、生態人類学の諸領域、シヌテム論・制御論などの情報科学を主要な学問的基盤に澄き・

実際的に論を展開する。

回 テ　　　・一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 鯉人間と社会環境’

ﾉついてどう学ぶか

　人間の社会行動の多様性を的確に捉えるため

ﾉは専門分化した学問は限界が大きい。その限
Eを打破する新しい学問のひとつとしてこの科
ﾚで起用する情報環境学について、物質・エネ
泣Mー・情報の三つの次元から有機的に対象に
ﾚ近する方法論を述べる。

大　橋　　　ガ

i筑波大学講師）

2 生命　と　環　境

　まず、生命とは何かについて、自己増殖オー
gマトンの理論を出発点に説明する。次に地球
^生命の特徴と地球の生態系について述べる。
ｳらに、生命主体と、それを囲む環境との関係
ﾉついて、システム理論を導入して整理を行う。・

同　　　上　　‘

3 環境としての社会

　生き物の中には、特別な秩序を持った群れを
ﾂくるものがある。その群れ一種社会一は生き
ｨにどのような利益をもたらすのかを考える。
ｱうしてつくられる“社会”を、新たに造成さ
黷ｽ環境として捉え、その構造・機能について

沒｢する接近法を述べる。

同　　　上

4 社会をつくる動物たち

　動物の中には、さまざまな社会をつくるもの
ｪある。その多様な姿について、動物行動学の
ﾏ点から整理して学ぶ。また、動物の社会行動
ﾌ過程を制御している生得的解発機構の理論等
ﾉついても知識を得る。さらに、これらの原則
ｪ人類にもあてはまることを知る。

同　　　上

5 三三社会だけの特
ﾙな多様性

　社会をつくる動物たちを見ると、その社会の

¥造は種ごとに決まったパターンを持っている
ｱとがわかる。ところが人類だけは、きわめて
ｽ種多様な社会を生み出してきた。この多様性
�ｶ態人類学の観点から分類し、概観してみる。

同　　　上

6 自然性を重視した
ﾐ会とその環境

　さまざまな人類社会の中には、生存上、人間

ﾌ持つ生物としての自然性を比較的重視したラ
Cフヌタイルを維持してきたものがある。発展
謔閧ﾍ安定を志向する社会といえる。その代表

痰ﾅある狩猟採集社会について、実際のフィー
泣hワークに基づいた知識を得る。

同　　　上

7 加工性を重視した
ﾐ会とその環境

　人為的な加工とその蓄積に高い価値を澄く社

?ｪある。安定よりは発展を志向する社会とい
ｦる。いわゆる文明社会は総じてこのカテゴリ
[に入る。このような発想を持った社会システ

?ﾌ本質を探り、そこに生まれる環境の特性に

ﾂいて検討する。

同　　　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 棲みわけ型”の社会・

�ｱみわけ型”の社会

　いわゆる般棲みわけ”は地球上の生物社会の
ｴ則といえる。ところが、人類では、この原則
ｪ守られているq璽棲みわけ型”の社会だけでな
ｮ、これを放棄した般非棲みわけ型ガの社会が
ｶ在する。この社会の生態系に及ぼす影響、澄
謔ﾑ環境特性について論じる。

大　橋　　　ガ

i筑波大学講師）

9 本来　と　適　応

　すべての生命は、情報物質q核酸”に書き込まれたプログラムの指令下におかれている。そのプログラムには、基本的なライフスタイルに

ﾎ応する駅本来鯵のものと、状況の特殊化に対
桙ｷる“適応勢のためのものとがある。この二
d構造と社会環境との関連を検討する。

同　　　上

10 人間社会のシステム化
O指ずるこつのプログラム

　種社会をつくる動物たちの社会行動のプログ
宴?煦笂`子の支配下にあり、人類もその例外
ﾅはないと考えられる。一方人間社会には法律、
坥･など社会行動のもうひとつの規範一プログ
宴?[が存在する場合がある。この両者が一致
ｵない社会の環境を論じる。

同　　　上

11
人間の生物特性と
ﾐ会環境との不適：
〟i1）物質・エネル’ギー・環：境について

　人間の生物特性は、その柔軟性の範囲を含め
ﾄ、遺伝情報の支配下にあり、ほとんど固定さ
黷ﾄいる。それと現実の社会環境との間に無視
ﾅきない不一致が発生し、持続すると、社会は
ｶ続を澄びやかされる。この問題を物質・エネ
泣Mー面について検討する。

同　　　上

12
人間の生物特性と社
?ﾂ境との不適合（2）

﨣�ﾂ境について

　人間の心は脳という物質機械の活動に他ならない。脳は情報代謝装置であり、環境からのあ

骼墲ﾌ情報入力で打撃を受けるだけでなく、あ
骼墲ﾌ情報欠損によっても異常を呈する。社会
ﾌ情報環境が人間の脳にとって不適合になった
鼾№ﾌ病理現象について検討する。

同　　　上

13
自然性と加工性と
ﾌ調和を重視した
ﾐ会とその環境

　現存する多種多様な人間社会の中に、自然惇と加工性との両者の調和を重視する発想を持つ

烽ﾌが少数存在する。この種の社会の環境は、
ｻ状況下にあっても人間生存とのかなり高度な
K合性を示している。実例にのっとって、この
謔､：な社会環境について知識を得る。

同　　　上

14 社会の自己組織化を

ｱぐ“情動勢の役割

　自然性と加工性との調和に成功している社会
ﾌひとつの特徴として、情動、ことにパフォー
}ンスの誘起する快感が社会の結集や：葛藤緩和

ﾉ有効に機能している。自我の制御と利他行動
ﾌ活性化とを通じてシステム化をもたらす情動
ﾌメカニズムについて論じる。

同　　　上

15 新しい調和の発見
ﾌために

　加工性重視社会の頂点に立つ科学技術文明の
ﾐ会環境は特に精神世界の面でけわしい限界に
ｼ面している。この危機の当面の打開策として
l間に適合した情報環境の再建を欠かすことは
ﾅきない。そのために精神活動領域における自
R性と加工性との調和の道を探る。

同　　　上
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＝家庭の経営＝（R）
〔主任講師：原ひろ子（於茶の水女子大学教授）〕

全体のねらい
　家庭のあり：方を比較文化的に考察することによって、人間にとつ℃、家雍や家庭のあり方が多様で・

あることを認識し、その上で、現代日本の家慈を、それをとりまく環境との関連に診いて検討する。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
家族の多様性と普
ﾕ性（1）

　人間の諸文化に見られる家族の多様性を眺め、

l間にとっての家族の普遍性は、どのように把

2
家族の多様性と普
ﾕ性（2）

えられるかを考える。 　原　　　ひろ子
i澄茶の水女子大学教授）

欧米や日本の近代史のなかで、収入を得る場

3 家族　と　家　庭
としての職場と、消費の場としての家庭が分離

ｵ、家族という人間の制度のもつ機能が限定さ 同　　　上

れてくる変貌過程を考察する。

4 家　庭　と　個　人一これからの家庭

@の経営

　夫と妻、親と子、祖父母と孫など、家庭の中で
ｳまざまな立場にある、個人の自己実現につい
ﾄの欲求が高まってきている今日、それぞれの
Z通謬黎弱羅蓑拡7生蒲羅」としての家庭をどのように経営していくかについての可能性の巾を考える。それと同時に家庭をめぐる、さまざまな「危機」への対応を考える。

同　　　上

家庭に澄ける家事労働と、労働市場に澄ける

労働とが、どのように把えられてきたか、を考

5 家事労働と市場労働 える。 篠　塚　英　子

優茶の水好大助教授）

今日の家庭生活の経済的基盤が社会の経済シ

ステムとどのように関連しているかを眺める。

6 家　庭　と　経済 同　　　上

日本における雇用機会均等法の施行と労働基

準法の改正が、女性の働き方にどのように関わ

7 女性の働き方の変化 り、家庭生活の多様化をもたらしうる基盤とな 同　　　上

っているかを考える。

8 家計運営の変化

　世帯単位や、個人単位の消費行動や貯蓄・彫
�恷ﾈ譲鷲継雛論に見られるような、家庭と家庭のつながりが、

同　　　上

個々の家庭の家計運営をどのように関連してい
るかを考察する。
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

一つの住宅に澄ける家族の生活のしかた』家

9 家庭　と　空　間
二巴の二丁・近居や単身赴任など、家族と空間

ﾌ関係から、家庭経営を考える。 小　澤　紀美子
（東京学芸大助教授）

公園、病院、保育園、幼稚園、学校、保健所、

地域の集会所、図書館、相談サービス、老入の

ためのデイホーム．身障者の活動の場、家族間の

職場などを含む生活空間が、どのように、ネッ

10 生活空　聞　の
lットワーキング

トワークされるのかを、テレビ電話や各種の情

��ｷ技術などの発達との関連で眺め、生活者
ｪ主体的に生活空間をネットワークしていぐため

同　　　上

に家庭間で協力しあったり、地方自治体その他．

の行政機関や企業などに働きかけていくことが

できるかの可能性を考察する。

生れてから死ぬまでの個人の加齢や、ライフ

・ステージの移行と家庭生活のあり方が近年ど
11 ライフサイクルの のような変化を示しているかを眺めるとともに 袖　井　孝　子

変化　と　家　庭 近未来を予測する。 （ま藻の水好大助教授）．

老人にとっての家庭を家族やコミュニティと

の関連で眺める。

12 老入・家族・コミュニティ
同　　　上

子どもにとっての家庭を家族やコミュニティ

との関連で眺める。特に雇用されて働ぐ父母と
13 子ども・家族・コミュ功

そうでない父母をもっている子ど屯がそれぞれ 原　　　ひろ子

にかかえる問題を考える。

現代日本に見られる諸現象を家庭経営の視点

から考察する。

14 シングルライフ・単身 同　　　上
赴任・共働き別居

今日の日本では個人が選択するライフスタイ

ルは多様化しつつある。多様化したライフスタ
15 ライフスタイルの選択と

イルが存在する社会及び老若男女が共存する時 同　　　上
異質な屯のとの共存 代の家庭経営を考える。
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＝住生活史＝（ΦV）

　　　　　　　　　〔主任講師：平井聖（東京工業大学教授）〕

全体のねらい
　何時の時代にも、人間は生まれた時から、家族の構成員である。子どもが始めて意識した時、普
通はそばに親がいる。兄弟がいるかもしれない。少くとも、母と子は密接な関係にある。全ぐ親族
がいなかったどしても、廻りに誰もいないということはない。住まいは、家族のためのものである◎
家族の構成が違えば、住まいが変わる。社会の変化に対応して生活様式が変わり、住み方が変わる。
住み方が変われば、住まいもその変化に応じて変わっていぐ。
　通常は、家族は社会の中の最小単位で、これが一つの住居に収まるが、時代によっては、血縁の
ある最小単位が、集落を構成していることもある。このようなときは、一つの住居だけでなく、集

落を対象としなければならないことになる。
　’この講義では家族と住まいの対応関係に焦点をあて、併せて家族の構成員それぞれの側からも、
住まいをみていこうと考えている。そして、家族の構成員の中では、できるだけ家族の中心的な存
在であった女性の生活を、追ってみたいと思っている。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　　容 担当講師i所属・氏名）

1
1　はじめに
Z居と家族の生
?E個人の生活

趣旨を説明するとともに．日本に診ける家族
ﾌ移りかわりと住居形式あるいは住宅様式の
ﾎ応関係について概要を解説する。趣旨の説
ｾには、明治以降の日本の近・現代にみられ
驩ﾆ族観や生活観あるいは生活様式の変化な
轤ﾑに技術の進歩がどのように住宅を変えて
｢ったかを考えてみることにしよう。

　平井　　　聖
i東京工業大学教授）

2

丑一1先史時代
@　住居と生活

堅穴住居については、その中から発見された
y器等から、構成員の領域について考えてみ
ｽい。文化人類学や民俗学・考古学等の成果
�ﾘりて、集落の構成についても考えたい。
oｰの住居や倉庫については、どのように日
{列島にもたらされたか、床の発生と生活様
ｮの関係についても考えることにしよう。

同　　　上

3

鉦一2古代：奈良
@・平安時代の都　と都での生活1

考古学の成果をもとにした平城京・平安京の
ﾄ現と、出土品から都での生活を推測する。
Q殿造と寝殿造にいたる奈良時代の住居につ
｢て、発堀の成果と文献・絵画史料からの復
ｴについて解説する。

同　　　上

4

　　　　　　：奈良H－3古代

@・平安時代の都　と都での生活2

寝殿造と寝殿造にいたる奈良時代の住居につ
｢て、当時の戸籍から推定されている家族構
ｬ、考古学の成果、日記や日記文学そして絵
ｪ物に描かれた生活、結婚の形式や財産の相
ｱ関係等から考えることにしよう。また、庶
ｯの住まいと生活についても、絵画史料や発
xによる出土品等によって考えてみたい。

同　　　旧く

5
皿一4　中世：武家
@の生活・公家の
@生活

寝殿造から主殿造への移りかわりを、住居そ
ﾌものの変化を追うとともに、家族観の変化、
牛･形態の変化、相続関係等を背景に、考え
ﾄみることにしよう。対屋と小寝殿・小御所
ﾌ関係や、中心となる建物の平面構成等が問
閧ﾉなる。

同　　　上

6

豆一5近世：桃山
梠縺@武家の生

@活・公家の生活

最近の発堀の成果と文献史料とくに絵図類か
迯]戸時代初期にいたる上層階級の生活と住
薰ﾆの関係をみる。

同　　　上

7 亜藤墨二二

鞍馨醗麟講鋸論小下絵と指図を用いて、御殿の内部構成について解説する◎

同　　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8

π一7　近世：江戸時代　中・下級武家の生活 江戸における旗本、各藩に澄ける家老以下の住まいについて、平面図から読みとれる生活について考えてみよう。また、江戸詰めの時の住まいについても、指図から考えてみたい。

平井　　　聖

9

H－8　近世：江戸時代　上層階級の趣味の生活

‘数寄屋風の意匠について、平安時代から存在していたその系譜について、絵巻物や屏風絵を用いて解説し、江戸時代に濃いては特に後水尾院と東福門院の場合と桂離宮を例に、具体的に建物と用例を対応させながら考える。

同　　　上

10
皿一9　中・近世：
s会での庶民の
ｶ活

中世の都会での生活は、絵巻物と洛中洛外図屏風を手掛かりにするほかない。従って京都中心にならざるを得ないが、近世になれば京都や江戸のような大都会だけでなく、地方の

驩ｺ町での生活も絵巻物・都市図屏風・浮世絵・
ｹ中記・日記等様々な史料から探ることが出来る。また、近世には各地に遺構もあるので、それらを用いて庶民の日常生活を描いてみ：たい。

同　　　上

11
H－10中・近世：
n方での庶民の
ｶ活

同　　　上

12
聾一11近・現代：
ﾟ代化の系譜1

江戸時代以来の和風住宅に住み、伝統的な日
岦ｶ活を主としてきた多くの人々が、西欧文明のどのような面から影響を受け、生活様式がどのように変わり、住宅がどのような具体的変化が起こったかを見ていく。茶の間での生活と座敷の使い方がどのように変わっていったか、洋風の生活様式が住宅内部でどのように広まっていったか等が中心となる。

同　　　上

13
皿一12近・現代：
ﾟ代化の系譜2

欧米式の生活様式をそのまま取り入れ、洋風住宅に生活したのは、明治から昭和の敗戦に至るまでの時期には、ごく限られた人々であった。しかし、一方では庶民を相手に純粋にアメリカ式の住宅を輸入し、あるいは設計して、純洋式住宅の普及に努めただけでなく、啓蒙するために住宅雑誌をだして啓蒙に心をくだい：た人もいた◎純洋式がどのように受け取られ、受け入れられたかを、追ってみたい。

同　　　上

14
H－13近・現代：
@　　理想と夢

難欝欝i灘雛彗籍漬津々購蕪暴墨継鮨鷺ける理想と夢を対比してみよう。

同　　　上

15
盈　おわりに
@新しい日本的生　活様式

贈麟鷺奪う簿娘購け踏
ｮ籟纂蝋1雛鵜糞の文化がある。また、外来の文化にたいする態度も、選択しながら受け入れるという点に特色がみられる。そのような事をふまえながら、現在と近い未来の生活様式について考える。

同　　　上
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＝環境科学＝（TV）
〔主任講師：山根靖弘（千葉大学教課）〕・

全体のわらい

　健康な生活を守り、快適に暮らすためには、我々の環境について十分な理解が必要である。本講座

は、水澄よび大気の自然環境、食品や毒性の問題にもふれ、また緑化と生活などの社会環境などにつ

いて科学的な，基礎概念を論じ、環境への知識を深めようとするものである。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

環境汚染の歴史的背景として、環境汚染の移

1
健康な生活を守る

ｽめに

り変わりを述べつつ、「環境科学」の一般的概

Oについて説明する。また、本講座で述べる内

eについての概論を説明し、全体像を理解して

山根　靖弘
i千葉大学教授）

もらう。

我々の生活に澄ける水利用の重大さと、健康

2
水　環　　境　（1）

@水と健康

と水との関連について飲料水を中心にのべるが、

坙{の特色である温泉と健康との関連について

燒ｾする。

同　　上

環愚亭の水は物理、化学、生物学的に公共用

3
水　環　　境　（2）

@水の汚れ

水として好ましくない方向に変化し、汚濁が澄

ｱる。水質汚濁の進行過程を論じ、富栄養化や

Aオコの発生などを述べる。また、水質汚濁の

同　　上

基準値を説明する。

水質の汚濁状態を検査する方法すなわち水質

4
水　環　境　（3）

@水の浄化

汚濁の測定法を簡潔に説明し、さらに水質汚濁

ﾌ浄化法として、下水道の普及、工場排水の規

ｧ、終末処理場に澄ける浄化方法などを解説す

同　　上

る。

人間の生命維持の上に基本的に重要な環境大

5
空気環境　（1）
@環境大気

気を構成する成分やその役割を述べ、環境大気

�?�ｷる成分について、最近の動向と健康に

yぼす影響を解説する。

　中　澤　裕　之
i国立公衆衛生院室長）

人間の一日の生活の中で室内における生活時

6
空気環境　（2）

間は時として大きぐ、室内環境の重要性を述べ

驕B又、室内空気の：有害成分として一酸化炭素、 同　　上
室内空気 窒素酸化物及びたばこの煙等を紹介する。

人間と緑のかかわりあいについて、八重群島
竹富島の農民の暮らしを守る緑の態様や、旭川

7
環境　と　緑　（1）

@緑と人間

・帯広市のように：人為的に自然林を切りひらい

ﾄ生産空間をつくりだして居住している開拓地、

田　畑　貞　壽

i千葉大学教授）

そして、奈良の都・平城宮などの古代の都市に
生きる人々の生活と緑の関係を基に解説する。
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回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏客）

8
環境　と　緑　（2）

@水系と緑と自然

　市街地の水辺と緑、災害と緑：などを中心に長崎市稲佐山山頂で収録。急傾斜地の緑の状況、宅地化した山なみで集中豪雨の時の災害状況、そして仙台杜の都の広瀬川を中心に都市化した水辺環境の保全運動について紹介し、特に丘陵地の宅地化、広瀬川の環境悪化の原因についても論及する。そして、特に近年重要祝されている都市の緑とウォーターフロントについて解説する。

田　畑　貞　壽

9

し環境　と　緑　（3）

@緑計画
同　　上

10
土　　　環　　　境

@土の汚れ

　土壌汚染に関係する主な汚染物質として農薬、

d金属等を取り上げ、その汚染原因と動植物を

ﾜむ生体への影響を解説する。さらに一般及び

Yi業廃棄物の処理対策についても述べる。

中　澤裕　之

11
環境　と　健康（1）

@重金属の毒

　環境中に放出された水銀、カドニウム、鉛澄

謔ﾑクロムなどの重金属の汚：濁状況と、それが

ﾌ内にとり込まれた場合の生体影響について説
ｾする。

山　根　靖　弘

12

環境　と　健　康（2）

@農薬など有機物

@の毒

DD孚、　BHCなどの農：薬類の環境汚染と、こ

黷逕_薬の特性、残留性と生体影響との関連、

ﾜたPCBなどの化学物質の汚染と生体への影
ｿなど、環境汚染有機物質について論ずる。

同　　上

13
環：境　と　健康　（3）

@植物の毒

　生活の周辺にある有毒植物、キノコなどによ

髓?ﾅの実態を知り、それらがどのよう：な毒な

ﾌか、どうしたら中毒を防止できるかについて

wぶ。

山　崎　幹　夫

i千葉大学教授）

14
環　：境1　と　健　康（4）

@微生物の毒

　前回にひき続き身の周りの毒のなかから微生

ｨの生産する毒に注目する。この中には穀類な

ﾇ大切な食糧を汚染するカビ毒や微生物毒を起

ｹとするフグ毒やホタテ、パイ貝などのような

寢L類の毒竜含まれる。

同　　上

15 環境と発がん

　環境中には発がん物：質が存在し、発がんの原

�ﾆなるので．化学発がんを中心として述べ、

Iりに本講座のまとめについて論ずる。 山　根　靖弘
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＝余暇生活＝（TV）
〔主任講師：一番ケ瀬康子（日本女子大学教授）〕

全体のねらい

　いまや余暇は、国民の大きな生活課題であり、権利である。ことに寿命が延び、生涯のなかで余暇
生活の時間が増加し、労働時間短縮などで余暇時間がふえたことなどがその背景にある。そのなかで

受け身の余暇自活ではなく、自発的そして創造的な余暇活動をもつより、またその探求のための視点

と視座を明らかにする◎

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

余暇とは何か。その概念・語源、澄よび権利

性について述べ、現在の日本に於いては、いか
1 はじめに ：なる範囲の生活行為を余暇生活ととらえている ・一ﾔケ瀬　康子

入権としての余暇生活
かについてふれる。そして、この講義の目的と （日本好大学教授》

意義とを述べ、講義全体の導入とする。

現代社会の焦点の一つである高齢化によって

2 1〕現代社会と余暇
i1）高齢化と余暇

いったい余暇生活は、どのような影響をうけてい

驍ｩ。また、それに対して、どういうことが、早

}に考えられねばならない課題であるかなどに．

同　　　上

ついて、問題提起をふくめ、課題を検討する。

現代社会の一つの大きな焦点となっている情報
、

3 ②　情報化と余暇
化によって、余暇生活は、いったいどのような影

ｿをうけ、変化してきたのか。またそのなかで 薗　田　碩　哉

現実には、どのような課題が生じ、現実に問題

ｪ存在するのかなど、実態をふまえて検討する。

（日本レクリエーション
ｦ会調査研究室音脹）

現代は、余暇そのものも国際化しているとい

われている。その国際化傾向のなかで、現実に
4 （3）国際化と余暇 は、どのような問題が存在するのか、さらにどう 牧野暢　男

いうことが、その焦点となっていくかなどについて （日本女子大学教授）

現実の問題と動向をとらえ、課題を検討する。

余暇生活は、歴史のなかで変化していく。と
くに自給自足経済のもとで、身分制のきびしか

5 2〕余暇生活の歴史

i1）前近代

つた前近代では、どのような余暇生活が展開さ

黷ﾄいたか。また、そこでは日本の風土のなか
ﾅ生み出され：たものが、どのようなものであっ

薗・田　碩哉

たかについて述べる。

近代に入って商品経済が浸透していくなかで
余暇生活が、どのように変化してきたか、とり

6 （2）近　代 わけ賃金生活者のそれについては、どのような
竭閧ｪ存在したか。さらに娯楽をふくんだ余暇

同　　　上

生活の実態はどうであったか、その推移につい
て述べる。

現代とりわけマスレジャーが発達し、とくに
余暇産業が盛んになってきた時代において、余

7 （3）現　代
暇生活は、どのように変化していったか、一方

ｽくを占める賃金生活者側からとらえて、どの 同　　　上

ような問題があるかなどについて、日本の推移

を中心に述べるQ
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

長くなった人生において、それぞれのライフ
3〕日本入のライフ ・ステージに澄ける余暇歴が、その人の人生を

8 スパンと余暇問題 どのように規定するものであるか。人生をトー 一番グ瀬　康子
（1）余暇歴とライフスパン タルにみて、いかに余暇は大きな課題であり》

それぞれのライフ・ヌテージに具体的な意味を
もっかについて述べる。

現在、日本に診ける賃金生活者の平均像をと
らえ、その賃金生活者の余暇生活は、いったい

9 （2）平均的日本人の どのようなものであるか、ま：たどういう傾向を 牧　野　暢　男
余　暇　生　活 もっているのかなどを探究する。そしてその状

況をふまえながら、日本入の余暇生活の問題点
をさぐる。

とくに欧米の賃金生活者の余暇生活、またア
ジア諸国の賃金生活者の余暇生活などについて

10 （3）世界の余暇生活 述べ、日本の賃金生活者の余暇生活との比較を 同　　　上
こころみる。そしてそれぞれの特徴をつかみ、
日本人のこれからの余暇生活の検討をする。

11

4〕余暇生活の条件
@つぐり

　余暇歴が、人々の余暇の在り方を大きく規制
ｷることを考え：たとき、余暇については、その
qども時代からの在り方が検討される必要があ 同　　　上

（1）子ども時代から る。そのことをどう考えるか、具体的に、どの

の主体形成 ような活動があるのか、改善点は何かなどを述
べる。

余暇活動は、一方で労働時間によって大きく
規制される。現在の日本人の最大の課題となつ

12 ②労働時間短縮 ている労働時間短縮問題とは、どういうことな 一番ケ瀬　康子

のか。現状はいったいどうなのかなどから問題
を探究し、余暇時間との関連を探究する。

余暇が活発になるためには、そのための空間

および環境が、それにふさわしくなることが必
13 （3）余暇の設備・環境 要である。とくにその点についての日本の現実 薗　田　碩　哉

がどうかをとらえ、ま：たそれについての環境整
備がいかにあるべきかにふれ、問題の提起をする。

余暇生活を向上させるためには冠個人的な努
力のみならず、それ以上に地方自治体澄よび国

14 （4）余暇政策をめぐって の政策の在り方が大きく問われる。とくに、諸 牧　野　暢　男
外国のそれとくらべてみた場合、日本の政策は
どうなのかなどについて、具体的に解説し問題
点を述べる。

この講義のまとめとして、余暇生活を創造的
お・わりに に、積極的に営むことの意義を認識する。そし

15 創造的余暇生活を てそのような余暇生活を営むための方法につい 一番ケ瀬　康子

めざして て個人レベルの努力をふくめ、余暇生活の権利
をまもるための社会的な在り方での展望を論じ、

まとめとするQ
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　　　　　　　　　　　＝家庭の福祉＝（R）

　　　　　　　　　　〔主任講師：仲村優一（放送大学教授）〕

全体のねらい
　この科目は、家庭の福祉を社会福祉の視点からとらえて解明することをねらいとする。すなわち、
家族の共同生活体である家庭にとって福祉とは何か。また、福祉に欠ける状態とはどんなもので、それ
を生み出す要因は何か。問題解決のための福祉施策やサービス澄よびその問題点は何か、等の諸点を明ら

かにする。

回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 家族と家庭澄よび

ﾆ庭生活

　家族と家庭の概念規定を明らかにした上で、

ﾆ族の生活共同体としての家庭の生活の構造を

ﾇうとらえるかを考察する。生活の理解につい
ﾄは「生活と福祉」専攻に澄ける生活に関する

秤ﾈ目でえた知見をできるだけ活用する。

仲　村優・一
i放送大学教授）

2 家庭の福祉とは何か

　「福祉」ということばは多義的であり、とら

ｦ方を限定して澄か：ないと「家庭の福祉」につ
｢ても理解があいまいになる。福祉を抽象的：な「さ

｢わい」ということでなく、生活の諸側面における

�Kさ（アメニティ〉としてとらえて、その総体とし

ﾄの「家庭の福祉」の意味を検討する。

同　　　上

3 家庭福祉問題の構造

　家庭生活の内容を生活構造の諸部面に照らし
ﾄ吟白した上で、家庭生活全体に澄ける福祉の

s足もしくは欠如を家庭福祉問題としてとらえ、

ｻの構造を明らかにする。

同　　　上

4 生活問題としての

ﾆ庭福祉問題

　前節を受け、家庭福祉問題を社会問題として

ﾌ生活問題の一つとして理解する立場から、そ

ﾌ様相論と原因論を究明する。 同　　　上

5
現代日本の家庭福
ヶ竭閨i1）

齊剴ｶ

　現代社会の社会変動が家庭に与えるマイナス

ﾌ影響澄よび、それが家庭福祉問題を生み出す

＜Jニズムを明らかにするなかで、その問題の

?ﾌ的な体現者としての児童に表われる諸問題

�?ｾする。

同　　　上

6
現代日本の家庭福
ヶ竭閨i2）

齪V人

　前節に続き、都市化、高齢化、核家族下等が

ﾆ庭生活に及ぼす影響を明らかにするなかで、

ｻれによって老人福祉問題が生み出されるメカ

jズムを究明する。

同　　　上

7
現代日本の家庭福
ヶ竭閨i3）

皷ﾆ族関係

　前の2節で取り上げた問題は、観点を変える
ﾆ、家庭内に於ける家族関係にかかわる問題と
ｵてもとらえられる。より具体的に、現代日本
ﾌ夫婦関係、親子関係、三世代関係等に関する

薄竭閧ｪどのような形をとって表われているかを明
轤ｩにする。

同　　　上
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回 テ　　一・　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

英国や米国に澄いては、家庭問題を社会福祉

家庭福祉事業の成 ’課題として取り上げ、社会福祉事業の一環とし

8 立と展開（1）

皷｢米の場合

ての家庭福祉事業（ファミリー・ソーシャルワーク）が

ｭ展して今日にいたっている。その成立と展開

ﾌ歴史をふりかえってみる。

仲　村　優一

わが国の場合は家庭福祉問題の顕在化が遅れ

家庭福祉事業の成 たこともあって、家庭福祉事業が未成熟である

9
立と展開（2）

齠坙{の場合

が、：最近になってやっとその繭芽が見られるに

｢たっている。その辺の歴史的事情と今後の方
?ﾉついて検討する◎

同　　　上

家庭の福祉を社会的に支えるものとしての家

族・家庭に関する社会政策、社会保障、社会サ

10 家族政策と家庭福祉 一ビス等の政策体系を家族政策としてとらえ、 同　　　上

その現状と問題点を概観する。

家庭福祉事業の範囲でとらえられる各種の施

11
家庭福祉の施策と

策が社会福祉の各分野（公的扶助、児童福祉、

V人福祉、障害者福祉等）においてどのように
サービス（1） 展開されているか。また、その問題点はどこに

あるか．等を明らかにする◎その場合これまで

の福祉サ画ピヌが分野ごとに対象を家族の一員
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9ﾆしての個人としてとらえる視点が不十分であ 同　　　上

12
家庭福祉の施策と
Tービス（2）

つたことに特に注目する必要がある◎

家庭福祉事業の実践技術としては、ケースワ

13
家庭福祉の実践技

一クを中心にグループワーク、コミュニティワ

[ク等の方法が体系化されて今日にいたって論
術（1）

り、さらに、家族療法なども導入されるにい：た

って澄り、さらに、家族療法なども導入される

にい：たっている。これらの諸技術について、具 同　　　上

体的な事例の研究により、そのあらましを学習

14
家庭福祉の実践技
p（2）

する◎

家庭福祉事業の充実が期待されながら、その

15 家庭福祉の現段階
充分な発展を見ることができないでいるわが国

ﾌ社会福祉の現状について、その実態を明らか 同　　　上
と今後の課題 にし、今後の課題を探ってみる。

し
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＝＝ w校教育＝（TV）
〔主任講師　深谷昌志（放送大学教授）〕

全体のねらい，

　本講では、学校教育の現状をふまえつつ、学校教育のあ匂方を理論的に深めていきたいと考えてい
る。

　全体の構成としては、1、2回で学校の紹介をした後3～6回を通して、学校の歴史的な系譜をた

どる07～10回で、学校の制度的な枠組を紹介した後、以下、各論の形で、学校教育の諸側面を検
討する形をとりたい。

回 テ　　　一　　マ 内鱒　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）「

子どもの発達にとって、学校の果たす役割を

1
子どもの発達と学

Z
”いくつかの教育実践”を紹介しつつ考えてみ

ｽい。
深　谷　昌　志
D（放送大学教授）

諸外国の学校の姿との対比の中で、日本の学

2 日本の学校、その

ﾁ色

校の特色を．歴史的：な背景を含め℃とらえ、問

閧�uり下げていく◎ 同　上

学校のあり方は社会の歴史的変化に対応して

3

　　‘
ﾟ代の社会と学校
ﾌ成立

変わる。ここでは、近代学校をそれ以前にあっ

ｽ藩学や寺子屋などと対比して考える◎
中　野「　光．
i立教大学教授）

明治中期の教育政策を歴史的素材として、国

国家による学校教
家主義的な教育の明暗を解明する。

4
育の明暗

同　上

大正デモクラシーの時代といわれた第一次大

5
教育改造を求めた

ｮき

戦後の教育界に起った教育改造の動きを、画一

ｻと個性との関連でとらえる。 同　上

戦後の教育改革の原点を確かめるために塚

「教育基本法」の理念や、六・三制の成立事情

6 戦後ゐ教育の原点 などを考察する。 同　上

学校教育と法規との関連を、子どもの「教育

を受ける権利」保障という立場から、学校の実 下村哲夫
7 学校をめぐる法規 態にそくして考える。 （筑波大学教授）
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

学校の主体性を求める事が強い。主体的な学
校づくりを目指すめに校長をはじめ教職員の協

8 学校経営の仕組み 力関係をどう組織化したらよいかを考える。 下　村哲　夫
教育目標の達成のために、学校では校長をは

じめとする教職員が組織化されている。その中
でとくに重要な校長の役割を中心にとらえる。

学校の教育内容について、教育課：程と教育課

程の基準との違いを明確にしながら、教育課程
9 教育内容と授業 編成の手順や、問題点を考える。 同　上

教科書、補助教材、児童・生徒の懲戒、学校

事故など、教育活動の展開に関連して生じるさ
10 教育活動の展開 まざま：な問題を、法規との関連でとらえる。 同　上

小学校教育の中心は学校にある。そこで、学

級の持つ意味を集団構造の視点からとらえてそ
11 学級集団の構造 の特色を明らかにする。 深　谷　昌　志

教師の専門職化とのかかわりで、教職のあり

方をとらえる。特に教職の特性を教員養成のあ
12 教師　の仕　事 り方の点から考える。 同　上

学校の役割を地域社会や家庭との関連で考え

13 地域社会と学校
ていく。それと同時に、教育と学校との違いも

ﾆらえる。 同　上

近代以降に限ってみても、さまざまな学校論

が提起されてきている。そうした系譜を現代の
14 学校論の系譜 視角から分析し跡づける。 同　：上

さ殿ざまな問題点をふまえて、これからの日

本の学校改革の可能性を、諸外国の学校改革の
15 学校改革の可能性 状況を視野においてとらえてみたい。 深　谷　昌　志
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＝教育の方法＝（TV）
〔主任講師．東 洋（白百合女子大学教授）〕

全体のねらい

　学習澄よび発達に関する心理学的知見と教授の過程に関する実践的検討とをあわせ、単に既存の教

育方法についての知識を得るのみでなく、新しい教育方法の開発、理解、評価の能力を獲得してもら、

いたいと思う。心理学、教育学、教育工学の諸分野から、数名の講師が分担して講述にあたる6

回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 教えるという仕事

柔軟な方法観の必要

]来の学校教育の型にとらわれずに学；習の場は

ﾇこにも

　東　　　　洋
i白百合女子大学教授）

2 教えのスタイル

教えのスタイル

竄閧ｩた主義
w習観と教師の役割 同　　上

3 家庭　と　学校

小さな対立
ﾆ庭め文化、学校の文化

�ﾝ的カリキュラム
�ﾝ的カリキュラムに開ける家庭と学校

ｱれからの家庭一学校関係

同　　上

4
日本の学校と欧米

ﾌ学校

外耳的動機と内発的動機

ｮ機の日米比較

燒ﾊ的動機 同　　上

5 いろいろな教育（1）

オープンエデケーション（1）．一イギリス・アメリカでの発展と現状

加　藤　幸　次

送ｧ教育研究所
謗l研究部第二

@　　研究室長

6 いろいろな教育（2）

オープンエデケーション（皿）一21世紀に生きる子どもたちのための学校と

@創造 同　　上

7 いろいろな教育（3）

プログラム学習

ｮ全習得学習
椏嘯ｷる環境

菅井勝雄
i大阪大学助教授）
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回 テ　　　・一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 いろいろな教育（4）

視聴覚メディア利用の発展

拠ｮ覚メディアの特質

拠ｮ覚メディアと学習指導の形態
高桑康雄
i上智三三教授）

9・ いろいろな教育（5）

教育の中のコンピューター（1×2）（3）

東　　　　洋1

髢ﾘ・靖子
瀦S合女子大学助手）

10 幼児教育に学ぶ

学習者としての幼児一二つの見方

c児の学習一知的側面

c児の学習一動機的側面

?ｹ方式

　永　野’重　文卜

i回廊鞭）

11 障害児の教育

障害児

ｭ達障害児
瘧Q児の鑑別診断

w習課程と障害
｡療教育の諸原則

　森　永　良子凧

12 入格の成長と教育

人格の成長過程一社会化の過程
ｩ己意識の発達：

Jウンセリング的アプローチ

ｳ育とカウンセリング

東　　　　　洋

ﾉ　田　　　進
i横浜国立大学、

@助教授）

13
教師はどのように：
轤ﾂか（1）

「育つ」ということ

ｳ師が最初に当面するむずかしさ
S年間の授業の変化（1）一最初の2年間

稲垣　忠　彦
i東京大学教授）

14
教師はどのように
轤ﾂか（2）

4年間の授業の変化（2）一後半の2年間

菶ﾊの形成とライフ・コース

同　　上

15
これからの時代と

ｳ育方法

@　　　　　｝

学習はいろいろ：な機会をとらえる

w習環境と教育環境
ｱれからの教育の考え方’ 東　　　　　洋
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　　　　　　　　　　＝＝学習と指導＝（TV）

　　　　　　　　　　　　　　　　～教室の社会学～

　　　　　　　　　　　〔主任講師：片岡徳雄（広島大学教授）〕

全体のねらい
　「学者と指導」すなわち「何が、どのように、教えられ学ばれるか」は・心理的・主体的な問題で

あると同時に．文化的、人間関係的な問題である。ここでは・後者》社会学的視点に立って・学習と

指導の行肥れる様々槻実の教室を拙し・その改善点を考える・印刷教材で齢理的に・TV番

組では実例時に、考察する。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

生涯教育の盛んな今日、「教室」は至るとこ

1
教室とは一成長と

W団

うにあるが、これから考察する教室が「教室」

ﾌ名に値いするには、どんな教育が必要か・競

?ﾆ協同、学習集団、準拠集団などの概念から

片　岡　徳雄
i広島大学教授）

考える。

指導者とは、どんな性格で、どんな働きをす

2

指導と経営一教師　　　　　　　　　oのリーダーシップ
るのか。父理原理と母性原理、P機能とM機能
ﾌ違いを考える。また教師と政治家、経営者と

ﾌ共通点と相違点も、比較考察する。

同　上

｝

学習者たち1人ひとりの個性が大事にされ・

教室つぐり入門一 しかも、教室としてまとまっている・そんな教 倉　田　侃　司

3 一行為と感性による 室をどうつくってゆくか。教室の人間関係づく

閧ﾌ新しい方法について考えたい。

（広島文教女子

@　　大学教授）

教室はメンバーの成長のためにある・教室の

4
教室の組織と運営二参加と責任

組織と運営は、一・人一役、全員参加の方式に求

ﾟられる。それらを、対人感情の現実をからま

ｹて考えてゆく。

片　岡一徳雄

教室には規律は必要か。そこに、生み出さ

5
教室の規律と風土
齊Oかさと厳しさ

れる集団風土は、いかなるものか。支持的風土

ﾆその風土をつくる手法とを、理論的・実験的

E実践的に考えてゆく。

同　上

教室は、様々な学習内容を学ぶためにある・

6
教室の学習内容一
齧ﾚ的と養成

カリキュラムはいかに編成されるか。そこで学

K者が味わう学習経験とはなにか・そして・教

ﾈ外の学習、潜在的カリキュラム、そして放送

同　上

教材と印刷教材の関係などを考える・

学習教育が始まって以来、最も普及したのは、

7 授業の形態一一
ﾄ指導と集団学習

一斉指導と呼ばれる授業形態であった。この形

ﾔは、最もやりやすいものであるが、欠点も多

｢。授業の三つの構造要因を手がかりにしなが

高　旗　正　人

i岡山大学教授）

ら、よい授業の形態について考える。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

ふつう評価というと、狭い意味でのテストに：

8
授業の評価一態度
ﾆ意欲

よる知的学習効果に限定されがちである。しか

ｵ、ここでは、学習者が学習過程を通して身に

ﾂける意欲や態度の、さらには、指導者の自己反

高　旗正入
i岡山大学教授〉

省に：役立つ、評価へも視野を広げて考えてみたい。

教室で成長するための学習者が、教室で傷つ

9
指導困難者の指導一偏見と信頼 き、むしろ反教室的になることがある。このよ

､な指導困難者がどうして生れるか。そしてま 片　岡　徳　雄
た、彼うをどう指導するか。ラベリング論、カ

ウンセリンク論、そして態度変容論から考える。

教室は、例えば修学旅行や野外キャンプのよ

10
教室の移動と祭り一体験と解放

うに：、教室外で学習することもある。あるいは、運動会や文化祭のように、場所は学校内でも、

w習者の体験を基に祭りの形で学習することも
?驕Bこれらの行動のもつ意味を、現代の社会

森　　　　撚
i広島大学教授）

的・文化的状況から考えてみたい。

管理や統制が厳しい学校に比べて、幼稚園や

11 幼児の教室一学習
ﾆ遊び

保育所の教室には、まだ自由が残されている。それは、幼児の学習が遊びを通してなされてい

驍ｩらである。ここでは、遊びを中心とした幼 同　上

児の教室の特性を取り上げることで、学習の本
来のあり方を考えてみよう。

大学の授業とその他の学校の授業には違いが

12 大学の教室一自学
ｩ習の場

あるか。講義はどんな特徴と長短をもつか。日

{の大学教育の問題と今後などを、外国の大学

ｳ育との比較を通じて考えてみたい。

喜多村和　之
i広島大学教授）

生涯学習の「教室」を支えている、最も大き

13
生涯学習の教室一
ｩ発と継続

な要因は、メンバーの自発的で継続的：な学習へ
ﾌ意：志である。それを、どのよう噛に引き出し、

Lばしてゆくか。学習参加度や人間関係、さら

霊　住　岡　英毅

i滋賀大学助教授〉
にはリーダーシップとのかかわりで、多角的に
考察する。

教師の歴史は人類の歴史とともに古い。教室

14
教室の歴史一日本

ﾌ場合

の教師のコミュニケーション形態の移り変りを

Tるとともに、日本の教室の人間関係の変遷を

焉Aその社会的背景を合わせつつ、考える。

片　岡　徳　雄．

教育の根源は教師の人にある。教室の教師に、

15
期待される教師三一人格と技術

今なにが求められているか、教師の人格の問題
�A指導技術との関係に於いて考えたい。そし
ﾄ、なお残された課題を、幼児教育、初等教育、 同　上

中等教育、高等教育のそれぞれの教師について
考える。
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＝言語と教育＝（R）
〔主任講師　村石昭三（埼玉大学教授）〕

全体のねらい

　入間の言語習得の問題に触れながら、言語発達に即した教育とはどうあるべきかを考える。このため

言語の機能から始め、音声、文字、語彙、文法の諸能力の習得に触れ、表現、理解における創造性の問

題までを扱う。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

（1）伝え。伝わる　②ことばの世界③言い惜し

1 言語　の機能

み、聞き惜しむ　（4）ことばかけ、：などに関する事

痰ｩら、言語の機能とは何かを考える。
村　石　昭　三
i埼玉大学教授）

（1）ことばの誕生（2）リズムの世界（3）音と声の

ひびき、などに関する事例から、子どもの持つ言

2 音　　　と　　声
語への直観力（言語感覚）について考える。

同　　上

（1）一音一字対応（2）音と文字の有意味性（3）ひ’

らがなの機能、などに関する事例から、子どもに

3 音から文字へ とって文字とは何かを考える。 同　　上

（1）「も」と「は」　②未来年の文法（3）助詞の

習得（4）助詞の修正（5）文法への興味、：などに関

4 助詞の使い分け する事例から、機能語の問題を考える。 同　　上

（1）好きな言葉・嫌いな言葉、（2）「行く」と「来

語彙の　習得
る」　（3）意味を習得する過程、などに関する事例

5
一好きな言葉一

から、語彙習得の順：序性について考える。 同　　上

（1）あべこべ（2）対義の複合語（3）順行と逆行、

6 語彙の　習得
齡F知の方向性一

などに関する事例から、認知の方向性について考
ｦる。 同　　上

（1）助数詞はどれだけ（2）文化の変容と助数詞

7 語彙の　習得
（3）概念の発達と助数詞（4）意味の構造化、などに

ﾖする事例から、概念形成とのかかわりについて 同　　上

一助数詞一 考える。
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．回 テ　　　・一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）‘

（1）ことばで描く世界②仲間づくり　（3）定義

8
語彙の　習得一概念の意味づけ一 （4）意味づけ、などに関する事例から、概念形成と

ﾌかかわりについて考える◎ 村　石　昭，三

（1）保育に拾う　（2）雇主焼き　③へのへのもへじ

（4）ファンタジーの世界．などに関する事例から、

9 生活のことば 生活のことばの意味について考える。
同　　上

（1）絵を読む（2）話の先を読む（3）会話を読む

（4）「見え」を読む、：などに関する事例から、読み

10 絵本一絵を読む とは何かについて考える。
同　　上

（1）ことば遊び（2）文字遊び（3）ことば遊び、文
こ　と　ば　遊　び 字と遊ぶ、などに触れながら言語教育の中での意

11 ・　文字遊　び 味を考える。 同　　上

一　表　現　の　心

（1）子どもらしさとは②話をつくる心、などに

関する事例から、創造性の意味を考える。
12 ことばと創造性 同　　上

（1）ファンタジー　②話づくりの技法（3）ロダー

りのファンタジー論　（4）表現力とファンタジー、
13 話づくりと創造性 などに関する事例から、文章表現と創造性の問題 同　　」二

を考える◎

（1）ことわざの解釈違い（2）ことわざの打ち返し

に関する事例から、言語生活に澄ける、ことわざ、
14 こ　　と　　わ　　ざ

名言の意味について考える。 同　　上

（1）世界の読み書き能力　（2）日本に澄ける読み書

15
日本入の読み書き

¥力

き能力調査、（3）読み書き能力の基準、（4）読み書き

¥力の改善なξから、国際比較や暦年調査の比較

�ｵ言語と教育の問題を総括する。

同　　上ゆ
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　　＝道徳教育二（R）
〔主任講師1宇佐美寛（千葉大学教授）〕

全体のねらい
道徳という事実の中心的部分は、社会的問題状況回る個人の意志決定である・そして・どん轍

育でも、この意志決定の能力に何らかの辮を与えている・その意味では・知よそ教育というものは・、

道鰍育である．被辮の道徳即しない教育などというも噸り得ないのである・だ委醇

校で行なわれている道鰍育一般を耕ので嫉学校で行なわれる教育の全てを扱うことになり・あ

まり恥くなりすぎる。そこで、この科目では、特に「道徳網を講して計画的購定の内容㊦方

法で行なっている教育実践を論ずる．躰的鳳いわゆる「調の時間の問題を中㈱ずる・

第1章　道徳教育と「道徳」

　1．　1　かくれたカリキュラム

　2．　H　向山洋一氏の実践

3．皿事例槻状の諸特徴）、

第2章「道徳」の現状

　4．・1　「道徳」のしくみ

5．皿事例（「道徳」の症状）

第3章「道徳」の資料

　6．　1　「ぼくはこうかいしない」

　7．且　「気持ち」

第4章　　「言葉と経験」

　8．　1　言葉による教育

　9．　H　事実　　　　　　　　　一

　10．　　新しい認識

　11．　　何を教えたいか

　　　紐

第5章道徳教育の今後

　12．1　事例（望ましくない事態）

　13．H　事例（今後の可能性）

　14．　　　　”

　15．　　　　”
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　　　　　　　　　＝教育，評価＝（R）

　　　　　　　　　〔主任講師1肥田野直（放送大学教授）〕

全体のねらい

　教育評価は「点数をつけること」を意味すると考えられやすい。しかし、本来の教育評価は、児童

・生徒の個性に応じた指導を行い、その実態に即して教育条件を改善するために必要な情報を集め、

それぞれの目的に適した形で提供するものである。受講者の身近な経験を素材としながら、教育評価

についての理解を深めたい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 教育評価とは

　「教育評価」には暗いイメージがつきまとっ

ﾄいる。ここでは教育評価の全体像を正確に理
�ｷるために、いくつかの視点から考えてみる。 肥田野　　　直

i放送大学教授）

2 自己評価と他者評価

　自己概念の形成に対して自己評価と他者評価

ﾌ果たす役割、評価のもつ動機づけの積極的機
¥と消極的機能などについて考える。 同　　　上

3 学習過程と評価

　教育目標・指導計画を設定するときの評価の

?p、学習一指導過程の中に澄ける形質的評価

ﾌ意義と方法などについて考えてみる。 同　　　上

4 知識・思考の評価

　学習完了後に行われる総括的評価に置ける相

ﾎ評価、到達度評価、個人内評価、進歩状況の

]価の意義について考える。方法としては認知

I領域の知識・思考の評価法、とくに学力検査

@の理解を深める。

同　　　上

5 技能・習慣の評価

　精神運動的領域の技能・習慣の評価法につい

ﾄ、観察法、面接法、評定尺度法を中心として
lえる。 同　　　上

6 興味・意欲の評価

　情意的領域の興味・意欲の評価法について、質問紙法、興味検査、達成動機測定、価値観調査を中心に考える。

　同　　　上
{　本　美沙子

i日本女子大学教授）

7 適性　の　評価

適性及び進路指導の意義を考えるとともに、

激fィネス検査、進学適性検査、職業適性検査

ﾉついて理解を深める。 肥田野　　　直
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回 テ　　　・一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

学習指導、生徒指導のいずれにも必要な性格

の評価法として、目録法（質問紙法｝、作業検 肥田野　　　直
8 性格　の　評価 査法、投影法について理解を深める。 高　橋一　郎

（東京都荒川区立
笛6中学校教頭）

学級内の友人関係、親子関係、児童・生徒一

教師関係の評価法を、相互評価法を中心として
9 対入関係の評価 考える。 肥田野　　　直

試験や検査が与える悪影響を減じ、積極的効

果を発：揮させるための問題作成法や実施法につ

10 試験・検査の影響 いて考える。 同　　　上

教師が評価結果を有効に活用するためのさま

ざま：な方法や指導態度について考える。 同　　　上

11 評価　と　指導 井　上健　治
、（東京大学教授）

評価の公的記録である学籍簿及び指導要録の

変遷とそこに示される評価観の変化を考察する

12 指導要録と通知表 とともに、通知表（通信簿〉の機能について考 肥田野　　　直

える。

資格試験と選抜試験の性格と役割を明確にし

資格試験についての理解を深める。選抜試験に

13 資格試験と選抜試験 ついては入学試験制度の歴史を考察する。 同　　　上

学力調査の方法とその結果の教育改善への反

映について歴史的に考察するとともに、国際学

14 学　力　調　査 力調査と全米学力調査についての理解を深める。 赤木愛　和
玉、育研究所研究室厨

教育条件を改善するための評価として、授業

分析や学校評価などを考察するとともに、他者

15 教育評価をめぐi三都・ 評価を能動的に自己概念形成のために取り入れ 肥田野　　　直

る評価観の確立について考える．。
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　　　＝教：育思想＝（R）

〔主任講師1村井　実（大東文化大学教：授）〕

全体のねらい
　どうしたら子どもたちを善くすることができるか、についてのさまざまの考え一一教育思想一を、

歴史的な発生と発展の順を追って吟味したい。ある時代に、ある思想を、どういう人物が代表的に表

明したかという、列伝体の形式によって講義を墨略する・

回 テ　　　・一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1

教育思想のはじまり
@　　　（』）一教育ということば一

　教育ということばが作られるということは、

ｳ育が問題として人々の意識に上ることを意味

ｷる。それは、人間の歴史の上で、いつごろ、

ﾇのようにして起ったか。

村　井　　　　実1

i大東文化大学教授）

2

教育思想のはじまり
@　　　（二γ一子どもを善くする一

　子どもを善くしたいということから、そもそ

煢ｽが善いのか、また、どうしたら善くするこ

ﾆができるか、などが問題として生ずるσこれ

ｪ、教育思想のはじまりである◎

同　　上

3 ソ　ク　ラ　テ　ス

　「善さ」とは何か、「善くする」とは何か、

ﾈどの問題を生涯をかけて問うと同時に、その
竄｢方について、「産婆術」「問答法」：などの

蜥｣を行ったソクラテスの歴史的意味は何か。

　　　　●

ｯ　　上

4 プ　　ラ　　ト　　ン

　ソクラテスの弟子として1プラトンは、ソク
宴eスの思想を理論的に整えることに力を注い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌔

ｾ。だが、その思想はソクラテスに対して、対

ﾉともいうべき特徴をもつに至った。その吟味。

同　　上

5 イ　ソ　ク　ラ　テス

　インクラチスは、ソクラテス、プラトンとほ

ﾚ同時代のアテナイの町で、さらに独自の修辞

w校を開ぐことによって、教育思想の第三の原

^ともいうべきものを展開してみせた。それは

ｽか。

同　　上

6
人間主義・理想
蜍`・現実主義

子どもたちを善くしたいという、教育の思想

ﾉ、子一どもたち、澄よび善さをどう考えるかに応

ｶて、教育思想の三つの原型が生まれた。ソク

宴eスの人間主義、プラトンの理想主義、イン

Nラチスの現実主義である。

同　　上

7 クインティリアヌス

　ローマの共和制社会では、討義と説得の術’

ﾆしての雄弁をもって教育の理想とするに至っ

ｽ。その思想の集大成としてのクインティリア
kスの「弁論家の教育」の特色。

同　　上
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

キ砂スト教が社会に力を強めるに至って、そ

のキリスト教的「神」との関わりに羨いて人間

8 アウグスティヌス の教育が考えられる。ギリシア・ローマの時代 村　井　　　実

の教育思想との比較を試みたい。

子どもたちを善ぐしたいという、その善さが、．

中世の教育思想 理想として神とされ、その神に向って子どもた

9 （一） ちを形成することが教育と考えられた。，しかし、 同　上

一教会の教育一 神を求めるということよりも、神に基づいての

形成が強調された還相の理想主義といえる。

教会が掲げる神の理想の下で、世俗の世界で

中世の教育思想 は、宮廷は宮廷なりに、商人は商人なりに、職

10 （二） 入は職人なりに、社会階層毎に現実主義的な教 同　上

一世俗の教育一 育を展開した。思想上、いわば理想主義と現実

主義との癒着が発生したのである。

久しい中世の教会による極櫓からの解放を求・

11
ルネサンスの教育

v想

める動きが、ギリシア・ラテン時代の人間像を

搗zに掲げる人文主義の教育思想を産んだ。代

¥的な人物にエラスムス、トーマス・モーアな

同　上

どが挙げられる。

宗教改革の教育
　中世は、人間にとっての「善さ」＝神が教会
ﾉよって独占された時代といえる。それを教会

12
思想一ルターと から解放して、聖書を通しての人間との直接の

ﾖ係に置こうとしたのが、ルターとカルグァン、
同　上

カルヴァンー 宗教改革の思想家たちであった。だが、その教
育上の意味は何か。

人文主義の教育が形式化して「キケロ主義」

と評されるように：なるのに対して、形式よりも

13
ラブレーと 内容、ことばよりも感覚や理性、知識よりも経 同　上

モンテーニュ 験を重んじようとする実学主義が台頭した。中

世以来の理想主義的な大勢に対しては、久しぶ
りの現実主義的な関心の再現である。

「知る」という働きの普遍的な重要性、万人

甲　　’
にとっての可能性への着眼を中心として、それ

14 コ　メ　ニ　ウ　ス を現実化するための方法と組織がどう考えられ 同　上

たか。近代を支配するに至った実学主義的教育

思想のスタート。＾

現実主義的な思想の中、社会的実学主義と呼

15
思想の系譜（一）

ぶに：ふさわしい、イギリス紳士階級の教育思想

ﾌ代弁者がロックである。この原理が、「健全 同　上

一三ツクー な身体に宿る健全な精神」として表現される。

もちろん健全というのは、ロックとその階層に
とっての「善さ」を意味したのである。
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回’ テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
（所属・氏名）

ロックは子どもの心はあらゆる知識や善悪の
思想の系譜（二） 考えに対して「白紙」であると考えた。そこか

16 一子ども観と絶対 ら、・教育上に澄いても、経験と訓練を重んずる 村井　　　実
主義の教育思想一 という原則が生れた。だが、この子ども観が絶

対主義国家に論いて、強制教育の推進を支える。

「造物主の手を出るときはすべてが善いのだ

が、人間の手にかかってすべてが駄目にされて

17 ル　　　　ソ　　　　一一 いる」という革命的な宣言……その教育思想的 同　上
意味は何か。

ルソー一の影響下に、人間、自然、感覚と身体

との関心等をもとに、ドイツに汎愛派の運動が

18 汎愛派の人々 生じた。パゼドウ、ザルツマンなどを代表とす 同　上
るが、とくにザルッマンについてその特色を見
てみたい。

人間と自然を重んずるというルソーの系譜に
立ち、同時に実践上では汎愛派に同調したが、

19 カ　　　　ン　　　　ト カγトは、両者の現実主義的な関心をはるかに
zえうる、いわば理念主義的思想を抱いた。こ

同　上

れは、人間性理念の完成という、その意味での
新らしい理想主義思想の力強い宣言であった。

フランス革：命は、教育上歴史的な二1つの問題

コ　　ン　　ド　ル　セ を提起した。一つは、圧制への抵抗としての自

20 一フランス革命の
@　　教育思想一

由と平等の強調であり、第二は、’国家による公

ｳ育という考えである。この二つの、ほとんど
ｵ盾的といってよい要求の、最初の調停者とし

同　上

て、コンドルセが出現した。、

政治への関心、経済への関心と、教育への関
，

心との関係、したがって、政治思想・経済思想と
，

21 ペス三三ッチー・ 教育思想との関係、こうした関係がペス二三ッ 同　上
チーの思想としてどう把握されていたか。

アウグスティヌスやルターの場合の教育思想

の中心にあっ準「神」が新しい意味をもって出

22 フ　　レ　　一・　ベ　　ル’ 現する。．子どもの中の「神」、それ力轍育の歴史 同　上
i にどういう新しい動きを作り出したか◎

産業革命の進展と共に：、社会が労働者の子弟

オ　一　　ウ　ェ　ン 4）啓蒙を必要とし、そこから社会の側からの労

23 一一 Y業：革命と教育一 働者階級への教育的関心が生じた。こうして社： 同　上
会主義の教育思想が生れる。その代表者として

のロバート・オーウェンの思想を吟味する。
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

24
ホーレス　・マン
[アメリカの
@　　教育思想一

　フランス革命によって提出された、自由と平

凾ﾆ公教育との緊張の解決への道が、新大陸の

V国家アメリカに澄いて、デモクラシーの理念の

ｺに：拓かれることになった。その代表的教育行

ｭ・思想家として、ホーレス・マンが出現した。

村　井　　　実

25
ヘ　ル　バ　ル　　ト

[思想と科学一一

　近代に入って、教育に科学の成果としての知
ｯ・技術をとり入れると同時に：、教育の思想を科

w化する関心が高まっていった。その最初の積極・

Iな試みがヘルバルトによって企てられた。こ
ｱでは、その試みの意味と限界とを考察する。

同　上

26 デ　　ュ　　一　　イ

　国家と知識・技術と、市民と、入間と、この

l者の必然的なもつれ合いをどういう方向に解

?ｵて理想の教育を実現するか。この視点から、

fューイの教育的民主主義の思想を吟味：する・．

同　上

．27 森　　　有　　　礼

　日本に響ける国家と教育との関係をどう考え
ﾇう調整するか。森有礼の国家主義的教育編輯の成立を吟味する。

同　上

28 福　沢　諭　吉

　森有礼と同時に、同じ意図をもってスタート

ｵた福沢諭吉の教育思想が、どういう異った主

｣に結晶していったか。その両者の相違の意味。 同　上

29
教育の民主主義
@　　　（→一新しい出発一

　明治以来の日本での教育、戦争と敗戦、米国
ｳ育使節団報告書、教育基本＝法と新教育の運命、

ｻ在の日本の教育思想上の問題としてそれが何

�ﾓ味するか。

同　上

30
教育の民主主義
@　　　（⇒一現実の歩み一

　日本の戦後の教育は民主主義を旗印として進

ﾟられたが、いつのまにか、自由の理想に：も平

凾ﾌ理想にもかえって遠ざかる方向に進んでい

驕Bこれは何を意味するのか。これを、明治以

?ﾌ潜在的な国家主義の問題として吟味する・

同’上
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一家庭教育＝（R）

〔主任講師：山村賢明（立教大学教授）〕

全体のねらい

　家庭内のあれこれの場面で・子どもをどうしつけるかといった単なる技術論としてではなく、より

広い視野に立って・家庭教育の本質的機能をとらえたい。そのために、家庭教育を入間の社会化過程

の｝環として位置づけ・そこにみられる問題を、日本の文化や現代社会のあり方との関連で考えてゆ
く。

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

1

家庭教育の考え方

P1）子どもの発達と

@家庭

　子どもはどのようにして、一人前の大人へと

ﾐ会化されてゆくのか。とくに家族の役割をと

閧?ｰ、家庭教育が家族の日常生活の現実に即

ｵて考えられなければならないことを示す。

山　村　賢　明

i立教大学教授）

2
（2）日本人の形成と

@家庭

　日本の家庭に澄いては、子どもは極めて幼児から日本人として形成される。とくに基本的生

?K慣や日本語の獲得を通して、日本の文化の
{質的：な部分が伝えられることを指摘する。

同　上

3
（3塚庭の教育・学

@校の教育

　家庭に澄ける自然な教育から、学校という専

蜩I教育機関への移行という歴史的変化をふま

ｦて、家庭教育本来の機能は何か、両者の関係

ﾍどうあるべきかを明らかにする。
同　上

4

家庭における人間

`成
t）母親の役割－

鼈黶@愛の原体験

　子どもの発達に対応した、母親の役割を考える・そして母親の役割の中心が、将来様々な対

ﾛに拡大してゆく愛の感情を原始的に形成する

_にあることを述べる◎
同　上

5
②父親の役割一権威の原体験

　母親とは異った関わりをもつ父親の役割の諸

鰍�ﾆりあげ、父親の重要な役割は、規範や道

ｿ意識の基礎にある権威の感覚を、子どもに最

奄ﾉ与えるところにあることを示す。
同　上

6
（31性別役割としつ

@け

　男女の性別役割が、まず家庭の中で父親・母

eをモデルにして子どもに獲得される。性別役

рｪ社会や時代を通して不変のものでないこと、

ｱれからのしつけのあり方について考える。

同　上

7
（4）きょうだい関係

@の意義

　親のもとでの親和と競争、対等と庇護といった微妙な関係を経験するところに、きょうだい

ﾖ係の重要性をみる。同時に、今日の「一人っ

q的状況」のもつ問題点を考える。
同　上
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師i所属・氏名）

日本の性善説的子ども観のもとでは、子ども

しつげの日本的特 のコントロールに難点が出てくることを、とく

8 質 に現代の状況から論じ、子どもに対する明確な 山　村賢　明
（1）子ども観の問題 言葉による要求の必要性を指摘する。．

日本の親子関係においては、とくに母子の関

9
’②母子関係への偏
@　り

係が濃密であることを示し、それが結果として、

qどもの甘えを助長し、規範意識をうすくさせ

驍謔､に作用することを論じる。

同　上

日本的集団主義の行動様式が、まず家庭生活

10
（3）家庭からの集団

@主義

の中でつくられることを示し、他方で、いかに

ｵて輝輝の自律性や主体性をのばすようなしつ

ｯを行うかについて考える。

同　上

現代家庭のひずみ
ども数の減少と生活水準の向上は過保護を、必

1ユ

U）育児不安と過保 然的にもたらすことを述べ、それから脱出する 同　上

護 方法や、租父母との関係を考える。

現代の工業化社会の：なかで、経済中心の生活

12
（2）「見えない父親」

@と子ども

のなかで子どものことを忘れる父親、そしてそ

ﾌよう：な父親の回復なしには、子どもの問題行 同　上

動の解決はありえないことを論じる。

伝統的な母子関係の濃密さに加えて、ますま

13
③母親に：よる子ど

@もの管理

す顕在化する母親、その母親によって先廻りし

ﾄすみずみまで管理される子どもの生活を述べ

ｻれが子どもに及ぼす影響を考える。

同　上

社会全体にみられる受験体制の中で偏差平信

仰にとらわれた家庭をとりあげる。そして子ど
14 （4）受験体制と家庭 もを見る親の目、子どもをとらえる勉強以外の 同　上

多様な物指の必要性について考える。

本講座のしめくくりとして、社会・家庭・子

結　　　　　　　び どもをめぐる現代の問題状況のなかで、どのよ

15 一新しい家庭教育 うな形で家庭教育を再生させるか、その可能性 同　上

の創造 をさぐる。
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＝　児 童 観　＝（R）

　　　　　　　　　　〔主任講師．：深谷昌志（放送大学教授）〕

全体のねらい

　子どもについての見方を概観しようというのが、本講義の目標である。全体は三部構成をとって診

り・まず4回までで・欧米の児童観をさぐる。次いで、5～9回で、日本の児童観を歴史的に掘り下

げた後・10～14回で・臨床心理学の立翔・らの児童観をまとめる．そして、最後に、未来の児童観
にもふれてみたい。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
子　羊　た　ち一西洋の児童観（1）

舘　　　　　昭

i放送教育開発セ・
塔^ー助教授）

2
タ　ブ　ラ　・　ラ　サ

[西洋の児童観（2）

　工業化の波が西洋に澄こると、児童に対する無機物イメージが支配的となった。素材に対する加工可能性の飛躍的な発展は、子どもめ教育可能性の信念の源であった。子どもたちがあらゆる文字を書き込める白紙（タブラ・ラサ）に見立てられ、工場モデルの近代学校が成立した。ゲストは西洋教育史の宮沢康人東京大学教授。

同　　　上

3
子供の　発見一西洋の児童観（2）

　動物イメージと無機物イメージの濃厚な西洋社で、時として植物イメ「ジがとてつもなく大きな役割を果たす。ルソーが提起した教育観は、伝統的な西洋のそれと正反対の、子どもの主体性に基礎を置ぐものであった。そしてその背景に植物イメージが躍動する。ゲストは宮沢康人東京大学教授。

同　　　上

4
内　的　世　界一西洋の児童観（4）

　ヒェーマニズムの児童観が現代の西洋で力を得てき”ζいる・科学によって人間が解剖される時、子どもめ動物視、無機物視は極限に達する。そうした時代のヒューマニズムの橋頭塗は、人間の内的世界の発見によってなされた。新しい児童観が西洋社会に育ちつつある。

同　　　上

5
児　　　童　　観・　東　　　　西

　子どものとらえ方に、西欧と日本との間に：かなりの開きが認められる6そこで、前回までの経過をふまえ、西洋教育史の専門家・志村鏡一郎静岡大学教採を招いて、日本の児童観の特色を、欧米との対比の中でとらえていきたい。

深　谷　昌　志

i放送大学教授）

6 児童観の成立

　子どもをいつくしむのが、日本の伝統だといわれる。この回では、藩学や寺子屋の時代にさかの

ﾚって、日本の児童観の源をたしかめてみたい。

咜雷ｳ材のゲストは、・日本教育史の専門家で、児

F童観にくわしい石川松太郎日本女子大学教授である。

同　　　上

7 日本の近代と児童観

　日本の近代化につれて、学校で学ぶ子どもたちが増加してくる。それだけに、学校関係者が、子どもをどうとらえていたのかが重要になる。そこ

ﾅ、児童規則などを素材として児童観をとらえて

ﾝたい。ゲストは、石川松太郎教授。

同　　　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名う

8 児童観の転換

　大正時代の新教育運動は童心礼讃とよばれるよ

､な児童観を生み出した。そこで、新教育運動の

剴ｶ観を紹介すると同時に、児童文学にあらわれ

ｽ児童観の分析を、児童文学者の西本鶏介氏とと

烽ﾉ掘り下げてみたいと思っている◎

深　谷　昌　志

9
情報化社会の中で

轤ﾂ

　現代の子どもを特徴づけているものは、マス・
＜fィアとのふれ合いであろう。そしてテレビ育
ｿとよばれるような成長のスタイルをたどる子が
ｽい。そこで、マンガなども素材としながら、情
�ｻ社会の致来が児童観に与えた影響を考えてい
ｫたい。

同　　　上

10
現代の子どもを
@どう理解するか∠母子関係を中心に一

母子関係に：問題のある具体的事例をあげて、そ

ﾌ問題の背後にある心理を中心に、現代の子ども

�ﾇう理解したらよいのか述べる。
　小川　捷　之
i横浜国立大学教授）

11

現代の子どもを
@どう理解するか一父子関係を中心に一

　父子関係に起因する実際の治療事例を紹介する。　　、

ｻして、その子どもの治療過程を論じながら、現

繧ﾌ子どものもつ特徴をあげ、子どもをどう理解
ｵたらよいか考えを述べる。

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

同　　　上

12
現代の子どもを

@どう理解するか一兄弟関係を中心に一 同、　上

13
現代の子どもを，

@どう理解するか一児童期と思春期一

　思春期前期の治療事例をあげ、現代の子どもの

剴ｶ期から青年期に到る問題点を浮彫りにする。

ｻして、この時期め子どもたちをどう理解したら

謔｢のか、述べる。

同　　　上

14 現代の子どもたち

　心理臨床の場で接する子どもたちを通して、現

繧ﾌ子どもたちの特徴についてまとめ、我々大人

ﾍ、今後どのようにして子どもたちを理解してい

ﾁたらよいのか考察する。

同　　　上

15 未来の子どもたち

　これまで、①欧米の児童観から始まって、②日

{の児童観を概観し、最鋒に：、③臨床心理学の立

黷ｩら、子どもをどう見るのかを考察してきた。

｡日は、それらの立場をふまえ未来の子どもたち

ﾉついて、考察を進めたいと思う。

深　谷　昌　志
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＝情操の教育：＝（R）

〔主舗三二躁灘攣捌
全体のねらい

　情操を育てる教育は、人間が人間であることを確める教育である。それはまた、現代の人間社会の

危機を克服する一つの道でもある。今までの芸術教育とは異なる視点から、情操教育を考える。すな

わち、人間の想像力や表現力を育てることを出発点とした、美的価値への感情や態度を築いてゆく意

義と方法を、多くの事例に即して考えてみよう。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
情操とは一価値：への感情一

　情操とはなにか。人間の感情の働き、前頭葉

ﾌ働き、の中で考える。また、情操の中でも、

ﾆりわけ、表現美の価値に対する感情を、根本

ﾉ見定める。

片　岡　徳、雄
i広島大学教授）

2
情操教育とは一表現し想像する

@ことから一

　美的な価値に触れさせ、教えこんで、情操を

轤ﾄてゆくのではない。情操教育は、表現し想

怩ｷることから出発する◎

@ドイツのシュタイナー学校やその他の多くの

沫痰ﾅ、考えたし（。

野　村　幸　治
i広島大学助教授）

3 ，科学と情操と

　情操教育は、科学の研究や道徳の教育と重な

閧?､。創造の喜び、創造の苦しみ、イメージ「

ﾌ働きなどにおいて、である。

ﾅ近の科学文明の問題に情操教育が果す役割
ﾉついて庵考える。

片　岡　徳　雄

4 芸術教育でなく

　芸術教育は、情操教育の一部であっても、そ

ﾌすべてではない。情操教育で大事なのは、そ

ﾌ技術性ではなく、表現としての体験である。

?Iとは、技術とは、そして芸術とは。

同　　上

5 いま情操教育では

　現在の日本の学校教育では、芸術教育はあっ

ﾄも、情操教育は弱い。四つの問題点一美術と

ｹ楽、文学、映像と総合、社会性、のそれぞれ

ﾌゆがみ一について考える。

同　　上

6 文学教育では

　幼児から大人に至るまで、人は多くの物語や

高ﾉ接する。情操教育としての問題は？

@幼児の読み物、学校の文学教育、そして成人

ﾌ読書、の実情に即して考える。

同　　上

7 文学教育とは

　入間にとって、文学とはなにか。そしてまた、

ｶ学教育はどうあるべきかび
@様々な理論を検討した上で、人間性の理解と

z像性の伸長、という目標をつきとめる。

同　　上
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回 テ　　　一　　　マ ’内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

情操教育としてめ音楽教育を考えるに当たっ

8 音楽教育とは
て最初に、音楽と人間のかかわり合いを幅広く

l察する。次に音楽的な感動と表現の関係につ
高　萩’保　治
i東京学芸大学教授）

いて触れ、音楽教育への示唆についても考える。

学校音楽教育は、指導要領で鑑賞と表現の領

域で指導するよう規定されているが、総合的な

9 いま音楽教育では 音楽指導の実践や指導のアプローチ：などに触れ、 同　　上

情操教育としての音楽教育のねらいを考える。

音楽が非言語コミュニケーションの一つであ

ることに留意して、音楽教育は人間的ふれ合い

10 これからの音楽教育 の中で子どもの表現能力をのばすよう、発想の 同　　上

転換と多様な表現を求めて音楽教育を考える。

子どもはなぜ絵を描くか。好んで描いていた
、

11 美術教育では
のが、『なぜ急に描かなくなるのか。r自由画教

轣v派の考えに対する「技術指導」●派の考え、

Gの鑑賞など、美術教育の諸問題に触れる。

鈴　木幹雄
i神戸大学講師）

現代は、映画やテレビやラジオなど、映像的・

12
マスコミと映像の

?ﾅ

電波的マスコミの時代である。その中で、情操

ﾍどう育てられているか。

@マスコミの強い影響の事実と、おくれがち
片　岡　徳雄

な映像教育、について論じる6

情操は、様々なからみの中で、総合的に開発

される。

13 総合の活動の中で 仲間の中から生れ、仲間．を結びつける、表現 野　村　幸　治

活動一劇表現と祭りに焦点をあてたい。

現代社会の問題は、あまりにも科学技術化さ

れ、遊び的表現を見失なっているところにある。

14 社会の入間化として 現代社会の人間化のために、遊びと芸術をどう 片　岡　徳　雄i

育てるか。つまり情操教育への期待は大きい。

情操教育はまた、人間それぞれが自己実現し

てゆくための教育でもある。

15 自己実現として 自己実現とは、自己実現的人間とは、そして 同　　上

また、美的自己実現のもつ深さ・厳しさ・自由

とは。
σ

一311一



　　　　　　　　＝青少年文化＝（TV）
　　　　　　　〔主脚師：齢踏鍛衆慮養）〕

全体の＝ねらい

　ひとくちに、青少年文化といっても、子ども文化と若者文化とでは実態も異なっているし、当然、

分析のアングルも違ってくる。そこで、本講義では、子ども文化を前半、青年文化を後半で扱う形式

をとることにした。文化論であるから、現実の姿を紹介すると同時に、そうした現像を理論的に深め

る点にも配慮することにした。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・賃名）

青少年文化を、青年文化と子ども文化とに分

1 青少年文化のとらえ方
け、それぞれの文化を特性を明らかにする。そ

ｵて、青少年文化の現状を概観する。 深　谷・昌　志

（放送大学教授）

子どもの人間形成にとっての遊びの意味を発

2 遊　び　の　機能
達段階をふまえて考察する。続いて、「群れ型」

ｩら「孤独型」へ、遊びが変遷したことにより、 深　谷　昌　志

子どもの発達にどのような歪みが生じたのかを

疑り下げていく。

さまざまな玩具を紹介しながら、子どもの心
を豊かに育てる玩具はどういうもの宏のか、考

3 玩具　の　変遷 えていく。また、現代の玩具がそうした条件を 同　　　上

備えているか検討する。

子ども雑誌を素材としながら、童話の成り立

ちを紹介する。また、児童文学が低迷している
6

4 童　話　の　世界 といわれる現代．童話が、今後も、子どもの成 同　　　上

長に必要なものかを考察していき：たい。

現代の子どもはギャング集団を失い、友をも

たずに成長していく。そうした現状をふまえ、
5 仲間集団のゆくえ 仲間集団の中で、子どもたちが身につけ：たもの 同　　　上

は何なのかを考えていく。

テレビとのふれ合いを、子どもたちはどうと

らえているのか。子ども番組の変遷をふりかえ
6 テレビとのつき合い りっっ、子どもにとっての望ましい視聴態度ど ・同　　　上

億何かを検討していく◎

テレビの他にも、マンガやゲームウォッヂなど、

子どもたちは、情報化社会の状況にとりかこま
7 情報化社会の中で れて育っている。しかし、子どもたちに、間接 同　　　上

体験の肥大と直；接体験：の縮小の傾向がみられる。

そうした情報化社会の子ども文化を深める。
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講レ師
i所属・氏名）

8 子ども文化の再生

　子ども文化を再生するために、どういう方策
ｪ必要なのかを、遊び場や児童公薗などと関連

ｳせて考える。 深　谷　昌　志

9 青年期と青年

　青年文化を理解するには、その担い手たる青

N集団のさまざまな特性を理解しておぐ必要が
?驕Bそこで、まず青年期に特有の身体的・精

_的特性をみる◎

門　脇　厚　司

10 青年文化論の検討

　青年文化を学問的な分析の対象としはじめた

梠纉I背景と青年文化論にみられる代表的な見

��ﾐ介する。 同　　　上

11 青年文化とその発生条件

　青年文化の一般的な特質を整理し理解につと

ﾟると同時に、そうした青年文化があらわれる

梠纉I・社会的特徴にもふれる。 同　　　上

12 現代社会と青年文化

　現代のわが国の青年文化を生み出してきた戦

纉坙{の社会的特徴をみっつ、今日の若者文化

ｪどのような性格を帯びているかについても言

yする。

同　　　上

13
現代の若者文化（1）一浮遊文化の諸相

　今日の若者文化の1つの特徴を鯉浮遊文化”

ﾆとらえ、そうした文化を支える青年の意識や

ｿ値観を紹介しつつ、その実態を報告する。 同　　　上

14
現代の若者文化（2）一閉塞文化の諸相

　今日の若者文化のあと1つの特徴を般閉塞文

ｻかととらえ、このような文化を生む若者の気

ｪや生活を考えつつ、その実態を報告する。 同　　　上

15 青年文化の展望

　社会が大きく変わりつつある今日、青年文化

ﾍ今後どのような方向をたどるのか。強化説と

ﾁ滅説の2つの見解を軸に、青年文化の将来を

W望する。

同　　　上
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　　＝＝地域社会と学校＝（TV）

〔主任講師：溝口謙三（東北福祉大学教授）〕

全体のねらい

　学校は、国の政策による制度として普及発達してきた。しかし学校は異った地域社会の中にあり、子

どもたちはその地域の中で生活し成長している。学校教育は、国の統制と地域社会の独自性とをどのよ

うに切結んでいくべきか・最近の社会と地域の変貌を背畢にすえ・地域類型を軸にして、学校教育の在
り方を多面的に考察する。

回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

学校は、計画的な教育の場として、子どもたち

を望ましい入間に形成し、社会入となることをね 溝　口　謙三
1 学校と社会 がう。子どもを受け入れる社会は、社会の進歩に

�ｧつ入間を期待する◎教育に旧いて、学校と社
?ﾍどのようにかかわるのか、その相互関係を考

（東北福祉大学

ｳ授）

えて序論とする。

人間は生まれ：た後に、多くの行動を学びとって

入間と成っていく。その場は家庭、交友、学校で

2 教育　と　社会 ある。これらの学習の場は一定の地域社会の中に

ﾝる。それが地域とどのようにかかわりまた支え
同　　上

られているかを理論的に考える◎

地域社会とは、人間が生活する具体的な場であ

3
教育に澄ける地域

ﾐ会

る。教育においては、学校を中核として、地域社
?�ﾇう考え、どのような範囲ととらえるか。さ
轤ﾉ最近の地域変貌が学校教育にどう影響してい

同　　上

るかを検討する。

子どもは地域社会の中で生活し成長する。地域
は、それぞれの伝統と条件にもとづいて慣習や規

4 地域社会の中の教育 制や価値観などを般仕込む㌔このよう：な地域の 同』上
教育力はどのようにはたらくのか。それが学校教
育とどうかかわるのかを考える。

地域と学校とを結ぼうとす動きは戦前からあっ

た。さらに戦後は．新しい地域学校運動も起こつ

5 地域教育運動の実践 疫。郷土教育、生活綴方運動、地域社会学校の試 同　　上
みなどの実践を通して改めて地域と学校とのかか

わりを見直す。

明治以来、国策としての近代学校制度は、それ

6
地域社会の変動と

w校の変化、

それの地域社会に支えられて発達してきた。最近
ﾌ社会の変動と学校教育の変化によって、学校と
n域との関係は変化し、相互に離れてきたとされる◎

伺　　上

この事実を明らかにし、次の地域類型別の学校分
析の仮説とする。

地域類型の一つとしての都市は、人工の文化に
・支えられて現代社会の先端にあり．子どもたちの

7 都市　の学校 学習・・生活環境も豊かである。反面、過密といわ 同　　上
れる社会状況の中で．子どもたちはかえって孤独
になっているといわれる。都市の教育状況と学校
の役割を考える。
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回’ テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 農村　の　学校

　都市と対比される農村は．生命のある自然に包

ﾜれている。その学習環境は人間にとって欠くこ
ﾆのできない生活経験の場とされる。しかしいま
ﾌ農村の生活は都市化され、子どもたちも身近な
ｩ然から遠ざかっている◎ここに農村学校の新た
ﾈ役割がある◎

溝　口　謙　三

9 へき地の学校

　聡恵まれない地域”とされるへき地は、さらに：

ﾟ疎化に苦しんでいるといわれる。しかし豊かな
ｩ然を温存するへき地では、マイナスの要因を逆
]するきっかけが見出せないだろうか。へき地に：
ｬ長する子どもたちと学校の様子をさぐる。

同　　上

10
大きな学校・小さ

ﾈ学校

　定員を定めない小・中学校では、大きな地域で

ﾍ子どもも多く学校も大きくなる。小さな地域で
ﾍ学校も小さい。学校規模の大小はどのように規
ｧされているのか。またそれが学校教育にどのよ
､な影響を与えるかを考える。

　
　
同
　
　
上
「

11
学校統合と学校寄

h舎

　学校の規模が規制され、とくに小さな地域の小
K模学校が非効率とされると、統廃合がなされる
ｻの結果、自宅からの通学ができなぐなると学校
�h舎に入ることになる。地域との関連で出てく
驍ｱのよう：な学校の実態から、新しい教育の問題
�lえる。

同　　上

12
大きい学級・小さ

｢学級

　学校規模の中に学級の大きさの問題がある。学
奄ﾌ大きさも法的に規定されてきたが、狭い地域

ﾅは数人だけの学級も多い。どれだけの大きさが

K切か。ここから学校の集団教育の本質を考える。
同　　上

13 複　式　学　級

　狭い地域でのごく小さな学校では、数こ学年を
P学級に編成した複式学級になる。この駅やむを
ｦない”措置が固定化した現在の学級に多くの問
閧�鰍ｰかける。諸外国の学年別学級解体等を事
痰ﾉしながら集団教育の意味を考え直したい。

同　　上

14
地域社会と高校・

蜉w

　戦後の新制の高校は、地域のすべての青年に開

ｩれた中等教育として発足し、大学は「一府県一

蜉w」の確認で創設された。この原点に：たちかえ

闃gげられた地域社会の視角から、高校と大学の

ﾝり方を見直したい。

同　　上

15
地域社会の生涯教

迹ﾌ系

　いま構想されている生涯教育の体系を地域社会
ﾌ基盤でとらえ、幼児保育、学童の校外活動、コ
~ュニティ。カレッジ論などを、学校教育との関

Aでとらえて、地域社会と学校との関連の問題を

ｵめくぐる。

同　　上
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＝生涯教育論＝（R）
一生涯教育学の成立をめざして一

〔主任講師　麻生　誠（大阪大学教授）〕

全体のねらい

　生涯教育理念は、わが国でも漸次、教育政策や教育制度、教育組織、教育課程などに影響を及ぼす

ようになった。だが、生涯教育は、教育の自由と平等、学習と教育との間の矛盾に代表されるような

二律背反的要素を内にふくんでいる。このような生涯教育理念を現代の教育現実と関連させながら、

新らしい生涯教育学を構想してみよう。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

生涯教育は、人々の自己実現を達成させるた
めに：、人々の全生涯を通して人間的、社会的、

1 生涯教育の理念
職業的な発達を援助する教育の仕組みである。ややもすれば言葉だけの美辞句に終ってしまう

ｰれのある生涯教育理念を全体社会のなかに位

麻　生　　　誠

i大阪大学教授）

置づけて総合的・統一的観点からとらえ直して
みよう。

入間は「生涯にわたって学ばねばならぬ」と

2

生
涯
教
育
の
社
会
的
身
ヒ
一
目
牙
ミ

いうことは古くから言われてきた。この意味で、
ｶ涯教育は古き理念である。しかし、最近生涯
ｳ育論が唱導されてきたのはこの古き理念の新
轤ｵい意味を引き出すような社会的条件が発生

同　上

してきたからである。このことを考えてみよう。

生涯教育は、何よりも国民の生涯にわたる学

3
生涯教育と学習要

習要求を前提としている。だが、あらゆる人間

ｪ生涯教育を享受しよう継続的な学習要求を持

ﾁているものであろうか。この問題を考えてみ

同　上

よう。

生涯教育理念は、それぞれの社会や国によっ

ρ
4

日本の生涯教育の

求[ツを探る

てこのニュアンスが異っている。その理由の一

ﾂは、国々の文化的、教育的伝統が異っている

ｩらである。わが国の生涯教育のルーソを江戸

同　上

＼

時代の教育書に探ってみよう。

5
教育政策のなかの

ｶ涯教育

　1965年、ユネスコに澄いてはじめて唱えられた生涯教育論も、20年の歳月を経て、人間にたとえれば成人にたっする齢を重ねたことになる。それはわが国の教育政策に、もろもろの影響を与え続けている。だがその成果たるや未だしの感が深い。生涯教育論が、わが国の地方レヴェルの教育政策のなかに、どのような影響を与え、どのような成果をもたらしたかを明らかにしてみよう。

同　上

そして生涯教育の理念と現実のギャップを探ってみよう。

放送は、生涯教育機会を社会に拡散させるの

6
生涯教育と放送利
p、

に大きな力を持づ、ている6しかしまた、教育上

ｳ視できない限界もあわせ持っている。これら

ﾀ界を克服し、放送を生涯教育に生かす手だ

同　上

てを考えてみよう。

7

生涯教育を欧米に：
ｩる①一アメリカの生涯

ｳ育一

　欧米の生涯教育政策・制度を概観しながら、

ｶ涯教育の教育政策や教育制度上の課題：を考え
ﾄいこう。まず、生潅教育の先進国といえるア

＜潟Jの生涯教育の特徴をみてみよう。

同　上
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回 テ　　　一・　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

イギリスでは、歴史的に学校卒業後の継続教
生涯教育を欧米に： 育が整備されて載り、ここを中核とした生涯教

8 見る⑪ 育構想が注目される。さらに、公開大学も放送 麻　生　　　誠

イギリスの生涯教育一 大学のモデルとして考慮に価する。

9

生涯教育を欧米に
ｩる⑪一スウェーデンの

ｶ涯教育一

　福祉国家として名高いスウェーデンの生涯教

轤ﾍ学ぶべき点が多い。高等教育の開放、北欧
ﾌ伝統的成人教育としての学習サークル有給教

迢x暇や奨学金政策などの種々な学習保障活動

�ﾝてみよう。

同　上

生涯教育を欧米に
　社会主義体制下の生涯教育の事例としてソビ

Gトをみてみよう。そこでは、政府主導型官僚

10
見る⑳一ソビエトの生涯

ｳ育一

制、画一性などのデメリットが生じやすい。
@これらが如何に克服されてどのような社会主　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P

`的人間類型が形成されているか、みてみよう。

同　上

生涯教育論には、行・財政論が欠けていると

11
生涯教育の体系と

批判される。　「誰でもが何時でも何処でも学習

ﾅきる」という生涯教育シュラムの行・財政的 同　上
行・財政問題’ 基盤を探り、生涯教育システムを確立するには、

行政がどう変わるべきかを検討しよう。

私たちの生活は、私たちの生活圏としての地
域社会を基盤としておこなわれている。このよ

12
地域社会と生涯教 うな地域社会のなかで地域住民に対してどのよ

､な教育機会が提供され、住民の学習要求をどの
謔､に充足させているかを、一つの事例をとり』

同　上

あげて考えてみよう。

人間の発達過程のそれぞれの時期に現われる

13
発達課慰と生涯教

発達課二題を首尾よく達成することによって健康

ﾈ人格が生まれる。現代日本の発達課題とその 同　上
育

解決に生涯教育のはたす役割を考えよう。

これまでの教育学は子どもを対象とするもの

成人教育学（アン であった。生涯教育の時代とともに、成人が対

14 ドラゴジー）をも 象とする教育方法論や教育課程論が必要となる。 同　上

とめて
このような要請に答えて誕生した成入教育学
（アンドラゴジー）である。その成果を紹介しよう。

わが国の生涯教育を支える三本柱である学校

日本の生涯教育の 教育システム、社会教育システム、職業訓練シ

15 必要性と可能性を ステムの実態と問題点を明らかにし、それらを 同　上

求めて
どのように組み合わせていけばわが国の生涯教

辜Vステムが確立されるようになるかという可
能性を考えてみよう◎
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＝教育社会学＝（TV）

全体のねらい

　教育と社会の関係は一方向的では：なく、相互的なものである。教育は社会のあり方や発展をきめる

重要な役割を果たすが、同時に教育のあり方や発展は社会の影響を受ける。このような社会の発展を

規定しながらも．逆に社会の発展によって規定される教育を、人間の成長発達の過程とかかわらせて、

ダイナミックに考察する。

回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1

社会現象としての
ｳ育（1）

@　～教育とは～

　　　　　　　　　　　　　　舞@教育は、社会によってその内容、方法、形態、目的などは異るにしても、すべての社会に共通

ﾉみられる現象である。それは一体何故であろ
､か。このように教育の本質を社会との関連に
ｯいて考えてみる。

　新　三三　男
i上越教育大学教授ブ

2

社会現象としての
ｳ育（2）

@～人間の発達
@　　　　と社会～

　人間の発達は、単に生物学的・心理学的現象ではなく、人間が人間として発達するためには、人間社会、人間文化の働きかけが不可欠だとい

､意味で、すぐれて、社会的現象であるという
ｱとについて考える。

　　∂
ｯ　　　上

3
社会現象としての
ｳ育③～実証性・科学性～

　理念としての教育あるいは教育技術を志向す
驪ｳ育学ではなく、教育を社会的事実として、
ﾀ証的に分析する。科学としての教育社会学の
ﾁ性を明らかにする。教育社会学研究の歴史を
T観し、さらにそこで用いられる研究手法に：つ

｢て学ぶ。

岡　崎　友　典

i放送大学助教授）『

4
社会現象としての
ｳ育④～教育調査法～

，教育の具体的な事象を、客観的に：記述・分析

ｷるための手法として教育調査法について、調
ｸ目的、調査対象、調査技法などを社会調査の
攪_を用いて、調査の手順に即して考察する。

同　　　上

5
学校の発達と

@　　社会の変化

　教育を最も計画的、組織的に行う社会的制度
ﾆして発達してきた学校は、長い歴史の中では、

ｻの冒的・体系・機能などに変遷がみられるが、
ﾟ年は急速な社会変化との間に大きなギャップ
�ｶんでいる◎このような近況について考える
ﾌが本章のねらいである。

新　井　郁　男

6
学校の近代化と

@外国教育の受容

学校の発達に齢ける外国教育の影響の仕方に

ﾍどのようなパターンがあるかについて考える。

同　　　上

7 学校の役割と機能

　学校が社会から期待されている役割は何なの
ｩ、また．学校が現実に果たしている機能は何：なのか。その役割と機能との間にどのようなギ

ャbプが生じているのか。このよう：な問題を塾・の発達と関連させて考えてみたい。 同　　　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

教職の性格をめぐって、これまで多くの議論
がなされてきた。専門職論、聖職論、労働者論

8 職業としての教師
などを素描しつつ、ここではとくに「職業」と
ｵて教師が果たす社会的役割を、多様な職種と 岡　崎友典
の対比をと澄してその特性を明らかにする。

教師養成の歴史を概観し、さらに：高等教育機

関で養成される「教員の資格」について，免許

9 教師の養成と資格
状の取得や教員の採用状況（需給関係）：などを

f材に考える。また教員の再教育・研修の実態
同　　　上

についても考察する。

新卒の青年教師から半世紀近い教職経験をも
つベテラン教師まで、同じ教師でも、生活の体

10
生活者としての脳　　　　　　　教師

験はさまざまである。社会人としての生活体験
ｪ教育実践に反映される過程を、学校組織内の

同　　　上

教師集団といった視点から明らかにする。

社会の中に存在するさまざまの知識の中から、

教育の目的の観点から選択された教育的知識と

11 教育内容と社会
しての教育内容が、いかに社会と深くかかわっ
ﾄいるかを、歴史的に考察する。 新井　郁男

学校には、社会一般の文化を反映しながらも、

教師の文化と生徒の文化という二つの文化によ

12 学校と　文化
って構造化された独自の文化がみられ、これが
w校の教育的働きを、促進したり阻害したりし

同　　　上

ている。この学校文化の中でも特に生徒文化に

ついて考える。

学校は教育を目的とする組織体（オーが口際
一ション）はいかなる特色をもっており、それ

13 学校組織の機能 同　　　上

教育が社会統制機能を果たすための一つのメ
三曲ズムとしての教育行政を中心に考える。

14 教育　と　政治 同　　　上

近代社会の成立以降、産業の発展にとって教
育は不可欠な条件と：なった。それは質的に高い

15 教育　と　産業
労働力を産業に提供することはもとより、産業
ﾌ構造の転換を促進するに：たるだけの科学技術

同　　　上

の進歩を教育が保障するからである◎この点を
歴史的に考察する。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

地域社会の変貌、特にコミュニティ形成の基

16
コミュニティ形成

ﾆ学校

盤である地域性、共同性そして地域連帯意識が
繪ｻ、希薄化している。ここでは新しいコミュニティの創造の必要性を国民の「文化活動の場」とレての地域社会と学校の関連でとらえ、地域

　河　野　重　男

i澄茶の水女子大学長）

：社会学校の現代的可能性をさぐる。

社会化の定義、関連する基本的概念について

17
社　会　化　（1）

`社会化とは何か～

解説する。

新井　郁　男

社会化は人間の一生にかかわる課題である

18
社　会　化　（2）

`親の役割～

が、なんといっても、子どもの社会化は最も重
vである◎その子どもの社会化に：、親はどのよ

､な役割を果たすべぎなのか、という問題を現 同　　　上

実の状況に照らしながら考えていく。

基礎的集団である家庭から、機能的集団であ

社　会　化　（3） る学校・職場に社会化の機関が移行するにとも

19 ～　　　　　の役割～
：ない、社会化の機能は分化・深化する。ここで

ﾍ、政治的社会化、職業的社会化、そして性的
ﾐ会化など、学校・職場で展開される社会化の

岡　崎　友　典

実態を把握する。

生活の場としての地域社会は、近年急激に変

20
社　会　化　（4）～地域社会の役割～ 化して澄如、かつてのように個人の生活を全人

i的に包括するわけでばないが、その重要性は家
ｰ同様むしろ高まっているといえよう。現代社会 同　　　上

の地域社会が社会化に果たす役割について、地
所生覚者としての子どもといった観点から考察する。

学歴とは、個人が生涯で得た学校教育の経歴
の全体をさすが、学歴主業イデオロギーが支配

21 学歴社会の成立 する「学歴社会」では、最終学校の社会的価値
i評価）の序列化が、人々の最大関心事となる。 同　　　上

学歴が物言う社会がどのようにして成立し、い
かなる問題をもつか考察する。

学歴が一定の職業資格と相関関係をもつとし
ても、学歴が職業を決定するわけではない。む

22 学歴　と　職業 しろ：職業が新た：な学歴を要請するのが現代社会

ﾅあるといえよう。ここでは学歴と職業との間
同　　　上

のダイナミックな関係を、職業教育、職業的社
会化、企業内教育などからとらえる。

義務教育後の教育機関への進学には、何らか
の入学試験がともなう。資格試験、・競争試験の

23 試　　　　　　験： いずれに澄いても、そこで測られる学力の養成・

K得をめぐってさまざまな教育問題が生じる。
同　　　じ上

受験地獄に代表されるわが国の試験の状況を、
中・高等教育を中心にとらえる。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

社会と教育の関係はいうまでもなく相互規定
的である。社会の病理現象が教育に反映される

24
社会の病理と

@　　教育の病理
だけでなく、教育の病理の進行は社会の進歩・

ｭ展を阻害する。両者の病理現象の実態を社会
河　野　重　男

機能の観点から、どのようにとらえるか、アブ
ローチの方法について考察する。

近年、青少年の問題行動は枚挙に：いとまがな

25
問題行動
`発達の病理～

い。これらはいずれも、青少年が望ましい発達
�jまれているという意味で、まさに発達の病
揩ﾉほかならない。ここではとくに、青少年の

高　橋　　　均

A（武蔵大学教擬）

非行をとりあげ、非行を生み出す諸条件、非行
の推移と現況の特質など考察する◎

登校拒否、校内暴力、教師のノイローゼなど
教育実践にかかわる病理や、入学試験や就職な

26 学校の病　理
どの学校制度や教育内容にかかわる病理につい
ﾄ、その歴史的・社会的背景についてさぐると

同　　　上

ともに、新しい形の学校教育についても検討す一
る。

教育改革の必要性が指摘されて久しい。その
際つねに学校改革が中心的課題として提起され

27 学校の改　革 ：ながら、制度面にういてはほとんど変化はみら

黷ﾈい。それはなぜか。ここでは近代学校の歴

　児　島　邦　宏
i東京学芸大学助教授）

史をおさえつつ、現代の学校批判に澄ける論点
を整理し、改革の可能性をさぐる。

わが国の教育水準の高さは、学習社会といっ
た概念に象徴的に現れている。学習社会は生涯

28 生涯教育論と学校 教育（学習）の社会である。ここでは、生涯教
轤ﾌ理論を学校教育を軸として学び、これから

河　野　重　男

の教育のあり方について検討する。

現代社会は、大量の情報が氾濫し人々を圧倒
し、はては人間がその中に巻き込まれ、引き回

29 情報化社会と学校 され翻弄されて、あたかも人間が機材に使われ
驍謔､な状態を生み出している。ここでは情報

同　　　上

化社会の特徴を整理し、情報の内容とその処理
能力を高めるための学習形態についても学習する。

海外生活や旅行はもとより、直接出かけなく
とも、他の国の人々や文化に接する機会が増大

30 国際化と教育
しているが、日本人のこれへの適応の仕方はき’わめて消極的である。この問題を特に異文化理

新　井　郁　男

解という観点から考える。

一321一



＝青少年の指導＝（TV）
〔主任講師　深谷昌志（放送大学教授）〕

全体のねらい
　児童・生徒の指導のむつかしさが語られることが多い。子どもたちの成長のスタイルがことなってき

たので・これまでの指導方法は有効性を失ないつつある。そこで、本講義では、青少年の指導のあり方
を、青少年の実態をふまえつつ、現実的：な対応も含めて総括的に堀り下げていきたい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容・ 担当講師i所属・氏名）

1
指導　と　ば《1γ

ｪ三の構造と発達

　人格の構造を3つの領域に分け、教育作用として、よくわからせる、やり方を身につけさせる、やる気を育てるめ3つを考える。また人格形成上の三連課題を幼児期から青年期までに分けてとり『あげ、その達成のための方法をのべる。

、坂　本　昇　」一

i千葉大学教授）

2
指導　と　は　②

w導の考え方

　指導のねらいとしての自己指導の力の育成の意
｡、それを達成するためのアプローチ、すなわち
qどもに自己決定を与える、存在感（自尊感情）
�ﾛ証する、そして、入間的ふれあいを：基盤にし

ﾄ行うの3つにういて具体的事例で説明する。

同　　上

3
指導　と　は　（3）

ﾂ少年の理解
同　　上

4
指導　と　は　（4）

w導の領域と内容

　青少年が直面する問題を分類して7つの指導領域を示す。その中の適応指導と進路指導をとくにとりあげ、前者は帰国子女の問題などの例示によ

閨A後者は、学級指導の時間での進路指導のあり
福�燒ｾすることにより、理解を深める。

同　　上

5
指導　と　は⑤
w導の機能と体制

　生徒指導の組織と運営について説明し、さらに
w校教育と社会教育の連携について、少年自然の
ﾆでの活動やボランティア活動を例示して説明する。また、地域ぐるみの活動を展開するための組織・体制のあり方についても説明したい。

同　　上

6
学校の中で（1）

ｳ師　の　仕事

　青少年指導を実際に担うのは教師であろう。も
ｿろん教師の主：たる仕事が授業であるのはいうま

ﾅもないが、それと同時に教師は児童。生徒の精
_面での成長にかかわりを持つ。生徒指導に関連
ｳせて、教職の意味を深めていきたい。

深　谷　昌　志
i放送大学教授）　　　　　く』・

7 学校の中で②
w　級　集　　団

　学校の中の子どもたちは、教師から指導を受けるとともに．学級の友だちと時を過す。そうした

Fの存在は、子どもたちの学校での充足感と密接：な関連を持つ。集団としての学級集団の特質を述べ、指導にあたっての留意点を指摘していきたい。

同　　上
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回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　　容’ 担当講師
i所属・氏名）

8
学校の中で（3）

w校の　機能

学校は子どもにとって、｝生活の場でもある。ひ

ﾆつの制度としての学校をどのように構成してい
ﾁたらよいか。学校のあり方を理論的に深めると
ﾆもに、将来の学校像の検討も進めていきたい。

深谷　昌　志

9
学校の中で（4）

w力　の　構造

　学校の主たる機能は学力をつけることだという。

ｵかし、学力のとらえ方は、かならずしも一義的
ﾅない。中でも系統学習の中心の学力と生活単元
�}介とした学力とでは著しい対比を示す。そう
ｵた学力のとらえ方を整理し、理論化を図ること
ﾉしたい。

同　　上

10
学校の中で（5）

w　校　文　化

　学校には、その学校なりのカラーがあり、そう
ｵたカラーは児童、生徒の入間形成にインフォー
}ルではあるが、根強い影響を及ぼす。ここでは
w校独自のカラーを学校文化ととらえ、その機能
�ｽ角的にとらえていきたい。

同　　上

11

人間形成の観点か
轣i1、

ｫ差の形成

　男らしさや女らしさをどう考えるのかは青少年

w導にとって、中枢の意味を持つ。特に性差の縮
ｬあるいは伝統的な性的分業意識のゆれ動きが目
ﾉつく現在、学校の中で、性差をどう指導してい
ﾁたらよいのかを堀り下げていきたい。

同　　上

12

人間形成の観点か
轣i2）

ｾ語の社会化

　現代の子どもたちはマス・メディアの中から育
ﾂ。そうした成長を、ここでは言語的な社会化の
ﾏ点から堀り下げていきたい。特にバーンスタィ
搭ｳ授の言語的社会化理論を中心に、言語面での
w導のあり方を比較教育学的な視野をまじえて展
Jしていく。

同・　上

13

人間形成の観点か
轣i3）

ﾆ庭の教育力

　現代の子どもたちは、入工的な環境の中で成長
ｵ、自然とのふれ合いに欠く。その結果、生活体
ｱ：などに乏しくなる。キャンプ：などの指導が重要

ﾉ：なるが、それは学校内での指導と異質なもので

??､。自然活動プログラムを展開するさいの留
ﾓ点を考えていく。

同　　上

14

入間形成の観点か
轣i4）

ｩ　然‘活　　動

子どもの成長に家庭は大きなかかわりを持つ。
ﾆ庭の機能については、別の指導でもさまざまな
`で扱われているが、ここでは子どもの人間形成
ﾌ観点から父親や母親の役割を中心として、家庭
ﾌ機能を問い直してみたい。

同　　上

15

入間形成の観点か
轣i5）

ﾂ性の幅と文化

　日本では、日本語を話し和食を食べる生活を、

?ｽり前だと思う。そのため、人々をとらえるに
?ｽって、同質性を前提とする。そして、差異を
Fめにくい土：壌が持ってくる。生徒指導にあたっ

ﾄ、個性の指導がなによ興大事だ力弐、現実には
ﾛ題が多い。　　9

同　　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

子どもの問題行動を扱ってゆこうとする際に症

16

問題への対応（1）

u症状の意味を考㌣

@える」

状として表面に表われているものは一つの信号に

ﾟぎず、その奥に真の意味がかくされていること
ｪ多い◎食事行動の異常を例に、症状のもつ意味の多様性を考えてみよう。

深　谷和　子
i東京学芸大学
ｳ授）

一偏食を例に一

同じ問題行動でも、その根には様々のものが関
問題への対応（2） わっている。不登校（学校へ行かない）の例をひ

17 「問題の根を探す」一登校拒否を例に一 きながら、その根を堀り下げようとする試みの必
v性を示す。

同　　上

18

問題への対応（3）

u経過を見る」

　子どもは発達途上にある存在で時間と共に症状
ｪ少しずつ変化してゆくことが多い。早期に問題の所在を決めてしまうのでなく、経過を見てゆく

同　　上
一ことばの異常を ことが大切である。遊戯観察の例なども紹介しな

例に一 がら発達の経過を見まもることの大切さを指摘す
る。

問題への対応（4） すべての問題行動の対応のしかたには治療者と

19
　　　　　　　　覧u子どもを支える」

して共通に「子どもを支える」必要性がある。遊

Y療法を例に使いながら子どもを支えることの意 同　　上
一いじめを例に一 味を探ってゆきたい。

問題への対応⑤
母親は子どもの最大の環境であり、かつ子ども

ﾉ問題行動が生じた際に、重要な補助治療者の役

20 「母親を支える」 割を果すものである。母親面接を通して、治療者 同　　上

一再び登校拒否を
@例に一

はどう母親と回りこれを支えれば、子どもの問題
s動の指導につながるか考えてみようとする。

非行は第三のピークを迎えたといわれる。それ

21
非行をめぐって（1） と同時に、非行の幼稚化など、非行のさまがわり

ｪ説かれている。そこで、ます非行の実態をとら
麦　島　文　夫

非行の現状と背景 え、その背景を探ってみたい。 松本　良　夫

非行といっても軽度のものから重度のものまで
非行をめぐって（2） が含まれる◎非社会性は、軽度：な非行に属そうが

22 非行　の　入　口 ここでは、そうした非行の入口的な症状をとらえ
ｻの対応をまとめていく。

麦　島　文　夫

23

非行をめぐって（3）

浴@子　　非　行

　女子の非行は、女性らしさの形成にからんで、’

｡雑な様相を呈する。ここでは、女子非行を例と
ｵて、非行のメカニズムを尽り下げていきたい。

麦　島　文　夫

．内　山　絢　子

辱
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

非行というと、群れを：なして、バイクをのりま

24
非行をめぐって（4）

わすツッパリグループがイメージにうかぶ。そう
ｵた非行集団がどういう特質を持ち、そして非行 麦　島　文夫

非　行　集　団 生徒が何故群れを組みたがるかなどを考えていき （帝京大学教授）
たい。

ここでは、シンナー等の薬物乱用などを素材と

25
非行をめぐって（5）

して、非行から回復（再生）するためにどういう

ﾎ応が望まれるのかを、総合的にとらえていく。 麦　島　文　夫

非行からの回復 あわせて、諸機関との連携の必要性を説く。
安　香　　　宏

問題へのアプロー
　精神分析の創始者フロイト、Sの考え方とその
｡療技法をわかりやすく紹介する◎ 小　川捷之

26
チ（1） （横浜国立大学教授）

一精神分析一 乾　　　吉祐
（慶応大学講師）

問題へのアプロー
　近年｝アメリカを中心に盛んになった行動療法の基本的考え方と治療理論および治療技法につい

小　川捷之
27 チ（2） てわかりやすく紹介する。 中　野　良　顕

一行動療法一 （筑波大学助教授）

28

問題へのアプロー
`（3）

　来談者中心療法の創始者ロージャス、Cの人と
ﾈりとその基本的な考え方、澄よび、治療技法を
墲ｩりやすく紹介する。

小　川捷之
ﾑ　長　喜一郎
i点茶の水女子

一クライエント
@中心療法一

大学助教授）

問題へのアプロー
　ユング、C．G．の人となりとその考え方の基本
ﾉついて紹介し、その治療観bよび技法について 小　川捷之

29 チ（4）

齦ｪ析心理学一

わかりやすく紹介する。
織　田　尚　生

i放送大学助教授）

ユングの分析心理学を背景にして生まれた箱庭
問題へのアプロー 療法についての基本的な考え方を紹介しあわせて

30 チ（5） 人間の心が癒え、成長してゆくさまを具体的な事 同’　上

一箱庭療法一
例にそくして提出し、検討してゆく6
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　　＝＝発達心理学1＝（TV）

〔主任講師：宮川知彰（放送大学教授）〕

全体のねらい
　人生の各時期の精神発達の状況、現象を概観したあとで、発達心理学とはどのような科学であるの

か、精神発達はどのような方法で研究されているか、「発達」についてどのような見方、考え方があ

るのかといったより抽象的な問題について考えてみることにする。つまり具体的な現象から理論的な

問題へと考察をすすめていこう。

回 テ 一 マ 内　　　　　　　容
担 当　　　講
i所属・氏名）

師

乳児は、一般に母親との相互の社会的関係を
通して成長・発達をとげる。本章ではY胎生期

1 乳 児
の成長に続き、乳児期の身体・運動、知的機能、

贒ｮや性格などの発達的特徴を指摘し、それを
寺
（

田

東北大学教授
晃
）

ふまえて初期経験の意義と養育のあり方を考え
る。

幼児期の身体と運動、思考や言語などの知的
機能の発達、自我や自立心・道徳性の芽ばえ、

2 幼 児 性役割の学習、性格、遊びを中心とした対人関
Wの形成を述べ、幼児期とはどんな段階かを検

同 上

回し、家庭・保育所・幼稚園での指導問題を考

える。

学童期における身体ど運動機能、知的機能
（とくに論理的思考と知識、言語〉の発＝達、仲 寺 田 晃

3 学 童
間との相互交渉を通じての行動空間の拡大、性
�рﾆ道徳性・自我意識の発達などについて考 大 山 正 博

え、あわせて家庭、小学校の指導の問題点を指 （東北学院大学教授）

燃する。

青年期とは、いっからいつまでのことをいう

4 青 年
のか、また青年期の「発達課題」は何かについ

ﾄ概述する。
宮 川　　　　知
i放送大学教授）

彰

「精神発達」の過程では、新しい「能力」が
獲得されていくと同時にこれまであった「能力」

5 壮 年
が失われたり減衰したりする。壮年期では若き

冾ﾌ何が失われ、何が新たに獲得されるのだろ
同 上

うか。壮年の社会的責任との関連でこの問題を

考えてみよう。

20代以降、70～80才弾に到るまでに、我
々の記憶力、知能テストで測る知力等はどう変

6 老 年 化するのだろうか。記憶力は年と共に衰えると

ｾわれるが、具体的にどのような変化があるの

星

（放送大学助教授）

薫

か。多くの実験結果を概観する中で、考察して

みたい。

これまで6章にわたって人生三期の特徴を概

塾してきたが、本章は入生経過を全体として概

7 人間 と 人 生 観し、年齢の推移と共に変化する社会的な地位 宮 川 知 彰

と関係づけながら、人生経過に診ける人格特・性

の形成・変化の過程を考えてみよう。
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’回 テ　’一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

発達心理学について、ヨーロッパ特にドイツ

とアメリカとでは、異なった視野・観点をもつ

8 発達心理学とは ているように思われる。この点を紹介するとと 宮　川　知　彰
もに、発達心理学はいかなる科学であるべきか

について考えてみる。

進化の過程に酬いて、いかにして心理が発生

9
動物に：論ける心理

ｭ達

し、また要素的感覚心理の段階から知覚的心理

ﾌ段階へと発展していったかを考察する。その

ﾛ動物の生活条件とそこに於げる動物の活動に

松　野　　　　豊

i東北大学教授）

留意してその心理発達を分析する◎

人間に固有の心理は社会的起源をもち、媒介

的構造をもち、意識性をもって働く、このよう

10 動物　と　人　間 な人間心理の生物学的前提は何であろうか、ま 同　　上

た人間の心理はどのような新たな生活条件と活．

動の下に生まれたのかを考察する。

哲学、教育学、心理学、さらに生物学や医学
など＼隣接する人文・社会於よび自然諸科学の

11 発達心理学のあゆみ 発展とあわせて、発達心理学が科学としていか
ﾉ台頭し、その体系を整えるにいたったか、今

寺　田　　　晃

日までのあゆみと問題点について具体的に検討
する。

一つの問題を解決するのには、その問題を解
決するのに最も適当した方法を創案しなければ

12 　　　　　　1ｸ神発達の研究法 ならない場合が多〉・。それで発達心理学の領域

ﾅも幾多の独特な方法が考案されてきた。本構
宮　川　知　彰

では、それらのうち基本的なものについて概説
しょう。

精神が発達するとはいったいどのようなこと
を指すのであろうか。そもそも「発達」は何か。

13 発達の理論 この問題について諸家の考え方を概観し、でき

､れば首肯しうる発達理論を選択するとともに、
同　　上

新しい発達理論の建設の可能性をも考えてみた

｢。

今日の子ども達には、「どうせダメだ」とい
う悲観的な「発達観、に囚われている者が多い

14 発達　と　学　習 のではなかろうか。本講では、発達と学習との 野　呂　　　　正
関連についての諸家の見解を概観して、「やれ （宮城教育大学教授）

ばできる」という積極的な発達観の形成に寄与
したい。

障害児とはどのような子どもか、その定義と
類型、診断・判断の技法を、医学・生理学、社

15 発達　と　障　害 会学、教育学などの知見を含めて総合的に解説 大　山　正　博
する。
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＝発達心理学H＝（TV）

〔主任講師　宮川知彰（放送大学教授）〕

全体のねらい

　入間の心理一行動は、一般心理学では、感覚・知覚・記憶・思考・言語等々というふうに、要素的

：な領域にわけて考察されている◎発達心理学nでは、これにならって、人の心理一行動の発達を、上

記のような要素ないし領域ごとにみてゆき、教育において発達心理学の果すべき役割について考えて．

みたい。

回 テ　　　一　　　マ ・内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

入の身体とその運動能力の発達過程や性的成熟

1 身体の発達
の過程を概観し、あわせて「発達加速現象」につ

｢て考えてみる。 宮　川知彰
（放送大学教授）

人間の知覚や記憶の機能がいかに形成され、そ

の後それがいかに変化していくのかについて考え
2 知覚と記憶の発達 てみたい。 星　　　　薫

（放送大学助教授）

動作を伴うこと准しには困難な問題解深から視
点が「中心化」してしまう表象での思考～具体的状況

3 思考　の発達 に拘束される論理的思考を経て純粋に抽象的、演 野　呂　　　正
繹的に展開できる思考へと発展する思考の発達特 （宮城教育大学教授）

徴を概観する。

信号体系の中での言語、話しことばと書きこと

ぱの発達、言語と思考との関係、言語の行動調整
4 言語　の発達 機能の諸問題について発達的に考える。 同　　　上

感情・情緒・情操とよばれる心理一回忌の形態

が発達するとはどういうことかについて検討して
5 感情の発達 「情操教育」のあり方を考えてみたい。 宮　川　知彰

動機づけとは精神的諸活動がどんな状態にある

6 動機つげ　と
ｳ授　・学習

ことをさすのかを説明すると共に、特に教授・学
Kが発達的にいか：なる動機づけの過程で成立する

ﾌか、ならびに内発的ないし外発的な動機づけの
寺　田　　　晃
i東北大学教授）

手だてを中心として、教授・学習の有効なあり方
について検討する。

入間は、基本的には、物の世界と人の世界とい
う交差する2つの世界の中で発達していく。ここ

7 物との交渉の発達 では、とくに、物の世界との関わりに焦点をあて、

qどもが、それをどのように支配していくかとい
野　呂　　　正

うことを発達的に考える6
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　＼　容 担当講師
i所属・氏名）

「社会性」とは何か秘また「社会性」の発達

とはどういうことかを検討して、その発達過程
8 社会性の発　達 のあるべきすが：たを考えてみよう。 宮　川　知　彰

人の世界、とくに、ここでは、「愛着と分離」

ということで特徴づけられる母子相互交渉に焦
9 愛　着　と　分　離 点をあて、動物研究の新しい知見をも参考にし 野　呂　　　正

ながら、その世界の中で、子どもがどのように
発達していくか、また、発達のつまずきについ
て考える。

物と入とが交差する典型的な世界としての遊
びの中で、子どもたちは、何を、どのように発

10 遊びと精神発達 達させていくかについて考える。 同　　　上

知能とは何か。知能の概念の変遷や知能測定
の方法とその限界、さらにさまざまな認知機能

11 知能と創造性 の発達を概観し、そのうえで創造性との関係を 柏　木　恵子
考えてみよう。 （東京女子大学教授）

学習の適期の問題を、とくに、ここでは、成

熟と学習との関係という点からとらえ、その中

12 成　熟　と　学　習 で、伝統的なレディネス観のとらえ直し、そし 野　呂　　　正

て新しいレディネス観の創造について考えてみ
る。

自己をどう認知し、自己像をどう作っていく

か、自己概念による人格形成、そして他律から

13 自己意識の発達と 自律への道すじと社会とのかかわりについて、 柏　木　恵　子
性格形成 概観する。

発達診断とは何かの定義と発達診断に関する
諸理論を説明すると共に、具体的に身体と運動

14 発　　達　　診　　断 機能・知的能力・人格・学力・適性などの精神

I諸機能の発達に関する測定と評価、ならびに
寺　田　　　晃

発達障害の臨床的な診断・判断の方法と技術、

問題点などについて解説する。

発達心理学ないし発達理論が「教育」にいか
なる点でどのような貢献をなしうるかま：た「教

15 発達心理学と教育 育」に貢献しうる発達心理学ないし発達理論と 宮　川　知　彰

はいかなる学問であり理論であるのかについて

みたい。
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　＝学習心理学＝（TV）
〔主任講師：小口忠彦（放送大学教授）〕

全体のねらい

　学習心理学が、人間にとって、どのような役割をしめるか、ということが全体としてのねらいになっ

ている◎したがって忌「家庭」、「学校」、「社会」がかかわっている。輿験：的研究、実験的事例など

をできるだけ多く取り入れるようにする。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

学習心理学に於ける「学習」とはどのようなご

とであるか、を中心として、学習心理学の役割や 小　口　忠　彦
1 学習心理学の概要 二二などを述べる。

（放送大学教授）

「学習」と「発達」とが、車の両輪として、相

互に補い合う相互補完性（相補性）のもとに成立
2 学習　と　発達 していることを述べる。 同　上

噂

学習には、意図的学習と偶然的学習とがある。

このことを、目標とのかかわりという点を中心と
3 学習　と　目　：標 して述べる。 同　上

学習には、望ましい方向への学習もあるが、望

ましくない方向への学習もふぐまれている。この
4 学習の方向 点を中心として述べる。 同　上

「条件づけ」ということによって、学習が成立

学習の成立（1） することを、古典的条件づけを中心として述べる。
5 ・同　上ρ

一古典的条件づけ一

「条件づけ」ということによって、学習が成立

学習の成立（2） することを、道具的条件づけを中心として述べる。
6 同　上

一道具的条件づけ一

認識弓造の変化によって、学習が成立すること

学習の成立（3） を述べる。・

7 同　上
一認知構造の変化一

一一 R30一



回 テ　　一　　　マ 内’，　　　　　　容 担当，講師
i所属・氏名）

「動機づけ」について、外発的動機づけを中心

8 学習と外発的動機
として述べる。 小　口　忠　彦

づけ． （放送大学教授）

「動機づけ」について、内発的動機づけを中心

9 学習と内発的動機
として述べる。

同　上

づけ

学習と「模倣」との関係について述べる。

10
学習と問題解決（1） 同　上

一模　　倣一

学習と「創造」との関係について述べる◎

11
学習と問題解決（2）

同　上

一創　　三一

学習と練習との関係について、特に重要な点を

中心にして述べる。

12 学習　と練　習 同　上

学習と「転移」との関係について述べる。

13 学習　と　転　移． 同　上

学習と「自己認知」との関係について述べる。

14 学習と自己認知 同　上

／帖

学習と個人との関係について、特に重要な点を

中心にして述べる。

15 学習　と　個　入 同　上

●
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＝＝ w習心理学の応用＝（TV）
　　〔主任講師：小口忠彦（放送大学教授）〕

全体のねらい

　学習心理学の応用として、学習指導、学習意欲、思考態力、人格形成（人間形成）、心理療法などの

諸問題についセ、要点を述べる。実験的研究、実験的事例などをできるだけ多く取り入れるようにする。

回 テ　　　一・　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
ｭ所属・氏名）

学習は、望ましい方向へ進むだけでなく、望ま

しくない方向へも進むので、「学習指導」全般に 、小　口　忠　彦
1 学習指導の概要 ついての概要と、「学習指導法」についての概要

とについて述べる◎ （放送大学教授）

学習意欲を高めるには、どのようにしたらよい

か。学習を、望ましい方向へ、しかも、自ら進め
2 学　　習　意　欲 るためにどのようにしたらよいか、について述べ 同　上

る。

人間が学習する場合、「思考」は重要な役割を

する◎しかし、その思考とは何か、その思考をの
3 思　考　　能　力 ぱすにはどのようにしたらよいか、について述べ 同　上

る。

論理的思考をのばすにはどのようにしたらよい

か、について述べる。

4 論理的思　考 同　上

新しいものをつくり出す創造的思考をのばすに

は、どのようにしたらよいか、特に注意すべき点
5 創造的思考（1） は何か、について述べる。 同　上

新しいものをつくり出す創造的思考をゆがめる

条件は何か、特に注意すべき点は何か、について

6 創造・的思考（2） 述べる。 同・上

有力な学習指導法としての「受容学習」とは何

か、について述べる。

7 受　容　学　習 同　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

有力な学習指導法としての「発見学習」とは何
か、について述べる。 小　口　忠　彦

8 発　見　学　習
（放送大学教授）

重要な学習指導法としての「役割演技」とは何

か、について述べる。

9 役　割　　演　技 同　上

重要な学習指導法としての「集団主義」とは何

か、について述べる。

10 集　団　主　義 同　上、

読書法、生活綴方などをふくめ、自ら自分の可

能性を開発しようとする学習指導法について述べ

11 自　己　　開　発 る。 同　上

誕生から老後にいたるまでの「生涯」を、エリ

クソンの「人生周期」を中心とし、学習指導法に

12 生　　涯　　学　習 ついて述べる。 同　上

誤りに自ら気づき、自らの力で直す。というの

が自己修復であるが、この誤り・は、人格（パーソ

13 自　己　修　復 ナリティ）にかかわることもあり、複雑になる。 同　上

この自己修復について、特に注意すべき点は何か

を述べる。

いわゆる心理療法を、学習との関連のもとで考

察する。

14 学習と心理療法 同　上

最近になって目立ってきた行動療法を、学習

（学習理論）との関連の庵とで考察する。

15 学習と行動療法 同　上
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一　認　知　　と　思　考＝（TV）

〔主任講師： O川大舞礎三三）〕

全体のねらい
認知あるいは認知心理学は、人間の複雑な行動の背景にある内的過程に深くかかわりをもつ。，ζの

内的過程は、これまで大きな影響力をもって匝た行動主義が、㌦プラジクボックメとして検討をさけた

点である◎20世紀後半に至って、情報理論やコンピューターの開発と普及の影響を受けた心理学は、

認知に対する関心を強めてきた。このような流れの中で、本講は次のような項目により説述される。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講・師
i所属・氏名）＼

1 認　　知　　と　は

　まず、認知あるいは認知心理学の歴史的展開から述べる。とくに、1950年代以降、情報理

_、機械システム的考え方、コンピューターの
J発と普及等の影響のもとに、入間を情報処理
ﾌとして類比的に：みるようになった最近の認知
S理学の動向について述べる。

中　川　大倫
i放送大学教授）

2

刺激の受容とパタニン認知

　認知は刺激情報の受容から始まる（ボトムアップ処理）。しかし、パターン認知の成立には、経験、知識、動機等の要因の参加が大きな役割をもつ（トップダウン処理）、情報のボトムアップ処理とトップダウン処理の相互作用を中心として、パターン認知を述べる。

同　上

3 記憶の過程1

　入力情報は保存される。これが記憶である。記憶の過程は認知に大きくかかわりをもつ。その記憶の過程に：つき、モデルを手がかりとして述べる。まず、入力情報が極めて短い時間保存される感覚記憶につき、視覚、聴覚の領域からその特性について述べる。

同　上

4 記憶の過程H

　記憶の過程の中で、比較的短い時間経過中に大部分衰退する記憶がある。この種の記憶が短期記憶といわれる。この短期記憶の容量、その衰退過程、その衰退防止のためのコントロール

??A短期記憶とワーキングメモリ、さらに、視
oコードと聴覚コードの関係等について述べる。

同　上

5 記憶の過程皿

　記憶の過程の中で、比較的持続性の長い記憶
ｪ長期記憶といわれる。ここでは、短期と長期幽記憶の関係、長期記憶の永続性、長期記憶と構

｢、意味的記憶とエピソード記憶、超記憶、証

ｾの問題等について述べる。

同　上

6

　　　　　　　　　ヌ㌦

L憶の過程1＞

　記憶きれた情報は検索され利用される。この

沚�ﾟ程について説かれた幾つかの埋論につい

ﾄ述べ、また、記憶情報の衰退と忘却、記憶と

ｮ機、記憶め改善についてふれる。’
同　上

7 記憶　と　概念

　我々は、多くの言葉の意味を知っているが、これは言葉の意味を「記憶している」というこ

ﾆに：他ならない。言葉の意味は、実に膨大な量
ｩら成るわけだが、この意味についての記憶
i意味記憶）に関する：最近の研究を紹介し、知
ｯの構造について考えてみたい。

星　　　　　薫

i放送大学助教授）
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

人が、読む・書く・話すといった手段によっ

て言語を自由に操れるのは、その背景に言葉に

8 記憶　と　言語 関する膨大な知識を記憶の中に：貯えているから 星　　　　　薫

である。この、知識構造研究の枠組の中で、言

語理解について考えてみよう。

言語理解の過程で、人は明言されたことだげ

9 思考　と　記憶

から、内容を理解するのでなく、明言されてい
ﾈい事柄を推論によって埋めていくことで、理
��iめる。推論は、明言された情報と自分の
ｯ士齢半白ぎ蟹馨離藷さ孝各鍛安たどるのかをみていくことで、人間の思考過程 同　上

について考えていきたい。

イメージの特徴は何か。われわれはイメージ
の大きさ、形、角度等を認知することができる。

10 イメージと認知
では、イメージと知覚との関係はどうか。また、
Cメージと記憶の関係はどうか。イメージは記

中　川　大　倫

憶再生に有効であるといわれる。さらに、認知・
地図の問題にもふれる。

帰納的推論と演繹的推論における。人間が澄
　　、ｿいりやすい誤りを中心に：、その背後の心的プ

11 推理　と　理解
ロセスについて説明する。また、日常言語に診
ｯる推論にも焦点をあて、会話を通した推論の
Xキーマやスクリプトなどについても論じる。

佐　伯　　　絆

i東京大学助教授）

人工知能との関連にもふれる。

問題解決過程の研究の歴史、とくに、方略研
究から知識表現への移行を説明する。具体的に

12 問題解決と理解
は、算数の文章題理解、計算、などの誤解やエ
堰[の分析から、物理の単純な問題の中にふく

同　上

まれる日常生活的知識との関連を中心に：、最近
の認知科学の成果を紹介する。

ここでは、事象の認知に澄ける個人差の問題

13 認知の個人差
を取り上げる。とくに：認知スタイルなどを中心

ﾉして個人差の生じる諸次元について考察する。
山　口　　　勧

i東京大学助教授）

ここでは、とくに社会的事象や入についての

認知がどのように行なわれるかを考えることに：

14 社会的認知 する。対人認知・社会的認知のバイアス・認知 同　上
’ の斉合性などについで解説する。

認知に代表される人間の高次情報処理機能は

15
認知のコンピュ・一

Oーシミュレ／一シ
㏍唐ﾆ人工知能

きわめて複雑な構造的特性を備えているので、
ｻの研究のためにコンピュータ上に模型を組み、
Vミュレーションを行なうような人工知能的方
@が有力な手段となる。2、3の例をあげて入

戸　田　正　直

i中京大学教授）

門的解説を行なう。
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　　　　　　　　　　　』＝人間関係論＝（TV）

　　　　　　　　　　〔主任講師：三隅二不二（奈良大学教授）〕

全体のねらい

　人間関係の三つのレベル、則ち対人関係、集団・組織、文化のうち集団・組織に重点を叩く。集団，

力学として、集団規範の形成、同調と逸脱、競争と協同のダイナミマクス等、又、組織の人間関係と’

して、小集団活動、リーダーシップ．意思決定について述べる。実践面としては教師のリーダーシヅ

ブ、事故災害予防と人間関係に及ぶ。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）、

1．はじめに人間関係ありき

1 人間関係の科学
　覗こころ勢の発生／自己の他者

Q．新日本人と人間関係 三　隅　二不二
欲求体系の中心転換／新日本人の誕生／同座欲 （奈良大学教授）

求と周辺欲求／これからの人間関係／行動科学

1。対人関係と利得

2 対　　入　　関　係
利得関係／利得行列の変換／公平の原理

Q　対人間関係の発生と抑制条件 同　　　上
援助行動／責任分散仮説／不安と対人関係

1．家族関係への新しいアプローチ
家族心理学とは／レヴィンの先駆的考察／研究の歩み

3 家族の入間関係 2　ファミリー・カウンセリング 岡　堂　哲　雄
家族関係のダイナミックス／家族危機／家族アセス

＜塔g／基本的な前提／援助の4段階
（文教大学教授）

a　家族教育～家族への心理一教育的方法

1．入間関係の基礎科学と実践科学
グループ・ダイナミックス／民主型指導ど專一型指導

4 グループ・ダイナミックス 2．実践科学としての集団行動学　　　　　．
W団治療学／感受性訓練 三　隅　二不二

a　総合集団科学としてののレーブ・タ冨ナミヅクス

4　集団科学のパラダイム

わが国での研究

1．個人主義と集団主義　わが国の研究
2．同調行動の生起ミノレクラムらの通行人の実験

5 伺　調　と　逸・脱 a　知覚判断に於ける同調
@シェリフによる「自動運動」実験 同　　　上

4．個人に対する集団圧力
アヅシュによる矢［覚判断の実験／集団としての同調機能

6 競争　と　’協　同

1．競争と協同の概念2．競争と協同一集団内競争と集団間競争3．ゲーム場面を通しての競争と協同一

oDゲーム4．小集団協同学習と偏見の低減：ジグソー

古　畑　和　孝

i東京大学助教授）

7 偏　見　の　心理

轡／隻品品易義魑灘1画論縫
喆纉?黷遠蛛G輔禽龍ジー時代のマイノリティ

白　井　泰　子

i信州大学助教授）
♂

5．偏見の解消をめざして
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 リーダーシップ

1．はじめに一人物よりも行動様式2．リーダ「シップ
ﾌタイプ分け冒慣用類型の限界／リ「ダーシップP酸概念／リーダーシヅブPM4類型／リーダーシップPM論の実験／PM

^が最上／実験の結果／Mでは期待に答えられない／PM型効果はPとMの相乗作用／PM行動と創造性

^達成動機の高い部下が高度めリーダーシップを求め
驕B・

三　隅　二不二

9 意　　思　決　定

1．個人の意思決定一ジャニスとマンのモデル

＝@集団の意思決定
W団決定法／組織における参加的意思決：定／複雑：な

Q加の効果／勢力格差と参加／参加的意思決定が適
№ｷる状況

同　　　上

10 職場の人間関係（1）

1．はじめに　2　近代的組織としての官僚制
Cンパーソナルな人間関係
R．小集団の発見
zーソン工場での疲労実験／小グループの連帯意識
SL　ビューーマン・リレーションズの時代

c奄茶求Eサーベイ／職場満足度の2つの要因／職場小

W団の連帯感が活力源泉

同　　　上

11 職場の入間関係（2）

1．職場に論けるリーダーシップの研究

謌齔?ﾄ督者行動の2つの研究
Q．職場でのPM行動を測る一測定の「ものさし」を
ﾂくる／先入観なしの質問項目収集／P行動・M行動
ﾌ測定尺度／PM4類型への分類13．　PM4類型を吟味
ｷる一PM類型と仕事満足度’4．　PM類型とチーム・ワークーPM類型と集合会合／PM類型と精神衛生

同　　　上

12 教師と児童・生徒
ﾌ人間関係

1．はじめに一新しいインセンティブ・システム

Q．教師のり一ダーシヅブー一教師のリーダーシヅブ測定項目
^教師評定の測定結果3．中学教師のリーダーシヅブ

S．り一ダーシップ（指導力）評定尺度の妥当性

T．調査の結果

同　　　上

13 災害・事故と入間関係

1．はじめに2自然災害と人間関係3．緊急事態の
梶[ダーシヅブ4緊急脱出時の避難誘導法一指差誘導
@／吸着誘導法／吸着誘導法の有効性級着誘導法の避
?U導：Z卸重ス僑導者と避難者の人数比による制約／
w差誘導法と吸着誘導法の併用の有効性5．人為災害・事故予防の集団決：定一バス運転士の事故防：と集・’

閧U．集団決定の効果7．その後のアク均ン・捗』チの展開

同　　　上

14 ゲーム理論と人間関係

1．実験ゲーム研究一マトリヅクス・ゲーム
Q．ディレンマ。ゲームーマトリヅクス型ディレンマ・ゲームの

ﾀ験／ディレンマ・ゲー・ムの方略構造／個人合理性／社

?Iディレンマ／集団合理性
R．ディレンマ・ゲーム研究の展開一競争性の発達／木こ

閭Qーム

戸　田　正　直
i中京大学教授）

15 日本人の入間関係

1．第一の特色　2義理人情一義理人情スヶ一一レ／義

攝l情という考えの筋道
R．中間的な回答　4．人間関係をさぐる諸方法
v量的方法／文化人類学的方法／その他の方法

林　　　知己夫
i放送大学教授）
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　　　　　　　　　＝パーソナリティ論・＝＝（TV）

　　　　　　　〔主任講師こ小口忠彦（放送大学教授）〕

全体のねらい
　心理学におけるパーソナリティ論で、解決を求められていたのは、従来としては、「知能＋性格」

としての「よせ集め」の点であった、とまとめることができる。

　この点を中心として、解決の方向づけを試みたい。

回 テ．　一一　　マ
内　　　　　　　容　　　　　　　、 担当講師

i所属・氏名）

1 パーソナリティとは

1　人間のこころ

Q　パーソナリティの翻訳

R　パーソナリティの定義

S　パーソナリティの研究

小　口　忠　彦

i放送大学教授）

2 生産性と防衛性

1　生産性一防衛性という側面

Q　生産的方向

R防衛的方向
S　開いたこころ。閉じたこころ

同　　　上

3 社会化と同　化

1　社会化一同化という側面

Q　時間的変化

R　場面的変化
S　病；理現象

T　適応範囲

同　　　上

4 正常と異常　　1

1　異常の状態

Q　異常の根拠

R　異常から正常へ 同　　　上

5 正常と異常　　∬

1　正常の状態

Q　正常の根拠

R　正常と成熟

S　正常の段階

同　　　上

6 自　己　　修　復

1　自己修復

Q　自己修復の異常

R　自己修復の正常

S　自己修復の限界

同　　　上

7 自　　己　　実　現

1　心理学の弱点

Q　心理学的研究

R　自己実現 同　　　上
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回 テ　　　・一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1　自己と自我

2　決定主義

8 自　　　　　　己 3　上昇傾向 小　口　忠　彦

4　自分を知る

1　集団のパーソナリティ

2　基本的人格

9 ＝基本的二三構造 同　　　上

1　方法論

2　類型論

10 人　格　　類　型 3　特性論 同　　　上

4　価値観

1　人間の本性

2　創造性

11 性　　　善　　　説 3　集団の力 同　　　上

1　性悪説

2　死の本能

12 性　　　悪　　　説 3　欲求不溝口攻撃仮説 同　　　上

4　犯　罪

1　非性悪説

2　ロジャーズの立場

13 非　　性　　悪　説 3　マズローの立場 同　　　上

1　矛　盾

2　矛盾の根拠

14 矛　　　盾　　　説 3　矛盾説 同　　　上

1　人格心理学

2　心理学の領域

15 人格心理　学 3　心理学の総合 同　　　上

■
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　　　　　　　　＝臨床心理学＝（R）
　　　　　　　〔主任講師：村瀬孝雄（立教大学教授）〕

全体のねらい

　1．異常心理学の全体像、基本的考え方、澄よびそれらとの関連においてとらえられた代表的病理

と現代的病理について述べる。　2．上述のような諸病理に対して、．心理学的な援助・介入の考え方

と技法およびその成果について紹介と考察を行う。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 異常心理学の全体
怩ﾆ基本的な考え方

臨床心理学の定義に触れ、次に主・要：な特性につ

｢て簡単な解説を試みる。①対象は広義の心の
s健康、不適応など広範囲におよぶ②実践的技
p学③臨床的態度④体系性はゆるやか⑤学術的
ﾅあり文化拘束性が高い。臨床家の役割と貢献
氓謔ﾑ臨床心理学の歴史について短く述べる。

村瀬　孝　夫
i立教大学教授》

2
a　神経症圏の中
@　の中心的病理
a@犯罪心理学

神経症の定義と下位分類、診断と治癒の実際に

ﾂいて：対人恐怖とヒステリー患者を例に用い

ﾄ解説するとともに、不安、防衛、自我の強さ、

ｫ格障害の概念と反社会的性格、精神鑑定の実

ﾛについても述べる◎

福　島　　　章

i上智大学教授）

3
精神病圏の代表的
ｸ神病理とぐに精
_分裂病と躁うつ
aの心理

精神病についての最も基本的な理解のための解

烽�sいあわせて、精神分裂病と躁うつ病の精

_病理、分裂病者、躁うつ病者への対応に際し

ﾄ留意すべき心理学的配慮についても解説する。

吉　松　和　哉

i東京都精神医
w総合研究所）

4 臨床心理学的アセ
Xメント（1＞

臨床心理学の立場から病理的現象と病者に対し

ﾄ行う援助的介入を展望するとともに、アセス

＜塔g（評価、査定）について、その本質と目

Iを中心に、総論的考察を示す。

村　瀬　孝　夫

5 臨床心理学的アセ
Xメント（2）

アセスメント面接の目的と特異性、面接にあ
ｽっての留意点、初回面接の重要性と実例解説

�ｵ、さらに臨床面接の信頼性と妥当性につい

ﾄも述べる◎

同　　　上

6 臨床心理学的アセ
Xメント（3）

臨床心理検査法をその特殊性を中心に概観し

ｳらに、検査法の分類と評価、活用上の留意点

ﾆ戦略について解説する。 同　　　上

7 臨床心理学的アセ
Xメント（4）・1

ウェクスラ旧式知能尺度の基本的考え方と特性

�qべるとともに、この検査の解説と実用性に

烽ﾓれる。また質問紙の一般的特質、効果と限

E、代表的な質問紙検査（YG、　MP　I、G｝iQ＞に

ﾂいても解説する。

伊　藤　研一
i大正大学講師）
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 臨床心理学的アゼ
Xメント（4）・2

投映法の特質と分類を解説するとともにかとく

ﾉその代表的技法としてロールシャヅハ法および

�ﾘ描画法（バウムテスト》の説明をし、実例を示

ｷ。

村瀬　孝　夫

9 臨床心理学的アセ
Xメント（5）

アセスメントの解釈とは、仮説をつくり上げる

ﾍであることを説明し、この仮説と現実との交

ｬ、総合的所見の重要性と困難性検査報告につ

｢て解説する。

　　同　　　上

^

10 心理療法とは何か

原点としての精神分析療法を粗描した後、心理

ﾃ法の一般的条件と諸種の立場を、4つの流れ
ﾉ大別して概観するとともに心理療法の典型的

ﾟ程について、一つのモデルを示して解説を行

､。

同　　　上

11 精　　神　分　析

精神分析のもっとも基本的な人間理解の特質と・

ｵてぐ無意識仮説、心理・性的経験の重視、幼

刳冾ﾌ重視をあげて解説し、次いで、この療法

ﾌ技法と過程について、実例に即して説明する◎

同　　　上

12 来談者中心療法

アメリカ生まれのいくつかの立場では、現在の

｡療者、患者関係を生きるζと、それ自体をも
ﾁて治療的とみなし：た。治療者の提供する成長

｣進的態度について述べるとともに個人が自己
ﾌ内的な体験過程にフォーカスする技法を用い
髣ｧ場の解説もする。

同　　　上

13 行　　動　　療　法

行動主義心理学の立場から、完全に客観的にと

轤ｦられる行動を、学習心理学の実験：的成果に

烽ﾆづき、強化やモデリング等の技法を用いて

ﾏ容しようとすることを解説する。

小　林　重　雄

i筑波大学教授）

14 森田療法と内観療法

日本で生まれ発展してきた全く独自の治療法が

X田療法と内視法であり、この両者のよって立
ﾂ人間観や、目指す治療像は、基本的共通性を

烽ﾂが、具体的手続きは全く対照的である。こ

黷轤ﾌことについて、ややくわしく解説する。

村瀬　孝　夫

15 社会心理学的接近
ﾆ臨床心理学

異常心理の改善には、治療者と患者間の一対
黷ﾌ関係を活用するだけでなく、集団が成員に

氓謔ﾚす強力な影響力を活用する立場や技法が

ﾟ年急速に発展してきた。これとは別に、生態心理

w的観点からの環境調整などについても説明する。

　山　口　　　勤

i東京大学助教授）

ｺ　瀬　孝　夫
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　　　　　　　　＝カウンセリング＝＝（R）

　　　　　　　〔主任講師：佐治守夫（東京大学二名養教授）〕

全体のねらい
　カウンセリングについて、その基本的な理論と、実践上の技法を学ぶことを目標とする。そして

歴史的な過程をも含めて、今までの著名な理論家達の考え方を紹介し、同時にカウンセラーの態度

実践上の倫理的問題、社会からの要請、訓練の方法などにもふれる。事例を適宜、捜入することで
理解をふかめる。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

カウンセリング、心理治療、さらに広ぐ、人間
援助の方法を概観し、このような領域が現在ま 佐　治　守　夫

1 カウンセリングと すます注目されつつある状況を考える。家庭内 （日本・精神技術研究所

は何か（序論） の問題、子どもの発達と教育にかかわって、学 ・心理臨床センター所長）

校での問題、職業、職場にかかわる問題などな
ﾇQ事例α）、登校拒否

（東京大学名誉教授）

カウンセリングの定義は、後にのべる様々の理

論によって微妙なちがいがある◎ここでは、か
2 カウンセリングの なり包括的に、今日通用している定義について 同　　　上

定義（1）
のべる。

カウンセリングの定義（1）をふまえて、様々な立

場で特に強調される諸点をとりあげて評説する◎
3 カウンセリングの カウンセリングは、そのように立つ、パーソナ 同　　　上

定義② リティ理論と切りはなせないこと、人間の成熟、
健康についての考え方と密着していることもの
べる　事例（2＞

“

4 望ましい特殊な対 同　　　上
人関係

藩府精神医学め黎明とその展開。フロイト精神

分析が生まれるまで
5 心理療法の展開（1） ・メスメルと動物磁気術 同　　　上

・シャルゴとジャネーその後の展開

プロイェルBreuer　J。の除反応（Abreaction）

の理論とフロイトFreud　S。
6 心理療法の展開（2γ 。フロイトの基本的理論 同　　　上

・自由連想法

フロイトの基礎的な発見とその理論
・抵抗と照隠

7 心理療法の展開（3γ ・不安と防衛 同　　　上

・性的衝動

・精神力学
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

・フロイト補遺

・・ユンクCarl　Gustav　Ju㎎・1875～1961：ユンク
8 フロイト以後の展開（1）

のコンプレックス自我と自己ego　selfと真の自 佐　治　守　夫
一特にユZクを中心として 我real　self　。全体的自己Who驚self

・投影及びその他の症状・集合的、普遍的無意識

・ユンクの精神療法

・新フロイト派（Neo一：Freadian》

9 フロイト以後の展開（2）
同　　　上

10 ロジャースの貢献 同　　　上
一クラインニス中ノ心療法一

・治療によるパーソナリティの変化

・変化したパーソナリティの特徴
11 ロジャースに澄け ・パーソナリティ変化の条件の検討 同　　　上

る治療関係の意味：

この理論で取りあげられなかったもの
ロジャースにおけ 轟

12 る治療的変化の仮 同　　　上
説と理論の特徴

事例を取りあげる意味と、その際の注意につい

て

13 治療的面接（カウン ・事例の概要 同　　　上
セリングの実際（1） ・最初の面接に至るまでの接触の重要さ

・第1回目の面接、沈黙と砂場の作品

第1回目の面接、沈黙と砂＝場の作品

・2回目以降のサボテンの意味ある出現

14 治療的面接（カウン ・3回目から5回目のキャンセンまでサボテンを通 同　　　上
セリングの実際（2） ．じての関係のふかまりと、その結果としての治療者

介入の失敗・5回目のキャンセルをめぐって

クライエントの陰性転移感情、両向性感情にど

のように共感し、対応することができるか、あ

15 治療的面接（カウン わせて治療者の反対転移について 同　　　上
セリングの実際（3）
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　　　　　　　　＝＝深層心理学＝（R）
　　　　　　　〔主任講師：織由尚生（放送大学助教授）〕

全体のねらい

無意識の構造に関する講義を澄こなう。この際講義内容が単なる知識としてでなく、生き：た体験と

して身につくように配慮する。深層心理学の二大潮流であるフロイトとユングのうちで、主としてユ

ングの学説に従って話を進めるが、フロイトの説との関連性にも留意する。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講L師
i所属・氏名）‘

フロイトとユングがいかにして無意識の存在に

1 無・意識の心理学
気づくようになったか。その研究史について述

ﾗる。 織，田　尚　生
（放送大学助教授）

自我の機能、さらには自我がコンプレヅクスの

存在によっていかに強く影響を受けるかを考え
2 自我とコンプレックス る。 同　　　上

コンブレヅクスが解消される過程について、心

理療法の実際に触れながら解説する。
3 コンプレックスの解消

同　　　上

深層心理の内容と密接に蘭回し、また重要な機

4 イメージと象徴
能をもつイメージと象徴について、例をあげて

lえる。 同　　　上

無意識の生み出したものである夢を取り上げ、

5 夢とその特性
そのさまざまな感化について検討する。

同　　　上

心理療法の技法としての夢分析について、わか

6 夢　の　分　　析
りやすく解説する。

同　　　上

親のイメージを検討することによって、普遍的

7 父と母の原　型
無意識とその内容である元型について述べる。

同　　　上，
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回
　’

e　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属軌氏名）

個人の心理のみならず集団の心理を理解する場

合の鍵概念になる。影（shadow＞の問題を論じ

8 影　の　心　理学 る◎ 織　田　尚　生

ユングのペルソナという概念を取り上げて、入

間の外的澄よび内的適応について検討する◎
9 ペルソナとこころ 同　　　上

人間の心理的な成長のために、心の中の異性（ア

ニマとアニムス）の発達が大切であることを述べ

10 心の中の異性 る。 同　　　上

意識の中心をなす自我が、無意識の深層から自

己によって統禦されている点を論じる。

11 自　我　と　自　己 同　　　上

ユングの考えた心の成長過程である個性化につ

いて解説し、心的危機に澄ける布置と共時性の

12 個性化と　布置 問題にも触れる。 同　　　上

深層心理学と文化人類学（象徴人類学》や比較

宗教学との学際領域の問題として、イニシェー

13 イニシエーションと ションと心理療法どの関連性にづいて論じ、さ 同　　　上

コスモロジー らに内的なコスモロジーの意義にも言及する。

三型的モチーフの表現としての神話と昔話の重

要性について述べ、前章について心理療法とコ

14 神話と昔話の心理学 スモロジーとの関係を研究する。 同　　　上

ユングの分析心理学の視点から、日本人心性、

特にその集団志向性と中心志向性について述べ

15 日本人の深　層 る。 同　　　上
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　　　　　　　＝文化と精神発達＝（R）
　　　　　　〔主任講師1小［コ忠彦（放送大学教授）〕

全体のねらい

　精神発達は、文化によって影響されるが、その文化は、逆に、精神発達によって影響される、とい

う仕組みになっているるこうし：た仕組みを前提にし、精神発達の望ましい発展についての考察を試み
る。

回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1　文化の存在
2　文化と文明

1 文化とは何か 3　文化の向上 小　口　忠　彦

（放送大学教授）

1　構造的側面

2　機能的側面
2 文化D機能性と構造性 同　　　上

1　労働と余暇

2　ユーモア
3 文化の生産性と防衛性 同　　　上

1　共感の基礎

2　創造の機能
4 文化の特殊性と普遍性

同　　　上

1知性と徳性
2　自由・平等・博愛

5 精神発達1 3　個癖主義と集団主義 同　　　上
一人類の立場

1　長所と短所

2　矛盾と解決
6 精神発達耳 同　　　上

一日本入の立場

1　個人と人間

2　人格的活力
7 精神発達皿一個入の立場

3　人間の生涯 同　　　上
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回 ’テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1。思考様式

2　言語体系
8 未開社会と精神発達 3．前論理的 小　口　忠　彦

4．未開心性

驚

1．社会状況

2　精神状況
9 文明社会と精神発達 3．精神発達 同　　　上

1．人間の能力

2．自分と仲間
10 乳幼児期と文化 3．素質と環境 同　　　上

1．青年文化
2青年期の根拠

11 青年期と文化 3．青年期の問題 同　　　上

1．高齢化社会

2．生きがい
12 老年期と文化 3．新しい文化 同　　　上

1．特殊な生産性

a　日本的準拠枠
13 欲求と文化・1 同　　　上

1．文化と笑い

2．人間と笑い
14 欲求と文化・皿 同　　　上

1．人間の問題：

2．正常の問題
15 文化の模倣性と創造 同　　　上
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　　＝乳幼児の健康と心理＝（TV）

〔主任講師：平井信義（大妻女子大学教授）〕

全体のねらい

　児童学p6dologyの立場、子どもを心理学、；教育（保育）学、保健学、文化論、障害児論（精神衛

生）などさまざまな分野から研究しながらそれらを総合する立場から、とくに子どもと直接触れ合う

なかで．子どもかち学ぶ（禅の言葉：三尺の童子を拝す）姿勢で研究したわれわれの成果を中心に、

からだと心の問題を講ずる。

，回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
人格形成の理論と

?ﾔ関係

　発達的観点と教育的（治療教育的）観点に立
ﾁて人格構造論罪よび形成論を総括し℃みると、

ｩらだは心の環境であり、心すなわち人格は自
ｭ性と自己統制の能力を柱にしており、後＝者は

vいやり（共感性）が育つことによって形成さ
黷ﾄいるという結論に達した。

　平　井　信　義

i二二女子大学教授）

2

自発性（とくに：意

~1の発達と育児・

ﾛ育

　自発性の発達に伴って意欲がさかんとなり、いきいきと遊ぶ子どもになるが、そのためには、いたずら（探索活動）、澄どけ・ふざけ．反抗、

ｯんかなどが大きな意味をもっているが故に、

ｻれらを抑圧しない育児・保育をいかに実現し
ｽらよいかを論ずる。

同　　　上

3

共感性（思いやり）

ﾌ発達と育児・保

　思いやり（共感性）とは．相手の立場に立っ

ﾄ相手の気持を汲む能力であるが、それは、大
l（とくに・母親）から思いやりを受けることに

謔ﾁて発達する。それ故に．いかに思いやりの
?髟齔eになるための努力をしたらよいかを、
邇凵E保育の具体性の中で述べる。

同　　　上

4

言語発達・社会性

ﾌ発達と育児・保

　言語発達には個人差が著しぐ、それは素因に
烽ﾆつく面もあるが、乳幼児期の母子関係と密
ﾚ：な関係がある。また、社会性には友人関係の

ｭ達と生活習慣の自立があげられるが、前者は
譓盾ﾌ安定と自発性の発達と密接に関係してい
驕B後者は、決して急がないこと。

同　　　上

5
知的発達と育児・

ﾛ育

知的発達には個人差が著しく、それは素因に：

謔髢ﾊもあるが、発達速度が関係していること
�l慮すべきである。知能テストによって測定
ｵようとする試みもあるが、誤りを犯しやすい。
ﾜた、知的な面を優先させて育児・保育をする
ﾆ、人格形成のゆがみを作る。

同　　　上

6

身体発育・運動機

¥の発達と養育・

ﾛ育

　身体発育には個人差が著しく、それは栄養の
�盾ﾉよることもあるが、多くは素因にもとつ
ｭから、良否の評価は慎重で：なければならない。

ﾜた、運動機能の個人差は運動の機会が十分に
^えられているかどうか、困難に挑戦する意欲
ｪ養われているかどうかと関係する。

同　　　上

7
家族関係と育児・

ﾛ育

　家族関係は、子どもの人格形成に：及ぼす影響
ｪ大きく、夫婦関係が調和しているふ否かが母

eの育児を左右するし、さらに年寄勢が同居し
ﾄいる場合には、姑嫁の関係が母親の育児に影
ｿする。また、年寄りの孫に対する態度も、人
i形成を左右することがある。

同　　　上
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
集団保育一幼稚園

ﾆ保育所

　集団保育の中で、とくに幼稚園と保育所の問
閧�謔闖繧ｰ、両者のちがいを述べ、とくに保
逑燉eや方法について、子ど竜の自発性《意欲）

ﾆ思いやり（共感性）とを育てる望ましい保育
ﾉついて述べ、さらに小学校教育との相違につ
｢て明確に：する。

平井　信　義

9
児童福祉の理論と

ﾀ践

　児童福祉には．健全育成の面と、心身に恵ま
黷ﾈい子どもに対する保育・養護の面とがある。
ｻのための施設於よびその運営と理論的背景に
ﾂいて講ずる◎な澄．世界で最も理想的養護施
ﾝであるSOS子ど亀の村での実践とその考え
福�ﾐ介する◎

同　　　上

10
児童と環境、自然

ｶ化財・社会環境

　児童を取り巻く環境．とくに自然．それに代
骼剴ｶ遊園、文化機（遊具．玩具、TV．ラジ
I、絵本その他多数）について望ましいものを
ﾐ介するとともに、地域環境がどのように子ど
烽ﾌ心身の発達に影響を及ぼしているか、われ．
墲黷ﾌ研究を紹介する。

同　　　上

11

問題（こころとから

ｾ）の早期発見と
纓ﾃ・治療教育・
沁メi1）．

　心身に問題をもっている子どもには、弱視・
i盲・）児、難聴（ろう）児、言語障害児、肢体

s自由児、病虚弱児、精神薄弱児、情緒障害児
ﾈどがいるが、それらについて早期発見と早期
ﾃ育の現状について述べ．今後の療育のあり方
ﾉついて考想を語る。

同　　　上

12

問題（こころとから

ｾ）の早期発見と
纓ﾃ・治療教育・
沁~（2）

　とくに心に問題のある子どもについて、さま
ｴまな問題行動の原因と治療方法を述べ、とく
ﾉ人格形成上のゆがみが育児・保育によって生
ｶて澄り自発性の発達不全や情緒の不安定によ
驍ｱとを述べ、治療の方法としてとくに遊戯療
@を紹介する。

同　　　上

13
思春期問題から見

ｽ乳幼児期

　　　　　　一＿鳩@思春期以後の子どもの問題、例えば登校拒否、
w習意欲の喪失、神経症、心身症、自殺企図、

ﾆ出・非行などはすべて人格形成上のゆがみと
lえてよく、その萌芽はすでに乳幼児期にある。
ｻの早期発見と対策について述べ、予防するた
ﾟの育児・保育を考える。

同　　　上

14
文化人類学と国際

芒rから見た育児

　文化人類学は、とくに未開社会の研究によろ
ﾄ、親子関係や育児澄よび人格形成について、
L：富な提案を行ってきた。また、育児や教育に
ﾂいての比較も、わが国の育児や教育を考える
繧ﾅさまざま：な示唆を与えてくれた。それらを
ﾐ介しながら、今後の育児を考える。

同　　　上

15
乳幼児をめぐる

ｻ代の問題点

　現在、世界に：起きている子どもの問題のトピ
bクスを紹介する。例えば、アフリカなどの子ど

烽ﾌ飢餓状態、アメリカで増加している親に虐
ﾒを受けている子どもたち、欧米での育児法の
P80度の転i換、わが国にのみに多発している登

Z拒否：などについて原因を考える。

同　　　上
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＝児童の心理と教育＝（R）

〔主任講師　東 洋（白百合女子大学教授）〕

全体のねらい

　精神の発達と、教育論よび社会環境的弓要因との相互作用を概説し、知能、学力、情意に関し最近

数年間に急速に集積しつつある研究成果の分析に立って、発達と教育とに関する通説の若干を批判的

に検討する。特に知的発達と自我の形成の問題に力点を置き、心理学を勉強しようとする者に発達・

教育的視点を、又、教育に関心を持つ者に心理学的視点を提供することを目的とする。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

講座の導入として、子どもの精神発達につい 東　　　　洋

1
子どもの精神発達

�ﾇうとらえるか

ての概念。（特にそのさまざまな考え方につい

ﾄ）

（白百合女子：大学教授）

@永　野　：重　史

i国立教育研究所

第3研究部長）

activeな反応の発達、環境との相互作用、

道具への反応などの問題も含む。

2 最初の一　年 永　野　重　史
一

出生前後から子どもへの期待、母性意識の形

成、母子相互作用、愛着の形成、母親の仕事。

3 親　　　と　　子 東　　　　　洋

ジェスチュアや三三からどのように形式的な

面と機能的な面との両面に欺いて言語が発達す
●

4 言葉　の誕　生 るか。 永　野　重　史

知能とはどういうものか。その知能検査と意

知的能力、その概
味：。

5
念と最近の研究

東　　　　　洋

赤ちゃんと子どもはどう違うか。子ども時代

6
子ども時代の始ま

の発達課題。

永　野　重　史

イメージの世界、イメージによる思考。

7 表象能力の発達 向上
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回
　　　　　馬
e　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師

i所属・氏名）

言語乏思考、言語発達に論ける問題や異常。

8 言語　と　思考 永　野　重　史

表象的思考から具体的概念的思考を経て論証

9
論理的思考と知識

的な思考の能力が形成されるまで。

同　上
構造

自己中心性からの脱却、競争と協力、友達関

係のひろがり。

10 子どもと友達 東　　　　洋

社会は、その社会の成因としての行動の型を’

11
行動基準の形成と

ｭ達

各個入について形成していく。つまり社会化の

ｭきをもつ。この社会化の働きを行動の基準の

`成との関係で考えてみる。

同　上

依存から独立へ、心理的離乳の問題、児童期
，

の精神衛生。　　　　　　　　　　一

12 自　我　の　発達 東　　　　　洋

11、12歳（小五）の段階での論理的思考
力。発達や、社会関係、情緒面での諸問題

13 子どもから大人へ 永　三重　史

課題によって、その学習に適切な発達上の時

期があるという考え方の紹介と、それを教育上

14 教育　と　発達 どう考えるか。 永　野重史

すごやかな精神発達を助けるためにどういう

健康な精神発達を
ことをすべきか。 東　　　　　洋

15
たすけるために

永野重史
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＝青年の心理と教育＝（R）

　　　　　　　　　　　　〔主任講師：宮川知彰（放送大学教授）〕

全体のねらい

青年期が人生経過の中で　また人の精神発達に澄いて、どのような役割・課題・意義をもつかをさま

ざまな視点から検討し、青年のための教育がどうあるべきかについて考えてみる。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

青年期の開始期と終期とをどうとらえるか、青

青年期　と　は 年の心理行動は、児童や成人のそれに比べてどの 宮　川　知　彰
1

一一一 ﾂ年心理学 ような特徴的な性質をもつか、そして青年心理学

の課題一一 はいかなる課題をもつかについて考えてみる。 （放送大学教授）

青年心理学の 青年を個（会社）として把える立場と一般とし

て（特定の機能などを）算える立場がある。こう 久　世’敏　雄

2 研究法 した目標の違いによって、この方法論と方法は異

一その方法論と なっている。ここでは、その二つの立場と方法を （名古屋大学教授）

方法　一
解説し．さらに、個と一般（普通）についての問
闢_を考察する◎

青年期のからだ 身体的成熟（特に第二次性徴の発現）が青年の

3
と心

黷ｩらだとの出合

心理面にどのような影響を及ぼすのか。性的成熟
�ﾊして、青年がどのような問題に直面し解決し
ﾄいかなければならないのか。男の子・女の子か
迺j性・女性としていかに自己を確立していかな

　福　富　　　謹

i東京学芸大学教授）

いと性の問題一 ければならないのか。

青年期は、複数の進路可能性の中から、自らの
＝進　路　　選　　択 進路を決定していく時期でもある◎現代の日本社 片　岡　　　彰

4 一青年の発達
会というしくみの中で、青年達はどのように進路
�I択しているのか、青年期の発達課題とのかか （東北大学助手）

課題一
わのを通して、その実態と援助のあり方について
l察を進める。

青年が自我を確立し、主体的な自己であると努
反　　　　抗 力する過程で、青年の発達を阻害するかの如く青 佐　竹　宣　夫

5．

一一 l生・社会
年が認識する既存の権威に対して“反抗”するり

ﾍむしろ当然である◎青年の権利である健康な反 （芝浦工業大学教授）

と青年一
抗と青年の発達との関係を考えてみたい。

青年期に形成される友情は、われわれの生涯に
友情　と　仲間 とって極めて重要な意味をもっている。

6 一一ﾂ年と集団 青年の友情形成と青年の集団活動がどのように 佐竹　宣夫
澄こなわれているのか、それが青年の発達にとつ

活動一 て、どんな意義があるのかを考えてみたい。

青年期に澄ける人格形成にとって特別＝な重要性

青年の生活構造 を持つ活動として、学習と余暇をあげることが出 斉藤　耕　二

7 一学習と余暇
来る。多くの青年＝達が高等学校、大学に通う生活、

�翌ﾁている現在、学習と余暇はその生活の中心 （東京学芸大学教授）

活動一 となる位置を占めている5この二つの活動の意義
について考えてみる◎
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

ライフ・サイクルの変化．出生率の減少、’高学

帰化などによって女性の就業が増大している。し 江　川　　　亮

8 今日の女子青年 かし、雇用均等法が施行されても．雇用条件の性
差別が解消される見通しもない◎こうした就業講
｢の中で変動する女子青年の職業観．結婚観や性

（芝浦工業大学教授）

役割観などを考察する。　　　｛

いわゆる技術革新の進展のもとで．入間労働の
単純化．細分化、規制化が進行している◎その職

9 今日の勤労青年 場で．単調労働を強いられる青年たちの過酷なま 江川　　亮
での心理的・生理的負担の実態を明らかにすると
ともに、欧米に診ける‘6労働の人間化”の試みに
ついても触れてみたい◎

青年の精神病理 青年期には、精神内界の均衡を保ちながら澄と

1⑪ 一思春期心身症、
な社会に適応できる人格を形成していくことが期
ﾒされるが、体の急激な変化や環境刺激がストレ

中　村　雅　知

登校拒否、留年、

ｩ殺、性の問題一

スとして作用し非適応状態を招くことがある。こ
ｱでは、精神的な病理現象を通して青年の心理に
ﾂいて理解を深める。

（東北大学助教授）

青年のつまづき
　青年の非適応のもう一つの現れは、他者とのか
ｩわりの領域に黒いてである◎非行・暴力・いじ

11 一非行・暴力・ めには、活々たる生への意欲と他者への思いやり 中　村　雅　知
が失われている。ここでは、逸脱行動を通して、

いじめ一 彼らのつまずきと、これへの対処の仕方を考えて
みる。

青年の活動意欲
　現代の青年は、どのような物や事柄に価値を置

｢て行動しているのか。現代青年の「生きがい」

12 一「やる気」・「生 「価値意識」の実態を検討しながら、青年の行動 片　岡　　　彰

の源泉としての「やる気」「活動意欲」を考察す
きがい」の問題一 る。

青年文化論
現代社会では、青年達は、成人や子供達とは異

ﾈった、独自：な文化を持っている。この青年文化

13 一日本の青年馳・ の特質、心理的機能を検討して、青年期と社会の 斉藤　耕二

世界の青年一
関係について理解を深める。

現代の青年論
　さまざまな視点から展開することができるが、

ｱこでは、その基底となる青年心理の諸理論が講

14 　　　一■　黹Aイアンティテイ 成されてきた道筋として、生物学的、社会的、世 久　世　敏　雄
代的要因、さらに、コーホートと歴史の要因にふ

アパレルー、　etc一 れ、現代の青年論一アイデンティティ、アパレー
などについて述べる。

青年心理学と教育
　青年心理学の成立とその発展の歴史の中でこの

w問がこれまでの青年教育に澄いて果してきた役

15 一青年心理学 割を概観するとともに、今後のこの学問の使命に 宮　川　知彰

小史一
ついて考えてみる。
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＝障害児の心理と教育＝（R）

〔主任講師　寺田　晃（東北大学教授〕

全体のねらい
　障害児の教育は、人間の尊厳を問い教育の本質にせまるものである。本コースでは、前半に総論と
して、まずそうした障害児がどんな子どもなのかと診断・判断の方法、研究法を検討すると共に、後
半の各論では、障害の類型別に、心理の発達的特徴と教育の万法、・福祉の在り方などを一連に考え、
障害児への一般的理解を深める。

回 テ　　　一・　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

障害児とはどのような子どもか、その定義と
類型を主に心理学、社会学的、医学・生理学的

1
障害児とはどのよ

､な子どもか
な見地から総合的に解説する。障害児は、視覚
瘧Q、聴覚障害、肢体不自由、病弱、虚弱、知
¥、情緒、学業不振、重複障害の各子どもであ

寺田　　晃
i東北大学教授）

る。

障害児に対する学校教育の理念と目的（目標）、

2
障害教育の目的と

�j的発展

普通教育との関係、障害児教育の位置づけとの

ｻ状などを述べ、あわせて障害児に関する研究、

ｳ育（養護）一般の歴史的なあゆみについて論

同　上

ずる◎

障害児の病理（身体・諸器官、大脳ほか）、

3
障害児の研究の課

閧ﾆ方法

心理（認知、人格、情動ほか）．、教育（指導内

eと方法ほか）の各分野にわたり、従来の研究

ﾆその傾性を概括し、現下の障害児教育・心理
同　上

の研究の課題性を指摘する。

主に医学二・生理学、心理学の見地から、障害

4
障害の原因と診断

E判断

児の心身に関する病理と障害の一般的様相を述

ﾗ．かつ医学、心理学による測定・評価の方法
�燒ｾし、科学的：な診断の実際的技法と問題点

同　上

とを解説する。

発達とは一般にどんな機構と段階を経て展開

5
発達と障害（1）
ｭ達の仕組みと機能

するものなのかを個体発生の側面から検討し、

]来の発達理論を各種紹介すると共に、発達に

ﾎ処して障害がいかに位置づけられるものであ

同　上

るかを考察する◎

発達に：澄ける親の役割と意義、障害にかかわ

発達と障害（皿） る家庭的条件、学校教育の意義、学校での行動

6 障害児と家庭・学 状況などを考察をもとに、発達と障害の特に2 同　上

校診よび社会 次的な効果を述べ、家庭・学校での教育一般の

在り方を検討する。

：視覚障害児の身体、認知能力、学習能力、人

感覚障害論（1） 格、情動、社会的行動などを通じて、視覚障害

7 視覚障害児の心理 児の心理的、教育的な発達と特徴を概観し、医 同　上

と教育 学的所見をも加えて、主に盲学校教育の環状と

適切化を検討する。，
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

聴覚障害児（言語障害を含む）の身体と認知

8

感覚障害論くH）

ｮ覚障害児の心理
ﾆ教育、

能力，学習能力、人格・情動と社会的行動の各

ｭ達と特徴を把握し、主にろう学校教育の現状

ﾆ最適化を考えることにより、感覚障害論をま

ﾆめる。

寺　田　　　晃

V谷　　　守

主に医学・生理学、心理学の立場で、肢体不
身体・運動障害論（1） 自由児の身体・運動の能力の障害の特徴をとら 寺　田　　　晃

9 肢体不自由児の心

揩ﾆ教育

え、治療教育ならびに職業的リハビリテーショ

唐ﾌ現状と養護学校教育の最適化を考える。
村　井　憲　男

前章と同じ立場から、病弱児・虚弱児の身体・

身体運動障害論q） 運動上の障害特徴、心と身と発達：の相互関連性

10 病弱児・虚弱児の を論じ、健常な状態への復帰をふまえて、養護 同　上

心理と教育
学校教育の現状と指導の最適化を考察し、身体

E運動障害論をまとめる。

知能障害児の身体・運動の能力、認知能力、
精神発達障害論（1） 人格＝情動：ならびに社会的行動の障害特徴を述

11 知能障害児の心理 べ、小・中学での特殊学級、養護学校および施 寺　田　　　晃

と教育
設での教育・訓練兜養育の現状と指導の最適化、

ﾐ会適応等を論じる。L

自閉な傾向、登校拒否、施設症ほかいわゆる
精神発達障害論（の 情緒瞳害児の心身の諸特徴を述べ、学校教育で

大　山　正博
12 情緒障害児の心理

ﾆ教育・治療

の現状と、家庭教育を含めた指導の在り方、教

迹樺k等について考察し、精神発達障害論をま
（東北学院大学教授）

とめる。

学業不振澄よび学習障害の定義、診断類型を

学，力障害論　一 述：べ、心理的、環境的な側面からの特徴と不振
寺　田　　　晃

13 学業不振児の心理 の原因を指摘し、学校教育での教育相談を中心
仁　平義　明

と教育 とした指導の効果、適：切な措置の在り方につい

て論ずる。

障害児の福祉の理念、福祉行政を含む福祉の

14
心身障害児の福祉

ﾆ生活

構造、職員の養成などの形態を考察し、重症障

Qを中心どして、相談指導、通園指導・施設療

轣A収容保護ならびに統合教育などの実践的問．

寺　田　　　晃

蛛@山　正　博

題を、医学、心理学、教育学その他の分野から論ずる・

主に第7章から第14章までの各種障害型の特
徴を総括し、『“障害児”とは（そして“人間”

15 障害児教育の展望 とは）何か』を論及しつつ、障害児研究と教育 寺　田　　　晃

の意義ならびに障害児教育はどのようにあった

らよいかという今後の問題点を展望する。

一355一



　　　＝言語障害＝（R）

〔主任講師：内須川　洗（筑波大学教授）〕

全体のねらい

　ことばによるコミュニケーションは、人間が社会生活上不可欠の機能である。この講座は～この機

能に障害を示す人々の諸問題の理解を助けるよう言語障害学をやさしく解説した入門である。（1）言語

障害の概説、（2）発達と言語障害、（3）人間関係と言語障害、（4）聴覚と言語障害を主柱として、各種の言

語障害とその予防並に改善を論じた。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 言語障害とは

　言語障害とは何か。定義の問題をコミュニケー
Vョンの立場から考察する。それに＝基づき8種に
ｪ類し、それぞれの言語障害について、出現率、
瘧Qの特性・問題点に関する解説を行う。併せて
｡後15回にわたる講義聴講に関するオリエンテーションを兼ねる。　　　　　　　　　　　　　＼

●　内須川　　　洗

@（筑波大学教授）

2
言語障害の心理

@　　　　　と教育
同　　　上，

3
言語障害の生理

@　　　　　と病理 同　　　上

4 発達と言語障害

　総論の第3に、言語の特徴の別の側面、発達について考察し、障害の発生の基礎条件としてのスピーチ・レディネスについて述べる。さらに言語発達：に関連する諸要因を器質的・情緒的・環境的の3局面から考察し解説する。また、言語学習の原理をわかりやすく述べる◎

同　　　上

5 人間関係と言語障害

　総論の第4に、言語機能面に着目して、自その4

蜍@能を解説するとともに、特にコミュニケーシ
㏍搭@能におげる考察を深める。言語的・非言語
Iコミュニケーション、直接的言語関係・間接的
ｾ語関係、言語の二大様式、すなわち音声言語と
ｶ字言語の特徴を述べる。

同　　　上

6
言語発達遅滞児

@　　　　　の理解
同　　　上

7
言語発達遅滞児

@　の治療・教育

　幼児を中心として言語発達遅滞児の言語治療法
��烽ｷる。これに関連して近年米国のコロラド
蜉wで開発された対人関係反応学習法（INREAL）
�ﾐ介する。さらに言語発達を促進する聴きとり
¥（：Listening　Ability）開発法壁間関係改善法

ﾈどについて述べる。

同　　　上
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 ’担当講師
i所属・氏名）

8 吃音児（者）の理解

　吃音児㈲を診断・評価する方法について学習す

驕Bそのため言語・身体・心理の3側面の理解に
K要な基礎知識を学び、重症度の判定法、吃音行
ｮの観察法、検査法について解説する。吃音を幼
刹h・学童吃・成人吃に便宜上区分し、それぞれ
ﾌ特徴を理解する。

内須川　　　洗

i筑波大学教授）

9
吃音児（者）の、

@　　治療・教育

　、吃音児（者）の治療・指導問題を中心として、幼児

h音・学童吃音・成人吃音の治療上の相違を概略
qべる。また治療・指導上留意すべき点として、
e種治療法の特性を紹介し、この使用計画の立て
福�wぶ。成入吃音の場合には、吃音者の生き方
h音の克服を重視する。

同　　　上

10
、構音障害児（者）

@　　　　の諸問題

　構音障害のさまざま：な種類について、原因・言

齒ﾇ状・治療経過・予後などを紹介し、構音障害
ﾌ診断手続を解説する◎とくに構音テストの種類
ﾀ施方法などにふれる。な澄、口蓋裂児の言語治
ﾃも含めて、構音障害児の治療・指導法についで
�烽ｷる。

同　　　上

11
音声と音声障害

@　　　　の諸問題

　音声の3要素、大きさ、高さ、音質について音響　　　、

ｨ理的特性を考察する。音声障害の発生を音声習

ｾ過程の不全と病理的原因から考察し、さまざま

ﾈ種類の音声障害についで解説する。また音声障
Qの評価法、改善・治療法の概要を解説する。

同　　　上

12 聴覚と言語障害

　聴こえの仕組みを聴器の構造とその機能面につい

ﾄ解説しく聴力や聴覚の障害が如何にして発生する

ｩ考察する。さらに難聴に伴う言語障害の特性や
ｳ育・指導法について概略を解説する。また我が
曹ﾉ澄げる般ろう教育ゐみと聖難聴教育ゐみについて

qべる。

同　　　上

13
器質的言語障害

@　　　と重複障害

　器質的言語障害のさまざまな種類について解説
ｵ、そのうち特に脳性マヒによる言語障害，失語
ﾇ・小児失語症について、障害の特性・言語治療
ﾌ概略を解説する。また障害の重複化傾向・治療
w導問題にふれるとともに重複：障害児教育の問題
�l察する。

同　　　上

14 人間生活と言語障害

講義のまとめの第1に、さまざまな人の生活の
?ﾅ、言語生活の意義を考察し、その言語が障害
ｳれたとき示される「ゆがみ」や問題について論．
ｶる。第1に生活環境に生ずる多種雑多な変化に
ﾂいて、第2にこれらに直面する言語障害者のリ
nビリテーションについて。

同　　　上

15
豊かな言語関係

@　　　　を育てる

　まとめの第2は、言語が正常に学ばれるのに必
vな言語関係と環境面の配慮：や努力について学ぶ。

ｾ語障害の進行をくい止めたり予防する方策は何
ｩ、言語障害児を自然治療に導くことは可能か、
ｾ語生活をとりまぐ望ま、しい環境や人間関係のあ

阨福竚ｾ語衛生について学ぶ。

同　　　上
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　　　　　　　　　＝学校教育＝（TV）
　　　　　　　　〔主任講師：深谷昌志（放送大学教授）〕

全体のねらい
　学校教育がどんな意味を謂うているのかを考えていく。この講義は教育学関係の入門的な性格を持，

たせてあるので、基礎的な事実を深めていく。なお、この科目は昭和58年に作成したものを手直しし

たので・放送・印刷教材ともに工夫をこらしてある◎学習しやすさを配慮したつも翁なので、頑張づ

て学習して欲しい。・

回 テ　　　一・　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

子どもの発達にとって、学校の果たす役割を、
貿いくつかの教育実践”を紹介しながら考えてみ

1 子どもの発達と学校 る。そして、教育の営みの中で、学校はその一
狽�Sっていることを指摘し、学校の持つ功罪
�lえていぎたい。

深　谷　昌　志

i放送大学教授）

日本の学校は中央集権化され、個性に乏しいと

いわれる。そこで、諸外国の学校の姿との対比

2 日本の学校、その特色 させて、日本の学校の特色を、歴史的な背景を 同　　　上

含めてとらえ、問題を守り下げていく。

学校文化をシンボライズするものとして卒業式

を事例としてあげる◎そして、入学式や運動会

3 学　校　　文　　化 などのあり方に関連させて、日本の学校文化の 同　　　上
特色を考えていく。

教育の主たる担い手は教師であろう◎ζこで、

教師の仕事を紹介しつつ、教師の専門浄化との

4 教　師　の　仕事 かかわりで、教職のあり方をとらえる。特に、 同　　　上

教職の特性を教員養成の今後に：関連させて考え

ていく。

小学校教育の中心は学級にある◎そこで、学級
の持つ意味を集団構造の視点からとらえて、そ

5 学級集団の構造 の特色を明らかにする。それと同時に、学級集 同　　　上

団を分析していぐ技法についても紹介していき
：たい6

授業にはさまざまなスタイルがあってとらえに

くい。しかし、ここでは、i授業のとらえ方を概

6 授業　と　学習 観するとともに、学習者の立場から、授業を見 同　　　上

つめ直してみたい。：なお、学業成績の意味にっ

いて竜考えていきたい。

学校のあり方は社会の歴史的変化に対応して変
わる。ここでは、近代学校をそれ以前にあった

7 近代学校の成立 藩学や寺小屋などと対比して考える。その後、 同　　　上

明治5年の学制発布以後の学校作りの流れを紹

介していきたい。
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
ｭ所属・氏名）

8 国家による学校教
轤ﾌ明暗

明治中期の教育政策の展開を歴史的素材どして

岺Oにおける学校教育の明暗を解明する。それ

ﾆ同時に、中等教育や高等教育の整備について

熏l察を加える。

深r J　昌　志

9 教育改造を求めた動き

大正デモクラシーの時代といわれた第一次大戦

繧ﾌ教育界に起こった教育改造の動きを隔教育

ﾌ画一化と個性との関連でとらえる。そして、

ｻ在からみて、大正自由教育の投げかけた問題

ﾍ何であったのかを考えていきたい。

同　　　上

10 戦後教育の原点

第二次大戦後の教育改革の原点を確かめるため

ﾉ、　「教育基本法」の理念や、六・三制の成立

柾薰ﾈどを考察する。現在では、この時期の教

轤ｪ分りにくくなっているのでくわしい紹介を

sないたい。

同　　　上

11 学校をめぐる法規

現代の学校は、好むと好まざるとにかかわらず

@的な枠の中で成立している。そこで学校教育

ﾆ法規との関連を、子どもの「教育を受ける権

?vの保障という立場から、学校の実態に即し

ﾄ考える。

同　　　上

12 地域社会と学校

学校は地域の中で機能している。そうした学校

ﾌ役割を地域社会や家庭との関連で考えていく。

oTAのあり方にもふれるが、それと同時に、教

轤ﾆ学校との違いもとらえる。

同　　　上

13 学　力　と　入試

学校のあり方に入試はさまざまな影響を与える。

ｱこでは、入試のあり方について歴史的な考察
ﾆ同時に、比較教育的な観点からの検討を加え　　　　　、

ﾄいきたい。そして、学力の意味を堀り下げて

lえていく。

同　　　上

14 学校論の系譜

近代以降に限ってみても、さまざまな学校論が

�Nされている。そうした教育思想家の学校論

�T観した後にそうした系譜を現代の視角から

ｪ析し、現在の視点力・ら何を学ぶべきかを考え

ﾄいく。

同　　　上

15 学校改革の可能性

さまざまな問題点をふまえて、これからの日本

ﾌ学校改革の可能性を、諸外国の学校改革の状

ｵを視野に粘いてとらえる。そして、未来の社

?ﾅ、学校がどういう機能を果たすことになる

ｩについて堀り下げていきたい◎

同　　　上
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　　　　　　　　＝教育思想　（1）＝＝　（R）

　　　　　　　〔主任講師：村井　実（大東文化大学教授）〕

全体のねらい・

　教育の思想というのは、子どもたちを善くしようとする工夫や活動を支えるさまざまの考えである。

それが、歴史上、時々の経済や政治、あるいは文化の状況の中でどう変化し、どう発展してきたかを

代表的な思想家たちについて見ながら、古代より近代の始まりにま：で及びたい。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

教育ということばが生まれるということは、教

育が問題として人々の意識に上ることを意味す
1 教育思想のはじまり る。それは、人間の歴史の上で、いつごろ、ど 村　井　　　実

（1）教育ということば のようにして起こったか◎ （大東文化大学教授）

子どもを善くしたいというところから、そもそ

も何が善いのか、また、どうしたら善くするこ

2 教育思想のはじまり とができるのか、などが問題として生ずる。こ 同　　　上
（2）子どもを善ぐする れが教育思想の始まりである。

「善さ」とは何か、「善くする」とは何か、な

どの問題を生涯にかけて問うと同時に、その間
3 ソ　ク．ラ　テ　ス いかたについて、　「産婆術」・r問答法」などの 同　　　上

主張を行ったソクラテヌの歴史的意味は何か。

ソクラテヌの弟子として、プラトンは、ソクラ

テスの思想を理論的に整えることに力を注いだ。

4 プ　　ラ　　ト　　ン だが、その思想は、ソクラテスに対して、対極 同’　上
ともいうべき特徴をもつに至っ：た。その吟味。

ψ

インクラチスは、ソクラテス、プラトンとほぼ

同時代のアテナイの町で、さらに独自の修辞学
5 イ　ソ　ク　ラ　テス 校を開くことによって、教育思想の第三の原型 同　　　上

ともいうべきものを展開してみせた。それは何
＼

か。

子どもたちを善くしたいという、教育の思想に

子どもたち、論よび善さをどう考えるかに応じ
6 入間主義・理想主 て、教育思想の三つの原型が生まれた。ソクラ 同　　　上

義・現実主義 テスの人間主義、プラトンの理想主義、インク

ラチスの現実主義である。

ローマの共和制社会では、討議と説得の術とし

ての弁論術が教育の中核となった。そうした教
7 クインチリアヌス 育思想の集大成としての、クインチリアヌスの 同　　　上

『弁論家の教育』の特色。
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回 テ　　　一　　　マ 応　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 アウグスチヌス

キリスト教が社会に広まるにつれて、そのキリ

Xト教との関係に澄いて教育が考えられる。そ

黷ﾆ、ギリシャ。ローマ時代の教育思想との比

r）

村　井　　　実

9
中世の教育思想
i1）教会の教育一神
ﾖの形成としての教育

子どもたちを善くしたいという、その善さが．

搗zとしての神とされ、その神にむかって子ど
烽ｽちを形成することが教育と考えられた。し
ｩし．神を求めることよりも、神に従うという

ｱとへの形成が強制された。還相の理想主義と

｢える。

同　　　上

10 中世の教育思想
A　世俗の教育

教会が掲げる神の理想の下で、世俗の世界では

{廷は宮廷：なりに、商人は商人なりに、職入は

E人なりに、社会階層ごとに現実主義的な教育

�W開し：た。思想上、理想主義と現実主義との

??ｪ生じたのである◎

同　　　上

11 ルネッサンスの教育

久しい中世の教育からの開放を求める動きが、

Mリシャ、ラテン時代の人間像を理想に掲げる

l文主義の教育思想を生んだ。代表的な人物に

Gラスムス、トマス・モアなどが挙げられる。

同　　　上

12
宗教改革の教育思想一ルターとカルヴァン

中世は、人間にとっての「善さ」＝神が教会に独

閧ｳれた時代といえる。それを教会から開放し

ﾄ、聖書を通しての人間との直接の関係に置こ

､としたのが、ルターとカルヴァン、宗教改革の

v想家たちであった。その教育上の意味は何か。

同　　　上

13 ラブレーとモンテーニュ

人文主義の教育が形式化して「キケロ主義」と

]されるようになるのに対して、形式よりも内

e、ことばよりも感覚や理性も知識よりも経験
�dんじようとする実学主義が台頭した。中世
ﾈ来の理想主義的な大勢に対しては、久し振り
ﾌ現実主義的な関心の再現である。

同　　　上

14 コ　　メ　ニ　　ウ　ス

「知る」という働きの重要性、万人にとっての

ﾂ能性への着眼を中心として、それを現実化す

髟菇@と組織が考察される。一近代を支配する

ﾉ至った実学主義的教育のスタート。

同　　　上

15 思　想　の　系譜

教育思想は、子どもを善くし：たいという人々の

ﾓ欲に貫かれて、人間霊獣的、理想主義的、現

ﾀ主義的など、時どきの政治的、経済的、文化

I等の状況に応じて変化しながら発展していく。

ｻの経過の回顧と展望。　・

同　　　上
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　　　　　　　　　＝教育思想（II）＝（R）

　　　　　　　　〔主任講師：村井　実（大東文化大学教授）■

　全体のねらい

　　教育の思想というのは、子どもたちを善くしようとする工夫や活動を支えるさまざまの考えである。
1それが、歴史上．時々の緻斉や政治、あるいは文化の状況の中でどう出現し、どう変化し、どう発展

　してきたかを、とくに近代の始まりから現代までについて、振り返ってみだい◎

回 テ．　一・　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

ロヅクは．イギリス紳士階層の教育思想の代弁
者として出現した。　「健全なる身体と健全なる

1 現実主義の広がり 精神」というのが、階層的「善さ」として、そ 村　井　　　実

一階層性と国家性 こへの訓練が重んじられる◎この原理が絶対主 （大東文化大学教授）

義国家の全体に及ぶ。

「造物主の手が出るときはすべてが善いのだが

人間の手にかかってすべてが悪くなる」．という
2 ル　　　　ソ　　　　一・ 革命的な誓言。一その教育思想的な意味は何か。 同　　　上

ルソーの影響下に、人間、自然、感覚と身体等

への関心をもって、ドイツに汎愛派の運動が生
3 汎愛派の四々 じた。パゼドウ、ザルソマンなどを代表とする 同　　　上，

が．とくにザルソマンについてその特色を見て

みたい◎

入間と自然を重んずるというルソーの系譜に立
ち、同時に汎愛派の実践に同調したが、カント

4 カ　　　　ン　　　　ト は、両者の現実主義的な関心をはるゆに越え出 同　　　上
る、独特の思想を説いた。ζれは、、へ間性理念
の完成という、その意味での新しい理想主義思想一

理念主義一ともいうべきものの力強い宣言であった◎

フランス革命は、教育上、歴史的な二つの問題

を提起した。第一は、人間の自由と平等の強調
5 コンドルセーフランス であり．第二は、国家による公教育という考えで 同　　　上

革命の教育思想 ある。この二つの、ほとんど矛盾的といってよい

要求の．最初の調停者として、コソトツレセが出現した◎

政治への関心．経済への関心と、教育への関心

との関係、この関係がどう把握されたか。また
6 ペスタ　ロツチー そうした関係の中で生きる人間というものがど 同　　　上

う把握されたか。

アウグヌチヌスやルターのばあいの教育思想の

中心にあった「神」が、新しい意味をもって出
7 プ　　レ’　一　　ベ　　ル 現する。子どもの中の「神」一それが教育の歴 同　　　上

史にどういう新しい動きを作り出し：たか。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

産業革命の進展とともに、社会参労働者の子弟

の教育を必要とし、そこから、社会の側からの労

8 オ　一・　ウ　ェ　ン 働者階級への教育的関心が生じた。こうして社 村　井　　　実

一白業革：命と教育 会主義の教育思想が生まれる。その代表者とし
て¢）オーウェンの思想を吟味する。

フランス革命によって提出された、自由、平等の

理想と公教育への要求との緊張の解決への道が

9 ホー・，レス　・　マン 新大陸の新国家アメリカに臨いて、デモクラシーの 同　　　上
一アメリカの教育思想 理念のもとに拓かれることになった。その代表的

教育思想家、行政家としてホーレス・マンが出現した。

近代に入って、教育に科学の成果としての知識

・技術を取り入れると同時に、教育の思想を科

10 ヘ　ル　バ　ル　　ト 学化する関心が高まつ：た。その最初の積極的な 同　　　上

一思想と科学 試みがヘルバルトによって企てられた。ここでは、

その試みの意味と限界とを考察する。

国家と、知識・技術と、市民と、人間と、この

智者の必然的なもつれを、どういう方向に解決

11 デ　　ュ　　一　　イ して理想の教育を実現するか。この視点から、 同　　　上

デューイの教育的民主主義の思想を吟味する。

日本に於ける国家と教育の関係をどう考え、ど

う調整するか、森有礼の国家主義的教育思想の

12 森　　　有　　礼 成立を吟味する。 同　　　上

森有礼と同時に、同じ国家近代化の意図をもつ

てスタートした福沢諭吉の思想が、どう異なつ

13 福　沢　　輸　吉 た主張に結晶していったか。その両者の相違の 同　　　上

意味。

明治以来の日本での教育、戦争と敗戦、米国教

育使節団報告書、教育基本法と新教育、新教育

14 教育の民主主義 の運命、現在の日本の教育現実等は、教育思想 同　　　上

（1）新しい出発 上の問題として何を意味するか。

日本の戦後の教育は、民主主義を旗印として進

められたが、いつの間にか、その理想にかえっ

15 教育の民主主義 て遠ざかる方向に向かみて進んでいるかに見え 同　　　上

（1）現実の歩み る。これは何を意味するか、これを、明治以来

の潜在的な教育的国家主義の問題と㏄吟味する。
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　　　　　　　　　　　二家　庭　教　育＝　（R）

　　　　　　　　　　〔主任講師：山村賢明’（立教大学教授）〕

全体のねらい

　家庭教育の問題を、乳幼児にたいするしつけや教育のパウ・ツー的手引としてではなく、入間が一

人前の大人になる発達の過程を見通したうえで、日本の社会や文化という広い観点から、原理的・体
系的にとらえたい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

子どもが一人前の大人へと発達していく社会化
め過程の中に、家庭教育を位置づけて考える。

1 子どもの発達と家庭 ・そのような本講義の基本的立場を提示し、家庭 山　村　賢　明

教育は家族の日常生活に即して実際的にとらえ （立教大学教授）

られるべきことを述べる。

家庭教育は、単に一人の人間の成長・発達とし

てではなく、（日本）社会の文化の再生産、より
2 日本人の形成と家庭 具体的には日本人の形成として、基本的な役割 同　　　上’

を果たすものであることを指摘する。

日常漏しつけ機関としての家庭と、専門的教育

機関としての学校の特質を考え、両者がそれぞ
3 家庭（三三・学校の教育 れ独自の機能を果たすことによってこそ、子ど 同　　　上

もの逞しい健全な発達が可能になることを明ら

かにする。

子どもの社会化にとっての母親の役割の本質と

子どもの発達に応じたその変化を考える。そし
4 母親　の役　割・ て母親の役割の中心が、人間的な愛や感情を原 同　　　上

一三の原体験 則的に形成するところにあることを示す。

入間社会に特徴的に見られるという父親の役割

を多面的にとりあげ、父親の重要：な役割が規範
5 父親　の　役割 や道徳の基礎にある権威の感覚を、子どもに最 同　　　上

一権威の原体験： 初に与えるところにあることを述べる。

男女の性別役割が、まず家庭の中で父親・母親

をモデルにして子どもに獲得させるものである
6 性別役割としつけ ことを示し、性別役割は時代や社会によって異 同　　　上

なること、男女平等をめざす性別役割のしつけ

について考える。

親のもとでのきようだい間の親和と競争、対等

と庇護といった関係が、人間形成に与える重要
7 きょうだい関係の意義 な意義を指摘し、今日の一人っ子的状況がもつ 同　　　上

問題点について考える。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 日本の子ども観としつけ

しつけや家庭教育の基礎としての子ども観が歴

j・社会的に変るものであることを示し、日本

ﾌ性善説的な子ども観の特徴を明らかにし、子

ﾇもにたいする明確な言葉による要求（しつけ）

ﾌ必要性を論じる。

山　村　賢　明

9 母子関係への偏り

日本の親子関係に乏いては、特に母と子の密着

ｪ濃厚であることを指摘し、それが結果的に父

q関係を深ぐさせ、甘えを助長し、規範意識を

?｢まいにさせる効果をうみ出すことを示す◎

同　　　上

10 家庭と日本的集団主義

日本人の行動様式の特質としての日本的集団主

`が、まず家庭の中からうくられるこを示し、二

ｼ方国際化の動きの中で、いかにして．個
lの自律性や主体性をのばすしつけが行われう

驍ｩについて考える。

同　　　上

11 育児不安と過保護

核家族化と情報過多は育児不安を、さらに子ど

烽ﾌ数の減少と生活様式の向上は過保護をも必

R的にもたらすことを述べ、さらにそれから脱

oする方法や、祖父母との関係についても考え

驕B

同　　　上

12 「見えない父親」と子ども

現代の工業化に澄ける「見えない父親」の問題

ﾍ日本だけではないが、さらに日本的状況がそ

黷ﾉ輪をかけている事実を指摘し、父親の回復

ﾈしには、本当の家庭教育も子どもの問題行動

ﾖの対応も困難となることを論じる。

同　　　上

13 子どもを「管理鍋母親1

父親とは逆：に、伝統的：な母子関係の濃密さも手

`って、ますます顕在化する母親、その母親に

謔ﾁて生活のすみずみまで管理されるようにな

骼qどもの生活を述べ、それが子どものパーソ
iリティに及ぼす影響について指摘する。

同　　　上

14 受験体制の中の家庭

子どもたちの生活をとりまく受験体制の中で、

ﾎ差値に振りまわされ、学校の下請け機関とな

驩ﾆ庭をとりあげ、子どもを見る親の目に勉強

ﾈ外の多様な物資が必要であることを考える。

同　　　上

15 結　び
Q1世紀へ向けての家

?ｳ育

本講義のしあぐくりとして、家庭教育の役割を

v約し、現代の社会状況の中で、本来の家庭教

轤�ﾄ生させ、21世紀め国際社会に向けてしな

竄ｩで逞しい子どもを育成する方途をさぐる。

同　　　上
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＝情操の教育＝＝（R）
〔主旧師三鷹1餐講難翻〕

全体のねらい、

　現代社会の非入間的なゆがみの多くは、人間の情操め貧しさから来℃いる。今こそ、豊かな情操を

その育成に期待されるところが大きい。ここでは、この重要な情操め形成と教育について、子ども文

化や子どもの生活から考える。とくに、子どもの読み物や音楽や遊びの領域をとりあげ具体的に考えてゆく。

回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

情操とは何か。情操教育とはなにか。子ども文

化とはなにか◎そして、子ども文化から情操教 片　岡　徳　雄
1 子ども文化と子ど 育を考えるとはどういうことか。これらの考察 （広島大学教授）

もの情操 を通して、例えば「音楽は好きだが、学校の音 高　萩保　治
楽授業は嫌い」といった情操教育上の問題に迫
骼?福�Tる。

（東京学芸大学教授）

（1）絵本の特性、幼児の発達特性から、絵本を通

して幼児に育つものは何かを考える。
2 幼　　児　の　本 ②よい絵本、情操を育てる本の条件。 植　田　ひとみ

（3）家庭および園での保育に、絵本をどのように （広島文教好大学助教授

とり入れていけばよいかを考える。

子どもの本は、日本の歴史の上で、どのように

現われているか。1＞古代・中世はどうだっだか、
3 子　ど　も　の　本 2＞近世はどうだったか、3）近代と現代はどうか。 片　岡　徳　雄i

一二と三一 いろんなジャンル別に．それぞれの時代を考え

てみる。

子どもは、自暴の読書生活から、自己形成に関

する様々な影響を受ける。1）その影響は、他の
4 子どもの読書生活 自己形成とどのように違うか。冒 Q＞読書内容によ 同　　　上

一その影響一 って、どのような影響上の違いがあるか。3）日

本と外国との違いについても考える。

読書をしない子どもが増えているという。実態は

どうなのか。なぜそうなるのカもこうした問題を考

5 子どもの読書生活2 えつつ、子どもに読書生活を確立させるために 大　槻　和　夫
一その方法一 はどうすればよいのかを、とくに本の選び方・与 （広島大学教授）

え方・読ませ方を中心に考えるb

文学の授業には、（D文学の読み方の指導と、（2）

文学の読書の指導の二つが考えられるQこれら

6 文学の授　業 二つの指導はどのようにすればよいのかごまた
同　　　上

それらは情操の教育とどうかかわるのか。こう

した問題を、具体的な教材や実践例に即して考
える。

いまや子どもの情操の基本的トーンは、学校教

育よりも．アニメや劇画など映像的マヌ・メデ

7 子どもの大衆文化一アニメ・劇画を中心に イアを中心とする大衆文化によってかたちつく

轤黷ﾄいるのではないか。ここでは現在の子ど
烽ｽちの情操の特徴を、子ども大衆文化の内容

森　　　　　榊
i広島大学教授）

と関：連させながらみていく。
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

子どもの成長にとって大切な家庭生活と学校生

子どもにとっての 活の中で、音楽とはなにかを考える。そして、

8 音楽とは 外国との関係、とくに外国の学校教育に澄ける 高　三保　治

一世界の子どもの 音楽の特色をとりあげ．日本の教育への示唆を

音楽から 考える。

西洋のメロディーを借りダて出発した唱歌は、時

代とともに子どもの歌として位置ついていった◎

9 明治・大正の子ど それらを言文一致の唱歌、文部省唱歌、童謡な 沢　崎　真　彦

もの音楽 どを通して考えていく。 （東京学芸大学助教授

1）昭和の初め、第二次世界大戦に向う、または
大戦下の子どもの音楽について、2）戦後、急速

10 昭和の子どもの音楽
に発達したマスメディアによる、子どもの音楽に

ﾂいて、3）戦後の、幼児と子どもの音楽につい

ﾄ、そのそれぞれの特色を考える。

中　嶋　恒　雄

i山梨大学教授）

1）おけいこごととレての音楽と、子どもの発達

との関係について、2）現代の学校音楽に於ける

11 現代の子どもの音楽 歌唱教材と器楽観賞について、3）子どもの自発 同　　　上

的な遊びに嫁ける音楽について。それぞれの問

題点や特色を考える。

遊べない、遊びを知らないといわれる今の子ど

，もたちも、テレビゲームにみられるようにまつ．

12 子どもの遊び たく遊ばないわけではない。昔の伝承的な遊び 森　　　　　

一三と昔一 と現在の遊びの特性を比較しながら子どもの情

操形成に寒いて果たす遊びの役割を見直してみよう。

子どもの遊びは劇的な要素をもっている。その
点に注目して、劇遊びの、情操教育に澄ける教

13 劇遊びからクリエイ 育的意義と実際の指導方法について考察したい。 倉　田　侃　司

テイブ・ドラマへ
さらに、劇遊びにとどまらず、それをクリエイ
eィブ・ドラマづくりへと発展させていく試み

（広島好大学教授）

に挑戦していきたい。

「遊び」のゆがみの中で学校教育は何をなすべ
きか。遊びと授業・行事のからみでその方向性

14 遊びと授業・行事
を明らかにする。一つの視点は個を生かす集団

ﾃくりである。もう一つは、総合的な創造活動
ﾌ促進である。現場の実践例や米国「入間科」

野　三三　治
i広島大学助教授）

をその具体例として紹介する。

現代の社会と子どもの病理の多くは、子ども文

化と子どもの情操のゆがみから来ている。これ 片　岡　徳　雄

15 これからの子ども文化 からの社会の形態的・価値的変容を予想しつつ

これからの情操教育 情操教育の将来について考える◎ 高萩保治
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　　　　　　　　　　　　＝青少年文化＝（TV）

　　　　　　　　　　　〔主任講師：深谷昌志（放送大学教授）　〃　　：門脇厚司（筑波大学助教授）〕

全体のねらい

　青少年文化を・前半は子ども文化、後半は青年文化とに分げて考察を進めていく。文化論なので、放

送教材の中ではロケなどを多用し、印刷教材とデータを紹介する形をとる。したがって、放送と印刷の

教材をあわせる形で学習を進めて欲しい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

青少年文化を、青年文化と子ども文化とに分け・、

1
青少年文化のとら

ｦ方

それぞれの文化の特性を明らかにするbそして、

ｻ代の子どもたちの成長のスタイルと関連させて

ﾂ少年文化の現状を概観する。

深　谷　昌　志

i放送大学教授）

さまざまな玩具を紹介しながら、子どもの心を

豊かに育てる玩具はどういうものなのか考えてい
2 玩具の　変　遷 く。また、現代の玩具がそうした条件を備えてい 同　上

るか検討する。

子どもの人間形成にとっての遊びの意味を発達
段階をふまえて考察する。続いて「群れ塾」から

3 遊びのとらえ方 「孤独型」へ、遊びが変遷したことにより、子ど 同　上
もの発達にどのような歪みが生じたのかを掘り下

げていく。

テレビとのふれ合いを、子どもたちはどうとら

4
テレビとのつき合

｢

えているのか。子ども番組の変遷をふりかえりつ

ﾂ、子どもにとっての望ましい視聴態度とは何か 同　上
を検討していく。

現代の子どもはギャング集団を失い、友をもた

ずに成長していく。そうした現状をふまえ、仲間
5 仲間集団のゆくえ 集団の中で子どもたちが身につけたものは何なの 同　上

’かを考えていく。

子どもたちは豊かな社会の中で成長してくる。

6
子どもたちの金銭

ﾏ

当然、ものがあるのがあたり前で不足感を知らな

｢。ぞうした子どもたちの金銭観を子どもの持物
ﾈどと関連させて考えてい’ ｭ。

同　上

おとなの間では、性差の少ない社会への動きが

顕著だが、子どもの間では、性差が拡大する傾向
7 性差をめぐって をたどっている。ここでは、少女文化の性質を、 洞　上

女子マンガや交換日記、入形などを手がかりとし

て掘り下げていくQ
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

子ども文化を再生するために、どういう方策が

必要なのかを、遊び場や児童公園などと関連させ
8 子ども文化の再生 て考える。あわせて、子どものすごやかな成長を 深　谷　昌　志

保証する環境作のの必要性を考えていきたい。

青年文化を理解するには、その担い手たる青年
集団のさまざまな：特性を理解して旧く必要がある。

9 青年期と青年 そこで、まず青年期に特有め身体的・精神的特性 門　晶晶　司
をみる。

青年文化を学問的な分析の対象としはじめた時

代的背景と青年文化論にみられる代表的な見解を

10 青年文化論の成立 紹介する。また、青年文化の一般的な特質を整理 同　上

し理解につとめる。

若者（青年）文化は、社会の近代化にともない
、

11
近代社会と若者文

ｻ

発生してきた文化といえるが、若者たちは、それ

ｼれの時代に、どのように生き、その成果として

ﾇんな文化を生み出してきたかを歴史的にたどる。

同　上

現在のわが国の青年文化を生み出してきた戦後

現代社会と若者文 日本の社会的特徴をみつつ、今日の若者文化がど

12
化の変容

のような質的変化をとげてきたかについて言及す 同　上
る。

一浮遊文化の諸相

現代の若者文化・ 今日の若者文化の1っの特徴を賦浮遊文イビ’と

13
1

とらえ、そうした文化を支える青年の意識や価値
ﾏを紹介しつつ、海外との比較もまじえその実態

同　上

を報告する。

一閉塞文化の諸相

現代の若者文化・ 今日の若者文化のあと1っの特徴を奴閉塞文化”

14
2

ととらえ、このような文化を生む若者の気分や生

?�lえっっ、海外との比較もまじえその実態を

同　上

報告する。

社会が大きく変わりつつある今日、青年文化は

青年文化と若者の 今後どのような方向をたどるのか。強化説と消滅

15
未来

説の2っの見解を軸に、、若者文化と若者の将来を

W望する。

同　上
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＝生涯教育三一（R）
一一 ｶ涯学習社会をめざして一一

　　　　　　　　　　　〔主任講師：麻生　誠（大阪大学教授）〕
全体のねらい

　生涯教育理念は、わが国でも漸次、教育政策や教育制度、教育組織、教育課程などに影響を及ぼすよ

うになった。だが、生涯教育は、教育の自由と平等、学習と教育との間の矛盾に代表されるような二律

背反的要素を内に含んでいる。このような生涯教育の理念と現実を今日の教育状況と関連させながら、

学習者の立場に立って新しい生涯教育学を構想してみよう。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 生涯教育の理念

　生涯教育は、人々の自己実現を達成させるため
ﾉ、人々の全生涯を通して人間的、社会的、職業
Iな発達を援助する教育の仕組みである。ややも
ｷれば言葉だけ・の美辞句に終わってしまう恐れの

?髏ｶ涯教育理念を歴史的発展のなかに位置づけ
ﾄとらえ直してみよう。

麻　生　　　誠

i大阪大学教授）

2
生涯教育の社会的

w景

　人間は「生涯にわたって学ばねばならぬ」とい
､ことは古くから言われてきた。この意味で、生
U教育は古き理念である。しかし、：最近生涯教育

｡が唱導されてきたのは、この古き理念の新しい
ﾓ味を引き出すような社会的条件が発生してきた
ｩらである。それは何であろうか。

同　上

3
生涯教育と学習要

　生涯教育は、何よりも国民の生涯にわたる学習
v求を前提としている。だが、あらゆる人間が生
U教育を享受しうる継続的な学習要求や学習能力
�揩ﾁているものであろうか。この問題は学習者
ﾌ立場に立って考えてみよう。

同　上

4
日本の生涯教育の

求[ツを探る

　生涯教育理念は、それぞれの社会や国によって
jュアンスが異っている。その理由の一つは、国
Xの文化的、教育的伝統が異っているからである。

墲ｪ国の生涯教育のルーツを中江藤樹の思想と実
Hに探ってみよう。

同　上

5

教育政策としての

ｶ涯教育と草の根
ﾌ生涯教育運動

　わが国の国レヴェル、地方自治体レヴェルの教
逅ｭ策のなかに、どのような生涯教育課題がどの
謔､な文脈で現れてきているかを明らかにし、さ
轤ﾉその問題点を考えてみよう。また、それとの
ﾖ連で、少数民族や障害者などのハンディキャッ
vを持つ人々の生涯教育問題を考えてみよう。

同　上

6
ニューメディア時

繧ﾌ生涯教育

　放送は、生涯教育機会を社会に拡散させるのに
蛯ｫな力を持っている。しかしまた、教育上無視
ﾅきない限界もあわせ持っている。これら限界を
歯桙ｵ、放送を生涯教育に生かす手だてをニュー
＜fィアの登場と関連させて考えてみよう。

同　上

7

生涯教育を欧米に
ｩる（1）

黹Aメリカの生涯

ｳ育一

　欧米の生涯教育政策・制度を概観しながら、生
U教育の教育政策や教育制度上の課題を考えてい
ｱう。まず、生涯教育の先進国といえるアメリカ
ﾌ生涯教育の特徴をみてみよう。

同　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

生涯教育を欧米に
　イギリスでは、歴史的に学校卒業後、職業的継
ｱ教育が整備されており、他方、労働者教育運動

8
見る⑪

黹Cギリスの

から生まれた市民的成人教育があり、これらがイ
Mリスの生涯教育の二本柱となっている。歴史的

麻　生　　　誠

生涯融育一
性格づけの強いイギリスの生涯教育の功罪を探っ

ﾄみよう。

生涯教育を欧米に
福祉国家として名高いスウェーデンの生涯教育

ﾍ学ぶべき点が多い。高等教育の開放、北欧の伝

9
見る⑪

黹Xウェーデンの

統的成人教育としての学習サークル、有給教育休
ﾉや奨学金政策などの種々な学習保障活動をみて

同　上

生涯教育一
みよう。

今日のわが国の社会は、ソフトな管理社会とい
える。それは、大きな二つの柱によって支えられ

10
ソフト管理社会に

fける生涯教育

ている。それは学歴社会と消費社会である。この
謔､な社会において、人々の人間的発達を支援す
髏ｶ涯教育には、様々な矛盾が生ずる。自己実現

同　上

を阻害する傾向のなかで、如何にして自己実現を
目的とする生涯教育が実現できるか考えてみよう。

生涯教育論には、行・財政論が欠けていると批
判される。誰でもが「何時でも何処でも学習でき

11
生涯教育の体系と

s・財政問題

る」という生涯教育システムの行・財政的基盤を
Tり、生涯教育システムを確立するには、行政が
ﾇう変わるべきかを検討してみよう。

同　上

私たちの生活は、私たちの生活圏としての地域
社会を基盤として行われている。このような地域

12
地域社会と生涯教 社会のなかで、地域住民に対してどのような教育

@会が提供され、住民の学習要求をどのように充
ｫさせているかを、一つの地域事例を取り挙げて

同　上

考えてみよう。

人間の発達過程のそれぞれの時期に現れる達成
すべき課題を発達課題という。これらの課題を首

13
発達課題と生涯教 尾よく達成することによって健康な人格が形成さ

黷驕B現代日本の発達課題とその解決に生涯教育
ﾌ果たす役割を考えよう。

同　上

これまでの教育学は、子どもを対象とするもの

14

成人教育（アンド

宴Sジー）の理論

であった。生涯教育の時代とともに、成人が対象

ﾆする教育方法論や教育課程論が必要となる。こ
ﾌような要請に答えて誕生した成人教育学（アン

同　上

と技術 ドラゴジー）である。その成果を：紹介しよう。

わが国の生涯教育を支える三本柱である学校教

15

日本の生涯教育の

K要性と可能性を

育システム、社会教育システム、職業能力開発シ
Xテムの実態と問題点を明らかにし、生涯教育の
K要性と可能性を考えてみよう。

同　上

求めて
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　　　　　　　　　　＝＝発達段階の心理学＝（TV）
　　　　　　　　　　　〔三白：篁旧知魏白白撰；〕

全体のねらい

　本講では、入生経過を乳児から老年にいたる6段階に分げて、それぞれの発達段階の心理行動の特徴
について概述するとともに、養育や訓育、教育上の留意点について考察する。なお、学問としての発達

心理学の性格、歴史、研究法、発達と学習の相違、動物と人間の比較、発達障害等の理論的な問題につ

いても概説する。

回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

本章では、胎生期および乳児期におけるさまざ
まな発達的特徴を概観し、この時期にある者に対

1 乳　　　　　　　児
する養育のあり方を、さぐってみたい。 星　　　　　薫

i放送大学助教授）

人間の発達段階的特徴は、基本的には教育を介
した物及び人との関係の重要な変化の中で形づく

2 幼　　　　　　児
られるものであろう。だとするならば、幼児期に
ｨけるその変化はどのようなものか。ここでは、
u対象的行為」及び「ごっこ遊び」を主軸とした

　野　呂　　　正

i宮城教育大学教授）

生活に焦点をあてて幼児期の発達的特徴を概観す
る。

学童期とは、身体・運動の機能、知的機能、人
格・情動、社会的行動などの諸面で、発達的にど

3 学　　　　　　童
んな段階と言えるのだろうか。本講では、このこ
ﾆを、家庭と学校の中で育ちゆく子どもを通して

寺　田　　　晃

i東北大学教授）
実証的に検討し、あわせて望ましい発達に対する
教育の在り方を考える。

青年期とは、恥つからいつまでのことをいうの

’

か、また青年期の「発達課題」は何かについて概

4 青　　　　　　年
飛する。 宮　川　知彰

i放送大学教授）

「精神発達」の過程では、新しい「能力」が獲

得されていくと同時にこれまであった「能力」が

5 壮　　　　　　年
失われたり減衰したりする。壮年期では若き日の
ｽが失われ、何が新たに獲得されるのだろうか。

宮　川　知彰
ｯ　　　　　薫

壮年の社会的責任との関連でこの問題を考えてみ
よう。

老年期の生理的、身体的特徴、知的機能、情動
および性格などについての最近の研究を概観し、

6 老　　　　　　年
老年期という時代の特徴を、そこに至るまでの経
ﾟを踏まえつつ考えてみる。

星　　　　　薫

これまで6章にわたって人生各回の特徴を概説
してきたが、本章は人生経過を全体として概観し、

7 人間　と　人生
年齢の推移とともに変化する社会的な地位と関係
ﾃけながら、人生経過における人格特性の形成・

宮　川　知彰

変化の過程を考えてみよう。
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回 テ．　一一　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 発達心理学とは

　発達心理学について、ヨーロッパ特にドイツと
Aメリカとでは、異なった視野・観点をもってい
驍謔､に思われる。この点を紹介するとともに、
ｭ達心理学はいかなる科学であるべきかについて、
ﾜた発達段階設定の意義について考えてみる。

宮　川　知彰

9
動物に澄ける心理

ｭ達

　進化の過程において、いかにして心理が発生し、

ﾜた要素的感覚的心理の段階から知覚的心理の段
Kへと発展していったかを考察する◎その際、動
ｨの生活条件とそこにおげる動物の活動に留意し
ﾄ、その心理発達を分析する。

松　野　　　豊

i東北大学教授）

10 動物　と　人間

　人間に固有の心理は社会的起源をもち、媒介的
¥造をもち、意識性をもって働く。このような人
ﾔ心理の生物学的前提：は何であろうか。また人間

ﾌ心理は、どのような新たな生活条件と活動の下
ﾉ生まれたのかを考察する。

同　上

11 発達心理のあゆみ

　哲学、教育学、心理学、さらに生物学や医学な
ﾇ、隣接する人文、社会および自然の諸科学の発
Wとあわせて、発達心理学が科学としていかに台
ｪし、その体系を整えるにいたったか、本講では
ｭ達心理学の今日までのあゆみと問題点とについ
ﾄ具体的に検討する。

寺　田　　．晃

12 精神発達の研究法

　一つの問題を解決するのには、その問題を解決
ｷるのに最も適した方法を創案しなければならな
｢場合が多い。それで発達心理学の領域でも幾多
ﾌ独特な方法が考案されてきた。本講では、それ
轤ﾌうち基本的なものについて概説しよう。

宮　川　知彰

13 発達　の理論

　精神が発達するとはいったいどのようなことを
wすのであろうか。そもそも「発達」は何か。こ
ﾌ問題について諸家の考え方を概観し、できうれ
ﾎ首肯しうる発達理論を選択するとともに、新し
｢発達理論の建設の可能性をも考えてみたい。

同　上

14 発　達　と　学習

　今日の子ども達には、「どうせダメだ」という

ﾟ観的な発達観にとらわれている者が多いのでは
ﾈかろうか。本講では、発達と学習との関連につ
｢ての諸家の見解を概観して、「やればできる」

ﾆいう積極的な発達観の形成に寄与したい。

野　呂　　　正

15 発　達　と　障害

　心身の障害とはどのような状態をいうのか。本
Sでは、各種の障害型について、定義、行動特徴、
f断の技法等を説明すると共に、教育・訓練・養
轤ﾌ内容と方法、指導上の効果を考察し、総じて
ｭ達およびその仕組みに対する障害の位置づけを

_じたいと考える。

寺　田　　　晃
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＝社会心理学＝（TV）
　　　　　　　　　　ド騨：三脚舞論繋；〕

全体のねらい．

　人間の社会的行動の側面を心理学的に検討し、その間の法則性を明らかにしょうとするものであるが、

今回は、本書をできるだけ応用社会心理学的な体制化の観点からまとめあげたいと考えている。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

社会的行動が展開される場合の動因となる動機

1 社会的行動の動機

ならびにその展開過程を中心に述べる。
中　川　大倫
i放送大学教授）

ここでは主に対人認知の諸問題を扱う。

2 社会的認知　　1
長　田　雅　喜

i名古屋大学教授）

ここでは原因帰属の問題を扱う。

外　山　みどり

3 社会的認知　　韮 （青山学院女子短

期大学部助教授）

ここでは態度の構造、測定法などを扱う。

山　口　　　勧
4 態度と態度変化　1 （東京大学助教授）

ここでは態度変化に関する諸理論を扱う。

5 態度と態度変化　∬
　安　藤　清　志

結桴落q大学助教授）

ここでは、とくに認知的弓’協和理論などを扱う。

酒　井・春樹
6 態度と態度変化皿 （札幌大学助教授）

ここでは、社会的促進、社会的手抜きなどを扱

7 対入行動　1
う。

　白　樫　三四郎

i鳴門教育大学教授）
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

ここでは対人関係の公正さなどを扱う。’

広　田　君　美
8 対人行動　H （関西大学教授）

ここでは、主に対人コミュニケーションの問題

9 対人行動　厘
を扱う◎

大　坊　郁夫
i山形大学助教授）

発達遅滞児に対する援助、．高齢者医療における

10 対人行動　IV
心理的援助など」健康を中心に社会心理学の果た

ｵうる役割について述べる。 白　井泰子
i信州大学助教授）

異文化間接触における対人関係の問題、カルテ
　　、п[ーショックの性質、異文化間行動の適性化の方 渡　辺　文夫

11 対人行動　V 法などについて述べる。 （東北歯科大学

助教授）

ここでは、主としてリーダーシップを扱う。

12 集団内行動　　1
藪　内　　　稔

i学習院大学教授）

ここでは、主としてモラールの問題を扱う。

角　山　　’剛

13 集団内行動　　H　　　　　　も

蛍

（東京国際大学

@　　　助教授）

ここでは、主として社会的不適応の問題を扱う。

渡辺　浪　二
14 社会的不適応　　1 （立教大学

非常勤講師）

ここでは、主として社会的不適応の問題を扱う。

水　口　礼　治
15 社会的不適応　皿 （立教大学教捜）
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　　　　　　　　＝心理・教育に澄ける測定法＝（TV）

　　　　　　　　　　　〔主任講師：肥田野直（放送大学教授）〕

全体のねらい
学校や三三おいて三々の測定が行われて㌔・る．それ繭を、どんな舷で測って㌔・るのであろう，

か。

　測定法の基礎とな乙原理は何であろうか。また、測定の際にどんな誤差が生じやすいのか、その誤差

を除くにはどうしたらよいのか。これらの知識を基礎にして測定値を正しく解釈し、適切に利用する仕
方を学びたい。

回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　容
担当講師，（所属・氏名）

人間を対象とする測定法にはどんな種類があ

1 測定とは何か（1）
るだろうか。学校生活や社会生活の中で行われ

ﾄいる測定の例を考えてみよう。測定の誤差の

ｫ質とその扱い方を通じて、測定の基本的概念

肥田野　　　直

i放送大学教授）

を学ぶことにする。

ここでは測定の基本的特性について考える。

2 測定とは何か（2）
尺度の種類とその違い、基本量と誘導量の区

ﾊ、測定の信頼性や妥当性の問題など、・後のど

ﾌ測定法にも共通に当てはまる基本概念を解説

池　田　　　央

i立教大学教授）

する◎

一番身近な測定の例として学校に鳴ける学力

の測定を取り上げる。学力測定の方法、種類、

3 学　力の測定 結果の表し方、素点と標準点の違い、集団準拠 同　　　上

測定と目標準拠測定の区別などについて触れる。

知能測定法の歴史、知能検査はどの様な必要

性から生まれてきたのか。またどのような形で

4 知能の測定 発達してきたのか、知能測定の結果はどの様に 同　　　上

表示されるか、知能検査の種類、作り方などに

ついて解説する。

パーソナリティの測定はどんな原理に基づい

5 パーソナリティの
ｪ　　　　　　定

て行われるのか。その測定法はどんな条件の下

ﾉ実施できるのか。パーソナリティの測定に生

ｶる測定誤差はどうしたら避けられるか。測定

肥田野　　　直

結果はどう解釈したらよいかを考える。

人間関係の遠さ近さは心理的距離で表される。

それを測定するにはどうしたらよいか。また、

6 人間関係の測定 集団の凝集度を測定するにはどうしたらよいか、 同　　　．上

これらの測定法の基礎とその問題点について考
える。

態度はどの様にして測定するのか。その代表

的な測定方法と、その根底にある基本的な考え

7 態度の測定 方澄よびその限界について考える。またこれに 池　田　　　央，

関係の深い他の測定法についても考える。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 価値観の測定

　価値観の多様化といわれる現代に好ける、諸

墲ﾌ測定法、把握法とその問題点についてふれ

驕B歴史的な展開の経緯と最近の測定事例を引

pする。

吉　田　正　昭

i中央大学教授）

9 認知閾の測定

　閾の定義とその測定方法．とくに精神物理学

I測定法について解説する。次に光覚閾のほか

P語や形の認知閾についても、具体例をあげて

ｻの測定結果を紹介し、それをいかなる意味に

�ﾟするかについて検討する。

鳥居　修　晃
D（東京大学教授）1

10
色の認知とその
ｴ情効果の測定

　色の認知の仕組みを調べる：ための測定方法を

ﾐ介し、代表的な研究例をあげてその理論上の

ﾓ味について考える。また、色が感情に働きか

ｯる効果について、それを研究するための方法

�?ｰ、検討を加える。

同　　　上

11 運動と形の認知

　仮親運動について、その成立条件を研究する　　、

ｽめの方法につき紹介する。また、静止対象の

`の認知と運動対象の形の認知に関する研究例

�?ｰ、それらの成立条件を探るための方法や

ｪ定方法について考える。

同　　　上

12 香りと手触りの認定

　視覚や頭覚のように認識的側面の強い感覚と

ﾙり、嗅覚や触覚は感情的好悪と強く結びつい

ﾄいる。従って昔は美的感覚の問題とされてき

ｽが、現代では統計学的ないしは計覚心鯉的測

閧ｪすすんでいる。その一論を紹介する。

吉　田　正　昭

13 味’の　測．定

　味と香りは機器測定が出来ぬといわれている

ｪ補助道具としてのマイクロコンどユータなど

ﾍ有用である。． 同　　　上

14 重量感の測定

　重さの区別機を測定する方法を紹介し、測定
級ﾊをWe　ke　rの法則に照らして検討する。さ

轤ﾉ、同じ重量で体積の違うものの重さを比較

ｻ断するときに現われるCharpentier効果
竅A重さの順応水準についても、具体的な研究
痰�?ｰて考えてみたい。

鳥　居　修　晃

15 測定をめぐる諸問題

　測定について種々の角度から考えてきたが、

ｻれらに共通する問題や測定しにくい事象につ

｢て、担当講師全体でまとめを行う。 肥田野　　　直
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　　　　　　　　　　　＝障害児の心理と教育＝　（Rう

　　　　　　　　　　　〔主任講師：寺田　晃（東北大学教授）〕

全体のねらい

　障害児の教育は・人間の尊厳を問い、教育の本質にせまるものである。本講では、前半に総論回して、

まずそうした障害児がどんな子どもなのか、診断・判断、研究法などを検討すると共に、後半の各論で

は、障害の各領：域別に、心身の発達的特徴と教育、：福祉の在り方などを一連に考え、障害児への一般的

な理解を深めたい◎

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

障害児とはどのような子どもなのか、各障害の

1
障害児とはどのよ

､な子どもか

別に、その定義と類型を、主に心理学的、社会学

I、医学・生理学的な見地から総合的に解説する。
寺　田　　　晃

i東北大学教授）

障害児に対する学校教育の理念と目的および目

障害児教育の目的 標、普通教育との内容・方法・評価面の違い、特

2
と歴史的発展

殊教育の現状などを述べ、あわせて障害児に関す

骭､究、教育（養育）一般の歴史的なあゆみにつ
同上

いて概説する◎

障害児の病理（身体・諸器官ほか）、心理（認
知、人格・情動、社会的行動ほか）、教育（教育

3
障害児の研究・教

轤ﾌ課題と方法
内容、方法ほか）の各分野にわたり、従来の研
?E教育の概況と傾向を捉えるとともに1現下の

　田　中　農夫男

i宮城教育大学教授）
教育・心理の研究の課題性を考え、研究法を指摘
する。

主に医学・生理学、心理学の見地から、障害児

4
障害の原因と

@　　診断・判断

の心身に関する病理と障：害の噌般的様相を述べ、

ｩつ医学、心理学による障害の測定・評価の方法

ﾈいし診断・判断の実際的技法と問題点などを解

寺　田　　　晃

ｺ井　憲　男
i東北大学助教授）

心する。

発達とは一般にどんな機構と段階とを経て展開
発達と障害　亙一 するものであるのかを、個体発生の側面から検討

5 発達の仕組みと障 し、従来の発達理論を紹介するとともに、発達に 寺　旺　　　晃

害 対処して障害がいかに位置つげられるかを考える。

発達における親の役割と意義、障害にかかわる
発達と障害　H一 家庭的条件、学校教育・社会生活の諸問題などを 寺　田　　　晃

6 障害児の家庭・学 概観し、その考察から発達と障害の二次的効果を 仁　平　義　明

校澄よび社会 指摘するとともに、家庭・学校・社会の在り方を （東北大学助教授）
検討する。

視覚障害児の身体、認知能力、学習能力、人格・
感覚障害論　　1一 情動、社会的行動などを通して、視覚障害児の心

7 視覚障害児の心理 理的な発達と特徴を概観するとともに、主に盲学 田　中　農夫男

と教育 校での教育の現状と適切化を検討する。
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回 テ　　　・一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

聴覚障：害児（言語障害を含む）の身体、認知能

感覚障害論　H一 力、学習能力、人格・情動、社会的行動の各発達 菅　原　広一
8 聴覚障害児の心理 と特徴を把握し、主に聾学校教育の現状と最適化 （国立特殊教育

と教育 を考えることにより．感覚障害論をまとめる。 総合研究所室長）

主に医学・生理学、心理学の立場で肢体不自由

9

身体・運動障害論

P一肢体不自由児

ﾌ心理と教育

児の身体・運動の能力の発達と特徴を捉え、治療

ｳ育ならびに職業的リハビリテーションの現状と

{護学校教育の最適化を検討する◎

田　川　元康
i和歌山大学教授）

前章と同様な立場で、病弱児・虚弱児の身体と

10

身体・運動障害論

闊齦a弱児・虚弱

凾ﾌ心理と教育

運動面の障害特徴、心身発達の相互関連性を論じ、

衷寛凾ﾖの復帰、養護学校教育の現状と指導の最

K化を考察し、身体・運動障害論をまとめる。

寺　田　　　晃

ｺ井　憲男

知能障害児の身体・運動の能力、認知能力、人’

精神発達障害論 　　、i・情動ならびに社会的行動の発達的特徴を述べ、

11 1一知能障害児の 特殊学級、養護学校、施設における教育・訓練・ 寺　田　　　晃

心理と教育 養育の現状と適切化、社会的適応等をまとめる。

自閉症児の心身諸機能の発達と特徴を論じ、あ

12
精神発達障害論
�齊ｩ閉症児の心

揩ﾆ教育

わせて家庭・学校・施設等での教育・訓練および

{育の現状と、指導の適切化、社会的適応等を論

ｶ、精神発達障害論をまとめる。

　小　松　教　之

i宮城教育大学教授）

登校拒否、非行など、いわゆる情緒障害児の心
情緒・行動障害論 身諸機能の諸特徴を述べ、家庭教育と学校教育の

大　山　正博
13 互一情緒障害児の

S理と教育

現状、指導および教育相談の在り方などを、氏社　　　　　　　＼

?Iならびに反社会的な問題行動型について論じ
（東北学院大学教授）

る。

学業不振と学習障害の定義および類型、診断と
情緒・行動障害論 判断等について述べ、心理的、環境的な側面から

14 二一学業不振児の の特徴と不振の原因を指摘することにより、家庭 寺　田　　　晃

心理と教育 教育ど学校教育、教育相談等を中心とした指導、

措置の適切な在り方を考える。

障害児の福祉の理念と構造、福祉行政実践の現

15
障害児の福祉と教

況等を概観するとともに、第7章から第14章まで

ﾌ各障害型の特徴を総括することにより、福祉と 同　上
育の展望・ 教育の今後の在り方、問題点を展望する。
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＝犯罪と法＝（R）
〔主任講師　内藤　謙（千葉大学教授）〕

全体のねらい

　現体社会における犯罪現象に対して法がどのようにかかわるかを、近代刑法の展開という視点から

講義する。犯罪とは何か、刑罰とは何かという基本的な問題の検討が中心になるが、現代社会が犯罪

と刑罰について提起しているさまざまの問題を手がかりにして、できるだけ具体的に説明することに

したい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

戦後の日本に叩ける犯罪現象の基本動向を最

1 犯罪現象の基本動向
近の動向を中心に検討するとともに、犯罪現象

ﾌ国際比較と犯罪原因論についても若干の考察

�獅ﾝる。

内　藤：　　謙

i千葉大学教授）

犯罪現象に対する法の機能を、犯罪現象は、

法を超える領域とも、また、刑事法以外の法領

2 犯罪現象と法の機能 域とも、かかわりをもっていることを視野に入 同　上

れて．近代法の展開という観点から検討する◎

量

現在の日本の刑事司法過程で、犯罪はどのよ

犯罪の法的処理過 うに処理されているか、という問題を、制度運用

3 程（1）一一警察・検 の量的事実の側面を中心に、警察。検察庁の段 同　上

察庁の段階 階について検討する。

4

犯罪の法的処理過
�i2）一裁判所・・

s刑施設の段階澄
謔ﾑ少年事件の四則

　犯罪の法的処理過程の問題を、制度運用の量

I事実の側面を中心に、裁判所・行刑施設の段

Kについて検討する。そして、少年事件の特別

ﾌ処理過程についても考察する◎

同　上

近代。現代の社会では、犯罪に対して刑罰を

加える機能をもっているのは、国家だけである。

5 刑事法と国家 このような国家刑罰権の根拠と限界をどのよう 同　上

に考えるべきかを検討する。

近代刑法の基本原理である罪刑法定主義の沿

革の実質的・政治的根拠を考察するとともに、

6 罪刑法定主義 罪刑法定主義の内容と現代的意義について検討 同　上
する。

Ψ 近代刑法の機能には、罪刑法定主義と結びつ

く人権保障機能、澄よび、法益保護機能があ

7 刑法　の　機能 る。この法益保護機能の内容を検討し、現代の 同上
問題状況と刑法の機能について考察する。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8

刑法理論の系譜（1）一旧派刑法理論の

`成と展開

　近代刑法理論の展開過程を、ヨーロヅパに眠

ｯる市民社会の成立期に形成・展開された前期

券h理論、それに続くフランス新古展主義刑法

D理論、ドイツ的な後期旧派刑法理論について検

｢する。

内　藤　　　謙

9

刑法理論の系譜（2）一新派刑法理論の

`成・展開と，「学
hの争い」

　旧派刑法理論に対抗して19世紀後半に形成・

W開された新派刑法理論の内容と特色を検討す

驍ﾆともに、新・二二学派の「学派の争い」と

ｻの後の動向について考察する。

同　上

10

日本刑法典の史的　　　　　　　　一

W開と現代刑法理
_の基本動向

　日本の旧刑法典・現行刑法典の成立とその特

Fを．刑法理論の系譜との関連で考える。そし
ﾄ、現代刑法理論の基本動向を、日本、英米、

tランス、西ドイツについて概観する。
同上

11

　　　　　　、
ﾆ罪論の諸問題（1）一犯同論の構成と

¥成要件該当性

　三楽解釈学に診げる犯罪の定義と犯罪論の構

ｬについて、その基本的内容と特色を検討する。

ｻして、作為犯。不作為犯、因果関係を構成要

所Y当性の問題としてとりあげる。

同　上

12
犯罪論の諸問題（2）

鼈癘@性と責任

　違法の実質、正当防衛、緊急避難、法令行為・

ｳ当業務行為を違法性の問題として検討する。

ｳらに、故意：・過失、責任能力、違法性の意識、

咜ﾒ可能性を責任の問題として検討する。

同　上

13

犯罪論の諸問題（3）

D一 ｢遂犯と共犯、
q観主義と主観主

`

　未遂犯に関連する問題と，共犯に関連する問

閧�沒｢する。そして、犯罪論に転ける基本的
ﾈ考え方の違いである、客観主義と主観主義の　　　　　　＼

ﾎ立について考察する。
同上

14 刑罰論の基本問題

　刑罰の根拠と限界の問題について、応報刑論

ｩ目的刑論かという従来の一般的論議を検討し

竭濶�?ﾌ：方向を考える。そして、刑罰の種類

ﾆ内容について、日本の現行法を中心に考察す

驕B

同　上

15
刑事政策の現代的

竭

　法制度の全面改正が問題に：なっているものと

ｵて、自由刑の執行内容を規定する監獄法と保

ﾀ処分がある。この二つの問題について、改正

?ﾆの動向に注目しながら、検討する。

同　上
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＝裁判と市民生活＝（TV）
＿らい〔主任講師：井上治典（神戸大学教授）　〃　　：三井　誠（神戸大学教授）〕、

　近時、裁判に対する関心は高ま6てきてはいるが、日常的な市民生活にかかわる問題領域での裁判の

「素顔」は、案外知ちれていない。また、司法といえば、裁判所の手続ぎだけを思いうかべる傾向があ

る◎いったい裁判とは何なのか．市民生活にとって裁判所はどのような存在なのかを明らかにしていく

ことを通じて、司法制度とその作用をみるたしかな「眼」を養いたい。講義の前半部分は民事（井上〉

を、後半部分は刑事（三井）を取り扱い、最終会で全体のまとめを行う（井上・三井）。・

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

民事の「紛争」とは何か、また紛争を解決する

1
紛争とその処理手

手続きとしては、どのようなものがあるのか。現
緕ﾐ会では、紛争解決の機関としてさまざまなも 井　上　治　典

続き のが用意されており、多様化の傾向をみせている （神戸大学教授）
が、そのなかで「訴訟」ぽ、どのような役割と位
置を占めているのか。

曽

紛争が訴訟に持ち込まれた場合、訴訟手続きは

2
民事手続きの流れ

ﾆ原理

どのように展開していくのか。手続きを支え、貫
ｭ、基本的な約束ごとを明らかにしながら、当事
ﾒを中心とした手続きにかかわる人の問題にも目

同　上

を向けてみたい。また、仮差押え、仮処分、強制
執行も取の上げる。

訴訟利用者は、裁判に対してさまざまな期待を

裁判に対する利用 持っているが、裁判はいったいどこまでそれに応

3 者の期待と弁護士

ﾌ役割

えられるのか。近代裁判の合理性とその限界を探
ﾌ、あわせて弁護士と依頼者（本人）との関係に
ﾂいても考えてみる。

同　上

4

法廷に澄ける対話

ﾌあり方一口頭
ﾙ論の意味とあり

　訴訟の核心は、法廷における対話・論争にある。

茁ｪ弁論は、どのように行われるのか。民事訴訟
ﾌ現状では、生き生きした弁論が失われてしまっ
ﾄいるが、その原因はどこにあり、どうずれば弁

同　上

方を考える 論を活性化でき、訴訟らしい訴訟になるのか。

近時、社会状況を反映した新型の訴訟（現代型

訴訟と政策形成 訴訟）が裁判に持ち込まれる傾向が増大してきて

5 一嫌煙権訴訟の

ｪ析

いるが、これらの訴訟はどのような特徴をもち、

ﾇのような機能を果たすべきか。いわゆる「嫌煙
?i訟」を題材として取り上げて、事件の経過を

同　上

追いながら、問題を探る。

日常生活のなかで生じる軽微な事件は．裁判所

少額紛争と裁判所 でどのように取り扱われているのか。簡易裁判所

6 一一 ﾈ易裁判所を

lえる

は大衆の裁判所として発足したはずであるが、十

ｪにその要請に応えているだろうか。「少額裁判
梶vの構想などを見ながら、少額事件の解決手続

同　上

きのあり方を考えてみる。

当事塁間の話し合いと了解を基本にした解決手
続きとして、和解および調停があるが、それはど

7 和解　と　調停
のようなものなのか。また、なぜ諸外国からも、
ﾟ時、日本の調停が注目されてきているのか。和

同　上

解．調停の運用についても考えてみよう。
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回
　　　　　　　「
e　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師

i所属・氏名）

8
刑事手続きの流れ

ﾆ原理

　殺人事件が発生したとしよう。警察が捜査を開
nし、検察がこれを引き継ぎ、起訴するか否かを
?閧ｷる。起訴されれば裁判所のもとで審理が進
ﾟられ、有罪判決が下されると刑が執行されるこ
ﾆになる6このシステムを歴史的∴比較法的視点

��ｦて概観するb

三　井　　　誠

i神戸大学教授）

9 捜査　と　人権

　刑事事件の真相を解明するには、捜査により犯

lを発見し証拠を収集・確保しなければならない。
ｵかし、捜査が綿密になり、また強力化すればす
驍ﾙど人権侵害を伴う危険性も大きくなる。

同　上

10 検察官の役割

　刑事司法において占める検察官の役割はきわめ
ﾄ大きい。独占的に起訴不起訴の裁量権をもつだ
ｯでなく、捜査、公判活動も積極的である◎一・人

O役、刑の執行も含めると、四十の働きである・
ｱれは「検察官司法」と呼称されることもある。・

ｱれをどう評価すべきか。

同　上

11 裁判官と事実認定

　正しい事実認定は、国民の裁判に対する信頼を
m保する鍵である。裁判官の心血もこの点に注が
黷驕Bそれでは、刑事訴訟法は事実認定の適正さ
�S保するためにどのような法則を設けているか。
?墲ｹて、令状の発付、量刑など広く刑事裁判官
ﾌ働きをも跳める。

同　上

12 冤罪と刑事弁護

　「冤罪は最大の人権侵害である」と指摘される。

ｵかしその跡はたたない。昭和50年代には刑事再
Rが社会の耳目を集めた。なぜ　罪は生じるのか。
ｻの防止及び救済の対策はなにか。これを被告人
ﾌ防御権及び刑事弁護の視点から捉えかえしてみ

驍ﾆどうなるか。

同　上

13
市民の刑事司法へ

ﾌ参加

　市民と司法の距離は遠いと言われる。たしかに
謳i諸国ではなんらかの形で市民の裁判関与が認
ﾟられているのに、わが国にはそれがない。関与
�≠ﾟる市民の声もさまど強いとは思われない。
ｻれはなぜか。検察審査会制度を通して、そのあ
ｽりの事情をさぐる。

同　上

14
刑事事件からみた

甯緕j

　戦後の著名な刑事事件を追跡すると、戦後史を

ﾇいかけているような感じを抱かせられる。それ
ﾙど：刑事事件は時代を映：す鏡的な側面をもつ。個

ﾊ事件でなくとも、覚せい剤事犯、交通事犯、公
Q事犯等、大量現象をつかまえても同じことがい
ｦる。刑事事件をこのような目で見返してみよう。

同　上

15
司法制度を展望す

　これまでの講義の総まとめとして、民事・刑事
ﾌ手続きをめぐるさまざまな問題点やそれらの手
ｱきにかかわる転々の意識を整理・分析しながら、
ｫ来への展望を試みる。あわせて、これまで取り
繧ｰることができなかった問題にも言及する。

井　上　治　典

O　井　　　誠
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＝日常生活と法＝（TV）

〔主任講師　川井　健（嗣僑大学長）〕

全体のねらい

　日常生活において重要な役割を果たす民法が施行されて以来、すでに90年近くになる。この間、民

法はあまり改正されていないが、社会の変化はいちじるしい。濃と社会のズレを調整してきた判例の変

遷に留意しながら、現在の日常生活上の重要な問題をとりあげて、民法を説明したいρ

回 テ　　　・一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 民法の　意義

　民法は、市民社会における財産や家族をめぐる
ｴ争を解決する基準となる法である。民法典のほ
ｩ判例法や慣習法があることを述べ、民法の解釈
笆ｯ法の効力についても言及する。

川　井　　　健

i一橋大学長）

2 権利とその主体

　民法は紛争を解決する便宜的手段として、各種

ﾌ権利を認めている。権利の実現はどのように行

Eわれるのか。また、権利の主体である人の法律上

ﾌ問題を扱う。
同　上

3 契　　　　　　約

　契約とば何か。一契約自由の原則は、事実上約款

ﾉより制約ざれており、公序良俗や強行法規の役

рｪ増大している。契約と信義誠実などについて

烽ﾓれる。

同．上

4 不動産の売買

　不動産の売買による所有権の移転や、所有権の

ﾚ転を第三者に対して主張するために必要な登記

ﾉついて述べる。また不動産物権変動の公信否定

ﾈどについてふれる。

同　上

5 動産・債権の売買

　動産の売買における所有権の取得の問題や、売
蛯ｪ無権利者であった場合の買主の保護の問題な’どをとりあげる。また、キャヅチセールスや債権

ﾌ譲渡にともなう問題を扱う。

同　上

6 売買契約の履行

　売買契約の履行としての売主の登記移転、引渡
ｵ、買主の代金支払などの義務をとりあげる。ま＾た、弁済に関連しての相殺や売主と買主の義務、

ﾂ権の消滅時効の問題などを扱う。

同　上

7 売買契約の不履行

　売主や買主が履行を怠った場合や履行が不能と

ﾈった場合の強制履行、損害賠償の範囲、契約の

�怩ﾌ問題について述べる。また、金銭債権の遅

ﾘなどについてふれる◎

同　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

売買が行われたとき、権利や物に理疵があった

8
売買と目的物の蝦

場合の売主の責任はどうなるか。i暇疵担保責任と

�?ﾌ関係や保証書の問題などを取りあげる。 川　井　　　健
疵

金銭消費貸借契約と利息の関係について述べる。

またサラ金問題と関連し、利息制限法や貸金業規

9 借金　を　保証 制法を取りあげるほか保証や連帯債務、身元保証 同　上

などについてもふれる◎

請負契約における注文者の保護の問題として請

負人の蝦疵担保責任や約款の果たす役割を述べる◎

10 請負　と　委任 また委任契約では委任と代理との関係、善良な管 同　上

理者の注意義務や報酬請求権についてふれる。

錯誤、虚偽表示、心裡留保などによって契約が

無効と’される場合や、詐欺、強迫によって契約が

11 契約の無効・取消 取消される場合の問題をとりあげる。詐欺と善意 同　上

の第三者の保護についても述べる。

所有権は物権の中心となる権利とされており、

これを制限する各種の物権が法定されているほか

12 所　　　有　　　権 慣習法上の物権もある。所有権の取得時効や共有 同　上

の問題も取りあげる。

所有権を制限する物権である地上権、永小作権、

13
利用に：よる所有権

地役権のほか入会権の問題をとりあげる。所有権

ﾌ取得時効や共有の問題も取りあげる。 同　上
の制限 ＼

民法の賃貸借の規定が大正10年の借家法によっ

て修正され、賃借権の物権化が認められ、さらに

14 借　　　　　　家 昭和16年忌借家法の改正によって賃貸借解約咋制 同　上

限基準が設けられたことを述べる。

民法の賃貸借の規定が大正10年の借地法の制定

によって修正された・明治42年には建物保護法が

15 借　　　　　　地 住宅問題や土地利用の観点から借地法のあり方を 同　上

考える。
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回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

金銭債権などを確保する手段として、抵当権や

16
担保による所有権

ﾌ制限

質権などがある。これらが所有権を制限する担保

ｨ権であることを説明し、留置権や先取特権のほ

ｩ、仮登記担保などをとのあげる。

川　井　　　健

抵当権の設定の要件や効果などを説明する。ま

た、特殊なi抵当としての共同抵当や根抵当などに

17 抵　　　　　　　当 もふれ、関連して、工場抵当法や企業担保法にも 同　上

言及する。

庶民金融として重要な役割を果たしてきた質権

を説明する。しかし、実際界では、質権はあまり

18 質 使われなくなってきており、譲渡担保がこれに代 同　上
わる役割を果たしている。さらに新しい担保もつ

ぎつぎに考案されている。

過失責任の原則とこれを修正する無過失責任、

19
過失責任と無過失

ﾓ任

中間責任の問題をとりあげる。債権侵害、医師の

ﾓ任、安全配慮義務と不法行為との関係も扱う。 同　上

｛

人間にとって、もっとも重要な価値の一つであ

る人格権は民法上どう扱われているか、名誉致損、
博

20 人格権の保護量 報道の自由との関係、プライバシーの問題などを 同　上

取り上げる。

交通事故の被害者の救済として、民法を修正す

る自動車損害賠償保障法がある。加害者が責任を

21 交　通　事　故 負う要件、保険金給付の問題、国、公共団体の責 同　上

任を取り上げ．航空機、列車事故にもふれる。

イタイタイ病、四日置ぜんそく、水俣病などの

公害に対し、裁判所がどのような判断を示してき

22 公　　　　　　害 たかということを説明し、大気汚染防止法、水質 同　上

汚濁防止法、公害健康被害補償法などを概観する◎

複雑な流通機構のもとで、欠陥商品による被害

23
欠陥商品と消費者

ﾛ護

者救済はどのように行われるかを考える、また森

iひ素ミルク事件など欠隔商品事故を概説し、消

?ﾒ救済立法の進展を見る。

同　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　・　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

24 損　害　賠　償

　損害賠償の範囲、損害算定の基準時、過失相殺

ﾈどの問題を述べる。また、慰謝料についての損

Q賠償請求権の相続の問題や、補償や保険につい

ﾄも取り上げる。

川　井　　　健

25 結　　　　　　婚

　家族についての民法の扱いを概観したうえで、

･姻についての要件や効果を、男女平等、個人の

ｸ厳という原則の下で検討する。また内縁の問題

煦ｵう。

同　上

26 離　　　　　　婚

　離婚は、どのようにして成立するか。外国の離

･法の動きとともに、日本の裁判所が示している
ﾔ度を見る。あわせて離婚後の財産分与請求権、

q供の監護の問題を扱う。

同　上

27 親　　　　　　子

　嫡出でない子の地位や養子のあり方などについ　　、て検討する。特別養子、菊田医師事件にみられる

赴U出生届、人工受精子、体外受精子の問題も取

闖繧ｰる。

同　上

28 親権・後見・扶養

　親権に関し、子の監護や子の財産の管理の問題

�ｵう。子の引渡請求、後見制度を取り上げる。

e族間の扶養の問題では社会保障との関係にふれ

驕B

　　　　㍉
ｯ　上

29 ．相、　　　　　続

　財産の相続はどのように行わ池るか。相続人、

椛ｱ分、相続財産や遺産分割を取り上げる。特別

�vや寄与分に、も言及する。あわせて相続回復請

′?A相続の承認と放棄、財産分離などをも説明

ｷる。

同　上

30 ・由　　　　　　　　　　　　一舌
k愚　　　　　　　　　　　口

　財産処分の自由は遺言によっても行われる。し

ｩし遺言には厳格な方式が必要とされる。また、

黶E閧ﾌ法定相続人に対する遺留分は遺言によって
熕Nされない。これ｛うを説明する。

同　上
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＝取引と企業の法＝（R）

　　　　　　　　　　　〔主任講師：龍田　節（京都大学教授）〕

全体のねらい、　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　、　，　　　　　、、
　現代の経済活動の主な担い手は企業であり、企業をめぐる取引の法葎関係を知るととは重要である。

また、企業の多くは会社形態をとるから、代表者の権限など、組織の問題カミ企業の取引に深く関係する。，

これら企業の組織および取引は、広い意味の商法が定める制度に乗って動く。その基礎的な部分をわか

の易く説明する。

回 テ　　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1　企業はどのような取引をするか

1 企業　と　取　引
2　消費者と企業との間の取引．

R　企業の取引を法律の目で見ると

S　市民の法と企業の法

龍　田　　　節

i京都大学教授）

1　商品が消費者の手に渡るまで

2　販売店・代理店のいろいろ

2 商品の　流　通 （D卸売商　（2）代理店　（3）委託販売（問屋） 同　上

（4）ブローカー（仲立）

3　企業と企業の間の売買

1　運送企業と物品運送のいろいろ

2　物品運送契約のしくみ

3 運送　と　倉庫 3　倉庫に物を預ける 同　上

4　物の代わりに動く証券

5　事故が起きたときの処理

1　旅行のプラン、といろいろの契約

2　運賃の支払一切符さまざま
4 旅　　　　　　行 3旅の宿と食事 同　上

4　事故が起きたときの処理

1　損害保険：のいろいろ

2　損害保険契約のしくみ

5 危険・への備え （1）契約に名の出る人（2》保険料の支払 同　上
（3）保険金の額

3　保険の新しい働き一責任保険

1　からだに関する保険のいろいろ
2　生命保険契約のしくみ

6 からだと保険
ω契約に名の出る人②嘘をつかない
i3＞保険金の受取り

同　上

3　けが・病気に備える保険
4　老後の生活と保険

1　約款を使う取引

2　約款がなぜ拘束力を持つか

7 約　款に　注意 3　約款をよいものにするために 同　上

（1＞法律による規制（2）行政官庁の関与

（3）裁判所の役割　　（4｝消費者取引との約款
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1　企業に名前をつげる

2　紛らわしい名前が使われたとき

8 企業の　名　称 3　名前を貸したときの責任 龍　田　　　節

3　営業や商品の名称・標章

1　企業の活動を支える人たち
盆　店員とセールスの従業員

9 取引をする権限
3　支店長・部長・課長など
S　社長・専務・常務などと代表取締役

同　上

5　権限をよこしまに使ったとき
6　会社の事業目的からはみ出す取引

1　トップは誰が選ぶか

トップ・マネジメ
2　トップは何をするか

10 3　企業の意見決定のしくみ 同　上
ント 4　取締役会の役割と手続

5　社長が独断でした行為

1　会社の利益と取締個人の利益

2役員報酬の決め方

11 経営者の姿勢 3　取締役と会社との取引 同　上

4　会社を出し抜くな

1　会社に生じた損害の賠償

2　まわりに迷惑を及ぼしたことの責任

12 経営者の責任 3　会社資本の充実 同　上

4　監査役の責任

5　企業の社会的責任

1　経営に対する監査と是正

13
経営をチェックす

2　会社の規模によって違う監査制度

R　会計の監査　　　． 同上る
4　業務の監査’

5　取締役から独立していること

1　株主は企業のオーナー

2　株主総会は祭典か

14 株　主　　の　声 3　株主の声を総会に 同　上

4　株主のいろいろな権利
5　総会屋と手を切る

1　企業の資金繰り

2　返す必要のない資金一株式

15 企業の　資金 3　増資さまざま 同　上

4　大衆からの借金一社債
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

鱒

1　株主になる道

2　上場株式と店頭銘柄

16 株式の　売　買 3　非公開会社の株式一譲渡制限 龍：田　　　節

4　株式の名儀書換

5　会社が自社株を買うのは禁物

1　株式投資からの収益

2　配当は利益から

17 株式の配当と分割 3　持株のふえる楽しみ 同　上

4　半人前の株式一端株

1　資産運用の狙いどころ
2　株式投資の危険性

18 投資のリスク
3　株式の信用取引
S　商品の債券の先物取引

同　上

5　プロまかせの資産運用
6　甘言に乗るリスク

1　経理のごまかし

2　損益を判定するプ白セス

19 会計　と　開　示 3　ガラス張りの企業経営 同　上

1　株式会社の設立
2　会社のいろいろ㌔

20 会社を　作　る 3　会社以外の共同企業 同∫

4　会社は法入である

1　会社の衣替え

2　会社売ります

21 会社　の　変　動 3　企業の融合と分裂 同　上

4　株主やめます

1　横のつながりと縦のつながり’

2　親会社と子会社

22 企業のグループ 3　国境をこえた企業戦略 同　上

1　行詰まりと再建

2　戦線を縮小して再出発

23 倒　　　　　　産 3　会社が消えてゆくとき 同　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

24 澄金の　流　れ

1　物の流れとお金の流れ

Q　銀行取引と手形・小切手

R　手形・小切手のしくみと働き 龍：田　　　節

25 手形の　振　出

1　手形・小切手の振出に必要なこと

Q　書いてよいこと悪いこと

R　書かずに放っておくと

S　勝手に署名、勝手に手直し

同　上

’26 手形の　裏書

1　手形・小切手には足がある

Q　支払わなくてよいはずなのに

R　白昼の死角 同　上

27 手形の　支　払

1不渡りは命取り
Q　支払をする側と求める側

R　権利の上の短い眠り 同　上

・28 紙にのった権利

1　紙と権利の結びつき

Q　紙は強し、されど怖し

R　紙から権利を切離す

S　クォヴァディスー紙よどこへ行く

同　上

＾29 貿易のしくみ

1　船の手すりをこえるとき，

i1）貿易条件　（2）FOB売買　（3）CIF売買
Q　信用のネットワーク　　　　　　＼

i1府為替・（2）商業信用状

R　ふえる黒字の悩み

同　上

30
企業法の歴史と特

F

1　ベニスの商人とナポレオン

Q　文明開化とお雇い外国人

R　国の数より多い商事法

S　企業法のアイデンティティ

同　上
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＝日本の社会と法＝（R）

　　　　　　　　　　　〔主任講師：碧海純一（放送大学教授）〕

全体のねらい

　この講義は専門科目である。しかし、60・61・62年度に提供される法律関係の諸科目の充実度に鑑

み、この講義は専門課程における教養科目として構想されている。日本の法をサンクロニクに（比較文

化的に）かっディ・クロニクに（歴史的に）考察することを眼目とする。日本独特の社会構造と法との
関係が基本問題：である。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1　法の継受一法における自然と人為
2　継受と立法

1
日本に診ける法の

p受
3　継受法の日本的運用
S　継受と言語

碧海　純一一
i放送大学教授）

5　ドイツ法と日本
6　戦前の日本におけるエリート養成と陸海軍

1　大陸法系と英米法系

大陸法系としての 2　成文法と判例法

2
日本近代法

3　現代日本法の性格

S　裁判の諸類型

同　上

5　司法権の独立

1　固有法の時代

3

日本法の史的展望
i1）一古代国家と律

2　律令法の時代

R　律令法の変質と中世法の萌芽 植　田　信広
i九州大学助教授）

令の継受

1　中世武士の法観念
日本法の史的展望 2　中世搾め二つの顔

4 （2）一武家社会の道 3　中世から近世へ 同　上

理と法

1　近世国家の権力構造
日本法の史的展望 2　近世法の諸特徴

5’ （3＞一幕藩体制下の ．同　上

法と裁判

1　は、じめに

日本の近代化と西 2　明治国家の課題 碧海純　一
6 三法の継受（1）一近 3　西欧法との出会い 海老原　明　夫

代的法制度の成立 4　明治初期の裁判所制度 （東京大学助教授）

1　明治憲法の制定
日本の近代化と西 2　民法典の編纂

7 欧法の継受②一法 3　その他の主な法典の編纂 同　上

典の編纂

一392一



回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

日本の近代化と西 1　問題の所在

8
欧法の継受（3）一法 2　プロイセン憲法闘争

R　井上毅の構想 海老原　明　夫
典起草過程の具体 4　レースラーの見解
例 5　明治憲法第71条の成立

1　「学説継受」の時代
日本の近代化と西 2　「学説継受」の具体例

9 三法の継受④一学 3　ドイツ法学隆盛の理由 同　上

説の継受 4　ドイツ普通私法における法源と学説

1　西欧法の「継受」と日本的な法

2　日本的な法学の提唱

10 近代日本法の成熟 3　判例研究の提唱 碧海純一
4　「概念法学」批判

5　社会的弱者の法的救済

1　占領初期の法改革

11
第二次大戦の終結

2　新憲法の制定へむけて

R　労働三法と農地改革 同　上
と日本の法 4　占領政策の転換

1　日本国憲法の制定
2　「押しつけ憲法論」

12 日本国憲法の成立 3　国際環境の変化 同　上

1　法とは何か

2　「法の支配」の原理の背景

13 法　の　支　　配 3現代日本と法0支配 同　上

1　立法の実効性一法と社会

14
立法改：革とその限

同　上
界

1　日本法の発展の概念
2　第二次大戦後の日本の社会と法

15
占領時立法と日本
ﾌ改：革

3　法の継受と立法
S　「法の支配」とフィードバヅクの概念

同　上

5　司法権の強化
6　日本の現行法体制における三権の関係
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＝国際社会と法＝（R）
〔主任講師：横田洋三（国際基督教大学教授）〕

全体のねらい　　　　　　　　　　　　　　　　　　b
相互依存関係の深まる今日の国際社会に於いては、いかなる国家もその国限りですべての生活上の

必要を充足することはできない。しかし他方では、今日の国際社会は依然として複数の主権国家の併
存を前提として論り、多様性と不安定性がつねに基調と：なっている。こうした状況のもとでは、法を

通じての秩序の確保が強く要求され、またその法のあり方には、国内社会とは異なる特異性が見られ
る。このことをふまえて、国際社会における法の意義と役割を、とくに日本とのかかわりを念頭に澄
きつつ、考えることにする。

回 テ　　　一　　　マ 内’　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

国際社会に於いて、法が必要とされる事情を

1
国際社会に於ける

@の意義

考察し、あわせて、国際社会の構造の特殊性か

轤ｭる法の存在形態の特異性にも目を向ける。

　横　田　洋　三

総ﾛ基督教大学教授

国際関係を規律する法には、国際法、国際私

2
国際社会を規律す

髢@の種類

法、国際組織法など、さまざまなものがある。それ

轤�ﾂ々に検討すると同時に、それらの法の相

ﾝの関係を明確にする。

同　上

国際関係を規律する法の中で中心的位置を占

めるものが、国際法である。こめ国際法の成立

、3 国際法の成立 のいきさつを、16、7世紀のヨーロッパにさ 同　上

かのぼって検討する。

初期の国際法は、自然法の強い影響下にあっ
国際法の発展 た。しかし、次第に科学的思考の影響を受け、

4 一実定国際法体系 実証法体系へと移行し、r　19世紀には、実定国 同　上

の確立一 際法体系が確立した。この間のいきさっと、そ

の政治的社会的背景を考察する。

Ψ

今世紀に入って、戦争の違法化、国際機構の
国際法の新展開 発達、個人の地位の向上など、伝統的国際秩序

5 一新国際法秩序の
を根底からゆるがす現象が生じ、それに伴って
総ﾛ法体系も嗣ぎな変容を余儀なくされている。 同　上

暫

形成一 この間の事情を、一つの必然的歴史の流れとし
てとらえる。

従来、国際法学者の間で、・理論上争われてき

た基本問題のうち、ω国際法の法的性質、⑭国

6 国際法の基本問題 際法と国内法の関係、をう国際法の法源、の3つ 同、上

について考察する。

現行の国際法の諸規則の中から、国際法の定
実定国際法規　（1） 立に関する諸規則をひき出レ”と、検討する。と

7 一国際法の定立に くに慣；習国際法鈴成立の問題と、条約の締結、 同　上

関する規則一 効力、実効性などに闘する諸規則を考察する。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

国際法の中でも比較的古くから慣習法として

8
実定国際法規　（2）

鼕O交関係法一

形成されてきた外交関係に関する諸規定、とく

ﾉ、大使、公使をはじめとする外交官の職務、

ﾁ権、免除などについて検討する。
横　田　洋三

1

国際法上の重要な主体である国家の成立、種
実定国際法規　（3） 類、領域、主要な権利、義務などに関する実定

9． 一国家に：関する 国際法の規則を検討する。 同　上

諸規則一

古くから確立し、永い間安定した法秩序を形

10
実定国際法規　（4）

黶@海洋法　一

成してきた海洋法が、近年、大きな変容をとげ

ﾂつある。伝統的国際法に基づく海洋法をふま

Eえたうえで、今世紀に於ける海洋法の新しい動

同’

向に焦点をあてる。

国際法成立の直接の契機を与えた戦争と国際

三 11
実定国際法規⑤一戦争と法一

法の問題にρいて、戦争それじたいが合法か違

@かという問題と、戦争が起った場合に当事者

ﾉ峯って守られるべき規則は何か、と仏う二つ
同　上

の側面から検討する。

」
「
三
　
　
ワ
冠
κ
δ
㎡
・

、従来、国際法は、国家間の蘭係を規律する法
として確立されてきたために》個入については

12 白白と国際法
直接規定することがなかった。しかし、最近は、
ﾂ人の地位の向上とともにら個人たついて直接 同上て
規定する国際法規則が増えてきた。これを考察

凌 する。

近年、企業活動の国際化に伴い、国際法も企

業活動や経済関係に二）いて～さまざまの規律を

13 　　　　　　　　　　、驪ﾆ活動と国際法 及ぼすようになった。こうした企業活動に関す 同　上
る国際法の諸規則を概観する。

」

今日の国際社会は、国際機構の存在を無視し
ては語れない。これらの国際機構は、国際法を

14 国際機構と国際法
基礎として成立し、国際法に従って行動すると
ﾆもに、みずから、内部に独自の法体系を形成 同　上

している。之うした国際機構に関する諸法規を
概観する。

今日、地球上の全人類が平和のもとで繁栄を
享受するためには、国際法の介在が不可決の条

15
国際社会の将来と

@
件といっても過言ではない。そこで、国際社会
ﾌ将来を展望し、そこに澄ける法、とりわげ国

同　上

際法の役割とそれに対する日本のかかわりを考
察する◎
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＝経済活動と法＝（R）

〔主任講師：来生　新（横浜国立大学助教授）〕

全体のねらい

　現代の資本主義社会におげる国民の経済活動と行政との関係を法律学的に検討する。本来、資本主義

は市場による非人為的な資源配分、自由な企業の理念を持つ。現代の資本主義社会がこのような古典的

な資本主義理念にどのような修正を加えているのか、それが国罠の福祉とどのように結び付くのかを法

律学的に究明したい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1　資本主義経済体制
経済体制とは　　資本主義経済体制の特徴

1
資本主義経済に論

ｯる国家の役割
2　資本主義経済体制における市場と国家の関係
走{主義の成立と国民国家の成立　市民社会、

　来　生　　　新
i横浜国立大学助教授）

市民法、夜警国家　　資本主義の進行に伴う国
家の介入の増大

1　現代資本主義経済体制における市場と国家

現代資本主義経済 現代資本主義の市場と国家　　雇用法による政

2 体制に澄ける国家
府の経済的責任

Q　国家のアジェンダとノン・アジェンダ
同　上

の経済的機能 功利主義哲学と自然権思想　　市場の失敗と政
府の失敗

1　現代の資本主義経済体制国家における経済政
策の体系

3 経済政策と法
経済的効率と他の社会的諸価値　　経済政策と
ﾍ何か 同　上

2　政策手段と方法
経済政策の手致と法　　経済法の概念とこの講
義の範囲・方法

1　法手段の態様

4
経済政策実施の法

闥iと市場

’規制的手段誘導的手段　直接・間接の経済活
ｮ2　各種法手段と市場の関係

同　上

市場構造、市場行動、市場成果　　わが国の市
場をとりまく法制度の概要

市場機能の維持と 1　独禁法の目的規定の解釈
@の解釈と経済政策の手段性　　目的規定の構

5
法一独占禁止法の

ﾚ的と目的達成手

造　　究極目的の理解　　社会法的な立場から
ﾌ独禁法理解

Q　独禁法の目的達成手段

同　上

三一 公正取引委員会と行政処分　　その他の目的達
手　　　公取　　心主　と　益可能性基：準

1　公正且つ自由な競争
不確定性の問題　　完全競争モデルとその現実
的修正

6 独禁法の基礎概念 2　事業者 同　上
事業者の意義　　公私混合領域における事業者

3　一定の取引分野における競争の実質的制限
一定の取引分野　競争の実質定制限

1　独禁法による公正取引の確保の意義
公正競争阻害性　　規制の政策的意義と公正競争の意味

7
市場集中の規制
i1）一私的独占

2　特殊指定と一般指定
ｧ法の変遷　　特殊指定と一般指定

R　一般指定の行為類型
ｷ別的取扱　　不当対価　　不当顧客誘引　　事業活動の不当拘

同　上

束　取引上の地位の不当利用　続争者に対する事業活動の妨害
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8、

市場集中の規制
i2）一不当な取引制

ﾀ

1．定義規定の基本構造
Q　共同行為の意義と成立
褐ﾝ拘束・共同遂行と合意　　合意形成のコズ

@トと個別当事者の利益　　合意の存在の立証方
@と排除借置　　縦の合意と不当な取引制限

R　一定の取引分野における競争の実質的制限
㊧ﾓの成立範囲と一定の取引分野競争の実質
I制限

S　公共の利益
]来の議論の対立　　行政指導と公共の利益

T　課徴金

来　生　　　新

9

市場集中の規制
i3）一不公正な取引

菇@

1　独禁法による公正取引の確保の意義
�ｳ競争阻害性　　規制の政策的意義と公正競

?ﾌ意味
Q　特殊指定と一般指定
ｧ法の変遷　　特殊指定と一般指定

R　一般指定の行為類型
ｷ別的取扱　　不当対価　　不当顧客誘引
幕ﾆ活動の不当拘束　　取引上の地位の不当利，
p　　競争者に対する事業活動の妨害

同　上

10

市場集中の規制
C一その他の市場

W中規制

1　予防的市場集中規制
√ｹ規制　　株式保有の規制　　役員兼任の規
ｧ2　事業者団体に対する規制

幕ﾆ者団体規制の位置づけ　　規制の概要
R　独占的状態に対する措置

同　上

11 一般集中規制等

1　一般集中規制

齡ﾊ集中規制とは　　市場集中規制政策と一般

W中規制の矛盾
Q　同調的値上げの理由の報告

ｭ策的意義　　報告の徴収　　40条の一般的

ﾈ調査権、43条の公表との関係
R　国際契約に対する規制

K制の概要　　国際契約等の規制の政策的意義

同　上

12
適用除外の諸制度

｣争

1　適用除外制度の歴史と理論的根拠
ｴ始独禁法における位置づけ　　昭和28年改
ｳにおける位置づけ

Q　原始独禁法以来の適用除外
@自然独占と事業法令に基づく行為　　無体財産
?ﾌ行使　　一定の組合の行為

R　政策的カルテル容認法
ｧ度の歴史的変遷　　適用除外カルテルの政策
Iな評価　　積極的調整政策（PAP）の理念と
Jルテル政策

同　上
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＝労働問題と法＝（R）
　　　　　　　　　　　〔主任講師：萩沢清彦（三蹟大学教授）〕

全体のねらい

　現代社会において、労働問題はどのような意味をもっているか、どのようなことが問題となっている

のか、労働問題を処理するたあにどのような法制度が定められているのかを明らかにし、あわせて労衝

紛争の特殊性とその解決手段を解説して、国民生活と労働法との関係についての理解を深める。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1　労働問題という意味：
2　現代社会の労働の特色

1
現代社会と労働問 3　商品としての労働の特色

S　労働者の生存のための労働法5　憲法と労働法 萩沢清　彦
i成践大学教授）

6　労働法の内容と体系
7　生存権的基本＝権と労働基本権および労働法の体系

1　労働権と雇用の安定対策
2　失業救済から雇用安定対策へ
3　雇用対策の基本原則
4　労働者の募集、職業紹介、労働者供給事業
5　労働派遣事業

2
雇用の安定と新し

｢雇用形態
6　職業能力の開発
V　雇用保険事業 同　上

8　労働市場の開発
9　高齢者の雇用安定
10　身体障害者の雇用の促進

11失業給付
12失業対策事業

1　労働契約とは何か

3
労働契約と労働条 2　労働契約と労働基準法

R　最低基準の原則

S　労働契約の締結

同　上

5　労働条件の原則

1　労働条件の決め方

4
労働契約と就業規

･・労働協約

2　就業規則の作成・変更の手続

R　就業規則の効力

S　就業規則の変更と労働条件

同　上

5　就業規則と労働協約

1　賃金とは何か

5
賃金額の決め方と

x払方法

2　賃金額の決定

R　賃金支払の確保

S　休業手当

同　上

5　企業の倒産と賃金

1　労働時間制度の問題点

2　労働時間
6 労働時間制度 3　休憩 同　上

4　休日

5　労働時間制の例外
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1　女子労働問題の変化

7
女子および年少者 2　男女雇用機会均等法の成立

R　女子の労働条件 萩沢　清彦
の労働問題 4　雇用機会均等の確保

5　年少労働者の保護

8
労働災害の防止と

1　労働災害対策問題

Q　労働安全衛生法 同　上
補償 3　労災保険制度

9
人事異動、服務規

･、解雇

1　人事異動

Q　服務規律

R　解雇
同上

1　労働組合の設立

10 労　働　組　合
2　労働組合の組織形態

R　労働組合の組織機構 阿上
4　労働組合の統制

1　労使間交渉の重要性

2　労使間の交渉方式

11 団　体　　交　　渉 3　団体交渉の形態 同　上

4　団体交渉拒否の正当理由と不当労働行為

5　団交拒否紛争の解決

1　労働契約の機能
2　労働契約の成立

12 労　働　協　　約
3　労働協約の効力
S　平和義務

同　上

5　労働協約の効力拡張
6　労働協約の終了

1　労働争議と争議行為
2　争議行為の正当性

13 争　議　　行　為
3　争議行為の類模型
S　争議行為と賃金

同　上

5　使用者の争議行為
6　争議行為と第三者

1　労働委員会制度

14
労働委員会と不当

2　労働委員会の組織と権限

R　不当労働行為 同　上
労働行為

1　労働争議の調整

15
労働紛争解決の手

ｱ

2　男女雇用機会均等紛争の解決

R　労働民事紛争の解決

S　不当労働行為の救済手続

同　上

5　労働保険審査
噛
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＝政治思想1＝＝（R）
　　　　　　　　　　〔主任講師：佐々木　毅（東京大学教授）〕

全体のねらい

　政治思想は日本国憲法の前提にしている政治についてゐ考え方を理解ずる上で重要な役割を持乏）。従

ってこの点に可能な限り注意しながら講義を進めると共に、近代の民主主義をめぐるさまざまな批判や

問題点に言及し、それらを考えていくための素材を提供することを目的にしている。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
ヨーロヅパ政治思
zの伝統（1）

　ギリシャに生まれたポリスの政治学はヨーロッ

pの政治思想の骨組を形成する上で大きな影響力
�揩ﾁた。後代との関連で重要と思われる論点を

T括的に論じる。

佐々木　　　毅

i東京大学教授）

2
ヨーロッパ政治思
zの伝統（2）

　ポリスの政治学とともにキリスト教や中世の伝

揩熄d要な役割を持っていた。宗教的権威対世俗
I権力、法の支配などのテーマに即して重要な論

_を解明する。

同　上

3
マキァヴェッリの

ｭ治思想

　近代政治思想は古，典・古代及び中世キウスト教

｢界の政治学二を批判し、かいたいするところがら

ﾍじまる。ここではルネサンスと、政治思想に新

ﾇ面を開いたマギァヴェッリを取り上げる。

、同　上

4
宗教改革と政治思

zの展開

　宗教改革は大衆を巻き込みつつ社会を変革する

Gネルギーを放出した点で、近代政治思想成立に

d要な役割を果たした。ルターとカルヴァン、寛

eと抵抗権などからこの問題を見ていく◎．
伺　上

5
主権論と絶対主義

ﾌ政治思想

　ボダンによって提起された主権という新しい概

Oが王権神授説として定着していく過程を分析す

驕Bその背景となるフランスの宗教戦争について

熕Gれる◎

同　上

6
ピューリタン革命

ﾌ政治思想

　近代政治原理の母体どなったピューリタン革命

ﾍ多様な政治思想やユートピアを含んでいた。こ

ﾌうちミルトンと独立派、水平派、バリトンの共

a主義などを中心に解説する。

同　上

7
ホッブズの政治思

z

　伝統的な政治学はホッブズによって革命的転換

ｪ行われた。自然権と自然法、社会契約と政治社

?A政治権力の成立などについての考え方を紹介

ｵながら、どのような意味で革命的であったかを

ｾらかにする。

同　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 ・担当講師
i所属・氏名）

8 ロヅクの政治思想

　近代政治原理の生みの親と言われるロックの自

R法論、所有権論、社会契約論、革：命論などを紹

薰ｵ、政治思想の全体にアプローチする◎ 佐々木　　　毅

9
モンテスキュー一の

ｭ治思想

　三権分立論で有名なモンテスキューの政治思想

ﾌ核心に迫る。法の見方、三政体、三権立論の背

F景にある政治的自由についての見方などを紹介す

驕B

同　上

10
文明社会と政治思

z

　十八世紀ヨ一斗ヅパは物質的に豊：かな文明社会

ﾉ到達したと同時代の人は論じた。フランス啓蒙、

Xコットランドけんもうの文明社会論と彼らの文

ｾ社会に対する評価、態度を問題にする。

同　上

11 ルソーの政治思想

　ルソ7はフランス啓蒙の一翼を担うと言われる

ｪ、文明社会について独自の評価をし、独自の政

｡理論を組み立てた。「学問芸術論」「不平等起

ｹ論」「社会契約論」を中心に紹介する。

同　上

12
アメリカ独立革命

ﾌ政治思想

　近代民主主義の制度化の一例としてのアメリカ

�謔闖繧ｰ、ペインと「ザ・ブェデラリスト」に

ｩられる民主主義論の特徴を明らかにする◎ 同　上

13
保守主義の政治思

z

　アメリカやフランスの革命に亡し、民主主義に

^問や批判を投げかける思想があらわれてきた。

ﾛ守主義の創始者バーークと十九世紀最大の政治哲

w者ヘーゲルの思想を中心に紹介する。

同　上

14
社会主義の政治思

z

　文明しこかいのあり方に疑問を持ち、経済制度

ﾌ再編を唱える社会主義が登場してくる。サン・

Vモン、フーリエ、オーウェンに触れさらにマル

Nスの政治思想に焦点を当てる。

同　上

15
自由主義の政治思

z

　十八世紀の二つの革命の原則を容認しつつも、

ｩ由を制限する社会主義との対決も課題とする自

R主義の流れが出てきた。トクヴィルとミルを取

闖繧ｰ、今日の政治理論への展望とする。

同　上
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＝政治思想皿＝（R）
　　　　　　　　　　　〔主任講師：渡辺　浩（東京大学教授う〕

全体のねらい

　近代日本社会とその政治の解明に：は、西洋渡来の制度文物だけではなく、それを受容し、しばしば

変容させた日本の側の条件の理解が必要である。本講義は、徳川日本に耽ける政治思想の展開を解説

することによってその一助どなること、そして同時に、広く政治について考えるための刺激と素材を

提供することを目標とする。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 時　代の概観

　徳川時代の日本、それはいかなる社会であり、

ｻこに澄ける思想とはどのよう：なものだったの

ｩ。思想の背景をなす当時の社会・政治の状態

��ﾚしつつ、思想史の全体的な流れを解説し、

ﾈ後の講義への展望を提供する。

渡　辺　　　浩

i東京大学教授）

2 儒学の政治思想

　徳川時代の知識入の政治思想の主流は儒学で

?驕Bその影響は次第に庶民に：も及んだ。この

�ﾍ、儒学の一般的な政治観を、君・臣・民・

V・命・革命・禅譲・放伐・徳・修己治人等の
ﾏ念に触れっっ、解説する。

同　上

3 武　士　と　忠　誠

　武士が支配身分だったことは、中国・朝鮮等

ﾆ対照的な日本史の顕著な特色である。この回

ﾍ、戦国武士及び徳川時代の忠誠・規範意識と

ｻの影警を、「武士道」論や赤穂事件論にも触

黷ﾈがら、論じる。

同　上

4 武士と「仁政」

　政治とは何か、特に、統治は誰のためになさ

黷驍ﾌかという問いへの答えは、決して自明で

ﾈい。との回は、この問いに関わる徳川時代の

l々の議論を紹介する◎儒学の「革命」論はそ

ﾌ一つの焦点である。

同　上

5 伊藤仁斎の政治思想

　京の町人儒者、伊藤仁斎とその子東涯による

Vしい儒学、いわゆる仁斎学の内容を説明する。

ｻれは、真面目で暖かな思いやりの態度を全て

ﾌ入の倫理として強調し、それを政治に旧いて

燻ﾀ行すべきだとするものである。

同　上

6 荻生函南の政治思想

　幕府に近かった荻生能面は、天下国家を治め

驍ｽめに儒学があるとして独自の思想体系を構

zし、それに基く政策論をも展開した。その思

zは知識人の世界を一時席捲レ巨大な影響力
�揩ﾁた。この回は、その内容を説明する。

同　上

7 「家」と「天下」

　徳川時代人が頭に描いた政治社会像は、しば

ｵば、いわば過去から未来へ延びる筒状の「家」

ｪ無数にピラミッド状に積み上げられた構造を

揩ﾂ。この回は、日本の「家」の特質を論じつ

ﾂ、その倫理・政治思想との関連を探る。

同　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
反文明と斗一トピア

@一安藤昌益一

　文明は八五にとって恩恵であろうか。これを

Q悪と見、それを支える思想と対決し、太古の

搗z社会への復帰を夢みた人々もいる。この回

ﾍ、賀茂真淵等にも触れつつ、特に安藤昌益の

v想を解説する。

渡　辺　　　浩

9
叛　逆　の　論理

齊R県大武・大塩中斎一

　特に徳川時代人にとって、時の政治体制に正

ﾊから叛逆することは、知的精神的にも至難だ

ﾁた。しかし、自己の築いた思想を足場に、実

ﾛにそれを試みた人々もいる。この回は、特に

R県大弐と大塩平入郎について論じる。

同　　　上

11 「尊王論」の前提

　徳川時代、天下様（将軍）と天子様（天皇）

ﾆの関係はすこぶる曖昧で、これをめぐって種

Xの議論が発生した。それを経る内に、次第に、

｢わゆる尊王論が昂揚していったのである。こ

ﾌ回は、その過程をたどる。

同　　　上

10 華夷思想と日本国観

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一｝一一一皿
@徳川時代人は、世界とその中に山ける日本の

ﾊ置について、いかに理解し、どう説明したの

ｾろうか。この回は、中国渡来の華夷思想を一

ﾂの焦点としつつ、当時の対外観及びその関連

ﾉおける日本国観について論じる。

｝凹皿凹」一一昏一一占

@同　　　上

12 村人達と「一揆」

　1945年まで、「国体」は、日本の重要：な政

｡用語だった。その直接の淵源は会沢正志斎・・

｡田東湖等の後期水戸学にある。本来徳川体制

ﾌ維持強化を目指しながら、機能においてその

謖鰍�@ったこの逆説的な思想を解説する。

同　　　上

13 本居宣長の政治思想

　いわゆる「もののあはれ」の文学論の首唱者、

w古事記伝』の著者、伊勢国松坂の医師本居宣

ｷの国学は、政治思想としても興味深く、かつ

�j的に重要である。この回は、本居宣長の政

｡思想の内容を解説する。

同　　　上

14
「国体」の逆説

齔?@戸　学一

　徳川時代、人口の圧倒的多数は村人だった。
ﾞ等にとって、政治とは、正義とは何であった
ﾌか。興味深いがすこぶる難問である。そこで
ﾁに百姓一揆とその指導者の史料に材をとって
瘤ｦ的な説明を試みる。「世直し」騒動にも言
yする。

同　　　上

15 西洋観と「開国」

　徳川時代人は、西洋をどう見ていたのか。洋

w者を含めた当時の人々の西洋観とその変化を

ｽどり、更にペリー来航以後の「開国」をめぐ

髀萩c論を紹介・解説する。

同　　　上
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＝現代政治理論＝（TV）
　　　　　　　　　　　〔主任講師：阿部　斉（放送大学教授）〕

全体のねらい

　政治理論は、今日の政治的現実に適切な説明を与え、今後の政治的変化を的確に予測する上で、大き

な役割を果たす◎現代の政治理論は、大きく分ければ、ヨーロッパで発展した伝統的理論と、大戦後に

アメリカで発展した行動論的理論とに分けられよう。以下、これら二つの流れの双方において、政治理
論を概観することにしたい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 現代国家の理論

　19世紀までの代表的な国家理論である一元的国
ﾆ論やマルクス主義的国家論との対比させながら、パーカーやラスキの唱えた多元的国家論を考察し、

?墲ｹて現代国家の理論的位置づけを明らかにす
驕B

　阿　部　　　斉

D（放送大学教授）

2
マルクス主義の政

｡理論

，マルクス主義は19世紀の代表的な政治理論のひ

ﾆつであるが、今世紀に入るとともに、社会的経
ﾏ的現実の変化に対応して、新たな理論的発展を
汲ｰた。こごでは、レーニン、ベルンシュタイン、

Oラムシらの政治理論を検討し、マルクス主義の
ｻ代的意義を確かめる。

同　上

3
自由主義の政治理

_

　自由主義は今日なお西欧の政治哲学の根幹を成している。現代の自由主義に大きな影響を及ぼし

ｽトクヴィルやミルのほか、今日の自由主義哲学
�纃汲ｷるバーリン、アメリカ的自由主義の特質を解明したバーツの理論を検討する。 同　上

4 エリートの理論

　マルクス主義と自由主義に対抗する理論として
ｶまれたエリ〒一ト理論は、平等を前提とする自由民主主義の政治制度のもとで、いかなる意義を持つであろうか。パレごト、モスカ、ミヘルス、ミルズとエリート論の系譜をたどりながら、それぞれの特徴を明らかにする。

同　上

5
大衆社会の政治理

_

　エリートと対抗関係に立つのは大衆であるが、
蜿Oの政治的特性の分析も現代政治学の重要な課
閧ﾅある。ウォーラス、リップマン、デュ＿イ、
梶uスマンらの理論をとりあげ、それぞれの意義
�ｾらかにする◎

同　上

6 政治権力の理論

　第二次世界大戦後、アメリカでは心理学、社会
w、統計学などと密接に結びついた新しい政治学
ｪ興隆した。その出発点となったメリアムの政治
wとそれを継承したラズウェル、さらにダールの
ｭ治学を政治権力の理論に焦点を合わせながら検
｢する。

同　上

7
政治システムの理

_

　現代政治学の特色の一つはシステム論の導入で
?驕Bその導入に先駆的役割を果たしたイースト
刀A政治システム論を構造・機能分析によって展
Jしたアーモンド、さらにドイッチュのサイバネ
eィクス・モデルなどを紹介し、システム論の意
`を検討する◎

伺　上
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回 テ　　一　　　マ
’　　　　内　　　　　　　容 担当講師

i所属・氏名）

8 意思決定の理論（D

　第二次大戦後のアメリカ政治学の二本の柱は、
?ﾍ論と意思決定論であった。ζこではまず、合
ﾓ的意思決定を扱う代表的な理論の一つであるゲームの理論をとりあげ、囚入のディレンマゼロサ

?Eゲームなどを紹介し、その政治学的意義をさ
ｮる。

阿　部　　　斉

9 意思決定の理論⑪

　ロー・ルズの「正義論」をとりあげた後、組織内における意思決定論の特質を究明したサイモンの

攪_、さらにそれを発展させたりンドブロムのイ
塔Nリメンタリズムを紹介し、政治的意思決定過
�ﾉおける政治的なものの特質を解明する。

同　上

10 意思決定の理論⑪

　現代社会で最も多い意思決定の方法は多数決で
?驕Bしかし多数決はかつてコンドルセも指摘し
ｽようにさまざまなパ．ラドックスを持っている。

Aロウの一般可能性定理を中心に、多数決の問題
_を追求する。

同　上

11 政治参加の理論

　政治参加は現代民主政治の最も重要な特徴の一：

ﾂである。しかし、政治参加は決して平等に行わ
黷ﾄいるわけではない。だれが最もよく政治に参
ﾁするかを明らかにしたヴァーバ、ナイ、キムら
ﾌ研究を通して、政治参加の問題点を探る。

同　上

12 集団行動の理論

　利益集団の圧力活動にみられるように、集団行
ｮは、今日の政治過程における最も重要な要因の一つである。集団行動の政治的意味について、古

T的成果を残したベントレイからトルーマン、オ
泣¥ンに至る一連の研究を検討する。

同　上’

13 投票行動の理論

　利益集団と並んで政治過程で中心的な役割を果
ｽすのは政党と有権者である。ここではサルトー
鰍ﾌたてた政党制分類のためのカテゴリーや不完
S情報による不覚実性の問題を導入したダウンズ
ﾌ合理的投票行動論をとりあげ、それぞれの問題
_をさぐる。

同　上

14 民主主義の理論

　理念的民主主義と現実の政治との間には緊張・

ﾎ立の関係がある。この点を指摘したクリックの
ｭ治概念、アメリカ的民主政治の経験を理論化し
ｽダールのポリアーキー論、さらにレイプハルト
ﾌ多極共存型民主主義め理論を紹介し、民主主義
ﾌ問題点を明らかにする。

同　上

15
現代政治理論の課

　第二次大戦後、アメリカを中心に発展した行動
_的政治学は多くのすぐれた成果を生みだした。

ｵかし、行動論的政治学は万能だろうか。イデオ
鴻Mーの問題やアレントの批判などを通じて行動

_的政治学の限界を見極あ、現代政治理論の問題をさぐる。

同　上
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＝・ ｻ代の政治生活＝（TV）
　　　　　　　　　　〔主任講師：堀江　湛（慶慮義塾大学教授）〕

全体のねらい

　政治は我々の日常生活と決して無縁ではない。それどころか、今日、政治は我々の生活の隅々に至る

まで深い関わり合いを持っている。政治は、一方で急速に国際化しつつある。他方、政治は経済や社会

活動とも密接に関連し、運動するようになった。これら政治生活の諸側面を国家や、政府、国会、政党、

選挙、公共政策やマスコミ、世論などと関連づけな：がら考察していぐ。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

（1）政治と社会生活のかかわり

1
政治生活の拡大と

総ﾛ化

（2）金のかからない政府から巨大政府へ

i3）国際要因の政治に及ぼす影響
　堀　江　　　湛

i三鷹義塾大学教授）

（1）政治とは何か

2
政治の性格と国家・

ｭ府の役割

（2）政治権力と正統性

i3）新しい正義論と最小国家論 同　上

（1）国家の成立と政治とのかかわり

3
現代国家の構成原

揩ﾆ政治発展

（2）現代国家の構成原理としての立憲制

i3＞権力分立制と行政国家

i4）代議制と民主集中制

同　上

㈲政治発展と比較政治学

■
（1）イデオロギー

4
望ましい政治生活

ﾌあり方

（2）権威主義的パーソナリティー

i3）自由主義

i4）民主主義

同　上

（5＞社会主義

（D派閥から政党へ

合意形成の主体と
（2》議員政党から大衆政党へ

5
しての政党

（3）わが国における政党の誕生

i4）現代の政党システム

同　上

㈲政党政治のパターン

（D利益集団と政治過程
集団利益と公共政 （2）伝統的利益集団と新しい公共利益集団

6 策を媒介する圧力 （3》利益集団自由主義と集団利益の過剰代表 同　上

団体 （4）米国におけるロビイスト

（1）政治的社会文化

7
国民の政治意識と

（2）権威主義・疎外・アノミー

i3）政治文化と価値観の転換 同　上
マスコミ （4）マスコミと世論
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

（1）民主的選挙の四原則と普通選挙

政治参加の主要な
（2）平等・直接・秘密選挙

8
装置としての選挙

（3）代表選出の方法 堀　江　　　湛

（1）投票行動研究の前史
（2）コロンビア・グルーープとミシガン・グループ

9
外交政策の形成と

ﾀ全保障

　の研究
i3）シュミレーションによる投票行動予測
i4）投票行動の数理的アプローチ

同　上

（5）投票行動研究における新しい展開
（6）わが国の投票行動

（1）行政国家化と国会の比重
（2）国会の組織

10
公共政策の形成と

痩?ﾌ役割
（3）法律の審議

i4）予算と国会審議
同　上

⑤　国会における立法過程
（6）与党自民党の部会と族議員

（1）行政裁量権の拡大と行政責任

11
公共政策の遂行と

s政の役割

（2）わが国行財政の特色

i3）予算の編成過程 同　上

（1）行政委員会と審議会

12
公共政策形成の効

ｦ化と危機管理

（2）審議会政治とネオ・ポラティズム

i3）デモクラシーと危機管理 同　上

（1）平和の維持と国際連合

13
外交政策の形成と

（2）第二次大戦後の国際政：治の動向

i3）平和の維持 同　上
安全保障

（1）裁判と政治

公共政策形成の一・ ②違憲立法審査権

14 環としての司法過 （3）最高裁判事の司法行動 同　上

程

（1）公共政策と地方自治

15
地方自治と都市行

②米国の地方自治とシティー・マネーズヤー’

i3）わが国の地方自治 同　上
政の課題 （4）都市行政の課題
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＝現代の国際政治＝＝（TV）

　　　　　　　　　　　　主任講師：神谷不二（慶鷹義塾大学教授）

　　　　　　　　　　　　　　〃　　：高橋和夫（放送大学助教授）　　　　　　　，

全体のねらい

　戦後の国際政治の展開を鳥緻し、現代史を規定してきた諸要因を考え、さらにその将来を占ってみる。

詳細な部分像ではなく簡潔な全体像を、事実の羅列ではなく分析のための体系的な枠組を提示したい。

言いかえるならば学生自らが国際政治を考えていく上での案内図を描き出すことが本コースのねらいで
ある。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
第二次大戦後の世

E

　戦後の国際政治を、（D米ソ超大国の対立と核戦

ｪの展開、（2）アジア・アフリカの独立、（3）国際的

ﾈ経済的相互依存の深化の三つの流れから概観し、

Rースの全体像を提示する。

　神　谷　不　二

i慶磨義塾大学教授）

@高　橋和夫
i放送大学助教授）

ポーランドの悲劇に始まるヨーロヅパにおける

冷戦の展開を課題とし、米ソ関係が大戦中の同盟

2 ヨーロッパの冷戦 から戦後の対決へと変貌を遂げる推移を振り返り 同　上

その意義を考える。

朝鮮戦争以後キューバ危機までの米ソ関係を取

板門店からキュー り扱う。特に米ソが核兵器とその長距離運搬手段

3
ノくへ

を保有したことの軍事的、政治的意味を探り、両 同　上

超大国の核戦略の展開を考察する。

キューバ危機以降の米ソ関係を概説する。ニク

ソン、キッシンジャーのデタント、ソ連軍のアフ

4 デ　　タ　　ン　　ト ガニスタン介入、レーガンのSDIなどを現代史 同　上

の中に位置つげる。

世界の人口の大半を占めるアジア・アフリカ地

アジア・アフリカ
域の独立とその後の苦悩を振り返りつつ、米ソの

5
の独立

世界的対立を背景として推移してきた第三世界の

ｮ向に焦点をあてる。
同　上

米ソ日中の利害の錯綜する東南アジアは、西側

インドシナ戦争と 寄りのASEANと共産勢力の支配するインドシナ
6

ASEAN
に二極分解した。その過程を分析し、国際政治に

ｨけるこの地域の役割を論ずる。
同　上

共産圏の二大国間の対立は、米中の接近という

7
中ソ対立と米中接

ﾟ

事態を導き出した。この中ソ対立と米中接近の跡

�ｽどり、モスクワ・ワシントン・北京間の外交

I三角関係の将来を占う。
同　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

戦後の貿易体制を支えてきた通貨制度、ブレト

8
ドル支配の没落と

ｬ乱

ンウッズ体制の成立と発展、そしてその崩壊につ

｢て述べる。また197⑪年代以降に採用された変

ｮ相場制、フロートの功罪を考える◎

神　谷　不　二

kｴ　和夫

戦後の日本、ヨーロッパの経済復興と発展を可

能にした自由貿易体制の成熟と崩壊について説明

9 戦後の貿易体制 する◎また姿を現しつつある新しい貿易体制にっ 同　上

いても言及し、体制変革の要因を論ずる。

日本、ヨーロヅパの経済発展により米国の隔絶

した優位は過去のものとなり、世界は経済的には

10 多極化の時代 多極化の時代に突入した。その要因を今わ、政治 同　上

的意味を明らかにする。

戦後顕著になった企業の多国籍化の実態を解説
、

し、その原因を考える。また多国籍企業が国際政

11 多国籍企業 治の場において果たす役割に関する論争の推移を 同　上

紹介し、その将来を展望する。

先進諸国の生活水準の向上する中、第三世界の

遅れが目立っている。後者の貧困の問題が国際政

12 南　北　　問　題 治の重要な議題となってきた。その実態≧原因に 同　上

関する論争を紹介する。

世界経済を揺り動かしたOPECによる石～由価格
の値上げ攻勢と、その成功が誘発した第三世界の’

13 石油と国際情勢 国際経済秩序の変革：について解説し、その政治的 同　上

意味に光をあてる。

国際政治の力学の産物として国際連合及びその

他の国際機関をとらえ、諸機関の成立と発展を解

ユ4 国　際　　連　合 冠し、その国際政治での役割りに評価を与える。 同　上

宇宙開発のもたらした人類は一体であるとの崇

15
国際政治の理想と

高な認識と国際政治の冷厳な現実を対比し、本書

ﾌ三つの柱である「東西関係」「南北問題」「国 同　上
現実 際経済」について総括を試みる。、
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　　　　　　　　　　　＝日本の政治＝（TV）

　　　　　　　　　　　〔主任講師：阿部　斉（放送大学教授）〕

全体のねらい

　基本的なねらいは・日本の政治についての体系的理解を深めることにある。受講者はすでに日本の政’

治について断片的部分的知識を持っていると想定されるが、それは必ずしも日本の政治を科学的客観的

に理解していることを意味しない。そこで、この講義では受講者の日本の政治に関する常識を前提とし

ながら・比較政治論および現代政治論の学習成果を活用しつつ、日本の政治の特性を明ら冷にしていく

ことにしたい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

政治と国家について簡単：な概念規定を試みた後、

1
明治国家から現行

尠@体制へ

明治国家をその近代性と前近代性との両面から捉

ｦ、それぞれが今日の日本の政治にいかなる影響
�cしているかを検討する。次いで、第二次大戦

’阿　部　　　斉

i放送大学教授）
後の民主化政策をとりあげ、その成果と限界とを
明らかにする。

日本の議会の法制度上の特徴を明らかにするこ
とから始めて、二院制の意義と実態を検討し、次

2 国会の機　能 いで議会の機能を列挙する。さらに、立法国家か
迯s政国家への転換に伴う議会機能の低下を分析

同　上

した後、代表制の二類型としての国民代表制と地
域代表制に言及する。

議会に澄ける法案の審議過程を概観した後、日
本の立法過程の特色として、内閣提出法案の優位

3 日本の立法過程 と委員会中心主義とをとめあげ、次に日本の立法 同　上
過程に論いて官僚が果たしている役割を明らかに
し、さらに、国会の果たす立法機能が結局は何で
あるかを検討する。

大統領制と対比される議院内閣制の特質を明ら

かにした後、日本の内閣制度の発達を概観し、次 新　藤　宗幸
4 議員内閣　制 いで一党優位政党制のもとで、わが国の議院内閣

制がいかなる特徴を持つかを検討し、最後に議院
煌t制と行政官僚制との間の関連を考察する。

（立教大学助教授）

福祉国家がいかなる文脈で登場したかを明らか

5
福祉国家化と行政

@能の拡大

にした後、戦後経済発展がどのように社会保障の
g充と関連しているかを検討する。さらに、福祉
痩ﾆ化が自治体行政機能の拡大をもたらしたこと、

同　上

経済成長の鈍化とともに日本型福祉社会論が登場
したことを指摘する。

官僚制は多義的であるが、ここではウエーバー
に準拠して、日本の官僚制を考察する。明治以後

6 日本の官僚制 の官僚制の形成過程を検討し、次いで戦後の原理
同　上

の転換と公務員の登場にふれ、さらに、官僚制に
よる行政指導の意味と意思決定方式としての稟議
制をとりあげたい。

行政国家化の進行とともに、審議会の役割が重
要になる。日本での審議会の発展を概観した後、

7 審議会の役割 審議会が政策形成過程で果たす町村を明らかにし、 同　上
次いで最近の政策決定システムの変化が審議会に
及ぼした影響を論じ、最後に目下注目されている
私的諮問機関にふれる。

一410一一



回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

まず．利益集団台頭の背景を考え、次に利益集
団と政治文化との関連を明らかにする。次いで、

8 利益集団と行政 わが国の政治過程で利益集団が果たす役割を検討
ｵ、さらに戦後政治における利益集団と政党との

新　藤　宗　幸

関係、利益集団の多元的二二、日本型ネオ、コー
ポラティズムにふれる。

補助金の概念を明らかにした後、補助金の規模
と交付対象を考察し、次いで、補助金の交付決定

9 補助金の行政と政治 までの手続きを検討して、政治の影響がどこに現
墲黷驍ｩを探り、さらに自治体行政に及ぼす補助

同　上

金の影響をみる◎最後に、補助金改革の方向にも
言及したい◎

予算の意義と機能について概観した後、日本の
予算制度の概要を述べる。次に予算編成がどのよ

10 日本の予算政治
うに行われるかについて、大蔵省と各省庁の接衝
i階のそれぞれの段階で説明する。終りに、財政

同　上

危機下の予算政治の課題にも言及したい。

行政改革概念の多義性についてふれた後、第一
次臨調の果した役割を検討し、さらにその後の行

11 行　政　　改　：革： 政改革と「小さな政府論」の台頭について述べ、

ｱうした文脈の中で第二次臨調の果たした役割を

同　上

明らかにする。最後に政治シンボルとしての行革
にもふれたい。

政策の概念規定から始めて、政策形成の主体を
明らかにし、次いで政策形成過程研究の焦点を探

12 日本の政策形成過程 る。その上で「戦略的政策」と「実施政策」を区

ﾊし、「戦略的政策」の形成にあずかるエリート

同　上

集団を分析した後、「実施政策」における官僚と

政権党の役割にふれる。

日本の選挙制度の中心となる中選挙制について、

小選挙区制及び比例代表制との比轄を試みる。次 川　人貞史
13 日本の選挙制度 に、参議院選挙に開ける比例代表制に簡単にふれ、

さらに日本の選挙制度の最大の課題とされる定数 （北海道大学助教授）

不均衡と、諸外匡へ比べてユニークな規定を持つ

選挙運動を論“る

まず、投票行動の分析が今日の政治学に於いて
占める位置を明らかにした後、デモグラフィと投

14 日本人の投票行動α） 票との関連を探る。まず、各党得票率と選挙区特
ｫとの関係、：職業と政党への投票との関係を分析

同　上

し、次いで社会的済的地位と投票との関係につい

て若干の仮設を検証する。

有権者の意識調査によって明らかにされる政党
支持の県単をとりあげる。まず、日本人の政党支

15 日本入の投票行動（2） 持には、政治関与度と政党離れ度という独自の次
ｳがあることが指摘され、次いで政党支持率の変

同　上

化と得票率の変化との間の関連、政策争点と投票

との関係が分析される。
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回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

日本の政党制の特徴が、「1955年体制」と「一
党優位政党制」という二つの面から明らかにされ

16 日　本の政　党 た後、自由民主党、日本社会党、民社党、公明党、

､産党の各党について、それぞれの党の歴史、特
川　人　貞　史

質、課題などが指摘される。な於、新自由クラブ
と社民連にもふれる。　　　　1

今日の日本の選挙と政党を考える上で最も重要

17 後援会組　織
なものの一つは、後援会活動である。そこで、後

㊨?ｪなぜ組織されるようになったかを明らかに 同　上
することから始めて、後援会活動の形態、後援会
がわが国の政治に対して及ぼしている：影響を探る。

現代の政治でマス・メディアの果たす機能はき

マス・メディア わめて大きい。マス・メディアの政治機能を概観
18

の政治機　能
した後、新聞の日本的特質を探り、次いでテレビ

ﾌ果たす政治高機能を検討する。さらに、マス・
阿部　　　斉

メディアが世論形成に果たす役割を探り、雑誌が
持つ機能にも言及する。

近代国家に於ける地方自治の意義についてふれ
た後、日本の地方自治の歴史を概観する。まず、

19 地方自治の歴史 明治地方気泡の論理と講義を明らかにし、次に
P920年代の都市化と工業化が地方自治に及ぼした

新　藤　宗　幸

影響、戦後改革と地方自治、高度経済成長期の地
方自治などに言及する。

地方自治体の諸類型にふれた後、日本の特徴と
もいうべき二元的代表制をとりあげる。次に、国

20 地方自治の現状 と地方との関係に大きな意味を持つ機関委任事務 同　上
の現状を探り、さらに都市型社会と自治体の政策
との関連を検討し、最後に地方の時代に澄ける集
権化の逆説にふれる。

二元代表制の下に臨ける地方議会の意義と役割

を明らかにした後、都市化に伴う多党化の進行と
2i 地方議会と地方選挙 それが地方議会に及ぼした影響をとりあげ、さら 同　上

に政策形成過程において地方議会の果たす役割、
地方議会を活性化するための市民の役割などにも

言及する◎

現代社会に趣ける政治参加の意義を探りながら、
住民運動と参加デモクラシーの関連を検討する。

22 住民参加と市民参加 また、住民運動は日本の政治文化を変容させ、自 同　上
治体改革を促す契機にもなった。住民運動や市民
参加が市民的政治文化を生み出す可能性にもふれ
たい◎

日本における民主主義の起源を探った後、明治
憲法の枠内で最も民主的な政治が行われた大正デ

23 日本の民主主義 モクラシーを概観し、次いで戦後の民主主義の発 阿部　　　斉．
展の過程を追う◎さらに、民主主義にみられる日
本的特徴を明らかにし、「官僚政治」の伝統との
関連も考察したい。
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回 テ　　　｝　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

日本の自由主義の起源にふれた後、天皇制国家
のもとで自由主義がいかに後退をよぎなくされて

24 日本の自由主義
いたかをみる。また．第二次大戦後は私化の進行
ﾆ過剰な自由のもとで、自由主義も変質を逐げざ

阿部　　　斉

るをえない。最後に、日本の保守政治にみられる

経済的自由主義にふれる。

ナショナリズムの意義と起源にふれた後、明治
国家のナショナリズムを検討し、その超国家主義

25 日本（妙ショナリズム
への移行を考察する。次いで、敗戦によるナショ
iリズムの崩壊と分散の過程を明らかにし、日本

同　上

のナショナリズムの現状をみながら、その再生の

可能性を探る。

日本の政治はしばしば保守と革：新の対抗関係に

早いて捉えられる。保守と革新の意義を明らかに

26 保守主義の政治
した後、日本人の保守性の理由を探り、さらに革
V勢力の伸張と停滞をもたらした要因を検討する。

同　上

最後に、保守政党はいかなる形で日本を統治して・

きたかに言及したい。

日本の政治文化を論じた代表的な政治学者とし
そ丸山真男と京極純一をとりあげ、それぞれの理

27 日本の政治文化
論を簡単に紹介する。丸山については、歴史意識
ﾌ「古層」と個人析出の類型とをとりあげ、京極

同　上

については、集合体コスモスと相　コスモス、タ

テマエとホンネにふれる。

N且Kの放送世論調査所のデータに基づいて、

日本人の政治意識を具体的にとりあげる。テーマ

28 日本入の政治意識
としては、現行憲法体制の正統化、政治的関心度
ﾌ推移、政治活動と政治参加をめぐる意識の変化

同　上

など。このほか、政党支持率と内閣支持率の問題

にも言及したい。

平等化と平等主義は、今日の先進諸国の政治が
直面している共通課題の一つである。まず、日本

29 平等化と平等主義
に澄ける平等化の推移をふり返った後、平等主義
ﾐ会の政治の特徴にふれ、次に、平等主義社会に

同　上

残存する差別の問題を考える。さらに、平等主義
層

社会の教育にもふれたい。

日本の政治的課題として、一党優位政党制化で

の政権交代の可能性、平和憲法下での自衛隊と安

30 日本の政治的課題
全保障、福祉国家下の大きな政府の行きづまりと
ｬさな政府論の台頭、平等主義社会に残存する差

同　上

別の解消、自律的市民育成のための政治教育とい
つた問題をとりあげる。
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＝先＝進諸国の政治＝：（R）

〔主任講師　河合秀和（学習院大学教授）〕

全体のねらい

　「一国についてしか知らないものは、その国についてさえ実は知っていない。」　この講義は、いわゆ

る先進諸国の政治一その政治的発展と現代の政治過程、政治文化の比較を通じて、各国の政治につい

ての知識を深めると同時に、政治とは何かについての理解を深めるごとを目的としている。

回 テ　　　一、　マ 内　　　　　　　容 担当講師，
i所属・氏名）

1
比較政治と国民国

ﾆ

　この講義では、もっぱら国と国を比較しながら

芒r政治論を進める。国家と政治、近代国家の成

ｧ、国民国家の誕生、先進諸国の国家群、などに

ﾂいてこの章でふれる。

河合　秀　和
i学習院大学教授）

2 比較の　枠組

　歴史的方法と構造的方法、国家主義・自由主義・

ｯ主主義・社会主義、政治的要求と政治機構、前

冾ﾆ後期の社会、階級という観念、コーポラティ

Yム体制、などにふれる。

同　上

3 イギリスの場合“1

　もっとも早かった先進的発展、四つの民族と四

ﾂの地域、早期の統一、法の支配、議会、内閣、

c会制民主主義の成立、保守党・労働党、政治の

ｷい連続性などにふれる。

同　上

4 イギリスの場合　皿

　バジョットのイギリス憲法論、政党の役割、首

鰍ﾌ＝権限、閣僚と首相、法案、最高法廷にない違

尢ｧ法審査権、拮抗する労働党と保守党、利益団

ﾌ、などにふれる。

同　上

5 アメリカの場合　豆

　世界史上最初の新興国家、自由で平等、経済的

ﾉ豊か、人民の人民による人民のための政治、連

M制と三権分立制、「弱い政府」から「強い政府」

ﾖ、などにふれる。

同　上

6 アメリカの場合　H

　大統領の指導力が強化、大統領制度の特色、連

M議会、政党の実状、議員採決の実態、連邦最高

ﾙ判所の違憲・合憲の判定、議会による大統領の

e劾などにふれる。

同　上

7 フランスの場合　1

　フランスの「偉大さ」、知識人層の役割、大革

ｽの進展とナポレオンの独裁、未完の革命、憲法

ﾌ改正、ドゴールの登場、小財産所有者の国、小

ｭ党の乱立智などにふれる。

同　上
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回 テ　　・一　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 フランスの場合　H

　軍部の叛乱、第五共和制憲法の制定、中道に有

?ﾈ選挙制度、大統領優位のもと政党選択が単純

ｻ、元老院は地方名望家の砦、ドゴールの失脚と

ｻの後、などにふれる。
河　合秀和

9 ドイ　ツの場合

　「上からの」統一、邦とプロイセン、ビスマル

Nの弾圧政策、世界観政党、ワイマール共和国憲

@とヒットラーの登場、敗戦と国の分割、などに

ﾓれる。

同　上

10 西ドイツの場合

　ドイツ連邦共和国の発足、選挙制度、連邦憲法

ﾙ判所、連邦議会選挙における各党得票率と連立

ﾖ係、アメリカと競争する経済大国への成長、な

ﾇにふれる。

同　上

　
　
ρ
1
1

E　C　の　場　合

　国民国家の直面する諸問題、ヨーロッパ経済共　　　、同体の設立、ヨーロヅパ石炭・鉄鋼共同体の発足、

?[ロッパ共同体（EC）の組織、ヨーロッパ理事

?E議会、その他にふれる。

同　上

12 ソ連の場合　1

　社会主義政権の成果、ロシア帝国の終焉、レー

jンの革命政権樹立、薪経済政策ネップの採用、

Xターリンの一国社会主義、スターリン以後の後

p政権、などについてふれる。

同　上

13 ソ連の場合　R

　ソ連共産党綱領、メンシェヴィキ派とボルシェ

買Bキ派、プロレタリアートξ）独裁、上意下達の

g織、各級ソヴィエトの代議員の選挙、党と国家

ﾌ分離、などにふれる。

同　上

14 日本の場合　1

　比較政治研究の実験室、イギリスと日本の相違、

Oからの：影響と近代的発展、古代国家の成立、日

{の封建制、明治新政府の樹立、憲法の公布、軍

狽ﾌ台頭、などにふれる◎

同　上

15 日本の場合　H

　　　　　　　　　　　　　　一　　　、♂、’

@近代日本の政治的文化の特徴、新憲法の制定、

｢界史上もっとも成功し津占領、憲法と軍備につ

｢て暗黙の国民的合意、日本の政党の歴史、官界、

ｭ界、財界などにふれる。

同　上
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　　　　　　　　＝第三世界の政治＝（R）

　　　　　　　　　　〔主任講師：小田英郎（慶鷹義塾大学教授）

全体のねらい

　第三世界を購成するアジア、アフリカ、ラテンアメリカの各地域について、「序論」で述べるよう：な

共通の角度から分析、考察を進め、各地域の共通性と特殊性を把握しつつ、第三世界の全体像をえがき

だすことをめざす。

回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

第三世界の概念を説明したうえで、現代に診け

序　　　　　　論 る第三世界の比重の増大に触れ、さらに伝統と近 小　田　英　郎

1 一第三世界を 代化の相互関係、国民的統合、イデオロギーと政

どうみるか一 治・社会体制、国際社会に対するイメージと対外
s動、などから、各：地域の特殊性と共通性を検討

（慶鷹義塾大学教授）

する

近代化を目標とする中国が、いかにして伝統の

中　　　国　　（1） 克服をめざして苦悩しているかを、国民的統合の 岡　四達　味
2 問題にも触れながら論ずる◎

一革命と近代化一 （東京都立大学教授）

国内経済改革と対外開放政策のもとで進行する

中　　　国　　② 政治改革、澄よび、それらを円滑に遂行するため

3 の対外政策について論ずる。 同　上

一政治と国際関係一

人種、言語、宗教、文化……世界のなかでもつ

東南アジア（1） とも多様性に富むといわれるこの地域の植民地支 松　本　三　郎

4 一独立と国民的 配からの独立と国民的統合の努力のあとを、ベト

統合一
ナム戦争などにも触れ：ながら考察する◎ （慶鷹義塾大学教授）

東南アジア（2） 東南アジア諸国の近代化過程に現われたさまざ

まなイデオロギーや政治体制と業績を考察し、さ

5
一イデオロギー一． らにその複雑な国際環境を、とりわけ日本との関 同　上

政治体制、国際 係に注目しつつ分析する。

環境一

10億の人口の圧力と貧困にあえぐ南アジア諸国

南　ア　　ジ　ァ のきびしい現状を、混合革命方式で国家建設をは

6 一苦悩するインド かってきたインドと、これと宿命的対決をつづけ 同　上

亜大陸一 るパキスタンを中心に考察する。

幾多の帝国の盛衰史のなかで：豊かな文明と地域

中　　　東　　（1） 的、宗教的一体性を生みだしてきた中東の「古い」 青　木　一　能

7 一古さと新しさの 歴史を概観し、さらにヨーロッパ列強による「分

モザイクー一 割」と独立達成にいたる経緯を、現代中東政治と （日本大学助教授）

の関連に澄いて考察する。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

現代中東の重要争点である中東紛争の背景と展

8
中　　　東　　②一紛争と対立の 開に論及したのち．70年代後半以降の多発する紛

?ﾆ対立を通して、中東政治の多元化と複雑化に 青　木　一能

図式一 ついて考察する◎

｛

社会主義体制から君主制にいたる多様な政治体

9
中　　　東　　（3）一国家建設の 制下の中東諸国が、それぞれに国家建設を模索す

髀�ｵを考察し．石油産：出地：域・中東と国際社会 同　　　上

模索と変動一 との相互作用といった問題を考慮しつつ、中東政

治の変動状況を検討する◎

歴史的復権への志向が現代のアフリカに澄いて

10
ア　フ　リ　カ　（1）一歴史的復権の なぜ強いのか、それはナショナリズムやイデオロ

Mーや政策にどう反映しているか、といった問題 小　田　英郎

志向とナショナ を、植民地時代を振り返りながら考察する。

リズムー

アフリカ的社会主義、一党支配体制、軍部支配

11
アフ　サカ（2）一近代化と政治 体制など、国家建設や近代化の過程で出現したイ

fオロギーや政治体制塗考察し、あわせて南部の 同　　　上

体制一 白人人種主義体制（アパルトヘイト体制）にも論

及する。

アフリカ大陸諸国の連帯・団結をめざす反面、

ア　フ　リ　カ　（3） 国家的自己主張で対立し、多元化の度合を高める

12 アフリカ圏内の国際関係、診よび非同盟運動を軸 同　　　上

一団結と対立一 とした第三世界連帯運動への対応を考察する。

植民地時代以来の統治理念や、独立後の国家形

ラテンアメリカ（1） 成の特徴、および個人独裁的な統治形態などの検 加　茂　雄三

13 一政治の伝統と 討を通じて、この地域の政治の伝統と風土に迫っ

風土一 てみる。
（青山学院大学教授

14

ラテンアメリカ（2）一社会改革：と

@政治体制の
@　　近代化一

20世紀に入っての中間層や大衆の登場を契機と

ｷる社会変動と、それに対応していった政治体制

ﾌ近代化について、軍部の役割にも論及しつつ考

@する。

同　　　上

対米関係の歴史と現段階、1960年代以降の国

ラテンアメリカ（3） 際政治の多面化、および堆域自決主義の動向など

15 一国際政治の に論及しつつ、国際政治の面でのこの地域の政治 同　　　上

展開一 について考察する。
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＝　政　治

〔主任講師：山口

史　1　＝　（R）

定（大阪市立大学教授）〕

全体のねらい

　ドイツ第二帝制の成立から第二次世界大戦前夜にいたるヨーロッパ現代政治史のなかから、できる

だけ現代的意味のあるテーマを選んで講述する。かつてのようにヨー・ロッパを「学びとるべき模範」

とするのでも：なく・また今日嬉部に見られるように、「かつての先進国」として軽く見るのでもなく、

批判的摂取の対象として考え直してみたい◎

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

1871年のドイツ第二帝政の成立は、現代ヨ
一ロッパ政治史の起点であるばか如でなくヤビ

1 ドイツ第二帝制

ﾌ成立

スマルクの強力な指導力とプロイセンの軍事力による「国民的統一一」の達成、その後の目覚ましい産業の発展を考える時嘱「後発憎憎近代化」の

　山　口　　　定

i大阪市立大学教授）

一原型といえる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　馬?X世紀の三回にわたる選挙法改革とそれを

イギリスに澄ける 通じての近代政党の成立によって生まれる古典
2 議会制民主主義の

m立
的義会制民主主義の諸相を明らかにし、それを

ﾂ能にした社会的・経済的・文化的諸条件を考
同　上

える。

イギリス労働党・ドイツ社会民主党・それに

3
第一次大戦前の労
ｭ運動と社会主義
^動

フランスの三分裂を比較しつつ、労働者政党の

迫ﾞ型、労働運動、社会主義運動と政治のかか

墲閧?｢の歴史的特質について考察する。
同　上

イギリス、ドイツ、フランス王国の「帝国主

4
「帝国主義」とそ

ﾌ国内体制

義」政策の性格の違いをそれぞれの国の内政の
?阨福竡ﾐ会構造の相違と関連させながら説明
ｵ、あわせて、第一次大戦の悲劇がなぜ起った 同　上

かをとくにドイツの対外政策の展開の跡を追い
つつ明らかにする。

ロシア革命が「社会主義」革命になったのは

5
ロシア革命7後進
早F革命の悲劇一

なぜ：なのか、また後進国で「社会主義」革命が
ｬ功したときにどのような問題が生じるのか。ロシア社会構造の特質の解明と関連させて考え

同　上

る。

1922年10月のムッソリーニ内閣成立を

6 イタリアに澄ける
vアシズムの勝利

ファシズム型「直接行動の政治」の勝利と考え
Cタリア鯉川（1861年）以後の政治の特質のなかに探る。

同　上

「三間期」に誇ける「議会制民主主義の危機」

7 ヴアイマル共和制
ﾌ不安定

の古典的事例とされるヴァイマル・デモクラシーについて、その不安定条件を制度的諸要因と

ｭ党政治のあり方のなかに探る。
同　上
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師i所属・氏名）

イギリス労働党・ドイツ社会民主主義の連合

8
世界恐慌と

@　社会民主主義

権などの社会民主主義政権の恐慌への対応の失

sと「スゥェーデンーニューディール」の成功

Eとの対比によって一つの歴史的岐路を示す。

　山　口　　　定

i大阪市立大学教授

恐慌対策をめぐって二折したのち、政権の座

についたのはイギリスもドイソも保守派であっ

9 保守派の恐慌対策 た。イギリスでは成功し、ドイツでは坐平した。 同　上
両国の保守派の政策を比較しつつ考える。

ヒトラー内閣の成立は巨大なファシズムの大

10
ナチスの台頭と
@　　　　政権掌握

衆運動の登場によって可能となったものであっ

ｽが、この大衆運動の成立の条件と、それを支

ｦた思想・政権掌握時の諸事情を考察ずる。
同　上

第二次大戦は、ヴェルサイユ体制にはらまれ

11
ヴェルサイユ体制
ﾌ矛盾とその展開

た諸矛盾が、世界恐慌によって爆発した結果で

?驍ﾆ考えられる。ここではこの戦後体制の出

ｭ点での諸矛盾とドイツ問題を中心にして考え
同　上

る。

スターリンの独裁権掌握とその後の暗黒政治

スターリン独裁体 の展開の背景には何があったのか、という問題

12 制の成立とその波 を「一国社会主義」論と「後進国：革命」のたど 同　上

紋 つた道という観点から考察する。

1936年にスペインとフランスに相ついで

13
二つの人民戦線政
{とその苦悩’

成立した入門戦線政府は、ともに経済政策の失

sなどにより窮地に追いこまれる。之の苦悩を

ｾらかにし、第二次大戦との関係を考える。
同　上

イタリアとドイツに塩けるファシズム体制の

二つのファシズム らん熟した姿はいまようやぐ解明の途上にある

14 体制一その虚像 段階といってよい。その実相を明らかにし、そ 同　上

と実像 こにあらわれ：た諸問題の現代的意義を考える。

ヒトラー内閣成立後、ソヴィエトは外交政策を

15
ソヴィエト外交と
G和政策

転i換し、国際連盟に加入し仏ソ相互援助条約を

�汲ｷる。しかし、イギリス、フランスの宥和
ｭ策の展開は結局、スターリンとヒトラーの提 同　上

携という逆転劇を通じて戦争への道を最終的に

開いてしまう。
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＝　政　治　史　丑　＝ （R）

〔主任講師　五百旗頭　真（神戸大学教授）〕

全体のねらい

　明治維新から現在に至る日本政治外交史を講述する1はじめに、近代日本が背負うことにな：つた基

本的課題を総説し、ついで、時代区分しつつ歴史的展開をたどる。国内政治の変動を縦軸とし、国際

環境の変化への対応を横軸として、両者の関連の中で近現代史を見て行きたい。古い時代に劣らず、

新しい時期にも注意を払いたい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）’

第1部　近代日本 学習すべき西洋社会の力の秘密、日本の独自

1

の＝基本問題 性を守る方途、価値感と政策論の双方に澄ける

｢化主義と「日本への回帰」主義への分裂、澄
五百旗頭　　真

西洋文明の挑戦と よび両者の時期的移行：などを見る。 （神戸大学教授）

対応

近代日本が置かれた極東の島国という地理的

条件の持つ政治的意味を検討し、また儒教的秩

2 地理的・歴史的条件 旧観の支配する社会から、帝国主義時代の世界 同　上

に船出した日本人の国際認識を検討する。

第2部　　「日本軍 新政府は、一方で武力反乱を鎮圧し、他方で

国」の発展と挫折 征韓論のような対外的冒険策を退けて、国内統
3 合を固めつつ新国家の基盤確立を計る。大久保 同　上

明治初期の「内治 利通を中心とする「内治優先主義」を検討する。

優先主義」

明治立憲制は自由民権運動などにより内圧化

された国際的潮流を反映しつつも、新政府内の

4 明治体制の成立 諸要請を制度化していた。その長期的制度とし 同　上

ての問題点を考察する。

明治後半期の日本が、帝国主義的時代環境に
日清・日露の時代 対応する中で、予想をこえる戦勝をはずみとし

5 一「帝国」として て、アジアに論ける「遅れて来た帝国」に成長 同　上

の発展一 する過程を考察する。

「藩閥支配」から
　明治後半の対外戦争を終えたあと、その潮流

ﾍ明白と：なった。大正政変の時期を中心に、新
6 政党政治へ 旧勢力が妥協しつつ新しい政治形態を模索する 同　一上

一過同期の日本一 状況を講述する。

第一次世界大戦以後の時代は、通常現代史と
政党政治と国際協 呼ばれている。それは、社会の大衆化と国際化、

7 調 科学技術の発展などを特徴としている。日本の 同　上

一大正デモタラシー一一 政治がこのインパクトをどう受けとめたかを、

検討する。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
軍部の時代

@一1930年代一

　政党政治が、なぜもろくも崩壊したのか。陸

Rはいかにして軍部支配を押し進めたか。満州

抹ﾏによって解き放れた「軍事発展ドライブ」

ﾆ、「革新運動」を講ずる。

五百旗頭　　真

9 「帝国」の破局

　日中戦争が拡大する中で、対外軍事行動と国

烽ﾌ軍部支配が結合され、一つの体制が形成さ
黷ｽ。三国同盟から真珠湾攻撃に至る時期の日

{の外面的：な勇壮さと実質的破局の背理を考察

ｷる。

同　上

10

第3部　戦後日本
@「通商国家」の
@発展

ﾎ日占領政策

　処罰的破壊論と友好国としての再建論がアメ

潟J国内で対立する中で、非軍事化と民主化と

�ｲとする対日占領政策が形成される過程を検

｢する。

同　上

11
「通商国家」とし

ﾄの国際復帰

　敗戦後日本の政治は、各種路線が競合し、そ
黷ｼれの立場を代表ナる政権が現れた。その中

ﾅ吉田茂を中心とする経済復興の路線が主流を

ﾈし、日本は「通商国家」として国際復帰する

ﾉ至る。

同　上

12 「55年体制」と

ｭ治危機

　1955年に成立した戦後国内政治の基本的
¥成について概説する。「1壱体制」を支えた

ｭ治基盤政治的分極化、論よびその帰結とし
ﾄの「60年安保」を検討する。

同　上

’13

「通商国家」の発

W一1960年代一・

　池田勇人の、政治問題の回避策と経済的積極

�ﾍ「通商国家」路線を定着：させる。60年代

ﾌ経済成長をもたらした国内的・国際的条件、

氓謔ﾑその間に澄ける国内社会の変化を講述す

驕B

同　上

14
「経済大国」の動

h一1970年代一

　国際的激変が、70年代初頭の日本を襲い、
u経済大国」の脆弱性が：露呈される。国内でも

ｽ党化と保革伯仲状況が進展する。このよう：な

ｬ動化の中で、一日本の政治と経済がどう対応し

ｽかを検討する。

同　上

15
日本政治外交の問

闢_

　明治以来、100年をこえる歴史の中で、我々

ﾍ何を得、何を失ってきたか。現在、どのよう

ﾈ歴史的地点に立っているのか。国際環境は、

艨Xにどのような課題を負わせているか。

同　上
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行　政　学 （R）

〔主任講師　西尾　勝（東京大学教授）〕

全体のねらい

　現代国家は職能国家・福祉国家・行政国家である。政治権力の正統性は、民意の代表性と共に、行

政活動の成果に依存しているが、この行政活動の担い手こそ行政官僚制である。そこで、この講義で

は、行政官僚制の置かれた位置とその行動の仕組みについて理解を深めることを、主：なるねらいとす
る。

回 テ　　　・一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
行政学の背景：
ｻ代国家の特質

　産業革命と都市化、普通選挙の実施による大衆
ｯ主主義の成立、そして総力戦の体験などにより、
s政活動が膨脹し、所得再分配政策が導入された。
ｱれに伴ない、政治的に中立の専門的な行政官僚
ｧの整備が必要となり、また行政府が政治指導の
?浮ﾆなるにいたった◎

西尾　　　勝
i東京大学教授）

2
行政学の対象：
Oつの「行政」概念

　行政という概念は多義的であるが、澄澄むね三

ﾂの用語法に区分できる◎それぞれの歴史的な背

iを説明しながら、行政学の研究対象。中核にあ

驍烽ﾌが何であり、その広がりの範囲がどこにま

ﾅ及ぶか、という点について解説する。

同　　　上

3 行政活動の類型

　この講義では、個々の政策の実施過程に生ずる
?ﾌ的な問題について解説する余裕がないので、
ｱこで、現代国家の行政活動がいかに多種多様で
?驍ｩという点を理解していただくために、行政
?ｮへ全体をいくつかの角度から類型区分してみ
驕B　　　　　　　．

同　　　上

4
行政活動の分担（1）

?寶W権と地方分権

　この回から、行政活動の仕組みの説明に入る。

s政活動は国（連邦と州）と自治体とで分担され

ﾄいること、と同時に、現代国家では国と自治体

ﾆの間に密接な連携関係が形成されてきているこ

ﾆを説明する。

同　　　上

5

政治活動の分担⑲

甯纉坙{の
@中央地方関係

　国と自治体との分担と連携の具体的な姿を戦後

坙{について説明する。このなかで、特殊法人、

o先機関、機関委任事務、地方交付税、補助金等

ﾌ諸問題に論及する。

同　　　上

6
政治家と行政官の
ﾖ係

　同じ議院内閣制を採用している国々でも、そこ
ﾉ懸ける政治家と行政官との関係のあり方は様々
ﾅある。ここで、日本が官僚政治の国と言われて
ｫた所以を説明すると共に、最近の党高政低、政
jｯ低と称される現象の意味についても論及する。

同　　　上

7 官僚制の特質

　これより、行政官で構成される官僚制の考察に

ﾚる。はじめに、マックス・ウェーバーの官僚制

_に依拠して、近代官僚制の特質について説明す
驕

同　　　上
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
官僚制の機能（1）：

K律　と　裁量

　行政官は政治家の侍女である。行政官僚制の行
ｮは法令、予算、計画等によって規律されている。
ｱれが法治と行政原理である。だが、その一方で、

s政官僚制には広範な裁量領域が残されている。
s政官は一定の規律に服しながらも、創造的に活

ｮすることを期待されている。1

西尾　　　勝
i東京大学教授）

9
官僚制の機能（巫）＝

ｽ令　とト服従

規律されている側面においては、上三下服のダ

Cナミックスが発生する。この秩序を維持するた

ﾟにいかなる工夫がなされているか解説する。 同　　　上

10
官僚制の機能（皿）：

?ﾙ　と　補助

　もう一方の裁量領域に着眼すれば、情報の上昇

ｪ重要である。上司の決断を適切なものにするた
ﾟに、部下がいかに助言し補佐するかという問題

ﾅある。これに関連して、日本に澄ける稟議制に

ﾂいて説明する。

　
　
同
　
　
　
上
も

11 官僚制の機能障害

　ここでは、法規万能主義、繁文纏社、権威主義、

Zクジョナリズムなど、一般に官僚主義とか官僚

ｧの病理などとして指摘されている諸現象がどう

ｵて生ずるかを説明する。

同　　　．上

12
政策＝構造　と
ｭ　策　過　程

　これより、行政官僚制の仕事の側面、すなわち

ｭ策案の立案と政策の実施活動とについて、総論

Iな説明を行なう。その第一段として、ここでは、

@令、予算、計画の相互関連について解説する。

同　　　上

13 予算編成と会計検査

　政策過程の一例として、政策過程のなかでもも

ﾁとも重要なものであるところの予算過程を取り

繧ｰ、予算編成と会計検査の仕組みについて説明

ｷる。

同　　　上

14 行政活動の評価基準

　前回の会計検査の話から発展させ、行政活動の

]価基準として、合法性、有効性、能率性、適正

闡ｱ等について解説する。 同　　　上

15 行政統制と行政責任

　最後に、話を原点に戻し、行政活動の民主的統

ｧと行政官の責任について論じる。これに関連し

ﾄ、市民参加、情報公開といった現代的な課題に

ﾂいても論及する。

同　　　上
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　　　　　　　　　　＝近代経済思想＝（TV）

　　　　　　　　　　　〔主任講師：西部　遭（放送大学客員教授）〕

全体のねらい

ギリシャ以来の繍思想の漁を、その学説的内容とσ ｻ三代背景とめかかわりの中で考察し、とく：1

にここ二百余年に痴ける近代経済学がいかなる思想的変遷をとげてきたかを萌らふにするる講義6前半

齢謙雅羅騨での経済思想を扱い・後半部分は粥降の噺ま現代騰想の多

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

科学と思想

理論と実践
1 経済思想とは何か 西　部　　　適

（放送大学客員教授）

家政の法

公正の法
2 前近代の経済思想 自然および契約の法 同　上

国家の哲学

3
重商主義の経済思

z

保護の哲学

ﾝ幣の哲学 同　上

生産の理

4
重農主義の経済思

z

自由の理

攝ｫの理 同　上

労働の理論

5
古典派経済思想の

ｬ立

交換の理論

ｿ格の理論 同　上

比較の方法

6
古・典派経済思想の

W開

葛藤の視角

ﾟ剰の予感 同　上

搾取の暴露

7
古典派経済思想の

ﾏ形

資本蓄積の矛盾

Cデオロギーの暴露 同　上

一424一



呵 テ　　　一・　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

国民の観念

8
歴史主義の経済思

社会政策の構想

菇@の意識 西　部　　　適
想

効用価値の理論

9
新古典派経済思想

限界分析の方法

齡ﾊ均衡の仮構… 同　上
の成立

需要と供給

10
新古典派経済思想
ﾌ発展（1）

短期と長期

Y業と厚生 同　上

資本の理論

11
新古典派経済思想
ﾌ発展（2）

利子の理論

驪ﾆ利潤の理論 同　上

解釈の立場

12
制度主義の経済思

実践の立場

ﾏ察の立場 同　上
想

不完全競争の理論

13
ケインズ的経済思

失業および通貨の問題

謳狽ﾌ理論 同　上
’想の予兆

マクロの視野

14
ケインズ的経済思

所得の決定

s場の硬直性 同　上
想の成立 将来への期待

マクロ動学の方向

15
ケインズ的経済思
zの変遷（1）

混合体制の方向

v量化への方向 同　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

成長論

ケインズ的経済思
分配論

16
想の変遷（2）

消費および投資の巨視的実証 西　部　　　適

新古典派総合の枠組み

17
新古典派総合の経

ﾏ思想

経済政策の矛盾

s均衡の遍在 同　上

新古典派の成長観

ケインズ派の成長観

18 成長の経済思想 ミクロの成長観、 同　上

生産性の上昇

19
技術進歩の経済

v想

技術進歩の形態

Z術進歩の発生因 同　上

歴史的段階論

数量的段階論

20 発展の経済思想 工業化の段階 同　上

貨幣数量説

貨幣国定説

21 貨幣の経済思想 資産選択の理論 同　上

先物磁場
期待効用

22 期待の経済思想
期待の弾力性

ﾃ態的期待形成
同　上

適応的期待形成
合理的期待形成

平等主義

効率主義

23 厚生の経済思想 契約主義 同　上
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師・
i所属・氏名）

市場の失敗

公共的諸問題

24 公共性の経済思想 西　部　　　適

多数決の問題

25
民主主義の経済思

社会的選択の問題
同　上

想

功利主義者の自由

26
自由主義の経済思

福祉主義者の自由

V自由主義者の自由 同　上
想

計画主義
参加主義

27 国家の経済思想（1） 同　上

国民国家

国際経済機構

28 国家の経済思想（2） 同　上

数理化

統計化
、29． 数の経済思想 同　上

学際的接近

超学的接近

30 総合の経済思想 解釈学的接近 同　上
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　　　　　　　　　　　　　　＝経済発展論：＝（TV）

　　　　　　　　　　　　〔主任構師：嘉治元郎（放送大学教授）〕

全体のやらい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’一

世界諸齢よ傭繊の蜘的弓三三ついて1理論的なら諏三曲な分析を後う6
　主として市場経済の二藍している経済：における発展をとりあげる。，

す砦郷口々にとって身近かな日本経済の長輸変化につい働かにし・その将来胡

弓 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

経済発展economic　developmentという言葉

1 経済発展とは何か
の意味：を明うかにし、どのような尺度でそれを

ｪるべきかを論じる。 嘉　治　元　郎

（放送大学教授）

経済発展を幾つかの段階として歴史的にみる

考え方について説明する。

2 発展段階説の概観
同　　　上

現代の経済理論において、近・現代の経済発

展がどのように論じられているかを明らかにす
3 現代の経済発展論 る。

同　　　上

経済発展をもたらす諸要因について概観し、

それぞれの役割について概略説明する。

4 経済発展の諸要因
同　　　上

人口の変化が経済発展とどのように関わって

5

人・口動態　と

o　　済　発　展

いるかという点について論じる。

同　　　上

各種の投資とその背俵にある貯蓄とが、経済

発展とどのように関わっているかという点につ
6 投資と経済発展 いて論じる。

同　　　上

技術革新imova　tionとは何かを明らかにし、

技術革新　と それと経済発展とがどのように関わっているか
7

経　済　発　展
という点について論じる。

同　　　．上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

嗣

生産性という：概念について明らかにする6そ

して生産性の上昇が経済発展において、どのよ

8 生産性の上昇 うな意味をもつかを説明する。
嘉　治　元　郎

一国の経済発展と、その国の対外経済関係と

経済発展　と が、どのタうに関わっているかを説明する。

9 同　　　上

対外経済関係

市場経済の体制をとる国の経済発展に関する

経済発展　と 政府の役割について論じる。

10 同　　　上

経　済　政　策

現代の国際社会における「発展途上国」の地

発展途上　国 　　、ﾊを論じ、それと先進国との関係、いわゆる南

11 北問題について説明する。 同　　　上
一　　南北問題

現代の国際社会には、市場経済の体制をとる．

現代世界の経済発 国々と、計画経済の体制をとる国々とが併存し

12 ているが、この両者の関係、いわゆる東西問題 同　　　上
展　一　東西問題 について、経済発展の観点から論じる。

過去一世紀の間、とりわけ第二次大戦後の期

間における、我が国の経済発展に？いて、理輪 ゾ

13 日本の経済発展 的に証明する。 同　　　上

既に高度に発展した国々の直面している経済

問題について論じる。

14 、先進国問　題　　　　　　　　　覧

同　　　上

世界緻斉の今後の発展について、超長期の展
一

望を試みる。

15 超長期の展望 同　　　上
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　　　　　　　　　　　　＝産業組織論＝（TV）

　　　　　　　　　　　〔主任講師：植草　益（東京大学教授）〕

全体のねらい

　産業組織論では個別の産業が特定の時点でいかなる構造をもち、その下で各企業がいふなる行動を、

とり・いかなる経済成果を実現しているかを分析するとともに、企業の行動や産業に対する公共政策

がその産業の構造を長期的にどのように変化させてゆくかを解明することをねらいとしている。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

まず産業とはなにかを説明し、そのなかで産
業分類の方法について説明する。次に個別産i業

1 産業組織論の課題
ﾆ体系

の分析の方法としての産業組織論の体系を説明
ｵ、さらに産業組織に：重要な関連をもつ現代技

植　草　　　益

i東京大学教授）
術、産業構造、企業組織論よび産業に対する公
共政策について概観する。

産業組織論の具体的内容に入るまえに、産業
組織論と重要な関連をもつ産業構造の変化と最

2 産業構造の変化
近の技術革新の動向について論じる。ここでは
fもに戦後日本の産業構造の変化（重化学工業

同　上

化、サービス化澄よび情報化）と最近の先端技
術開発の動向を論じる。

現代企業は所有の形態｛企業規模、生産形態、

企業結合の形態などにより、多様な形態に分類

3 現代企業の組織
できる。それらの企業形態の分類を示すとともに．日本の企業組織の特徴を論もに産業組織と

同　上

の関連で考察する。

現代の大企業はその主要製品について大量生
産を実現するとともに、多品種にわたって垂直

4
規模の経済性と範
ﾍの経済性

的、多角的に生産している。その実態を分析す

驍ﾆともに、その基礎としての規模の経済性と
同　上

範囲の経済性について論じる。

産業組織論の体系に入って、まず売手集中に

ついてその測定方法を示し、主要産業における

5 売　手　集　　中 売手集中の水準bよび時系列変化を説明する。
ｳらに売手集申の水準を決定する要因について

同　上

説明する。

製品差別の概念、製品差別を形成する要因、

主要産業に澄ける製品差別の程度を論じ、さら

6 製　品　差　　別
に製品差別を形成する重：要な要因としての広告

ﾉついてその意義と問題点を論じる。
同　上

参入障壁の概念、参入障壁の形成要因論よび
参入阻止行動について論じ、現在の技術革新の

7 参　入　障　壁 進展過程で産業融合が進み、市場の国際化が進
Wするなかで、参入障壁が低下している実態に

同　上

触れる。
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
現代企業の価格設
闌ｴ則

　現代の企業はいか：なる価格設定原則を採用し

ﾄいるかを考えるため、価格設定原則に関する
秤ｼ説を検討する。おもにフル・コスト原則、
Q入阻止価格、目標価格設定等を検討して長期
?￥″ﾅ：大化仮説を論じ、それと売上高最大化仮

烽ﾆの異同を考える。

植：草　　　益

9 寡　　占　価　　格

　現代の主要産業に澄いては寡占が支配関市場

`態である。寡占にむける価格形成について、
Nールノ以来の理論をサーベイし、現代に曳け
驩ﾇ占の価格形成について論じる。また寡占に
fける生産効率の向上と価格変化の実態に触れ
驕B

同　上

10
カルテルとプライ
X・リーダーシッ
v

　寡占ばかりでなく原子的競争市場に於いて各
驪ﾆが協調的行動をとると、独占と同じ価格形
ｬが可能となる。この協調形態の典型としての
Jルテルとプライス・リーダーシップについて
_じる。

同　上

11 資源配分効率

　特定産業に繋げる市場支配力や複数市場に澄r
ｯる多角的市場力が存在した場合には、資源配
ｪ効率が歪められる可能性をもつ。はたして現
繧ﾉおいて独占的市場支配力によって資源配分
��ｦが発生しているか否かを検討する。

同　上

12 技　術　進　歩

　技術進歩は経済発展の原動力である。産業に
_いていかに技術進歩が追求されているかを考
ｦるため、技術進歩の概念、技術進歩の測定方
@、技術進歩の基礎としての研究開発活動につ
｢て概観する。

同　上

13 独占禁止政策

　これまでみてきたように、経済の成長・安定・

i歩を実現するためには、市場機構にのみ全面
Iにゆだねておくことはできない。市場の不完
S性による失敗が存在する。「市場の失敗」に
ﾎ処するための産業に対する公共政策の1つと
ｵて独占禁止政策を論じる。

同　上・

14 直接規制政策

　産業に対する公共政策の第2の形態としての
ｩ然独占分野（器もに公益事業）に導ける政府
ﾌ規制政策について、診もに価格規制のあり方
�_じる。特に総括原価方式、限界費用価格形
ｬ、二部料金、ラムゼー方式などについて論じ
驕B

同　上

15 産　業　政　策

　産業に対する公共政策の第3の形態としての
Y業政策は多様な政策を含むが、おもに新産業
ﾌ保護育成と衰退産業め構造調整について論じ
驕B

同　上

一431一



　　　　　　　　　　　　　＝国際経済学＝（R）

　　　　　　　　　　　〔主任講師：嘉治元郎（放送大学教授）〕

全体のねらい

　国際経済学の主要な内容について解説し、世界経済の現状について理論的に分折を加える。そのこと

を通して、我が国の国際社会に澄ける地位と役割を明らかにする。

回 テ
一 マ 内　　　　　　　容 担 当　　　講師

i所属・氏名）

現代の経済理論の体系の中で、国際経済論の占

める領：域を説明する。それによって、この論義の 『嘉 治 元　郎
1 国際経済学とは何か 内容を示す。

（放送大学教授）

比較生産費説について解説する。

2 国際貿易の理論 同 上

自由貿易が当事国に経済的利益をもたらすとい

う考え方について論じる。

3 自 由 貿 易 論 同 上

貿易に制限を加えることによって、自国の産業

を保護するという考え方について論じる。

4 保 護 貿 易 論 同 上

旧観的（マクロ）経済理論にもとづいて、一国

国 内 経 済 と の経済とその対外経済関係との関連について論じ

5

対外経済関係
る◎ 同 上

いわゆる易易外取引の内容を明らかにし、サー

ビスの国際取引の特長について論じる。

6 貿 易 外 取 引 同 上

国際的な資本の移動について、理論的ならびに

政策的に論じる。

7 国際資本移動 同 上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

一国の経済発展に伴なって．その対外経済関係

8 経済艶展　と
に．どのような変化がおこるかという点について

_じる。
嘉　治　元　郎

対外経済関係 （放送大学教授）

｛

国際金融とは何かを、現実に則レて、理論的に

明らかにする。

9 国際金融の理論 同　上

金本位制と対比させながら、現在の国際金融の

機構について説明する。

10 国際金融の機：構 同　上

外国浮替とは何かについて理論的ならびに実証

的に説朋する。

11 外国函南の理論 同　上

一国の国際収支の赤字式浅いは黒字がどのように

して均衡化されるがということについて説明する。

12 国際収支の均衡 同　上

国際経済論の観点に当って移民一人の国際移

動一の問題を論じる。
13’ 移一民　周　　題 同　上

第2次大戦後の国際経済の発展について理論的

分析を加え、その将来を展望する。

14 国際経済の現状 同　上

我が国の経済の、国際経済社会に澄ける地位と

役割について論じる。

15 日本経済と世界経済 同　上
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＝＝日本経済史＝（TV）
　　　　　　　　近　代

　　　　　　　　　〔主任講師：三和良一（青山学院大学教授）〕

全体のねらい

　近代日本の資本制社会は、前近代社会とくらべてどのような特質を持つかを考え、つぎに、近代の

日本経済の発展過程を追う。そのなかで、（1）再生産の構造はどのように段階的な変化をとげたか、

②構造変化と成長をもたらした要因はなにか、（3）日本経済の構造と成長力は他の諸国と比較してどの

ような特質を持つかを考えよう。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 資本三社三論

　近代日本の経済史を学ぶための準備作業と

ｵて、資本制社会の歴史的特質をまず明らかに

ｵょう。ここでは、近代社会がそれ以前の社会

ﾆくらべると、経済成長率が極めて高いのはな

ｺであろうかという問題を中心に考えてみよう。

三　和　良　一一

i青山学院大学
@　　　教　授）

2 幕末の経済と開港

　封建社会としての幕藩体制は、開港以前の時
冾ﾉすでに商品経済の発達とともに変質しつつ

?ﾁた。世界資本主義との接触によって、資本

ｧ社会への移行の前提条件が急速に熟していっ

ｽ。開港の経済史的意義を検討しよう。

同　上

3 明　治　維　新

　明治維新は、どのような点で、近代資本制社

?ﾌ誕生を促したと評価できるのか。土地所有
ｧ度の変化、「営業の自由」の保証の2点を中

Sに、地租改正・秩緑処分・その他の諸改革：の

燉eを検討することにしよう。

同　上

4
殖産興業と松方財

ｭ

　おくれて近代化を開始した日本の場合、資本
ｧ経済を発達させる上で政府の果すべき役割は
蛯ｫかった。資金・労働力・技術・企業者など
K要な要素が社会的に形成される際に、殖産興
ﾆ政策と松方財政は、いかなる効果を持ったで
??､。

同・上

5
近代産業の発達（1＞

黶@軽工業　一

　産業革命によって、資本制社会は本格的な再

ｶ産の仕組を確立させた。後進国日本の産業革

ｽは、どのように展開したであろう。衣料品生

Y部門の中心である綿工業と外貨獲得のための

A出産業の中心である製糸業をまず検討しよう。

同　上

6
近代産業の発達（2）

黶@重工業　一

　資本制的再生産には、生産財の供給確保が不可欠である。日本は、ひとまず、生糸輸出が生

Y財輸入を可能にするというかたちで出発した
ｪ、軍事的要請から：重工業の育成も重大課題で
?ﾁた。重工業・鉱業・運輸業などの発達を検
｢しよう。

同　上

7
日清・日露戦争と

坙{経済

　日清・日露の戦争は、それぞれ日本経済に大

ｫな影響を与えた。金本位制を採用し、植民地

�ﾌ有して資本主義列強の一翼に列するにいた
ﾁた日本が、明治末期にどのような再生産構造

�揩ﾁたか、地主制・財閥も含めて分析しよう。

同　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

第1次世界大戦は、日本経済を新しい局面に
みちびいた。先進諸国のアジアにたいする経済

8
第1次世界大戦と

坙{経済

的圧力が弱まった時期に、日本は、輸出軽工業
ﾆ同時に、重化学工業を拡大するチャンスをつ
ｩんだ。大戦ブーームはなにをもたらしたであろ

三　和　良　一

う。

1920年代は危機の時代であった。企業は低
・い利潤率に悩み、日本経済は国際収支の激しい

9 1920　年　代 不均衡に論ちいり、労働争議・小作争議が多発 同　上

して社会体制を揺り動かした。危機をもたらし

た原因はどこにあったのであろうか。

危機への対応策として金解禁と緊縮政策を柱
とする井上財政が登場した。日本経済のスバル

10 昭　和　　恐　慌
タ式ハードトレーニングが開始された時、世界
o済は大恐慌の時代に突入した。井上財政の経

同　上

済史上の位置を確定しながら、昭和恐慌を分析．
しよう。

井上財政のあとをうけた高橋財政の課題はふ
“ 　　、ｽつあった。日本経済を昭和恐慌から脱出させ

11 高　橋　財　政 ることと満州事変いらいの軍事費膨張にいかに 同　上

対応するかである。「現代資本主義」の時代を

ひらきながら苦闘する高橋財政の姿を見よう。

日中戦争から太平洋戦争へとつづく戦争の時

代に、戦時動員を極端にまで進めた日本経済は、

12 戦　時　経　済 ついに再生産を維持できない状況に澄ちいった。 同　上

戦時経済の崩壊過程を追いながら、戦時統制が

産業構造・金融構造に与えた影響を検討しよう。

日本を占領した連合国の基本政策は、日本の

非軍事化であった。非軍事化政策の一環として、

13 戦後経済改：革 ’経済面でも、財閥解体・農地改革・労働改革を 同　上

柱とする「戦後改革」が進められた。「戦後改

革」は、日本経済をどのように変容させたであろう。

　戦争経済の負と正の遺産を継いで日本経済は
恚ｻの途についた。占領政策の転換や朝鮮戦争

14 経　済　復　興
の特需を手がかりとしながら日本経済は、戦前
ﾆは異なった再生産の構造を備えて再建された。

同　上

復興のなかで高度成長の芽が育つのに注目しよ
う。

1950年代中頃から、日本経済は、日本画
代史の上でも、国際比較の点でも、比類のない

15 高度経済成長
高度成長をとげた。IMF体制の安定’・技術革
V・資源の安定供給を前提にした高度成長の時 同　上

代を分析し、つぎに新しく発生した諸問題を展
白しよう。
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欧米経済史＝（R）
　　　　　　　〔三三師灘副書義誇短鋳大轟判明；〕

全体のねらい

　比較史的な観点から、中世末以降の欧米諸国における資本主義経済の成立と展開の特徴を明らかに

するなかで、1近代資本主義の独自性、2社会制度と経済発展、a国民経済と世界経済、4．宗教意識

と経済行為、5産業革命の諸類型、6．資本主義の構造、といった諸問題を取り上げる。

回 テ・　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

欧米諸国と日本との歴史的接触をたどりつつ、

1 序　　　　　　説

近代資本主義の世界史的意味を考え．資本主義
ﾌ出発点となった中世ヨーロッパ経済の特徴を、
ｿ川時代の日本経済と比較しつつ考える。

梅　津　順一
i青山学院女子短

咜蜉w助教授）

大航海時代を背景とする、ヨー一三ッパ経済の

世界的進出と、東インド貿易と新大陸貿易の実

2
商業革命とヨーロ
bパ経済

態、ヨーロヅパ的世界経済の変貌と南欧諸国の

ｷ衰を考えるb
同　上

16世紀末におけるオランダとイギリスの世
界経済への進出とその背景、両国の国民経＝済の

3
北西ヨーロッパ諸
曹ﾌ台頭

構造的特徴を考える◎
同　上

近代資本主義の発展における農：村工業の役割

近代ヨーロツ’パに に注目し、その展開の姿をたどりつつ、旧来の

4 澄ける農村工業と、 都市工業との抗争を考える。 同　上

都市工業

イギリスとフランスの比較を通して、近代国

近代ヨーロッパに 家の経済政策の内容と．経済発展に対する影響

5 澄ける国民国家と を考える◎ 同　上

経済政策

イギリス市民革命の経済史的意味を考えると
ともに、近代資本主義の発展の担い手となった

6
市民革命と資本主
`の精神

社会層と宗教意識の問題を考えるb 同　上

南北アメリカ植民地の経済的展開の特徴を、

本国経済との関わり、入植者の階層、植民地の

7
アメリカ植民地の
o済的展開

経済構造などを比較しつつ考える。 同　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

イギリス産業革命が、市民革：命．保護主義．

中産的生産者層の広範な形成を背景とした、イ

8
イギリス産業革命
ﾌ世界史的意義

ギリス独自の個性的な産業変革であるとともに、
ｻの後の世界史の展開に．さまざまな意味で、

関　口　尚　志

i東京大学教授）

決定的な影響を与えるものであったことを考え
る。

イギリス産業革命の影響下に展開する後進諸

9
産業化の波及と後
i資本主義の経済
¥造

国の産業化を、アメリカ型（仏・米）とプロシ
A型（独・露・日）について検討し．後者のば
?｢、社会の近代化が不徹底ななかで産業化と
o済成長がみられるなど、先進国にない独自な

同　上

構造と問題をともなうことを考える。

「世界の工場」イギリスを頂点に、欧米諸国

や非西洋諸地域を周辺に配して構成された19

10
19世紀の世界資
{主義

世紀の国際分業システムを検討し、自由貿易が
o済強国に有利な体制であったことや、経済摩

同氏

擦が政治的・文化的摩擦でもあったことを具体
的に考える。

㌧

19世紀末「大不況」の実態と原因を検討し、
長期にわたる価格の低迷と投資の沈滞のなかで、

11
「大不況」と資本

蜍`の構造変化
自由貿易体制が崩壊し、関税障壁と、これに保
?ｳれた生産の集積、集中を土台に、独占と帝

同　上

国主義の時代が到来した経緯を考える。

大不況からの脱出と20世紀初頭にかけての
イギリスの産業的 新興産業の拾頭の過程で、イギリス産業の相対，

’12 停滞とアメリカ型
蝸ﾊ生産体制の展

的停滞と、ドイツ澄よびアメリカ産業の躍進が

?ｵい。「イギリス病」の歴史的根源と、アメ
同　上

開 リカ型大量生産体制の歴史的基盤を、両国の社

会構造を対比しつつ考える。

帝政ドイツの高度な技術的・経済的発展を、
他面におけるドイツ社会の伝統的，・コンカー的

13
帝政ドイツ・旧ロ
Vアの経済と社会

構成、澄よびこれを基盤とする「政治寄生的資
{主義」の優位との関連で検討し、さらに、ド

同　上

イツとの対比に診いて、ツァーリ制ロシアの社

会とその工業化の特質を考える。

ファシズム、とくにナチズムの社会的基盤を、

14
ファシズムと世界
蜷孖冾ﾌ欧米資本
蜍`

ドイツ革命・ウィマール民主主義、そのもとで
ﾌインフ’レ・高度成長・大恐慌という経済変動

ﾆの関連でとらえ、また、両大戦前後の各国資
{主義の動向を、「国家と経済」を焦点に考え

同　上

る。

講義をふりかえり、欧米に響ける近代「市民
社会」形成史がいかに「現代資本主義」の構造

15
近代化と現代資本

蜍`
と問題を深く規定しているかを考え、また、欧
ﾄ「近代化」の歴史的経験に照らして、現代資

同　上

本主義の世界システムに組み込まれた「低開発」

諸国が直面する根本問題を考える。
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＝財政と金融＝（TV）
〔主任講師　貝塚啓明（東京大学教授）〕

全体のねらい

　通常のカリキュラムでは財政と金融とに分けて講義が行われるのに対して、ここではできる限り統

一した形で内容を盛り込む◎理論的な分析の応用という点で一貫性を保つが、なるべく具体的な問題

にも話題が及ぶよう配慮する。　　・

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
財　政　と　金融一問題の例示一

　経済は、生活を営んでいるわれわれのすべてを

?ﾝ込んでいて、日常的であるため、かえってそ

ﾌ全体像や問題の所在がはっきりしなV・。まず、

bの糸口として、財政と金融によって大きな問題
ｪ生じた事例を示して旧く◎

貝　塚　啓　明

i東京大学教授）

2 民間部門と公共部門

　私企業体制を中心とする資本主義経済に旨いて
焉A政府は必要不可欠な役割をもっている。公共
薄蛯ﾍ長期的に拡大化傾向を示し、多様な活動を
sっている。ここでは公共部門の拡大を統計から
ﾕづけ、公共部門の行動原理を民間部門との対比
ﾅ説明する。

同　　　上

「

3 財政金融と経済政策

　公共部門の運営は政府が行っているのであるか

轣A政府が政策目標を追いかけているすれば、当

R経済政策としての側面をもつ◎一般的な交換手

iである貨常は中央銀行によってコントロールさ

黷ﾄいるから、当然経済政策の重要な手段となる。

同　　　上

4
日本の財政システム

[一 ¥　　算一

　公共部門の運営は、予算制度を通じてなされる

¥算は、通常1年を単位として澄り、その年度の
x出計画（三三の上限）と収入（両両）の見積り
�ｦしたもので、議会（国会）の議決を経て成立
ｷる。ここでは中央政府について予算の概要を説
ｾする。

同“　上

5
日本の財政システム

[一d税と公債一

　予算の面輪面は、租税収入と公債収入に分かれ

驕Bこζでは、租税収入の構成と主たる税目の概

ｪ、澄よび公債制度の概略を説明する。 同　　　上

6
日本の財政システム

[地方財政一

　これまでの説明は、単一の政府を前　にして議

_してきたが、現実の公共部門には、複数のレベ

汲ﾌ政府が存在する。日本では、国、都道府県、

s町村の三つの政府のレベルがあり、その相互関

Wは複雑である◎

同　　　上

7 公共支出の役割

　政府活動が必要不可欠になるのは、民間部門に
ｨいて市場の失敗が生ずるからである。特に社会
ﾌすべての構成員にとって共通に消費される財、
Tービス（公共財）が存在し、民間部門がこれを
沂汲ｵえないことが最小限政府活動の存在理由と
ﾈる。

同　　　上
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

現実の公共支出は、多様な内容をもっている◎

すなわち、防衛、警察、司法、一般行政などの純

8 多様な公共支出
粋な公共財、一般道路（街路）、河川改修などの
?�､財、さらには、高速道路、鉄道などの私的

貝　塚　啓　明

財に公共支出が支出され、また所得再分配のため
の移転支出がある。

公共部門は、資源配分上必要な活動を行うとと

9
公共支出と所得再

ｪ配

もに、所得再分配上も重要な役割をもっている。

ｷなわち、その経済社会に論いて必要最低限の生

???�ｭ府が保障し、そのために社会保障のシ

同　　　上

ステムが機能している。

公共部門の財源調達のうちで大きな比重を占め
る租税をどのような形で課税するかは重要な問題

10 租　税　　体　系
である。どのような経済指標を基準にして課税す
驍ﾌが公平で中立的な課税方式であるのか。所得、

同　　　上

消費、資産などが課税ベースとしてもつ長所・短
所を説明する。

現在．ラテン系諸国を除いて先進諸国の租税の

中核をなすのが（個人）所得税である。簡単に：所

11 所　　　得　　　税 得税の仕組みと現行所得税がかかえる問題点を説 同　　　上

明する。

日本の国税収入においてかなり大きな比重を占

める法人税は、法人利潤（法人所得）を課税対象

12 法　　　人　　　税 （標準）とする。ここでは法人税の仕組みとその 同・　上
経済効果を説明する。

転嫁することを前提として課税されるのが間接

税である。現在の日本の税制では、特定の個別品

13 間　　　接　　　税 目にのみ課税される個別消費税が主たる間接税で 同　　　上

ある。ヨーロッパ諸国では、消費一般に広く課税

される付加価値税が重要な税収入となっている。

日本の財政は、現在大幅な赤字を示し、これを

14
公債発行をめぐる

竭闢_

公債発行によって調達している。公債発行は、経

ﾏを安定化させる役割をもつとはいえ、インフレー

Vョンの危険性、民間資金の圧迫、財政規律の低

同　　　上

下をまねくという悪影響が生じうる。

交換経済に澄ける貨幣と金融の機能を説明し、

15 金融市場と金融取引
資金余剰部門から資金不足部門へ資金がどうよう

ﾉ流れてゆくかを明らかにする。この流れを仲介

ｷるのが銀行をはじめとする金融仲介機関である。

岩　田　規久男

i上智大学教授）
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

16 日本の金融システム

　日本の金融市場に齢ける非金属部門を（1）公共部

蜃A法人部門（3）個人部門（4）海外部門に分けて、こ

黷轤ﾌ部門間を資金がどのように流れているかを
燒ｾし、その過程での各種の金融機関の役割や企’業の資金調達の方法を具体的に説明する。

岩　田　規久男

17 国　際　　金　融

　一時的な貨幣の過不足を調整する場である、短

匤燉Z市場と実物資産の蓄積のための資金を調達

ｷることを目的とする、資本市場について、それ
ｼれの現状を説明する。

同　　　上

18

貨幣の供給（1）一ハイ・パワード

@マネーの供給一一

　中央銀行の債務である現金通貨と民間金融部門

ｪ保有する中央銀行への預け金はハイ・パワード

}ネーと呼ばれ、一国の貨幣量を決定する重要な

ﾏ数である。このハイ・パワードマネーがどのよ

､にして供給されるかを説明する。

同　　　上

19

貨幣の供給②一預金通貨と

@　　信用創造一

　一般的な交換手段である貨幣は現金通貨と預金
ﾊ貨とから成る。ここでは、預金通貨が銀行によ

ﾁてどのように供給されるかを説明する。さらに、
a金通貨が人々によって広く交換手段どして用ら
黷驍ｽめの条件を、金融自由化との関連で考える

同　　　上

20
貨幣需要と
@　利子率の決定

　利子率は貨幣の供給と需要とによって決定され

驕Bここでは、貨幣の需要はどのような要因に依

ｶするかを説明した後に、流動性選好理論による

?q率の決定メカニズムを明らかにする。

同　　　上

21
マクロ経済と
@　　　金融財政（1）・一IS・：LM分析一

　IS・LM曲線を説明した後に、中央銀行によ
驩ﾝ幣供給量の調節が、国民所得に対してどのよ

､な影響を及ぼすかを明らかにする。 同　　上

22

マクロ経済と
@　　金融財政②一インフレーションと

@　　　　失　三一

　現代の経済は、インフレーションと失業の併存と

｢うスタダフレーションの問題をかかえている。

Xタダフレーションに対して金融政策は果して有
�ｩどうかを検討する。

同　　　上

23

　　　　　　　　　ρ}クロ経済と
@　　金融財政（3）一国債と民間投資一一

　政府支出が国債の発行によって資金調達される

ﾆ、民間の投資支出が締め出される、という国債

ﾌ民間投資締め出し効果が、国債が大量に発行さ

黷ﾄいる今日、大きな問題になっている。この効
ﾊが」どのようにして生ずるかを明らかにする。

同　　　上
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回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

24
日本の銀行行動（1）一個別銀：行の行動一

　日本の金融政策は従来、銀行の行動に影響を及

ﾚすことを通じて行われてきた。そこで、銀行の

s動を簡単なモデルを用いて説明する。 岩　田　規久男

25

日本の銀行行動（⑳　　　　“　　　　　　　　　　　　　　、一一インタ→ツク②マ不一㊥

@マーケットの役割一

　銀行間の資金の貸借市場であるインターバンク・

}ネー・マーケットは、金融政策の波及経路を知
驍､えで重要である。そこで、，ここでは第24回の

竝s行動の理論を用いて、日本のインターバンク・

}ネー・マーケットの機能を説明する。

同　　　上

26 金　融　政　策

　銀行行動の理論を用いて、日本の金融政策の波

yメカニズムを明らかにする◎また、今後、金融

ｩ由化が進むにつれて重要性を増すと思われる公

J市場操作についても説明する。

同　　　上

27

日本経済と財政金融：1

鼬o済発展と
@　　　財政金融一

　これまでの講義を基礎に　現実の日本経済に即
ｵて財政金融の役割を評する。ここでは、明治以
~の急速な日本の経済発展において、政府が財政
ﾊを通じて積極的にとった成長政策と間接金融優

ﾊの金融システムが経済発展に果した役割を検討
ｷる。

7　貝　塚　啓　明

28

日本経済と財政金融（2

黹Cンフレーションと

@　　　財政金融一

　財政金融政策の如何は、インフレーションの原

�ﾆなりうる。第二次世界大戦直後のハイパー・

Cンフレーション、最近の第一次石油危機直後の

Cンフレーションは、財政金融政策をひきがねと

ｵている。

同　　　上

29

日本経済と財政金融（3）一金融の自由化・

@　　　　国際化一

　昭和50年度以降、国債の大量発行をきっかげに

燉Zシネテムに大きな変化が生じている。この変

ｻは、金融の自由化・国際化といわれることが多

｢が、ここでは自由化・国際化のもつ意：義ど今後

ﾌ展望を示す。

同　　　上

30

日本経済と財政金融（4）一財政再建と

@　　　行政改革一

　昭和50年代に入って日本の財政は大幅な財政赤
嘯�ｦし、財政再建が唱えられてきた。他方、行
ｭ改革が異る発想の下で進められている。ここで
ﾍ、財政再建と行政改革に澄ける考え方の差異を
燒ｾし、公共部門の役回に即して、二つの政策の
ｫ来展望を示す。

同　　　上
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　　　　　　　　　　　＝社会学の理論1＝（R）

　　　　　　　　　　　〔主任講師：塩原：勉（大阪大学教授）〕

全体のねらい

’社会学は間口の広い・性格のつかみにくい学問である。げんに社会学の内部には様ざまな立場があ

る。しかし・社会学が全体どして受入れ共有してきた基本的な考え方と理論がある。そのような考え

謙難雛撫讐い・い欄会学騰である・鴨頭では・現代社会学の内部の

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

ある学問の特色は、そこで活用される基本的

な概念によく表われる。ミクロな社会現象をみ
1 社会学の基本概念 るたゆの概念かち、マクロなそれのための概念 塩原　　　勉

まで、社会学の基本概念を紹介する。 （大阪大学教授）

1入の入間が他の入間とのかかわりで行なう
社会的行為は、一切の社会現象の基本単位であ

2 社会的行　為 り・社会学の基本概念である。社会的行為の仕 同　上
組み・構成要素、タイプ、行為者などに言及す
る。

社会的行為が実際に規則正しく行われるのは、

入びとが社会規範にしたがうからである。しか
3 社会規範と逸脱 し・他方では、規範の欠如や逸脱の発生も日常 同　上

茶飯事である。社会規範の種類、アノミー、逸

脱行動などに注目したい◎

2入以上、複数の入びとの間の相互行為は、

4 社会的相互作用
社会的相互作用と呼ばれる。それはシンボリッ

Nな性格を竜っている。象徴的相互作用と役割 同　上
りに：ついて考察する。

社会的相互作用を具体的にみると、まず交換

による結合が重要である。日常生活は無数の社
5 社会的交　換 会的交換の織りものである。社会的交換の諸相 同　上

を明らかにし、交換から他のタイプの相互作用

が派生する場合のメカニズムにも論及しよう。

社会生活は親和と結合のみではなく、対立と

分離を含んでいる。まず闘争が社会生活に及ぼ
6 闘争　と　支　配 す影響を説明し、ついで支配服従という相互作 同上

用をとりあげ、正当支配と呼ばれるものが、ど

のように成立するかを分析する。

人間は不十分で不確実な情報の下で意思決定

をしている○その場合、ある範囲の他者たちと
7 意思決定と準拠集団 自分ないし自分たちを比較することによって判 同　上

断を下す○このような他＝者たちを、自分の準拠

集団という。：準拠集団の理論を論じたい。
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師i所属・氏名）

社会生活は様ざまな集団によって構成され運

営されている。社会集団は社会学のもっとも戦

8 社’会　集　団 略的な概念である。社会集団とは何か、どのよ ：塩　原　　　勉

うな集団類型が考案されてきたかを紹介する。

集団の内部には、共同目標の達成のために諸

活動を調整する組織がある。今日では、大きい

9 組織の動　態 組織は官僚制と呼ばれる仕組みを持っているが・ 同　上

現実には変形したり、目標さえも変化させたわ、

感応な動きを示す。その動態をみよう◎

組織がダイナミックに動くということは、組

織と環境との間に相互作用があるからである。

10 組織　と環　境 組織の構造と環：境条件との間に、どのような適 同　上

合関係がつくられる傾向があるかを調べてみよ．

う。

社会全体の構造をどのように把握するかは、

巨視的社会学の大切なテーマである。複雑な構

11 社　会　構，造 造をみるには、社会をいくつかの部分に分割し 同　上

たり、構造を組立てる構成要素を分析するとい

う工夫が必要になる。社会システム論を役立てよう。

全体社会は社会的資源の配分と人員の配置を

めぐって構造化されている○配分と配置の構造

12 階級　と　階　層 は不平等と格づけによって特徴つげられて澄り、 同　上

対立をはらんでいる。不平等構造の問題を中心

に取り上げる。

社会＝構造の変動は、社会変動と呼ばれる。社

会がどこからどこへ変わってゆくかというζと

ユ3 社　会　変　動 は痛切な関心事であ’るから、社会学では多くの 同　上

社会変動論が提唱されてきた。主要な変動論を、

その社会的背景との関連で整理し紹介しよう。

社会変動は自動的にすすむわけでない。なん
らかの意図をもつ諸主体の作用をうける。社会

14 運動　と　計　画 学には集合行動という独特の運動概念があるが、 同　上

この問題も含めて、社会変動の中の集団的な変

動主体を論ずる。

以上の議論をふまえて、社会学とは結局どの

ような性格の学問なのか、を総括的に考えてみ

15 社会学の性格 よう。あわせて社会学の方法についても触れよ 同　上

う。要するに、社会学論である。
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＝社会学の理論丑＝（R）

〔主任講師：塩原　勉（大阪大学教授）〕

全体のねらい

　前編『社会学の理論1』では、社会学原論をとりあげた。本編鉦では、社会学の主要な学説を紹介’

することにしたい。社会学の過去と現在という形をとり、前半で社会学の歩みをふりかえり、後半で

今日の社会学の諸ラダイムを整理して、社会学のさまざまな考え方を全体として概観してみよう。

回 テ　　　一一　　、マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
プロローグ：社会

wの歴史

　パラダイムの革命といった科学史の立場や、

ﾈ学そのものを社会学的に分析しようとする科
w社会学の立場から、』社会学の歴史を眺めてみ

驍ﾆ、な：にがみえてくるだろうか。

．塩原　　　勉

i大阪大学教授）

2 産業化への対応

　社会学は市民革：命と産業革命という激動の時

繧ﾉ誕生した。創成期の社会学を代表し、しか

熨ﾎ立しあう考え方をもったサン＝シモンとコ

塔gをとりあげてみよう。

田　中　清　助

i大阪大学教授）

3 社会の弁証法

　産業革命の渦中からもうひとつの巨大な思想

ｪ形成された。それはコントのソシオロジーに

ﾎ抗するマルクスの社会理論である。マルクス

ﾌ社会認識について考えてみる。

ρ同　上’

4 連帯とアノミー

社会学の第2世代の代表者のひとりはデュル

Pムである。彼によって社会学はどのように性．

iづけられ沖そして市民社会はどのように診断

ｳれたのか、を考えてみる。

大　村　英　昭

i大阪大学助教授）

5 エートスと合理化

　世界史の合理化をベースにして、経済・政治・

@教・その他てほとんどすべての生活分野に言

yした壮大な社会学をつくったのは、ヴェーバ

[であった。彼の社会理論を紹介する。

厚　東洋　輔
i大阪大学助教授）

6
相互作用と流動社

　いちはやく流動社会の将来を見抜いていたの

ﾍ、都会人ジンメルではなかった迩。そして彼

ﾌ社会学は米国のシカゴ学派に影響を及ぼした。

Wンメルとシカゴ派について検討してみよう。
塩　原　　　勉

7 知識とイデオロギー

　人間が構築した概念やイデオロギーを研究す

骼ﾐ会学は、ひろい意味で知識社会学と呼ばれ

驕Bこの分野を代表するシェーラーとマンハイ

?�ﾆりあげる。

徳　永　　　拘

i大阪大学教授）
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1930年代に一群の社会学者がフランクフ
ルト大学・社会研究所によって活動を始めた。

8 進歩の弁証法 ナチスに追われ亡命し抵抗し、戦後も多くの仕 徳　永　　　拘
事をなし遂げた。フランクフルト学派の批判理

論を紹介する。

1950年代に最大の影響力をもった社会学
・者はパーソンズだった。彼は行為理論から出発し

9 機能主義的世界 て、機能主義と社会システム論を合体させた。 厚　東　洋　輔

パーソンズの社会学について検討しよう。

日常のミクロの相互作用や生活世界への関心
’

が1960年代後半から強くなった。その中心 井上　　　俊
10 生活世界とドラマ には象徴的相互作用論とリアリティ構成の社会

wがある。これらに特徴的な考え方をみてみよ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・ （大阪大学教授）

う。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，｡日のフランス社会学を代表するクロジェの
、

組織論とトゥーレーヌの運動論をと澄して、現 杉　山　光　信
11 組織　と　運　動 代フランスの社会学的思考の重要な諸側面を照

ﾋしてみよう。
（東京大学助教授）

今日の社会学はマクロな社会現象にも関心を

もっている。イギリスの社会学者ギデンズの階．
宮　本　孝二

12 構造化とパワー 級構造論やパワー論をとりあけ、あわせて現代

Cギリス社会学の動向をみてみよう。
（大阪大学助手）

斜陽のパーソンズ流システム論に対してパラ

13
世界の複雑性とシ

Xテム

ダイム転換をはかり、システム論を再生しよう

ﾆしているのはルーマ老で南る。彼の社会認識

ﾆシステム観を点検する。

　山　口　節　郎

f（大阪大学助教授）

ルーマンの好敵手であり、フランクフルト学

14
コミュニケーショ

桃s為と合理性

派第2世代の旗手はババーマスである。真に人

ﾔを結合させるコミュニケーション行為の復権

�ﾟざす彼の批判理論を考える。
同　上

ポスト産業社会への移行期にある今日、社会

15
エピロー・グ：現代

ﾐ会学の課題

学はどのようにして課題をみさだめ、自己革新

�ﾍかることができるだろうか。 塩　原　　　二
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＝社会構造と社会変動＝（R）

一近代化の理論一
　　　　　　　　　　　〔主任講師：富永健一（東京大学教授）〕
全体のねらい
　マクロ社会学理論の視点かち、産業化と近代化の解明に一貫した理論的説明を与えることがこの講義

の目的である。産業化と近代化は西洋17世紀にはじまって世界をすっかり変えてしまった社会変動で

ある。この社会変動の性質を、構造一機能分析の視点（社会変動とは社会構造の変動であるから）に

立ちっっ詳細に分析してみたい。

回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

キー・ワード（その1）：産業化

1

1　序論

ﾟ代化と産業化：

キー・ワード（その2）：近代化

ﾟ代産業社会の概念
富　永　健　一

i東京大学教授）

問題の出発点

一 近代化と産業化における先発と後発

近代化・産業化へ 近代化と産業化における西洋と東洋

2 の「先発」と「後 非西洋後発社会の近代化と産業化 同　上

発」：日本の位置

r理念型」としての近代産業社会

賢　社会構造への 社会構造の概念

3 アプローチ 社会構造の変動としての社会変動 同　上

社会構造とは何か

社会実在論と社会名目論

4
社会のミクロ分析

ミクロ分析一行為理論的アプローチ

}クロ分析一システみ理論的アプローチ 同　上
対マクロ分析

ここでの社会とは「狭義の社会」を意味する

全体社会と部分社会

5 社会の基本類型 社会の基本類型 同　上

構造分化一家族と組織との分離

6
近代産業社会の社

組織と市場

n域社会と地域行政組織 同　上
会構造（総論）

家族と親族

懸　近代産業社会 家族の諸類型と核家族の意味

7 の社会構造（各論） 家族・親族としての機能縮小とゲマインシャフト 同　上

家族・親族の構造
の最後の拠りどころとしての核家族
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

機能集団としての組織

組織の構造分析

8 組織の　構造 近代産業社会の構造要素としての組織 富　永　健一

生態学的アプローチ

村落

9 地域社会の構造 都市 同　上

不平等の構造化

身分・階級・社会階層

10 社会階層の構造 階層的地位形成の過程論的・多元論的特性 同　上

国民社会

11
国家と国民社会の

　　、走ｯ国家．
｢界社会の問題 同　上

構造

何が変動するのか

W　社会変動への 社会成長・社会発展・社会進歩

12 アプローチ 社会変動の諸類型▼ 同　上

社会変動とは何か

近代的精神の基礎：啓蒙主義

13
近代化理論・1

実証主義・経験主義

u進歩の観念」 同　上

進歩の理論

古典社会進化論（その1）

14
近代化理論・2

古典社会進化論（その2）

lオ社会進化論へ 同　上

進化の理論

産業化・近代化の社会構造的三次元

15
近代化理論・3

ゲマインシャフトからゲ昨シレシャフトへ

@　　　　　　　　　　　　　（テンニエス） 同　上

発展の理論 伝統的支配から合法的支配へ（ヴェーバー）

一447一



回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

構造と機能

16
構造一機能理論と

ﾐ会変動

構造一機能分析の論理

ﾐ会変動の埋論化 富　永　健一

ネオ社会進化論の理論枠組

17
社会変動における

ｭ展段階（総論）

社会進化の発展段階図式

ﾐ会進化の発展段階と社会構造の変動 同　上

V　：社会変動に澄 未開社会における家族・親族

18
ける発展段階
@　　　（各論）

農業社会と家父長制家族：「家」制度

坙{社会における家と同族 同　上

家族・親族の変動

農業社会段階における組織

近代産業社会前期におげる組織

19 組織の　変　動 近代産業社会後期における組織 同　上

農業社会前期における都市と村落

農業社会後期における都市と村落

20 地域社会の変動 共同体の解体としての近代化 同　上

農業社会前期におげる社会階層

農業社会後期における社会階層

21 社会階層の変動 近代産業社会における社会階層 同　上

近代以前の国家の諸形態

22
国家と国民社会の

ﾏ動

近代産業社会における国民社会と国民国家

sx産業化と福祉国家化 同　上

M世界史の中での 社会進化の共通の方向性

23
　近代化と産業化

ﾐ会変動の構…造一

社会進化についての構造一機能理論的解釈

ﾈぜ世界は一様に進化しなかったのか一予備的

@考察

同　上

機能主義的解釈
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回 テ　　　・一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

内生因一先発国における「内在的」発展
社会進化の動因： 外生因一後発国におげる「伝播的」発展

24 「内在的」発展対 後発国における社会発展の成否をきめる諸条件 富　永　健一

「伝播的」発展

非西洋後発社会に 日本の伝統社会

25
診ける近代化と産

ﾆ化・1

幕末・明治維新における近代主義対伝統主義

ｾ治・大正・昭和における近代化と産業化 同　上

；日本の場合

非西洋後発社会に
　　　　　　　　　　　　　　　　、?曹ﾌ伝統社会

26
澄ける近代化と産

清末・辛亥革命と中華民国のもとでの近代化と産

@業化 同　上
業化・2 中華人民共和国のもとでの近代化と産業化

：中国の場合
一

非西洋後発社会に 伝統社会の構造についての日中比較

27
埋ける近代化と産

近代化段階における社会変動の日中比較

ﾟ代化段階における国際環境についての日中比較 同　上
業化・3
：日本と中国の比較

W　未来へ向けて ポスト工業社会

28
の展望

情報社会

﨣�ﾐ会は知識社会と言えるだろうか 同　上
ポスト工業社会と

情報化社会

人口構成の高齢化

29
高齢化社会と福祉

痩ﾆ

人口の高齢化と社会の構造変動

痩ﾆと自治体の役割 同　上

回顧と展望：19世 19世紀から20世紀への遺産としての社会主義

30
紀から20世紀への

竡Yと20世紀から

社会主義の思想と運動の正統派としてのマルクス

@主義
Q1世紀へ向けての20世紀の遺産は何か

同　上

21世紀への遺産
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＝地域と生活＝＝（TV）

　　　　　　　　〔主任講師：加藤秀俊（放送教育開発センター所長）〕

全体のねらい　　　　　’

　入間は、大地とはなれて生活することはできない。その大地に根をおろした人びとは、おのずから地

域社会を形成した。この番組では自然的環境や風土の中での人びとのさまざまな生活のありかたを多様

な角度からさぐる。

回 テ　　　一　　　マ 内・　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

「地域」とはいったいなにを意味するのであろ

うか。また、地域研究がなぜ必要なのか。さらに、 加　藤　秀‘俊
1 地域社会をさぐる 地：域研究の方法はどのようなものなのか、「地域 （放送教育開発

と生活」への手がかりを考えてみることにする。 センター所長）

日本列島には無数の盆地がある◎それらの盆地

は、そとにむかって閉ざされた小宇宙であるとい

2 盆地の　世界 ってもよい。そしてそこでは、ゆたかな想像力に 同　上

よって民話も生まれた。放送では日本民俗学の成

立にもふれる。

日本の国土の70％は山林であり、その山林の

なかにもたくさんの地域社会がある。日本の林業

3 杉と地域社会 の現在の状況をふまえながら、主として日本を代 同

表する杉をとりあげる。

日本は文字どおりの島国である。だがわれわれ

の多くは、いわゆる「離島」に生活する人びとの

4 島　の　社　　会 姿を知らない。本州に近接した島でさえ、そこに 同　上

は小さな島の地域社会がある。その問題をさぐる

ことにする◎

太平洋がわに住む人間には想像もできないよう

な積雪地帯が日本海がわにはひろがっている。そ
5 雪　　国　　日　本 の雪国のなかでの地域生活はいったいどのような 同　上

ものなのだろうか。雪と人間生活のかかわりを考
察する◎

日本の風土的条件は地域によって大きなちがい

をもっている。そのちがいが．もっともきわ立つ
6 ：地域と住まい て反映されているのは住居であろう。その住居の 同　上

さまざまを各地でとらえ、研究してみたい。

日本の人口移動は急激な都市化の波のなかで加

速化し、いわゆる「過疎」の村がほうぼうにでき
7 村　　論　　こ　　し てしまった。しかし、そういうなかで、村の薄闇 同　上

性化がおこなわれている。その実態を研究する。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師一
i所属・氏名）

地域と地域のあいだには、物資や情報の交流が

ふるくからあった。その典型として、「市」と、

8 市　　と　銀　　治 野島冶のふたつを題材にしながら地域間交流の形 加　藤　秀俊
態をさぐってみることにしたい。そしてその伝統

のうえでの現代をも考察する。

大都市への人口集中と、ぼう大な数の通勤者の

誕生によって、「郊外」というものが生まれはじ

9 の　び　る　郊外 めた。さいきんでは、「超郊外」とでもいうべき 同　上

状況さえみられる。いったい「郊外」にはどんな

問題があるのかを考察する。

地域と地域とをむすぶのは道路である。現在で

は鉄道や高速道路が発達し、交通は便利になった

10 街道の　役割 が、むかしは、日本の主要な地点を街道が通って 同　上

いた。宿場町という町もできあがった。中山道の

例で考察する。

日本はいまや世界一の長寿国になった。そのよ
、

うに変貌してゆく社会のなかで、高齢者の果たす

11 高齢者と地域 べき役割は大きい。地域社会形成者、そして文化 同　上

の伝承者としての老人の姿を学習する。

それぞれの地域には、それぞれのイメージがっ

きまとう。いったい、なにがイメージをつくるの

12 地域のイメージ か、そして、イメージと人間とのかかわりはどの 同　上

ようなものなのか、をとらえてみることにする。

地域社会、とりわけ都市生活のなかでは、人間

どうしの出会いの場としての「ひろば」が大きな

13 ひろばと生活 意味をもつ。日本の都市の「ひろば」の歴史と現 同　上

代とを再検討しながら、現代生活を研究する。

第6章で日本の諸地域と住居形態をみたが、こ
となった地域それぞ：れは独自の食文化をも形成し

14 地域と食生活 てきた。その地域差と背景にある歴史とを研究し 同　上

ておくことは、日本を知るためのだいじな手がか

りである。

むかしの村落共同体には、さまざまな祭礼があ

つた。しかし、都市のなかにも祭の伝統はあるし、

15 現代都市の祭 また、あらたな祭を形成してゆく力もはたらいて 同　上

いる。都市の入間にとっての祭の意味と役割をか

んがえて結びとする◎
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　　　　　　　　　　　　＝地域社会学＝（TV）

　　　　　　　　〔主任講師：加藤秀俊（放送教育開発センター所長）〕

全体のねらい

　地域社会の成立は比較的あ牟らしいが、原初的村落から都甫にいたる、もろもろの地：域社会には、歴

史的背景や行政をふくめてそれぞれの特色がある。この番組は地域社会の構造・組織をあきらかにする

、ことを目的とする。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

地域社会学という学問分野がつくられたのは比

1
地域社会学への招

ﾒ

較的あたらしいことだ。どのようにしてこの学問

ｪ成立したのか、またその意味はどこにあるのか。

ｻれを国際比較的な視野からもとらえることにす
驕

加　藤　秀俊
i放送教育開発

Zンター所長）

人類がムギ、イネなどの栽培植物を発見してか

ら、人びとの特定地域への定着性は急激に向上し

2 農耕　と　定着 た。その過程を考古学的な視点をまじえっっ考察 同　上

し、日本における村落の起源をたずねる。

初期ゐ村落は、おそらく人数：のすくない血縁集・

団であったとおもわれる。そのことは一村同姓と

3 地域　と　血縁 いった共同体がこんにちも健在であることからも 同　上

うかがわれるであろう。そのような視点から血縁
集団と地：域の関係をかんがえる。

日本のそれぞれの地域社会、そして分割された

「土地」には土地神がいらっしゃる。氏神から土

4 土地と神さま 地神（うぶすながみ）などの系譜をたどり、同時 同　上

に、土地神と人間とのかかわりを研究する。

人間がつくりあげた地域社会は、小さな農村共

同体から、さらにそれが拡大した町、そして、こ

5 村・町・都市 んにちでは巨大都市にまでふくれあがった。こう 同　上
1

した集落、ないし居住様式を比較検討する。

第4章でみた土地神のほかに、高等宗教の成立・

浸透によって形成されてゆくことがある。ここで

6 地域　と　宗教 は日本の代表的な仏教、浄土真宗教団と地域のか 同　上

かわりをとりあげる。

日本列島は小河川の網の目のうえに成立してい

る。その小河川は、生活用水であるとともに、農
7 地域　と　水　域 耕に欠かすことのできない灌概用水としても決定 同　上

的に重要だ。水域と地域はどのような関係にある

のかを考察する。
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 現代の農村社会

　1980年代の日本農業は大きな転換期をむかえ

ﾁっある。これまでの日本の農政そのものが見直

ｵの時期にさしかかっているといってもよい。主
ﾆして水田稲作の農業社会と農家の生活を検討す

驕B

加　藤　秀　俊

9 現代の漁村社会

　日本は海にかこまれた国である。そのゆたかな

C洋資源は、そのまま日本人の栄養資源でもあっ

ｽ。しかし、漁村もまた大きく変貌しつつある。

ｻの実態をひとつの個別事例をつうじてかんがえ

驕B

同　上

10 現代の山村社会

　かつて、ゆたかな日本の森林はさまざまな恩恵

�坙{人にもたらした。現在でも、木はわれわれ

ﾌ生活と密着している。山村のなかで木を材料に

ｵてそれを加工する人びとの姿をとらえなおして

ﾝたい。

同　上

11 開拓地の地域社会

　農業の生産性の向上と人口増加とのあいだには

褐ﾝ的な因果関係がある。耕作面積を増加させる

ｽめに、江戸期から新田開発がすすみ、明治から

ｻ代までの近代日本にも開拓地ができあがった。

泊鰍�ﾝる。

同　上

12 都’市の近隣社会

　都市には巨大な人口集積があるが、その巨大な

l口も地域的に細分化してみると、町内会などの

ﾟ隣社会が機能していることに気がつく。都市化

梠繧�ﾞかえつつあるこんにち、この都市内地域

ﾐ会に焦点をしぼる。

同　上

13

　　　　　　　　　　、

�jのなかの地域

ﾐ会

　あらゆる地域社会は歴史の産物であり、その延

ｷである。ここでは日本の都市の原型のひとつと

ｵての城下町にその例をとって、歴史的伝統がど

ﾌように現代の地域社会にうけっがれているかを

l察する。

同　上

一14 未来への挑戦

　前章にみた過去からの延長としての現在と対照

Iに、こんどは、現在から未来に延長線をひいて、

ｳまざまな地域社会がどのような未来設計をおこ

ﾈっているかを検討してみる。そこには自治体の

w力がみられる。

同　上一

15 主張する地域社会

未来を見つめ、あらたな地域社会をつくってゆ

ｭ主体はあくまでもそれぞれの地域に住む市民た

ｿである。その市民たちがみずからを主張する姿

�ﾆらえて、地域の将来を考える。

同　上
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＝： Aジアの社会＝（TV）
〔主任講師　祖父江孝男（放送大学教授）〕

｛全体のねらい

　アジアの社会を総合的に理解することを目的として、稲作と米食について主に東アジアに焦点をあて

’ながら、地理学、農学、言語学、気象学、経済学、宗教学、歴史学、文化人類学、生物学など隣接諸学、

の成果をふまえながら学際的、総合的に理解をすすめる。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

＊アジアのイメージをとらえる。

1
アジアの社会を学

ﾔ

＊稲を通してアジアの社会を考える視点について

揄�ｷる。

末{講義の成立について理解する。

祖父江　孝　男

i放送大学教授）

＊稲の代表的な品種：分類と、その地域的分布を知

長い米・丸い米 る。

2 ～米と人とのかか ＊作物としての稲の意味について考える。 同　上

わり～ ＊稲を表す言葉について、国別に見る。
｝

＊稲の起源について、現在どういつだ考えが提出

されているかを知る。

3 ラ　イ　ス　ロ　一　ド ＊稲のアッサム・雲南地方起源説について考える。 同　上

＊日本への稲の伝播の経路と、稲作文化について

考える。

＊アジアの稲作地域全体に影響を与えるモンスー
モ渚スーンと稲作 ン気候について理解する。

4 ～水と人とのかか ＊モンスーン気候が地域によって異なる影響を与 同　上

わり～ えていることを理解する。

＊稲作における水管理の重要性について理解する。

＊水田の土壌的メカニズムについて理解する。

5
遠回の連作～土と

lとのかかわり～

＊水田によって稲の連作が可能にな如安定した収

nを得られるようになった点について考える。

鱒?cの国土保全の役割について理解する。

同　上

＊日本における稲作の実際について理解する。

＊気候条件の違いによる稲作拡大の努力の違いを

6 稲を育てた人々 理解する。 同　上

＊日本の村の共同体結合の上で、宗教がどういつ

た機能を果たしているかを理解する。

7 稲作　と　宗教： ＊稲作にまつわる宗教行事について考える。 同　上

＊稲作社会の世界観と宗教との関連について理解

する。
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

＊日本の農村におけるワラの利用について概観す

る。

8 わらの民俗と信仰 ＊ワラの利用が広範になされていることの意味に 祖父江　孝　男

ついて考える。

＊ワラの信仰生活における利用について考える。

象コメの社会生活におげる多面的な利用について

考える。

9 米の利用と食文化 ＊各地域におけるコメの食べ方の相違について考 同上
える。

＊食事文化の多様性と社会的意味について考える。

＊農村における稲作による共同組線について考え

る。

10 稲作と共同組織 ＊農村の共同体組織が、日本社会の経済的発展に 同　上

応じてどう変化してきたかを考える。

＊各国におけるコメの需要と供給比ついて、その
、

市場での関係について理解する。

11 米　　と　経　済 ＊コメの国内市場と国際市場の関係について考え 同上
る。

＊東南アジアにおける稲作の特徴について理解す

る。

12
アジアの農村
`タイ～

＊タイのデルタ地帯における稲作の特色を理解す

@る。
毎諸?`態の違いが社会関係にどういつだ影響を

同　上

与えるかを理解する。

＊フィリピンの稲作農村における経済システムに

13
アジアの農村
�tイサピン～

　ついて考える。
C＊フィリピンの農村と都市との関係について考え

@る。

同　上

＊インドネシア農村におけるコメの分配の重要性

14
アジアの農村
`インドネシア～

について理解する。

麻Rメの流通の機構について理解する。

幕ｽのメカニズムの社会臆味につ～’て理解す

同　上

る。

＊韓：国と日本の稲作社会の比較を行う。

15
アジアの農村
`韓国・日本～

＊東アジアの社会の特質について考える。

枕u義全体のまとめを行う。 同　上
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　　　　　　　　　　　　＝犯罪と刑法＝（R）

　　　　　　　　　　　亡主任講師：内藤：謙（千葉大学教授）〕

全体②ねらい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L　　”

獄社会眠ける風詠撚対して刑法カミどのよう嗣応しているかを、近代弄讐法膿開という視点

から検討する・犯罪とは何か・刑罰とは何かという基本的燗題の考察が中斜なるが、獄社会が犯

罪と刑激ついて提起しているさまざまの聴を手がか旅して躰的に翻することにしたい。

回 テ　　　・一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
犯罪現象と法の機

¥

　犯罪現象に対する法の機能を、犯罪現象は、法を超える領域とも、また刑法を中心とする刑事法以外の法の領域ともかかわりをもっていることを・

許?ﾉ入れて、近代法の展開という観点から考察する。

内　藤　　　謙

i千葉大学教授）

2
刑法の基本問題一

Y法と国家

　近代・現代の社会では，犯罪に対して刑罪を加える権能をもっているのは国家だけである。そこで・刑法の基本問題として、このような国家刑罰権の根拠と限界をどのような方向にむかって考えるべきかを検討する。

同　上

3 罪刑法定主義

　近代刑法の基本原理である罪刑法定主義の沿革、実質的・政治的根拠を考察するとともに、罪刑法定主義の内容と現代的意義について検討する。

●　　　同　上

4 刑法の　機能

　近代刑法の機能には、罪刑法定圭義と結びつく’
l権保障機能と法益保護機能とがある。この法益保護機能の内容を検討するとともに、現代の問題

�ｵと刑法の機能について考察する。

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

同　上

5
刑法理論の系譜と

u学派の争い」

　近代刑法理論の展開過程を、「旧派」刑法埋論と「新派」刑法理論との間の「学派の争い」とその後の動向を中心に考察する。

同　上

6

日本刑法典の史的

W開と現代刑法理
_の基本動向

　日本の旧刑法典・現行刑法典の成立過程とその特色を・刑法理論の系譜との関連で考察する。そして・現代刑法理論の基本動向を、日本、英米、フランス、西ドイツについて概観する。

同　上

7

犯罪論の構成と構

ｬ要件該当性一犯
ﾟ総論の諸問題（1）

　刑法解釈学における犯罪の定義と犯罪論の構成について・その基本的内容と特色を検討する。そして・作為犯・不作為犯、因果関係を構成要素該当性の問題としてとりあげる。、

同　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容’ 担当『講師
i所属・氏名）

違法性の実質、箪正当防衛、緊急避難、法令行為・

8
違法性と責任一犯
ﾟ総論の諸問題（2）

正当業務行為を違法性の問題として検討する。さ

轤ﾉ、故意・過失、責任能力、違法性の意識、期

ﾒ可能性を責任の問題として検討する。

内　藤　　　謙

未遂犯と共犯、客 未遂犯に関連する問題と、共犯に関連する問題

9
観主義と主観主義

を検討する。そして、犯罪総論における基本的な

lえ方の違いである、客観主業と主観主義の対立 同　上
一犯罪総論の諸問 について考察する。
題（3）

殺人・傷害・誘拐・名誉殿損など個品の生命・

10
個人的法益に対す
骰ﾟ（1）

身体・自由に対する罪について概観する。そして

ﾀ楽死・尊厳死がどのような視点から刑法上の問

閧ﾉもなるかを検討する。「

同　上

窃盗・強盗・詐欺：・横領・背任など個人の財産
、

11
個人的法益に対す
骰ﾟ（2）

に対する罪について概観する。そして、最近の刑

@一部改正で規定されたコンピュータ犯罪につい

ﾄも説明する。

同　上

騒擾・放火など公衆の生命・身体・財産に対す

12
社会的法益に対す

る罪、文書偽造・違貨偽造など取引手段の信用に

ﾎする罪、わいせつ文書頒布など性的三三に対す 同　上
る罪 る罪について概観する。

公務執行妨害・偽証など国家の作用に対する罪、

13
国家的法益に対す

収賄・職権濫用などの国家機関による罪、内乱の

謔､な国家の政治的基本組織に対する罪について 同　上
る罪 概観する。

刑罰の根拠と限界の問題について、応報刑論か

目的刑論かという従来の一一般的論議を検討し、問

14 刑罰論の基本問題 題解決の方向を考える。そして、刑罰の種類と内 同　上

容について、日本の現行法を中心に考察する。

自由刑の執行内容をどのように形成するか、保

15
刑事政策の現代的

安処分の新設問題をどのように考えるか、という

�ﾂの問題を中心にして、刑事政策の在り方を検 同　上
問題 回する。
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　　　　　　　　　　　＝日本政治思想＝（R）

　　　　　　　　　　〔主任講師：松沢弘陽（北海道大学教授）〕

全体のねらい

　現代日本の病いとして指摘されるく政治の貧困〉において、問われているく政治〉とは何だろうか。

私的・個的な利益・意見の分化を．自革的に公的なものに：まで統合する営みがその中心であろう。そ

のようなく政治〉の成熟を阻んだ戦前日本の政治体制のもとでく政治〉の問題と格闘した事例から、

〈政治〉について学びたい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

われわれのく政治〉についての判断と行為の貧
困が指摘されること久しい。この貧困をもたらし

1 は　　じ　　め　　に
た最大の条件は戦前の政治体制だカ㍉逆にその体制のもとでく政治〉の問題ととりくんだ事例から、

松沢　弘　陽
i北海道大学教授）

われわれにとってく政治〉とは何かを、よりょく
学ぶことが出来よう。

日本は明治維新によって国民国家形成への歩み

2
国民国家の形成と

ｾ治啓蒙思想

を始めたが、新政府の法律革命は、国家の外枠の

n出にと黛まった。こ製に制度の変革と民衆の意
ｯとのズレを埋める文化革命を課題として登場し 同　　上

たのが、知識人たちによる啓蒙思想である。

国民国家の外枠を充たす内実一「ネーション」

3
福沢諭吉と「ネー・

Vョン」の創出

の創出という思想的課題と深くとりくんだのが福
�@吉であった。彼は天賦人権論によって平人の
�冾ﾆ独立を促がすとともに、自由独立な個人が 同　　上

主体として「ネーション」を創る、自発的集団形
成と政治機構を模索した。

啓蒙思想が民衆をとらえた時、それは巨大な政

啓蒙から自由民権 治・文化運動を呼び出した。それが自由民権論で

4 へ一思想的継承
ﾆ反逆

ある。自由民権論は天賦人権論を武器として「有
i門守」を批判し、政治参加を要求し、やがて現
ﾝの支配の正統性を問うとともに自から新らしい

同　　上

体制の構想を蛉めた。

5

中江兆民の政治社

?¥想一自由民
?_の挫折をこえ

　自由民権論の政治運動としての高揚が反面に思
z的停滞をもたらした時、政治思想に展望を切り
Jいたのが中江兆民である。人間の「生産的動物1
ｩら「政治的動物」への自己変：革、それを支える 同　　上

て 政治家・政党・議会、そして自由の哲学的根拠づ
けが彼の終生の課題であった。

1889年に約束された帝国議会開設の接近とと

6
立憲政治の開幕と
坙{の過去と蒋来

もに再び政治の季節が訪れた頃、政府主導の国民
痩ﾆ形成の歪みもあらわになりつNあった。自由
ｯ権論を経験したが新しい世代に属する知識人た 同　　上

ちが、日本の過去から将来にわたって斬新な構想
をうち出す。

A＝スミス、マンチェスター主義そしてスペン

7
徳富蘇峰と

@　　「平民主義」

サーの社会進化論と、日本国内の「実業」の勃興

ﾉ拠って、日本も「生産機関」が支配する自由平
凾ﾌ「平民的社会」へ必然的に進むとし、市場と 同　　上

商入をモデルに政治社会を構想したのが、徳富蘇
峰の「平民主義」であった。
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

陸別南も「実業」層が「国民」の構成分子とな
ることを求めた。しかし彼の「国民上は、多様な

8
陸謁南と

@　　「国民主義」

分子が「徳義」によって結びつく有機体であった。

ｧ憲政の機構も法律によるのみでなく、それを支
ｦる「徳義」によって始めて、十全な機能を営む

松沢　弘　陽

はずのものであった。

日清戦争後の「社会問題」の脅威から国家と立
憲政を守るべく、明治の社会主義が登場する。そ

9
「社会問題」の脅

ﾐと明治社会主義
れは、あるいは少数「志士仁人」の無私献身と啓
ﾖを通じて、あるいは大衆の自治と公共心の実習

詫　　同　　上

によって、私益と公益が矛盾なく一致する社会を
構想した。

日露戦争中から戦後にかけて、足尾鉱毒公害の

10

「亡国」と「復活」一田中正造の政

｡思想

ために谷中村が亡びるのを渦中で経験した田中正
｢は、そこに日本の「亡国」のしるしを見た。彼
ﾍ、自然と村の自治と「公共心」の「復活」、天
nの理法を具現した憲法の実現の上に、．日本の・

’　　同　　上

「復活」を待望したのであった。

日露戦争後から1910年代を通じて、明治国家’
大正デモクラシー 体制を批判するとともに、それを支えて来た国体

11
の政治思想一入
i・民衆・社会の

論的・天皇主権的法理論から政治の理論を解放・，
ﾆ立させ、人格・民衆・社会を基礎に政治社会の

同　　上

発見 理論を構成したのが、吉野作造ら政治学・公法学
の大学教授たちである。

大正デモクラシーの政治思想家にいちじるしい
のは、政治の原理論にもとづいて、普通選挙・政

12
大正デモクラシー

ﾌ制度改革論

党内閣制を基礎とする政治制度の改革を提言した
ｱとであり、特に貴族院・枢密院・軍部の改革論

同　　上

は、帝国憲法の実質改憲（中江兆民の「憲法の点
関」）を意味した。

明治社会主義のうちにすでに受容されていたマ

13
マルクス主義の生

ｬ一経済学者河
續｣の政治思想

ルクス主義を一つの理論体系に発展させたのは河
續｣であった。河上の場合も、出発点は国民国家
�ｺかす「貧乏」の克服であ・り、やがて彼は現存

痩ﾆの革命の彼方に：、自由な人間の連合による自

同　　上

由な社会を構想するに：いたる。

ロシア：革命とユミンテルン成立の衝撃によって、

14

：革命の理論と社会

ﾈ学としてのマル
Nス主義

日本のマルクス主義は、革命の戦略戦術論と、現
ｶ国家の経済的基礎の分析のための「社会科学」
ﾉ収敏してゆく。それが日本における政治につい
ﾄの思考に及ぼした影響は、功罪ともに：巨大であ

同　　上

つた。

第2回から14回までにとり上げた人びとと彼ら
が取りくんだ政治の問題を、相互に関連づけで概

15 む　　　す　　　び
観し、現代に通じる面に光をあてる。その上で、
ｻ代の私たちにとって思想の歴史を学ぶことの意

同　　上

味を、〈政治〉とは何であるかを考える。
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＝西欧政治思想＝＝（R）
　　　　　　　　　〔主任講師：田中治男（東京外国語大学教授）〕

全体のねらい

　こρ講義は欧米におげる政治思想の発展を古典古代と呼ばれるギリシアから現代にいたるまで概説、

するものであるが、その際、思想家個々人の紹介は最小限にとどめて、政治社会・政治生活を構成し、、

かつ説明するものとして提起されてきた諸概念を、：おおむね歴史的順序に従って叙述し、解説すると

いう方針をとりたい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1

序一政治思想史
@のテーマ：権力
@と目由一民主
@主義理論の歴史
@的背景

　政治社会の基本的原理を権力と自由という二つ

ﾌものとして捉え、この両者がいかに対立し、ま
ｽ調和しうるかを探求するところに政治思想の課
閧ｪあるとみる。それはまた、今日的テーマとし
ﾄの民主主義がその内包を理論的に豊：かにしてゆ
ｭ過程でもあった。

　田中　治　男
i東京外国語大学教授）

2
1．政体論と理想

痩ﾆ論

　古代ギリシアの政治的思考のエッセンスをさま

ｴまな政体についての考察とそれらを越えた理想
I国家の追求とに認めて、政治生活の自覚的把握
ｪ、ポリスの中での実際的経験とそれの哲学的反
ﾈとを通じて深められていったことを学ぶ。

同　　上

3
E．自然法診よび
_法の観念の生
ｬとその意義

　人間の具体的関係から成り立つ政治社会をより
b｢次元から規律するものとしての自然について
ﾌ観念は古典古代の思想の中で育っていたが、こ
黷ﾉはさらにキリスト教的な神の観念が加わって、
?｢から近代にかけて大きな影響をもった自然法
v想が出てくる。

　　ぐ　3

ｯ　　上

4
巫．国家理性の観

Oと主権理論

　ルネサンス期以降登場してきた近代国家を維持
ｵ、指導する力に対する要請と、これについての
l察が、国家理論に新たな様相を与えることにな
ﾁた。これには、マキアヴェリとボーダンの名が’結びつけて論じられる。だがその問題提起の意：義

ﾍ現代にまで及ぶ。

同　　上

5

IV．宗教改革の政
@治思想：内面的
@信仰と抵抗原理

　カトリックの信仰箇条に対する挑戦から始まっ
ｽ宗教改革は』中世以来の政治的支配原理とその
繧ﾉ成り立つ政治秩序それ自体をも覆すという現
ﾀ的帰結を伴った。16、17世紀の宗教：戦争を通じ

ﾄ、権力と自由というテーマは良心の内面におけ
驫挙｡としても現れた。

同　　上

6
V．近世的自然法
攪_の意義と限

@界

　宗教改革：以後の状況から出てきた近世的世俗的

ｩ然法は、近代国家とその中枢に：立つ君主権力と

ﾉ合理的な法的規範を与えようとするものであっ
ｽが、同時に、この時期からますます既成体制と
ﾈっていく政治的支配秩序の大枠を抜け出ること
ﾍできなかった。

同　　上

7

VI．社会契約説と
@村民主権論
@（1）概説一ホ　　　　“　　ツフス

　契約説的政治理論は、自由・平等・独立の個人
ｩら出発して、政治社会が形成される筋道を論理
Iに構成しようとした。ホッブズは、入間がその
ｩ己保存本能を基に自然的能力を発揮する自然状
ﾔから、契約を通じて権力の秩序を創設する過程
�ｴ理的に：論証した。

同　　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
（2）スピノザ

@　　ーロック

　ホッブズの方法を継承しながら、自然権と自然
@の関係、合意と主権の理論、国家権力の目的と
@能について、実り豊かな思想を展開したロック
ｪ、同じイギリスにおける政治的発展を背景に考
@の対象となるが、同時期のオランダのスピノザ
煌ﾅ過しえない。

田　中　治　男

9
（3）ルソー澄よ

@びその後

　社会契約と形成された政治社会を導く一般意志
ﾆについての理論、主権の不可分性とその人民へ
ﾌ帰属という観点がルソーの思想の特質であるが、
ｻこに含まれる二律背反性は、・一方に革命への方

?ｫを与えるとともに、他方その理論の妥当性へ
ﾌ批判をも生み出した。

同　　」＝

10

珊：。　ブルジョワ革：

@命と近代政治機
@構論
@（1）イギリス革
@　命期

　前三回では主として原理的レベルで問題を考え
ｽのに対し、ここでは17～18世紀の政治革命の状
ｵの中で新しい安定的秩序を思考する機構論的思
lを取上げる。ハリントン、シドニー、そしてロ
bクに代表されるイギリスの政治思想はその代表
Iな事例なのである。

同　　上

11

（2）ジランス啓
@蒙期から大回：

@命へ

　フランスの啓蒙思想は旧体制と批判的に：対決し

ﾂつ多様な展開を見せているが、ここではヴォル
eール、モンテスキュー、ディドロらの政治論を
沒｢するとともに、さらに大革命期の憲法論争を
閧ｪかりに、人権思想と権力分立理論の19世紀以
繧ﾖの影響をも考える。

同　　上

12

壁。　レパブリカニ

@ズムおよびデモ
@クラシーの新し
@い伝統一アメ
@リカの場合

　独立宣言と合衆国憲法とを通じて表明された新
ｻアメリカの政治理想を、その19世紀中葉までの
ｻ実的展開の中で、性格づける。ジェファソンの
ｯ主主義観、「フェデラリスト」の政府論、ジャ
Nソン大統領期の政治的現実、リンカーンの政治
摧O等を中心に検討する。

同　　上

13

収．19世紀の思想
�ｵ：保守主義・

@自由主義・社会
@主義をめぐって
@（1）　イギリスと

@　フランス

　フランス大革命以後のヨーロッパにおける政治
Cデオロギーの対立・葛藤はそのままわれわれの
梠繧ﾖの遺産となっている。パークに始まる保守
蜍`、ベンサム、ミルを代表とする功利主義及び
ｩ由主義、それらのフランスでの発現形態一こ
黷轤�蛯ﾉ取上げる。

同　　上

14
（2）　ドイツ，そ

@の他

　政治的後進国とされるドイツも、19世紀におけ
骼v想的寄与は重要である。カント、ヘーゲルの
ｭ治哲学は国家理論に深い影響をもつ。マルクス
ﾌ社会主義理論はその根を英仏独の思想にもちつ
ﾂ、広く普及した。他：方、立憲的自由主義は各国

､通の財産となっていった。

同　　上

15

X．民主主義の政
@治理論をめざし
@て一大衆化時
繧ﾌ問題

　本講義全体に内在するテーマとしての民主主義

攪_の現代における課題を展望するため、トクヴ
Bルの問題提起を手がかりに、今世紀において顕
?ﾈ大衆化現象の政治的帰結を考え、欧米の何人
ｩの政治思想家ないし政治学者の議論をこの文脈

ﾉおいて検討する。

同　　上
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＝現代の政治理論＝（TV）
〔主任講師　曽根泰教（弓懸義塾大学教授）〕

全体のねらい

　本書は、現代の政治理論を広く概観することを目期すが、政治の中心を「構成員すべてに関わりを

もつような決定を作り出すシステム」として理解する。そこで、民主主義の理論、決定のルール、選
挙の制度などの、ルールの側面と、そのルールのもとで動く現実の政治を、ゲームとして捉え、政策㌔

の形成過程から考える。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
現代政治理論の広

ｪり

　日常的な生活に占める政治の役割は、一般に、

ｬさいと考えられているが、「政府」の全体の経
ﾏに占める割合の多さ、政治の場で解決される問

閨i経済摩擦、税制改革）は多数ある。政治的＝選

�ﾆ現代の関連を焦点とする。

　曽　根　泰教
i慶応義塾大学教授）

2
「政治理論」は蘇

ﾁたか

　P・ラスレットが、ひとたび死んだといった、・

ｭ治理論は蘇ったのか。政治理論が死んだ理由、・

hった理由から、今日の理論の役割、政治哲学と

o験理論「、政策分析の関連を探る◎政治心理学、

ｭ治社会学、政治経済学

同1　上・

3
エリート論から民

蜴蜍`へ

　強力なエリート論者たちの民主主義批判の中か

逞攪_的な問題点（少数者の決定、正統性、統治

ﾆ非統治）の問題を考え、今日の、テクノクラー

gにいたるまでの問題を整理する。（パレート、

cXカ、ミヘルス）

同　　上

4
現代の民主主義理

_

　現代の民主主義の理論をシュンペーターからダ

[ルのポリアーキーまでの申で位置づけ、それぞ
齠ﾁ徴と批判者たちの考えの紹介を行なう。理論’的発展（D◎wns，　Hir　s　chman，01s　on）批判者

iMacpherson，：Lowi，：L　ijphart）の系統図

同　　上

5
集合的選択（投票

ﾆ市場）

　民主主義の選択理論を突き進めると、アローの

�Nした、社会的選択の問題にぶつかる。決定の

ｽめのルール設定はどうしたらできるのか、合理

I、最適な方法は何か探る。．（決定ルー・ル、循環

Gッシャーの階段）

同　　上

6
多数決と問題点
iインテンシティ）

　多数決が：最適であるとしても、なお残る問題が

?驕Bそれは、少数者のインテンシティの問題で

?閨A政治学的な解決策、経済の解決などを紹介

ｷる。投票一般の問題、平等、代表制とも関連さ

ｹて考える。

同　　上

7
全員一致とコンセ

塔Tス

　多数決に対するものとして、合意に基づく全員

齟v（社会契約）、’コンセンサスなどの理論的問

閧�ﾐ介する。また、今日的ヨーロッパ型の民主

蜍`も考える。（多極共存型民主主義、コンセン

Tス型モデル、コーポラティズム）

同　　上
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

選挙を一つのルールとして考えるとどの様なゲ

8
自由主義的政治

一ムがなされるかを考える。世界の選挙制度、選

搭謔ﾆ政党制、小選挙区の三乗法則、比例代表制 曽　根　泰　教
（代議制のモデル） 、の計算法。有権者の投票行動の説明のための各種

　一　cvル’o

政府をどう考えるのか、小さな政府、大きな政

9
「政府」概念の再

府の基準は何か。市場と選挙、交i換と選択政府の

�рﾍどうして出てくるのか（資源配分、再分配 同　　上
検討h 安定・成長、規制）、・ミニマリストの考えは何か

をさぐる。

10

政治の過程、政策

ﾟ程
ﾓ思決定者として
ﾌ個入と組織

　人は情報をどの様に、認知して、どのような過

獅ﾌ記憶を基に、判断し、決定をするのか。個人

ﾉおける決定の枠組みと、集団における決定上の

揩ﾂ問題について考える。（認知心理学、集団思

lの幻想、歴史の教訓）

同　　上

まず、アリソンの三モデル、その他のモデル

政策過程のモデル （ダイ’）の紹介を通じて、政策過程の概念によっ

11 （ブラックボック て現実政治を考える枠組みを明らかにする。公共 同　　上

スからプロセスへ） 政策の決定とその相互作用の関係についてのプロ

セス。

政治を公共選択論の立場からみると、どうなる

12
政治経済モデル
i市場、投票、政府）

かを、政治家（ダウンズ）、利益集団（オルソン）、

L権者・消費者（ハーシュマン）で考えてみる。

ｻのほか、官僚制、組織過程、マーケティング、
同　　上

広報も触れる。

政治の体制（体制移行）および、現実の政治分

13
マクロの政治的構

ｬ

析上の有力概念である、多元主義および、コーポ

宴eィズムの概念を説明する。審議会、労働団体、

ﾜた、今日的な政策とこれらの解釈の関係を示す。

同　　上

規範的な考え方（正義、福祉、自由、平等）お

よび、政策分析に使われる、いくつかの分析方法

14
政策のアウトプッ

gと評価
と、その評価基準を示す。目的と手段、政策の位

uづけ、比較政策の考え方を通じて、社会科学の
同　　上

覧

実験の可能性を考える。

現在の政治学で答えられること答えられないこ

15
現代政治学の問題

ﾆ将来

と。予測と説明、国家再論の理由、政治の復権、

｡後の方向性（総論と各論、規範と経験科学、認

ｯと政策）。今後考えられる、進むべきフロンテ

同　　上

イアのいくつかを示す。
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　　　　　　　　　　　＝日本政治史＝（R）
　　　　　　　　　　　　　　　　　1853～1987

　　　　　　　　　　　〔主任講師：北岡伸一（立教大学教授）〕

全体のねらい

　幕末以来の日本の内政と外交を講義する。歴史的事実の説明は最小限度にとどめ、各時代の政治権

力の構造と変容の説明に力点を置く。また国際政治史や比較政治の視点を重視して、世界史の中に近

代日本を位置づける・聴講者諸君が日本政治の特色を歴史的に把握し、今日の政治権力を見る目を養

う一助となれば幸いである。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
序論・幕藩体制の

ｭ治的特質

　江戸時代の日本は、欧米の近代国家と比べ、ま

ｽ他の前近代社会と比べ、どのような特徴を持っ

ﾄいたのか、そしてそれは、日本の近代化にどの
謔､な影響を及ぼしたのか。

北　岡　伸　一

i立教大学教授）

2
西欧の衝撃への対

梭黷P853～67

　ペリー来航からわずか15年で、20（庫を越す安

閧�ﾖっていた幕府が滅びたのは何故か、尊皇撰

ﾎ運動のダイナミクスを、幕藩体制の文脈の中で
ｪ析する。

同　　上

3
明治国家の形成

@一一1868～77

　旧政権の打倒に成功した新政権は、より困難な

ﾛ題である近代国家の建設にただちに着手した。

ｵかしその強引な中央集権化や西欧文明の導入は、
桝R各方面の反発を呼び起こすとととなった。

同　　上

4
対外関係の処理

@一一1868～77

　東アジアの伝統的な国際秩序は、近代のネイシ

㏍刀Eステイト・システムとは著しく異質なもの
ﾅあった。この中に近代国家を樹立することは、
蛯ｫな摩擦なしには不可能であった。それは対外
ﾖ係を緊張させ、同時に国内の反政府運動の源泉
ﾆなる。

同　　上

5
明治憲法の成立

@一1878～90

　西南戦争ののち、反政府運動は民権運動に出超していった。国民の政治参加のある程度の拡大は、政府にとっても大きな課題であった。民権運動の

wgから明治十四年政変をへて憲法制定にいたる
ｭ治過程を分析し、さらに明治憲法の理念と実態
�ｪ析する。

同　　上

6
議会政治の定着一一1890～1904

　立憲政治を作動させ定着させることは、憲法の

ｧ定よりもはるかに難しい。超然主義を唱え、政

}との提携を否認していた藩閥政府が、なぜ政党

ﾆ妥協することとなったのだろうか。藩閥一民党

ﾖ係を再検討することにより、この問題を考える。

伺　　上

7 日清・日露戦争

　対外的独立の達成は明治国家の最大の課題であ

ﾁた。しかし独立とは当時にあっては何を意味し

ｽのであろうか。条約改正、朝鮮問題から日清日

I戦争に至る道を説明する。
同　　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

日露戦争で一応国家的独立を確固たるものとし

8
帝国主義の発展

@一igO5～18

た日本帝国は、満洲権益の確立をめざし、列国と

ｭにアメリカと対立関係に入る。さらに中国革命

竦｢界大戦の勃発の申で、日本は様々な対外膨張

北　岡　伸　一

政策を展開する。

帝国主義の発展の時代は、同時に政党政治の確

9
政党政治の発展

@一1905～18

立の時代でもあった。日露戦後の西園寺内閣から

｢界大戦末期に成立する原敬内閣まで、政党の力

ﾍ着実に進展していった。このような政党政治の
同．　上

発展を、政友会を中心として説明する。

大戦後、アメリカの巨大な影響力の下に成立し

ワシントン体制と たのがワシントン体制であり、国内でこれと対応

10 政党政治一1918 していたのが政党内閣の政治であった。これらは 同　　上

～31 何故成立し、何故崩壊したのか。1920年代東ア
ジアの安定の条件を考える。

満洲事変から二・二六事件に：至る内政と外交を

11
軍部の　台頭
@一1931～36

論ずると軍部はどのようにして権力を掌握したの

ｩ。．そのことが内政と外交において持った意味を、 同　　上

新たな角度から分析する。

日中戦争の勃発に：よって日本は本格的な戦時に

12
戦　時　体　制

@一1937～45

突入した。中国との長期戦を戦い続けるため、新

ｽに強力な国家統合が模索されることになる。一
福ﾅ和平への様々な努力が繰り返されるが、結局

同　　上

日米戦争へと事態は発展しでしまう。　　　●

敗戦と占領の中で、日本は何を強いられ、何を

13

敗戦・占領・講和　　　　　　　　　　ヤ　一1945～55 選び取ってきたのか。ポツダム宣言の受諾から講

a・独立、さらに日ソ国交回復あたりまで、冷戦

ﾌ文脈の中に日本が歩んだ道を位置づける。

同　　上

1955年、左右両派社会党の統一一と保守合同に

14
高度成長期の政治

よって、いわゆる五五年体制が成立する。また

P960年日米安保条約の改定により、対外政策の 同　　上
一一 P955～72 枠組も完成する。55年頃から始まる高度成長を背

景として、内政中心の特異な政治が展開される。

1970年代前半の高度成長の終焉とともに、こ

15
高度成長以後の政

れと対応していた政治も終わることとなった。池

c・佐藤両内閣のあと、国際関係の急変に日本町 同’@上
治一1972～87 治がいかに対応したか、あるいはしえなかったか

を分析し、あわせて今後の政治を展望する。
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こ西欧政治史＝（R）
〔主任講師：犬童一男（神戸大学教授）〕

全体のねらい

　近代から現代への西欧における議会制民主主義め形成と展開は、各国の歴史的諸条件によって多様

であったことを主に講述する。19世紀の民主化から戦後の福祉国家にまでわたるが、その間の民主化

の停滞や独裁に：も言及し、日本やその他の国の政治を学ぶ上でも有益な素材が提供できるようにした

い。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
西欧における政治

ﾌ発展

　国民国家の政治的近代化を参政権などが実現す

驍ﾆともに、為政者に対する異議申立てが許容さ

黷髢ｯ主化として位置づけ、そこに到達する漸進、

v命、停滞の3コースについて参察する。

犬　童　一　男

i神戸大学教授）

2
イギリスの古典的

ｯ主主義

　これは地主支配の議会寡頭制の次の段階である

ｪ、その成立と特質を第1次選挙改革を焦点に：し

ﾄ論ずる。この体制は「議会の黄金時代」として

ﾝられる面もあるが、チャーチスト運動も発生し

ｽので、その実体を検討する。

同　　上

3
イギリス議会制
ｯ主主義の確立

　第2次及び第3次選挙改革が大衆民主主義をも
ｽらし、郷党政治の姿を大きく変え、政党政府が

ｧ法上の優位をしめる現代的政治体制への出発点

ﾆなったことを論ずる。
同　　上

4 フランス議会制
ｯ主主義の形成

　大革命以来の相次ぐ政体の変遷で民主政の形成

ﾉ80年余りを要したのは、政治的にも分断化され

ｽ社会だったことを考察し、第3共和制下にその

ｪ裂性の減少と強い組織をもつ統治政党なき多党

ｧの民主主義が形成されたことを述べる。

同　　上

5
ドイツ第2帝制の

ｬ立と展開

　政治的統一の過程と第2帝制の政治構造を概観

ｵ、ビスマルク時代を中心に第2帝制の国内政策
竦ｨ力均衡の対外政策が、どのような性格のもの

ｾったかを考える。

同　　．上

6
帝国主義時代の民

O運動

　多様な民衆運動の中で全ての国で展開された政

｡的労働運動を論ずる。第2インタナショナル結

ｬの背景、社会主義政党の成長と修正主義論争に

ﾓれ、り一ダーたちの軍事同盟や植民地問題など
総ﾛ認識に問題はなかったか考える。

同　　上

7
帝国主義時代の国
熨ﾌ制と第1次大

　第1次大戦が勃発した主たる責任は、その帝国

蜍`政策が国内の広い支持をえていたドイツにあ

ﾁたことを明らかにするが、英仏の帝国主義政策

煖c会の統制や国内の抵抗を受けることなく行わ

黷ﾄいたことから、各国の国内体制を考える。

同　　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1922年のムッソリーニ政権成立の4年後に議
会制民主主義を否定したファシズム体制が完成し

8
イタリアのファシ た。その成立過程を未発達の戦前民主主義を引き 犬　童　一　男
ズム体制の成立 ついだ大戦後のイタリア議会政治の危機状況から

分析する。

1920年代にこの党は2度も少数派で政権を担

9
イギリス労働党の

回した。その急成長を可能にした大戦中の党改革

ﾆ戦後の政治状況そして最初の政権について、他 同　　上
成長 の国の同様な事例にも言及して考える。

戦間期の大恐慌のときのイギリスで経済危機に

10
大恐慌とイギリス

対処する政策過程において、有効な打開策をとれ

ﾈかった労働党内閣と一応成功した挙国一致内閣 同　　上
の政治過程 の対応を分析する。ドイツやスウェーデンの場合

とも比較して考える。

ワイマル体制はナチスの台頭の結果消滅した。

11
ワィマル共和国の
�

　　、蜍ｰ慌下の不安定化から崩壊への過程を眺めると

ﾆもに、それを生み出した根本的原因であるヴェ

泣Tイユ体制について考える。また帝政期以来の

同　　上

権威主義的文化に：ついて考える。

1930年半半ばに醸成された反ファシズムと民

12
二つの入山戦線政

{

主主義擁護の運動からスペイン、フランスに入民

岦?ｭ府が成立した意味を考える。そして内戦か

轤ﾜた内外政策の不一致から崩壊に追いこまれた

同　　上

人民戦線政府の問題点を探る。

イギリスではチャーチル連立政権に労働党が入

13
第2次大戦下の国

熕ｭ治体制

って戦後の福祉国家の準備がなされ、大戦末期に

tランスでは抵抗運動に基づく臨時政府が出現し、

Cタリアでも抵抗運動が拡がってファシズム体制

同　　上

が瓦解したことについて考える。

先ずイギリス労働党政権に：よる先駆的な福祉国

14
戦後政治体制と福

ロ痩ﾆ

家の形成を紹介し、次に：フランス第4共和制、イ

^リア共和国、ドイツ連邦共和国の成立を眺める

ﾆともに、これらの国でも50年代に福祉国家が成

同　　上

屈したことを明らかに：する。

西欧の小国群に：は連立政権下に民主化が進み、

15
小国における民主

福祉国家も発展している国が多いことを紹介し、

ｻの中で同質的社会の北欧型と異質な下位文化の 同　　上

主義 社会をもつオランダ、ベルギーなどの多極共存型

の二つの民主主義を形成の側面から探る。
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＝二 ｻ代の経済学＝（TV）
〔主任講師：嘉治元郎（放送大学教授）〕

全体のねらい

現代の経済学の理論体系を概説し、日本経済の現状について考える：手段を提供する。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

現代経済学の・基本的性格を説明し、その内容に

1 現代経済学の体系
ついての概観を与える。

嘉　治　元　郎

（放送大学教授）

無差別曲線（無差別図）を用いて、消費者行動

の理論を説明する。

2 消費者の行動 同　　上

企業の行動を利潤極大化の原理にもとずいて説
明する。

3 生産者の行動 同　　上

競争的市場が、経済社会において果している役
割に：ついて説明する。

4 競争市場の役割 同　　上

完全競争の場合との対比において、独占的立場

にある企業の行動について説明する。

5 独　占　・寡　占 同　　上

いわゆる市場の失敗の現象を、外部経済、公共

財の存在などの事例に則して説明する。

6 市場の　失敗 同　　上

一国の経済を示すマクロ（巨視的）モデルにつ

いて説明する。

7 巨視的経済モデル 同　　上

一468一



回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

マクロモデルにおける消費関数、貯蓄関数につ

いて説明する。

8 消費　と　貯蓄 嘉　治　元　郎

マクロモデルに：おける投資について、その需要

面と供給面から論じる。

9 投　　　　　　資 同　　上

一国の経済活動水準の循環的な変動について説
明する。

10 景　気　変　動 同　　上

一一曹ﾌ経済活動の長期的な成長について説明す

　　、驕B

11 経　済　成　長 同　　上

混合経済体制の下での、政府の役割に：ついて論

じる。

12 経済政策の目：標 同　　上

財政々策の理論と、財政の経済に関する関係を

説明する。

13 財　　　　　　政 同　　上

金融の役割と、金融政策の意義について説明す
る。

14 金　　　　　　融 同　　上

一国の対外経済関係について、理論と政策の両

面から論じる。

15 国際経済関係 同　　上

一469一



＝＝日本経済史＝（R）
〔主任講師：三和良一（青山学院大学教授）〕

全体のねらい

　近代日本の経済成長は、国際的に比較してみて、際立って急＝速なものであった。封建社会から資本

制社会への移行期、資本制社会の確立期、そして資本制社会の変質期において、日本経済はどのよう

な特質を示したかを見るなかで、急速な経済成長をもたらした要因とその国民生活や国際関係への影

響を検討してみよう。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 資本制社会論

　近代日本の経済史を学ぶための準備作業として、
走{制社会の歴史的特質：を明らかにしよう。資本
ｧ社会が、それ以前の諸社会とくらべて、経済成
ｷ率が極めて高い原因を、共同体・身分的支配・
ﾄ生産調整機構の三つの面から考えてみよう。

　三　和　良・一

i青山学院大学教授）

2 幕末の経済と開港

　商品経済の発達とともに農民層の分解が進み、

阜嚴ﾐ会としての幕藩体制の構造は変化した。開
`による世界資本主義との接触は、資本制社会へ
ﾌ移行の前提条件を急速に成熟させると同時に、
ｼ植民地化の危機をもたらした。近代化の初期条
盾�沒｢しよう。

同　　上

3 明　治　維　新

　明治政府は、中央集権体制の確立に成功し、封
囀I身分支配を解体した。地租改正と秩緑処分、
ｻの他の改革によって、資本制社会が成立するた
ﾟの基本的条件が整えられる過程を見ながら、明
｡維新の経済史的意義を考えよう。

同　　上

4
殖産興業と松方財

ｭ

　資本制社会の成立には、資金・労働力・技術・

驪ﾆ家などの要素が社会的に形成される必要があ
驕B後発国日本の場合には、政府が政策的にそれ
轤�ｱ出する役割を果たさねばならなかった。殖
Y興業政策と松方財政の効果を検討しよう。

同　　上

5
近代産業の発達（1）

鼬y工業一一

　資本制社会は、生産過程に機械を導入した産業

v命をへて確立する。日本の産業革命は、当時の
謦[技術の導入による後発二型産業革命であった。
ﾜず、衣料生産部門の中心である綿工業と外貨獲
ｾのための輸出産業の軸となる製糸業の発達を見
謔､。

同　　上

6
近代：産業の発達②

鼈齒 d工業一一

　輸出繊維産業の発達によって、日本経済が資本
ｧ的再生産の仕組みを確立するために必要な生産
烽ﾌ供給はひとまず確保された。繊維産業のほか
ﾉ、石炭業と軍需工業が機械制生産体制を整えた
條冾ﾉ日本の産業革命は完成したと考えることが
ﾅきる。

同　　上

7
日清・日露戦争と

坙{経済

　日清・日露の戦争が日本経済にあたえた影響は
蛯ｫい。日本は、金本位制を採用し、植民地の経
cに乗り出して、資本主義列強の仲間入りした。
ｾ治末期の日本経済の再生産構造を、財政・財閥・

n主制も含めて分析しよう。

同　　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
第1次世界大戦と

坙{経済

　第一次世界大戦は、国際収支ゐ危機に見舞われ

ﾄいた日本にとって、絶好の機会となった。先進
剥曹ﾌ輸出圧力が弱まった時期に、日本は、アジ
A市場に進出するとともに、重化学工業を発達さ
ｹた。大戦ブームとその後の反動恐慌の時代の姿

�ｩよう。

三和　良一

9 1920年代

　第一次世界大戦後、世界経済の基軸国は交替し、
ｻ代資本主義べの変容が始まった。日本経済は、

総ﾛ収支の不均衡におちいり、企業は低い利潤率
ﾉ悩まされ、労働争議・小作争議が頻発して、危
@的な状況を迎えた。危機の原因を分析し、それ
ﾖの対応を見よう。

同　　上

10 昭　和　恐　　慌

　1920年代の危機への対策として金解禁と緊縮
ｭ策を柱とした井上財政が登場したが、時を同じ
ｭしてアメリカの恐慌を引き金に世界恐慌が始ま
ﾁた。日本経済は、深刻な不況に見舞われた。井
纃熕ｭの経済史上の位置を確定しながら、昭和恐

Qを分析しよう。

同　　上

11 高　橋　財　政

　高橋財政は、金本位制を放棄して現代資本主義
Iな景気政策を展開した。日本は、低い為替レー
g、軍事費と公共投資などによって恐慌から脱出
ｵたが、経済摩擦の激化、軍部勢力の伸長で、重
蛯ﾈ岐路に立たされた。苦闘する高橋財政の姿を

ｩよう。

同　　上

12 戦　時　経　済

　世界のブロック経済化に対応して、日本は軍事
ﾍを発動して円ブロックを構築しようとした。戦
?ﾌ拡大のなかで、統制経済は強化されたが、軍
�ｶ産の肥大化は日本経済の再生産を困難にした・
寛梃o済の崩壊過程を検討しながら、日本経済の

¥造変化を見よう。

同　　上

13 戦後経済改革

　連合国に：占領された日本は、非軍事化のための
u戦後改革」を強制された。「冷たい戦争」の開

nで対日占領政策は変化したが、改革の影響は大
ｫかった。財閥解体、農：地改革、労働改革の三大

o済改革は、日本の経済構造にどのような変化を

烽ｽらしたであろう。

同　　上

14 経　済　復　興

　戦時経済の負と正の遺産を引き継いで、戦乱の

o済復興は開始された。悪性インフレーションを
}えて、生産を回復させる努力が続けられた。朝
N戦争による特需ブームを手掛かりに、日本経済
ｪ、新しい成長の軌道に乗る過程を見よう。

同　　上

15 高度経済成長

　1950年代中頃から1970年代初めまでの時期
ﾉ：、日本経済は未曽有の高度成長を実現した。高

x成長を可能にした要因を分析しながら、その後
ﾌ低成長への転換の原因を考えよう。そして、急
ｬな経済成長がもたらした正と負の効果を検討し

謔､。

同　　上
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　　　　　　　　　　＝二近代日本の生活と社会こ（TV）

　　　　　　　　　　〔主任講師：大濱徹也（筑波大学教授）　　　，熊倉功夫（筑波大学助教授）〕

全体のねらい，

　日本人の生活はで明治維新以来、今日に：至るまで大きく変化してきた。その変化は西欧化という側

面や合理化機能化といった様々な面をもっているが、しかし生活の実態を支えてきたのは伝統的な生

活感覚だった点も見逃せない。日本の近代生活と伝統的社会、地域、●日本人の心意とがいかに結ばれ、、

また切り離されてきたかを考える。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

太陽暦の採用による国家祝祭日の制定は旧来の
生活暦がもつ秩序を否定したものであった。旧暦

1 生活のリズム
[村と同一

と新暦の間でゆれうごく民衆の心情をさぐり、町
竭ｺにおける新しい生活暦の形成過程をあとづけ

大　濱　徹　也

i筑波大学教授）
ることをとおし、日本人め生活観のありかたを考
えてみよう。

内国植民地北海道は各地からの移住者の手で開
L

拓された。開拓地における生活；習俗の諸相を、寺

2
開拓地の生活と祈 社・教会講社の形成や霊場建設・馬頭碑等の建立

ﾆして表出された信仰のありかたとかかわらせて 同　　上

検討することで、日本人の生活意識をさぐってみ
よう。

町や村にはさまざまな記念碑がみられる。馬頭
碑、津波碑、耕地整理碑、忠魂碑のような戦争記

3 村の記念碑
念碑等々。これら記念碑をてがかりとなし、地域
ｯ衆の生活と歴史を具体的にほりおこすことで、

同　　上

時代回心のありかたを考えてみよう。

世間体という言葉があるように、日本人の行動
規範のなかには、自分をとりかこむ集団あるいは

4 世間とつきあい
社会の目が意識され、世間から笑われぬように行

ｮしようとする。その世間とは何か。つきあいと
熊　倉　功　夫

i筑波大学助教授）．
いう人間関係と世間との関連も考えてみよう。

日本の教育は「良妻賢母」主義であったといわ
れている。　「良妻賢母」とは何かを、女子教育者

5 良　妻　賢　母
の論説にさぐるのみならず、具体的な教育の諸相
ﾆ女学生の姿をふまえて検討することで、日本に 大　濱　徹　也

おける「女学」形成への模索を考えてみよう。

江戸時代の武家儀礼が崩壊して、近代の日本人
は、それにかわる新しい礼儀作法を作ろうとした。

6 礼儀作法の近代化
それは、別の言葉でいえば、伝統的な生活の型の
r失でもあった。近代になって書かれた彪大な礼 熊　倉　功　夫

儀作法書を見ながら、伝統的な行儀の観念と近代
化の葛藤を考える。

食卓の変化で最大の問題は、記数百年続いてき

た銘々膳（1人つつ1つの食台を持つ形式）を捨

7
箱膳からちゃぶ台

ﾖ

てて、家族が1つの食卓（共同膳）を囲むように
ﾈったことである。そζ、に食事内容の変化や、食 同　　上

卓の思想の変化も見てとれるであろう。食器の問
題も併せて考えたい。
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

生活様式の変化は、身の回りの世界で考えたと
き、住いの三二にぶつかる。なかでも外からの客

8 住　い　と　台　所
をむかえる応接間と、女性の働き場所であった台
鰍ﾍ大きく変化した。水道や雷気、ガスの使用で、 熊　倉　功　夫

どんな風に変ったのか。具体的な事例を通して実

態を窺う。

工業化がもたらした都市問題をふまえ、「田園
都市」構想がもつ虚像と実像を具体的にあとづけ

9 田　園・都　　市
る。近郊農村の変化、都市住民の動態等をふまえ、

c園都市論が提起された時代の人心、とくに青年
大　濱　徹　也

像をとおして都市と農村の問題を考えたい。

俸給生活者を中心とする都市生活者の哀歓を職
業・日常生活・娯楽等の諸相をとおしてさぐる。

10
サラリーマンの誕

ｶ
新参の都市生活者たる新住民と旧住民との関係を
ｬ内会や祭りをめぐる問題等で検討することで、

同　　上

都市民の意識を考えてみたい。

最も伝統的な嗜好品である酒と煙草も、近代化
のなかで変化する。それぞれがもっていた儀礼的

11 酒と煙草の文化
な性格はどうなったのか。酒場が出現して、酒の
�ﾝ方はいかに変化したか。大衆社会の出現と、

熊　倉　功夫

伝統的な行動様式とのせめぎあいがここにも見え
るだろう。

女性の趣味としてのならいごとの世界は、今や
巨大な産業となっている。それは伝統芸能が近代

12
ならいごとの社会

w
化のなかで発見した重要な機能だったのである。
ﾜた家元制度の発展も、ならいごとの興隆と深い

同　　上

関係をもっている。家元制度の奥，にある日本人の

社会心理も考えてみる。

近代に入って日本人が装うとき、公的な場は洋
風に、私的な場は和風に、といラ原即をもって処

13 和服　と　洋服
理してきた。しかし戦中・戦後、ますます洋風は
?Iな世界にまで入ってきたように思える。そう

同　　上

した和洋の対立を超えて、日本的な折衷の道が求

められた点に注目したい。

兵士とその家族をめぐる問題として、「戦争の
時代」を考える。とくに、兵士の生活、戦場の兵

14 戦争　と　生活
士、留守家族の生活、未半開問題等々をとおし、
坙{人にとってめ軍隊と戦争を検討することで、

大　濱　徹　也

戦争体験をどう継承すべきかを考えてみたい。

とりあげた各テーマは、近代日本の生活の一部
である。各テーマは軒に：下るつららのように、そ

現代日本入の れそれの歴史をたどっているので、長いのも短い 大　濱　徹　也

15
生活と社会

のもあり、形もさまざまである。最後に、各テー

}の共時的な問題を考え、現代の日本人の生活へ
熊倉功夫

の見通しが考えたい。
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＝＝ ﾐ会学研究法＝（TV）

　　　　　　　　　　〔担当講師器鶴鰭義契調〕

全体のねらい
　社会学研究法とは、社会学説史と対をなす社会調査法のうち、後者すなわち経験社会学の方法をさす・
経験社会学の採択している方法は、社会事象の量化と事後実験である。この両者にみあう社会事象はき
わめて限定されている。まず、なぜ限定されるかについて考えたい。そこか巨社会学が歴史学や心理学
とどう異なるかがおのずからあきらかとなる。そこで社会学は分析のためのチータを広い意味での人類
学に求め、それに統計学・数学を適用しようとする。ついで直接、社会調査を実施することはいうまで
もない。その結果はまだ全体社会とよばれるものを説明するにはいたつていない。しかし、婚姻、社会
的移動、階層などの人間の：選択行動と社会制度との関係の説明が、歴史学、入類学あるいは心理学など
といささかは異なり、社会学的説明といわれるものを提出しえたかどうかが、この研究法の課題である。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

社会学の対象のうち数理社会学のアプローチの

1 社会学的変数
可能な分野についての解説、とくに使用できるデ

[タは社会人類学が中心となる。
甲　田　和衛

i放送大学副学長）

Freud以降のインセスト・タブーをめぐる解釈

の未解決について

2 インセスト・タブー 同　　上

3 近　　　親　　　婚

　許される婚姻について：Frazer以降の問に答え

同　　上

　　　　　汐FLevi－Str3ussの交換理論の成立の可能性につ

いて

4 婚　姻　規　制 同　　上

Morgan以降の親族呼称のもつ問題と近時のエ

5
親族の呼称とセマ スノセマンティクスについて

同　　上
ンティクス

南インド調査から。

一ノ

6 インドの近親婚 同　　上

縁組み理論と出自理論の対比、とくに親族から

家族・親族・系譜 家族を規定する。系譜空間へのアプローチ
7
．

空間
同　　上
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

年齢階梯の安定条件を吟味し、モデルとは何か、

derivationとはどういうことか。主なる出典は
高　坂　健　次

8 年齢階梯制 01inik，　An　Introductio：n　to　Mathematica1 （関西学院大学教授）
Models　in　the　Social　and］しife　Sciences，

1975やMurdockの文献と：なる。

Malinowskiの集合的不安と呪術の関係につい

ての議論をAStinchcornbの整理にヒントを得て

9 呪術　と　不安 とりあげたいと思います。これは微分方程式モデ 同　　上

ルの形をとる。

9と10はモデルとしての共通性ばかりでなく、

10
ホーマンズニサイ
@　　　一　c塔c@ル

機能論的な考え方、システム論的な考え方に診い

ﾄも共通性をもつ。 同　　上

親族構造や婚姻規則に関してマトリックスや代

数学的なモデルの構築可能性をとりあげる。

11 親族構造の代数学 同　　上

トピックの意外性によって形式性に：着目するこ

との特長点を強調したいと思いまず。

12 教育の機会均等 同　　上
り

reality（社会構造と相互作用）とイメージの

関わりについてファランのモデルを発展させ・か

13 階層のイメL・ジ つ、日本の「中流意識」論という経験的問題への 同　　上

モデル構成法の有効性を論じたい。

relative　deprivationの問題や社会的ジレンマ

の問題などをとりあげる。

14 相対的収奪の問題 同　　上

全体のまとめ、とくに社会学に数理社会学的方

15
数理社会学と社会

w研究法（まとめ）

法を導入することの問題点と今後の見通しに：つい

ﾄ。 同　　上
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　　　　　　　　　　　＝二芸能と社会＝（TV）

　　　　　　　　〔主任講師：小沢昭一（劇団しゃぼん玉座主宰〉〕

全体のねらい，

　テレビの発達・普及によって芸能は、社会の前面に押し出てきました。その結果、社会に於ける芸

能のしめる位置、そして役割にも変化がおこっていると思われます。こあ瞭、社会と芸能との関係を

本質的に考察し、あわせてその将来を展望してみたいと思います。『 ﾜりにふれては、講師が芸能人で
あるので、その立場から………。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師’
i所属・氏名）

芸能は社会のどのような要求に応じて生まれた

のであろうか。また芸能は社会にほんとうに必要 小　沢　昭　一
1 芸能　の　発生 であろうか。 （劇団しゃぼん玉座，

主宰）

古代的な祭祀、祝薦のなかから芸能が独立して

ゆく過程を考えてみる。そして、その芸能はどう

2 祝祭　と　芸能 うけつがれ、今日のムラに生きているのであろう 同　　上
か。あるいは消えていったのであろうか。

労働の円滑化のため、また労働後の慰安のため、

労働の周辺より芸能が生まれたことを考察し、そ

3 労働　と　芸能 の効用を、例えば線路工夫、ヨイトマケの唄、あ 同　　上・

るいはソロバンの読み上げなどにそくしてかんが
えてもみよう◎

職業芸能の成立過程と歩みを、大道芸一例え

なりわいとしての
ば萬歳を中心に考察する。、

4
芸能

かって芸能は「好きで」はじめた仕事ではなか

ﾁた。「やらざるを得ない」稼業であった。
同　　上

芸能史は被差別部落の歴典をぬきに：しては考え

られない。被差別の土壌から芸能者は生まれ、反

5 芸能者と差別 機のエネルギーを芸能に託した事実を点検したい。 同　　上

市に於いて物を売る、その人寄せ、説得、信用
獲得のための行為がしばしば芸能的であった。ま

6 市　　と　芸　能
た多くの芸能が市をになう香具師の支配下にあっ

ｽ。その歴史と政況、さらに物を売るための商い 同　　上

芸、宣伝芸として、チンドンヤからCMまで考察
をすすめてみよう。

むかし入は、男女で寄り集まり互いに歌をよみ
あい、舞踏をし、配偶者をさがしたという。その

7 宴　　と　芸　能
歌垣から、まつりの宴会（神楽は元来祭りの宴会

ﾌ歌舞として生まれた）、そして後のさまざまな 同　　上

祝宴にいたるまで、そこでおこなわれる芸能の効
用と、今日のカラオケまでの余興の伝統を考える。
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回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　　容 担当講、師
i所属・氏名う

8 宗教　と　芸能

　呪術者であった山伏は、その呪術のデモンスト
戟[ショγとしての神楽を行い、信奉者を獲得し
ｽ。また仏教の布教に芸風説教の果たした役割は
蛯ｫい。説教、絵解きの世界をみながら、芸能化
ｵた布教方法が効果的であったという点を考えて

ﾝたい。

　
小
　
沢
　
昭
　
一
ゴ

9 芸能の実用性

　寄席や講釈場で、・人々は落語や講談によって耳
w問をした。劇場で歌舞伎をみて、たとえ通俗的しだろうと歴史を知った。圃また、たとえばゴゼの来訪によつで、芸能を楽

ｵむと同時に他国の事情を聴いた。
@情報としての芸能はいまどうなったのか。

同　　上

10 芸能の悪所惟

　水清ければ魚住まず、芸能の育まれた環境は必
ｸしも清浄はない。芸能がアウトロー的世界にあ
黷ﾎこそ、その反秩序的な魅力が入タをひきつけ

驕Bその問題め追求。
@また遊郭な拭他の悪所との関連にも目を配ら・

ﾋばなるまい。

同　　上

11 芸能の盛衰過程

　浪花節あるいは漫才を例にとり、一つの芸能の
h枯盛衰の跡をたどりながら、芸能と社会の密接一な関わり合いについて、細かく点検してみたい。

ｯ衆の芸能に求めるものが何であるかを、追求出

?驍ｩどうか。

同　　上

12
余暇生活に於ける

|能

趣味としての芸能も、鑑賞型と参加型とにわけ
轤黷驕B近年はいちじるしく参加型が優勢といわ

黶Aその結果“素人の時代”の到来などともいわ
黷ﾄいる。演者と観客の問題から、クロウトとシ
鴻Eトとの関係、さらに：は“一億総タレント時代”

�lえてみたい。

同　　上

13 スポーツと芸能

　相撲はつい近年まで、芸能の仲間であった。今

竄ｩえって相撲の世界に芸能的な名残りが濃厚で
?驕B一方、著しく芸能化するプロ野球にもめを
?ｯ、スポーツと芸能の境界を洗い直してみたい。

@体操も新体操も水泳ももはや曲芸？

同　　上

14
現代社会の芸能へ

ﾌ関心
i芸能入と社会）

　いわゆる立身出生の目；標が「末は博士か大庫か」

ｩら「末は歌手かタレントか」になったなどとい
墲黷驍ﾙど、社会の芸能への関心がつよい・たし
ｩに社会に於ける芸能の比重はおもくなり、また
?轤艪驍烽ﾌが芸能化している。この問題を現役

ﾌ芸能人としても考えたい。

同　　上

15
これからの社会と

|能

　芸能史は芸能が完成と破壊をくりかえしている
ｱとを示している。人々は芸能を愛好し育て、や
ｪて、冷酷に放棄します6われわれの社会は、芸
¥をこれからどうしょうとしているのでしょうか。
坙{芸能実演：家団体協議会では「芸能の社会的機

¥にかんする・基礎研究」をスタートさせました。

同　　上
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こ経営管理丑＝（TV）
　　　　　一経営管理技法の体系一

〔主任講師：小林靖雄（放送大三三学長）〕

全体のねらい　　　　σ　　　　．

　経営管理1は、高度産業社会に感ける現代企業の経営のあり方を、経営理念、政策・戦略、管理体

制、組織、経営管理の原理等にわたって明らかにしている。それに続いて本講議では、企業経営の構

造的体系に即しながら、経営管理の具体的手法を説明し、実践論としての経営管理の内容を理解して

もらうことが、ねらいである。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

一般に経営管理の機能は、企業活動の計画、組

1
経営管理の機能と

¥造

織、指導、統制であると説明される。まずそれぞ
黷ﾌ内容を理解し、さらに対象領域別管理、物的
∠搏I管理と人的・社会的管理、経営構造管理と
ﾆ務活動管理の考え方を説明する。しかも経営管

小林　靖雄

i放送大憎憎学長）

理はそれらの総合化どして初めて現実に機能する
べ

経営管理発展の歴史を主としてアメリカについ

経営管理の歴史的
てのべる。すなわち19世紀末からのテイラー・
Vステム、フォード・システム、入事管理、予算：

σ

2 統制、原価管理、人間関係論、統計的品質管理の 同　　上
発展

騨援肇杏灘鏡塵下塵霧ず冷鼻鋸二本企業の経営管理の発展は国際交流によって得る　　　“　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“

経営管理組織は管理上の機能として静態面と動
態面の両面から考察される。本章では、管理の全

3 経営管理組織（1） 体を展望するため、静態的組織形態を、トップ・
}ネジメント組織、部門管理組織、事業部制組織 同　　上

委員会組織、プロジェクト・チーム等について、
特徴的に考察する。

経営管理組織の動態面、すなわち組織形成の原
則の問題をとりあげる。具体的には管理の限界、

4 経営管理組織（2）
命令単一の原則、例外の原則、責任と権限の原則
�ﾆりあげ、それらの結合により組織がいかに：水 同　　上
平的・階層的に分化し、かつ統合されていくかを
のべ、あわせて近年の行動科学的考察の貢献をの
べる。

企業が環境変化に適応するための経営戦略の問

5
経営戦略と経営計

諱i1）

題を、主として多角化問題としてとりあげ、企業
ヮ禔A子会社設立にもふれる。また長期の視点の
l察を必要とする経営構造計画のうち、まずプ白
_クト・ライフサイクルの視点と製品計画、海外

同　　上

事業戦略について説明する。

経営構造計画のうち、技術研究開発計画、設備

経営戦略と経営計 投資計画、要員計画をとりあげ、さらにそれらを

6 織り込んだ長期経営計画の内容を概説する。その 同　　上
画（2）

重要性は、第15章の総合管理と密接な関連をも
つ。

第7章と第8章とで、物的合理化を中心とする
経営管理の内容をのべる。本章では、そのうち技

7 生産管理（1） 術的管理、すなわち時間管理、品質管理、物量管 同　　上

理という、技術的生産管理の特徴を説明する。
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

「かね」の数値、すなわち書庫価値による評価
数値に基づく経済的生産管理をとりあげる。具体

8 生産管理（2）
的には原価管理の内容を説明するが、それは前章
ﾌ技術的管理と密着して理解される必要がある。 小林　靖雄
あわせて利益管理との関係にもふれる。

まずわが国企業の労務構造の特徴を統計に：よわ
考察する。労務管理は経営を構成する人的従業員

9 労務管理（1）
の管理であるが、本章では、まず経営内の従業員
ﾌ物的な人事管理にはじまり、ついで入間関係論

同　　上

の拾頭、行動科学的考察との関連について論じ、
今後の発展方向を考える。

技術的生産管理システムとしてのテイラー・シ
ステムが、いかに賃金問題と結びついて展開され

10 労務管理（2）
たかという問題を糸口として、賃金問題と労使関
W、賃金と労働生産性との関係、終身雇用と年功

同　　上

序列賃金制度、その最近の変化についてのべる。

企業が販売市場との接点に言いて展開するマー
、

ケティング活動の管理を、需要予測、広告・宣伝

11 マーケティング管理 計画、販売チャネル、物流システムの管理につい 同　　上

てのべ、さいごに販売活動の統制の特質について

説明する。

財務管理には、資本調達管理と、総合的経済的
管理の2面があるが、本章は資本調達管理をとり

12 財務管　理（1）
あげる。まずわが国資本構成の特徴を、国際比較
ﾉより明らかにし、ついで企業財務の基本原則を

同　　上

のべ、さらに長期資本調達、短期資本調達、収支
計画に澄げる資金繰り管理におよぶ。

総合的経済的管理としての利益管理ついて、ま

ず損益分岐図表を中心に、限界利益計画の内容を

13 財務管理（2） 説明する。また、その利益計画との関連で、予算 同　　上

統制の内容を説明する。

経営に診げるコンピュータの利用は、生産面で

14
経営管理とコンビ

のNC工作機械の利用、ロボット化、　F・M・S
ﾌ採用等でも著しいが、他方経営管理事務のコン
sュータ化はいわゆるオフィス・オートメーショ

同　　上

ユータ ン（0・A）として展開されて澄り、その内容と
問題点をのべる。

前章までの経営管理の各面の内容を総合的経営

15
総合管理と日本の

o営

管理の立場で統括する。その具体的内容は、実体
I管理をともなった長期経営計画の策定とそのフ
Hロー・アップとして把えられる。また日本の経
c管理がもっている特長、日本の経営土壌との関

同　　上

係を考察し今後の努力の方向を考察して結びとする。
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　　　　　　　　　　　＝経　営　戦　略＝（R）

　　　　　　　　　　〔担当講師：河野豊弘（学習院大学教授）〕

全体のねらい
　経営戦略とは、企業が環境にどのように即応し、どのような製品やサーせスを提供するかを決定：す

ることであるQ即ち製品構成を決定し、そのための新製品を開発し、後方への垂直的統合や前方への
垂直的統合をどうするか、海外に子会社を設けるか否か、競争戦略をどう進めてゆくかなどを決定す
ることである。

　戦略的意思決定は前例のない一回限り意思決定であり、企業の業績に大きな影響を与える。そのよ
うな意思決定をどう行なうか、をこの科目では研究する。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

経営戦略の意義
経営戦略の重要性

1
経営戦略の意義と

嵭ｪ的意思決定

．戦略的意思決定の特長

嵭ｪ的意思決定のタイプ
ｷ期計画の立案

河　野　豊　弘

i学習院大学教授）

要約

戦略情報の意義　　　戦略情報の体系
環境情報の体系

環境の分析一一機 アウトサイド・インとインサイド・アウトと
2

会と脅威 情報の収集・処理・伝達のプロセス

�ｮ情報と非公式情報

同　　上

予測の方法　　　要約

自社分析の目的
自社分析の体系

自社分析一強み 比較の基準
3

と弱み PPM分析
ｩ社資源の分析

同　　上

企業文化
要約

意義

4
戦略発想と目標設 戦略のアイデア形成

ﾚ標設定

v約
同　　上

製品市場戦略の領域

製品構成の原理

5 製品構成と多角化 製品構成の類型 同　　上
製品構成と組織構造

要約

新製品の意義と成功条件
新製品開発の成功要因と失敗要因
開発のプロセス

6 新製品　開発 最初のアイデアの形成
罇jの類型

同　　上

新製品のための意識改革とコンセンサメ
要約

概念ど類型

統合の原理

7 垂直的　統合 統合の不利 同　　上
統合に適する場合

要約
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回 テ　　　一、　’マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

多国籍企業経営の概念と目的からみた類型、・
有利性の原理
多国籍企業経営の不利

8 多国籍企業経営 多国籍企業経営の適する領域 河野　豊弘
多国籍企業経営の成功要因
多国籍企業の問題点
要約

体質とは

要員計画

9 “体質の　強　化 能力強化の戦略 同　　上

企業文化の変革

要約

評価の困難性と必要性
評価の種類，

10 戦略の　評価
評価項目の原運

]価の評価
伺　　上

戦略的評価
要約

問題の所在
戦略の実行とは一上からみて
戦略の実行の過程一下からみて

11 戦略の　実　行 実行計画の要素 同　　上

実行への動機づけ
利害対立をとく
実績検討と計画の改訂　　　要約

トップマネジメント

企画室

12
戦略の掌案と

@　　実行の組織

開発部門
vロジェクトチーム
ﾐ内ベンチャー制度

同馬上

SBU
組織の創造性　　　　要約
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＝人事・労務管理＝（R）

〔主任講師：津田真激（一橋大学教授）〕

全体のねらい

　実務経験を欠く人々に入事労務管理を理解しやすいように講義することは非常に：むずかしい。そこ

でこの講義では全体を3部に分け、第1部では企業経営全体の中に論ける人事労務管理の役割を明ら

かにし・その上で第2部で人事労務管理の内容を説明する。また第3部で人事労務管理にとって重要

なトピックを取り上げることにする。

回 、　テ　　　一・　　マ 内　　　　　容
拍当講師（所属・氏名）

1
入事・労務管理の
ﾓ義と課題（1）

開講にあたって（学習の意義）

l事労務管理の定義

l事労務管理の対象
l事労務管理の位置（経営の：サブシステ

?ﾆしての位置と役割）

津　田　真徴
i一橋大学教授）

2
入事・労務管理の
ﾓ義と課題（2）

経営の組織と管理

o営システムの国際比較

l事労務管理の国際比較

]業員意識の国際比較
同　上

3
日本の経営

@　　　システム

日本の経営システムの性質

坙{の人事労務管理の性質

坙{の企業の性質

坙{の企業経営の歴史（戦後）
同　上

4 人　事　制　　度

人事労務管理の骨格としての人事制度

o営組織
相i制度と職位制度

l事評価制度

齧蜷E制度

同　上

5 人　事　配　　置

採　用

z置
ﾙ動（出向をふくむ）
v員管理

ｸ進・昇格制度

同　上

6 就　業　管　理

教育訓練の意義と役割

ｳ育訓練の体系と計画

ｳ育訓練の実施と評価

ﾇ理者教育
同　上

7 労　働　時　　間

労働時間の制度と種類

x日制度
x暇制度
J働時間の国際比較
落q・未成年者の労働時間

同　上
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）．

賃金・給与の意義
賃金・給与の種類

8 入’事　評　価 基本給、職務給、業績給、能率給 津：田　真激
諸手当・賞与
人件費
賃金・人件費の国際比較

従業員福祉制度の意義

従業員福祉制度の種類

9 賃金・給与の管理 住宅制度一寮、給与住宅、持家制度 同　上

文化・体育・レクリェーション

中高年従業員の心身の健康の問題

解雇、日本の雇用慣行

定年制

10 従業員福祉 退職金 同　上

企業年金

再就職制度

労使関係制度

11
定年管理と退職金

ｧ度

、労働組合

c体交渉と労働協約

驪ﾆ内組合

同　上

労使協議制

職場の人事労務管理

職場集団の活動

12 労働組合関係管理 小集団活動、・TQC、　QCサークル 同　上

欧米諸国の職場、勤労意歓

従業員の高令化・高学歴化の問題の意義
人事労務管理の諸施策一役職定年制、能

13 従業員意識調査 力主義管理、選択定年制、専門職制度、

阡N前教育、定年延長
同　上

公的雇用援：助制度の利用

定年制の国際比較

情報技術革命の意義

情報技術革命の進展の状況と展望

14 非常用従業員管理 情報技術革命の人事労務管理にあたえる 同　上

影響

臨時従業員の意義一臨時工、季節工、社

15
入事・労務管理の

外工

pートタイマーの管理 同　上

今後の課題 派遣社員の管理

最低賃金制の役割
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　　　　　　　　　　　＝労働経済学＝＝（R）

　　　　　　　　　　　〔主任講師：古郡：赤子（明海大学教授）〕

全体のねらい

　このコースではまず労働力の供給、需要、賃金決定のメカニズムに関する近代経済学の基礎理論を
学ぶ。

　次に・現実の経済と労働市場に目をむけて、労働市場で実際に生じている諸問題を経済理論と結び

つけて考える。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 労働力の構造と変動

人口と労働力率

J働力率の推移
J働力の中高年齢化

J働時間
J働の質

古　都靹子
i明海大学教授）

2 労働力の供給

労働と余暇の選択

J働供給のタイプ

o験的観察
ﾐ会全体の労働供給

J働時間短縮の雇用効果

同　　上

3 家計の労働供給

経済主体としての家計

i気変動と労働供給

o験的観察
ﾅ制と労働供給

同　　上

4 労働力の需要

労働の限界生産力

驪ﾆの労働需要

Y業の労働需要

J働力需給の動向
同　　上

5 技術革新と労働需要

資本と労働の代替

Z術進歩と雇用変化

}イクなエレクトロニクスと雇用問題

潤[クシェアリング

同　　上

6 労働市場と賃金決定

賃金決定の理論

J働市場の均衡

Z術者の不足

ﾀ金決定の制度要因

ﾀ金決定の実情

同　　上

7 賃金と入的資本

経済成長と人的資本

w校教育投資
E場訓練（OJT）
ﾁ殊訓練と内部労働市場

同　　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

失業の概念

失業のタイプ

8 失　　　　　　業 失業と欠損の関係 古都靹　子
労働市場の構造変化

労働市場のストックとフローモデル

失業の潜在化

9
潜在失業と不完全

不完全就業の理論

s完全就業の実態 同　　上
就業 潜在失業者の測定

労働組合の機能と形態

日本の労働組合の組織状況

10 労働市場と労働組合 団体交渉 同　　上

労働争議の経済モデル

ストライキの発生状況

賃金格差の形成要因

企業内賃金格差

11 賃　金　格　差 企業間賃金格差 同　　上

差別の概念

差別の実態

12 労働市場と男女差別 差別の経済理論（性の経済学） 同　　上

女子労働の将来

労働移動

13
労働力の移動と労

ｭ市場

職さがしの理論

坙{の労働市場と労働移動

｡後の労働移動

同　　上

ケインズによる失業と完全雇用

14
マクロ経済におけ

髦J働

労働分配率とその実態

tィリップス曲線 同　　上

実質賃金の上昇

所得分布

15 経済発展と労働 経済成長と就業構造の変化 同　　上

高齢化社会の雇用問題

一485一



＝企業と会計1　＝（TV）
管　理　会　計

〔主任講師　西澤　脩（早稲田大学教授）〕

全体のねらい

　企業会計には、財務会計と管理会計の二大領域がある。財務会計は、財務諸表を作成し、企業外部

の利害関係者に報告することを目的とするのに対し、管理会計は、企業内部の経営者や管理者に必要

な会計情報を提供することを目的としている。このような管理会計の全領域にわたって最新の原理と

技法について論述する。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 管理会計の意義

　管理会計は、経営管理者が経営計画を設定したり経営統制を実施するのに有用な会計情報を

?ｬし提供することを使命としている。このた
ﾟ、会計法規や貸借理論には必ずしも拘束され
ｸ、経営管理に最も役立つ会計が最善とされ、
s断に進歩・改善が図られてゆく。

西　澤　　　脩

i早稲田大学教授）

2 経’営分析と経営比較

管理会計は、企業の現状分析から着手される。
ｻの用具が経営分析で、その中心は財務諸表分
ﾍである◎損益計算書や貸借対照表を分析し、
o営成績や財政状態を診断するに：は、まず各種の経営比率を算定し（経営分析）、次に標準値や前期実績と比較する（経営比較）。 同　　上

3 利益計画の設定

　経営分析。比較の結果を参照して、次期に於
ｯる目標利益を決定し、それを実現するための
э纃bﾆ費用の大枠を見積る。これが利益計画
ﾌ設定である。ここでは、費用を変動費と固定
?ﾉ分解した後、図表や算式を使用して、費用・
э縺E利益の相関分析を行なう。

同　　上

4 資金計画の設定

　利益計画が設定できれば、その資金面の裏付
ｯを行なうため資金計画を設定する。資金の中
Sは現金資金であり、月次の資金繰計画を設定
ｷる。さらに運転資金の年間計画を設定するた
ﾟ、資金運用表を作成し、運転資金の調達源泉
ﾆ運用先及び増減額を明示する。

／　　　同　　上

5 予算管理の新展開

　利益計画と資金計画が設定できれば、それに
薰ﾃいて詳細な企業予算を編成し、その実現に
wめる。これが予算：管理である。旧来の予算統
ｧでは、差異分析による責任追求を偏重したが
ﾟ代予算管理では、予算：目標達成の動機づけを
d視することが肝要である。

同　　上

6
設備投資の経済性

v算

　経常予算のほか資本予算も編成される。資本
¥算の焦点は設備投資の経済性計算であり、十
ｪ：な経済性を確認した上で設備投資を決定すべ
ｫである◎経済性計算では．特定の投資だげを
ﾎ象とし、全耐用期間中の現金流入額を割引計
Zする手続が新たに必要となる。

同　　上

7 在庫管理の諸方法

　設備投資と並んで重要なのが在庫投資である。
ﾝ庫投資の管理に当たっては、棚卸しを行なっ
ﾄ、在庫の推移と有高を把握する。次いでAB
b分析を試み、A在庫には経済的発注数量や発
酷_を設定し、科学的に：管理するがC在庫の管
揩ﾍ割愛する方が経済的となる。

同　　上
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 販売憎憎の評価法

　販売業績は、売上高の多寡ではなく販売利益の大小で測定し評価すべきである。そのために

ﾍ、販売費分析を試み、製品や地域毎に売上総
?vから販売費を控除して貢献差益を算出する◎
ｱのような貢献差益法を使用すると、従来の純
?v法の欠陥を排除できる。

西　澤　　　脩

9 研究開発費の管理

　新製品販売によって企業成長を図るには、研
?J発を重視しその管理を徹底させるべきであ
驕Bそのために：は、研究開発の原価計算によっ
ﾄ研究開発費の実態を把握した後、研究プロジ
Fクト別に計画設定と予算管理を試み、最：後に
?p効果分析でその効率を測定する。

同　　上

10 製造原価の管理

　製造原価を管理しその削減に当たるには、製
｢原価計算の徹底が前提どなる。原価管理を推
iするには、実際原価計算のほか、標準原価計
Z、直接原価計算、：標準直接原価計算が必要と
ﾈる。その外、特殊原価調査によるコストダウ・
唐烽ｺひ推進すべきである。　　　　　　　　　　　、

同　　上

11 物流費の管理

　コストダウンの宝庫として、近年物流費の削
ｸが社会的関心を集めている。輸送費や保管費
ﾈどの物流費に対して、原価計算や予算管理や
ﾌ算分析を適用すると、大幅な原価削減が可能
ﾆなる。その結果、売上高を急増させたのと同一の利益効果が実現できる。

同　　上

12
生産性分析と成果

ｪ配

　投入と産出の比が生産性である。産出を付加
ｿ値で測定し、投入を人数で把握すると労働生
Y性が判明する。生産性が向上し、付加価値が
揄ﾁすれば、その成果を関係者に分配すべきで
?驕B特にラッカープランを活用すると、生産
ｫ向上の意欲を高めることができる。

同　　上

13
ゼロベース予算の

ｱ入

　低成長時代の管理方式として、ゼロベース予
Z（ZBB）が登場した。従来の既得権主義に
謔髟ｾ害を打破し、グランドゼロから予算を編
ｬする方式がこれである。ZBBを導入すると
[ロ思考に：よる経営：革新が断行でき、マンネリ

o営を排除することができる。

同　　上

14
事業部制による利

v管理

　分権管理の完成形態として、事業部制が開発
ｳれ実践されている。事業部を「会社の中の会
ﾐ」として利益管理を行なうには、事業部制会
vを導入し、事業部利益の形で業績を評価すべ
ｫである。そのため、新しい利益管理技法を開
ｭし採用することが必要となる。

同　　上

15 これからの管理会計

　果たして管理会計は、21世紀に向ってどの
謔､に発展してゆくだろ，うか。管理会計と隣接
矧wとの学際研究が強力に展開されることは疑
｢ない。情報会計、意思決定会計、入的会計な
ﾇがそれであるが、最も注目されるのは行動会
v一特に動機づけ会計であろう。

同　　上
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　　　　　　　　　　　　＝企業と会計H＝＝（R）
　　　　　　　　　　　　　　　　　税　務　会　計

　　　　　　　　　　〔主任講師：富岡幸雄i（中央大学頭授）〕

全体のねらい

　企業の会計には、財務会計と管理会計のほかに、税務会計がある。企業の税務会計は、課税の基準

となる課税所得の計算、課税財産の評価を目的としている。この税務会計の仕組みと体系を、企業の

組織形態と経営行動の実際に即応しながら具体的に論述する。その際に、企業の合理的な税務対策へ

の役立ちをも配慮していきたい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1

企業経営と税金問
闊齔ﾅ務会計の意
`と役割一

　企業の経営に於いて税金を無視することがで
Fないともに、我が国の企業経理の実際は、税法

K定や税務上の取扱から大きな影響を受けてい
驕B税金の意味と種類、企業の経営形態と所得
ﾛ税の態様、法人税制の仕組み、企業経理と課
ﾅ所得の計算：の関係等を説明する。

富　岡　幸雄
i中央大学教授）

2 営業活動と税務

　企業の主たる経営活動である販売・請負・役
ｱ提供により獲得される収益の計上の仕方につ
ｫ、それぞれの取引形態に区分して解明する。
?株ﾌ売・延払条件付販売、建設請負、不動産
ﾌ仲介斡旋報酬、技術役務の提供報酬等につい
ﾄは、特別な税務上の取扱がある。

同　上

3 財務活動と税務

　企業の本業以外の活動である証券投資・金融
且早E不動産投資等による収益の計上が問題に
ﾈる。株式投資の法人間配当の無税をはじめ、
ﾝ付金利子、固定資産譲渡益、受贈益、債務免
怏v、受取保険金、還付金収入等については、
ﾛ税上、特別＝な取扱がある。

同　上

4 在庫投資と税務

　企業の在庫投資である商品・製品など棚卸資
Yの経理は課税上重要である。商品・原材料等
ﾌ購入品の取得価額、製品　半製品・仕掛品等
ﾌ生産品の製造原価による取得価額の決定、売
繻ｴ価を計算：するための在庫品の期末決算評価
ﾌ仕方が問題となる。ξ

同　上

5 設備投資と税務

　企業の設備投資である土地・建物・機械装置
ﾈど固定資産の経理も課税上重要である。固定
綜Yの取得価額の決定、修理・改良等の支出の
?掾A通常の減価償却費の計算のほか、特別償
pや投資税額控除など投資減税、特別の場合に
ﾍ圧縮記帳の経理処理がある。

同　上

6 人事給与費と税務

　企業の止出する給与は、受給者の身分・給与
ﾌ支給形態・経理方法により課税上の取扱が異
ﾈる。役員報酬・従業員給料、役員賞与・兼務
��ﾜ与・従業員賞与、役員退職給与・従業員
ﾞ職給与のほか、退職金共済、退職年金ととも
ﾉ、福利厚生費の解明が必要である。

同　上

7 販売促進費と税務

　企業の支出する販売関係費は、その支出の態
l、支出の基準、経理方法により課税上の取扱
ｪ異なる。売上割戻し・広告宣伝費・景品費・
ﾌ売奨励金・情報提供料・現地案内費・諸種の
?c費と、課税対象となる交際費とを区分する
ｱとが重要となっている。

同　上
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回 テ　　　一　　　マ 内’　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

企業が支出し又は負担するもののうち、損金
計上の時期・限度・制限につき多様なルールの

8 特殊諸経費と税務
存在する項目がある。試験研究費・開発費、新
粕ｭ行費・社債発行費、営業権の取得費」貸倒

富　岡　幸雄

損失、寄付金、租税公課、各種保険料．海外渡
航費、損害賠償金等である。

企業は適正な期間費用を計算するため見積将
来費用を引当金として設定するQ税法が損金設

9 引当金設定と税務
定を認めているのは貸倒引当金、返品調整引当
焉A賞与引当金．退職給与引当金、特別修繕引

同　上

当金、製品保証等引当金であるdほかに、特別
なものに価格変動準備金等がある。

企業経営の発展：は、その組織形態として、親

子会社・系列会社・グループ会社を形成してい

10 関係会社と税務
る。この関係グループ会社間には、特有な取引
竡走{取引があり、金銭・減価償却資産・土地

同　上

等の賃貸借、人件費・管理費等の経費分担等を・

めぐる特殊な税務問題がある。

経済の国際化の進展と国際的事業活動の拡大
による国際税務問題が重大化している。海外に

11 国際活動と税務
進出している日本企業に対する国際二重課税の
r除、日本に進出している外国企業に対する課

同　上

　　　　　　　　　9　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o

ﾅ、タックス・ヘイブンやトフンスファー●フ
ライシィングの規制問題がある。

少数の大株主により経営が支配されている同
族会社：はオーナー型企業が多い。この同族会社

12 同族会社と税務
には、留保金課税・行為計算：Q否認・特別取扱

求[ルがある。会社役員間の金銭貸借、土地建
同　上

物の貸借・売買など、課税上、問題となり特別
に留意を要する課題が多い。

個人企業は事業所得に所得税が課税される。
事業所得の計算：は、収入金額・必要経費とも法

13 個人企業と税務
人企業とは異なっている。、正：確な記帳に基づぐ

ｽ実な申告納税をする青色申告制度の精神と要
同　上

件・特典、みなし法人課税制度の仕組み・課税

上の理解が必要である。

オーナー型企業の経営者の世代交代期を迎え
企業相続に対する相続税が深刻な問題となって

14 事業承継と税務
いる。事業承継税制の創設による中小企業の相
ｱ税制の改善がなされ同族会社の株式評価方法・

同　上

個人の小規模宅地評価が改正された。取引相場
のない株式の評価が重要である。

現行の税制・税務会計制度の問題点と改革：課

15

企業税制の改革問
闊黷ｱれからの税

題を考える。現行の法人税制とその問題点、企
ﾆの経済的実態に適合するように法人税制を改
F干し中小企業税制と大企業税制の区分構築、税

同　上

務会計の課題一 務会計制度の見直しによるタックス　ェロージ

ゴン（課税の侵食化）の解消をめざす。

一489一



　　＝マーケティ：イグ＝（R）

ピ主任講師：大沢　豊（大阪大学教授）〕

全体のねらい

　マーケティングという言葉はいつ頃から使われ始めたのか、現在それは一般にどのように理解した

らよいのか、さらに学問としてのマーケティング論は、どのように体系づけられるのかを明らかにし、
その上で企業のマーケティング活動をとりまく環境と、意思決定者の直面する諸問題を理解し、分析

していく上での基礎的な知識について論ずる。

回 テ　　　一・　　マ 内　　　　　　　容、
担当講師（所属・氏名）

マーケティングという用語の発生のいきさつ

マーケティング思 をたどり、それが企業の具体的な行動を指すも 大’沢　　　豊：
1

想の発生と展開 のではなく、一つの理念であることを明らかに

ｷる。初期のマーケティング理念と現代マーケ

（大阪大学教授）

ティング理念との差を、歴史的に検討する。

学問としてのマーケティング論を体系づけよ

2
マーケティング論

¥成の視点

うとするとき、いろいろな視点に立ってそれを
¥成していくことができる。米国に親（て一般

Iなマネジリアル・マーケティングもその一つ
同　上

であるが、もっとマクロな立場で議論を組立て
ていく。

マネジリアル・マーケティングの立場で企業の
マーケティング環 マ…ケティング活動をとらえようとするとき、

3 境とマーケティン マネジャーにとって与件として考えられなけれ 同　上

グ手段 ぱならない環境と、意思決定の対象となのうる
闥iとを区別して考案するのが、もっとも便利
である◎

政府による規制
　自由主義経済を茎幹とする国々では、何らか
ﾌ形で競争を制限する行為を禁止する法律をも

4 一マーケティング っている。世界各国の競争制限禁止政策を見る 同　上

環境1一 とともに、わが国の独禁法の沿革をたどり、そ

の法律の意図するところを明らかにする。

5

流通機構の形成と
､慣習

　不公正な取引方法に関する禁止規定、景品や

¥示の問題に対する規制の内容について、事例

�?ｰながら考察する。 同　上
一一 }ーケティング

環境2一

一企業の立場で、流通機構を変えていくこと

市場と競争 はできない。それは歴史的、風土的、あるいは

6 一マーケティング ・法制的に影響を受けながら変遷iをくりかえして 同　上

環境3一
いく。日米の流通機構の比較を通じて、日本の

流通機構の特質を考察する。

日本的取引慣行として、どのようなものが挙

消費者行動 げられるか。いくつかの事例を見ながら、取引

7 一マーケティング
慣行というものがその国の風土と深いかかわり
№｢をもっていることを明らかにする。大規模

同　上

環境一 小売店舗に対する規制など、日本における国の
流通政策の違いについて論じる。
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

マーケティング担当者は、競争企業の意思決

情報の収集と分析 定を左右することはできない。競争市場での成

8 一市場調査一
果を記述するモデルについて概説する。 大　沢　　　豊

消費者はマーケティング担当者の最終目標で

情報の収集と分析 ある◎その消費者は経済学で仮定するような合

9
～需要予測一

理的行動をとるとは限らない◎しかもすべてが

ｯ質であるとはいえない。市場細分化は異質的な

同　上

市場に対応する企業の適応であるといってよい。

意思決定に必要とされる情報は社内で得られ

10
情報の収集と分析

齊s場調査一

るとは限らず、調査によってこれを入手しなけ

黷ﾎならないことが多い。市場調査技術は、対象

ﾌ選択（標本調査論）と質問票の作成の両面で、

同　上

プロフェッショナルな知識の上に：成立っている。

将来の不確定な状況について、何らかの形で

11
情報の収集と分析

齊�v予測一

予測を行なうことが要求される。短期的な予測
ﾆ長期的：な予測とでは、’自から異ったタイプの

阮@が適用される。コンピュータの発達によっ

同　上

て予測技術は進歩しつつある。

現在の企業では、単一の製品またはサービス
のみを提供していることは極めて稀である。製

12 新製品開発 品開発は、市場細分化のための戦略と、多様化 同　上
を目指した戦略とが考えられる。製品の特性を
どう把えたらよいか、製品属性分析の手毅にも
ふれる。

広告実務においては、広告活動を他のマーケ

ティング変数と切り離して論ずることが多い。

13 広告計画 ここではそれらの実務で多．く利用される基準と 同　上

その問題点を考え～同時により総合的な立場か

らの意思決定モデルに言及する。

個々の企業にとって価格決定の自由度はその

14
価格政策と地域マ

市場が競争的であるか寡占的であるかによって
ﾙなる。価格決定の実務的基準のいくつかを概 同　上

一ケティング 遇する。

地域マーケティングでは消費者の空間的行動
を分析するためのモデルを考察する。

ケネディ大統領による消費者の権利の保護の

提唱以来、国や公共団体による施策がとられて

15 企業と消費者 きている。国や企業はそめ権利を保護する責任 同　上

を負うと同時に、消費者の側でもそれに応じた

知識を自ら身につける義務があろう。
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　　＝経営組織論＝（R）
〔主任講師：森本三男（青山学院大学教授）〕

全体のねらい

　経営組織の構造と行動に関する諸問題を理解してもらうよう努める。全体の前半部分は主として理

論的命題の説明に充当し、後半部分は主として実践的課題の分析に向けている。現代が組織社会であ

ることに留意することとともに、組織が変動する環境に主体的に適応する動態的システムであること
を重視する。

回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 経営組織の意義

個人と協働
ｦ働システムと組織
o営と経営組織

o営組織の3要素
R要素と組織の諸問題領域
g織の環境適応

　森　本四　男
i青山学院大学教授）

2
経営組織論の発展

ﾆ系譜

理論展開の潮流

e種の組織理論（1）一古典的組織論

e種の組織理論②一人間関係論
e種：の組織理論（3）一現代組織論

e種組織論の分類

同　　上

3
経営組織の構造（1）

@　　一設計原理

組織構造の意義と次元

g織原則（1）一課業分担の設計原理

g織原則②一伝達システムの設計原理
g織原則に対する批判

g織原則から組織戦略へ

同　　上

4
経営組織の構造②’

@　　一組織形態

組織単位と組織形態

o営組織におけるラインとスタッフ

g織形態の発展的分類’

e種組織形態の特質

ｻ実の組織形態

同　　上

5 経営組織の行動

組織行動の意義

ﾓ思決定
闊黹_ーシツプ

g織影響力
挙｡とその解決

同　　上

6 経営組織と環境

外界ど環境

g織環境：の構成要因と構造

ﾂ境主体の重要性

ﾂ境適応行動の特質
同　　上

7 経営組織の有効性

組織有効性の意義と展開
g織有効性の目標モデル
g織有効性のシステム・モデル
g織有効性と組織開発
坙{に：おける組織開発

g織開発から創造性開発へ

同　　上
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回 テ　　一一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・・氏名）

8 経営組織の成長

組織成長の意義
g織成長の規模的接近
g織成長と組織学習
g織成長の細胞分裂モデル
g織成長の構造均衡モデル（1）
g織成長の構造均衡モデル②
g織成長の変容モデル　　組織成長の鬼火モデル

　森　本　三　男

f

9 経営の組織戦略

経営組織と戦略

o営戦略と組織構造
ﾝ計戦略（1）一技術と組織構造

ﾝ計戦略②一規模と組織構造
g織間関係戦略
搓㊨ｻ戦略

同　　上

10 経営組織の環境適応

組織環境の変化の様相

nAと経営組織
﨣�vロセッシング・アプローチ

g織内諸制度の変革

Lャリア開発

同　　上

11 経営組織の中枢機能

組織の中枢機能

o営者組織としての取締役会
o営執行委員会㈱と常務会（日》

{社の機能と組織

､究開発組織

同　　上

12 経営組織の動態化

組織動態化の意義

g織の簡素化一層制廃止
g織の弾力化一プロジェクト組織
g織の多元化一マトリックス組織

同　　上

13 経営組織の入間化

組織の非人二化現象

E務設計の人間化（1＞一回忌拡大

E務設計の人間化②一職務充実
ｬ集団活動
ﾓ思決定参加

同　　上

14 経営組織の国際比較

国際比較の意義と方法
關ｫ的差異分析による国際比較
蜉ﾏ的測定手段による国際比較
q観的測定手段による国際比較
＆ﾕ理論の命題による国際比較
麹∮I国際比較

同　　上

15 経営組織の国際化

経営の国際化と組織問題

総ﾛ化による組織構造の変容
Oローバル構造と経挙三略

坙{的組織特性

坙{的経営の海外移植

同　　上

一493一一



：＝ o 営 科 学＝（R）

　　　　　　　　　　　〔主任講師：大澤　豊：（大阪大学教授）〕

全体のねらい

　企業が生産、販売、財務などのそれぞれの領域において合理的な意思決定をしょうとすれば、企業

経営を取りまく経済環境をはじめ、その決定に影響を与えるさまざまな要因を分析し、それらを表現

する数量的なモデルを構築し、その上でいろいろな代案を検討することが必要である。この種のモデ

ルがどのように役立つかを、数値例を使って、実際に電卓などを利用して計算しながら、具体的に議
論していきたい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
企業経営における

ﾓ思決定の科学

　「経営科学」という言葉は、一般にはオペレー

Vョンズ・リサーチ（OR）と同義語として扱われ
驍ｱとが多い。本書では企業行動の経済分析も含
ﾟて、企業経営における意思決定の経済的側面に
d点をおいたモデルに焦点を合わせ、数値例を実
ﾛに計算しながら理解していく。

大　澤　　　豊：

i大阪大学教授）

2
企業活動の経済モ

fル

　いく種類かの生産要素を結合することによって
ｻ品が生産され、市場に供給されていく。企業活
ｮを経済学的立場から考察する上でのもっとも単
ラｻされたモデルをとりあげ、そこに含まれる基
{的な概念を明らかにする。そして利潤最大化の
ｽめの「限界分析」を検討する。

同　　上

3 生：産関数と資金制約

　生産関数が与えられれば、いろいろな生産量に
ﾎ応して最適な生産要素の投入量がきまる。実証
ｪ析でしばしば使われるコブ・ダグラス型の生産
ﾖ数を導入し、その場合の費用関数を数値例によ
ﾁて計算する。さらに資金制約がある場合につい
ﾄの最適政策を考える。

同　　上

4 広告と研究開発

　需要関数に価格だけではなく、広告費の支出に

謔驩e響をも含めてモデル化することも可能であ
驕B広告投資により製品の差別化を図り、あるい
ﾍ研究開発投資によりコスト・ダウンを図ること
ﾍ、企業が需要関数：や費用関数を自社に有利にな

驍謔､に制御するための行動である。

同　　上

5 企業の経営方程式

　経営方程式とは、企業が総資産回転率、内部留
ﾛ比率、売上高成長率、資本金比率についてある一定の経営政策を継続的に採用したときの、その

驪ﾆの自己資本比率を与える関係式である。これ
ﾉより長期経営計画立案に際しての変数間の整合
ｫをみることが可能である。

同　　上

6

線形計画法1一線形計画モデ

@　ルの＝構成

現実の姿を数量的モデルとして表現しようとす
驍ﾆき、いくつかの仮定をおいた上でモデルがつ
ｭられることになる。線形計画モデルの前提を示
ｵ、図による解法を説明する。

小　山　昭　雄

i学習院大学教授）

7 線形計画法H
鼈鼬v算に：よる解法

線形計画問題の基本的な解法である単体法の考
ｦ方を数値例によって示す。それが単体表とよば
黷骭v算表で計算されることを説明する。

同　　上
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回 テ　　　一　　　マ 内・　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8

線形計画法皿一一双対性とその

@　意味

与えられた問題に双対問題とよばれる別の問題

�汲ﾑつけ、両者の間の関係を説明し、双対問題

ﾌもつ意味を考える。

@　　、一

小　山　昭　雄

9’ 線形計画法IV
鼈齬 A送問題

線形計画問題の1つの特殊なケースである輸送
竭閧ﾉついて、その定式化の仕方と解法を説明す

驕B 同　　上

10

ゲームの理論1一ゲームの山守

@　的構造

　競争条件下での利害の対立する状況を分析する

ｽめに、どのようなモデル化が可能であるかを考

ｦる。 同　　上

11

ゲームの理論丑一ゼロ和2入ゲ

@　ーム

　もっとも、基本的なゼロ和2人ゲームについて、　　　、

∠攝ｫの判断基準をどのように選ぶべきかを考え、

ｻの基準のもとでどのような帰結が得られるかを

ｦす。

同　　上

12

ベイズ決定理論1一不確実な条件

@　下での意思決定

　環境条件に不確実性が存在する場合、そのもと

ﾅの行動基準はどのように選ばれるべきかを考え

驕B 同　　上

13

ベイズ決定理論皿一情報のもつ

@　　価値の評価

　環境条件にかかわ1る情報が新たに追加されると

ｫ、その情報がどれだげの価値をもつと評価され

Eるべきかを考える。 同’上

14
シミュレーション1

鼈黹ンテ・カルロ法�

いろいろなタイプのシミュレーションの技法の適
p領域を分類した上で、モンテ・カルロ法の応用
痰ﾉついて自分で計算することを試みる。円周率
�ｱ出するための計算と待ち行列のシミュレーシ
㏍唐ﾌ問題をとりあげる。�

　澤　　　豊：

5�

ミュレーション丑一

黹V Xテム・　
@ダイナミックス�

企業、産業あるいは一国の経済など、社会システ

?ﾌ機能を記述し、分析する目的で、システム・ダ
Cナミックスとよばれる手法が登場してきた。簡
Pな在庫管理システムを例に、どのような考え方

ﾅモデル化が行なわれるかを理解することを試み

驕B�

　　上
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　＝生産管理とOR一（TV）
〔主任講師：秋庭雅夫（東京工業大学教授）〕

全体のねらい

　生産に当って、市場の要求に適合する製品の産出、材料・動力・設備などの効果的な活用、作業者

の人間性尊重などの課題に応えるために、生産とその管理の活動を適切に計画し、運用していくため

の考え方、方式、方法を説叡また、それらを統合するシステムについて示す。さらに方法論として

のORの概要を紹介する◎

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

生産とは何か。生産管理とはどのようなこと

1 生産管理

をするのか、特性（品質、数量、時間、金額：）

ﾌ管理と過程（材料投入、工程稼働、製品産出） 秋　庭　雅　夫

の管理とを組み合わせた考え方ととらえ方を示 （東京工業大学教授）
す◎

生産管理のとらえ方に基づいて、各種の生産

方式の区分体系の考え方を示し、また、それぞ

2 生産方式 れの生産方式の特徴を説く。さらに、今までの 同上
生産方式の移りかわりと、現在の課題を示す。

市場の要求を分析し、そこから製品に何が期

待されているのかを導き出す方式とその結果を
3’ 製品企画と品質管理 示す。さらに、管理図法、抜取検査など品質管 同上

理の基本を示す。

．工程図記号に基づく工程図の作成方法を示し、
生産工程む改善への活用方法を例示する。

4 工程分析 同　上

作業分析、既定時間法、標準資料法などを示

5 作業管理
し、作業方法・時間の設定ど標準化について説

ｭ。それに関連して、複式活動分析の考え方と

?pのしかたを示す。

木　村　俊　郎

i国際協力事業団）

設備能力の決定問題について、待ち行列モデ

待ち行列と設備能 ルと確率モデルの導入の必要性を説く。一：般の 横　山　雅　夫
6

力の決定
待ち行列問題に対するモンテカルロシミュレー

Vョンによる解方法澄よびM／Mについて説く。
（放送大学助教授）

作業負荷を平準化するためのうインパランシ

ングの手法に：ついて説く。ラインバランス効率、

7 ラインバランシング 山崩しの考え方とともに、ジャックソンの列挙 同　上

消去法および位置：重み値を用いる方法について

説く。
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回 、テ　　　一　　　マ 内　　　　　，　容 担当講師
i所属・氏名）

生産計画における意思決定の線形計画法によ

8
線形計画法による

るモデル化をとりあげる。具体的解法の手段と

ｵて、図式解法、シンプレックス法による解の 横山　雅夫
生産計画 求め方について説く。

複数の仕事をいくつかの機械で処理するとき

スケジューレング の日程計画について説ぐ。ガントチャートによ

9 （診で餅多〉
って問題の意味を説く。また、ジョンソンの解

@について例示する。

同　上

プロジェクトに含まれる仕事の先行順位が与

スケジューリング えられたときの進度管理を行なう手法として

10 （プロジェクト・タイフ） PERTをとりあげる。アローダイヤグラム、日
�v算、クリティカルパス、人員配置、3点見．

同　上

積り、時間短縮の求め方とその意味を説く。

最適割当問題、輸送問題をとりあげ・それら

の実際的意味を解説するとともに、わずかの計

11 作業割当と輸送計画 ：算努力で解くことのできるハンガリア法などの 同　上

アルゴリズムについて説く◎

資材調達に関する各種資材発注方式について

示す。また、それと関連して、安全在庫数量の

12 資材調達 各出算出方法について示す。さらに、外注への 秋　庭雅夫
考え方と管理の課題を示すq

なぜ在庫されているかの理由を体系的に明ら

かにし、在庫ゼロ方式への取組み方を示す。ま

13 在庫管理 た、生産計画と在庫管理とのかかわりあいを示 同　上

すとともに、大量効果に・基づく経済的発注数量

の求め方について説く。

目標を重点的に展開して生産を合理化する方

式、対策の体系的な選定について示す。

14 生産合理化 同　上

生産自動化の構造を示し、トランスファ方式、

群管理方式などの方式ならびに機器を例示する。

15 生産自動化 さらに、自動化の経営効果とそこでの課題につ 同　上

いて説く。
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＝＝ o営分析と財務管理＝：（R）

〔主任講師：小林靖雄（放送大学副学長）〕

全体のねらい

　企業の資本調達および運用め管理と㍉｝う広い立場で財務管理を扱う。経営分析についてもこの財務

管理との関連で考察する・基礎的、原理的考察を中心とするが、随所で、日本の企業の財務問題にも

ふれて説明する。本科目の履修には、会計学に関する基礎知識をもっていることが望ましい。

回 テ　　　＿　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
財務管理の意義と

o営分析
小林靖雄

i放送大学副学長）

2
企業財務の基本原

･

　企業財務に関する古典的原則を、財務流動性（財務均衡）の原則、財務安全性の原則、財務経済性の原則について説明し、そのうち財務安全性と財務経済性の要求との調整について、資本コストと財務危険との調整として論ずる。

同　　上

3 長期資本の調達

　株式会社企業における長期資本の調達について、

博ｮ、社債、長期借入金による資本調達につき、

ｻの内容を説明する。 同　　上

4
短期資本の調達と

窓煬Jり

　短期資本の調達について、まず正味運転資本の

T念を説明し、ついで短期借入金、買掛金、その

ｼの短期負債による資本調達を説明する。さらに

窓燉¥算：の編成および資金運用表について概説す

驕B

同　　上

5 内部資本調達

　内部資本調達としては、留保利益と毎期の減価

梛p費が主要なものであるが、特に減価償却費に

鞄魔ｷる部分の資金化とその設備投資への充当に

謔驕gローマン・ルフチ効果”について．その内

eを説明する。

　　　　　「

ｯ　　上

6 資金の時間的価値

　資金が時間的価値を持つ理由を述べ、現在価値

ﾆ終時価値の計算方法を述べる。ついで、資金の

ｬれの時間的調整を行う方法を取り上げ、この資

烽ﾌ流れが無限に続く場合を取り上げる。

　古　川　浩　一・

i東京工業大学助教授）

7
設備投資の意思決
閨i1）

　確実性の状況の下での設備投資の経済的評価の

菇@として、原価比較法、会計的利益率法、回収

匇ﾔ法、現在価値法、内部収益率法、収益性指標

@の算定方法を取り上げる。
同　　上
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

設備投資は、その結果を必ずしもはっきり経済
的に評価しにくい問題をもっている。そこで、不

8
設備投資の意思決 確実性と関連をもつ回収期間法を再検討し、リス

Nに関連する情報を設備投資の評価の中にどのよ 古　川　浩一
定（2） うに取り入れるかを検討し、予算制約がある場合

の問題を取り上げる。最後に、・設備投資のもつ戦
略的な意味を検討する。

経営分析の発展を概観し、その進め方を述べる。

9
経営分析の意義と

ｭ展

そして、経営分析の重要な資料である貸借対照表

ﾆ損益計算：書とについて、その基本的な特性を検

｢する。

同　　上

企業の収益性を分析するために、各種の売上高

10
収益性と生産性分

ﾍ

利益率の求め方と意味を取り上げ、ついで各種の

走{利益率の求め方と意味を述べる。また、生産

ｫ分析の方法を述べる。これらの：方法はわが国の．

同　　上

資料を用いて説明される。

企業の支払能力を短期流動性と長期流動性ない

11
財務流動性と安全

ｫ分析

し安全性の分析方法として取り上げ、各種の比率

ﾌ求め方とそれらの意味を述べる。ついで、回転

ｦと回転期間の分析方法に触れる。

同　　上

企業が資本市場でうける評価は企業の資本調達

12
企業評価と資本市

能力にも関連する。企業が資本市場でどのように：

]価されるかを、完全市場という分析のための仮
闢Iな市場を想定して検討し予企業の資本構成が

同　　上

その価値にどのような関係をもつかを述べる。

企業合併は企業間の提携よりも密接な結合で、

当事者企業にメリゾトを与える』と同時に、財務面 村　松　司　叙

13 企業合併と財務 でも難しい問題も投げかける。 （成践大学教授）

今日では多くの企業が国際的活動を営み、そこ

14
為替レーート変動と

総ﾛ財務

で最初にぶつかるのが外国為替レートの変動問題

ﾅあるが、この問題をとりあげる。 同　　上

前章までの諸考察をまとめ、特に諸外国との比

較に：より、日本の企業が直面し、かつ解決すべき

15 ま　　　と　　　め 財務管理上の問題点について説明し、まとめとす 小林靖雄
る。
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＝＝ Y業社会学＝（R）
〔主任講師：松島静雄（日本大学教授）〕

全体のねらい

　今日の産業社会学は戦前の繹営社会学、：職業社会学等と異り、人間が三三的意図的に構成したアソ

シエーション、就中社会生活に重要な意味を持つようになった企業及び労働組合等の集団的特徴を分

析する所に特色がある。ここでは従来の成果を示しつつ、主として企業経営、あわせて労働組合の集

団的特徴を考えて行く。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

①産業社会学の発生、②産業社会学の対象、③

1 産業社会学の性格
産業社会学の方法

松　島　静雄
i日本大学教授）

①組織の概念、②ウエーバーのビウロクラシー

論、③義務と権限の分配、階層性の論理、規則の

2 企業と組織（1） 優位性、技術的有用性 同　　上

①フィヨールの組織論、②ライン・タイプとラ

イン・スタッス・タイプ、③テイラーと職能組織、
3 企業と組織⑪ ④組織の基本的性格、⑤職位、職務、職種 同　　上

①組織人としての行動の要請、②公人と私人の

態度の使い分け、③組織の重層化の悩み、④繁文
4 企業組織と入間（1） 褥礼、能率の低下、⑤人間歯車となり全体的目的 同　　上

が理解され難くなる。

①従業員の自己疎外、②組織の顕在的機能と潜

在的機能、順機能と逆機能、③マグレガーのX理
5 企業組織と入間⑳ 論とY理論、④余暇志向の増大、⑤感情の論理の 同　　上

回復と人間関係

①ホーソン工場の実験一照明実験、②労働科学、

入間関係論の発生 ③継電器の実験、④従業員の態度とモラール、⑤

6
とモラール

インタビュ・一 同　　上

①配電器巻線作業観察室の実験、②人間関係と

7
入間関係とインフ

Hーマルな組織

インフォーマルな組織、③インフォーマルな組織

ﾌ性格、④集団の実態概念としての人間関係 同　　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 小集団論と行動科学

　①組織と人間、②経営哲学としての人間関係、

B小集団論の発生、④グループ・ダイナミックス

ﾆ小集団の性格、⑤行動科学の発達 松　島　静雄

9 リーダーシップ

①ヘッドシップとリーダーシップ、②り一ダー

Vップの調査、③リーダーシップの性格、④企業

ﾌり一ダーシップと組合のリーダーシップ 同　　上

10
企業・労働組合と

n域社会

①ホーソン工場の実験への批判、②労働組合、

J使関係の研究、③ウォトーナー・ローのヤンキ
[シティのストライキの研究、④地域社会と企業、

Dフォーマルな組織とインフォーマルな組織の統．

同　　上

11
企業経営の日本的
ﾁ質（1）

①集団主義的、②終身雇用、③年功賃金、④そ
ﾌ他の特質：

同　　上

12
企業経営の日本的
ﾁ質（H）

①日本人の人間関係の特色、②職場運営の日本

I特質、③大企業と中小企業、④日本的経営の意

｡ 同　　上

13
日本の労働組合運

ｮ

　①日本的経営の成立時期、②労働運動の第1の

mV揚期、③第2の高昂揚、④労働組合運動と日
{の労使関係、⑤企業別組合の優位性 同　　上

14
技術革新と日本の

驪ﾆ

①MEの発達、②昭和30年代の技術革新と今回

ﾌME化、③労働の質の変化、④技術革新と職場

g織、⑤日本的経営と技術革新 同　　上

15 日本的経営の今後

①日本社会の高齢化、②昇進の能力主義化、③

E務遂行能力にリンクした賃金へ、④変：革のない

I身雇用、⑤日本における能力主義 同　　上
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＝産業地理学＝＝（TV）
　　　　　　　　　　　〔主任講師：竹内啓一（一橋大学教授：）〕

全体のねらい
　地表に：おいて展開されている経済活動は、空間的位置関係について見る場合、全く無秩序に展開さ

れているわけではない。また、国民経済というものは、その内部を生産要素がまったく自由に移動す
る均質な空間でもない。ある場所で、ある経済活動が営まれるのはどのような理由によるのか、そし

て、その経済活動は他の場所の経済活動とどのような関係をもっているのか、そして、このような関
係を通じて空間の構造化、あるいは空間組織の形成がどのようにしてなされているのか、これらのこ
とを理論と現実の分析とから考察するのが産業地理学である。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

産業地理学とは何かということを、経済活動が

1 産業と　地理
もっている空間的側面と、古くからの学問である

n理学との関係から考える。 竹　内　啓一
i一橋大学教授）

経済活動の不均等な発展は経済的地域分化を生

2 経済的地域分化
ぜしめ、国内的、国際的な地域問題をひきおこす。

ｱこでは、経済的地域分化の諸理論を検討する。 磯　部　啓三
i三蹟大学講師）

経済地域内部が、また、経済地域相互がどのよ

3
中心地と地域の重

w構造

うに組織されるかという点を、中心地理論を取り

繧ｰて検討し、その有効性と限界を考える。
同　　上

工業活動の形成を、いくつかの国民経済を事例

4
工業の地域的構成

ﾆその変動

にして考察する。その際、各国民経済の世界史的

ﾊ置づけ、再生産構造の特色の理解を踏まえて、

H業の地域的分化の実態の確認し、それを説明す

山　本　健　児

i法政大学助教授）

る諸理論の有効性と限界を考える。

農業活動の地域的分化を、いくつかの国民経済

を事例にして、考察する。広義の農業の特色を念

5 農業の地：域的構成 頭において、農業の地域分化を説明するための理 同　　上
論の有効性と限界とを：考える。

取り引きされる財貨、サービスをいくつかに分

6
商業・サービス業

ﾌ空間組織

類しながら、その空間的移動が、国民経済、ある

｢は大部分圏内部でどのようにして重層的、階層

Iな空間組織を形成しているかを分析する。
竹　内　啓一一

交通、通信は、近年の情報革命によって、その
産業としての性格が急速に変化してきている。ま

7
通信・交通と空間

g織

た、交通、通信ともに、インフラストラクチャー
ﾉ大きく負うが、同時に、これらの施設が大きな
O部経済をつくり出す。以上の視点がここで問題

同　　上

になる。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

一

労働力の空間的移動が、なぜ発生するかを経済

学的に考え、それによってもたらされる諸問題を

8 労働力の空間的移動 検討する。 山　本　健　児

国民経済を構成する諸地域の間の経済的格差に

ついて、いくつかの事例をもとにして考察し、こ

9 国内の地域格差 れを説明するための諸理論の有効性と限界とにつ 同　　上

いても考察する◎

国家の間の経済的格差には、産出高あるいは所

得の水準のみでなく、さまざまな社会的ストック

10 国際的な地域格差 あるいは広義の福祉も考慮にいれて研究きせなけ 竹　内　啓一
ればならない。

都市は経済活動の装置であるとともに冬季の社

11
都市に澄ける空間
I不平等

会生活あ場でもある。しかし、その内部には不平等

ｪ存在し、この不平等が、空間的な形をとって現

ﾛすることがある。この問題について、理論的お

磯　部　啓　三

よび政策論的考察をする。

政治権力はそれ自体さまざまな性格の空間組織

を形成し、それを通じて、産業の空間的構成を規

12 権力と産業地理 回するが、移動、立地などの空間的側面をもつ経 竹　内　啓　一一

済的意志決定にも直i接的影響を与える。

人間の活動は、自然界の物質体型の一一部をも構

13
エコロジーと産業

n理

成している。人間活動をそのような側面でとらえ

ｽ論理であるエコロジーの論理とも結びついた広

`の産業地理を分析する視点を考える。

同　　上

観光関連産業やファッション産業のようにある

特定の価値観にもとつく人間行動を前提にして成

14 文化と産業地理 立している産業がある。このような文化的価値観 磯　部　啓　三

と産業との関連を、いくつかの事例をもとにしな

がら考察する。

分権的か集権的か、市場機構がどの程度まで重

要な役割をになっているか、これらの点での経済

15 経済体制と空間組織 体制の相違によって、経済活動の空間的関連の様 竹　内　啓　一

子がどのように相違するかということを、地域政

策のあり：方をも関連させて考察する。
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＝＝ Y　業　　と　情　報　＝（R）

〔主任講師：加瀬滋男（放送大学教授）

全体のねらい

　近時企業環境の複雑化に伴い、経営に関する情報の重要性は、以前にも増して広く認識されるよう

になった。他面・情報の処理や伝達の技術も、文字どおり日進月歩の様相を呈しつつある。この時流

に沿い・企業内外の技術情報を中心に産業と情報の関連を論述する。・また随時、一般産業人の情報に

対する望ましい心構えにもふれる。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
情報概論（1）一情報とは何か一

　情報一般、ビジネス情報についての若干の特徴

�qべ、本講義を進める上でのイメージとコンセ

塔Tスの確立を試みる。
加　瀬　滋　男

i放送大学教授）

2
情報概論②一情報活用一

　情報の探索と収集の具体的方法、収集から活用

�oて、保管・管理に至るまでの実際的手法を解
烽ｷる。 伺　　上

3
情報の収集（1）一技術情報の種類一

　技術情報の種類を、形式・生産場所・加工度か

逡ｪ類し、i次情報の種類と特徴に関しては、特
ﾉ詳しく講述する。 同　　上

4 情報の収集②
齒﨣�ｲ査一

　情報調査の要点を論ずるほか、2次・3次情報の活用法を示唆する。主な総合情報機関や各種の

ｶ献・資料も紹介する。 同　　上

5
情報の収集（3）

齒﨣�沚�

　情報検索の発展過程と内実につき説き、次に情

�沚�ﾉ関連してデータベースの基礎的事項を略

烽ｷる。 同　　上

6 情報の創出ω
齒﨣�Y出の意義一

　情報の研究・開発に対する個人や企業の責任の

d要性を強調し、研究者や技術者も情報流通活動

ﾉ積極的参加を促す。 同　　上

7
情報の創出12）
齔V情報の産出例一

　最近新素材として脚光を浴びているファインセ

Zラミックスの重要特性である曲げ強さデーータの

�ﾍ例に、情報の創出を解説する。 同　　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

前章で提起された新しい情報から、関連情報の

8

情報の創出（3）一関連情報への

@　　　　　展開一

産出へと展開されて行った事例を呈示する。
加　瀬　滋　男

i放送大学教授）

9

オフィスオートメ
[ション（1）一〇Aの内容と

　OAの目的・対象・手段に：ついて述べ、OAの冒

ｴすところを明らかにする。日米のOAの相違お
謔ﾑOAの影響にも話を進める。

魚　田　勝　臣
i慶応義塾大学非常勤講師）・

その影響一

10

オフィスオートメ
[ション（2）一〇A機器の

　OA機器の主なものを概説し、通信手段・通信

K約の標準化にもふれる。また、OAへのアプロ
[チの方法について解説する。 同　　上

活用一

11

オフイ・スオートメ
[ション（3）一〇Aの近未来

　OA機器の変化の傾向について論じ、飛躍のた

ﾟに基礎的な研究の確立と日本独自のOAの展開
ﾌ必要性を強調する。 同　　上

像一

各種データ通信サービスの要点を概説し、電気

12
情報の伝達（1）
鼈黹 fータ通信一

通信事業法を解説してから、最近とみに叫ばれて

ｫたVAN（付加価値通信網）にも言及する。
加　瀬　滋　男

i放送大学教授）

電気通信システムに関する国（郵政省）の構想

情報の伝達② を要約し、あわせて情報通信産業の強化策の概要

13
一行政面に論ける
@電気通信の長期

も解説する。 同　　上

構想一

産業人が情報産業を理解することの意義を強調

情報産業ω してから、情報処理技術者試験を例示して読者

14 一産業入と の情報ぺ向けての関心を高め意欲を鼓舞する。 同　　上

情報産業一

総合商社の新情報商社への転針を例に新情報産

情報産業（2） 業の胎動を瞥見するほか、諸産業の情報部門にふ

15 一産業の情報化と さわしい人材の育成にも論及し、本講義の趣旨を 同　　上

情報の産業化一 総括する。
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＝産業と企業＝（TV）
〔主任講師：黒沢一・清（東京工業大学名誉教授）〕

全体のねらい

　産業という巨視的現象も、他方企業という微視的・主体的存在も、それぞれ専門的に研究され得る

対象であるが、本講では、こうした産業と企業との、まさに相互作用領域をユニークな対象とし、そ

こに現われる旧いきとした現象を把握する方法と理論とを与えようとする。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

産業一企業系が多元・重層構造をもった実体で

1

序　論：

Y業一企業系研究
ﾌ方法

あることが述べ、これを把握するための方法論を

W開する。 黒沢一清
i東京工業大学名誉教授）

メタ構造を、入聞と自然との相互作用系及び人

産業一企業系の構 間と入間との相互作用系との交絡構造として把握

2
造（1）

する。 同　　上

産業一企業の相互作用系の重層的な仕組みを解

産業一企業系の構
明する。

3
造12）

同　　上

産業と企業との相互作用関係の在り：方を把握し、

業界で生起する諸問題が、解決されてゆく過程を

4 産業組織一企業系 解明する。 同　　上

社会経済一二三一企業を結ぶ経済成果としての

産業一企業系の成 付加価値の性格を中心に、経済成果分析の方法を

5
果の構造連関

論じる。 同　　上

6

産業一企業庁にお
ｯる生産性・収益
ｫの関係とその分

　産業レベルの経済成果と企業の主体性を表現す

骭o済成果とを統合・連結した成果分析体系を考

ｦる。 同　　上

析

独占禁止政策の構造を解明し、近年に行われた

7
独占禁止政策と企

ﾆ

大型合併の例をとりあげる。

同　　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

経済的・社会的劣勢のために、相対的に低い経

8
中小企業政策と企

済的社会的地位に追いやられる。中小企業への政

��_じる。 黒　沢一清
業

中小企業者による協同運動を制度的に支持する

諸制度がある。制度と運動、及びそこにおける基

9
中小企業の組織化・ 本問題を考える。 同　　上
共同化

従来の工業立地論を反省し、現代的条件を考え
る。

10
産業一地域社会一

同　　上
企業系

プロダクティヴィティ・スキームの世界的・日

プ・ダクディヴィ 本的な経験を総括して、現代の基本問題を考える。

11 ティ・スキームと 同　　上

産業一企業系

労働生産性・賃銀
生産性・賃銀及び物価の問題を取り上げる。

12
および価格の関係
�ﾟぐる産業一企

同　　上

業系の基本問題

近代産業系における日本固有工業の存在意義を

13
伝統産業一近代産

ﾆ系に論ける企業

解明する。

同　　上

統計資料を活用して、先進産業諸国間及び発展

14
産業と企業の国際

＝途上諸国間の産業水準での比較研究を行う。
同　　上

競争力（その1）

企業レベルでの国際競争力の計測論的接近を試

’15
産業と企業の国際

｣争力（その2）

みる。

同　　上
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　　　　　　　　　　　　＝産　業　と　資　源＝　（R）

　　　　　　　　〔主任講師：黒沢一清（東京工業大学名誉教授）〕

全体のねらい

　産業と資源との交互作用域に発生している諸現象をどのように理解し、そしてその問題の解決のた

めに・どのような方針を打ち出すことができるかを考える。この複雑きわまりない現象の背後に横た

わる仕組みを明らかにし、それの動態を支配する法則性を解明し、産業活動に空ける資源問題解決の

洞察を与えようというのである。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 産業一資源系研究
ﾌ方法

産業資源問題とは一般にどういうものである
ｩを概観し．この問題を扱う学問的立場の特徴
�qべる。メタ資源論がその一般的な立場であ
驕

黒　沢一　清
i東京工業大学

@　　名誉教授）

2

産業一資源系の構
｢一その1：構造へ

@のヴィジョン

　世上一般にみられる資源問題の取り上げ方を吟味して．我々のメタ資源論のヴィジョンを示

ｷ。
同　上

3

産業一資源系の構
｢・一その露：メタ産：

@至論のカテゴリ
@一体系

　我々のメタ資源論がその上に展開される理論
Iな土台としての、産業社会への最も根源の水
?�F識するカテゴリー体系を与える。

同　上

4

産業一資源系の構
｢一その3二資源、

@資源論のための
@メタ構造とその
@カテゴリー体系

　前章の方法をより具体的に．資源問題の背後に横たわるメタ構造に応用し、展開する。

同　上

5

産業一資源系の構
｢一一その4：技術と

@資源の構造連関
@　　　　　　　ω

　産業資源とは、産業の組織的・技術的状態を
}介として把握された資源である。そこで技術
ﾌ構造及び資源の構造が解明されなければならな1ハ。

同　上

6

産業一資源系の構
｢一その5：技術と

@資源の＝構造連関
@　　　　　　　（2）

　前回にひきつづき、資源概念の構造的内容の
F識を深め．それによって資源問題の意味理解
ﾉ進む。

同　上

7
資源問題の基礎を
x配する諸原理と
ﾖ係

　資源問題を支配する原理の複合性が、ある種
ﾌ階統的な構造をもって仕組まれていることを
�ｾする。エントロピー増大法則、エコロジー
@則、人間社会を規律する法則などの関係であ
驕B

同　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

無機系鉱物をめぐる科学・工業・産業及び市
場・消費の関係の仕組み、そしてそこに生起す

8
無機系鉱物資源と

Y業
る産業資源問題を論じる。

黒沢一清

石炭・石油・天然ガス等の地下埋蔵の炭化水
素資源をめぐる産業資源問題を論じる◎いわゆ

9
地下埋蔵の炭化水
f系資源と産業

る石油危機問題をどう理解すべきであるか◎ 同　上

産業の血液といわれるエネルギーの問題を．
化石燃料問題・大自然エネルギー利用問題等に

10
エネルギー資源と

Y業
即して論じる。 同　上

生物圏は、人間の生物的存在を支える直接の
土台である。この生物再生産の循環系の中での、

11 生物資源と産業
生物資源一産業系の仕組みを考察する。 同　上

12

企業に於ける資源
竭閧ﾆそれへの適
梔^動

　企業という産業の行動主体の立場での資源と

ﾍ何であるかを考察する。まずは経営生産力と
o営資源との構造を解明する。 同　上

一その1：経営生
産力と経営資源

13

企業における資源
竭閧ﾆそれへの適
梔^動

　産業水準及び社会の水準で生起している資源・

Gネルギー問題への企業の適応行動の姿を、経

c者層の意識調査を通して考察する。 同　上

一その2：経営体
の適応運動

資源と産業構造とは、資源問題を媒介に相互
に作用しあう。第2次大戦後の事情のもとに展

14 資源と産業構造
冷した資源多消費型産業構造が、いまや資源節
�^、高次加工型産業構造に転換しつつある。

同　上

そこに生まれている基本問題を考える。

以上14回の講義を総括する。我々の研究方
法の背景にあるヴィジョン、国際関係の中での

15 総　　　　　　括
日本の位置づけと債務、資源問題と環境問題の
揶鼈齠I理解。そして国土資源と国民資源という

同　上

民族の主体性を支える資源への我々の実践、な

どがその軸である。
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＝産業と環境・＝（TV）
一産業一環境系の構造論的：解明一

〔主任講師：黒沢一清（東京工業大学名誉教授）〕

全体のねらい

　本講義は、産業とそれの環境との相互作用域を対象として、そこに生起する現象を構造的に把握し、
問題の解決への洞察を得るための基礎能力を養うことを課題としている。産業と環境の問題を、産

業にとっての環境としてだけでなく、同時に、むしろ入間にとっての環境の交叉域を、産業と環境と

いうフィールドで問題にしょうというのである。

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

産業と環境との相互作用域に生じる現象をそ

1
産業一環境系研究

ﾌ方法

の日常性に瞬いて観察し、我われの研究対象の

ﾁ徴を示し、かつはこのような現象を研究する

ｱとの現代的な意義を考える。

黒　沢　一　清

i東京工業大学

@　　名誉教授）

産業一環境系が、産：業社会の中に占める構造

産業社会のメタ構 的な位置を示し、これを把握するための方法と

2
、ま』 しての構造論の概要を示す。まず最初として、 同　上
旭 産業社会の根源（メタ）構造を規定する。

産業社会のメタ構造の規定を受けて本章では、

産業社会のメタ原 そうしたメタ構造を規律している原理、すなわ
3

理
ちメタ原理を論じる。 同　上

産業社会のメタ構造の内容を、多元・重層構

産業社会の一般構 造として描き、この一般的な意味内容を説明す

4
造

る。 同　」二

実体一構造一形態一機能という4つの次元を

S一：Fスキームの も6て構成されるS－Fスキームの論理と、こ
5

論理と操作
れをオペレーションする方法を述べる。 同　上

ノ 以上に議論されてきた産業社会の一般構造を

6

産
業
ニ
ー
環
境
系
の
構
・
仕

ふまえて、いよいよ我われの産業一環境系の構

｢を確定しなければならない。ここでは入聞一 同　上
旭 環境系の基礎¢）．上に、こめ系と産業一環境系と

が統一される構造が示される。

環境を産業・人間にとって外的なモノ、と見

る段階から、本章では、それを人間のタームで
7 意味論的環境 意味理解されたモノと見る、つまり意味論的環 同　上

境の議論に入る。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

前章の意味論の一般的理解の上に、ここでは

8
入間一環境系の総

㈲yび文化環境

人間一環境系の全体構造を示す。

黒　沢一　清

産業一自然環境系を支配する最：も基本的な諸

法則を規定し、それらの間の構造的関連性を明

9 環境管理の原理 らかにする。法則の階層性と止揚関係である。 同　上

産業一環純系の視野からのユニークな産業分

10
海の産業とその環

類を示し、まずその中の最も基本的産業として

ﾌ海の産業の環境問題を議論する◎海と人間を 同　上
境問題 媒介する漁業の意義である。

緑の産業、すなわち林業のもつ環境論的諸問

11
緑の産業と環境問

題の基礎を考える。森林と人問を媒介する林業

ﾌ意義である。 同　上
題

以上の諸事では、人間の外的環境と産業との

12
生命の産業と環境

関連を主として議論してきたが、本章では入間

ﾌ内的環境とこれにかかわる産業としての生命 同　上
問題 産業との関係を考える。医療及び医薬品産i業で

ある。

産業を一般的に取り上げてそれの環境問題を

考察してきたが、本章ではそれらをさらに特定の

13 産業一地域社会系 地域の上でいっそう具体的に考察する。地域社 同　上

会というフィールドが基礎である。

住民、各種産業、自治体等の、具体的な地域

14

ノ三一産業一自然コンプレックスの

Vステム・シミュ

における複合体。これこそが人びとの眼前に展
Jされている最：も具体的な“環境”である。そ
ｱに現われる問題としての環境の背後にある構
｢をモデルに描き、これを用いて実験を試みる。

同　上

レーション システム・シミュレーションの意義と役割りに
ついて論じる。

本講義の全体を総括して、この講義から我わ

15
産業環境系研究の

れはいったい何を学んだρか、そしてそうした

m識がこの社会でどういう意味を持つのか、我 同　上

総括と展望 われはこれによって、どのような産業的・生活

的課題を課されることになるのか、等を考える。
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＝交通と通信＝（TV）
〔主任講師：岡野行秀（東京大学教授）〕

全体のねらい

　一国の経済、世界経済の発展にとって、交通・通信は欠くことができない。国内的にも、また国際、

的にも・資源は地理的に偏在しており、これらの資源を有効に利用し、分業と協業を行なうためには、

交通と通信の発達が前提になる。産業の発展と生活水準の向上にとって、交通と通信がどのような役

割を果たすかを明らかにする。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 交通と通信の役割

1、交通と通信の意義

′�ﾊと通信の関係
＝@経済活動と交通・通信 岡　野　行　秀

i東京大学教授）

2
交通の発達と地域

J発

1．地域開発における交通の役割

Q．交通の改善の影響

R．交通条件と地価（地代）

@　　　　　　　　　　　　　　　　／

同　　上

3
交通（サービス〉

ﾌ需要

1．空間的移動の需要

Q．派生需要とその性質

＝@交通（サービス）の需要に影響を与える要因

S　交通（サービス）の需要の変動
同　　上

4 交通手段の特性

1．2つの特性
@　一交通（サービス）の質と費用構造
＝@トリップの費用
繻�ﾊサービスの費用構造
S　各交通手段の費用構造
T．混雑の費用

同　　上

5 運賃・料金の決定

1．運賃・料金の機能と役割

Q．運賃・料金の規制

＝@運賃形態

S　運賃・料金規制の問題点

T．道路の費用負担

同　　上

6 交通市場の変化

1．輸送構造の変化

Q．貨物輸送

R．人の輸送

S．交通市場の変化一競争市場へ
同　　上

7 主要諸国の交通政策

1．交通政策の目的と枠組み

Q．主要諸国の交通政策

R．交通調整

S．交通政策の評価
同　　上
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回 テ　　　・一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 現代の交通問題

1。鉄道の再編成一国鉄の分割・民営化
＝@規制緩和
＝@都市交通
S　入口稀薄地域の交通
縺@外部不経済の問題

U．展望

岡　野　行秀

9
通信の発達と経済

ﾐ会

1．電気通信の役割

?@テレコム・ネットワーク

＝@テレコム・サービスの種類

S社会へのインパクト
T．テレコムの政策課題

南　部　鶴彦
i学習院大学教授）

10 通　信　需　要

1．市場と取引の形態

％d話需要の形態
＝@電話需要の今後 同　　上

11 通信サー’ビスの供給

1。テレコム・ネットワークの3要素について　　、

Q．ネットワークの形状について

R．ネットワークと規模の経済性について

S．テレコム・ネットワークの特異性について

同　　上

12 通信料金の問題

1．市場メカニズムと競争

Q．規模の経済性と供給

＝@ネットワーク型消費と需要

S．固定費用と平均費用

T．独占と規制

同　　上

13 政府規制の問題

1．供給の形態

Q．規制の特色　．

R．内部相互補助の問題 同　　上’

14 海外の規制制度

1．各国の特色

Q．アメリカ

R．イギリス

S．　フランス

同　　上

15
通信の将来と通信

ｭ策

1．国際電気通信の特色

Q．国際通信のネットワ∵ク

＝@国際通信料金

S．国際機関

T♂通信の将来と政策課題

　　同　　上

i岡　野　行秀）
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＝流通と商業＝（R）
〔主任講師：鈴木安昭（青山学院大学教授）〕

全体のねらい

　われわれの生活にも、また企業の生産活動にも、流通活動は不可欠である。その中心的な担い手である

商業は就業人口の二割余が従事している。そのような重要性にも拘らず流通や商業は十分理解されてい

ないどころか誤解されてもいる。本講座ではそれらを理解するための基礎知識を平易に解説することを
目的としている。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

流通は必要悪で無い方が良いのだろうか。そ

1
流通の社会的役割
@　　　と流通機構

れとも流通は望等しい社会的役割を果している

ｵ、今後も一層必要性を増してくるのだろうか。

ﾜず流通とは何かという基礎から始め、そのた

鈴　木　安　昭
i青山学院大学教授）

めの社会的な仕組みに注目する。

流通の社会的役割の達成には流通機能が遂行

される必要がある◎社会的分業の結果として生
2 流通機能（1） 産しない財は購入して所有権を入手しなければ

同　土
消費できず、また購売を目的として生産が行わ

れるが．そこには危険が伴うことも理解する。

消費したい場所、消費したい時に生産される
ことは少ない。この生産の地点と消費の時点の

3 流通機能（2）
懸隔（へだたり）は輸送され．保管されること
ﾉよってうめられる。さらにその過程において、 同　上

集められ、分割され、あるいは新しい組合せが
作られる◎

消費に関する情報をもとに生産され、生産さ

4 流通機能（3）
れた商品に関する情報を伝達して消費の意欲を

ｷ起する。それに対して消費者から購入の意図 同　上
が情報として伝達される。こうして情報を伝達

することが流通の不可欠の要素となる。

流通機能は多くの担当者に多様iに分化して遂

5
流通機能担当者の
@　　分化と統合

行されるとともに分化していたものが統一され

驕Bそこには不可欠の生産者と消費者とともに

ｵ売業者と小売業者、さらに輸送業者や広告業
同　上

者など専門機能業者が参加する。

われわれの生活にとって流通活動はどのよう

：な意義があり、また福祉とはどのような関係であ
6 消費者と流通 るか、消費者の買物場所選択行動の基礎にある 同　上

もの．消費者の買物費用．そしてそれらが小売

業に与える影響などを学ぶ。

生産者は財の生産に必要な原材料や機械・設

備の購入に関して、そして生産した財の販売に
7 生産者と流通 卜いて流通機構と深いかかわりをもつのみでな 同　上

く、生産した財の最終的な販売にいたるまでも

管理の対象とするにいたっ：た。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）・

8 商業の存立基盤

　生産者と消費者の中間の部門として商業部門

ｪ存立し、しかもそれが存立するほうが社会的

ﾉ合理的である場合の根拠は何だろうか。さら

ﾉ商業内部が多段階になる場合も考察しなけれ

ﾎならない。

鈴　木　安　昭

9
小売業の役割
@　　　　　と機能

　流通機構のうちわれわれ消費者にとって最も

g近かな存在である小売業の果す社会的役割を

m認し、その果している流通機能を整理してみ

謔､。

同　上

10 小売業の構造

　小売業は多様な単位を構成要素として成立っ

ﾄいる。その全体と変化の方向を把握するため

ﾉ、それを規模別、業種別、地域別そして形態

ﾊに整理し、それらの変化を、環境諸要因とか．

ｩわらせて学ぶ。

同　上

11 小売業の諸形態（1）

　小売業の店舗、企業そして企業間の組織には

ｽ様な形態がある。百貨店、スーパー、専門店

`ェーン・ストア、中小小売業者、ボランタリ

[・
`ェーン、フランチャイズ・システム、商

X街、ショッピング・センター、生活協同組合

ﾈどの諸形態の特微を知るばかりでなく、その

謔､な諸形態がなぜ生ずるのか、同一名称で呼

ﾎれていればそれらは同質なのかζ新形態の出

ｻについての試論にはどのようなものがあるか

ﾈどを論ずる。

同　上

12 小売業の諸形態（2） 同　上

13
卸売業の役割
@　　　　　と機能

　卸売業は一般的には小売業よりも理解し難い

烽ﾌであろう。ここでは卸売業が果している会

ﾐ的役割とその機能を整理し、さらにその存立

赶ﾕに影響を与える諸要因を考察する。
同　上

14 卸売業の構造と
@　　　　　諸形態

　卸売業には巨大な総合商社から、食品など業

﨑ﾊ総合卸売業者、地場産業と密接に結びつい

ｽ産地的な市場を対象とした零細卸売業者、輸

oあるいは輸入を地域的品目別に扱う専門商社

ﾈど多様な構成要素が存在する。

同　上

15
流通・商業に
@対する公共政策

　流通・商業のあり方に対して、政府や地方公

､団体は公権力によって介入している。それら

ﾍより望ましい方向を自認して、民間の経済主

ﾌの行動を規制し、助成し、あるいは紛争の調

ｮを行っている。

同　．上
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　　　　　　　　　　　＝＝サービス産業論＝＝（R）

　　　　　　　　　　〔主任講師：磯部浩一（放送大学教授）　　　　　古郡靹子（明海大学教授）〕

全体のねらい

　われわれはサービス産業を、勿論1つの産業として研究する。然し、高度成長をへて成熟段階に達
した現代産業社会には、産業構造の大きな変動が進展している。その変動要因の1つはサービス経済

化である。われわれはサービス経済化の実態と意義を明らかにし、サービス経済化とサービ界産業の

関連とサービス産業そのものを研究する。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 サーゼス産業の分析

　分析の対象領域を、狭義のサービス業から、理
鞄?ﾚ雛謙ll開過程の背後にある変動要因の1つをサービス経済化として規定する。次に、分析の基礎となるサービスの意味、性質、種類などについて検討。

磯　部　浩一
i放送大学教授）

の

広義のサービス産業は、統計的には第三次産業

2
第三次産業の長期

I動向

として、近似的に把握できる。わが国の第三次産

ﾆの：就業者構成比は、第二次世界大戦後に著しく

搗蛯ｵたこと、経済発展と第三次産業の関連につ

同　　上

いての統計的分析の成果を明らかにする。

第三次産業のなかに含まれる狭義のサービス業
に注目しながら、第三次産業のなかでも、とくに
サービス業の就業者構成比の増加傾向の大きいこ

3 サービス産業の成長 とを明らかにする。家計消費における「モノ」離 同　　上
れとサービスへの移行化傾向、サービス経済三三
向が低成長経済のもとでも継続していること、そ
の理由を明らかにする。

サービス経済化の進展にともなう問題点、進展

4
サービス経済化と

Y業構造

の実態と限界を明らかにし、サービス経済化のメ
Jニズムを再検討する。産業のソフト化につい8

ﾄ
も
ふ
れ
る
。

同　　上

サービス産業は現在、生成分化の変化の過程に

5 サーゼス産業の分類

ある。サービス産業の現状を分析するためには、

ｻ行の利用しうる統計では十分でない。現行の日

{標準産業分類における問題点を検討し、今後の

古　郡靹　子
i明海大学教授）

分析のために必要な統計のあり方を考察する。

サービス経済化の進展状況を就業構造の側面か

6
就業構造のサービ

X経済化

らとらえる。産業別・職業別就業構造の変化を概

ﾏし、サービス経済化の実態、サービス雇用の特

･などを明らかにする。

同　　上

サービス経済化に伴い、労働市場では構造変化

が起きている。ここでは、就業形態の多様化、労

7
サービス経済の労 働力の流動化・2極分化・不分明化などの問題を 同　　上
働問題 とりあげる。
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

サービス経済化の雇用へのインパクトを考える。

8
サービス経済化の

サービス経済化のメカニズム、労働生産性上昇の

j害要因、サービス経済と景気変動の関係などに 古郡三子インパクト ついて論じ、サービス経済の評価を行う。

本格化するサービス経済社会に向けての具体的

9
サービス経済化と

ﾙ用対策

な労働対策を考える。労働需給のミスマッチを解

ﾁするための対策．変化に適応できる人材の開発

ﾌ問題などをとりあげる。
磯　部　浩一

サービス経済誌は家計のなかでも進展している◎

10
家計のサービス経

家計の消費と貯蓄の動向、家計消費のサービス化

ﾌ実態と背景を明らかにし、今後の消費の方向を 古　郡三子
済化 探る。

医療、教育、福祉などの公共サービスの実態と

11
政府とサービス経

問題点を明らかにする。公＝共サービスの特性、公

､サービスにおける政府の基本的役割を考え、公 同　　上
済化 共サービスのあり方を検討する。

企業のサービス経済化への関連、対応の経過を

12
企業とサービス経

考察する。はじめに製造業のサービス経済化ぺの

ﾎ応、ソフト業務の内生、外生の状況をとり上げ 磯部　浩一
済化 る。最後に、全産業について対事業所サービスに

ついてふれる。

業種別サービス業の成長と衰退を明らかにする。

13
サービス産業の盛

鰍ﾆ先端業種

最初にサー・ビス業の規模別構成、中小サービス業

ﾌ流動性と成長性、’サービズ業の低成長業種と成

ｷ業種、さらに、サービス業の先端業種をとりあ

同．　上

げる。

14
サービス経済化と

総ﾛ経済

　国際経済的視点からサービス経済化を比較する
ﾉは、多くの制約点がある。この点を前提＝とした
､えで、主要諸国のサービス経済化の進展状況、
Tービス経済化の内容、そしてサービス消費支出
ﾌ国際比較とを行う。次に、サービス貿易の具体
痰ﾆ定義をとり上げ、サービス貿易の現状を説明

同　　上

する。

展望を行うための前提を明らかにしたうえで、

サービス経済化の限界、物財生産部門のサービス

15 サービス産業の展望
化、ソフト化、さらに産業の「融合化」現象をと

閧?ｰる。次に展望の手がかりとして参考になる
同　　上

調査結果を紹介し、ついで、サービス産業におげ

る企業規模の問題、消費者のあり方などに：ふれる。
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＝中小企業論＝（R）
〔主任講師：磯部浩一（放送大学教授）〕

全体のねらい

1970年代以降、世界各国の中小企業に対する国民的関心は大きな高まりを見せている。わが国のこれ

までの特殊・日本的と考えられていた中小企業問題は、日本経済が先進国段階に：到達した現在、国際的

視野からとらえ直す必要がある。出来る限りこの観点を加味することが、この中小企業論の狙いである。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

研究的視点から中小企業の全体像を客観的にと

らえ、経営と政策の対応に役立つ基礎的認識を与 磯　部　浩　一
1 中小企業論の課題 える。

（放送大学教授）

中小企業問題の荷い手である中小企業者、行政

中小企業問題の 当局．研究者が、どのように問題を認識し、分析
2 し、政策的対応をなしたか、その推移を明らかに 同　上

展開と政策の推移 する。

中小企業問題の社会的意：識化の過程に論いて、

いかなる政策的対応がなされたか◎その根拠とな
3 中小企業理論の形成 つた問題分析の理論はどのようなものであったか 同　上

また、どのように理論形成は進展したかを明らか
にする。

中小企業を調査するためには、中小企業の主義
が必要であり、中小企業の施策には法律的な定義

4 中小企業の定義 が必要である◎中小企業研究は、中小企業とは何 同’

か、という質問で始められ、研究の到達点におい
ても、同じ問がなされる。動態的な国民経済の中
の構造的存在が問われる。

中小製造業、中小商業、中小サービス業者の国

中小企業の 民経済講造に論いて占める地位、生産、下請、流
5 通、輸出、雇用に齢いて占める役割を明らかにす 同　上

地位　と　役割 る◎

大企業との相互関連の中で製品・労働・金融・

日本経済の構造的 資本市場に向ける中小企業の特質を明らかにし、
6 その役割と問題性とを、とくに1970年代以降の 同上

特質と中小企業 国際的観点で明らかにしたい◎

流通機構と中小工業、中小商業（卸・小売業）
の流通問題を明らかにし、対応策としての組織化

7 流通機構と中小企業 にもふれる◎ 同　上
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

中小企業が大企業に敗＝退しないで存続しやまた

8

中小企業の存立条

盾ﾆ存立分野

は成長している条件と、大企業の中小企業への進

o対応策について検討する。
磯　部　浩　一

i放送大学教授）

下請としての中小企業の存立形態への性質、独

9
中小企業の存立形

立形態との比較、問題点の分析、国際競争力に澄

ｯる役割などについて考察する◎ 同　上

態と下請・系列

他企業に従事して経験をつんだ創業者と、二代

目の継承者は意識行動に差がある◎両者の比較や、

10 中小企業の経営者
大企業の経営者との比較をする。

@ベンチャービジネスにもふれる。

同　上

その特質を、企業規模の中小性について経営・

財務管理・マーケティングなどの諸側面において

11 中小企業の経営1
考察する。 同　上

その特質を業種的側面から考察する。伝統型産

業と近代工業型業種の経営比較をとり南げる。サ

12 中小企業の経営丑 一ビス経済化の進展にともない、中小サービス業 同　上

の経営にもふれる。

経済の講演的変動、公害問題、都市化、地方の

時代、高齢化社会の到来、サービス経済面、情報

13 環境変化と中小企業 化、国際化などの諸要因と中小企業との関連、対 同　上

応について考察する。

経済講造の変動が進展しつつある現在において、

中小企業者の自動組織としての申小企業の組織化

14 中小企業の組織化
の課題と問題点を検討する。 同　上

明治以後の政策形成、とくに第2次大戦後の過

程を考察し、先進国段階に到達した現状における

15 中小企業政策
問題点と21世紀にむけてのビジョンを考察する。 同　上
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　＝二技術史・技術論＝＝（TV）

〔主任講師：吉田光邦（京都大学名誉教授）〕

全体のねらい

　社会や産業の構造をつくる主要な枠組としての技術の意味、またその歴史的な変化を紹介する。で

きる限り現実の産業史遺物、また歴史的テキストを紹介して、具体的な姿を示すことにする。

回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 技術の　意　味

　代表的な中国、ヨーロッパの技術についての考え方を紹介。人類史のなかでの技術のあり：方について述べ．特にヨーロッパの特徴である永久機欄の考え方を説く。

　吉　田　光　邦

i京都大学名誉教授）

2 日本の技術史
鼾z業の場合（D一

　金、銀は人類の文明史のなかで特別の価値をも

ﾁてきた。しかも金、銀の物理的性質からその製
B技術はほぼ共通する。生野銀山跡を例として、

ｶ産技術の内容を紹介。

同　　上

3 ．日本の技術史
鼾z業の場合②一

　鉄、銅は実用金属として入類の文明とともに歩んできた。銅の製錬はほぼ世界に共通する。しか

ｵ鉄はその産出状態によって特殊の生産技術を生

�ｾ。日本では砂鉄を利用した独自のタタラ製錬：

@が発達。

同　　上

4 日本の技術史
齡_業の場合

　栽培農業は入費による・食物生産技術として、人

ﾔの技術意識に大きく関連する。そのため、日本

竰?曹ﾅは多くの農業テキストがつくられてきた。

]戸期以来のそれらを紹介して具体的な様相を紹
﨟B

同　　上

5 手　工　業　（1）

　木は世界のどこにでも存在する自然素材である。

ｯ時に木工技術は、その木のもつ特性、風土に強

ｭ影響される。自然に巧妙に対応してゆく技術と

ｵての木工を．江南（京都）の木工を例として説
ｭ。

同　　上

6 手　工　業　（2）

　西アジア、ヨーロッパは、アマ、羊毛を繊維の

f材とし．インドはワタ、中国や日本は、アサ類、

¥糸を素材とした。そこで各：地で独自の繊維製作

Z術が発達する。しかし織物となれば、その技術

ﾍ世界に共通である。

、　　同　　上

7
ヨーロッパの技術史

齊闕H業

　中世ヨーロッパの諸都市には、多くの：職入ギル

hがおり、工房も多く存在した。それらの実態と、

Z術の内容の紹介。「百科全書」をはじめとする

Z術書の紹介を試みる。
同・　上
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回 テ　　・一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 錬　　　金　　　術

卑金属を貴金属に変えるという錬金術は磁ヨー

鴻bパの技術思想を語る重要なもの。ここから多

ｭの化学的技術が生れた。その内容を紹介すると

ﾆもに、中国の錬丹術を比較する◎

吉　田　光　邦

9 機　械　技　術

　機械とエネルギーの問題は、ヨーロッパの技術

v想の重要な特徴である◎永久運動は、つねにヨ

[ロッパ技術の目標であった。ゾンカ・ラメリな
ﾇの技術テキストと、永久運動の分析◎

同　　上

1⑪ 産　業　革　命

　技術革新は産業革命を生んだ主要要素のひとつ

ﾅある。蒸器機関による新エネルギーの発見と．

ｻの応用による産業と社会構造の大きな変化につ

｢て述べる。

同　　上

11 技　術　教　　育

　徒弟教育は手工業時代の重要な教育システムで

?ﾁた。それは東西ともに同じである。それはや

ｪて学校システムによる教育体系として成長する。 同　　上

1：2 量産の　技　術

　19世紀になって部品の相互可換性が高まるにつ

黷ﾄ、量産システムが成立した。それは食晶には

ｶまり、兵器、そして名高いフォードのシステム

ﾆなる。それは現代の大量消費の時代を生んだ。

同　　上

13 日本近代と技術（1）

　江戸時代の末、外圧の影響によって幕府は軍事

Z術を中心とした工業化を進めた。お雇い外国人、

vラント輸入、また自力開発などが平行する。明

｡の新政府も同様の方針をとり、工部省はその中

Sとなった。

同　　上

14 日本近代と技術（2）

　農業社会としての日本を近代化し、ついで工、

､を発展させようとする方針は内務省によって実

sされた。富国強兵、殖産興業のラインである。

x岡製糸所など、国営工業による国家指導型の工

ﾆ化の歩みを述べる。

同　　上

15 技術　と　社　会

第2次大戦後の技術：革新は、コンピュータ、ロ

{ットなどを中心として、激しい勢いで展開し、

ｻれは多くの変化や社会や産業のなかに生んでい

驕B主として現代技術の問題を論ずる。

同　　上
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　　＝産業技術の動向1＝＝（TV）

〔主任講師：黒沢一清（東京工業大学名誉教授）〕

全体のねらい

　近年に顕著な先端的産業技術の動向の典型的な形態を取り上げて、それらの諸特徴と成果、その将

来への可能性及び社会的・経済的ならびに文化的関連性について考察する。産業技術の進歩の意味、

及び技術と社会とのかかわりにおいて見られる諸問題に講義の焦点があてられる。

回 テ　　　一・　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1

産業一技術系研究
ﾖのヴィジョン
[現代の産業技術
@の諸問題

　現代の産業技術の典型的な例をあげ、それらが

�Nする諸問題を題材に産業一技術系研究へのヴ

Bジョンを示す。
黒沢一　清
i東京工業大学名誉教授）

我々の研究課題の構造を解明する。まず最初に

産業一技術系の構造 この産業社会のメタ構造を一般的に論じ、それの

2 一産業社会のメタ 人間一自然系の構造を解明する。 同　　上
構造α）

前章にひきつづいて、ここでは人間一人同系の

産業一技術系の構造 構造、情報系とその構造を論じ、産業社会のメタ

3 一産業社会のメタ 構造の全体を示す。 同　　上
構造②

本章では前章までの議論を前提として技術の構
1

4
産業一技術系の構造

鼡Z術の構造（3）

造を示す。技術とは何か、生産技術と社会・人間

ｫとの関連性が構造論の水準で論じられる。 ’同’上

自動化の、産業技術進歩における位置づけとそ

の課題、自動化の技術・工学的基礎、さらに産業 森　　　政　弘
5 自動化技術と産業 目的・社会目的と自動化技術の関連性。最後に、

｢わゆる省力、省エネ、品質、技能、労働力市場

（東京工業大学名誉教授）

等との関連性、などについて論じる。

自動化は経済的にも社会的にも重要ではあるが、

英知をもって自動化を推進しなければ非人間化を

6 自動化と入口性 まねく。自動化と人間化という、普通には対立相 同　　上
剋する2つを、いかにして両立させ合一化してゆ

くかに関する、実例と哲理について説明する。

産業用ロボットの工学的原理と課題、産業にお

7
産業用ロボットと

Y　業　問　題

ける普及場面とそこにおける諸問題、効率、省力、

ﾛ全、労働問題等。 　長谷川　健介
i東京工業大学教授）
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回 テ　　　・一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

FAの工学上の基本問題。：FAの産業への実現

8
ファクトリー．オ

[トメーション

上の基本問題。生産力、生産コスト、省エネ、省

ﾍ、労働問題、管理上の諸問題等。
古　川　勇　二

i東京都立大学教授）

包装と自動化の工学上の基本問題。包装自動化

の意義と産業上の諸問題。 中　井　英一
9 自動包装と産業 （篠高高馨）

IC技術の技術史上の意義、産業生産力とIC。
生活とIC。産業組織。国際競争と摩i擦。 大　道　康　則

10 IC　と　産　業 （財）機械振興協会・

経済研究所主任研
究員

メカトロニクスの進展状況。産業生産力とメガ

メカトロニクスと
トロニ：クス。社会的、経済的及び文化的諸問題。

11
産業

同　　上

プロセス産業とは何か、プロセスオードメーシ

12
プロセスオートメ

[ションと産業

ヨンの手法、技術の変遷と今後の課題について述

ﾗる。
　杉　田　昌　質
i横河電機常務取締役

先端技術の将来動向、先端技術産業の地：域社会

13
先端技術と産業政
�i1）

における存立意義、および先端技術産業の立地特

ｫの吟味。

　土　屋　勉　男

i三菱総合研究所・

産業技術基盤と産業政策の視点、先端技術の諸

14
先端技術と産業政

類型、地域産業政策のあり方とその現代的課題。

同　　上
策（2）

15回にわたる現代の先端技術、産業化及び産業

の社会への影響についてρ諸問題を総括する・

15 総　　　　　　　括 黒沢一　清
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二産業技術の動向皿＝（TV）
　　　　　　　　　　〔主任講師：道家達将（東京工業大学教授）〕

全体のねらい

　今後の日本の産：業技術の発展の保障は．日本に澄ける基礎科学・基礎技術の創造的発展が達成される

か否かにかかっている。日本の最先端の研究室で行なわれている研究の幾つかを紹介し、産業技術の動

向を総合的に展望してみることにする。この研究は日本だけでなく人類の幸福のために必要であること

が御理解いただけよう。

回 テ　　一・　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 材料工学ID

L機材料工学

　高分子工学、有機新素材の薪究は、このところ

?ｵぐ進んでいる。どのような原料からどんな新

ﾞ料が生まれ、それが、どんな性質をもっていて、

ﾇこに使えるのかといったことを．具体例をあげ

ﾄ述べる◎

道　家　達　将

i東京工業大学教授）

kv　　　明
i東京工業大学教授）

金属工業、無機材料工業の研究も一変しつつあ

2 材料工学⑯ る。新しい金属つまり、これまでに知られなかっ

ｽような合金や、金属ともセラミックスともつか
道　家達　将
縺@藤和　弘

無機材料工学 ぬもの．不思議な働きをするニュー・セラミック （東京工業大学教授）

ス．さらには、有機と無料の複合した新材料など
の研究を紹介する。

今や自動制御は、生産機械はもとよ参、オフィ

3
機械工学　互 スや日常生活機器の中になくてはならぬものにな

ﾁているが、自動制御の本質が何かこれからどの
道　家　達：将

~谷　陽　二
自　動　制　御 ようになっていくかはよくわかってし（ない。ロボ

dトなどを例に使いながら自動制御研究の現状を
（東京工業大学教授）

紹介する◎

心臓移植つま参．ある人間の心臓を別の人間に

機械工学　題 移殖する：などということをせずとも、人間の心臓 道　家達　将
4

医　　　工　　学

より性能の良い人工心臓はできないものか、心臓
ﾉ限らず関節にしても、他の内臓にしても．人工
Iにつくることは可能である。その第一線の状況

笹　田　　　直

i東京工業大学教授）

を示す。

私たちの衣も住も、生産の場も日常生活品も、

化学工学　亙 すべてに合成品が使用されて澄り、合成化学が果 道　家　達　将

5 す役割は大きい。その合成化学は大きく変わろう 森　川　　　陽

合　成　化　学 としている。これまでのように高温だったり．過
モﾈ反応でなく．ソフトでまるで生物体内みたい

（東京工業大学教授）

である。そこに働くのは高度な触媒である。

ものをつくるのに、生物体内で起っているよう

化学工学　H な反応を使う。また、すでに発酵工業で使われて 道　家　達将
6 いるように微生物を使う。その微生物も、これま 相　沢　益　男

生　物　工　学 でにない能力をもったものを使う。安全性が保障
ｳれねばならない。その研究の現状を述べる。

（東京工業大学教授）

太陽光を電流にかえる。それはもう実現してい

電子工学① る。まだ効率が悪いという欠点がある。それが克 道　家　達　将

7 服されれば、こんなきれいなエネルギーはない。 高橋　　　清
太　陽　電　池 その研究の第一線を紹介する。 （東京工業大学教授）
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
電子工学　1

〟@成　化　学

　光通信はすでに現実のものとなりつつある◎光

ﾊ信とは何か．どこがどのようにすぐれているの

ｩ．現実にどのように使われるのか、今後どのよ

､になっていくのか。光通信工業の研究の現状を

ﾐ介する◎

道　家　達　将

ﾃ　屋一仁
i東京工業大学教授）

9
システム工学

艨@ら　ぎ現　象

　自然の動きも．人間の行動．とくに人間が心地
ﾇいと思う現象もすべて機械のような等間隔．等
ｬの運動に：貫かれているのでなく．ゆらいでいる

ｻの例は．風のそよぎであ夢、木材の木目の間隔
ﾉ見られる◎人間のシステムの不思議さを紹介す
驕

道　家　達　将

吹@者利　光
P東京工業大学教授）

1⑪
情報工学（D

pターン認識

　人間は見えるものをパターン認識している。パ

^ーン認識を数学的解析することによって．交字

�ﾇみとる機械．言語を聞きわける機械．翻訳機

Bなどが可能になる。その研究の基礎の最先端を

ﾐ介する◎

　道家達　将
@：飯　島　泰　蔵

i東京大学教授・東
檮H業大学名誉教授）

11
情報工学⑪
z　ロ　グ　ラ　ム

　たった一枚の写真を、ふつうに肉眼で見るだけ
ﾅ、その中にうつっているものがとび出して、つ
ﾜり立体的に見える。そのからくりは何か。それ
ﾍ、何に応用できるのか。ここでは．医学にさま
ﾌ工業に理用できる最先端の研究を紹介する◎

、道　家　達　将

ﾒ　内　順　平
i東京工業大学教授）

12

エネルギー工学（D

l　H　D　発電

　エネルギー一がなくては生きていけない。石油は

｢ずれなくなる。エネルギーをどうするか、とり
?ｦず節約して使うことを考えたとき、その工学

Iなしかけとして、MHD発電なるものが限定さ
黷ﾄいる。その内容を紹介する。

道家　達　将
_　花　秀　武
i上智大学教授）

13

エネルギー工学⑪

?j　　　融　　　合

　エネルギー問題は核融合炉ができれば解決する

ﾆいう。しかし問題点も多い。その研究の現状と

｢来について述べる◎

道　家　達将
_　花　秀　武
i上智大学教授）

14
環境工学⑩
i　観　工　学

　景観工学とは聞き馴れ左いことばである。しか

ｵ、人間は、美しいものを見ると心が安らぎ、生

ｫる元気が出る。これまで、私たちは、地域づく

閧ﾉ、こういう考えをもってやってきたのだろう

ｩ。景観工学の研究の現状を述べる。

　道　家　達　将

@中　村　良　夫
i東京工業大学教授）

15
環境工学（D

s●市　工　学

　人間は都市に集中しつつある。しかし、そこは

{当に住みやすいのか。人間にとって、住みやす

｢都市づくりの基礎となる都市工学の研究につい

ﾄ述べる。

　道家　達将

@渡辺貴介
i東京工業大学教授）
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　＝システム工学二＝（TV）
〔主任講師：浅居喜代治（大阪工業大学教授）〕

全体のねらい

　大規模・複雑なシステムの計画・設計・運用のためのシステム工学への理解を深めるために、まず、

その発達の歴史・アブ三一チ・応用例を示したのち、次にアプローチの順に各段階での方法論を説明

し・終りに最近の総合的な実際例を挙げて、系統的かつ具体的に回議を進め、システム概念の把握と、

システム思考の基礎を与えようとする。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

システム工学の概要

1
序　論

Vステムとは

システムの定義・特性・考え方
浅居　喜代治

i大阪工業大学教授）

システムの分類

種々のシステムの例
2 種々のシステム 同　　上

システム工学の発達・考え方・他のシステム科学

や技術との比較
3 システム工学とは 同　　上

システム工学のアプローチと方法論の概説

システム工学のア
4

oフロー・チ
同　　上

システム表現の考え方と注意

5
システムの表わし

禔iモデリング）

数学的モデルと図的モデル
平　井　一　正

i神戸大学教授）

システムモデルの分類

種々のシステム モデルの例

6
　噸一晒“

cAノレ
同　　上

構造モデルの意義と作成

7 構造モ　デ　ル
寺　野　寿　郎

i法政大学教授）
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

ファジィモデルの意義・理論・種類

モデル作成上の注意

8 フアジイモデル 寺野　寿　郎

システムの基本的特性（安定性・可制御性・可観

システムの特性と
測性・感度）の意義と解析法

北　森　俊　行
9

解析（1） （東京大学教授）

システムの基本的特性（信頼性・保全性・安全性

1
0
℃

システムの特性と
�ﾍ（2）

など）の意義ど解析法
同　　上

種々のシステム最適：化法

良いシステムの求
11 め方 浅居喜代治

（システム最適化）

シミュレーションの方法

12
シミュレーション

種々の試行法
同　　上

と試行法

システムダイナミックスの考え方と理論

システム・
動的モデルへの適用 ・榛　沢　芳雄i

13
ダイナミクス

（日本大学教授）

システムダイナミックスによる都市モデル

14
都市システムへの

シミュレーションによるシステム計画
同　　上

応用

OA、：FAなどのシステムしの計画・設計・運用

15
OA、　FAのシス
eムへの応用

本書の内容の要約

浅井喜代治
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＝人間工学＝二（TV）
〔主任講師：加藤一郎（早稲田大学教授）〕

全体のねらい

　入間工学というのは発生的に二つの面をもつている。労働科学と経営工学がそれである。

　しかし時代は推移しつつあり、大きな転回をみせようとしている。それは人間福祉への傾斜である。

もちろん人間工学も新たな変化に対応しつつあるが、私は少し視野を広げ、人間と入間のあり方に焦
点を合わせたい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 入間工学とは
鼈齠 間尺度�

人間は工学とどのように：かかわってきたか。人間

@械論から人間システム論に至る人間と機械の問

閧ﾉついて述べ、これからの展開に対する理解を

[める。�

　藤一・郎（
∴贒c大学教授）

�
ラックボックスと
ｵての入間一自動入形�

人間機械論は、入間を外部からながめ、一種の機

Bとして理解してゆくのが特徴である。技術の進

烽ﾉささえられて変遷し近代に至るその歴史と現

��W望する。�
　　上

�
側からみた入体一生理工学�

学問の分化と共に、人間を内側から理解すること

ﾉ重心が移った。レオナルドの解剖から近代の電

C生理学に至る流れは、生理工学として現代的展

Jをみせはじめた。�
　　上

�
のサイバネティク

Xー
O三知能�

人間の耳蝉とコンピュータの間には大きなギャッ

vがあるが、その一部を代行させることはできる

p人工知能の開発と、それによる脳機能の理解の

獅ﾝについて述べる。�
　　上

�

報チャンネルとし
ﾄの皮膚一官能検査�

皮膚感覚の特異説は根拠のうすいモデルとなりつ

ﾂある。これを例に、仮説・検証のプロセスを呈

ｦする。代行情報チャンネルとしての応用と官能

沚ｸの入工化などにふれる。�
　　上

�
声の上等ニズムー

?Hの口　

P�

言語が人間システムの中でもつ特質と、言語の構

｢、言語の習得、思考と言語の関係、さらに、音

ｺ発生の機構と、入構的に音声を発生させる方法

ﾉついて述べる。�

　井克彦（
∴贒c大学教授）

�
覚のメカニズム・

齠? Hの耳�

聴覚の機構と、その心理現象を含めた複雑な機能

ﾉついて、工学的な立場から考察する。さらに、音

ｺの理解と入工の耳の可能性について言及する。� 　　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
視覚のメカニズム

[一 ?Hの目

　われわれは物を見てその形を知り、意味を理解

ｵ、色彩豊かな3次元の空間を知覚する。このた
ｭみな視覚のしくみと、視覚障害者に対する技術

竢浮ﾌ問題について高高る。

大　頭　　　仁

i早稲田大学教授）

9
身体リズムのメカ

jズム
[電気刺激

　人間の体内では、神経によって情報が伝達され

ﾄいる。神経に電気刺激を与えて心臓や腸管など

ﾌリズムを制御し、痛みをおさえるなど、入工的

ﾈ身体制御も可能である◎

内　山　明　彦

i早稲田大学教授）

10
血液循環系のメカ

jズム
[一 ?H心臓

　血液循環系を構成している心臓．血管、血管網

xなどのメカニズムと機能を工学的に解説し、あ

墲ｹて心臓病治療と医工学、人工臓器の現況に：つ

｢ても言及する。

土　屋　喜・一

i早稲田大学教授）

11
骨と筋のメカニズム

[入工関節・筋

　骨生成の電気機械的メカニズム、筋の構造特性　　、

ﾈどの特有な性質をしらべる。また、これらの代

ﾖ機器としての入歯関節や人工筋に：ついても紹介

ｷる。

加　：藤　一　郎脚

i早稲田大学教授）

12
手の三三ニズム
[三三の手

　手の感覚系・運動系はともに人間特有のシステ

?�烽ﾂ。その巧緻性について、機械的構造や運

ｮ制御について調べる。また、義手やロボットに

ﾂいて現状を述べる。

同　　上

13
足の筆記ニズム
[四三の足

　2足歩行の意：義と問題点をさぐる。歩行の分析

ﾆ、その正常・異常について考える。歩行機械に

謔ﾁて足のメカニズムを解明し、義足への技術波

yにまでふれる。

同　　上

14
内面からみた入間

齔S理工学

　人間は心と体をもつ。心理学的知見をもとに、

ﾓ識と情動の問題に工学的像を与え、バイオフィ

[ドバックを例に心と体の問題を考える。 同　　上

15
入間と機械の共生

黹Tイポット社会

　人間とロボットが共生する社会における人間学

ﾆしてサイポトロジーを提唱する。21世紀へ向け

ﾄホモ・ファーベルからホモ・ルーデンス、ホモ・

Tピエンスへの道を探る。

同　　上
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　　　　　　　　　　　＝情報工学＝（TV）

　　　　　　　　　　　〔主任講師：都倉信樹（大阪大学教授）〕

全体のねらい

　電子計算機の本質および実際を見極めるため、その仕組・原理・構成などをハードウェア、その利

用法・プ『グラムなどのソフトウェア、ならびに応用技法等について基礎的な内容を講述する。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担1当講師
i所属・氏名）

1 計算機概説（1）

　いま計算機はどんなところで、どのように用い

轤黷ﾄいるかを紹介しながら、計算機が多方面で

?pされていること、いろいろの種類のものがあ

驍ｱとを見て、計算：機とはなにかに話を進める。

都　倉信　樹
i大阪大学教授）

2 計算機概説（2）

　計算機はデータ処理機械である。そのデータを

ﾇう表現し扱うのかに：ついて説明する。また、計

Z機の内部を覗いてみる。 同　　上

3 ゲートからALU
ﾜで（1）

　計算機は一見複雑極まりないが、実際は簡単な

v素から組み立てられており、想像よりは簡単な

烽ﾌである。もっとも基本の要素であるゲートか

迴o発して、順々に計算機の回路を構成していく。
同　　上

4
ゲートからA：LU
ﾜで（2）

計算機めなかで、データを加工するA：LUとい

､部分について、その構成、設計についてのべる。

同　　上

5
計算機の仕組と動
?i1）

　計算機の中での時間、フリップフロップなどの
燒ｾから入り、バス、記憶装置と説明を進める。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』

O回までで計算機の基本的な構成はできあがった

ﾌで、これをどのように動かすのかを説明する。

oスの動作、プログラム内蔵方式計算機忌具体的
ﾈ計算：機の命令、その実行の仕方、そして、計算：

@の制御回路の説明をする。

同　　上

6
計算機の仕組と動

?A
同　　上

7
IC、V：LSI、

}イクロプロセッサ

　最近の計算機の進歩は多くの関連技術の進歩に

xえられている。その中でも最も重要なICやマ
Cクロプロセッサについて考えてみる。 同　　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

プログラムを作るという作業の例を通して、そ

の記述の仕：方を順に見ていく。流れ図などの概略

8 プログラムと言語（1） を記述するもの、アセンブリ言語、そして、コン 都倉信　樹
パイル言語と進む。種々の処理系についても述べ
る。

高級言語の機能、構文の記述法などについて、

説明する。言語の変遷、人間の言語との違いなど

9 プログラムと言語（2） も考えよう。 同　　上

プログラム作成の主要なステップの一つはアル

ゴリズムの検討・設計である。いくつかの主要な

10 アルゴリズム（1） 例について、アルゴリズムの考え方、および、そ 同　　上

の評価の仕方などを述べる。

ついて考える。わりこみの概念についても説明す

11 アルゴリズム（2） る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌻ 同　　上

ソフトウェアとはなにか、ソフトウェアを作成

することはどういう作業なのか、なにが問題なの

12 ソフ　トウェア（1） か、ソフトウェアに関するいくつかの白白を説明 同　　上

する。特に、ソフトウェアの品質について考えて

みよう。

ソフトウェアのいま一・つの問題は、生産性の問

題である。どういう問題があるのか、どうずれば

13 ソフ　トウェア（2） よいのだろうか、未解決な問題が多いが、その研 同　　上

究の状況をまじえ、ソフトウェア開発の問題を考

えてみよう。

計算機はどういう能力をもっているのだろうか

14
計算機にできるこ

という基本的な問題を考えよう。計算機にできな

｢ことはなにかについても説明する。 同　　上
と、できないこと

この講義で扱った内容が情報工学全体の体系の

動向　と　展望 なかに占める位置を示し、カバーできなかった事

15 一さらに勉強す 柄について補足し、あるいは、各人の興味に沿っ 同　　上

るために一一 て引続き勉強するための案内もしたい。
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＝計　測
〔主任講師

と 制　　御＝＝　（TV）

森　政弘（東京工業大学教授）
小川鑛一（放送大学助教授）

全体のねらい

　希望通りの結果や経過や状態を得るために必要な操作を施すことを制御という。このためには、現状や

結果を計測することが必要で、計測なしには制御は成り立たないといえる。本講義では、これらを踏まえ

社会における計測と制御の活躍状況の解説を背景に、計測と制御を学んでゆくための必要最小限の工学的
基礎事項を説明する。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

計測と制御は車の両輪のごとく、どちらか一方

が欠けても成り立たない。ここでは、これから学 ．森　　　政．弘

1 計測と制御の役割 回する、計測と制御という学問分野を・一瞥し、い

ｩに産業と技術の分野に係りがあるかを考える。

（東京工業大学教授）

@小P川同一
（放送大学助教授）

人類誕生と共に測ることは行なわれ、その内容、

計測の意味と計測 手段、方法を変えながら、今日もな澄行なってい

2 る。ここで鳳、計測に関する基本原理、方法、問 同　上
結果の利用法 題点、などの概要について述べる。

計測対象の物理量を人間にとって、あるいは機

械にとって処理しやすくて、感知可能な量に変換

3 物理量とセンサ する必要がある。センサとはこのような物理量の 同　上
変換を司るデバイスであることを述べる。

センサの種類、その応用はきわめて広い。ここ

では、歪ゲージをセンサの例として取り上げ、一

4 センサの応用 つのセンサでも工夫により、いろいろな物理量を 同　上
測れることが可能なことを示す。

部屋の温度を一定に保つことを例に上げ、制御

の二大基本方式であるフィードバックとフィード

5 制御のすばらしさ フォワードについて、やさしく説明する。 同　上

物事を行なう場合、必ず順序というものがある。
シーケンスの：意味 それを順序通りに実行させることがシーケンス制

6 とシーケンス制御 御である。ここでは、、シーケンス制御の概念につ 同　上
いて考える。

のあらまし

シーケンス制御を行なうには、それに合ったシ

シーケンス制御回 一ケンス回路が必要となる。ここでは、シーケン

7 ス回路の基礎とその考え方について学習をする。 同　上

路
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

ここでは、工場やエレベータなど実際の場面で

8

シーケンス制御の

棊p

実用されているシーケンス制御について学習する◎ 森　　　政　弘

ｬ　川　鑛　一

人間のあらゆる行動は、シーケンス制御とフィ

入　間　に　よ　る 一ドバック制御であると喚える。しかし、これら

9 人間の行なう制御には、限界がある。この限界を 同　上

制御　の限　界 認識し、機械が行：なう制御とを対比する◎

ある対象を制御するには、その対象の特性、安

制御理論入門 定不安定の概念、既知の入力に対するその対象の

10 一ラプテス変換と 振る舞い（応答）を知る必要がある。ここでは、 同　上
伝達関数一 それらの特性を知るための手段と方法について学

習する。

1次遅れ系、2次：遅れ系など簡単な系について

フィードバック制 の応答の計算例を示す。つづいて、新しい制御理

11 御系の特性と周波 論に基き実際に制御さむている場面を垣間見るこ 同　上

数応答 とにする。

機械制御にはサーボ機構が重要である。ここで

は、航空機や船舶の舵の駆動、NC工作機械の位

12 サ　一　ボ機構 置決め、ロボット手足の駆動などに広く応用され 同　上

ているサーボ機構について学習する。

制御にはプロセス制御という一分野がある。こ

れは、石油精製や溶鉱炉のようなプロセスに謡い

13 プロセス制御
て実施されているので、その実際を学習する。 同　上

制御を実施するためには、それなりの専用の装

置や機器が使用される。ここでは、制御装置、制

14 制御用機器
御機器、検出器などについて実物を参考にし：なが 同　上

ら学習する。

ここでは、15回にわたる講義内容をまとめる。

15’ ま　　と　　め 同　上
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＝設計工学＝＝（TV）
　　　　一一解析と総合一一

　　　　　　　　　　〔主任講師：阿武芳朗（東京理科大学教授）〕
全体の撫らい
　本講では、殻計の単三ならびに工業技術における位置付けとその意義、および設計の恵考過程、行動

実行過程、また、その評価、管理について論じ、社会に貢献し得る設計とはいかなるものかを会得させ

るための教養講義とする。前段（1～5回）は設計工学の基礎事項、中段（6～12回）は、設計目的，
の具体化のための技術的基本事項を、後段（13～15回）は設計の評価ならびにその管理事項について
述べる。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 設　計　概　　説

1．設計の本質

Q設計の思考過程
＝@工学的設計と製品設計

S　製品開発

　阿　武　芳　朗

i東京理科大学教授）

2 設計と創造性

1．創造性の役割

Q．創造思考とその特性

R．特許制度における発明

S．創造性訓練

T　創造的エンジニヤに必要な特性

同　上

3 言葉としての図面（D

1．図面の必要性
Q．第・一角法と第三角法

＝@寸法記入

S．寸法の許容限界の記入

轣@図面に必要なその他の情報

　塚　田　忠　夫

i東京工業大学教授）

4 言葉としての図面⑪

1．図面情報の集約化2．認可公差の必要性a　公差を融通し合う考え方4．表面粗ざ

T．省略図
U．図記号による系統図
V　コンピュータによる製図

同　上

5
設計とコンピュータ

@　　　（CAD）

1．設計図とコンピュータのかかわり2　CADの概要

＝@CADのシステムの構成4　コンピュータとの対話5　形状を表すデータの扱い

U．モデリング
V．ソフトソリヅドモデルのデーータ構造

同　上

6 機　械　要　　素

1．機械要素の分i類
＝@締結要素3．案内要素4　伝達要素a　エネルギー吸収要素ε　液体伝導要素7．標準規格および機械設計

舟橋　宏　明
i東京工業大学

@　　　助教授）

7 解析　と　総　合

1．設計と総合

Q　設計と分析

R．設計と解析

S　最適化

同・上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
ﾄ所属・氏名）

8 運動の変換・伝達（1）

1．運動の自由度
Q．運動の変換・伝達の基本形成

°@＝構の自由度

S・機構の数の総合

舟橋　宏　明

9 運動の変換：・伝達⑪

1．機構の量の解析および総合

＝@リンク機構

R．カム機構

S．出力運動の変更

同　上

10 材料　と　加　工

1．設計と工作法

Q．材料選択の段階
R．除去加工工程の制限事項と工程設計 阿武芳　朗

11
強度と剛性を考え

ｽ設計

1．材料の剛さと強さ

Q．剛性設計

R．強度設計
S．強度設計における配慮事項

塚　田　忠　夫

12 精　度　設　　計

1．精度設計の考え方

Q　精度鈍感設計
＝@精度鈍感設計概念の具体例

S．精度設計に対する設計者の任務

同　上

13 設計と信頼性

1．信頼性の定義
Q．信頼性の数式的表現

R．機械システムの寿命曲線

S．機械システムの故障現象

T．信頼性達成のための設計

阿武　芳　朗

14 設計と経済性

1．生産性と生産価値

Q　工業製品の価値と費用の発生

R．製造原価
S．原価の低減

T．価値分析

同　上

15 設　計　管　　理

1．設計の業務

Q設計の図面管理
R．設計の情報管理 同　上
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＝物質工学＝（TV）
　　　　　　　　　　　主任講師：町田周郎（放送大学教授）

　　　　　　　　　　　　　　　　　東　千秋（放送大学助教授）
全体のねらい

　自然界に存在する物質（元素から化合物まで）のもつ各種の性質に関する基礎知識をもとに、自然界

の物質を物理的、化学的および生物学的手法により人工的に処理し、人類に有効なエネルギーや材料と

して活用する過程について説明する。特に物質および材料の各種の性質の調べ方や新たに要望される性

質とそれを生み出す手法等を現状における新材料・新技術等を例に解説する。

回 テ　　　一・　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1．文明と材料

1
物質工学の＝基礎1

鼈齔l間と地質工学

2．地球の資源

R．物質工学への導入

S．物質工学の構成

町　田　周．郎

i放送大学教授）
戟@　　千　秋

5物質工学の展望
（放送大学助教授）

1．原子の構造

2
物質工学の基礎亙

鼈齦ｨ質の成り立ち

2．原子の結合

R．分子間の結合

S　物質の状態
同　上

5．物質の成り立ち

1．元素とその用途

物質工学の基礎皿 2元素とその資源
R．単体の製造法

3 一一糟ｹから単一物 4無機化学製品 同　上

質へ
5．無機物質の高純度化法6　石油化学

7．化学工業の特徴

1．合金
物質工学の基礎IV 2．　セラミックス

4 一低分子物質から 3．高分子 同　上

高分子物質へ

1．応力とひずみ
物質から材料へ亙 2．力学材料の強さと温度

5 一力学材料の世界 a　力学材料の構造欠陥と強さ 同　上
（1） 4．力学材料の複合化

1．金属材料の強化および機能性
物質から材料へH 2．形状記憶合金

6 一力学材料の世界 3．超塑性合金 同　上
（2） 4．アモルフォス合金

5．エンジニアリングプラスチック

1．導電
物質から材料へ皿 2．導電性材料

7 一冊子材料の世界 3．絶縁材料 同　上
（1）
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師1
i所属・氏名）

1．半導体材料
物質から材料へIV 2．超伝導材料 町　田　周　郎

8 一電子材料の世界 東　　　千　秋
（2）

1．エネルギー変換
物質から材料へV a　光電エネルギー変換

9 一電子材料の世界 3．　センサー 同　上
（3）

1．磁性

10
物質から材料へM

2　磁気ヒステリシス曲線と磁性材料

R．磁性材料の進展 同　上
一磁性材料の世界

1．光と物質の相互作用

物質から材料へW 　　、Q．発光材料

11 一光学材料の世界 3．受光材料 同　上
（1） 4．オプトエレクトロニクス集積回路

1．物質と光透過
物質から材料へ田 2．光学レンズ

12 一光学材料の世界 3．光ファイバー 同　上
（2） 4光選択透過フイルム

5．液晶材料

1．機能性高分子の種類

物質から材料へK 2．感光性高分子材料

13 一機能性高分子材 3．物質分離機能をもつ高分子材料 同　上

料の世界 4．酵素機能をもつ高分子材料

1．生体と材料

14
物質から材料へX

齔ｶ体材料の世界

2．主な医用材料

R．免疫学 同　上

1．物質工学の現状

15
ま　　　と　　　め

2．物質工学の夢

R．物質工学の問題点 同　上

一将来への展望 4物質工学と倫理観
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＝エネルギー工学＝（TV）

〔主任講師　丹生慶四郎（東京工業大学教授）〕

全体のねらい

　エネルギーの使用が、人間の生活や生産活動と密接に関係していることを、1日の生活、エネルギー

使用の歴史、エネルギー経済、エントロピーの立場から調べてみる。次にエネルギー資源について、今

後の見通しを含めて考察し、最後に、各種エネルギー間のエネルギー変換に関し、詳細に調べる。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 生活とエネルギー

1．火と人間

Q　生活の中のエネルギー

R．石油と文明 　丹生慶四郎
i東京工業大学教授）

2
エネルギー使用の

�j

1．再生可能なエネルギー

Q．産業革命

R．化石燃料

S　資源予測

同　上

3 エネルギー経済

1．終戦直後の日本の石炭増産

氏@油田の発見と石油価格

R．日本のエネルギー多消費産業への傾斜投資と

o済発展
S　エネルギー消費弾性値

同　上

4
エネルギー資源1

ｩ然エネルギー

1．太陽エネルギー

Q．風のエネルギー

R．海洋のエネルギー

S　地熱エネルギー

T．地震

同　上

5
エネルギー資源H

ｴ子力1：核分裂

1．特殊相対性理論と原子力

＝@質量欠損

＝@ウラニウム

S　原子炉

T．海水中のウラン

同　上

6
エネルギー資源皿

ｴ子力2：核融合

1．第2の火「原子力」
＝@核融合反応
＝@クーロンポテンシャルと核力
S　熱核反応
`　自己点火温度
U．ローソン条件
V．磁場閉じ込め　　＆　慣性閉じ込め

同　上

7

エントロ　ピー1

錘挙I考察と熱機

ﾖ

1．エネルギー変換　　2．エントロピー
＝@カルノーの熱機関
S．非可逆過程とエントロピー増加
T．熱力学の第1法則と第2法則
ｿ　膨張とエントロピー増加
V。混合とエントロピー増加
普@高熱源とエントロピー　　　9．開放系

同　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
エントロピー2

�挙I　考察

1．微視的考察とエントロピー

Q．平衡分布と：最大確率

R．エントロピーと経済
S．　エントロピーと情報

丹生慶四郎

9
エネルギー変換1

ﾍ学エネルギー

1．エネルギー変換

Q．力学エネルギー
同　上

10
エネルギー変換2

Mエネルギー

1．熱エネルギーから力学エネルギーへの変換

Q．冷凍サイクル

R．熱エネルギーの伝達
S．熱エネルギーから電気エネルギーへの変換

同　上

11
エネルギー変換3

ｻ学エネルギー

1．燃焼　　　、2．電池

R．水素

S．生物

同　上

12
エネルギー変換4

d気エネルギー

1．電気エネルギーから力学エネルギーへの変換

Q．電気エネルギーから熱エネルギーへの変換

R．電気エネノレ白鞘から光エネルギーへの変換 同上

13

エネルギー変換5

�E放射線エネル

Mー

1．光エネルギ｝から電気エネルギーへの変換

Q．光エネルギーから化学エネルギーへの変換
R．放射線エネルギーから電気エネルギーへの変

ｷ
同　上

14
エネルギー変換6
j分裂エネルギー一

1．核分裂反応

Q．原子炉
R．熱中性子炉

S．高速増殖炉

同　上

15
エネルギー変換7

j融合エネルギー

1．核融合反応．

Q．磁場閉じ込め方式

R．慣性閉じ込め方式

S核融合炉

同　上
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＝都市計画＝（TV）
　　　　　　　　　　〔主任講師：石原舜介（東京理科大学教授）　　　　　阪本一郎（放送大学助教授）〕

全体のねらい

　現在の都市問題に対処し将来に向けて都市をより住み良いものにしていくためには、都市に参加する

人々が都市について深い認識を持つことが不可欠である。本講義は．都市計画の法律制度を解説するも

のではなく、また、都市計画の全体像を示すものでもない。今日の都市が抱える代表的課題を取り上げ、

都市そのものへの理解を深めつつ都市計画の基本的考え方を学ぶことをねらいとする。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
都市をとりまぐ環

ｫの変化

　産業構造変化や社会的価値観の変化など都市を

ﾆ如まく環境の変化は、都市に様々な形の影響を
烽ｽらし、大都市集中化、過密化、郊外化、大都
s衰退憎憎の現象を引き起こしている。これらを
w景として生ずる都市問題について概説し、問題
�Nを行う。

　石　原　舜　介

i東京理科大学教授）

2
土地利用のコント
高P一一ノレ

　土地利用のコントローールは都市の諸活動の軋礫

�ｲ整し環境を保全するための代表的な方法であ

驕B諸外国の例を比較しっっ、コントロールの内

e、役割、問題点を説明し、変化の激しい都市へ

ﾌ適用に相応しい姿を述べる。

同　上

3 ：±：地利用の基礎

　都市を認識する上での中心的概念である土地利

pについての基礎的説明を行う。特に密度指標に

ﾂいて、数値と実態を対応させながら、その都市

v画上の意味について述べる。

阪　本　一　郎

i放送大学助教授）

4 土地利用のしくみ

　一見無秩序に見える都市の土地利用も、その中

ﾉいくつかの法則性を見出すことができる。ここ

ﾅは主に経済学の均衡論の立場から、土地利用が

?閧ｳれるしくみを説明し、土地の相互関連性や

O部経済性について論ずる。

同　上

5 土地利用の推移

　都市はダイナミックに動いている。形成された

s街地は過去から将来に向けて変容を続けている。

ｻの変化の様相を示し、変化のしくみについて説

ｾするとともに、土地利用の将来予測や大規模事

ﾆのインパクトにも言及する。

同　上

6 土地価格の形成

　地価高騰は主要な社会問題の1回転して広く認
ｯされているが、地価そのものについての認識は
ｽ様であり、高騰の理由については様々な説があ
驕B土地の利用価値と資産価値の2側面に注目し、
n価がどのように形成されるかということの学習
�ﾊじて、都市の土地に対する認識を深めたい。

同　上

7 土地の　供給

　都市内の土地供給が停滞している。土地の実質的な：供給方法として、農地の宅地化や海岸の埋立

凾ﾉよる新規市街地の形成と、既成市街地での土
nの高度利用がある。これらについてその進行論いかなる問題があρ土地供給が停滞しているのか

��烽ｵ、あわせて土地課税政策をはじめとする
增Xの土地政策を検討する

同　上
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回 テ　　・一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
公共投資と都市振

ｻ

　都市を支えている各種基盤施設は公共投資によ

關ｮ備されたものである。公共投資の内容とその

lえ方を簡単に説明し、さらに公共投資が周辺塘

謔ﾉ及ぼす影響とそこから派生する問題に言及す
驕

石　原　舜　介

9
宅地開発と開発利

v

　開発にともなう公共：施設の整備は．しばしば都市

熕ｭの過大な負担となるが、これを開発者に負担
ｳせ結果として開発利益を社会に帰属させること
ｪ考えられる。その手法として、区画整理や宅地
J発指導要綱等がある。そのしくみと問題点を述

ﾗる。

同　上

10
都市再生の課題と

菇@

　都市は誕生した時から．物的老朽化と新しい社会の要
ｿによる社会的機能的陳腐化の宿命を釦っている。新開
ｭや新都市の建設で都市化に対応するとともに、一定の
N月を経た市街地は再生されなけれぽならない。世界大
甯纐{格化した都市再開発について、住宅及び住環境の
?P、新施設の導入、自動車時代への対応、インナーシ
eィ問題、都市産業の振興といった、都市再生の課題と
ﾎ応を時間の流れに沿って整理する。

　深　海隆恒
i東京工業大学助教授

11
コミュニティ・デ

xロップメント

　現代都市の特徴は、国民の大部分が市民であり、したr
ｪって、都市は働く場であると同時に住む場でもあるこ
ﾆである。居住環境の改善は、住宅そのものの改善から
緒Zするという面からみた都市の再構築という広がりを
揩ﾁたものとして展開している。各国で行われた経験：と
艪ｪ国の試みを示し、都市居住の空間を論ずる。

同　上

12 都市産業り振興

　働く場としての都市は、第3次産業の栄える地

謔ﾅもある。働く場としての都市を考え、新しい

Y業社会に対応するための都市再生の試みを示し、

謔闡n造的な社会を求めるための都市再生のあり

福�_ずる。

同　上

13 快適環境の創造

衛生的で便利であり、かつ、Amenityのある都市作
閧ﾍ都市計画の目標でもある。近年我が国でも、美しく、
l々の賑わう、そして、外から人に見せられる都市空間
ｪ強く求められている。これらの試みを示し、快適環境
�n造するためにはどのような知恵が必要であるかを論
ｶたい。また、今後の社会における平和で安心できる社
?ﾆ都市空間を論ずる。

同　上

14 都市災害への対応

　都市の過密化と都市システムの高度化は、災害
桙ﾌ被害を増大させるだけでなく、新しい形の被
Q発生の危険性を高めている。ここでは特に地震
ﾐ害をとりあげ、都市にはどんな危険があるか、
烽ｵ地震が起こったらどんな被害が発生するかに
ﾂいて概説した後、現在静岡県や東京都で行われ
ﾄいる種々の防災対策について解説する。

梶　　　秀樹
i筑波大学教授）

15
都市計画の新たな

挙_

　今、都市は如何なる選択を迫られているか、そ

ｵてその選択は何をもたらすのか。これらの点を

_じ、全体の講義のしめくくりとする。 石　原　舜介
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＝経営管理＝（TV）
〔主任講師：森本三男（青山学院大学教授）〕

全体のねらい

　現代企業における経営管理の内容を体系的に理解し、実践のための基礎能力を育成する。経営管理の

内容は多面的であるが、大別すれば、細分化された生産管理、財務管理、労務管理などの各論と、それ

らの共通基盤となる総論になる◎本講義では、総論相当部分を学習する。経営管理が主体的実践行動で

あることを重視する。

回 テ　　　一　　　マ 内・　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

経営管理の課題は、経営農的達成のためにイノ
ベーションと効率化をはかることである。それは、

1 経営管理の意義
各種経営資源を対象にした計画・組織・コントロールのような機能によって合理的に遂行され、そ

　森本　三　男
i青山学院大学教授）

こに複雑な体系が出現する。本章では、経営管理
の機能と体系を学ぶ。

経営管理の発展は、大略3期から成る。1930
年頃『までの古典的経営管理、1950年頃までの新

2 経営管理の発展
古典的経営管理、それ以降の現代的経営管理であ
驕B本章では、それぞれの問題意識、技法、シス 同　上

テム、特徴を学習する。現代の中に古典や新古典
が生きている点に留意する。

戦略や計画の策定、組織の設計など、経営管理
のあらゆる問題は、意思決定に還元される。また

3
経営管理と意思決 意思決定は、主体性を発揮する行動の核でもある。

ｱのような点から、経営管理の統一視点を意思決 同　上

定に求める。．本章では、意思決定の前提、過程、

型、技法を学ぶ。

意：思決定には情報が不可欠であり、意思決定の
結果は情報として関係者に伝達される。このよう

4 経営管理と情報
にみれば、経営管理は意思決定と情報伝達のネッ

gワークとしてとらえられ、その機能は、情報の

村　松　司　叙

i成蹟大学教授）
収集、処理、伝達の巧拙によって左右されること
になる。

経営管理の主体は、経営者と管理者である。彼

5
経営者・管理者の
�

らは、意：思決定によって経営の目標、理念、戦略、

v画、組織を策定し、変革：し、行動をコントロー

汲ｷる◎本章では、経営管理の構造に即して経営
森　本　三　男

者・管理者の役割を明らかにし、必要な資質と行
動、基準に論及する。

経営管理の課題であるイノベーションとは、経
営に関するすべての抜本的変革をいうが、その中

6
イノベーションと

ﾂ研究開発

心は、製品ないし事業の変革（プロダクト・イノ

xー弘ヨン）と生産方法の変革（プロセス・イノ
　古　川　浩一
i東京工業大学助教授）

べ一ション）であり、それらは研究開発によって
生み出される。

企業による資源運用の基本原理を、経営戦略と
いう。経営戦略は、対象とする資源の種類やカバ

7 経営　戦　略　（D
一する行動領域の範囲などにより．各種のものに

ｪけられる。本章では、経営戦略の特質や種類を 村　松　司　叙

まず学び、ついで多角化を中心にした内部戦略を
学習する。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

内部資源の運用基本原理である内部戦略に対照
されるのは、外部資源に関連した外部戦略である。

8 経営戦略（2）
本章では、主として外部戦略を勉強する。その主
v内容は、M＆A（合併および買収）、合弁、提 村松　司　叙

携、集団形成、連合などである。

戦略を展開するために、計画が策定される。計
画は、時間的限定のいた具体的行動予定であり、

9 経営管理と計画（1）
行動の主体（誰が）、時間的限定（いつ）、具体
I行動内容（何を）を明らかにする。本章では、 古　川　浩一

経営計画の特質、種類、体系と、長期経営計画を

学習する。

長期経営計画と対照され、その内容を詳細化し
たものが短期経営計画である。それは、日常の業

10 経営管理と計画②
務執行行動にとって不可欠であるばかりでなく、
K要に応じて多くの種類を生み出している。本章

同　上

では、短期経営計画の内容と策定技法について説
明する。

企業の行動は、計画通りに展開されるとは限ら
ないるそのため、行動の業績を不断にチェヅクし、

11
経営管理とコント
香[ーノレ

その是否を分析し、必要に応じて補正する機能が

s可欠となる。この機能がコントロールである。
同　上

経営管理におけるコントロールの原理と技法を、

本章で説明する。

計画を遂行するため意識的に調整された協働の
システムが組織である。経営管理のための組織が

12 経営管理と組織
経営管理組織である。本章では、経営管理組織の
ﾁ質、要素、設計原理、形態などの構造面と、動

森　本　三　男

態化、活性化などの機能面の双方を学習する。

最も重要な経営資源は人間である。人間は人格
や主体性をもって～・るから、その管理には特別な

13
リーダーシップと

c`ベーーション

配慮が必要になる。その柱となるのは、人間を統
№ｷるリーダーシップと、人間の活動力を高める

同　上

モチベーション（動機づけ）である。本章では、

これらを学習する。

人的資源と並ぶ重要な経営資源は、財務的資源
すなわち資本である。必要な資本を必要な時に低

14 資本の調達と運用
いコストで調達し、それを有効に運用することは、・

o営管理の基本要件である。この要件を満たすた
村松　司　叙

めの財務の原理、方法、手段、技法を、この章で

習得する。

日本企業の当面している最大の課題は、国際化
である。国際化は、日本的経営とよばれる従来の

15 経営管理の国際化
経営管理を、大きく変化させようとしている。変
ｻの方向、内容、望ましい国際化した経営管理の

同　上

あり方などを．この章で展望する。国際化は文化

の問題である点に留意。
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＝企業と人材＝（R）
〔主任講師：石田英夫（慶慮義塾大学教授）〕

全体のねらい

　日本が経済的に成功を収めた要因のひとつとして、人材の育成と活用の巧みさをあげることができる。

このコースでは、日本の企業がどのようなしくみで人材を管理しているか、現代の人材管理の主要な問

題はなにかを明らかにし、新しい潮流を展望する。

回 テ　　　一・　　マ 内、　　　　　　容 担当講師ド
i所属・氏名）rl

「企業は人なり」という言葉があるが、これは
h
：

わが国の経営者が共通に持っている人材観を表し

1 日本の経営と人材
ている。日本の経営の強みとして、組織の柔軟性
ﾆビラの労働者の労働意欲の高さがあげられる。

　石　田　英夫
i慶磨義塾大学教授）

それは日本人の弾力的な職務観と平等主義の思想
から説明できる。

日本企業の人材管理を、環境一理念一戦略一制
度・慣行一目的・成果というシステムとしてとら

2 人材管理システム
え、欧米との比較を念頭におきながら、日本の特
Fを説明する。人材管理の目的はヒトの能力・意

同　上

欲・集団意識：の向上を通じて生産性と品質をあげ

ることにある。

日本企業の人材に関する基本戦略は「内部化」
戦略であり、それは企業の人材ニーズを満たすた

3 人　　材　戦　　略
めに外部労働市場に頼ることをできるだけ少なく

ｷるという方針である。しかし近年、そのベース
同　上

をなす長期的雇用慣行を修正する動きが見られる。

人材の内部化戦略の下で、企業は新卒採用を重
視し、若者にとって就職は一回限りの勝負になり、

4、 採用・異動・教団
いろいろな問題を引きおこす。ひとたび入社する
ﾆ、比較的幅広い職務の異動が行われ、それが仕

同　上

事をしながらの訓練（OJT）として重要な意味を
もつ。

人事評価は昇進・昇格という賞罰目的だけでな ［

く、適性の発見や配置のためのカギとなる。わが

5 人　事　　評　　価 国の人事評価は年功重視の全人格的評価と言われ
驍ｪ、勤続だけでなく能力・業績も考慮され、長

同　上

い目で見ると能力主義的な評価と言える。

低成長と高齢化のはざまで、かつてのように大
多数の人が唐心職のポストにつける可能性はなく

6 管理職と専門職
なった。キャリア開発も従来のように管鳶職志向、一本槍ではなく、専門職などのコースを設けてキ

同　上

ヤリアの多様化をはかり、多くの人の意欲づけを
ねらっている。

適正な賃金水準を維持するとともに、賃金を公
平に配分する賃金体系が必要である。年功賃金体

7 賃金と　福祉
系から職務給や能力主義賃金への移行が説かれて
ｩら久しいが、．職能給体系が普及している。従業

同　上

員福祉は高齢化と社会意識の変化への対応が望ま

れている。
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　、容 担当講師
i所属・氏名）

わが国の労働時間は先進国の中で最も長い。有
給休暇は6割程度しか消化されず．残業は恒常化

8 労働時間と休暇
しており、残業代が支払われない「サービス残業i
熨ｽいと言う。こういう事態は：貿易摩擦カミらみで、 石　田　英夫

人間的な隼活を犠牲にした競争力強化と外国から

批判されている◎

わが国の労働組合は企業別組合をベースとして
おり．過去20年間、経営者主導の協調的労使関

9
労働組合と労使関
W　　　　　　〆

係が維持されてきた。組合組織率は低落傾向にあ
驍ｪ、昭和62年秋、労働界の大同団結に向けて
u連合」が発足した。労働組合の活性化と交渉力

同　上

の回復につながるか注目される。

わが国には労働者重役制のような制度こそない
が、労使協議制が普及し、小集団活動など：職場で

10
経営参加と小集団

?ｮ

の労働者の参加も活発であり、経営参加の先進国
ｾと言えよう。産業民主主義の推進と職場の活性
ｻに向けて経営参加の深耕がのぞまれる。

同　上

女性の職場進出はめざましい。勤続は伸び、就
業意欲は向上しているが、管理職の地位にある女

11 男女雇用平等
性は非常に少ない。雇用における男女差別を廃止
ｵ、平等な扱いを促進するための雇用機会均等法

同　上

が施行され、新たな段階に入った。今後の動きが

注目される。

日本の人口は今後長期間にわたり高齢化がハイ

ピッチで進む。当面60歳、更に65歳への定年延

12 高齢化と人材管理
長、ピラミッド型の人口構成を前提にした年功制
xの大幅修正、退職金・年金制度の再検討、従業

同　上

員の高齢化に対応した職務設計と仕事の再配分な
ど課題は多い。

経営戦略の優劣が問われる時代になって、経営
戦略と人材計画の連動が必要になっている。戦略

13 経営戦略と人材
課題の中で研究開発と新規事業開発は羅も重要な
烽ﾌである。それを担い、成功させる革新的な入

同　上

材をいかに育成し、評価し、報いるべきか重要な

検討課題である。

日本企業の国際化・グローバル化が進行してい
る。海外での生産・販売・経営を担う人材の育成

14 国際化と人材
本社での外国人の雇用、国境を超えた人材の再配
u、世界的視野にたった人事・労務政策の再検討

同　上

など、国際化時代の人材管理の新たな課題は多い・

21世紀に向けて、日本型人材管理はいかに変容
を迫られるか。現場労働者の能力・意欲を重視す

15
日本型人材管理の

W望

る労務管理は世界のモデルとなりうるが、個性の

}圧、私生活無視の働き振り、男女差別などの側

ﾊは労働生活の質（QWL）の向上のために変え

同　上

てゆく必要がある。
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＝マーケティング＝（TV）

〔主任講師＝八巻俊雄（東京経済大学教授）〕

全体のねらい

　マーケティングはマrケット（市場）をつくるということばから発生した企業経営の考え方である。

需要のつかみきれなくなった大恐慌以後が特に関心を集めた。その基本的考え方は消費者志向というこ

とである◎それまでの企業志向の考え方と180度異なる。謡講では日本企業のマーケティングの実践を

紹介しながら理論的理解も深める。

回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

マーケティングの基本的考え方は消費者志向

1
マーケティングと

ﾍ何か

（Cons㎜er　Oriented）ということである。消費

ﾒ志向はただ消費者に頭を下げ、お世辞をいうこ

ﾆではない。それが企業者志向とどう違うかをま

　八巻　俊　雄
i東京経済大学教授）

ず事例をまじえて説明する。・

マーケティングは需要を上回る供給体制となつ
企業競争とマーケ た資本車地社会の成熟期に生まれた。企業競争も

2 テイング及びマー 価格競争から非価格競争へ移り、またマス・メデ 同　上

ケティング理論史 イアの発達もあって、セールス中心の売り方から

広告へ重点を移しっっある。

このところ需要は高度化し、つかみにくくなつ

マーケティング戦略、 ている。消費者研究を進めていくと市場は限りな

3 市場細分化と戦略
く細分化されていく。地理的、人口学的、経済学
I、社会学的さらに心理学的に細分し、どこに自 同　上

ドメインの決定 社、及び自社製品を位置づけるか、戦略ドメイン
の決：定をどうするか。

消費者志向の第一歩は需要予測である。マーケ
ティングのスタート時は心理学が使われ、次いで

4
需要予測と消費者

s動
社会学、文化人i類学、意：味論なども応用されるよ

､にな≧）た。コンピュータ利用で、需要予測は大 同　上

がかりになり．またこまめになっている。実例に
即した需要予測を紹介。

需要予測にもとづいた製品づくり、次いで商品
開発について解説する。需要予測から想定される

5
製品開発から商品

J発まで
商品を500とすると、このうちテスト・マーケテ
Bングに回る商品が100で実際に売り出される商

同　上

品は10という。製品計画と商品化とは異なる点
も理解してほしい◎

マーケティング戦力には価格、商品、流通、プ
ロモーション、セーールス、SP、広告などがある。

6
マーケティング戦

ﾍとその配分

各戦力の力を説明し、その配分をどうするか。商品

ﾌライフサイクルによって、競争条件によって各
同　上

戦力の配分は変わってこよう。

価格を決める要因は原価と需給関係できめる。
その兼ね合いに苦心する。原価以下では利潤が出

7 価　格　決、定
ない。かといって消費者意識で高いと思われるよ
､な価格では売れない・。短時日で原価を回収する 同　上

か長期間で回収するかによっても価格の決定は変
化する◎
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回 テ　　　・一　　　マ 内’　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

直販組織を使えればそれにこしたことはない。
しかし、これには多額な費用がかかり、販売店が

8 流　通’戦　　略
利益を確保できるかがかぎを握っている。合販組
Dではどう自社製品のシェアをふやすかがかぎを

八巻　俊　雄

握っている。いずれにしてもその維持、拡大をど
うするかが問題である。

マーケティング戦力の中で最も古くから存在し、
かつ基本をなす戦力である。セールスマン配置、

9
セ「ルスマン活動

ﾌ人間関係学

管理とセールスマン活動とに分かれる。セールス
}ン活動の基本は人間関係である。初めての顧客
�S年の知己にしてしまう技術は一流セニールスマ

同　上

ンの秘伝でもある。

マーケティング戦力の中で人間（セールス）と
物（広告）の中間にあって、強力な役割を果たす

10 SP．　イベント
活動がSP（セールスプロモーション）である。
ｨまけ（プレミアム）サンプリング作戦、マネキ

同　上

ン、展示会、見本市など豊富な手段が使われてい
る。

広告はターゲットb i対象）をきめてからスター
一

トする。ターゲシトに向けて商品の持っているコ

11
広告、クリエイテ

Bブと媒体選択

ンセプトをどう伝えていくかが基本である。伝え
骼闥iは媒体が担う。これにはマス媒体からミニ

}体まで多様である。

同　上

マーケティングは顧客志向の経営である。商品
を売ったあとどう顧客のロイヤリティを保持して

12
顧客管理とアフタ

[サービス

いくかが問題である。耐久財と包装商品では対応

�ｪ異なるが、それだれ基本は顧客志向というこ
同　上

’とである。

以．上のようなマ「ケティングを展開するうえに

、どのような社内外の組織を作っていったらよいか。

13
マーケティング組

Dと人材

販売会社をメーカーと同一にした場合の利害得失・

?﨑薄蛯ﾆ営業部門のウエイトは、また営業部門
ﾍ商品別か顧客別かなどを検討する。

同　上

マーケティツグ活動はシェア拡大を目ざす経済
行動でもある。し津がってマーケティング活動は

14 マーケティング法
独占禁止法、その下部法の景品と表示に関する法
･の規制を受ける。ほかに特許法、商標法、ある

同　上

いは業界ごとに配慮しなければならない法規制、

自主規制がある。

エレクトロニクスとコンピュータの発達によっ
て、消費者をとらえる方法、これにアプローチす

15
マーケティングの

V潮流

る方法も大がかりになった。このためのデータ・
xースの利用、処理技術など、各項でふれられな
ｩった問題についてふれる。ほかに無店舗販売、

同　上

ニューメディアを扱う。
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＝生産管理＝（TV）
　　　　　　　　　　〔三三師岡翻早早叢麹

全体のねらい

　生産に当たって、市場の要求に適合する製品の産出、材料・動力・設備などの効果的な活用、作業者一

の人間性尊重などの課題に応え、また自動化に、も対応できるように、隼産とその管理活動の体系を適切’

に計画し運用していく考え方、技法を説く。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
生産管理の意義と

ｶ産方式

　生産とは何か。生産管理に期待するものは何か。

ｶ産活動をどのように体系的にとらえるのか。そ

ｱではどのような生産方式がとられ、その方式が

ﾇのように移り変わっているのか、現在の生産管

揩ﾌ意義と課題を示す。

　秋　庭　雅．夫

i東京工業大学教授）

｡　山　雅夫
i放送大学助教授）

市場の品質に対する要求を技術的・統計的に分

2
製品企画と品質管

賦し、製品に何が期待されているのかを導き出す

緖ｮとその結果を示す。さらに、そのような品質

ﾌ製品をどのように造り出していくのか、品質管

同　上

理の基本と技法を示す。

工程國記号とそれに基づく工程（分析・計画）

．図の作成方法を説明し、これを生産工程の分析・ ”

3 工　程　　分　析 設計・改善にどのように活用するのかその考え方、 同　上
取り組み方を示し、生産現場での適用例を示す。

適切な作業方法を設計するための動作分析・作

業分析などの方法技術、標準作業時間を設定する

4 作　業　管　　理 ための既定時間法・標準資料法などの作業測定法、 同　上

それらに関連して複式活動分析法の考え方と活用

の仕方を示す。

生産計画におげる意思決定の方法として、線形

5
線形計画法による

ｶ産計画

計画法によるモデル化を取り上げ、そこでの計画

ﾌ仕組みを解説する。また具体的解法の手段とし

ﾄ図式解法、シンプレックス法による解の求め方

同　上

について説く。

流れ作業において、作業負荷を平準化、効率化

ライン・バランシ
するためめライン・バランシングの基本について

6 説く。また、ライン編成効率、山崩しの考え方と 同　上
ング ともに、位置重みづけ法の手法を示す。

複数の仕事をいくつかの機械で処理するときの

スケジューリング 日程計画のたて方について説く。そのさい用いら

7 （ジョブ・ショツ れるガント・チャートにより日程問題の意味を説 同　上

プ・タイプ） 明し、またジョンソンの解法を示す。
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回 テ　　　・一　　　マ 内　　　　　　　　容
担当三三（所属・氏名）

8

スケジ出一リング

iプロジエクト・
Dタイプ）

　プロジェクトに含まれる仕事の順序関係が与え

轤黷ｽとき進度管理を行う手法としてPERT・C
oMを取り上げ、アロー・ダイヤグラム、日程計
Z、．クリティカル・パス、人員配置、時間短縮に

ﾖする方法とその意味を説く。

秋　庭　雅　夫

｡　山　雅夫

9
待ち行列と設備能

ﾍの設置

　設置された設備能力と到着した仕事の待ちとの

ﾖ係をモデル化し、その一般化への展開を図る◎

ｳらに設置能力の水準が仕事の待ちに与える影響

�c塔eカルロ・、シミュレーションの適用によっ

ﾄ分析する◎

同　上

10

調達・加工・産出

�ﾊした資材の流

　資材調達・生産加工・製品産出におけそそれぞ

黷ﾌ活動を通して、資材の流れを一貫して管理す

骰lえ方を示し、そのさい用いられるグループ・

eクノロジーやMRPなどの手法について説く。．

同　上

11
資材発注と在庫の

ﾇ理

　資材調達に関する各種発注方式、経済的発注数　　、

ﾊの考え方および方式について示す。また、それ
ﾆ関連して外注の目的、在庫を持つ要因を考え、

ﾝ庫ゼロ方式など生産計画と在庫管理とのかかわ

閧?｢を説く。

同　上

12 物流と輸送計画

　産出した製品を消費者まで配送する物的流通シ

Xテムの構成と、そこでの効率的な配送を行うた

ﾟの輸送問題の意味と原理、また輸送計画の解法

ﾉついて説く。

同　上

13
作業環境と労働科

w

　最近の生産形態の変化に伴う作業環境の各種問

閧�lえ、またマン・マシン・インタフェイスの

ﾝ計及びそこでの労働科学の役割・対応ならびに

ｻ在の課題について示す。
同上

14 生’・産合　理　化

　生産合理化の総合目標を設定し、その目標を生

Y各部門に重点的に展開して具体的な業務目標を

?ﾟ、そのための施策を生産活動全般にわたって

≠ﾟ、生産性を体系的に向上させていく取り組み

福�瘤ｦする。

同　上

15 生産　自　動　化

　生産自動化の傾向と、トランスファ方式、群管

摯緖ｮなどの自動化への取り組み方並びに自動化

@器とその活用状況を例示する。さらに自動化の

o営に与える影響とそこでの問題点について説く。

同　上
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＝財務会計＝（TV）
〔主任講師　若＝杉　明（横浜国立大学教授）〕

全体のねらい

　企業の実施する会計は財務会計、管理会計および税務会計から成る。財務会計は、企業が株主や債権・

者などの利害関係者に、受託責任等に基づいて、その経済的意思決定に役立っよう、必要な会計情報を

測定・伝達する領域である。この財務会計の社会的意義、仕組み、原理などにつき、基礎にある考え方

甚ふれながら述べてゆく。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

企業の情報測定・伝達システムである企業会計

1 企業会計と会計学
がどのような性格を有し、社会的役割を果たして

｢るかについて述べ、さらに企業会計の学である

?v学の体系を明らかにして、そこにおける財務

　若　杉　　　明

i横浜国立大学教授）

会計の位置づけを行う。

財務会計は企業内容の開示制度にほかならない。

そこで開示制度を構成する商法会計および証券取

2 企業内容開示制度 引法会計に関し、その基礎原理、目的、理論的性 同　上

格などについて述べる。

企業会計が社会的制度として存在意義をもつの

は、これが種々の職能を果たしうるからである。

3 企業会計の職能 そこで会計のも？、測定、伝達、財産保全、計画 同　上
設定、業績：評価、社会的統制等の各種の職能につ

いて取扱う。

財務会計は、法令に基づいて行われる制度会計

一般に認められた
を中核とする。制度会計において法令に定めのな

4
会計＝基準

い部分は一般に認められた会計基準に準拠するこ

ﾆになっている。そこでこの会計基準の性格、役

同　上

割り、具体的内容等について明らかにする。

財務会計において、企業の財務内容の開示は財
務諸表、すなわち貸借対照表、損益計算書などに

5 財　務　　諸　　表 よって行われる。財務諸表の性格、役割り、体系、 同　上
限界などについて取扱う。

企業の財務報告の内容は多様であり、その1つ

収益力の測定と損
の柱として企業0収益力の表示がある。企業の収
v力は各種の利益数値によって表される。損益計

6
益計算書 算：書＝は企業利益の算定表示を役う財務表であり、 同　上

そこでこの計算表の性格構造、構成等に言及する。

寸 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノｹ益計算書において行われる島国の計算表示は、

期間損益計算：の構 r一定の理論に基づく計算構造と計算原理に基礎づ
7

造と諸原則
けられている。そこで利益計算構造の特質と計算

ｴ理について述べ、またこれらの原埋の相互関連

同　上

にふれる。
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

企業の財務報告の柱の1つとしての企業の財政

8
財政状態の測定と

状態の測定・伝達に言及する。そしてそのための

燒ｱ表である貸借対照表の性格、構造、構成等に 若杉　　　明
貸借対照表 ついて明らかにする。

貸借対照表に記載される資産は、一定の評価原

9
資産の貸借対照表

則に基づいて、会計数値として表される。そこで

綜Yの評価の基本原則について述べ、さらに個々 同　上
価額の算：定 の資産ごとの評価方式に関する商法や会計基準の

規定を解説する◎

固定資産は、時の経過、経営目的のための使用
等によってその価値を次第に減少してゆく。そこ

10 減　価　償　却
で固定資産の取得原価は減価償却の方法によって、一定の会計期間に配分される。この減価償却の特

同　上

質、具体的方法、これのもたらす効果等について
述べる。

会社の創立費、開業費、研究開発費などの諸支
出で相当額にのぼるものは、これをすべて当期の

11 繰　　延　経　　理
費用に計上すると、当期の収益力の表示がゆがめ

轤黷驍ｱとがある。そこでこのような場合にこの
同　上

支出を資産化して、数期間に費用配分する方法が
選択適用される。

将来の期において実現する費用や損失などで、

その原因がそれ以前の期に生じているものについ

12 引　　当　経　　理 ては、関連する期に見越計上される。このような 同　上

引当経理とよばれる会計処理法の性格、目的、効

果等に言及する。

企業の元手たる資本が調達されたり、他の形態

に転換される場合の会計処理法、貸借対照表にお

13 資本の　会　計 ける表示法などについて明らかにする。具体的に 同　上

は資本金と資本剰余金をめぐる会計上の諸問題に

ついて取扱う。

企業の獲得した利益は、法人税等の支払い、配

14
利益処分と剰余金

ﾌ会計

当金、役員賞与などとして企業外に流出するが一

狽ﾍ社内に留保されて、将来の資金的必要に備え

轤黷驕Bそこで利益処分とこれに関する会計処理

同　上

に言及する。

今日の企業は個々に独立の会社がグループを形

企業集団の財務報 成して一体となって経営活動を展開する。かかる

15 告一一連結財務諸表 企業グループの財務報告のための連結財務諸表制 同上
制度 度につき、その特質、計算原理、開示方法などに

ついて述べる。
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：＝ 煤F理計画法＝（TV）
　　　　　　　　　　　〔主任講師：加瀬滋男（放送大学教授）　　　　　横山雅夫（放送大学助教授）〕

全体のねらい・

　数理計画法と総称さμている多くの技法のうち、特に線形計画法（LP）について講述する。具体的に

，は・その根源的な計算手法を解説するとともに、応用例も数多くとりあげ：LPの有効性を認識させる。

あわせてORや経営科学における基礎的知識の習得にも寄与しようとするものである。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

経営や行政上の計画問題における数理的アプロ

1 数理計画法概説
一チの内容を述べ、典型的な応用を例示しつつ数

搆v画法の全般を概説する。
加　瀬：滋　男

i放送大学教授）

若干の解説的な問題として生産計画問題、混合

2 ：LPの具体例
問題、輸送問題等をとりあげて、それらのモデル

�ﾐ介し、：LPの汎用性を示唆する。
横　山　雅夫、

i放送大学助教授）

渇Pの各種形式を列挙し、さらに平易な図解に

より：LPの構造に対する読者の十分な理解を誘導

3 ：L　P　の　構造 する。 同　上

シンプレクス法の核心を成すシンプレクス表の

シンプレクス法
意味と作成にっき基礎的概念を略説して、：LPの

4
〔1〕

基本に関する興味を喚起する。 同　上

シンプレクス表でめ諸計算の意義と実際を詳述

シンプレクス法
し、シンプレクス法を実施に移す際の知識を洒養

5
〔2〕

する。 同　上

簡易シンプレクス法および特別な制約条件の場

合における解法を略述し、：LPの柔軟性を強調す

6 各種の特殊解法 る。 同　上

LPの応用可能範囲を広げる2段階法の根拠と

2段階シンプレク
手法を説き、：LPの普遍的応用を呈示することに

7
ス法

よってその妙味を紹介する。 同　上
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回 テ　　　一　　　マ 内・　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

LPを実用して成果を収めっっある数社め実態 横　山　雅夫
を紹介し、それらの現状を通して読者のLPに対 高　井　英　造

8 実　用　例　〔1〕 する理解を深化する。 （三菱石油㈱

企画二部次長）

加　瀬　滋　男

現実の問題に：最適解を適用するに際し、留意す

べき若干の事項を論ずる。また条件の変化に基づ

9 実施上の検討〔1〕 く解の転化にも言及する。 加　瀬　滋　男

条件の変化に伴う最適解の転化を越えて、最適

解そのものを再検討する方法を考察する。それに

10 実施上の検討〔2〕 関連しシャドウプライスを解明する。 同　上

問題自体のかなり大幅な変転に即応するための

便法を探求する。ただし現実的というより理論的

11 モデルの改変 な立場からの論述である。 同　上

：LPにおける双対性を介して最大化問題と最小

12
双対問題と整数解

化問題の関連を説き、さらに整数計画法の一端を

瘤ｦする。 同1智上

問題

シンプレクス法によらない特殊問題として、割

当問題を含む輸送問題の解法を述べ、あわせてネ

13 特殊問題の解法 ヅトワーク問題にふれる。 同　上

LPの実践的見地からの石油精製問題における
検討例により、シャドウプライスの有用性を立証

14 実　用　例　〔2〕 する。 高　井　英造

本編における補遺的事項ならびに数理計画法の

未来像等につき、各講師がそれぞれの意見を開陳 加　瀬　滋　男

15 総　　　　　　括 し、読者の学習意欲を高揚する。 横山雅夫
高　井　英造
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＝産業と企業＝（R）

〔主任講師：黒沢一清（東京工業大学名誉教授）〕

全体のねらい

　マクロな水準で認識される産業の仕組みの形成と発展と、マイクロな水準の行動主体である企業の活

動との相互作用関係域をユニークな対象として考察する。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

産業一企業系が多元・重層構造をもった実体で

1
産業一企業系研究

ﾌ方法

あることを述べ．これを把握するための方法を論

ｸ。
黒沢一清

i東京工業大学

@　　名誉教授）

国民経済一産業系 国民経済の再生産構造を、各種産業の再生産シ

の計量システム；
ステムとその構成、及び国民総生産が人口1人当

2
（その1）一般的

り所得へと変換されるというこれら二つのサブ・

Vステムをもって構成する。これをCI：LINシス
同　上

フレーーム・ワーク テムと呼ぶ。

国民経済一産業系 CI：LINシステムの日本のケースへの応用を示

の計量システム；
し、この体系の産業一企業系問題における理論的、

3
（その2）日本の

実践的意義を考える。 同　上

例の計量分析

国民経済一産業系 CI：LINシステムの国際比較への応用を示し、

の計量システム； 一周の経済的・産業的発達へのマクローセミマク

4
（その3）国際比

ロな水準での戦略情報を考える。 同　上

較

産業一企業系を連 国民経済、産業及び企業を貫く経済成果指標で

5
結する付加価値生

Y性；（その1）

ある付加価値によって。マクローセミマクローマ

Cクロを連結する生産性分析の体系を考察する。

ﾜず本章では一般理論を解明する。

同’上

理論

産業一企業系を連 前章で与えられた理論を日本の経験に応用して、

6
結する付加価値生

Y性；（その2）

実践上の諸問題を提起して．ここにおける産業一

驪ﾆ系分析を試みる。 同　上

実態分析例・

産業一企業系を連 総コスト収益性及び総投入生産性を結合したシ

結する生産性・収 ステム（AIPRシステム）をもって、産業水準と
幽

7
益性分析システム

企業水準での、’収益性と生産性とをシステマティ

bクに分析する方法を解説する。

同　上

；（その1）理論
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

産業一企業系を連 AIPRシステムを日本のケースに応用」さら

8
結する生産性・収

に日本と米国の幾つかの工業に適用し、これによ

ﾁて、日本における産業一企業系問題の基本問題 黒沢一清益性分析システム のひとつを考察する。

；（その2）応用

産業と企業の国際 日本の製造業の生産性と収益性の国際水準での

9
競争力の構造と分

ﾍ；（その1）巨

比較を行い、そこにみられる日本の産業的・企業

I特性を浮き彫りにする。まずは巨視的な諸特徴

�l察する。

同　上

視的特性

産業と企業の国際 前章にひきつづき、企業経営水準の諸特徴を考

10
競争力の構造と分

察する。

同　上
析；（その2）微
視的特性

企業生産力の構造 現代企業の生産力＝構造を解明し、とりわけ未来

11
とホワイトカラー

ｶ産性；（その1）

的展望比おいて重要になる知識集約型スタヅフ

iKIS）の生産性の構造と機能を考察する。 同　上

一般的構造

企業生産力の構造 企業生産力構造の基礎である経営資源の構造を

12
とホワイトカラー

考察する。企業一社会同の土台である。

同　上
生産性；（その2）

経営資源の構造

企業生産力の構造 企業生産力構造のサブシステムとしての、経営

とホワイトカラー 者生産性及び管理者生産性の構造を考察する。

13 生産性；（そめ3） 同　上

経営者及び管理者
生産性の構造

・本社はKISによって担われる企業経営の中枢
企業生産性と本社 機構である。本章ではこの本社機能の生産性を大

14 機構の生産性の連 局的＝統計的に把握する一方式を考え、これをも 同　上

結モデル って日本と米国の製造業の状況を比較する。

一国の経済・社会の発達は、その国民の：福祉の

プロ、ダクティヴィ みならず、また国際社会のそれの、維持と向上に

ユ5 ティ・スキーム； 寄与するものでなくてはならない。こういう理念 同　上

本講義の総括 をもってする政策と連動のシステムを考察して、

本講義の総括とする。
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　　　　　　　　　＝産業澄よび生業としての農業＝（R）

　　　　　　　　　　　〔主任講師：渡部忠世（放送大学教授）〕

全体のねらい

　入類の生存に不可欠な食糧などを供給する農業は、人i類の歴史とともに発展して、各地に独自な技術

と文化を形成した◎その発展の中で、農業は農民の生活を支える生業としての側面から、社会に食糧．

生産物を供給する産業としての側面を強化した。農業のこの両側面を世界と日本の農業発達史をたどり
つつ考察する。

回 テ　　　一　　　マ 内．　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

農業とは作物と家畜の人為的増殖を通じて、人
類の生存と生活に必要な素材を生産する行為の体

1 農業の2つの側面
系である。歴史的にみると、生業として自給的で
?ﾁた時代から産業としての成熟へと発展した。

＝渡　部　忠　世

i放送大学教授）
その経過を技術と文化の視点からふりかえる。

農業の多様性を地域類型区分によって紹介し、

2
農業の地域的びう

ｪり

各地域の農業立地・類型を世界的に鳥翻する。同
桙ﾉ、世界の農業類型をr農耕文化複合」の考え
福ﾉよりとらえ直し、現在の農業i類型の基層をな 同　上

す農耕文化の地域的ひろがりを紹介する。

世界の農耕文化のうち、アジアの農業の基層を
世界の農耕・文化（1） なす根採農耕文化と稲作農耕文化の地域的ひろが

3 根栽農耕文化と稲

?_耕文化

りと特徴を紹介する。とくに東アジアの稲作農耕

ｶ化に関連して、照葉樹林文化の特徴を述べ、稲
?_耕文化の展開過程を概説する。

同　上

4

世界の農耕文化（2）

Tバンナ農耕文化、

n中海農耕文化、

　地中海農耕文化とサバンナ農耕文化の地域的ひろがりと特徴を紹介する。両農耕文化はそれぞれ、ムギ類と雑穀類を育んだ重要な農耕文化である。また、旧世界に重要な作物をもたらした新大陸の

同　上

新大陸農耕文化 農耕文化を概説し、ヨーロヅパの農業の成立過程
�lえる。

世界各地の農耕が生み出「した作物・家畜複合は、

5
農耕文化の発展一

ｩ給農業の成熟

農業の基本である永続的な土地利用を可能とする
_業システムを確立するとともに、人類に豊かな
H素材を提供した。世界の農耕文化が育んだ、系 同　上

内での完結した自給農業のすがたを類型的に概説
する。

東アジアは世界にさきがけて集約的な農業を成

6
東アジア水田農業

ﾌ展開

立させた地域である。水田多毛作化の進展と水稲
ﾍ培技術の集約化は、土地生産力を大きく発展さ
ｹ、自給農業としては、世界に類をみない労働集

同　上・

約的な農業を成立させた。その特徴を中国と日本
の例からうかがう。

サバンナ農耕文化を基礎に発達した南アジアの

7
南アジア畑作農業

ﾌ展開

畑作農業は、多種類の雑穀類を組合わせ、畜力耕
ﾌ一貫作業体系を確立して、独自の農業体系を完
ｬさせた。南インドの畑作農業を素材に、アジア

同　上

∵のもうひとつの自給的な集約農業のすがたを明ら
かにする。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

地中海農耕文化を、基礎に、サバンナ・新大陸農

耕文化の要素を吸収したヨーロッパの農業は、や

8
ヨー・ツパの「農

ﾆ革命」

がて「農業革命」の時代を経て、穀物と家畜を複
№ｳせた「輪栽式」農法を成立させる。世界農業 渡　部　忠　世

のひとつの典型をなすヨ一壷ヅパの農牧複合農業
の形成過程を概説する。

永続的土地利用のメカニズム、作物複合、畜力

アジアとヨーロッ 利用の体系、労働力の編成などの農法的視点から

9 パの農業を比較し
アジアとヨーロヅパに成立した集約的農業の特徴
�qべ、アジアにおける自給的農業とヨーロッパ

同　上

て における企業的農業の成立過程を比較検討する。

10

植民地拡大と企業
I農業の成立（1）

V大陸と熱帯圏の

　ヨーロッパの農牧複合農業は、新大陸への移住
�_機にさらに大規模な企業的農業へと展開する。

ﾜた熱帯圏への植民地勢力の展開は、熱帯の豊富
苣A物資源を求めて、本来熱帯圏に存在しなかっ

同　上

プランテーション たプランテーション農業を成立させた。
農：業

植民地拡大と企業
　工業原料や食糧を供給するプランテーション農
ﾆは、・各地に成立した農耕文化をときには破壊し

11
的農業の成立（2）

?[ロッパによる

ながら、あるいは未利用の土地資源を開発しなが
轣A熱帯圏の農業地図を大きく書きかえていった。

同　上

世界農業の再編
この時期のヨーロヅパ勢力による世界農業の再編
ﾟ程を概説する。

世界の農業の発展過程をふりかえりながら、自
給的農業と企業的農業の農法的性格を比較する。

12
自給的農業と企業

I農業の性格
作物複合の単純化、土地利用の単作化、エネルギ
[利用の増大など、企業的農業の発展にともなう

同　上

変化を、これまでの農業類型を例に、農業生態学
の視点から明らかにする。

東アジア水田農業を基盤に発展したわが国の農

業の、近世から近代に至る展開過程を概説し、わ

13
日本の農業をかえ『

閧ﾝて

が国の農業発展4）特徴をとくにヨーロヅパのそれ

ﾆ比較しつつ検討する。家族労働を基盤に小規模
同　上

零細経営として成立した日本農業の性格を考える。

戦後の一時期に土地利用において頂点に達した
日本の農業は、高度経済成立を経て、ある種の

14 戦後の日本農業
「衰退期」を迎えたかにみえる。「農基法農政」

u総合農政」下での戦後農業の変化を、東アジア
同　上

水田農業としての日本農業の基本的な性格をふま

えっっ、ふりかえる。

生業としての農業、産業としての農業、そして
国民の文化としての日本農業の将来性を、世界の

15 日本農：業の将来
農業との関連で考える。わが国に成立した集約的
_業技術の世界における今後の貢献と、新たに始

同　上

まりつつあるバイオテクノロジーの技術的可能性
についても言及する。
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　　・＝哲学思想史＝（R）
　　　　　（西洋近代の哲学思想）
〔主任講師：中埜肇（放送大学教授）〕

全体のねらい

　この講義はルネサンスに始まって19世紀半ばにいたる西洋近代の哲学思想をその内容とし、哲学者

の思想内容の細部に立ち入るよりも、哲学的な問題意識の流れを全体にわたって辿ることを目的とする。

とくに世界（自然と人間）像および知識（学問）論の展開に重点を置：く。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

ルネサンス期の思想の特徴を「開かれた宇宙

1 ル　ネ　サ　ン　ス

観」と「新しい人間像」という観点からとらえ、

ｩ然科学と人文主義の持つ思想的な意味をさぐ

閨Aさらにこの時期の自然哲学と神秘主義的な

中　埜　　　肇

i放送大学教授）

宗教思想について考える。

「経験」にもとつく新しい学問の提唱者であ

るフランシス・ベーコンが展開した新しい知の

2 フランシス・ベーコン 構造（学問のプログラムと分類、イドラ論、帰 同　　　上

納法など）について述べ、その意味と限界を考
える◎

「普遍学」を構想し、その方法論の基礎を徹

底的な懐疑によって達せられる「自我」（＝理

3 デ　　カ　　ル　　ト 性）の確実性に求めたデカルトの形而上学につ 同　　　上

いて述べ、その二元論的：な世界観の問題点を探

ﾗ・

機械論の立場からする演繹的な思考方法を、自

然現象よりもむしろ人間社会の構造に向けたホ
4 ホ　　ッ　　ブ　　ズ ヅブズが、社会契約の必然性と国家権力の絶対 同　　　上

性の思想に到達した過程を明らかにする。

「神に酔える無神論者」と称せられたスピノ

ザの汎神論が、実は絶対無限な神に対する信仰の

5 ス　　ピ　　ノ　　ザ 論理的な帰結であったことを明らかにし、彼の 同　　　上

思想が哲学の模範とされる理由を考える。

十七世紀において最大のスケールを持つ総合

的哲学者であったライプニッツが、無限量で極
6 ライ　プニ　ッ　ツ 微の実体「モナド」にもとづいて構想した連続 同　　　上

的で調和的な世界像の本質を明らかにする。
巾

啓蒙思想の先頭に立つロヅクが十七世紀の独

断的な理性論に対抗し、近代的な知識論の出発
7 ロックと啓蒙思想 として、初めて人間の認識能力を批判的に吟味 同　　　上

し、経験主義の哲学を定礎した意味を探る。
ち
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
バークリ，と同時代

ﾌ思想家たち

　ロヅクの知識論をさらに進めて、「在る」こ

ﾆを「知られている」ことに還元する観念論の

ｧ場に達したバークリ僧正の信仰と思想を、同

梠繧ﾌ思想との関連で考える。

中　埜　　　肇

9 ヒ　　　ユ　　　・一・　　ム

　ロックに始まる知識吟味作業の完成者であっ

ｽヒュームが、経験主義の立場を徹底すること

ﾉよって懐疑論に接近したプロセスとその意味

�A因果の問題などを手がかりにして考える。
同　　　上

10
フランス啓蒙思想

ﾆルソー

　イギリスに始まった啓蒙思想がフランスに入つ

ﾁてラジカルなものになろた過程および文明と

i歩に寄せる啓蒙思想の信頼を徹底的に批判し

ｽルソーの立場について述べる。
同　　　上

11
ドイツ啓蒙思想と

Jント

啓蒙思想のドイツ的なあり方をフリードリヒ　　、

蜑､やヴォルフにおいて見たのち、啓蒙の精神

�[めることによって独自の批判哲学を構想し

ｽカントの問題意識を『純粋理性批判』につい

ﾄ考える。

同　　　上

12
カ　　　ン　　　ト

iつづき）

　カントの批判哲学の発展を『実践理性批判』、

w宗教哲学』および『判断力批判』に即してた

ﾇり、カント哲学の画期的な意味について考え

驕B

同　　　上

13 ドィッ観念論哲学

　カントの哲学が後継者たちによって変容され、

ｳらにフィヒテやシェリングの思考を通して、一

ｳ論的な体系構成へと発展するにつれて、哲学

ｪロマン主義の色彩を濃くしてゆく過程につい、

ﾄ述べる。

同　　　上

14 ヘ　　一　　ゲ　　ル

　ドイツ観念論哲学のみならず、近代の哲学思

z全体がヘーゲルに診いて頂点に達したことを、

ﾞの絶対理性（＝精神）の哲学とその方法であ

髟ﾙ証法とについて考察する。
同　　　上

15

ショーペンハウアー
Eキルケゴール・マ

泣Nス

　ヘーゲルの絶対理性の哲学を徹底的に批判し

ﾄ新しい哲学的視野を開き、近代から現代への

v想的移行の先駆をなした三入の思想家の歴史

Iな意義について考えるb

同　　　上
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　　　＝社会思想史＝（R）
〔主任講師：城塚　登（共立女子大学教授）〕

全体のねらい
　近代の民主主義国i家。社会、資本主義社会を形成してきた人たちの社会思想、またそうした国家・

社会のはらんでいる深刻な諸問題と対決し、その解決をめざした人たちの社会思想を考察し、現代の

高度に発展した社会に生活するわれわれが、人間らしいあり方を確保するためには、どのような国家

・社会をめざすべきかを考える。

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

近代的な国家・社会は、資本主義経済の発展

1 近代的人間の登場

（産業革命）と市民革命を通じて出現したが、

ｻれを担った合理主義的人間はルネサンス期に
o場した。マキァヴェリの社会思想を考察する

城塚　　　登
i共立女子大学教授）

ことによって、そうした合理主義的人間の社会
観を見る。

宗教改革の指導者ルターの宗教思想のなかに
は、内面的信仰を通じて神と結びつく個人の自

2 個人の自立と自由
立と自由、職業労働の意義が確認されるなど、

ﾟ代社会を担う入間のあり方が示されている。
同　上

それはカルヴィニズム、ピュウリタニズムに引
継れる。

ピュウリタン：革命に出合ったホッブスは、個

人の自然権から出発し、諸個人が社会契約によ

3
民主主義思想の成
ｧ（1）

って国家・社会をつくったという民主主義思想

ﾌ基礎がある。その問題を考える。
同　上

「薫政復古」から「名誉革命」にいたるイギ

4
民主主義思想の成

ｧ⑪

リスに思いてロックは社会契約について考えを

iめ、「主権在民」の考え方を確立する◎ 同　上

ロックの思想は、モンテスキュー、ヴォルテ

5
啓蒙思想の展開と
鴻}ン主義

一ル、ルソー、カントなどの思想家に受けとめ

轤黶A啓蒙思想として展開。反動としてシュレ

[ゲル兄弟らのロマン主義が現われる。

同　上

自由と平等を掲げたフランス革命は、流血と

6
「市民社会」への

ｽ省

専制をもたらした◎ヘーゲルは、スミスが解明

ｵた「市民社会」のあり方に反省を加え、国家

ｪ「市民社会」の活動を制御すべきだとする。

同　上

イギリスのオウエンは労働者の生活改善に努

め、協同生活・協同労働の村を開いて社会主義
7 初期社会主義思想 を説き㍉フランスでは科学者と産業者が社会の 同　上

主導権をもつべきだとサン・シモンが主張した。
’
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師i旧恩・氏名）

ヘーゲル哲学から出発したマルクスは、倒家

は幻想の共同体であるとし、市民社会の自己変

8
マルクスの人間解

厲v想
：革をめざした。そして人間の自己疎外克服を人

ﾔ解放の課題とする。
城塚　　　登

唯物史観に立つマルクスとエンゲルスは、資

本主義が生産力の発展の妨げと：なっているとし、

9
マルクスの共産主 生産手段の社会化を中心とする共産主義：革命を 同　上
義思想 説く、資本主義の経済学的解明を於こなう。

イギリスの「フエビアン協会」は社会的善の

実現をめざし、土地や資本の公有、社会福祉・

io
フェビアニズムと

ﾐ会民主主義
保障の充実をめざす。ドイツ社会民主党は議会

?ｮによる労働者の権利拡大という路線を提出．

同　上

した。

ロシアでマルクス主義を受けとめたレーニン

11
マルクス主義思想
ﾌ展開

　　、ﾍ、資本主義が帝国主義の段階に達したとし、

v命を指導し実現した。西欧では、ルカーチ労 同　上

働者階級の主体的自覚の形成が課題とした。

社会の近代化を合理化の過程としてとらえた

12
合理化と官僚制の
竭

ヴェーバーは、会社などの集団が官僚制の特徴

�ｦすようになるとし、人間はそれと対決しな

ｯれば：ならないと説く。

同　上

20世紀、資本主義社会は産業的合理化を進め

たが、同時に非合理的行動や激情に走る傾向を

13 大衆社会の問題 もつ大衆が発言力をもった。その病理を指摘し 同　上

たマンハイム、り一スマンを見る。

情報化社会の人びとの生活全体を制御してい

るのは、国家と法人大企業の複合機構であると

14 管理社会の問題 するガルブレイス、組織された資本主義の新し 同　上

い問題を指摘したハーバーマスをとりあげる。

近代日本に澄ける社会思想の展開を概観し、

15
人間らしい社会を

日本の社会の現状を考える。民主主義、官僚制、

蜿O化、管理社会化などが日本の特殊性とから 同　上

めざして みながら引き起す問題にどう対処していくか。
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＝知識ど学問の構造＝（R）
　　　　一知の構築とその呪縛一

　　　　　　　　　　　〔主任講師：大森荘蔵（放送大学教授）〕

全体のねらい

讃の購難鐸闘鶏巻勤磯難聴鋸謙謡糀鍬．
貫いている。この分断の基底には物と心の分裂があると私は考える。日本と西洋の両方にこの分裂の、

由来を尋ね、学問と人間観の一体性を回復することを試みる。

回 ，　テ　　　一　　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

全体の予備的説明。西欧では16．17
世紀の科学革命によって世界観の転換が

1 概説的序論 始まった。これを「略画的世界観」→「
ﾗ密世界観」への転換とみる。それが幕
毎ﾛ新期に日本で同じ転換を促した。こ

大　森　荘　蔵

i放送大学教授）

れによって物の死物化、心身の分裂が生じ潅

略画的とは精密な計測、表面的な論理
的整合性にこだわらぬこと。そこでは天

2 略画的世界観 ：地人は一体として共感し、人間は神、霊． 同　上
死者と共生し、過去と未来は現在に溶融
する。動物、岩石も霊を持ち、物は生き
生きとして死物ではない。

古代神話、本居宜長の国学、江戸時代

3
日本に澄ける略画

D世界

のインテリを支配した朱子学、そして基
ｬ思想としての仏教、におげる略画世界
ﾏについて述べる。荻生但徹伊藤仁斉

同　上㌔

三浦梅園、等にも言及。そして幕末に強
くなった洋学受容について。

イオニア自然学、アリストテレスに例

4
西欧古代中世に細

ｯる略画的世界観

をとる6細密世界観への起動力をもって
｢たデモクリストの原子論はアリストテレスの圧力で押えこまれた。更に細密化

同　上

の始動としての天文学、静力学、解剖学
にも触れる◎

「円」信仰の呪縛からの最初の解放と

5 略画の密画化
@　その始まり

してのケプラー、アリストテレス的神学

ﾉ対する挑戦としてのコペルニクス地動

焉B細密数量描写としてのガリレイの動
同　上

力学。連続量描写を可能とした微積分学。

ガツサンディによる古代原子論の復活。

6 略画の密画化
化学の領域での原子論の確認◎それに基
ﾃいた「点描法」（原子論的描写）の進 同　上

不可避の過程 展。ラプラスの天体力学。それらによの
物はほぼ死物と化した。一方神は遙か天
上に死霊は街を歩きにくくなった。

外部自然の細密描写が人体に及ぶとき
人体の死物化が進行する。レオナルド、

7 密画化と数量化
ベツサリユウスの解剖学。それがデカル
gの「人間論」に至って人体は動物機械

同　上

となる◎当然「心」は分離独立し、r機
械の中の幽霊」（ライル）となる。

一562一



回 テ　　一　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

’だがデカルトの予想が現実化するには
300年を要した。血液循環、呼吸、食物

8
密画の陥穽

齦ｨの死物化一

消化．発生と遺伝、これらの生命現象の
ﾗ密描写が完成するまで紆余曲節があっ
ｽ◎、人体が死物体となるには手がかかっ

大森　：荘　蔵

たのであるご

神経伝導、脳の機能の細密描写は今だ
に進行中である。しかしそれが完成して

9
感覚的性質のスト

潟bプ

も心の機械化とはなら：ない。逆に心はま

ｷます死物人体から浮き上り人だまのよ
､に浮遊している。心身の分裂は増大し

同　上

現代人の迷いとなっている。

西欧の密画世界観の受容は主として江

戸期の医師によって行われた（例えば解

10 二元論の構造的欠陥
体新書）。その時以来今日までその人間

ﾏが最も抵抗をうけたのは当然である。

同　上

その抵抗の模様を観察する。

11
二元論批判　　　’

　無限の宇宙の細密描写を現実にはなし
ｦない。そのため公理的方法に近い理論
ｻが必要となる。その理論による説明と
ﾍ何であるか。・一方略画的描法をも併用
ｹざるをえない社会大文科学に澄げる描

同　上

写方法（デユルケム、ウエーバー、リツ
ケルト）。

細密描写の基本は世界の時間的変化の

12
原子論による密画

`写

描写である。この「変化」の概念を分析
ｷると、可能な描法は原子論的描法と場
`法としかないことを論証する。現代自

同　上

然科学はまさにこの論理的選択可能性の

枠内で展開してきたのである。

ここで残された現代の問題、心身問題

に入る。まず生命論ではアリストテレス

13
人体の密画描写と

m覚因果説

の形相としての霊魂論に還るべきと考え
驕Bそれは上記の略画、密画両世界観の
u重ね合せ」、「重ね描き」として理解

同　上

できるからである。

一方心の問題もまた上記二描法の「重
ね描き」として理解しうる。密画世界観

14
物と感覚の一心同

ﾌ性
によって死物化された物はそれによって
ｪ画世界観でもっていた生命を取り戻す
ﾅあろう。これを記憶、感情、想像、美

同　上

的感覚等に響いて説明する。

15 自然の再活性化

　一方、外界からの刺激による脳の興奮
ｻれによって生じる知覚像、という生理
wの細密描法を批判、それに代えて「脳
ｧ視」の見方を提出し、幻像や十人十色
�燒ｾする。これによって両描法の「重・ね描き」が完成し．心と物は昔の和合に

同　上

返る。
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＝行為と規範＝（R）
〔主任講師：黒田　亘（東京大学教授）〕

全体のねらい

　自然的存在であると同時に社会的、政治的な存在である人間は、さまざまな規範に従いつつ、それぞ

れの個性に応じた価値の実現を目指して生きる。そういう人間存在の多面性を集約的に表現する娘行為・・

について、基本的な諸概念と諸問題の分析を試み、実践哲学の基礎的な構想を固める。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 行為に「ついて

　「行為」という概念は自然現象を分類する概念

ﾆは性格を異にする。われわれが自分の意志行為

ﾉついてもつ独得な知識にまず注目し、これを手
ｪかりとして「行為」の分析を行う。

黒　田　　　亘

i東京大学教授）

2 規範について

　意志行為とはすなわちまた「規則に従う行為」

ﾅある。ひろく規則一般の観察と分類を試みたう

ｦで、とくに「規範」と呼ぶべき規則に固有な性

iと機能とを説明する。
同　上

3 価値　と　規　範

　「規範」と並ぶ実践哲学の主要概念は「価値」

ﾅある。大観すれば西洋倫理思想史は、価値ある

｢は目的を中心とする学説と、規範ないし義務を

ｪ本とする学説のたたかいの歴史である。
同　上

4
「自然主義の誤り」

ﾉついて

　二つの立場の対立は、行為の正誤をめぐる実践

I推論Q構造に根差している。アリストテレスの
ｪ析を範としてこの構造を考察し、ついでムーア

ﾌ自然主義批判に論及する。

同　上

5 実践的知識の構造

　ムーア以後の分析的倫理学では、まず事実と価

lを切り離したうえで事実から価値への推論の正

鱒ｫを論じるのが常道である。この問題設定の背

繧ﾉある認識論的な前提を批判する。
同　上

6 意志行為の分析（1）

　西洋認識論の主流をなす内在主義の正当化理論

ﾍ、意志行為の原因と理由とを峻別する反自然主

`の行為論と表裏一体である。これに対して筆者

ﾍ意志行為の因果的解釈を目指す。

同　上

7 意志行為の分析（2）

　「基礎行為」の概念を導入してアリストテレス

w説の現代的な整理を試み、また行為の因果連関

ﾆ出来事の因果連鎖とを区別して行為論の基本的

ﾈ枠組みを整える。

同　上

一564一



回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

意志行為の因果連関は行為主体たる人格と、人

格が設定する行為の目的とによって限界づけられ

8 人格ドの　概　念 る。とくに責任の問題との関連でこの事情を説明 黒　田　　　亘

する◎

行為の因果的解釈は決定論や宿命論とは結びっ

かない。「選択の自由」や「予言破りの自由」に

9 自　由’と　決定 関する議論を批判的に検討し、人格的な行為の因 同　上

果連関にそくして自由を捉えなおす。

善と知って行わず悪と知りながら行う「無搾制」

の現象は、ソクラテスの昔から理性尊重の倫理学

10 欲望　と　意　志 説にとっての試金石であった。因果説の観点から 同　上

この問題の首尾一貫した解釈を与える。

行為を動機づける快・苦の現象は重要な検討課

題である。快楽説に対する道徳的な反感や、要素

11 快楽説をめぐって 主義の感覚心理学にはとらわれずに生活のなかの 同　上

快心の現実を直視したい。

快楽または幸福の増大をもって行為の正しさの

決定基準とする功利説について考察する。まず、

12 功利主義の検討 「功利の原理」すなわち「最大幸福の原理」を正 同　上

確に紹介し、解釈上の重要論点を挙げる。

正義の諸規範を最大幸福の原理によって基礎づ

け、正義を功利に帰着させること妹可能であろう

13 正義について か。J・S・ミルの「功利主義論」に基づいて問題 同　上

を提起する。

言葉に関する誠実の義務、という特殊な正義の

規範について前章の問題を細かく検討する。これ

14 嘘　　と　約　束 に関するカントの議論とミルの功利主義的解釈を 同　上

対比し、それぞれの長所と短所を見る。

功利説に鋭く対立するものとして契約説の正義

15 契約　と　功利

論があり、道徳と政治をめぐる現代の理論的状況

燉ｼ学説の対決を中心に動いている。この事情に
同　上

注目しながら実践哲学の今後を語る。
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＝宗教学を学ぶ＝・（R）

　　　　　　　　　〔主任講師：阿部美哉（放送教育開発センター教授）〕

全体のねらい’　　曳‘＝一　　　　　　・一…　　・　　　　　…　　　、＿　　　　　，　。

　宗教の世界は音によって満たされているともいえる。聖なる世界からのメッセージを媒介するものが

音である。本講義においては、ラジオのメディアとしての特性を最大限に生かすために、放送講義の中

心となる部分を宗教にまつわる音を使った録音構成によるものとする。印刷教材は、その音を問題提起

として受げとめ、学生自らが考えていく学習の手引とする。15回の流れは、宗教の原初形態から近代宗

教への宗教史的展開を追うものとし、それぞれの回において宗教に関する基本的な理論を紹介する。

回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 夜　　　明　　　け

　講座を開始するに当たって、この科目の基本的な枠組
�揄�ｵ、今後の学習に対処するための学習態度、特に、
宴Wオ番組の聞き方についての身構えを作る。
@この講では、宗教学の性格およびその対象と方法につ
｢て、基本的に理解し、初期の宗教学が、なぜ「宗教の
N源」という問題を考察の対象としたかについて考え、
ｳらに、「アニミズム」および「ヌミノーゼ」という概
Oについて学習する。

阿部美・哉
i放送教育開発

@　センター教授）

2 祈　　　　　　り

　第1回の講義において、我々の宗教的な感覚の基礎に、
ｩ然を恐れると同時にそれに引かれるという感情のある
ｱとを見てきた。今回は、そういった理解を踏まえて、
ﾅも基本的な宗教行為と考えられる「祈り」に焦点を当
ﾄる。
@祈りが成立するためには、祈りの対象となる「聖なる
烽ﾌ」の雲叢が不可欠である。「聖と俗」という宗教的
｢界における基本的な二分法について理解する。

同　上

3 呪　　　　　　術

　祈りが、聖なるものへの祈願的な働きかけであるとす
驍ﾈら、「呪術」は、聖なるものへの操作的な働きかけ
ｾと見ることができる。超自然的な力を利用して、世界

Aをコントロールしょうとする手立てとしての呪術につい
ﾄ理解する。

@呪術の世界を感覚的にとらえるとともに、呪術と科学、
�pと宗教の関係および呪術の類型、えらびに呪術の現
纉Iな現れ方について考える。

、同　上

4 集団的　沸騰

　シャーマン等に見られる呪術的な神がかりが、個人の
沍ｳにおいて、日常的な意識の状態から脱するための試
ﾝであるのに対して、集団的な神がかりの状態が存在す
驕揩ｻういった状態は「集団的沸騰」と呼ばれる。それ
ﾍ、集団全体が日常的な意識を超えて、聖なる世界に近
tく機会である。この集団的沸騰という考え方について
揄�ｷるとともに、その具体的な現れである「祭り」に
ﾂいて理解する。

同　上

5 儀’　　　　　礼

　人聞が円滑な日常生活を送るためには、俗なる世界を
ｴ越した聖なるものをコントロールしていかなければな
轤ﾈい。そのための手段が「儀礼」であり．儀礼が宗教
ﾌ本質的な部分を構成していることを理解する。
@さらに、儀礼の様々な形態について学び、それぞれの
ﾚ的や特徴について考える。儀礼が頻繁に営まれるのは、
｢界の秩序を維持するためであり、危機を克服するため
ﾌ行為であることを理解したい。

同　上

6 神　　　　　　話

　儀礼の背後には、その儀礼の意味を語る「神話」が存
ﾝすることを理解する。神話は、あらゆることの起源を
黷髏ｹなる物語であり、そこでは世界の誕生、人間の誕
ｶ、死の起源、穀物の起源等が説明される。また、善と
ｫとの闘争について語る神話も多く竜善の勝利と悪の敗
ﾞについての神話が人々の行動のモデルとして作用する
ｱと、また、神話は権力の歴史的な根拠を証明するため
ﾉも使われることを理解する。

同　上

7
津

終末論とユートピ

A

　神話と儀礼によって、カオスの上にコスモスを打ち立
ﾄてきた人間には、世界が再び元のカオスへと崩壊して
｢くことへの恐怖が存在する。1その恐怖から生まれてき
ｽ、世界の終わりへの信仰に「終末論」がある◎終末論

同　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属9氏名）

聖なる世界からのメヅセ』ジを伝達するために憾、そ
ﾌ媒介者である「メディエ門艦内」を必要とする。メデ

8
メディ手一ターと

ｳ祖

イエーターは、「他界」からの死者のメッセージを伝達
ｷる場合もあるし、神霊のメヅセージを伝達する場合も
?驕Bそういったメディエーターの多様な形態と、機能
�揄�ｷるとともに、メディ増戸ターの一つの形態であ
闌ｻ実の世界に新たな秩序を打ち立てようとする「教祖」

’　阿　部美　哉

という存在について理解する。

教旭を初めとする宗教者の生涯が、その死後、璽なる
価値を有する「物語」として定着化され、信者の間に伝・承されていくことを理解する。この聖なる物語は、信者

9 物語　と　信仰
たちにとっては人間の生き方、信仰生活のモデルであり、
ｭしでもこの物語に示された生き方に近づくことが、目

同　上

標と：される。「信仰」という行為に対して、こういつた
@教者の人生の物語が深い影響を与え、具体的な指示を
与える点について理解する。

一つの源から始まった各宗教は、その勢力を拡大し、
様々な「文化」や「社会」の間に広がっていくにつれて、
±着・既成の宗教的世界の影響を受け、その形態を変化

10 文化　と　社　会
させていく。そこに成立するのが、「各種の「教団口であり、’教団は各地域や各民族の「宗教的世界」との融合・対立

ﾌ上に展開する。したがって、既成の宗教的世界と対立

同　上

し、その変革を志向する場合もでてくることになる。こ
こでは、宗教集団と文化・社会の関係を理解する。

宗教的な世界においては、空間は均質ではない。最も

・11 聖地　と　巡’礼

聖なる価値を帯びた空間が「聖地」であり、聖地は時に
｢界の中心として考えられる。「巡礼」は、聖なるもの
�≠ﾟる行為の一つであり、その形態は様々である。聖
nと巡礼との関係、巡礼と通過儀礼の類似性と異質性、

同　上

．そして巡礼における体験の特徴などについて理解する。

宗教の発展とともに、聖なる世界にふれるための場が
日常の世界で重要な位置を占めるようになる。「教会」
の誕生である。教会は、神の存在を知らしめることによ

12 教会と社会制度
って、日常の生活に秩序を与える機能を果たす。そこに
l々な儀礼、儀式が生まれ、制度が形成されていく。

同　上

教会の制度について考えるとともに、その社会制度と
の関係や発展の歴史について理解をすすあたい。

社会制度の変化は、宗教の世界にも大きな影響を与え

13 セクトと世俗化

る。社会分業の進展は、宗教制度の多様化に結びつく。
ｳ義や儀礼の合理化が押し進められ、脱神話化がはから
黷驕B生活の領域においても、俗なる世界が聖なる世界
ｩら独立し、聖なるものによる社会の公的領域の統合力
ﾍ弱まってくる。様々な「セクト」が発生し、「世俗化」

同　上

が進行する。セクトの発生と世俗化が、社会生活に及ぼ
す影響について理解する。

宗教的な世界においては、様々な音がその世界を満た
ｵていると同時に、すべての音が断ち切られた「沈黙」
の状態が重視されている。沈黙は、すべての世俗的な音

14 神秘主義と内面化
が排除された状態であり、その沈黙の中での祈りや、人
ﾆ人、人と神との交りが宗教行為の目的とされる。超越
Iな聖なるものへ世俗のことぽによって到達することは

同　上

不可能であり、沈黙の中へかすかに聞こえてくる聖なる
ｹはまさに「福音」に他ならない。この福音について理解する。

これまでの学習を三点にしぼって振りかえってみる。

15
家とアイデンティ 同　上
一アイ　
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＝構造と解釈＝（TV）
〔主任講師：渡辺二郎（東京大学教授）〕

・全体のねらい

　最初に現代の「構造主義」の考え方を追い、その特徴と限界を指摘する。次に、その前提となってい

る「近代科学」の背景と意義と射程を論ずる。こうして最後に、「解釈学」的哲学の持つ重要な意味に

ついて論究する。結局、全体としては、「構造」を取り出す考え方の解釈学的前提を明らかにし、逆に
「解釈」の構造を解明する。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

最初に、本講義の主題である「構造と解釈」と
いう問題そのものの意味について論ずる。特定の

1
「構造と解釈」へ

ﾌ問い
事柄の構造や解釈ではなく、構造と解釈「一般」

�_じ、しかも構造「と」解釈の相互連関を明ら
渡　三二　郎
i東京大学教授）

かにするのが主題であり、これを「構造主義」と
「解釈学」に即して行う。

レヴィ＝ストロースの構造主義は1960年代に
大流行をした。構造主義の登場の背景には、ソシ

2 構造主義の登場
ユールに始まる言語学における構造主義的考え方
ｪ前提となっており、これをリクールの指摘に従 同　上

って、三つの点から明らかにするのが、この回の
狙いである。

レヴィ＝ストロース自身が、トルベッコイの音
韻論的研究に示唆を受けていることを告白してい

3
構造主義における

¥造
る。それを顧みたあと、構造主義が構造というも

ﾌをどう考えているかをまず全般的に展望しっっ、
同　上

胃四つの事例を挙げて、構造主義の構造に関する考
え方を呈示する。

レヴィ＝ストロースが、構造に関する考え方を

4
構造分析の実例と

ｻの帰結

基礎にして、実際に彼の社会人類学においてどの
謔､な構造分析をしているかを一瞥する。母方の
�ｶ、トーテミズム幻想、野性の思考に関する彼

同　上

の分析を追ったあと、歴史否定の神話的思考の根
本性格に言及する。

レヴィ＝ストロースの構造分析が社会人類学に
おいて業績を挙げていることは言うまでもない。

5 構造主義への批判 しかしリクールによれば、特定の神話的思考にの
ﾝ範例を求め、言語学柔構造理論を一般化した構

同　上

造主義哲学は、主体や歴史を見失う客観的科学の
思考として批判される。

以上で「構造主義」の話を終え、今度は、一般
的に、近代科学によって事柄の必然的構造を法則

6 近代科学の背景
的に捉える考え方の吟味に移る。こうした科学主
`が現代を支配しているからである。こうした考

同　上

え方は、アリストテレスの存在観と自然観の批判
において登場した。

十七世紀の科学革命が、現代の科学至上主義の
根底にある。この点の特質を、カントの指摘した

7 近代的知の射程
「思考法の革命」や、デカルトにおける「属性」

d視の考え方と結び付けて省み、そこに大問題が
同　上

潜むことを指摘する。、「世界空窓の時代」の始ま

りが現代にまで及ぶ。
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 掴当講師
i所属・氏名）

8 ラ　ッセル批判

　上述した近代的思考法の帰結の一つとして、現
繧ﾌラッセルの存在観が批判的に吟味検討きれね
ﾎならない。ラッセルは、存在を命題関数の性質
ﾆして捉えることを提唱するが、そこに根本的な
竭閧ｪ付き遭うことを徹底的に示唆することが、
增Xの意味で肝要である。

渡　辺　二　郎

9
ディルタイと解釈

w

　以上で、「近代科学」の吟味を終えたので、こ
黷ｩらいよいよ「解釈学」の哲学の方に移る。解
ﾟ学の考え．方は、十九世紀後半に、自然科学の誤
ﾁた隆盛に抵抗して、精神科学を擁護し、人間的
ｶの表出を、予解し、解釈すべきことを説いたデ
Bルタイに始まる。

同上

10 解釈学的現象学

　ディルタイを承け、しかしフッサールに学びっ
ﾁ、ハイデヅガーは「存在と時間」において、新
ｽに「解釈学的現象学」の方法を用いて、現存在
ﾌ実存論的分析論を企てた。その際、「存在了解」

�ｷる人間の在り方が根本に捉えられる点がきわ
ﾟて大事である。

同　上’

11 了解と解釈と陳述

　ハイデッガーは「存在と時間」において、「了

�E解釈・陳述」についてきわめて深い分析を行
ﾁた。ここで初めて「解釈」の構造が鋭い分析に
謔ﾁて掘り出された。了解の「予構造」、解釈の
uとして構造」、解釈学的「として」、命題的
uとして」などを見る。

同　上

12 語　り　と　言　葉

　ハイデッガーは以上に結びつけて、「語り」と
u言葉」の問題を論ずる。ここに大層興味深い言
齪_がある。また、良心の呼び声も、語りの世界
ﾉ入る。こうして、了解と解釈の射程は、世界内
ｶ在する実存の在り方に深くかかわってき、人間
ﾌ在り方に密着する。

同　上

13 詩人　と　芸術

　後期ハイデッガーは、ヘルダーリンを初め、多
ｭの詩人を論じ、また芸術についても考察を企て
ﾄいる。存在了解と存在解釈は、ここに至って見
魔ﾈ成果を結晶させる。この点を辿ることによっ
ﾄ、了解と解釈の持つ重要性を浮き彫りにしてみ

ｽい。

同　上

14
ガダマーの解釈学

@　　　（その1）

　現代における解釈学的哲学はガダマーによって
�･された。1960年に：おける「真理と方法」の
ｧ行は、世界中に大きな波紋を投じた。ガダマー
ﾌこの大著の基本的狙いを、全体の三部構成の順
?ﾉ従って省みる。まず背景・特徴、第一部と第
�泊O半を見直す。

同　上

15
ガダマーの解釈学

@　　　（その2）

　前回に続いて、ガダマーの「真理と方法」の第

�煤i後半）と第三部の内容を概観する。こうし
ﾄ、ガダマーの解釈学の特色が辿られる。要する
ﾉガダマーは、過去の単なる歴史学的辿り直しで

ﾍなく、それとの厳しい思索的対決を、解釈学の
ｪ本精神とする。

同　上
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＝記号と人間＝（TV）
〔主任講師1吉田夏彦（東京工業大学教授）〕

全体のねらい

　記号に関連した事項をいくつか取り上げて論ずることを通じ、人間の世界を理解する上でどんなに記

号に頼っているかを論ずる・記号について論ずるべきことは他にもいくらでもあるが、わかり易くする

ことを旨とするので、あまり手は広げない。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

ことばと記号　　いろいろな記号　　生活と記号

意味のある記号
1 ・さまざまな記号 吉　田　夏　彦

（東京工業大学教授）

自然の表情　　自然にそなわっている記号

記号を伝える神経　　遺伝における記号
2 自然の中の記号 化学の方法　　自然を記号化する 同　上

自然科学における記号

記号の効用　　機械を使う

産業革命以後の機械　　コンピュータ

3 機械　と　記　号 同　上

せまい意味での記号　　記号を伝える

記号の抽象性
4 通　　　　　　　信 同　上

人にわからない記号　　いろいろな解読

解読においての正解　　自然の解法

5 解　　　　　　読 同　上

記号の伝達　　記号現象　　思想の記号化

記号の枠組
6 常識的なみとり図 同　上

調

誤解の例　　客観的な世界の構造

記号の意味するもの
7 誤　　　　　　　解 同　上

@　　　　ヤ
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回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

意識されない誤解　　芸術作品の誤解

記号の目的　　名前の多義性

8 有用　な　誤解 吉　田　夏　彦

記号の共有　　具体から抽象へ

抽象から共同へ

9 コミュニケーション 同　上

記号自体の価値　　数学の概念
’記号による第二の自然　　記号の価値の獲得

10 記号のひとりだち 同　上

抽象　　抽象の範囲　　記号の「種類」

記号であらわされた集合

11 抽象　と　記号 同　上

最低限必要な記号　　命題　　論証　　論理学

正しい推論の形式　　公理体系

12 論　　　　　　理 同　上

四つの公理による「集合論」の矛盾

論理学的方法

13 複数のモデル 同．上

知識　　理論に使われる概念　　世界の記述

記号体系の本来の役割

14 世界　と　知　識 同　上

記号の整理　　記号の許容範囲　　記号の意味

記号について学ぶ

15 ま　　　と　　　め 同　上
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　　　　　　　　　　　＝哲学的人間学：＝（TV）

　　　　　　　　　　　　　〔主任講師：中　埜　　　肇（放送大学教授）〕

全体のれらい

　さまざまな面で人間のありかたが深く問われている現代に鉛いて、人間存在の本質を根本に逐いて、

また全体として明らかにすることはきわめて重要な意味を持つ。哲学的人間学はこの課題を果たすこと

を目的とする。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

哲学的人間学の目ざすもの、人間学，と人類学と

の差異、哲学的人間学の視点と方法澄よびそれの 中　埜　　　肇
1 哲学的人間学の課題 簡単な歴史について述べる。

（放送大学教授）

宇宙に引ける人間の独自な位置について考え、

人間の独自性を不安定性、自覚性、両義性などの

2 人間の独自性 面について考察する。
同　　　上

人間の身体が持つ意味澄よびそれの人間的な特

殊性を哲学の問題として考える。

3 身体について 同　　　上

心とは何か、心は在るのか、心の働きはいかな

るものか、意識と無意識などについて考察する。

4 心　に　つ　い　て 同　　　上

デカルト以来現代にいたるまで、単に哲学だけ

でなく、ひろく文化上の大問題である心と身体の

5 心身関係について 関係について考える。
同　　　上

人間にとって生と死は他の生物の場合と根本的

に違う。この人間独特の生と死のあり方について

6 生　　　と　　　死 論ずる。
同　　　上

人間の基本的な特質と言われる社会性の基礎に
あるもの、社会秩序の本：質、代表的な社会集団の

7 社会性について 人間学的意味について述べる。 同　　　上
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回 テ　　一　　マ ’　　内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

歴史意識の本質と生成、歴史と社会との関係、

歴史観のあり方、世界史の問題などについて考察 中　埜　　　肇

8 歴史性について
する。

（放送大学教授）

神の死の前に立ったとき、明らかになる孤独性、

それと人格や実存との関係、自我の問題などにつ

9 個体性について
いて考える。 同　　　上

人間にとって自然とはなにか、自然に対して人
間はどのように関わるか、その関わりが人間に何

10 自然について
をもたらすかなどについて論ずる。 同　　　上

人間にとって労働はいかなる意味を持つか、労

働はどのように進化するか、という問題を哲学的

11 労働について な視点から考察する。 同　　　上

人間は人間であるかぎり技術を用いる。そうい

う根源的な技術と現代のテクノロジーとの間にど

12 技術について のような発展があるかを哲学的に考え、また現代 同　　　上

テクノロジーの人間学的意味を論ずる。

人間の文化の基礎にある言語の意味、それと思

考との関係、さらに知識や学問などの知的な営み

13 知識　と　情報 の本質にづいて考える。 同　　　　上

人間は事実よりももっと広大な意味：の領域に生

き、また価値によって定位されている。このこと

14 価値　と　意味 の持つ根源的な意義について論ずる。 同　　　　上

文化と文明はどう違うか。それを人間の欲望充

足のレベルの問題として考え、現代文明の本質に

15 文化　と　文　明 関する見解を述べる。 同　　　上
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＝日本言語文化論＝（R）
〔主任講師　古田東朔（放送大学教授）〕

全体のねらい

　言語文化どいうとき、種々の扱い方が考えられよう。しかし、ここでは、日本語自体を対象とし、‘
特に近代語が種々の作品とかかわりあい：ながら、どのように形成されてきたかをながめていく。文学

作品はもちろん、論説・翻訳・読本などを通して、話しととば・書きことばの問題点とその形成過程
について取りあげる。

回 テ　　・一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

全体の序説。明治期に澄ける書きことば（漢

文訓読調・和文調）、話しことば（標準藷・方 古　田　東　朔
1 日本の言語文化 言）、言文一致等々の問題が、政治・文化上の

動きに応じて、どのように意識され、具体化さ （放送大学教授）

れていったか。それらについての概観を行う。

2 古代語と近代語

　まず日本語の歴更について大きく見て澄く。

ﾃ代語と近代語に大きく二分されるが、それは

Wり結びの有無、二段活用の一段化に認められ

古　田　東朔
z　島　　　裕
i東京大学教授）

る、この外、音韻・敬語などの違いについても、
坂梨　隆　三

合せて見て旧く。 （東京大学助教授）

＜

江戸時代のことばのうち、上方を中心とする

江　戸　語　か　ら 庵のを上方語、江戸を中心とするものを江戸語

3
東　　京　語　へ

ということがある◎特に後期の江戸語から明治

冾ﾌ東京語に至る過程、特色について見る。現
古　田　東　朔

代のことばの基礎となったものだからである。

、日本の近代国家としての成立は、必然的に「国

語」の意識を確立させるようになった。話しこ

4 魍語」意識の成立 とば、書きことばに旧いて、問題として考えら 同　上

れたことは、どのようなものであったか。それ
らの数々について取りあげる。

明治以後、全国に共通に理解される標準的な

5
方言と標準語・共
ﾊ語（1）

ことばとは、どのような理由から考えられたも

ﾌであったか。また問題点はどこにあったか。

]戸末期からの話しことばの実態と、その際の
同　上

主張、政劣等について、まずながめて早く。

前回のあとを受け、特に国語調査委員会によ

6
方言と標準語・共

ﾊ語②

る全国の音韻・口語法の調査（明治36）と、
ｻの影響について見る。その結果が口語の標準
ﾆ：なる『口語法』編集に活用され、他方、方言

､究の進展をうながしてきたことについて話し

古　田　東　朔

ｿ　川　宗　賢
i大阪大学教授）

合う。

「口語」といい、「文語」という。しかし、

それはどのようなものをさしていうのか。外国

7 口　語　と　文　語 語との接触による日本語文法の再検討から始ま 古　田　東　朔
の、やがて「文語」と「口語」という大きい枠

が定められていく過程を見ていく。
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師ﾄ所属・氏名）

話しことばと書きことばを一致させようとす
る「言文一致」の運動は、明治になって盛んに

8 言文一致の動き（1） なる。江戸期の作品に澄いて、話しことばはど
ﾌように扱われていたか、幕末期から明治初期

古　田　東　朔

にかけての言文一致の主張や試みはどうであっ

たのか。

「言文一致」は小説だけに限られるものでは

ない。前回を受け、三遊亭円朝の人情噺が速記

9 言文一致の動き（2） により活字化され、『浮雲』に影響を及ぼした 同　上

過程、その他の小説における試み、加えて小学

校読本の談話体の文章などについて見る。

文語調は、長く書きことばにおいて正式のも

L10
漢語・文語調の位

のとされてきた。それは、どのように：用いられて

ｫたか。まず、漢語の使用についてながめてお 同　上
置（1） き、ついで江戸期から明治初期の小説・論説・．

翻訳など、漢文訓読調の文章を見る・

前回のあとを受け、明治期の漢文訓読調・和

文調～その誓文語調の小説のいくつかについて

11
漢語・文語調の位
u（2）

ながめる。そして、当時文語調の占めていた
ﾊ置について考えるとともに、口語と文語の文

同　上

章の違い、以後の文章の大きい傾向についても

見る。

西欧との交渉、理解の：ため、訳語の試みが澄 古　田　東　朔

12
訳語による新しい

｢界

’互いになされてきた。室町期・江戸期・明治前

冾汲ｨいて、和語・漢語による訳語がどのよう

ﾉ用いられ、相互の文化が理解され、新しい世

　進　藤　咲　子
i東京女子大学教授

@鈴　木英夫
界が紹介されていったか話し合う。 （茨城大学教授）

近代を切り開いていった言葉の数々は登録さ

れ、位置づけられていく。従来からのもの・新

13 言葉の登録
しい訳語なども含めた和譜・漢語その他が、ど 古　田、東　朔

ういう観点からまとめられていったか。三つの

辞書を取りあげ、その苦心のあとをたどる。

対人関係の意識が、ことばにどうあらわれる

か。かつての身分・地位によるものから人格の

14 近代の敬語
尊重へ、丁寧表現の増加へという傾向が見られ 同　上

るが、それらの主張や、実際の例、調査結果な

どについて見ていく。

これまでのまとめを行う。まず、ことば自体

についてこれまでの資料による扱いについてな

15 言語文化のみかた
がめ、ついで階層・地域・教育・男女差などに

謔驍ﾝかた、さらに異文化を理解するためのこ
同　上

とばの働きなどについて見ていく。
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　　　　　　　　　　　　＝上代日本文学＝（R）

　　　　　　　　　　　　〔主任講師：稲岡耕二（東京大学教授）〕

全体のねらい

　万葉集は現存：最古の歌集で、歌謡を母胎に：文字による創作歌が生み出され、律令制度の確立とともに

中国文化の刺激により文学的な洗練を加えていった100年余りの期間の、清新な拝情歌を多数収録する。

そうした万葉歌の形成・展開のすがたを、個々の歌人や作品に即して跡づけたい。今回は額田王．柿本

入麻呂とその前後を扱う。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
万葉のあけぼの

E一�ｾ天皇・中皇三一

　万葉集は、実質：的には奇明朝から始まる。その初期万葉歌の特徴を、好明天皇の国見歌、三皇命の宇智野献呈歌などの表現に即して考える。

噌稲　岡　耕　二

i東京大学教授）

2
相聞歌の流れ
齔ﾎ川郎女・

@　　藤原鎌足など一

　巻樽の相聞の部には磐姫皇后作歌が載せられているが、それは皇后の実作ではなく、おそらく人麻呂以後の仮託作である。歌垣の掛合歌を

ｹ流とする万葉の相聞歌の特色を、久米禅師・
ﾎ川郎女・鏡王女・藤原鎌足などの作品を読ん
ﾅ理解する。

同　　　上

3 額　田　王　　←）

　額田王は、初期万葉の代表的歌人である。千三の代表者や構成員たちにかわってうたうその

ﾌ人としての性格や表現の特色を、熟田津の歌、
ﾟ江遷都の時の歌などを読んで理解する。

　身　崎　　　壽

i北海道大学助教授）

4 額　田　王　　（二）

　蒲生野におげる大海人皇子との唱和歌、大津宮におげる春秋競準歌などを読み、宴席に歌才を発揮した額田王の特徴を理解するとともに、伝記上の問題点についても検討する。

同　　　上

5
天智・天武天皇の

ﾌとその挽歌

　天智天皇と天武天皇は、寡作ながら、すぐれ
ｽ歌を残している。三山歌・藤源夫人との唱和
ﾌ・吉野の歌などを読み、その作風を理解する
ﾆともに、崩御後その後宮の人々によって歌わ
黷ｽ挽歌を読み、初期挽歌の特色を考える。

同　　　上

6
柿本人麻呂の生涯

ﾆ作品

　柿本人麻呂の閲歴は詳らかでない。天武・持
掾E文武の三代に下級官吏として仕えたことは
ﾙぼ確かであるが、大津宮や壬申の乱との関係
竓ｯ職、生没年など不明な点が多い。吉備津采
濫ﾒ歌・臨死中などを読み、伝記との関わりに
ﾂいて考え、その作品を概観する。

稲　岡　耕　二

7

人麻呂歌集　（一）

齬ｪ体歌について一

　柿本朝臣人麻呂歌集には360首余りの歌を収
^しているが、それらが人麻呂の自作か否か、
ﾃくから論議の的となっている。いったいどの
謔､な性格の歌が多いか、序詞・枕詞など表現
菇@の上で特徴は見られるかなど、略体歌を読
ﾝながら考える。

同　　　上
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回、 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

非略体歌に含まれる紀伊国作歌や巻向関係の

8
人麻呂歌集　（二）

歌など白雨呂調に近い自門の短歌や、歌集中に’
��ﾌみ見える長歌を詠み、その特色を把握す

神野志　隆光

一非略体歌について一
る。

（東京大学助教授）

持統朝前半の人麻呂作歌のうち、近江荒都歌

9
近江荒都歌と日並

c子挽歌

は我が国におげる廃学を詠む歌の鳴矢であり、

喆ﾀ皇子の残宮挽歌は、男性の歌人による、諌
Iな内容を加えた挽歌のはじめである。それぞ
黷ﾌ表現の特色を理解するとともに、「一マ云」

同　　　上

「或云」などの異伝をも検討する。

人麻呂が晩年に石見国に赴任し、朝集使など
の役目で上京した時の作と考えられている石見

10 石見相聞　歌
相聞歌を読み、その表現と構成、反歌の性格な
ﾇについて理解する。

同　　　上

人麻呂の亡妻挽歌を読み、人士呂調と言われ

11
泣血哀働　歌

る詠風や、長歌二首’の連作的構成、中国文学の

e響などについて考える。
稲　岡　耕　二

一人麻呂の連作一

大津皇子・大伯皇女・穂積皇子・但馬皇女の

天智・天武の皇子
作品を読む。

12 同　　　上
女〔一）

旅の歌を多く残した高市黒人の作品を読み、

13
高　市　　黒　人

人麻呂と比較しつつその特徴をi探る。

同　　　上

一旅の歌の系譜一

長皇子・弓削皇子・紀皇女・志貴皇子の作品

天智・天武の皇子
を読み、その向風の特色を探る。

14 同　　　上

女（二）

人麻呂より少し遅れて宴席の異才として活躍
した長唄吉麻呂の物名歌、白白歌などを読み、

15
宴　と　みや　び

齟ｷ意吉麻呂・

@　　　大伴田主一一

その特徴を理解するとどもに、風流士問答で知
轤黷髑蜚ｺ田主と石川郎女との贈爵歌を読んで、

ﾝやびへの志向の深まりを探る。

同　　上
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＝・ a文古典H＝（R）
一王朝の文学一

〔主任講師　秋山　度（東京女子大学教授）〕

全体のねらい

　400年にわたる平安王朝の文学の主たる担い手は平安京の貴族たちであったが、彼らによって創出さ

れた諸形態の文学の高度の達成は、後世に規範的意味をもちつづけ、日本的美意識の源流となった。そ

うした王朝文学の形成・展開の姿をさまざまの視角から追求する。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 王朝文学の始発

前代の並等　桓武新政延暦の遣唐使　唐風謳歌

寥ｴ道真
　秋　山　　　慶

i東京女子大学教授）

2
r古今集』とその

梠

『万葉集』以後の和歌平安初頭の天皇と和歌
ｻ福寺の法師の長歌肖和歌の衰微　宮廷圏外にお
ｯる和歌　漢詩人にとっての和歌　藤原良房の役
п@六歌仙　六歌仙以後の歌人と和歌　宮廷詩と
ｵての和歌の復活和歌と漢詩延喜の治世と
w古今集』の成立　『古今集』仮名序　撰者達と

ｻの歌風　　『古今集』の組織・内容

久保田　　　淳

i東京大学教授）

3

物語文学の誕生
鼈黶 w竹取物語』と

w伊勢物語』一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，ｨ語文学の誕i生　『竹取物語』の成立と口請伝承

w竹取物語』の創造性　漢文伝と物語文学　歌が

ｽりと歌物語　『伊勢物語』の成立歌物語の衰

ﾞ
秋　山　　　慶

4

日記文学の成立と

W開一r土佐日記』

ﾆr蜻蛉日記』一

日記と日記文学　r土佐日記』一仮名文と女筆仮

�@『土佐日記』にこめられた心　　『蜻蛉日記』

ﾌ世界と成立事情　古物語の超克としての身の上

ﾌ日記　女流日記の諸作品

同　上

5
虚＝構物語の成熟と

赶ﾕ

物語の氾濫物語は女性の心を慰めるもの　『う

ﾂほ物語』の世界と主題　『うつほ』物語の成立

ﾆ作者　『落窪』物語の趣向 同　上

6
r後撰集』．　r拾

竢W』の位置

『後撰集』の成立　『後撰集』成立の背景　　『後

?W』の特色　二階五人の和歌に対する意識　物
齠I傾向　歌物語・説話集との関わり　花山院文
w園と『拾遺集』　『拾遺集』と『拾遺抄』
w拾遺集』の内容　万葉の古歌の意味　平明率直
ﾈ歌風和歌表現の可能性への模索三代集の意：義

久保田　　　淳

7
清少納言とr枕草
q』

『枕草子』の成立事情　『枕草子』の特異性　中

{定子付の女房・清少納言　清少納言と中関白家

ﾌ風儀　『枕草子』とその政治的背景　美の世界

ﾌ自立

秋　山　　　慶
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

紫式部の生年・家系　紫式部の量質　紫式部の結

8
紫式部とr源氏物

婚、夫との死別　想像世界の理想像・光源氏　光

ｹ氏の人生の始発好色者としての光源氏　光源 秋　山　　　慶
語』の世界（→ 氏とその准拠　『源氏物語』第一部の結末

宮仕え女房・紫式部の孤独　『源氏物語』創作の

9
紫式部とr源氏物
黶xの世界（：＝）

、続行と第二部の世界　「宇治十帖」の世界と到達

w源氏物語』はどう読まれたか紫式部の晩年 同　上

『源氏物語』の屹立　『源氏物語』と『更級日記』

『更級日記』定家本の奥書　『夜の寝覚』　『浜

10 r源氏物語』以後 松中納言物語』　『狭衣物語』後後期物語の位相 同　上

短編物語の傑作

一条朝の歌人群像和泉式部と京染衛門　和泉・『
写染優劣論　その他の女流歌人達　後冷泉朝の和

11
女流歌人とr後拾
竢W』

歌　白河天皇における政治と和歌　『後拾遺集』

?ﾒ藤原通俊　『後拾遺集』の部位の特色　『後
E遺集』の作者と作品　『後拾遺集』への批判と

久保田　　　淳

その意義

白河院政の時代・社会　堀河朝の和歌　百首歌の

和歌文学の革新 方法と堀河百首・永久百首文学遊戯から文学批

12 一一 昼燉t』r詞花』
評へ　和歌伝統の回顧　『金葉集』の成立　『金
t集』の新傾向　崇徳院と和歌　『詞花集』の成

同　上

r千載』の時代一 立　「武者の世」の始まり　『千載集』の成立
r千載集』の作者と作品

『源氏物語』から歴史物語へ　『栄花物語』の内

歴史物語の諸相 容と特質一後宮中心の宮廷史　『大鏡』一紀伝体
多　田　一臣

13 一『栄花物語』と の歴史　く昔語り〉とく言談〉の場と伝統戯曲 （千葉大学助教授）

r大鏡』一 的構成と〈語り〉の方法　r大鏡』の歴史意識と

表現　文体

神話・伝説から仏教説話へ　『日本霊異記』一

14
説話文学の誕生
黷駐坙{霊異記』一

〈集〉の論理と撰述意：図　歴史意識と自土意識

q信〉の構図　私度僧の活動と『日本霊異記』

i戒の危機意識

同　上

『今昔物語集』の成立まで　『今昔物語集』とそ

15
r今苦物語集』の

｢界

の組織　院政期の意味秩序と反秩序　話末評語
ﾌ矛盾　く語り〉の様式　文体の問題　文学史的

ﾓi義

同　上
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＝和文古典皿＝（R）
　　一中世文学の展開一

　　　　　　　　　　〔主任講師：久保田　淳（東京大学教授）〕

全体のねらい

　四百年に及ぶ中世文学の展開を、各時期の政治的社会的事件、文化思潮などと関連づけながら、具体

的作家や作品に即して、明確に跡づける。

回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

内乱と平安京一新都市鎌倉の出現　中世文学の始

1 王朝から中世へ

発　『梁塵二三』の成立と後白河院　『梁塵秘抄』の世界　『四鏡』の乱世に対する意識　r水鏡』の意味するもの

久保田」　淳
i東京大学教授）

新古今時代の範囲　西行の生涯　藤原俊成の生涯

西行と俊成の文学　九条家と新進歌人達　後鳥羽

2 新古今時代1 院歌壇の形成　『新古今和歌集』の成立新古今 阿上
歌人の方法

藤原定家の文学活動　その他の新古今歌人　藤原

実朝と『金塊和歌集』　承久の乱　『新勅撰和歌

3 新古今時代∬ 集』とr首人一首』　法然・三雲　明恵・道元 同　上
日蓮・一遍

隠者たち　長明の出発期　数寄者として　新古今

時代草庵生活』 w方丈記』の成立　源泉　『無 三　木　紀　人
4 鴨長明とその周辺 名四』　『発心集』　『宝物集』と『閑居友』 （お茶の水

女子大学教：授）

転換期の歴史意識　軍記物語の成立　『保元物語』

5 軍記物語の世界1
の特質とその世界　『平治物語』の特質とその世

E 栃木孝惟
（千葉大学教授）

『平家物語』の成立と展開　序章の意義悪行者

清盛の形象　平家嫡統の人人一重盛と自盛　勇将
6 軍記物語の世界H の生と三三義仲と義経　r平家物語』の作者 同　上

r承久記』の位置

説話の時代　開書類と『古事談』　『宇治拾遺物

語』　貴族説話集のさまざま　『十訓抄』　『古
7 説話の　時　代 今著聞集』　その後の仏教説話集　無住の著述 三　木　紀　人

南北朝期以後
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 京　　と　鎌　倉

京と鎌倉　旅と文学　『海道記』と『東関紀行』

w十六夜日記』と『うたたね』　『信生法師集』

ﾆ『飛鳥井窮有日記』　女流日記の特質　『弁内

?匤L』と『中務内侍日記』　『とはずがたり』

ﾌ世界　r竹むきが記』

三　角　洋　一

i東京大学助教授）

9 南北朝動乱期の文学

両統迭立から南北朝動乱へ　『神皇正統記』と

樗~松論』　『増量』の王朝文学的傾向　r太平

L』の成立とその世界　歌の家の分裂京極派和
ﾌとr新葉和歌集』

久保田　　　淳

10 兼好とその前後

兼好の登場　出自と環境　遁世生活　歌壇の中で

w徒然草』の成立　序の問題　　『徒然草』の展開

ｹ泉現世をこえるもの兼好の晩年死とその
縺@『一言芳談』　二条良基

三木　紀　人

11 中世芸能の世界1

中世芸能歌謡の流れ　今様　『梁塵秘抄』　　、

♂ﾌ早歌の題材・出典早歌の展開　小歌の時
縺@小歌狂言の小歌

橋　本　朝生
i山梨大学助教授）

12 中世芸能の世界H

能・狂言の成立能の形成狂言の形成能の作
i　能作の流れ　花と幽玄　狂言の作品　狂言の

f材　共感の暎笑　曲舞・幸若舞曲　舞曲　舞曲

ﾌ素材

同　上

13 物語の　変　貌

中世の物語の概観　『無名草子』と院政期の物語
w松浦宮物語』　『下葉集』と鎌倉期の物語
w石清水物語』と『我が身にたどる姫君』　改作
ﾌ物語　『住吉物語』　『三葉集』以後の擬古物
鼡[古物語から御伽草子へ御伽草子の名称と
ﾁ色公家物の御伽草子宗教物武家物　『曽
苺ｨ語』と『義経謡扇．庶民物・外国物・異類物

三　角　洋一

14

中
世
の
心
と
言
葉
　
亀

古代語の伝統　口語体の発生　東ことばの混入

ﾟ代語論理の発展一条件表現　近代語論理の発展

齬?ﾌ意識　まとめ
山　口　明　穂

i東京大学教授）

15 中世から近代へ

戦国乱世から家康の天下統一まで　文化の地方伝

dと地方都市の形成　欣求浄土から生の肯定へ

O三の連歌狂歌の成立と展開　歌謡・芸能にお

ｯる近世への移行

久保田　　淳
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＝和文古典W＝（R）
　　　　　　近世の文学

〔主任講師：村松友次（東洋大学短期大学教授@　　　　清登典子（放送大学助教授））〕

全体のねらい

　徳川幕藩体制のもと、商品経済の発達と識学層の増大に支えられて花開いた近世文学。その形成と展

開の種々相を、中心的な作家・作品を取り上げながら検討してゆく。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）・

1

近世文学の胎動と

ｼ名草子

　表現力に注目し：ながら、近世女学の胎動期を眺あ、その背景、特質などについて考える。

篠　原　　　進

i青山学院大学

@　　　助教授）

2 浮世草子と西鶴（1）

　西鶴が従来の文学をどう踏まえ、変形、発展さ

ｹていったかを検証し、彼の浮世草子の本質につ
｢て考える。（天和・貞亨期の作品を中心とする）

同　　　上

3
浮世草子と西鶴②
ｨよび西鶴以後の
a@世　草　　子

　元盛期の西鶴がどのようにテーマを追い、その

｢界を深めて行ったかを考える。また、西鶴の拓

｢た浮世草子というジャンルを、以後の作家（江
≡ｴ磧：など）たちがどう受けとめ、都市の文学と

｢う傾向を強めて行ったかを跡付ける。

同　　　上

4 近世初期俳門

　貞徳は中世の末に流行した俳諾之連歌にある程
xの規範を受け、庶罠の教養の資とした。これを
蝟蜚o譜と呼ぶ。この中から宗門を中心とする談馬
ﾑ俳諾が興り、その談林俳諾の中から芭蕉一派の
｢わゆる蕉風が興る。その推移を辿って蕉風出現
ﾌ意義を考える。

清　登　典　子

i放送大学助教授）

5 芭蕉の世界（1）

　蕉風俳譜は彼の晩年10年間に三変ずる。談林か

迺E皮したての『冬の日』『春の臼』『肱野』時

縺A円熟期の『ひさご』『猿蓑』時代、軽みの．

w炭俵』『三猿蓑』時代である。この蕉風三変の

?ﾆを辿り、特に円熟期の俳風に焦点をあてる。

村松　友　次
i東洋大学短期

@　　大学教授）

6 芭蕉の世界②

　芭蕉は散文に驚いても革新を試みた。俳文の代表に「幻聴庵記」があり、紀行文の代表に『撞くのほそ道』がある。芭蕉は文芸（ことば）を虚の

cみと見ており、虚に入って実に至るものと考え
ｽ。「幻住庵記」にも『おくのほそ道』にも多くの虚構がある。その意味を考えてみたい。

同　　　上

7

文人　の時　代

齦ｶ入の成立と
@　　　　祖1來学一

　近世儒学の本流であった朱子学と、それへの批
ｻから生まれた古義学や祖侠学との相違’ ｻして
ｻうした儒学思想の変遷を背景に登場した文人と

ﾄばれる人々の文学と生き方を概観する。

揖斐　　　高

i成践大学教授）

一582一



回 テ　　一一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

堂上派から古学派、そして江戸派・桂園派の時代
さらに幕末期の個性的な歌人たちの登場へと展開

8 近世和歌と国学
してゆく近世和歌の大き：な流れを於さえ、そうし

ｽ「歌」をどう考えるかということと深く結びつ
揖　斐　　　高

いて成立・展開していった国学の問題点を併せて
解説する。

都賀庭鐘・建部綾足らの諸作、秋成の『雨月物
’語』『春雨物語』をふれつ乳前期読本の成立・ 長　島　弘　明

9 前期読本と秋成 展開の様相をうかがい、その特質を考える。 （名古屋大学助教授〉

後世、芭蕉と併称され、近代俳句にも大きな影

響を与えた与謝蕪村の作風の特色を、当時の時代 清　登　典　子

10 俳譜と蕪村中興期 思潮、俳壇動向ともからめて考えてゆく。

その大衆に寄与する二二と、趣味として俳譜を （放送大学助教授）

楽しむ富裕な遊俳とが生れて来た。

俳諸の大衆化に伴って盛行を見た月並俳諸にっ

き検討する。又、その時代にあって人間味ある特

11 化政期俳譜と一茶 異な作風を示した小林7茶の人と作品につき、時 村　松　友　次

代背景とかかわらせながら見てゆきたい。

近世初・前期の上方中心の狂歌と、天明の江戸 長　島　弘　明

狂歌の質的な相違を考える。

12 狂歌　・　川柳
　連句が解体され、三三句化が推し進められる中

ﾅ誕生した新文芸「川柳」。その発生と展開の様
清　登典　子

相を概観する。

草双紙と総称される赤本・黒本・青本・黄表紙

・合巻の流れを、内容の移り変わりの他に、作者 板　坂　則　子

13 江戸戯作の世界（1） 画師、板元、さらに読者層の視点から追い、文学

の大衆化を考える。 （群馬大学助教授）

酒落本・滑稽本・人情本をとりあげ、戯作とい

う呼称の意味をとらえ、戯作者の生涯を平賀源内

14 江戸戯作の世界（2） ・山東京伝・柳亭種彦らを代表として紹介し、文 同　　　上

学とそれに加えられた出版統制の歴史をながめる

出東京伝と曲亭馬琴の読本に澄ける競争と、そ

の後の馬琴による士太夫の読み物としての読本の

15 後期読本と馬琴
完成を、代表作『南総里見八犬伝』を回心に追い

繩咩ﾇ本の特徴を考察する。

同　　　上
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　　＝近代文芸1：＝（R）
〔主任講師：紅野敏郎（早稲田大学教授）〕

全体の：ねらい

　日本の近代文学における成熟期一1910年代』の作家（漱石・鴎外・荷風・谷崎・志賀・有島．

藤村●秋声●芥川・啄木ら）と時代との関連、主要作品の構造と分析を行なう。1910年代の自然

主義．反自然主義との対応・作家の芸術と実生活のかかわりを把握。また「白樺」「早稲田文学」

「新思潮」「青鞘」など主要雑誌の検討

回 テ　　　一・　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1

「白樺」の出発一大正文学の一

@　　発　端　（1）

　武者小路実篤・志賀直哉・有島武郎らの「白
秩vの前史と「白樺」初期の特色の究明。明治の「公」に対する大正の「私」の意識。文学と

?pとの接点。志賀の初期の日記・ノ～、トなどの検討。「論目出度さん」と「かんかん虫」と「網走まで」の作品分析。

紅　野　敏：郎L（早稲田大学教授），

2

「三田文学」をめぐ

ﾁて
齣蜷ｳ：文学の

@　　発　端　②

　「三日文学」創刊号に論ける永井荷風の「紅茶の後」の魅力と荷風の文学意識の検討。大逆事件における荷風を中心とする「三田文学」「スバル」関係者（佐藤春夫ら）の反応。「早稲田文学」との対比。パシの会の動向（これも美術と文学とが関連）

同　　上

3

谷崎潤一郎の出現一大正文学の一

@　　発　端　（3｝

　谷崎潤一郎の最初期の戯曲と小説の分析、「刺

ﾂ」と「秘密」などが中心。潤一郎と漱石との

ｩかわり一・とくに「門」をめぐって一。

u白樺」との差（「白樺」の場合は漱石では

uそれから」が軸と：なる）

同　　上

4 啄木と大逆事件
@一明治の終焉一

　啄木の代表的日記「ローマ字日記」の分析。「九月の夜め不平」から「　子と口笛」に至る，

嵂ﾘの大逆事件への反応の点検。白秋の「思ひ

o」との比較。鴎外の大逆事件への反応との比

r。啄木と現代（寺山修司などを含めて）。

同　　．上

5

漱石文学の魅カー「夢＋夜」「そ

黷ｩら」「門」を
?Sに一

　1910年前後の中期の漱石の作品分析。と
ｭに「夢十夜」に即ける作品の意味づけ。漱石

ﾆその門下生及び後進の文学者との関連、漱石

ﾌ初期作品（「　　　　」や「草枕」など）と

?厓?iの内容と文体の相違。

同　　上

6

漱石文学の魅カー「道草」と「明

ﾃ」を中心に一

　漱石の晩年の二つの長編小説をこまかに分析

ｵ、一般によく知られている他の　　作品よわ

ｳらに意味：があることに力点をおく。 同　　上

7

「暗夜行路」の検

｢一志賀文学の特
F一

　「暗夜行路」のプラスの評価とマイナスの評

ｿをめぐって、作品の魅力をさらに精細に検討

ｷる。最初は「序詞」と前篇の構造、伏線文
ﾌの面からはじめる。その前身である草稿の類
i私小説「時任謙作」といわれているもの）も検討の材料に用いる。

同　　上
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回
’　　テ　　一　　マ

内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

後篇の展開と「大山」体験の意味をさぐる。

8

「暗夜行路」の検

｢一志賀文学の特
F一

数多くの志賀研究史とつきあわせ、この作品の

e響と受容の歴史もあわせて考える。
紅　野　敏　郎

i早稲田大学教授）

「暗夜行路」と対比しつつ、有島の「蘇る女」

「肖る女」の検討 の構造を分析する◎前後篇をあわせて行ない．

9 一有島文学の この作品の時代出血となった明治30年代にっ 同　　上

特色一 いても考えていく。また「白樺」に連載した前

篇にあたる「寝る女のグリングス」との対比も
行なう。

第二次「早稲田文学」の特色を検討しつつ、

藤村　と　秋声 「家」の構造と「あらくれ」（「新世帯」なξ

10 一隊」と「あらくれ」 他の作品も含む）の構造を比較検討する。自然 同　　上

をめぐって 主義文学の特質、とくにその執擁なねばり強い

人生とのかかわりに力点を澄く。

花競に油ける人生の苦劇と「田舎教師」との’

花　袋　と　白鳥 関連。回想集「東京の三十年」も材料に用いる。

11 一「田舎教師」と
q可処へ」をめぐって

白鳥の人生観と「何処へ」との関連。明治30
N代の青年と40年差の青年の意識の差に注目。
鋳ｹの回想集「自然主義文学盛衰史」も材料に

同　　上

用いる。

文学史に論ける 盤外の晩年の歴史小説の検討。ついで宮嶋貞

大正5年（1916）の 夫の「坑夫」、中條百合子の「貧しき人々の群」

12 意味 をあわせ眺め、白樺派、　美派の全盛、自然主 同　　上
一近代と現代の 義文学者の執拗な奮　をも視野に入れ、漱石の

接点一 死（12月9日）でしめくくられる大年5年の
層的な位置づけと行なう。

「三三」「寄蹟」 平塚雷鳥らの「青轄」の出発と展開。広津和

「近代思想」の 郎らの「寄蹟」の出発と特質。大杉栄、荒畑寒

13 問題点 村らの「近代思想」の冬の時代に澄ける仕事ρ 同　　上．

一点の時代と 意味。堺利彦の「へちまの花」、土岐哀果（善

女性運動一 ）の「生活と芸術」にも言及。

独歩や直哉を経て芥川に澄いて短編小説の魅

芥川文学の特質 力が発揮され、梶井基次郎・井伏鱒二らに引き

14 一短編小説一 つがれていく。初期の作品群を中心にする。第 同　　上

の問題点 三次・第四次「新思潮」の検討もあわせ行ない、

菊地覚・久米正雄・豊島与志雄らとの比較も考
える。

「赤い鳥」「新しき村」 鈴木三重吉の「赤い鳥」の運動、武者小路の

「種蒔く人」の対比 「新しき村」の運動は同じ1918（大正7）

15 一ユートピアとプロ 年。この二つの根底にあったものをさぐり、つ 同　　上

レタリア文学一 いで1921（大正10）年よりはじまる「種
蒔く人」の意味を探究する。
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＝近代文芸π＝（R）
〔主任講師．紅野敏郎（早稲田大学教授）〕

全体のねらい・

　「近代文芸1」で扱えなかった近代文学創出期の文学者坪内遣遙・二葉亭四迷・森鴎外・北村透谷・

樋ロー葉・国木田独歩からはじまる近代の短編小説の系譜、正岡子規・与謝野晶子・島崎藤村・北原白

秋・斉：藤茂吉・萩原朔太郎ら近代の詩歌を中心に活躍した人を作品め特質を追求する。

回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

迫遙の文学論「小説神随」と実作「寒生書生

近代文学の出発、 気質」との関連と、遭遙の影響を受けた二葉亭 ’紅　野　敏　郎
1 1 め文学論r小説総論」と実作「浮雲」との関係を

適遙と二回転 対照的に把握し、近代文学創出に際しての二人の （早稲田大学教授）
文学者の同質と差異を探索する。

ドイツより帰国した森鴎外のドイツ土産三部作

近代文学の出発 の一つの「舞姫」をとりあげ、その作品自計を分

2 2 析するとどもに、官僚としての森鴎外と文学者と 同　　　上

森　　　鴎　　外 しての森鴎外の心理の二重性をさぐるゐ

自由民権運動に参加し、やがて離脱、政治から

近代文学の出発 文学への道を歩いた透戸のペンによる活動を検討

3 3 する。とくに透谷の評論活動は「文学者」という 同　　　上

北　村　　透・谷 ものの基本姿勢を如実に示す。近代の文学者のな
なかで理想と現実の矛盾に悩み、自殺した最初の
人。

一葉の「たけくらべ」「にごりえ」「十三夜」

近代の短編小説 などをとりあげ、短編小説の切れ味の鋭さ、その

4 1 魅力について言及。一葉の場合、西鶴の影響を受 同　　　上

樋　　ロ　一　葉 けた、テンポの早い雅文脈の文体、その物語性の

展開について考察する。一葉の日記にも触れる。

詩から散文に移った独歩の資質、日記「欺かざ

近代の短編小説 るの記」と佐々木信子との恋愛、そのあと展開す

5 2 る短編小説「武：蔵野」「忘れ得ぬ人々」「非凡な 同　　　上

国木田　独　歩 る凡人」r号外」「竹の木戸」などをとりあげ、

独歩の短編の特質を検討する◎

読売新聞記者より作家に転じた正宗白鳥の初期

近代の短編小説 の短編一「玉突屋」「塵埃」「五月幟」などをと

6 3 りあげ、自然主義文学者の皮肉な眼で見た人生の 同　　　上
正　宗　　白　鳥 断片、それを描くつき　した手法について考察す

る◎

「盛る朝」のよう：な日常生活のなかの不快から

近代の短編小説 快へ切りかわる心理「清兵衛と瓢箪」に見られる

7 　　　　4

u’賀　直　哉

子供の豊かな肉眼による美の発見とそれを圧殺す
髑蜷lたち、その他「祖母のために」「正義派」
u萢の犯罪」「城の崎にて」「真鶴」など簡単無

同　　　上

比な表現を技法について考察する◎
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回 テ　　・一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
近代の短編小説
@　　　5
艨@伏　　鱒、二

　処女作といわれている「山椒魚」や早稲田時代

ﾌ友人とのかかわりを描いた「鯉」、また「屋根

ﾌ上のサワン」はじめ、ユーモラスでかつ調刺の

?｢た詩情を含んだ井伏作品の特質を考察する。
紅　野　敏　郎

9
近代の短編小説

＝@井　　基次郎

　「青空」創刊号に載せた「檸檬」を中心に若く

ｵて亡くなった梶井の名作を分析、昭和の文学者

ｽちに：その短編の心象風景は大きな影響を与えた。 同　　　上

10
近代の詩　歌
@　　　1
ｳ　岡　子　　規

　俳句と短歌の本質的な改革を行なった子規の病

ｰ生活の実体とその実作を検討、あわせて子規の

Gッセイの持つ写生文の力について考察する。 同　　　上

11
近代　の　詩歌
@　　　2
^謝野　晶　子

　「明星」の史的位置づけと、晶子の「みだれ髪」

�?Sに、歌人としてのわくをはずれた豊かな才

¥や女性としての生きかたの迫力などにも言及す
驕B　「明星」のなかから啄木も、高村光太郎も北

ｴ白秋も木下六太郎も生まれてくる。

同　　　上

12
近　代　の　詩歌
@　　　3
〟@崎　：藤　村

　北村透谷のあとを受け、自殺せずに泥にまみれ

ﾈがらも生きつづけた藤村の初期の詩集について

l察する。とくに「若菜集」から「落梅集」に至

骼lつの詩集を吟味する。

同　　　上

13
近　代　の　詩歌

@　　　4
k　原　　白　　秋

　詩人と歌人を兼備、さらに童謡や散文活動な
ﾇ多面な才能を発揮した白秋の初期の詩集「邪宗

蛛v「思ひ出」と、歌集「桐の花」をあわせて考

@する。郷土柳河とのかかわりで、文学と郷里
i出身地）との関連もここで考える。

同　　　上

14
近代　の　詩歌
@　　　5
瘤R牧水と斉藤茂吉

　子規や伊藤左千夫のあとを受け、「アララギ」

ﾌ発展につとめ、処女歌集「赤光」をまとめた茂
gの生きかたとアララギ的写実の方法と九州日向
謔闖繼桙ｵ、旅と酒を愛した若山牧水の流れるよ
､な自然のリズムを対比させる。

同　　　上

15

近　代　の　詩歌
@　　　6

qｺ光太郎と
旧ｴ　朔　太郎

　光太郎の処女詩集「道程」の分析、また白秋の

e響より出発した朔太郎㊧初期の歌集「ソライロ

mハナ」及び作表作「月に吠える」の検討。
同　　上
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　　＝漢文吉典1＝（TV）
　　　　　　｝江戸時代後期の儒学一

〔主任講師：頼　三三（千葉経済大学教授）1

　　のねらい

躰に繍て作られた漢詩嘆文について、江戸後糊を回忌げ儲作品を識し一連事項に及

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属2氏名）

柴野栗山（1736一一1807）江戸昌平畏の儒
官。寛政の学制改：革に当った。享和2年10月の 頼　　　惟　勤

1 柴野栗山と赤壁会 赤壁会の盛事を紹介する。 （千葉経済大学教授〉

尾藤二藍（1747－1813）昌平醤の儒官。

2
尾藤；二　洲　と
抽y　天　の詩

晩年に白楽天の詩を好み、同僚の古賀精白との

ﾔで応酬した。その間の経緯を概観する。
同　　上

古賀露里（1750－1817）昌平蟹の儒官、

3 古賀精里と通信使
肥前・佐賀の出身。曽て林述齋に従い、対島に

汲ｫ、朝鮮通信使に応接した。
同　　上

岡田寒泉（1740－1816）昌平盤の儒官。

岡　田　寒　泉　と のち関東の諸山に出て代官となった。実学とは
4

実学　の　実　践 本来、実践躬行の学問の意味で、矢子学がその

纒¥である。寒泉の学問がすなわちそれである。
同　　上

服部栗齋（1736－1800）江戸の麹漢書：院

服　部栗　齋　と の主。二二書院そのものは純粋に市井の漢学塾

5
江戸市井の漢学 ではないが、そのような塾での基本的な教養が 同　　上

どのようなものであったかを取り上げる。

若槻幾齋（1744－1826）京の聖護i院村に
住み、その学行が幕府当局に認められて表彰さ

6 若槻幾齋と山回 れたこともあったという◎ 同　　上

中井竹山（1730－1804）大坂の懐洋船の・
主。弟の履軒も著名な学者で、この兄弟の学問

7 中井竹山と恩徳堂 は広般な影響を世に与えた。 同　　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担，当講師
i所属・氏名）

8 葛子琴と混沌詩社

　葛子爵（1739－1784）大坂の医にして且
ﾂ詩人。片山北海が主催する向向詩社の中で、

ｻの才名を称せられた。
頼　　　惟　勤

9 、趙陶齋と黄藥僧

　趙陶　（1713－1786）長崎に生れる。父
ﾍ唐人。黄白白となり、還俗後、江戸・大坂・

艪ﾉ転住。兼ねて全国を旅行した◎憎侶の漢学

ﾉ対する寄与は甚だ大きい◎また道教的なもの
煦ﾄ外に日本文化の中に侵透しているといわれる。

同　　上

10 飯岡義齋と家庭教育

　飯岡幽幽（1716－1789）大坂の儒医◎達
ﾄ石門心学（大坂の向性堂）を修めた。その子

翌ﾉ対する教訓は極めて熱心であった。 同　　上

11 菅茶山とその周辺

　菅茶山（1748－1827）備後・神辺の詩人。璽
桙?Fるいは江戸に憎いて儒者文人と広く交った。

酷?ﾅあると同時に、『福山志料』の纂修に関

?ｵ、随筆の分野でも著名である。
同　　上

12 高芙蓉と書画笈刻

　高芙蓉（1722－1784）江戸時代の笈刻を
|術的水準にまで高めた。このころ漢の金印が

o土したこともあって、漢の方寸印に倣った印

ｪ作られた。
同　　上

13 平賀中南と赤穂義士

　平賀中南（1722－1792）安芸出身の儒者。
蜥ｪに学び、のち京坂に住んだ。『天野屋利兵

q伝』の刊行にも言及する。 同　　上

14
長久保赤水と地理

V文

　長久保赤水（1717－1801）水戸薄型考館
ﾌ学者。『大日本史』の地理志を纂修した。

ｻのころの天文・地理，医学にも触れる。 同　　上

15
樺島石田と親藩の
w問邑

　樺島石梁（1754～1827）久留米藩儒。細井平

Fの門人・平岡は尾張藩に属する。紀州藩には

逅ｧの研究者、あるいは文献学者が出た。 同　　上
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＝漢文古典∬＝（R）
　　　中国小説史への視点
〔主任講師：大塚秀高（埼玉大学助教授）〕

全体のねらい

　中国は三千年に及ぶ悠久の歴史を持っており、小説の歴史もこれに応じて長い。しかし同じ漢字を使

いながら・小説という言葉の意味内容は時に応じて違いを見せる。この小説概念の変遷を、小説がそれ

に立脚した物語の伝統に目配りしつつ、春秋戦国の時代から清代まで追跡し、かつ中国小説の日本への

影響についても触れたい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 小説と物語
j家と方士たち

　野州と小説　小説と小説家　史官と方士　史

Lと漢書鴻門の会陸賞と楚漢春秋史書と
A演義小説　春秋と国語　方士の語った小説

大　塚　秀高
i埼玉大学助教授γ

2

志怪から伝奇へ
j家と読者に於け
髟ﾏ化

　判断と五行・　緯思想　類書と古小説鈎沈

l神記と三宝　曹　と劉義慶　サロン文人と物黷
ﾌ
伝
統
　
伝
寄
の
誕
生
　
古
鏡
記
と
遊
仙
窟
　
物
語
の
場

同　　　上

3

仏教と説教
O三記と遊行僧

　応験記の成立　応酬記的性格の志怪　金剛経

梃ｱ記の流行　唐臨と回報記宋・明に於ける
熏ъo回験：記　　二二と夷堅志　鬼国母　文芸

ﾌ担い手としての僧侶　転変と門経説経と文

|

同　　　上

4
二都の夢
Vたな「小説」の
a生

　怪怪にみる仏教の影響　六朝貴族社会の崩壊

ｭ講と市人小説・京と臨安　東京夢旧記と夢
ﾀ録　三子と勾欄　説話三家　講史書と「小説」

ﾎ町話と二二三三

同　　　上

5
神話の没落
@から五通へ

　干割の門庭　汀州と山魍　独足の山魑　山海

o図　憂一足黛陽・　巨人・山都と猿　三方・
?q・その他　四神五通　二神五通 同　　　上

6

類書から通俗類書へ

`奇小説の変遷
@　　そ　　の　　一

　種本と話本　文言の伝奇と白話の伝奇宋代の小説集　二つの酔翁談録　鴛鴛灯と紅　密約

｣生負李氏娘　類書と通俗類書　明代後期の通

ｭ類書　伝奇小説の長篇化

同　　　上

7
短篇小説だつた
?G伝
ｷ篇小説の育たぬ
墲ｯ

　水濤伝成立史　梁山泊と百八人の好漢　宣和

竡磨@水濫の盗賊たち　好漢の銘々伝　水激伝

ﾆ「小説」　梁山に上れなかった好漢たち　白

b小説と作者

同　　　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
法家と小説家の間
�ﾄ概念の変遷

　玄翁談録の公案　明末の公案小説集判決か
迹{査へ　疑獄集と折山亀鑑二院二三と二院

芬抹ｨ語捕物帳と余象斗名裁判官物語万
�梠

大　塚　秀　高

9
包龍図の登場
u唱文芸のとりで

　民衆に愛された包公　包公の実像と虚像三
ｪを巡る民間信仰　包公説話と「小説」　有名

ｳ名の判官たち、宝をめぐる物語説唱詞話か

逅熄曹ﾖ公案小説から侠義小説へ

同　　　上

10

幽霊さまざま
`奇小説の変遷
@　　そ　の　二

　元未明初　舷灯二話愛愛しの幽霊　由る幽霊

､寺負心と灰骨匝　自刎と怨念　二二える幽霊

謗Eす論理と取り締まる論理　鴛湖誌余雪窓談

ﾙと幽怪詩譲

同　　　上

11
話本から小説へ
S侠と創作

　洪．の清平山堂　熊龍峯四種小説と通俗類書

樗駐ｯ歯話本と紅白蜘蛛高這　二言百二十篇の

f性　薦夢龍　三七官人像の変化 同　　　上

12
伝奇から小説へ
蛹奄ﾆ女性の運命

　劉小官雌雄兄弟　男装の目的　女性の孝と三

¥方三義伝　梁両両と祝高台　三二金石伝霞

ｳ記に於ける改悪　嫌疑と恥辱 同　　　上

13
白蛇伝の登場
ｯ衆のはぐくむもの

　薦夢語の白蛇伝西湖の怪の物語　白蛇の物

齊ｹ妬と蛇　白蛇伝の成立　白娘子の解放
同　　　上

14

金瓶梅から紅白夢へ
ﾋ子佳人小説と佳人

ﾌ男装

　中国小説史上の才子佳人小説長篇伝奇との

ﾖ係　才子佳人小説と三瓶梅　三瓶梅と四大小

焉@万暦の気風　春秋配と呉回雪　佳人の男装

覧ｬ配と鴛鴛譜　昌昌夢　文康の児女英雄i伝

同　　　上

15
さまざまな小説
ｴ末小説に至る流れ

　塩鮭新書　照世杯　応挙を題材とする小説

�ｱ百態儒林外史李宝嘉の官場現形二二
@の老残遊記三冠の小説　三代小説の多様性 同　　　上
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＝洒洋古典学＝（R）
　　　　　　　　　　　〔主任講師：久保正彰（東京大学教授）〕

全体のねらい

　西洋古典とは・古代ギリシャ・ラテンの文物の漠然とした総称であるが、今回は、“古典〃という規

範を設けた古代ローマの修辞学の要請を出発点として、修辞とは弱者の立場擁護を主眼とすることを明

らかにし・古典文学の中でも古典であるギリシア文学の中に、ヒューマニズムの母体ともいうべき修辞

論の展開を具体的に辿ってみたい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

ギリシア・ラテン 古代ギリシア・ラテンの文学作品の中から“古

1

文学の規範とその文
w史的弓景一修辞学の要請と入間性のか

ｩわりについて一

典”の名に値するものを選定し、それが後世に伝
ｦられるように多大の貢献をとげたのは、ローマ
ﾌ弁論家キケゴとクィンティリアーヌスであるが
C辞学が、“古典の規範”とした事柄を、修辞学
ﾌ歴史の中に求めてみたい。

久保　正彰

i東京大学教授）

2

オーメーロス叙事詩
uイーリアス」の
C辞学；強者の論

　古代の修辞学者が：最高の師と仰いだのは、叙事詩人ホメーロスであるが、「イーリアス」の物語を織りなす強者の論、弱者の論を検討しながら、嘆願や説得の言葉をつうじて作者が示す人間性理

同　　　上

と弱者の論 解を描きだしてみたい。あわせて、叙事的物語に
澄ける神々の役割も。

ボーー三三ス叙事詩

　「オデュッセイア」は姉妹篇「イーリアス」とは対照的に、弱匝者や立場を失った者の受難の物

3
「オデュツセイア」の修辞学：弱者の

語であって、計略や偽りも少くないが、また人間の心理を深く鋭く突いたやりとりも多い。弱者は

同　　　上

論理 いかにして強者の心をとらえ得るのか。修辞・弁
論の力は如何にして生ずるか。

｝詩人ヘーシオドス（前7世紀初）の生きた時代

4

ヘーシオドス：
高ﾌ女神ミューズ
ﾆ弁論・修辞の道

は、強者と弱者の現実的葛藤が露骨に現れた。ヘーシオドスは弱い立場に立つ人間を若しめている

｢界の成立縁起を説き、その世界にも残されてい 同　　　上

る正義と秩序について語り、弱き立場から放たれ
る詩人の言葉の価値を示す。

貴族と民衆、富者と貧者、支配者と隷属者など

叙情詩入の自己発見 の相剋が続いた時代（前6世紀）に、政治家も軍

5 一弱者の論を新し
@い形式に一

人も、また女性も、弱い自己に直面する機会が多く、その都度省みて感懐を記したが、かれらの創出した叙情詩の多様なジャンルを、弱論・強震の

同　　　上

修辞学の見地から検討したい。

オリュンピア競技を初め、運動競技祭は、古代

6

行為　と　言葉一運動競技の祝勝

@歌の修辞学一

ギリシア人の発明創始になるが、その事績を称え．

髀泓?ﾌもギリシアに生れたものである。代表的
告lピンダロスの詩から、勝利を語る修辞学を紹
薰ｵ、競技の行為と讃歌の言葉を対比して語られ

同　　　上

る詩人の主張を考える。

兵力、軍資金いずれの面でも圧倒的強者であっ

7

ペルシア戦争の文学一強者対弱者の　　o　ハラドックスー一
たはずのペルシア帝国は、何故弱小ギサシア諸那に敗れたのか。歴史の真相もまた、強者の論では

ﾈく、弱者・敗者の論をつうじて明らかにされる
ｱとを、アイスキュロスの『ペルシアの人々』と

同　　　上

ヘーロドトス『歴史』は語る。
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

神々の火を盗んで人間に与えたプ肩山ーテウス

諸悪の根源から の神話は、諸悪の根源を説明するものであったが

8
　　　　　人間愛へ
鼈黹 vロメテウス

（上記第4話）、非劇詩『しばられたプロメーテ

Eス』では、人間愛に燃えた犠牲的行為であった
久　保　正彰

の修辞学一 かの如くに語られる◎この神話の変容を生みだし θ

た修辞技巧を検討してみたい◎

真の自分自身に帰っていくことの難しさは、ま

悲劇構造の修辞学 立棒㌍斐整らお響響レ2鰯鰭存そ
9 一オイディプース いるが、人間の最大の武器は、それ自体入間の最 同　　　上

の場合一 大の欠陥であり、また人間がもちうる真の力は、
弱者の力に外ならないとする逸話的修辞を演劇技
法の問題として考究してみたい。

『ペロポソネーソス戦史』は、文字通り弱者と
　　　　　　　噛」一“　　　　　｝一　

cーキュアィアー 強者の共存・葛藤・角遂・内乱・戦争・共倒れの

10
スの政治史一入間の本性と 過程を活写しているが、「メーーロス島事件」にお

ｯる弱者の論・強者の論の対決を中心として、『戦 同　　　上

文　化一 史』が綴り出す人間の本性と文化の関わりを検討
してみたい。

弱者の論・強者の論のパラダイムは、英雄悲劇

イ　ソップ偶話 や政治論争の場のみに限られて用いられたもので

11 ・一 緕ﾒ・強者のパ
@ラダイムー

はなく、底辺の民衆の英知をも彩るものであった
｡回はトラーキア生まれの奴隷アイソーボス（イ
¥ップ）作といわれる偶話の中から、人生の苦汁

同　　・上

として語られている弱者の論る検討する。

ヒッポクラテースの医学書集は、古代ギリシア

医師　と　患者 に於ける経験的科学の成立を物語る貴重な文献で

12 一ヒッポクラテー
@スの弱者と強者

あるが、同時に強大な自然力と、病める弱者との
ﾔに立つ、医学者の問題を厳粛な文章で綴った証
ｾである。弱者の側に立って病理を解明する科学

同　　　上

の論理を検討したい。

社会的不平等、戦争、内乱の時代にあって最大

13

弱者の絶望一鎖ウリービデー

@スの女性たち一

の苦しみを負わされたのは、老若の女性であるが
ｻの立場に立って弱者の訴えを悲劇の主題として
謠繧ｰてきたのはエウリービデースである。代表
I作品に現れる女性という弱者の絶望り修辞を紹

同　　　上

介したい。

弱者であっても名案・頓知に恵まれ、実行力が

14

弱者の喜劇一アリストファネ
あれば、どん：な強者だって怖くはないそ　一三実

ﾐ会には有りえないような逆説的な着想は、アリ
Xトファネース喜劇の生命であり、強者を凌ぐ弱 同　　　上

一スの逆説的勝 者の論は、空想の世界の中で実を結ぶ。喜劇の修
利一・ 辞とは何かを考えてみだい。’

修辞学を見せかけの術として鋭く批判したのは

ソークラテースの 哲人ソークラテースであったが、しかし人間とい

15 弁明一修辞的伝統の勝

@利一

う弱きものの内にある真の力を実践的に説き続け

緕ﾒの論に一命を賭したのもソークラテースであ

驕Bソークラテースの弁明を、ギリシア的修辞の
ｸ神的勝利としたい。

同　　上
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＝＝@日

〔主鎌

本

地
中

宮
田

語教授法＝（TV）

全体のねらい

　外国人に対する日本語教育の振興は、社会的要請に：なってきたといってよいが、まだ日本語教育に：

関する知識は中等教育における英語教育あるいは一般に：外国教育を反省するための契機となる。この

講座では、日本語教育の方法とその裏付けとなる理論について、日本語教育を志望する学習者（実習

生）の視点に：立って、具体的に解説する。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

実際の日本語教育の現場を見学することをて 宮　地　　　裕

1
日本語教育とは何

ｩ

がかりとして、日本語教育に：関する概括的な解

烽�sう。教育機関の種類、国内・海外の現状、

ｻの抱える問題点などをとりあげる◎

（帝塚山学院院長）

@田　中　　　望
i国立国語研究所日本
鼡ｳ育センター・日
本語教育研修室長）

以下第7回までは、初級の日本語教育につい1

授業の実際’ て、教育実習生の過程を追いながら解説をすす

2 める。この回は、実習を指導する教員のモデル 同・上
一初級・1’一 授業を見学し、事前の準備などについて説明す

る。

実際に授業の準備を進める実習生に対し、教

授業の計画 授計画のたてかた、教材分析の方法などについ

3 で解説する。層 同　　上

一初級・2一

教授計画にとりあげられた各種の教室作業に

教室活動の種類 ついて、その具体的方法、注意点などを、実習

4 生の模擬授業をと回して解説する。 同　　上

一初級・3一

実習生の教育実習を材料に、教育活動の現場

教育実習 での問題点、注意点などを解説する。また、教

5 育活動の記録のとりかたなどなど、授業後の反 同　　上

一初級・4一 省の材料となる資料を収集する。

ノ

実習の際の授業記録をもとに、教育活動の評

教育の評価・反省 価を行い次の授業に生かすための反省作業の実、

6 際を紹介する。 同　　上

一初級・5一

初級の日本語教授法に：ついて、ここでとりあ

まとめ げたもの以外の方法を紹介し、それぞれの長所・

7 短所を比較することによって、初級の日本語教 同　　上

一初級・・6一 育のまとめを行う6
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

　日本語教育には、留学生など一般外国人に対
ｷる教育のほかに海外帰国子女、中国帰国者、 宮　地　　　裕

8
日本語教育の多様

ｫ
ベトナム難民などに対する第2言語教育として
ﾌ領域がある。ここでは、中国帰国者に対する
ｳ育を紹介し、・日本語教育の多様性を説明する。 田　中　　　望

初級教育との相違 以下第14回までは中・上級の日本語教育につ

点 いて、初級と同じく実習生の学習過程を追いな

9 がら解説するみこの回は、中・上級の教育機関 同　　上

一中・上級・1一 を訪問し、初級の教授法との相異を中心に解説

する。

実習生の指導にあたる教員のモデル授業を見

授業の実際 白し、指導上の注意点、事前の準備の方法など

10
について解説する。とくに、中・上級以上で問 同　　上

一中・上級・2一 ・題となる流湯さを高めるための教育の方法につ

いて解説する。

中・、上級の教授計画のたてかたを中心に解説

11

授業の計画

齟?E上級・3一

する。中・上級では、初級と異なり、聴解・読

�ﾈどの技能別の授業を行うことが多いが、こ
ｱでは聴解をとりあげ、教材準備などの方法を

同　　上

紹介する（

中・上級では、既成の教材ではなく、学習者

12

教材の開発 に合わせて教員が自主作成した教材を使用する

ｱとが多い。ここでは、中・上級の教：室作業を’ 同　　上

一中・上級・4一 紹介し、そこで使う教材開発・教材準備の実際

に：ついて解説する。

実習生の教育実習風景をとりあげ、授業の展

13

教育実習 開など教育活動上の注意点を解説する。また、

�ﾆ記録のとりかたも紹介する・ 同　　上

一L中・上級・5一

実習の際の授業記録をもとに、教育活動の評

14

教育の評価・反省 価・反省を行う。とくに、中・上級では準備し

ｽ教材が適切であったかどうかが大きな問題と 同　　上

一中・上級・6一 なる。ここでは、実習生の授業をうけた外国人

学習者の意見も参考に：しながら解説する。

全体のまとめとして、日本語教育の必要性、

15

日本語教員の 現状、その問題点、今後の課題などを解説し、

?墲ｹて、そこで必要とされる教員の理想像を 同　　上

資質と能力 検：討する。
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＝歴史の理論＝（R）
〔主任講師：阿部玄治（放送大学教授）〕

全体のねらい

　昔から多くの歴史書が書かれてきた。それらが示す歴史の特徴は跳んであったかを探ることにより、、

今日歴史が問題とされている点を考えてみようとするものである。西洋の歴史を中心にして、歴史哲学

よりは、歴史＝書の方により多く重点の貢をさくことにした。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

歴史という用語は中国の「史」からでており史
官の記述したものの意味だった。明治以降ヒスト

1 歴史の　語義
りの訳語として用いられた。歴史は過去の出来事、

ｻの出来事について書かれたものの意味、また歴
阿　部　玄　治

i放送大学教授）
史学、歴史記述等の意味：にも広狭様々使われてい

文字の発明以前には口頭の歴史というべき神話、
伝説、歌謡などがあった。先史考古学は神話の中

2 神話的段階の歴史
に反映した史跡を発掘している。天地創造神話は
l間の起源の歴史的証明と言える。バビロン神話

同　上

を例にして神話上の人物が神から人間に移り次第
に文学的になる過程を探る。

ホメロス叙事詩は文学でもあり歴史でもある。
歴史として、ヴィコはこれを「神の時代」に次ぐ

3 歴史　と　文　学
「英雄の時代」と規定し島ギリシアでは歴史は文

wと共に芸術に属していた。長い間歴史には文学
同　上

性が要求されていたのである。

ギリシアにおける歴史の誕生はイオニアのロゴ

歴史の　誕生 グラフォイに始まり、ヘロドトスにおいて「物語

4 ヘロドトスの物語
風歴史」の頂点に達：する。

同　上

風歴史

トゥキュディデスとポリュビオスは史料批判に
基づく正確な歴史を示すことによって読者に教訓

5 教訓的　歴史
を与えようとした。同じことが繰返されるという
lえが教訓的歴史の基にあった。ルネサンス期の

同　上

歴史家たちはこの教訓は歴史を規範としたのであ
る。

世界史は世界を一体として考察しうるようにな
つたとき成立する。近代ではヨーロッパを中心と

6 世界史の成立
してランケ流の世界史がまず成立したが、古代で
ﾍ地中海世界の歴史がポリュビオスによってつく

同　上

られた。世界史が成立すると統一的紀下説の必要
が生ずる。

中世に入って歴史は神学の奴隷となった。キリ

スト教が歴史の中にもちこんだ摂理の思想と時代

7
キリスト教の歴史

ﾏ
区分の考えは、その後のヨーロヅパの歴史に長く
F影響することとなった。

同　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

中世の時代にあって、西洋古典文明を継承し、

ヨーロヅパよりも文化的優位にあったアラブの文

8 アラブの歴史観
明は哲学・神学・科学の分野でめざましい発展を
汲ｰた。その総合性の上に打ちたてられたアラブ

福　島　保夫
i埼玉大学教授）

の歴史学の特色についていささか触れてみるび

ルネサンス期のヴァラのコンスタンティ・ヌス寄

進状を偽善とする批判は、宗教改革や印刷術の進

9
史料批判と史料の
N：集

歩と関連し、サン・モール派やポランディストの
j料蒐集を刺戟し、歴史補助学や史料の外的批判
�蛯｢に進歩させた。

阿　部　玄　治

キリスト教の歴史観から解放されねば史料の学
問的な内的批判には進めない。17～18世紀は教

10
史料の内的批判へ

ﾌ道

会の支配からの自由を求めた時期であり、啓蒙の

ｼのもとにそれが行われた。
同　上

啓蒙時代に入ると人類は歴史の中で進歩するど

いう思想が強くうち出された。テユルゴー、コン

11 歴史に澄げる進歩
ドルセー、カント、アダム・スミスにその例をみ
驕Bしかしフランス革命に失望した人々は中世を

同　上

みなおし、ロマン主義歴史学が現れる。

19世紀の民族主義の勃興の中で、各国で公的機
臨

関による史料：蒐集が行われるようになった。史料

12 ランケとヘーゲル
の内的批判によって真たる事実を探り出して叙述
ｵようとするランケ史学が史学界に大きく影響す

同　上

る。他方歴史哲はヘーゲルにおいて歴史発展の大

構想を示す。

マルクスの歴史学は摂理の社会主義的と言える。

そこでは資本主義を打破する革命の必然性を社会

13 マルクス歴史学
法則の現れとして証明する。マルクスにとって社

?@則は自然法則と同じような必然性をもつので
同　上

ある。

マルクス理論のマルクス自身における曖昧さは、
その死後の社会の推移と相まって様々の修正理論

14
マルクス死後のマ を生み出し、一一貫性に欠けるものとなった。 同　上
ルクス歴史学

自然科学と歴史学とを同一の方法論に基づいて
統一・的に考えるよりも、双方の違いを十分探り出

15 歴史家の方法論
して、歴史的認識のもつ内的矛盾を把握すること

ｪ、歴史により貢献することになる。
同　上
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＝日本文化史＝（TV）

　　　　　　　　　　〔主任講師＝笠原一男（放送大学教授）〕

全体φねらい

　日本文化史にふくまれる文化は無数といえるほど考えられる。本講では、第一、日本古代の民間宗教

ともいえる観音菩薩、地蔵菩薩、弥勒菩薩、阿弥陀如来、第二、連歌・俳譜、第三、民衆と政治権力と

民衆宗教などを通じて、日本の社会に生まれ、育った文化をとりあげ、それぞれの歴史的背景のなかで

日本文化の特色を考えたい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 日本文化史序論・

　まずここでは、担当講師全員の座談の形をと

ﾁて日本文化史の特色が論ぜられる。外国に学
�ｾ日本文化、日本で生まれた文化、社会と文
ｻの関係、歴史の流れと文化との関係などさま
ｴまな問題が語られる。あわせて、担当講師の
u義の概略が紹介される。

犠ゑ旧記轟語学教幽　奥　田　　　勲（聖心女子大学教授）　小　栗　純　　　　　　　子・（中央学術研究所講師）

2
現当二世の利益

鼕ﾏ　音菩　薩一

　仏・菩薩は数多いが、現世から来世におよぶ

?vの幅広さにおいて、観音に比肩し得るもの
ﾍない。多様に変化する観音像を通じて、三時　　　　り

繧ﾌ民衆が観音に期待した：利益や、今日なお、

ｯ衆の間に生きる観音巡礼の信仰などについて
lえる。

笠　原一　男

n速　水　　　侑

3
地獄からの救い

齟ﾙ　蔵蓄薩一一

　民衆にとって、もっとも親しいものが地蔵菩
F。地獄からの救済を本願とする菩薩の信仰の
ﾁ色と、民間での発展の歴史を明らかにする。
ｳらに、民衆の日常的欲求を満す身代り地蔵、

?驍｢は子供の守護へと変化して行く、民俗信
ﾂ化の過程をのべる。

同　　　上．

4
末法の救世主
齧湜ﾓ　菩　薩一

　弥勒の信仰は、弥勒が修行中の兜率天への上
ｶを願う上生信仰と、弥勒が兜率天から：地上に
ｺ生する日を待ち望む下生信仰に分れる。末法
v想の普及につれて雪上生信仰よりも下生信仰が盛んになり、この世の浄土を実現する民衆の

＜Vア信仰として今日に生きつづける。そのよ
､な信仰の軌跡をたどる。

同　　　上

5
極楽浄土へのいざ

ﾈい
齊O弥陀如来一

　西方極楽浄土への往生を説く阿弥陀如来の信
ﾂが、わが国でどのように展開して鎌倉仏教の
ｬ立に至ったかを、主として阿弥陀像や来迎図
ﾌ変化発達を通じて明らかにする。さらに、そ
ﾌ過程で、空也や源信など平安時代の浄土教信
�ﾒが果：した役割を考える。

同　　　上

6
連歌から俳譜ヘ

[その流れと
@　　担い手たち一一

　和歌から派生した連歌は座の文芸（人々が寄
閧?ﾁて合作する）としての特質により身分階
wを越えた支持者を得て、中世には和歌を凌ぐ
ｷ行を見せた。更に連歌を継承発展させた出山
ﾍ連歌になかった独自の世界を形成し、より多
ｭの人々の共感を得た。

笠　原　一　男

實怐@田　　　勲

7
連　　　歌　　　師

齔E業としての文学一

　連歌会には一定のルーールと、それによって会

ﾌ運営を取りしきる役目が必要となる。このよ
､な要請に応じて生まれたのが連歌師である。

A歌師は連歌会の運営だけではなく、連歌を通
ｵて広く人々と交わり、文化の形成に大きな役
ﾚをも果している。

同　　　上
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 地方文化と連歌

　中世は連歌の地方普及という観点から見ても
?ｵいものがある。それには地方と京都の間を
p繁・に往復して都の文化を伝えた連歌師の果し

ｽ役目が大きい。またそのようにして倍われて
sった地方文化は独自の連歌活動を展開する力

ｳえ発揮する。

　笠　原　一　男

實怐@田　　　勲

9
宗祇から芭蕉ヘ

[白河への旅一

　宗祇と芭蕉は、連歌と俳諸を代表する入であ
驍ｪ、両者には経歴や活動について共通点が少
ﾈくない。しかし、両者の詩的世界はかなり異
ｿと言ってよい。この二人が、約一世紀を隔て
ﾄ同じ北関東を歩いたとき、自然や人間への視

?ﾌ相違にそれがあらわれている。

同　　　上

10
芭　蕉　　と　旅

齠_：の細道一

奥の細道を生んだ元禄二年の旅は芭蕉の俳諾
ﾌ総仕上げであったといわれるが、その旅にお
｢て彼の詩と真実の関係は必ずしも単純ではな
｢。それは、芭蕉自身が句の推敲過程ではしな
ｭも明らかにしている場合があり、また行くざ
ｫざきでの人々との交渉からも窺うことができる。

同　　　上

11
転換期の時代と民

O宗教

　日本の文化と社会との関係においてみられる
ﾁ色の一つが、価値観の大きな変化がおこるよ
､な転換期の時代には、例外なく民衆宗教が複

狽ﾅ生まれ、大幅な発展をとげていることであ
驕Bこのような事実とその原因を具体的に考え

ﾄみた。

笠原　一　男

寶ｬ　栗　純　子

12
鎌倉幕府と農民と

O仏

　鎌倉時代に生まれた民衆宗教の一つの親爺の

^宗が急速な発展をとげた時、政治権力との間
ﾉ衝・突が起った。鎌倉時代の民衆と真宗は政治

?ﾍにたいしてどのように対応したかを、三者
ﾌ力関係の在り方によって具体的に考える。

笠　原一　男

13
戦国大名と農民と

鼬?齟ｼ

　戦国時代の農民は駆血と呼ばれる新しい村を
`成した。惣村の農民のなかに本願寺の三線が
Z透していった時、各地の政治権力である守護
E地頭との間に激しい衝突を起した。この問題
�寘曹ﾌ民衆と本願寺と守護地頭との力関係の

?ﾅ考えたい。

同　　　上

14
江戸幕府と宗教と

_民

　近世の日本人は幕藩の権力によって、士・農・工・商に分けられた。宗教も幕藩権力によっ

ﾄ厳しい統制下におかれた。近世の民衆と宗教
ﾉは戦国時代のような行動は許されなかった。
ﾟ世の民衆と真宗と幕藩権力を三者の力関係の
ﾁ色のなかで考える。

　笠原　一　男

寶ｬ　栗純　子

15

　　　　　　　　一　　　甲坙{文化史の回顧

ﾆ展望

　14回にわたって論じられて来た日本文化史を
ﾓまえて、もう一度日本文化の特色を座談の形
ﾅふりかえって見る。あわせて将来の日本文化

`成の基本的精神とはなにかを語りあっていた

ｾく。

笠　原一　男

ｬ水　　　侑

恣c　　勲
ｬ栗　純　子
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　　　　　　　　　　＝・アジア論1＝（R）

　　　　　　　　　〔主任講師1浜口允子（放送大学助教授）〕

全体のねらい

　我々の属する東アジア世界は・一つの完結したまとまりを示す文化圏である。歴史的にみれば、そ

れは・中国を中心とし・そこに周辺民族や国家が関わって形成された世界である。本講座は、その形

成過程や特質を理解することを目的として、基軸をなす中国の政治・社会構造を歴史の中から考えて

いくものである。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 東アジアとは

　東アジア世界をどう考えるか。そこに澄澄よ

ｻの位置づけを与え、それが中国を中心とした

ｶ化圏であることを明らかにする。
浜　口　允子

i放送大学助教授）

2 自　然的条件

　自然は、その社会に固有な歴史が展開される

荘艪ﾅある。幾多の自然的条件の中から、その

�jの展開に大きく作用したと考えられる地理I
位
置
を
ど
・
い
く
つ
か
の
要
素
を
と
り
あ
げ
説
明
す
る
。

同　上

3
皇帝権力の成立
@秦漢の時代（1）

　秦の始皇帝から今世紀に至るまで二千余年の間・中国は一貫して皇帝権力を中核とした統一

ﾌとして存続しつづけた。そのはじめの過程を

S県制の成立を中心に述べる。
同　上

4
皇帝権力の成立
@秦漢の時代（2）

短命であった秦を継いで漢は、四百年にわた
闢揶鼾痩ﾆを維持した。それは何によって可能だったのか・前漢の皇帝権力強化の過程と、そ

ﾌ中から力を蓄えてくる地方豪族の存在につい

ﾄ述べる。

同　上

5
皇帝権力の展開
@階唐の時代（1＞

　漢滅亡後の長い分裂期の中から、六世紀末、再び統一国家が生まれた。この階及び唐の集権化政策に焦点をあわせる。特に均田制について、その変遷、貴族制との関連等を説明する。

同　上

6
皇帝権力の展開
@階唐の時代（2） 同　上

7
皇帝権力の確立
@宋の時代（1）

　二二五代の武人勢力の台頭も短期間で終り、中国には再度統一国家が成立した。この君主独裁制といわれる宋の体制について、特に官僚制と三等制を中心に述べる。

同　上
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回 テ　　　一・　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

十一世紀に行われた王安石の改革は、宋の体

8
皇帝権力の確立

@宋の時代②

制の矛盾をつくと共に、何が皇帝権力の基盤で

?驍ｩについて多くの示唆を与えている◎この

_を中心にその後の社会について展望する。
浜口允子

権力による納税対象の把握のしくみは、時代

9
財政基盤としての
ﾅ（1）

を端的に示すものである。均田制下の収取方法

ﾌ変遷と、その両税法への移行を見、それが何

�ﾓ味するものであったかを考える。

同　上

唐から宋への社会的変革：は、税制にも大きく

10
財政基盤としての
ﾅ（2）

影響した。宋の膨大な国家財政を支えた新たな

煬ｹである玉込と、塩や酒などの専売について、

ｻれぞれのしくみを説明する。

同　上

中国の中央集権体制は、常に農民を維持し、
、

11
経済発展の諸相
@　農：　業

そこから収奪して成り立ってきた。農業生産力

ﾌ発展の歴史的推移と、それが何によってもた

轤ｳれたものであったかを考える。

同　上

農業と並んで、中国社会の基本的経済力を示

12
経済発展の諸相
@　商　　業

す商業澄よび手工業の発展を概観する。また宋

繹ﾈ降の都市や市場の形成などを通して中国社

?ﾌまとまり方を考える。

同　上

広大な中国にあって、物資を動かし、情報を

13
経済発展の諸相
@　漕　　運

流し、人々を結びつけてきた社会・経済活動を

xえるシステムについて、その発展や特徴を考

ｦる。特に水運のあり方について述べる。

同　上

1

一　　　｝

二千年前、邑肥代の入々はどのような生活をし一

ていたのだろうか。何をつくり、何を食べ、誰

14 人々の生活（1） 、と暮らしていたのか。女性の問題も含めていく 同　上

つかの資料をもとに入々の生活を考える。

一

唐代の均田農民はどのような暮らしをしてい

たのか。宋代の都市の市民は都市生活を享受も

15 三々の生活② 得ていたのか、それぞれの時代に生きた人々の、 同上
かけがえのない生活を垣間見る。

一601一



＝アジア論H＝＝（TV）
〔主任講師：和田久徳（放送大学教授）〕

全体のねらい

　日本をふぐな東アジアとその南に位置する東南アジアとは、古くから交渉があったが、日本との関係
「は近時とくに政治・経済・文化など各面で緊密化している。日本の将来にとって重視すべき東南アジア、

について、諸民族の歴史とその特質を述べ、炉同：地域の社会と文化の理解を深めたい。その際、日本との

かかわりに注意する◎

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

歴史時代初期の港市国家。紀元初頭の東アジア

1
初期の国家形成と

倹ｼ海上交通

と南アジア・西アジアを結ぶ海上交通の繁栄。扶
?ﾌ建国、その海上貿易活動と東西文化交流。扶

?ﾆ古代日本。

和’田　久　徳

i放送大学教授）

林邑の建国と海上活動、初期の中国文化受容。

2
諸民族の国家とイ

塔h文化

林邑と古代日本。ビルマ・マレー半島・イ：ンドネ

Vア各地における「インド化」国家の出現。イン

h化の意味◎
同　上

初期のシュリーヴィジャヤ6シ、ヤイレーンドラ

3
シュリーヴィジャ
､国と海上貿易（1）

朝とボロブドゥール。八、九世紀の東西海上交通

ﾌ盛況とシュリーヴィジャヤの海上貿易独占によ
髞ﾉ栄。

同　上

中継貿易隆盛の記録、国家の物質主義的性格。

4
シュリーヴィジャ

､国と海上貿易（2）

競争者クディリ国の興隆。チョーラ朝のシュリー

買Bジャや遠征とシムリーヴィジャヤの弱化。 同　上

前アンコール期、古代クメール帝国の成立とア

古代クメール帝国 ンコール建築群、アンコール＝ワットと日本人の
5

の繁栄
墨書。クメール帝国の内陸農業国家的性格。 同　上

チャンバーとヴェトナム・クメール帝国との抗
チャンバーの中継 争、チャンバーの中継貿易活動。ドヴァーラヴァ

6 貿易とモン民族の ティーの通商活動と古代日本。赤土・ハリプンジ 同　上

諸国 ヤヤ。

ビューとモンの国家、パガン朝のビルマ統一、

7
ビルマの統一とヴ

Fトナムの独立

モン文化・南方仏教の導入。ヴェトナム独立の過

�A呉・丁・前回の三朝。：李朝の中央集権政策。 同　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

陳朝の中央集権と民族主義、国史の編纂’国家

8
ヴェトナム社会の

チューノムの使用。明朝の支配と後弓朝の独立回

怐B民族文化の興隆。チャンバーの中継貿易衰退 和　田　久　徳
発展 とヴェトナムの南進。

スコータイ朝・ランコナー王国の成立。ラーマ

9
タイ系諸国の成立

＝カムヘンの大国家建設、タイ文字の制定、民族

ｶ化の保持。スリランカ仏教の受容と伝播◎ 同　上
と南方仏教（1）

アユタヤ朝の成立、中央集権国家と海上貿易活

10
タイ系諸国の成立

ﾆ南方仏教②

動。ラーンサーン国の成立。クメール帝国の崩壊

rルマの分裂、タウングー朝の再統一、ビルマ文

ｻの展開。

同　上

シンガサーリ朝からマジャパイト朝への繁栄。

11
ジャワ諸王国の展

Jとイスラム化

ジャワ北岸二二市のイスラム教受容とマジャパイ

g朝の衰退、島喚部のイスラム化の進展。イスラ

?ｶ化の影響。

同　上

マラッカの建国と明朝との関係。ムザッファル

12
マラッカ国の政治

＝シャーのイスラム教受容と中継貿易国家の建設。

Cスラム化後のマラッカ国。モスレム国家として 同　上
と社会 の特殊性。

直轄地・属領・朝貢国。スルタン家とブンダハ

13
マラッカ国の政治

ラ家の協力による安定支配。武官ラクサマナ、港

ｱ官シャ」バンダール。中継貿易の隆昌政策。土 伺　上
経済構造 着支配層と外来海商との相互依存関係。

中国との初期接触、九世紀までの中国人の消極

14
　　　　　　　、兼?Aジアと東ア

的態度。中国人の東南アジア進出と活動圏の拡大、

ｻの定着居住と現地社会におけるあり方。ジャワ 同　上
ジア（1）

の中国人町。

パレンバンの中国人集団、アユタヤその他の中

15
東南アジアと東ア
Wア（2）

国人町。東南アジア船の東アジア来航と琉球国の

兼?Aジア貿易。 同　上
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＝ヨーロッパ論H＝（TV）
〔主任講師：木村尚三郎（東京大学教授）〕

全体の撫らい

　ヨーロシバ世界における人びとの生き方、物の考え方、歴史と文化の特質、その心と形を、日本との

対比においてさまざまな視点から明らかにするのが、全体めねらいである。最近におけるヨ＿ロッパの

変貌はいちじるしく、対日感情も激変しており、これを踏まえながら．私たちのこれからの生き方をも
探っていきたい。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

大陸主義の進展／「文化の闘い」の時代／

大陸型海洋国家の出現
1 ヨーロヅパと日本 木　村　尚三郎

（東京大学教授）

フランスの「奇妙な敗北」／ナショナリズムの後

変貌する現代ヨー 退／大陸間戦争としての第二次世界大戦

2
ロヅパ（1） 同　上

重要視されはじめた「日常生活史」／

変貌する現代ヨー
低成長時代の「死」の認識

3
ロツパ⑪

同　上

土集団の時代と土離れ勢力の時代／生産と進歩の

変貌する現代ヨー 上昇期／商業・交通と調和の安定期
4

ロツパ⑪
同　上

プロローダー自然と時間の観念／森と人間の戦

ヨーロッパの農村
争／日本の自然とくらべて／神から機械が生まれ

5
社会（1）

た／ゴシック寺院は森のイメージ 同　上

農民生活の十二か月

ヨーロッパの農村
6

社会⑲
同　上

都市の空間学／乾いた理論と意志の世界／

ヨーロッパの都市
都市の時代

7
（D 同上

こ
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回 テ　　　一　　　マ， 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

歴史意識がつくった街／均整備あふれる近代パリ

8
ヨーロッパの都市
@　　　　　　　（皿）

／大革命の流血の記憶きざむコンコルド広場／

?｢パリの顔／セーヌに浮かぶ船．シテ島 木村　尚三郎

光を求める／復活祭／狩りの文化／

9
ヨーーロヅパの文化

死と向かって生きる／悪魔

同　上
（1）

教会の鐘の時間支配／一巡は真夜中から始まる／

10
ヨーロッパの文化
@　　　　　　　（H）

ローソクが刻む時／時間人／日本の時間観／

s庁が時間を支配する 同　上

変貌しっっある家族関係／理性の時代から感性の

11
ヨーロッパの家族
@　　　　　　　（1）

時代べ／家と家族の概念／靴はなぜ脱がない／

潔盾ﾌ重視／日本の家神・土神 同　上

子育て／徒弟制度と手づくり教育／

12
ヨーロッパの家族
@　　　　　　　（H）

他人のメシを暖かく

同　上

孤独／拒絶の精神／土の匂い／

情感／悔いあらため

13 キリスト教（1） 同　上

葡萄酒の魅力／集い、食：べ合う／復活／慈善／

土離れ／教会と多国籍企業

14 キリスト教（皿） 同　上

一を求める心／集う／内心の時代／

15
これからの時代を

ｶきる

お陰様／タイムスパン
同　上
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＝アメリカ論1＝（TV）
〔主任講師　猿谷　要（東京女子大学教授）〕

全体のねらい

　北米（アメリカ合衆国とカナダ）について、各方面からその特色を論ずる。北米はいま日本ともっと’

も深い関係をもつようになったが、その本質は必ずしもまだ十分に理解されてはいない。従来とかく断

片的になりがちだったアメリカ論を、ここで十分にまとめて展開し、正確な理解を得られるようにした
㌧、◎

回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

ヨーロッパ人にとっての気く発見’為　インディアン

との出会い　初期の植民地大西洋上の奴隷貿易 猿谷　　　要
1 若い共和国の誕生 植民地時代の生活と文化　植民地間の戦争　独立 （東京女子大学

への気運　独立戦争の経過独立革命の成果 短期大学部教授）

独立革命の影響と世界

デモクラシーの発展孤立主義への傾き　フロン

2
セクションの発展

ﾆ衝突

ティアの西進太平洋岸への道北部資本主義社
?@南部奴隷制社会　アメリカ文化の成熟　南北

ﾎ立の激化　南北戦争のさなかで　南北戦争の遺

Y

同　上

南部の再建　フロンティアの消滅独占資本の成

3
世界的強国への発

W

立　自由放任の政治　激増した新しい移民たち

骰綜蜍`への道　改革の気運　第1次大戦へ参戦

ﾂ務国から債権国へ世：界最初の大衆消費時代

同　上

大恐慌とニューディール　国際的緊張の高まり

4
超大国の影響力と

ｿ値観の変動

第2次世界大戦　バックス・アメリカーナ　東西

竦墲ﾌ進行赤狩りの50年代変革と激動の60
N代怒れる若き反逆者たち　絶対から相対へ移

同　上

つた70年代　80年置の展望

アメリカ政治の特徴権力の分立　連邦会議

5
アメリカン・デモ

Nラシーの特色

大統領　行政部裁判所　選挙　政党　有権者

ｳ力集団
阿　部　　　斎

i放送大学教授）

外交政策の決定　孤立主義膨張主業　自由主義

6
アメリカ外交の特

F

的同質性　イデオロギー外交　冷戦とアメリカ外

�@デタント外交の展開 同　上

市場経済体制の確立　フロンティアの開拓と鉄道

7
資本主義経済の発

W

の発＝達　工業と農業の利害対立　西欧諸国との競

?@独占の発達と反トラスト立法　繁：栄の20年

縺@不況の30年代とニューディーール混合経済

嘉　治　元　郎

i放送大学教授）

への道
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回 テ　＿　ゼ 内　　・　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

平時経済への転換　ドル不足からドル過剰へ

8
経済の当面の諸問

インフレーションの諸様相成長の促進と福祉の

[実　ドル体制の破綻経・済の再建をめざして 嘉　治　元　郎
題 世界経済の中のアメリカ

「人種の堆禍」神話WASP中心からモザイクへ
ヨー・ロツパ系　黒人　インディアン　スペイン語

9 人種・民族・女性 系　日系アメリカ人　少数派としての女性女性 猿　谷　　　要

の平等をめざして

州権の国　東部　南部　中西部　西部摩天楼と

10
社会の特色を彩る

迫v素

荒野暴力と犯罪　家庭の崩壊　ボランティア精

_ 同　上

アメリカン・デモクラシー　情報化社会神を信

11
アメリカ的生活様

じる人びと　高等教育の大衆化　中産階級　庶民

ﾌふところ具合　自動車社会大衆文化　若者文 同　上
式 化

フランス系カナダ社会の伝統　アメリカ革命の影
響　英領北アメリカ植民地の遺産　国際環境に影

12
カ　　　　ナ　　　　、ダ 響されたコンフェデレーション　コンフェデレー

Vョンの意義　困難な国家統一漸進的な「独立」 同　上

歴史の　特色 の達成　定義しがたいカナダ・ナショナリズム
永遠の課題：アメリカ合衆国との関係永遠の課
題：ケベック問題

対先住民関係の特徴　フランス文化の遺産　アカ

13
カ　　　　ナ　　　　ダ

cUイ　ク文化

ディア人とケベヅク人王党派の到来　その他の

Cギリス系カナダ人英領非アメリカ法と教育・

ｾ語問題　リエルの二つの「叛乱」　移民の多様

同　上

化　日系移民の問題　多様文化主義へ

アメリカ側からみた日本開国　異文化接触の原点

友好の第1期　対立の第2期　戦争の第3期

14 日米関係の流れ 蜜月の第4期競合の第5期物の国際化から心 同　上

の国際化へ　未知の世界へ入る

ヨーロッパ人のアメリカ論　日本人のアメリカ論

アメリカン・スタディーズ　アメリカ国内の地回

15 変貌するアメリカ 変動　国際関係の多極化　太平洋時代の幕あけ 同　上

アメリカの夢は終わったのか
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＝＝ Aメリカ論皿＝（TV）
　　　　　　　　　　〔主任講師；増田義郎（東京大学名誉教授）〕

全体のねらい

　ラテン音楽やマヤ・アステカ、インカ等の古代文明などによって日本に知られている中南米は、その

歴史・文化に旧いて特色に富み、またその政治・経済・社会も、19世紀の独立期以来独特な歩みを示し

て・第三世界の中でも・他のアジア・アフリカ地域と全くことなった個性を持つ。その個性とはなにか。

回 テ　　　一　　．マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1F
乾燥地帯・高原・

M帯低地

。中南米の概略　・中南米の地形　・中南米の気

�@・海流と風　・人間と自然
　増　田　義郎
i東京大学名誉教授）

2
多様な民族、多様

ﾈ言語

・複雑な民族構成　・中南米の原住民　・スペイン人　・ポルトガル人　・アフリカ人冒・その他

ﾌ民族的要素　・多様な言語 同　上

3
マヤ。アステカ・

Cンカ

・中南米の古代文化　・農耕への道’・文明への

ｹ　。宗教都市の繁栄　・動乱と統一　・アステ

Jとインカ　・その他の民族 同　上

4

バロック文化の開

ﾔ一中南米の植民

n時代

・イベリア文化と中南米　・問題の発端一征服と

j壊　・現実とユートピア　・植民地官僚制の成
ｧ　・バロック文化の渡米　・植民地時代文学・その前夜

同　上

5
独立運動と共和国

ｬ立

・閉ざされた大陸　・自由化の要望　・内乱の世
I　9ハイティの独立　・独立運動の開始・独立運動の性格　・ブラジルの独立

同　上

6
クーデター・革命・

ｯ主主義

・中南米政治の特徴　・独立後の混乱期　。安定した寡等等の時代　・寡頭制の危機の時代　。人

ｯ主義の時代　・軍事政権の時代．・模索の時代・政治的不安定の原因 恒　川　恵　市

i東京大学助教授）

7 中南米政治の争点

・政党と政党制　・軍部と軍事政権　。カトリッ

N教会　・外国への経済的依存　。アメリカ合衆

曹ﾉよる干渉　。棍棒政策と善隣i外交　・キュー

o革命以後の米国の政策　・自立への動き

@　　　　　　　　　　、

同　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

・経済発展の長期的趨勢（一次産品輸出経済の発
展・輸入代替工業化の進展・経済統合）　・戦後

8 経済発展の光と影
期経済発展の特徴（持続的成長と投資率の上昇・

鞄ｾ分配の不平等化）　・農業と工業の構造（工
細　野　昭　雄i

i筑波大学助教授）
業の構造の特徴・農業の構造』不平等な土地所有
制度）　。不完全就業とインフォーマルセクター

・累積債務危機の実態（不況とインフレ・累積債

9
累積債務とインフ

務の規模）　・債務危機の直接的要因（交易条件

ﾌ悪化・資本市場め変化）　・債務危機の構造的 同　上

レの80年代危機 要因（積極的開発政策と自由化政策）　。中南米

経済の展望

。19世紀の中南米文化　。社会的抗議の文学

10
躍動する新しい文

ｻ

・メキシコ革命と壁画運動　・新しい文学

Eブームの文学　・モデルニスモ以後の詩人 増　田　義　郎

・国土と住民（気候と風土の多様性・住民の居住 7

パターン・住民の言語と文化）　・メキシコ革命

11
メキシコー曽変革と （ポルフィリオ・ディアス時代・1910年革命と

P917年憲法・カルデナス政権・「革命」の後退）
恒－ ?b　市

伝統 ・現代メキシコの政治・経済（石油資源と累積債
務・PRI体制の衰え・アメリカ合衆国との関
係）

・中南米最大の国ブラジル　・悲しき熱帯

12
ブラジルー未来の ・ブラジルの成立　・砂糖産業と奴隷の輸入

E産業の変遷　・帝国ふら共和国へ　・工業化の

梠

増　田　義　郎

・対躁的な三つの自然　・住民と都市　・ペルー

13
ペルー一一砂漠・高

ｴ・熱帯林

副王領の成立　・植民地封建制　・独立から共和

曹ﾖ　・20世紀のペルー 同　上

・繁栄と停滞の歴史（豊かさのなかでの停滞・温

14
　　　　　　　、Aルゼンチンー「豊

帯農産物：輸出による繁栄）　・社会の特徴と政治

I不安定（輸出経済の危機とペロン政権の登場・ 細　野　昭　雄

かさの中の停滞 軍事政権の功罪）　・経済構造と長期的停滞＝

・最近の政治と経済

・カリブ海地域とは　・自然と住民　・スペイン

15
カリブ海地域一三

宴eン的な中南米

人の侵入　・ヨーロッパ諸勢力の侵入　・アメリ

J合衆国のカリブ海進出　・自立への動き 増　田　義　郎
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＝美の本質と様態＝（R）
　　　　　　　〔主任湯壷納戸灘白白自学助教授）〕

全体のねらい

　本講義は、一東西の美学史を学びながら、美学の基礎的概念について研究を深め、美の本質やその様態を

考えるものである◎美の様態とは、美の現象形態のことであり、芸術美もその一つである。本講義では、

主に芸術を媒介として考察を進め、真や善と並んで、入間のあこがれる理念である美を省察し、美学の新

しい可能性を拓きたい◎

回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

ギリシア・ラテン古典文化と並び　せられるシ

芸術的超　越 ナ古典文化は、東洋に位置する日本の文化の基礎 ・今道　友信
1 のひとつである。その中でも代表的な孔子の美学

一孔子と諸子百家一 説を中心に考える。芸術段階説や世界超越説など
ｪ明らかにきれる。諸子百家の若干の人々にふれ

（清泉女子大学教授）

る◎

孔子を否定的に超える荘周の学説を申心として．

一者とその影 ・一Qの形而上学的美について論じる。ここでは、
2 真Q超越と．してのエクスタシーが風の象徴を以て 同　上

一荘子と六朝時代一 論じられている。尚、シナ古代の花と言われる六

朝の芸術論にもふれる。

日本の古典を介して日本文化の特色のひとつと

植物的世，界観 して植物的雌界観が立てられていると見て、それ
3 との関連に於いて、古代・中世の芸術論を解明す 同　上

一日本の古代・中世一 る◎

日本近代の芸術論を介して、独特の美的カテゴ

幽　玄　　と　旅 り一としての幽玄を論じ、また、美を求める実践

4 としての旅について考える。 同　上
一日本の近代一

西洋美学の源流としてのギリシア哲学に於ける

5
形　　　　相 美や芸術の選球を、基本概念としての形相（イデア）を中心に考える。手続として、ソー・クラテー

同　上

一西洋古代一 ス以前、プラトーンとアリストテレース、ブロー

ティノスを省察する。

西洋中世の美学を、基本象徴としての光を軸に

6

光 して省察する。この時代の美学思想は従来軽視さ

黷ﾄ来たが、芸術論としても重要であることを示 同　上
一西洋中世の美学一 す。

ルネサンスの時代精神は、ヒューマニズムと比

数　　と　言　　語 であると言われる瓜比の原理である数ぶ美や芸
7 術に於いて占める重要性を考える。比は、ロゴス 同　上

一ロ　　コ“　スー であるが、ロゴスは言語でもあって、ここに言語
を重視するヒューマニズムの考え方も問われるこ
とにな：る

一610一



回 テ　　　一　　　マ
　　　唇
焉@　　　　　　　容 担当講師

i所属・氏名）

近代美学の伏線がデカルトのコギトーにあると

実在　と　模倣 考え、またパスカルの芸術論．ライプニヅツの美 青　山　昌　文

8
一近代美学の黎明一

の省察を介し、認識と主観が中心となる近代美学

ﾌ前半を課題にする。 （放送大学助教授）

1

近代美学の自立性を樹立したバウムガルテンの

関　係　　と　美 認識論的美学の特色と、ディドロの関係の美学の

9 一近代美学の 新しい解釈により、ここに近代を超克する力が秘 同　上

自立と超克一 められていることを明らかにする。

ロマン主義、ドイツ観念論、それらに対する反

動という思想的激動の時代としての近代終末期の

10 無限・完成・分裂 美学説を省察する。 今　道　友信

芸術に必要な契＝機としてのフィクションすなわ

虚　　　　構 ち虚構を、新しい認識方法に着目しつつ、演劇を 伊　藤　公、一

11 例にして省察する。

一新しい認識方法一 （放送大学助教授）

音楽の特質をその時間溝造を通して明確にし、

音楽と精神との関わりを創造の面から省察する。 橋　本　典子

12 音　　楽　　美　学 特に音楽作品に内在する形而上学的力の可能性に （青山学院女子短期i

ついて論じる。 大学助教授）

比較芸術学の立場から、諸芸術の根本騎士を明

美　　と　時　間 らかにする。更に芸術創造に於ける崇高性という

13 概念との関わりから、芸術創造に於ける倫理的側 同　上

一芸術と倫理一 面、時間を越えた人間の精神的美（美善）を追究

する。

現代、技術連関の時代との関係に於いて新しい
、 美学、カロノロジアを省察する。無を介するその

14 カ　ロ　ノ　ロ　ジア 論理的購造を明確にすると共に、人間の存在の彼 同　上

方に輝く美、すなわち存在論を越えた新し思想に

ついて省察する。

全体を総括し、特に美的判断の問題を手がかり

にして、新しい創造論へ向けての論理的省察が行

15 結　　　　び なわれ、新しい美学への指針が示される。 今　道　友　信
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＝文芸史と文芸理論＝（R）

〔主任講師：轡田　収（学習院大学教授）〕

全体のねらい

　ヨーロヅパの古典古代から近代に至る文学の生産とそれに対する理論ないし学的反省との蘭係を捉え

ていく。この視点をとると、時代により、言語圏ないしは国により、実践と理論とは独特な成互関係を

もつことが明らかになろう。それによって、一国の文学史のみを見るζとでは得られない各言語文化⑳

特異性が浮き彫りにされよう。

回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1．文学の理論と西欧の特質
a　ギリシアにおける「理論」

1 実践　と　理論
3・テオリア・ブラクシス・ポイエニシス
S　理論と実践の歴史的変化
T．芸術の理論と芸術の歴史的位置

三　島　憲㍉一

i学習院大学教授）

α　『詩学』とミメーシス

1．ギリシア悲劇

2
古典古代　（1）

2．アリストテレスの『詩学』
岡　　　道　男

一一 M　リ　シ　ヤー （京都大学教授）

1．ラテン的世界の始まり

3
古典古代　（2）
鼈黹 　　テ　　ンー�

．ホラティウスの『詩論』一『詩作技術』a

@クインティリアーヌスの『弁論家の教育』� 　上

．「ラテン中世」とは何か一歴史的複合体として�

　　　　世　（1）� ヨーロヅパ　2．カール大帝の偉業一学業改革と�

� 一ラ eン的世界とし
ﾄの中世一一�

化運動　3．学校教材用の著作家の選択一文芸作品についての「正典」の形成　4．詩作品の解釈の枠組み一ヨーロッパにおける文学教育の歴史�

南大路　i振　一（

蜊緕s立大学教授）

．人文主義者による「12世紀のルネサンス」一「自�

語」文学の多彩な様相�

．現存するテクストの性格一筆写され口論され�

�
　　　　世　（2）� 作品2

@北フランスのトルヴェール� 倉　俊一
一フ @ラ　ン　スー一� ．南フランスのトルバドゥール� 東京大学助教授）

　「非野情詩」と犯罪詩人フランソワ・ヴィヨン�

．ロマン（物語）の誕生�

．　はじめに�
　　　　世　（3）� ．耳を楽しませる文芸�

� ドイツ秘められ� ．　「アルトゥース・ロマーン」（「アーサー王� 　尾　浩　三

詩学一�
語」）4

@丁数比による作品構成�

東京大学教授）

．中世文芸の特質�

．古英詩の特質�

�
　　　　世　④一

黹C @ギ　リ　スー一�

．　『ペーオウルフ』一ゲルマン民族の英雄i叙事詩

�
安　東　伸介（
c応義塾大学教授）

3．チョーサーの文学�
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1．俗語文学の誕生

8
俗語文学の栄光
黹C　タ　リ　アー・

a　清新体派とダンテ

R．　r神曲』の構造

S．ペトラルカとポッカッチョ

　河　島　英　昭

i東京外語大学教授）

馬

1．16世紀ルネサンスの豊かな軌跡　2．文芸理論の登場と

9
近代文学への道（1）

E一一 t　ラ　ン　スー一

セビエの『フランス詩法』一ルネサンス精神の発裂
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　4古代aデュ・ベレーの『フランス語の擁護と顕揚』

l模倣一回忌サール、ドービニェ、モンテーニュ　5．マ
激泣uへの反抗一第1期の過渡期　6．アカデミー・フラ
塔Zーズと文芸理論の基礎固め一シャブランの書　7．第

成　瀬　駒　男

i国学院大学教授）

2期（1660－1690年置の作家の活躍一パスカル、ラシ
一ヌ、モリエール

1．詩の擁護はなぜ必要だったか
近代文学への道（2） 2．民衆の娯楽・文芸と国民性の形成

児　玉　久雄
10 一イギリスー

Gリザベス朝一一

3．シドニーの批評論と詩の本質

S．近代イギリス文学の成立
（学習院大学教授）

1．遅咲きの近代文学
2．オーピツのドイツ二二：革

近代文学への道（3） 3．新しい文学制作は翻訳から 轡　田　　　収
11

一一 h　　イ　　ツー
4．言語育成と言語協会
T．文学活動と地域の特色

（学習院大学教授）

6．理論と実践との関係
7．新興の文学ジャンルー小説

1．　「小説」とはなんであったか

2．小説の3系統

12 小説の　興隆
3．騎士冒険小説から英雄恋愛宮廷小説へ
S．悪者（ピカロ）小説

同　上

5．牧人小説
6　小説の変貌と展開

1．天才概念の成立
2．規範美学批判と市民社会
3．天才と自然 大　貫　敦・子

13 文学’と　天　才 4．　ドイ’ツにおける天才思想の開花

T　天才の神格化一ルダーとゲーテ
（千葉大学助教授）

6．天才の芸術と市民社会
7．〈天才〉とく趣味〉

1．　「国民」という概念

、 2．国民運動と国民意識

14
文学と国民意識
黹hイツを例に一

3．解放戦争と『ニーベルンゲンの歌』

S．国民意識と文学の歴史
轡　田　　　収

5・ドイツ学の成立
a　精神科学と国民意識

1．近代と芸術の自律性
2　理性の自己分析と芸術

15
社会と文学の自律

ｫ
3．市民社会の代償としての芸術
S．芸術の自律性とアヴァンギャルド

三　島　憲一

5芸術の自律性の動揺一反省の深化
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＝美術史と美術理論＝・（TV）

〔主任講師　友部　直（共立女子大学教授）〕

全体のねらい

　今上精神的な豊かさを求めて、美術への関心が高まっている。この番組では、単なる美術の通史で

はなく、トピックを含めて、映像的な魅力を通して．学習者を美術の世界へひきこむようにしたい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1．色と形の役割
2．表現の様式

1 美　術　　と　は 3．それぞれの立場
S，能力の問題

　友　部　　　直

i共立女子大学教授）

1．はじめに

2
日　　　　　　本

`彫刻（1＞天平彫刻～

2．飛鳥・白鳳の彫刻
R．天平初期の彫刻
S．天平盛期の彫刻5．天平後期の彫刻 　宮　　　次　男

i実践女子大学教授）

6．肖像彫刻
7．結び

1．鎌倉美術の特色　　　　　2．南都復興

3

日　　　　　　　本
3。東大・興福二大寺の造仏　4．運慶5．等等　　　　　6．その他の早戸仏師たち

V．線金以外の仏師集団　　　8．関東彫刻 同　　　上
～彫刻②鎌倉彫刻～ 9，肖像彫刻　　　　　　　　10．裸体像

11、結び

1．仏画とは
2．奈良時代の仏画

日　　　　　　本 3．平安前期の仏画
4

～絵画（1）仏画～

4．平安後期・11世紀の仏画
T．平安後期・12世紀の仏画

同　　　上

6．鎌倉時代の仏画
7．結び

1．絵巻とは
2．絵巻の発生

日　　　　　　本 3．源氏物語絵巻
5

～絵画（2）絵巻物～

4．信貴山縁起
T．伴大納言絵詞
U．鳥獣戯画

同　　　上

7．結び一平安絵巻の性格

1．中国美術のあけぼの　　2．新石器時代の彩

6

中　　　　国　（1）

`皇帝の三二～

陶　3．公益文化の彩陶　4．馬飼窯文化の彩陶
T．大波口文化の彩陶と龍山文化の黒陶
U．河娚渡文化　7。憂・般時代の社会と文化
W．般王朝の青銅器　9．最盛期の青銅器

東　山　健　吾

i成城大学教授）

10．桶の出現　11．秦始皇帝の兵馬桶

1．仏教と仏教文化
2．石窟寺院

中　　　　国　（2） 3．五胡十六国時代の涼州

7
～石窟寺院～

4．柄霊寺石窟
T．敦燈莫三三
U，莫高窓初期の壁画

同　　　上

7．三岡石窟
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

水墨画

8

中　　　　国　（3）

`水墨画と陶磁器～

1．山水画の成立　2．高高とその後継者たち
R．郭煕と三遠　　4．宋画院の山水画
T．江南の山水画家　　6．南宗画
ｩ磁器

東　山　健　吾

1．最初の陶器　2．青：磁　3．黒粕　4．白磁
5．三州窯　6．青花（染付け）

1。エジプト美術の特性

9
西　　　　　　洋

2。ピラミッドー巨大な高高
R．神々の住まい一神殿

友　部　　　直

～王春と神殿～

1．神々と人間

西　　　　　　洋
2．時代と様式
R．パルテノンとアクロポリス

10 4．官能的な女神たち
〃

～神殿と劇場～

1．神の栄光のために

西　　　　　　洋 2．大聖堂の時代
3．都市と城

11 ヨーロッパ中世
〃

～街と大聖堂～

1．ルネサンスとは
’西　　　　　　洋 2．古代美術の復活

3．ルネサンス美術の開花
12 ルネサンス美術（1） 4．マサッチォなど

〃

～人間の世紀～

1．　レオナルド・ダ・ヴィンチ

西　　　　　　洋 2．　ミケランジェロ

13 ルネサンス美術（2）

3．　ラファエロ、ティツィアーノなど
〃

～絵画の黄金時代～

1．時代の転換
西　　　　　、洋 2．宮廷を彩る

3．アルプスの北で
14 ヨーロッパ近世 4．ヴェルサイユ宮殿

〃

～三三の芸術～ 5．ロココの成立
6．雅びなる宴に

1．凋落：に向う貴族社会

新　しい視　覚 2．ロマン主義と古典主義
3．現実を直視する

15
～19・20世紀の 4．マネと印象主義

〃

ヨーロッパ美術～ 5．セザンヌと後期印象派
6．視覚の冒険
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＝・ 煙?jと演劇理論＝（TV）
　　〔主任講師：毛利三冠（成城大学教授）　　　　　西　一祥（日本大学教授）〕

全体のねらい

　日本演劇の特質は、ジャンルの並存性と生きた伝承性にある。本講座は各専門ジャンルの講師の分担講

議により・古代から現代への演劇史の流れに沿いつつ、各ジャンルごとの演劇の展開を重層的にみていく。

また随時アジア芸能や西洋演劇との比較・対比を通して日本演劇の環境や本質をグローバル：な視点から多

角的に考究する。

回 テ、　・一　　　マ 内　　　　　　　　容　　　　　　　　　　　　見 担当講師
i所属・氏名）

演劇の歴史は人類の歴史とともに凌るといわれ

るが、その源流は太古の呪術信仰や神懸りの歌舞
1 演劇の源　流 に潮る。第一回なので演劇の発生を通してその本 高　山　　　茂

質的側面にふれ、ついで古代歌舞の種々相および （早稲田大学講師）

大陸渡米の伎楽について具体的に述べる。・

伎楽に次ぐ外来芸能である舞楽の受容と定着。

その潮流は一大山脈となって現代に連なる。一方
2 中世芸能の胎動 平安末になって、民衆に支持された田楽・猿楽が 〃

胎註してくる。祭礼の場を通して時代の変革とと
もに芸能が新たな潮流を形づくってゆく様子を考
察したい。

中世に入って田楽・猿楽は各地の座を中心に中

世芸能の主流を占めるに至る。また寺院の延年も
3 中世芸能の諸相 中世芸能の展開に大きな役割を果す。田楽および 〃

大成前の猿楽の実態、白拍子・曲舞などの種々雑

芸についてふれ、中世芸能の諸相を眺望するゐ

能が大成するまでには、田楽や猿楽が想像以上
に農村のすみずみにまで行きわたっていた。地方

4 都鄙の猿　楽 民衆という広い底辺に支えられて、その頂点に大 西　　　一　祥
きく咲いた高い花が能であった。それは都会的・ （日本大学教授）
貴族的なものとして、美化されてゆく。その歴史
的背景について述べたい。

世阿弥によって達成された能の美とは何か。世
阿弥の花と幽玄の論は、今日ではすぐれた演劇論

5 花　　と　幽　　玄 として注目されている。世阿弥の論について説明 〃

したい。世阿弥以後、能はどのような歩みをとる

か◎＝豊臣秀吉によってもたらされた再度の興隆期
についても言及したい。

o 能は徳川家康によって権威まで与えられた。武
家の式楽として、前例のない太平無事の時代を経

6 式楽　を　経　て た◎危機的状態となった明治以後、岩倉具視らの 〃
：

保護策があり、フ土ノローサらの愛好もあった。

最近に訟ける能ブーム。海外での能公演の盛んな
（ノ

現状にも言及したい。

南北朝期の争乱後、足利義満治世のわずかな平
和の時期があったが、応仁・文明の乱から戦国時

7 “論かし”の精神 代へと入る。その動乱の渦中で、民衆がたくまし 〃

く生きた人間讃歌こそ、狂言のもつ“澄かし”の
精神であろう。日本演劇の母胎ともいわれる狂言
について略述したい。 ノ
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名〉

語り物が、声明の講式から平曲、浄瑠璃、義太
夫節へと分化し発展していった諸相を探り、あわ

8 語　り　の系　譜
せて人形浄瑠璃の成立と発達の過程を考察する。
ｻして日本演劇史のなかで、語り物と歌い物が果

　藤　波　隆　之

i国立劇場芸能部長）

してきた役割りを、文化史の流れのなかに位置づ
けたい。　　　　　　　　　　　1

’

近世の初頭、異風・異相の「傾く」風俗で京洛
に登場した女歌舞伎・若衆歌舞伎は、習俗二三の

9 歌舞伎の誕生
廉で禁止された。その後の野郎歌舞伎以降、荒事
ﾆ知事の創始、女方や立役の役柄の確立、作劇術、

〃

演出、美術等の進歩によって、町人層に親しまれ
て大成していった伝承の特質を概観する◎

十八世紀末から、文化・文政期を経て幕末にい
たるころ、江戸歌舞伎は大成・二二期を迎えた。

10 燗　熟　の　　美
悪の世界を大胆に形象化した市井の写実劇（生世
b物）や、変化舞踊がさかんとなり、刹那的な亨

〃

楽を志向する。社会的な背景のなかから退廃の美
を再検討したい。

明治期を迎えて、雅楽、能楽、文楽、歌舞伎な
どの伝統芸能は、近代社会にどのように対応して
いったか。近代歌舞伎の変容を、伝統と創造の視

〃

11 伝統　と　変　容 点から瞥見する。伝統演劇と新派・新劇との並存
性、重層的な講造の特質とともに、伝統芸能の民
族性と国際性にも言及したい。

西洋の演劇はもちろん国によって異なる歴史を
もつが、大きく眺めてみればいくつかの際立った

12 西洋演劇の潮流
潮流をみてとることが出来る。それは我国の並存

ｫと違って、常に新しい内容と形式を獲得してゆ
毛　利三彌
i成城大学教授）

くことで歴史を形づくってきた。

十九世紀後半から西洋では演劇の近代化が遂行

されてゆくが、明同期の日本はそのための多くの

13 演劇近代化の試み 試行錯誤と生みの苦しみを味わわねばならなかっ

ｽ。この回では近代劇成立の状況を、東西の共通

〃

性と相違性を探りながら考察してゆく。

翻訳劇上演から始まった日本の近代演劇は、大

、 正・昭和期を通して、いわゆる新劇というジャン

14 新劇の時代
ルを成立させ、能・歌舞伎とは異なった演劇概念

ﾌ深化と実践を進めてきたσそれは西洋の二十世

〃

紀演劇の歩みとどのように歩調を合せているのだ

ろうか。

第二次大戦後の世界の演劇は、それまでと全く

別の演劇的思考に基づく舞台を生み出し始め、往

15 現代演劇の行方
々にして演劇の否定、他の分野との境界の曖昧化 〃

さえ示すことがある。この現代の状況に我々はい

かなる演劇的意味を見るべきであろうか。
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　　　　　　　　　　　　＝音楽史と音楽論＝（TV）

　　　　　　　　　「日本の音楽に世界の音楽を投影する一

　　　　　　　　　　　〔主任講師：柴田南雄（放送大学教授）〕

全体のねらい

一TVの特性を生かし、教室で教科書をなぞるようにでなく、縄文・弥生の石笛や琴にはじまり、古

典音楽から現代音楽まで、各地の遺跡のロケや邦楽・洋楽の実演もとりまぜ、しかも東西音楽の通史

となるよう話を進める。同じ時代に、日本と中国、日本と西洋でどのような音楽が行なわれていたか。

つねにそれらを比較考察しながら話をすすめる。

回・ テ　　一　　　マ、 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

太古から今日まで、日本列島にはどのような
ヒトが、どのような音楽を持ち込んだか。仏教

1 外来音楽と日本人 伝来と共に入った音楽を消化する過程と、西洋

ｶ明とともに入った音楽を消化する過程との類

柴　田　南　雄
i放送大学教授）

似点や、日本と西洋の音楽史に澄けるサイクル
現象の存在を指摘する。

旧石器時代、欧州大陸にどんな楽器があった
か。日本の縄文時代の石笛の出土品を紹介、そ

2
音楽文化の深層を

Tる
の音色や用途から能楽の横笛との関連を考える。

Iリエント、エジプト、ギリシア、インド、中 同　上

国には古代にどのような音楽があったか。

弥生時代・古墳時代（ほぼBC300年～AD
600年）の間に用いられた土笛、銅鐸、琴など

3 祭紀　の　音楽 の出土品と復元品を紹介、あわせて中国（儒教） 同　上
や西欧（キリスト教）のこの時期の音楽の状況
をしらべる。

飛鳥時代と奈良時代（6世紀～8世紀）に澄

ける大陸からのさかんな音楽の輸入、とくに大

4 制度化と学著 宝律：令で制度化ざれたく雅楽〉について。西欧
同　上

ではグレゴリウス大法王による聖歌の集大成と、

各地に聖歌学校の設立を見た。

平安時代（9世紀～12世紀）には、楽制の改

5 芸術音楽の胎動期
革により輸入音楽が定着し（雅楽）独自：な白白

ｪ発生（今様）しはじめる。西洋ではゴシック 同　上

様式の大聖堂が多声音楽の発生源となる。

鎌倉時代と南北朝（13世紀・14世紀）が対象

で、平曲が起り田楽、猿楽の流行をみる。西欧

6 諸国を行脚する音楽 でもトルバドゥールなど騎士階級からの吟遊歌人 同　上
が起こる。また音楽理論の整備とともに、多声

音楽がますます発展する。

室町時代、安土・桃山時代（15世紀・16世紀）

に、世阿弥による能の確立、キリシタン音楽、
7 ル　ネ　サ　ン　ス 三味線の琉球からの輸入を見る。西欧ではルネ 同　上

サンス多声声楽の花が咲き、遠近法に見合う機

、 能和声の音感が確立する。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1549年ザビエルは日本上陸と共にミサの歌
を信徒に歌わせた。数種の楽器も入少、少年使

8 キリシタン音楽
節は欧州各地でオルガンを演奏、帰って信長に
ｫかせている。禁教徒も隠れキリシタンの祈り

柴　田　南　雄

歌（オラジシャ）は今日まで伝承している。そ
の実情を紹介する。

江戸時代の前半、元禄をへて享保の終り（1735

9
東と西のバ・ック

年）頃までは上方が優勢で、箏曲、薩摩琵琶、

O味：線楽、長歌、尺八、義太夫節などが市民の 同　上
音楽 生活に支えられて競い咲く。西欧ではバロック

音楽の時代（1600年頃～1750年頃）。

江戸時代の後半、・宝暦から文化文政をへて幕

10 古典派・ロマン派
末まで。前記に誕生した二種の拡充が行われる

ｪ新味に乏しい。これに反し西洋では古典派・
同　上

ロマン派音楽が西洋音楽を一気に頂点に導く。

明治政府の音楽教育政策は西洋音楽を基本と

11
無からの出発と隆
ｷの絶頂

　　、ｵた。伝統邦楽の活力は衰退しこれに反して西

m音楽はヴァーグナーの楽劇に代表される隆盛
同　上　　　　　、

の極にあった。第1次大戦までを対象に考える。

日本ではようやく西洋音楽様式の創作がはじ
まる一方、邦楽はますます背景に後退する。西

12 両大戦間の状況
欧で「古典派・ロマン派」の：最後の段階として

ﾌ新古典主義（新冠物主義）の時代を迎える。
同　上

シェーンベルクの12音音楽もその思潮の中から
生まれる。

第2次大戦を境に作曲の様式は大きく変わる。

13
第2次大戦後の作
ﾈ界

世界の諸民族の音楽をとり入れた、単純で即興
Iなものからの再出発。邦楽器ぺの再認識もそ

ﾌ一環である。電気音響装置やコンピュータの

　　、ｯ　上

作曲への導入。

現代は作曲不振、演：奏上位の時代である。ま

た作曲の時代様式と演奏の時代様式の間にはあ

14
第2次大戦白め演
t界

きらかに平行関係が認められる。20世紀初頭に

kるレコード録音から典型的な事例をあげて比
同　上

参する。

今日、日本人はどのような音楽を好んでいる

か。人々は何を音楽に求めているか。今、音楽

15 未来　の　展望 とは何か。これからの音楽はどのような形をと 同　上

るであろうか。ピートリーの諸芸術循環説など

を紹介する。
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＝民族音楽＝（R）
　　　　　　　　　主任講師：柴田南雄（放　送大学教　授）
　　　　　　　　　　　　　　　　徳丸吉彦（澄茶の水女子大学教授）

全体のねらい

民族音楽学の近年の研究成果を踏まえ、ヒトと音楽のかか籾から生じる根源的儲問題を考える。

また・それらの問題と関連する諸民族の音楽の実例をなるべく豊富に紹介するが、たんなる鑑賞の素材

としてではなく・それが属する文化の文脈の中でいかなる意味を持っているかを明らかにする。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

L人間の音楽的な営みをさぐる　2異文化理解と 柴　田　南雄
しての比較音楽学　3．比較音楽学から民族音楽学 （放送大学教授）

1 総　　　　　　論 へ 徳丸　吉　彦
（お茶の水女子

大学教授）

はじめに　しことばと音楽　2．生活と音楽　3楽

2
音楽と人々の生活

鼈黹 Aフリカ

器と音具（タイコ、木琴、指ピアノ、その他の楽

增j　おわりに
江　ロ　一　久

i飼立民族学

博物館助教授）

1・神話表現としての音楽　2．神話の音楽的叙述

3 音楽　と　神話

3．楽器の神話的起源　4．神話の音楽的象徴化5音楽の神話的意味

　山　田　陽　一

i島根大学専任講師〉

1．音律とテトラコード　2旋法体系一ダストガー

4 音楽　と　構造

ノ〉を中心に　3．旋法上の巡歴一グーシェを中心に4．リズムと形式

　拓　植　元　一
i東京芸術大学助教授）

1．「トルコ音楽」　2メヘテルハーネ

5
音楽と文化変容一一変歴する音楽

3・「トルコ風に」　4軍楽と式楽　5．伝播と変容　　　　　　　　　　　　　　　　　＼

同　上

L音の文化的意味：づけ、そして音楽　2．点在性の

6
音楽と楽器一音に

謔體_と線の表現

テクスチュア　3．線条性のテクスチュア

S点と線を超えて
山　口　　　修

i大阪大学助教授）

はじめに　Lシンガポールの華人と地方劇の種別

7 音楽　と　祭　り 　上参郷　祐康
i東京芸術大学助教授）
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回 テ　　　・一　　．マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 音楽　と　演　劇

L文化としての音楽　2意味をもつ音・感じる音
R．語りの音・状況の音　4．演技する音・異界の音

T．ミューズとサラスヴァティ　6．インド音楽の伝

掾@7．インド音楽の総合性

小　西正　捷
i：立教大学教授）

9
音楽とパフォーマ

塔X

Lパフォーマンスを研究する意義　2演奏技法か

辜Rスモロジーへ（バリ島の事例）　aパフォー
}ンスと相互作用（奈良県の事例）　4，パフォー

}ンスの枠組み

中川　　　真腎
i京都市立

@芸術大学講師）

10
音楽と社会一一イス

@　　　　　　　“宴Gル、アラフ

1．ユダヤ人とアラブ人（離散ユダヤ人、「イスユ
?ｻ」と「アラブ化」）　a民族と音楽（アイデ
塔eィティを求めて、宿命と賛歌をうたう、千夜一夜物語の音楽世界）　3音楽と宗教（宗教儀礼

ﾆ音楽、「声」による賛歌、コーラン朗唱、神秘
hの音楽儀式）　4．音楽と政治（『黄金のエルナ
激?x、クルスームの歌）

　水　野　信　男

i兵庫教育大学教授）

11 音楽　と　伝　承

1．第二次口頭性　2．規範的な楽譜と記述的な楽譜

R．楽譜の形態（擬声語的な種類、文字・数字によ

骼嵭ﾞ、図式的な種類、術語による種類、混合種）

S口三味線と身体性と口頭性

〒徳丸吉　彦

12 音楽　と　記　録

1民族音楽の現場一フィ由ルド・ワーク
Q．採譜と分析

　谷　本　一・之

k海道教育大学教授）

13
音楽と都市文化
齠?kアメリカ

はじめに　1．ジャズとニュ眉白リーンズ（クリオール）　2．ニューヨークとティン・バン・アリー

R．ニコ．一ヨーク・ラテンサルサ　　4ニューヨー
Nのストリート・カルチャー　ヒップ・ホップ
T．西の拠点　ロサンジェルス　6．ナッシュヴィル
ﾆカントリー音楽　7．カントリー・ミュージヅク
W．ラジオ番組の波紋

鈴木道　子
i国立音楽大学

@　非常勤講師）

14
西洋クラシッ’ク音

yと民族性

1．民族音楽と西洋芸術音楽　2．西洋音楽の歴史　3．西洋ク
宴Vヅク音楽と演奏（イタリア人の音楽性、ドイツ・オースト
潟A人の音楽性、フランス人の音楽性）　4．ヨーロヅパ周辺国
薄ｯ族の演奏に表れた音楽性（ロシア人音楽家によるドイツ
ｹ楽の演奏、ドイツ人音楽家によるロシア音楽の演奏、ハン
Kリー人の弦楽器の音色）　5．中近東の諸民族の演奏（レバノ
唐ﾌピアニストによるベートーヴェン演奏、トルコのピアニストに

謔驛uラームス演奏）6．アジアの諸民族の演奏他

柴　田　南雄

15
音楽と人種・言語・

ｯ族

付・音楽の始原説について

P．人種・民族と音楽文化　2．言語と音楽文化

R．西洋作曲様式のもとでの民族性

t・音楽の起源に関する過去の諸説について

同　上
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＝文化人類学＝：（TV）

〔主任講師：祖父江孝男（放送大学教授）〕

全体のねらい

　文化人類学という学問を一言で定義すれば、世界の諸昆族のもつ文化や社会について比較研究する学

問だと言える・それらの特色を具体的・実証的にとらえていくところに特徴がある。本四においては文

化人類学の諸分野における今までの成果を概観し、日本入、日本文化の問題や国際理解など、身近な課

題にも眼をむけていきたい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師、
i所属・氏名）

フィールド・ワークの学問　アメリカにおける区

1
文化人類学とはど

�ﾈ学問か？

分法　英国における区分法　ドイソ、オーストリ

Aにおげる区分法　日本における区分法　罠俗学

ﾆ民族学　欧米におけるこの分野の歴史　日本に

祖父江　孝　男

i放送大学教授）

おける歴史　人種と民族

人間の特質としての言語能力　動物の鳴き声　人

間の言語の特色言語の役割（Dコミュニケーショ

2 文化：人間の特質 　　一刀@言語の役割（2）記憶と複雑な思考　人間だけが 同　上
もつ文化　文化はいっ生まれたか？

ノ

19世紀の文化進化論　モルガンの社会進化論

3
文化の進化、文化

ﾌ伝播

進化論にかわって登場した伝播論　イースター島

ﾌ問題．タバコの伝播 同　上

狩猟と採集が最初の段階　狩猟の規模によって生

活形態が異なる　不安定な狩猟採集民の経済
4 生業　と　経済 農耕とその起源穀物農耕により人間の生活はど 同　上

う変わったか　日本の場合を考える　牧畜の起源

衣類の種類と系統　身体装飾食物の基本型：主
食の獲得と利用　調理の基本型　住居の基本型

5 衣・食・住を考える 同　上

音声学　音楽　構造言語学とエティックの立場、

6
言語とコミュニケ
[ション（1）

エミッタの立場言語の系統一比較言語学

同　上

言語の分類ω文字のある言語、ない言語言語の

言語とコミュニケ 分類②形態による分け方　サピア・ウォーフの仮
7

一ション（2）
説非言語的コミュニケーション 同　上
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回 テ　　　・一・　　マ 内　　　　　　　　容 担，当講師
i所属・氏名）

8 家族と親族（1）

原始乱婚下説をめぐって　モルガンの方法におけ

骭?閨@一夫一婦制ど一夫多妻制　一妻多夫制家

ｰ婚姻後の居住場所の分類

C

祖父江孝　男

9 家族と親族（2）

父系制と母系制　母系制　リネージと民族　日本

ﾌ同族　イトコ婚をめぐるレヴィ・ストロースの

w説　レヴィレート婚、ソロレート婚冗談関係
ﾆ忌避　配偶者選択における自主制

同　上

10 超、自然観と宗教

アニミズムとアニマティズム　宗教と呪術呪術

ﾌ分類　妖術（ウィッチクラフト）　シャーマニ

Yム　日本のシャーマニズム 同　上

11
民族芸術と音楽・

|能

民族芸術民族音楽学からみた日本の音楽　芸能　　　、

同　上

12
文化と心理・民族

ｫ

民族性・国民性は文化によって作られる　マーガ

激bト・ミードによるニューギニア研究　日本文

ｻと日本人の心理、国民性重要な因子としての
�jと風土県民性を例にとって考える　風土と
｢うことばの意味　家族関係としつけの様式

同　上

13

文
化
変
化
と
文
化
変
り
容

文化変容（アカルチュレーション）　文化変容の

嵭ﾞハワイの場合、北米イイディアンの場合
椛ﾎ主義　カルテ亭一・げショック　反文化変容運

ｮ文化変容をどう評価するか　戦後日本の文化

ﾏ化

同　上

14
　　　　　　　、
総ﾛ理解と国際交

ｬ

村垣淡路守のこと　エスノセントリズムと相対主

`　異なった背景に異なった慣習　日本人の対外

ｴ覚 同　上

15 エ　ピ　ロ　一　グ

触れ残した諸領域　認識人類学　医療・映像・教

逅l類学都市人類学　象徴人類学・女性の人類
w　80年代の三三学　フィールド・ワークの方

@と倫理
同上
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＝アフリカ論＝（TV）
　　　　　　　　　〔主任講師：川田順造（東京外国語大学教授）〕
全体のねらい

　アフリカの姿を過去現在にわたってかなりくわしく、しかも全体像がつかめるような形で紹介する。・

写真、図版、ビデオ、録音（道具、衣類、楽器などの実物も）を豊富に使い、アフリカの姿がいきいき

と視聴者に伝わるように工夫する。日本人との関係でのアフリカ、現在から未来へ向かってのアフリカ

についても十分考えるようにしたい。地域別各論では、それぞれの地域での現地調査経験の長い専門家

を適宜ゲストに招いて、川田がきき役になり対談形式で他の：地域と対比させながら次第に全体像が作ら

れていくようにしたい。

回 テ・　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担・当講師
i所属・氏名）

1 自　・然　　と　　人

1．アフリカの自然

Q．アフリカの人種
　門　村　　　浩

i東京都立大学教授）

@尾　本　恵　市
i東京大学教授）

2 アフリカの言語

1．アフリカの言語の分類と分布

Q．源郷（home　land）の推定と言語の拡散

R　アフリカの言語の特徴

S．多言語併用と共通語

T．太鼓ことば

加賀谷　良　平

i東京外国語大学

@　　　助教授）

3
歴史の中のアフリ

J

1．文字史料と遺跡の欠如

Q．アフリカ史の諸性格

＄A民地化以前の国家
川　田　順造

i東京外国語大学

@　　　　教授）

4
’都市・新しい民族

`成

1．多部族共生の国民社会
Q．部族本位制社会一アフリカの伝統的社会3。アフリカ社会の植民地化

S．植民地に対する住民の反応
T．アフリカ社会の都市化
U．アフリカ都市の社会的特性
V。アフリカの国民社会

　日　野　舜　也

i東京外国語大学、

@　　　　教授）

5

ベルベル文化とイ

?宴?[北アフリ

J

1．北アフリカ文化の多元性

Q．ベルベル人とベルベル文化

R．イスラム化の過程

S．伝統的なマグリブ社会と文化の特徴

T．北アフリカ的個性とアイデンティティ

　宮　治　美江子

i東京家政大学教授）

6 家畜　と　人間

1．はじめに　　2．東部アフリカ牛牧文化複合3．家畜の個体識別4．家畜の分i類と民俗遺伝観臥　色・模様の認識ε　色・模様を介した世界観そして儀礼7．特定の色・模様（家畜）へのアイデンティテ

@ィと攻撃性

福　井勝　義
i国立民族学博物館

@　　　助教授〉

7
サバンナと森林の

ｶ化

1．多様な自性条件
Q　自然と食生活
R．自然と物質文化
S．産物と交易
T　人種・言語・社会
?@外の世界との交渉・
V．王と商人

川　田　順　造
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回 テ　　一　　　マ
、　　　　　内　　　　　　　容 担当講師

i所属・氏名）

8

農産物と魚の物々

�ｷ一中部アフリ

J

1。ソンゴーラの焼畑耕作の方法
＝@ソンゴーラの焼畑作物の構成
R．マニオクの調理法に見る三つの伝統
S　アブラヤシへの依存　5．ザイール川の漁労民
U．農産物と魚の物々交換
V．物々交換市の制度
W．農耕民の客分としての漁労民．

安　漢遊地
i山口大学助教授）

9
東アフリカ農耕社

?ﾌ家族と親族

1．東アフリカの農耕社会

Q　家族・リネージ・クラン

＆｡婚家族の実態
S　冗談関係と忌避関係

　松　園　万亀雄
i東京都立大学助教授

10
アフリカの採集狩

ﾂ文化

1。ムブティ・ピグミー

Q　ブッシュマンとの比較 原　子令　三
i明治大学教授）

c　中　二　郎
i京都大学教授）

11 女性とその世界

1．　はじめに

Q．　日常の生活

R．女性の一生

S．女性の領域、女性の世界

T．おわりに

　上　田　冨士子
i新潟大学非常勤講

12
アフリカの世界観

齟m恵と力

1．世界観の基調

Q．神観念をめぐって

R．双極論
S．　トリヅクスター

阿　部年晴
i埼玉大学教授）

13 も一の　と　人間

1．ものと人間のかかわりの原型

Q．からだの延長としての道具

R．　「もの」の文化的意味

S．工人集団と技術の継承

T．技術の停滞と変革

三田煩造

14
　　　　　　　、､品経済の進展と

J発の問題

1．輸出向け換金作物の導入

Q．鉱産物輸出経済の形成

＠A入製品の流入
S．独立後の工業化の動き

T．農村開発重視への転換

吉　田　昌　夫

iアジア経済研究所

Rーディネーター）

15
アフリカが提起す

驍烽ﾌ

@　’

1．私たちにとってのアフリカ

Q．アフリカと他の世界との交渉

R．受動性と同化力

S　アフリカから学ぶもの

川　田　順　造
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＝イギリスの言語文化＝（TV）

〔主任講師：橋口　稔（東京大学教授）〕

全体のねらい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』　　　　　　　　　　　　、

　ルネサンス¢）時代から20世紀の現代まで、主とし、て文学作品をとおして、イギリス文化の諸相を歴

史的に辿ってみようと思う。短いものであっても英語のテキストを読むことを交えながら、イギリスの

言語文化の特質を明らかにしたいと考えている。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 英語の　歴史

・「イギリス」という言葉　・古英語、中英語、

ﾟ代英語　・近代英語とシェイクスピア　・英語

ﾌ語彙 橋　口　　　稔

i東京大学教授）

2 シェイクスピア1

・ルネサンスの：潮流　・〈新しい学問〉の展開・近代英語による新しい詩　・エリザベス朝の演

?ﾆ劇場　　・シェイクスピアと「地i球座」 同　上，

3 シェイクスピアH

・ストラトフォードのウィリアム・シェイクスピ

A　・劇作家ウィリアム・シェイクスピア　・シ

Fイクスピアの四つの時期・。史劇・喜劇・悲劇

ﾉついて　。シェイクスピア劇の韻律

同　上

4 欽定訳聖書

・欽定訳聖書とは何か　・英国国教会の成立。聖書の英訳　。欽定訳聖書の誕生　・欽定訳聖

曹ﾌ英語　・その後の英訳 同　上

5 ミ　　ル　　ト　　ン

・ピューリタンの精神　◎ミルトンのすぐれた才

¥　．。ピューリタン革命　　・ピューリタン

E『失楽園』 同　上

6
ロビンソン・クル

[ソウ

・海外冒険物語　・『ロビンソン・クルーソウ』・無人島の位置　・入植者ロビンソン　・作者ダ　　　　騨騨噸やニエル・アフォー

同　上

7

　　　　　　　　∂

ﾟ代小説に見る生
?P

・ジェントリー階級　・フィールディングの『ト
?Wョウンズ』　・オースティンの『高慢と偏見』・相続と結婚　・作者オースティン

同　上
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

・ワーズワースと自然　。・『誉予情歌謡集』‘

。『序曲』　。イギリスの産業革命　・イギリス

8 ロマンティシズム のロマンティシズム　・ジョン・キーツと美 ：橋　口　　　稔

・イギリスのパブリヅク・スクール　。パブリッ

9
近代小説に見る生

ク・スクールの功罪　・ディケンズの『オリヴァ

[・ gゥイスト』　・二つの国民 同　上

活皿

・帝国主義的繁栄　・テニソンの『イン・メモリ

アム』　塘アーノルドの『ドーヴプー・・ビーチ』

10 ヴィクトリアニズム ．パ＿ディーの『デス』 同　上

・新しい時代への期待　・グループのメンバー

11
ブルームズベリー・

．G．ELムアの『倫理学原理』　・グループの人

ﾔ関係　・グループの基本姿勢　・ストレイチー 同　上

グルーープ と伝記　・ヴァージニア・ウルフの『波』

．エリオットの詩集　・ロレンスの『息子たちと

12
T．S．エリオット

ﾆD．H．ロレンス

恋人たち』　・ジェントリー文化への影響
同　上

・封冊デン・グループの人たち　・『新署名』と

『新領土』　・W．三三ーデン　・スペイン戦争

13 オーデン世代 。オーウェルの『カタロニア讃歌』　・『ウィン 同　上

ガン波止場への道』より　・『動物農場』と

『1984年』　・オーデンの長詩

・新しい演劇一『怒りをこめて振り返れ』　・労

14
　　　　　　　、謫�汾｢界大戦後
@　　　　　　　　1

働者階級出身の作家たち　・アラン・シトリー

Dオズボーンの及ぼした影響　。新しい桂冠詩人 同　上

・戦後のイギリス　・新しい詩人たち　・ラーキ

15
第二次世界大戦後
@　　　　　　　　豆

ンの『教会へ行く』　・新しい小説　・新しい小

煢ﾆたちの登場　・マードックの『鐘』 同　上
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＝アメリカの言語文化π＝（R）

〔主任講師 皆灘（鱒半半半弓女子大学助搬）〕

全体のねらい

　この科目は・アメリカで使われている英語、いわゆる「アメリカ英語」（American　English）の

社会的。文化的背景を説明し、受講生がアメリカ英語の性質と多様性をよりょく理解し、アメリカ英語

をより効果的に使えるようになることを目的としている。受講生はすでに「中級」以上の英語を習得し

ていることが望ましい。

回 テ　　　一　　　マ　　　　　　　／ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

この科目の全体的な紹介を兼ねてアメリカ英語

1
アメリカ英語の にはどのような多様性があるのか、言葉の多様性

ﾆ社会的澄よび文化的要素とどのような関係があ
比　嘉　正　範

多　　　様　　性 るのかを概観する。 （放送大学教授）

アメリカの人口の10パーセント以上を占めてい

る黒人の間で使われているいわゆるBlack 田　中幸子2 黒　入　英　　語 Englishの特徴を具体的に説明し、アメリカ英語

ﾌ一方言としてのBlack　Englishに対する理
．（嚢山女学園大護）

解を深める。

アメリカ英語の男性語と女性語の特徴を具体的

3
アメリカ英語の に説明し、両者の差を明らかにする。　● 井　出　祥子

男　　　女　　差 （日本女子大学教授）

アメリカ英語にも敬語があることは意外に知ら

れていない。日本語の敬語と比較対照し：ながら、
4 アメリカ英語の敬語 アメリカ英語の敬語の特徴と使用状況を具体的に 同　　　上

説明する。

アメリカ英語で使われている比喩の言語的弓造

5 アメリカ英語の比喩
と内容的特徴を具体的に説明し、比喩を比較文化

Iに考察する。
平賀正子

（放送大学助教授）

6
アメリカ英語の

　どの民族の言語にも特有の擬声語（onomato－
垂盾?奄＝jがあるが、本章では日本語の擬声語と比

r対照しながらアメリカ英語の擬声語を紹介する
覧　　　寿　雄

オ　ノ　マ　　ト　ペ
（神戸大学教授）

》

7

　　　　　　　　　昏
Aメリカに澄ける

L告の言　葉

　アメリカは広告と広報活動の盛んな国である。

Aメリカに穿ける広告の言葉の特徴を発想と表面

ﾌ面からとらえて比較文化的に説明する。講義は

p語で行う◎

Vance　E。

@　　Johnson

i明治大学助教授）
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回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

日本に澄ける国語教育に匹敵するアメリカに澄

アメリカの初等澄 ける英語教育が小学校と中学校でどのように実施 Nicholas　J。

8 よび中等教育にお されているかを説明する◎講義は英語で行う。 Tee翌e

ける英語教育

1

（鰐志社姦子大回）

アメリカに診ける国語教育である英語教育が大

アメリカの大学に 学の一般教養課程の一部としてどのように行われ

9 ているかを説明する。講義は英語で行う。 同　　　上

おける英語教育

英語が国際語になっているのは事実だが、アメ

アメリカに刷ける リカの高校や大学で外国語教育が行われているの 牧野　高　吉

10

外国語教　育

も事実である。アメリカに論ける外国語教育の現

�A特徴、問題点などを報告する。

（北海道教育大学
ｳ　　　　　授）

一般にピジン英話は単なる不完全な英語と見な

アメリカにお・ける されがちだが、アメリカで使われているピジン英

11 語の特徴、造語力、表現力などを説明する。 比嘉　正　範

ピ　ジ　ン英　語

アメリカは多民族、多文化、多言語の国といわ

アメリカにおける れている。このような国に澄けるバイリンガリズ 本　名　信　行

12 ム（二言語嘆用）あるいはマルティリンガリズム し

パイリンガリズム （多言語使用）の現状、問題点、これに対する政 （青山学院大学教授）

府の政策などを紹介する。

人間関係を作ったり、保ったり、壊したり、修

13
アメリカ英語の
u入間’・社会関

複したりするときに使われる表現を「人間社会関

W文」、略して「関係文」と呼んでいる瓜アメ 比嘉　正　範

戯文」 リカ英語の関係文の特徴を比較文化的に説明する

民主主義や民主化は政治に限られたことではな

14
アメリカ英語の

ｯ　　　主　　　化

い。多くの社会で言語が人間差別や社会階級意識
ﾛ持の手段として使われてきた歴史があるが、ア
＜潟Jではどのようにして言語の民主化が行われ
ﾄきたか、あるいは行われつつあるかを論じる。

同　　　上

国際語としての
　英語が国際語になっているといわれても、英語

ﾉはイギリス英語、アメリカ英語、二一ストラリ 比嘉　正範
15 ア英語などがあり、それぞれの国際性は必ずしも Niholas　J．Tbele

アメ　リカ英語 同一でない。この章では国際語としてのアメリカ

英語の現状と今後の発展を論じる◎
時
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＝ドイツの言語文化＝・（TV）

　　　　　　　　　　　〔主任講師：辻　 理（放送大学教授）@　　　三島憲一（学習院大学教授う〕

全体のねらい

　日本におげるドイツ像の成立をふりかえった上で、ドイツ文化がアイデンティーティーを獲得したと

されるゲーテ時代と、．そのゲーテ時代の文化を政治的統一のためのイデオロギーと化してゆく19世紀

後半の状況を対比、時には政治的な遅れの故に、高度の内省的、批判的文化を作り出してゆくドイツ独

特のメカニズムを解読する。

回 テ　　　一　　　マ 内顧　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

この講義の意図　さまざまなドイツ像・日本像 幸

1
日本の中のドイツ、

hイソの中の日本

森鴎外と姉崎嘲風　憧憬の対象と粗暴な自己正当

ｻ　そのつどそのつどのドイツ　変わらないドイ

c像・いぶかるドイツ人失われていく差異の意

三　島　憲一
i学習院大学教授）

義　ようやく始まる理解

ニュルンベルク市を例としてのドイツ史概観

2
ニュルンベルクに
ｩるドイツ史

辻　　　　理
i放送大学教授）

啓蒙主義と脱魔術化　啓蒙主義と市民階級
啓蒙の時』代（1） 批判の精神　公共の場での啓蒙

3 一一 tリードリヒの 三　島　憲一・

世紀一

ドイツ啓蒙主義の特質　ゴットフリート・ヴィル

4

啓蒙の時代（2）
黹Jントと批判椿
_一・

ヘルム・ライプニツツー単子論　その後のドイツ

v想の特質　クリスチャン・ヴォルフ　イマヌエ

求Eカント　カントの問い　『純粋理悔批判』

木　田　　　元・

i中央大学教授）

r実践理性批判』とr判断力批判』

感性の　解　放 啓蒙主義と芸術　新時代に先駆ける文学個人と

5
・一 u若きヴェルテ

汲ﾌ悩み」を中心

社会慣習とのはざま　貴族と市民　小説『ヴェル

^ー』の反響解放か逃避か　作品解釈と時代
轡　田　　　収

i学習院大学教授）

に一一

政治と哲学　政治と芸術　古代と美と自由

6
フランス革命とド

Cツ観念論

ドイツ観念論　ヘーゲルー精神現象学と人i類の

u教養」　理念と現実
木　田　　　元

O　島　憲一

初期ロマン派とフランス革命　政治革命から「美

7 ロマン派の夢
皷��ﾐ会と芸術

的革命」へ　市民社会批判としての合理主義批判

｢界の「ロマン化〉　ロマン的イロニー　後期ロ

}ン派　ヨーロッパ的運動としてのロマン主義

大　貫　敦　子

i千葉大学助教授）
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回 テ　　　一　　　マ 内　　一　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

ハインリヒ・ハイネ　「芸術時代の終焉」・．市民

芸術から社会の現 階級の理想　7月革命期のドイツとフランス

8 実へ一ハイネを手
解放戦争前後の国民意識　7月革命とハイネ
wフランスの画家』『フランスの状態』　3月前期

轡　田　　　収

掛かりに一 の文学史　時代に呼びかける詩『ドイツ、冬物語』
『ドイツ、冬物語』より

市民社会と歴史芸術は過去のもの歴史と国民

歴史の　世紀 意識との結びつき　歴史志向の帰結一芸術の馴

9 ・一[古典主義と記 致精神科学の制度化記念碑その他 三島　憲一
念碑一

教養俗物への批判　『悲劇の誕生』とヴァーグナ
ドイツ帝国の時代 一　アポロ的とディオニュソス的　ソクラテスと

10 一文化批判と社会 芸術の解体　ヴァーグナーとの不和　近代批判と 同　上

運動一 未来への期待二つの文化

ニーチェとそれに続く時代世紀末解放か？

11
終わりか始まりか

齔｢紀末とカフカー

アーノ1ノ・ヌーボー（ユーゲント・シュティール）

~ュンヘン文芸誌と画家作家たち　凋落
Iわりか始まりか、フランツ・カフカ　書くこと

辻　　　　理

と生きること

帝国の矛盾と表現主義　第一・次大戦の敗北と共和

12
帝国の瓦解とワイ

}ル時代

国の誕生　共和国の苦難黄金のワイマル文化
囃zと映画　共和国の終焉

山　本　　　尤

i京都府立医科

@　　大学教授）

ヒトラーの政権掌握文化統制と亡命大衆の熱
狂と反ユダヤ主義知識人のナチへの期待

13 60年代とナチズム 第三帝国の崩壊　　　　　　　　　　　　、 同　上

敗戦と東西の分裂　47年グループとハイデガー
フランクフルト学派など学生叛乱分裂の認定と

14 二つの　ドイ　ソ 平和的な共存 三　島　憲一

トーマス・マンの呼びかけ　なぜまたもやプロイセン・
ドイツなのか　日本とドイツの近似性　日本とドイソの
対照性　ヴァイツゼヅカー大統領の講演　ギュンター・

15 現代の中のドイソ
グラ．スとシュテファン・ハイム　グラスの見解文化に
謔驛Aイデンティティー　脅威の下で　ハイムの見解 辻　　　　理
何がちがうか伝統と断絶　さまざまな社会運動と緑の 一

グループ生の直接性を求めて　ヨーゼフ・ボイス
ユルゲン・ハーバーマス
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　　　　　　　＼　　＝ドイツの言語文化H＝（TV｝

　　　　　　　　　　　　〔主任講師　辻　　理（放送大学教授）　　　　三島憲一（学習院大学教授）〕

・全体のねらい

　「言語文化1」では啓蒙主義以後のドイツの激動の歴史と反省的な文化のあり方を扱ったのを承けて、
「言語文化H」では現代のドイツ語圏、それも主としてドイツ連邦共和国（西ドイツ）の社会と文化の
様々な側面に光をあててみたい◎地方ごとの特色、家庭や女性の問題、政治の仕組みや労働組合のあ三

方、また現代の芸術や文学などをときには日本の状況と比較しながら紹介し、考えてみたい。同時に生
きたドイツ語にもできるだけ触れるようにするつもりである。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

ドイツ語圏には4つの国があるのみならず、個

1 ドイツ語圏の地方
個の地方も昔から分裂国家であった歴史を反映し

ﾄ、非常κ個性豊か：な特色を持っている。いくつ

轡　田　　　収

かの代表的な地方の文化的特色を扱う。 （学習院大学教授）、

地方の多様性が西ドイツの連邦制にどのように

2 連　　　邦　　　制
反映しているかをも考えてみたい。各州の特色、

ｳ育や文化面での連邦の役割：などを扱う。 同　　　上

西ドイツを中心に基本的な政治の仕組や制度、

政治倫理や政治に働く様々な力学の表れ方、一般
璽

3 政治の仕組 市民のもつ民主主義についての理解などを日本と 三　農　憲　一
も比較して扱う。

（学習院大学教授）

ドイツ人（特に西ドイツ）の職業生活、職業観
●

48 労働　と　余暇
は日室の場合と随分ことなる。余暇の過ごし方、それを支える法的基盤、また労働者の共同決定の

同　　　上
仕組等について考える。

ドイツの家族のあり方も、価値観の激しい変動

5
西ドイツ社会に澄

¢）影響を深く受けている。伝統的な布民的家庭は

烽ﾍや無傷のままでは存続してはい：ない。それに
大　貫　敦　子

ける家庭 伴って家族に関わる法的基盤もさまざまに変わり

ﾂつある◎そうした問題群に制度と日常生活の両
（千葉大学助教授）

面から光を当てる。

家族、そして社会全体の雰囲気の変化に大きく

寄与したのが女性の意識の高まりである。さまざ
6 女　性　問　題 まな新しい動き、そして女性運動を見る。また、 同　　　上

そのような変化の文学的表現も扱う◎

ドイツ連邦共和国の教育制度は複雑に見える。 エンゲルハルト

ドイツ連邦共和国 また平等主義的な教育制度も定着しなかった。こ ・ヴァイグル
7

の教育制度 れを歴史的な背景から見ていく。 （東京大学
O人講師）
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回 テ　　一　　　マ 内’　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

ドイツ独特の職業教育とはどのようなものであ

8
学生・大学・職業

ｳ育

るかを見る。さらに大学構内の制度や授業のあり

福ﾈどを日本の場合とも対比しつつ明らかにして

｢く。

エンゲルハルト

Eヴァィグル

ヒ

ベルリン、ミュンヘン、ハンブルク、フライブ

ルクなどドイツ語圏の個性豊かな都市の伝統を紹 辻　　　　　理

9 都市と住宅（1）
介し、都市と西欧文化との関連を考える◎

（放送大学教授）

現代の都市が抱えている諸問題を、都市計画、

デザイン、住民参加などとの関連で考える。

10 都市と住宅（2） 同　　　上

第二次世界大戦の侵略国でありながら、過去の

11 過去の傷　（1）
国家的千千に対する態度は日本と西ドイツではだ

｢ぶ異なる。西ドイツに澄ける過去克服の試みを
三　島　憲　一

制度や教育の面で扱う。

過去の問題が知識人や作家、そして公共の世論
に澄いてどのように論じられているかを、いくつ

12 過去の傷　（2）
かの逸話などによって再三成し、日本の状況とも

芒rして考える。 同　　　上

13
現代ドイツの文学、

煙?A映画、芸術（1）

　60年代、70年代を中心に、ベルをはじめ現代
?ﾆの業績や芸術家のグループの活動を概観する。

激hイツの文学・芸術にも触れる。

岩　淵　達　治

i学習院大学教授）

70年代の内面化傾向、女流文学の動き、演劇、

　　　　　　　、ｻ代ドイツの文学、
映画の傾向をさぐり、80年代の文学を考察する。

14 演劇、映画、芸術（2） ♪

同　　上

現在の社会制度や文化にかわるものを見つけよ

15 新しい社会運動

うとする「アルタナィーヴェ」のさまざまな局面

uカウンター　カルチャー」や「緑の人々（緑の 大　貫　敦子

党）」などを通して現代産業社会の問題点と新し

い社会運動の行方を考える。、
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　　　＝フランスの言語文化＝（TV）
〔主任講師　福井芳男（放送教育開発センター教授）〕

全体のねらい

　フランス謬はフラン冬文化を形成する基取的要素であり、それ自体世界に誇る文化財となっている。

フランス語がいかな為場で用いられ、歴史的にどう成立したか、言語芸術がどうなっているかをフラ

ンス語を知らない人にもわかるように説明レ、フランス語の美しさを守る心を日本語の美しさを守る

心と関連させて考えてみたい。

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

1 フランスという国
@　一序論一

　フランスとはどういう国であるか、フランス

ﾉ関して人の持つイメージに触れながら、フラ

塔Xの地理と歴史について基礎的な事柄を学ぶ』 福　井芳　男

i放送教育開発セン

@　　　ター教授）

2
フランス語はどこ
ﾅ、どんな風に話
ｳれているか

　フランス諸地方の方言、また特殊なブルトン

黶Aバスク語に触れる。後半では世界のどこで

tランス語が使われているか（ベルギー、スイ

X、ケベック、アフリカなど）を見る。

同　上

3 食べる楽しみ、話
ｷ楽しみ

　料理を味わいながら、話をする。会話を楽しむ。これがフランス語をうけつぎ、また洗練させる源泉であった◎そして名高いフランス料理とはいったいどういうものか◎

同　上

4
言　葉　は　遊び一社交・ギャラントリー

　言葉はまた人間の飾りにもなる。巧みに言葉

�?閨A社交を楽しむ。サロン：などで女性たち

�yしませる6こういったことが、いかにフラ

塔X語を磨かれたものとしたか。
同　上

5

言葉は武器になる　　　　　　　　　ゆ｝マスメディアと

@政治家の
@　　フランス三一

　フランス語に変貌を強いているのは、ジャー・

iリズムであるが、ここでフランス語はどう使

墲黷ﾄいるか。フランス歴代政治家がいかに各
ｶ家であったか。

同　上

6

フランス語を守の
`える

鼕w校教育と辞書一

　フランス語の純粋さを守るのは、学校教育で

?驕揩ｱこでどういう風にフランス語を教えて

｢るか、さらに辞書はどういう発展をどげたか、

ｫ書がフランス語の護持にいかに役立ったかも

ｦす。

井村　順　一
i東京大学助教授）

7・ フランス語の誕生
ﾆ中世文化

　ラテン語がカエサルのゴール攻撃によりもた

轤ｳれ、フランス語が成立する過程と、それと

ﾆもに中世の文化がいかに花さいたかをみる。
新　倉　俊一

i東京大学助教授）

一634一



回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師i所属・氏名）’

17世紀古典主義時代に確立したフラン系語に
ヴェルkサイユ宮の ついて、そして18世紀全ヨーロッパに輝いたフ

8
栄光一近代フランス語 ランスの栄光を語る◎ 福　井　芳　男

の
確
立
一
θ

現代フランス語のさまざまを、それを使う人

パリに生きる人たち たち、場所などとも考察する◎

9 」現代のフランス語r
同　上

・パスカルを中心にして、フランス語の明快さ

明快さと深さは矛 とは何か。それを駆使して人間の心の奥へ迫っ

10 回しない た思想家たちに触れる。 同　上

一散文の美しさ一

ボートレールを中心に、フランス語の詩の形、

11
魂の深い淵から一詩の美しさ一

美しい詩の形の発見、さらにそこから人間の魂

ﾌ苦悩をいかに歌い上げたかを考察する。 同　上

ブルーストを中心に、人間の心の奥をたずね

人間の心をたずねて るフランス小説の伝統と、そして「書くこと」

12 一小説の伝統とマル の意味を追求する近代・現代小説の流れとを考 同　上．

セル・ブルースト える。

フランス演劇の典型として、喜劇のモリエー

13
人間の運命に対して

ル、悲劇のラシーヌをとりあ吠古典の伝統、

tランス演劇の伝統について考える。 同　上

一悲劇と喜劇一

大衆芸術としての映画と言葉とのかかわり合

映像、旋律と い、そしてフランス映画の楽しみ、民衆の心を

14 言葉を結んで 歌うシャンソンなど、現代の言語芸術について 同　上

一映画とシャンソンー 考える。

フランス人の日本海、日本語観の変貌、日本

日本とフランス 人のフランス文化、フランス語観の変遷を通じ

15 一2つの言語文化 て、深いところでの日仏文化交流の道を考える。 同　上

の触れ合い一
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＝フランスの言語文化翌＝（W）

　　　　　　　〔主任講師　福井芳男（放送教育開発センター教授）〕

全体のねらい

　フランスの文化を作りあげたものは、長年にわたる作家、思想家、芸術家、それらを支えた民衆たち

であった◎現代のフランス精神に大きな跡を残している。各世紀の重要な文化事業（文化作品を中心と

する）を選び、その証明を通じて、フランス文化の現在を浮き上らせていく。毎回短かいフランス語の
文を読む◎

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

15回の講義の趣旨、主題の説明

基本的には、美しいフランス語、花咲くフラン 福井　芳　男
1 序　　　　論 ス文化を作りあげるため、作家、思想家、芸術家 （放送教育開発セ，

がいかに苦しんで作っていったのか、それを支え ンター教授）
た社会との関連を追求し、フランス精神の恒常的
な要素を追究する旨を述べる。

近代を作ったルネッサンスとは何であったか。

イタリアの影響は？一そして人文主義の教養がフ

2 ルネサンスとは何か ランス文化をいかに支えたか　一三ワールの城、 同　　　上
神話の問題、ラブレー、ロンサール、モンテー二

ユ

福井　芳　男

3 入文主義・文化 塩ド川徹也・
（東京大学助教授）、

近代科学を人間の思考、世界観に組みこむため

世界観の変革． 人間はいかに苦悩したか

4 一ガリレイ、ケプラーたち 福井　芳　男

と入間の苦悩 一デカルトとパスカル

古典主義文学とは何であったか、規制と自由

一ベルサイユ宮、そして、モリエール、ラシーヌ

5 古典の美とは ラ・フォンテ「ヌなど人間の心を美しいフランス 同　　　上
語で描き出した文学者たち

宮廷文化の雅び、ギャラントリーの誕生、そし

てその雅びの道から生きる喜びを求めた入たち

6 雅　び　な　　宴 一マリヴォー『マノン・レスコー』・コデルロ 同　　　上
ス。ド・ラクロ・ワヅトー。ブーシェ・．フラゴナ

ヘゴ

一ノレ

　至

百科全書は、近代的知を、人間の思考に組み入

れる壮大な作品であった、一モンテスキュー、ヴ 福井　芳　男
7 啓　蒙　の・光 オルテール、ディドロ、ルソー、現代の百科全書 鷲　見　洋　一

の試みにも触れる （慶応大学教授）
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

フランス大革命は、社会の講造を近代産業社会
に適用させるための大きな震動であわ．余震は19

8 革　命　の　　火
世紀を通じてしばしば起っている◎

@大革命の指導者たちの夢と現実の革命
福　井　芳　男

一ロベスピエールほか、ロマン派的空想社会主
義（ユゴー．サンド）　　　　　　　　　　　　　　1

～　一

ロマン主義は単に文学の解放運動であっただけ 福　井　芳　男
ではなレ・。世界観、特に文学観　一知性と社会と

井　戸　佳　子

9 ロマン主義革命
の関係の大きな変革であった◎自我の開花　一シ

ャgーブリアン、ユゴー
（放送大学助教授）

なぜ小説が、特に近代的ジャンルとして優位を

10
あるジャンルの

^命　　一二三一

お・さめたか

@スタンダーール、バルザック、フローベル、ゾラ

a[パッサン

福井　芳　男
{　原　　　信

i放送大学助教授）

1857年、ボードレール、フロベールの2つの
裁判で、知識人とブルジョワ社会との関係が極度 福井　芳男

ブルジョワ社会 に緊張した。 井　戸　佳　子
11 一ボードレール、ヴ土ルレーヌ、呪われた詩人 モーリス・パンデ

に聞ける知性 たち （東京大学講師）

フランス語が、近代の感性、詩人の世界構築の

夢を盛るのに十分ではなくなった。新しい言葉の 福井　芳　男
探索が始まる。 菅野　昭　正

12 言語の　破　壊 （東京大学教授）

第一次大戦後、フランス文学も世界に開かれる

13 世界観の革新

ようになった。主導的な役割を果たした、ジイド

ﾆNR：F誌、また人間の内面への深い研究もブル

[ストによって切り拓かれた。他方、世界へ開

福井　芳　男
竅@崎　　　力

i東京外国語大学）

かれた作家マルローなど
教　　　　　授

第二次大戦後、人間が永遠につづくものではな

入間存在べの
いことが痛切に自覚、人間存在への根源的な問い 福井　芳　男

14
問　い　か　　け

かけがなされるようになった。

@一　カミュ・サルトル
モーリス・パンデ

現代フランスで作家とは何か。

15

結論文化の交流と

`　　　　　　統

　世界へ開かれたフランスの知性。

@文学の伝播における翻訳の役割、特に日本文学

ﾌフランス語訳と関連づける。

福　井　芳　男

芟ﾋ佳子
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＝ロシアの言語文化＝（TV）

〔主任講師　川端香男里（東京大学教授）〕

全体のねらい

　ロシア文学は、他の外国文学以上に日本人にとってなじみ深い文学であるが、それは19世紀のロシ

アの大作家たちが日本でよく読まれたおかげである。これらの作家をとりあげて、新しい光をあて、か

つその前の時代、後の時代とのつながりを考えて、ロシアの言語文化の諸相を明らかにする。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

11世紀から17世紀末までのロシアの「中世文学」

を概観し、この時代の最高傑作である『イーーゴリ

1 rイーゴリ軍記』 軍記』について学ぶd 栗　原　成　郎

（東京大学教授）

18世紀ロシアの歴史も文化もロマノフ王朝のふ

2
ピョートル大帝と

Gカテリーナ女帝

たりの皇帝、ピョ一男トル1世とエカテリ｝ナ2世

ﾌ名前と深く結びついている。
直　野　　　敦

i東京大学教授）

ピョートル大帝によるロシア近代化の1世紀の

3
プーシキ．ン　1

黶Eｻの歴史的位置一

総決算として歴史の上に登場したプーシキン。そ

ﾌ文化的業績について学ぶ。 栗原　成　郎
i東京大学教授）

プーシキンの多彩な作品世界を解説する一叙情

プー　シキン　H
詩、劇詩、物語詩、散文小説。

4ト

一その主要作品一
同　上

韻文小説というユニークな形式で世界文学の古

5
『エヴゲーニィ・

Iネーギン』

典的作品のひとつに数えられるプーシキンの代表

?wエウゲーニイ・オネーギン』の魅力の解明。 川　端　香男里

i東京大学教授）

風刺と笑いで知られる作家ゴーゴリは、詳しく

見ると芸術と思想の相克、リアリズムと幻想性の

6 ゴ　　一　　ゴ　　リ 混交というロシア文学の特質を彼なりに表現して 同　上

いることがわかる。

ドストエフスキイの活躍した時代は、ロシア文

7
ドストエフスキイ亙

E一ｻの時代と生涯一

学史の上では小説の黄金時代である。彼の時代ど

ｶ涯をたどってみる。 直　野　　　敦
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回 テ　　＿　　そ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

『貧しき人々』から『カラマーゾフ兄弟』にい

8
ドストエフスキイH

たるドストエフスキイ作品の秘密をさぐる。

直　野　　　敦
一その主要作品一

小説としての面白さ、筋の運びの巧みさ、思想

的深み、あらゆる点で19世紀ロシア小説の頂点に

9 『罪　　と　罰』 ある作品をじっくりと読む。 同　上

精神的危機にみまわれ回心に至るまでの生涯と

作品をたどる。日本との関係も考えてみる。

10 トルス　トイ　1 川　端　香男里

思想的・宗教的傾向に大きく傾斜した晩年の作
’

品や活動をたどり、『戦争と平和』『アンナ・カ

11 トルス　ト　イ　H レーニナ』の二大作について解説する。 同　上

19世紀末ロシアの不安な時代の見事な鏡と言え

12
チ　ェ　ーホ　フ　1

黷ｻの生涯一

るチェーホフ。チェーホフの生涯とその作品の世

Eを概観する。
島　田　　　陽

i東京大学助教授）

演劇史的に見たチェーホフの新しさ、独自性を

チ　ェ　一・ホ　フ　∬
さぐる。日本：ではチェーホフはどのように受けと

13 られてきたか。 同　上

一その演劇一

ロシア革命はちょうどロシア詩の「銀の時代」

14
　　　　　　、鴻Vア革：命と詩人

の出来事であった。詩人たちはこの革命にどのよ

､に対したであろうか。 同　上
たち豆

’

ソビエト時代に入って文学はまったく新しい文

15
ロシア文学一その

ﾟ去と現在

学になったように見える。本当にそうなのであろ

､か。その最近の動向をふまえて、ロシア文学

P000年の歴史をふりかえってみる◎

川　端　香男里

∮c　　陽
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＝ロシアの言語文化n＝・（R）

　　　　　　　　　　〔主任講師：川端香男里（東京大学教授）〕

全体のねらい

　ロシア文学を中心にロシア的なるもの、ロシアの伝統を考えることを意図した「資シァの言語文化1」

を受けて、名文章、名語句、成句、諺等、ロシア語の具体的表現例をもとにして、ロシア文化の多様な測

面をとりあげ、ロシア文化の特質をさぐる。

回 テ　　　一　　　マ 内　’　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

プーシキン、チュヅチェフの文章をもとに、ロ

ロシア的なるもの シアという国のイメージを探りつつ、ロシア史を 川　端　香男里
1 とは 貫ぬく特質について考える。

一序　　三一 （東京大学教授）

トウルゲーネフの散文語『ロシア語』を軸にロ

シア語の歴史、特徴、ロシア時代とのかかわりに 栗　原“成　郎
2 ロシア語について ついて述べる。

（東京大学助教授）

民間信仰の多様な世界と、その後に入って来た
ロシアの民衆文化1 キリスト教との結びつきを解明しながらロシア国

3 一異教の神々とキ 民の大多数を占める農民の精神世界について述べ 同　　　上
リスト教の聖者たち る。

ロシアに澄いて口承文芸の果した重要な役割に
ロシアの民衆文化皿 ついて考える。

4 一民間歴による年 同　　　上

中行事と民衆の

ロシアの民衆文化皿
　諺や寓話詩を通してロシア人の生活、習俗、考

ｦ方を明らかにする。
5 一丁・諺的弓向・ 同　　　上

名句名言

ロシアの民衆文化W
諺に現われた動物の寓意を通じて、ロシア人の

ｯ族的心性について考察する。
6 一丸にみる民衆の 同　　　上

生活文化

ロシア人の自然感情を詩を通して解明する。ま

7
ロシアの自然1
黶u祖国」と自然

たロシアの詩人にとって自然は叙学の題材である

ｾけでは：なく、哲学的、歴史的考察のきっかけで

?ﾁた。この点に光をあてて自然との文学とのか

川　端　香男里

かわり合いを考える。　　、
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

文学作品を通して、ロシアの植物、花とロシア

ロシアの自然H 人とのつながりを見る。

8 一ロシアの詩に見 川　端　香男里

る民衆の感情

1

人と動物とのかかわり合いを、生活史的に見て

ロシアの自然懸
高く。

9
一ロシアの森と河

同　　　上「

一　＼

ロシアの自然のいとなみとそこに生活し行き交

ロシアの大地 う人々の姿を見て行く◎農業、交通の歴史的考察

10 一ロシア人はどの 同　　　上

ように：旅をしたか

18世紀以降のロシア近代化の中でペテルブルグ

都市と農村1 という近代都市が成立するが、これは古いロシア

11 一ロシアの都市の の伝統の中にまったく新しい要素を生み出した。 同　　　上

成り立ち 都市がロシア近代史に提訴した問題について考え

驕B

近代化の進行の中で、農村および農民は社会の

12 都市と農民皿
矛盾をもっとも味わせられることと：なる。19世紀

S体を通じ、今日のソ連に至るまでロシア文学の 同　　　上
農　村　と　農民 最も重要なテーマは、近代化の産業化の犠牲に：な

つた「農村」である。その点について考えてみる

百を越える民族、百を越える言語を話すカシラ
一ソ連、その中にあって国家構成員であるドイツ

13 民　　　族　　　1 人、ユダヤ人はいかに生きてきたか。さらに、時 同　　　上
にはロシアの歴史の主役を担ってきたコサックに
ついても考察してゆく。

今日のソ連を構成する諸民族の中で、最大の人

、
口をもつ東アラブ族のロシア人、次いでウクライ

14 民　　　族　　　H
ナス人の歴史と現状を考える一方、非スラヴ系民
ｰはいかに生きてきたか、その苦難の歴史を考察

同　　　上

する。

ロシア的伝統がロシア革命以後のソ連体制のも

とでどのように生き続けているか。その点につい

15 ロシアとソ連 て考えてみる。 同　　　上
一一@連続と変化

一
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＝存在と価値＝
〔主任講師　今道友信（清泉女子大学教授）〕

全体のねらい
　哲学の体系は、大別すると理論哲学、実践哲学、制作哲学の三部門から成る。この三部門を通じて
いずれに於いても最重要な概念は存在及び価値であろう。ところが従来理論哲学に於いて存在は形而

上学が、価値は認識論がそれぞれ別々に問うてきた。そのため両者の関係は必ずしも明瞭ではない。サ

本講義では一応歴史的にどのような考えがあったかを問うことも大切にするが、現代に生き未来を拓

く人間として、存在と価値の問題をどのように考えているかを明らかにしたい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 ㌦担当講師
i所属・氏名）

1
序論　問題の提出

ﾆその現代的意義

　存在と価値とを考えてきた伝統、的類型を明ら

ｩにし、それらの思考が直面する現代的限界を

ｦし、この古来の問題が持つ現代的意義を哲学

Iに考究する。

　今　道。友　信

i清泉女子大学教授）

2
歴史的省察一交
ｷ可能性と分離的
?

　存在と価値をめぐる最も基本的な考え方を歴

jに求めるとすれば、両者の交換可能性並びに

ｼ者の分離的処理である。具体的に三人の哲学

ﾒに絞ってそれぞれの論理を明らかにする。

同　上

3 唯物論的考察

　18世紀に蝋関係”の哲学を樹立した唯物論者

fィドロに言及し、主として現代の機械論哲学

ﾒドゥルーズに於いて差異性を中心として、こ

ﾌ主題を論ずる。

青　山　昌　文

i放送大学助教授），

4 科　　学　哲　学

　20世紀に飛躍的展開を示している科学に注目

ｷる科学哲学、及び認識に新たな考察を試みる

F知科学の視点から事実世界の変動と相関的に

ｶ在と価値の問題を考察する。

伊　藤　笏　康

i放送大学助教授）

5 技　術　と　言語

　20世紀後半の哲学を刺激した問題の中で前々

�yび前回の講義と連関して技術と言語とを取

闖繧ｰ、それらをめぐる現代哲学の潮流の中で

ｶ在と価値がどのように組み合わされているか

�_ずるQ

今　道　友　信

6
間一客体性
iIDter－

@objectivitas）

　フッサールやマルセルがそれぞれの意味で主

｣した間・主体性の問題とは逆の視点から二一

q体性の省察が必要になる。それが存在と価値

ﾆ並ぶ第三の概念を導出するであろう。

同　上

7 脱存在論と倫理学

　既にハイデガーに於いて西洋に於ける存在の
N学はある種のアポリアに直面した。それを予
ｴしてベルリンガーやジャンケレヴィッチは無
ﾌ概念を深めた。それを一歩進めてレヴィナス
ﾍ脱存在論の倫理学を第一哲学とした。その過
��_ずる。

橋　本　典　子

i青山学院女子短
咜蜉w助教授）　　　｝
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　　容
担当イ u師i所属・氏名）

主として解釈を論ずる。確かに美の理念、美
的経験や美的範躊も美学の重要な課題であるが、

8
芸術哲学としての

?w

芸術は科学と並んで人間の営みとして最高のも

ﾌであり、宗教と並んで神秘の啓示される限定
ｳれた場なのである。この問題に関して存在の

橋　本典　子

価値を問い、価値の存在を確かめる。

人間の生活環境の技術連関化に従い、技術は
道具性を失なうことなく環境ともなった。この

9
エコ　・エティ　カ 性格変化は単に価値の変化ばかりでなく、存在 今　道　友　信
（Eco－ethica） の変化でもありぱしないか。人間はここで行為

の原理をいかなる存在のいかなる価値に求めよ

うとするのか。

悪とは時の非充実である。時の充実は、それ

ならば単に善にとどまるのか。時の充実は存在

10 時　の　充　実 や価値にとっていかなる意味があるのか。 同　上

美しく創るために詩学がある。肉体でも物体
、

でもない身という言葉がある。そしてそれは自

11 身　の　詩　学 身と言えば自我よりも自己そのものとなる。そ 同　上

のような身の美とは何であるか。そのような美

を創る詩学とは何であるか。

日本では入口の8割が都市生活圏である◎世

噸 12
都　市　哲　学
@　（Urbanica）

界の都市化は人間の存在状態と価値観に大きな

ﾏ動を与えつつある。巨大都市と個人、巨大都

sと国家とをめぐって、主題を探究する。

同　上

生きる権利のある人間に死ぬ権利は：ないのか。

存在理由を持つ人間に於いて死の理由はあるの

13・， 死
か。自殺、所謂“安楽死”（エウタナジー）の
ﾂ否をめぐって、存在と価値の人間学的展開を

同　上

試み、更に自己同一性の先駆的終結としての死
と差異性の問題を論ずる。

稀にではあるが人は寝食を忘れて何かにうち
、 込むことがある。人は己れの存在を捧げるもの

14 存在を超えるもの をみつけた時幸せなのである。入間が自らの価 同　上

値ある存在を捧げることによって何が出てくる

のか。

全体を総括し、講義のまとめを行なうと共に、

15
結び　入生経於け

その職業や社会的地位のいかんを問わず、人間

ﾆして良く生きるために、即ち幸せに生きるた 橋　本　典子
る哲学の意味 めに、人生に於ける哲学の意味を考える。

’

、

一643一一



　＝日本の言語文化＝（R）
〔主任講師：古田東朔（放送大学教授）〕

全体のねらい

　日本の近代語自体を対象とし、それがどう作品とかかわりあいながら、言葉を形成してきたかの過

程につってな声めていく・文学作品はもちろん、それ以外の論説・翻訳・小学読本なども取上げ、話

し言葉・書き言葉における問題点について考える。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容・ 担当講師
i所属・氏名）

全体の序説。明治期における話し言葉（標準

語・方言）、書き言葉（漢文訓読調・和文調）、 古　田　東　朔
1 日本の言語文化 言文一致等の問題が、どのように意識され、実

際の作品を通して具体化されていったかについ （放送大学教授）

て、大きく見て澄く。

まず日本語の歴史について、概観する。日本 古　田　東朔
語の史的変遷からすれば、白きぐ古代語と近代 築　島　　　裕

2 古代語と近代語 語に分けることができるが、それぞれどのよう （中央大学教授）

な特色が指摘できるか、その主要な点について 山　口　明　穂
取上げる。 （東京大学教授）

江戸時代の言葉のうち、前期は上方を中心と 古　田　東朔
する上方語、後期になってからは江戸を中心と 坂　梨　隆二三

3 上方語と江戸語 する江戸語が、特に取り上げられる。どのよう （東大学助教授）
な違いが認められるかについてながめる。 小松　寺　雄

（埼玉大学教授）

後期の江戸語が東京語へとなったが、階層等

4 東　京　語　へ
による言葉の違いが、明治以後に憎いては次第

ﾉ均一化されてくる。どこに基準を置くように 古　田　東朔
なったかの過程について見る。

日本の近代国家としての成立は、　「国語」と

5 「国語」意識の成立
いう意識を確立させることになった。そのとき、

ﾇのようなことが解決を要すべき問題として考 同　上
えられたか。それらの数々について考察する。

明治以後、全国に共通して理解される：標準的

6
方言と標準語・共

ﾊ語

な話し言葉は、どう考えられたか。まず文法的

ﾈ面においてその統一が考えられたが、それら 同．上
についてふれる。

「口語」といい、「文語」というが、実際に

はその術語でもって、内容を規定していったと
7 口　語　と　文　語 ころがある。加えて、外国語との接触による日 伺　上

本文法の枠組みの再構成がかかわってくる。そ
の過程について説明するb
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

明治以後、新聞・雑誌などが多く刊行され、

人々の生活に影響を与えてきた。それらはどの 古　田　東朔
8 新聞．・雑誌の言葉 ような言葉で書かれ、どう発達してきたか、そ 清　水　康行

れらについて概観する。 （名古屋大学助教授）

書き言葉を話し言葉に一致させようとする暦

文一致」の運動は、明治になって盛んになる。’

9 言文一致の動き（1） しかし、その萌芽は既に幕末期からあった。そ 古　田　東　朔

の主張や試みは、どうであったのか。

「言文一致」といえぱ、これまでは小説に関

して取上げられるのが普通であった。しかし、

10 言文一致の動き② 明治期にあっては、それだけではなかった。講 同　上

演：の速記、小学読本の談話体の文章なども加え

ながら、その動きについて考える。

文語調の文章は、長く書き言葉に貫いて正式

のもめとされてきた。明治初期の漢文訓読調の

11 文語調の位置（1＞ 文章で書かれた小説・論説・翻訳などについて 同　上

見ながら、そこでの漢語の役割についても考察
する。

前回のあとを受け、明治期の和文調の文章に

ついて見ていくほか、漢文訓読調と和文調の統
12 文語調の位置（2） 一・ �lえた文章など、実際の作品について見て 同　上

いき、当時の文語調の文章が占めていた位置に

ついて考れる。

西欧の学術の理解のため、訳語を通しての努 古　田　東　朔

13
訳語に：よる新しい

｢界

力がなされてきた。室町期・江戸期・明治前期

ﾉおいて、和語や漢語による訳語がどう用いら

黶A新しい世界がどう紹介されていったかの過

鈴木英夫
i茨城大学教授）

＄i　藤　咲　子
程について見る。 （東京女子大学教授）

近代を切り開いていった言葉の数々は、後に

どう伝えられていくか。新しい訳語も含めた和

14 言葉の登　録 語や漢語が、どういう観点からまとめられてい 古　田　東　朔

つたか。幕末からの代表的な辞書を取上げ、そ

の編集の苦心のあとをたどる。

明治以降における政治・社会上の変革が、言

葉の上にどう反映されてきたか。敬語表現は身

15 近代の敬　語 分・地位に即したものから人格の尊重という点 同上
へ変ってきた。その主張と、実際の使用はどう

なのか。
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・＝アジア論皿＝（R）
〔主任講師　浜口允子（放送大学助教授）〕

全体のねらい

　本講では10世紀以降20世紀初頭に至るまでの中国の歴史をとりあつかう。この時期の中国社会

は、社会のしくみ、経済、文化、対対関係など様々な面でそれ以前の社会と大きく異なるものであっ

た。それは、中国が19世紀中葉に西欧諸国と本格的に出会った時の姿でもある。この時期の歴史を

学ぶことは、その後の近代中国がかかえた諸問題を由来に遡って理解することにほかならない。

各回のテーマ

1 中国社会の転換　1

2　中国社会の転換　2

3　元　1

4　元2

5　明　1

6　明2

7　清1

8　清2

9　近代　1

10　近代　2

11　経済発展の諸相　1．農村と農業

12 経済発展の諸相　2．工業と手工業

13　経済発展の諸相　3．商業と貨幣と都市

14　人々のつながり　1

15人々のつながり　2
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　　　　＝フランスの言語文化1＝（TV）
〔　　　　　福井芳男（放送教育開発センター教授主任講師：　　　　　西澤文昭（青山学院大学助教授））〕

全体のねらい・

　広く世界にあって、またヨー・ロツパという歴史的文化的共同体の中にあって、フランスがフランス’

である所以はどこに：あるのか。ラランス語の成立と発展を縦軸とし・現代樟界に：診けるフランス文化

の独自性の解明を横軸として、ラランヌの言語文化の在り様にアプローチする。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　’容 担当講師
i所属・氏名）

フランスはどういう国であ灰フランス文化 福　井　芳　男

1 フランスという国
の独自性はどこにあるか。フランスに関して人

ﾌ持つイメージに：触れながら、フランスの地理

（放送教育開発
Zンター教授）

ｼ澤文　昭
と歴史について基礎的な事柄を学ぶ。 ’（青山学院大学

助教授）

フランス本国以外では世界のどんな地域でフ

ランス語が話されているか。ベルギー・スイス・’
、

2 フランス語の現状 カナダ・アフリカに：おける公用語としての現況。 西　澤文　昭
また国内にあって、標準フランス語と方言との

関係はどのようなものか。

ヨーロッパという概念はいつ、どのような形

3
ヨーロッパの成立
Eフランスの成立

で、またフランス国家・フランス人という意識

ﾍどのようにして明確に：なり成立してきたか。

香[マ帝国の崩壊、キリスト教の成立と発展、

同　上

アラブ文化などを視座に入れ、探る。

ラテン文化の継承。南仏文化と北仏文化。フ

ランス語が一民族の、一国家の言葉として意識

・4 フランス語の誕生 され確立するまでを概観する。 同　上

先進国イタリアとフランスの関係。ユマニス

5
ルネサンス期の
?[ロッパとフランス

ムとは何か。古典研究がフランス語の発展にど

ﾌような影響を与えたかを見る。 同　上

ヨーロッパ宮廷文化に澄けるフランス語の地

位の向上。十七・十八世紀のフランス語論。伝

6 ヨーロッパの公用語 統と革新。アカデミー・フランセーズの成立と 同　上
、 その役割。

啓蒙思想はフランスとヨーロッパ諸国の間に：

7
啓蒙思想とフラン
X革命

どのような関係を生み出したか。ルソーの思想

ﾆ言語観。フランス革命が後世にもたらした影

ｿに：ついて考察する。

永　見文　雄
i中央大学助教授）

ｼ　澤　文　昭
暫

唾
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

葡萄酒はいっから飲まれるようになったか。

香辛料はどこから来たか。フランス料理の原点
8 食の　文化　史 を探る。

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　亀　　　　　　噌

西　澤　文　昭

置

中世人の衣服から現代のモードまで。装飾の

文化を通観する。

9 衣の文化　史 同　上

都市の成立と市民階級の誕生から現代の都市

改造まで。建築物と都市のありかたに焦点をあ
10 住の文化　史 て、フランス文化を見る。 同　上

フランス近代小説は19世紀とともに始まる。

ロマン派の成立とその言語観について、その後 石　井　晴　一
11 小説について の様々な主義主張を見据えながら、考察する。 （青山学院大学教授）

西　澤文　昭

ボードレール、ランボー、マラルメなど近代
詩の流れを辿り、フランス詩の形式、美しさを 竹　内．信夫

12 詩に　つ　いて 探るとともに、詩人は言語に：ついてどう考えて （東大学助教授）
いたかを見る。 西　澤　文　昭

現代技術の進展につれ目立つようになった英

語の流入。すでにはるか以前から外国語はフラ
13 フランス語と外来語 ンス語に取り入れられてきた。借用語の歴史か 西　澤　文’昭

らフランス文化がどのようにして外国文化を受

凹してきたかを見る。

現代のフランスのマスコミはどのような状況

14
マス・メディアと
Wャーナリズム

にあるか。テレビを中心として、ジャーナリズ

?ﾌ現場からのリポート。 福井　芳　男
ｼ　澤　文昭

15 フランスと日本

　フランス人の日本語観の変遷、日本人のフラ

塔X文化・フランス語観の流れを辿り、日仏文

ｻ交流の実態について考える。

福　井　芳　男

ｼ‘澤　文　昭

艨@戸　桂　子
（放送大学助教授）
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　ニロシアの言語文化1＝（TV）
〔主任講師：川端香男里（東京大学教授）〕

全体のねらい

　ロシアの言語、文学、思想、芸術を、具体的なテーマに即しながら、しかし同時に：常に歴史的な視

点・枠組を忘れずに展望し、ロシア文化をいヵ・に理解すべきかということを解説する。

回 テ　　　一、　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

キリスト教の受入れによって、文字と高度の

1 嬰なるロシア
[キリスト教の受容

精神性を確得したロシアの「あけぼの」につい

ﾄ解説する。

　栗原　成郎

i東大文学部助教授）

繁栄をきわめた中世ロシアも南からの侵入者

2
遊牧民とのたたかい
黶uイーゴソ軍記」

たちのたたかいで未曽有の国難に直面する。ロ

Vアの危機と人々はいかにたたかい・文学がそ

黷�ﾇのように表現したか述べる。

同　上

広大なそしてきびしい自然とロシアの農民た

生活とのたたかい 　　、ｿの生活のいどなみ、哀歓をロシア民謡やフォ 中村　喜和
3 一ロシア民謡の世 一クロアの世界を通じて考えてみる。

界 （一橋大学教授）

タタールのくびきとモスクワ公国の鎖国のた

4
ピゴートル大帝と

鴻Vア近代化

め中世的状態に停滞していたロシアを一気に近

繪ｻ・西欧化したピョートルの事業の歴史的意

`について考える。

川　端香男里

近代化以後革命までの200．年間のロシアの歴

5
西欧へ　の　窓一ペテルブルグ 史はそのままピョートルの都ペテルブルクの歴

jがあった。ペテルブルグの歴史をたとりつつ 同　上

近代ロシア文化の栄枯盛衰を見ることにする。

伝統的にロシア的なるものを守りつづけたモ

6

　　　　　　　、黶@な　る　都・一モスクワ スクワの歴史をたどりつつ・ロシア人の心のふ

驕轤ｳとで南るモスクワのさまざまな側面をさぐ

驕B

中　村　喜　和

ロシア文語の創始者、ロシア国民文学の祖と
プ　　一　　シ　　キ　　ン してのプーシキンの歴史的業績について考える。

7 一ロシア文語と国 栗原成郎
民文学の成立
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

今日のソ連に至るまで農業・農村の問題は国’

農　　　　　　村 の根幹をなす問題であった。グリゴローヴィチ、 島　田　　　陽
8 一文学に見る農業 トラルゲーネフから今日の農村派散文にいたる （東大学教養学

問題 文学をとりあげてこの問題を考えてみる。 部助教授）

この二人の巨匠は、文学者であるにとどまら

9
トルストイとドス
gエフスキイ

ず、思想家、予言者としても大きな影響を同時

辮氓謔ﾑ後代に及ぼした。；人を対比して論じ、 川　端香男里
かつその世界的意義もあわせ考える。

ロシア人は身ぶりの大きい表現力豊：かな国民

である。文学作品としての演劇の面でも、演技、

10 ロシア人と演劇 演出という面でもロシアは世界に大きな役割を 同　上

なしている。そのロシア演劇の歴史的流れを見て

てみる。

語の魅力は外国入に伝えがたいというが、語

を語らずしてロシア文学の偉大さを論ずること
11 ロシア語の魅力 はできない。可能な限りロシア語の美しさの一 島　田　　　陽

端を紹介したい。

建国以来ロシアは西欧から多くのことを学ん

12 ロシアとヨーロソバ

だ。さらに多くの外国人がロシアの文化の発展に：協力した（近代のユダヤ人も含めて）。一方、ロシア人は亡命という形で西欧とつながることも

川　端香男里

も多かったが、捻世紀半ばから蓄積した富を西
｢に：返して来た。その歴史を眺望する。

13 ロシアと日本

　日本とロシアの歴史的な交渉の歴史を具体的

ﾉ展望し、文化的な相互関係を振り返ってみる。
外　川　継　男

i上智大学外国語

学部教授）

川　端香男里

ソ．ビエト時代の文化のあり方について展望す
る。

14 ソ　ビエト時代 島　田　　　陽

ロシア革命以後70年の歴史を含め、ロシアという

15
ロシア文化の世界
I意義

う国が世界文化の中で果して来た役割について

lえる。 川　端　香男里
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　　　＝・解析学＝（R）
〔主任講師：長坂建二（放送大学助教授）〕

全体のねらい

　基礎数学1の実数変数の微分・積分学に引き続いて、複素変数の微分・積分学（関数論）について

述べる。コーシーの定理を中心に、定積分の計算に：役立っ歯数計算に習熟する。更に、微分方程式論

において基本的な解の存在定理、線形微分方程式の解法、級数による解法などを述べ、応用性を高め

る。

回 テ　　　・一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

複素数を、実数め対として導入し、極形式に：

1
複素数の導入とそ
ﾌ性質

よる表示、加減乗除の幾何学的意味を考え、そ

ﾌ性質に言及する。

長坂　建　二

i放送大学助教授）

一次変換の定義と性質に：ついてまず述べる。

憎憎で、実数変数の初等関数の知識を用いて、

2 複素数の初等関数 複素変数の初等関数代数関数、指数関数、三
p関数、対数関数、巾乗関数、逆三角関数を導

同　上

沖し、複素関数特有の多価性にづいての注意を・

述べる。

複素関数の連続性・微分可能性についが述べ、
、

微分可能な複素関数（正則関数）がコーシー・

3 正　則　関　数 り一マンの微分方程式を満たすことを示すと共 同　上

に、基本的な性質：について述べる。

複素微分に関する諸定理と共に∵複素微分の

例を与える。また、正則でない関数の例を述べ

4 正則関数の性質 ると共に、正則関数が満たす性質を、実数関数 同　上
　　　　　　　　　　、ﾌ場合と対比しつつ言及する。

●

実数関数の積分の概念を復習し、その自然な

5
複素関数の積分

拡張となるように、複素関数の積分を正則弧上

ﾌ複素積分として定義し、その基本的な性質を 同　上

示す。

複素関数論において、最も重要なコーシーの
、

定理を紹介し、証明の概略を述べる。また、単

6 コーシーの積理 連結な領域の説明と例を与える。 同　上

複素積分の例として、円周積分を計算する。

7
コーシーの積分公
ｮとその応用

次いでコーシーの定理により、正則関数に：対す・

驛Rーシーの積分公式を導き、リウヴィルの定

揩謔闡辮矧wの基本定理を証明する。

同　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 留　数　計　算

　複数関数の零点・極等の特異点を定義し、次

｢で実数の微分・積分学の範囲では、求めるこ

ﾆが困難であった、いくつかの定積分の値を複

f積分、特に回数計算によって求められる事を

ｦし、関数のローラン展開について述べる。

長　坂　健　二

9 有名な微分方程式

　微分方程式論の誕生と微分方程式論の内容を
T観し、求積法で解が求められる、変数分離形、
ｯ次形、一階線形微分方程式の解法と共に：、一

Kの微分方程式として有名な、ベルヌーイの微
ｪ方程式、リツカチの微分方程式の解法につい
ﾄ述べる。

同　上

10 存　在　定　理

　ダランベール（ラグランジュ）、クレローの
�ｪ方程式の解法と解の性質について述べる。

氓｢で、一階常微分方程式が、リプシツツの条
盾�桙ｽす時、初期値を満足する唯一づめ解が
ｶ在すると：いう存在定理を遂次近似法により証

ｾする。

同　上

11
ルジャンドルの微
ｪ方程式

　求積法により直接解を求められない微分方程

ｮのうち、巾級数を利用して解を求められるル

Wャンドルの微分方程式及びベッセルの微分方

�ｮの解法を概説する。
同　上

12 線形微分方程式

　n階線形微分方程式ρ解の性質を、ロンスキー行列との関係と共に説明し、一般解の求め方

�^え、定数係数の場合には特性方程式を解く

ｱとにより解が求められることを例と共に示す。

同　上

13
連立線形微分方程

ｮ1

　連立線形微分方程式を行列表現し、定数係数

ﾌ場合には、係数行列の指数関数塗考えること

ﾉより、解が求められることを示す。また、行

�ﾌ指数関数の性質にも触れる。

同　上

14
連立線形微分方程
ｮ∬

　前回に引き続いて、連立線形微分方程式の解

@についてりべる。定数：係数行列の固有値と固

Lベクトルとスペクトル分解との関連を説明し、

v算法を与える。

同　上

15
実社会と微分方程

ｮ

　自然現象や、社会現象を記述する目的で生れ

ｽ数々の微分方程式について述べ、数学と社会

ﾆの関連を考える。 同　上
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＝現代応用数学＝（R）
〔主任講師　伊理正夫（東京大学教授）〕

全体のねらい
　現在の社会に澄いて実際に応用され役に立っている数理的手法を、数学的な立場から整理して講じ

る。しかし数学的な厳密性をあまり強調しすぎないように注意し、なるべく実際に手法が使われてい

る場面における動機づけを重視し、かつ具体的な問題に直面したときにそれをどう扱うべきかの行動

指針をも与えるよう努める。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 1担当講師
@（所属・氏各）

1．自然数　　　　　　6．記数法

数：と量と次元 2　整数　　　　　　　7．実数 伊　理　正　夫

1 3．乗算　　　　　　　8．複素数

一　数の体系 4．有理数 （東京大学教授）

5　数の大小関係

1．次元と単位

数と量と次元 2　Sl単位系
2 伺　上

一物理量の表現

1．量の間の乗除算と同次元性　2　量の間の

数と量と次元 加減糞　3　行列・ベクトル算と次元　4．次

3 元解析　5．数：学的関数の引数の次元　6．量 同　上

一一 ｨ理量の演算 の間の関係を示すグラフ、表、計算式の書き方

線形システムの数学
1．線形システムとは何か

Q線形関係の例 韓　　　太　舜

4 一線形システム1： 3．線形システムの例

入出力関係 （専修大学教授）

因果関係

1．行列の基本変形

2　行列式
5 一線形システム2： 3．一次独立と一次従属 同　上

基本的諸＝概念 4．ベクトル集合の階数

（その1）

1．逆行例
、

2　基底と基底変換

6 一　線形システム3： 3．固有値 同　上

基本的諸概念

（その2）

1．部分ベクトル空間

2．線形変換の像と核

7 一線形システム4： 3．入出力変数の部分的入れ替え 同　上

4　出力変数の部分的拘束

5．システム変数の並び換え
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

♂

離散システムの数学 1．関係とは　2　グラフ　3．グラフと関係
4。　グラフによって表現されるシステム 佐　藤　　　創

8 一　離散システム1： 5．2部グラフ　6．路と閉路
関係、順序、グラ 7．　タイセットとカットセット　， （専修大学助教授）
フ 8．木と補木

システムの数学
　　　　　　　　’P．グラフの行列表現

2．部分グラフ
9 一離散システム2： 3．グラフの連結性 同　上

グラフの行列表現 4　2部グラフのマッチングと被覆
グラフの分解

システムの数学
1．最短路問題とは
Q　グラフと最短路問題

10 一　離散システム3：

@　最短絡と最小木

3．距離が非負の最短路問題
S．一般の最短路問題
T．最小木

韓　　　太　舜

6．グリーディ算法

1．最：大流問題とは

システムの数学 2　流れと容量

11 一　離散システム4：

@　：最大流とマッチン

a　増：量可能路

S．最大流問題の解法
同　上

グ 5．最大流・最小カット定理
6．マッチング問題

12

連続システムの数学

黶@連続システム1：

1．微分とその意味

Q　微分方程式の定義と分類

R．微分方程式の解と解法 佐　藤　　　創
常微分方程式モデ 4　常微分方程式によって記述される現象
ル（その2）

1．微分方程式の定常解と周期解

2　平衡点の安定性
13 一連続システム2： 3．周期解の安定性 同　上

常微分方程式モデ

ル（その1）

1．多変数関数の偏微分

2　偏微分方程式の定義と分類
14 一　連続システム3： 3　解の自由度と境界条件 同　上

偏微分方程式モデ 4．偏微分方程式によって記述される現象
ル（その1）

1．熱伝導方程式〔例14．1〕の解法
2　対流のある拡散方程式〔例14．2〕の解法

15 一連続システム4：
@　偏微分方程式モデ

@　ル（その2）

3．弦の振動方程式〔例143〕の解法
S．波動方程式〔例14．4〕の解法
T．定常的温度分布を表す方程式〔例14．5〕の解法

U．膜の振動方程式〔例14．6〕の：解法

同　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1．差分方程式の定義

16
連続システム・5：

2　差分方程式によって記述される現象

R　差分方程式の解法 佐藤　　　創
差分方程式モデル

1．モデル　　　　　　6．日程計画問題

最適化の数学 a　最適化　　　　　　7．線形計画問題

17 一　：最適化　1： a　在庫問題　　　　　8．非線形計画問題 韓　　　太　舜

数理計画法 4　価格決定問題

5．2入玉和ゲーム

1．線形計画問題の図式解法

2．スラック変数と基底変換

18 一　最適化　2： 3．連立一次方程式と基底変換 同　上

線形計画法の解法 4．シンプレックス法

5．双対問題

1．確率論からの準備
システムの数学 　　、Q　待ち行列

19 一　最適：化　3： 3．一斉取り替え問題 佐　藤　　　創

確率的モデル 4．最適停止問題

情報処理の数学
1．数の表現と丸め誤差　　　　　・

Q　情報落ちと桁落ち 星．　　　守

20 一数値情報処理1：
計算機の中での数 （千葉大学助教授）

の表現と誤差

1．補間法

2．補外法

21 一数値情報処理2： 3．スプライン補間 同　上

補間、補外、関数 4．関数近似

近似

1．数値微分

a　数値積分

22 一　数値情報処理3： 同　上

数値微分、数値積

ｪ
1．ガウスの消去法とLU分解
2．逆行列の行列式

23 一数値情報処理4： 3．3項方程式 同　上

線形計算（連立方 4．反復改良法
程式）
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

24

一数値情報処理5：

@　線形計算
@（反復法、平均、分

U、線形最小2乗法）

　最小二乗法（正規方程式を使わない方法について触れるか？）

P．反復法

Q平均・分散の計算
R．線形最小2乗法

星　　　　　守

25 一　数値情報処理6：

@　非線形方程式・代

@　数方程式

1．反復法

Q．ニュートン法

R．代数方程式 同　上

26 一数値情報処理7：
@　常微分方程式

1．一一段法

Q．多段法

R．高階微分方程式連立微分方程式 同　一上

27 一数値情報処理8：
@　偏微分方程式

1．偏差分演算：子

Q．放物型偏微分方程式の解法

R．双三型偏微分方程式の解法

S．楕円形偏微分方程式の解法

　　　　　9

ｲ　藤　　　創

28 一酌数値情報処理1：
@　算法の複雑度とデ

@　ータ構造

1．計：算量

Q。線形計算

R．多項式の計算

S．データ構造
星　　　　　守

29 一　非数値情報処理2：

@　ソーティング

1．単純挿入法

Q　単純選択法

R．単純交換法

S．ソート法の改良

T．各算法の比較

同　上

30 一非数値情報処理3：

@　グラフと地図の表

@　現

L　地理グラフ　Z　地理グラフの接続関係
R．接続関係の計算機表現　4。接続関係の誤り検査　5　線と面の順序つき検索　6．グラ

tの計量　7．グラフの三三学的問題
韓　　　太　舜
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＝二 O代数学三論1＝（R）
〔主任講師；吉田夏彦（東京工業大学教授）〕

全体のねらい’

　数学の性格を統一的にとらえるやりかたの一つに：、論理の基本概念と集合論の基本概念だげをもと

にし、他のすべての数学的な概念を、次々と定義していくというのがあるqこのやりかたを知っても

らうことを目的とする。

回 テ　　　一　　　マ 、内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1．数学
2．論理学 吉　田　夏彦

1 は　　じ　め　　に a　数学と論理学

4．集合律と単 、（東京工業大学教授）

1．集合の概念

2．外延性

2 集　　　　　　合 3．包括の原理 同上
4　関係、写像

1．論理記号
2　定　i義

3 論　理　記　　号 同　　上

1．包含記号、等号、部分集合
2．外延白め公理と包括の公理

4 集合論の公理 同　　上

1．ラツモルの矛盾

5 集合論の展開
@　1その1）

2．クラス表現

R．幾つかの概念の定義

S．半群とモノイド

ψ同　上

1．式
、 2．みずまし

6 命　題　論　　理 3．　いれ1，　いれ2、　とり、一いれ、一「とり 同　上

4．Vやつを使ら推論の形式

5　Vとりの書ぎ換え

1．問題につっての問題　6．不完全性定理

2．　トートロジー

7 決定問題（その1） 3．命題論理の構成侵の1） 同・上
4　命題論理の構成侵の2）

5．定理式
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1．言　語　　6．幾つかの定義と派生推論図

2　項　　　　7．公理式と証明図 吉　田　夏彦
8 述　　語　論　　理 ＆　命題式　　＆　解釈と形式化

4　推論図　　獄　完全推定理 （東京工業大学教授）

5．論証図

1．形式的構成

9 集合論の展開
@　（その2）

a　代数：系

R．数学的構造

S　順序数
同　　上

義　基　数：

1．函　数　　　　　a　表現
a　基礎的な函数

10 リカースィヴ函数 a　函数を作っていく操作 同　上

4．例
＆　テユアリングの計算機

1．第一不完全性定理
2　算：術化

11 不完全性定理 3　第二不完性定理 q同　上

1．形式的構成い関する決定問題

決　定　問　題
a　否定的な解決 1

12
（その2）

’

同　上

1．三つの立場

集合論の展開
2．連続体問題

13
（その3） 同　上

1．選択公理の整合性

公理の整合性と独 a　三つの公理の独立性
14

立性 a　正しさ 同　上

1．実在論と実用説

a　数学と哲学
15 抽　象　と　具体 同．上
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＝データ解析方の基本＝＝（TV）

　　　　　　　　　　〔主任講師：林　知己夫（放送大学教授）〕

全体のねらい
　データによる現象解析法をデ論タ解析法と名付ける。どのようにデータをとり、どのようにデータ、

を解析して情報を取り出すかの方法を言う。これには、現象をどう取扱うかのフィロソフィーが重要

で、この上に立って必要に応じ数理的・統計的方法が開発されるものである。まずデータ解析をする．

上での基本となる考え方・方法を述べる。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

以下の講義では、統計学の基礎的知識を前提
とする。この講義の学習の仕方について説明す

1 データとは何か
る。

fータとは何か。これは単なる数字の羅列で

林　　　知己夫

i放送大学教授）
はなく、それが出現した背景が重要である。こ
うした点について述べる。

データ解析では、データを基にさぐりながら
情報をつかみ出すことが大事で、このためには、

2 グラフ化の重要性
データをグラフ化していくことが基本である。

ｱうしたことに関連した考え方や方法について
同　上

の基本を説明する。

測定や計測によって得られる標識には、つま

3
データにおける質

ﾆ量

り「左ま」の測定の表現には、数量である場合

ﾆ質的な分類である場合とがある。これをどう
謌ｵって情報をとり出すかが、データ解析の核

同　上

心になる。ここでは、量的・質的表現について
の性格を述べる。

データの性格・1
データ解析をする上でデータの性格をしっか

陜獅ﾞ必要がある。この一部は第1回にも触れ

4
一測定誤差・測定

l変動の分析上の
た。多次元的な分析の方法を説明する前に、測
闌?ｷ・測定値変動がデータ分析に対して与え

同　上

意味一
る影響について述べる。まず測定したものが数
ﾊである場合について説明する。

データの性格・H
前講の続きで、測定が質的なもの、カテゴリ

[反応として表現されるのでカテゴリカル・デ

5
一測定誤差・測定

l変動の分析上の

一白というが、この場合について、データ分析
ﾉ対して測定誤差・測定値変動が与える影響め

同　上

意味一
問題を取扱う。

一次元におけるデータの散らばりを表す分散
、 から出発し、多次元空間におけるデータの散ら

6
多次元空間に澄け

髟ｪ散

ばりを表す一般化分散に言及し、この意味につ

｢て説明する。
同　上

判別とは何か、について説明し、これを表現
するための尺度を説明する。それぞれの尺度の

7 判別の尺度・1
もつ意味や特色について説明する。判別の基本
T念、相関比、多次元の場合の相関比について

同　上

説明する。
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飼 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

前講の続きで、判断成功率の意味、これと相
関比との関係、多次元の場合の判断成功率にっ

8 判別の尺度・H
いての説明をする。

林　　　知己夫

多次元データを分析するに際して、ユークリ

9
距離と一般化分散

ﾆ線型判別関数

ヅドの距離、一般化分散の特色に基づいて、ど
､使い分けていくのが適切かについて説明する。

ﾜた、通常統計学で用いられる線型判別関数に 同　上

ついて述べる。

以上の基本を踏まえて多次元データ分析の方

10
多次元データ分析

ﾌ重要性

法に進むが、ここで多次元分析が、いかに現象
�ﾍに対して重要な意味をもつかについて説明
ｷる。 同　上

測定が数量で与えられている場合、因子分析

11
因子分析法と成分

ｪ析法

法は、デー．タ構造をさぐるためによく用いられ

髟菇@である。これについての考え方やモデル
ﾌたて方について述べる。また、統計学で用い 同　上

られる成分分析法についても説明し、両者の関
連性に言及する。

データ解析に頂ける数量化の位置について説

12
データ解析に澄け

髏迫ﾊ化

明する。その前に数量化とは何か、その発生に

ﾂいて述べる。これがデータ解析の基本理念で
?驍ｱとを説明する。数量化の基本が理解でき

同　上。

ればその考え方で各種のデータ解析が可能とな
ノ

る。

数量化に診ける測定・計測したことの表現と
基本的二つの立場について説明する。こうした

13 数：量化の基本概念 一ことが、数量化を超えて広い意味のデータ解析
ﾌ基本となっていることを示す。

同　上

外的基準のある場 数量化豆類と呼ばれる方法で、これについて

14
合・1一一それが数

ﾊで与えられてい

詳細に説明する。これは、形式的には、重相関
ﾖ係の拡張となっている。

同　上

る場合一

外的基準が分類である場合の数量化を説明す

外的基準のある場 る。数量化種類と呼ばれ、形式的には線型判別

15 合・皿一一それが数 関数の拡張となっている。
同　上

量でない場合一
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＝データ解析法の進歩＝（TV）
　　　　　　　　　　〔主任講師：林　知己夫（放送大学教授）〕

全体のねらい
　データ解析の基本を習得した上で1さらに学ぶべき必要のある重要な方法について述べる。基本だ

けでは、実際の現象を有効に取扱って情報をとり出すことは出来ないので、より進んだ方法を説明す

る。これらの方法は「基本」のフィロソフィーの上に立つものである。ここでは質的データを解析す

るための数量化の諸方法を中心に話を進める。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
「データ解析の基

{」の復習

　これから、さらに進んだ方法に入る前に、データ解析の基本で学んだことをもう一度復習し

ﾄ基礎を固めることにする。基本が理解できて
｢れば、本講座が理解し易いものになる。

林　　　知己夫

i放送大学教授）

2

外的基準のある場
〟E皿一一実例によ

骭v：回心

　第14、15講で説明した理論をよの一層理解
ｵ、実際に用いて計算でくるようにするため、
ﾈ単な例をあげ、これについて計算手続きを説
ｾする。自ら復習し、納得がゆくようにするた
ﾟの講義である。

同　上

3

外的基準のない場

№ﾌ数量化・1
黹pタン・分類の数：

ﾊ化・その1一一

　外的基準のない場合の数量化の一つであるパ
^ン分類の数量化、数量化皿類と呼ばれる方法
ﾉついて説明する。どうしてこの方法が発生し
ｽかについて説明する。

同　上

4
一パタン分i類の数

ﾊ化・その2一

　実例を用い、前面で述べた理論に基づいて計
Zする手続きを示す。これは、理論を一層理解
ｵ易くすると共に、実際のデータを用いて計算
ｷる仕方を習得させるのがその目的である。

同　上

5 一パタン分類の数

ﾊ化・その3一

　種々の実際の例を用いこの方法の応用法につ

｢て説明する。

@　　　　　　　　、
同　上

6

外的：基準のない；場　　　　　　　、

№ﾌ数量化・豆
黷?奄褐^の数量化

ｻの1一

　二つのものの間の関係が数量で示されている
ｪ厳格な意味でメトリカルでない場合の数量化
ﾌ方法である。二つのものの間の関係を基にす
髀舶菇@のなかで位置付けて説明する。この場
〟A関係は親近性、非親近性を表すものとするQ

同　上

7 一一 ?奄褐^の数量化

ｻの2一一

　理論的構造と応用法について説明する。さら
ﾉ、これを発展的に応用した例について述べる。

同　上
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回 テ　　　・一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

一対比較法の諸方法の説明とガットマソによ

一対比較法の数量 る一対比較法の数量化について述べる。数量化

8 化・亙一ガットマ
の方法発展の礎となった考え方を中心に据えて
燒ｾする。 林　　　知己夫

ンの一対比較法「一

9

一対比較法の数量
ｻ・遜一一一対比較

@に澄ける矛盾と

、　一対比較法では矛盾がよく澄こる。A＞B、
@B＞C、しかしA〈Cという関係である。〉、〈はより好ましい、好ましくないという事を示す。この従来の取扱いと、数量化による別角度

同　上

数量化一
からの取扱いを述べる。

10

多次元尺度解析法
lD　S（Multi－

cimensiona1’

　二つのものの間の関係を基にして、要素の空間的位置付けを求める方法で、eij型数量化と関係が深い。二つのものの関係が、親近性、或は非親近性をあらわす順位で表されている場合

同　上

Scaling）・亘
が基本である。この応用法について述べる。

親近性もしくは非親近性が順位のついたグル
一プ分けで与えられている場合が一層実用的な

11
多次元尺度解析法

@　　　　　　・丑

ものである。これをMDA－ORというが、この
菇@について、解析の理論を述べる。 同　上

MDA－ORの実例及び二つのものの間の関係

12
多次元尺度解析法

@　　　　　　・皿

が唯の分類（ノミナル・スケールという）で与
ｦられている場合の解析法を述べる。これは、MDA－UOと名付けられているものである。

同　上

MDA－UOの展開とMDA－ORとMDA・一UO

13
多次元尺度解析法

@　　　　　　　・w

の使い方、それぞれの特色について述べる。

同　上

三つの要素の間の関係が数量：であらわされて

14
三つの要素の間の

ﾖ係に基づく数量

いるが、厳格な意味でメトリカルでない場合の
迫ﾊ化について述べる。これはeij型数量化の
g張となる。数量で与えられている場合には個 同　上

化
人差あるMDS、タッカーの三相因子分析、ハー
VュマンのPARA：FACモデル等がある。　これ
らについて説明する。

分類は科学における最初の重要な操作である。

分類を通しての情報抽出は不可欠の考え方であ

15 分類とクラスター化
る。このための統計的方法としてのデータに基
ﾃくクラスター化による分類について述べる。 同　上

但し、これは外的基準のない場合の方法である。
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統計学∫特論＝（R）
〔三一野木知是奎躇繍難授・主幹）〕

全体のねらい
　この特論では、統計学の基礎に明いて極めて肝要な意味を持つ情報量規準の理論をとりあげ、統計

モデルの選択という基本的問題と関係付けて話を進める。もう一つは、実際問題に澄いて今日要請の

高い統計的社会調査法の理論と応用の問題をとりあげることにした。両者は一見異るが思想的に相通

ずるものがある。

回 テ　　　・一　　マ・ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

第1部　情報量規準と統計モデル

1
情報の抽出と統計

cfル

　統計学で利用される確率的構造は、データから
K要な情報を抽出する方法を三二出すための統計
cfルである場合が多い。統計モデルのこのよう
ﾈ用い方を事例によって解説する。これに関連し
ﾄ尤度ならびに最尤法の概念について説明する。

　赤池　弘　次
i統計数理研究所長）

2
統計的検定とモデ
拒I択

　統計的検定については種々の誤解があり・、概念

繧ﾌ混乱が見られる。データに基づいて特定の統
vモデルを選択する問題との関係を調べることに
謔ﾁて、統計的検定の困難点を明らかにする。特
ﾉ尤度比検定について論じる。

同　　　上

3
エントロピーと情

�ﾊ

　熱力学的エントロピー概念の確率論的考察を行　　　、

ﾈったボルソマンの業績を紹介し、これが確率分

zの間の隔たりの自然な尺度としての情報量概念

ﾌ本質を明らかにするものであることを述べる。

ｱれと尤度概念との関係について解説する。

同　　　上

4
モデル＝選択と情報

ﾊ規準AIC

情報量を用い：た統計モデルとデータとの適合度

�ｪるために、情報量規準AICが導入された。
`ICの基礎にある考え方を説明し事例によって
ｻの実用性を示す。特に検定によるモデル選択と

ﾌ対比を通じてAICの特色を明らかにする。

同　　　上

5
ベイズモデルとそ
ﾌ応用

　未知のパラメータに対して、先験分布とよばれる

m率分布を想定する統計モデルがベイズモデルと
謔ﾎれる。このようなモデノヒに基づく推論の特長

�﨣�ﾊを用いて明らかにする。特に、尤度概念
ﾌ適用によって実用的なデータ処理法が得られる
ｱとを示す。

同　　　上

第2部　統計的社会調査法

6

　　　　　　　、

W本調査法の発展1

　「確率論・統計学」に澄いて標本抽出理論の基
{を述べたが、ここでは通常用いられるシステマ
eィヅク標本抽出、多相抽出法、比推定法　不等
m率抽出法、エリア抽出法の問題について述べ、
ｳらにパネル調査、標本ローテーションに関する
薄竭閧�qべる。

林　　知己夫
i放送大学教授）

7 標本調査法の発展皿

　よく利用される全国規模の層別二段抽出による：標本調査を例にとり達成精度の計算：および地域抽

o法による実績精度の計算例をのべる。さらに面
ﾚ調査、自記式調査、電話調査等各調査方式の特
F澄よび利用可能な補助資料に応じた：標本調査計
謔�?ﾌ的に説明する。

鈴　木　達　三
i統計数理研究所

ｳ授、主幹）
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
質問文作成と調査
[の構成 鈴　木　達　三

9
調査における誤差
ﾌ諸問題

　調査に澄いては、その対象、分野により固有の
?ｷがあるが、一般的には標本抽出に関する諸誤
ｷのほか、調査不能による誤差、調査法による誤
ｷ、回答者による誤差がある。これらを数量：的に

]価し、調査の全体の精度を考えるための基本事
?�燒ｾする。

林　　知己夫

10
社会調査に論ける
�嚮?ｷ

　調査実施過程に昼げる誤差のうち、回答者に関

Aするものを具体的に述べ、さらに：回答結果の信

叶ｫについて考える。個人の回答の不確定性をど

ﾌように考えるかいくつかのモデルについて述べ
驕B

鈴　四達　三、

11
データ構造と統計
I推論

　得られたデータの性格をまず把握することの重

v性を憎憎する。つぎに　多次元的データの関連

ｫを通して、データ構造をさぐψ出す方法につい

ﾄ述べ、これから統計的推論をどのように導き出

ｷかを説明する。

林　　知己夫

12 時系列比較方法論1

　継続データは時系列変動をみることによって事

ﾛの兆候を鋭敏に示すものであるので、どのよう

ﾉしてこれを探り出すかを説明する。これは、マ

Nロ的な見方に基くことが適切なこともあるし、

~クロ的な構造を通して見ることが有効なこともある。

同　　　上

13 時系列比較方法論H

　継続調査データを実際に分析することによって
ﾂ別の調査データでは分らなかったことが具体的
ﾉ示される。マクロ的な見方の例として、時系列
ｪ析、コウホート分析をとり上げ、ミクロ的な見
福ﾆして質問項目の相互関連分析の例をとり上げ
ﾄ説明する。

鈴　四達　三

14 国際比較方法論1

　ここでの国際比較としては、統計的調査による

ﾓ識の国際比較の問題をとりあげる。標本抽出の

菇@、質問文の作成のあり方、マクロ的なデータ

ｪ析の効用と限界、考えの筋道の比較の重要性な

ﾇについて説明する。

　
林
　
　
知
己
夫
聖

15 国際比較方法論題

　国際比較調査に習いては、国内調査では目立た
ﾈい技術的な点も重大な問題となる。また具体的
ﾈ分析手法も慎重な取扱いが必要となる。これら
ﾌ点を実施例に則して具体的に説明し　分析にと
ﾌ上げる質問の組合せを選択することにより分析
級ﾊの有用性が高まることを示す。

鈴　木　達　三
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＝時系列論＝（R）
　　　　　　　　　〔主任講師ヒ尾崎　統く統計数理研究所教授）〕

全体のねらい

　時間の経過と共に不規則な変動を示す現象の統計的解析法を論じる。必要左、基礎的概念の説明をは

じめに行い、ついで一般的に良く知られている線形時系列モデルについて解説しその利用法を論じる。

非線形時系列モデルあるいは事象の発生時点の系列の特徴を解析するための点過程モデル等の新しい

話題についても概説する。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 序　　　　　　論

　時系列とは何かを概観して以下の講義の準備
ﾆする。このため、具体例に沿って、問題とな
驍ﾌは何か、どのような概念がこれまでに発展
ｳせられたか、それが実際の解析方法にどう用
｢られみのか等を説明し、時系列解析の有用性

�ｦす。

尾　崎　　　統

i統計数理研究所

@　　　　教授）

2 確率論的な基礎

　確率、確率変数、同時分布関数、平均、共分
U、密度関数、確率変数の独立性、多変量：正規
ｪ布、カ〈二乗分布、条件付き確率澄よび平均、
Gどの基礎的概念を解説する。

尾　形　良　彦『

i統計数理研究所

@　　　助教授）

3
確率過程の基礎概

O

　時系列解析の基礎と左る確率過程について簡
Pに説明する。時系列の定常性、エルゴード性
ﾉついて解説し、自己共分散関数、自己相関関
狽�ｱ入する。これらの関数の性質、推定法等
ﾉついて説明する。

尾　崎　　　統

4
線形システムとフ

[リエ解析

　入出力間の関係を表現するモデルとしての線
`システムを説明し、フーリエ変換にもとつく
?g数領域における解析法を説明する。とくに
pワースペクトル、クロススペクトル周波数応
嚏ﾖ数、インパルス応答関数などの諸概念を導
?ｷる。

同　上

5 スペクトルの推定

　具体例を用いながらスペクトル推定上の問題
_を示す。これを解決する方法としてピリオド
Oラム平滑化法を紹介し、その推定値の性質を
ｦす。平滑化法の選定が困難であることを指摘
ｵ、時系列モデル導入の契機とする。

同　上

6
　　　　　　　、

¥測とARモデル

　時間領域に診げる時系列解析の指導理念の役
р�ﾗう「予測」の概念を説明し、予測を実現
ｷる手段としての自己回帰モデル（ARモデル）
�ｱ入する。ARモデルのあてはめに関連して、
¥測誤差、：最小2乗法、ユーールウォーカー法に

ﾂいて説明する。

石　黒　真木夫

i統計数理研究所

@　　　助教授）

7 ARMAモデルと
Xペクトル

　ARモデルとパワースペクトルの関係を説明
ｵて、ARモデルでは表現するのが難しいスペ
Nトルを記述する道具として自己回帰移動平均

cfル（ARMAモデル）を導入する。　ARMAモ
fルの特性方程式に関する説明を与え、あては
ﾟ法の解説をする。

同　上
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馬

回 テ　　一・　　マ 内　　　　　　　容 担当講師’
i所属・氏名）

ARモデルの次数を変えると推定スペクトル

8
統計的モデル構成

ﾆAIC

の形が変化することを例としてとりあげ、統計
Iモデル構成と選択の問題を定式化する。これ
��?ｷる手段として．：FPE、　AICを導入し、 石　黒　真木夫

その利用法を説明する。，FPEとAICの関係も
示す。

時系列モデルを統一的に取り扱う方法として
状態空間表現を導入し、状態推定や予測の効率 北　川　源四郎

9 カルマンフィルタ　
的な計算：法であるカルマンフィルター澄よび固

闍�ﾔス4一ザーを説明する。カルマンフィル
（統計数理研究所

ターを用いた尤度の計算法や新しい時系列モデ 助教授）

ルの構成法についても説明する。

実際の確率的現象に澄いてはいくつかの系列
が互いに影響を澄よぼし合っている。予測の問

10 多変量時系列モデル 題を例にとりながら、多変量ARモデルの必要
ｫを説明する。多変量ARモデルを導入し、そ

同　上

の推定法を説明する。また、応用として、クロ

ススペクトルの推定法などを示す。

フィードバンクシステムの特性の解析には時
系列モデルの利用が不可欠である。ノイズ寄与

11
フィードバックシ
Xテムの解析．

率の概念を導入し、多変量ARモデルを利用し
ｽノイズ寄与率の推定法を説明する。またノィ

同　上．

ズ寄与率によるシステムの解析例を示し、シス
テムの制御の可能性を検討する。

多変量ARモデルから制御システムの状態空
間表現を導く。次に最適制御理論にもとづいて

12 統計的　制　御
最適制御方式を決定する。この時系列モデルに

薰ﾃく統計的制御の方法によ軌今まで数値的 同　上

制御が困難であったシステムでも制御が可能と
なることを具体例を用いながら示す。

非定常時系列の典型的な例として経済時系列

13
ベイ　ズモデル
[一�闖夋cfルー

をとりあげ、ベイズモデルによる季節調整法を
燒ｾする。この他にベイズ型の手法を応用した
�ﾍ法の例として、地球潮汐データ解析コホー 石　黒　真木夫、

ト分析などが開発されていることも紹介する。

従来の時系列論は主として線形モデルを中心
に発展されてきたが．実際にはこれらのモデル

14 非線形モデル
では取り扱えない現象がある。ここでは典型的
ﾈ非線形現象を具体例によって示し、それらを 尾　崎　　　統

解析するための非線形モデルを導入しデータに
もとつく同定法を紹介する。

地震、様々なシステムの故障発生、などにみ
られる突発的な事象の時系列を表現する点過程

15 点過程モデル
モデルについて解説する。基本概念となる条件
tき危険度について説明し、これに基づくシミ 尾　形　良　彦

ユレーション法や点過程モデルの実用例を示す。
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　　　　＝物理科学史＝（R）

〔主任講師：村上陽一郎（東京大学教授）〕

全体のねらい

　物理学の史的な展開を、力学的分野に絞りながら、概観することによって、近代科学の中心的な柱

となった物理学の特徴を理解し、併せて、西欧の歴史的な流れについても、はっきりした見透しを与

える一助とする。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

科学史ということばがともすれば与えがちな

1
科学史とは
@どういう学問か

進歩史観を批判し、あり得べき新しい科学史の

`態をく全体論的アプローチ〉という概念を使

ﾁて、可能なかぎり提案する。

村　上　陽一郎

i東京大学教授）

　従来のヨーロッパの時代区分である古代、中　　　　　　　　’

｢、近代という概念の問題点を指摘し、学問史、

2 歴史の流れの概観 知識追究の歴史として、さらに西欧中心主義を 同　上

脱却した史観を考える。

ギリシア時代の天文学を、プトレマイオスの
、

3
ギリシア・ローマ
ﾌ宇宙観の意味

『アルマゲスト』を中心に考える。太陽中心説

煢ﾂ能的には考慮されていたこと、またそれが

ﾈぜ捨てられたかを示す。

同　上

ギリシアの運動論の主流であるアリストテレ

4
アリストテレス的
^動学とその展開

スの考え方を紹介する。また、それを受け継い

ｾビザンソの運動論として、ピロポノスの重要

?zも明確にしておく。

同　上

ヨーロッパが、ギリシア・ローマの学問を手

5
後期中世から

@　ルネサンスへ

に入れるに：当たって迎えた重要な二つの節目、

P2世紀ルネッサンスとルネッサンスに触れ、そ

ﾌ特徴、その違いを明らかにする。
同上

コペルニクスからケプラーへの太陽中心説の

6

　　　　　　　、
Rペルニクス革命
ﾆケプラー

内容を紹介することを通じて、それが、ルネッ

Tンス的思想状況とどのように結びつき、影響

��ｯていたかを確認しておぐ。，

同　一上

ガリレオの生涯を振り返りながら、彼の仕事

の自然学上の新しさ、古さ、そして力学の形成

7
ガリレオの
@　　たどった道

史において果したその役割を、当時の全体的状

ｵと照合しながら探る。
同上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

慣性原理のデカルト、万有引力と運動法則の

8
デカルトから

@　ニュートンへ

ニュートンの、単にそれら法則の発見者として

ﾅはなく、当時の時代状況との関連のなかでの 村　上　陽一郎
はっきりしたイメージを描く。

ニュー gンとデカルトの宇宙像の比較を行い

ながら、その両者から、次第に神の概念が脱け
9 聖俗革命への道 落ちて　き、今日の科学技術の原型が姿を現し 同　上

てくる過程をとらえる。

デカルトのプログラムとして後代に残された

10
機械論的力学三世．

E像への成立

ものの本質を、機械論として規定し、それがど

ﾌように世界像として定着するかを探り、また

ｻれへの反動の有様を描く。
同　上

19世紀に初めて成立した「科学」あるいは

「科学技術」の概念の出目を探ると同時に、20

11 19世紀科学の動向 世紀初頭に澄げる力学上の大変革を何が準備し 同　上
いたか、という点を考える。

相対性理論と量子力学の成立という、20世紀

12
現代物理学の
@　　　　　二局面

初頭の力学上の大変革の本質に簡単に触れ、そ

黷ｪ古典力学とどのように違うか、というとこ

?ﾉも、焦点を当てる。
同　上

19世紀に始まった科学の制度化のなかで、物

理学的科学がどのような位置にあり、どのよう
1＄ 現代科学の位相 な問題点があるか、という点を、アクチュアル 同　上

な視点から、多少批判的に饒める。
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放送大学放送番組回数と印刷教材三章との対応一覧

章 小　　　見　　　出　　　し 放　送

1一科学史とはどういう 1．科学という概念の多義性 第1回
学問か 2．啓蒙主義的歴史観の克服 第2回

2一歴史の流れの概観 1．時代区分はどうあるべきか 第3回
2．新しい時代区分 第4回

3一ギリシア・ローマの 1．天体現象

第5回
宇宙観の意味 2　ギリシア的記述様式

第6回
3　太陽中心説の否定

4一アリストテレス的運 1。アリストテレスの運動論 第7回
動学とその展開 2．中世の自然学 第8回

5一後期中世からルネサ 1．12世紀ルネッサンスの結果 第9回
ンス〈、 a　ルネッサンス期の変動 第10回

3．プラトン主義の復興 馬革回

6一コペルニクス革命と 1．コペルニクス革：命 第雪2回

ケプラー 2．ブルーノと無限宇宙 第で3回

3．ケプラー的世界像 第14回

7一ガリレオのたどった 1．ガリレオの生涯 毎週5回

道 2．ガリレオの運動論 第16回

8一デカルトからニュー 第17回
1．デカルトの立：場

トンへ 第｛8回
2．ニュートンとその運動学

第19回

9一聖俗革：命への道 1．ニュートンとデカルトの宇宙観 第20回

a　知識の世俗化 第21回

10一機械論半払学的世界 1．　デカルトのプログラム 第22回

像の成立 2．物理学こそ科学の王道か 第23回

3．ロマン主義的反動 第24回

11－19世紀科学の動向 1．科学と技術の融合 第25回

2　光の問題 第26回

　　　　　　　、P2一現代物理学の二局面 1．相対論力学の誕生 第27回

2．量子力学の誕生 第28回

13一現代科学の位相 1．科学の制度化の巨大化
第29回

2　科学への疑義
第30回

3．新しい物理学の可能性

一669一



　　　＝現代物理学1＝（R）
〔主任講師：江沢　洋（学習院大学教授）〕

全体のねらい

　物理学2α世紀めはじめの3α年間に大きく変った。それまでの、ニュートンの力学とマクスウェル

の電磁気学を二本の大黒柱とした古典物理学が、相対性理論と量子力学に席をゆずったのである。こ

の講義では、その必然性をしらべ、変革の深さを測って、現在の物理学の動きを見定めたい。探究は

依然つづいているのだから。

回， テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名う

1 力学的世界観

　古典物理学の二本の大黒柱の一方をなしたニ

?[
gン力学の構造を復習する。それは、二二条件と力の法則、運動方程式の三つ組を骨として未来を決定論的に：予言する。一時は、これによって宇宙の万象を運動に還元して捉えきるこ

ﾆができるとさえ思われたのだが？

江沢　　　洋
i学習院大学教授）

2 電磁場　と　光

　第1回に引きつづき、古典物理学のもう一方の大黒柱であったマクスウェルの電磁気学の構造を復習する。ここでは、力学の主役であった

､子にかわって「場」が登場するが、初期条件
ﾆ運動方程式から未来を決定するという論理は
ﾏらない。光も場の伝播である。

同　上

3

　　　　　ノ

椛ﾎ性理論（1）

　光が伝わるのは、電場の変動が磁場を生み、その磁場の変動が電場を生み……という連鎖に：よる、でも、光と並んで光の速さで走ったら、光は変動のない静止した電磁場に：見えるだろう。いや、それはあり得ない。アインシュタインはこの疑問を追及して相対性理論に到達した。

同　上

4 相対性理論（2）

　光の本性の追及から時間と空間の概念の根本的な再検討が必要に：なり、相対性理論が生みだされた。それは同時にマクスウェルの電磁場の

@則に潜んでいた美しい対称性をあらわにする
ｱとであり、それを力学に：も及ぼすとニュートンの法則を変革することにもなった。

同　上

5 原子論の発展二 同　上

6 電子とその役割

　物質の普遍的な構戒要素として最初に発見さ

黷ｽ微粒子は電子である。もちろん、極微の粒
qが直接に見えたわけではない、粒子と仮定し
ﾍ学と電磁気学で予想を立てて実験した結果が
?ｵて予想と違わなかったのだ。その延長線上
ﾅ物質の熱的・光学的性質も解明できそうで？

同　上

7
放射能の発見と原

q核

　放射能の新しさは3つある：不変と信じられてきた元素の壊変を伴う、真空放電や化学反応に比べエネルギーが桁違いに高い、偶然事象だ。放射能のもたらす高エネルギー粒子と物質の相互作用の研究が原子核の発見に結実したが、こ

黷ﾍ原子が安定に存在し得ないことを意味した。

同　上
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回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

物質が光を放出したり吸収したりする現象に
澄いても古典物理学は窮地に追いこまれていた。
プランクは熱した物体のだす光の色の問題で光

8 量子の発　見 はエネルギーの定まった塊であると考えざるを 江　沢　　　洋
得なくなり、マクスウェル理論との折り合いに
悩んだ。光は粒子なのだろうか？

原子や分子の内部に入るとニュートンの力学
は破綻する。その世界の基本法則として1926

9 量子力学の世界
年に量：子力学が発見された。ここでは電子はと
ﾑとびのエネルギーしかとれないが、しかし状

同　上

態を連続的に変える。この不連続と連続の矛盾
を止揚するのが重ね合わせの原理である。

重ね合わせの原理の一つの数学的表現が物質
の波動性である。波はさまざまの形をとり得る

10 量子力学の＝構造
が、原子のとびとびのエネルギーは定常波に対
桙ｷる。そして、初期条件に応じたそれらの重 同上
ね合わせが実験し、重ね合わせの位相が時間と　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　か

ともに連続的・因果的に変化してゆく。

電子は、状態変化こそ波動で表現されるが、

11

量子力学的観測と

Aインシュタイン

個々に観測すれば粒子として立ち現われる。そ
ﾌ集積は、しかし、状態変化の波動性を反映し
ﾄ干渉や回折の模様を示す。こうした波動と粒

同　上

のパラダイス 子の二重性を媒介するのが確率解釈である。そ
の含意を追うと奇妙なパラドクスに出合う。

原子構造の探究への準備、角運動量とは、太

12
角運動量の量子力

w

陽系の惑星の運動で基本的だったケプラーの法
･に現われる面積速度に相当する◎源：子ひ小さ
ﾈ太陽系なので、そこで惑星に当る電子の運動

同　上

を調べてゆく上で角運動量が基本的に重要であ
る。量子力学でも、このことに変りはない。

量子力学によって、原子の構造は歯車仕掛け
の機械などと同じように精密に計算できるよう

13 原子の　構　造
になり、周期律をはじめとして諸性質の謎が解
ｯた。原子たちが互いに結合して分子を作る仕

同　上

組みもわかり、化学は物理学の翼下に入った。
いまや分子の設計も可能である。

電子と原子核が多数あつまった系の物理的な
、 振舞いも量子力学で計算し予言することができ

14
エネルギー準位と
ｨ質の性質

る。そのとき、系のエネルギー準位は一般に極
ﾟて密に並ぶが、ところどころに隙間ができる
ｱとがある。こうした準位の並び方と、その上

同　上

への電子の分布のしかたで物質の特性がきまる。

原子・分子・固体の構造を解明した量子力学
も原子核の内部には適用できないのではないか

15 素　　粒　　　子
と疑われた時期がある。ての　も中性子の発見
ﾆ中性微子の仮説で解けた、湯川秀樹は原子核

同　上

をひとかたまりに：結び合わせている力の特質か
ら新粒子②存在を予言し素粒子論の扉を開いた。
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　　＝現代物理学r【＝（TV）

〔主任講師：江沢　洋（学習院大学教授）〕

全体のねらい

　現代物理学1で得た量子力学的世界に：対する理解を、実験などヴィジュアル左題材を通して一層ふ

かめる・三舞端の研究をしている研究室を訪問して“現代紬に触れるようにしたい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 結　　　　　　晶

物資は粒子の集まりだという認識が現代物理

wの出発点である。それらの粒子は、原子なら

ｼ径にして百億分の一メートル、原子核ならそ

ﾌ＋万分の一、そんなに小さい粒子たちのこと

ｪどうしてわかったのか？　雪の結晶からはじ

ﾟて考えを進めてみよう。

江沢　　　洋
i学習院大学教授）

2 電子と原子核の発見

　電子も原子核竜、机の上にのる小さな手づく

閧ﾌ実験装置で発見された。しかも古典物理学

�?竄ﾂづて！　どんな実験とどんな論理がつ

ｩわれたのか振りかえって、これからの勉強の

ｫ場を固めよう。

同　上

3 光の本性（1）

　光は波であるといわれ、また粒子であるとい

墲黷ﾄ、歴史上に争いが続いてきた。それを現

繧ﾌ眼で見たらどうなるか？　実験をしながら

lえる。まず、光の波動性から、それは何を意

｡するか？　証拠は？

同　上

4 光の本性（2）

　光には、もう一つの顔がある。粒子性である。それは何を意味するのか？　どうずれば、その

轤ﾍ見られるのか？　粒子の顔をもち左がら波

ｮとしても立ち現われて干渉や回折を示すとい

､ことが、どうして可能なのか？　現代の技術

ﾅその実態をあばく。

同　上

5
電子に見る粒子性
ﾆ波動性

　電子も、しかるべく舞台を設定すれば波のよ

､な振舞いを見せてくれる。では、そのとき粒

qらしさはなくなってしまうのか？　最近、技

gがつくれるようになったので、それを利用し
ﾄ美事な実験を診目に：かける。

伺　上

6 量子力学の発見

　電子の、そして極微の世界の他の粒子に：ついても、粒子性と波動性をひとつかみに統一して捉えるのが量子力学である。これが、原子や分子の内部ではニュートンの力学にとって代るのだ。しかし、まったく縁が切れるわけではなく、ニュートン力学も新力学発見への道案内に：なる。

同　上

7
量子力学的な運動
ﾆは

　原子のなかでの電子の様子を表わすと称して

_のような絵がよく描いてあるが、少しも電子

ｪ運動しているように見えない。量子力学の世

Eにも運動があらわになる現象もある。この世
Eのいろいうの運動をコンピューター・アニメーションでお目にかけよう。

同　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
定常状態とエネル
Mーの不連続性

　電子力学的粒子の運動を波動で表わすと、限

轤黷ｽ空間に閉じこめられた運動は特定のとび

ﾆびのエネルギー値しかとれないことが導かれ

驕Bこの命題こそ、原子が光を特定の波長での

ﾝ出す理由であり、原子の安定性と個性の根元

ﾅある。この重要な命題はどう導かれるのか？

江　沢　　　洋

9 原　子　と　分子

　原子の構造と化学結合の仕組みを明らかにし

ｽことは量子力学の大きな成果の一つである。

ｴ子や分子のなかをX線や電子線で見るという

ﾌは、どうすることか、そこに見える姿は何を

墲黷墲黷ﾉ語るか。

同　上

10 温度と　物性

　温度というものは、原子の世界のざわめきの

w標である。温度を下げてゆきながら原子たち

ﾌざわめきの変化を聴いてみよう。そのとき電

C抵抗などの物性はどう変ってゆくか？　極低

ｷに達すると電気抵抗がストンと0になる。こ
黷ﾍ超伝導状態への相転移である。

＼　同　上

11 固定の中の電子

　現代のエレクトロミクスは半導体の量子力学

Iな特質をフルに利用している。特に、強い電

黷�ｩけてその表面に電子たちを押しつけた系

iMOS素子）は、電子の密度を人が意のままに
ｧ御することのできる理想的な「実験室」であ

驕Bその基礎物理から応用まで。

同　上

12 極　　　低　　　温

　極低温で液体ヘリウムが相転移を吾こし粘性

�ｸなう現象。そのとき、流体の常識に反する

ｳまざまの振舞が見られる。これらも、しかし、

ｿゃんと量子力学の法則にしたがい、起るべく

ｵて起っていることなのである。そうわかるま

ﾅには何十年もかかったが。

同　上

13 相　　　転　　　移

　固定や液体は、温度をゆっくり変えてゆくと

ﾌ積や電気伝導度などの性質がなだらかに：変化

ｷる。しかし、水が氷になるときのように、特

ﾊの温度では性質がガラッと変わる。これが相

]移である。そのとき原子の世界では何が起っ

ﾄいるのか？　アニメーションを混えて。

同　上

14 高エネルギー物理（1）

　素粒子の内部構造や相互作用を研究するには、

ｻれらを高いエネルギーで衝突させて反応を見

驕Bエネルギーが高いほど微細な世界が見える
ﾆいうのが物資の波動性の帰結である。そのた　　駐

ﾟ年々、加速器が巨大化する。最近完成した電

qと陽電子の衝突型大加速器を見る。

同　上

15 高エネルギー物理（2）

　物質の究極的構成要素の研究はどこまで進ん

ｾか。これから何を問題提起し、どう自然に迫

ﾁてゆくか、新しい加速器による実験の出発の

ﾆきに、歴史的展望に立つ研究の抱負をきく。
同　上
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　　　＝物質の科学1＝（TV）
〔主任講師：田丸謙二（東京理科大学教授）〕

全体のねらい

　高校で習った気体についてのテーマを原子・分子という微視的立場から見直す。炉

　理想気体の状態方程式やそのはずれとして澄こる諸現象に対して、微視的立場からの説明を与える。

さらに・気体分子の構造や結合澄よび反応について、簡単な量子力学的説明を与える。現在の研究を
紹介し、この分野の研究の最先端を示す。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師遭
i所属・氏名）

空気が気体として認識されてから、どのよう

1

空　　　気　　（1）

C体の巨視的性質

ﾆ粒子モデル

にその実体が明らかにされて来たかの歴史を述べる。気体が原子や分子から形成されていると

｢う概念に到達した実験：的・理論的根拠を明確

ﾉする。理想気体、実在気体と臨界現象につい

近　藤　　　保

i東京大学助教授）

ての関連にもふれる。

気体の巨視的な性質を示す状態方程式が、微
空　　　気　　（2） 視的な性質から気体分子運動論を用いてどのよ

2 気体における分子
うに説明されるかについて述べる。気体粒子間
ﾉ相互作用が存在するとき、理想気体の状態方 同　　　上

運動 程式がどのよう．になるかを示し、臨界現象など

を説明する。

空気の成分分子による発光、吸収スペクトル

空　　　気　　（3） 回折現象などについて述べる。電波天文台によ
って観測された星間分子のスペクトルなどを示

3 気体分子のスペク す。このようなスペクトルを解析することによ 同　　　上

トルと構造
って、どのように分子の構造や内部状態が解明されるかを示す。このような解析の基礎となる

量子力学的な理論を平易に解説する。

空気中で一番重要な燃焼反応について、原子

4

空　　　気　　（4） ・分子の立場から説明する。
土　屋　荘　次

分子衝突と化学反応 （東京大学教授）

環境化学の立場から、光化学スモッグの発生

空　　　気　　（5） に関連した光化学反応の初期過程を考察する。

5 このような反応過程理解の基礎となる簡単な反 同　　　上

化学反応の機構
応理論（あるいはモデル）について、平易に解

烽ｷる。

現在、これら分子の構造や反応の研究はどこ
空　　　気　　（6） まで進んでいるか、最新の話題は何かについて

6 気体分子のレーザ
概観する。レーザー、分子線、質量分析器など

�pいた最新の研究例を紹介し、どのような方

近　藤　　　保

一光化学 向を研究しようとしているか、そのねらいなど （東大助教授）

について述べる。

地球と宇宙における水の存在様式と量につい

水　　　（1） て述べ、次に近代科学の発展とともに水に関す
田　隅　三　生

7 る知識とその利用がどのように進んできたかを

水の特異な性質 概説する。水が特殊な物性をもつ化合物である

ｱとを類縁化合物との対比から明らかにする。
（東京大学教授）
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回 テ　　一　　マ 内一　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

水蒸気、水、氷の状態図とクラウジウス「ク
水　　　（2） ラペイロンの式、蒸気圧降下、沸点上昇、共沸、 田　隅　三　生

8 水分子の構造と水 凝固点降下、寒剤、溶解度、電離、PH、移動
x、当量電導度などについて概説する。 （東京大学教授）

の3相

自由分子としての水分子の分子構造とその決

9

水　　　（3） 定法～氷の結晶構造とその決定法、水分子の電

q構造と双極子モーメント、水素結合の本質に
菅　　　　宏

氷　の　構　造 ついて述べる。重水についてもふれる。 （大阪大学教授）

液体としての水の構造とその研究法について

水　　　（4） 述べ、物性との関連性を考察する。粘性、表面 中　西　浩一郎

10 液体としての水の
張力、単分子膜、ミセル形成、界面活性剤の作

pなどを概説する。 （京都大学教授）

構造

生体物質、とくにタンパク質と生体膜の構造
水　　　（5） と機能が水の存在とどのようにか玉わりあって 野　田　春　彦．

11 生体物質との関わ
いるかを考察する。

り合い
（放送大学教授）

結晶の構造、また結晶をつくっている分子の

食　　　塩　　（1） 構造はどのようにしてわかるかを食塩を例とし 小谷　正博
12 て説明する。波の回折の原．理を学んだあと結晶

結晶：構造をきめる によるX線の回折の実例を見る。 （学習院大学教授）

結晶の中で原子や分子は静止しているわけで

13

食：　　塩　　（2）

e性　と　振動

はない。熱は物質の中で振動としてたくわえら
黷ﾄいるし、また音は物質のなかを波として伝
墲ﾁてゆく。このような振動やまた物体に力を
ﾁえたときに起る弾性変形が原子間の力とどの

同　　　上

ように関係しているかを述べる。

食塩は目に見える光に対しては透明であるが

14

食　　　塩　・（3）

�w　的性質

ある波長の赤外線に対しては強い吸収を示す。

ﾜた食塩の屈折率は波長によって異る．光が物
ｿを通りぬげるときに起るこれらの現象がどの
謔､に物質の構造と結びつけて理解されるかを

同　　　上

解説する。

食塩は化学工業における主要な原料の一つで

食　　　塩　　（4）
ソーダ灰、か性ソーダ、塩素などの無機薬品が

ﾂくられ、ガラス製品、繊維製品、医薬品、な
笛木和　雄

15

ソーダと塩素
どの製造、上水道の減菌など広く利用されてい

驕Bソーダと塩素の製法と利用について説明す
（東京大学教授）

る。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

16

鉄　　　（1）

S獣の王、ライオン

[百金の王、鉄一

1）鉄は諸々の金属の中でも最も重要な位置を
閧ﾟる。の鉄の特徴を合金化、相変態、焼入
ｫ、加工性、集合組織、等で述べる。の鉄と
|の定義。iv）鉄の結晶構造。　V）現代製鉄法の概要、鉄鉱石の還：元による銑鉄の製造と酸素

ｸ錬による鋼の製造法を簡単に述べる。

田　中　智　夫

?關ｻ鉄㈱エン
Wニアリング事
ﾆ部研究開発セ
塔^ー所長

17

鉄　　　（2）

]　　　移　　　論

D鉄の塑性変形挙動と降伏強度、引張強度の
闍`。のクリープ強度、疲労強度の概念。iの
攪_5鍍と実際の材料強度との　離。～）転位
_の概要。転位モデルによるすべり変形。Zrか
獅モ求|Read源、部分転位と交叉すべり、多結晶
ﾌの構造と降伏のメカニズム、等を述べる。

同　　　上

18

鉄　　　（3）

Sの百　面　相

D鉄合金の成り立ち。の状態図の熱力学と
�ﾔ図の読み方。の鉄一炭素2元状態図とそ
ﾌ重要性。｛V）相変態の概要。拡散変態と非拡
U変態、特にマルチンサイト変態の特徴を述べ
驕BrV）連続冷却変態図。　vD各種熱処理法。
魔ﾌ　ミクロ組織と機械的性質の関係。

同　　　上

19

鉄1　（4）

k@能性鉄材料

・合金設計と製造プロセス制御により機能性の

b｢鋼を作ることが出来る。D低温靱性の優
黷ｽ鋼一脆性破壊のメカニズムと低温靱性。
ﾌ形状記憶合金一半弾性マルチンサイトの利
p。の集合組織制御一（111）集合組織によ
髏[絞り用鋼とGoss方向による方向性珪素鋼。

同　　　上

20

炭　　　素　　（1）

_イヤモンドとグラファイト

[混成軌道一

　有機化合物の中心元素である炭素原子の結合
l式をSP3、　SP2、　SP純潔：軌道について説明す

驕Bこれらの結合をもつ典型的な化合物、ダイ

сc塔h、グラファイトの性質、興味ある点を
ﾆりあげる。

　池　本　　　勲

i東京都立大学教授）

21

炭　　　素　　（2）

齦ｪ子内部回転と回転

ﾙ性体一

・炭素一炭素の単結合および2重結合のまわり
ﾌ内部回転について説明し、内部回転ポテンシ
ャ汲ﾌ形、ポテンシャル障壁の高さと回転異性
ﾌ、幾何異性体の存在との関係を明らかにする。

ｽ状分子、合成および天然高分子、生体高分子
ﾌ分子構造との関連にもふれる。

田　隅　三　生

22

炭　　　素　　（3）

L機化合物の多様性

　有機化合物の主な骨格は炭素と水素からでき

ﾄいるが、これに、酸素、窒素、硫黄、リンな
ﾇのいわウるヘテロ原子が加わることにより、
^に有機化学の特徴である有機化合物の多種多
l性が実現できることを、原子団、官能基など
ﾌ概念によって系統的に説明する。

　武　井　　　尚

i東京工i瓢学莇教授）

23

炭　　　素　　（4）

�w活性体の有機

ｻ学

　右手型と左手型という、立体的・空間的な分

q構造の差異によって生ずる光学異性体の世界
�A糖、アミノ酸、抗性物質など身近な例から
闕ﾞをとりあげて解説する。あわせて、分子模
^の使い方、絶対配置の表示法、光学活性体の
?阨福ﾈどについても解説する。

野平　博　之

i埼玉大学教授）
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

炭　　　素　　（5） 炭水化物、タンパク質、アミノ酸、脂質．核

生態を構成する有 酸など、生物体を構成する主要物質の構造とそ
畑　　　辻　明

24 機化合物 の役割を明らかにし、これらの物質に対する有

一生命現象を荷なう 機化学的な研究方法と、その成果および生命化 （東京工業大学教授）

核酸について 学における今後の役割について展望する。

有機化学は、生命の合成能力に対する畏敬・

25

炭　　　素　　（6＞

ｪ　子を　彫　る
あこがれ・挑戦というような気持が入り混って
ｭ展してきたが、近年において、独自の合成手

向　山　光　昭

一有機化合物の合成

@と反応

法の発展も著しい。多種多様な有機化合物をい
ｩに自在に合成できるようになったか、その最 （東京大学教授）

新の手法と考え方を解説する。

繊維、プラスチック、ゴム等日常生活に欠か

高　分　　子　（1） せない材料として数多くの合成高分子物質が使
井上　祥　平

26 われている。一方、核酸、タンパク質、多糖は

高分子の特徴
生物にとって必須の高分子物質である。これら
ﾌ用途、機能にとって高分子であることはどん一

（東京大学教授）

な意義があるのかを考える。

高分子物質の性質の特徴の一つは、熱的性質、

27
高　分　　子　（2） 力学的性質、電気的性質：などの物理的性質にあ

閨Aこれが用途の＝基礎ともなっている。ここで 同　　　上

高分子の＝構造と性質
はこれらの性質が高分子化合物の分子構造、お
謔ﾑ分子の集合体の構造とどのように関連して
いるかを考える。

高分子化合物はどのようにして合成するか、

28
高　　分　　子　（3） その分子の大きさはどのような要因で決まるか、

ｪ子の構造を制御するにはどんな方法があるか 同　　　上

高分子をつくる
を考える。また実際の高分子材料をつくるに当
ｽって、フィルムや糸はどんな方法で成型・加
関するかについても触れる。

高分子の化学反応によってまったく新しい高

29

高　分　子　（4）　　　、

uｪ子の反応

分子をつくり出したり、部分的反応によって性
ｿを変化させた’りすることがでぎる。ここでは

uｪ子の化学反応の特徴とその応用について考
ｦる。物理的性質の特徴と化学反応性を組合せ

井　上祥　平

た機能性高分子の例にも触れる。

1．表面の特徴　　　　　5．表面原子の動き
、

30 表面の科学
2．表面の調べ方　　　　6．表面の修飾

R．化学吸着と触媒作用　7．触媒反応の速度
田　丸　謙　二

4．表面の特性　　　　　8．触媒の通電性
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　　　　　　　　　　　　＝物質の科学H＝（TV）

　　　　　　　　　　　　　　一ミクロからみた物質一

　　　　　　　　　　　〔主任講師£上村　洗（東京大学教授）〕

全体のねらい

　物質の示す様々な巨視的性質をミクロの法則で如何に解明できるかを、量子論の初歩的な段階から出

発して、分り易く講義する。

回 テ　　　一・　　マ 内、　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1

物質の構成要素

@　　　　一　原子

　物質の構成要素である原子の電子状態につい
ﾄ、最も簡単な原子である水素原子を例にとっ
ﾄ、そのミクロな特徴を説明する。特にミクロ
ﾈ世界を支配する量子力学の復習に力点をおく。
ｽ電子原子の状態を取扱う方法に：ついて述べる。

上　村　　　洗

i東京大学教授）

2 原子から分子へ

　これを基にして原子の周期律表を統一的に説
ｾする。自然界には、原子が単独として存在す
驍謔閧ﾍ、分子あるいはその凝集体として存在
ｷるものが多い。なぜ分子ができるのか原因を、
ﾅも簡単な水素分子を例にとって説明する。

同　　　上

3 原子から結晶へ

　日常我々が対象とする物質の多くは結晶状に

ﾈっている。結晶内では原子は規則正しく配列
ｵている。ここではこの結晶の特徴について、
P次元格子を例にとって、並遊対称性、エネル
Mーバンド等の重要な概念を説明する。

中　尾憲　司

i筑波大学助教授）

4 結晶の中の電子

　結晶中の電子のエネルギーバンド構造を、殆

�ﾇ自由な電子の近似で議論し、その特徴を説
ｾする。バンド構造による金属と絶縁体のちが・
｢を明らかにする。

同　　　上

5
化学結合と結晶の

ｪ類

　まず金属の電子比熱や電気伝導を自由電子モ

fルで説明する。次に原子が集合して結晶を作
驍ﾆきの結合の仕方について説明する。

上村　　　洗

?@尾　憲　司

6 半　　　導　　　体

　代表的な半導体のシリコン、GaAs、　CdS等
ﾌエネルギーバンドの特徴を概観する。特にエ
lルギーギャップと有効質量の重要性、不純物
ﾌ導入による浅い不純物：準位の存在を指摘して、

竕書ﾌとのちがいを説明する。

中　尾　憲　司

7 固体の伝導現象

　電気伝導とホール効果について説明する。次
ﾉ金属と半導体の伝導現象について、その特徴
ﾌちがいを議論する。

川　路　紳　治

i学習院大学教授）
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講廓
i所属・氏名）

固体の光に対する性質のいくつかを考察する。

特に、金属についてはなぜ光沢があるか、半導 国府田　隆　夫

8 光に対する性質 体と絶縁体についてはなぜ透明か、これに関連

した基礎吸収と励起子吸収に関して説明する。

@　　　　　　　　　　　　　1

（東京大学教授）

pn接合の：構造と整流特性を説明し、これを

利用したトランジスタ作用を解説する。

9 半導体素子の基礎 川　路　紳　治

巨視的な物質は、反磁性体、常磁性体、強磁

10 磁性　体　と　は

性体である。これらの磁性をになうものは、そ
ﾌ構成要素である電子の磁気モーメントである。
錘挙I：な物質に磁場を加えると、どのようにし

近　　　桂一郎

て磁化が発生するかを、ミクロなメカニズムに （早稲田大学教授）

立って説明する。

強磁性体、反強磁性体では、ミクロな磁気モー

メントが自発的に整列した秩序状態ができ上って

11 磁性のミクロな起源 いる。このことを示す実験事実を紹介する。さら 同　　　．上

に、モーメントの整列をひき起す力の原因につい

て説明し、特に種々の強磁性物質を紹介する。

ルビー、サファイア等の宝石はなぜ美しい色

を示すか、鉄族イオンを含む常磁性体を例にと

12 磁　性体　と　光 って、その光物性の特徴を説明する。さらに、 同　　　上

光磁気記録への応用について説明する。

量与効果の最も目ざましい巨視的発現である

超伝導の本質をできるかぎり平易に解説する。 小　林俊一
13 超　　　伝　　　導

‘

（東京大学教授）

固体の表面は結晶内部とは異なる原子構造を

とっている。いくつかの特徴的な例を示し、そ 塚　田　　　捷

14 固体の表面＝構造 の原因について考える。表面に特有な秩序状態

や、表面上の原子の振動や拡散についても紹介 （東京大学助教授）

する。

表面の電子状態は、表面で澄こるいろいろな

15
固体表面に：おける

現象を理解するかぎである。表面にとらえられ

ｽ電子の状態、仕事関数のなりたち、化学吸着 同　　　上
電子．

のメカニズムについて述べる。さらに表面の励起

機構や、電子分光法の原理について説明する。
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＝　物　質　の　科　学　皿 （R）

〔主任講師　野田春彦（放送大学教授）〕

全体のねらい

　我々の見る物質は100種に足りない元素の組み合わせであるが、ほとんど無限ともいえる種類のも

のが発見され、それについての研究が進んでいる。古くから知られている物質の性質について新しい

理解ができることもある。これらをできるだけ広範囲に取り入れて、それを基礎的な理解につなげよ

うというのがこの科目の狙いである。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

結晶の成長と無事に対する外界の条件の影響

1 結晶　の成　長

を説明する。天然に存在する雪の結晶や、地殼
烽ﾌ岩石の結晶から、人工で合成される結晶ま
ﾅの例を挙げて説明する。

砂川　・一　郎

i東京大学教授）

1．はじめに

2．ヘテロ構造と選択ドーピング 覧　見　博義
2 半導体超格子 3．：量子井戸と半導体レーザー

S．共鳴トンネル効果とその応角 （晃錨羨鐙
5．まとめ

蒸着技術の進歩によって膜の厚さを原子層の

3 金属多層　膜

単位で制御した薄膜ができるようになった。2
嵭ﾞの金属元素を交互に積層した人工的多層膜
ﾌ物性がどのような点で興味深いかを述べ、な
ｺ新物質として注目されているかを説明する。

新庄輝　也

i京都大学教授）

規則的な格子配列をもたないアモルファス材

4 アモルファス半導体■

料が新素材として注目されている。アモルファ

X材料が結晶材料とどう異り、どういう特徴を
Lするか。応用上どういうことが期待されるか
�Aアモルファス半導体を中心にして具体的に

　丸　山　瑛　一一

i日立基礎研究所長）

説明する。

理想化された鎖状高分子が自由にとるランダ

5
高分子鎖の形態と

ムコイル形態、実在の高分子鎖が溶液中、メル
g中で理想鎖の形態からどのようにはつれた形

永　沢　　　満

物性 態をとるかを説明する。そのような高分子の統
v的形態、ならびに鎖の屈曲性と高分子物性と

（豊田工業大学教授）

の関係についても説明する。

生物体の強度を保持する材料は多く繊維状で

6 繊維生体高分子

ある。繊維の材料となる分子の化学的および物

搏I性質、遺伝情報との関係、繊維の集合方式
ﾈどを解説する。

野　田　春　彦

（放送大学教授）

酵素など生物体内で機能を発揮する分子の機

生体高分　子
能と構造の関係、そのような構造の形成の原理、

ﾈどに対する研究の現状を解説する。X線解析
7

（粒状分子）
によって明らかにされた構造の実例を示す。 同　　　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

プラスチック、繊維等の構造形成を主機能と
する高分子の他に、化学的機能、電気的機能な 井上　祥平

8 機能性高分子
どを主機能とする機能性高分子に最近関心が集
ﾜっている。イオン交換樹脂、感光性樹脂、気
ﾌ分離膜、導電性高分子、圧電性高分子など幾

（東京大学教授）

ノ

つかの例を挙げて説明する。　1．

まずコロイドを分類する。（1）ではその一つミ

セルコロイドに関する現象と応用について述べ 北原　文　雄ジ

9 コロイ　ド　　①
る。すなわち、界面物性（吸着、ぬれ）と界面
?ｫ剤の関係、つぎに界面活性剤の溶液物性と
ｵてのミセルの生成と物性、またミセルの機能

（東京理科大学常務理事）

についてもふれる。

ここでは粒子コロイドについて述べる。その
特性としての分散、凝集9）基礎となる界面電気

10 コロイ　ド　　（2）
現象について説明する。ついで、電気二重層と
ｱ子間力によるコロイド分散、凝集の理論と応

同　　　上

用について述べ、さらに高分子に：よる分散、凝

集についても簡単にふれる。

界面膜と独立膜、特に脂質膜の安定性、単分
子膜の保護作用や生体膜の二分子膜構造につい 中　垣　正　幸

11 膜
て述べる。また膜の機能、特に膜透過性につい
ﾄ述べ、その応用として逆浸透膜、限外濾過膜、 （京都大学教授）
透析膜、イオン交換膜、気体分離膜、膜センサ
一などにも言及する。’

1．骨格構造 高　石　哲　男

12 ゼ　オ　ラ　イ　　ト

2．分子節作用とガス吸着

R．イオン交換性

S．触媒作用

（土橋瀟科学大士）　堤　　　和　男

i＝豊橋技術科学大学教　　　　　　授）

1．セラミックスの進歩

2．セラミックスの種類 沢　岡　　　昭

13 セ　ラ　ミ　ツ　ク　ズ 3．セラミックスの強さともろさ

4．　セラミックスをつくる （東京工業大学教授）

5．セラミヅクスの微細構造と高温強さ

煙やコロイド粒子は粒径が1μm以下であり、
、 より大きな粒子とは違った性質を示す。日本で 上　田　良二

14 超　微　粒　子
はそのような粒子を超微粒子と呼んで研究と開
ｭが進められている。学問的にも興味があるが、

Zラミックス、触媒、広義の塗装などへの応用
（名城大学容員教授）

が重用である。

1．蛋白質と核酸

2．遺伝子DNAの構造と遺伝卵白 三　浦　謹一郎

15 情報生体高分子 3．遺伝情報の発現

4。遺伝子操作 （東京大学教授）

5．蛋白質工学
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　　　　＝二生命科学史・＝（R）

〔主任講師；筑波常治（早稲田大学助教授）〕

全体のねらい

　全体を3・部にわけ、L～9，回を「生命科学史の基本知識」として、科学の歴史をどうみるべきか、総

論的に解説する。1．α～1．9．回は「生命科学史の個別み野」とし、いくつかの話題をえらんで各論的に

生物学の流れを文化的に展望する。2．0．～3、α回は「生命科学史の担い手たち」ということで、生物学史

上の人物列伝をあつかい、個人を研究に：かりたてる情熱の源泉をさぐりい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 科学史の見方

　科学の歴史を学ぶとき、まず時代による常識

ﾌちがいを理解してほしい。過去の業績を評価

ｷるには、学説そのものよりも、そこえ到達す
驍ﾜでめ過程が大切である。

　筑　波　常　治

i早稲田大学助教授）

@対　談　相手
@坪　郷佳　子

2 生物学の思想と方法

　現代科学は生命の動きを、化学現象としてと

轤ｦる。また研究の手段として、数字と数式を

ｽく使用する。これらの先駆的な例を紹介する。 同　上

3 博物誌と生命論

　生物学に：は、ふたつの源泉がある。身のまわ

閧ﾌ多種：多様な生物たちへの関心と、生命の正

ﾌをつかもうとするあくなき探求と。それぞれ

ﾉ由来する生物学の現状を考える

同　上

4

　　　　■

ｶ物学とキリスト教

　ヨーロッペで成立した科学には、キリスト教

ﾌ思想的影響が認められる。生物学も例外では

ﾈい。うわべの対立を超えて、両者をつなぐ底

ｬに注目したい。

同　上

5 探検が開いた世界

　探検によって、未知の新世界が開かれた。そ

黷ﾆともに新しい生物が数多く知られだした。

ｱれらの知識が、生物学という学問を、新たに：

ﾂくりなおす動機となった。

同　上

6 丁丁鏡が開いた世界

　未知の世界は、遠方だけにあったのではない。

ｰ微鏡の発明で、身近にある新世界の探検がは

ｶまった。肉眼で見えない微細な対象が、生物

wの重要な研究課題になった。

同　上

7 医学と生物学

　医学と生物学の歴史には、深い因縁が存在す

驕B病苦からの解放をめざす努力が、生物に関

ｷる多くの新知識を生んだ。両者の関係を、具

ﾌ的な例にそって説明する。

同　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師、
i所属・氏名）

8
農業に：論ける生物
@　　　　　　（1）

農農業をつうじて、人間と生物は密接に関係し

ﾂづげた。有史以前の人類が、どのような方法

ﾅ、作物や家　つくりあげたのか。現代科学に

謔髏?閧�燒ｾする。

筑　波常　治

ﾎ　談　相　手

ﾘ　郷　佳　子

9
農業における生物
@　　　　　　（H）

　農業には、自然を尊重する部分と、自然に違

ｽする部分とがあり、この組み合わせが、農業

ﾌ成否を決める。後者の側面として、雑草や害

氏E病原体の問題などがある。

同　上

10 生命観の変遷（1）

　生命とは何か。入間にとって最大の関心事の

ﾐとつである。むかしは息を生命とみなし、「生

C論」という思想がおこった。その内容と影響

�燒ｾする。

同　上

11 生命観の変遷（H）

　近代ヨーロツペで生気論に：かわり、新たに職

B論」’が登場した。生物と機械を基本的に同じ

ﾆみなす思想で、自動機械の発明がこの成立を

､ながした。

同　上

12 生命観の変遷（皿）

　機械論が有力化すると、その影響は各方面に

氓謔ﾑ、意識するか否かにかかわりなく、現代．

lの生活を支配しはじめた。他方ではこれに反

ｭして、「全体論」という第三の思想も澄こっ

ｽ。

同　上

13
分類学と理想と現実
@　　　　　　（1）

　分類とは生物の異同を何にもとついて分ける

ｩという、基準の発見にほかならない。それは

l間本位の実用的分類からはじまり、やがて自

R本位の客観的基準の探求へとすすんだ。

同　上

下 分類学の理想と現実
@　　　　　　（皿：）

　人為分類から自然分類へ、進化論とともに系

摯ｪ類へと、基準の取り方が複雑化していった。

ｻ代分類学をささえる思想はあまりに高　とな

閨A実行困難という矛盾に遭遇する。

同　上

15
個体発生の秘密
@　　　　　　（1）

　性と生殖への興味は、生物学をそだてた第三

ﾌ源泉といえよう。しかし生体の深奥で澄こな

墲黶A極微の世界のできごとゆえに、真相は容

ﾕにわからず、空想的な諸説が唱えられた。

同　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

16 個体発生の秘密（【D

　発生研究の歴史には、前成説から後成説へ、

ﾏ察による研究から実験による研究へと、いく

ﾂかの画期的なできごとが冷こった。そして必

R的に遺伝学と結びついた。

筑　波　常　治

i対談相手ﾘ郷佳芙子）

17 進化の思想（1）

　生物の歴史で、功罪両面にわたり、もっとも多方面な影響を与えたのは、進化論である。その登場に至るまでの、前史というべき時代について、まず概観する。

同　上

18 進化の思想（Ir）

　進化論の成立には、自然科学的な原因と、社

?v想的な背景とがあった。両者が合わさって、

P8世紀のフランスで、最初の進化論が登場し

ｽ。そのいきさつを明らかにする。
同　上

19 進化の思想（皿）

　19世紀のイギリスで、進化論は確立された。それを実現させた当時の情勢と、文化一般にひ

?ｭ及ぼした影響について説明する。さらに、

ｻの限界についても。
同　上

20
古代最高の

@　　　　生物学者

　生物学の歴史でまずず登場する重要入物が、｛アリストテレスである。古代中世をつうじて最

mﾅ大といわれる業績を、旧い立った境遇と関

Aさせながら紹介する。
同　上

2エ
博物誌をまとめた

?X　　　（1）

　博物誌はむかし上流階級によって担われた。

ﾃ代ローマはこの分野で、注目にあいたいする。

ﾜた中世期のヨーロッパで、アリストテレス再
ｭ見とともに、生物への関・oが本格化しだした。

同　上

22
博物誌をまとめた

l々　　　（∬）

　博物誌の研究はしだいに発達し、18世紀に

竰ｸをきわめた。そこに至る歴史上の人物とし

ﾄ、ゲスナー、アルドロヴァンディ、ビュフォ

唐ﾈどの活動が重要であった。

同　．上

23
博物誌をまとめた

l々　　　（皿）

　貧困から身をおこしたリンネ、自然観察と文

wを結合させたイギリスの作家たち、・生物学の

蝸ｬと対立したファブルなど、近代から現代に

ｩけての博物誌の動向をさぐる。
同　上
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回 テ　　　一　　　・マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

中世的魔術を信奉するパラケルスス、「ふし 筑　波　常　治

24
異端的な研

@　　研究者たち

ぎなメガネ」をひたすらのぞきつづけたレーウ

Fンフク、そして狂気にみちた人々、だがかれ

轤煢ﾈ学史の重要な担い手であった。
（対談相手ﾘ郷佳芙子）

想像力にたよって進化論を主張したラマスク、

実証精神にもとずきそれを否定したキュビエ。

25 思索と実証の対立 同時代のフランスを代表する生物学者を比較し 同　上

て、科学とは何かを考えたい。

ダーウィンの生涯は、きわめて幸福にみえる。

ところが学説に：は　世的傾向がいちじるしい。

26 不幸が贈った幸運 ダーウィンの人間形成の過程と、学説とのつな 同　上

がりを考察する。

親子の形質の異同すなわち遺伝という現象は、

27
門外漢ゆえの大発

ｩ　　　　く1）

古来の大きな関心事であった。しかしそこに一

閧ﾌ法則が存在することは、生物学の門外漢た

驛＜塔fルにより、はじめて明らかにされた。

同　上

メンデルは気象学を勉強し、物理学者の発想

28
門外漢ゆえの大発

ｩ　　　　（∬）

で生物を扱った。その結果が偉大な発見につう

ｶた。しかし同時代の生物学者からは、容易に

ｻの価値を認められなかった。

　　　　」

ｯ　上

19世紀わ代表する生物学者のひとりバスト

29

自然発生説をめぐ’る攻防　　（1） ウニルは、きわめて多方面な分野に足跡を残し

驍ｪ、その中にぱみごとな一貫性が認められ、

ｯ時に：近代科学の発達過程が示されている。

同　上

同一の実験：で同一の結果を得ても、同一の学

30
自然発生説をめぐ

骰U防　　（H）

説が樹立されるとはかぎらない。バストウール
ﾌ活動を中心に、実験と理論の複：雑な関係を明

轤ｩにしてゆく。

同　上
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＝生命のしくみ1＝・（TV）
〔主任講師：木原弘二（慶応義塾大学教授）〕

全体のねらい

　生物はさまざまな物質からできている。これらの物質の働きによって、生物の活動が支えられて

いる◎この点をいくつかの例によって示し、これらの生体内物質の特徴的な性質と機能を説明し、

生化学の基礎的な内容を紹介する。特別な予備知識は必要ではないが、初歩的な化学の用語を理解

できることが望ましい◎

回 テ　　　一　　　・マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

タンパク質・脂質・糖など、生物をつくり上

げている物質について紹介し、これら有機化合 木　原　弘　二
1 生体に含まれる物質 物の特徴と構造について説明し、とくにタンパ

ク質の構成成分であるアミノ酸をとりあげる。 （慶応義塾大学教授）

生体物質のうち高分子物質であるタンパク質

2
生体内の高分子物

ｿ

核酸、多糖などでは、その3．次元的な形が機能

ﾆ密接に関連している。その形が化学構造によ

ﾁてどう定まるかを、原子の大きさと原子間の

野　田　春彦

i放送大学教授）

結合とから考える。

食物は消化されて、さまざまな化学変化を受

け、身体の成分として利用されたり、エネルギ

3 栄養のとりこみ 一三として分解されたりしている。これらの説 木原　弘　二
明を通して、酸素の働き方を述べる。

身身体の中で起こっている化学変化は、すべて

4
代　　謝
@　遺伝病（1）

　素の作用によって進行しているが、この酵素の欠陥により起こるフェニルケトン　症・ガラ

Nトース血症など遺伝性の病気について紹介す
同　上

る。

酵素の主要成分はタンパク質だが、他にもへ

モグロビンなど、　素ではないタンパク質：が重

5 タンパク質の構造 要な働きをしている。ヘモグロビンの分子が遺 同　上
伝的に異常な二型赤血球貧血症について述べる。

生命活動を遂行するエネルギーの源泉は、酵

素による反応段階を経て、糖や脂質の　化二分

6 呼吸のしくみ 解によって確保され、その中間産物は、他のい 同　上

ろいうな成分の合成の素材として利用されてい
る。

エネルギーはATPの形をとって、細胞内へ
の物質の吸収、いろいろな物質の合成などのほ 丸　山　工　作

7 エネルギーの利用 か筋肉の収縮、神経に感ける惟倖艮伝達など、細

胞のさまざまな活動のために利用されている。 （千葉大学教授）

’

一686一



回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

成長途上の幼い個体では、身体の成分どして

新しくタンパク質を合成しなければならない。
8 タンパク質合成 その反応のしぐみに：ついて述べる。 木原　弘二

身体の各器官は、それぞれの独自の機能を果

しているが、つねに相互の活動状況が個体の維
9 調　　　　　　節 持に都合のよいように調整されている。主とし 同　上

て、タンパク質合成の制御について述べる。

細　が合成する成分には、身体や細　の構造

10
脂　　質
@　遺伝病（2）

に関係した、糖や脂質に属する物質がある。その

ﾌ物質の正常な分解に支障がある遺伝病として、 同　上

粘液多糖類蓄積症を紹介する。

’すべての生物界の物質は、太陽の光のエネル
、

生物界に診ける元
ギーを植物が利用して、二酸化炭素を糖に変え

11
素の循環 る光合成反応に源がある。これを説明し、また 同　上

窒素化合物の利用・分解過程についても述べる。

細胞には、いくつかの構造体が含まれ、それ　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　覧

それ機能を分担しているが、その成分の70％は 長　野　　　敬

12 細　　と細　　膜 水である。水の特別な性質、細胞の膜との関係

を紹介し、改めて細胞の働きに：ついて整理する。 （自治医大教授）

タンパク質の構造を指定しているDNAは、

13
細　の増殖とDNA
ﾌ複製

細胞の分裂とともに：、娘細胞に：同一の分子が均

凾ﾉ伝えられなければならない。DNA分子の 木原　弘二
合成のしくみについて解説する。

最近話題に上ることが多い遺伝子工学の現状

を紹介するとともに、遺伝子をある程度意のま
ユ4 遺・伝子工学 まに組み替えたり、ちりとませたりする技術の 同　上

基礎となっている現象を説明し、DNAの構造
を解明する。

全体のまとめとして、生命現象は、生物特有

のタンパク質・DNAなどの物質の存在なしには
15 物質系としての生命 は考えられないこと、その機能の遂行に必要な 同上

エネルギー、澄よび情報の役割について述べる。
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＝生命のしぐみ丑＝（TV）
〔三三師：三尉二（慶応麹大学教授）〕

全体のねらい

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

1 物質観と生命観

　物質についての考え方をギリシャ時代から中世・近代へと辿り、その間、生物の働きについて生命に特有な力やしぐみが考えられてきたことを紹介し・現代での考え方と対比させてみる。

木原　弘二
i慶応義塾大学教授）

2 有機化学の確立

　18世紀末ごろから、多数の有機化合物が発見され確認されてきた。19世紀初頭は、無機化合物の研究が華々しい成果を挙げていた頃で、無機物質と有機物質との区別が明確になり、その後の生化学の発展の方向が確かめられていった。

同　上

3 尿　酸と　痛風

　尿酸は・精製され確認された有機化合物の最初のものの山づである。この物質の血液中濃度が高いと、痛風の発作が澄こる。ヒトという生物に特有の二つの事情が、この病気の起こるための条件となっている点を解説する。

同　上

4 ビ　タ　ミ　ン　C

　私たちの健康な生活には、適量のビタミンを摂取する必要が南るが、ビタミンの必要性が明らかにされてきた研究の歴史は、物質を研究する上での考え方を教えている。ビタミンCを例にして、この点を紹介する。

同　上

5 コ　ラ　一　ゲ　ン

　ビタミンCの欠乏で、もっとも影響を大きく受けるのは、コラーゲンである。このタンパク質は、特殊なアミィ酸が含まれている点、アルファ0ラセン構造が主構造となっていない点など・標準的なタンパク質と異なっている。

同　上

6 A80型物質 同　上

7
組織移植適合性抗

ｴ

　腎臓移植などの臓器移植の際に問題になるのは・移植片に対する拒絶反応である。この免疫現象には・白血球の細胞膜表面の抗原が関係していて・その抗原型はきわめて多数で、A、　B、C・D・DRの5群に分類されている。

同　上
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

タンパク質は、赤血球などの場合のように、

8
タンパク質の細胞

細胞全体として分解される場合の外にも、細胞

ﾌ内部で絶えず分解されている。細胞内タンパ 木　原　弘二
内分解 ク質が分解される過程では、それぞれのタンパ

ク質は異なった速さで分解され消失していぐ。

白血球の働きのためには、タンパク質を加水
分解する酵素が必要であるが、その過剰な作用

9 アンチ・トリプシン
を防ぐために血液中には、タンパク質分解酵素
�j害するタンパク質が存在していて、このタ

同　上

ンパク質の遺伝的変異型の人では肺気腫が起こ
りやすい。

酵素の活性は精妙なしくみで調節されている。

肝でのグリコーゲンの分解と合成に関係してい

10 酵素活性の調節 る酵素系と、窒素を含む化合物の合成の出発点 同　上

ともいうべきグルタミン合成酵素を例として取
り上げる。

ホルモンによるさまざまな身体のしくみの調
節について、そのホルモンの産生が視床下部か

11 ホルモン放出因子 ら放出される別のペプチドによって支配されて 同　上

いる。副腎皮質刺戟ホルモン（ACT且）の放
出因子などについて述べる。

生物体の大部分は水である。水という物質は
きわめて特別な物質で、この特殊性が生物の示

12 水 すさまざまな現象の基盤どなっている。そのた

ﾟ、水の補給は生命の維持に不可欠であり、こ
同　上

の点をきわだった形で示しているのが脱水症状
である。

DNA分子を切断し、適切に結合し直す方法
を用いて、動物、とぐにヒトの遺伝子を純粋に

13 ヘモグロビン遺伝子 することができるようになり、その構造を究明・ 同　上

することが可能となった。ヘモグロビン遺伝子

を例として、この分野の研究の現状を紹介する○

放射線の作用には、さまざまな型があるが、

DNA分子に対する影響が、もっとも詳細に醗

14 放射線の作用 究されている。細胞には、生じたDNA分子の
ｹ傷を修復するしくみが具わっている。大腸菌

同　上

と、ヒトの培養細胞を利用して得られた成果を

紹介する。

これまでの講義全体をふりかえって考察し、

物質についての研究から、生命現象が究明され
15 生命と　物質 てきた成果をまとめて考察してみる。このこと 同　上

は、とりもな澄さず、生命についての考えを改

めて整理することになるであろう。
●
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＝植物の生理＝・（TV）

　　　”　　一　　〔主任講師竃増田芳雄（大阪市立大学教授）〕

　　のねらい
植物品物と異り・鮪の鮭と灘をもっている。その機能の・つは野栄養すなわち光合成で、

これによって太陽エネルギ「を蓄叙地球上の全生物の生命を支えている。植物の形態形成と生理的機

能噸伝子のもつカグラム縦って発現されるが、それは聯要因にも影響される。植物購徴的な
構造・機能の調節を焦点にする。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
植　物　生　　理

ｻ　の　特　　性

　19世紀にドィッにおいて植物生理学、すなわち植物の機能を定量的に扱う学問分野が確立した経緯、以後100年間の発展について概観する。また、対象となる高等植物の構造的および機能的特性について解説し、以下の各講義の基礎となる導入部になる講義にしたい。

　．増　田　芳　雄

i大阪市立大学教授）

2 水分生理と気孔

　土壌から植物体内を通り、空気中へと水は一
{の道（導管）を移動するが、この移動は物理
wの法則に従って働き、生物のエネルギーをと　　　　やくに利用しない。水の移動の制限要因としての

C孔運動とその制御機構、水の通る場所、体内の水の分布についてのべる。

倉　石　　　晋

i広島大学教授）

3
光　合　成　　1

@明　　反　　応

辻　　　英　夫

i京都大学教授）

4

　　　　　　，

�@合　成　　聾

@暗　反　　応
同　　　上

5
窒素固定とタンパ

N質合成

　大気中の窒素の固定：根粒菌の共生、窒素固定の反応系、土壌中の窒素と植物による取り込み。植物体内での硝酸の還元、アミノ酸の合成、タンパク質合成・プ惣セッシング・会合の調節；タンパク質の分解と窒素化合物の体内移動：

ｭ芽時、老化時の変化

同　　　上

6
植物ホルモンの働

ｫ

　植物の生長．分化を調節し、また植物に影響を及ぼす環境要因の仲介者となるオーキシン、ジベレリン、サイトカイニン、アグシジン酸、エ

`レンなど植物ホルモンにつき、発見の歴史、
ｻ学構造、典型的な生理作用などについて解説
ｷる。

増　田　芳雄

7
遺伝的変異と生理

I機能

　入i類は突然変・異を利用することにより農業を進歩させてきた。DNA上の変化が植物ホルモンや細胞壁の変異をひきおこし、その結果倭性が出現することを例を示して説明し、さらに環境条件が遺伝子発現にも影響することについて

T説する。

倉　石　　　晋
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

植物細胞の生長を規定する要因：液胞の吸水、

吸水は液胞液の浸透圧と細胞壁圧（膨圧）との 山　本良　一
8 細胞成長と細胞壁

バランスによる。吸水増加（生長）の原因とな　　　　　　　　　　　㊤　　　　o　　　Φる浸透圧上昇と細胞壁のゆるみ、細胞壁の力学

I性質：、化学的性質、およびその構築と代謝的
礪塚山禦大護）

回転などについて説明する。　　　　　　　　　　　　　｝

植物には、体のある部分がシグナルを出すご

9 器官相互作用

とによって他の部分の発育や機能に影響を及ぼ
ｷ、相関という現象がある。シグナルの本体は
zルモン，ビタミン、同化産物などの化学物質
ﾆ思われる、頂芽優勢、光屈性、重力屈性など

神　阪盛一郎

i大阪市立大学助教授）

の相関現象について概説する。

植物の器官が環境の刺激に反応して運動する
傾性という現象がある。傾性運動は、生長や膨

10 植物の　運　動
圧変化による細胞の容積変化が原因となってお

ｱる。巻き髭のコイリング、葉の就眠運動、食
同　　　上

虫植物の捕虫葉の運動などについて概説する。

主として高等植物の試験管内培養系を例とし

11
三山培養と分化全

て、細胞、組織、器官、不定胚の分化、形態暢

`成の機構について解説する。とくに前世紀以
原　田　　　宏

能性 来の先人の考え方、実験、研究の歴史的展開を
ｲとして説明する。

（筑波大学教授）

分化全能性を有する培養細胞・組織で得られた

形態形成と遺伝子 形態形成機構に関する知見について解説する。

12 また、形質転換組織・個体の基礎・応用研究へ 同　　　上
発現 の　用についても述べる。

種子発芽、伸長、葉の展開など、植物の生長

13
光形態形成とフィ

や分化の過程が光によってどのように制御され
驍ｩを説明する。とくに、これら諸反応の光受

滝本　　　敦

トクロム 容体であるフィトクロムが発見された経緯、フ
Bトクロムの化学的性質、作用様式などを、具

（京都大学教授）

体例をあげながら解説する。

生物時計発見の歴史、その性質、しくみ、生

14
生物時計と花芽の

`成

理学的意義などを簡単に説明したあと、光週期
ﾉよる花芽形成制御の機構を解説する。とくに、

�T反応におけるフィトクロムと生物時計の役
рﾉ重点をおき、それらと期成ホルモンとの関

同　　　上

係についてものべる。

植物は動物と異り移動が困難で、ストレスを
受げやすい。温度ストレスは、乾燥ストレスと

15
植物と環境ストレ

X

も、氷ができたために生じたストレスともある

�x関係がある。その他冷害、塩害によるスト

激X、およびストレスに対する耐性の機構につ

倉　石　　　晋

いても読明する。
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＝動物の三三と社会＝（TV）
〔主任講師：日高敏隆（京都大学教授）〕

全体のねらい

　動物の行動をさまざまな面から眺めてみて、そのしくみ、生存にとっての意味、社会とのかかわり、

学習、進化などを理解し、人間の場合についても新しい視点を開く。

回 テ　　　一　　　マ ，内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

動物行動学（エソロジー）とは、いったい何

をどのように研究する学問なのか。その概念と
1 動物行動　学 研究内容を概説する。 日　高敏　隆

われわれのまわりにはさまざまな動物たちが

いる。その多様な行動の背後にある二二を澄こ 山　下　恵　子
2 行動のおこるしく すしくみ一生得的解発機構に焦点をあててみた （都留文科大文

み い。 学部非常勤講師）

動物は種に：よって、主に使っている感覚器が

異なっている。各々の動物がどのような感覚で
3 探索　と　定位 環境を探索し対象を定位しているのか、具体例 同　上

をあげながら考察する。

動物たちの社会的な生活はリリーサーという

4
コミュニケーショ

記号のやりとり、すなわちコミュニケーション

i情報の伝達）に：よって成り立っている。その

?ﾌ例をみてみよう。

　新　妻　昭　夫

i立正大学非常勤講師）

動物は繁殖のために、驚くほど多大な努力を

払っている。この努力や精巧に組みたてられた
5 適応度　と　は 行動のしくみは、いったい何のためのものなの 日　高　敏隆

か。

動物たちは適応度を高めるために：、どのよう

な戦略を採用しているのか。具体例に：そくして、

6 適応のための戦略 それを検討してみたい。 山　下　恵　子

動物は社会的な存在である。個体と個体の関

7
社会構造一1一群れとなわばり 係、すなわち社会関係に：ついて、「群れ」と「な

墲ﾎり」という観点から、そのメカニズムを考

@する。

新妻　昭　夫
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

動物の配偶関係のかたちは、一夫一、一一夫

8
社会構造一2一配偶システ

多　、ハレムなどじつに多様である。じっさい

ﾉどのような形態があり、それがどのように決

閧ｳれるのか、具体的に考えてみよう。

新妻　昭　夫

共同育児、繁殖と労働の分業、世代の重なり、

9

社会＝構造一3一真社会性
という社会的特徴をもつアリ、ハチ、シロアリは

ﾍ、真社会性の動物とよばれている。その行動

ﾆ社会を、具体例をあげながら詳述する。

山　下　恵　子

動物の世界には、一般に「利他行動」とよば

10
利他行動と包括適

椏x

れている行動がたくさんみられる。これは、適

椏xという考え方では説明できない。そこで括

K応度という概念が提出された。

日　高　敏隆

動物たちは、月分の適応度を高めるために、

いろ卜うな戦術や戦略をとっている。最適戦略

11 最適戦略とESS （もっとも効率的な戦略）とESS（進化的に 同　上

安定な戦略）についてみてみよう。

化石に：なることのない「行動」や「社会」の

進化は、どのようにして調べることができるの

12 行動の進　化 か。比較行動学の基本概念、遷伝的変異と自然 新妻　昭　夫
淘汰、そして近年の淘汰の理論を検討する。

2．つ以上の種がたがいに密接な影響をおよぼ
しあいながら、相互に進化していくことを共進

13 共　　　進　　　化
化どいう。一方だけではほとんど生存できない

褐ﾝ依存の関係が成立するような場合もある。
山　下　恵　子

具体的にその例をみながら、先進化の仕組みを

考察する。

動物の行動の発達には、生得的な部分と学習

行動の　発　達 される部分があり、両者が複雑にからみあって

14 一プ・グラムと学 いる。そのプログラムについて、具体例をみな 新妻　昭　夫

習一 がら検討してみる◎

本講義をまとめるに：あたって、動物の環境世

15
動物の行動からみ
ｽ世界

界について考察を加え、さらにエソロジーとい

､観点から人間そのものをみてみたい。 日　高　敏　隆
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　　　　　　　　　　　　一三と行動＝（TV）

　　　　　　　　　　〔主任講師：伊藤：正男（東京大学教授）〕

全体のねらい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　脳の研究は・現代生物科学の極めて重要な課題の一つであの、その医学上の応用や入工知能開発へ

の波及効果に対する期待も大きい。この講座では、現在自然科学の手法を動員して行われている脳め

研究の成果をもとに・脳の構造とその働き方の仕組みを解説する。更に、脳と行動の関わりを考察し、

脳と心の問題に言及する。

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

1 脳　　の　働　　き

　脳とは何か。動物の行動に現われるその複雑で精妙な働きは如何にして生まれるのか。そし

Aて、どのようにして脳は我々の精神の担い手に

ﾈるのであろうか。

伊　藤　正　男

i東京大学教授）

2 ニ　　ユ　　　　　ロ　　ン

　脳は膨大：な数のニューロンから成っている。ニューロンは電気信号を発生し、伝播させ、特殊な化学物質：を分泌して相互に情報を伝え合う。

同　上

3 脳　　の　構　造 同　上

4 反　　　射　　　系

　脳の働きのもっとも底辺にあるのが反射であ

驕B多数の反射をうまく組合わせて実施する働
ｫは脳に特有のものである。反射に澄け為信号の伝わり方を調べてみよう。

同　上

5 脊髄下降路

　延髄より上位の中枢から脊髄へ何本もの下降路が降りていぐ。その信号は、自動脊髄で行われている反射を活動させたり、停止したり、種

ﾞを切り換えたりする働きがある。代表的な下
~路の構造と作用を調べる。’

同　上

6 小　　　　　　　脳

　小脳は直接、あるいは脊髄下降路を介して間i接に反射系につながり、反射の働きを正確な、円滑なものにする。いかにも計算機に類似した

ｬ脳の働きや構造について考察する。
同　上

7 大脳基底核

　大脳の深部に：ある幾つもの核の集合体で、運

ｮの自動的な制御の中枢である。これが病気で

Nされると、いろいろな型の不随意運動が起っ

ﾄぐる。大脳基底核は運動制御における自動的
ﾈ安定装置の役を担っている、ようである。，

同　上

下　　甲　、　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　絶
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回 テ　　一　　マ
内　　　　　　　容　　　　9

担当講師く所属・氏名）・

皮膚、目、耳、鼻、舌で受けたいわゆる5感
の情報は神経信号に変えられて上位の中枢へ送

8 感　　　覚　　　系 られる。脳はどのようにしてこれらの情報を分 伊　藤　正　男

析し、外界のイメージを作り出すめであろうか。

われわれは意のままに運動を行うことができ

るが、その仕組みはどうなっているのであろう

9 随　意　運　動 か。大脳の運動野で生まれた司令信号が脊髄に 同　上

送られて運動を引き起す過程を分析してみる。

われわれの感情の根底にあるのは、外界から

の刺激に対する生物学的な価値判断である。こ

10 情　　　　　　動 の価値判断機＝構は視床下部にあり、大脳辺縁系 同　上

に助けられて働くと思われる。

摂食、飲水、性行動など本能的な行動は情動

と密接な関係があり、大脳辺縁系、視床下部が

11 本　能　行　動 中枢として働く。本能行動と脳とのかかわりに 同　上

ついてしらべてみる。

通常の睡眠はノンレム睡眠と呼ばれるがこれ

が時折レム睡眠と呼ばれる別の型に切り変わる。

12 睡眠　と覚醒 覚醒とこれら2型の睡眠のリズムが作り出され 同　上

る脳内の仕組みについて考えてみよう。

脳の記憶装置は、使い方によって信号の伝わ

り方が変化する可塑性シナプスにより作られて

13 記憶　と学習 いる。これらのシナプスが神経回路網に組込ま 同．上

れて脳の学習機能が生まれる。

大脳皮質の感覚野、運動野の間を占める連合
野は動物が高等になるにつれて発達し、人間で

14 大脳連合野 は大脳表面積の大半を占める。ここに言語野が 同・上
生まれ、思考等の高次機能が含まれる。

反射に始まって大脳連合野まで、脳の構造と

；機能について一歩一歩登ってきたが、最後三三

15 脳　　　と　　心 と心」の問題を考えてみよう。心は果して脳の 同上
働きとして最終的にとらえうるであろうか。
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＝植物と菌の系統と進化＝（TV）

〔主任講師：西田　誠（千葉大学教授）〕

全体のねらい

　植物と菌の起源と進化を生活史と比較形態学を通じて考察する。系統分類における形質についても

ふれる。植物については、特に陸上植物の進化の方向とその必然性を地質時代の環境との関連におい

て考えようとするものである。本土では菌は動・植物にてい干する第3の生物群として扱う。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1

藻類の分類と分類

`質

　紅藻・褐藻・緑藻は古い時代に分類された呼

ﾑ名であるが、色が違うと米合成産物や生殖細

Eの形態なども異ることがわかり、色による藻

ﾞの分類は自然分類と評価されるようになった。

迫ﾞの分類形質は植物界全般にも適用できる。

千　原　光　雄

i筑波大学教授）

2

紅藻と褐色の生活

ﾂ

　藻類の生活環の様式は多様である。紅藻には
Q世代型と3世代型があり、褐藻には同形世代
^、コケ型、シダ型、後世動物型がある。

ｮ物型の生活環をもつホンダリラ類は藻類の
?ﾅ最も高度に分化した体制をもち、陸上の高
剞A物に比較できる藻類である。

〃

3 緑藻の系統と生活環

　緑藻は、1．陸上植物に連なる系統群、2．淡水

ﾉ分布する緑藻、3海に生育する系統群の3つ
ﾉ分類できる。生活環の様式は、51と2では単
褐^で、これはコケ型、シダ型の始原型と思わ

黷驕B3には同形世代型、コケ型、シダ型、俵
ｶ動物型がある。

〃

4
植物の上陸1

ﾎ藻の細胞学

　現生植物の細胞構造や細胞器官の複製機構の
艨F較研究（特に細胞分裂、核分裂の微細構造、

ﾚ毛装置構造など）によって浮び上ってきた祖
謔ﾌ植物像を紹介する。また、陸上に生育圏を
g大することができた条件を細胞レベルで解説
ｷる。

　　　　　　　　　●x　　　輝　三

i筑波大学助教授）

5
植物の上陸2

ﾎ藻の生理化学

　現生の緑色植物にみられる光合成を中心とし
ｽ物質代謝系の多様化が、それらの植物が出現
ｵたと推定される地球上の環境（酸素、二酸化
Y素濃度など）の変化に対しどのように適応し、エネルギー獲得様式を進化させてきたかを考察

ｷる。’

猪　川　倫　好

i筑波大学教授）

6

コ　ケ　と　シ　ダ

i造卵器植物）

　水中で単相で生活する緑藻や車軸藻から進化した緑色植物としてコケとシダをとらえる。水

?ｩら陸上へと生活圏をひろげる過程でおける
｢卵器の形成と退化、機械組織・フラボノイド
ﾌ発達、水の欠乏に対応する気孔や通道組織の
ｭ達などを解説する。

水　島　うらら

i上野学園大学短
咜蜉w部教授）

7 葉　の　進　　化

　テロム説による葉の進化を解説。ハナヤスリ
ﾈ（シタ類）の裸葉と実葉が示す翻り立体的構
ｬを大葉進化の中途段階に留るものとして理解

ｵ、茎頂と葉の形態形成様式から茎と葉のちが
｢を論じ、維管束植物の茎頂分裂組織の進化を
ﾐ介する。

　今　市　涼子

i玉川；大学農学部講師）
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

石炭統の種子化石から、テロムが大胞子のう

花　と　種子　1 を包み、珠皮となり、胚珠が成立する過程を推 西　田　　　誠
8 論ずる。いっぽうシダ植物の前裸無類からソテ

種子の成立 ツ系統と球果類系統へと進化したという推論を （千葉大学教授）
材解剖学の上から考察する。

花は短縮したシュートであり、おしべは小胞

9
花　と　種子2

ﾔの構成

子葉、めしべは大胞子葉であるとするゲーテの
ﾏ態論にはじまり、ゴノフィル説による花の器
ｯ学的解釈までを紹介する。いっぽう、花の原
^を地質時代のソテツ類、針葉樹類に探り、花

西　田　　　誠

々二系列のあることを紹介する。

心皮（大胞子葉）が胚珠包んでめしべを形成

10 被　　　子　　　性

するのが被子植物の特徴である。その前ぶれは
㍽q植物に見られる。被子性は種子の保護と散
zに役立っ。いっぽう、心皮説では説明困難な

田　村　道夫

めしべの解釈についてはゴノフィル説がある。 （神戸大学教授）

被子植物の生殖細胞の行動の特徴は、1．精核

11 重　複　受　　精

（精子）が花粉管により胚珠まで送られること。

Q．2個の尤核のうち、1つは卵核と合体して胚
�ﾂくり、他は極核と合体して内胚乳をつくる
ｱとである。これらの発生学的性質を裸子植物
ﾆ対比させて説明する。

山　下　貴　司

y雛好大）

モクレン類と尾状花序類

古植物学的例証

12 被子植物の起源 花（結実器官fructificafio五）の化石 西　田　　　誠

菌は動物界・植物界に対応する菌界の生物で

13 菌の形質と分類（1）

ある。これは生物群の系統進化の考察の結果で

?驍ｪ、その考察は後に行うことにしてここで
ﾍやず、菌界に二つの亜界一原核菌亜界（細
ﾛの仲間）と真核菌芸界（かび・きのこの仲間）

ｪあることを述べる。

・寺　川　博典

i東京医科歯科大学名誉教授）

次に、原核菌亜界の分類上重要な形質と分類

群5門について述べ、従来の一般的分類法との

14 菌の形質と分類（2）
比較を行う。さらに、真核菌亜界に含まれる菌

ﾌ重要な形質と分類9門について述べ、それぞ
〃

れの特徴に、基づいて、従来の系統進化の考え方

との比較を行う。

従来、菌は下等植物とされるか、または真核
菌類を動物界・植物界に対する菌類界として原

15 菌の系紐進化
核菌類は別界に含められた。しかし菌の起原と

i化を考察すると、原核菌類と真核菌類とは一
〃

界をなすものであり、生物界は動・植・菌の三
界からなる（生物三元論）
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＝動物の進化＝（TV）
〔主任講師：丸山工作（千葉大学教授）〕

全体のねらい

生物の進化の経過・その多灘・その仕組みについ四三の生物科学がどのようにみているかを各，
専門家を運じて解説する。とりわげ、分子進化論の最近の進歩は、生物進化に：新しい見地をひろげて

下り・ヒトの由来についても考えなおさせている。ごく基本から、新知見にいたるユニ＿クなシリ＿
ズ。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 生物の　進化

生物の進化の概論

丸　山　工　作

i千葉大学教授）

2 ガラパゴスの動物相

1．　ダーウィンとガラパゴス

Q．ガラパゴスの地質学
R．ガラパゴス諸島での種分化
S．ダーウィンの自然選択説と適応

八　杉龍　一

i科学史　家）

3 生命　の起源

1
．
生
物
学
的
一
様
性
　
　
7
．
R
N
A
酸
素
2
　
化
学
進
化
　
　
　
　
　
8
．
ま
と
め
3
．
年
代
決
定
4
．
最
少
要
素
生
物
5
．
宇
宙
　
子
6
．
微
化
石

野　田　春　彦

i放送大学教授）

4
分子レベルの

@　進化と中立説

1．はじめに
Q．遺伝的浮動に：ついて　　　　　　　　　　　　　　　！

R．突然変異遺伝子の三内への蓄積過程4　分子進化の特徴と中立説5．澄わりに：

　木村　資　生
i遺伝学研究所教授）

5
分子進化系統樹と

ｮ物の起源

1・生物系統論の試み　2　分子進化学と分子時計　3．分子系統樹　4．5SrRNAによる生物系統樹　5．生物界の全体像　6．後生動物の起源　7．後生動物の系統“異説ぬ

堀　　　　　寛

i名古屋大学助手）

6 動物の系統樹

L　はじめに　2　化石　3．生きている化石
iliving　fossils）4．比較形態学　5　発生学　6．生態学、生物地理学　7．生化学、生理学　8．遺伝学、飼育動物の場合9．動物の系統樹

蒲　三重　男
i横浜国立大学教授）

7 細胞器官の起源

1．　ミトコンドリア

Q．　DNAとゲノム
R．遣伝子転写系
S．タンパク葺合成下
T．タンパク質輸送系
U．共生説か内生説か

石　川　　　統

i東京大学助教授）
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当b講師
i所属・氏名）

1．大進化と小進化
2．種とは何か？

8 種　の　分　化 3．亜種問題
S　時間要因と環境要因一　一つの種系統

浜　田　隆　士

i東京大学教授）
（hneage）のたどる道

5　絶滅も進化の一コマ

1．はじめに　　2　カモ類の求愛行動の進化

9 行動の　進化
3。　2つの問題：4．転位行動　5．儀i式化

U．クジャクの場合　7．行動戦略と進化

W．ESS（進化的に安定な戦略）

日　高敏　隆

i京都大学教授）

1．原生動物とは

10 原　生　動　物
2．原生動物の行動制御の進化

R．イオンチャンネルより見た原生動物の進化
内　藤　　　豊

i筑波大学教授）

1．器官の退化していく進化　2　鍾：乳洞の中

11
無脊椎動物にみる

の世界　3．水性の洞窟動物　4．陸生の洞窟
ｮ物　5．洞窟動物に共通する特性　6．洞窟 上野俊一一

退行進化 性脊椎動物にみられる退行進化の証拠7．甲虫類 （国立博物館室長》
にみられる退行進化の段階8．水生洞窟動物の由来

9．陸生洞窟動物の由来1α退行も進化のひとつ

1．脊椎動物とはなにか

12 脊　椎　動　物
2．脊椎動物の基本体制

R．相同と相似
養　老　　　司

4．体制の進化
（東京大学教授）

1．霊長類の進化　　　　6．新人段階

13 ヒ　トの進化（1）
2．人類への進化

R．猿入段階

S．原入段階

　　原和郎
i東京大学教授）

5　旧習段階

1．はじめに

14 ヒ　トの進化（2）
2．分子時計とは

R．ミトコンドリアDNAの分子時計
長谷川　政　美

4．ヒトに一番近い類人猿はどれか
（統計学研究所室長）

5　　グロビン偽遺伝子の分子時計
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＝生態学概論＝（R）

〔主任講師　岩城英夫（筑波大学教授）〕

全体のねらい

　個体一個体群痢群集の各レベルに澄ける生物と無機的環境、生物と生物との関わり合いを具体的事

例をあげて講義し、生物的自然の構造と機能、生物群集や生態系の多様性、全体性澄よびその動的平

衡についての理解を深める。講義を通じて生態学の基本的原理と概念を理解させ、ま、：た環境問題に対

する生態学の視点も述べる。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
生態学とは・

@　　　　一序論一

　生態学とは何か。この講義の導入部として生

ﾔ学の対象、方法および環境要因の捉え方など

ﾉついて述べる。
岩城英夫
i筑波大学教授）

2 生物と光環境

　生態系のエネルギー源である太陽光の分布と

G節変化は生物の生活に：大きな影響を与える。

ｶ物と光要因との関係を、光と植物の光合成。

ｬ長、光と動物行動との関連を中心に：述べる。

　θ
ｯ　　上

3 生物と温度環境

　生物は種類により異なる温度限界と耐性温度

�揩ﾁている。温度環境は地球上の場所により

ﾙなり、これに応じて生物の生活期間や分布が

?ﾟられていることを述べる。

　‘

ｯ　　上

4 生物’と大気要因

　大気の成分中、二酸化炭素は植物の光合成作

pの制限要因になりやすい。酸素は水生生物の

ｶ活を制約する。生物と大気要因との関係を説

ｾし、風や大気汚染の影響についても触れる。

同　　上

5 生物と水環境

　陸地に許ける水の分布と植物の水収支につい

ﾄ述べ、植物の生育や分布にとって水が重要な

ｧ限要因であることを説明する。 同　　上

．6 生物と土壌環境

　植物の生育は土壌の物理的・化学的性質によ

ﾁて影響を受ける。一方、植物や土壌生物の

ｶ在は土壌の形成に大きな役割を果しているこ

ﾆを述べる。

同　　上

7 気候と植生の分布

　温度と降雨量の地理的分布に応じて、地球上

ﾉはさまざまなタイプの植物群系が分布してい

驕B生活形と気候条件との関係、過去の気候変

ｻに伴う植生の変遷についても触れる。

同　　上
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回 テ　　一一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

生物の集団（個体群）に細ける個体数は、’有

8 個体群の成長と調節

限の環境に：語いて無限に増加することは不可能
ﾅある。このような環境下に澄いて、生物種は
ﾇのように対応しているのか、その機構につい
ﾄまず理論的に述べ、ついで実例を見ながら論

藤井　宏一
i筑波大学助教授）

じる。

有限の環境下に澄いて動物の個体数が増加す

9
動物の密度効果と ればいっかは過密の状態に達する◎このような

ﾟ密状態に対する動物の対応の仕方について論
同　　上

娘なわばり鯉 じる。また、過密を避ける機構、特に囎なわば

ザ’について、例を用いて論じる◎

同じ資源を利用する異なった生物種間には種

■0
競争と娘すみわけ”

間競争が存在しうる。種間競争とは何か・その

@構についてまず理論的に取り扱い、さらに、 同　　上

種間競争の結果として起こる鰻すみわげ”につ

いて、観察例を用いて説明する。

植物の種内競争と種間競争の仕組みについて

述べる。まず同種の植物間で起こる競争密度効

11 植物間相互作用 果と自然間引について述べ、次に異種の植物問 岩　城　英　夫

の競争の機構に：ついて説明する。

食うものと食われるものの関係（捕食関係）

12 捕　　食　関　係

は生物群集内におげる生物相互作用の中でも一
ﾔ重要な関係の一一つである。まず捕食関係の動
ﾔに：関する理論について述べ、次に：実例を用い 藤井　宏一
て自然界における捕食関係の果す役割について
説明する。

局所的に見た時、ある特定の生物種がその場

13 絶滅と安定性

に長期にわたって存続するとは限らない。その
笆ﾅの機構は何か。生物種の生物群集の中での
�р�_じつつ、各面物種の絶滅の可能性、そ
ｵて群集そのものの安定性について論じる・

同　　上

植物には一年生・多年生、草本・木本などさ

まざまな生活の仕方があり、それぞれ特徴的な

14 植物の繁殖戦略 成長・繁殖様式をもっている。異なった魔境下 岩　城　英　夫

でこれらの生活様式がどのような生態的意義を

もっかについて説明する。

15
生物群集の構造と

g成

　生態系の性格を決める上で最も重要なのは植
ｨ群落：の種類組成と空間構造である。群落：構造
ﾍ生態系の微環境に：影響し、また動物の分布も
ｻれに対応して独特の群集構造を形成すること
�qべる。群集構造の季節的変化についても触

同　上

れる。
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＝宇宙の構造と進化＝（TV）

〔主任講師婁小尾二二（放送大学教授）〕

全体のねらい

　太陽系、銀河系、銀河宇宙と階層化し、多様化している現在の宇宙の特徴や構造から、それが形成

された100薮十億年の歴史についての理解を深める。専門分野の講師によって、各分野の最前線の研
究にもふれる。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1．宇宙と宇宙論

2。宇宙の構造と進化 小　尾　信　彌
1 宇宙と宇宙論 3．内容の展開について

（放送大学教授）

1．宇宙論とは

宇宙探究の歴史1 2．r閉じた有限宇宙」からの脱却 佐　藤　文　隆
2 3．開かれた無限宇宙

一開かれた無限宇宙 （京都大学教授）

1．宇宙のモデル

3

宇宙探究の歴史n

鼈黹 rッグバンの発見

2．星の進化と元素の起源

R．新しい観測手段

S．進化する天体と宇宙

T。ビッグバンの発見

同　　　上

6、宇宙と人間

1．望遠鏡

2．位置観測
小平裡一

4 光学天文台1 3・撮像観測

4．測光観測 （東京大学教授）

1．天体の観測

2．光や電波（電磁放射）

5 宇宙の現状1
3．天体が放つ放射とその観測 小　尾　信　彌

1．光が伝える天体の情報

2．原子のエネルギー状態

6 宇宙の現状H
3．原子のスペクトル

S．スペクトル線の幅

同
　
　
　
上
｝

5．大陽や恒星の連続ヌペクトルー熱放射
6．電波天体の連続スペクトルー非熱的放射

1．宇宙の階層構造

2．超銀河団と銀河団

7 宇宙の現状璽
3．銀河 同　　　上
4．恒星’

、 5．冷たい天体
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1．分光器

2．低分散分光観測

8 光学天文台巫
3．高分散分光観測 小平　桂　一

、

4。干渉計観測

1．運動の相対性

2．光の特殊性 江里口　良　治

9 相対論的宇宙論1 3．特殊相対論

4．ローレンツ変換 （東京大学助手）

5．特殊相対論の実験的裏付け

1．加速度運動と慣性力

2♂一般相対性原理と等価原理

10 相対論的宇宙論皿 3．重力理論としての一般相対論 同　　　上
4．一般相対論の検証

1・ニュトン的宇宙論
2．宇宙原理

11 相対論的宇宙論皿 3・膨張宇宙 同　　　上
4・宇宙の地平線

5．膨張宇宙の密度と温度

1．重力の強さと時空の歪み

2・シュワルツシルド時空中の運動

12 相対論的宇宙論IV 3・事象の地平面とブラックホール 同　　　上
4・ブラヅクホーール候補

5・ブラヅクホールの蒸発

1．ビッグバン宇宙確立史

2．宇宙の初めの1000秒の出来事 池　内　　　了

13 初期の宇宙進化1 3．宇宙黒体輻射

（東京大学助教授）

1．宇宙の大規模構造

2．銀河形成の2つのシナリオ

14 初期の宇宙進化豆 3．おわりに 同　　　上
’

1．電波と光

電波天文学1
2．電波望遠鏡 海部　宣　男

15 3．野辺山の45m電波望遠鏡

一電波による宇宙の観 4．野辺山の五素子電波干渉計 （東京大学助教授）
測 5．．まとめ
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

L宇宙における電波の発生

電波天文学丑 2．星間分子雲からの星の誕生

16 3．銀河中心核と宇宙ジェット
海　部　宣　男

一電波でみた宇宙

1．恒星進化論

17 恒星　の　誕　生

2．星間ガス雲

R・恒星誕生のダイナミックス
S．星間塵と星間分子

杉本大一郎

5．星の誕生の現場 （東京大学教授）

6．主系列星への収縮

1．恒星のエネルギー源は何か

18

恒星のエネルギー源

ﾆ主系列星の寿命

2．原子核融合のエネルギー

R．恒星の内部構造

S．HR図と主系列
T．主系列星の寿命

同　　　上

’1．巨星への進化

2．その後の進化と原子核反応

19 巨星へ0進化と死 3．恒星の死 同　　　上

1．極限状態の物理

2．物質世界の歴史

2⑪ 星の進化論の意義 3．恒星はなぜ進化する 同　　　上

1。観測されている超新星

2．大質量星の爆発するタイプ2の超新星 野本　憲　一
21 恒星進化の残骸1 3．白色倭星が爆発するタイプ1の超新星ヤ

（東京大学助教授）

1。超新星の残骸

2．中性子星

22 恒星進化のi残骸亜 同　　　上

1．大気の壁

大気の外からみる
2．X線の空
R．X三星の正体 小　田　　　稔

23 宇宙

pX線天文学

4．つぶれた星一中性子星とブラックホール
T．X線パルサーとX線バースト
U．人工衛星「はくちょう」と「てんま」7．かに星雲 （宇宙科学研究所長）

8．銀河系外のX線源
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1．銀河進化の基本的物理過程

2．星間物質の物理状態

24 銀河の進化と元素璽 3．分子雲からの星生成 池　内　　　了
4．巨大バブルの形成

，　“㎏

1．星生成の基本データ

2．星の進化のデータ

25 銀河の進化と元素H 3．放出されたガスの混合過程 同　　　上
4，銀河の進化と重元素

5．おわりに

1．太陽系の構造

26

太陽系の構造と起

ｹ　亙

2。これまでの太陽系起源論 中　澤　　　清

i東京大学助教授）

1．惑星の形成過程・
、

太陽系の構造と起 2．木星型惑星の形成

27 3・地球の形成・進化 同　　　上

源　皿 4．太陽系内応天体の起源

1．生命と物質

生命のはじまりと 2．生命の起源 大　島　泰　郎

28

惑星の進化

3．パンスペルミァ

S．生命の歴史

T．生命構成物質の合成
（東京工業大学教授）

6．惑星環境と生命

1．太陽系に生命を探る

2．太陽系外の生命

29 地球外生命を探る 3．銀河系内における文明社会 同　　　上
4．地球外文明探査

5．地球外文明への送信

1．さらに勉強したい人に

まとめとこれから 2．自分でいろいろ考える

30、 小　尾　信　彌

の学習

㌧
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　　　　　　　　　　　　＝太陽系の科学＝（TV）

　　　　　　　　　　〔主任講師1小尾信彌（放送大学教授）〕

全体のねらい

　惑星や小惑星・衛星・彗星など非常に多数の天体が太陽の重力を受けて集団をなしているのが、われ

われの太陽系である。本科昌では・惑星などの運動や、個々の天体の性質等について、最近までの研究

成果をふまえて講義し、現代の太陽系像を習得する。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

導入として全15回のカリキュラムを述べ、つ

1 研究　の歴史
ついて古代やギリシャ時代から太陽系天文学発

Wの歴史を概観し、現代の探査機による太陽系
小　尾　信　彌

探査にいたる。現代の宇宙観形成までにおける

ｾ陽系天文学の果たした意義も考える。
（放送大学教授）

太陽系の全体像について述べる。太陽を中心

とした諸天体の配位や分布、運動等について述

2 太陽系の概観 ぺ、太陽系に見られる全般的特徴を学び、太陽

nの起源に及ぶ。
同　　　上

自転や公転、歳差など地球の運動に伴って見

地球の運動に伴う られる諸現象は、1年の季飯時刻や時間等を 吉　岡　一一　男
3 通じて古来われわれの生活や自然の認識に大き

現　　　　　　象 くかかわってきた。これらについて学ぶ。
（放送大学助教授）

月や惑星に見られる諸現象は、古くから天文
学渉発展し、宇宙の構造（太陽系のモデル）を

4 月、惑星の現象 形成するのに大きな役割を果たしてきた、これ
同　　　上

らについて学び、さらに日、月食：についてもふ

れる。

16世紀後半のチコ・ブラーエの惑星位置の観

惑星運動の法則の 測をもとに、17世紀初めにケプラーが惑星運動 堀　　　源一郎

5 に関する3法則（ケプラーの法則）を発見した。

発　　　　　　見 ここでは、観測結果から法則が導かれたいきさ （東京大学教授）
つや手順について学ぶ。

17世紀後半にニュートンは万有引力の法則を

発見し、それに基づいてケプラーの3法則は理

6 面積速度の法則 論的に導かれた。ここでは面積速度の法則（第

Q法則）について、3の諸側面を学ぶ。
同　　　上

万有引力の法則からは、2体の運動の軌道と

して楕円、放物線、双曲線が得られる。とこで

7 楕円運動の性：質 は、太陽系でふつうに実現している楕円運動に

ﾂいて学ぶ。
同　　　上

◎
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回 テ　　一・　　マ 内　　　　　　　容 担当講：師
i所属・氏名）

万有引力の法則からは、2体の運動について

公転の平均距離と公転周期のあいだに、いわゆ

8 第3法則を導く
る第3法則が導かれる。ここでは3の導き方を

ﾊじて2体運動を考え、また天文学における第
堀　　　源一郎

3法則の応用等も学ぶ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛

地球をまわる月、・一般には惑星をまわる衛星

惑星以外の天体の の運動も2体の運動として考えることができる。

9
ここでは衛星の運動などや、さらに彗星のよう 同　　　上

運　　　　　　動 な小天体の運動について述べる。

現実の太陽系においては、惑星や衛星等の運

動を論ずる場合に2体運動は理想化されたもの

10 摂　　　　　　動 にすぎない。小惑星の運動をはじめ現実の太陽 同　　　上
系の力学を論ずるため18世紀以降発展した摂動

について学ぶ。

　水星、金星、地球、火星、さらに月など地球

^の諸天体に：ついて、・地球からの観測や最近の
村　山　定　男

11 地球型惑　星 直接探査で得られた結果をもとに、それらの地

`的特徴や物理化学的な性質を学ぶ。
（国立科学博物館揄ｻ学研究部長）

木星、土星、天王星等についての知識は、最

近の直接探査の成果によって格段に進んだ。こ

12 木星型惑　星
こでは、それらの成果をふまえて、これら大型 同　　　上
の惑星の諸性質を学ぶ。木星型惑星に属する衛

星について学ぶ。

彗星に関する物理化学的な知識、構造等に関

する知識も、1985～86年のノ・レー彗星の観測

13 限　石　と　彗星 を通じて大きく進んだ。ここでほ彗星やそれに 同　　　上
伴なう流星等につい迄学ぶ。また、三石につい

ての諸研究の成果についても学ぶ。

　太陽やその活動についての研究も、最近の宇

?T査を通じてめざましい進展が見られる。ま 桜井邦　朋

14 太陽　と　惑．星 た、太陽放射やその活動が惑星など太陽系の諸

V体に及ぼす影響等についても新知見が得られ

ﾄいる。ここでは、それらの成果について学ぶ。

（蒙奈川大臣）

太陽系についての研究がこれからどのように

進展していくかについて、さまざまな側面から、

15 これからの太陽系
理論的な研究や観測、探査等の進展と可能性に 同　　　上
ついて話し合う。
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　　　　　　　　　　　　＝宇宙像の変遷＝・（TV）

　　　　　　　　　　　〔主任講師塞村上陽一郎（東京大学教授）〕

全体のねらい

　現代宇宙論の解説ではなく・人類が過去に、どのように宇宙を把握しようとしてきたか、という点を

勧返り・そρなかから・〈科学的宇宙観〉が生れてくる過程を跡付けることを、主たる腰とする。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

1 宇宙観とは何か

　宇宙観の一般的な意味を探る。人i類が、自分の知っている世界を空間と時間の上で拡大し、世界0初め（と終り）、世界の果て、などを考え、さらに人間をそのなかに位置付ける、という営みを、神話として行ってきたことを日本と中国を例にとって、考える。

’村上　陽一一郎

i東京大学教授）

2 インド人の宇宙観

　神話的宇宙観の典型として、インドの古代的な宇宙神話を取上げる。空間、時間の構造などを手掛りに、＜須彌山説》も学ぶ。rまた天文学との吃りにも触れよう。

楠葉　隆徳

3 ．ギリシアの宇宙観

　プテトン、アリストテレスらのく哲学〉に先行する神話的宇宙像と、そうしたく哲学的〉宇宙像との回りや、その特徴について述べる。

村　上　陽一郎

4
地球中心モデル

[プトレマイオス

@　　　　　の場合一

　ギリシア的宇宙論のなかから生れた、数学的天文学としてのプトレマイオスの説を取り上げる。どのように天体の動きを記述しようとしたか、そこでは、宇宙の構造はどのように考えられていたか、を探る。

同　　　」ゴ

5 アラビアの宇宙観

　7世紀に出現したアラビア世界では、どのようにギリシアを受け継ぎ、またどのようにイスラム独自の着想をそれに付け加えたかが問題となる。ここではその点を考えてみる。

楠　葉　隆徳

6

中世からルネサン

Xヘ

[西欧の場合一

　ユダヤ＝・キリスト教的な宇宙観の特徴は、「創世記」にある如く、神の世界創造にある。ギリシアやイスラムの学問を受け継いだ西欧世界が、中世、あるいはルネサンスに、どのように、世界創造とそうした学問とを組合せて、統一的宇宙像を造ろうとしたかを探る。

村上　陽一郎

7 コペルニクスの登場 同　　　上
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回 テ　　　一・　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

近代天文学の祖と言われるケプラーもまた、

ルネサンス宇宙像を抱いていた一入である。ケ

8 ケプラーの宇宙観
プラーの占星術や、天体についての考え方が．

q科学的〉宇宙像とどう違うか、重なるか、と 村上　陽一郎

いう点に焦点を当てよう。

@　　　　　　　　　　　　ミ

ニュー gンの出現で、天体の運動を説明する

9
ニュートンと近代

F宙観

基本法則は出揃った。しかしニュートンその人
ﾌ描いていた宇宙像と、近代に生れたニュート
痘ﾍ学的世界像との間にも、大きな回りがある
ｱとを認めなげれぽならない◎

同　　　．上

17世紀後半、デカルト哲学の浸透と．ニュー
トン法則の解明とから、従来のような、意味と

10 コスモスの崩壊
構造と秩序をもった宇宙、つまりコスモスは、

汨謔ﾉ、単なる天体を容れる空間と、均質な長
同　　　上

い時間、というく科学的〉な宇宙概念に変質：し

始める。この点を考えよう。

ガリレオ、ニュートン以来、望遠鏡の改良は

11
観測器械の進歩と

V文学

目覚しく、掃天観測が行われるようになり、と

ｭに南半球から観測される天体が、新しい知識
�艨Xに与え、近代的天文学が誕生する。

同　　一上

それとともに、我々の住む地球についてのさ
まざまな観測が詳しくなり、宇宙のなかでの地

12 地球　を測　る
球の位置も次第にはっきりしてくる。

同　　上

13、14回を通’じて、オルバースの道理からビ

13
現代天文学とその

F宙観　　その1

ッグ・バン仮説の成立までの経過を辿り、その
ﾈかで、現在の科学的宇宙像がどんなものであ
驍ｩを、探る。

小　林　桂一

i東京天文台教授）

現代天文学とその
14 同　　　上

宇宙観　　その2

宇宙に飛び出した人間は、宇宙のなかで、再
び、科学を超えた世界に出会う。こうした体験

15 宇宙　と入間
を踏まえ、現在の我々人間が、科学的宇宙論の
?､に何を見ようとしているのか、を考えて、 村上陽一郎

’本講の締め括りとする6

一709一



　　＝地球の科’学1＝（TV）
　　　一　　固　　体　　地　　球　一一

〔主任講師：奈須紀幸（放送大学教授）〕

全体のねらい

　地球は固体地球・水圏・気圏の3つの大きな層圏から構成される。そのうち、固体地球について説

明する。最近数十年間における固体地球に関する研究の進展はいちじるしいものがある。それらの内

容についても説明する。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

固体：地球は球状の層圏から構成される。：地表

1 固体地球の層圏

から地心へ向って、地球表層、マントル、外核、
煌jから構成される。地球表層としては地殼、
?驍｢は地殼とマントルの最上層部で構成され
驛vレートという岩石圏がとり上げられる。こ

奈須　紀幸

i放送大学教授）

れらについて学ぶ。

地球はほとんど球形であるが、若干形がずれ

ている。このような地球の形状について学ぶ。

2 地球の物理的性質：
また、地球には重力、地磁気が存在する。これ
轤ﾉついて学ぶ。さらに、他の天体との関係で、 同　　　上

地球には潮汐現象がある。また宇宙線がふりそ
そぐ。これらについて学ぶ。

地球内部の諸要因によって生じる変化が、地

3

内因的作用による

n表の変　化

表まで達して変化を与えることがある。それは
ﾎ山であり、地震によって生じる断層であり、
ﾜた隆起や沈降である。これらの事項について
wぶ。

同　　　上

地表は大気の温度変化を受けたり、結氷・融

外因的作用による 氷による膨張・収縮の作用を受けて風化する。

ﾜた流水の作用によって侵食されて堆積物を生
4

地表の変　化
じる。堆積物は運搬され堆積される。また大陸
X河の消長によって海水準が変動し、相対的な

同　　　上

隆起・沈降が起る。これらを学ぶ。

地球表層の内部およびマントルの内部では固
相の物質の一部がとけてマグマとなっている。

5 火　　成　　　岩
マグマが冷却固結したものが火成岩である。火
ｬ岩には深成岩、火山岩およびその中間の岩石 同　’　上

がある。また酸性岩、中性岩、塩基性岩、豊富
基性岩の別がある。これらを学ぶ。

地表とくに海底に堆積した堆積物は、長年月
の間に続成作用を受けて堆積岩になる。礫・砂

6 堆　　積　　　岩
・泥が固化した砕屑岩、生物源の生物岩、化学
Iに沈澱した化学的堆：積岩、さらに火山源の火 同　　　上

山性堆積岩がある。これらについて学ぶ。’

火成岩、堆積岩が地下三所である条件下での

圧力・温度のもとにおかれると固相を保ったま

7 変　　成　　　岩
まで内部の原子配列が変化し、別種の岩石とな
驍ｱとがある。これを変成岩という。変成岩も 同　　　上

ときに別種の変成岩となることがあみ。これら
について学ぶ。
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
相対年代　と

竅@対　年　代

　地層中には化石が含まれることが多い。それ
轤ﾌ中には生存期間の限られた示準化石がある。
n質時代はまず主としてこれら示準化石によっ
ﾄ区分された。これを相対年代という。一方、
厲ﾋ性同位体によって岩石の年代を測定して絶
ﾎ年代が組まれた。これらを学ぶ。

奈須　紀幸

i放送大学教授）

9 地質調査と地質図

　地球表層の岩石分布や構造は地質調査によっ
ﾄ解明される。地質調査には、地表の調査、ボーリング調査、空中からの調査がある。こうし

ｽ調査の結果は地質図にまとめられる。地質調
ｸの方法および地質図の読み方も含めてこれら
ﾌ事項を学ぶ。

同　　　上

10 プレートの動態

地球の表層は数枚のプレートによっておおわ

黷ﾄいる。これらのプレートは相対的に運動し
ﾄいるものも多い。プレートは中央海嶺中軸部
ﾅ新生し、潜没帯でひとつのプレートの端は潜
vして地球内部へ沈んで消失する。こうしたプ・
戟[トの動態について学ぶ。

同　　　上

11 潜　　　没　　　帯

　ひとつのプレー杢が隣り合う他のプレートの
ｺへ潜没する場所では潜没帯が形成される。潜
v帯では地形的には海渚が形成され、潜没面に
?ﾁて地震が多発する。また潜没面のある範囲
ﾅマグマが形成され易く、その部分は火山帯と
ﾈる。これらについて学ぶ。

同　　　上

12 古生物の進化

　地球表層に生物が芽生えたのは海洋が形成さ
黹Zからある期間を経た頃であった。先カンプ
潟A代の終り頃から骨格をもつ生物が増加し化
ﾎとして残るようになった。これら古生物は進
ｻしつつ変化してきた。その変化のあり方につ
｢て学ぶ。

同　　　上

13 造　　　山　　　帯

　隣り合う2つのプレートが押し合う場合、主
ﾆして圧縮力がはたらいて、プレートの境界は
ﾟで変形が起る。これを造山運動という。造山
^動に伴って山脈が形成されることも多い。造
R運動のあり方についてはその考察に変化があ
ﾁた。これらの事項について学ぶ。

、一

@同　　　上

14 地球表層の変遷

　地球表層はその形成の初期から核になる部分

�?Sとしてその周囲で造山運動をくり返しつ
ﾂ伸張し大陸の部分が拡張してきた。一方、大
､は分裂・移動した痕跡も残している。このよ
､な地球表層の変遷のあり方について学ぶ。

同　　　上

15 地下資源の利用

　地球表層には金属資源や石油・石炭・天然ガ

X等の地下資源が賦存する。また地下水も資源

ﾌひとつと言える。これら地下資源の在り方と

ｻの利用について学ぶ。
同　　上
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　　　＝地球の科学H＝（TV）

　　　　一・日　本　列　島　一

〔主任講師：奈須紀幸（放送大学教授）〕

全体のねらい。、

　私達が生活の基盤をおく日本列島について、地球科学的な視点からその本質を追及する。日本列島

は太平洋どアジア大陸の境に位置する弧状列島で、環太平洋変動帯の一部である。日本列島は典型的

な変動帯で、火山帯、地震帯を伴い、地史的にも多くの変動を経験した。これらのことについて学ぶ。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容
担当講廓（所属・氏名）

日本列島は本州を中心とし南北方向に長くの

びた大小の島々よりなり、アジア大陸の東端に 奈須　紀幸
1 日本列島の特徴 位置し、太平洋およびフィリピン海に面する。

環太平洋変動帯の下部を占める。このような日 （放送大学教授）1
本列島の特徴について学ぶ。

日本列島は幾つかのプレートが接し、せめぎ

合う場所に位置する。そのため、地質は複雑で

2 日　本の地　質 ある。そのような複雑：な日本列島の岩石の分布 同　　　上
の様相と地質構造の大勢について学ぶ。

日本列島は南北方向に長く、気象の在り方も
場所によって大きく変る。しかし、全般的には、

8

3 日本の気　象 中緯度の偏西風帯に位置し、気象は西から東へ
ﾆ移ってゆく。高気圧、低気圧、前線はいずれ

同　　　上

も東進する。台風は別の経路をたどる。これら
の事項や気候について学ぶ。

日本列島ほ周囲を海にめぐらされている。南

● 方からは黒潮や対馬暖流が北上し、北方からは

4 日本をめぐる海 親潮が南下する。このような日本周辺の海流に
ﾂいて学ぶ。また、海水の性質について学ぶ。

同　　「上

さらに日本周辺の波浪、津波について学ぶ。

日本列島は大局的には太平洋プレート、ユー

日　本列島’と ラシアプレートおよびフィリピン海プレートが

5

プレートの動き

接する場所に位置する。アメリカプレートの西
[も北海道東部までのびている可能性もある◎
ｱれらのプレートの動態について学ぶ。

同　　　上

@　　■

日本周辺には太平洋、フィリピン海、東シナ

海、日本海、オホーツク海などの外洋、縁海が

6 日本周辺の海底
分布する。これらの海底にはさまざまな地形的
ﾁ徴が見られ、また堆積物や基盤の岩石につい

同　　　上

ても多くの知見が得られている。これらの事項
について学ぶ◎

日本列島ではその周辺からはじまる潜没面が
列島の下部に達している。そのため日本列島は

7 日　本の地　震
地震帯に重なっている。これら地震帯で発生す
髓n震の発生機構などを考究しつつ地震帯の特

同　　　上

性について学ぶ。また地震予知の在り方につい
ても学ぶ。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 日　本　の火　山

　太平洋底は日本海溝をへて東北日本の下へ．

ﾜた伊豆・小笠原海溝をへてフィリピン海の下
ﾖ潜没する◎フィリピン海底は西南日本の下へ
�vする。これに伴って日本列島には多くの火
Rが分布する。これら火山の諸々の特性につい
ﾄ学ぶ。

奈須　紀幸

i放送大学教授）

9

日本の古生代・

?@　　生　　　代

　．日本列島で発見された最古の化石は古生代オ
泣hビス紀に属する。また最古の岩石は約20億

N前のものである。そして日本列島の各地に古
ｶ代、中生代に属する岩石が分布する。一部に
ﾍ先カンプリア代と推定される岩石が分布する◎
ｱれらのことについて学ぶ。

同　　　上

10 日本の新生代

　古第三紀の日本は比較的静穏な時期で浅海が
ﾐろがり主要炭田が胚胎した。新第三紀は変動
ﾌ激しい時期でグリーンタフなどの形成をみた。
謗l紀には海水準の変動があり海岸線が前進・
繿ﾞをくり返した。このような事項について学
ﾔ。

同　　　上

11
　　　　噛
坙{の地下資源

　日本列島はモザイクを集めたような複雑な地
ｿ構造を有する。そのため広大な面積を占める
n下資源の分布は見られぬ。そのかわり、各種
ﾌ金属資源、非金属資源がスポット的に分布す
驕Bとくに黒鉱は注目される。地下水資源も含
ﾟてこれらの事項について学ぶ。

同　　　上

12 日本の海陸境界

　日本列島は狭長な国土に対して長大な海岸線
�Lする。その海岸線には岩石海岸、砂浜海岸、
燔pに面した千潟海岸の別がある。また、氷期、
ﾔ氷期にともなう海水準の変動で海岸は前進、
繿ﾞをくり返し、大陸棚を形成した。これらの

ｱとについて学ぶ◎

同　　　上

13
日本における

n球科学の進展　　　　「

　日本が西欧の科学を全面的にとり入れ始めた
ﾌが百年余り前からである。地球科学の分野に
ｨいてもそのことは同様であった。そしてこの
鼈齔｢紀余の間に日本列島に関する地球科学的研
?熬?驍ｵい進展をみた。その経過について学・
ﾔ。

同　　　上

14 関東地方の地史

　日本列島の中でも一例として関東地方をとり

繧ｰ、より詳細な地史を学ぶ。関東地方は日本
�№ﾌ中でも最も広大な関東平野とそれをとり
ｪく山脈地帯、および伊豆、三浦、房総の半島
ﾉよって形成される。そこで生起した地史的な
o緯について学ぶ。

同　　　上

15

日　本列　島　と

?@間　生　活

　私達は生活の基盤を日本列島においている。

]って、日本列島の地学的特性と私達の日常生
?ﾆは、きわめて多くの点について深い結びつ

ｫがある。こうした関連性についていろいろの
挙_から学ぶ。

同　　上
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＝大気と海洋＝（TV）

〔主任講師：奈須紀幸（放送大学教授）〕

全体のねらい

　固体地球を溢澄う大気、澄よび固体地球表面の7割を澄澄う海洋の本質を知るために、色々な専門

分野にわたって学ぶ。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 大気　の　構造

　気温・湿度・気圧。風向・風速などは絶えず変化している。とりわけ、高さに伴う変化は大きく、例えば、数千㎞の高低緯度間の気温差はわずか10kmの高度差によって体験できる。地球規模でみた大気の平均構造の実態を把握し、以下の各章の理解に役立てる。

○浅井　富　雄
i東大・海洋研・

@　　　　教授：）

ﾞ須　紀　幸

2 大気の熱収支 同　　上

3 雲　　と　降　水

　水蒸気の凝結や昇華、水滴の凍結などによって微細な水滴や氷晶が空気中に形成される。それらの粒子は併合過程を経て、雲粒から雨滴へ

ﾆ成長する。雲や降水の形成にいたる畑鼠的物理過程について述べ、さらに：、雲と降水の巨視的動態にもふれる。

同　　上

4
対流と局地風

齣蜍C運動その1一

　4、5章では主に大気の運動を扱う。最初に

n球大気の運動のしくみどその特徴を要約しご

氓ﾉ、中・小規模の運動として地表面付近に形

ｬする対流混合層と水平の温度差によって生じ

驫C陸風や山谷風をとりあげる。

○木　村　龍　治

i東大・海洋研・

@　　助教授〉

ﾞ須紀　幸

5
低気圧と台風

齣蜍C運動その2一
同　　上

6 気候　の　変動

○浅井　富　雄
i東大・海洋研・

@　　　　教授）

ﾞ　須　紀幸

7 大気研究の歴史

　日常身近かな天気の変化から地球規模の大気大循環にいたるまで、気象についての我々の知識や考え方がどのようにして養なわれ育ってきたかを、その発展の節目に重点を澄いてふりかえり、併せて国際協力のもとで維持・展開されている世界の気象観測や予報の現状を示す。

同　　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

海洋の科学的探検の時代から現今の海洋実験

の時代までにわたり、主として海洋と海底の構 ○寺　本　俊　彦

8 海洋探究の歴史 造と運動の面から探究の成果を概観し、海洋の （東大・海洋研・

科学へと誘うよすがとする。 教授）

奈須紀　幸・

海洋の物理現象の中でも特に顕著な海洋大循
環について、その成因、構造について説明し、

9 海洋大循環
それらを更に深く理解する上で必須な課題であ
髏l工衛星からの観測や深層の循環の観測に：つ

同　　上
　　　　　関連する重要なトピックスである導いて述べ

m一大気系の大規模変動や海洋温度差発電につ
いてふれる。

　海洋では常に沖から岸に向って波が打ち寄せ
ﾄいる。この波はどこで作られ、どのような性 ○木村　龍治

10 波　　と　潮　汐
質があるのか、実験を行って説明する。特殊な
gとして、高潮と津波に触れる。次に潮汐のメ

（東大・海洋研。

@　　助教授）
カニズムと水理模型による瀬戸内海の潮流の研 奈須紀　幸
究に：ついて述べる。

生物の活動を通じて、いろいろな元素が循環
ｵている。．酸素、炭素、窒素に注目して、海の ○服部　明　彦

11 海洋の物質循環
中に残された生物活動の軌跡をたどることに：よ
ﾁて、その動き、特徴などについて探る。生物

（東大・海洋研。

@　　　教授）
生産や沿岸の富栄養化の問題との関係について 奈須紀　幸もふれる。

12 海洋の生態系

　海洋の生物は大小の部分生態系に：分れζ200

壕ﾈ浅の浅海系には植物の光合成活動があるが
[海系では微生物と動物のみとなる。沿岸域と
O洋域とでは種類も生物量も異なるが、近年、

　　　　　　　　’

尠x　越増興
i元東京大学教授）

内湾の有機汚濁が外洋にはみ出す傾向がみられ 奈　須紀　幸
る。

13 海底の生いたち

　深海底は中央海嶺で生れ、横に数crn／年の
ｬさで移動しながらしだいに深さを増してゆく。
C底が生れる場所には多数の割れ目があり、熱
?ｪ噴出して重金属を析出させていたり、溶岩
ﾜ晒盈編糖編羨蹴毒懸垂れっっある海域がある。

○小　晶出　男
i東大・海洋研・

@　　　　教授）

@奈須　紀　幸

海溝は世界中で最も深い場所であるが、海洋
のへりに：細長く並んでいる。深海底はここから

14 深海底の沈み込み
斜めに：陸の下に沈み込んでいる。その形は深発
n震や地震の波の伝わり方から確認されている。

同　　上

海溝の地形や沈み込みのようすは地域によって
異なっていて、地震の起こり方や火山活動の歴

も　ている

大陸の周辺には海底傾斜のゆるやかな大陸棚
がひろがっている。その外線の水深は、ほぼ

15 大陸棚の生いたち
120～140m程度である。このよう：な海底地形暫が生じたのは氷期・間氷期の繰返しに対応した

奈須紀幸
海水準変動が原因であることが判明した。その
経緯について説明する。
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　　　　＝現代資源論＝（R）

〔主任講師：山口梅太郎（東京大学教授）〕

全体のねらい

　資源問題が論議されている割りには、鉱物資源について、例えば、鉱物資源’と人間とのかかわり合

いや、資源の分布や資源量の問題、資源を獲得し、利用するための技術、更に、わが国としてどう対

応すべきかといったことがあまりにも知られていない。このセミナーでは鉱物資源の諸問題を、その

開発と利用を中心に、技術的側面から概説する。

回 テ　　一・　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

・道具の使用　。青銅器の発達　◎鉄の時代

。資源とその利用

1 鉱物資源と文明、
山　口　梅太郎

i東京大学教授）

④成長の限界　。石油20年説　・資源の価格と

消費

2 成長　の限界 同　　上

。地秘中の元素　・再生不可能な資源

資源の有限性につ
3 同　　上

いて

・．鉱床　㊥埋蔵（鉱）量と資源量　⑫鉱床の形成

’ ・鉱床の分類漕マグマ早成床　・堆積成鉱床 o

4 鉱床の分類と成因 武　内　寿久禰一

（東京大学教授）

・金　・銀　・銅　・・鉛・亜鉛

貴金属、非鉄金属
5 同　　上

資源

・鉄　　・マンガン　・アルミニウム　㊥チタン

6 構造材用金属資源 同　　上
鴨

・錫・タングステン・モリブデン　・ニッケル
・クロム　　・コバルト（Co）

7 鉄合金用金属資源 同　　上
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『回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師’
i所属・氏名）

⑦希土類（RE）　㊧核融合発電　・リチウム

先端技術に必要な （Li）　・ベリリウム（Be）　・ニオブ（Nb）

8 ㊧シリコン（Si） 武　内　寿久禰

鉱物資源

⑫原子力発電に必要な地下資源　・ウラン鉱床

の形成　・ウラン資源の偏在と資源確保　⑳放

9 核燃料鉱物資源 射性廃棄物の処分 同　　上

・近代産業を支える非金属資源　・石灰石

櫛ダイヤモンド　。リン鉱　・蒸発岩　・粘土

10 非金属鉱物資源 鉱物　㊤沸石　。流黄 同　　上

・はじめに　・エネルギー需要の推移と現状

・エネルギー需給の将来予測

11 エネルギーと文明 冨　永　博夫
（東京大学教授）

・はじめに　。化石燃料資源　・核燃料資源

12 土ネルギー資源 同　　上

・はじめに　・天然ガスの探査、開発、生産

・：LNGの生産と輸送　・：LNGの用途

13 天　然　　ガ　　ス ・LNGの冷熱の利用　・天然ガスのメタノー 同　　上

ルへの変i換利用

・はじめに　・石油の鉱床　・石油の探鉱

・石油の開発と生産　・石油の強制回収

14 石　　　　　　　油 ・海底石油の開発 同　　上

・はじめに　・石炭の成因と分類　・石炭の生

産と供給　・石油の利用技術の開発

15 石　　　　　　炭 同　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

・はじめに　。オイルサンド資源の埋蔵量

・オイルサンド鉱床の特性　・採収技術

16 オイ　ルサン　ド ④ビチュメンの精製
冨　永　博　夫

⑳はじめに　⑰オイルシェールの資源埋蔵量：

⑪オイルシェールの性状　・採掘と乾留の技術

17 オイルシェール ・精製プロセスと製品 同　　上

⑳日本は資源のない国ではない　⑳鉱物資源の

わが国の鉱物資源 輸入　・資源確保の方策

18 山　口　梅太郎

とその確保

・鉱床探渣の必要性　⑪山相学　・地質調査

㊨物理探i査　・地化学探査　。試錐　・数理地

19 鉱物の探査と評価 質学の応用　・海外における探査 武　内　寿久禰

・合理的な開発

20 鉱山の開発　　α） 山　口　梅太郎

・坑内採掘　・採鉱法　・坑内環境の整備

21 鉱山の開発　　⑲ 同　　上

・特殊な方法による鉱物資源の採取　。採掘作

業のロボット化

22 鉱山の開発　　⑳ 同　　上

・、鉱石の事前処理　9フルイ分けおよび分級

鉱石の処理　　（1）

23 井　上　外志雄i

一処理のフロー噌 （東京大学教授）

一718一



回 テ　　・一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

・比重選別　・静電選別　・磁力選別　・色彩

鉱石の処理　　（D 選別

24 井上　外志雄
一物理的分離の原理と

方法

・浮遊選別

鉱石の処理　　（m
25 同　　上

一物理化学的分離の原

理と方法

・乾式製錬　・湿式製錬

鉱石の処理　　㈹
26 同　　上

一六　錬

・溶存鉱物資源　・陸上から海底へ連続する鉱

海から得られる鉱 床　b海底の堆積鉱床　・深海底熱水鉱床

27 山　口　梅太郎

物資源

・未利用資源　・低品位資源の開発　・自然工

未利用資源とリサ ネルギーの利用　・廃棄物利用　・リサイクル

28 ・再資源化の問題　・再資源化の技術 井　上　外志雄

イクル

・探i査漬報の処理　・鉱山開発とOR手法

資源開発における ・原料の配合とプラントの自動制御

29 同　　上

情報処理

・資源開発に伴う自然環境の破壊　・資源利用

と環境保全との調和

30 資源開発と環境問題 山　口　梅太郎
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＝統計的データ解析とソフトウェア＝（TV）

〔主任講師　大隅　昇（統計数理研究所助教授）〕

・全体のねらい

　現象解析を進める場倉に、データの収集・獲得に始まり、それを分析に適した形に表現し、．それらのデータから意味のある情報を引・

出すまでの過程で必要となる数理的な分法がデータ解析法である。とくに観測特性や個体が多数の場合の多次元データの解析は、諸現
象に潜む複雑な情報を理解の容易な形に要約する手段として有効である。講義ではまず、データ解析で考えるデータとは何かについて
述べる。次に、データ解析の情報探索ならびにその視覚化の基本操作であるグラフィカル表現法について概観する。さらに多次元デー
タ情報を縮約化するための主な手法（主成分分析、パターン分類法など）を解説する。続いて、データを分類し、そこに内在する類似
性や差異性を洞察するための方法である分類法（自動分類法、クラスター法）の主な方法について解説する。また、これらの多次元デ

栃鞠白白憎憎蕪獅至毒衆多上編二丁欝；丁丁勃轍；あ尋三三雰霧景勧三三
て解説する。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

データ解析において、データをどのように表
現しけた取扱うかを考える。まずデータ解析基

1
多次元データ解析（1）

黹fータとは一

本手続きであるデータの獲得と収集に始まり、データの性質（量、質、形式など）の考え方に

ﾂいて述べる。さらに、この講義で取り上げる
ｽ次元データ解析手法の簡単な紹各と互いの関

大　隅　　・昇

i統計数理研究

鰹赴ｳ授）

連について概観する。

多次元データ解析の意味とその有用情につい
■ て概観するとともに、データ解析に解けるコン

ビュータと統計ソフトウェアの役割について述
2 多次元データ解析（2） べる。また、データ解析の基本操作であるデー 同　上

タ変容の方法（数値化、変数変換、コーディン
グなど）をはじめデータ表の作成・編集の方法
などについて述べる。

多次元あるいは多変：量データの情報を数値と
e

データの探索と情 して縮約し、その特徴を把握ナるための基礎的

3 報の要約化（1） な手順について述べる。多変量データから算出 同　上
一データの縮約化一 される各種の統計量とその解釈、相関と無相関

などについて述べる。

デニタに内在する特徴を直感的にまた簡便に観察する手段

k
4

データの探索と情報、
ﾌ要約化（2）一データの視覚化一

として、二品表示法あるいはグラフィカル表現法が有効であ
驕B、こうした探索的手法のうち≦データのプロット図、層別（各種のヒストグラム、箱髭図など）、乞変変量データの散布図、多変量データの散布図などを紹介する。また、コンピュータ・グラフィクスの活用法と利用上の注意点などを、関連統計ソフトウェアを用いて確める◎ 　　馳　　　　　」

ｯ　上

多次元デ「タ解析の手法のらち比較的利角度

5

多次元情報の縮約化一合成指標の生成
がたかい、．多変量データの次元縮約を目的とする主成分分析型手法（主成分分析法、パターン

ｪ類法など）、判別分析型手法、集約化研デー 同　上
と次元の縮約一 タ（クロス表など）の分析法を、簡単な数値例

を交えて説明する。また、これらの手法と後述
の分類手法との接点などについて述べる。

データの分類
データ解析の基本は分類操作にあるが∴最近はコンピュー

^利用を前提として種々の分類法が登場している。ここでは、

6
一自動分類法ある

｢はクラスター化

データ解析の実際場面で有用な代表的左手法を、階層的分類

@と非階層的分類とに分けて紹介する。ま友それに先立って、 ㍉，　　同’上

法一
分類手法の区分や研究の流れ、分類操作の目的と意味、他の

ｽ次元解析手法との関連などについて述べる。

まず、分類操作で重要な概念である分類対象
ならびにクラスター間の類似性や非類似性の考

7 階層的分類法（1）
え方について述べ、さらに各種の類似度・非類
欄xなどを説明する。次に、階層的分類法を凝 同　上

集型分類法と分枝型分類法とに分けてそれらの
主要な手法についての基礎的な数理を説明する。

一
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回
馬』

e　　　＿　　，マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 階層的分類法②

　まず、凝集型分類法の主な方法（群平均法．ウォード法など）を述べる。次に分枝型分類法

iA豆D法など）を簡単に説明する。さらに．
ｱれらの手法に関連する統計ソフトウェアを紹
薰ｵ、簡単なデータで分類法の数理や計算手順
�?�ｷる。

大　隅　　　昇

9 非階層的分類法（1）

　分類結果を階層構造で表す階層的分類法に対して．そうで

ﾍない分類法をまとめて非階層的分類法と総称する◎したが

ﾁて1無数0手法が存在するが、このうち実用的見地から有

pな分割最適化型手法である．K噸餓盤法と盤⑪艶膿A法
�?Sに述べる◎またこれらに関連して、クラスターの等質
ｫの基準や分割最適化基準を統計的にどう考えるかを述べる。

同　上

10 非階層的分類法（2）

　K－means法とそれに類似の手法の計算手順
�qべ、実際に簡単なデータによって分類の仕

gみを理解する。また、コγピュータ利用の三

Eや使用上の問題点などを簡単な数値例を通し

ﾄ理解する。

同　上

11
分類結果の解釈と

?p法

　データの分類結果を、理解の容易な形に表現する方法が必
vとなる。ここでは、分類結果から、データに内在する情報
ﾌ解釈を容易にするための二次分析の方法や得られたクラス
^ー化情報を要約する分析手順について述べる。また、コン
sュータ・グラフィクスを使って、分類結果を視覚化する道
?�¥築する際の考え国章について解説する。さらに各分類
阮@が抱える問題点や今後の動向などについて総括する。

同　上

12 統計ソフトウェア（1）

　データ解析を進める際にコンピュータと統計ソフトウェア
ﾌ支援は不可欠である。ここではまず統計ソフトウェアの歴
jとそれが統計データ解析においてはたしてきた役割につい
ﾄ述べる。また代表的な統計ソフトウエアの特徴と主要な機
¥を紹介する。さらに、統計ソフトウェアの品質や性能をど
ﾌように考えたらよいか、また利用者にとって使い勝手のよ
｢統計ソフトウェアとはどのようなものかなど、コンピュー
^と・ユーザの接触面で発生する諸問題について解説する。

　　　　唇

ｯ　上

13 統計ソフトウェア（2）

既存の代表的な統計ソフトウェアとその特徴
�麹∮Iに比較し紹介する。また、可能な限り
}イクロコンピュータ．上で色々な統計ソフトウ
Fアを使ってみて、それらの特徴を理解する。
ﾜた、新しい課題として注目されている統計イ
塔eリジェント・システムの現状や考え方など
ﾉついて解説する。

同　上

14
データ解析の事例
､究（1）

　既に講義した内容を実際データの分析という形で紹介し、データ解析の諸手法の運用の手順や効用を確める。まず、初

ﾟの例として、住民環境意識の調査データを用いた領域クラ

Xタηング・システムを紹介する。～これは、本来その表現が

e易でない人の意見や態度をコンピュータ・グラフィクスを
D利用して、目に見える形に具体化するもので、主成分分析法
笊ｪ類法を中心に色々なデータ解析手法を用いている。

同上上

15
データ解析の事例
､究（2）

@　　　　　　1

　事例研究の（2）として、資源探査衛星の測定データに基づく地域区分法、身体計測データの分

ﾍ、生物データの分類など、データ解析の事例
�Iムニバス的に紹介する。こうした事例の抜
?�ｭめるこ・とでデータ解析の効用や利用上の
壕ﾓ点を知ることがここどの課題である。

同　上
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・＝ ﾊ： 子 論＝　（TV）

〔主任講師糠春譲韓翻〕

全体のねらい

　原子や分子の行動は：量子論にしたがっている。従って、化学や物理学の基礎的理解には量子論が必

要である。放送大学の化学や物理学の講義の中には量子論を使わなくてもなんとか理解できるものも
あるが、量子論を理解いて込なくてはわから：ないものもある。量子論をまともに学ぶためには数学的

な・基礎が必要であるが、この講義ではそれほど予備知識がなくても宏んとか重要なことは理解できる

ようになるようにと考えてある。

回 テ　　　一・　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 量子論はなぜ必要

ｩ

　19世紀の物理学者は古典物理学、すなわちニュートンの力掌とマクスウェルの電磁気学によって全ての物理

ｻ象が説明できると考えていた。しかし、20世紀に入
ﾁて古典物理学では説明できない現象が発見さμた。ラ

Uフォードの原子模型の欠点に：ついて述べ、水素原子の

Xペクトル診よび光電効果を解説し、量：子論がなぜ必要

ｩに関するオリエンテーシ罫ンを与える。

阿　部　龍　蔵

i東京大学教授）

2 波と粒子の二重性 同　上

3 シュレーディンガ
[方程式

同　上

4

　　一

Vュレーディンガー
羽�ｮの簡単な例

　シュレーディンガー方程式を解くと、体系が

ﾆりうるエネルギーの値（エネルギー固有値）

ｪ決まる。そのような具体例として、自由粒子、

芟ﾋ型ポテンシャル下での粒子、水素原子の基

齒�ﾔなどを取り扱う。

同　上

5 一次元調和振動子

　古典力学の単振動を量子論の立場から考察する。この体系は厳密に：答えがえられる数少ない例の一つであるが、その結果は分子の振動など具体的な物理的、化学的な問題を扱うとき役に立つ。数学的なチ段としてエルミート多項式に言及し、体系のエネルギー準位を求める。

同　上

6 量子力学と古典力
w－

　量子論の概略に慣れたこの時点で、量子力学に関するやや一般的な叙述を行う。まず、量子力学は特別な場合には古典力学に帰着するが、これに関連した中隔レンフ・

Gストの定理を証明するごまた、粒子の位置と運動量が

ｯ時に正確には決まらないという不確定性関係に触れ、

Aさらに量子力学の一つの形式である行列力学（演算子の

s列による表現）について述べる。

同　上

7 　　　　　　　　　て
?@素　原、子

　　ここで再び水素原子の問題を取り上げる。具体的な計算に：はラプラシアンの変換とか球面調和関数に関する知識が必要だが、詳細には立ち入らず結果だけを示すのにとどめる。ただし、・物理的な側面として角運動量を強調し、また体系のエネ三三ー準位に：ついて解説する。　、

同　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講レ師
i所属・氏名）

量子力学的な粒子はスピンという内部自由度をもつ。

スピンは角運動量の一種だが、その大きさが整数の場合、・

8 スピンと量子統計
粒子はボース統計に従い、また半整数の場合、粒子はフ

Gルミ統計に従うことを指摘する。ボース統計、フェル

~統計の両者を量子統計と呼ぶが、これは粒子の交換に：

阿部龍　蔵
i東京大学教授）

関して波動関数のある種の対称性を要求する。その帰結

としてえられるパウリ原理について説明する。

　　　　　　　　　　　　　“ｴ子の中の電子の数が多くなった場合の近似

9 原子の構　造
的取り扱いの原則、とそれを実際の原子に応用

ｷる方法について説明する。原子の周期律との

ﾖ係を、元素の各種の性質から考える。

細矢　治　夫
i澄茶の水女子

@　　大学教授）

水素分子の中の電子の存在状態を化学結合と

いう面から考え直し、それを共有結合一般、結

10 二原子分　子 合の次数、不対電子などの考え方に拡張する。 同　上

分子軌道法とその応用についても述べる。

多原子分子の して原子価状態、混成軌道などについて説明す
11 構造と性質（1） る。さらに分子一般の立体構造とその対称性を 同　上

飽和化合物 飽和炭化水素を例として考える。実例としてポ

リエチレンとダイアモンドについて説明する。

エチレン、アセチレン、ベンゼンなどを例と

多原子分子の してπ電子とδ電子について説明する。分子の
12 構造と性質（∬） 電子状態とスペクトルの関係、波動関数の対称 伺　上

不飽和化合物 性を一般的に考える。ポリアセチレンとグラフ

アイトの例を考える。

二原子分子を調和振動子と考えて、力の定＝数、

13 分子の振動と回転

基準振動などの概念を導入する。分子の回転、

ｪ子内の結合の周りの回転をも考える
下　沢　　　隆

i埼玉大学教授）

分分子の双極子モーメントと結合の分極と赤外

スペクトルの関係を考える。これをマイクロ波

14 分子の電気的・ スペクトル、核磁気共鳴スペクトル、電子ス、ピ 同　上

気的性質 ン共鳴スペクトルにまで拡張して説明する。

二原子分子の解離をポテンシアル曲線から考

え、それから化学反応中間体への関係を述べる。

15 化学反応の電子論 化学反応と電子軌道の関係を各種の反応の実例 同　上

との関係で考え、それを分子の設計まで延長す
る。
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＝生命のしくみ1＝（TV）
　　　　　一生化学の基礎一

〔主任講師　木原弘二（三白義塾大学教授）〕

全体のねらい
・生物はさまざまな吻質からできている。これらの物質の働きによって、生物の活動が支えられて

いる◎この点をいくつかの例に：よって示し、これらの生体内物質の砦徴的な性質と機能を説明し冠生

化学の基礎的な内容を紹介するb特別な予備知識は必要ではないが、初歩的な化学の用語を理解でき

ることが望ましい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

タンパク質、脂質、糖など、生物をつくり上

げている物質の主な特徴と構造について説明す
1 生体に含まれる物質 る。これらの物質の構成成分であるアミノ酸、

怩ﾉついて解説し、それらが結合して高分子物

　木原　弘二
i慶鷹義塾大学教授）

質となることを取のあげる。

タンパク質、核酸、多糖類について、その構

2
生体内の高分子物

ｿ

造、とくに立体的な分子の形をとりあげて、こ

黷轤ﾌ物質の働毒との関係を説明する。今後の

b題となる具体的な例に：ついて考える上で基礎

野　田　春彦
i放送大学教授）

となる知識を述べる◎

食：物の形で体内に：入った物質が消化され、化

学的な変化を受けて、身体の成分として組み入

3 栄養のとりこみ れられたり、エネルギー源として分解されたり 木原弘二
している◎これらの反応の説明を通して、酸素

の働きについて述べる◎

、身体の中で起こっている化学的な変化は、す

4
代　　謝一一遺伝病（1）一

べて酵素の作用によって進行している。この酵

fに欠陥があると、その反応が進行しないため

ﾉ、さまざまな障害が生じる。この酵素の欠陥
同　上

が遺伝的に決定されている二三の例を紹介する◎

酵素の外にも．大切な働きをしているタンパ

ク質が多数存在している◎ヘモグロビンは、酸

5 タンパク質の構造 素を結合して運ぶタンパク質で、その遺伝的に 同　上

異常な形に変ったために生じる障害の例として、

鎌型赤血球貧血症について説明する◎

生物のさまざまな活動は、すべてエネルギーを
消費して進行している。これらのエネルギーの源

6 呼吸のしくみ
泉は、細胞内での糖と脂肪の酸化的分解に：よっ

ﾄ得られている。この分解過程は多数の酵素によ 同　上

る反応段階を経て進み、各段階での産：物が、別

の物質の素材として利用される。
9

呼吸によって得られたエネルギーは、ATP
の形で、細胞のさまざまな活動に利用されてい

7 エネルギーの利用 る。細胞内への物質の吸収、筋肉の収縮、神経

ﾉ誇ける刺激の伝達などを例として、ATPの

丸　山　工　作

i千葉大学教授）

「　　　　　畢 エネルギーが利用されているしくみを説明する。
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講甑
i所属・氏名）

タンパク質は、どの個体に論いても．毎日合

成されている。このタンパク質合成反応のしく

8 タンパク質合成 みを説明し。遺伝子としてのDNAが。タンパ 木原弘二
ク質の構造．つまリアミノ酸の結合順序を決定

7

している点を紹介する。

タンパク質はつねに合成されているが証すべ
ての種類のタンパク質が合成されているわけで

9 調　　　　　　節
はない◎状況に対応して。一定のタンパク質が
≒ｬされたり，合成が停止したりするしくみが

同　上

働いている◎この例を通しても調節といわれて
いる生体の働きの～面を紹介する◎

細胞が合成している物質には．細胞の構造に

1⑪
脂　　質一遺伝病②一

大切な糖や脂質があるが、これらの物質の分解

ｪ正常に進行しないために、早期に死亡したり

ｭ育異常を招くことがある◎粘液多糖類蓄積症、．

同　上

糖脂質蓄積症を紹介する◎

すべての生物界の有機物質は、もともと太陽か

11
生物界に論ける元
fの循環

らの光のエネルギーを、植物が利用して、二酸化

Y素を糖に：変える光合成反応にもとづいてつくり

oされたものである。この反応と窒素化合物の生

同　上

物界での利用、分類の過程について述べる。

細胞は、核、ミトコン’ドリア、小胞体などさ

12 細胞と細胞膜
まざまな構造が含まれていて、それぞれ機能を

ｪ担している。これらの存在にとって、膜構造

ｪ基本的なもので、膜の構造、その働きについ

長野　　　敬
i自治医科大教授）

て紹介する。

タンパク質の構造を指定しているDNAは、

13 細胞の増殖と
cNAの複製

細胞の分裂とともに、同一一の分子が均等に子孫

ﾌ細胞に伝えられてゆく、このDNA分子が、
ｯ一一の構造を維持して合成されていくしくみに

木　原　弘　二

ついて解説する。

最近話題どなっている遺伝子工学の現状を紹

介して、特定の遺伝子を確認できた例を説明す

14 遺伝子工学 る。また、之の技術を利用して、ヒトの遺伝病 同　上

の原因となる欠陥遺伝子を明らかにして、胎児

診断に応用されていることを述べる。

全体のまとめとして、生命現象は、生物特有 木　原　弘　二

15 物質系としての生命

のタンパク質、DNAなどの物質の存在なしに
ﾍ考えられないこと、その機能の遂行に必要な
Gネルギー、語よび情報の役割にもとづいてい

驍ｱとなどから、物質と生命の関係を改めて考

長　野　　　敬

?c春彦
ﾛ　山　工作

察する。
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二恒星天文学＝（TV）

〔主任講師：吉岡一男（放送大学助教授）〕

全体のねらい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　，

恒星に関する基礎知識を得るとともに、それらの知識を観測あるいは理論をもとに得る過程に：つい

て理解するζとを目的とする。そのために：・恒星の運動、連星の解析、HR図、恒星の大気診よび内

部構造を例に取り、それらの知識を得る方法を具体的に、演習形式も交えて学ぶ。

回 テ　　　一　　　マ 内’@　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

恒星の定義とその一般的特徴および宇宙に於け

1 年周視差と距離
る位置づけについて述べる。ついで、全15回の

Jリキュラムを説明する。そのあと、恒星の直

ﾚ的な距離決定として重要な年周視差の測定方

吉　岡　一　男

i放送大学助教授）

法について学ぶ。

天球上での恒星の動きを表す固有運動とその

2
固有運動と太陽運

ｮ

測定方法について学ぶ。ついで、太陽近傍の星

ﾌ固有運動と視線速度の観測をもとに、太陽と

ｻの近傍の星の運動さらに銀河系全体での星の

同　上

運動を導く。

年周視差より遠い距離まで適用できる直接的，

永年視差・統計視 な距離計定法として重要な永年視差、統計視差

3 差と運動星団の方 運動星団の方法の3方法の測定原理と測定方法 同　上

法 に：ついて学ぶ◎

恒星には連星をなすものが多い。ここでは、

まず連星の重要性およびその種類と頻度につい

4 実視連星の解析 て述べる。ついで、その一種である実視連星の 同　上

天球上での動きをもとに、公転軌道や星の質量

を決定する方法について学ぶ。

連星には、望遠鏡でも2つの星に：分解できな

いが、スペクトルの変化から識別できる分光連

5 視線速度曲線の
�ﾍ

星がある。ここでは、視線速度の測定方法を学

ﾑ、ついで、分光連星の視線速度の変化をもと
同　上

に公転軌道や星の質量の情報を得る方法につい
て学ぶ。

連星には、食現象による光度変化から識別で

きる食連星がある。ここでは、食連星の光度変

6 光度曲線の解析 化をもとに公転軌道や星の質量・半径の情報を 同　上

得る方法について学ぶ。

恒星の光度を表す等級にも、測定する波長域

の違いによりいろいろな種類がある。ここでは、

7 等級　ど光　度 これら各種の等級と絶対等級およびその測定方 同　上

』 ，法について学ぶ。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

恒星は、そのスペクトルをもとにいくつかの
スペクトル型に分類される。ここでは、まずス

スペクトル型と色 ベクトルの測定方法とスペクトル型について学 吉　圏　一　男
8 指数 ぶ。ついで、スペクトル型と表面温度の関係に

Gれ、さらに：それと深い違和をもつ色指数につ
（放送大学助教授）

いても学ぶ。

横軸に表面温度を表す量をとり縦軸に光度を

9
HR図と恒星の分

ﾞ

表す量をとったHR図は、恒星の研究に：白いて

d要な役割を演じてきた。ここでは、HR図の

�jを述べ、ついでHR図にもとづいて恒星が

同　上

主系列星や巨星などに分類されることを学ぶ。

スペクトルが生成される恒星の表面外層は恒

星大気とよばれるが、ここでは、恒星大気の構i

10 恒星大気を決める 造を決める基礎的法則を学ぶ。ついで、これら 同　上
基礎法則 の法則をもとに恒星大気の状態を求め、さらに

推測されるスペクトルとの関係についても論ずる。

前回で学んだ恒星大気の状態とスペクトルの

高高に基づいて、スペクトルの観測から恒星大

恒星大気の物理量 気の温度、圧力、表面重力速度などの物理量が ’同　上
11

の決定 決定される方法について学ぶ。

恒星大気の状態とスペクトルの関係に基づい
て、スペクトルの観測から恒星大気の化学組成

12
恒星大気め化学組
ｬの決定

が決定される方法について学ぶ。さらに、こう　　、

ｵて決定された多数の恒星の化学組成の結果と
同　上

その解釈について述べる

太陽をはじめとして恒星を輝かせている源は、

原子核エネルギーであるが、その性質をそれが

13 恒星のエネルギー源 解明されてきた歴史とともに学ぶ。さらに、ζ． 同　上

のエネルギー源が元素合成の源でもあることや

それが意味していることについても触れる。

恒星の内部構造を決める基礎的法則について

14
主系列星の構造と
ｿ量光度関係

学び、それをもとに主系列星がどのような内部

¥造をしているか調べる。そして、それが主系
�ｯの質量と光度の間に成り立つ質：量光度関係

同　上

とどのようなかかわりをもっているか考える。

主系列星から進化した恒星の例として脈動変

光星を取り上げ、脈動の機構を考え、周期光度

15
脈動変光星と周期
�x関係

関係を導く。最後に：、これまでのまとめと、さ

轤ﾉ深く学びたい人へのアドバイスを述べる。

同　上
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＝生活と環境＝＝（R）

主任講師
〔

：矢部章彦

仲村優一

放送大学教授）
　　　　　　　　　〕
放送大学教授）

∫蝉と福祉」轍の柱となうている個男ゆ専門別の具体的難題を、環胤の関籾あ憩いう

共通の視点からとらえて分析検討し、専門間の境界領域の問題を探る中から、本専攻の共通課題を明

らかにすることを目的とする。・学生にとっては、卒業研究のテーマ設定に：手がかりを与える機会にも

なることが期待される。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

“生活と福祉邑ゐ専攻の担当者を中心に：主題に

1
生活　と環　境

関する境界領域の問題を探り、新たな研究の進

Wに役立てたい9主要な柱は、生活技術を源流 矢　部　章　彦

一一 ?@論一・
とする衣食住の課題、社会的ないし文化的視点からの生活福祉1これに生涯健康科学という新

（放送大学教授〉

しい視点を加えて所論を展開する。

主として統計資料を中心として欧米には殆ど

2

住　　生　　活（1）
例を見ない三世代居住参わが国に多く見られる

摎Rが何か、また今後高齢化社会の到来が予想 本　間　博　文

高齢化社会と
Z環境

される中で三世代居住がどの様に変わっていく

ﾌかその動向について考える。また老人特有の
ｶ理的、心理的な特性を明らかに：する。

（放送大学助教授》

高齢者世帯の住宅事情を各種の統計資料に，基

3

住　　生　　活②

w諶ﾒの住宅事情

ついて考察する。中でも三世代同居世帯に着目

ｵ、平均的な住宅条件、並びに住空間の使われ

福ﾌ実態を調査結果に基づいて明らかにし、三

｢代同居の現代的な意義並びに住宅に関する現

同　上

状の問題点と改善の指針を探る。

三世代同居世帯の住計画を行うに：当たって、

4

住　　生　　活（3）

@高齢者世帯の家
@族関係

その家族生活の実態を知る必要がある。時間と

�ﾔの座標軸の上に投影された家族生活をもと

ﾉ望ましい三世代同居世帯の家族関係を考え、こ

ｱのような家族関係を実現するための住計画の

軏{方針を明らかにする。

同　上

フランスに：診ける生活文化の調査に関し、こ

5

衣　　生　　活（1）
れまでの成果と近年アナール派が提唱する新しい’い方法と課題について、衣生活の問題を中心に

徳井淑　子
生活文化史への

述べる。 （放送大学助教授〉

アプロ・一チ

生活文化史の新しいテーマの』つとして注目

衣　　生　　活く2γ されている清潔感の歴史を衣生活とのかかわり
ﾌ中で、西欧に

6 同上
衣の歴史と環境

7

衣　　生　　活（3）

@生活の中の色

　ニュートンとゲーテに始まる色についての論
?�ｴ点に、新たに生活を受皿として色を考え
ﾄみる。東西の色に：ついての認識について、重
ﾋ色目と紋章の色を例に配色についての問題提
Nを試みる。

矢部　章彦
i放送大学教授）

ｿ　井淑　子
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
衣　　生　　活’（4）

@白さめ意識革命

　色の一つである白を特にとりあげ、民族固有
ﾌ白によせる思い、宗教と結びついた白の戒律、

ﾈどが科学技術のもたらした新しい白の出現に
謔ﾁて、どの様に変貌しつつあるかを、新しい
Z術社会への反省をこめて、論じてゆきたい。

矢　部　章　彦

9
衣　　生　　活⑤
@　　　　と環境

　洗濯をはじめとする惑‘洗う紬という営みに関

Aして、古来からの石けんと合成洗剤とが出会
ﾁて以来の、さまざまなアツレキを通して，ヒ
gにとって便利さとは何か、地球環境の生態系
�垂ｵているヒトのあり方とは、などに：ついて

lえてみる。

同　上

10
食　　生　　活（1）

@食と社会環境

　食は基本的な生活の領域であるが、社会環境
ﾌ影響を強く受ける。ここでは社会環境を人口
wの立場から捉え、社会の年齢構造、世帯類型、
s市の規模、地域環境の区分によって主食パタ
[ン分布の分析を試みる。

宮　崎、基嘉

11
食　　生　　活（2）

H　　と　家　族

　生活の基本単位である家族は、食の営みに深
｢かかわりをもっている。食と家族とのかかわ
閧�mる一つの方法として、家族が欠けたり加
墲ﾁたりすることが食のどのような変化につな
ｪるかについて考えてみたい。

同　上

12
食　　生一　活（3）

Hの　生態学

　人が「食べること」のしくみを、人間、食物、

ﾂ境の三つを要素として、これらのつながりを
ｨえようとするが食の生態学である。この学問
ﾍまだ若いが、体系化の手がかりを三つの事例
�?Sに：考えてみる。

同　上

13
健康と生活（1）

@健康と衣服

　室内、戸外を問わず、大気の温度、湿度、気
ｳに対し生体は相応の生体反応をおこす。衣服
ﾍ、外界の直接刺激に：対する緩解作用を重要な

@能の一つとしている。また衣服自体が刺激と
ﾈることも多い。衣服に対する生体反応のしく

ﾝを考える。

本　間　日　臣

i放送大学教授）

14
健康と生活（2）
@健康と食生活

　成人病の多くがライフスタイル病と呼ばれる
�ｵ下で、食習慣は最も大きな影響因子の一つ
ﾅある。健康保持のためには、栄養物の選択の
ﾝでなくその摂取の方法も重要である。食生活
ﾆ健康問題を消化管の反応を中心に具体的に：考

ｦる。

で　　同　上

15
健康と生活（3）
@健康と住生活

　住居内の空気の汚染度、温度、湿度をはじめ、

Z居の構造、音響など健康に直接関与する因子
ｪ多い。例えば入浴一つをとっても浴場の構造、
窒ﾌ温度、カビの発生など問題とすべき点があ

驕B住生活と密接に関連する病態のしくみを考
ｦる。

同　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師・
i所属・氏名）

16

健やかな子を
@　　生むために：一新しい感染症の

@視点から（1）

　人間の誕生から生涯にわたるからだと心の精
kななりたちとはたらきは、これらを微妙に安
閧ｳせ活動させている維持機構によって支えら
黷ﾄいるが、これは天与の生命現象である健康
ﾈ子を生むには母親となる女性の健康が基盤で
?驕B特に妊娠から出産、授乳、保育などの過
�ﾅ子供の将来の健康に密切に関係する性行為
ｴ染症など新しい感染症がクローズアップして
ｫた。クラミジア、トキリプラフマ、HB》肝
潟Eィルスなどについて回する。

古　谷　　　博

i放送大学教授）

17

母と子のつながり

齔Vしい感染症の
@視点から（2）

　母と子のつ：ながりに澄けるウィルス感染症と
ｵて最近注目されている成人　細胞白血病ウィルス、ヘルペスウイルス、ヒト乳頭腫ウイルス

ﾈどについて述べた。これらのウィルスの基礎
I研究とその検査・疫学・臨床の発展は、その
ﾜま母子健康科学に澄ける重要な部門の一つを
閧ﾟるに至っている。母と子の密切なつながり
ﾌもとにある同点期が特に濃厚な潜伏的継代感
��ｨこす時期であるという事実を強調したい。

同　上

18
女性のライフスパ
唐ﾆ健康

　出生と乳児死亡の減少、平均寿命の延長、それに高学歴化と社会進出の増加は、女性の生涯のすごし方、健康観に次第に変革し、結婚、家庭、育児などの考え方にも変化がみられている。社会環境との不断の相互関係のもとにある。女性の長いライスパンに駆ける健康の意義につい

ﾄ考えたい。

同　上

19 精神衛生（1）
Hの心理学

　食事とそれに：付随する行動について、心理学の視角から考える。すぐれて現代的な疾病であ

髏_経性無食欲症を出発点とし、文化の発達と
ﾆもに　離した身体と食物、さらには象徴性を
ｸった現代の食卓状況に：関して検討する。

織　田　尚　生

i放送大学助教授）

20
精神衛生②
ﾟ・住と日本人の

S

　衣服は着る人の自己表現の手段に：なると同時

ﾉ、自我と社会あるいは自我と深層とを媒介す
髑葡uとしての機能をもつ。この点について、

ｶ化人類学や民話学の知見を採用しながら考察
�iめる。

同　上

21
精神衛生（3）
Sの健康とケース
潤[ク

　本章は、心理学と社会福祉の接点にかかわる。
Sの健康を損なうことに：よって生活上の困難を

ｶじた人々に対して、PSWがどのような形で、
㍼浮�sうか、その構造と実際について学ぶ。

　　　　　　〔

ｯ　上

22

福祉と余暇（1）
l間の社会生活と
ﾂ境（1）

　人間の生活は」人間をとりまく社会環境との

褐ﾝ作用のなかではじめて成り立つものである。
ｾいかえれば、人間は環境と関わりあうなかで、
ﾍじめて人間としての生活を営むことが可能と

ﾈる。かかる意味での人間の社会生活の成り立
ｿど機序を明らかにする。

仲　村　優一
i放送大学教授）
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

人間の生活にとって社会的・文化的環境のも

福祉と余暇（2） つ意味の重要性を明らかにした上で、人間の社

23 人間の社会生活と
ﾂ境（2）

会生活をさまたげる環境要因について吟味して
ﾝる。その上で、生活上の社会問題解決の方途
�A人間の社会環境に照明をあてつつ考えてみ

同　上

る。

環境問題とは何か、澄よび、その顕在化と社

24

福祉と余暇（3）

ﾂ境とその対策（1）

会的対応策が講じられるに至ったプロセスを吟
｡する。特に公害対策基本法と関連法、および、　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

遭A人間環境：宣言等を中心に：その意義を検討し

仲　村　優一
i放送大学教授）

てみる◎

国際化の意味を明らかにした上で、国際的に

福祉と余暇④ みた保健医療状況を点検してみる。特に：、開発

25 保健医療と 途上地域の恵まれない状況に対する先進開発国 同　上

国際協力 の援助のあるべき方向をさぐってみる。

国連人間環境宣言やナイロビ宣言の中から環

福祉と余暇（5） 境問題をめぐる国際協力のあり方をめぐってみ

26 環境問題と国際 る。その上で、かが国の開発途上国援助の現状 同　上

協力 と問題点を明らかにする。

生活時間のなかで、とくに働いている人は、

27

福祉と余暇（6）

J働時間と余暇

労働時間の占める割合が高く、その他の生活の
ﾝり方を律する。またそれは、家族生活にも影
ｿがある。その関係について、現在の労働時間
Z縮問題を焦点におきながら、今後の生活のあ

　一番ケ瀬、康子

i日本女子大学教授）

り方との関連を述べる。

学歴の向上、高齢化、労働ち短縮などの弓状

福祉と余暇⑦ 況のもとで、余暇時間がふえてきている現代に

28

余暇と生活空間

・澄いて、その余暇が、どのようにつかわれるかは
ﾍ、入生の在り方に大きな意味をもつ。その在
阨福�K制するものとして、生活空間の状況を

同　上

考察してみる必要がある。

余暇時間の中で積極的な創造性を持つボラン

福祉と余暇（8） ティア活動は、福祉のみならずさまざまな生活

29 ボランティア活動 場面の文化を創造していく意味を持つ。環境を 同　上

と生活文化 生活者の例からのりとえていく活動の在り方を、

ボランティア活動を通じてとらえる。

29回に及ぶこれまでの講義の内容を復習整理

生活　と　環　境 した上で、「全体のねらい」、及び、1の序論

30 で提起された目標に照らして、全体のまとめの検 仲　村　優一
・一 ﾜとめ一 討をする。その上で、それぞれの学問の広がりから

新たな学問の展開の可能性を追求してみる。
員
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　　　　　　　　　　　＝心理と教育＝（TV）
　　　　　　　　　　　　　　　一一　社　　会　　化　　一

　　　　　　　　　　　〔主任諦：羅鰭講翻〕

全体のねらい

　社会化は個人の行動と社会の要請との間の持続的な相互作用を大きく含む。従来は主として児童期

頃までに実現される過程と考えられていた。しかし、現代は社会的構造の大きな変動下にある故、本

州では、この問題を人の長いライフサイクルの過程においてとらえ、可能左かぎり方法論に視点を診

いて講述をする。

回 テ　　　一・　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
社会化についての

T要

　社会化とはどんなことか。学習、適応、自己
攝ｧ、文化の内面化などとのかかわのはどうか。
ｻして、その社会化が歴史的にどのように考え
轤黷ﾄきたか。現代の社会化の特色はどうか、

ｻの範囲はどうか、これらの問題について論述
ｷる。

小　口　忠　彦

i放送大学教授）

2

社会化研究の歩み

鼈齦法論を　

@　　　中心に一一�

遊びの研究を素材としながらアンケート調査を

?Sとした量的：な調査の進め方を概観する。特

ﾉ、コンピューターを利用した調査の基本を紹

薰ｵ、あわせて、事例調査の進め方にも付言し

ﾄいきたい。�

　谷　昌　志（

咜卵蜉w教授）

�
断的方法と横断的

菇@�

児期から老年期まで、異例つた年齢における

l間の行動についての観察や測定などの結果を

A成長の順序に従って．タテに関連づけようと

ｷる研究方法を中心にして説明する。�

　口　忠　彦

� 子相互作用�

子間のやりとり（turn－taklng）を中心にし

ﾄ微笑反応の出現、人見知りの発生などを研究

ｷる際の方法について考察する。�

　　　1新@井　邦二郎（

驪ﾊ大学助教授）

� 語の　発　達�

社会化と言う視点から言語発達をとらえる。具

ﾌ的には、（1）言語発達の流れ、②言語発達の個

l差．（3）言語発達と思考との関連などについて

lえることにする。�

　立　志津夫（

M州大学講師）

�
ザリングをめぐっ

ﾄ�

乳幼児期の親子関係、特に母子関係のあの方は

A近年大きく変わってきた。ここでは．比較文

ｻ的な視点から、わが国の「母子一体化」の内

ﾀを、マザリングの概念を用いて国際比較調査

ﾈどによって明らかにする。�

　川　大’倫（

咜卵蜉w教授）

� やらいの世界�

子供のしつけ方の日本的な源流を江戸時代に戻

骭`で考えていく。この回では、日本の古い雑

盾笆{の利用の仕方を考えていぐ。あわせて聞

ｫ取り調査の進め方の基本について．も紹介して

｢ぐ。�

　谷　昌　志
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
「エミール」を手

ｪかりとして

　「エミール」を手がかりとして．西欧の子ど

烽ﾌしつけ方のルーツを探っていく。あわせて

｢米の原著や雑誌などを利用しての研究の進め

福ﾉついての基本を紹介する。

志　村　鏡一郎

i静岡大学教授）、

9 学　校　文　化

　学校制度がどう形成され．それが子どもの人

ﾔ形成にいかにかかわっているかを考察する。

ｳ育史の研究の進め方について．・主として．明

｡以降の資料の扱い方を紹介していく。
深　谷　昌　志

1⑪
ひとの振の見て習

ﾃ一モデリングー

　「朱に交われば赤くなる」と言うことわざの
ﾆおの．社会的行動の発達に対してモデリング
ﾍ大きな役割を果たしている。このモデリング

ﾉ：関する実験的研究を紹介しながら．実験的研

?@の目的や手続きについて考えていく。

肥田野　　　直
i放送大学教授）

R　口　　　勧
i東京大学助教授）

11 学　　　　　　級

　学級集団は、子供が学校の中で生活していく
黷ﾅあり、そうした集団を通して、子供たちは
ｳまざまなものを学んでいく。学級集団は40人
O後なので、質量ともに分析しにくい側面をも
ﾂ。そうした小規模サイズのデータ処理を考え
ﾄいく。

深　谷　昌　志

12 父親らしさの変貌

　父親の姿が変わってきたといわれる。たのも　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8しいが、しかし、やさしさも持った父親が増加

ｵている。そうした父親の姿をとらえるのにど

､したらよいのか。アンケート調査を中心とし

ﾄ、その手続きを紹介していきたい。

同　上

13 国際化社会に育つ

　海外に勤務する両親とともに幼年期・少年期

�O国で過した後に帰国した、いわゆる海外子

浴E帰国子女たちの異文化間体験と、その入格

`成へのかかわりについて考察し、国際化社会

ﾉ育つ子どものもつ諸問題を理解する。

小　林　哲　也

i京都大学教授）

14 適応　と　逸　脱

　社会化というと、適応にイメージを置きやす

｢が、逸脱のアングルも社会化研究の重要な側

ﾊを形成している。ここで嫉逸脱現象を研究
激xルでどうとらえていったらよいのか、そう

ｵた方法論を深めていく。

麦　島　文　夫

i帝京大学教授）

15
からだとの出会い

齔ｫの問題一

　身体的成熟、とくに第二次性徴の発見が、青

Nの心理面に、どのような影響を及ぼすのか。

ｫ的成熟を通して青年がどのような問題に直面

ｵ解決していかねばならないのか．といった諸

竭閧�､究する際の方法について考える。

　福　冨　　　護
i東京学芸大学助教授

{川知彰
@（放送大学教授）
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

学力という用語は、日本独特のものだといわ
れる。一般には、人間の能力のうち、学業によ

16 学力をとらえる
って達成・評価された「特殊な力」（成績）と
闍`される。ここでは我が国の学力観をふまえ、

岡　崎　友　典

i放送大学助教授）
学力の内容と形成の過程（プロセス）を、具体
的なデータによって分析する。

青年期には、おとな社会に適応できる一個人

17
アイデンティティ

の人格としての自立、アイデンティティの成立

ｪ期待されるが、この問題について考えるさい 久　世　敏　雄

と自立 の方法について考える。 （名古屋大学教授）

男も女も人間である。ただ、性による社会的

18
青年期に澄ける性

�рﾌ社会化

分業が：なされる社会（男と女が区別される）で

ﾍ．「性差」がどのように形成されるかが、そ
ﾌ社会的背景とかかわって教育上の問題とされ

神　田　道　子

i東洋大学教授）
る。ここでは．性的社会化について各種の調査
データをもとに学習する。

近代日本社会の成立期（変革期）に、重要な
役割を果たした青年たちの、人生の軌跡を文献

19 青雲の　志　し
資料によって分析する。明治・大正時代の「青
Nの志し」の形成過程を、人材輩出ルート（政・

深　谷　昌　志

財・官界別）と社会発展と対応させて考察する。

子どもから大人へQ青年期の進路選択は、彼
らの社会人としての「成人役割」を決定する。

20 現代の進路選択
上級学校進学者も、最終的には「就職」の関門
�ｴえなければならない。ここでは、「職業的

岡　崎　友　典

社会化」と職業選択との関連を、各種の調査デ
一夕を用いて分析する。

青年期には精神内界の均衡を保ちながら大人
社会に適応できる人格を形成していくことが期

21 青年の適応と逸脱 待されるが、身体の急激な変化や生活条件が作
pして非適応状態や逸脱行動を招くことがある。

秋　葉　英　則

i大阪教育大学教授）
この問題を研究するさいの方法について考察す
る。

学校は教育目的・内容によって類別されているが、

同種の学校間にもその特性により学校差が形成される。

22
青年のサブ・カル

`ャー

中でも非制度的（インフォーマル）な文化としてのス

Nールカラー（学校文化）が、学校の性格を規定する
ｱとがある。ここでは、中・高等教育機関を中心にス

耳　塚　寛　明

i国立教育研究所）

クールカラーの調査データをもとに「仕学青年」の文
化の諸特徴について学ぶ。

社会化の問題を人生の長いライフサイクルの
中で捉えると、学業を終了し、職業生活に入る 越　河　六　郎

23 職業生活への適応 ことは、新たな社会化の問題に直面することに （労働科学研究所
なる。本講は高度成長と技術革新を伴った経済
ﾐ会の激しい変動の中に生きる働ぐ者の諸問題 研究員）

を取り上げて講述する。
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

親になることは、生物学的には容易でも心理

働く母親の問題 的にはそれほど簡単でない。そこで、親になる
深　谷　和　子

24 一一 }ターナル・ 心構えの形成を子どもの人間形成に関連させて

ブブリベイションー 深めていく。併せて、質的なデータを量的に処
（東京学芸大学教授）

温していく方法論を深めていく。

25

技術革新の中での

K応
黶EnA化社会の

　現在、我々が直面する技術革新のテンポは極めて速い。本講はこの技術革新の激しい流れの

?ﾉ生きる者の適応問題に焦点をあてる。即ち
Z術革新が生んだ高度のOA化と働ぐ者との関

椎　名　新　一
i杉野女子大学講師）

中で生きる一
係を中心に、技術革新と人間疎外の克服等現代
ﾌ成人が直面する問題にふれる。

中　川　大　倫

成人の行動様式は情報化の到来につれて変容

26
地域生活と余暇活

ｮ

をとげつつある。かつての地域に変わって、心

搏Iな空間は広がりを見せ始めている。そうし

ｽ行動のパターンを追う方法を調査の形を辿り

岡　崎　友　典ド

：ながら深めていきたい。

人生の各ステージには、それぞれ特有の問題

27

老年期に紅ける心

I硬さ

があり、『 ﾅ有の研究法が必要となる。老年期に
ｨける心理学的研究は、いまだ確立された段階 荒　井　保　夫

一老年期と適応 ではないが、そこでの研究法を、特に臨床的手
（横浜市立大学講師）

法を中心にながめてみたい。

老年期をライフステージにより類型化する。

類型別に家族関係、役割の特徴を整理し、老人 袖　井　孝　子

28 老’人　と　家　庭1 が達成すべき課題を明らかにする。特に変動す
骼ﾐ会にあって、老人が社会に適応するには多
ｭの困難が伴う。調査資料をもとに社会的課題

（お茶の水女子大学

@　　　助教授）

についても学ぶ。

老年期の入口で大半の人々は、子供の自立、

定年退職等でこれまで自分が持っていた役割を 村　瀬　孝　雄i

29
老化に対する適応 失う。そのことで社会との接触を断たれてしま （立教大学教授）

一再社会化一 う人もあるが、社会の中で老人として新たに、 下　中　順　子
その役割を見いだす人もある。老年期の生きが （東京都老入総合

いの問題を考えてみる。 研究所研究員）

講義の全般を概観し、検討し、残された課題

を整理して述べる。 中　川　大　倫
30 エ　　ピ　ロ　一　グ

深　谷　昌　志
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　　　　　　　　　　＝都市の研究＝（TV）

全体のねらし、　〔主騰師：喚呼礎喚呼翻〕

　都市化現象は20世紀から21世紀にかけての、入類共通のお澄きな課題のひとつであろと澄もわれる6

この総合科目では、ての都市のさまざまな側面について、学際的な接近をこころみ、たんに社会科学
のみならず、人文、自然にまたがる都市の総合的研究の成果とこんごにのこされた問題点をみきらか
にするとともに、この主題の周辺に卒業研究をもとめる学生に刺激と方向をあたえるように講義内容、
を配慮した。また、受講者の便宜をはかり、問題別に整理をはかるため、4単位科目30本の番組を5
本ずつ6つのサブ・ユニットにわけて、担当講師も澄澄むねそのサブ・ユニットに対応してふりわけ
ることとした。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

「都市化」ということばはよく使われるが、

1 都市現象の考察
この講義では「都市化現象」という視覚からと

轤ｦることにする。・その背景はなんだろうか。
菊　竹　清　訓

i放送大学客員教授）

都市ということばや概念をわれわれは日常的

に使っているが、都市の定義はむずかしし％そ
加　藤　秀　俊

2 都市とはなにか の諸説をふまえて都市の本質をさぐる。
（放送大学教授）

日本：の近世は全国に都市が噴出し、本格化し

た時代であった。ここでは、都市が形成される

3 近世都市の類：型 にいたった三つのパターンを考察する。 同　上

日本で十世紀以上にわたって首都でありつづ
けた京都は、その歴史とともに大きく変化して

4 首都の成立と変化 きた。首都とはいったいどんな性格を特徴とし 同　．上

ているのだろうか。

都市に：はかならず象徴機能がともなう。それ

それの都市が、いったいなにをそのシンボルと

5 都市のシンボル しているのかをさぐってみる◎ 同　上・

都市は経済の中心である◎都市のなかで経済

6
経済構造の変化と

s市化

はどんな構造とはたらきをもっているのか、そ

黷�癘｡する。
高　橋　潤二郎

i慶応大学教授）

都市、とりわけ大都市が形成されてゆくプロ

セスを理論的、現実的にとらえて細くことは、

7 都市化の一般過程 現代のわれわれにとっての急務だ◎ 同　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名），

都市は雑然としていて、とらえどころがない

8
都市システムの研

ようにさえみえる。だが、そこに：は、あきらか

ﾉシステムがある。その本質：をさぐってみよう。 高　橋　潤二郎
究

　　　　　　　　　　　　　一s市の入間たちは、それぞれに利害をもって
’いる。その利害が葛藤を生み、また問題解決の

9 アーバン・ゲーム 糸口にもなる。利害をゲームとしてこの問題を 同　上

とりあつかう。

都市経済は複雑で、七かも高度の相互依存性

をもっている。ひとつの商品のなかにもその混

10 都市の経済法 み入ったプロセスが結晶していることを実証す 同　上
る。

人間の居住形態は歴史とともに進化してきた。

ここでは、人類史の視点から、都市という居住 米　山　俊　直
11 入類・村落・都市 形態の特徴をとらえて、現代を再検討する。

（京都大学教授）

都市環境は、そこに生活する人びとに独特の

12

都
市
の
パ
ー
ス
ナ
リ
ー

影響をあたえ、いわゆる「都会人」をつくる・

ﾐ会・文化をパースナリティ＝都市のかわから 同　上

アイ 考察する。

都市が世界的にひろがれば、都市はことなつ

た民族的背景をもった多くの弄びとの雑居の場

13 都市のエスニシティ となる。そうして雑居性がもたらす問題点をさ 同　上

ぐる。

’

むかしからある都市は、時の流れとともに変
白してゆく。そうして都市の新陳代謝もひとつ

14 御成街道盛衰記 の実例に照らしてとらえな澄してみよう。 同　上

文化とは「生活様式」のことだ。都市に生き

る入たちには、特有の生活様式がある。それは

15 都市と都市文化 いったい、どのような性質のものであるのか、 同　上

をかんがえる。
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回 テ　　一　　マ 一　内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

都市に：は行政機能が不可決だ。とりわけ現代

16 都市政策の課題
という時代を考えれば、行政のもつ役割は大き

｢。どのようなごとがらが、行政上の問題なの
田　村　　　明

であろうか。 （法政大学教授）

…

都市は行政のがわからみれば、経営の対象で

もあろう、そして、そこでは、自治体としての
17 都市経営と自治 責任と義務が問われる。自治体のあり方を検討 同　上

する。

首都臨近畿圏などにみられるように、都市
の三三はどんどん拡大してゆく。r一千万をこえ

18 都市の拡大と都市 る人口をもつ都市もめずらしくはなくなった。 同　上
そこで考えるべき課題のひとつは分散化であろ
う。

、

住みやすい都市環境をつくってゆく力は行政

19
市民参加と
@　「まちづくり」

機関だけではない。むしろそれよりもたいじな

ﾌはその都市に住む住民の力であろう。その実

痰�ﾆりあげる。

同　．上

都市生活は自由だが、同時に、おたがいが快

20
都市のルールと都

sのデザイン

璋に生きるためにはルールが必要であろう。そのルールは、計画やデザインの面にも反映され

同　上
てくるの

都市は、せまい空間にたくさんの人が生活す

る、という特徴をもっている◎その嗣ぐの人口
21 都市　と　建　築 を収容するためには都市型の建築が必要だろう 菊　竹　清　訓

建築が都市に：たいしてもつ役割を考察する◎

都市の立地はさまざまでありうるが、とりわ

け海と都市とは密切な関係をもってきた。それ

22 臨　海　都　市 を現代の時点で、ふたたび見直してみたい。 同　．上

多くの都市では、その都心部がビジネスセン

ターとなって、中核的な機能をもつようになつ

23 都　心　都　市 た。その都心部での都市現象を検討する。 同　上

《
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

土地が足りない、と多くの人がいう。しかし、

その解決策のひとつとして、土地を人工的につ

24 入　　工　　土　地 くる、という方法もあるだろう。その実例をし 菊　竹　清　訓
めしながらかんがえる。

人工土地のほかに：、人間が海面上を利用して

生活し、しごとをすることも技術的に可能にな

25 海　上　都　市 ってきた。将来の都市像のひとつとして海上都 同』上
市をとりあげる。

現代の都市では、雪ぐの情報が集積し、処理

されている。しかしその原型はふるい時代から

26 者β　〒行　　と　　’晴　　幸艮 用意されていた、ここでは、 加　藤　秀　俊

日本の国土は都市現象に澄海われているが、

そのなかで、都市から離れている過疎の地域も

27 非都市のゆくえ すくなくない。そうして「非都市」の現状と将 同　上
来をかんがえる。

都’市は美しくあってほしい。たんに機能だけ

でうごくのではなく、人間にとってたのしく美

28 都市　の景観 しい景観が都市には必要鵡景観論の立場から 菊　竹　清　訓
都市を再検討する。

都市は歴史の産物である。そして、もしも未

来をいうのか、将来に予想される歴史であると

29 未　来　都　市 するなら都市がこれからどうなってゆくのかを 同　上

かんがえることも重要であろう。

未来をつくってゆくのは、しょせん人間の努

力というものであろう。全講義をふりかえりな

30 都　市の未来 がら、こんごにのこされた諸問題を論ずる。 加　藤　秀　俊
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＝情報化時代の産業・技術＝（TV）
　　〔主偏師：轄雛勇1縫難劉

全体のねらい
　この印刷教材は「産：業と技術」尊慮の専任教授の全員と客員教授に盛り分担執筆される。

　各分担者は、すでに大きな変化が予想されながら進行しつつある高度情報化と、各自の専門分野の’
学問研究との相互関連や、砺究の進展状況、研究課題等を明らかにし、履修生の卒業研究ρテーマの

選択、指導の助げとする。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1970年代以降、世界の経済は大きな変動期
に入り、その要因、内容、期間、進行方向につ

高度情報化の進展 いて議論が左されている。変動の波は国際化、 磯　部　浩　一
1

一一 ﾀ態と意義一
成熟化．高齢化等があり、とぐに技術革：新の波
ﾌうち．高度情報化は進展が早い。ここでは高

（放送大学教授）

度情報化の進展の実態と意義を明らかにし、経
済・社会・産業への影響を検討したい。

産業構造の変化発展の方向は、生産の迂回化、
工業化、：重工業化、重化学工業化、省資源化、

2
情報化の進展と産

ﾆ構造
さらに、サービス化、情報化と次々に変化して
ｫた。産業の空洞化現象も心配されている。情

同　上

報化が産業構造にどのような影響を願えるかを
考える。

情報化の進展はアメリカに診いてATTの分
割、日本では、NTTの民営化を進めた。　AT

3 情報化の進展
鼈鼕 業と政府一�

の分割は多様化による大量生産の少量生産への
]換が、生産や企業の基盤にまで影響を与えた
ﾆいわれる。その根底には多様化があ如、高�

　上

情報化も同じ脈絡で考えられる。これらの点�
ついて、企業と政府の役割を考える。�

ンピュータは人間の単純労働や肉体労働を�
替する。労働の現場では、情報時代の新しい�

報化社会の労働� 働＝環境に適合しにくい労働者が出てきた少、� 　郡　靹　子
�

身と質の変化�
クノストレ・スを訴える者が増えている。ここで
ﾍ、MEを中心とする技術革新や情報化の進� 明海大学教授）

が雇用や失業、労働の中身や急務内容にどん�
影響を与えるかを検討する。�

産と消費・産業用使用の懸隔を架橋する流�

�
報化と流通機構　

@　　　　　　①�

機能においては情報伝達は不可欠の機能である

Bそれがなぜ不可欠であるかを理解し、伝達さ

黷驍ﾗき内容と伝達する手段の多様性を整理�

　木　安　昭，（

ﾂ山学院大学教授）

る。そして情報伝達機能を遂行する。�

のような情報伝達機能の遂行にコンビュー�

�
報化と流通機構　

@　　　　　　⑪�

が導入され、企業内と企業間の伝達に情報化が

i展した。POSやVANなど現在進行中の情報
ｻを中心とした流通システムの現状と問題点�

　上

とり上げる。�

�

報化と地域の活性

ｻ一
﨣��ｬの　
@　　　場づくり�

情報化の進展は地：域社会に様々な波紋を投じて

｢るが、これを地域振興整備の手段の1つとし
ﾄ積極的に活用しようとする動きが活発である

B実例を紹介しながら、その問題点と可能性を

沒｢す。�

　田　禎　宣（
結檮H業大学教授）阪

@本　一　郎（
咜卵蜉w助教授）
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8

情報化と地域の計

謔ﾃくり
鼈齟 m恵の集約と
@　　　　合意形成

　計画の役割：が大きくなりつつある現代社会で

ﾍ、計画の合理性・妥当性が強く要求されてい
驕B利害対立の調整が重要な課題となる「まち
ﾃくり」に醜いては、計画策定に際して新しい
﨣�Vステムの開発と利用が期待されている。

ｱのことを説明する。

熊　田　禎　宣

縺@本　一　郎

電気・光・音・温度などの物理量は．物の生

9 情報　と　機械

産や工場の自動化、放送や電話あるいは緊急時
ﾈど社会情報の伝達に不可欠な情報媒体である。
ｱれら物理量の情報伝達と処理を技術的立場よ

小　川　鉱　一

i放送大学助教授）
り．その特徴について考察し、情報と自動化と　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

の関わりについて述べる◎

身近に見られる自動販売機、自動車．カメラ
などをはじめ、NC工作機械、ロボヅト、自動

10 情報伝達と処理
搬送機など生産現場に診げる最近の機械には、

Gレクトロニクスが組み込まれ、知能化を一歩
同　上

進めた機械となっている。これらの機械と情報．
との関係について説明する。

情報技術の革新は常に社会を変革してきた。

11
情報技術の歴史を

ｽどる．

情報技術が社会をどのように変えて来たのか・
ｻしてこれからの高度情報化社会を支えるマイ
Nロエレクトロニクスは私たちにどのような社

東　　　千　秋

i放送大学助教授）

会をもたらしてくれるのかを見る。

情報化時代の産業の米といわれる、マイクロ
エレクトロニクスの代表、小さなICチップは、

12
情報化時代の産業

ﾌコメー：LSI
大規模集積回路（：LSI）で構成される中身のよ

ｭ分からないブラックボックスである。LSI
同　上

とはなにか、それはどのように作られ、将来は

どうなるのか述べる。

情報技術が広く＝浸透してきた今日の高度情報

13

情報化と生産技術

鼈齔 ｶ産の自動化

社会の中にあって、情報の活用に先駆：的役割を

ﾊたしてきた工業における、従来主軸あったハ
[ドウェア技術と、今日ますます重要な位置を

町　田　周　郎

i放送大学教授）

をめざして 占めてきたソフトウェア技術の発展について述

べる。

情報化社会と生産
　高度情報化時代の生産の場においては、広汎
ｽ種の情報蒐集と迅速な情報処理によって最適：

14
技術展望

齔ｶ産無入化の
@　　　　　　行方

条件の設計、加工生産また評価・管理などを行
､技術が浸透してきている。ここではいくつか・の例について現状を述べるとともに将来を展望

ｷる。

同　上

PERTタイプのネットワーク計画法をより一
プロジェクト管理 般化したGERT（Graphical　Evaluation　and 加　瀬　滋　男

15 の高度手法 Review　Tec㎞ique）の初歩的事項を概説し、 （放送大学教授）

L－GERT・一一 広くプロジェクト管理への関心の高揚に資した

い。
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i所属・氏名）

16

構造化技法による

Vステム設計
黹fータ中心への接近

　最近企業が頭を悩ましているシステムのバックログ問題の打開策として、システムの構築に

¥造化技法の採用が期待されている。その考え

禔Aツール、技法のあらましを展望し、伝統的

闖№ﾆの差異を明らかにしたい。

味　村　重　臣

C（産業能率大学教授）

17

エントロピー一。モ
fルに：よる市場構
｢分析一新銘柄進出の市

齦ｪ析と価格選定

太　田　　　宏

i大阪府立大学教授）

18
経営戦略と前提
鼕ﾂ境予測企業目

@標能力評価

　経営戦略の設定は、未来の多くの環境予測情報に依存する。そこで社会・経済、技術、市場、資源政府規制等の歯子を中心に、企業をめぐる

ﾂ境予測の内容を説明する。

小　林　靖　雄ゼ

i放送大学副学長）

19 経営戦略の設定

　環境予測にもとづいて．企業がとりうる戦略の諸代案のうち一つを選択する意思決定は、フ

Hーマルな手法をもちえない。ここではその基
{的前提と、若干の接近方法について述べる。

同　上

20

情報化時代の生産

Vステム

[ー tァクトリー・
O一トメーションー一

　近年、FA、すなわち機械加工および組立の高度な自動化が進められている。本講義では、より柔軟性のある自動生産システムとして注目されるFMS（フレキシブル生産システム）の概要を説明するとともに、これからの生産システムのあり：方について解説する。

横　山　雅　夫

i放送大学助教授）

21
情報化時代の生産

ﾇ理
，　　同　上

22

情報化とマーケテ

Cング

[ー}ーケティング
@　革新の背景一

　消費市場は、「分（少）衆化」「個別化」した市場へと変質してきた。大衆ではなく「個」の市場をいかにつかむかが、マーケティングの最大の課題である。情報化の進展に支えられ、個々のニーズを掌握するというマーケティング上の革新が起こりつつある。

伊　藤　公　一一

i千葉商科大学教授）

23

情報化とマーケテ

Cング

[マーケティング
@　：革新の展開一一

　このマーケティング革新とは、川下発想（メーカー・卸）、付加価値提供志向（卸）、生活者の欲求への適合（小売）である。革新を支え、促す情報化として、①回報ネットワーク（VAN他）、②顧客データベース化、③POSシス

eム、④ニューメディア、を取り上げる。

同　上
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i所属・氏名）

現在、わが国の株式会社は証券取引法と商法
の定めによって、その事業内容を、いわゆる財

24
企業内容の開示制

x
務情報として開示しなければならないことにな
ﾁている。本講では、有価証券報告書の制度、

江　村　　　稔

i放送大学教授）
および、貸借対照表などの公告の制度につき、

現状をあきらかにする。　　1

投資家：などに開示すべき会計情報について近
年、会計学者による研究が進んでいる。とくに

25
財務情報と情報：革

ｽ
W．H。ビーノ脳の「財務報告革命」は注目さるべ

ｫ業績である。謡講では、この書物をとりあげ

伊　藤　邦　雄

i一橋大学助教授）
て論じてみよう。

コンピュータを始めとする情報機器の発展は、

26

情報化の進展と企

ﾆの資金部門の変

e

高度成長期にみられた銀行との話し合いをもと

ﾉした資金の調達と資金繰りから、よ如多くの
﨣��繒Wし、迅速に対応した資金の管理を促
ｵてきた。ここでは、その変貌の跡を辿り、こ

　古　川　浩　一

i東京工業大学助教授

れからの課題を考える。

企業の資金調達力はくその企業に対する資本

情報化が経営財務 市場の評価と密接に関連する。企業は自らの経

27 に及ぼす影響の諸

､面

営成績を会計報告書という形で利害関係者に報
垂ｵている。この報告書によって与えられる会
v情報が企業の評価とどのように関連している

同　上

かを検討する。

OAを理解するために、まず、「OAの歴史 中　村　光　男

28
O　A　の　基礎
黶ZAと歴史と狙い

と背景」を考察し、その本質を見極める。そし
ﾄ、「OAの狙い」は、一体、何であるのか、
ｻの狙いに到達するためには、如何なる「OA
ｻのステップ」を必要とするのかを、考察する。

㈱岡村製作所

o営情報システ

?､究所
､究開発室長

昭和55年前後から注目されたOAも今や定

O　A　の　実践 着しつつある。そこで「OA化の現状」を把握

29 一〇Aの現状・動
?E課題

し、次に、今後のリード・ソフト・通信・環境
ｮ備・情報管理技術の向⊥：と共に「高度情報化

ﾐ会におけるOAの動向」につき、若干の考察

同　上

を行い、「今後の課題」を提起する。

30 総　　　　　　括

　本講義に対する補遺や敷街を試み、全体的な

ﾜとめを行う。あわせて来るべき時代の産業於

謔ﾑ技術の動向を展望し、今後の勉学の便に供

ｷる。

江　村　　　稔
驕@部　浩　一
E町　田　周　郎
ﾁ　瀬　滋　男
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　　　　　　　＝科学と宗教＝てR）

〔主任講師灘璽鷺薪大学…）〕

全体のねらい

　科学と宗教とレ・うテーマは大きく、且つ単なる教条的理解や道聴塗説に止まってならぬ面を持って

いる。本講座は総合講座として、学説の記憶というより、学生諸君がこのテーマについて自分の意見
を形成することを狙いにしている。それ故教材は記憶すべき玉条集でなぐ、諸君が意見形成する際の・
対話相手と考えてほしい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

科学の確かさはどこた由来するのかをテーマ

1

序　　　　　　論一科学信仰の源流
とし、科学記述の世界と日常世界のかかわりを

沒｢する。

大　森　荘　蔵

i放送大学教授）

関係の原初形態 古代ギリシアのソークラテース以前の哲学に

一古代は過ぎ去っ 於いて、科学と宗教がどのように関係していた 今　憎憎　信
2 影と過ぎ去らな かを論定する。代表的学者を取り上げ、祖型に：

い基礎との共在 分類した。 （清泉女子大学教授）

する場である一

科学者であり同時に宗教家である立場から、

3

科学　と　宗　教一科学者として宗

@教者として

この問題を論じ、自然現象め科学的把握も神の

＜bセージを含むこと、その意味では、宗教もお
ﾈ学も一つであることを説明し、また、すべて
ﾌ文化的営みが一つの方向を持っていることを

柳　瀬　睦　男

i上智大学教授）

論じている。

人間の王国を建設するところに科学の仕事が

神はどこに：住むのか あるが、それは神の国の土台の上に据えられな 加　藤信　朗
4 人間はどこに住ん くてはならないことを、人間の在るべき場所を

でいるのか 求める哲学的考察によって明らかにしている。 （東京都立大学教授）

ガリレイからニュートンを経て十九世紀に至

5
「物理学者にとっ

ﾄ神とは　」

る宗教観と、ハイゼンベルグの眼を通して見た
ｻ代物理学の創始者たちの宗教観との対比によ
閨Aそれらの類似と相異が汲みとられるように

小　田　　　稔

i元文部省宇宙科

した。現代科学者による問題の展開が簡明に論 学研究所長）
じられる。

心、特に「わたし」の扱いを中心として、科学

6
心の本質をめぐる

ﾈ学と宗教

学的世界観と宗教的世界観の特徴と限界を明ら

ｩにする。それらは二つの相異なる原語によっ

ﾄ語られるから、直ちには結びつかない。宗教

稲　垣　良典

i九州大学教授）

言語に習熟するためには自記革新が必要である。

頒歌を材料に取り、宗教的言語がいかなる働

7
宗教的言語が披く
n平と科学的世界

きをもち、いかなる世界を弾くか、またそれは

ﾈ学言語の旧く世界といかに：異なるかを検討す
驕

宮　本　久　雄

@山i東暴大学助教授）
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i所属・氏名）

8
科学的真理と形
繩w的真理

　現代の日本を代表する哲学者として一西田幾多郎
ﾆ松本正夫を取り上げ、両者に於ける科学論と
@教論とを基に：して、標題のテーマを考察して
｢る。西田は自力宗教と述語論語、松本は啓示
@教と主語論理というように、相互に尖鋭な対
ｧがある。

橋　門守　子
i青山学院女子短

咜蜉w助教授）

9 存在　と　意　味

　科学言語と日常言語を：比較し、存在に目を向

ｰる前者と意味を求める白老を対比し、科学言

黷ｪ作る科学的世界の強さと弱さを検討する。 大　森　荘　蔵

10

科学の問いと宗教
ﾌ問い
鼡Z術・科学・宗
@教

技術・科学・宗教はそれぞれ何を求める活動

ﾈのか。それらの答えるべき「問」によって三

ﾒの区別を試みる。

伊　藤　笏康
@　　　（公一）

i放送大学助教授）

11 「賢者ナータン」

　十八世紀ドイツ啓豪思潮の代表的文人レツシ・
塔Oの「賢者ナータン」を材料として、宗教間
ﾌ対立、それを超える人間的真情の交流の重要
ｫを述べる。理ネ輪、啓蒙主義、科学的合理主
`等の本質を考察し、道徳教説に於ける人間的一致の重要性を説いている。

坂　部　　　恵

i東京大学教授）

12

　一　　　　　　，

ﾈ学時代に似合っ
ｽ宗教心を求めて

　現代人は、科学者を含めて、倫理的責任が問

閧ﾉなる時、良心に訴えるか、宗教に頼ること

�~める傾向が強い。その原因の一つは、宗教

ﾌ側の言語表現の不適切性にありその改善が望

ﾜれる。

橋　本，典　子

13

科学と宗教
@　　その架け橋一リク→レとオリベソティ

　リクールとオリベッティーとの筆者の直接対

bを基にして、科学と宗教の結びつきの可能性

�竄､。リクールを介して、詩的言語の解釈が、

Iリベソティーを介して、倫理がそれぞれ媒介

ﾆなることを明らかにした。

　山　本　　　信

i東京女子大学教授）

14

科学と宗教、
@　　そして人間一知る．ことと生き

@ること

　科学は客観を、宗教は主体を問題とし、衝突
ﾍないはずであるが、知識の強情と信念の偏執
ｪ原因となって両者の関係は複雑となる。科学
ｪ自然を問題にするように、人間は宗教に：関し、
ｩ已の安心立命のみならず、社会ρ歴史の行方
ﾉ責任を持つべきである。

橋本典　子

15

生命哲学と宗教一アンリ・ベルクソン

　科学と宗教の接点の一つは生命と死の問題で

?驕Bこの問題に関しては、ベルクソンを介し

ﾄ、独自の考察を求めることも一つの方法であ

驕B科学と宗教を直接に関係づけず、科学と哲

wの比較を通じて、道徳や宗教を論じる。

小　尾　信

i放送大学教授）
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16 宇　　　宙　　　論

　現代の天文学者として科学と宗教について論

ｶる。そのため、入間が何故ここにいるのか、

ﾆいう問い、私が今何故ここにいるのかという

竄｢を出発点として宇宙の構造と進化の面から

ｻれについて考える。

小　尾　信　彌

i放送大学教授）

17 科学理論　と
@教　「理論」

求めるものに応じて理論は異なる力動的構造

�謔驕Bその面から科学と宗教と技術の活動と

ｵての差は何か、また三者を連続的に：つなぐも

ﾌは何かを検討する。

伊　藤　笏康
@　　（公一）

18 科学・・宗教・合理化 　　井　　　修

i東京大学教授）

19 死

　　死は科学の超克出来ない現象であり宗教の基

@本的課題なのである。その視点からディー教授

@の宗教観を直接対話で尋ね、ジャンケレヴィツ
@チを介して死の瞬間の意味を探り、死が原罪に軽　基づくとされるところがら悪の問題を考えた。

橋本　典　子

20
科　学　　と　禅一漱石の世界より

　近代科学との出会いを経験した漱石の世界に

翌｢て、科学的精神と宗教の相異を考察するた，
ﾟ、『門』と『行人』の二作品の解釈を行った。・禅を『坐』とし科学を『走』と規定した。

1大　橋　良　介、　（京都工芸繊維大

@学教授）

21

科学と宗教の基本
I関係一二つとも古くか

@ら別々の明るさ
@を求めている

両者の異同、混同、劇的調和という意味論二一価値論的問題を縦軸とし、過去、現在、未来

�｡軸として、両者の基本的関係を論じている。 今　三友　信

22
言語の働きとして
ﾌ科学と宗教

　科学も宗教も、〈こころ〉言語の働きに：よっ

ﾄ生成する地平であり、ともに「全体を求める」

ｫ格をもつ。「全体を求める」〈こころ〉言語

ﾌ機構としての「縮重」を中心にし、両者の異

ｯを検討する。

井　上　　　忠

i日本大学教授）

23

技術文明と宗教一ガブリエル・マ

@ル’セノレ

　技術が世界を支配し始めた時代から思索の生

?ﾉ：入ったマルセルは、技術社会に於ける人間

ｫ喪朱の危険に気付いた最初の人々に属する。

@教に：よる希望が単なる欲求と異なり、人間を

V生に導くことを明らかにした。

橋本　典　子
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講ジ師
i所属・氏名〉

24 愛　　　と　　死

科学者として信仰をもつ自已の経験を手がか

閧ﾉして、先ず、個人に於ける両者の関係を論じ

ｶ、次に：体制として自已変革を経た宗教に対し

ｻれを経験しない科学に向げてヨ科学のあるべ
ｫ姿を価値論的に提案している。

垣花　秀武
i上智大学教授）

25
良　寛　・道　元
Eィトゲンシュタイン

　「論理」を広い意味での探究原理と考えると

ｫ、良寛や道元の得た論理は何であったか。ま

ｽ近年、そのいみでの論理を重視した哲学者に

Eィトゲンシュタインがいる。三者の論理を中

Sにして考察する。

黒　埼　　　宏

i成城大学教授）

26

科学・倫理．・宗教一工マニ・ユエノレレ

@ヴィナス

　存在を限度とする形而上学に飽き足らず、存

ﾝの彼方を志向して、倫理学を第一哲学とする

ｻ代哲学者レヴィナスの思索を通じて宗教を論

ｶる。「顔」に於いて「汝殺すなかれ」という

_の命令を読むのは周知の特色である。

橋本典　子

27

将来の　問　題一これは省察であっ

@て予言ではない。
@しかし，推理と決
@意とは想像ととも
@に時を先駆ける一

　科学と宗教が現実を解釈する二つの目である　　、ことを明らかにし、将来に於ける宗教の必然性

ﾆその存立条件を、エゴ・エティカとの連関に

翌｢て考察している。
今道友　信

29
悪　に　つ　い　て

黷ｻれは時間の非
@充足である。

　悪の本質を時間の非充足ないし非充実と見る

Vしい見地から、宗教・科学・科学技術と悪の

ﾖわり合いを考察した上で、下学と罪悪とに於

ｯる宗教の役割を論じている。

同　上

29

科学　と　宗　教一死め問題を例と

@して

　人間の死の問題を例として、両者の関係につ
｢て哲学的思索を展開する。宗教は自巳の中に
ﾈ学技術を受け入れてあまりあるもの、すなわ
ｿそれによって侵されない大きな力であること．
�A生死が無生死であり、無生死が生死するこ
ﾆの体得を通して明らかに：する

　辻村　公一・
i京都大学名誉教授）

30 知識　と　意　見

　『科学と宗教』の講義は、教養学部の最も教
{らしい教養として提示されているものである。このような問題に：ついては知識よりも多くの回

黷�ﾓ見に接することが大切でる。これを「受
ｰる」のみではなく、これに：「反応」して考え
驍ﾗきである。

大　森　荘　蔵
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＝　生　　命 論　＝（TV）

　　　　　　　　　　〔主任講師：野田春彦（放送大学教授）〕

全体のねらい

　生命は歴史を通じて人類の強い関心を集めてき：た。十九世紀以来生物学、生物化学の新しい展開に

ともない生命の考え方は大きく変わり、分子生物学の出現で物質を基礎とする考え方は確実なものと
回った。この考え方と従来の考え方とを比較考察する。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

この講義全体の編成の方針を概略説明し、こ

こで採用した考え方以外の考え方をも考慮した 野　田　春彦
1 序　　　　　　論 上で、全体的視野の下で勉学の指針を与える。

（放送大学教授）

人類の有史以来の生命に対する考え方を総説

する。特に宗教書や哲学書に現れた世界観など 伊　藤笏　康
2 歴史宗教哲学と生命 古代以来の生命に対する考え方の変遷を現代の

知識と関連させて見直す。 （放送大学助教授）

生物学が物質的基礎を持たなかった時代には、
物理学や化学で理解で’ ｫない未知な原理が高い 大　森　荘　蔵

3 生気論と機械論 て初めて生命現象が起こるという考え方をせざ

るを得なかった。それが今でも本当かどうかを （放送大学教授）
考える。

地球上の生物全部に共通の部分があ池ばそれ

は生命にとって必須の部分であろう9さらに必

4 生命の最小単位 須でない部分があればそれを除く。最少の部品 野　田　春　彦、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　哨ﾅ構成される生物はどんなものかを探ってみる。

5 筋　　　収　　　縮

　生物の細胞の基本的運動能力を考察する。細

E分裂に際しての細胞内の動き、鞭毛の運動、
@毛の運動、筋肉の運動などめ構成や運動機構

ﾌ異同についても考察する。

江　橋　節　郎
i岡崎国立共同研究

@構生理学研究所

@　　　　　所長）

単細胞の生物は細胞分裂によって増殖し、多

細胞生物は細胞分裂によって成長し、さらに増 平　本　幸　男．
6 増　殖　と分化 回する。基本となる細胞分裂の機構とその生物

墲ﾉよる微細な差を考察して、生命機構全体と
（放送大学教授）♂

の関係を考察する。

単細胞生物でも、多細胞生物でも、タンパク
質分子が集合して形成する構造は個々のタンパ

7 ＝構　造　形　　成
ク質に固有の化学；構造にもとづいて自動的に作

轤黷驕B多細胞生物では細胞の集合の方式も生
野　田　春　彦

物の形を決定する。これらに内在する原理を考
察する。

一748一



回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 酵　　　　　　素

生物体内の化学反応で共有結合が形成される

ﾆきにはほとんどの場合に酵素が関与している。

ｱの酵素の物質としての性質、作用機構と構造

ﾆの関係などが、どこまで物理化学的に理解で

ｫているかを考察する。

野　田　春　彦

9 ホメオスタ聖シス

　生物体内では条件を一定に保とうとする傾向

ｪある。その中で特に物質代謝系に関係する物

ｿの濃度を一定に保持する機構については研究

ｪ進んでいるので、それを説明する、

同　上

10 太陽と地球と生物

　現在の地球上では生物界への炭素化合物の取

闕桙ﾝは殆ど全部植物の光合成によっている。

�≒ｬの産物が食：物連鎖を通じて動物や菌類を

{っている。その全体像を地球的規模で考察す

驕B

同　上

11
物質代謝とエネル

Mー代謝

　生命現象の特徴の一つは材料物質が常に流れ

ﾄいることである。流れを作るためにはエネル

Mーが必要である。それらの流れの相互関係と、

ｻの機構を考察する。

同　上

12 遺　　　　　　伝

　遺伝現象の基礎となる分子生物学的機構は全

秤�ｾされているわけではない。染色体とDN
`の関係などをも含めて、分子レベルの考え方

�ﾅきるだけ現象に結び付ける試みをする。

同　上

13 覧タンパク質の生合成

　遺伝子の構造として保持されている遺伝情報

ﾌ具体的発現はいろいろあるが、その中でよく
､究されているのはタンパク質の生合成である。　　　　　　N

ｻの機構の細目を検討してみる。

同　上．

．14 分子の進化機構

　永い年月にわたる遺伝子の変化が進化の基本

ﾅあるが、DNAの具体的な構造とその変化の
ﾂ能性を実際の遺伝子の構造と関連させて考察

ｷる。

宮　田　　　隆

i九州大学教授）

15 核酸の構造と機構

1．核酸の所在

Q．核酸の立体構造

R．染色体とDNA
S．核酸のヌグレチオ・チド配列　　の分析

野　田　春　彦
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回． テ　　一　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

L遺伝的多型

16 個三差と三一
2．遺伝子の多様性と入種

R．・タンパクからDNAへ
尾　本　恵　市

i東京大学教授）1

多細胞生物の多数の細胞の行動を統制する方
法の一つは神経によるものである。生物が進化 久保田　　　競

17 中　枢　神　経 して、その神経の中に中枢神経系が現れて全体

�ﾜとめるようになると生物の行動は複雑にな
（京都大学霊長類

る。人間は言葉を使うことによって更に新しい 研究所教授）

行動様式を開発した。

知能は記憶の基礎の上で働くものであるが、

その記憶というものの本質を考え直す試みをす

18 記憶について る。 大　森　荘　蔵

19 精神　と　生命

　人間の立場から生命を考えると、精神の働き

ｪ常に念頭にある。山川草木に生命を感ずるの

ﾍ、人間の側から感情その他を移入する結果で

?驕Bその他日常の多くの場合について色々の

ﾊからの考察を試みる。

香　月　秀　雄i

蛛@森　荘　蔵
?@田　春　早
｡　藤　公　一

計算機は脳の能力の一部を遂行するものであ

20 自然知能と人工知能
るが、最近の計算機では人工知能と呼ぶことも

ﾅきるような能力を備えるものがある。両者の

芒rから脳の能力に対して新しい見方も現れる

甘　利　俊　一

i東京大学教授）

かもしれない。

鳥類と哺乳i類は侵入する外敵に対抗するため

21 免　　　　　　疫
に、特別な細胞群二を用意している。これらの細

E群が多種類の外敵に対して対抗できることの

ｴ理、その際に合成されるタンパク質などにつ

大．沢　利　昭

i東京大学教授）

いて最近の進歩を考察す為。

我々の日常生活では、食事の消化と吸収は意

22 消化　と　吸収
識されないことが多い。もし意識されるように

ﾈると異常が存在する。平常の場合にはどのよ

､に進行しているか．異常になると何が澄かし

橘　　　正　道，

i千葉大学教授）

いのかを考察する。

1．思考時の大脳連合軸の活動

23
考える脳のメカニ

Yム

2．大脳の神経回路網

R．意識と注意

S．　と幻覚

伊　藤　正　男

i東京大学教授）

5．記憶の2型
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容’
担当講師、〈所属・氏名）

体の部分について意識ナるようになると、そ

こに何かの異常があることが多い。しかし異常 1

24 病　　　　　　気 がないのに意識が先行することもある。何を正 香　月　秀　雄
常と呼び、何を異常と呼ぶかについて考察して
みる。

薬の中で抗生物質は効力の原理が明らかなも
のである。細菌が如何にして抗生物質を生産す

25
抗生物質とその効

ｫ方

るか、抗生物質が相手の細菌の生理作用のどこ

�j害するかを調べてゆくと、生きるというこ
ﾆの分子生物学的：な基礎と深く関係しているこ

大　村　　　智

i北里研究所副所長）

とが多い。

多細胞生物の個体は必ず老化する。加齢によ
る器官の変化、死亡率など老化の基本データを 松　村　外志張

26 老　化　と　寿命
供覧し、老化に関して今までに提出された仮説
�燒ｾし、老化と栄養の関係や寿命の予測など

（明治乳業ヘルスサ

Cエンス研究所
現在ではまだ答えのできてい左い問題について 研究員）
も考察する。

医療の手段の一つとして故障のある臓器を摘

出して他人から正常な臓器を移植し：たり、人工

27 臓　器　移　植 の臓器を取り付けたりすることが行われる。実 香　月　秀　雄
際の方法、功罪、将来の見通しなどを論ずる。

人間の意識の中で、自己の死というものは特

異な地位を占める。歴史的な思い込みを取り去
1

28 生　　　と　　　死 って、虚心胆壊に考察を試みる。 大　森　荘　蔵

地球上の生命の物質的基礎は相当程度明らか

になってしまった。しかし宇宙のどこかで生命

29 物質　と　生命 を構成するときに、現在地球上にみられる生命 野　田　春　彦
と同じものだけを考えるので十分かどうかは確

かではない。

各方面から考察した生命の本質を再び復習し、

30
生命とはなにか、

?ﾟて考える

考察の足りなかったところを補い、将来研究す

ﾗき点について論ずる。 野　田　春　彦
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＝　文　学　の　東　西　＝＝ （R）

　　　　　　　　　　　〔主任講師1募賀翻鱗丁丁

全体のねらい

　「文学」や「東西」の意味、日本文学の特質などを検討したのち、主に芳賀講師によっていくつかの

主題に則し、日本と諸外国間の関連と影響関係を比較文学の成果として解明する。後半は西欧諸国・中

国と日本との間に澄いて、，対照比較、受容の問題等を論じ、全体として日本文化のアイデンティーを求

める試みとしたい。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

「東西」及び「文学」について東西からする 芳賀　　　徹

「文学の東西」を

ﾟぐる環境（1）

配慮：を行い、この二つの概念の歴史的な変遷に

ﾂいてもふり返ってみたい。

r（東京大学教授）三　好行　雄

i大妻女子大教授）
1

“文学”お選び
小　山　弘　志

i国文学研究資料

“東西”の概念 昌々長）
辻　　　　　理
（放送大学教授）

「文学の東西」を 世界の中で言葉の孤児である日本語の特性を 三　好．行　雄

めぐる環境（2） 考察したのち、この特性が文学に与えているで 小　山　弘志
2

日本語の特性と文 あろう影響を、各種の仮説として論じる。． 古　田　東　朔
i放送大学教授）

学への影響 辻　　　　　理

「文学の東西」を
　比較の可能性と不可能性について論じたのち、

芒r文学という学問の成立根拠を問う。

芳賀　　　徹
ｬ　山　弘　志

3 めぐる環境（3） 佐　伯彰一
比較と日本文学 （中央大学教授）

辻　　　　　邊

比較文学という学問の西欧における歴史とと

もにその日本に澄ける展開と成果を解説する。
4 比較文学の歴史 芳　賀　　　徹

中国文学に取材する。

桃源境の系譜（1＞
5

悶淵明の桃源郷
同　　　上

日本の江戸文学までを扱うb

6
桃源境の話（2）

激Aジアの理想郷
同　　　上

近代文芸に取材する。

7
桃源境の話（3）
坙{における桃源郷

同　　　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

きりしたんとクリ 南蛮文学の翻訳潭びヨー『ッベに附ける文化

8　管
スチャン　（1）

史的背景を扱う。

加納孝代
西欧キリスト教文

wと日本
（莫竪凝勘

きりしたんとクリ
寛永までを扱う◎　　　　　一

9
スチャン　（2）

ｾ治時代の聖書と
同　　　上

讃美歌の日本語訳

新井白石について。’

蘭　学　事　　始 大久保　喬樹
10 （1）

（離㌘大護》

二二玄白について・

11
蘭　学　事　　始
@　　　　　　（2）

同　　　上

岩倉使節団と福沢諭吉。

ヴィクトリア丁丁
川　西　　　進

12 国と日本人
（1） （東京大学教授）

夏目漱石をめぐって。

ヴィクトリア朝英

13 国と日本人 芳　賀　　　徹
（2）

俳句。芭蕉、蕪村、一茶、草田男など。
すま　　　い

14
住　居　の　詩
@　　（その1）

同　　　上

詩。バシュラール、リルケ、萩原朔太郎、田
すま　　　い

Z　居　の　詩
中冬二など。 川　本　皓　嗣

15
（その2）

（東京大学助教授）
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唐以前の中国文学と日本との関係を、一、二

16了
〔中国と日本（1）〕

a@　　以　　　前

の事例に即して論ずる。 竹　田　　　晃

i東京大学教授）

辻　　　　　理

唐・宋の伝奇小説と、それにもとつく日本の

17
〔中国と日本②〕 小説を取り上げて、比較考察する。

尾上　兼　英
白　話　小　　説 （東京大学教授）

〔ロシアと日本（1）〕

日露間の文化的交渉を簡単にたどったあとで、トゥルゲーネフからトルストイ、　ドストエフス

川　端香男里

18 ロシア文学の近代

坙{文学への影響

キイ、チェーホフに至るロシア文学が日本近代
ｶ学成立上に演じた重要な役割を説明し、同時に日本的理解の偏よりについて論ずる。この偏

（東京大学教授）

ﾒ　　　　　理
よりはソビエト期に更に大となる。

〔ロシアと日本②〕 外国文学の影響の及ぶ「終着点」であるとい

19
ロシア文学と日本

ｶ学一

う点で両国の文学は多くの歴史的形態論的特徴
�揩ﾂ。また文壇のあり方、作家の生き方にも
且翌ｽ面がある。これらの共通点・類似点を指

同　　．上

対比的考察
饗しつつ、さらに両文学の相違、両文学の民族的特性へと話を進める。

20

〔フランスと日本（1）〕

tランス文化の
@　　自己理：解一一

　フランスの文化がいわゆるアイデンティティーを獲得し、明確な自己理解を行うのは17世紀

ﾌことである。演劇を中心としてその経緯を解

渡　辺　守　章

i東京大学教授）

演劇を主として一
明しながら、一部は現代にも話題を拡げて日本

ﾆのコントラストを浮き彫りにしてみたい。
辻　　　　　理

〔フランスと日本（2）〕
　詩とは何よりもまず形式の面で散文と異るも

ﾌだった。どのようにして、散文のままで「ポ
阿　部　良　雄i

i東京大学教授）
21 フランスと日本の エジー」が成り立つようになったか。ボードレ

散文詩 一ルや萩原朔太郎の場合に即して考える。 井　戸　桂　子

（放送大学助教授）

ソネット（十四行詩）という、約束事の多い

22
〔イギリスと日本（1＞〕

¥ネットの受容

窮屈な西洋の詩型が、日本でどのように受容さ

黶A変容したか、イギリスのソネットとその翻

�A日本の創作ソネット数篇を取り上げて考察

川　西　　　進

ﾒ　　　　　理
し、東西文学の特質の一端を明らかにしたい。

ワーズワスと芭蕉とは、ともに花鳥風月をう

23

〔イギリスと日本（2）〕

�ﾂの自然観一
潤[ズワスと芭蕉

たった詩人であるが、そのうたい方にどのよう

ﾈ差異があるか、そしてその差異はどのような

lえ方、ものの見方の相違から生ずるかを、具

上　島　建　吉

i東京大学教授）

体的な詩句に当たって考察する。
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24
〔アメリガと日本（1）〕

喆ﾄの自然観

　日米の自然観が文学にいかに表われているか
�lえる。南北戦争以前の文学をとり上げマク
鴻Rズムとミクロコズム、17世紀清教徒達の
ｩた神意の啓示としての自然、19世紀ロマン
蜍`の作家エマソンとメルヴィルの相対立する
ｩ然観などを論じる予定

島　田　太　郎

i東京大学助教授）

ﾒ　　　　　理

25

〔アメリカと日本（2）〕

Aメリカ文学に診
@ける自然と文明

　自然と文明の対立はアメリカ文学に澄ける最
蛯ﾌ主題の一つといえるが、この問題は西部フ
鴻塔eィアと深く関係している。こめ授業では
}ーク・トウェインなどの作品を通してそれを
沒｢し、さらに日本人の自然・文明観との比較
ﾉよってその独自性を明らかにする。

！　渡　辺　利　雄

i東京大学助教授）

26
〔ドイツと日本（1）〕

Qーテの「普遍性」

　ゲーテの普遍性と言われるものを、市民階級・

s民文化との関連から考察し、『若きヴェルタ

[の悩み』を中心に、日本に論ける受容の様態

ﾉ触れたい。

　辻　　　　　理

@大　貫敦　子

s細越講整）

27
〔ドイツと日本（2）〕

Jフカとその受容

　カフカの作品を通じて翻訳と理解の可能性と　　、

s可能性を論じる。

辻　　　　　理

28
〔スペインと日本〕

wドン・キホーテ』

　『ドン・キホーテ』と近代小説の誕生につい

ﾄ考察したのち、『ドン・キホーテ』受容史に

ﾂいても論ずる。

桑　名　一　博

i東京外語大教授）

ﾒ　　　　　理

29

〔中南米と日本〕

ｻ代のラテン・
@　アメリカ文学

　現代ラテン・アメリカ文学の魅力と強い影響

ﾍとを論じ、その位置づけを試みる。

同　　　上

30 ま　　　と　　　め

　概観と各種の事例の考察とが自然に語るもの

ｪ何であったかを、まとめとして論じて澄きた

｢。
芳賀　　　四

ﾒ　　　　　理
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